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本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサス エレクトロニクスは、

予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。
ルネサス エレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。



 

ご注意書き 
 
１． 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、

応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計において、回路、ソフトウェアお
よびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これ
らの使用に起因して、お客様または第三者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負い
ません。 

２． 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないこと
を保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害が
お客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。 

３． 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の
使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権に対する侵害に関し、当
社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特
許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

４． 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損
害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

５． 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、 
各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。 

  標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV機器、 
家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等  

 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、 
   防災・防犯装置、各種安全装置等 
当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人
体に埋め込み使用するもの等） 、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・シ
ステム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用するこ
とはできません。 たとえ、意図しない用途に当社製品を使用したことによりお客様または第三
者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社
営業にお問い合わせください。 

６． 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用された場合の
故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 

７． 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障
が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放
射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事
故、火災事故、社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対
策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとし
ての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、
お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。 

８． 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せく
ださい。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境
関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令
を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。  

９． 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販
売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。また、当社製品および技術
を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当
社製品または技術を輸出する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、
かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。 

10． お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用か
ら損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負担して頂きますのでご了承く
ださい。 

11． 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製するこ
とを禁じます。 

 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネ

サス エレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する
会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造
製品をいいます。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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このマニュアルの使い方

1. 目的と対象者
このマニュアルは、本マイコンのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくためのマ

ニュアルです。本マイコンを用いた応用システムを設計するユーザを対象にしています。このマニュアル

を使用するには、電気回路、論理回路、マイクロコンピュータに関する基本的な知識が必要です。

このマニュアルは、大きく分類すると、製品の概要、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性、

使用上の注意で構成されています。

本マイコンは、注意事項を十分確認の上、使用してください。注意事項は、各章の本文中、各章の最後に

記載しています。

改訂記録は旧版の記載内容に対して訂正又は追加した主な箇所をまとめたものです。改訂内容すべてを記

載したものではありません。詳細は、このマニュアルの本文でご確認ください。

SH7752 グループでは次のドキュメントを用意しています。ドキュメントは最新版を使用してください。

最新版はルネサス エレクトロニクスホームページに掲載されています。

ドキュメントの種類 記載内容 資料名 資料番号

データシート ハードウェアの概要と電気的特性 SH7752グループデー

タシート

R01DS0172JJ0100

ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

ハードウェアの仕様 (ピン配置、メモ

リマップ、周辺機能の仕様、電気的特
性、タイミング )と動作説明

※周辺機能の使用方法はアプリケー
ションノートを参照してください。

SH7752グループユー

ザーズマニュアル
ハードウェア編

本ユーザーズマ
ニュアル

ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

CPU命令セットの説明 SH-4A拡張機能ソフト

ウェアマニュアル

RJJ09B0235

アプリケーションノート 周辺機能の使用方法、応用例
参考プログラム
アセンブリ言語、C言語によるプログ

ラムの作成方法

ルネサス エレクトロニクスホームページに

掲載されています。

RENESAS TECHNICAL 
UPDATE

製品の仕様、ドキュメント等に関する
速報
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2. 数や記号の表記

(2)  ビット名の表記
　　本文中に記載されているビット名は、左側が上位ビット、右側が下位ビットの順になります。
　（例）CSK1、CSK0

(4)  Lアクティブの表記
　  Lアクティブの信号及び端子にはオーババーを付けています。
　　(例) WDTOVF 

(1)  ビット表記
　　MSBを左側、LSBを右側に表記します。

(3)  数字の表記
　　2進数はB'nnnn (明らかに2進数と判断できる場合はB'を省略)、16進数はH'nnnn、10進数はnnnn

　　で表します。
　　(例)　2進数　 : B'11 又は 11

　　　　 16進数  : H'EFA0 又は 0xEFA0

　　 　　10進数   : 1234

Rev. 3.00, 2009.02.24  14-3

14.  CMT

(1) (3)(2)

(4)

(1) (3)

CMCSR 

WDTOVF TCNT 0

14.3

14.2.2 _0 1 CMCSR_0 1

14.3.1 

CMCSR CKS1 CKS0 CMSTR STR 1

CMCNT CMCNT

CMCOR CMCNT H'0000

CMCSR CMF 1 CKS1 CKS0

B'01 /4
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3. 図中の信号レベル
各機能の動作例及びタイミング例の図中の信号レベルは、原則として以下の意味を持ちます。

　・信号レベルは、上が“1”、下が“0”

　・端子の入出力レベルは、上がH、下がL

原則に沿わないものについては、信号の左側に表示します。

4. メモリマップとアドレスの表記

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

(2)

(1)

先頭アドレス

P0領域
キャッシング可能

アドレス小

アドレス大

(1)メモリマップは最下位アドレス（上）→ 最上位アドレス（下）の順に表記します。

(2)アドレス表記のルールは以下の通りです。
 　下位：小さいアドレス値
　 上位：大きいアドレス値
 　先頭：最小アドレス値
 　最終：最大アドレス値

P1領域
キャッシング可能

P3領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P4領域
キャッシング不可

特権モード
最終アドレス

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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5. レジスタの表記

5.1 レジスタ一覧

 R/W

 R

 W

: 読み出し又は書き込み可能なビットです。
: 読み出し可能なビットです。
: 書き込み可能なビットです。

特に注記がない場合、ここに記載されたサイズでアクセスしてください。
他のサイズでアクセスした場合は、動作の保証はできません。

(1) R/Wレジスタ属性

x.x.x.　SPI0レジスタ構成

レジスタ名

WDMA 転送先アドレスレジスタ

WDMA転送語数レジスタ SPIWDMCNTR

SPIDMCOR

8

8H'FFFD 9800H'00IR102

略称 R/W

R/W H'FE00 1018 H'0020 0000 H'0020 0000 H'0020 000032

R/W H'FE00 1020 H'0000 0800 H'0000 0800 H'0000 080032

割り込みステータスレジスタ SPIDMINTSR R/W H'FE00 1188 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

H'XXXX XXXX32

割り込みマスクレジスタ SPIDMINTMR R/W H'FE90 0024 H'0000 000032

DMA コントロールレジスタ R/W H'FE00 1028 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X32

アドレス アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

ソフトウエア
リセット

注. R/Wについては「5.2 レジスタの説明」を参照してください。

注　表に記載のアドレス以外にアクセスを行った場合は、動作の保証はできません。

(2) アクセスサイズ

パワーオンリセット、マニュアルリセット及びソフトウェアリセット時のレジスタ値を示します。
ただし、ソフトウェアリセットビットがないモジュールについてはソフトウェアリセットの欄はありません。

X: 4ビット中、1ビットでも不定値がある場合

(3) レジスタの状態

(1) (2) (3)

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



5.2 レジスタの説明

各レジスタの説明には、ビットの並びを示すビット図とビットに設定する内容を説明するビット表があ

ります。使用する記号や用語を以下に示します。

すべての商標及び登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

ビット番号を示します。
32ビットのレジスタの場合、ビットは31～0の順になっています。16ビットの場合は15～0です。

ビット名またはフィールドを示します。
複数ビットで一つの機能を持つビットについては、ASID2～0又はASID[2:0]と表記します。
また、リザーブビットの場合は「-」と表記します。

(1)  ビット

[ビット図]

[ビット表]

(2)  ビット名

各ビットのパワーオンリセット後の値を初期値として示します。
0

1

-

：初期値が“0”であることを示します。
：初期値が“1”であることを示します。
：初期値が不定であることを示します。

(3)  初期値

各ビット又はフィールドが読み出し可能か、書き込み可能か、又は読み出しも書き込みも不可であるかを示します。
使用する表記を以下に説明します。

R/W

R

W

-

：読み出すとビットの状態が読み出せます。書き込んだ値は有効データになります。
：読み出すとビットの状態が読み出せます。
  書き込んだ値は無効になります。したがって書き込む値は“0”又は“1”いずれでも可能です。
  ただし、説明欄又は注に「書き込む値は“0”（又は“1”）にしてください」と書いてあるビットは、
  “0”（又は“1”）を書き込んでください。

：書き込んだ値は有効データになります。
  ビットの状態は読み出せません。読み出し時の値は不定です。
  ただし、説明欄又は注に「読み出し時の値は“0”（又は“1”）」と書いてあるビットは、読み出し時の値が
  “0”（又は“1”）になります。

：ビットの状態は読み出せません。読み出し時の値は不定です。
  ただし、機能欄又は注に「読み出し時の値は“0”（又は“1”）」と書いてあるビットは、読み出し時の値が
  “0”（又は“1”）になります。
  書き込んだ値は無効になります。したがって、書き込む値は“0”または“1”いずれでも可能です。
  ただし、説明欄又は注に「書き込む値は“0”（又は“1”）にしてください」と書いてあるヒットは、
  “0”（又は“1”）を書き込んでください。

(4)  R/W

何も割り当てられていないビットです。
読み出し値及び書き込み値が記載されている場合はそれに従ってください。

注．初期値と異なる値を書き込む必要のあるリザーブビットもあります。

(5)  リザーブビット

(1) (2) (3)

注.上図で示しているビット名や文章は例であり、本マニュアルの内容とは関係ありません。

(4) (5)

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0Bit:

ビット ビット名 初期値 説明R/W

15、14

13～11

10

9

0

  0

0

0

1

−

R/W

−

−

リザーブビット
（読み出すと“0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

リザーブビット
（読み出すと“0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

アドレス識別子
端子機能の有効／無効を設定できます。

リザーブビット
（読み出すと“1”が読めます。書き込む値は“1”にしてください）

−

ASID2～
ASID0

−

− − − − − − − −

−

−

初期値:
R/W:

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

− − R/W R/W R/W − − − − − − R/W R/W R/W R/W R/W

ASID1 ASID0ASID2 ACMP2 ACMP1 ACMP0Q IFE
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1. 概要

1.1 SH7752の特長

本LSIは、メモリトレンドに追随したDDR3- SDRAMインタフェース、２チャネルのギガビットイー

サネットコントローラ（GETHER）、USB ホスト／ファンクション（USB）、I2C バスインタフェース

（RIIC）、SDホストインタフェース（SDHI）、MMCホストインタフェース（eMMC）、タイマ、及びシリ

アルコミュニケーションインタフェース（SCIF、SPI）等を内蔵しており、通信用の組み込みシステム

などに適しています。
本LSIの内部CPUコアSH-4Aは、RISCタイプの命令セットを内蔵しており、スーパースカラアーキテ

クチャを使用しています。これにより命令実行速度は大幅に向上します。このCPUで、高速処理が要求

されるリアルタイム制御のような、従来のマイクロプロセッサでは処理できなかったアプリケーション

に対しても、低コスト、高性能、及び高機能なシステムを組むことができます。

本LSIには、32Kバイトの命令キャッシュ、及び32Kバイトのオペランドキャッシュ領域があります。

オペランドキャッシュ領域では、コピーバックとライト・スルーモードを切り替えることができます。

さらに、内蔵されている MMU（memory management unit）により 4G バイトの仮想アドレス空間へアク

セスすることができます。命令キャッシュには、命令に対する4エントリのフルアソシアティブTLB及

びTLBと共有の 64エントリのフルアソシアティブがあります。また、32Kバイトの SRAM (16Kバイト

ILRAM／16KバイトOLRAM)を内蔵しています。SRAMは高速アクセスが可能なので、スタックポイン

タやリアルタイム性を必要とする処理に使用できます。

本LSIの特長を表1.1に示します。

表1.1 SH7752の特長

項目 特 長

CPU 
(SH-4A)

• ルネサス独自のSuperHアーキテクチャ

• 32ビット内部データバス

• 汎用レジスタファイル：
- 16本の32ビット汎用レジスタ（及び8本の32ビットシャドウレジスタ）

- 7本の32ビット制御レジスタ

- 4本の32ビットシステムレジスタ

• RISCタイプ命令セット（SH-1、SH-2、SH-3、SH-4マイクロプロセッサと上位互換性あり）

- 命令長：コードの効率改善のための16ビット固定長

- ロードストアアーキテクチャ

- 遅延分岐命令

- 条件付き実行

- C言語に基づく命令セット

• FPUを含む2命令同時実行型スーパースカラ

• 命令実行時間：最大2命令／サイクル

• アドレス空間：4Gバイト

• 空間識別子ASID：8ビット、256の仮想アドレス空間

• 乗算器内蔵
• 8段パイプライン

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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浮動小数点 
ユニット (FPU)

• 浮動小数点コプロセッサ内蔵
• 単精度（32ビット）及び倍精度（64ビット）をサポート

• IEEE754に準拠したデータタイプ及び例外をサポート

• 丸めモード：近傍及び0方向への丸め

• 非正規化数の扱い：0への切り捨て、又は IEEE754に準拠のための割り込み発生

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16レジスタ×2バンク

(単精度×16レジスタ又は倍精度×8レジスタ）×2バンク

• 32ビットCPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL）
• FMAC（乗算及びアキュムレート）命令をサポート

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート

• FLDI0/FLDI1（ロード定数0/1）命令をサポート

• 命令実行時間
- レイテンシ（FADD/FSUB）：3サイクル（単精度）、5サイクル（倍精度）

- レイテンシ（FMAC/FMUL）：5サイクル（単精度）、7サイクル（倍精度）

- ピッチ（FADD/FSUB）：1サイクル（単精度／倍精度）

- ピッチ（FMAC/FMUL）：1サイクル（単精度）、3サイクル（倍精度）

注 . FMACは単精度に対してのみサポートしています

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ）

- 4 次元ベクトル変換及び行列演算（FTRV）：4サイクル（ピッチ）、8サイクル（レイテンシ）

- 4次元ベクトル（FIPR）の内積：1サイクル（ピッチ）、5サイクル（レイテンシ）

• 10段パイプライン

メモリ管理
ユニット（MMU）

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID：8ビット）

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード
• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト

• 命令に対する4エントリのフルアソシアティブTLB
• 命令及びオペランドに対する64エントリのフルアソシアティブTLB
• ソフトウェアにより入れ換え方法及びランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムをサポート
• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能

• 29ビット物理アドレスモードと32ビット物理アドレスモードをサポート

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ（IC）：32Kバイト

- 4ウェイセットアソシエイティブ

- 32バイトブロック長

• オペランドキャッシュ (OC)：32Kバイト

- 4ウェイセットアソシエイティブ

- 32バイトブロック長

- 選択可能な書き込み方式（コピーバック /ライトスルー）

• ストアキュー（32バイト×2エントリ）

ILメモリ
(ILRAM)

• 命令ローカルメモリ：16Kバイト

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート

- SH-4Aからの命令フェッチアクセス

- SH-4Aからの8／16／32／64ビットオペランドアクセス

- 外部要求による8／16／32／64ビット及び16／32バイトアクセス

OLメモリ

（OLRAM）

• オペランドローカルメモリ：16Kバイト

• 3本の独立した読み出し／書き込みポート

- SH-4Aからの命令フェッチアクセス

- SH-4Aからの8／16／32／64ビットオペランドアクセス

- 外部要求による8／16／32／64ビット及び16／32バイトアクセス

ユーザブレーク
コントローラ
（UBC）

• ユーザブレーク割り込みによるデバックをサポート
• 2本のブレークチャネル

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可能
• シーケンシャルブレーク機能をサポート

項目 特 長
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クロックパルス
発振器（CPG）

• メインクロック：EXTAL入力クロック周波数の8又は12倍
• クロックモード：

- SH-4A周波数：最大576MHz
- SHwyバス周波数：最大192MHz
- ローカルバス周波数：最大48MHz
- DDR3-SDRAM周波数：最大1056Mbps
- 周辺周波数：最大48MHz
- 外部WDTサブクロック周波数：32.768kHz

• 低消費電力モード：
- モジュールストップモード：選択された周辺装置へのクロック供給を停止

- スリープモード：SH-4Aの動作を停止

割り込みコント
ローラ
（INTC）

• ダイレクトジャンプ方式（SH-4互換）

• 17本の外部割り込み端子（NMI、IRQ15～ IRQ0）
• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定
• 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）

ローカルバス
ステート
コントローラ
（LBSC）

• 外部非同期形メモリアクセスをサポート
- 各エリア最大64Mバイト

- SRAM/NOR型フラッシュメモリ接続可能

- ウェイトサイクルをソフトウエアによって挿入可能

- ウェイトサイクル機能（ハードウェアによるウェイトサイクル：RDY信号）

- データバスの衝突を防ぐためのウェイト制御（アイドルサイクル挿入）

- バス幅：16、8ビット

- サポートエリア：CS0、CS4～CS6
• ビッグエンディアン又はリトルエンディアンを設定可能

ダイレクト
メモリアクセス
コントローラ
（DMAC）

• 24チャネル（うち2チャネルは外部リクエスト可能）

• 転送要求：
- 外部リクエスト（チャネル0、1）
- 内蔵周辺モジュールリクエスト：

SCIF2、SCIF3、SCIF4、ADC0、ADC1、SIM、ARC4、SDHI、CRYPTO ENGINE、RSPI、
eMMC、RIIC、TMR

- オートリクエストモード：メモリ間転送

• 転送データサイズ：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード(4バイト）、16バイト、32バイト

• 最大転送回数：16,777,216回
• アドレスモード：デュアルアドレスモード
• バスモード：サイクルスチールモードとバーストモードから選択可能
• チャネル優先順位選択可能：

- チャネル優先レベルは固定モードとラウンドロビンモードから選択可能

DDR3-SDRAM
インタフェース
(DBSC3)

• JEDEC JESD79-3準拠

• データバス幅：16ビット

• リフレッシュ機能サポート
- セルフリフレッシュモード

• DDR3-SDRAM 1056Mbpsに対応

• 8バンクDDR3-SDRAMデバイスに対応

• バースト長：8
• CASレイテンシ：5～8サイクル

• アドレス指定可能メモリ空間は8Gbits（＝１Gバイト）まで

- 32M×16bit（512Mビット）×１
- 64M×16bit（1 Gビット）×１、64M×8bit（512M ビット）×２
- 128M×16bit（2 Gビット）×１、128M×8bit（1 Gビット）×２
- 256M×16bit（4 Gビット）×１、256M×8bit（2 Gビット）×２
- 512M×16bit（8 Gビット）×１、512M×8bit（4 Gビット）×２

• ECC(SECDEC方式 )によるデータ訂正機能サポート

項目 特 長
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イーサネット
コントローラ
（ETHER）

• MAC（Media Access Control 機能）

- データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3 準拠フレーム形式）

- CRC計算

- 全二重／半二重送受信サポート

- ショートパケット、ロングパケット送受信検出

• RMII（Reduced Media Independent Interface）標準転送レート：10/100Mbpsに対応
- 2CH

• １ディスクリプタで１フレーム、複数のディスクリプタ（マルチバッファ）で1フレームの方式

に対応
• イーサネットコントローラ専用DMAチャネル

• SH-4A負荷軽減のためディスクリプタ管理方式を使用

• チャネルごとに受信用FIFO(8KB)、送信用FIFO(2KB)を搭載

• 32バイトバースト転送によりシステムバスを効率よく使用

• シングルフレーム・マルチバッファ対応可能

ギガビット
イーサネット
コントローラ
（GETHER）

• MAC（Media Access Control 機能）

- データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3 2000Edition準拠フレーム形式）

- CRC計算

- 全二重／半二重送受信サポート

- ショートパケット、ロングパケット送受信検出

- マルチキャストフィルタ

• RGMII（Reduced Gigabit Media Independent Interface）標準転送レート：10/100/1000 Mbpsに
対応
- 2CH

• １ディスクリプタで１フレーム、複数のディスクリプタ（マルチバッファ）で1フレームの方式

に対応
• IEEE802.1Q （VLAN）に対応

• ギガビットイーサネットコントローラ専用DMAチャネル

• SH-4A負荷軽減のためディスクリプタ管理方式を使用

• チャネルごとに受信用FIFO(12KB)、送信用FIFO(2KB)を搭載

• 32バイトバースト転送によりシステムバスを効率よく使用

• シングルフレーム・マルチバッファ対応可能

SIMカードインタ

フェース（SIM）

• 1チャネル

• ISO7816-3 データプロトコルに対応（T=0、T=1）
• 調歩同期式半二重キャラクタ伝送プロトコル
• データ長8ビット

• パリティビットの生成及びチェック
• キャラクタ保護追加時間選択可能
• 1etu当たりの出力クロック数を選択可能

• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの選択可能
• 周辺クロックPckプリスケーラ内蔵

• アイドル時のクロック極性変更可（Ｌレベル又はHレベル）

I2C
インタフェース
(RIIC)

• I2Cバスインタフェース方式サポート

• マスタ／スレーブ機能
• 10チャネル

• 最大1Mbpsをサポート

• 7ビット及び10ビットのアドレスモード対応

• システムクロックからプログラマブルにクロックを生成

項目 特 長
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USBホスト／

ファンクション
機能
（USB0、USB1）

• 2ポート（各ポートにUSB PHYを内蔵）

• USB0、USB1共に、Universal Serial Bus Specification Revision 2.0準拠

• USB0（ファンクション機能）：ハイスピード /フルスピードサポート

• USB1（ファンクション機能）：ハイスピード /フルスピードサポート

USB1（ホスト機能）　　　　：ハイスピード（EHCI）、フルスピード /ロースピード（OHCI） サ
　　　　　　　　　　　　　　ポート

• パイプ構成
- 各USBファンクションで最大10パイプ使用可能

- 各USBファンクションで8.5Kバイト専用RAMバッファ内蔵

- パイプ0：64バイト　コントロール転送

- パイプ1、2：最大2k×2のバルク転送／アイソクロナス転送

- パイプ3～5：最大2k×2のバルク転送

- パイプ6～9：64バイト インタラプト転送

- 最大10個の双方向のエンドポイントをサポート

FIFO 
内蔵シリアル
コミュニケーショ
ンインタフェース
0、1
（SCIF0、SCIF1）

• 2チャネル内蔵

• 送受信用FIFO 各16 バイト内蔵

- 16550シリーズと一部を除きレジスタ互換（以下の2点は非対応）

・ スティックパリティ

・ DMAモード

• 全二重通信が可能
• モデムコントロール信号サポート（DSR、DTR、CTS、RTS及びDCD）

• 送受信クロックソースをボーレートジェネレータから選択可能
• 1.5Mbpsまでサポート

• ループバックモードサポート
• シリアルコミュニケーションインタフェース端子マルチプレクス機能を使用することにより、
モデムステータス信号のモニタが可能

FIFO 
内蔵シリアル
コミュニケーショ
ンインタフェース
2、3、4（SCIF2、
SCIF3、SCIF4）

• 3チャネル内蔵

• 送受信用FIFO各16バイト内蔵

• 調歩同期式モードまたはクロック同期式モードの選択が可能
• 全二重通信が可能
• 1.5Mbpsまでサポート（調歩同期式モード）

• 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、又はSCK端子からの外

部クロックから選択可能
• RS485　半二重通信の方向制御機能をサポート

8ビットタイマ

（TMR）

• 2チャネルの8ビットタイマを3ユニット

• 6種類のクロックを選択可能

- Pck/2、Pck/8、Pck/32、Pck/64、Pck/1024、Pck/2048（Pckは48MHzの周辺クロック）

• カスケード接続
- 2つのチャネルを接続し、16ビットタイマとして使用可能

• 複数の割り込み要因

16ビットフリー

ランニングタイマ
（FRT）

• 16ビットのフリーランニングカウンタ

• カウンタに入力するクロックを３種類から選択可能

32ビットタイマ

ユニット (TMU)
• 6チャネルオートリロード型32ビットタイマ

• チャネル2のみ、インプットキャプチャ機能を搭載

• カウンタに入力するクロックを６種類から選択可能
- 外部クロック、5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）

項目 特 長
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ウォッチドック
タイマ（WDT）

• マニュアルリセット発生（WDT0/1）用2チャネル、ABR機能（WDT2）用１チャネル

• WDT0/1は以下の2モードに対応

- ウォッチドッグタイマモード：カウンタオーバフローにより内部をリセット

- インターバルタイマモード：カウンタオーバフローにより割り込みを発生

• 16種類のカウンタ入力クロックを選択可能

- WDT0は16種類のカウンタクロック入力ソースを選択可能

- WDT1は16+8種類のカウンタクロック入力ソースを選択可能

- WDT2は16種類のカウンタクロック入力ソースを選択可能

• 最大計測時間は178秒（48MHz動作時）、又は512秒（32768Hz動作時）

14ビットPWM
タイマ（PWMX）

• 8チャネル

• 14ビットPWMタイマ

• 13種類の分解能を選択可能

（1/2/4/8/12/16/32/64/128/256/1024/4096/16384）
• 2種類の基本周期を設定可能：T×64あるいはT×256(T：分解能 )
• 26種類の動作クロックを選択可能（13種類の分解能と２種類の基本周期設定の組み合わせ）

8ビットPWM
タイマ（PWMU）

• ６チャネル
• ８ビットPWMタイマ

• ４種類の動作クロックを選択可能
• ８ビット、12ビット、16ビット単パルスモード

• ８ビットパルス分割モード

ルネサスシリアル
ペリフェラル
インタフェース
(RSPI)

• 1チャネルのSPIインタフェース

• ２本のチップセレクトをサポート
• マスタモード／スレーブモードをサポート
• データサイズ、クロック極性／位相を設定可能
• MSBファースト方式／LSBファースト方式が選択可能

• 最大転送レート：24Mbps

シリアル
ペリフェラル
インタフェース0

（SPI0）

• シングルレールモード／デュアルレールモードをサポート。
• １Mバイト、２Mバイト、４Mバイト、及び８Mバイトのメモリサイズのみ指定可能（その他の

メモリサイズには非対応）
• チップセレクト×4
• マスタモードのみサポート
• SPIブート機能専用DMACを内蔵

• 5種類の転送クロック選択可能（24MHz、27.4MHz、32MHz、38.4MHz、48MHz）
• 転送データ同期をクロックの立上りエッジ／立下りエッジで選択可能
• MSBファースト方式／LSBファースト方式が選択可能

• SPIブート機能サポート（ブート時に2Kバイトのコードを ILメモリに自動転送）

シリアル
ペリフェラル
インタフェース1

（SPI1）

• シングルレールモードをサポート
• 2Mバイト、４Mバイト、８Mバイト及び16Mバイトのメモリサイズのみ指定可能（その他のメ

モリサイズには非対応）
• チップセレクト×２
• マスタモードのみサポート
• 8種類の転送クロックを選択可能（6MHz、6.9MHz、8MHz、9.6MHz、12MHz、16MHz、

24MHz、48MHz）
• 転送データ同期をクロックの立上りエッジ／立下りエッジで選択可能
• MSBファースト方式／LSBファースト方式が選択可能

A/D変換器

（ADC）

• 16チャネル（8チャネル×2ユニット）

• 10ビットの分解能、変換時間は5.5μ秒
• ユニットごとにサンプル＆ホールド回路搭載
• シングルモード／マルチモード／スキャンモード選択可能
• 外部基準電圧を使用

イベントカウンタ
（EVC）

• 16チャネル

• 外部のイベント入力をカウントする16ビットカウンタ

• イベントは、立上りエッジ／立下りエッジを選択可能

項目 特 長
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CRC演算器

（CRC）

• 8ビット単位の任意のデータ長に対してCRCコードを生成

• ３種類の生成多項式から選択可能
• LSBファースト通信用CRCコード生成／MSBファースト通信用CRCコード生成の選択が可能

暗号機能 • AES128/256
• 3DES
• SHA1、SHA256
• シード生成用の32ビットの真の乱数ジェネレータ

• ARC4

SDホスト

インタフェース
（SDHI）

• 1チャネル。SD Specification Ver.2.00に対応

• 最大動作周波数：48MHz
• カード検出機能

MMCホスト

インタフェース
(eMMC)

• eMMC-v4.3（JESD84-A43）に対応

• 1/4/8ビットバス

• 最大動作周波数：48MHz
• 送受信データバッファ：512バイト

シリアル汎用
I/Oポート

インタフェース
(SGPIO)

• ３チャネル
• 74LV595Aプロトコル及び74LV165Aプロトコルと互換性あり

• シフトクロック周波数選択可能（93 KHz～48 ＭHz）
• 転送単位は2ビット～128ビット

• 受信データのビット一致割り込みをサポート

I/Oポート

（GPIO)
• 入出力ポートはビットごとに入出力切り替え可能
• ノイズキャンセラ内蔵端子×16
• 12mA駆動ポート×8

デバッグ
インタフェース

• H-UDI (User Debugging Interface)
- E10Aエミュレータのサポート

- JTAG標準端子の割り当て

• AUD (Advanced User Debugger)

低消費電力モード • 2種類の低消費電力モード

- スリープモード

- モジュールストップモード（モジュールごとにクロック供給を停止可能）

電源電圧 • 内部コア：1.25V
• I/O：3.3V
• ADC：3.3V
• DBSC3：1.5V
• USB：3.3V、1.25V
• GETHER：1.5V
• PLL：1.25V

パッケージ • BGA-524 23 x 23 mm、0.8mm ball pitch

項目 特 長

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 1.  概要

Page 1-8

1.2 アドレスマップ

図1.1にSH7752のアドレスマップを示します。

図 1.1      アドレスマップ

MD6がLの時、H'0000 0000からH'03FF FFFFのエリアはブートプログラムエリア（CS0エリア）として割り当てられます。 
MD6がHの時、H'0000 0000からH'03FF FFFFのエリアはILRAM エリアとして割り当てられます。

注．

32 ビット アドレスマップ

リザーブ領域
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1.3 ブロック図

図1.2にSH7752のブロック図を示します。

図 1.2     SH7752ブロック図
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1.4 ピン配置図

図 1.3     ピン配置図（1）
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図 1.4     ピン配置図（2）
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H27

J27

K27

F28

G28

H28

J28

K28

L24

M24

N24

P24

R24

L25

M25

N25

P25

R25

L26

M26

N26

P26

R26

L27

M27

N27

P27

R27

L28

M28

N28

P28

R28

T24

U24

V24

W24

Y24

T25

U25

V25

W25

Y25

T26

U26

V26

W26

Y26

T27

U27

V27

W27

Y27

T28

U28

V28

W28

Y28

AA24

AB24

AC24

AA25

AB25

AC25

AA26

AB26

AC26

AA27

AB27

AC27

AA28

AB28

AC28

AD15

AE15

AF15

AG15

AH15

AD16

AE16

AF16

AG16

AH16

AD17

AE17

AF17

AG17

AH17

AD18

AE18

AF18

AG18

AH18

AD19

AE19

AF19

AG19

AH19

AD20

AE20

AF20

AG20

AH20

AD21

AE21

AF21

AG21

AH21

AD22

AE22

AF22

AG22

AH22

AD23

AE23

AF23

AG23

AH23

AD24

AE24

AF24

AG24

AH24

AD25

AE25

AF25

AG25

AH25

AD26

AE26

AF26

AG26

AH26

AD27

AE27

AF27

AG27

AH27

AD28

AE28

AF28

AG28

AH28

VDD

VDD

VDDVDD

VDD

VDDVCCQ

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VCCQ

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VSS

VDD-
PLL4

VSS

VSS

VDD-
PLL3

VDDVDD

VSS

VSS

VSS

VSS

L15 L16 L17 L18

M15 M16 M17 M18

N15 N16 N17 N18

P15 P16 P17 P18

R15 R16 R17 R18

T15 T16 T17 T18

U15 U16 U17 U18

V15 V16 V17 V18

注．パワーオンリセット中、この端子はLレベルに固定してください。
NC：開放してください。
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表1.2 ピン配置表

端子番号 端子名 機能

M28 M_CLK DDR3クロック

N28 M_CLK DDR3クロック

N25 M_CKE DDR3クロックイネーブル

N26 M_CS DDR3チップセレクト

C27 M_WE DDR3ライトイネーブル

D23 M_A15 DDR3アドレスバス

B21 M_A14 DDR3アドレスバス

C22 M_A13 DDR3アドレスバス

A26 M_A12 DDR3アドレスバス

A23 M_A11 DDR3アドレスバス

C28 M_A10 DDR3アドレスバス

B23 M_A9 DDR3アドレスバス

D21 M_A8 DDR3アドレスバス

B20 M_A7 DDR3アドレスバス

C21 M_A6 DDR3アドレスバス

B22 M_A5 DDR3アドレスバス

A21 M_A4 DDR3アドレスバス

B24 M_A3 DDR3アドレスバス

B25 M_A2 DDR3アドレスバス

A25 M_A1 DDR3アドレスバス

D22 M_A0 DDR3アドレスバス

B28 M_BA2 DDR3バンクアクティブ

C23 M_BA1 DDR3バンクアクティブ

C24 M_BA0 DDR3バンクアクティブ

J26 M_DQ15 DDR3データバス

L28 M_DQ14 DDR3データバス

J27 M_DQ13 DDR3データバス

L27 M_DQ12 DDR3データバス

J25 M_DQ11 DDR3データバス

L25 M_DQ10 DDR3データバス

J28 M_DQ9 DDR3データバス

L26 M_DQ8 DDR3データバス

E25 M_DQ7 DDR3データバス

E27 M_DQ6 DDR3データバス

G27 M_DQ5 DDR3データバス

E26 M_DQ4 DDR3データバス

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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G25 M_DQ3 DDR3データバス

E28 M_DQ2 DDR3データバス

G28 M_DQ1 DDR3データバス

G26 M_DQ0 DDR3データバス

K26 M_DQS1 DDR3データストローブ

K25 M_DQS1 DDR3データストローブ

F25 M_DQS0 DDR3データストローブ

F26 M_DQS0 DDR3データストローブ

K27 M_DM1 DDR3データマスク

F27 M_DM0 DDR3データマスク

D26 M_RAS DDR3ロウアドレスストローブ

D27 M_CAS DDR3カラムアドレスストローブ

J24 M_VREF_DQ DDR3基準電圧入力

N27 M_ODT DDR3ODTイネーブル

D20 M_RESET DDR3リセット

C20 M_ZQ DDR3インピーダンスマッチング

E20 M_VREF_CA DDR3TEST用基準電圧入力

AH5 PTZ7/MMCDAT7 ポート／MMCデータバス

注．パワーオンリセット中、この端子はLレベルに固定してくださ

い。

AF6 PTZ6/MMCDAT6/WPSZ1 ポート／MMCデータバス／SPI1ライトプロテクトサイズ選択

AH4 PTZ5/MMCDAT5/WPSZ0 ポート／MMCデータバス／SPI1ライトプロテクトサイズ選択

AF5 PTZ4/MMCDAT4 ポート／MMCデータバス

注．パワーオンリセット中、この端子はHレベルに固定してくだ

さい。

AG5 PTZ3/MMCDAT3/MD6 ポート／MMCデータバス／モード設定

AE6 PTZ2/MMCDAT2/MD9 ポート／MMCデータバス／モード設定

AG4 PTZ1/MMCDAT1/FLSHSZ1 ポート／MMCデータバス／SPI1フラッシュサイズ選択

AE5 PTZ0/MMCDAT0/FLSHSZ0 ポート／MMCデータバス／SPI1フラッシュサイズ選択

E12 SP0-MOSI SPIマスタ出力／入力

B10 PTD6/SP0-MISO ポート／SPIマスター入力

D11 SP0-SCK SPIクロック

B11 PTD4/SP0-SCK_FB ポート／SPIクロックフィードバック

D10 SP0-SS0 SPIチップセレクト

C11 PTD2/SP0-SS1/DREQ0 ポート／SPIチップセレクト／DMA転送要求

C9 PTD1/SP0-SS2/DACK0 ポート／SPIチップセレクト／DMA転送要求アクノリッジ

B9 PTD0/SP0-SS3/TEND0 ポート／SPIチップセレクト／DMA転送終了出力

D7 SP1-MOSI/TEND1/MD5 SPIマスタ出力／DMA転送終了出力／モード設定
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D9 PTH6/SP1-MISO/DREQ1 ポート／SPIマスタ入力／DMA転送要求

C7 SP1-SCK/DACK1 SPIクロック／DMA転送要求アクノリッジ

A10 PTH4/SP1-SCK_FB/ADTRG1 ポート／SPIクロックフィードバック／A／D外部トリガ入力

C10 SP1-SS0 SPIチップセレクト

A9 PTH2/SP1-SS1/ADTRG0 ポート／SPIチップセレクト／A／D外部トリガ入力

U27 WP SPI1ライトプロテクト有効

U28 PTH0 ポート

W25 PTQ5 ポート

W26 PTQ0 ポート

Y25 PTQ4 ポート

Y26 PTQ3 ポート

AA25 PTU1 ポート

AA26 PTQ6 ポート

AA27 PTG0 ポート

AA28 PTG3 ポート

AC25 PTQ1 ポート

AC26 PTG1 ポート

AC27 PTQ2 ポート

AC28 PTU2 ポート

AD25 PTU5 ポート

AD26 PTU3 ポート

AD27 PTU0 ポート

AE26 PTU7 ポート

AE27 PTU4 ポート

AE28 PTU6 ポート

E9 PTG7/BOOTFMS ポート／SPIブートフラッシュメモリエリアを選択

A7 BOOTWP SPIブートフラッシュライトプロテクト有効

AF18 ET0-RX_CTL ETHER RGMII受信制御

AF13 ET1-RX_CTL ETHER RGMII受信制御

AF17 ET0-TD1 ETHER RGMII送信データ

AH17 ET0-TD0 ETHER RGMII送信データ

AE15 ET1-TD1 ETHER RGMII送信データ

AH14 ET1-TD0 ETHER RGMII送信データ

AH18 ET0-TX_CTL ETHER RGMII送信制御

AG16 ET1-TX_CTL ETHER RGMII送信制御

AF16 ET0-RXC ETHER RGMII受信クロック

AF14 ET1-RXC ETHER RGMII受信クロック

AE18 ET0-RD1 ETHER RGMII受信データ

端子番号 端子名 機能
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AE17 ET0-RD0 ETHER RGMII受信データ

AG15 ET1-RD1 ETHER RGMII受信データ

AF12 ET1-RD0 ETHER RGMII受信データ

AH16 ET0-TXC ETHER RGMII送信クロック

AH13 ET1-TXC ETHER RGMII送信クロック

AF15 ET0-RD2 ETHER RGMII受信データ

AH15 ET0-RD3 ETHER RGMII受信データ

AE16 ET0-TD2 ETHER RGMII送信データ

AG17 ET0-TD3 ETHER RGMII送信データ

AE13 ET1-RD2 ETHER RGMII受信データ

AG14 ET1-RD3 ETHER RGMII受信データ

AE14 ET1-TD2 ETHER RGMII送信データ

AG13 ET1-TD3 ETHER RGMII送信データ

AB26 PTA3/ET0-MDC ポート／ETHERマネージメントクロック

AB27 PTA2/ET0-MDIO ポート／ETHERマネージメントクロック

AB25 PTA1/ET1-MDC ポート／ETHERマネージメントクロック

AB28 PTA0/ET1-MDIO ポート／ETHERマネージメントクロック

AE12 RGMII-MAC-CLK ETHER RGMIIリファレンスクロック

AG10 PTE7/RMII0-CRS_DV ポート／ETHER RMIIキャリア検出／受信データ有効

AF10 PTE1/RMII0-RXD0 ポート／ETHER RMII受信データ

AG11 PTE2/RMII0-RXD1 ポート／ETHER RMII受信データ

AE11 PTE5/RMII0-TXD0/
BOOTWPSZ0

ポート／ETHER RMII送信データ／

SPIブートフラッシュライトプロテクトエリアのデバイスサイズを

選択

AH11 PTE6/RMII0-TXD1/
BOOTWPSZ1

ポート／ETHER RMII送信データ／

SPIブートフラッシュライトプロテクトエリアのデバイスサイズを

選択

AH12 PTE0/RMII0-RX_ER ポート／ETHER RMII受信エラー

AF11 PTE4/RMII0-TXEN/MD3 ポート／ETHER RMII送信イネーブル／モード設定

AG12 PTE3/RMII0-REFCLK ポート／ETHER RMII送受信クロック

AE10 PTF3/RMII1-REFCLK ポート／ETHER RMII送受信クロック

AG8 PTF7/RMII1-CRS_DV ポート／ETHER RMIIキャリア検出／受信データ有効

AH9 PTF0/RMII1-RX_ER ポート／ETHER RMII受信エラー

AD9 PTF1/RMII1-RXD0 ポート／ETHER RMII受信データ

AH8 PTF2/RMII1-RXD1/
RAC-RI/RI0

ポート／ETHER RMII受信データ／RACポート／

SCIFリングインジケータ

AF9 PTF4/RMII1-TXEN ポート／ETHER RMII送信イネーブル

注．パワーオンリセット中、この端子はLレベルに固定してくださ

い。
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AE9 PTF5/RMII1-TXD0/
WDTFOT1

ポート／ETHER RMII送信データ／

ウォッチドッグタイマABR遅延時間選択

AG9 PTF6/RMII1-TXD1/
WDTFOT0

ポート／ETHER RMII送信データ／

ウォッチドッグタイマABR遅延時間選択

H4 PTR0/SCL0 ポート／RIICシリアルクロック

G4 PTR1/SDA0 ポート／RIICシリアルデータ

G2 PTR2/SCL1 ポート／RIICシリアルクロック

G3 PTR3/SDA1 ポート／RIICシリアルデータ

F3 PTR4/SCL2 ポート／RIICシリアルクロック

D2 PTR5/SDA2 ポート／RIICシリアルデータ

F4 PTS0/SCL3 ポート／RIICシリアルクロック

D1 PTS1/SDA3 ポート／RIICシリアルデータ

A2 PTS3/SDA4 ポート／RIICシリアルデータ

C4 PTS2/SCL4 ポート／RIICシリアルクロック

B5 PTS4/SCL5 ポート／RIICシリアルクロック

B3 PTS5/SDA5 ポート／RIICシリアルデータ

C5 PTM3/SDA6 ポート／RIICシリアルデータ

D5 PTM2/SCL6 ポート／RIICシリアルクロック

A5 PTM1/SDA7 ポート／RIICシリアルデータ

A3 PTM0/SCL7 ポート／RIICシリアルクロック

AG19 USDP0 USB D+ データ

AH19 USDM0 USB D- データ

AF20 VBUS0 USB Vbus入力

AE20 REFRIN USBリファレンス入力

AG21 USDP1 USB D+ データ

AH21 USDM1 USB D- データ

AG20 VBUS1 USB Vbus入力

AF22 PTN6/VBUS_EN ポート／USB V-busパワーイネーブル

AF21 PTN5/VBUS_OC ポート／USB Vbusパワーイネーブル

D8 PTR7/SDA8 ポート／RIICシリアルデータ

C8 PTR6/SCL8 ポート／RIICシリアルクロック

B8 PTS7/SDA9 ポート／RIICシリアルデータ

A8 PTS6/SCL9 ポート／RIICシリアルクロック

AE23 AN0 アナログ入力

AF23 AN1 アナログ入力

AE24 AN2 アナログ入力

AG24 AN3 アナログ入力

AF24 AN4 アナログ入力
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AH24 AN5 アナログ入力

AE25 AN6 アナログ入力

AG25 AN7 アナログ入力

AH26 AVREF0 基準電圧入力

AG28 AVREF1 基準電圧入力

U1 PTG5/A25/MMCCLK ポート／アドレスバス／MMCクロック

V1 PTG4/A24/MMCCMD ポート／アドレスバス／MMCコマンド

V2 PTV7/A23/COM2-RI/RI1 ポート／アドレスバス／COM2ポート／SCIFリングインジケータ

V3 PTV6/A22/RSPI-MOSI ポート／アドレスバス／RSPIマスタ送信データ

V4 PTV5/A21/RSPI-MISO ポート／アドレスバス／RSPIスレーブ送信データ

W1 PTV4/A20/RSPI-RSPCK ポート／アドレスバス／RSPIクロック入出力

W2 PTV3/A19/RSPI-SSL0 ポート／アドレスバス／RSPIスレーブセレクト

W3 PTV2/A18/RSPI-SSL1 ポート／アドレスバス／RSPIスレーブセレクト

W4 PTV1/A17/EVENT7 ポート／アドレスバス／イベント入力

Y1 PTV0/A16/EVENT6 ポート／アドレスバス／イベント入力

Y2 PTW7/A15/EVENT5 ポート／アドレスバス／イベント入力

Y3 PTW6/A14/EVENT4 ポート／アドレスバス／イベント入力

Y4 PTW5/A13/EVENT3 ポート／アドレスバス／イベント入力

AA2 PTW4/A12/EVENT2 ポート／アドレスバス／イベント入力

AA3 PTW3/A11/EVENT1 ポート／アドレスバス／イベント入力

AA4 PTW2/A10/EVENT0 ポート／アドレスバス／イベント入力

AB1 PTW1/A9/CTS4 ポート／アドレスバス／SCIF送信許可

AB2 PTW0/A8/CTS2 ポート／アドレスバス／SCIF送信許可

AB3 PTX7/A7/RTS2 ポート／アドレスバス／SCIF送信要求

AB4 PTX6/A6/SIM_D ポート／アドレスバス／SIM送受信データ

AB5 PTX5/A5/SIM_CLK ポート／アドレスバス／SIMクロック

AC1 PTX4/A4/SIM_RST ポート／アドレスバス／SIMリセット

AC2 PTX3/A3 ポート／アドレスバス

AC3 PTX2/A2 ポート／アドレスバス

AC4 PTX1/A1 ポート／アドレスバス

AD4 PTX0/A0 ポート／アドレスバス

AD3 PTI7/D15/SDWP ポート／データバス／SDHIライトプロテクト

AD2 PTI6/D14/SDCD ポート／データバス／SDHIカード検出

AD1 PTI5/D13/SDCLK ポート／データバス／SDHIクロック

AE1 PTI4/D12/SDCMD ポート／データバス／SDHIコマンド

AE2 PTI3/D11/SDDAT3 ポート／データバス／SDHIデータバス

AE3 PTI2/D10/SDDAT2 ポート／データバス／SDHIデータバス

AE4 PTI1/D9/SDDAT1 ポート／データバス／SDHIデータバス
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AF1 PTI0/D8/SDDAT0 ポート／データバス／SDHIデータバス

AF2 PTY7/D7 ポート／データバス

AF3 PTY6/D6 ポート／データバス

AF4 PTY5/D5 ポート／データバス

AG1 PTY4/D4 ポート／データバス

AG2 PTY3/D3 ポート／データバス

AG3 PTY2/D2 ポート／データバス

AH2 PTY1/D1 ポート／データバス

AH3 PTY0/D0 ポート／データバス

C15 PTA5/WE1 ポート／ライトイネーブル

A15 PTA4/RDY ポート／レディ

D17 PTA7/BS ポート／バススタート

B15 PTA6/RDWR ポート／ライト

C16 PTM7/CS4 ポート／チップセレクト

A16 PTM6/RD ポート／リード

E17 PTM5/WE0 ポート／ライトイネーブル

B16 PTM4/CS0 ポート／チップセレクト

T26 NMI ノンマスカブル割り込み

AE7 PTB7/IRQ15 ポート／インタラプトリクエスト

AE8 PTB6/IRQ14 ポート／インタラプトリクエスト

AG6 PTB5/IRQ13 ポート／インタラプトリクエスト

AG7 PTB4/IRQ12 ポート／インタラプトリクエスト

AH6 PTB3/IRQ11 ポート／インタラプトリクエスト

AF7 PTB2/IRQ10 ポート／インタラプトリクエスト

AF8 PTB1/IRQ9 ポート／インタラプトリクエスト

R25 PTB0/IRQ8/TCLK ポート／インタラプトリクエスト／タイマクロック

C1 PTC7/IRQ7/IRL7/PWMU0 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

C2 PTC6/IRQ6/IRL6/PWMU1 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

B1 PTC5/IRQ5/IRL5/PWMU2 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

C3 PTC4/IRQ4/IRL4/PWMU3 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

D3 PTC3/IRQ3/IRL3/PWMU4 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

B2 PTC2/IRQ2/IRL2/PWMU5 ポート／インタラプトリクエスト／PWMUパルス出力

D4 PTC1/IRQ1/IRL1 ポート／インタラプトリクエスト

E4 PTC0/IRQ0/IRL0 ポート／インタラプトリクエスト

AF26 PTP0/EVENT8/AN8 ポート／イベント入力／アナログ入力

AH25 PTP1/EVENT9/AN9 ポート／イベント入力／アナログ入力

AF25 PTP2/EVENT10/AN10 ポート／イベント入力／アナログ入力

AG26 PTP3/EVENT11/AN11 ポート／イベント入力／アナログ入力

AF28 PTP4/EVENT12/AN12 ポート／イベント入力／アナログ入力
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AG27 PTP5/EVENT13/AN13 ポート／イベント入力／アナログ入力

AF27 PTP6/EVENT14/AN14 ポート／イベント入力／アナログ入力

AH27 PTP7/EVENT15/AN15 ポート／イベント入力／アナログ入力

J1 PTT0/PWMX0 ポート／PWMXパルス出力

K1 PTT1/PWMX1 ポート／PWMXパルス出力

J2 PTT2/PWMX2/STATUS0 ポート／PWMXパルス出力／ステータス出力

K2 PTT3/PWMX3/STATUS1 ポート／PWMXパルス出力／ステータス出力

H2 PTT7/PWMX7/AUDATA3/MD2 ポート／PWMXパルス出力／エミュレータ／モード設定

H1 PTT6/PWMX6/AUDATA2 ポート／PWMXパルス出力／エミュレータ

注．パワーオンリセット中、この端子はHレベルに固定してくだ

さい。

J4 PTT5/PWMX5/AUDATA1 ポート／PWMXパルス出力／エミュレータ

J3 PTT4/PWMX4/AUDATA0 ポート／PWMXパルス出力／エミュレータ

V25 PTO7/SGPIO0-CLK/MD10 ポート／SGPIOクロック／モード設定

Y28 PTO6/SGPIO0-LOAD/MD8 ポート／SGPIOロード／モード設定

Y27 PTO5/SGPIO0-DI ポート／SGPIOデータ入力

W27 PTO4/SGPIO0-DO ポート／SGPIOデータ出力

注．パワーオンリセット中、この端子はLレベルに固定してくださ

い。

D12 PTO3/SGPIO2-CLK/COM1-TXD ポート／SGPIOクロック／COM1ポート

注．パワーオンリセット中、この端子はLレベルに固定してくださ

い。

A11 PTO2/SGPIO2-LOAD/
COM1-RXD/MD1

ポート／SGPIOロード／COM1ポート／モード設定

D13 PTO1/SGPIO2-DI/COM1-RTS ポート／SGPIOデータ入力／COM1ポート

C12 PTO0/SGPIO2-DO/COM1-CTS/ 
MD0

ポート／SGPIOデータ出力／COM1ポート／モード設定

A12 PTK7/COM2-TXD/TXD1/SCK2 ポート／COM2ポート／SCIF送信データ／SCIFシリアルクロッ

ク

C13 PTK6/COM2-RXD/RXD1 ポート／COM2ポート／SCIF受信データ

E14 PTK5/COM2-RTS/RTS1 ポート／COM2ポート／SCIF送信要求

B12 PTK4/COM2-CTS/CTS1 ポート／COM2ポート／SCIF送信許可

D14 PTK3/COM2-DTR/DTR1 ポート／COM2ポート／SCIFデータターミナルレディ

A13 PTK2/COM2-DSR/DSR1/SCK4 ポート／COM2ポート／SCIFデータセットレディ／

SCIFシリアルクロック

B13 PTK1/COM2-DCD/DCD1/SCK3 ポート／COM2ポート／SCIFデータキャリア検出／

SCIFシリアルクロック

E7 PTJ6/RTS3 ポート／SCIF送信要求

B6 PTJ5/CTS3 ポート／SCIF送信許可

B7 PTJ4/TXD3 ポート／SCIF送信データ

A6 PTJ3/RXD3 ポート／SCIF受信データ

端子番号 端子名 機能
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C6 PTJ2/RTS4 ポート／SCIF送信要求

B4 PTJ1/RXD4 ポート／SCIF受信データ

D6 PTJ0/TXD4 ポート／SCIF送信データ

D15 PTL0/RAC-TXD/TXD0/TXD2 ポート／RACポート／SCIF送信データ／SCIF送信データ

A14 PTL6/RAC-RXD/RXD0/RXD2 ポート／RACポート／SCIF受信データ／SCIF受信データ

D16 PTL5/RAC-RTS/RTS0/CS5 ポート／RACポート／SCIF送信要求／チップセレクト

B14 PTL4/RAC-CTS/CTS0/CS6 ポート／RACポート／SCIF送信許可／チップセレクト

C14 PTL3/RAC-DTR/DTR0 ポート／RACポート／SCIFデータターミナルレディ

G1 PTL2/RAC-DSR/DSR0/ 
AUDSYNC

ポート／RACポート／SCIFデータセットレディ／エミュレータ

H3 PTL1/RAC-DCD/DCD0/AUDCK ポート／RACポート／SCIFデータキャリア検出／エミュレータ

R27 XTAL 水晶発振子

R28 EXTAL 水晶発振子／外部クロック

F1 PRESET パワーオンリセット

U26 PTG2/WDTOVF ポート／ウオッチドッグタイマオーバフロー

C18 TCK テストクロック

B18 TMS テストモードセレクト

B17 TRST テストリセット

D18 TDI テストデータ入力

C17 TDO テストデータ出力

U25 PTN4/SGPIO1-CLK/SPI0VER ポート／SGPIOクロック／SPI0モジュール選択

W28 PTN3/SGPIO1-LOAD/BOOTSZ0 ポート／SGPIOロード／SPIブートフラッシュメモリのデバイス

サイズを選択

V26 PTN2/SGPIO1-DO/BOOTSZ1 ポート／SGPIOデータ出力／SPIブートフラッシュメモリのデバ

イスサイズを選択

V27 PTN1/SGPIO1-DI ポート／SGPIOデータ入力

T25 PTN0/SUB-CLKIN ポート／32-kHzクロック入力端子

A18 MPMD チップモード指定

R26 PTK0/CLKOUT ポート／システムクロック出力

K5 ASEBRK/BRKACK ブレークモードアクノリッジ

AD14 RGMII-VREF RGMII基準電圧入力

E8 VDD 内部コア用1.25V電源

E13 VDD 内部コア用1.25V電源

E18 VDD 内部コア用1.25V電源

G5 VDD 内部コア用1.25V電源

L11 VDD 内部コア用1.25V電源

L12 VDD 内部コア用1.25V電源

L17 VDD 内部コア用1.25V電源

L18 VDD 内部コア用1.25V電源

端子番号 端子名 機能
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M11 VDD 内部コア用1.25V電源

M12 VDD 内部コア用1.25V電源

M17 VDD 内部コア用1.25V電源

M18 VDD 内部コア用1.25V電源

U11 VDD 内部コア用1.25V電源

U12 VDD 内部コア用1.25V電源

U17 VDD 内部コア用1.25V電源

U18 VDD 内部コア用1.25V電源

V11 VDD 内部コア用1.25V電源

V12 VDD 内部コア用1.25V電源

V17 VDD 内部コア用1.25V電源

V18 VDD 内部コア用1.25V電源

AD11 VDD 内部コア用1.25V電源

AD19 VDD 内部コア用1.25V電源

A4 VCCQ I／O用3.3V電源

E1 VCCQ I／O用3.3V電源

E5 VCCQ I／O用3.3V電源

E6 VCCQ I／O用3.3V電源

E11 VCCQ I／O用3.3V電源

E16 VCCQ I／O用3.3V電源

F2 VCCQ I／O用3.3V電源

J5 VCCQ I／O用3.3V電源

L13 VCCQ I／O用3.3V電源

L16 VCCQ I／O用3.3V電源

N11 VCCQ I／O用3.3V電源

R24 VCCQ I／O用3.3V電源

T11 VCCQ I／O用3.3V電源

V13 VCCQ I／O用3.3V電源

V16 VCCQ I／O用3.3V電源

V28 VCCQ I／O用3.3V電源

W5 VCCQ I／O用3.3V電源

AA1 VCCQ I／O用3.3V電源

AA5 VCCQ I／O用3.3V電源

AD6 VCCQ I／O用3.3V電源

AD10 VCCQ I／O用3.3V電源

AD18 VCCQ I／O用3.3V電源

AD28 VCCQ I／O用3.3V電源

端子番号 端子名 機能
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AH10 VCCQ I／O用3.3V電源

AA24 AVCCQADC ADC用3.3Vアナログ電源

AB24 AVCCQADC ADC用3.3Vアナログ電源

A20 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

A24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

A27 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

B26 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

C25 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

D24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

E21 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

E23 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

F24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

F28 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

H24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

K28 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

L24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

N24 VCCQ-DDR DDR3 I／O用1.5V電源

AG18 VCCQ-USB USB用3.3V電源

AG22 VCCQ-USB USB用3.3V電源

AH20 VCCQ-USB USB用3.3V電源

AH22 VCCQ-USB USB用3.3V電源

AD13 VCCQ-GET GETHER用1.5V電源

AD16 VCCQ-GET GETHER用1.5V電源

AD20 VDD-USB USB用1.25V電源

AD21 VDD-USB USB用1.25V電源

AD23 VDD-USB USB用1.25V電源

AE22 VDD-USB USB用1.25V電源

T24 VDD-PLL1 PLL1用1.25V電源

W24 VDD-PLL2 PLL2用1.25V電源

T18 VDD-PLL3 PLL3用1.25V電源

N18 VDD-PLL4 PLL4用1.25V電源

A1 VSS グランド

A17 VSS グランド

A19 VSS グランド

A22 VSS グランド

A28 VSS グランド

B19 VSS グランド
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B27 VSS グランド

C19 VSS グランド

C26 VSS グランド

D19 VSS グランド

D25 VSS グランド

D28 VSS グランド

E2 VSS グランド

E3 VSS グランド

E10 VSS グランド

E15 VSS グランド

E19 VSS グランド

E22 VSS グランド

E24 VSS グランド

F5 VSS グランド

G24 VSS グランド

H5 VSS グランド

H25 VSS グランド

H26 VSS グランド

H27 VSS グランド

H28 VSS グランド

K3 VSS グランド

K4 VSS グランド

K24 VSS グランド

L1 VSS グランド

L2 VSS グランド

L3 VSS グランド

L4 VSS グランド

L5 VSS グランド

L14 VSS グランド

L15 VSS グランド

M1 VSS グランド

M2 VSS グランド

M3 VSS グランド

M4 VSS グランド

M5 VSS グランド

M13 VSS グランド

M14 VSS グランド

M15 VSS グランド

M16 VSS グランド

M24 VSS グランド

端子番号 端子名 機能
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M25 VSS グランド

M26 VSS グランド

M27 VSS グランド

N3 VSS グランド

N4 VSS グランド

N5 VSS グランド

N12 VSS グランド

N13 VSS グランド

N14 VSS グランド

N15 VSS グランド

N16 VSS グランド

N17 VSS グランド

P1 VSS グランド

P2 VSS グランド

P3 VSS グランド

P4 VSS グランド

P5 VSS グランド

P11 VSS グランド

P12 VSS グランド

P13 VSS グランド

P14 VSS グランド

P15 VSS グランド

P16 VSS グランド

P17 VSS グランド

P18 VSS グランド

P24 VSS グランド

P25 VSS グランド

P26 VSS グランド

P27 VSS グランド

P28 VSS グランド

R1 VSS グランド

R2 VSS グランド

R3 VSS グランド

R4 VSS グランド

R5 VSS グランド

R11 VSS グランド

R12 VSS グランド

R13 VSS グランド

R14 VSS グランド

R15 VSS グランド
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R16 VSS グランド

R17 VSS グランド

R18 VSS グランド

T5 VSS グランド

T12 VSS グランド

T13 VSS グランド

T14 VSS グランド

T15 VSS グランド

T16 VSS グランド

T17 VSS グランド

T27 VSS グランド

T28 VSS グランド

U5 VSS グランド

U13 VSS グランド

U14 VSS グランド

U15 VSS グランド

U16 VSS グランド

U24 VSS グランド

V5 VSS グランド

V14 VSS グランド

V15 VSS グランド

V24 VSS グランド

Y5 VSS グランド

Y24 VSS グランド

AC5 VSS グランド

AC24 VSS グランド

AD5 VSS グランド

AD7 VSS グランド

AD8 VSS グランド

AD12 VSS グランド

AD15 VSS グランド

AD17 VSS グランド

AD22 VSS グランド

AD24 VSS グランド

AE19 VSS グランド

AE21 VSS グランド

AF19 VSS グランド

AH1 VSS グランド

AH7 VSS グランド

AH28 VSS グランド
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AG23 VSS グランド

N1 NC 開放

N2 NC 開放

U4 NC 開放

T1 NC 開放

T2 NC 開放

T3 NC 開放

T4 NC 開放

U2 NC 開放

U3 NC 開放

AH23 NC 開放
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1.5 端子機能

SH7752の各端子の機能を表1.3に示します。

表1.3 端子機能

分類 端子名 入出力 機能 説明

電源 VDD 入力 内部電源用電源 内部コア電源用の電源端子（1.25V）。すべてのVDD端子をシステ

ムの電源に接続してください。開放すると動作しません。

VSS 入力 グランド グランド端子。すべてのVSS端子をシステム電源（0V）に接続し

てください。開放すると動作しません。

VCCQ 入力 入出力回路用電源 入出力端子用（IO）の電源端子（3.3V）。すべてのVCCQ端子を

システムの電源に接続してください。開放端子があると動作しま

せん。

AVCCQADC 入力 ADC用電源 ADC用の電源端子（3.3V）。開放すると動作しません。

VDD-PLL1 入力 PLL1用電源 内蔵PLL1発振器用の電源端子（1.25V）。
開放すると動作しません。

VDD-PLL2 入力 PLL2用電源 内蔵PLL2発振器用の電源端子（1.25V）。
開放すると動作しません。

VDD-PLL3 入力 PLL3用電源 内蔵PLL3発振器用の電源端子（1.25V）。
開放すると動作しません。

VDD-PLL4 入力 PLL4用電源 内蔵PLL4発振器用の電源端子（1.25V）。
開放すると動作しません。

VCCQ-GET 入力 GETHER-IF用電源 GETHERインターフェイス用の電源端子（1.5V）。
開放すると動作しません。

VCCQ-DDR 入力 DBSC3用電源 DBSC3用の電源端子（1.5V）。開放すると動作しません。

VCCQ-USB 入力 USB用電源 USB-PHY用の電源端子（3.3V）。開放すると動作しません。

VDD-USB 入力 USB用電源 USB-PHY用の電源端子（1.25V）。開放すると動作しません。

クロック EXTAL 入力 水晶発振子／

外部クロック

水晶発振子を接続します。また、外部クロック信号を入力するこ

ともできます。

XTAL 出力 水晶発振子 水晶発振子を接続します。

CLKOUT 出力 システムクロック

出力

外部デバイスにシステムクロックを供給します。

動作モード

コントロール

MD10 入力 CPUブートモード

設定

L：32ビットブートモード

H：29ビットブートモード

MD6、MD9 入力 ブートモード設定 LL：LBSCブート

HL：2KB SPIブート

注 . 上記以外は設定禁止。

MD8 入力 クロック端子機能

設定

L：外部クロック入力（EXTAL端子に外部クロック信号を入力）

H：水晶発振子接続（EXTAL/XTAL端子間に水晶発振子を接続）

MD2、MD1、
MD0

入力 クロック動作

モード設定
LLL：クロック動作モード0（注1）

LLH：クロック動作モード1（注2）

注 . 上記以外は設定禁止。

MD3 入力 バスモード設定 LBSCエリア0のバス幅を設定

L：16ビット

H：8ビット

MD5 入力 エンディアン設定 LBSC、DBSC3バス及びSHwyバス用にSH-4Aのエンディアンを

設定

L：ビッグエンディアン

H：リトルエンディアン
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システム制御1 PRESET 入力 パワーオンリセット この信号がLレベルになると、本LSIはリセット状態になります。

STATUS1、
STATUS0

出力 ステータス出力 プロセッサの動作状態を表します。

WDTOVF 出力 ウオッチドッグ

タイマオーバフロー

WDTからのオーバフロー出力信号

システム制御2
（ストラップ

ピン）

BOOTSZ1、
BOOTSZ0

入力 SPI0ブート

フラッシュメモリ

サイズ設定

SPI0フラッシュメモリサイズ（ABR用）を設定

LL ：1 MB
LH ：2 MB
HL ：4 MB
HH ：8 MB

SPI0VER 入力 SPI0モジュール設定 Lを入力してください

BOOTWPSZ1
BOOTWPSZ0

入力 SPIブートフラッ

シュライトプロテク

トエリアサイズ設定

SPI0フラッシュのライトプロテクトエリアサイズを設定

LL ：64 KB
LH ：128 KB
HL ：256 KB
HH ：設定禁止

BOOTFMS 入力 SPIブートフラッ

シュメモリ領域選択

（ABR開始アドレス )

SPI0のABR動作の初期ロード領域を設定

L ：SPIフラッシュメモリエリアの下位半分からロード

H ：SPIフラッシュメモリエリアの上位半分からロード

BOOTWP 入力 SPI0ブートフラッ

シュライトプロテク

ト設定

L ：SPI0ライトプロテクト有効

H ：SPI0ライトプロテクト無効

WDTFOT1、
WDTFOT0

入力 ウォッチドッグ

タイマのABR遅延時

間設定

SPI0のABR遅延時間を設定

LL ：ABR機能無効

LH ：22 秒
HL ：44 秒
HH ：88 秒

FLSHSZ1、
FLSHSZ0

入力 SPI1フラッシュメモ

リサイズ設定

SPI1フラッシュメモリサイズを設定

LL ：2 MB
LH ：4 MB
HL ：8 MB
HH ：16 MB

WPSZ1、
WPSZ0

入力 SPI1フラッシュ

ライトプロテクト

エリアサイズ設定

SPI1フラッシュのライトプロテクトエリアサイズを設定

LL ：256 KB
LH ：512 KB
HL ：1 MB
HH ：設定禁止

WP 入力 SPI1フラッシュ

ライトプロテクト

設定

L ：SPI1ライトプロテクト有効

H ：SPI1ライトプロテクト無効

割り込み NMI 入力 ノンマスカブル

割り込み

ノンマスカブル割り込み要求端子。使用しない場合はHレベルに

固定してください。

IRQ15 ～ 
IRQ0

入力 外部割り込み要求15
～0

マスク可能な外部割り込み要求端子

レベル入力、エッジ入力の選択が可能です。

アドレスバス A25 ～ A0 出力 アドレスバス アドレスバス出力端子

データバス D15 ～ D0 入出力 データバス データバス入出力端子

分類 端子名 入出力 機能 説明
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バス制御 CS6、CS5、
CS4、CS0

出力 チップセレクト 外部メモリ又はデバイスのためのチップセレクト信号

RD 出力 リード 外部のデバイスから読み出すことを示します

RDWR 出力 リード／ライト 外部のデバイスに対する読み出し、書き込み状態を示します

RDY 入力 レディ 外部空間をアクセスするときのバスサイクルにウェイトサイクル

を挿入させる入力です

WE0 出力 ライトイネーブル0 外部メモリ又はデバイスのデータのビット7～0に書き込みするこ

とを示します（8/16ビットバスアクセス時）

WE1 出力 ライトイネーブル1 外部メモリ又はデバイスのデータのビット15～8に書き込みする

ことを示します（16ビットバスアクセス時）

BS 出力 バススタート バスサイクルの開始を示します。

バス制御DDR3-
SDRAMインタ

フェース
(DBSC3)

M_A15 ～ 
M_A0

出力 DDR3アドレスバス DDR3-SDRAM用アドレス信号

M_BA2 ～ 
M_BA0

出力 DDR3バンク

アクティブ

DDR3-SDRAM用のバンクアドレス

M_DQ15 ～ 
M_DQ0

入出力 DDR3データバス DDR3-SDRAM用入出力データ

M_CS 出力 DDR3チップ

セレクト

DDR3-SDRAM用のチップセレクト信号

M_RAS 出力 DDR3ロウアドレス

ストローブ

DDR3-SDRAM用のロウアドレスストローブ信号

M_CAS 出力 DDR3カラム

アドレスストローブ

DDR3-SDRAM用のカラムアドレスストローブ信号

M_WE 出力 DDR3ライト

イネーブル

DDR3-SDRAM用のライトイネーブル信号

M_CKE 出力 DDR3クロック

イネーブル

DDR3-SDRAM用のクロックイネーブル信号

M_CLK、
M_CLK

出力 DDR3クロック DDR3-SDRAM用クロック信号（差動信号）

M_VREF_DQ 入力 DDR3基準電圧入力 基準電圧入力（VDDQ-DDRの半分）

M_VREF_CA 入力 テスト用DDR3基準

電圧入力

グランドに接続してください

M_DQS1、
M_DQS0、
M_DQS1、
M_DQS0

入出力 DDR3データ

ストローブ

DDR3-SDRAM用データストローブ信号（差動信号）

M_ODT 出力 DDR3ODT
イネーブル

DDR3-SDRAM用ODTイネーブル信号

M_DM1、
M_DM0

出力 DDR3データマスク DDR3-SDRAM用データマスク信号

M_RESET 出力 DDR3リセット DDR3-SDRAM用リセット信号

M_ZQ 入出力 DDR3インピーダン

スマッチング

インピーダンスマッチング

DMA
コントローラ
(DMAC)

DREQ0、
DREQ1

入力 DMA転送要求 外部からのDMA転送要求の入力端子

DACK0、
DACK1

出力 DMA転送要求

アクノリッジ

外部からのDMA転送要求に対する、DMAアクノリッジ出力端子

TEND0、
TEND1

出力 DMA転送終了出力 DMA転送終了出力信号

分類 端子名 入出力 機能 説明
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イーサネット

コントローラ

（RMII）

RMII0-
CRS_DV、
RMII1-
CRS_DV

入力 キャリア検出／

データ有効

キャリア検出／受信データ有効信号の入力端子

RMII0-TXD1、
RMII0-TXD0、
RMII1-TXD1、
RMII1-TXD0

出力 送信データ 2ビットの送信データ用端子

RMII0-TXEN、

RMII1-TXEN
出力 送信イネーブル TXD端子上に送信データが準備できたことを示します

RMII0-
REFCLK、
RMII1-
REFCLK

入力 送受信クロック 送受信信号用タイミング参照信号

RMII0-RXD1、
RMII0-RXD0、
RMII1-RXD1、
RMII1-RXD0

入力 受信データ 2ビットの受信用入力端子

RMII0-
RX_ER、

RMII1-RX_ER

入力 受信エラー 受信中に発生したエラーを通知する端子

イーサネット

コントローラ
(RMII-RGMII
共通)

ET0-MDC、

ET1-MDC
出力 管理用クロック MDIOによる転送情報のクロック信号

ET0-MDIO、

ET1-MDIO
入出力 管理用データ 管理情報を交換する為の双方向のデータ端子

イーサネット

コントローラ
(RGMII)

ET0-
TX_CTL、
ET1-TX_CTL

出力 送信制御 送信信号用制御信号出力

ET0-TXC、

ET1-TXC
出力 送信クロック 送信信号用クロック出力

ET0-TD0 ~    
ET0-TD3、     
ET1-TD0 ~    
ET1-TD3

出力 送信データ 4ビットの送信データ用出力端子

ET0-
RX_CTL、
ET1-RX_CTL

入力 受信制御 受信信号用制御信号入力

ET0-RXC、     
ET1-RXC

入力 受信クロック 受信信号用クロック入力

ET0-RD0 ~    
ET0-RD3、     
ET1-RD0 ~   
ET1-RD3

入力 受信データ 4ビットの受信データ用入力端子

RGMII-MAC-
CLK

入力 基準クロック RGMII用基準クロック入力

RGMII-VREF 入力 VREF RGMII基準電圧入力

FIFO内蔵

シリアル

コミュニケー

ションインタ

フェース

（SCIF0、
SCIF1）

TXD0、TXD1 出力 送信データ 送信データ出力端子

RXD0、RXD1 入力 受信データ 受信データ入力端子

RTS0、RTS1 出力 送信要求 モデム制御信号で送信要求出力端子

CTS0、CTS1 入力 送信許可 モデム制御信号で送信許可入力端子

分類 端子名 入出力 機能 説明
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FIFO内蔵

シリアル

コミュニケー

ションインタ

フェース

（SCIF0、
SCIF1）

DTR0、DTR1 出力 データターミナル

レディ

データターミナルレディ出力端子

DSR0、DSR1 入力 データセットレディ データセットレディ入力端子

DCD0、
DCD1

入力 データキャリア検出 データキャリア検出入力端子

RI0、RI1 入力 リングインジケータ リングインジケータ入力端子

FIFO内蔵

シリアル

コミュニケー

ションインタ

フェース

（SCIF2、
SCIF3、SCIF4）

SCK2 ~ SCK4 入出力 シリアルクロック クロック入出力端子

TXD2 ~ TXD4 出力 送信データ 送信データ出力端子

RXD2 ~RXD4 入力 受信データ 受信データ入力端子

RTS2 ~ RTS4 入出力 送信要求 モデム制御信号端子（送信要求）

CTS2 ~ CTS4 入出力 送信許可 モデム制御信号端子（送信許可）

I2Cバスインタ

フェース

（RIIC）

SCL0 ~ SCL9 入出力 シリアルクロック シリアルクロック入出力端子

SDA0 ~ SDA9 入出力 シリアルデータ シリアルデータ入出力端子

USB
ファンクション

0（USB0）

USDP0 入出力 D+ data USB0 D+ データ

USDM0 入出力 D- data USB0 D- データ

VBUS0 入力 Vbus入力 USB0 Vbus 入力

USB0、USB1
共通リファレン

ス入力

REFRIN 入力 リファレンス入力 5.6KΩ（±1%）の抵抗を介してグランドに接続してください

USB ホスト /
ファンクション

1（USB1）

USDP1 入出力 D+ データ USB1 D+ データ

USDM1 入出力 D- データ USB1 D- データ

VBUS1 入力 Vbus入力 USB1 Vbus 入力

VBUS_EN 出力 Vbusパワー

イネーブル

USB Vbusパワーイネーブル出力

VBUS_OC 入力 Vbus過電流信号

入力

USB過電流モニタ

ルネサスシリア

ルペリフェラル

インタフェース 
(RSPI)

RSPI-RSPCK 入出力 RSPIクロック RSPIクロック入出力端子

RSPI-MOSI 入出力 RSPIデータ RSPIデータ入出力端子

RSPI-MISO 入出力 RSPIデータ RSPIデータ入出力端子

RSPI-SSL0、  
RSPI-SSL1

入出力 RSPIチップ

セレクト

RSPIチップセレクト入出力端子

SIMカード

モジュール

（SIM）

SIM_D 入出力 SIM送受信データ SIM送受信データ入出力端子

SIM_CLK 出力 SIMクロック SIMクロック出力端子

SIM_RST 出力 SIMリセット SIMリセット出力端子

シリアルペリ

フェラルインタ

フェース

（SPI0、SPI1）

SP0-MOSI 入出力 SPIマスタ入出力 SPIマスタデータ入出力端子

SP1-MOSI 出力 SPIマスタ出力 SPIマスタデータ出力端子

SP0-MISO、

SP1-MISO
入力 SPIマスタ入力 SPIマスタデータ入力端子

SP0-SCK、   
SP1-SCK

出力 SPIクロック SPIシリアルクロック出力端子

SP0-
SCK_FB、
SP1-SCK_FB

入力 SPIクロック

フィードバック

SPIシリアルクロックフィードバック入力端子

分類 端子名 入出力 機能 説明
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シリアルペリ

フェラルインタ

フェース

（SPI0、SPI1）

SP0-SS3 ~  
SP0-SS0、    
SP1-SS1、 
SP1-SS0

出力 SPIチップセレクト SPIスレーブデバイスセレクト出力端子

タイマユニット

（TMU）

TCLK 入力 タイマクロック タイマの外部クロック入力

チャネル2のインプットキャプチャ信号端子としても

使用できます

14ビット

PWMタイマ

（PWMX）

PWMX7～ 
PWMX0

出力 パルス出力 14ビットPWMタイマのパルス出力端子

8ビット

PWMタイマ

（PWMU）

PWMU5 ～ 
PWMU0

出力 パルス出力 8ビットPWMタイマのパルス出力端子

サブクロック SUB-CLKIN 入力 クロック入力 32.768kHzのクロック入力端子です

A/D変換器

（ADC）

AN15 ～ AN0 入力 アナログ入力 アナログ入力端子

ADTRG0、
ADTRG1

入力 A/D外部トリガ入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子

AVREF0、
AVREF1

入力 リファレンス電圧 A/D変換器の基準電圧端子

シリアル端子

マルチプレクサ

（SERMUX）

COM1-TXD、

COM1-RXD、

COM1-RTS、
COM1-CTS

出力

入力

出力

入力

COM1ポート COM1ポート入出力端子

COM2-TXD、

COM2-RXD、

COM2-RTS、
COM2-CTS、
COM2-DTR、

COM2-DSR、

COM2-DCD、

COM2-RI

出力

入力

出力

入力

出力

入力

入力

入力

COM2ポート COM2ポート入出力端子

RAC-TXD、

RAC-RXD、

RAC-RTS、
RAC-CTS、
RAC-DTR、

RAC-DSR、

RAC-DCD、

RAC-RI

入出力 RACポート RACポート入出力端子

SDホスト

インタフェース
(SDHI)

SDCD 入力 カード検出 SDHIカード検出信号

SDWP 入力 ライトプロテクト SDHIライトプロテクト信号

SDDAT3～
SDDAT0

入出力 データバス SDHIデータバス信号

SDCMD 入出力 コマンド出力、

レスポンス入力

SDHIコマンド出力、レスポンス入力信号

SDCLK 出力 クロック SDHIクロック出力端子

イベント

カウンタ (EVC)
EVENT15 ～
EVENT0

入力 イベント入力 イベントカウンタの入力端子

分類 端子名 入出力 機能 説明
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注1. SH-4Aクロック = 384 MHz、SHwyクロック = 192 MHz、ローカルバスクロック = 48 MHz、周辺クロック = 48 MHz
2. SH-4Aクロック = 576 MHz、SHwy クロック = 192 MHz、ローカルバスクロック = 48 MHz、周辺クロック = 48 MHz

I/Oポート PTA ～ PTI、 
PTK、PTM、

PTP、PTO、

PTR ～ PTZ

入出力 汎用ポート 8ビットの汎用ポート

PTB、PTC：ノイズキャンセラ内蔵

PTT　　　：12mA駆動

PTJ、PTL、
PTN、PTQ

入出力 汎用ポート 7ビットの汎用ポート

汎用シリアル

入出力ポート 
(SGPIO)

SGPIO0-CLK 出力 SGPIOクロック SGPIO0のクロック信号

SGPIO0-
LOAD

出力 SGPIOロード SGPIO0のロード信号

SGPIO0-DI 入力 SGPIO-DI SGPIO0のデータ入力

SGPIO0-DO 出力 SGPIO-DO SGPIO0のデータ出力

SGPIO1-CLK 出力 SGPIOクロック SGPIO1のクロック信号

SGPIO1-
LOAD

出力 SGPIOロード SGPIO1のロード信号

SGPIO1-DI 入力 SGPIO-DI SGPIO1のデータ入力

SGPIO1-DO 出力 SGPIO-DO SGPIO1のデータ出力

SGPIO2-CLK 出力 SGPIOクロック SGPIO2のクロック信号

SGPIO2-
LOAD

出力 SGPIOロード SGPIO2のロード信号

SGPIO2-DI 入力 SGPIO-DI SGPIO2のデータ入力

SGPIO2-DO 出力 SGPIO-DO SGPIO2のデータ出力

eMMCホストイ

ンタフェース

MMCCLK 出力 MMCクロック MMCクロック出力端子

MMCCMD 入出力 MMCコマンド

／レスポンス

MMCコマンド入力端子／レスポンス出力端子

MMCDAT7～ 
MMCDAT0

入出力 MMC送受信データ MMC送信出力端子／受信入力端子

ハイパフォーマ

ンス

ユーザデバッグ

インタフェース

（H-UDI）

TCK 入力 テストクロック テストクロック入力端子

TMS 入力 テストモード

セレクト

テストモードセレクト信号入力端子

TRST 入力 テストリセット 初期化信号入力端子

TDI 入力 テストデータ入力 インストラクションとデータのシリアル入力端子

TDO 出力 テストデータ出力 インストラクションとデータのシリアル出力端子

アドバンスト

ユーザデバッガ

（AUD）

AUDATA3 ～ 
AUDATA0、 
AUDCK、 
AUDSYNC

出力 エミュレータ用端子 エミュレータ専用端子

ASEBRK/
BRKACK

入出力 エミュレータ用端子 エミュレータ専用端子

MPMD 入力 チップモード指定 L：エミュレーションモード

H：ノーマルモード（チップモード）

分類 端子名 入出力 機能 説明
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2. プログラミングモデル
本章では、本LSI のプログラミングモデルについて記述します。本LSI では以下に示すレジスタとデータ

形式を持っています。

2.1 データフォーマット

本LSI でサポートしているデータフォーマットを図2.1 に示します。

図 2.1     データフォーマット
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符号ビット
指数フィールド
少数フィールド

【記号説明】

バイト　（8ビット）

ワード　（16ビット）

ロングワード　（32ビット）

単精度浮動小数点　（32ビット）

倍精度浮動小数点　（64ビット）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 2.  プログラミングモデル

 Page 2-2

2.2 レジスタの構成

2.2.1 特権モードとバンク

(1) 処理モード
処理モードにはユーザモードと特権モードの 2 つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が

発生又は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジ
スタ、コントロールレジスタ、及び浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの
処理モードで異なります。

(2) 汎用レジスタ
汎用レジスタにはR0 ～R15 までの16 本のレジスタがあります。汎用レジスタR0 ～R7 は、バンクレ

ジスタで、処理モードで切り替えることができます。

• 特権モードの場合
ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスで

きるレジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタ
は、コントロールレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1～
R7_BANK1とバンクに関係ないR8～R15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0～R15として

アクセスすることができ、バンク 0 の汎用レジスタ R0_BANK0 ～ R7_BANK0 の 8 本のレジスタは

LDC/STC命令でアクセスできます。

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0～
R7_BANK0とバンクに関係ないR8～R15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0～R15として

アクセスすることができ、バンク 1 の汎用レジスタ R0_BANK1 ～ R7_BANK1 の 8 本のレジスタは

LDC/STC命令でアクセスできます。

• ユーザモードの場合
バンク0の汎用レジスタR0_BANK0～R7_BANK0とバンクに関係ないR8～R15との合計16本のレジ

スタが汎用レジスタR0～R15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1
～R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。

(3) コントロールレジスタ
コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレ

ジスタ（SR）があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログ

ラムカウンタ（SPC）、ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグ

ベースレジスタ（DBR）があります。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビッ

ト（例えばRB ビット）があります。

(4) システムレジスタ
システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカ

ウンタ（PC）があり、処理モードに関係しません。
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(5) 浮動小数点レジスタとFPU に関するシステムレジスタ

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15 の32 本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0
～XF15をおのおのFPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 のいずれのバンク

に割り付けるか選択できます。
また、FR0～FR15 は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、又はレジスタペア）の8 本、

FV0/4/8/12（レジスタベクタ）の4 本として使用でき、XF0～XF15 は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタ

ペア）の8 本、XMTRX（レジスタ行列）の1 本として使用できます。

FPU に関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数

点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU 間の通信や例外処理の設定を行いま

す。

リセット後のレジスタの値を表2.1 に示します。

表2.1 レジスタの初期値

注 . パワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。

処理モード別のCPU レジスタ構成を図2.2 に示します。

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。

区分 レジスタ 初期値（注）

汎用レジスタ

R0_BANK0 ～ R7_BANK0、
R0_BANK1 ～ R7_BANK1、
R8 ～ R15

不定

コントロールレジスタ

SR MD ビット=1、RB ビット=1、BL ビット=1、
FD ビット=0、IMASK=B'1111、その他はすべて0

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定

VBR H'00000000

システムレジスタ
MACH、MACL、PR 不定

PC H'A0000000

浮動小数点レジスタ
FR0 ～ FR15、XF0 ～ XF15、FPUL 不定

FPSCR H'00040001
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図 2.2     処理モード別のCPU レジスタ構成

31 0

R0_BANK0（注１）、（注２）

R1_BANK0（注２）

R2_BANK0（注２）

R3_BANK0（注２）

R4_BANK0（注２）

R5_BANK0（注２）

R6_BANK0（注２）

R7_BANK0（注２）

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

31 0

R0_BANK1（注１）、（注３）

R1_BANK1（注３）

R2_BANK1（注３）

R3_BANK1（注３）

R4_BANK1（注３）

R5_BANK1（注３）

R6_BANK1（注３）

R7_BANK1（注３）

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0（注１）、（注４）

R1_BANK0（注４）

R2_BANK0（注４）

R3_BANK0（注４）

R4_BANK0（注４）

R5_BANK0（注４）

R6_BANK0（注４）

R7_BANK0（注４）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

31 0

R0_BANK1（注１）、（注３）

R1_BANK1（注３）

R2_BANK1（注３）

R3_BANK1（注３）

R4_BANK1（注３）

R5_BANK1（注３）

R6_BANK1（注３）

R7_BANK1（注３）

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0（注１）、（注４）

R1_BANK0（注４）

R2_BANK0（注４）

R3_BANK0（注４）

R4_BANK0（注４）

R5_BANK0（注４）

R6_BANK0（注４）

R7_BANK0（注４）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

（a）ユーザモードのレジスタ構成（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝1）

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝0）

注1．

2．
3．

4．

R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、 
インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ 
として使われます。 
バンクレジスタ
バンクレジスタ
SRレジスタのRBビットが１のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
RBビットが０のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
バンクレジスタ
SRレジスタのRBビットが０のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
RBビットが１のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
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2.2.2 汎用レジスタ

図 2.3 に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。本 LSI には 24 本の 32 ビット汎用レジスタ

（R0_BANK0～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち

16 本のレジスタのみ1つの処理モードで汎用レジスタR0～R15 としてアクセスできます。本LSI には特

権モードとユーザモードの 2 つの処理モードがあります。R0 ～ R7 はその 2 つのモードにより次のよう

に割り当てられます。

• R0_BANK0～R7_BANK0
ユーザモード（MDビット（SRレジスタのビット30）＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。

特権モード（SRレジスタのMDビット＝1）では、RBビット（SRレジスタのビット29＝0）の場合

に限りR0～R7に割り当てられます。

• R0_BANK1～R7_BANK1
ユーザモードでは、アクセスできません。
特権モードでは、SRレジスタのRBビット＝1の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。

図 2.3     汎用レジスタ

【プログラミング上の注意】 
ユーザモードのR0～R7 はR0_BANK0～R7_BANK0 に、例外・割り込み後のR0～R7 はR0_BANK1～R7_BANK1 
に割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードのR0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避又は復帰

する必要はありません。

MD SR
MD SR
RB SR

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

MD SR
RB SRまたは
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2.2.3 浮動小数点レジスタ

図 2.4 に浮動小数点レジスタを示します。32 本の 32 ビット浮動小数点レジスタがあります。これら

は、2 つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 があり

ます。また、この 32 本レジスタは FR0 ～ FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0 ～ XF15、
XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRX として参照されます。FPRn_BANKi と参照名の対応は FPSCR の FR ビッ

トによって決まります。図2.4 を参照してください。

(1) 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32 レジスタ）

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、
FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、
FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、
FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0
FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、
FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、
FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、
FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1

(2) 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16 レジスタ）

FRビット（FPSCRレジスタのビット21）＝0 のとき、FR0～FR15 はFPR0_BANK0～FPR15_BANK0
に割り当てられます。
FPSCRレジスタのFRビット＝1のとき、FR0～FR15 はFPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てら

れます。

(3) 倍精度浮動小数点レジスタ、又は単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8 レジスタ）

DR レジスタは、2 つのFR レジスタから構成されます。

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、
DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、
DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、
DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15}

(4) 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4 レジスタ）

FV レジスタは4 つのFR レジスタから構成されます。

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3}、
FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7}、
FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11}、
FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15}

(5) 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16 レジスタ）

FPSCRレジスタのFRビット＝0  のとき、XF0～XF15 はFPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当てら

れます。
FPSCRレジスタのFRビット＝1のとき、XF0～XF15 はFPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当てら

れます。

(6) 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8 レジスタ）

XD レジスタは2 つのXF レジスタから構成されます。

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、
XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、
XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、
XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15}
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(7) 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX
XMTRX は16 本のXF レジスタから構成されます。

図 2.4     浮動小数点レジスタ

XMTRX = XF0 XF4 XF8 XF12

XF1 XF5 XF9 XF13

XF2 XF6 XF10 XF14

XF3 XF7 XF11 XF15
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2.2.4 コントロールレジスタ

(1) ステータスレジスタ（SR）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

30 MD 1 R/W 処理モード

処理モードを選択します。

0：ユーザモード

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソー
スの中にはアクセスできないリソースがあります。）

1：特権モード

例外又は割り込みにより1 にセットされます。

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット

0：R0_BANK0～R7_BANK0 は汎用レジスタR0～R7 として

アクセスでき、R0_BANK1～R7_BANK1 はLDC/STC 命令

でアクセスできます。

1：R0_BANK1～R7_BANK1 は汎用レジスタR0～R7 として

アクセスでき、R0_BANK0～R7_BANK0 はLDC/STC 命令

でアクセスできます。

例外又は割り込みにより1 にセットされます。

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット

このビットが1 のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブ

レーク以外の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態
に遷移します。

一般例外又は割り込みにより1 にセットされます。

27 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 FD 0 R/W FPU ディスエーブルビット

このビットが1 のとき、FPU 命令は一般FPU 抑止例外を発生さ

せ、FPU命令が遅延スロットにある場合、スロットFPU 抑止例

外が発生します（FPU命令：H'F***命令、FPUL/FPSCR に対す

るLDS(.L)/STS(.L)命令）。

14 ～ 10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 M 0 R/W M ビット

DIV0S、DIV0U、DIV1 命令で使用します。

8 Q 0 R/W Q ビット

DIV0S、DIV0U、DIV1 命令で使用します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MD— —

————

—

—

— — — — — — —

—

—

—

— —RB BL

FD M Q IMASK S T

— R/W R/W R/W — — — — — — — — — — — —

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0

R/W — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W — — R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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(2) 退避ステータスレジスタ（SSR）（32 ビット、特権保護、初期値＝不定）

SR の内容は例外又は割り込みの発生時、SSR に退避されます。

(3) 退避プログラムカウンタ（SPC）（32 ビット、特権保護、初期値＝不定）

例外又は割り込みの発生した命令のアドレスはSPC に退避されます。

(4) グローバルベースレジスタ（GBR）（32 ビット、初期値＝不定）

例外又は割り込みの発生した命令のアドレスはSPC に退避されます。

(5) ベクタベースレジスタ（VBR）（32 ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000）
VBR は例外及び割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「6.

例外処理」を参照してください。

(6) 退避ジェネラルレジスタ15（SGR）（32 ビット、特権保護、初期値＝不定）

R15 の内容は例外又は割り込みの発生時SGR に退避されます。

(7) デバッグベースレジスタ（DBR）（32 ビット、特権保護、初期値＝不定）

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合UBDEビット（CBCRレジスタのビット0）＝1、DBR
はVBR の代わりにユーザブレークハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。

7 ～ 4 IMASK 1 R/W 割り込みマスクレベル

IMASK 以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り

込みが発生した場合に、IMASK が割り込み受け付けレベルに変

化する動作と変化しない動作を、CPU 動作モードレジスタ

（CPUOPM）を用いて切り替えることができます。CPUOPM の
動作は、「付録A. CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）」を参照

してください。

3、2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 S 0 R/W S ビット

MAC 命令の飽和動作を指定します。

0 T 0 R/W T ビット

真／偽条件、キャリ／ボロー、オーバフロー／アンダフローなど
を表します。

詳細は、「3. 命令セット」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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2.2.5 システムレジスタ

(1) 積和上位レジスタ（MACH）（32 ビット、初期値＝不定）、

積和下位レジスタ（MACL）（32 ビット、初期値＝不定）

MACH／MACL は、MAC 命令の加算値として用いられます。またMAC 命令、MUL 命令の演算結果

を格納するためにも用いられます。

(2) プロシージャレジスタ（PR）（32 ビット、初期値＝不定）

BSR、BSRF、JSR 命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスはPR に格納されます。PR は、サ

ブルーチンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。

(3) プログラムカウンタ（PC）（32 ビット、初期値＝H'A000 0000）
PC は実行中の命令アドレスを示します。

(4) 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 22 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 はFR0～FR15 に、

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 はXF0～XF15 に割り当て

られます。

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 はXF0～XF15 に、

FPR0_BANK1～FPR15～BANK1 はFR0～FR15 に割り当

てられます。

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード

0：FMOV 命令のデータサイズは32 ビットです。

1：FMOV 命令のデータサイズは32 ビットペア、又は64 ビッ

トです。

SZ ビットとエンディアンとの関係については、図2.5 を参照し

てください。

19 PR 0 R/W 精度モード

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラ

フィックサポート命令は未定義です）。

PR ビットとエンディアンとの関係については、図2.5 を参照し

てください。

18 DN 1 R/W 非正規化モード

0：非正規化数を非正規化数として扱います。

1：非正規化数を0 として扱います。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

— — — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Enable (EN)

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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図 2.5     SZ ビット及びPRビットとエンディアンの関係

17 ～ 12 Cause 0 R/W FPU 例外要因フィールド

FPU 例外イネーブルフィールド

FPU 例外フラグフィールド

FPU 演算命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドは最初に0 
に設定されます。次にFPU 例外が発生すると、FPU 例外要因

フィールドとFPU 例外フラグフィールドの該当ビットが1 にセッ

トされます。FPU 例外フラグフィールドは、FPU 例外フラグ

フィールドが最後にクリアされたそれ以降に発生した例外のス
テータスを保持します。各フィールドのビットの割り付けについ
ては表2.2 を参照してください。

11 ～ 7 Enable (EN) 0 R/W

6 ～ 2 Flag 0 R/W

1、0 RM 01 R/W 丸めモード

丸めの方法を選択します。

00：近傍への丸め

01：0 方向への丸め

10：設定禁止

11：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

・ビッグエンディアンの場合

DR (2i)

FR (2i) FR (2i+1)

8n+4 8n+78n 8n+3

63 0

63             32 31              0

63 0

DR (2i)

FR (2i) FR (2i+1)

4n 4m4n+3 4m+3

63 0

63              32 31             0

DR (2i)

FR (2i+1)FR (2i)

8n+48n+78n+3 8n

63 0

63             32 31              0

63 0 63 0

DR (2i)

FR (2i+1)FR (2i)

8n8n+38n+7 8n+4

63 0

63             32 31              0

63 0

（注１）、（注２） （注２）

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

・リトルエンディアンの場合

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

SZ=0、PR=0では、DRレジスタを使用できません。
DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR=0ではその後にPR=1に
切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

注１．
２．

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝1の場合

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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表2.2 FPU 例外処理に関連するビットの割り付け

(5) 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32 ビット、初期値＝不定）

FPU レジスタとCPU レジスタ間のデータ転送は、FPUL を介して行われます。

2.3 メモリ割り付けレジスタ

制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領

域に割り付けられたレジスタには、2 つのアドレスがあります。

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF
H'FC00 0000～H'FFFF FFFF

以上2 つの領域は次のように使用します。

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番

号をTLBの該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領

域に対して、MMUのアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF
ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。

ユーザモードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができま
す。

注 . 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられ

ていないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイ
ズでアクセスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。

フィールド名 FPU 
エラー（E）

無効演算
（V）

0 除算

（Z）
オーバ

フロー (O）
アンダ

フロー（U）
不正確
（I）

Cause FPU 例外要因

フィールド

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12

Enable FPU 例外イネーブル

フィールド

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7

Flag FPU 例外フラグ

フィールド

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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2.4 レジスタのデータ形式

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32 ビット）です。メモリ上のデータをレジ

スタへロードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8 ビット）、もしくはワード（16
ビット）の場合は、ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。

図 2.6     バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式

2.5 メモリ上でのデータ形式

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8 ビットのバイト、16 ビットの

ワード、32ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32 ビットに満たないメ

モリオペランドは符号拡張されてレジスタに格納されます。
ワードオペランドはワード境界（2 バイト刻みの偶数番地：2n 番地）から、ロングワードオペランド

はロングワード境界（4 バイト刻みの偶数番地：4n 番地）からアクセスしてください。これを守らない

場合は、アドレスエラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。
データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択でき

ます。エンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には
変更できません。ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左

から右へ減少するように番号が付けられています。すなわち 32 ビットのロングワードでは、一番左の

ビット、ビット31 が最上位ビットで、一番右のビット、ビット0 が最下位ビットです。

メモリ上のデータ形式を図2.7 に示します。

図 2.7     メモリ上のデータ形式

64 ビットのデータ形式については図2.5 を参照してください。

31

S S

S

067

67 0

31

S S

S

01415

1415 0

A

7 0 7 0 7 0 7 0

31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0

A + 1 A + 2 A + 3 A + 11

7 0 7 0 7 0 7 0

31

15 0

23 15 7 0

A + 10 A + 9 A + 8

A + ８番地

A 番地

A + ４番地

バイト0バイト1バイト2バイト3 バイト0バイト1バイト2バイト3

ワード 0 ワード 1 ワード 0ワード 1

ロングワード ロングワード

ビッグエンディアン リトルエンディアン

A + ４番地

A + ８番地

A 番地
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2.6 処理状態

処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の3 種類があります。

(1) リセット状態
CPU がリセットされている状態です。リセット状態は、パワーオンリセット状態とマニュアルリセッ

ト状態に分類されます。
パワーオンリセット状態では、CPU の内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。

マニュアルリセット状態では、一部の内蔵周辺モジュールのレジスタとCPU の内部状態とが初期化され

ます。詳細は、各章のレジスタ構成を参照してください。

(2) 命令実行状態
CPU が順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例

外処理状態があります。

(3) 低消費電力状態
CPU の動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープ

モード、及びモジュールストップモードの2 つのモードがあります。低消費電力状態の詳細は、「18. 低
消費電力モード」を参照してください。

図 2.8     処理状態遷移図

すべての状態から 
リセット／
マニュアルリセット入力時

リセット状態
リセット／ 
マニュアルリセット解除時

リセット／ 
マニュアルリセット入力時

命令実行状態

スリープ命令実行、
又はモジュールストップビット＝1時

割り込み発生、
又はモジュールストップビット＝0時

リセット／ 
マニュアルリセット入力時

低消費電力状態
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2.7 使用上の注意事項

2.7.1 自己書き換えコード（注）に対する注意事項

本LSI は、処理を高速に行うために命令の先読みを従来のSH-4 に比べ大幅に強化しています。このた

めメモリ上の命令列の書き換えを行った直後に当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更
新前の命令が実行される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換え
を行う命令と書き換えられた命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。

(1) 書き換える命令がキャッシング不可能領域にある場合

SYNCO
ICBI @Rn

ICBI 命令のRn で指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスで構いません。

(2) 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時）

SYNCO
ICBI @Rn

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI 命令で無効化してください。ICBI
はライン単位で行います。1 ラインは32 バイトです。

(3) 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時）

OCBP @Rm 又はOCBWB @Rm
SYNCO
ICBI @Rn

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてをOCBP 命令又はOCBWB 命令で主

記憶に書き戻しを行い、その後 ICBI 命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。

ICBI/OCBP/OCBWBはライン単位で行います。1 ラインは32 バイトです。

注 .  自己書き換えコード：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する命令列

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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3. 命令セット
本 LSI の命令セットは固定長 16 ビット命令で実現されます。本 LSI はバイト（8 ビット）、ワード（16

ビット）、ロングワード（32 ビット）、クワッドワード（64 ビット）のデータサイズでメモリにアクセスし

ます。単精度浮動小数点データ（32 ビット）は、ロングワード又はクワッドワードサイズでメモリとのや

りとりが可能です。倍精度浮動小数点データ（64 ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりと

りが可能です。本LSI がバイトサイズ、及びワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデー

タは符号拡張されます。

3.1 実行環境

(1) PC
PC はその命令自身の命令アドレスを示します。

(2) ロード／ストアアーキテクチャ
本LSI は基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモ

リで直接実行する論理 AND 演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算は

レジスタにロードした後、レジスタで実行されます。

(3) 遅延分岐
本LSI の分岐命令、及びRTE は、BF、BT の 2 つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐

命令の次の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

(4) 遅延スロット
遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA 実行シーケンスは

次のとおりです。

表3.1 遅延分岐命令の実行順序

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「6. 例外処理」を参

照してください。分岐が成立しなかったBF/S、BT/S の次の命令も遅延スロット命令です。

(5) T ビット

ステータスレジスタ（SR）のT ビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命

令で参照します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。

ADD #1、R0 ; T ビットはADD 演算では変更されない。

CMP/EQ R1、R0 ; R0=R1 のときT ビットは1 にセットされる。

BT TARGET ; T ビット=1（R0=R1）のときTARGET に分岐する。

RTE の遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）の各ビットは次のように参照されます。命令アク

セスは変更の前にMD ビットを使用し、データアクセスは変更後のMD ビットにアクセスします。変更

後の他のＳ、T、M、Q、FD、BL、RB ビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、
STC.L SR 命令は、変更後すべてのSRのビットにアクセスします。

命令列 実行順序

BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA

ADD （遅延スロット） 

: ADD

: 

TARGET target-inst （分岐先命令） target-inst
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(6) 定数値
8 ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また16 ビット、32 ビットの定数

値はメモリで定義することができ、PC 相対ロード命令で参照できます。

MOV.W @(disp, PC), Rn
MOV.L @(disp, PC), Rn

浮動小数点に対する PC 相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して

FLDI0、FLDI1 命令を使用することによって、0.0 又は1.0 にセットすることができます。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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3.2 アドレッシングモード

表 3.2 にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をア

クセスすると（ATビット（MMUCRレジスタのビット0）＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換さ

れます。複数の仮想メモリ空間システムを選択した場合（SVビット（MMUCRレジスタのビット8）＝

0）、PTEH の最下位ビットもアクセスの ASID として参照されます。「7. メモリマネジメントユニット

（MMU）」を参照してください。

表3.2 アドレッシングモードと実効アドレス

アドレッシング
モード

命令
フォーマット

実効アドレスの計算方法 計算式

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタRn です。

（オペランドはレジスタRn の内容です。）

—

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタRn の内容です。 Rn→EA（EA：実効アドレス）

ポストインクリメント
レジスタ間接

@Rn+ 実効アドレスはレジスタRn の内容です。命令実行後Rnに定数を

加算します。定数はオペランドサイズがバイトのとき1、ワードの

とき2、ロングワードのとき4、クワッドワードのとき8 です。

Rn→EA
命令実行後
バイト：Rn＋1→Rn
ワード：Rn＋2→Rn
ロングワード：Rn＋4→Rn
クワッドワード：Rn＋8→Rn

プリデクリメント
レジスタ間接

@–Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタRnの内容で

す。定数はバイトのとき1、ワードのとき2、ロングワードのとき

4、クワッドワードのとき8 です。

バイト：Rn－1→Rn
ワード：Rn－2→Rn
ロングワード：Rn－4→Rn
クワッドワード：Rn－8→Rn
Rn→EA
（計算後のRn で命令実行）

ディスプレースメント

付きレジスタ間接

@(disp:4, Rn) 実効アドレスはレジスタRn に4 ビットディスプレースメントdisp 
を加算した内容です。disp はゼロ拡張後、オペランドサイズに

よってバイトで1 倍、ワードで2 倍、ロングワードで4 倍します。

バイト：Rn＋disp→EA
ワード：Rn＋disp × 2→EA
ロングワード：Rn＋disp × 4→EA

インデックス付き
レジスタ間接

@(R0, Rn) 実効アドレスはレジスタRn にR0 を加算した内容です。 Rn + R0  EA

Rn Rn

Rn Rn

1/2/4/8

+
Rn + 1/2/4/8

Rn

1/2/4/8

Rn – 1/2/4/8–
Rn – 1/2/4/8

Rn

Rn + disp × 1/2/4+

×

1/2/4

disp

（ゼロ拡張）

Rn

R0

Rn + R0+
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ディスプレースメント
付きGBR 間接

@(disp:8, GBR) 実効アドレスはレジスタGBR に8 ビットディスプレースメント

disp を加算した内容です。disp はゼロ拡張後、オペランドサイズ

によってバイトで1 倍、ワードで2 倍、ロングワードで4 倍しま

す。

バイト：GBR＋disp→EA
ワード：GBR＋disp × 2→EA
ロングワード：GBR＋disp × 4→EA

インデックス付き
GBR 間接

@(R0, GBR) 実効アドレスはレジスタGBR にR0 を加算した内容です。 GBR + R0  EA

ディスプレースメント
付きPC 相対

@(disp:8, PC) 実効アドレスはPC＋4 に8 ビットディスプレースメントdisp を加

算した内容です。disp はゼロ拡張後、オペランドサイズによって

ワードで2 倍、ロングワードで4 倍します。さらにロングワード

のときはPCの下位2 ビットをマスクします。

ワード：PC＋4＋disp × 2→EA
ロングワード：
PC & H'FFFF FFFC + 4 + disp × 4  EA

アドレッシング
モード

命令
フォーマット

実効アドレスの計算方法 計算式

GBR

1/2/4

GBR

+ disp × 1/2/4
+

×

disp
（ゼロ拡張）

GBR

R0

GBR + R0+

PC

H'FFFF FFFC

PC + 4 + disp × 2

または
 PC &

 H'FFFF FFFC + 4

 + disp × 4

+

4

2/4

×

+

&

disp

（注）

（ゼロ拡張）

ロングワードのと注．
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注 . 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブ

ラ記述は、オペランドサイズに応じたスケーリング（ × 1、 × 2、 × 4）を行う前の値を書いています。これ

は、LSI の動作を明確にするためで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照し

てください。

＠（disp:4, Rn） ：ディスプレースメント付きレジスタ間接

＠（disp:8, GBR） ：ディスプレースメント付きGBR 間接

＠（disp:8, PC） ：ディスプレースメント付きPC 相対

disp: 8, disp:12 ：PC 相対

PC 相対 disp:8 実効アドレスはPC＋4 に8 ビットディスプレースメントdisp を符

号拡張後2 倍し、加算した内容です。

PC + 4 + disp × 2  Branch-Target

disp:12 実効アドレスはPC＋4 に12 ビットディスプレースメントdisp を
符号拡張後2 倍し、加算した内容です。

PC + 4 + disp × 2  Branch-Target

PC 相対 Rn 実効アドレスはPC＋4 にRn を加算した内容です。 PC + 4 + Rn  Branch-Target

イミディエイト #imm:8 TST、 AND、 OR、 XOR命令の8 ビットイミディエイト imm はゼロ

拡張します。

—

#imm:8 MOV、 ADD、 CMP/EQ 命令の8 ビットイミディエイト imm は符号

拡張します。

—

#imm:8 TRAPA 命令の8 ビットイミディエイト imm はゼロ拡張後、4 倍し

ます。

—

アドレッシング
モード

命令
フォーマット

実効アドレスの計算方法 計算式

2

+

×

disp

4

+

PC

PC + 4 + disp × 2

（符号拡張）

2

+

×

disp

4

+

PC

PC + 4 + disp × 2

（符号拡張）

PC

4

Rn

+

+ PC + 4 + Rn
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3.3 命令セット

表3.4～表3.13 に示すSuperH 命令の説明に使用する表記を表3.3 に示します。

表3.3 命令リストの表記

注 . スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。

項目 フォーマット 説 明

命令ニーモニック OP.Sz SRC, DEST OP　 ：オペレーションコード

Sz　  ：サイズ

SRC  ：ソースオペランド

DEST：ソース及び／又はデスティネーションオペランド

Rm    ：ソースレジスタ

Rn     ：デスティネーションレジスタ

imm   ：イミディエイトデータ

disp   ：ディスプレースメント

演算の要約 →、←   ：転送方向

(xx)        ：メモリオペランド

M/Q/T    ：SR のフラグビット

&            ：各ビットの論理積

|             ：各ビットの論理和

^            ：各ビット排他的論理和

~            ：各ビットの論理否定

<<n,>>n ：n ビットシフト

命令コード MSB  LSB mmmm　 ：レジスタ番号（Rm、FRm）

nnnn　     ：レジスタ番号（Rn、FRn）

0000         ：R0, FR0

0001         ：R1, FR1

：

1111         ：R15, FR15

mmm       ：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK）

nnn          ：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK）

000          ：DR0、XD0、R0_BANK

001          ：DR2、XD2、R1_BANK

：

111          ：DR14、XD14、R7_BANK

mm         ：レジスタ番号 (FVm)

nn           ：レジスタ番号 (FVn)

00           ：FV0

01           ：FV4

10           ：FV8

11           ：FV12

iiii            ：イミディエイト値

dddd        ：ディスプレースメント

特権モード — 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。

T ビット 命令実行後のT ビットの値 －：変更なし

新規 — 「新規」と記載してある場合は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）の

VER ビットの値がH'20 のSH-4A で新規に追加された命令です。
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表3.4 固定小数点転送命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

MOV #imm,Rn imm  sign extension  Rn 1110nnnniiiiiiii — — —

MOV.W @(disp(注 ),PC), Rn (disp  2 + PC + 4)  sign extension  
Rn

1001nnnndddddddd — — —

MOV.L @(disp(注 ),PC), Rn (disp  4 + PC & H'FFFF FFFC + 4)  Rn 1101nnnndddddddd — — —

MOV Rm,Rn Rm  Rn 0110nnnnmmmm0011 — — —

MOV.B Rm,@Rn Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0000 — — —

MOV.W Rm,@Rn Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0001 — — —

MOV.L Rm,@Rn Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0010 — — —

MOV.B @Rm,Rn (Rm)  sign extension  Rn 0110nnnnmmmm0000 — — —

MOV.W @Rm,Rn (Rm)  sign extension  Rn 0110nnnnmmmm0001 — — —

MOV.L @Rm,Rn (Rm)  Rn 0110nnnnmmmm0010 — — —

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1  Rn, Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0100 — — —

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2  Rn, Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0101 — — —

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4  Rn, Rm  (Rn) 0010nnnnmmmm0110 — — —

MOV.B @Rm+,Rn (Rm) sign extension  Rn, 
Rm + 1  Rm

0110nnnnmmmm0100 — — —

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)  sign extension  Rn, 
Rm + 2  Rm

0110nnnnmmmm0101 — — —

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)  Rn, Rm + 4  Rm 0110nnnnmmmm0110 — — —

MOV.B R0,@(disp(注 ),Rn) R0  (disp + Rn)   10000000nnnndddd — — —

MOV.W R0,@(disp(注 ),Rn) R0  (disp  2 + Rn)    10000001nnnndddd — — —

MOV.L Rm,@(disp(注 ),Rn) Rm  (disp  4 + Rn)  0001nnnnmmmmdddd — — —

MOV.B @(disp(注 ),Rm),R0 (disp + Rm)  sign extension  R0 10000100mmmmdddd — — —

MOV.W @(disp(注 ),Rm),R0 (disp  2 + Rm)  sign extension  R0 10000101mmmmdddd — — —

MOV.L @(disp(注 ),Rm),Rn (disp  4 + Rm)  Rn 0101nnnnmmmmdddd — — —

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm  (R0 + Rn) 0000nnnnmmmm0100 — — —

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm  (R0 + Rn) 0000nnnnmmmm0101 — — —

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm  (R0 + Rn) 0000nnnnmmmm0110 — — —

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0 + Rm)  sign extension  Rn 0000nnnnmmmm1100 — — —

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0 + Rm)  sign extension  Rn 0000nnnnmmmm1101 — — —

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0 + Rm)  Rn 0000nnnnmmmm1110 — — —

MOV.B R0,@(disp(注 ),GBR) R0  (disp + GBR) 11000000dddddddd — — —

MOV.W R0@(disp(注 ),GBR) R0  (disp  2 + GBR) 11000001dddddddd — — —

MOV.L R0,@(disp(注 ),GBR) R0  (disp  4 + GBR) 11000010dddddddd — — —

MOV.B @(disp(注 ),GBR),R0 (disp + GBR)  sign extension  R0 11000100dddddddd — — —

MOV.W @(disp(注 ),GBR)R0 (disp  2 + GBR)  sign extension  R0 11000101dddddddd — — —

MOV.L @(disp(注 ),GBR),R0 (disp  4 + GBR)  R0 11000110dddddddd — — —

MOVA @(disp(注 ),PC),R0 disp  4 + PC & H'FFFF FFFC + 4  R0 11000111dddddddd — — —

MOVCO.L R0,@Rn LDST  T
If (T == 1) R0  (Rn)0  LDST

0000nnnn01110011 — LDST 新規
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注 . ルネサスのアセンブラでは、disp にスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。

MOVLI.L @Rm,R0 1  LDST(Rm)  R0
When interrupt/exception occurred 
0  LDST

0000mmmm01100011 — — 新規

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)  R0
Load non-boundary alignment data

0100mmmm10101001 — — 新規

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)  R0, Rm + 4  Rm
Load non-boundary alignment data

0100mmmm11101001 — — 新規

MOVT Rn T  Rn 0000nnnn00101001 — — —

SWAP.B Rm,Rn Rm  swap lower 2 bytes Rn 0110nnnnmmmm1000 — — —

SWAP.W Rm,Rn Rm  swap upper/lower words  Rn 0110nnnnmmmm1001 — — —

XTRCT Rm,Rn Rm:Rn middle 32 bits  Rn 0010nnnnmmmm1101 — — —

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規
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表3.5 算術演算命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

ADD Rm,Rn Rn + Rm  Rn 0011nnnnmmmm1100 — — —

ADD #imm,Rn Rn + imm  Rn 0111nnnniiiiiiii — — —

ADDC Rm,Rn Rn + Rm + T  Rn, 
carry  T

0011nnnnmmmm1110 — キャリ —

ADDV Rm,Rn Rn + Rm  Rn, 
overflow  T

0011nnnnmmmm1111 — オ－バ

フロー

—

CMP/EQ #imm,R0 When R0 = imm, 1  T
Otherwise, 0  T

10001000iiiiiiii — 比較

結果

—

CMP/EQ Rm,Rn When Rn = Rm, 1  T
Otherwise, 0  T

0011nnnnmmmm0000 — 比較

結果

—

CMP/HS Rm,Rn When Rn  Rm (unsigned), 
1  T
Otherwise, 0  T

0011nnnnmmmm0010 — 比較

結果

—

CMP/GE Rm,Rn When Rn  Rm (signed), 
1  T
Otherwise, 0  T

0011nnnnmmmm0011 — 比較

結果

—

CMP/HI Rm,Rn When Rn > Rm (unsigned), 
1  T
Otherwise, 0  T

0011nnnnmmmm0110 — 比較

結果

—

CMP/GT Rm,Rn When Rn > Rm (signed), 
1  T
Otherwise, 0  T

0011nnnnmmmm0111 — 比較

結果

—

CMP/PZ Rn When Rn  0, 1  T
Otherwise, 0  T

0100nnnn00010001 — 比較

結果

—

CMP/PL Rn When Rn > 0, 1  T
Otherwise, 0  T

0100nnnn00010101 — 比較

結果

—

CMP/STR Rm,Rn When any bytes are equal, 
1  T
Otherwise, 0  T

0010nnnnmmmm1100 — 比較

結果

—

DIV1 Rm,Rn 1-step division (Rn  Rm) 0011nnnnmmmm0100 — 計算

結果

—

DIV0S Rm,Rn MSB of Rn  Q, 
MSB of Rm  M, M^Q  T

0010nnnnmmmm0111 — 計算

結果

—

DIV0U 0  M/Q/T 0000000000011001 — 0 —

DMULS.L Rm,Rn Signed, 
Rn  Rm  MAC, 
32  32  64 bits

0011nnnnmmmm1101 — — —

DMULU.L Rm,Rn Unsigned, 
Rn  Rm  MAC, 
32  32  64 bits

0011nnnnmmmm0101 — — —

DT Rn Rn – 1  Rn; 
when Rn = 0, 1  T
When Rn  0, 0  T

0100nnnn00010000 — 比較

結果

—

EXTS.B Rm,Rn Rm sign-extended from 
byte  Rn

0110nnnnmmmm1110 — — —

EXTS.W Rm,Rn Rm sign-extended from 
word  Rn

0110nnnnmmmm1111 — — —

EXTU.B Rm,Rn Rm zero-extended from 
byte  Rn

0110nnnnmmmm1100 — — —

EXTU.W Rm,Rn Rm zero-extended from 
word  Rn

0110nnnnmmmm1101 — — —

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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MAC.L @Rm+,@Rn+ Signed, 
(Rn)  (Rm) + MAC  MAC
Rn + 4  Rn, Rm + 4  Rm
32  32 + 64  64 bits

0000nnnnmmmm1111 — — —

MAC.W @Rm+,@Rn+ Signed, 
(Rn)  (Rm) + MAC  MAC
Rn + 2  Rn, Rm + 2  Rm
16  16 + 64  64 bits

0100nnnnmmmm1111 — — —

MUL.L Rm,Rn Rn  Rm  MACL 
32  32  32 bits

0000nnnnmmmm0111 — — —

MULS.W Rm,Rn Signed, 
Rn  Rm  MACL
16  16  32 bits

0010nnnnmmmm1111 — — —

MULU.W Rm,Rn Unsigned, 
Rn  Rm  MACL
16  16  32 bits

0010nnnnmmmm1110 — — —

NEG Rm,Rn 0 – Rm  Rn 0110nnnnmmmm1011 — — —

NEGC Rm,Rn 0 – Rm – T  Rn, borrow  T 0110nnnnmmmm1010 — ボロー —

SUB Rm,Rn Rn – Rm  Rn 0011nnnnmmmm1000 — — —

SUBC Rm,Rn Rn – Rm – T  Rn, borrow  T 0011nnnnmmmm1010 — ボロー —

SUBV Rm,Rn Rn – Rm  Rn, underflow  T 0011nnnnmmmm1011 — アンダ

フロー

—

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規
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表3.6 論理演算命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

AND Rm,Rn Rn & Rm  Rn 0010nnnnmmmm1001 — — —

AND #imm,R0 R0 & imm  R0 11001001iiiiiiii — — —

AND.B #imm, @(R0,GBR) (R0 + GBR) & imm 
 (R0 + GBR)

11001101iiiiiiii — — —

NOT Rm,Rn ~Rm  Rn 0110nnnnmmmm0111 — — —

OR Rm,Rn Rn | Rm  Rn 0010nnnnmmmm1011 — — —

OR #imm,R0 R0 | imm  R0 11001011iiiiiiii — — —

OR.B #imm, @(R0,GBR) (R0 + GBR) | imm 
 (R0 + GBR)

11001111iiiiiiii — — —

TAS.B @Rn When (Rn) = 0, 1  T
Otherwise, 0  T
In both cases, 1  MSB of (Rn)

0100nnnn00011011 — テスト

結果

—

TST Rm,Rn Rn & Rm; 
when result = 0, 1  T
Otherwise, 0  T

0010nnnnmmmm1000 — テスト

結果

—

TST #imm,R0 R0 & imm; 
when result = 0, 1  T
Otherwise, 0  T

11001000iiiiiiii — テスト

結果

—

TST.B #imm, @(R0,GBR) (R0 + GBR) & imm; 
when result = 0, 1  T
Otherwise, 0  T

11001100iiiiiiii — テスト

結果

—

XOR Rm,Rn Rn  Rm  Rn 0010nnnnmmmm1010 — — —

XOR #imm,R0 R0  imm  R0 11001010iiiiiiii — — —

XOR.B #imm, @(R0,GBR) (R0 + GBR)  imm  
(R0 + GBR)

11001110iiiiiiii — — —
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表3.7 シフト命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

ROTL Rn T  Rn  MSB 0100nnnn00000100 — MSB —

ROTR Rn LSB  Rn  T 0100nnnn00000101 — LSB —

ROTCL Rn T  Rn  T 0100nnnn00100100 — MSB —

ROTCR Rn T  Rn  T 0100nnnn00100101 — LSB —

SHAD Rm,Rn When Rm  0, Rn << Rm  Rn
When Rm < 0, Rn >> Rm  [MSB  Rn]

0100nnnnmmmm1100 — — —

SHAL Rn T  Rn  0 0100nnnn00100000 — MSB —

SHAR Rn MSB  Rn  T 0100nnnn00100001 — LSB —

SHLD Rm,Rn When Rm  0, Rn << Rm  Rn
When Rm < 0, Rn >> Rm  [0  Rn]

0100nnnnmmmm1101 — — —

SHLL Rn T  Rn  0 0100nnnn00000000 — MSB —

SHLR Rn 0  Rn  T 0100nnnn00000001 — LSB —

SHLL2 Rn Rn << 2  Rn 0100nnnn00001000 — — —

SHLR2 Rn Rn >> 2  Rn 0100nnnn00001001 — — —

SHLL8 Rn Rn << 8  Rn 0100nnnn00011000 — — —

SHLR8 Rn Rn >> 8  Rn 0100nnnn00011001 — — —

SHLL16 Rn Rn << 16  Rn 0100nnnn00101000 — — —

SHLR16 Rn Rn >> 16  Rn 0100nnnn00101001 — — —
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表3.8 分岐命令

表3.9 システム制御命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

BF label When T = 0, disp  2 + PC +4  PC
When T = 1, nop

10001011dddddddd — — —

BF/S label Delayed branch; 
when T = 0, disp  2 + PC + 4  PC
When T = 1, nop

10001111dddddddd — — —

BT label When T = 1, disp  2 + PC + 4  PC
When T = 0, nop

10001001dddddddd — — —

BT/S label Delayed branch; 
when T = 1, disp  2 + PC + 4  PC
When T = 0, nop

10001101dddddddd — — —

BRA label Delayed branch, disp  2 + PC + 4  PC 1010dddddddddddd — — —

BRAF Rn Delayed branch, Rn + PC + 4  PC 0000nnnn00100011 — — —

BSR label Delayed branch, PC + 4  PR, 
disp  2 + PC + 4  PC

1011dddddddddddd — — —

BSRF Rn Delayed branch, PC + 4  PR, 
Rn + PC + 4  PC

0000nnnn00000011 — — —

JMP @Rn Delayed branch, Rn  PC 0100nnnn00101011 — — —

JSR @Rn Delayed branch, PC + 4  PR, 
Rn  PC

0100nnnn00001011 — — —

RTS Delayed branch, PR  PC 0000000000001011 — — —

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

CLRMAC 0  MACH, MACL 0000000000101000 — — —

CLRS 0  S 0000000001001000 — — —

CLRT 0  T 0000000000001000 — 0 —

ICBI @Rn Invalidates instruction cache block 0000nnnn11100011 — — 新規

LDC Rm,SR Rm  SR 0100mmmm00001110 特権 LSB —

LDC Rm,GBR Rm  GBR 0100mmmm00011110 — — —

LDC Rm,VBR Rm  VBR 0100mmmm00101110 特権 — —

LDC Rm,SGR Rm  SGR 0100mmmm00111010 特権 — 新規

LDC Rm,SSR Rm  SSR 0100mmmm00111110 特権 — —

LDC Rm,SPC Rm  SPC 0100mmmm01001110 特権 — —

LDC Rm,DBR Rm  DBR 0100mmmm11111010 特権 — —

LDC Rm,
Rn_BANK

Rm  Rn_BANK (n = 0 to 7) 0100mmmm1nnn1110 特権 — —

LDC.L @Rm+,SR (Rm)  SR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB —

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)  GBR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00010111 — — —

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)  VBR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00100111 特権 — —

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)  SGR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00110110 特権 — 新規

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)  SSR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00110111 特権 — —

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)  SPC, Rm + 4  Rm 0100mmmm01000111 特権 — —

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)  DBR, Rm + 4  Rm 0100mmmm11110110 特権 — —

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)  Rn_BANK, Rm + 4  Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 — —
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LDS Rm,MACH Rm  MACH 0100mmmm00001010 — — —

LDS Rm,MACL Rm  MACL 0100mmmm00011010 — — —

LDS Rm,PR Rm  PR 0100mmmm00101010 — — —

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)  MACH, Rm + 4  Rm 0100mmmm00000110 — — —

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)  MACL, Rm + 4  Rm 0100mmmm00010110 — — —

LDS.L @Rm+,PR (Rm)  PR, Rm + 4  Rm 0100mmmm00100110 — — —

LDTLB PTEH/PTEL (/PTEA)  TLB 0000000000111000 特権 — —

MOVCA.L R0,@Rn R0  (Rn) (without fetching cache block) 0000nnnn11000011 — — —

NOP No operation 0000000000001001 — — —

OCBI @Rn Invalidates operand cache block 0000nnnn10010011 — — —

OCBP @Rn Writes back and invalidates 
operand cache block

0000nnnn10100011 — — —

OCBWB @Rn Writes back operand cache block 0000nnnn10110011 — — —

PREF @Rn (Rn)  operand cache 0000nnnn10000011 — — —

PREFI @Rn Reads 32-byte instruction block into 
instruction cache 

0000nnnn11010011 — — 新規

RTE Delayed branch, SSR/SPC  SR/PC 0000000000101011 特権 — —

SETS 1  S 0000000001011000 — — —

SETT 1  T 0000000000011000 — 1 —

SLEEP Sleep or standby 0000000000011011 特権 — —

STC SR,Rn SR  Rn 0000nnnn00000010 特権 — —

STC GBR,Rn GBR  Rn 0000nnnn00010010 — — —

STC VBR,Rn VBR  Rn 0000nnnn00100010 特権 — —

STC SSR,Rn SSR  Rn 0000nnnn00110010 特権 — —

STC SPC,Rn SPC  Rn 0000nnnn01000010 特権 — —

STC SGR,Rn SGR  Rn 0000nnnn00111010 特権 — —

STC DBR,Rn DBR  Rn 0000nnnn11111010 特権 — —

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK  Rn (m = 0 to 7) 0000nnnn1mmm0010 特権 — —

STC.L SR,@-Rn Rn – 4  Rn, SR  (Rn) 0100nnnn00000011 特権 — —

STC.L GBR,@-Rn Rn – 4  Rn, GBR  (Rn) 0100nnnn00010011 — — —

STC.L VBR,@-Rn Rn – 4  Rn, VBR  (Rn) 0100nnnn00100011 特権 — —

STC.L SSR,@-Rn Rn – 4  Rn, SSR  (Rn) 0100nnnn00110011 特権 — —

STC.L SPC,@-Rn Rn – 4  Rn, SPC  (Rn) 0100nnnn01000011 特権 — —

STC.L SGR,@-Rn Rn – 4  Rn, SGR  (Rn) 0100nnnn00110010 特権 — —

STC.L DBR,@-Rn Rn – 4  Rn, DBR  (Rn) 0100nnnn11110010 特権 — —

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn – 4  Rn, Rm_BANK  (Rn) (m = 0 to 7) 0100nnnn1mmm0011 特権 — —

STS MACH,Rn MACH  Rn 0000nnnn00001010 — — —

STS MACL,Rn MACL  Rn 0000nnnn00011010 — — —

STS PR,Rn PR  Rn 0000nnnn00101010 — — —

STS.L MACH,@-Rn Rn – 4  Rn, MACH  (Rn) 0100nnnn00000010 — — —

STS.L MACL,@-Rn Rn – 4  Rn, MACL  (Rn) 0100nnnn00010010 — — —

STS.L PR,@-Rn Rn – 4  Rn, PR  (Rn) 0100nnnn00100010 — — —

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規
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SYNCO 本命令に先行するデータアクセスの完了ま

で、本命令以降の命令によるデータアクセス

を開始しません

0000000010101011 — — 新規

TRAPA #imm PC + 2  SPC, 
SR  SSR, R15  SGR, 1  SR.MD/BL/RB, 
#imm << 2  TRA, 
H'160  EXPEVT, 
VBR + H'0100  PC

11000011iiiiiiii — — —

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規
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表3.10 浮動小数点単精度命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

FLDI0 FRn H'0000 0000  FRn 1111nnnn10001101 — — —

FLDI1 FRn H'3F80 0000  FRn 1111nnnn10011101 — — —

FMOV FRm,FRn FRm  FRn 1111nnnnmmmm1100 — — —

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)  FRn 1111nnnnmmmm1000 — — —

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0 + Rm)  FRn 1111nnnnmmmm0110 — — —

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)  FRn, Rm + 4  Rm 1111nnnnmmmm1001 — — —

FMOV.S FRm,@Rn FRm  (Rn) 1111nnnnmmmm1010 — — —

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4  Rn, FRm  (Rn) 1111nnnnmmmm1011 — — —

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm  (R0 + Rn) 1111nnnnmmmm0111 — — —

FMOV DRm,DRn DRm  DRn 1111nnn0mmm01100 — — —

FMOV @Rm,DRn (Rm)  DRn 1111nnn0mmmm1000 — — —

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0 + Rm)  DRn 1111nnn0mmmm0110 — — —

FMOV @Rm+,DRn (Rm)  DRn, Rm + 8  Rm 1111nnn0mmmm1001 — — —

FMOV DRm,@Rn DRm  (Rn) 1111nnnnmmm01010 — — —

FMOV DRm,@-Rn Rn-8  Rn, DRm  (Rn) 1111nnnnmmm01011 — — —

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm  (R0 + Rn) 1111nnnnmmm00111 — — —

FLDS FRm,FPUL FRm  FPUL 1111mmmm00011101 — — —

FSTS FPUL,FRn FPUL  FRn 1111nnnn00001101 — — —

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF  FRn 1111nnnn01011101 — — —

FADD FRm,FRn FRn + FRm  FRn 1111nnnnmmmm0000 — — —

FCMP/EQ FRm,FRn When FRn = FRm, 1  T
Otherwise, 0  T

1111nnnnmmmm0100 — 比較結果 —

FCMP/GT FRm,FRn When FRn > FRm, 1  T
Otherwise, 0  T

1111nnnnmmmm0101 — 比較結果 —

FDIV FRm,FRn FRn/FRm  FRn 1111nnnnmmmm0011 — — —

FLOAT FPUL,FRn (float) FPUL  FRn 1111nnnn00101101 — — —

FMAC FR0,FRm,FRn FR0 × FRm + FRn  FRn 1111nnnnmmmm1110 — — —

FMUL FRm,FRn FRn × FRm  FRn 1111nnnnmmmm0010 — — —

FNEG FRn FRn  H'8000 0000  FRn 1111nnnn01001101 — — —

FSQRT FRn FRn  FRn 1111nnnn01101101 — — —

FSUB FRm,FRn FRn – FRm  FRn 1111nnnnmmmm0001 — — —

FTRC FRm,FPUL (long) FRm  FPUL 1111mmmm00111101 — — —
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表3.11 浮動小数点倍精度命令

表3.12 浮動小数点制御命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

FABS DRn DRn & H'7FFF FFFF FFFF FFFF 
 DRn

1111nnn001011101 — — —

FADD DRm,DRn DRn + DRm  DRn 1111nnn0mmm00000 — — —

FCMP/EQ DRm,DRn When DRn = DRm, 1  T
Otherwise, 0  T

1111nnn0mmm00100 — 比較結果 —

FCMP/GT DRm,DRn When DRn > DRm, 1  T
Otherwise, 0  T

1111nnn0mmm00101 — 比較結果 —

FDIV DRm,DRn DRn /DRm  DRn 1111nnn0mmm00011 — — —

FCNVDS DRm,FPUL double_to_ float(DRm)  FPUL 1111mmm010111101 — — —

FCNVSD FPUL,DRn float_to_ double (FPUL)  DRn 1111nnn010101101 — — —

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL  DRn 1111nnn000101101 — — —

FMUL DRm,DRn DRn × DRm  DRn 1111nnn0mmm00010 — — —

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000  
DRn

1111nnn001001101 — — —

FSQRT DRn DRn  DRn 1111nnn001101101 — — —

FSUB DRm,DRn DRn – DRm  DRn 1111nnn0mmm00001 — — —

FTRC DRm,FPUL (long) DRm  FPUL 1111mmm000111101 — — —

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

LDS Rm,FPSCR Rm  FPSCR 0100mmmm01101010 — — —

LDS Rm,FPUL Rm  FPUL 0100mmmm01011010 — — —

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)  FPSCR, Rm+4  Rm 0100mmmm01100110 — — —

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)  FPUL, Rm+4  Rm 0100mmmm01010110 — — —

STS FPSCR,Rn FPSCR  Rn 0000nnnn01101010 — — —

STS FPUL,Rn FPUL  Rn 0000nnnn01011010 — — —

STS.L FPSCR,@-Rn Rn – 4  Rn, FPSCR  (Rn) 0100nnnn01100010 — — —

STS.L FPUL,@-Rn Rn – 4  Rn, FPUL  (Rn) 0100nnnn01010010 — — —
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表3.13 浮動小数点グラフィック強化命令

命令 動作 命令コード 特権
T

ビット
新規

FMOV DRm,XDn DRm  XDn 1111nnn1mmm01100 — — —

FMOV XDm,DRn XDm  DRn 1111nnn0mmm11100 — — —

FMOV XDm,XDn XDm  XDn 1111nnn1mmm11100 — — —

FMOV @Rm,XDn (Rm)  XDn 1111nnn1mmmm1000 — — —

FMOV @Rm+,XDn (Rm)  XDn, Rm + 8  Rm 1111nnn1mmmm1001 — — —

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0 + Rm)  XDn 1111nnn1mmmm0110 — — —

FMOV XDm,@Rn XDm  (Rn) 1111nnnnmmm11010 — — —

FMOV XDm,@-Rn Rn – 8  Rn, XDm  (Rn) 1111nnnnmmm11011 — — —

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm  (R0 + Rn) 1111nnnnmmm10111 — — —

FIPR FVm,FVn inner_product (FVm, FVn)  FR[n+3] 1111nnmm11101101 — — —

FTRV XMTRX,FVn transform_vector (XMTRX, FVn)  FVn 1111nn0111111101 — — —

FRCHG ~FPSCR.FR  FPSCR.FR 1111101111111101 — — —

FSCHG ~FPSCR.SZ  FPSCR.SZ 1111001111111101 — — —

FPCHG ~FPSCR.PR  FPSCR.PR 1111011111111101 — — 新規

FSRRA FRn FRn  FRn 1111nnnn01111101 — — 新規

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)  FRn
cos(FPUL)  FR[n + 1]

1111nnn011111101 — — 新規
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4. パイプライン動作
本LSI は2 命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプ

ロセッサです。命令実行はパイプライン化され、2 つの命令を並行して実行できます。

4.1 パイプライン

図4.1 に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・

レジスタリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8 ステージから構成されます。1
つの命令は基本パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

図 4.1     基本パイプライン

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

-命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

-命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

-演算

-命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

-命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

-フォワーディング-命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

-命令デコード
-発行
-レジスタリード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

（1）一般パイプライン

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ

-命令フェッチ

-命令フェッチ

-命令フェッチ

-命令フェッチ

-命令フェッチ
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図4.2 に命令実行パターンを示します。図4.2 で使用する表記とその意味を以下に示します。

表4.1 命令実行パターン表記説明

表 記 意 味

CPU EX パイプ占有

CPU LS パイプ占有（メモリアクセスを伴う場合）

CPU LS パイプ占有（メモリアクセスを伴わない場合）

CPU EX かLS のいずれか一方を占有

CPU EX とLS の両方を占有

CPU MULT 演算器占有

FPU-EX パイプ占有

FPU-LS パイプ占有

ID ステージをロック

CPU とFPU 両方のパイプを占有

E1 E2 E3 WB

S1 S2 S3 WB

s1 s2 s3 WB

E1/S1

E1S1 , E1s1

M2 M3 MS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

ID
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図 4.2     命令実行パターン（1）

I1 I2 I3

(I1) (ID)

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

(I2) (I3)

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

(I1) (ID)(I2) (I3)

(I1) (ID)(I2) (I3)

(I1) (ID)(I2) (I3)

(I1) (ID)(I2) (I3)

E2s2 E3s3 WB

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID

(1-1) BF, BF/S, BT, BT/S, BRA, BSR；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

(1-2) JSR, JMP, BRAF, BSRF；1発行サイクル＋4分岐サイクル

分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

注．

RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

注．

例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで
15サイクルです。

注．

クロック停止期間は状態により変化します。注．

（分岐先命令）

（分岐先命令）

（分岐先命令）

（分岐先命令）

(1-3) RTS；1発行サイクル＋0～4分岐サイクル

(1-4) RTE；4発行サイクル＋2分岐サイクル

(1-5) TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋2分岐サイクル

(1-6) SLEEP；2発行サイクル
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図 4.2     命令実行パターン（2）

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

EXT[SU].[BW]、 MOVT、 SWAP、 XTRCT、 ADD（注）、 CMP（注）、 DIV（注）、 DT、 NEG（注）、 SUB（注）、 AND、 AND#、 

NOT、 OR、 OR#、 TST、 TST#、 XOR、 XOR#、 ROT（注）、 SHA（注）、 SHL（注）、 CLRS、 CLRT、 SETS、 SETT

MOV#、 NOP

MOVA

MOV

（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く注．

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル
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図 4.2     命令実行パターン（3）

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1I1 I2 ID WB

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1

E1s1

E1s1

E2s2

E2s2

E2s2

E3s3

E3s3

E3s3

WB

WB

WB

(I1) (ID)(I2) (I3)

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1

E1s1
E1s1

E2s2

E2s2

E2s2

E3s3

E3s3

E3s3

WB

WB

WB

(I1) (ID)(I2) (I3)

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

MOV.[BWL]、MOV.[BWL] @(d,GBR)

（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

最低5サイクル

最低5サイクル

（ICBIの次の命令に分岐します。）

（PREFIの次の命令に分岐します。）
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図 4.2     命令実行パターン（4）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID

ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

(I1) (ID)(I2) (I3)

(I1) (ID)(I2) (I3)

ID

ID

ID
ID

ID

ID

（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋4分岐サイクル

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋4分岐サイクル

（次の命令へ分岐します）

（次の命令へ分岐します）
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図 4.2     命令実行パターン（5）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

(I1) (I2) (I3) (ID) (??1) (??2) (??3) (WB)

（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、
更新されたPRの値が使用されます。

注．
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図 4.2     命令実行パターン（6）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3 WBID

ID

（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル
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図 4.2     命令実行パターン（7）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS

（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

（6-10）FLDS；1発行サイクル

（6-11）FSTS；1発行サイクル
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図 4.2     命令実行パターン（8）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

I1 I2 I3 ID FS

（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル
FCMP/EQ、 FCMP/GT、 FADD、 FLOAT、 FMAC、 FMUL、 FSUB、 FTRC、 FRCHG、 FSCHG、 FPCHG

FCMP/EQ、 FCMP/GT、 FADD、 FLOAT、 FSUB、 FTRC、 FCNVSD、 FCNVDS

FMUL

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

FEDS（除算器占有サイクル）

FEDS（除算器占有サイクル）
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図 4.2     命令実行パターン（9）

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2

FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2

FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS

FS

（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

関数演算器占有サイクル
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4.2 並列実行性

命令は利用する内部機能ブロックにより、表4.2 に示すようなグループに分類されます。表4.3 に並列

実行可能な 2 つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EX グループに分類された

ADD とBR グループのBRA は並列実行できます。

表4.2 命令グループ

命令

グループ

命 令

EX ADD

ADDC

ADDV

AND #imm,R0

AND Rm,Rn

CLRMAC

CLRS

CLRT

CMP

DIV0S

DIV0U

DIV1

DMUS.L

DMULU.L

DT

EXTS

EXTU

MOVT

MUL.L

MULS.W

MULU.W

NEG

NEGC

NOT

OR #imm,R0

OR Rm,Rn

ROTCL

ROTCR

ROTL

ROTR

SETS

SETT

SHAD

SHAL

SHAR

SHLD

SHLL

SHLL2

SHLL8

SHLL16

SHLR

SHLR2

SHLR8

SHLR16

SUB

SUBC

SUBV

SWAP

TST #imm,R0

TST Rm,Rn

XOR #imm,R0

XOR Rm,Rn

XTRCT

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn NOP

BR BF

BF/S

BRA

BRAF

BSR

BSRF

BT

BT/S

JMP

JSR

RTS

LS FABS

FNEG

FLDI0

FLDI1

FLDS

FMOV @adr,FR

FMOV FR,@adr

FMOV FR,FR

FMOV.S @adr,FR

FMOV.S FR,@adr

FSTS

LDC Rm,CR1

LDC.L @Rm+,CR1

LDS Rm,SR1

LDS Rm,SR2

LDS.L @adr,SR2

LDS.L @Rm+,SR1

LDS.L @Rm+,SR2

MOV.[BWL] @adr,R

MOV.[BWL] R,@adr

MOVA

MOVCA.L

MOVUA

OCBI

OCBP

OCBWB

PREF

STC CR2,Rn

STC.L CR2,@-Rn

STS SR2,Rn

STS.L SR2,@-Rn

STS SR1,Rn

STS.L SR1,@-Rn

FE FADD

FSUB

FCMP (S/D)

FCNVDS

FCNVSD

FDIV

FIPR

FLOAT

FMAC

FMUL

FRCHG

FSCHG

FSQRT

FTRC

FTRV

FSCA

FSRRA

FPCHG

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI

LDC Rm,DBR

LDC Rm, SGR

LDC Rm,SR

LDC.L @Rm+,DBR

LDC.L @Rm+,SGR

LDC.L @Rm+,SR

LDTLB

MAC.L

MAC.W

MOVCO

MOVLI

OR.B #imm,@(R0,GBR)

PREFI

RTE

SLEEP

STC SR,Rn

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO

TAS.B 

TRAPA

TST.B #imm,@(R0,GBR)

XOR.B #imm,@(R0,GBR)
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記号説明 . R ：Rm/Rn

@adr ：アドレス

SR1 ：MACH/MACL/PR

SR2 ：FPUL/FPSCR

CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR

CR2 ：CR1/DBR/SGR

FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn

2 命令の同時実行は次の場合に限ります。

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと

5. 2命令とも有効であること

表4.3 先行・後行掛け合わせ表

先行命令（addr）

EX MT BR LS FE CO

後行命令

（addr+2）

EX × ○ ○ ○ ○

×

MT ○ ○ ○ ○ ○

BR ○ ○ × ○ ○

LS ○ ○ ○ × ○

FE ○ ○ ○ ○ ×

CO
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4.3 発行レートと実行ステート

命令の発行レートと実行ステートを表4.4 に示します。表4.4 中の命令グループは表4.2 における分類

に対応します。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナル
ティサイクルは考慮していません。

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS

S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

(I1) (ID)(I2) (I3)

M3M2

(I1) (I3) (ID)(I2)

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS

S2 S3 WBS1ID

M3M2

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

（1）発行レート

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

（例）AND.B命令

発行レート：3

次命令

次命令

（例）MAC.W命令

発行レート：2

（2）実行ステート

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
（例）AND.B命令 実行ステート：3

実行ステート：4

実行ステート：3

実行ステート：14

除算器占有サイクル

（例）MAC.W命令

・FPU命令
（例）FMUL命令

（例）FDIV命令
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表4.4 発行レートと実行ステート

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン

データ
転送命令

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1
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データ

転送命令

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1

固定小数点

算術命令

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1

67 DIV0U EX 1 1 2-1

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6

71 DT Rn EX 1 1 2-1

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン
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固定小数点

算術命令

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1

論理命令 82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2

シフト命令 96 ROTL Rn EX 1 1 2-1

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン
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分岐命令 112 BF disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

113 BF/S disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

114 BT disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

115 BT/S disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

116 BRA disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2

118 BSR disp BR 1+0 ～ 2 1 1-1

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2

122 RTS BR 1+0 ～ 3 1 1-3

システム制御

命令

123 NOP MT 1 1 2-3

124 CLRMAC EX 1 1 5-7

125 CLRS EX 1 1 2-1

126 CLRT EX 1 1 2-1

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6

128 SETS EX 1 1 2-1

129 SETT EX 1 1 2-1

130 PREFI @Rn CO 5+5+3 10 3-7

131 SYNCO CO 不定 不定 3-4

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5

133 RTE CO 4+1 4 1-4

134 SLEEP CO 不定 不定 1-6

135 LDTLB CO 1 1 3-5

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 4.  パイプライン動作

 Page 4-19

システム制御

命令

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン
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単精度

浮動小数点

命令

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13

182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11

191 FABS FRn LS 1 1 6-12

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12

200 FSQRT FRn FE 1 14 6-15

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9

208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9

209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン
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倍精度

浮動小数点

命令

210 FABS DRn LS 1 1 6-12

211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16

212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16

213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16

214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16

215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16

216 FDIV DRm,DRn FE 1 30 6-18

217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16

218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17

219 FNEG DRn LS 1 1 6-12

220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18

221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16

222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16

FPU

システム制御

命令

223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1

224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5

225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3

226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7

227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2

228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6

229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4

230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8

グラフィクス

強化命令

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19

241 FRCHG FE 1 1 6-14

242 FSCHG FE 1 1 6-14

243 FPCHG FE 1 1 6-14

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22

246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20

機能
分類

No. 命令 命令
グループ

発行
レート

実行
ステート

実行
パターン
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5. 浮動小数点ユニット（FPU）

5.1 概要

FPU には次のような特長があります。

• IEEE754規格に準拠

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます）

• 2つの丸めモード：近傍、及び0方向への丸め

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い

• 6つの例外要因：

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確

• 包括命令：
単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御

• SH-4AでSH-4に対して下記の3命令を追加しました。

FSRRA、FSCA、FPCHG

SR のFD ビットを”1 ”にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU 命令

を実行しようとするとFPU 抑止例外（一般FPU 抑止例外又はスロットFPU 抑止例外）が発生します。

5.2 データフォーマット

5.2.1 浮動小数点フォーマット

浮動小数点は次の3 つのフィールドから構成されています。

• 符号ビット（s）
• 指数フィ－ルド（e）
• 小数フィールド（f）

本LSI は図5.1 と図5.2 に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。

図 5.1     単精度浮動小数点フォーマット

図 5.2     倍精度浮動小数点フォーマット

指数は次のようにバイアス付きで表します。

e＝E＋バイアス

バイアスのない指数E の範囲は、Emin - 1 からEmax + 1 までです。Emin - 1 とEmax + 1 の2 つの値は次

のように区別します。Emin - 1 は0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1 は正又は負の無

限大又は非数（NaN）を表します。表5.1 に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。

31

s e f

30 23 22 0

63

s e f

62 52 51 0
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表5.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ

浮動小数点の数値v は次のようにして決められます。

• E = Emax + 1かつ f≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。

• E = Emax + 1かつ f = 0の場合、vは (-1)s（無限）「正又は負の無限」です。

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは (-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。

• E = Emin - 1かつ f≠0の場合、vは (-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。

• E = Emin - 1かつ f = 0の場合、vは (-1)s 0「正又は負の0」です。

表5.2 に16 進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、

「5.2.2 非数（NaN）」を、非正規化数については「5.2.3 非正規化数」を参照してください。

表5.2 浮動小数点の範囲

パラメータ 単精度 倍精度

総ビット幅 32 ビット 64 ビット

符号ビット（s） 1 ビット 1 ビット

指数フィールド（e） 8 ビット 11 ビット

小数フィールド（f） 23 ビット 52 ビット

精度 24 ビット 53 ビット

バイアス +127 +1023

Emax +127 +1023

Emin –126 –1022

タイプ 単精度 倍精度

シグナリング非数 H'7FFF FFFF ～ H'7FC0 0000 H'7FFF FFFF FFFF FFFF ～ H'7FF8 0000 0000 0000

クワイアット非数 H'7FBF FFFF ～ H'7F80 0001 H'7FF7 FFFF FFFF FFFF ～ H'7FF0 0000 0000 0001

正の無限大 H'7F80 0000 H'7FF0 0000 0000 0000

正の正規化数 H'7F7F FFFF ～ H'0080 0000 H'7FEF FFFF FFFF FFFF ～ H'0010 0000 0000 0000

正の非正規化数 H'007F FFFF ～ H'0000 0001 H'000F FFFF FFFF FFFF ～ H'0000 0000 0000 0001

正のゼロ H'0000 0000 H'0000 0000 0000 0000

負のゼロ H'8000 0000 H'8000 0000 0000 0000

負の非正規化数 H'8000 0001 ～ H'807F FFFF H'8000 0000 0000 0001 ～ H'800F FFFF FFFF FFFF

負の正規化数 H'8080 0000 ～ H'FF7F FFFF H'8010 0000 0000 0000 ～ H'FFEF FFFF FFFF FFFF

負の無限大 H'FF80 0000 H'FFF0 0000 0000 0000

クワイアット非数 H'FF80 0001 ～ H'FFBF FFFF H'FFF0 0000 0000 0001 ～ H'FFF7 FFFF FFFF FFFF

シグナリング非数 H'FFC0 0000 ～ H'FFFF FFFF H'FFF8 0000 0000 0000 ～ H'FFFF FFFF FFFF FFFF
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5.2.2 非数（NaN）

図5.3 に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値はNaN です。

• 符号ビット ：don't care
• 指数フィールド：すべてのビットが1
• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1

NaN は、小数フィールドの MSB が 1 の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0 の場合はクワイ

アット非数（qNaN）です。

図 5.3     単精度のNaN ビットパターン

sNaN をレジスタ・レジスタ間の転送命令FABS 又はFNEG 以外の浮動小数点値を生成する演算の入力

データとすると、

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティ

ネーションレジスタの内容は変更しません。

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の3 命令があります。

• FMOV FRm,FRn
• FLDS FRm,FPUL
• FSTS FPUL,FRn

浮動小数点値を生成する演算で qNaN を入力し、その演算に sNaN を入力していない場合、FPSCR レ
ジスタのEN.V ビットの設定に関係なく出力は常にqNaN です。この場合、例外は発生しません。

演算結果として本LSI が生成するqNaN の値は、常に次のような値になります。

• 単精度qNaN：H'7FBF FFFF
• 倍精度qNaN：H'7FF7 FFFF FFFF FFFF

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマ

ニュアル」の「第11 章 各命令の説明」を参照してください。

5.2.3 非正規化数

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0 として、小数フィールドは 0 以外の値として表現

します。
FPU のステータスレジスタFPSCR のDN ビットが1 の場合、非正規化数（ソースオペランド又は演算

結果）は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS 以外の演算の）値を生成する浮動小数点

演算で正のゼロ又は負のゼロになります。
FPSCR のDN ビットが0 の場合、非正規化数（ソースオペランド又は演算結果）はそのまま処理され

ます。非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A 拡張機能ソフトウェア

マニュアル」の「第11 章 各命令の説明」を参照してください。

31 30 23 22 0

x

N = 1: sNaN

N = 0: qNaN

11111111 Nxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
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5.3 レジスタ

5.3.1 浮動小数点レジスタ

図5.4 に浮動小数点レジスタの構成を示します。32 本の32 ビット浮動小数点レジスタがあります。こ

れらは、2 つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 が
あります。また、この 32 本レジスタは FR0 ～ FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0 ～ XF15、
XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRX として参照されます。FPRn_BANKi と参照名の対応は FPSCR の FR ビッ

トによって決まります。

(1) 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32 レジスタ）

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0
FPR0_BANK1～FPR15_BANK1

(2) 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16 レジスタ）

FRビット（FPSCRレジスタのビット21）＝0 のとき、FR0～FR15 はFPR0_BANK0～FPR15_BANK0
に割り当てられます。
FPSCRレジスタのFRビット＝1 のとき、FR0～FR15 はFPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当て

られます。

(3) 倍精度浮動小数点レジスタ、又は単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8 レジスタ）

DR レジスタは、2 つのFR レジスタから構成されます。

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、
DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、
DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、
DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15}

(4) 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4 レジスタ）

FV レジスタは4 つのFR レジスタから構成されます。

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},
FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},
FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},
FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15}

(5) 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16 レジスタ）

FPSCRレジスタのFRビット＝0 のとき、XF0～XF15 はFPR0_BANK1～FPR15_BANK1 に割り当て

られます。
FPSCRレジスタのFRビット＝1 のとき、XF0～XF15 はFPR0_BANK0～FPR15_BANK0 に割り当て

られます。

(6) 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8 レジスタ）

XD レジスタは2 つのXF レジスタから構成されます。

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、
XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、
XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、
XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15}

(7) 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX
XMTRX は16 本のXF レジスタから構成されます。

XMTRX = XF0 XF4 XF8 XF12

XF1 XF5 XF9 XF13

XF2 XF6 XF10 XF14

XF3 XF7 XF11 XF15
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図 5.4     浮動小数点レジスタ

5.3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0

FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1

FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR = 0 FPSCR.FR = 1

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

— — — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Enable (EN)

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause— — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 22 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 はFR0～FR15 に、

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 はXF0～XF15 に割り当て

られます。

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 はXF0～XF15 に、

FPR0_BANK1～FPR15～BANK1 はFR0～FR15 に割り当て

られます。

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード

0：FMOV 命令のデータサイズは32 ビットです。

1：FMOV 命令のデータサイズは32 ビットペア、又は64 ビッ

トです。

SZ ビットとエンディアンとの関係については、図5.5 を参照して

ください。

19 PR 0 R/W 精度モード

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィッ

クサポート命令は未定義です）。

PR ビットとエンディアンとの関係については、図5.5 を参照して

ください。

18 DN 1 R/W 非正規化モード

0：非正規化数を非正規化数として扱います。

1：非正規化数を0 として扱います。

17 ～ 12 Cause 0 R/W FPU 例外要因フィールド

FPU 例外イネーブルフィールド

FPU 例外フラグフィールド

FPU 演算命令を実行すると、FPU 例外要因フィールドは最初に

”0” に設定されます。次にFPU 例外が発生すると、FPU 例外要因

フィールドとFPU 例外フラグフィールドの該当ビットが ”1” に
セットされます。FPU 例外フラグフィールドは、FPU 例外フラグ

フィールドが最後にクリアされたそれ以降に発生した例外のス
テータスを保持します。各フィールドのビットの割り付けについ
ては表5.3 を参照してください。

11 ～ 7 Enable（EN） 0 R/W

6 ～ 2 Flag 0 R/W

1 RM 0 R/W 丸めモード

丸めの方法を選択します。

00：近傍への丸め

01：0 方向への丸め

10：選択禁止

11：選択禁止

0 RM 1 R/W
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図 5.5     SZ ビット及びPRビットとエンディアンの関係

表5.3 FPU 例外処理に関連するビットの割り付け

5.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）

FPU とCPU 間の情報伝達はFPUL レジスタを介して行われます。FPUL レジスタは32 ビットのシステ

ムレジスタで、LDS、STS 命令によってCPU からもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1 に格

納した整数を単精度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。

R1 → （LDS 命令）→ FPUL → （単精度FLOAT 命令） → FR1

フィールド名 FPU エラー

（E）

無効演算

（V）

0 除算

（Z）

オーバ

フロー（O）

アンダ

フロー（U）

不正確

（I）

Cause FPU 例外要因

フィールド

ビット17 ビット16 ビット15 ビット14 ビット13 ビット12

Enable FPU 例外イネーブル

フィールド

なし ビット11 ビット10 ビット9 ビット8 ビット7

Flag FPU 例外フラグ

フィールド

なし ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2

DR (2i)

FR (2i) FR (2i+1)

8n+4 8n+78n 8n+3

63 0

63             32 31              0

63 0

DR (2i)

FR (2i) FR (2i+1)

4n 4m4n+3 4m+3

63 0

63              32 31             0

DR (2i)

FR (2i+1)FR (2i)

8n+48n+78n+3 8n

63 0

63             32 31              0

63 0 63 0

DR (2i)

FR (2i+1)FR (2i)

8n8n+38n+7 8n+4

63 0

63             32 31              0

63 0

（注1）、（注2） （注2）

・ビッグエンディアンの場合

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

・リトルエンディアンの場合

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合 （3）SZ＝1、PR＝1の場合

SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

注1．
    2．
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5.4 丸め

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがっ
て、FMAC、FTRV、FIPR のような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMUL などの基本命令だ

けを用いた結果とは異なります。FMAC は1 度、FADD、FSUB 及びFMUL は2 度というように丸めの回

数が異なるためです。
丸めには2 つの方法があり、使用する方法はFPSCR のRM フィールドで決まります。

RM=00：近傍への丸め

RM=01：0 方向への丸め

(1) 近傍への丸め
演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2 つある場合、

LSB が0の方を選択します。

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、p は単

精度でそれぞれ127、24、倍精度で1023、53 です。

(2) 0 方向への丸め

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。
ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現

可能な最大絶対値の数になります。

5.5 浮動小数点例外

FPU 関連の例外は次のとおりです。

5.5.1 一般FPU 抑止／スロットFPU 抑止例外

FDビット（SRレジスタのビット15）＝1 のときにFPU 命令を実行すると発生します。FPU 命令が遅

延スロット以外にある場合は一般FPU 抑止例外が、FPU 命令が遅延スロットにある場合はスロットFPU
抑止例外が発生します。

5.5.2 FPU 例外

例外要因は次のとおりです。

• FPUエラー（E）：
DNビット（FPSCRレジスタのビット18）＝0かつ非正規化数の入力時

• 無効演算（V）：
NaN入力のような無効な演算の場合

• 0による除算（Z）：
除数0による除算

• オーバフロー（O）：

演算結果がオーバフローする場合
• アンダフロー（U）：

演算結果がアンダフローする場合
• 不正確例外（I）：
丸めが発生する場合

FPSCR のFPU 例外要因フィールドには上記E、V、Z、O、U、I のすべてに該当するビットが含まれ、

FPSCR のフラグ、及びイネーブルフィールドには V、Z、O、U、I に該当するビットが含まれています

がE に該当するビットは含まれていません。このようにFPU エラーはディスエーブルにすることができ

ません。
FPU 例外が発生すると、FPU 例外要因フィールドの該当するビットは ”１ ”ににセットされFPU 例外

フラグフィールドに該当するビットに ”１ ”に が累積されます。FPU 例外が発生しない場合、FPU 例外
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要因フィールドの該当するビットは ”0” にクリアされ、FPU 例外フラグフィールドに該当するビットは

変更されません。

5.5.3 FPU 例外処理

FPU 例外は次の場合に発生します。

• FPUエラー（E）：
DNビット（FPSCRレジスタのビット18）＝0かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時

• 無効演算（V）：
FPSCR.EN.V＝1かつ（命令=FTRV又は無効演算）の場合

• 0による除算（Z）：
FPSCR.EN.Z＝1かつ除数0による除算又はFSRRAの入力が0の場合

• オーバフロー（O）：

FPSCR.EN.O＝1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合

• アンダフロー（U）：

FPSCR.EN.U＝1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合

• 不正確例外（I）：
FPSCR.EN.I＝1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令

FPU 例外が発 FPU 例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュア

ル」の「第11 章 各命令の説明」を参照してください。

FPU 演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味

内容は、システムレジスタFPSCR を読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアに

より決定します。
また、いかなるFPU 例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。

上記以外でFPU 例外要因が発生すると、V、Z、O、U、I に対する該当ビットを”1” にセットし、演

算結果としてデフォルト値を生成します。

• 無効演算（V）：
結果としてqNaNを生成します。

• 0による除算（Z）：
丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。

• オーバフロー（O）：

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。
• アンダフロー（U）：

DNビット（FPSCRレジスタのビット18）＝0のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、又は丸め

前と同じ符号付き0を生成します。

DNビット（FPSCRレジスタのビット18）＝1のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。

• 不正確例外（I）：
不正確な結果を生成します。

5.6 グラフィックサポート機能

本 LSI は 2 種類のグラフィック機能をサポートしています。1 つはジオメトリック演算用の命令であ

り、もう一つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。

5.6.1 ジオメトリック演算命令

ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、本 LSI は 4 つの乗算の

部分的演算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生
じます。
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最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149）

ただし、有効数字桁数は正規化数が24、非正規化数が23（小数部のリーディングゼロの桁数）となり

ます。
将来のSuperH シリーズでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保

証しません。

(1) FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12）
この命令の用途例を以下に示します。

• 内積（m≠n）：
一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面／裏面を判定するために使用されます。

• 各要素の平方和（m=n）：
一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。

FIPR 命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU 例外要因フィールド、及び FPU
例外フラグフィールドの不正確例外（I）ビットが常に ”１ ”にセットされます。したがって、FPU 例外

イネーブルフィールドの I ビットがセットされていれば、FPU 例外処理が実行されます。

(2) FTRV XMTRX,FVn（n：0、4、8、12）
この命令の用途例を以下に示します。

• 行列（4×4）・ベクトル（4）：
一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、又は移動といったベクトル変換（4次元）に使用

されます。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。した

がって、本LSIは4次元演算をサポートしています。

• 行列（4×4）×行列（4×4）：
この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。

FIRV 命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU 例外要因フィールド、及び FPU
例外フラグフィールドの不正確例外（I）ビットが常に ”１ ”にセットされます。したがって、イネーブ

ルフィールドの I ビットがセットされていれば、FPU 例外処理が実行されます。また、FTRV 命令の実

行の際、レジスタ内のすべてのデータタイプを実行前にチェックすることができません。FPU 例外イ

ネーブルフィールドのV ビットがセットされていると、FPU 例外処理が実行されます。

(3) FRCHG
この命令はバンクレジスタを変更します。例えば、FTRV 命令を使用する場合、背後にあるバンク上

に行列の要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバ
ンクのレジスタを使用する方が簡単です。FPSCR に対する LDS 命令を使用すると、この命令は FPU の
状態を維持するために、4～5 サイクルを費やします。FRCHG 命令ではFPSCR.FR ビットの変更を1 サ
イクルで行うことができます。

5.6.2 ペア単精度データ転送

強力なジオメトリック演算命令に加えて、本LSI は高速データ転送命令をサポートしています。

FPSCR.SZ＝1 のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14）
• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15）

これらの命令により、2 つの単精度（2×32 ビット）データを転送することができます。つまり、こ

れらの命令の転送性能が2倍となります。
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• FSCHG

この命令はFPSCRレジスタのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わない

かを高速に切り替えることができます。
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6. 例外処理

6.1 概要

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必
要な処理を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をす
ることで、元のプログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。こ
のような機能をサポートするために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した
例外処理ルーチンに制御の流れが渡ることなどを総称して例外処理と呼びます。
本LSI の例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの3 つに分類されます。

6.2 レジスタの説明

例外処理に関するレジスタ構成を表6.1 に示します。

表6.1 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

TRAPA 例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 32 H'0000 0XXX H'0000 0XXX

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 32 H'0000 0000 H'0000 0020

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 32 H'0000 XXXX H'0000 XXXX

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 32 H'0000 001F H'0000 001F
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6.2.1 TRAPA 例外レジスタ（TRA）

TRAPA 例外レジスタ（TRA）は、TRAPA 命令の 8 ビットイミディエイトデータ（imm）が設定され

るレジスタです。TRA はTRAPA 命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRA はソフ

トウェアからも変更が可能です。

6.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT）

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12 ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定さ

れます。例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVT はソフト

ウェアからも変更が可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 ～ 2 TRACODE 不定 R/W TRAPA コード

TRAPA 命令の8 ビットイミディエイトデータが設定されます。

1、 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 EXPCODE H'000 

又は

H'020

R/W 例外コード

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表6.2 
を参照してください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

R/W R/W R/W

TRACODE

R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0

R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0

R/W R/W

EXPCODE

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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6.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT）

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14 ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVT はソフトウェアか

らも変更が可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13 ～ 0 INTCODE 不定 R/W 例外コード

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表6.2 を参照して

ください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

INTCODE

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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6.2.4 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）

EXPMASK レジスタは、下記1.～3.に該当する機能が使用された場合に例外を発生、及び抑止するこ

とができます。この1.～3.に該当する機能は、今後のSuperH シリーズでサポートされなくなる可能性が

あります。あらかじめEXPMASK レジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機

能を用いているかを調べることが可能となり、今後のSuperH シリーズで本機能が未サポートになった場

合に容易にソフトウェアの移行を行うことが可能となります。

1. RTE命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合

2. 分岐命令の遅延スロットがSLEEP命令である場合

3. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、１、２はスロット不当命令例外、3はデータ

アドレスエラー例外をそれぞれ発生させることができます。
EXPMASK レジスタの該当ビットに1 を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互

換性を維持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。
EXPMASK レジスタの更新はCPU のストア命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した

後、以下の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で
動作することが保証されます。

• RTE命令を実行

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対する ICBI命令を実行

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 MMCAW 1 R/W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止します。（データアドレス

エラー例外発生）

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可します。

詳細は「8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作」を参照してくだ

さい。

3、2 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

1 BRDSSLP 1 R/W 遅延スロットSLEEP 命令

0：遅延スロットにあるSLEEP 命令を禁止します。

（SLEEP 命令をスロット不当命令とします）

1：遅延スロットにあるSLEEP 命令を許可します。

0 RTEDS 1 R/W RTE 遅延スロット

0：RTE 命令の遅延スロットにあるNOP 命令以外を禁止します。

（NOP 命令以外をスロット不当命令とします）

1：RTE 命令の遅延スロットにあるNOP 命令以外を許可します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

R/W − − R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:

− − − − − − − − − − − −

− − − − − − − − − − −
MM

CAW − −
BRDS
SLP

RTE
DS

− − − −

− − − − − − − − − − −

− − − − − − − − − − −

− − − − −
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6.3 例外処理の機能

6.3.1 例外処理の流れ

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15 の内容がそれぞれ退避プ

ログラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避

され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、
ユーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、
元のプログラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PC
と SR の内容が復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、

SGR の内容はRTE 命令ではR15 に書き戻されません。

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SR のビットの意味の詳細は、「2. プログラミングモ

デル」を参照してください。

1.    PC、SR、及びR15の内容がそれぞれSPC、SSR、及びSGRに退避されます。

2.    BL ビット（SRレジスタのビット28）が1に設定されます。

3.   MD ビット（SRレジスタのビット30）が1に設定されます。

4.   RB ビット（SRレジスタのビット29）が1に設定されます。

5.    リセット時、FDビット（SRレジスタのビット15）が0に設定されます。

6.    例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）のビット11～0、又は割り込み事象レジ

スタ（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。

7.    INTMUビット（CPUOPMレジスタのビット3）が1の場合、IMASKビット（SRレジスタの7～4

ビット）  が割り込み受け付けレベルに変更されます。

8.    決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。

6.3.2 例外処理ベクタアドレス

リセットベクタアドレスは H'A000 0000 に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベ

クタベースアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタ
ベースレジスタ（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLB ミス例外のオフセットはH'0000
0400 ですから、VBR にH'9C08 0000 を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスはH'9C08 0400 になり

ます。例外処理ベクタアドレスでさらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますの
で、ベクタアドレスはアドレス変換の対象とならないP1、P2 領域のアドレスを指定してください。
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6.4 例外の種類と優先順位

表6.2 に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、及び例外／割り込みコードを示します。

表6.2 例外一覧

優先度        ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値

が、優先度が 高くなります）。

例外遷移先 ：リセットではH'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。

例外コード ：リセット、一般例外ではEXPEVT、割込みでは INTEVT に格納されます。

注 . UBDEビット（CBCRレジスタのビット0）＝1 のときPC=DBR、その他はPC=VBR+H'100。

例外区分 実行形態 例外
優先

レベル

優先

順位

例外遷移先
例外コード

ベクタベース オフセット

リセット 中断型 パワーオンリセット 1 1 H'A000 0000 — H'000

マニュアルリセット 1 2 H'A000 0000 — H'020

H-UDI リセット 1 1 H'A000 0000 — H'000

命令TLB 多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 — H'140

データTLB 多重ヒット例外 1 4 H'A000 0000 — H'140

一般例外 再実行型 命令実行前ユーザブレーク（注） 2 0 (VBR/DBR) H'100/— H'1E0

命令アドレスエラー 2 1 (VBR) H'100 H'0E0

命令TLB ミス例外 2 2 (VBR) H'400 H'040

命令TLB 保護違反例外 2 3 (VBR) H'100 H'0A0

一般不当命令例外 2 4 (VBR) H'100 H'180

スロット不当命令例外 2 4 (VBR) H'100 H'1A0

一般FPU 抑止例外 2 4 (VBR) H'100 H'800

スロットFPU 抑止例外 2 4 (VBR) H'100 H'820

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 (VBR) H'100 H'0E0

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 (VBR) H'100 H'100

データTLB ミス例外（読み出し） 2 6 (VBR) H'400 H'040

データTLB ミス例外（書き込み） 2 6 (VBR) H'400 H'060

データTLB 保護違反例外（読み出し） 2 7 (VBR) H'100 H'0A0

データTLB 保護違反例外（書き込み） 2 7 (VBR) H'100 H'0C0

FPU 例外 2 8 (VBR) H'100 H'120

初期ページ書き込み例外 2 9 (VBR) H'100 H'080

完了型 無条件トラップ（TRAPA） 2 4 (VBR) H'100 H'160

命令実行後ユーザブレーク（注） 2 10 (VBR/DBR) H'100/— H'1E0

割り込み 完了型 ノンマスカブル割り込み 3 — (VBR) H'600 H'1C0

一般割り込み要求 4 — (VBR) H'600 —
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6.5 例外フロー

6.5.1 例外フロー

図 6.1 に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1 命
令ずつ逐次的に実行することを基本として説明しています。図 6.1 には、例外種別（リセット、一般例

外、割り込み）間の優先順位が表されています。なお図 6.1 では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、
SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、SR、及びPC に限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェ

アによって自動的に設定されるレジスタがあります。詳細は、「6.6 各例外の説明」を参照してください。

また、遅延分岐命令と遅延スロット命令を実行中の例外処理や、2 回データアクセスが発生する命令に

ついては「6.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位」を参照してください。

図 6.1     命令実行と例外処理

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

Yes

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

割り込みが
要求されている

最優先の
例外は再実行型

命令実行結果を取り消す

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111

PC←H'A000 0000

SSR←SR

SPC←PC

SGR←R15

EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111

SR.IMASK←受理した割り込みレベル（注）
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?

　　　DBR:(VBR+Offset))

最優先の例外が割り込みのとき。なお、IMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。
NMIの割り込み受け付けレベルは、B'1111です。

注．
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6.5.2 例外要因の受け付け

2 つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位

が決められています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU 抑止例外、

スロットFPU 抑止例外、無条件トラップ例外の5 つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パ

イプラインの中では同時に発生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外
は命令実行に従った順序で検出されます。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に
従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられま
す。一般例外の受け付け順序の例を図6.2 に示します。

図 6.2     一般例外の受け付け順序の例

I1

I1

ID

ID

E3

WB

WB

1

I1 ID WB

WB

2

3

4

I1、I2、I3

ID

E1、E2、E3

(E2、E3

WB

E3

E3

E2

E2

E1

E1

I2

I2

I3

I3

E1

E1 E2

E2 E3I2 I3

I3 IDI2I1

パイプラインの流れ：
命令n

命令n+1

命令n+2

命令n+3

TLBミス（データアクセス）

一般不当命令例外

TLBミス（命令アクセス）

【記号説明】
：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行

：結果の格納
：メモリアクセス)

検出の順序：
一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：
TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序
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6.5.3 例外要求とBL ビット

SRレジスタのBL ビット＝0 のとき、一般例外、割り込みを受け付けます。

SRレジスタのBL ビット＝1のときに、ユーザブレークを除く一般例外が発生した場合には、CPU の
内部レジスタ、他のモジュールのレジスタは、マニュアルリセット後の状態になり、リセットと同アド
レス（H’A000 0000）に分岐します。ユーザブレークが発生した場合の動作については「41. ユーザブ

レークコントローラ（UBC）」を参照してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り

込み要求は保留され、ソフトウェアでSRレジスタのBL ビットが0 にクリアされてから受け付けられま

す。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付けるかをソフトウェアに

よって設定可能です。
このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPC とSSR を退避させ、その後

SRレジスタのBL ビットを0 クリアします。

6.5.4 例外処理からの復帰

例外処理からの復帰は、RTE 命令を使用します。RTE 命令により、SPC がPC に、SSR がSR に回復さ

れ、SPCのアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリにSPC、SSR を退避

していた場合には、SRレジスタのBL ビットを1 にセットしてから、SPC とSSR を回復し、RTE 命令を

発行してください。
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6.6 各例外の説明

個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説
明します。

6.6.1 リセット

注 . 「17. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）」も参照してください。

(1) パワーオンリセット
• 条件：
パワーオンリセット要求

• 動作：
EXPEVT に H'000 を設定し、CPU、及び内蔵周辺モジュールの初期化を行った後、リセットベクタ

（H'A000 0000）に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時に

は必ずパワーオンリセットを行ってください。

(2) マニュアルリセット
• 条件：
マニュアルリセット要求

• 動作：
EXPEVT に H'020 を設定し、CPU、及び内蔵周辺モジュールの初期化を行った後、リセットベクタ

（H'A000 0000）に分岐します。パワーオンリセットとマニュアルリセットでは初期化されるレジス

タが異なります。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。

(3) H-UDI リセット

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、又はB'0111（アサート）

• 遷移先アドレス：H'A000 0000
• 遷移時動作：
例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐し

ます。CPU、及び内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、「42. ユーザデバッグインタ

フェース（H-UDI）」、及び各章のレジスタの説明を参照してください。

(4) 命令TLB 多重ヒット例外

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致

• 遷移先アドレス：H'A000 0000
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐

します。CPU、及び内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳

細は、各章のレジスタの説明を参照してください。

(5) データTLB 多重ヒット例外

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致

• 遷移先アドレス：H'A000 0000
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐し

ます。CPU、及び内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳

細は、各章のレジスタの説明を参照してください。
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6.6.2 一般例外

(1) データTLB ミス例外

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセッ

トします。SRレジスタのBL ビット、MD ビット、RB ビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に
分岐します。TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。

Data_TLB_miss_exception()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = read_access ? H'0000 0040 : H'0000 0060;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0400;

}
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(2) 命令TLB ミス例外

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MD ビット、RBビッ

トを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。

ITLB_miss_exception()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0040;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0400;

}
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(3) 初期ページ書き込み例外
• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0
• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RB ビッ

トを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。

Initial_write_exception()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0080;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(4) データTLB 保護違反例外

• 要因：アクセスが表6.3、表6.4に示すUTLBのプロテクション情報（PRビット（FPSCRレジスタの

ビット19）あるいはEPRビット（PTEAレジスタのビット13～8））に反する。

表6.3 UTLB プロテクション情報（TLB 互換モードの場合）

表6.4 UTLB プロテクション情報（TLB 拡張モードの場合）

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTに

セットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100
に分岐します。

PR 特権モード ユーザモード

00 読み出しのみ可 アクセス不可

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可

EPR [5] 特権モードでの読み出しの可否

0 読み出し不可

1 読み出し可

EPR [4] 特権モードでの書き込みの可否

0 書き込み不可

1 書き込み可

EPR [2] ユーザモードでの読み出しの可否

0 読み出し不可

1 読み出し可

EPR [1] ユーザモードでの書き込みの可否

0 書き込み不可

1 書き込み可
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Data_TLB_protection_violation_exception()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = read_access ? H'0000 00A0 : H'0000 00C0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(5) 命令TLB 保護違反例外

• 要因：アクセスが表6.5、表6.6に示すITLBのプロテクション情報（FPSCRレジスタのPRビット）に

反する。

表6.5 ITLB プロテクション情報（TLB 互換モードの場合）

表6.6 ITLB プロテクション情報（TLB 拡張モードの場合）

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビッ

トを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。

ITLB_protection_violation_exception()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 00A0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}

PR 特権モード ユーザモード

0 アクセス可 アクセス不可

1 アクセス可 アクセス可

EPR [5]、 EPR [3] 特権モードでの実行の可否

11、 01 実行可

10 命令フェッチは実行不可、ICBI のRn アクセスは実行可

00 実行不可

EPR [2]、 EPR [0] ユーザモードでの実行の可否

11、 01 実行可

10 命令フェッチは実行不可、ICBI のRn アクセスは実行可

00 実行不可
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(6) データアドレスエラー
• 要因：

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス（た

だし、MOVUA命令は除きます）

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋

6、8n＋7）からアクセス

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFF、及びH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモード

からアクセスする設定が可能です。詳しくは「7. メモリマネジメントユニット（MMU）」、及び

「9. 内蔵メモリ」を参照してください。

- MMCAWビット（EXPMASKレジスタのビット4）が0で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込み

メモリ割り付け連想書き込みについては「8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作」を参照してく

ださい。

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32 ビット）を TEA に、対応する仮想ページ番号 (22 ビット ) を
PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセッ

トします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に
分岐します。詳細は「7. メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。

Data_address_error()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = read_access? H'0000 00E0: H'0000 0100;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(7) 命令アドレスエラー
• 要因：

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは

「9. 内蔵メモリ」を参照してください。

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）を

PTEH[31:10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビッ

トを 1 にセットし、PC ＝ VBR ＋ H'0100 に分岐します。詳細は「7. メモリマネジメントユニット

（MMU）」を参照してください。

Instruction_address_error()

{

TEA = EXCEPTION_ADDRESS;

PTEH.VPN = PAGE_NUMBER;

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 00E0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(8) 無条件トラップ
• 要因：TRAPA命令の実行

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時の

SR、R15をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]
にセットします。例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビッ

ト、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。

TRAPA_exception()

{

SPC = PC + 2;

SSR = SR;

SGR = R15;

TRA = imm << 2;

EXPEVT = H'0000 0160;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

} 
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(9) 一般不当命令例外
• 要因：

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S

未定義命令：H'FFFD

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP

                    ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビッ

トを 1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコー

ドした場合には動作を保証しません。

General_illegal_instruction_exception()

{

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0180;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(10) スロット不当命令例外
• 要因：

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S

未定義命令：H'FFFD

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード

PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、

TRAPA、LDC Rm, SR、LDC.L @Rm＋ , SR、ICBI、PREFI

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード

- BRDSSLPビット（EXPMASKレジスタのビット1）が0で、遅延スロットにあるSLEEP命令を実行

- RTEDSビット（EXPMASKレジスタのビット0）が0で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。

例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを

1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場

合には動作を保証しません。

Slot_illegal_instruction_exception()

{

SPC = PC - 2;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 01A0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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(11) 一般FPU 抑止例外

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令（注）をSR.FD=1でデコード

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビッ

トを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。

General_fpu_disable_exception()

{

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0800;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}

注 . FPU 命令とは命令コードの最初の4 ビットがＦである命令（ただし、未定義命令H'FFFD を除く）

と、FPUL、FPSCRに対するLDS、STS、LDS.L、STS.L 命令です。
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(12) スロットFPU 抑止例外

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを1
にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。

Slot_fpu_disable_exception()

{

SPC = PC - 2;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0820;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}

(13) 命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク
• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立
• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、又はDBR
• 遷移時動作：
命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避しま

す。命令実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットしま

す。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐し

ます。ただし、PC=DBRに分岐することも可能です。

データブレークを設定した場合の PC についてなど、詳細は「41. ユーザブレークコントローラ

（UBC）」を参照してください。

User_break_exception()

{

SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2);

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 01E0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = (BRCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H¢0000 0100);

}
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(14) FPU 例外

• 要因：浮動小数点演算実行による例外
• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100
• 遷移時動作：
本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避し

ます。例外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビッ

トを1にセットし、PC=VBR+H'0100に分岐します。

FPU_exception()

{

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

EXPEVT = H'0000 0120;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

PC = VBR + H'0000 0100;

}
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6.6.3 割り込み

(1) NMI（ノンマスカブル割り込み）

• 要因：NMI端子のエッジ検出

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600
• 遷移時動作：
本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15を
SGRに退避します。

例外コードH'1C0を INTEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、MDビット、RBビットを1
にセットし、PC＝VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、BL ビットが0のときはSRの割り込

みマスクビットによってマスクされず、最優先で受け付けられます。BL ビットが1のとき本割り込

みがマスクされるか、受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。  INTMU ビット

（CPUOPMレジスタのビット3）が1のときに、NMI割り込みを受け付けた場合、IMASKビット（SR
レジスタの7～4ビット）には、B'1111がセットされます。詳細は「10. 割り込みコントローラ（INTC）」
を参照してください。

NMI()

{

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

INTEVT = H'0000 01C0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

If (cond) SR.IMASK = B'1111;

PC = VBR + H'0000 0600;

}
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(2) 一般割り込み要求
• 要因：
• SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが 0（命令

の切れ目で受け付けます）
• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600
• 遷移時動作：
受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセッ

トします。各割り込み要因に対応したコードを INTEVTにセットします。SRレジスタのBL ビット、

MDビット、RBビットを 1にセットし、VBR＋H'0600に分岐します。  CPUOPMレジスタの INTMU
ビットが1のときに、一般割り込みを受け付けた場合、SRレジスタの IMASKビットには、受け付け

た割り込みのレベルが設定されます。詳細は「10. 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してくだ

さい。

Module_interruption()

{

SPC = PC;

SSR = SR;

SGR = R15;

INTEVT = H'0000 0400 ~ H'0000 3FE0;

SR.MD = 1;

SR.RB = 1;

SR.BL = 1;

if (cond) SR.IMASK = level_of accepted_interrupt ();

PC = VBR + H'0000 0600;

}
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6.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位

メモリを 2 回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複

数回例外が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。

(1) メモリを2 回アクセスする命令

MAC 命令やメモリ―メモリ間論理演算命令、TAS 命令、MOVUA 命令は 1 つの命令でデータ転送が

2 回あるため、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。

1.  1回目のデータ転送のデータアドレスエラー

2.  1回目のデータ転送のTLBミス

3.  1回目のデータ転送のTLB保護違反

4.  1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外

5.  2回目のデータ転送のデータアドレスエラー

6.  2回目のデータ転送のTLBミス

7.  2回目のデータ転送のTLB保護違反

8.  2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外

(2) 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令
遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1 つの命令として扱われます。そのため、

それぞれの命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が1 回のデー

タ転送しか持たない場合の順位を示します。

1.  遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型、及び再実行型例外をチェックします。

2.  遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型、及び再実行型例外をチェックします。

3.  遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。

4.  遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。

5.  遅延付き分岐命令における優先レベル 3と遅延スロット命令における優先レベル 3をチェックしま

す（この2つの間の優先順位はありません）。

6.  遅延付き分岐命令における優先レベル 4と遅延スロット命令における優先レベル 4をチェックしま

す（この2つの間の優先順位はありません）。

遅延スロット命令が 2 回目のデータ転送を持つ場合、2. において、（1）のように 2 回チェックを行い

ます。
なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分

岐命令の PR レジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSR の PC → PR 動作）は抑止されません。ただし、

その場合のPR レジスタの内容は保証されません。
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6.7 注意事項

(1) 例外処理からの復帰
1.  SRレジスタのBL ビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避して

いた場合には、BL ビットを1にしてからそれらを回復してください。

2.  RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのア

ドレスに分岐して、例外処理から復帰します。

(2) BL ビットが1 のときに一般例外又は割り込みが発生した場合

1.  一般例外

ユーザブレークを除く一般例外が発生した場合には、例外が発生した命令の PC が SPC にセットさ

れ、マニュアルリセットが発生します。このときEXPEVTは、H'0000 0020となり、SSRは不定値と

なります。

2.  割り込み

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでBL ビットが0にク

リアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留する

か、受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。ただし、スリープ又はスタンバイ状態で

は、BL ビットが1であっても、割り込みを受け付けます。

(3) 例外発生時のSPC
1.  再実行型の一般例外

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅

延スロット命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分

岐命令のPCがSPCにセットされます。

2.  完了型の一般例外、割り込み

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令

で発生した場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。

(4) RTE 命令の遅延スロット

1.  RTE 命令の遅延スロットに配置された命令は、SSR に退避されていた値が SR に復帰されたのち実

行されます。命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その

他の例外の受け付け判定は復帰後との SR による処理モードや BL ビットに依存して決定されます。

完了型の例外に関してはRTEの分岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生する

と動作が保証されません。

2.  RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。

(5) SR レジスタ値変更と例外の受け付け

1.  LDC命令によりBL ビット、MD ビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値

で例外の受け付けを再判定します（注）。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられます

が、完了型例外のうち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。

注 . SRに対するLDC 命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しいSR の値

で命令フェッチ例外の再評価が行われます。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 7.  メモリマネジメントユニット（MMU）

 Page 7-1

7. メモリマネジメントユニット（MMU）
本LSI は、8 ビットのアドレス空間識別子と32 ビットの仮想アドレス空間から29 ビットあるいは32 ビッ

トの物理アドレス空間を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、本LSI
に内蔵されたメモリマネジメントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMU
は変換ルックアサイドバッファ（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブル

の情報をキャッシングすることにより、高速にアドレス変換を行います。
本 LSI は命令 TLB（ITLB）を 4 エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64 エントリ内蔵しており、ITLB には

UTLB のコピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権

モード、ユーザモードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行う
ことができます。
本 LSI の MMU ではいくつかの動作モードがあります。物理アドレスのマッピング範囲に関しては、29

ビットブートモードと 32 ビットブートモードがあります。MMU のフラグ機能に関しては、TLB 互換モー

ド（ページサイズ 4 種類、保護ビット 4 ビット）と TLB 拡張モード（ページサイズ 8 種類、保護ビット 6
ビット）があります。

29ビットブートモードと32ビットブートモードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（PASCR
レジスタの SE ビット）で行います。また、外部ピンからの指定で 32 ビットブートモード（パワーオンリ

セット時点から32ビットブートモードであること）が可能です。

TLB 互換モードとTLB 拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCR レジスタ

の ME ビット）で行います。物理アドレスのマッピング範囲に関しては、「7.1 MMU の概要」～「7.7 メモ

リ割り付けTLB の構成」を通じて、29ビットブートモードで説明し、その後「7.8 32ビットブートモード」

で、32ビットブートモードでの差分機能をまとめて説明します。

MMU のフラグ機能に関しては、TLB 互換モード、TLB 拡張モードの両方を並列して説明します。

7.1 MMU の概要

MMU とは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 7.1（0）に示すように、プ

ロセスのサイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが
可能です。しかしプロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行
に必要な部分を随時物理メモリへマッピングする必要が生じます（図7.1（1））。この物理メモリへのマッ

ピングをプロセス自身が考えながら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を
軽減するために物理メモリへのマッピングを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式で
す（図 7.1（2））。仮想記憶方式では物理メモリに比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセ

スはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロセスは仮想メモリ上での動作だけを考えてい
ればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、MMU が用いられます。通常、OS
がMMU を管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモリへマッピングできるよ

うに物理メモリの入れ換えを行います。物理メモリの入れ換えは2 次記憶などとの間で行われます。

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム
（TSS）の上で威力を発揮します（図7.1（3））。TSS 上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモ

リへのマッピングを意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセ
スの負担を減らすために仮想記憶方式は使われます（図 7.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごと

に仮想メモリが割り当てられます。MMU は複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする

働きをします。さらに、あるプロセスが別のプロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、
MMU には記憶保護の機能も備わっています。

MMU を用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報が MMU に登録

されていなかったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのと
きMMU は例外を発生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録しま

す。
MMU の機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびに

ソフトウェアで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換
のためのバッファ（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報はTLB に置いておきます。TLB
はアドレス変換情報のためのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗した
とき、つまり例外が発生したときのアドレス変換情報の入れ換えは通常ソフトウェアで行います。この
ためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行うことが可能となります。
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MMU が仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用い

る方式（ページング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ペー
ジング方式では固定サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。
以下、本LSI では仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス

空間のことを物理アドレス空間と呼ぶことにします。

図 7.1     MMU の役割
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7.1.1 アドレス空間

(1) 仮想アドレス空間
本LSI は32 ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4G バイトのアドレス空間をアクセスできます。

仮想アドレス空間は図7.2、図7.3 に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードではP0
領域からP4 領域の4G バイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードではU0 領域の2G バ
イトの空間をアクセス可能です。またSQMD ビット（MMU 制御レジスタ（MMUCR）のビット9）が0
の場合、ストアキュー領域の 64M バイトの空間もアクセス可能になり、RMD ビット（内蔵メモリ制御

レジスタ（RAMCR）のビット9）が1 の場合、内蔵メモリ領域の16M バイトの空間もアクセス可能にな

ります。ユーザモードで U0 領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域以外をアクセスした場合、アド

レスエラーとなります。
AT ビット（MMUCR レジスタのビット0）を1 にし、MMU をイネーブルにしたとき、これらの領域

のうち、P0、P3、U0 領域は、任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1M バイトページ単位（TLB 互換

モード時）、あるいは1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64M バイトページ単位（TLB 拡張モード時）でマッピ

ングすることができます。また 8 ビットのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0 領域

を256 個まで増やすことが可能です。仮想アドレス空間から29 ビットの物理アドレス空間へのマッピン

グにはTLB を用います。

図 7.2     仮想アドレス空間（MMUCRレジスタのATビット＝0）
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図 7.3     仮想アドレス空間（MMUCRレジスタのATビット＝1）

(a)  P0、P3、U0 領域
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空間のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）
に従います。キャッシュを用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー
方式の切り替えは、CCR レジスタのWT ビットに従います。
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(d) P4 領域

P4 領域は本LSI の内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メ

モリ領域を除いてTLB を用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いた

アクセスが行えません。
P4 領域の詳細を図7.4 に示します。

図 7.4     P4 領域

H'E000 0000～H'E3FF FFFF までは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモー

ドでのアクセス権はMMUCR のSQMD ビットで指定します。詳細は「8.7 ストアキュー」を参照してく

ださい。
H'E500 0000～H'E5FF FFFF までは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はRAMCR レジスタのRMD ビットで指定します。詳細は「9. 内蔵メモリ」を参照してください。

H'F000 0000～H'F0FF FFFF までは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域

です。詳細は「8.6.1 IC アドレスアレイ」を参照してください。

H'F100 0000～H'F1FF FFFF までは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 で
す。詳細は「8.6.2 IC データアレイ」を参照してください。

H'F200 0000～H'F2FF FFFF までは、命令TLB のアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「7.7.1 IITLB アドレスアレイ」を参照してください。

H'F300 0000～H'F37F FFFF までは、命令TLB のデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「7.7.2 ITLB データアレイ（TLB 互換モード）」及び「7.7.3 ITLB データアレイ（TLB 拡張モード）」

を参照してください。
H'F400 0000～H'F4FF FFFF までは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするため

の領域です。詳細は「8.6.3 OC アドレスアレイ」を参照してください。

H'F500 0000～H'F5FF FFFF までは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための

領域です。詳細は「8.6.4 OC データアレイ」を参照してください。

H'F600 0000～H'F60F FFFF までは、共用TLB のアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「7.7.4 UTLB アドレスアレイ」を参照してください。
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命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLB／PMBアドレスアレイ

共用TLB／PMBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'E500 0000
H'E600 0000
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H'F610 0000 ～ H'F61F FFFF までは、PMB のアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は、「7.8.5 メモリ割り付けPMB の構成」を参照してください。

H'F700 0000～H'F70F FFFF までは、共用TLB のデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は、「7.7.5 UTLB データアレイ（TLB 互換モード）」及び「7.7.6 UTLB データアレイ（TLB 拡張モー

ド）」を参照してください。
H'F710 0000 ～ H'F71F FFFF までは、PMB のデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細

は、「7.8.5 メモリ割り付けPMB の構成」を参照してください。

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF までは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は製品ハード

ウェアマニュアルの各章のレジスタ説明の項を参照してください。

(2) 物理アドレス空間
本 LSI は 29 ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 7.5 に示すとおり 8

つの領域に分かれています。エリア 7 はリザーブ領域です。詳細は「11. ローカルバスステートコント

ローラ（LBSC）」を参照してください。

TLB を用いて物理アドレス空間のエリア7 をアクセスする場合のみ、エリア7 のH'1C00 0000～H'1FFF
FFFF までの領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間のP4 領域に含まれる制御レジスタ領

域と等価になります。

図 7.5     物理アドレス空間

(3) アドレス変換
MMU を使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理ア

ドレスに変換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アド
レスや、記憶保護コードなどの付加情報が格納され、TLB にはアドレス変換の高速化のために、外部メ

モリ上のアドレス変換テーブルの内容がキャッシングされます。本 LSI では命令のアクセスには ITLB
を、データのアクセスにはUTLB を用います。P4 領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされ

た仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。その仮想アドレスが P1、P2 領域に属する場合、TLB
をアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その仮想アドレスが P0、U0、P3 領域に属する

場合には、仮想アドレスでTLB が検索され、その仮想アドレスがTLBに登録されている場合には、TLB
ヒットとなり、TLB から対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセスされた仮想アドレスが

TLB に登録されていない場合には、TLB ミス例外が発生し、処理が TLB ミス例外処理ルーチンへ移り

ます。TLB ミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応する物理

アドレス、ページ管理情報をTLB に登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLB ミス例外を

発生させた命令を再実行します。

(4) 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード
仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、SV ビット（MMUCR レジスタ の

ビット 8）により選択が可能です。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他

的に使用しながら同時に走行し、ある仮想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重
仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000

H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア7（リザーブ領域）

エリア6

エリア5

エリア4

エリア3

エリア2
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想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記
憶方式との動作上の違いは、TLB のアドレス比較の方式（「7.3.3 アドレス変換方式」参照）のみです。

(5) アドレス空間識別子（ASID）

多重仮想記憶モードの場合、8 ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しな

がら同時に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASID は 8 ビットで、ソフトウェ

アがMMU 内のPTEHに現在走行中のプロセスのASID をセットすることで設定可能です。またASID に
よってプロセスを切り替えの際にTLB をパージしないで済みます。

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数

のプロセスの記憶保護のために用いられます。

注 .  単一仮想記憶モードの設定で、ASID が異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複

数同時にTLB に設定してはいけません。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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7.2 レジスタの説明

MMU 処理に関するレジスタを以下に示します。

表7.1 レジスタ構成

7.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH）

PTEH は仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPN はMMU
例外又はアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの
VPN が設定されます。VPN はページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより

設定される VPN は例外を発生させた仮想アドレスの上位 22 ビットとなります。VPN の設定はソフト

ウェアにより行うことも可能です。ASID には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定

します。ASID がハードウェアにより更新されることはありません。このVPN とASID は、LDTLB 命令

によりUTLB に登録されます。

PTEH レジスタのASID フィールドを更新後、更新後のASID 値を使用するP0、P3、U0 領域へのアク

セス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の1～3 のいずれかを実行してください。

1. 　RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。

2. 　任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. 　PTEH更新の前にあらかじめR2ビット（IRMCRレジスタのビット0）（初期値）と設定されていた

場合には、特定の命令の実行は不要です。しかしこの方法では、PTEH 更新命令の次命令を命令

フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

名称 略称 R/W アドレス アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

ページテーブルエントリ
上位レジスタ

PTEH R/W H'FF00 0000 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

ページテーブルエントリ
下位レジスタ

PTEL R/W H'FF00 0004 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

TLB 例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C 32 H'XXXX XXXX 保持

MMU 制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000

ページテーブルエントリ
アシスタンスレジスタ

PTEA R/W H'FF00 0034 32 H'0000 XXX0 H'0000 XXX0

物理アドレス空間制御
レジスタ

PASCR R/W H'FF00 0070 32 H'0000 0000 H'0000 0000

命令再フェッチ抑止制御
レジスタ

IRMCR R/W H'FF00 0078 32 H'0000 0000 H'0000 0000

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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7.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL）

PTEL はLDTLB 命令によりUTLB へ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用

されます。本レジスタはソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 10 VPN 不定 R/W 仮想ページ番号

9、 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 ASID 不定 R/W アドレス空間識別子

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28～10 PPN 不定 R/W 物理ページ番号

9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 V 不定 R/W ページ管理情報

各ビットの意味は、共用TLB（UTLB）の対応するビットと同

じです。

詳細は「7.3 TLB の機能（TLB 互換モード；MEビット

（MMUCRレジスタのビット0））」及び「7.4 TLB の機能（TLB 
拡張モード；（MMUCRレジスタのMEビット＝1）」を参照して

ください。

注 . SZ1、PR1、SZ0、PR0 は TLB 互換モード時のみ有効

です。

7 SZ1 不定 R/W

6 PR1 不定 R/W

5 PR0 不定 R/W

4 SZ0 不定 R/W

3 C 不定 R/W

2 D 不定 R/W

1 SH 不定 R/W

0 WT 不定 R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

ASIDVPN

VPN

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0

0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W

PPN

PPN V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

R/W R/W R/W R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/WR/W R/W R/W R/WR/W R/W

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：
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7.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB）

TTB は、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTB
はソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自
由に使用可能です。

7.2.4 TLB 例外アドレスレジスタ（TEA）

TEA は、MMU 例外又はアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されま

す。このレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。

7.2.5 MMU 制御レジスタ（MMUCR）

MMUCR の各ビットは以下に示すように MMU の設定を行います。このため MMUCR の書き換えは

P1、P2 領域のプログラムで行うようにしてください。

MMUCR レジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を

行う前に、以下の1～3 のどれかを実行してください。

1. 　RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。

2. 　任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. 　MMUCR更新の前にあらかじめ IRMCRレジスタのR2ビット（初期値）と設定されていた場合に

は、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR 更新命令の次命令を命令

フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

MMUCR はソフトウェアにより変更可能です。ただしLRUI ビットとURC ビット（MMUCRレジスタ

のビット31～26、ビット15～10）はハードウェアにより更新されることもあります。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W

TTB

TTB

R/W R/W R/W R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/WR/WR/W R/W R/W R/WR/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

23 22 21 20 19 18 17 16

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/WR/WR/W R/W R/W R/WR/W R/W

TEA

TEA

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 7.  メモリマネジメントユニット（MMU）

 Page 7-11

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 26 LRUI 000000 R/W 入れ換えを行う ITLB エントリを示すLRU ビット

ITLB ミス発生時に入れ換える ITLB のエントリを決めるため、

LRU 方式（Least Recently Used）を用います。LRUI ビットを用

いて ITLB の追い出すエントリを確定できます。

LRUI は、以下のアルゴリズムで更新が行われます。

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。

000xxx：ITLB のエントリ0 を用いたとき

1xx00x：ITLB のエントリ1 を用いたとき

x1x1x0：ITLB のエントリ2 を用いたとき

xx1x11：ITLB のエントリ3 を用いたとき

xxxxxx：上記以外

またLRUI が以下の状態のとき、対応する ITLB のエントリが

ITLB ミスにより更新されます。なお、下表で設定禁止の値には

ソフトウェアの責任で設定しないようにしてください。またパ
ワーオンリセット、マニュアルリセット後にLRUI は0 に初期化

されるので、ハードウェアの更新によってLRUI が設定禁止の値

になることはありません。

なお、以下の「x」はDon't care を意味します。

111xxx：ITLB のエントリ0 が更新される

0xx11x：ITLB のエントリ1 が更新される

x0x0x1：ITLB のエントリ2 が更新される

xx0x00：ITLB のエントリ3 が更新される

上記以外：設定禁止

25、 24 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

23 ～ 18 URB 000000 R/W 入れ換えを行うUTLB エントリの境界を示すビット

URB≠0 のときに有効となります。

17、 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 10 URC 000000 R/W LDTLB 命令により入れ換えを行うUTLB エントリを示すための

ランダムカウンタ

UTLB へのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。

ただしURB＞0 の場合、URC＝URB の条件が成立するとURC 
は0 にクリアされます。またソフトウェアによりURC＞URB と
なる値がURC に書き込まれた場合、最初はURC＝H'3F になる

までURB を超えてインクリメントされますので注意してくださ

い。なおURC は、LDTLB 命令によってカウントアップされませ

ん。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

TI

URBLRUI

URC SQMD SV AT

R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ME

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：
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9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット

ストアキューへのアクセス権を指定します。

0：ユーザ／特権アクセスが可能

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエ

ラー例外）

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット

このビットを変更するときは、必ずTI ビットにも1 を書き込んで

ください。

0：多重仮想記憶モード

1：単一仮想記憶モード

7 ME 0 R/W TLB 拡張モード切り替えビット

0：TLB 互換モード

1：TLB 拡張モード

ME ビットの値を変更する場合には、必ずTI ビットに1 を指定し

て、ITLB、UTLB の内容を無効化してください。また、ME ビッ

トによるTLB 動作モード選択は、PMB の機能や動作には影響を

与えません。

6～ 3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2 TI 0 R/W TLB 無効化ビット

このビットに1 を書き込むと、UTLB/ITLB の有効ビットをすべて

0 にクリアします。読み出すと常に0 が読み出されます

1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット

MMU のイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定し

ます。

0：MMU ディスエーブルにする

1：MMU イネーブルにする

AT ビットが0 の状態ではMMU 例外は発生しません。このため

MMU を使用しないソフトウェアではAT ビットを0 の状態で使用

してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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7.2.6 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA）

7.2.7 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR）

PASCR は物理アドレス空間の動作を制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13～ 8 EPR 不定 R/W ページ管理情報

各ビットの意味は、共用TLB（UTLB）の対応するビットと同じ

です。

詳細は「7.4 TLB の機能（TLB 拡張モード；（MMUCRレジスタの

MEビット＝1）」を参照してください。

7 ～ 4 ESZ 不定 R/W

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

− − − − − − − − − − − − − − − −

0 0 − − − − − − − − − − 0 0 0 0

− − R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W − − − −

R/W:

R/W:

− − − − − − − − − − − − − − − −

− − EPR ESZ − − − −

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

　0/1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

UB

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 00 0

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：

SE
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注1. MD10＝Hのとき “0”、MD10＝Lのとき “1”になります。

　 2. パワーオンリセットまたはマニュアルリセット後、キャッシュ及びTLBがオフのときのみ、“0”から “1”に書き換

えられます。“1”から “0”には書き換えないでください

（「7.8.6 32ビットブートモード使用時の注意事項」参照）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 SE 0/1（注1） R/W 0：29ビットブートモード

1：32ビットブートモード　（注2）

30～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 UB H'00 R/W エリア（64M バイト）ごとのバッファドライト制御

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次
のCPUからのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定し

ます。

0：バッファドライト（CPU は書き込みのバスアクセスの完了

を待たずに次のバスアクセスを行います）

1：アンバッファドライト（CPU は書き込みのバスアクセスの

完了を待ってから次のバスアクセスを行います）

UB[7]：制御レジスタ領域に対応

UB[6]：エリア6 に対応

UB[5]：エリア5 に対応

UB[4]：エリア4 に対応

UB[3]：エリア3 に対応

UB[2]：エリア2 に対応

UB[1]：エリア1 に対応

UB[0]：エリア0 に対応
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7.2.8 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR）

IRMCR は特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制

御します。特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこ
の状態では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPU の処理性能が低

下します。そのため IRMCR の各ビットを1 に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、

特定の命令を実行し、変更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨しま
す。
特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止2

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEH の各レジスタが変更

された場合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま
す。

0：再フェッチを行います

1：再フェッチを行いません

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止1

アドレスH'FF20 0000～H'FF2F FFFF に存在するレジスタが変更

された場合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま
す。

0：再フェッチを行います

1：再フェッチを行いません

2 LT 0 R/W LDTLB 実行後再フェッチ抑止

LDTLB 命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを

制御します。

0：再フェッチを行います

1：再フェッチを行いません

1 MT 0 R/W メモリ割り付けTLB ライト後再フェッチ抑止

MMUCRレジスタのATビット＝1 の状態で、メモリ割り付け

ITLB/UTLB ライトを行った後に、次命令の再フェッチを行うかど

うかを制御します。

0：再フェッチを行います

1：再フェッチを行いません

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

R2 R1 LT MT MC

R/W R/W R/W R/W R/W

R/W:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 00 0

ビット：

ビット：

初期値：

初期値：
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7.3 TLB の機能（TLB 互換モード；MEビット（MMUCRレジスタのビット0））

7.3.1 共用TLB（UTLB）の構成

UTLB は次の2 つの目的のために使用されます。

1. 　データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。

2. 　命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。

このため共用TLB と呼ばれます。UTLB には外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報が

キャッシングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応
する物理ページ番号とページ管理情報が格納されています。図7.6 にUTLB の構成を示します。UTLB は
フルアソシアティブ方式の64 エントリで構成されています。図7.7 にページサイズとアドレスの関係を

示します。

図 7.6     UTLB の構成（TLB 互換モード）

【記号説明】

• VPN：仮想ページ番号

1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位22 ビット

4K バイトページのとき、仮想アドレスの上位20 ビット

64K バイトページのとき、仮想アドレスの上位16 ビット

1M バイトページのとき、仮想アドレスの上位12 ビット

• ASID：アドレス空間識別子

仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。
単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SH ビットが0 ならアドレ

ス比較の際にPTEH 中のASID と比較されます。

• SH：共有状態ビット

0：複数のプロセスでページを共有しません。

1：複数のプロセスでページを共有します。

• SZ[1:0]：ページサイズビット

ページサイズを指定します。

0 MC 0 R/W メモリ割り付け IC ライト後再フェッチ抑止

ICEビット（CCNレジスタのビット1） の状態で、メモリ割り付

け IC ライトを行った後に、次命令の再フェッチを行うかどうか

を制御します。

0：再フェッチを行います

1：再フェッチを行いません

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR[1:0]

PR[1:0]

PR [1:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
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00：1K バイトページ

01：4K バイトページ

10：64K バイトページ

11：1M バイトページ

• V：有効ビット

エントリが有効かどうかを示します。
0：無効

1：有効

パワーオンリセット時に0 にクリアされます。

マニュアルリセット時には変化しません。

• PPN：物理ページ番号

物理アドレスの上位22 ビット

1KバイトページのときはPPN[28:10]が有効です。

4KバイトページのときはPPN[28:12]が有効です。

64K バイトページのときはPPN[28:16]が有効です。

1MバイトページのときはPPN[28:20]が有効です。

またPPN の設定においてはシノニム問題に注意してください

（「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。

• PR[1:0]：保護キーデータ

ページのアクセス権をコードで表した2 ビットデータ

00：特権モードで読み出しのみ可能

01：特権モードで読み出し／書き込み可能

10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能

11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能

• C：キャッシング可能ビット

ページがキャッシング可能かどうか示します。
0：キャッシング不可能。

1：キャッシング可能。

制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは0 にしてください。

• D：ダーティビット

ページに書き込みが行われたかどうかを示します。
0：書き込みが行われていない。

1：書き込みが行われた。

• WT：ライトスルービット

キャッシュへの書き込みモードを指定します。
0：コピーバックモード

1：ライトスルーモード
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図 7.7     ページサイズとアドレスの関係（TLB 互換モード）

7.3.2 命令TLB（ITLB）の構成

ITLB は命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLB に
はUTLB上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図7.8 に ITLB の構成を示

します。ITLB はフルアソシアティブの4 エントリで構成されています。

図 7.8     ITLB の構成（TLB 互換モード）

31

•   1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

•   4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

•   64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

•   1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

　　　注 1. D、WTビットをサポートしません。
2. PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。
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7.3.3 アドレス変換方式

図7.9 に、UTLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。

図 7.9     UTLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 互換モード）

SR.MD?

R/W?R/W?

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

PR? PR?

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

1

1

0

0

00 or 

01

10 11 01 or 11 00 or 10

Yes
No

内部リソースアクセス

1

0
CCR.OCE?

1

0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

1

0
CCR.OCE?

No

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が
P2領域

VA が
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

MMUCR.AT = 1

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

1 （特権）

データTLB

多重ヒット例外

データTLB

保護違反例外

データTLB

ミス例外

0 （ユーザ）

VPNs一致かつ
V＝1

データTLB

保護違反例外
初期ページ
書き込み例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

メモリアクセス
（キャッシング不可）

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

XXXX.YYYY：XXXXレジスタのYYYYビット(フラグ)
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図7.10 に ITLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。

図 7.10     ITLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 互換モード）

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes
No

内部リソースアクセス

1

0

1
0

CCR.ICE?

Yes

No

NoYes

No

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が
P2領域

VA が
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

MMUCR.AT = 1

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
V＝1

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V = 1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
多重ヒット例外

0 （ユーザ）
1 （特権）

PR?

C＝1かつ
CCR.ICE＝1

キャッシュアクセスメモリアクセス
（キャッシング不可）

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
ミス例外

ハードウェアITLB
ミスハンドリング UTLBを検索

一致?ITLBへ登録

XXXX.YYYY：XXXXレジスタのYYYYビット(フラグ)
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7.4 TLB の機能（TLB 拡張モード；（MMUCRレジスタのMEビット＝1）

7.4.1 共用TLB（UTLB）の構成

図7.11 にTLB 拡張モード時のUTLB の構成を示します。図7.12 にページサイズとアドレスの関係を示

します。

図 7.11     UTLB の構成（TLB 拡張モード）

【記号説明】

• VPN：仮想ページ番号

1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位22 ビット

4K バイトページのとき、仮想アドレスの上位20 ビット

8K バイトページのとき、仮想アドレスの上位19 ビット

64K バイトページのとき、仮想アドレスの上位16 ビット

256K バイトページのとき、仮想アドレスの上位14 ビット

1M バイトページのとき、仮想アドレスの上位12 ビット

4M バイトページのとき、仮想アドレスの上位10 ビット

64M バイトページのとき、仮想アドレスの上位6 ビット

• ASID：アドレス空間識別子

仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。
単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SH ビットが0 ならアドレ

ス比較の際にPTEH 中のASID と比較されます。

• SH：共有状態ビット

0：複数のプロセスでページを共有しません。

1：複数のプロセスでページを共有します。

• ESZ：ページサイズビット

ページサイズを指定します。
0000：1K バイトページ

0001 ：4K バイトページ

0010 ：8K バイトページ

0100 ：64K バイトページ

0101 ：256K バイトページ

0111 ：1M バイトページ

1000 ：4M バイトページ

1100 ：64M バイトページ

注 . 　上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。

• V：有効ビット

エントリが有効かどうかを示します。
0：無効

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

C

C

C

EPR[5:0]

EPR[5:0]

EPR[5:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
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1：有効

パワーオンリセット時に0 にクリアされます。

マニュアルリセット時には変化しません。

• PPN：物理ページ番号

物理アドレスの上位19 ビット

1KバイトページのときはPPN[28:10]が有効です。

4KバイトページのときはPPN[28:12]が有効です。

8KバイトページのときはPPN[28:13]が有効です。

64K バイトページのときはPPN[28:16]が有効です。

256K バイトページのときはPPN[28:18]が有効です。

1MバイトページのときはPPN[28:20]が有効です。

4MバイトページのときはPPN[28:22]が有効です。

64M バイトページのときはPPN[28:26]が有効です。

またPPN の設定においてはシノニム問題に注意してください

（「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。

• EPR：保護キーデータ

ページのアクセス権をコードで表した6 ビットデータ

特権モードでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）及びユーザモードでの読み出し／書き
込み／実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定可能です。各ビットそれぞれ0 で不許可、1
で許可を示します。
EPR[5]：特権モードでの読み出し

EPR[4]：特権モードでの書き込み

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ）

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み

EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ）

• C：キャッシング可能ビット

ページがキャッシング可能かどうか示します。
0：キャッシング不可能

1：キャッシング可能

制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは0 にしてください。

• D：ダーティビット

ページに書き込みが行われたかどうかを示します。
0：書き込みが行われていない

1：書き込みが行われた

• WT：ライトスルービット

キャッシュへの書き込みモードを指定します。
0：コピーバックモード

1：ライトスルーモード
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図 7.12     ページサイズとアドレスの関係（TLB 拡張モード）

仮想アドレス 物理アドレス
31

1Kバイトページ

10 9 0

VPN オフセット

28 10 9 0

PPN オフセット

31

4Kバイトページ

12 11 0

VPN オフセット
28 12 11 0

PPN オフセット

31

64Kバイトページ

16 15 0

VPN オフセット
28 16 15 0

PPN オフセット

31

8Kバイトページ

13 12 0

VPN オフセット
28 13 12 0

PPN オフセット

31

1Mバイトページ

20 19 0

VPN オフセット
28 20 19 0

PPN オフセット

31

4Mバイトページ

22 21 0

VPN オフセット
28 22 21 0

PPN オフセット

31

64Mバイトページ

26 25 0

VPN オフセット
28 26 25 0

PPN オフセット

31

256Kバイトページ

18 17 0

VPN オフセット
28 18 17 0

PPN オフセット
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7.4.2 命令TLB（ITLB）の構成

図7.13 にTLB 拡張モード時の ITLB の構成を示します。

図 7.13     ITLB の構成（TLB 拡張モード）

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

注. EPR[4]、EPR[1]、D、WTビットをサポートしません。
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7.4.3 アドレス変換方式

図7.14 にTLB 拡張モード時のUTLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。

図 7.14     UTLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 拡張モード）

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB

保護違反例外
初期ページ
書き込み例外

データTLB

保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

EPR[5]?EPR[4]?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が
P2領域

VA が
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1 （特権）

R/W? R/W?

0 （ユーザ）

D?

EPR[1]?
0 0

1 1

0

11

0
EPR[2]?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

0

1

1

0

R W W R

MMUCR.AT = 1

Yes
No

データTLB

多重ヒット例外

データTLB

ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
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1

0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1

0
CCR.OCE?
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XXXX.YYYY：XXXXレジスタのYYYYビット(フラグ)
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図7.15 にTLB 拡張モード時の ITLB を用いたメモリアクセスのフローを示します。

図 7.15     ITLB を用いたメモリアクセスフロー（TLB 拡張モード）

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
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No

No
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UTLBを検索

0 （ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT = 1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

VPNs一致かつ
V＝1

1

0
CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

EPR[2]＝0かつ
EPR[0]＝0

EPR[0]?

No
ITLBへ登録

Yes

No

Yes

No

Yes

11

00

No

ICBI or 通常命令アクセス？

ICBI 通常命令アクセス ICBI 通常命令アクセス

ICBI or 通常命令アクセス？

EPR[5]＝0かつ
EPR[3]＝0

EPR[3]?

キャッシュアクセス
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7.5 MMU の機能

7.5.1 MMU のハードウェア管理

本LSI がサポートするMMU の機能として次のものがあります。

1. 　ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLB

を制御してアドレス変換を行います。

2. 　アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定

します（C、WTビット）。

3. 　データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU 例外

の発生によりソフトウェアに通知します。

4. 　命令アクセスで ITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要な

アドレス変換情報が UTLBに登録されていた場合、MMUCRの LRUIビットに従い、ITLB にその

アドレス変換情報をコピーします。

7.5.2 MMU のソフトウェア管理

MMU に対するソフトウェアの処理として次のものがあります。

1. 　MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。

2. 　TLB エントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、

メモリ割り付け UTLB に直接書き込む方法があります。ITLB エントリの登録はメモリ割り付け

ITLBに直接書き込む方法しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割

り付けUTLB、ITLBをアクセスすることで可能です。

3. 　MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行

います。
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7.5.3 MMU の命令（LDTLB）

UTLB エントリを登録する命令としてTLB ロード命令（LDTLB）があります。LDTLB 命令が発行さ

れると、本LSI はPTEH とPTEL の内容を（加えてTLB 拡張モードの場合にはPTEA の内容を）URC ビッ

トが指し示すUTLB エントリにコピーします。LDTLB 命令により ITLB エントリの更新は行われません

ので、UTLB エントリから追い出されたアドレス変換情報が ITLB エントリに残る可能性があります。

LDTLB 命令はアドレス変換情報を変更する命令のため、必ずP1、P2 領域のプログラムで発行するよう

にしてください。LDTLB 命令実行後、TLB が有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う

前に、以下の1～3のどれかを実行してください。

1. 　RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。

2. 　任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. 　LDTLB命令実行前にあらかじめLTビット（IRMCRレジスタのビット0）（初期値）と設定されて

いた場合には、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を

命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1又は2を用いることを推奨します。

図7.16、図7.17 にLDTLB 命令の動作を示します。

図 7.16     LDTLB 命令の動作（TLB 互換モード）
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図 7.17     LDTLB 命令の動作（TLB 拡張モード）
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7.5.4 ハードウェア ITLB ミスハンドリング

本 LSI は命令アクセスの際、ITLB を検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLB
ミス）場合、ハードウェアにより UTLB を検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLB への登録を

行います。これをハードウェア ITLB ミスハンドリングと呼びます。UTLB を検索しても必要なアドレ

ス変換情報が見つからない場合、命令TLB ミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。

7.5.5 シノニム問題の回避

TLB エントリに 1K、4K バイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。

シノニム問題とは、複数の仮想アドレスが1 つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュ

の複数のエントリに同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなく
なるという問題です。この問題は命令TLB や命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発

生しません。本 LSI ではオペランドキャッシュの高速動作のために仮想アドレスの [12:5] を用いて、エ

ントリの指定を行います。しかし1K バイトページでは仮想アドレスの [12:10]が、4K バイトページでは

仮想アドレスの [12]がアドレス変換の対象になります

このため変換後の物理アドレスの [12:10]と仮想アドレスの [12:10]が異なる可能性があります。

• 複数の 1K バイトページの UTLB エントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報を

UTLBに登録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。

• 複数の 4K バイトページの UTLB エントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報を

UTLBに登録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。

• 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用

しないでください。
• 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用

しないでください。
上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。

32 Kバイト以外のキャッシュサイズの場合、シノニム問題が発生する可能性があるページサイズ、及

びUTLBへのエントリ登録時に一致させる必要があるVPN内のビット位置に関しては、上記説明と異な

ります。キャッシュサイズ8 Kバイト～ 64 Kバイトのシノニム問題が発生する可能性があるページサイ

ズを表7.2に示します。

表7.2 キャッシュサイズとシノニム問題の回避策

注 . 将来のSuperH RISC engine ファミリ拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理メモリを使

用する場合、VPN[20:10]を等しくなるようにしてください。

また異なるページサイズのアドレス変換情報で同一の物理アドレスを使用しないでください。

キャッシュサイズ ページサイズ ビット値

8 K バイト 1 K バイト VPN[1:0]

16 K バイト 1 K バイト VPN[11:10]

32K バイト 1 K バイト VPN[12:10]

4 K バイト VPN[12]

64 K バイト 1 K バイト VPN[13:10]

4 K バイト VPN[13:12]
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7.6 MMU 例外

MMU 例外には、命令TLB 多重ヒット例外、命令TLB ミス例外、命令TLB 保護違反例外、データTLB
多重ヒット例外、データTLB ミス例外、データTLB 保護違反例外、初期ページ書き込み例外の7 つの例

外があります。各例外の発生条件については図7.9、図7.10、図7.14、図7.15 及び「6. 例外処理」を参照

してください。

7.6.1 命令TLB 多重ヒット例外

命令TLB 多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLB エントリが複数存在し

た場合に発生します。ハードウェア ITLB ミスハンドリングにより UTLB を検索する際に UTLB で多重

ヒットが発生した場合も、命令TLB 多重ヒット例外となります。

命令TLB 多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。

• ハードウェア処理
命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1. 　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

2.　 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。

3. 　リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。

• ソフトウェア処理（リセットルーチン）
リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラ

ムのデバッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。

7.6.2 命令TLB ミス例外

命令TLB ミス例外は、ハードウェア ITLB ミスハンドリングによりUTLB エントリに命令アクセスし

た仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令TLB ミス例外

のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータTLB ミス

例外時の処理と同じです。

• ハードウェア処理
命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1.　例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。

2.　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

3.　例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。

4.　例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで

発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。

5.　例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。

6.　SRレジスタのMDビットを”1”に設定し、特権モードに切り替えます。

7.　SRレジスタのBLビットを”1”に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。

8.　SRレジスタのRBビットを”1”に設定します。

9.　VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチ

ンを開始します。

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン）

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフト
ウェアの責任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは
次のように処理してください。

1.　TLB換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエン

トリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。
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TLB 拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブル

エントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。

2.　エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値を

MMUCRのURCに書き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行

後に適切な値に変更してください。

3.　LDTLB 命令を実行させ、TLB 互換モードの場合、PTEH、PTEL の内容を TLB に書き込みます。

TLB拡張モードの場合は、PTEH、PTEL、及びPTEAの内容をUTLBに書き込みます。

4.　最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通

常の流れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してくださ

い。

LDTLB命令の実行については、「7.10.1 LDTLB 命令使用上の注意事項」を参照してください。

7.6.3 命令TLB 保護違反例外

命令TLB 保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLB エン

トリに存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプがPR あるいはEPR ビットで指定されるアクセ

ス権で許されていない場合に発生します。命令TLB 保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソ

フトウェアで行う処理は次のとおりです。

• ハードウェア処理
命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1.　例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。

2.　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

3.　例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。

4.　例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで

発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。

5.　例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。

6.　SRレジスタのMDビットを”1”に設定し、特権モードに切り替えます。

7.　SRレジスタのBLビットを”1”に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。

8.　SRレジスタのRBビットを”1”に設定します。

9.　VBR の内容にオフセット H'0000 0100 を加えたアドレスに分岐し、命令 TLB 保護違反例外処理

ルーチンを開始します。

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン）

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終

わらせ、制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行

してください。

7.6.4 データTLB 多重ヒット例外

データTLB 多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するUTLB エントリが複数存

在した場合に発生します。
データ TLB 多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しませ

ん。また例外発生以前のUTLB 内のPPN の内容は壊れることがあります。

• ハードウェア処理
データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1.　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

2.　例外コードH'140をEXPEVTに設定します。

3.　リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。
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• ソフトウェア処理（リセットルーチン）
リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させた UTLB エントリを確認します。この例外はプログ

　ラムのデバッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。

7.6.5 データTLB ミス例外

データTLB ミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報がUTLB 内に

見つからなかったときに発生します。データ TLB ミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフト

ウェアで行う処理は次のとおりです。

• ハードウェア処理
データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1.　例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。

2.　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

3.　読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定しま

す（OCBP、OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。

4.　例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで

発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。

5.　例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。

6.　SRレジスタのMDビットを”1”に設定し、特権モードに切り替えます。

7.　SRレジスタのBLビットを”1”に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。

8.　SRレジスタのRBビットを”1”に設定します。

9.　VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルー

チンを開始します。

• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン）

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフト
ウェアの責任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは
次のように処理してください。

1.　TLB 互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブル

エントリのPPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。TLB

拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエント

リのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。

2.　エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCR

のURCに書き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な

値に変更してください。

3.　LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。

TLB拡張モードの場合は、PTEH、PTEL、及びPTEAの内容をUTLBに書き込みます。

4.　最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通

常の流れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。

LDTLB命令の実行については、「7.10.1 LDTLB 命令使用上の注意事項」を参照してください。

7.6.6 データTLB 保護違反例外

データTLB 保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB
エントリに存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプがPR あるいはEPR ビットで指定されるア

クセス権で許されていない場合に発生します。データTLB 保護違反例外のハードウェアで行われる処理

と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。
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• ハードウェア処理
データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1. 　例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。

2. 　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

3. 　読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定しま

す（OCBP、OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。

4.　例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで

発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。

5.　例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。

6.　SRレジスタのMDビットを”1”に設定し、特権モードに切り替えます。

7.　SRレジスタのBLビットを”1”に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。

8.　SRレジスタのRBビットを”1”に設定します。

9.　VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理

ルーチンを開始します。

• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン）

データTLB 保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを

終わらせ、制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発

行してください。

7.6.7 初期ページ書き込み例外

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換
情報がUTLBエントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、D ビットが 0 であった場

合に発生します。初期ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理
は次のとおりです。

• ハードウェア処理
初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。

1.　例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。

2.　例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。

3.　例外コードH'080をEXPEVTに設定します。

4.　例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで

発生した場合は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。

5.　例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。

6.　SRレジスタのMDビットを”1”に設定し、特権モードに切り替えます。

7.　SRレジスタのBLビットを”1”に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。

8.　SRレジスタのRBビットを”1”に設定します。

9.　VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理

ルーチンを開始します。

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン）
ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。

1.　外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。

2.　外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。

3.　TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、

C、D、WT、SH、Vのビットの値をPTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部メモリ

のアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの PPN、EPR、ESZ、C、D、

SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。
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4.　エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCR

のURCに書き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な

値に変更してください。

5.　LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。

TLB拡張モードの場合は、PTEH、PTEL、及びPTEAの内容をUTLBに書き込みます。

6.　最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通

常の流れに戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。
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7.7 メモリ割り付けTLB の構成

ITLB 及びUTLB をソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2 領域のプログラムから

MOV命令によって ITLB 及びUTLB の内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムか

らアクセスする場合、動作の保証はありません。
メモリ割り付け TLB アクセス後、P1/P2 領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の1～3 のどれかを実行してください。

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP1/P2領域以外でかまいません。

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめMTビット（IRMCRレジスタのビット0）（初期値）

と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更

新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意くださ

い。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

ITLB 及びUTLB は仮想アドレス空間のP4 領域に割り付けられています。

TLB 互換モードの場合、ITLB ではVPN、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、
SH をデータアレイとしてアクセス可能です。UTLB ではVPN、D、V、ASID をアドレスアレイとして、

PPN、V、SZ、PR、C、D、WT、SH をデータアレイとしてアクセス可能です。V と D はアドレスアレ

イ側からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。
TLB 拡張モードの場合、ITLB では VPN、V、ASID をアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、

C、SH をデータアレイとしてアクセス可能です。UTLB ではVPN、D、V、ASID をアドレスアレイとし

て、PPN、V、ESZ、EPR、C、D、WT、SH をデータアレイとしてアクセス可能です。V と D は、アド

レスアレイ側からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。
TLB 互換モード、TLB 拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能で

す。この領域に対して命令フェッチは行えません。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0 を
指定してください。読み出し値は保証しません。
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7.7.1 IITLB アドレスアレイ

ITLB のアドレスアレイはP4 領域のH'F200 0000～H'F2FF FFFF に割り付けられています。アドレスア

レイのアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部

の指定（書き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、
データ部にはアドレスアレイに書き込むVPN、V、ASID を指定します。

アドレス部は、[31:24]が ITLB アドレスアレイを示すH'F2 になっており、[9:8]でエントリを選択する

ようになっています。アドレス部 [1:0]はロングワードアクセスのため0 を指定してください。

データ部は、[31:10]がVPN を、[8]がV を、[7:0]がASID を示します。

ITLB アドレスアレイに対しては以下の２種類の操作が可能です。

1. ITLBアドレスアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたエントリに対応する ITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読

み出します。

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み

アドレス部に設定されたエントリに対応する ITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、

V、ASIDを書き込みます。

図 7.18     メモリ割り付け ITLB アドレスアレイ

アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 0 01 0 E

データ部
31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：

 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care 

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：アドレス空間識別子
リザーブビット 

（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

*   *   *   *   *   *   *   *   *   *   *   *   * *   *   *   *   *   *

：
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7.7.2 ITLB データアレイ（TLB 互換モード）

ITLB のデータアレイはP4 領域のH'F300 0000～H'F37F FFFF に割り付けられています。データアレイ

のアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指

定（書き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、デー
タ部にはデータアレイ1 に書き込むPPN、V、SZ、PR、C、SH を指定します。

アドレス部は、[31:23] が ITLB データアレイを示す H'F30 になっており、[9:8] でエントリを選択する

ようになっています。
データ部は、[28:10]がPPN を、[8]がV を、[7]、[4]がSZ を、[6]がPR を、[3]がC を、[1]がSH を示します。

ITLB データアレイに対しては以下の2 種類の操作が可能です。

1. ITLBデータアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたエントリに対応する ITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、

SHを読み出します。

2. ITLBデータアレイ 書き込み

アドレス部に設定されたエントリに対応する ITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、

V、SZ、PR、C、SHを書き込みます。

図 7.19     メモリ割り付け ITLB データアレイ（TLB 互換モード）

アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 0 001 1 E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care 

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット 

（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 29 28 4 36 5

SZ
SHPR

CPPN

*   *   *   *   *   *   *   *   *   *   *   * *  *  *  *  *  * 
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7.7.3 ITLB データアレイ（TLB 拡張モード）

TLB 拡張モードのとき、ITLB データアレイは ITLB データアレイ 1 に名称が変更になります。また、

ITLB データアレイ2 が追加となり、EPR、ESZ をアクセス可能になります。TLB 拡張モードでは、ITLB
データアレイ1のPR、SZ ビットはリザーブビットとなり、書き込み値は0 を指定してください。また、

ITLB データアレイ 1 への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLB データアレイ 2
の書き込みを行ってください。
TLB 互換モード（MMUCRレジスタの＝0）のときには、ITLB データアレイ2 のアクセスは行えません。

アクセスした場合の動作は保証しません。

(1) ITLB データアレイ1
TLB 拡張モードでは、互換モードのPR、SZ ビットに対応するデータ部のビット 7、6、4 がリザーブ

ビットになります。書き込み時には0 を指定してください。

図 7.20     メモリ割り付け ITLB データアレイ1（TLB 拡張モード）

アドレス部

データ部

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

  C：
SH：
    

キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928

2 1

4 3

CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E

23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

PPN：
　 V：
　 E：　　
　 * ：　　

：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 7.  メモリマネジメントユニット（MMU）

 Page 7-40

(2) ITLB データアレイ2
ITLB のデータアレイはP4 領域のH'F380 0000～H'F3FF FFFF に割り付けられています。データアレイ

2 のアクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指

定（書き込み時）が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、
データ部にはデータアレイ2に書き込むEPR、ESZ を指定します。

アドレス部は、[31:23]が ITLB データアレイ2 を示すH'F38 になっており、[9:8]でエントリを選択する

ようになっています。
データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれEPR[5][3][2][0]を、[7:4]がESZ を示します。ITLB データアレ

イ2 に対しては以下の2 種類の操作が可能です。

1. TLBデータアレイ2 読み出し

アドレス部に指定されたエントリに対応する ITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出し

ます。

2. ITLBデータアレイ2 書き込み

アドレス部に指定されたエントリに対応する ITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、

ESZを書き込みます。

図 7.21     メモリ割り付け ITLB データアレイ2（TLB 拡張モード）

E

EPR

ESZ

* Don't care

EPR[5]

EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

アドレス部

データ部

　：リザーブビット
　　（書き込むときは0を書き込んでください。
　　　読み出すと不定値が読み出されます。）　

31 0

ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E

23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：　　　
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7.7.4 UTLB アドレスアレイ

UTLB のアドレスアレイは P4 領域のH'F600 0000～H'F60F FFFF に割り付けられています。アドレス

アレイのアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ

部の指定（書き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定
し、データ部にはアドレスアレイに書き込むVPN、D、V、ASID を指定します。

アドレス部は、[31:20]がUTLB アドレスアレイを示すH'F60 になっており、[13:8]でエントリを選択す

るようになっています。アドレス部 [7]の連想ビット（A ビット）は、UTLB アドレスアレイへの書き込

みのときのアドレス比較の有無を指定します。
データ部は、[31:10]がVPN を、[9]がD を、[8]がV を、[7:0]がASID を示します。

UTLB アドレスアレイに対しては以下の3 種類の操作が可能です。

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へ VPN、D、V、ASID

を読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは”1”でも”0”でも連想動作は

行いません。

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし）

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、

D、V、ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは”0”にしてください。

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり）

アドレス部の A ビットが 1 で書き込みのとき、データ部で指定された VPN と PTEH.ASID を用い、

UTLB の全エントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、

UTLB にミスした場合、例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指

定したVPNに対応するUTLBエントリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定した

DとVを書き込みます。この連想動作は ITLBに対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエント

リが存在した場合はそのエントリに対して V を書き込みます。UTLB での比較でノーオペレーショ

ンとなっても ITLBで一致していれば ITLB側にのみ書き込みは行います。またUTLBと ITLBの両方

で一致した場合、UTLBの情報が ITLBへも書き込まれます。

図 7.22     メモリ割り付けUTLB アドレスアレイ

アドレス部

VPN

V

E

D

  * ： Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

ASIDVPN

A

8 7 2 131 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

1920 14 13

* * * * * * * * * **

データ部

：仮想ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ダーティビット
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7.7.5 UTLB データアレイ（TLB 互換モード）

UTLB のデータアレイは P4 領域のH'F700 0000～H'F70F FFFF に割り付けられています。データアレ

イのアクセスには、32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の

指定（書き込み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、
データ部にはデータアレイに書き込むPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WT を指定します。

アドレス部は、[31:20]がUTLB データアレイを示すH'F70 になっており、[13:8]でエントリを選択するよ

うになっています。
データ部は、[28:10]がPPN を、[8]がV を、[7]、[4]がSZ を、[6:5]がPR を、[3]がC を、[2]がD を、[1]
がSHを、[0]がWT を示します。

UTLB データアレイに対しては以下の2 種類の操作が可能です。

1. UTLBデータアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたエントリに対応する UTLB エントリから、データ部へ PPN、V、SZ、PR、

C、D、SH、WTを読み出します。

2. UTLBデータアレイ 書き込み

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、

V、SZ、PR、C、D、SH、WTを書き込みます。

図 7.23     メモリ割り付けUTLB データアレイ（TLB 互換モード）

アドレス部

データ部

PPN

V

E

SZ

D

*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ページサイズビット
：ダーティビット
：Don't care 

PR

C

SH

WT

：保護キーデータ
：キャシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
（書き込む値は"0"にしてください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1

2 1

0

V

10 9 8 729 28 4 36 5

PR CPPN D

SZ
SH

WT

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0E

1920 8 714 13

* * * * * *** * * * *
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7.7.6 UTLB データアレイ（TLB 拡張モード）

TLB 拡張モードのとき、UTLB データアレイはUTLB データアレイ1 に名称が変更になります。また、

UTLBデータアレイ2 が追加となり、EPR、ESZ をアクセス可能になります。TLB 拡張モードでは、UTLB
データアレイ1 のPR、SZ ビットはリザーブビットとなり、書き込み値は0 を指定してください。また、

UTLB データアレイ 1 への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの UTLB データアレイ

2 の書き込みを行ってください。

TLB 互換モード（MMUCRレジスタのMEビット＝0）のときには、UTLB データアレイ2 のアクセス

は行えません。アクセスした場合の動作は保証しません。

(1) UTLB データアレイ1
TLB 拡張モードでは、互換モードのPR、SZ ビットに対応するデータ部のビット7～4 がリザーブビッ

トになります。書き込み時には0 を指定してください。

図 7.24     メモリ割り付けUTLB データアレイ1（TLB 拡張モード）

(2) UTLB データアレイ2
UTLB のデータアレイは P4 領域のH'F780 0000～H'F78F FFFF に割り付けられています。データアレ

イ 2 のアクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の

指定（書き込み時）が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、
データ部にはデータアレイ2に書き込むEPR、ESZ を指定します。アドレス部は [31:20]がUTLB データ

アレイ2 を示すH'F78 になっており、[13:8]でエントリを選択するようになっています。

データ部は、[13:8]がEPR を、[7:4]がESZ を示します。UTLB データアレイ 2 に対しては以下の 2 種類

の操作が可能です。

1. UTLBデータアレイ2 読み出し

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出

します。

2. UTLBデータアレイ2 書き込み

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、

ESZを書き込みます。

アドレス部

データ部

PPN：
　 V：　
　 E：　　
　 D：
　 * ：　　

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

  C

SH

WT

    

：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
　（書き込む値は”0”にしてください。
　  読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928

2 1

4 3

C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E
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図 7.25     メモリ割り付けUTLB データアレイ2（TLB 拡張モード）

0 0 0
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アドレス部

データ部
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7.8 32ビットブートモード

本LSI はSE ビット（PASCR レジスタのビット31）を1 に設定することで、29 ビットの物理アドレス

空間を扱う 29ビットブートモードから、32 ビットの物理アドレス空間を扱う 32ビットブートモードに

変更することができます。

図 7.26     物理アドレス空間（32ビットブートモード）

7.8.1 32ビットブートモード概要

32ビットブートモードでは、29ビットブートモードではアドレス変換対象外であるP1/P2 領域の仮想

アドレスを、32 ビットの物理アドレス空間にマッピングする特権空間マッピングバッファ（PMB）を導

入します。
また、既存の TLB（UTLB/ITLB）のアドレス変換対象領域についても、UTLB/ITLB の PPN フィールド

の上位3ビットを拡張して、TLB 変換後のアドレスが32 ビットの物理アドレスを扱えるようになります。

また、キャッシュの動作は、29ビットブートモードでは固定的にP1 領域はキャッシング可能、P2 領域

はキャッシング不可ですが、32ビットブートモードではP1、P2 領域ともPMB のC ビット及びWT ビッ

トに従うようになります。

　P1（0.5Gバイト） P1/P2

(1Gバイト)

0.5Gバイト

4Gバイト

U0/P0

（2Gバイト）
U0/P0

（2Gバイト）

 P2（0.5Gバイト）

 P3（0.5Gバイト） P3 （0.5Gバイト）

 P4（0.5Gバイト） P4 （0.5Gバイト）

仮想アドレス空間 29ビット
アドレス空間 仮想アドレス空間 32ビット

アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード）
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7.8.2 32ビットブートモードへの切り替え

PASCR レジスタのSE ビットに1 を書き込むことで、32ビットブートモードへと遷移します。32ビッ

トブートモードではMMU の動作は次の様になります。

1. MMUCRレジスタのATビット＝0のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはそのまま32ビット物理ア

ドレスとなります。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピング情報に従いアドレス変換されます。PMB

の仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すようにB'10を必ず設定

してください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。

2. MMUCRレジスタのATビット＝ 1のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはTLB 変換情報に従い 32

ビット物理アドレスに変換されます。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピングの情報に従いアドレ

ス変換されます。PMBの仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示す

ようにB'10を必ず設定してください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。

3.  制御レジスタ領域（H'FC00 0000～H'FFFF FFFF）は、MMUCR.ATにかかわらず、物理アドレスの

[31:29]がB'111となります。制御レジスタ領域をUTLBに登録してアクセスする場合には、PPN[31:29]

にはB'111を設定してください。

7.8.3 特権空間マッピングバッファ（PMB）構成

32ビットブートモードでは、P1/P2 領域の仮想アドレスはPMB マッピング情報に従いアドレス変換さ

れます。PMB は16 エントリで各エントリは以下の構成です。

図 7.27     PMB の構成

【記号説明】

VPN：仮想ページ番号

16M バイトページのとき、仮想アドレスの上位8 ビット

64M バイトページのとき、仮想アドレスの上位6 ビット

128M バイトページのとき、仮想アドレスの上位5 ビット

512M バイトページのとき、仮想アドレスの上位3 ビット

注 .  VPN の上位2 ビットは、P1/P2 領域を指し示すように必ずB'10 を設定してください。

SZ ：ページサイズビット

ページサイズを指定します。
00：16M バイトページ

01：64M バイトページ

10：128M バイトページ

11：512M バイトページ

V ：有効ビット

エントリが有効かどうかを示します。
0：無効

1：有効

PPN[31:24]

PPN[31:24]

PPN[31:24]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

SZ[1:0]

C

C

C

UB

UB

UB

VPN[31:24]

VPN[31:24]

VPN[31:24]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

WT

WT

WT

PPN[31:24] SZ[1:0] C UBVPN[31:24] Vエントリ15 WT
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パワーオンリセット時に0 にクリアされます。

マニュアルリセット時に変化しません。

PPN：物理ページ番号

物理アドレスの上位8 ビット

16M バイトページのとき、PPN[31:24]が有効

64M バイトページのとき、PPN[31:26]が有効

128M バイトページのとき、PPN[31:27]が有効

512M バイトページのとき、PPN[31:29]が有効

C ：キャッシング可能ビット

ページがキャッシング可能かどうかを示します。
0：キャッシング不可能

1：キャッシング可能

WT ：ライトスルービット

キャッシュへの書き込みモードを指定します。
0：コピーバックモード

1：ライトスルーモード

UB ：バッファドライトビット

バッファドライトするかどうかを指定します。
0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する）

1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する）
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7.8.4 PMB の機能

本LSI がサポートするPMB の機能を以下に示します。

1. PMBへの書き込みはメモリ割り付けライトでのみ行えます。LDTLBでの登録はできません。

2. PMBマッピング対象であるP1/P2領域のアクセスするアドレスは必ずPMB登録されていることをソ

フトウェアで保証してください。PMBに変換情報がないP1/P2領域のアドレスにアクセスがあった

場合、SH-4AはTLBリセットとなります。このとき、TEAにはTLBリセットの原因となったP1/P2

領域へのアクセスアドレスが、EXPEVTにはコードH'140が格納されます。

3. 本 LSI は PMB が多重ヒットを起こした場合の動作を保証しません。ソフトウェアは十分注意して

PMBマッピング情報を登録してください。

4. PMBには連想ライトの機能はありません。

5. PMB には PR フィールドは存在せず、リード／ライトのプロテクションを施すことはできません。

PMBのアドレス変換対象はP1/P2アドレスなので、ユーザモードでのアクセスではアドレスエラー

例外が発生します。

6. ITLBにはハードウェア ITLBミスハンドリングによりUTLBとPMBの両方のエントリが混在して登

録されます。ただしVPN[31:30]が10か否かで、UTLBから登録されたものかPMBから登録されたも

のか識別できます。

PMBのエントリが ITLBに登録される際に、PMBに存在しないフィールドであるASIDにはH'00、PR

には01、SHには1が登録されます。
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7.8.5 メモリ割り付けPMB の構成

PMB をソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、プログラムからMOV.L 命令によってPMB
の内容の読み出し、書き込みが可能です。PMB のアドレスアレイはP4 領域のH'F610 0000～H'F61F FFFF
に、PMB のデータアレイは P4 領域の H'F710 0000 ～ H'F71F FFFF に割り付けられています。PMB では

VPN、V をアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、C、WT、UB をデータアレイとしてアクセス可能で

す。V はアドレスアレイ側からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。

PMB メモリ割り付けアクセスを実行するプログラムは、PMB.C＝0に設定したページの領域に配置して

ください。

1. PMBアドレスアレイリード

アドレスとして [31:20]に PMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定してメモリ読

み出しを行うと、[31:24]にVPN、[8]にVが読み出されます。

2. PMBアドレスアレイライト

アドレスとして [31:20]に PMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定し、データと

して [31:24]にVPN、[8]にVを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエントリに書き込まれま

す。

3. PMBデータアレイリード

アドレスとして [31:20]に PMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み

出しを行うと、[31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTが読み出されます。

4. PMBデータアレイライト

アドレスとして [31:20]に PMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定し、データとし

て [31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTを指定してメモリ書き込みを

行うと、指定したエントリに書き込まれます。

図 7.28     メモリ割り付けPMB アドレスアレイ

図 7.29     メモリ割り付けPMB データアレイ
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7.8.6 32ビットブートモード使用時の注意事項

32ビットブートモードを使用する場合、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張又は変更されま

すので、注意してください。

(1) PASCR
制御レジスタ PASCR[31]に SE ビットが追加になります。また、UB[6:0]は無効になります（UB[7]は

32ビットブートモードでも有効です）。

バッファドライトになるか否かは、P1/P2 領域に対するライトではPMB のUB ビットにより制御されま

す。P0/P3/U0 領域に対するライトでは、MMU がイネーブルの場合 TLB の UB ビットにより制御され、

MMU がディスエーブルの場合、常にバッファドライトになります。

注1. MD10＝Hのとき “0”、MD10＝Lのとき “1”になります。

　 2. パワーオンリセットまたはマニュアルリセット後、キャッシュ及びTLBがオフのときのみ、“0”から “1”に書き換

えられます。“1”から “0”には書き換えないでください。

(2) ITLB
ITLB のPPN フィールドが [31:10]へ拡張されます。

(3) UTLB
UTLB の各エントリにPMB のUB ビットと同じ意味のUB ビットが追加になります。

UB ：バッファドライトビット

バッファドライトするかどうかを指定します。
0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する）

1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する）

UB ビットはメモリ割り付け TLB アクセスではデータアレイのビット [9] でリード／ライトが行えま

す。

(4) PTEL
UTLB と同様にPTEL レジスタのビット [9]にPMB のUB ビットと同じ意味のUB ビットが追加になり

ます。
この UB ビットは LDTLB 命令によって UTLB の UB ビットへ書き込まれます。また PPN フィールドが

[31:10]に拡張されます。

(5) CCRレジスタのCBビット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 SE 0/1（注） R/W アドレスモード

0：29ビットブートモード

1：32ビットブートモード（注2）

30 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 UB 0 R/W エリア（64M バイト）ごとのバッファドライト制御

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次
のCPUからのバスアクセスを待たせるかどうかをエリアごとに指

定します。

0：バッファドライト（CPU は書き込みのバスアクセスの完了を

待たずに次のバスアクセスを行います）

1：アンバッファドライト（CPU は書き込みのバスアクセスの完

了を待ってから次のバスアクセスを行います）

UB [7]：制御レジスタ領域のバッファドライト制御

UB [6:0]：エリア（64M バイト）ごとのバッファドライト制御

（32ビットブートモードでは無効）
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CCR レジスタのCB ビットは無効になります。P1 領域に対するキャッシャブルライトがコピーバック

モードになるか、ライトスルーモードになるかは、PMB レジスタのWT ビットに従います。

(6) IRMCRレジスタのMTビット

IRMCR レジスタのMT ビットが、メモリ割り付けPMB ライトに対しても有効になります。

(7) QACR0、 QACR1
QACR0、QACR1 レジスタのAREA0[4:2]、AREA1[4:2]がそれぞれAREA0[7:2]、AREA1[7:2]に拡張さ

れ、物理アドレス31～26 に対応します。

(8) LSA0、 LSA1、 LDA0、 LDA1
L0SADR、L1SADR、L0DADR、L1DADR がそれぞれ [31:10]に拡張されます。

また、32 ビット拡張アドレスモード使用時にはソフトウェアは以下の点に注意してください。

1. SE ビットの切り替えはパワーオンリセット又はマニュアルリセット後のキャッシュと TLB がオフ

のブートルーチンで0から1への切り替えのみサポートされています。

2. SE ビット切り替え後、そのプログラムの配置されている領域自体が PMB アドレス変換対象となり

ますので、SEビットの切り替えに先立ってPMBへの登録が必要です。例外ハンドラなど、P1/P2領

域へのアクセスされる可能性のあるアドレスについても必ずPMBへの登録を行ってください。

3. SE ビットを切り替える MOV.L 命令の前にあるオペランドメモリアクセスが外部メモリアクセスを

起こす場合、両アドレスモードでアクセスされる外部メモリ空間アドレスが異ならないようにして

ください。

4. PMBの登録時にVビットがアドレスアレイとデータアレイの両方にマッピングされていることに注

意してください。すなわち、1回目の一方への書き込みではV＝0を、2回目の他方への書き込みで

はV＝1を選んでください。

7.9 32 ビットブート機能

本LSI は外部ピンによる指定で、パワーオンリセット及びマニュアルリセット後のアドレスモードを

29ビットブートモード／32ビットブートモードのどちらにするかを切り替え可能です。以下、32ビット

ブートモードでブートした場合の変更点を説明します。

7.9.1 PMB の初期エントリ

外部ピンで32ビットブートモードを指定した場合には、パワーオンリセット及びマニュアルリセット

後、PMB に以下の初期エントリが登録され、PASCR レジスタのSE ビットの初期値が１となります。エ

ントリ2～15 はV ビットのみ0 に初期化されます。

7.9.2 32 ビットブート時の注意点

パワーオンリセット及びマニュアルリセット直後から P1/P2 領域の PMB マッピングが行われるため、

初期エントリとは異なるマッピングを行いたい場合にはブートルーチンでキャッシュと TLB をオン

（CCRレジスタの ICEビット、OCEビット とMMUCRレジスタのATビット を1）にする前に、以下の手

順に従ってPMB ミス、PMB 多重ヒットが発生しないように注意してPMB を操作してください。なお、

ブートルーチン以外でのPMB 登録内容の変更は行わないでください。

(1) P1/P2 領域のプログラムで変更する場合

エントリ VPN[31:24] PPN[31:24] V SZ[1:0] C UB WT

0 10000000 00000000 1 11 1 0 1

1 10100000 00000000 1 11 0 0 0
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1. 初期エントリに対してSZビットのみを変更したエントリを上書き登録し、ページサイズの縮小を行

います。

このとき、PMBを変更するプログラムは、ページサイズ縮小後のページの先頭 1Mバイト以内に配

置してください。

2.  ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに 1

を書き込みます。

3. 1.の操作でPMB変換情報が不在となったP1/P2領域を補うPMBエントリをメモリ割り付けPMBで登

録します。

4. 以下の（a）～（c）のいずれかを実行します。この操作の前に 1. の操作で PMB 変換情報が不在と

なったP1/P2領域に対する分岐やオペランドアクセスは行わないでください。

（a）RTE命令による分岐を実行

（b）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行

（c）メモリ割り付けPMBアクセスの前に IRMCRレジスタのMTビット＝0（初期値）と設定されてい

た場合には特定の命令シーケンスは不要です。

ただし、方法（c）は今後のSuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後のSuperHシリー

ズでの互換性を保証するためには、（a）又は（b）を用いることを推奨します。

(2) P1/P2 領域以外のプログラムで変更する場合

1. ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに1を

書き込みます。

2.  メモリ割り付けPMBでPMBエントリを変更します。

3.  以下の（a）～（c）のいずれかを実行します。この操作の前に P1/P2 領域に対する分岐やオペラン

ドアクセスは行わないでください。

（a）RTE命令による分岐を実行

（b）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行

（c）メモリ割り付けPMBアクセスの前に IRMCRレジスタのMTビット＝0（初期値）と設定されてい

た場合には特定の命令シーケンスは不要です。

ただし、方法（c）は今後のSuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後のSuperHシリー

ズでの互換性を保証するためには、（a）又は（b）を用いることを推奨します。
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7.10 使用上の注意事項

7.10.1 LDTLB 命令使用上の注意事項

MMUCRレジスタのURCビット にソフトウェアで書き込まずに、LDTLB 命令を実行する場合は、下

記の（1）又は（2）のどちらかを行ってください。

(1) 29 ビットブートモードのときは、次の（a）及び（d）の両方を行ってください。32 ビットブート

モードのときは、（a）から（d）をすべて行ってください。

(a) TLB ミス例外処理ルーチン（注1）はP1 領域、P2 領域あるいは内蔵メモリ領域のみに配置し、TLB

ミス例外処理ルーチンでの命令アクセス（注 3）は P1 領域、P2 領域あるいは内蔵メモリ領域のみに

なるようにしてください。TLB ミス例外処理ルーチンを内蔵メモリ領域に配置する場合は、RAMCR
のRP ビットを0（初期値）にしてください。

(b) TLB ミス例外処理ルーチン（注 1）での命令アクセス（注 3）は、PMB の 1 ページのみを使用してく

ださい。かつ、PMB のページの最後64 バイトに置かないでください（32ビットブートモードの場

合のみ）。

(c) MMU 関係例外（注 2）処理ルーチンでUTLB に登録する際は、次の 1と 2の両方の条件に従ってく

ださい。
（32ビットブートモードの場合のみ）

1.  TLB ミス例外が発生したときで、アクセス権があるページをUTLB に登録する場合、次の2 回

の動作で例外が発生したページをUTLB に登録する方法は行わないでください。 

• TLB ミス例外を発生させた命令を再実行するときに保護違反例外が起こるような保護キー

データを指定して、TLB ミス例外が発生したページをUTLB に登録する。

•. 保護違反例外の例外処理ルーチンで保護違反例外が起こらない保護キーデータを指定して

UTLB に登録し、保護違反例外を発生させた命令を再実行する。

2. 初期書き込み例外が発生し、UTLB のダーティビットに 1 を設定したページが、該当書き込み

命令が完了する前にUTLB から追い出された場合、再度登録する場合は、ダーティビットを1 で

登録してください。

(d) TLB ミス例外処理ルーチンではFDIV 命令又はFSQRT 命令を使用しないでください。

(2) TLB ミス例外が発生した際は、MMUCR.URC に1 を加算してからLDTLB 命令を実行してください。

注3. 例外処理ルーチン：例外発生時のVBR＋オフセットの番地から、元のプログラムに復帰するRTE 
及びRTE の遅延スロットに至るまでに実行されるすべての命令を意味します。

　 4. MMU 関係例外：命令TLB ミス例外、命令TLB ミス保護違反例外、データTLB ミス例外、データ

TLB 保護違反例外、初期ページ書き込み例外を意味します。

　 5.命令アクセス：PREFI 命令と ICBI 命令によるアクセスを含みます。
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8. キャッシュ
本LSI は命令用に32K バイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に32K バイトのオペランドキャッシュ

（OC）を内蔵しています。

8.1 特長

キャッシュの特長を表8.1 に示します。

本LSI では、外部メモリへの高速な書き込みを行うために32 バイト×2 のストアキュー（SQ）をサポー

トします。SQ の特長を表8.2 に示します。

表8.1 キャッシュの特長

表8.2 ストアキューの特長

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ

方式 4 ウェイセットアソシアティブ、

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタ
グ

4 ウェイセットアソシアティブ、

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタ
グ

ラインサイズ 32バイト 32バイト

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ

書き込み方式 — コピーバック／ライトスルー選択可能

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム

項目 ストアキュー

容量 2×32 バイト

方式 H'E000 0000 ～ H'E3FF FFFF

ライト ストア命令（1 サイクルライト）

ライトバック プリフェッチ命令（PREF 命令）

アクセス権 MMUディスエーブル時：SQMD ビット（MMUCRレジスタのビット9）のによる

MMU イネーブル時：個々のページのPR による
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本 LSI のオペランドキャッシュは 4 ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256 本の

キャッシュラインから構成されます。図8.1 にオペランドキャッシュの構成を示します。

命令キャッシュは4 ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは256 本のキャッシュライン

から構成されます。図8.2 に命令キャッシュの構成を示します。

本LSI は消費電力を低減するために IC ウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レ

ジスタ（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳

細は、「6. 例外処理」を参照してください。

図 8.1     オペランドキャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）
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図 8.2     命令キャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）

(1) タグ
キャッシュされるデータラインの物理アドレス 29 ビットの上位 19 ビットを格納します。タグはパ

ワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。

(2) V ビット（有効ビット）

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが”1”のとき、そ

のキャッシュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで”0”に初期化され

ますが、マニュアルリセットでは値を保持します。

(3) U ビット（ダーティビット）

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビッ

トが ”1” になります。つまり U ビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの

不一致を示します。メモリ割り付けキャッシュ（「8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）を

アクセスすることによりUビットを書き換えない限り、ライトスルーモードでキャッシュを使用中

はUビットが”1”になることはありません。Uビットはパワーオンリセットで”0”に初期化されます

が、マニュアルリセットでは値を保持します。

(4) データアレイ
データ部には 1キャッシュラインあたり 32 バイト（256ビット）のデータが格納されます。データ

アレイはパワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。

31 5 4 2

LW0

32 bits

LW1

32 bits

LW2

32 bits

LW3

32 bits

LW4

32 bits

LW5

32 bits

LW6

32 bits

LW7

32 bits

MMU

[12:5]

255 19 bits 1 bit

タグ V

アドレスアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

データアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

エントリ選択

ロングワード（LW）選択

仮想アドレス

3
8

22

19

0

読み出しデータ

13 12 10 0

6 bits

LRU

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

比較
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(5) LRU 部
4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登

録できます。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビッ

トが示します。LRUビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選

択のアルゴリズムとして、最も以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アル

ゴリズムを使用しています。LRUビットは、パワーオンリセットで”0”に初期化されますが、マニュ

アルリセットでは初期化されません。LRUビットは、ソフトウェアでは読み書きできません。

8.2 レジスタの説明

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。
指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス

タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表8.3 レジスタ構成

8.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR）

CCR は、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込

みモードの選択を行います。
CCR の書き換えは、キャッシング不可のP2 領域のプログラム又は IL メモリ上のプログラムで行わな

ければなりません。CCR 更新後、キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前

に、以下の1～3のどれかを実行してください。

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいませ

ん。

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. CCR更新の前にあらかじめ IRMCRレジスタのR2＝ 0（初期値）と設定されていた場合には、特定

の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからや

り直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

キューアドレス制御レジスタ0 QACR0 R/W H'FF00 0038 32 H'0000 00XX H'0000 00XX

キューアドレス制御レジスタ1 QACR1 R/W H'FF00 003C 32 H'0000 00XX H'0000 00XX

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 32 H'0000 0000 H'0000 0000

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット:

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

初期値:

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W :

ビット:

 

初期値:
  R/W :

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

ICI ICE OCEWTCBOCI

0
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ICI 0 R/W IC 無効化ビット

このビットに1 を書き込むと IC の全エントリのV ビットを0 にし

ます。読み出すと常に0 が読み出されます。

10、 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 ICE 0 R/W IC 有効ビット

IC の使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、

ページ管理情報のC ビットも1 でなければ IC を使用できません。

0：IC を使用しない

1：IC を使用する

7～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 OCI 0 R/W OC 無効化ビット

このビットに1 を書き込むとOC の全エントリのV、U ビットを0 
にします。読み出すと常に0 が読み出されます。

2 CB 0 R/W コピーバックビット

P1 領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。

0：ライトスルーモード

1：コピーバックモード

1 WT 0 R/W ライトスルーモード

P0、U0、P3 領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。

ただし、アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWT 
ビットの値を優先します。

0：コピーバックモード

1：ライトスルーモード

0 OCE 0 R/W OC 有効ビット

OC の使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、

ページ管理情報のC ビットも1 でなければOC を使用できませ

ん。

0：OC を使用しない

1：OC を使用する
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8.2.2 キューアドレス制御レジスタ0（QACR0）

QACR0 は、MMU がディスエーブルのとき、ストアキュー 0（SQ0）がマップされているエリアを設

定します。

8.2.3 キューアドレス制御レジスタ1（QACR1）

QACR1 は、MMU がディスエーブルのとき、ストアキュー 1（SQ1）がマップされているエリアを設

定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 ～2 AREA0 不定 R/W MMU がディスエーブルのとき、SQ0 に対する物理アドレス28～
26 を生成します。

1、 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 ～ 2 AREA1 不定 R/W MMU がディスエーブルのとき、SQ1 に対する物理アドレス28～
26 を生成します。

1、 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット:

 
初期値: 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

R/W:

ビット:

 
初期値:

R/W:

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

 
初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

R/W：

ビット：

 
初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1
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8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）

RAMCR は IC 及びOC のウェイ数と IC ウェイ予測の制御を行います。

RAMCR への書き換えは、キャッシング不可の P2 領域のプログラムで行われなければなりません。

RAMCR 更新後、キャッシング可能領域又は IL メモリ、OL メモリあるいはU メモリ領域へのアクセス

（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の1～3 のどれかを実行してください。

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域又はILメモリ、

OLメモリあるいはUメモリ領域でかまいません。

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCRレジスタのR2ビット＝0（初期値）と設定されていた場合に

は、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、RAMCR 更新命令の次命令を命令

フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定します。

0：特権アクセスが可能 (ユーザアクセスの場合はアドレスエラー

例外 )

1：ユーザ／特権アクセスが可能

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、ITLB、
UTLBを用いた保護機能の使用を選択します。

0：保護機能を使用しない

1：保護機能を使用する

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。

7 IC2W 0 R/W IC 2 ウェイモードビット

0：IC は4 ウェイ動作

1：IC は2 ウェイ動作

詳細は「8.4.3 IC 2 ウェイモード」を参照してください。

6 OC2W 0 R/W OC 2 ウェイモードビット

0：OC は4 ウェイ動作

1：OC は2 ウェイ動作

詳細は「8.3.6 OC 2 ウェイモード」を参照してください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

 
初期値：

RMD RP IC2W OC2W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

R/W：

ビット：

 
初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ICWPD
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5 ICWPD 0 R/W IC ウェイ予測抑止ビット

IC ウェイ予測の使用を選択します。

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。

4 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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8.3 オペランドキャッシュの動作説明

8.3.1 読み出し動作

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCRレジスタのOCEビット=1）かつキャッシング可能な領域

からデータを読み出す場合、OC は以下のように動作します。

1. 仮想アドレスのビット [12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビッ

ト、Uビット及びLRUビットを読み出します。

2.  仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット [28:10]と、各ウェイから読み出したタ

グを比較し、

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 　→ 3.

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU
ビットが0の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 4.

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU
ビットが1の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 5.

3. キャッシュヒット

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアク

セスサイズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新し

ます。

4. キャッシュミス（書き戻しなし）

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読
み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8 バイト）か

ら順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み

出しデータを返します。残りのキャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の

処理を実行することができます。キャッシュに 1 ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、

物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに”1”を、Uビットに”0”を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

5. キャッシュミス（書き戻しあり）

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その
後、仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータ
を読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）

から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを返します。残りのキャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、

物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに”1”を、Uビットに”0”を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータを

外部メモリへ書き戻します。
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8.3.2 プリフェッチ動作

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCRレジスタのOCEビット=1）かつキャッシング可能な領域

からデータをOC にプリフェッチする場合、OC は以下のように動作します。

1. 仮想アドレスのビット [12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビッ

ト、Uビット及びLRUビットを読み出します。

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット [28:10]と、各ウェイから読み出したタ

グを比較し、

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3.

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU
ビットが0の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　→ 4.

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのU
ビットが1の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　→ 5.

3. キャッシュヒット

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

4. キャッシュミス（書き戻しなし）

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読
み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8 バイト）か

ら順にラップアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことは

なく、キャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに 1 ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグ

を登録し、Vビットに”1”を、Uビットに”0”を書き込みます。また置換したウェイが最新となるよ

うにLRUビットを更新します。

5. キャッシュミス（書き戻しあり）

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その
後、仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータ
を読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）

から順にラップアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つこと

はなく、キャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することが

できます。キャッシュに 1 ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタ

グを登録し、Vビットに”1”を、Uビットに”0”を書き込みます。また置換したウェイが最新となる

ようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻し

ます。
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8.3.3 書き込み動作

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCRレジスタのOCEビット=1）かつキャッシング可能な領域

に対してデータが書き込まれる場合、OC は以下のように動作します。

1. 仮想アドレスのビット [12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビッ

ト、Uビット及びLRUビットを読み出します。

2.  仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット [28:10]と、各ウェイから読み出したタ

グの比較、及び対象となる領域の属性から、

コピーバック 　　ライトスルー

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 　　　　　→ 3. 　　　　　→ 4.

•  タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイ

のUビットが0の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 5. 　　　　　 → 7.

•  タグが一致かつVビットが 1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイの

Uビットが1の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 6. 　　　　　 → 7.

3. キャッシュヒット（コピーバック）

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット [4:0]でインデックスされるデータ位置に対

し、アクセスサイズに応じて書き込みます。またUビットに 1を書き込み、ヒットしたウェイが最

新となるようにLRUビットを更新します。

4. キャッシュヒット（ライトスルー）

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット [4:0]でインデックスされるデータ位置に対

し、アクセスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書
き込みを行います。またヒットしたウェイが最新となるように LRU ビットを更新します。この場

合、Uビットは更新されません。

5. キャッシュミス (コピーバック、書き戻しなし )

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット [4:0] でインデックスされるデータ位置に対

し、アクセスサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、
置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みの
キャッシュミスしたデータを除く）。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッ
ドワード (8バイト )から順にラップアラウンド方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読

み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに 1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、V ビットに ”1” を、U ビットに

”1”を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり）

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その
後、置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に

対し、アクセスサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、
置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みの
キャッシュミスしたデータを除く）。
データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8 バイト）から順にラップ

アラウンド方式で行います。キャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処

理を実行することができます。キャッシュに 1 ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物

理アドレスによるタグを登録し、Vビットに”1”を、Uビットに”1”を書き込みます。また置換した

ウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータを外

部メモリへ書き戻します。

7. キャッシュミス（ライトスルー）
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仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場
合、キャッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新され

ません。

8.3.4 ライトバックバッファ

本LSI は、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生

じた場合、キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュ
ラインのデータを格納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファは
キャッシュ 1 ライン分のデータと追い出す先の物理アドレスで構成されます。

図 8.3     ライトバックバッファの構成

8.3.5 ライトスルーバッファ

本LSI は、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込

み動作において、書き込みデータを保持するための64 ビットのバッファを内蔵しています。これにより

CPU はライトスルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次

の動作へ移ります。

図 8.4     ライトスルーバッファの構成

8.3.6 OC 2 ウェイモード

OC2W ビット（RAMCR レジスタのビット6）を1 にセットすると、OC のウェイ0 とウェイ1 のみを

使用するOC 2 ウェイモードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付けOC アクセ

スも含め、ウェイ0 とウェイ1のみが使用されます。

OC2W ビットの書き換えはP2 領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでにOC
に有効なラインが登録されている場合には、OC2W ビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェ

アにより書き戻しを行った後、OCI ビット（CCR レジスタのビット3）に”1” を書き込み、OC の全エン

トリを無効にしてください。

LW7物理アドレス [28:5] LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0

物理アドレス[28:0] LW1LW0
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8.4 命令キャッシュの動作説明

8.4.1 読み出し動作

命令キャッシュ（IC）が有効（CCRレジスタの ICEビット=1）かつキャッシング可能な領域から命令

フェッチを行う場合、IC は以下のように動作します。

1. 仮想アドレスのビット [12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビッ

ト及びLRUビットを読み出します。

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット [28:10]と、各ウェイから読み出したタ

グを比較し、

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 　　→ 3.
• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 　→ 4.

3. キャッシュヒット

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:2]でインデックスされるデータを命令

として読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

4. キャッシュミス

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRU ビットにより選択された置換対象ウェイの

キャッシュラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含む
クワッドワード（8 バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュ

へ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ 1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに 1ライン

分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、V ビットに 1 を書き

込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

8.4.2 プリフェッチ動作

命令キャッシュ（IC）が有効（CCRレジスタの ICEビット=1）かつキャッシング可能な領域から、命

令を IC にプリフェッチする場合、IC は以下のように動作します。

1. 仮想アドレスのビット [12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビッ

ト及びLRUビットを読み出します。

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット [28:10]と、各ウェイから読み出したタ

グを比較し、

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 　　→ 3.
• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 　→ 4.

3. キャッシュヒット

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。

4. キャッシュミス

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読
み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8 バイト）か

ら順にラップアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことは

なく、キャッシュ 1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに 1 ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグ

を登録し、Vビットに 1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更

新します。
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8.4.3 IC 2 ウェイモード

IC 2W ビット（RAMCR レジスタのビット7）を1 にセットすると、IC のウェイ0 とウェイ1 のみを使

用する IC 2 ウェイモードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け IC アクセス

も含め、ウェイ0 とウェイ1 のみが使用されます。

IC2W ビットの書き換えはP2 領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点で

すでに ICに有効なラインが登録されている場合には、IC2W ビットを書き換える前に、ICI ビット（CCR
レジスタのビット11）に1 を書き込み、IC の全エントリを無効化してください。

8.4.4 命令キャッシュウェイ予測

本LSI は消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイ

のデータアレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み
出しするため、命令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPD ビット（RAMCRレジスタのビッ

ト 5）を 1 にセットすると、IC ウェイ予測機構を停止させることができます。本モードではウェイ予測

ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下はありませんが IC の消費電力が増加します。また、

ICWPD ビット（RAMCRレジスタのビット5）の切り換えはキャッシング不可のP2 領域を走行するプロ

グラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに IC に有効なラインが登録されている場合に

は、ICWPD ビット（RAMCRレジスタのビット5）を書き換える前に、ICI ビット（CCR レジスタのビッ

ト11）に1 を書き込み、IC の全エントリを無効化してください。
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8.5 キャッシュ操作命令

8.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ

(1) キャッシュ操作命令一覧
キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。本 LSI ではキャッ

シュを操作する命令として次の6 命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフト

ウェアマニュアル」の「第11 章 各命令の説明」を参照してください。

• オペランドキャッシュインバリデイト命令：OCBI @Rn
オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし）

• オペランドキャッシュパージ命令：OCBP @Rn
オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり）

• オペランドキャッシュライトバック命令：OCBWB @Rn
オペランドキャッシュの書き戻し

• オペランドキャッシュアロケート命令：MOVCA.L R0,@Rn
オペランドキャッシュの確保

• 命令キャッシュインバリデイト命令：ICBI @Rn
命令キャッシュの無効化

• オペランドアクセス同期命令：SYNCO
データ転送の完了待ち

(2) コヒーレンシ制御
オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHyway バスからの PURGE 及び FLUSH ト

ランザクションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSH トランザクションで与えられるアドレス

は物理アドレスです。そのため MMU がイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、

1K バイトのページサイズを使用しないでください。

• PURGEトランザクション

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを
無効化します。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスし
た場合にはノーオペレーションです。

• FLUSHトランザクション

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリが
あり、かつダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行
いません。ミスした場合又はヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーショ
ンです。

(3) コヒーレンシ制御に関連した命令仕様変更
オペランドキャッシュ操作命令のうち、OCBI、OCBP、OCBWB のコヒーレンシ制御に関連した仕様

が、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVER ビットの値がH'20 のSH-4A から変更になっています。

1. インバリデイト命令：OCBI＠Rnの変更点

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVER

ビットの値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペラ

ンドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであっても書き戻

しは行いません。本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を

発生します。また、TLB関連例外は発生しません。

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、及びそのリザーブ領域（H'F0
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～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。パージ命令：OCBP @Rnの変更点

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVER

ビットの値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペラ

ンドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであれば書き戻し

を行います。本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生

します。また、TLB関連例外は発生しません。

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、及びそのリザーブ領域（H'F0

～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。

2. ライトバック命令：OCBWB @Rnの変更点

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVER

ビットの値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペラ

ンドキャッシュラインがダーティであれば書き戻しを行い、ダーティビットを 0 の状態にします。

本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、

TLB関連例外は発生しません。

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、及びそのリザーブ領域（H'F0

～H'F3、H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。
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8.5.2 プリフェッチ動作

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、本 LSI ではプリ

フェッチ命令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生するこ
とがわかっていた場合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読
み出し動作、書き込み動作においてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフト
ウェアの性能が向上します。すでにキャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を
実行したり、プリフェッチしようとしたアドレスがUTLB にミスした場合やプロテクションに違反した

場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させません。
プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第11 章 各命令の説明」を

参照してください。

• プリフェッチ命令（OC) : PREF @Rn

• プリフェッチ命令（IC） : PREFI @Rn
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8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成

IC、OC をソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2 領域のプログラムから MOV 命令

によって IC データアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。また特権モードのときP2 領域のプ

ログラムあるいは IL メモリ領域のプログラムから MOV 命令によって IC アドレスアレイの内容の読み

出し／書き込みが可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、P0、U0、
P1、P3 領域への分岐は、以下の1～3 のどれかの方法で行ってください。

1. RTE命令による分岐を実行してください。

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、

P3領域への分岐を行ってください。

3. メモリ割り付け ICへのアクセスの前に、あらかじめ IRMCRレジスタのMCビット＝0（初期値）と

設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付

け ICアクセス命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご

注意ください。

ただし、方法 3 は今後の SuperH シリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperH シリー

ズでの互換性を保証するためには、1 又は2 を用いることを推奨します。

また、特権モードのとき、P1、P2 領域のプログラムからMOV 命令によってOC の内容の読み出し／

書き込みが可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OC は仮想アドレス

空間のP4 領域に割り付けられています。IC のアドレスアレイ／データアレイ、OC のアドレスアレイ／

データアレイともにデータアクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対
して命令フェッチは行えません。予約ビットには ”0” を設定するようにしてください。予約ビットの読

み出し値は不定です。

8.6.1 IC アドレスアレイ

IC のアドレスアレイはP4 領域のH'F000 0000～H'F0FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレ

イのアクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指

定が必要です。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと
V ビットを指定します。

アドレス部は [31:24]が IC アドレスアレイを示すH'F0 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエント

リを指定するようになっています。アドレス部 [3]の連想ビット（A ビット）は IC アドレスアレイへの

書き込みのときに連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレ
ス部 [1:0]は”0”を指定してください。

データ部は [31:10]がタグを、[0]がV ビットを示します。IC アドレスアレイのタグは19 ビットのため

データ部 [31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部 [31:29]は連想を行う書

き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。
IC アドレスアレイに対しては次の3 種類の操作が可能です。

(1) IC アドレスアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビット

を読み出します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは”1”でも”0”でも連想動作は行

いません。

(2) IC アドレスアレイ 書き込み（連想なし）

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定された

タグとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは”0”にしてください。

(3) IC アドレスアレイ 書き込み（連想あり）

アドレス部のAビットが 1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている

各ウェイのタグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部 [14:13]の
ウェイ番号は使用されません。このときMMUがイネーブルなら、データ部 [31:10]で指定した仮想

アドレスを ITLB を用い物理アドレスに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しその
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ウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定したVビットを ICのエントリに書き込みます。

それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作は ICの特定のエントリの無効化に用いら

れます。アドレス変換の際に ITLBにミスした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生

せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。

注 . IC アドレスアレイ連想ライト機能は、今後のSuperH シリーズではサポートされない可能性があり

ます。ITLB ミスハンドリングや命令TLB ミス例外の通知を行い、確実に IC の操作が可能な ICBI 命
令の使用を推奨します。

図 8.5     メモリ割り付け IC アドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）

8.6.2 IC データアレイ

IC のデータアレイはP4 領域のH'F100 0000～H'F1FF FFFF に割り付けられています。データアレイの

アクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が

必要です。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワー
ドデータを指定します。
アドレス部は [31:24]が IC データアレイを示すH'F1 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリ

を指定するようになっています。アドレス部 [4:2] はエントリ内のロングワードデータの指定に用いま

す。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部 [1:0]は0 を指定してください。

データ部はロングワードデータの指定に用います。
IC データアレイに対しては次の2 種類の操作が可能です。

(1) IC データアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワー

ド指定ビットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。

(2) IC データアレイ 書き込み

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワー

ド指定ビットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込み
ます。

図 8.6     メモリ割り付け IC データアレイ（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V

A

24 131415

: 有効ビット
: 連想ビット
: リザーブビット（書き込む値は”０”にしてください。読み出すと不定値が読み出されます。）
: Don't care*

* * * * * * * * *

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L

*

24 131415

: ロングワード指定ビット
: Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *
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8.6.3  OC アドレスアレイ

OC のアドレスアレイはP4 領域のH'F400 0000～H'F4FF FFFF に割り付けられています。アドレスアレ

イのアクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指

定が必要です。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと
U ビットとV ビットを指定します。

アドレス部は [31:24]がOC アドレスアレイを示すH'F4 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエン

トリを指定するようになっています。アドレス部 [3]の連想ビット（A ビット）はOC アドレスアレイへ

の書き込みのときに連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでア
ドレス部 [1:0]は0 を指定してください。

データ部は [31:10]がタグを、[1]がU ビットを、[0]がV ビットを示します。OC アドレスアレイのタ

グは 19 ビットのため、データ部 [31:29] は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ

部 [31:29]は連想を行う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。

OC アドレスアレイに対しては次の3 種類の操作が可能です。

(1) OC アドレスアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する OC エントリから、データ部へタグと U ビッ

トとVビットを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは”1”でも”0”で
も連想動作は行いません。

(2) OC アドレスアレイ 書き込み（連想なし）

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する OC エントリに対して、データ部で指定され

たタグとUビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは”0”にしてください。

書き込みをUビットが”1”、Vビットが”1”のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュ

ラインの書き戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。

(3) OC アドレスアレイ 書き込み（連想あり）

アドレス部の A ビットが ”1” で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されてい

る各ウェイのタグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット [14:13] の
ウェイ番号は使用されません。このときMMUがイネーブルなら、データ部 [31:10]で指定した仮想

アドレスをUTLBを用い物理アドレスに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しその

ウェイのVビットが”1”であったなら、データ部で指定したUビットとVビットをOCのエントリに

書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作は OC の特定のエントリ

の無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが ”1”で、Vビットに ”0”もしくはU
ビットに”0”を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミスした場合

や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われ
ません。

注 .  OC アドレスアレイ連想ライト機能は、今後のSuperH シリーズではサポートされない可能性があ

ります。データTLBミス例外の通知を行い、確実にOC の操作が可能なOCBI/OCBP/OCBWB 命令

の使用を推奨します。

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V

U

A

: 有効ビット
: ダーティビット
: 連想ビット
: リザーブビット（書き込む値は”０”にしてください。読み出すと不定値が読み出されます。）
: Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*
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図 8.7     メモリ割り付けOC アドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）

8.6.4 OC データアレイ

OC のデータアレイはP4 領域のH'F500 0000～H'F5FF FFFF に割り付けられています。データアレイの

アクセスには 32 ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32 ビットのデータ部の指定が

必要です。アドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワー
ドデータを指定します。
アドレス部は [31:24]がOC データアレイを示すH'F5 になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリ

を指定するようになっています。アドレス部 [4:2] はエントリ内のロングワードデータの指定に用いま

す。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部 [1:0]は”0” を指定してください。

データ部はロングワードデータの指定に用います。
OC データアレイに対しては次の2 種類の操作が可能です。

(1) OC データアレイ 読み出し

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワー

ド指定ビットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。

(2) OC データアレイ 書き込み

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワー

ド指定ビットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込み
ます。この書き込みによりアドレスアレイ側のUビットは”1”になりません。

図 8.8     メモリ割り付けOC データアレイ（キャッシュサイズ＝32K バイトの場合）

8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作

IC アドレスアレイ、OC アドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後のSuperH シリーズではサポー

トされない可能性があります。ITLB ミスハンドリング、命令TLB ミス例外の通知やデータTLB ミス例

外の通知を行い、確実にIC 又はOC の操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB 命令の使用を推奨し

ます。本LSI では過渡的な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品

との互換性を重視する場合にはEXPMASK レジスタ（H'FF2F 0004）の MMCAWビットを 1 とすること

で本機能を利用することが可能ですが、今後のSuperH シリーズでの互換性を保証するためには、ICBI、
OCBI、OCBP、OCBWB 命令を使用してください。

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L

*

: ロングワード指定ビット
: Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *
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8.7 ストアキュー

SQ は図8.9 に示すとおり、32 バイトのSQ0 と32 バイトのSQ1 から成り立っています。SQ0、SQ1 は
それぞれ独立に設定することが可能です。

8.7.1 SQ の構成

SQ は図8.9 に示すとおり、32 バイトのSQ0 と32 バイトのSQ1 から成り立っています。SQ0、SQ1 は
それぞれ独立に設定することが可能です。

図 8.9     ストアキューの構成

8.7.2 SQ への書き込み

SQ への書き込みはP4 領域のH'E000 0000～H'E3FF FFFC に対するストア命令で行うことができます。

アクセスサイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持
ちます。

8.7.3 外部メモリへの転送

SQ から外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF 命令をP4 領域の

H'E000 0000 ～ H'E3FF FFFC に対して発行することにより、SQ から外部メモリへの転送が開始します。

転送は32 バイト固定で、開始アドレスは必ず32 バイト境界となります。一方のSQ を外部メモリへ転送

中に、もう一方のSQ への書き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中のSQ
への書き込みは外部メモリへの転送が完了するまで待たされます。
SQ の転送先の物理アドレス [28:0]はMMU イネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。

(1) MMU イネーブル（MMUCRレジスタのAT＝1）の場合

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定しま

す。ASID、V、SZ、SH、PR、D ビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WT
ビットはこのページに関しては意味を持ちません。
SQ 領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZ ビットの指定に従い物理

アドレス [28:10]を生成します。物理アドレスの [9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアド

レス変換前のアドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの

転送はこのアドレスに対して行われます。

(2) MMU ディスエーブル（MMUCRレジスタのAT＝0）の場合

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレ

ス [31:0]は次の意味を持ちます。

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用

[5] ：0/1 ：0:SQ0 指定 1:SQ1 指定

[4:2] ：LW 指定 ：SQ0、SQ1 内のロングワード位置を指定

[1:0] ： 00 ：0 固定

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4 バイト 4 バイト 4 バイト 4 バイト 4 バイト 4 バイト 4 バイト 4 バイト
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上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。

QACR0[4:2]: 　　　：SQ0に対する物理アドレス [28:26]
QACR1[4:2]: 　　　：SQ1に対する物理アドレス [28:26]

物理アドレスの [4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。

8.7.4 SQ アクセスの例外判定

SQ への書き込み、及び外部メモリへの転送（PREF 命令）の例外判定は MMU イネーブル／ディス

エーブルにより次のように行われます。なお、SQ への書き込みで例外が発生した場合、SQ の内容は元

の値が保証されます。SQ から外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止

されます。

(1) MMU イネーブル（MMUCRレジスタのATビット＝1）の場合

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、

SQから外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、

保護違反例外が発生します。ただし、SQMD ビットにより SQ へのアクセスを特権モードのみ許可

している場合、ユーザモードでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。

(2) MMU ディスエーブル（MMUCRレジスタのATビット＝0）の場合

SQMDビットに従います。

0：特権／ユーザアクセス可能

1：特権アクセス可能

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。

8.7.5 SQ からの読み出し

本LSI では、特権モードのとき、SQ からの読み出しをP4 領域のH'FF00 1000～H'FF00 103C に対する

ロード命令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス [25:6]

[5] ：0/1 ：0:SQ0 指定 1:SQ1 指定

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。

[1:0] ：00 ：0 固定

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定

[5] ： 0/1 ：0：SQ0 指定、1：SQ1 指定

[4:2] ：LW 指定 ：SQ0、SQ1 内のロングワード位置を指定

[1:0] ： 00 ：0 固定
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8.8 32 ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項

32 ビットアドレス拡張モードでは、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張されます。

1. IC及びOCのタグが [28:10]の19ビットから、[31:10]の22ビットに拡張されます。

2. ICを操作する命令（メモリ割り付け ICアクセス及びCCR.ICI書き込み）を配置する領域は、P1又は

P2領域とし、PMBの当該エントリのキャッシング可能ビット（Cビット）を”0”にしてください。

3. AREA0ビット（QACR0レジスタのビット4～2）及びAREA1ビット（QACR1レジスタの4～2ビッ

ト）がそれぞれ [4:2]の3ビットから [7:2]の6ビットに拡張されます。
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9. 内蔵メモリ
SH-4A はOL メモリ、IL メモリの2種類のメモリを内蔵しており、命令やデータを格納することができま

す。OL メモリはデータの格納に適しており、IL メモリは命令の格納に適しています。

9.1 特長

(1) OL メモリ

• 容量：
OLメモリの容量は、16Kバイトです。

• ページ：
OLメモリは4ページ（ページ0A、0B、1A、及び1B）に分かれています。

• メモリマップ：
OL メモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間とも、表 9.1 に示されるアドレスに配置されて

います。

表9.1 OL メモリアドレス

• ポート：
各ページは3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM
内蔵バス、オペランドバスと接続されています。オペランドアクセスにはオペランドバスが、命令
フェッチにはキャッシュ・RAM内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスには

SuperHywayバスがそれぞれ使用されます。

• 優先順位：
同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアク
セスが処理されます。優先順位は高い順に SuperHyway バス、キャッシュ・RAM 内蔵バス、オペラ

ンドバス、となります。

(2) IL メモリ

• 容量：
ILメモリの容量は、16Kバイトです。

• ページ：
ILメモリは4ページ（ページ0、1、2、及び3）に分かれています。

• メモリマップ：
ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表9.2に示されるアドレスに配置されて

います。

ページ メモリアドレス

ページ 0A H'E500 E000 ～ H'E500 EFFF（4 Kバイト）

ページ 0B H'E500 F000 ～ H'E500 FFFF（4 Kバイト）

ページ 1A H'E501 0000 ～ H'E501 0FFF（4 Kバイト）

ページ 1B H'E501 1000 ～ H'E501 1FFF（4 Kバイト）
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表9.2 IL メモリアドレス

• ポート：
3 本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHyway バス、キャッシュ・RAM 内蔵バス、

及び命令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッ
シュ・RAM内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスが

それぞれ使用されます。
• 優先順位：
同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアク
セスが処理されます。優先順位は高い順に SuperHyway バス、キャッシュ・RAM 内蔵バス、命令バ

スとなります。

9.2 レジスタの説明

内蔵メモリに関するレジスタは以下のとおりです。

表9.3 レジスタ構成

ページ メモリアドレス

ページ 0 H'E520 0000 ～ H'E520 0FFF（4 Kバイト）

ページ 1 H'E520 1000 ～ H'E520 1FFF（4 Kバイト）

ページ 2 H'E520 2000 ～ H'E520 2FFF（4 Kバイト）

ページ 3 H'E520 3000 ～ H'E520 3FFF（4 Kバイト）

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 32 H'0000 0000 H'0000 0000

OL メモリ転送元

アドレスレジスタ 0

LSA0 R/W H'FF00 0050 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

OL メモリ転送元

アドレスレジスタ 1

LSA1 R/W H'FF00 0054 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

OL メモリ転送先

アドレスレジスタ0

LDA0 R/W H'FF00 0058 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

OL メモリ転送先

アドレスレジスタ1

LDA1 R/W H'FF00 005C 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX
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9.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）

RAMCR は内蔵メモリの保護機能の制御を行います。

RAMCRを更新する場合は、「8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定しま
す。

0：特権アクセスが可能 (ユーザアクセスの場合はアドレスエ

ラー例外 )

1：ユーザ／特権アクセスが可能

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、
ITLB、UTLB

を用いた保護機能の使用を選択します。

0：保護機能を使用しない

1：保護機能を使用する

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。

7 IC2W 0 R/W IC 2 ウェイモードビット

0：IC は4 ウェイ動作

1：IC は2 ウェイ動作

詳細は「8.4.3 IC 2 ウェイモード」を参照してください。

6 OC2W 0 R/W OC 2 ウェイモードビット

0：OC は4 ウェイ動作

1：OC は2 ウェイ動作

詳細は「8.3.6 OC 2 ウェイモード」を参照してください。

5 ICWPD 0 R/W IC ウェイ予測抑止ビット

IC ウェイ予測の使用を選択します。

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。

4 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

ICWPD

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9.2.2 OL メモリ転送元アドレスレジスタ0（LSA0）

LSA0 は、MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビット＝0 のときに、OL メ
モリページ0A、0B へのブロック転送において、転送元の物理アドレスを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28 ～ 10 L0SADR 不定 R/W OL メモリページ0 ブロック転送元アドレス

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ0A、0Bに対するブロック転送の転

送元となる物理アドレスを指定します。

9 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 L0SSZ 不定 R/W OL メモリページ0 ブロック転送元アドレス選択ビット

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ0A、0Bに対するブロック転送の転

送元となる物理アドレスのうちビット15～10に関して、オペラン

ドアドレス（仮想アドレス）を使用するか、L0SADR の値（物理ア

ドレス）を使用するかを選択します。L0SSZ[5:0]が転送元物理アド

レスの [15:10]に対応します。

111111：ビット15～10にL0SADRの値を使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを1K バイト単位で設定）

111110：ビット15～11にL0SADRの値、ビット10にオペランド

アドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを2K バイト単位で設定）

111100：ビット15～12にL0SADRの値、ビット11、10にオペラ

ンドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを4K バイト単位で設定）

111000：ビット15～13にL0SADRの値、ビット12～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを8K バイト単位で設定）

110000：ビット15、14にL0SADRの値、ビット13～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを16K バイト単位で設定）

上記以外：設定禁止

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0SADR

L0SADR L0SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
　　R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9.2.3 OL メモリ転送元アドレスレジスタ1（LSA1）

LSA1 は、MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビット＝0 のときに、OL メ
モリページ1A、1B へのブロック転送において、転送元の物理アドレスを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28 ～ 10 L1SADR 不定 R/W OL メモリページ1 ブロック転送元アドレス

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ1A、1Bに対するブロック転送の転

送元となる物理アドレスを指定します。

9 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 L1SSZ 不定 R/W OL メモリページ1 ブロック転送元アドレス選択ビット

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ1A、1Bに対するブロック転送の転

送元となる物理アドレスのうちビット15～10に関して、オペラン

ドアドレス（仮想アドレス）を使用するか、L0SADR の値（物理ア

ドレス）を使用するかを選択します。L0SSZ[5:0]が転送元物理アド

レスの [15:10]に対応します。

111111：ビット15～10にL0SADRの値を使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを1K バイト単位で設定）

111110：ビット15～11にL0SADRの値、ビット10にオペランド

アドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを2K バイト単位で設定）

111100：ビット15～12にL0SADRの値、ビット11、10にオペラ

ンドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを4K バイト単位で設定）

111000：ビット15～13にL0SADRの値、ビット12～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを8K バイト単位で設定）

110000：ビット15、14にL0SADRの値、ビット13～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送元の物理アドレスを16K バイト単位で設定）

上記以外：設定禁止

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1SADR

L1SADR L1SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9.2.4 OL メモリ転送先アドレスレジスタ0（LDA0）

LDA0 は、MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビット＝0 のときに、OL メ
モリページ0A、0B へのブロック転送において、転送先の物理アドレスを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28 ～ 10 L0DADR 不定 R/W OL メモリページ0 ブロック転送先アドレス

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ0A、0Bに対するブロック転送の転

送先となる物理アドレスを指定します。

9 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 L0DSZ 不定 R/W OL メモリページ0 ブロック転送先アドレス選択ビット

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ0A、0Bに対するブロック転送の転

送先となる物理アドレスのうちビット15～10に関して、オペラン

ドアドレス（仮想アドレス）を使用するか、L0SADR の値（物理ア

ドレス）を使用するかを選択します。L0SSZ[5:0]が転送先物理アド

レスの [15:10]に対応します。

111111：ビット15～10にL0SADRの値を使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを1K バイト単位で設定）

111110：ビット15～11にL0SADRの値、ビット10にオペランド

アドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを2K バイト単位で設定）

111100：ビット15～12にL0SADRの値、ビット11、10にオペラ

ンドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを4K バイト単位で設定）

111000：ビット15～13にL0SADRの値、ビット12～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを8K バイト単位で設定）

110000：ビット15、14にL0SADRの値、ビット13～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを16K バイト単位で設定）

上記以外：設定禁止

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0DADR

L0DADR L0DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9.2.5 OL メモリ転送先アドレスレジスタ1（LDA1）

LDA1 は、MMUCRレジスタのAT＝0 又はRAMCRレジスタのRPビット＝0 のときに、OL メモリペー

ジ1A、1B へのブロック転送において、転送先の物理アドレスを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28 ～ 10 L1DADR 不定 R/W OL メモリページ1 ブロック転送先アドレス

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0のとき、OL メモリページ1A、1Bに対するブロック転送の転

送先となる物理アドレスを指定します。

9 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 L1DSZ 不定 R/W OL メモリページ1 ブロック転送先アドレス選択ビット

MMUCRレジスタのATビット＝0 又はRAMCRレジスタのRPビッ

ト＝0 のとき、OL メモリページ1A、1Bに対するブロック転送の転

送先となる物理アドレスのうちビット15～10に関して、オペラン

ドアドレス（仮想アドレス）を使用するか、L0SADR の値（物理ア

ドレス）を使用するかを選択します。L0SSZ[5:0]が転送先物理アド

レスの [15:10]に対応します。

111111：ビット15～10にL0SADRの値を使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを1K バイト単位で設定）

111110：ビット15～11にL0SADRの値、ビット10にオペランド

アドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを2K バイト単位で設定）

111100：ビット15～12にL0SADRの値、ビット11、10にオペラ

ンドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを4K バイト単位で設定）

111000：ビット15～13にL0SADRの値、ビット12～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを8K バイト単位で設定）

110000：ビット15、14にL0SADRの値、ビット13～10にオペ

ランドアドレスを使用する

　　　　（転送先の物理アドレスを16K バイト単位で設定）

上記以外：設定禁止

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1DADR

L1DADR L1DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9.3 動作説明

9.3.1 CPU からの命令フェッチアクセス

(1) OL メモリ

CPU からの命令フェッチアクセスは、キャッシュ・RAM 内蔵バスからアクセスを行います。アクセ

スには複数サイクルかかります。

(2) IL メモリ

CPU からの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命

令バスからのアクセスは、IL メモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない

場合に1 サイクルアクセスになります。

9.3.2 CPU からのオペランドアクセス、及びFPU からのアクセス

注 .  PC 相対（@(disp,PC)）によるオペランドアクセスが可能です。

(1) OL メモリ

CPU 、及びFPU からのアクセスは仮想アドレスにより、オペランドバスから行います。オペランドバ

スからの仮想アドレスによるリードアクセスは、OL メモリの同じページへ連続してアクセスした場合、

かつページ競合が発生しない場合に 1 サイクルアクセスになります。オペランドバスからの仮想アドレ

スによるライトアクセスはページ競合が発生しない場合に1 サイクルアクセスになります。

(2) IL メモリ

CPU からのオペランドアクセス、及びFPU からのアクセスは、キャッシュ・RAM 内蔵バスからアク

セスを行います。キャッシュ・RAM 内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。

9.3.3 SuperHyway バスマスタモジュールからのアクセス

DMAC などのSuperHyway バスマスタモジュールからの内蔵メモリへのアクセスは、物理アドレスバ

スである SuperHyway バスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してくだ

さい。

9.3.4 OL メモリブロック転送

OL メモリと外部メモリの間で、キャッシュを介さずに、ブロック転送により高速にデータ転送を行

うことができます。
外部メモリから OL メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF 命令を仮

想アドレス空間のOL メモリ領域のアドレスに対して発行することにより、外部メモリからOL メモリへ

のブロック転送が開始されます。
OL メモリから外部メモリへの転送は、ライトバック命令（OCBWB）により行えます。OCBWB 命令

を仮想アドレス空間のOL メモリ領域のアドレスに対して発行することにより、OL メモリから外部メモ

リへのブロック転送が開始されます。
いずれの転送も転送サイズは 32 バイト固定で、開始アドレスは必ず 32 バイト境界となるため、レジ

スタRn により指示されるアドレスの下位5 ビットは無視され、常にすべて0 として扱われます。またい

ずれの場合もブロック転送中に他のページやキャッシュに対するアクセスが可能ですが、転送中のペー
ジにアクセスした場合、転送が終了するまでCPU はストールします。

OL メモリと転送を行う外部メモリの物理アドレス[28:0]はMMU イネーブル／ディスエーブルにより

次のように指定します。
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(1) MMU イネーブル（MMUCRレジスタのATビット＝1）かつRAMCRレジスタのRPビット＝1 の場合

UTLB の VPN フィールドに OL メモリ領域のアドレスを、PPN フィールドに転送元（PREF 命令の場

合）又は転送先（OCBWB 命令の場合）の物理アドレスを設定します。ASID、V、SZ、SH、PR、D ビッ

トは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WT ビットはこのページに関しては意味を持

ちません。
OL メモリ領域への PREF 命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZ ビットの指定に従い物理ア

ドレス [28:10]を生成します。物理アドレスの [9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成し

ます。物理アドレスの [4:0]は 0 固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリからOLメモリへ

ブロック転送が行われます。
OL メモリ領域へのOCBWB 命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZ ビットの指定に従い物理

アドレス [28:10]を生成します。物理アドレスの [9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成

します。物理アドレスの [4:0] は 0 固定です。OL メモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリ

へブロック転送が行われます。
PREF 命令、OCBWB 命令はリードタイプとして MMU 例外の判定が行われ、必要に応じて TLB ミス

例外、保護違反例外が発生します。例外が発生した場合、ブロック転送は抑止されます。

(2) MMU ディスエーブル（MMUCRレジスタのATビット＝0）又はRAMCRレジスタのRPビット＝0
の場合

LSA0 レジスタのL0SADR ビットにOL メモリページ0A、0B へのブロック転送の転送元となる物理ア

ドレスを設定し、L0SSZ ビットに、転送元の物理アドレスのビット15～10 としてPREF 命令で指定され

た仮想アドレスを使用するか、L0SADR の値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち

転送元の領域を1K 、2K、4K、8K、16Kバイト単位で設定可能です。

LDA0 レジスタの L0DADR ビットに OL メモリページ 0A、0B からのブロック転送の転送先となる物

理アドレスを設定し、L0DSZ ビットに、転送先の物理アドレスのビット15～10 としてOCBWB 命令で

指定された仮想アドレスを使用するか、L0DADR の値を使用するかをソフトウェアにより設定します。

すなわち転送先の領域を1K、2K、4K、8K、16Kバイト単位で設定可能です。

OL メモリページ1A、1B に対するブロック転送の設定も、ページ0A、0B と同様にLSA1 、及びLDA1
に対して行います。

OL メモリ領域への PREF 命令が発行されると、LSA0 レジスタ又はLSA1 レジスタの指定に従い物理

アドレス [28:10]を生成します。物理アドレスの [9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの [4:0]は 0固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリからOL メモリへブロック転送が

行われます。
OL メモリ領域へのOCBWB 命令が発行されると、LDA0 レジスタ又はLDA1 レジスタの指定に従い物

理アドレス [28:10]を生成します。物理アドレスの [9:5]については仮想アドレスから生成します。物理ア

ドレスの [4:0] は 0 固定です。OL メモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送

が行われます。
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9.4 内蔵メモリの保護機能

本LSI では、内蔵メモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタRAMCR の内蔵メモリアクセスモードビッ

ト（RMD）と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。

• CPU、及びFPUからのアクセスに対する保護機能

RAMCRレジスタのRMDビット＝ 0のとき、ユーザモードでの内蔵メモリ領域へのアクセスをアド

レスエラー例外と判定します。
またMMUCRレジスタのATビット＝1かつRAMCRレジスタのRP＝1のときは、アドレスエラー例

外の判定に加えて、P4領域の一部である内蔵メモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の

判定を行います。
以上を表9.4にまとめます。

表9.4 内蔵メモリへのアクセスに対する保護機能による例外

x：Don't care

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR. RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外

0 x 0 0 アドレスエラー例外 —

1 — —

1 x — —

1 0 0 0 アドレスエラー例外 —

1 — —

1 x — —

1 0 0 アドレスエラー例外 —

1 — MMU 例外

1 x — MMU 例外
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9.5 使用上の注意事項

9.5.1 ページ競合

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。
各アクセスは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがっ
て、できるだけ競合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば各バスごと
に異なるページをアクセスすると競合は発生しません。

9.5.2 ページの切り替わり

(1) OL メモリ

オペランドバスからのリードアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1 サイクルア

クセスになりますが、ページをまたぐ場合、及びアクセスがOL メモリ以外からOL メモリに切り替わる

場合には複数サイクル（最大2 サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、

オペランドバスからのリードアクセスアドレスが属するページが頻繁に切り替わることを避けるよう
にソフトウェアが配慮することを推奨します。

(2) IL メモリ

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1 サイクルアクセスになり

ますが、ページをまたぐ場合、及びアクセスが IL メモリ以外から IL メモリに切り替わる場合には複数

サイクル（最大 2 サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスか

らのアクセスはページが頻繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨し
ます。例えばページ毎に独立したプログラムを配置すると効率がよくなります。

9.5.3 内蔵メモリのコヒーレンシ

(1) OL メモリ

OL メモリに命令を配置する場合、OL メモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してか

ら書き換え後の命令への分岐を行ってください。

• SYNCO
• ICBI @Rn

この場合、ICBI 命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（OL メモ

リのアドレスでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。

(2) IL メモリ

IL メモリに命令を配置する場合、IL メモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから

書き換え後の命令への分岐を行ってください。

• SYNCO
• ICBI @Rn

この場合、ICBI 命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（IL メモ

リのアドレスでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。

9.5.4 スリープモード

スリープモード中は、DMAC などのSuperHyway バスマスタモジュールからOL メモリあるいは IL メ
モリへのアクセスは行えません。
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9.6 32 ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項

32 ビットアドレス拡張モードでは、LSA0 レジスタのL0SADR ビット、LSA1 レジスタのL1SADR ビッ

ト、LDA0レジスタのL0DADR ビット、LDA1 レジスタのL1DADR ビットがそれぞれ [28:10]の 19 ビッ

トから [31:10]の22 ビットに拡張されます。
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10. 割り込みコントローラ（INTC）
割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPU（SH-4A）への割り込み要

求を制御します。INTC には、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジ
スタに設定した優先順位に従って割り込み要求を処理します。

10.1 特長

INTC には次のような特長があります。

1. 外部割り込みの割り込み優先順位を15レベル設定可能

割り込み優先レベル設定レジスタにより、外部割り込みの優先順位を端子別に15レベルまで設定す

ることができます。

2. 内部モジュール割り込みの優先順位は30レベル設定可能

48本の割り込み優先レベル設定レジスタ（INT2PRI0～ INT2PRI47）により、内部モジュール割り込

みの優先順位を要因別に30レベルまで設定することができます。

3. NMIノイズキャンセル

NMI 端子の状態を示す NMI 入力レベルビットを持っています。割り込み例外処理ルーチンでこの

ビットを読み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。

4. BLビット（SRレジスタのビット28）＝1のときのNMI要求のマスク

SRレジスタのBLビットを“1”にした場合、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。

5. IMASKビット（SRレジスタのビット7～4）を、受け付けた割り込みレベルに自動更新可能

6. ユーザモード割り込み禁止機能

ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマ

スクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。
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図 10.1に INTC のブロック図を示します。

図 10.1     INTC のブロック図
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 WDT、TMU、SCIF、ADC、TMR、FRT、ETHER、GETHER、RIIC、SGPIO、 

            SPI、SIM、ARC4、SDHI、eMMC、RSPI、ECD、CRYPTO ENGINE、USB、DMAC

【記号説明】
DMAC  ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
H-UDI  ：ユーザデバッグインタフェース
ICR0、ICR1  ：割り込みコントロールレジスタ0、1
INTPRI  ：割り込み優先順位設定レジスタ
INT2PRI0～ INT2PRI47　: 内部モジュール割り込み優先順位設定レジスタ0～ 47
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10.1.1 割り込み方式

割り込み発生時の基本的な例外処理の流れは次のようになります。
例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、汎用レジスタ15（R15）の内

容がそれぞれ退避プログラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジ

スタ 15（SGR）に退避され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。

例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外
処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行し

ます。本命令によって、PC とSR の内容が復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻

ることができます。なお、SGR の内容はRTE 命令ではR15 に書き戻されません。

1. PC、SR及びR15の内容がそれぞれSPC、SSR及びSGRに退避されます。

2. SRレジスタのBLビットが”1”に設定されます。

3. SRレジスタのMDビットが”1”に設定されます。

4. SRのレジスタのRBビットが”1”に設定されます。

5. 例外コードが割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。

6. 割り込み例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）＋H'600）にジャンプします。

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。

10.1.2 INTC で想定する割り込み

割り込みの種類を表 10.1 に示します。INTC では外部割り込み要因と内部モジュール割り込み要因を

サポートします。
外部割り込み要因には、外部端子からの入力による NMI、IRL、IRQ 割り込みの３種類があります。

IRQ、IRL 割り込み入力は同一端子に割り付けられているので、システム形態により使用方法を選択し

てください。
IRQ 割り込みでは、検出方法として H レベル、L レベルのほか、立ち上がりエッジ、及び立ち下がり

エッジが選択可能です。
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表10.1 割り込みの種類

要 因 要因数

（最大）

優先順位 INTEVT
（例外コード）

備 考

外部割り込み NMI 1 — H'1C0

IRL（注1） 15 端子入力値の反転値

（Lアクティブ端子のため）

（表10.5参照）

H'200 IRL[7:4]  = LLLL（H'0） 高

低

IRL[3:0]  =LLLL（H'0）

H'220 IRL[7:4]  = LLLH（H'1）

IRL[3:0]  =LLLH（H'1）

H'240 IRL[7:4]  = LLHL（H'2）

IRL[3:0]  = LLHL（H'2）

H'260 IRL[7:4]  = LLHH（H'3）

IRL[3:0]  = LLHH（H'3）

H'280 IRL[7:4]  = LHLL（H'4）

IRL[3:0]  = LHLL（H'4）

H'2A0 IRL[7:4]  = LHLH（H'5）

IRL[3:0]  = LHLH（H'5）

H'2C0 IRL[7:4]  = LHHL（H'6）

IRL[3:0]  = LHHL（H'6）

H'2E0 IRL[7:4]  = LHHH（H'7）

IRL[3:0]  = LHHH（H'7）

H'300 IRL[7:4]  = HLLL（H'8）

IRL[3:0]  = HLLL（H'8）

H'320 IRL[7:4]  = HLLH（H'9）

IRL[3:0]  = HLLH（H'9）

H'340 IRL[7:4]  = HLHL（H'A）

IRL[3:0]  = HLHL（H'A）

H'360 IRL[7:4]  = HLHH（H'B）

IRL[3:0]  = HLHH（H'B）

H'380 IRL[7:4]  = HHLL（H'C）

IRL[3:0]  = HHLL（H'C）

H'3A0 IRL[7:4]  = HHLH（H'D）

IRL[3:0]  = HHLH（H'D）

H'3C0 IRL[7:4]  = HHHL（H'E）

IRL[3:0]  = HHHL（H'E）

IRQ 8 INTPRIレジスタ設定値 H'200 IRQ[0] 高

低

H'240 IRQ[1]

H'280 IRQ[2]

H'2C0 IRQ[3]

H'300 IRQ[4]

H'340 IRQ[5]

H'380 IRQ[6]

H'3C0 IRQ[7]
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内部モジュール

割り込み（注2）

SDHI 3 INT2PRI0 ～ INT2PRI47
レジスタ設定値

H'480 SDHI3

H'4A0 SDHI0

H'4C0 SDHI1

IRQ8 1 H'500 IRQ8

IRQ9 1 H'520 IRQ9

IRQ10 1 H'540 IRQ10

TMU0 1 H'580 TUNI0

TMU1 1 H'5A0 TUNI1

TMU2 2 H'5C0 TUNI2

H'5E0 TICPI2

H-UDI 1 H'600 H-UDI

ARC4 1 H'620 ARC4I

DMAC0～3 5 H'640 DMINT0

H'660 DMINT1

H'680 DMINT2

H'6A0 DMINT3

H'6C0 DMAE（ch0～ch11 共通）

IRQ11 1 H6E0 IRQ11

SCIF2 4 H'700 ERI2

H'720 RXI2

H'740 BRI2

H'760 TXI2

DMAC4、5 2 H'780 DMINT4

H'7A0 DMINT5

DMAC6、7 2 H'7C0 DMINT6

H'7E0 DMINT7

USB0 1 H'840 USB0INT0

IRQ12 1 H'880 IRQ12

SPI1 1 H'8C0 SPI1I

IRQ13 1 H'8E0 IRQ13

IRQ14 1 H'900 IRQ14

USB1 1 H'920 USB1INT0

TMR01 1 H'A00 TMR01I

TMR23 1 H'A20 TMR23I

TMR45 1 H'A40 TMR45I

FRT 1 H'A80 FRTI

SCIF0 1 H'B40 FINT0

SCIF1 1 H'B60 FINT1

要 因 要因数

（最大）

優先順位 INTEVT
（例外コード）

備 考
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内部モジュール

割り込み（注2）

SCIF3 4 INT2PRI0 ～ INT2PRI47
レジスタ設定値

H'B80 ERI3

H'BA0 RXI3

H'BC0 BRI3

H'BE0 TXI3

IRQ15 1 H'C60 IRQ15

ETHER 2 H'C80 EINT0

H'CA0 EINT1

SPI0 1 H'CC0 SPI0I

ADC1 1 H'CE0 ADCI1

DMAC8～11 4 H'D00 DMINT8

H'D20 DMINT9

H'D40 DMINT10

H'D60 DMINT11

SIM 4 H'D80 ERI

H'DA0 RXI

H'DC0 TXI

H'DE0 TEND

TMU3 1 H'E00 TUNI3

TMU4 1 H'E20 TUNI4

TMU5 1 H'E40 TUNI5

ADC0 1 H'E60 ADCI0

SCIF4 4 H'F00 ERI4

H'F20 RXI4

H'F40 BRI4

H'F60 TXI4

IIC0_0 1 H'1400 RIIC0/TXI

IIC0_1 1 H'1420 RIIC0/TEI

IIC0_2 1 H'1440 RIIC0/RXI

IIC0_3 1 H'1460 RIIC0/EEI

IIC1_0 1 H'1480 RIIC1/TXI

IIC1_1 1 H'14E0 RIIC1/TEI

IIC1_2 1 H'1500 RIIC1/RXI

IIC1_3 1 H'1520 RIIC1/EEI

IIC2_0 1 H'1540 RIIC2/TXI

IIC2_1 1 H'1560 RIIC2/TEI

IIC2_2 1 H'1580 RIIC2/RXI

IIC2_3 1 H'1600 RIIC2/EEI

IIC3_0 1 H'1620 RIIC3/TXI

IIC3_1 1 H'1640 RIIC3/TEI

IIC3_2 1 H'16E0 RIIC3/RXI

IIC3_3 1 H'1700 RIIC3/EEI

要 因 要因数

（最大）

優先順位 INTEVT
（例外コード）

備 考

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-7

内部モジュール
割り込み（注 2）

IIC4_0 1 INT2PRI0 ～ INT2PRI47
レジスタ設定値

H'17C0 RIIC4/TXI

IIC4_1 1 H'1800 RIIC4/TEI

IIC4_2 1 H'1820 RIIC4/RXI

IIC4_3 1 H'1840 RIIC4/EEI

IIC5_0 1 H'1860 RIIC5/TXI

IIC5_1 1 H'1880 RIIC5/TEI

IIC5_2 1 H'18A0 RIIC5/RXI

IIC5_3 1 H'18C0 RIIC5/EEI

IIC6_0 1 H'18E0 RIIC6/TXI

IIC6_1 1 H'1900 RIIC6/TEI

IIC6_2 1 H'1920 RIIC6/RXI

IIC6_3 1 H'1980 RIIC6/EEI

IIC7_0 1 H'19A0 RIIC7/TXI

IIC7_1 1 H'1A00 RIIC7/TEI

IIC7_2 1 H'1A20 RIIC7/RXI

IIC7_3 1 H'1A40 RIIC7/EEI

IIC8_0 1 H'1A60 RIIC8/TXI

IIC8_1 1 H'1A80 RIIC8/TEI

IIC8_2 1 H'1AA0 RIIC8/RXI

IIC8_3 1 H'1B40 RIIC8/EEI

IIC9_0 1 H'1B60 RIIC9/TXI

IIC9_1 1 H'1B80 RIIC9/TEI

IIC9_2 1 H'1C00 RIIC9/RXI

IIC9_3 1 H'1C20 RIIC9/EEI

MMC1 1 H'1C60 MMC1 （エラー /タイムアウト）

MMC2 1 H'1C80 MMC2（通常）

RSPI 4 H'1D80 RXINT

H'1DA0 TXINT

H'1DC0 IDINT

H'1DE0 ERRINT

SGPIO0 1 H'1F80 SGPIO0

SGPIO1 1 H'1FA0 SGPIO1

SGPIO2 1 H'1FC0 SGPIO2

DMAC12 1 H'2400 DMINT12

DMAC13 1 H'2420 DMINT13

DMAC14 1 H'2440 DMINT14

DMAC15 1 H'2460 DMINT15

DMAC16 1 H'2480 DMINT16

DMAC17 1 H'24E0 DMINT17

DMAC18 1 H'2500 DMINT18

DMAC19 1 H'2520 DMINT19

要 因 要因数

（最大）

優先順位 INTEVT
（例外コード）

備 考

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-8

注1. IRL[3:0]（IRQ3/IRL3～ IRQ0/IRL0 端子）による IRL 割り込みと IRL[7:4]（IRQ7/IRL7～ IRQ4/IRL4 端子）による

IRL割り込みには同じ INTEVT コードが割り当てられているため、IRL[3:0]による IRL 割り込みか IRL[7:4]による

IRL割り込みかを判別することはできません（本LSIには IRL[3:0]による IRL割り込みと IRL[7:4]による IRL割り込み

とを区別する要因レジスタはありません）。

　2. 内部モジュール割り込みの要因で使用している略称

内部モジュール

割り込み（注2）

DMAC20 1 INT2PRI0 ～ INT2PRI47レジ

スタ設定値

H'2540 DMINT20

DMAC21 1 H'2560 DMINT21

DMAC22 1 H'2580 DMINT22

DMAC23 1 H'2600 DMINT23

ECD 1 H'2620 ECD

CRYPTO 
ENGINE

1 H'2640 CRYPTO ENGINE

WDT0B 1 H'2800 WDT_0/WOVI

WDT1B 1 H'2820 WDT_0/EWI

WDT2B 1 H'2840 WDT_0/INT

WDT3B 1 H'2860 WDT_1/WOVI

WDT4B 1 H'2880 WDT_1/EWI

WDT5B 1 H'28A0 WDT_1/INT

WDT6B 1 H'28C0 WDT_2/WOVI

WDT7B 1 H'28E0 WDT_2/EWI

WDT8B 1 H'2900 WDT_2/INT

GETHER0 1 H'2960 GEINT0

GETHER1 1 H'2980 GEINT1

GETHER2 1 H'29A0 GEINT2

DMAE2 1 H'2A60 DMAE2（ch12～ch17共通）

DMAE3 1 H'2A80 DMAE3（ch18～ch23 共通）

SERMUX2 1 H'2AA0 MIR2

SERMUX3 1 H'2B40 MIR3

WOVI ：インターバルタイマ割り込み
EWI ：早期警告割り込み
INT ：オーバフロー割り込み
TUNI0～ TUNI5 ：TMUチャネル0～5 アンダフロー割り込み
TICPI2 ：TMUチャネル2 インプットキャプチャ割り込み
RXINT ：受信バッファフル割り込み
TCINT ：送信バッファエンプティ割り込み
IDINT ：RSPIアイドル割り込み
ERRINT ：RSPIエラー割り込み

DMINT0 ～ DMINT23 ：DMACチャネル0～23 転送終了割り込み
DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル0～11）
DMAE2 ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル12～17）
DMAE3 ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル18～23）
ERI2 ～ ERI4 ：SCIFチャネル2～4 受信エラー割り込み

RXI2 ～ RXI4 ：SCIFチャネル2～4 受信データフル割り込み

BRI2～BRI4 ：SCIFチャネル2～4 ブレーク割り込み

TXI2～ TXI4 ：SCIFチャネル2～4 送信データエンプティ割り込み

要 因 要因数

（最大）

優先順位 INTEVT
（例外コード）

備 考

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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10.2 入出力端子

表10.2 に端子構成を示します。

表10.2 INTC の端子構成

端子名 機 能 入出力 説 明

NMI ノンマスカブル割り込み 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子。使用しない場合はHレベ

ルに固定してください。

IRQ3/IRL3 ～ 
IRQ0/IRL0

外部割り込み入力端子0 入力 ICR0レジスタの IRLM0ビット ＝0 のとき、IRL[3:0]割り込

み要求信号を入力

ICR0レジスタの IRLM0ビット ＝1 のとき、IRQ3～ IRQ0 割
り込み要求信号を入力

IRQ7/IRL7 ～ 
IRQ4/IRL4

外部割り込み入力端子 1 入力 ICR0レジスタの IRLM1ビット ＝0 のとき、IRL[7:4]割り込

み要求信号を入力

ICR0レジスタの IRLM1ビット ＝1 のとき、IRQ7～ IRQ4 割
り込み要求信号を入力

IRQ15 ～ IRQ0 外部割り込み入力端子2 入力 IRQ15～ IRQ8割り込み要求信号を入力（これらの割り込み

は、内部モジュール割り込みに分類されます）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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10.3 レジスタの説明

表 10.3 に INTC のレジスタ構成を示します

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表10.3 INTC のレジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

割り込みコントロールレジスタ0 ICR0 R/W H'FFD0 0000 32 H'X000 0000 H'X000 0000

割り込みコントロールレジスタ1 ICR1 R/W H'FFD0 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みコントロールレジスタ2 ICR2 R/W H'FFD1 00F8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FFD0 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ INTREQ R/(W) H'FFD0 0024 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスクレジスタ0 INTMSK0 R/W H'FFD0 0044 32 H'FF00 0000 H'FF00 0000

割り込みマスクレジスタ1 INTMSK1 R/W H'FFD0 0048 32 H'FF00 0000 H'FF00 0000

割り込みマスクレジスタ2 INTMSK2 R/W H'FFD4 0080 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ0 INTMSKCLR0 W H'FFD0 0064 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ1 INTMSKCLR1 W H'FFD0 0068 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ2 INTMSKCLR2 W H'FFD4 0084 32 H'0000 0000 H'0000 0000

NMI フラグコントロールレジスタ NMIFCR R/(W) H'FFD0 00C0 32 H'X000 0000 H'X000 0000

ユーザ割り込みマスクレベル設定

レジスタ

USERIMASK R/W H'FFD3 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 0
INT2PRI0 R/W H'FFD4 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ1
INT2PRI1 R/W H'FFD4 0004 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ2
INT2PRI2 R/W H'FFD4 0008 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ3
INT2PRI3 R/W H'FFD4 000C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ4
INT2PRI4 R/W H'FFD4 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ5
INT2PRI5 R/W H'FFD4 0014 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 6
INT2PRI6 R/W H'FFD4 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ7
INT2PRI7 R/W H'FFD4 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 8
INT2PRI8 R/W H'FFD4 00A0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ9
INT2PRI9 R/W H'FFD4 00A4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 10
INT2PRI10 R/W H'FFD4 00A8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ11
INT2PRI11 R/W H'FFD4 00AC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 12
INT2PRI12 R/W H'FFD4 00B0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ13
INT2PRI13 R/W H'FFD4 00B4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 14
INT2PRI14 R/W H'FFD4 00B8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 15
INT2PRI15 R/W H'FFD4 00BC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ16
INT2PRI16 R/W H'FFD1 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 17
INT2PRI17 R/W H'FFD1 0004 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ18
INT2PRI18 R/W H'FFD1 0008 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ19
INT2PRI19 R/W H'FFD1 000C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ20
INT2PRI20 R/W H'FFD1 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ21
INT2PRI21 R/W H'FFD1 0014 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ22
INT2PRI22 R/W H'FFD1 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ23
INT2PRI23 R/W H'FFD1 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ24
INT2PRI24 R/W H'FFD1 00A0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ25
INT2PRI25 R/W H'FFD1 00A4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ26
INT2PRI26 R/W H'FFD1 00A8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 27
INT2PRI27 R/W H'FFD1 00AC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ28
INT2PRI28 R/W H'FFD1 00B0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 29
INT2PRI29 R/W H'FFD1 00B4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ30
INT2PRI30 R/W H'FFD1 00B8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ31
INT2PRI31 R/W H'FFD1 00BC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ32
INT2PRI32 R/W H'FFD2 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ33
INT2PRI33 R/W H'FFD2 0004 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 34
INT2PRI34 R/W H'FFD2 0008 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 35
INT2PRI35 R/W H'FFD2 000C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 36
INT2PRI36 R/W H'FFD2 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 37
INT2PRI37 R/W H'FFD2 0014 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 38
INT2PRI38 R/W H'FFD2 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ39
INT2PRI39 R/W H'FFD2 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ40
INT2PRI40 R/W H'FFD2 00A0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ41
INT2PRI41 R/W H'FFD2 00A4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ42
INT2PRI42 R/W H'FFD2 00A8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 43
INT2PRI43 R/W H'FFD2 00AC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 44
INT2PRI44 R/W H'FFD2 00B0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ45
INT2PRI45 R/W H'FFD2 00B4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ 46
INT2PRI46 R/W H'FFD2 00B8 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み優先順位

設定レジスタ47
INT2PRI47 R/W H'FFD2 00BC 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ0
（マスク状態の影響なし）

INT2A0 R H'FFD4 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ 01 
（マスク状態の影響なし）

INT2A01 R H'FFD4 00C0 32 H'XXX0 0000 H'XXX0 0000

割り込み要因レジスタ02 
（マスク状態の影響なし）

INT2A02 R H'FFD1 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ03 
（マスク状態の影響なし）

INT2A03 R H'FFD1 00C0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ 04 
（マスク状態の影響なし）

INT2A04 R H'FFD2 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ05 
（マスク状態の影響なし）

INT2A05 R H'FFD2 00C0 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ 1 
（マスク状態の影響あり）

INT2A1 R H'FFD4 0034 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ11 
（マスク状態の影響あり）

INT2A11 R H'FFD4 00C4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ12 
（マスク状態の影響あり）

INT2A12 R H'FFD1 0034 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ13 
（マスク状態の影響あり）

INT2A13 R H'FFD1 00C4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ 14 
（マスク状態の影響あり）

INT2A14 R H'FFD2 0034 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ 15 
（マスク状態の影響あり）

INT2A15 R H'FFD2 00C4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット
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割り込みマスクレジスタ INT2MSKR R/W H'FFD4 0038 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 R/W H'FFD4 00D0 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスクレジスタ 2 INT2MSKR2 R/W H'FFD1 0038 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスクレジスタ 3 INT2MSKR3 R/W H'FFD1 00D0 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスクレジスタ 4 INT2MSKR4 R/W H'FFD2 0038 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスクレジスタ 5 INT2MSKR5 R/W H'FFD2 00D0 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR W H'FFD4 003C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ1 INT2MSKCR1 W H'FFD4 00D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ2 INT2MSKCR2 W H'FFD1 003C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ3 INT2MSKCR3 W H'FFD1 00D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ4 INT2MSKCR4 W H'FFD2 003C 32 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスククリアレジスタ5 INT2MSKCR5 W H'FFD2 00D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000

内部モジュール割り込み要因

レジスタ0
INT2B0 R H'FFD4 0040 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ1
INT2B1 R H'FFD4 0044 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ2
INT2B2 R H'FFD4 0048 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ3
INT2B3 R H'FFD4 004C 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ6
INT2B6 R H'FFD4 0058 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ9
INT2B9 R H'FFD4 0064 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ10
INT2B10 R H'FFD4 0068 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

内部モジュール割り込み要因

レジスタ 11
INT2B11 R H'FFD4 006C 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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10.3.1 割り込みコントロールレジスタ0（ICR0）

ICR0 は、一部書き込み可能な32 ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子（IRQ7/IRL7～IRQ0/IRL0）
やNMI 端子の入力信号検出モードを設定し、NMI 端子に入力されているレベルを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 NMIL — R NMI 入力レベル

NMI 端子に入力されている信号のレベルが設定されます。この

ビットを読むことによって、NMI 端子のレベルを知ることができ

ます。

0：NMI 端子にLレベルが入力されている

1：NMI 端子にHレベルが入力されている

30 MAI 0 R/W MAI 割り込みマスク

CPU のSRレジスタのBL ビットにかかわらず、NMI 端子の入力

レベルがLレベルの期間すべての割り込みをマスクするかどうか

を指定します。

0：NMI がLレベルでも割り込み許可

1：NMI がLレベルの期間、割り込み禁止

29 ～26 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

25 NMIB 0 R/W NMI ブロックモード

CPU のSRレジスタのBL ビットが1 のときにNMI 割り込みをSR

レジスタのBL ビットが0 になるまで保留するか、即時に検出す

るか選択します。

0：SRレジスタのBLビット＝1 のときNMI 割り込み要求を保  
　留する
1：SRレジスタのBLビット＝1 のときNMI 割り込みを保留し

　ない

注 . SRレジスタのBLビット＝1 のままで割り込みを受け付

けると、以前の例外情報（SSR、SPC、SGR、

INTEVT）は失われます。

24 NMIE 0 R/W NMI エッジセレクト

NMI 端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出する

か、立ち上がりエッジで検出するかを選択します。

0：NMI 入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出

1：NMI 入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出

23 IRLM0 0 R/W IRL 端子モード0
IRQ3/IRL3～ IRQ0/IRL0 端子をエンコードされた IRL 割り込み

（IRL[3:0]割り込み）として使用するか、独立した IRQ割り込み

（IRQ3～ IRQ0 割り込み）として使用するかを選択します。

0：IRL3～ IRL0割り込みとして使用（注）

1：IRQ3～ IRQ0割り込みとして使用

161718192021222324252627282931 30

00000000000000⎯ 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯IRLM1IRLM0NMIENMIB⎯⎯⎯⎯NMIL MAI

⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯R R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . IRL割り込み要求は、入力レベルが4バスクロック（CLKOUT）連続して同じ場合に検出されます。

10.3.2 割り込みコントロールレジスタ1（ICR1）

ICR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 IRQ7～ IRQ0 に
対して、入力信号の検出モードを端子ごとに指定します。本レジスタは、IRQ7～ IRQ0割り込み選択時

（IRLM0ビット（ICR0レジスタのビット23）＝1、IRLM1ビット（ICR0レジスタのビット23）＝1）の

み有効です。

注 . IRQn（n＝0～7）がレベル検出に設定されている場合（IRQnS＝10又は11）、CPUに IRQn割り込みが受け付けら

れる前に IRQn端子入力レベルが無効になった場合でも、その割り込み要因は保持されます。このため、スリープ

モード中に IRQn端子の入力レベルが無効に変化しても、スリープモードから復帰し、IRQn割り込み処理に分岐し

ます。IRQn割り込みがCPUで受け付けられると、IRQn割り込み要因はクリアされます。

22 IRLM1 0 R/W IRL 端子モード1
IRQ7/IRL7～ IRQ4/IRL4 端子をエンコードされた IRL割り込み

（IRL[7:4]割り込み）として使用するか、独立した IRQ割り込み

（IRQ7～ IRQ4 割り込み）として使用するかを選択します。

0：IRL7～ IRL4割り込みとして使用（注）　

1：IRQ7～ IRQ4割り込みとして使用

21～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、 30 IRQ0S 00 R/W IRQn センスセレクト

IRQ7～ IRQ0端子に対する割り込み信号を、立ち下がりエッジ、

立ち上がりエッジ、Lレベル、Hレベルのいずれで検出するか選

択します。

00：割り込み要求を IRQn 入力の立ち下がりエッジで検出

01：割り込み要求を IRQn 入力の立ち上がりエッジで検出

10：割り込み要求を IRQn 入力のLレベルで検出

11：割り込み要求を IRQn 入力のHレベルで検出

n＝0～7

29、 28 IRQ1S 00 R/W

27、 26 IRQ2S 00 R/W

25、 24 IRQ3S 00 R/W

23、 22 IRQ4S 00 R/W

21、 20 IRQ5S 00 R/W

19、 18 IRQ6S 00 R/W

17、 16 IRQ7S 00 R/W

15 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IRQ7SIRQ6SIRQ5SIRQ4SIRQ3SIRQ2SIRQ1SIRQ0S

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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10.3.3 割り込みコントロールレジスタ 2 （ICR2）

ICR2は、読み出し／書き込み可能な32ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 IRQ15～ IRQ8に
対して、入力信号の検出モードを端子ごとに指定します。

注1. IRQn（n＝8～15）がレベル検出に設定されている場合（IRQnS＝10又は11）、CPUに IRQn割り込みが受け付け

られる前に IRQn端子入力レベルが無効になった場合でも、その割り込み要因は保持されます。このため、スリー

プモード中に IRQn端子の入力レベルが無効に変化しても、スリープモードから復帰し、IRQn割り込み処理に分岐

します。IRQn割り込みがCPUで受け付けられると、IRQn割り込み要因はクリアされます。

　2. このレジスタに書き込むと、割り込み要因はクリアされます。IRQ8～ IRQ15割り込み要求が発行された後は、こ

のレジスタに書き込まないでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、 30 IRQ15S 00 R/W IRQn センスセレクト 

IRQ15～ IRQ8端子に対する割り込み信号を、立ち下がりエッジ、

立ち上がりエッジ、Lレベル、Hレベルのいずれで検出するかを

選択します。

00：割り込み要求を IRQn 入力の立ち下がりエッジで検出

01：割り込み要求を IRQn 入力の立ち上がりエッジで検出

10：割り込み要求を IRQn 入力のLレベルで検出

11：割り込み要求を IRQn 入力のHレベルで検出

n＝8～15

29、 28 IRQ14S 00 R/W

27、 26 IRQ13S 00 R/W

25、 24 IRQ12S 00 R/W

23、 22 IRQ11S 00 R/W

21、 20 IRQ10S 00 R/W

19、 18 IRQ9S 00 R/W

17、 16 IRQ8S 00 R/W

15～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IRQ8SIRQ9SIRQ10SIRQ11SIRQ12SIRQ13SIRQ14SIRQ15S

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.4 割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI）

INTPRI は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、IRQ7～ IRQ0 割り込みの優先順位（レ

ベル15～0）を設定します。本レジスタは、IRQ7～ IRQ0割り込み選択時（ICR0レジスタの IRLM0ビッ

ト＝1、IRLM1ビット＝1）のみ有効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 28 IP0 0000 R/W IRQ0 割り込み要求の優先順位 割り込み優先レベルを設定

　0000：割り込み禁止

　0001：割り込み優先レベル1
　0002：割り込み優先レベル2
　　 ：　　　　　　　　　　　

　1111：割り込み優先レベル15
　

低

高

27～ 24 IP1 0000 R/W IRQ1 割り込み要求の優先順位

23～ 20 IP2 0000 R/W IRQ2 割り込み要求の優先順位

19 ～ 16 IP3 0000 R/W IRQ3 割り込み要求の優先順位

15～ 12 IP4 0000 R/W IRQ4 割り込み要求の優先順位

11～8 IP5 0000 R/W IRQ5 割り込み要求の優先順位

7～ 4 IP6 0000 R/W IRQ6割り込み要求の優先順位

3 ～ 0 IP7 0000 R/W IRQ7割り込み要求の優先順位

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP3IP2IP1IP0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

IP7IP6IP5IP4

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.5 割り込み要因レジスタ（INTREQ）

INTREQ は、読み出し／条件付き書き込み可能な32 ビットのレジスタで、INTC にどの IRQn（n＝0～
7）割り込みが要求されているかを示します。

INTPRI、INTMSK0 によって割り込みがマスクされても本レジスタのビットは影響を受けません。

n＝0～7
注1. エッジ検出時、“1”を読み出したビットに “0”を書くと “0”になります。“0”を読み出したビットには “1”を書いてく

ださい。“1”を書いても変化しません。

レベル検出時、“1”になったビットは、割り込みが受け付けられるまでその内容を保持します。割り込みが受け付

けられると “0”になります。これらのビットに書き込んでもビットの内容は変化しません。

　2. 「10.3.2　割り込みコントロールレジスタ1（ICR1）」の注記も併せて参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

エッジ検出時 
（ICR1レジスタの IRQnS = 00

又は 01）

レベル検出時 （注2）

（ICR1レジスタの IRQnS = 10 
又は11）

31 IR0 0 R/W（注1） 0：対応する IRQn 割り込み要

　求は未検出

1：対応する IRQn割り込み要

　求を検出

0：対応する IRQn割り込み端

　子 に有効レベルが入力さ

　れていない

1：対応する IRQn割り込み端

　子に有効レベルが入力さ
　れ、まだCPUに受け付け

　られていない。

30 IR1 0 R/W（注1）

29 IR2 0 R/W（注1）

28 IR3 0 R/W（注1）

27 IR4 0 R/W（注1）

26 IR5 0 R/W（注1）

25 IR6 0 R/W（注1）

24 IR7 0 R/W（注1）

23 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IR7IR6IR5IR4IR3IR2IR0 IR1

R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.6 割り込みマスクレジスタ0（INTMSK0）

INTMSK0 は、読み出し／条件付き書き込み可能な32 ビットのレジスタで、IRQn（n＝0～7）割り込

み要求ごとにマスクするかどうかを設定します。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR0 レジ

スタの対応するビットに 1 を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0 を書き込んでも、値は変化しま

せん。IRL 割り込み選択時（ICR0レジスタの IRLM0ビット＝0、IRLM1ビット＝0）は、それぞれ IM00
～ IM03、IM04～ IM07 に1 を書き込んでください。

注1. “ 1”を書くと対応する IRQn割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。INTMSKCLR0レジ

スタの対応するビットに “1”を書くと “0”になります。

 　2.  IRQn（n＝0～7）がレベル検出に設定されている場合（IRQnS＝10又は11）、対応するマスクビットが “1”のとき

に有効レベルが入力されても、割り込み要求は発生しません。対応するマスクビットが “0”のときに有効レベルが

入力され、CPUに受け付けられる前にマスクビットを “1”にすると、割り込み要求は保持されたままとなり、次に

マスクビットをクリアしたときに、割り込み要求がCPUに通知されます。

     IRQnがエッジ検出に設定されている場合（IRQnS＝00又は01）は、対応するマスクビットの状態にかかわらず、

有効エッジが入力されると割り込み要求が発生します。対応するマスクビットが “1”のときに発生した割り込み要

求は保持されたままとなり、次にマスクビットをクリアしたときに、割り込み要求がCPUに通知されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 ビット

31 IM00 1 R/W（注1） IRQ0割り込み要求のマスク 0：割り込みを受け付ける

1：割り込みをマスクする30 IM01 1 R/W（注1） IRQ1割り込み要求のマスク

29 IM02 1 R/W（注1） IRQ2割り込み要求のマスク

28 IM03 1 R/W（注1） IRQ3割り込み要求のマスク

27 IM04 1 R/W（注1） IRQ4割り込み要求のマスク

26 IM05 1 R/W（注1） IRQ5割り込み要求のマスク

25 IM06 1 R/W（注1） IRQ6割り込み要求のマスク

24 IM07 1 R/W（注1） IRQ7割り込み要求のマスク

23 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IM07IM06IM05IM04IM03IM02IM00 IM01

R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.7 割り込みマスクレジスタ 1 （INTMSK1）

INTMSK1 は、読み出し／条件付き書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、IRL 割り込み要求をマス

クするかどうかを設定します。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR1 レジスタの対応するビッ

トに”1” を書き込みます。本レジスタの各ビットに”0” を書き込んでも、値は変化しません。

注 . “1”を書くと対応する IRL割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。INTMSKCLR1レジス

タの対応するビットに “1”を書くと “0”になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 ビット

31 IM10 1 R/W（注） IRL[3:0]割り込み要求のマスク 0：割り込みを受け付ける

1：割り込みをマスクする30 IM11 1 R/W（注） IRL[7:4]割り込み要求のマスク

29 ～24 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

23～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IM10 IM11

R/W（注）R/W（注）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.8 割り込みマスクレジスタ2（INTMSK2）

INTMSK2 は、読み出し／条件付き書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、IRL 割り込み要求をレベ

ルごとにマスクするかどうかを設定します。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR2 レジスタ

の対応するビットに ”1” を書き込みます。本レジスタの各ビットに ”0” を書き込んでも、値は変化しま

せん。
IRL 割り込み選択時（ICR0レジスタの IRLM0ビット＝0、IRLM1ビット＝0）、かつ、IRL 割り込みを

マスクしていない（INTMSK1レジスタの IM10ビット＝0、IM11ビット＝0）場合に有効となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 IM015 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LLLL (H'0)の場合の割

り込み要求のマスク

0：割り込みを受け付ける

1：割り込みをマスクする

30 IM014 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LLLH (H'1)の場合の

割り込み要求のマスク

29 IM013 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LLHL (H'2)の場合の

割り込み要求のマスク

28 IM012 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LLHH (H'3)の場合の

割り込み要求のマスク

27 IM011 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LHLL (H'4)の場合の

割り込み要求のマスク

26 IM010 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LHLH (H'5)の場合の

割り込み要求のマスク

25 IM009 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LHHL (H'6)の場合の

割り込み要求のマスク

24 IM008 0 R/W（注1） IRL[3:0] = LHHH (H'7)の場合の

割り込み要求のマスク

23 IM007 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HLLL (H'8)の場合の

割り込み要求のマスク

22 IM006 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HLLH (H'9)の場合の

割り込み要求のマスク

21 IM005 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HLHL (H'A)の場合の

割り込み要求のマスク

20 IM004 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HLHH (H'B)の場合の

割り込み要求のマスク

19 IM003 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HHLL (H'C)の場合の

割り込み要求のマスク

18 IM002 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HHLH (H'D)の場合の

割り込み要求のマスク

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯IM001IM002IM003IM004IM005IM006IM007IM008IM009IM010IM011IM012IM013IM015 IM014

⎯R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯IM101IM102IM103IM104IM105IM106IM107IM108IM109IM110IM111IM112IM113IM115 IM114

⎯R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 .1 “1”を書くと対応するレベルごとに IRL割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書 いても変化しません。

INTMSKCLR2レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

 　2.  対応するマスクビットが “1”のときに有効レベルが入力されても、割り込み要求は発生しません。対応するマスク   
ビットが “0”のときに有効レベルが入力され、CPUに受け付けられる前にマスクビットを “1”にすると、割り込み

要求は保持されたままとなり、次にマスクビットをクリアしたときに、割り込み要求がCPUに通知されます。

17 IM001 0 R/W（注1） IRL[3:0] = HHHL (H'E)の場合の

割り込み要求のマスク

0：割り込みを受け付ける

1：割り込みをマスクする

16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 IM115 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LLLL (H'0)の場合の割

り込み要求のマスク

0：割り込みを受け付ける

1：割り込みをマスクする

14 IM114 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LLLH (H'1)の場合の

割り込み要求のマスク

13 IM113 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LLHL (H'2)の場合の

割り込み要求のマスク

12 IM112 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LLHH (H'3)の場合の

割り込み要求のマスク

11 IM111 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LHLL (H'4)の場合の

割り込み要求のマスク

10 IM110 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LHLH (H'5)の場合の

割り込み要求のマスク

9 IM109 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LHHL (H'6)の場合の

割り込み要求のマスク

8 IM108 0 R/W（注1） IRL[7:4] = LHHH (H'7)の場合の

割り込み要求のマスク

7 IM107 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HLLL (H'8)の場合の

割り込み要求のマスク

6 IM106 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HLLH (H'9)の場合の

割り込み要求のマスク

5 IM105 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HLHL (H'A)の場合の

割り込み要求のマスク

4 IM104 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HLHH (H'B)の場合の

割り込み要求のマスク

3 IM103 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HHLL (H'C)の場合の

割り込み要求のマスク

2 IM102 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HHLH (H'D)の場合の

割り込み要求のマスク

1 IM101 0 R/W（注1） IRL[7:4] = HHHL (H'E)の場合の

割り込み要求のマスク

0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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10.3.9 割り込みマスククリアレジスタ 0 （INTMSKCLR0）

INTMSKCLR0は、書き込み専用の32ビットのレジスタで、IRQn（n＝0～7）割り込み要求ごとのマ

スクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 IC00 — W IRQ0 割り込み要求のマスククリア “1”を書くと割り込みマスクを

クリア（割り込みを許可）しま
す。“0”を書いてもビットの内

容は変化しません。

30 IC01 — W IRQ1 割り込み要求のマスククリア

29 IC02 — W IRQ2 割り込み要求のマスククリア

28 IC03 — W IRQ3 割り込み要求のマスククリア

27 IC04 — W IRQ4 割り込み要求のマスククリア

26 IC05 — W IRQ5 割り込み要求のマスククリア

25 IC06 — W IRQ6 割り込み要求のマスククリア

24 IC07 — W IRQ7 割り込み要求のマスククリア

23 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

00000000⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IC07IC06IC05IC04IC03IC02IC00 IC01

WWWWWWW W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.10 割り込みマスククリアレジスタ1 （INTMSKCLR1）

INTMSKCLR1は、書き込み専用の32ビットのレジスタで、IRL割り込み要求のマスクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 IC10 — W IRL[3:0] 割り込み要求のマスククリア “1”を書くと割り込みマスクをクリア
（割り込みを許可）します。“0”を書い

てもビットの内容は変化しません。30 IC11 — W IRL[7:4] 割り込み要求のマスククリア

29 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと“0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

00000000000000⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IC10 IC11

W W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.11 割り込みマスククリアレジスタ 2 （INTMSKCLR2）

INTMSKCLR2は、書き込み専用の32ビットのレジスタで、IRL割り込み要求のレベルごとのマスクを

クリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 IC015 — W IRL[3:0] = LLLL (H'0)の場合の

割り込み要求のマスククリア

“1”を書くと割り込みマスクを

クリア（割り込みを許可）しま
す。“0”を書いてもビットの内

容は変化しません。
30 IC014 — W IRL[3:0] = LLLH (H'1)の場合の

割り込み要求のマスククリア

29 IC013 — W IRL[3:0] = LLHL (H'2)の場合の

割り込み要求のマスククリア

28 IC012 — W IRL[3:0] = LLHH (H'3)の場合の

割り込み要求のマスククリア

27 IC011 — W IRL[3:0] = LHLL (H'4)の場合の

割り込み要求のマスククリア

26 IC010 — W IRL[3:0] = LHLH (H'5)の場合の

割り込み要求のマスククリア

25 IC009 — W IRL[3:0] = LHHL (H'6)の場合の

割り込み要求のマスククリア

24 IC008 — W IRL[3:0] = LHHH (H'7)の場合の

割り込み要求のマスククリア

23 IC007 — W IRL[3:0] = HLLL (H'8)の場合の

割り込み要求のマスククリア

22 IC006 — W IRL[3:0] = HLLH (H'9)の場合の

割り込み要求のマスククリア

21 IC005 — W IRL[3:0] = HLHL (H'A)の場合の

割り込み要求のマスククリア

20 IC004 — W IRL[3:0] = HLHH (H'B)の場合の

割り込み要求のマスククリア

19 IC003 — W  IRL[3:0] = HHLL (H'C)の場合の

割り込み要求のマスククリア

18 IC002 — W IRL[3:0] = HHLH (H'D)の場合の

割り込み要求のマスククリア

17 IC001 — W IRL[3:0] = HHHL (H'E)の場合の

割り込み要求のマスククリア

16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯IC001IC002IC003IC004IC005IC006IC007IC008IC009IC010IC011IC012IC013IC015 IC014

⎯WWWWWWWWWWWWWW

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯IC101IC102IC103IC104IC105IC106IC107IC108IC109IC110IC111IC112IC113IC115 IC114

⎯WWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

W
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15 IC115 — W IRL[7:4] = LLLL (H'0)の場合の

割り込み要求のマスククリア

“1”を書くと割り込みマスクを

クリア（割り込みを許可）しま
す。“0”を書いてもビットの内

容は変化しません。
14 IC114 — W IRL[7:4] = LLLH (H'1)の場合の

割り込み要求のマスククリア

13 IC113 — W IRL[7:4] = LLHL (H'2)の場合の

割り込み要求のマスククリア

12 IC112 — W IRL[7:4] = LLHH (H'3)の場合の

割り込み要求のマスククリア

11 IC111 — W IRL[7:4] = LHLL (H'4)の場合の

割り込み要求のマスククリア

10 IC110 — W IRL[7:4] = LHLH (H'5)の場合の

割り込み要求のマスククリア

9 IC109 — W IRL[7:4] = LHHL (H'6)の場合の

割り込み要求のマスククリア

8 IC108 — W IRL[7:4] = LHHH (H'7)の場合の

割り込み要求のマスククリア

7 IC107 — W IRL[7:4] = HLLL (H'8)の場合の

割り込み要求のマスククリア

6 IC106 — W IRL[7:4] = HLLH (H'9)の場合の

割り込み要求のマスククリア

5 IC105 — W IRL[7:4] = HLHL (H'A)の場合の

割り込み要求のマスククリア

4 IC104 — W IRL[7:4] = HLHH (H'B)の場合の

割り込み要求のマスククリア

3 IC103 — W IRL[7:4] = HHLL (H'C)の場合の

割り込み要求のマスククリア

2 IC102 — W IRL[7:4] = HHLH (H'D)の場合の

割り込み要求のマスククリア

1 IC101 — W IRL[7:4] = HHHL (H'E)の場合の

割り込み要求のマスククリア

0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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10.3.12 NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR）

NMIFCR は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、 NMI の入力レベルと

NMI検出を示します。

注1. “0”を書くと “0”になります。“1”を書いても変化しません。

　2. INTCによりNMI割り込み要求が検出されると自動的に “1”になりますが、NMI割り込み要求がCPUに受け付けら

れてNMI割り込み要求自体がクリアされても、NMIFLフラグは自動的に “0”になりません。また、NMI割り込み

要求がCPUに受け付けられるより前にこのビットに“0”を書き込んだ場合でも、NMI割り込み要求自体は取り消

されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 NMIL 不定 R NMI 入力レベル

0：NMI 端子にLレベルが入力されている

1：NMI 端子にHレベルが入力されている

30 ～ 17 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

16 NMIFL 0 R/W（注1） NMI フラグ（NMI 割り込み要求信号検出）（注2）

0: NMI 割り込み要求未検出

1: NMI 割り込み要求検出

15～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

00000000000000⎯ 0

NMIFL⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯NMIL ⎯

R/W（注1）R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.13 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）

USERIMASK は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な32ビットレジスタで、受け付け可能な割り

込みレベルを設定します。本レジスタは、INTCの他のレジスタとは異なる64Kバイト空間に配置されて

いますので、エリア7アドレスにMMUのアドレス変換を使用してアクセスすることにより、ユーザモー

ドでアクセス可能です。

注 . UIMASK設定値より高い割り込み優先レベルに設定された割り込みは、以下の条件で受け付けられます。

　　・割り込みマスクレジスタの対応する割り込みマスクビット＝0（割り込み許可）

　　・SRレジスタの IMASKビット設定値 ＜ 割り込み優先レベル

なお、割り込みが受け付けられてもUIMASKの値は変化しません。

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順
USERIMASK に割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止

することができます。本機能を用いることにより、ユーザモードで動作するデバイスドライバ等のタス
ク中で緊急度の高い処理を行う際に、より緊急度の低い割り込みを禁止することで完了までの時間を短
縮できます。

USERIMASK は、INTC の他のレジスタとは異なる 64K バイト空間に配置されていますので、ユーザ

モードではMMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタスクOS の場合、USERIMASK に
アクセスできるプロセスはMMU の記憶保護機能により管理してください。また、そのタスクを終了す

る場合や他のタスクに切り替える場合は、必ず UIMASK ビットを 0 にクリアしてください。UIMASK
ビットに 0 以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割り込みレベル以下の割り込みが禁止さ

れたままとなり、OS のタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがあります。

以下に使用手順例を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 24 — H'00 — リザーブビット　（読み出すと “0”が読めます）

UIMASK ビットに値を書き込むときは、同時にビット31～24に
H'A5を書き込んでください。

23 ～ 8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 4 UIMASK H'0 R/W ユーザ割り込みマスクレベル（注）

　0000：全割り込みを許可

　0001：優先レベルが2以上の割り込みを許可

　0010：優先レベルが3以上の割り込みを許可

　 ：

　1111：NMI割り込み以外の全割り込みを禁止

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯UIMASK⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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　　割り込みA：デバイスドライバ中で受け付けたい割り込み

　　　　　　　　（OSで使用するタイマ割り込み等）

　　割り込みB：デバイスドライバ中で禁止したい割り込み

1. 割り込みA、Bに対して、

　　割り込みAの割り込み優先レベル ＞ 割り込みBの割り込み優先レベル

となるように設定する。

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKが存在するアドレス空間へのアクセ

スを許可するようにMMUを設定する。

3. デバイスドライバに分岐する。

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、割り込みBがマスクされるようにUIMASKビッ

トを設定する（UIMASK ＞ 割り込みBの割り込み優先レベル）。

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い割り込みAの処理を行う。

6. UIMASKビットを“0”にし、デバイスドライバの処理から復帰する。

10.3.14 内部モジュール割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0 ～ INT2PRI47）

INT2PRIn（n＝ 0～ 47）は、 読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、内部モジュール割り

込みの優先順位（レベル31～0）を個々の割り込み要因ごとに設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 29 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

28 ～ 24 INT2PRIn[28:24] 00000 R/W 内部モジュール割り込み優先レベル（表10.4参照）

00000：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00001：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00010：割り込み優先レベル2　       低

00011：割り込み優先レベル3　

     ：

11111：割り込み優先レベル31          高

23 ～ 21 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

INT2PRIn[28:24] INT2PRIn[20:16]

INT2PRIn[12:8] INT2PRIn[4:0]
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割り込み要因と INT2PRI0～ INT2PRI47レジスタの各ビットの対応を表10.4 に示します。

表10.4 割り込み要因と INT2PRI0～ INT2PRI47レジスタの対応

20～16 INT2PRIn[20:16] 00000 R/W 内部モジュール割り込み優先レベル（表10.4参照）

00000：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00001：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00010：割り込み優先レベル2　　    低

00011：割り込み優先レベル3　　

 ：　　　　　　　　　　　　 　

11111：割り込み優先レベル31 　　   高

15～13 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

12～8 INT2PRIn[12:8] 00000 R/W 内部モジュール割り込み優先レベル（表10.4参照）

00000：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00001：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00010：割り込み優先レベル2　      低

00011：割り込み優先レベル3　　

 ：　　　　　　　　　　　　 　

11111：割り込み優先レベル31 　    高

7～5 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

4 ～ 0 INT2PRIn[4:0] 00000 R/W 内部モジュール割り込み優先レベル（表10.4参照）

00000：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00001：割り込み要求をマスク（割り込み禁止）

00010：割り込み優先レベル2　　　 低

00011：割り込み優先レベル3　　　　

 ：　　　　　　　　　　　　 　

11111：割り込み優先レベル31 　　　高

レジスタ
ビット

INTPRIn[28:24] INTPRIn[20:16] INTPRIn[12:8] INTPRIn[4:0]

INT2PRI0 TMU0 TMU1 TMU2 (TUNI2) TMU2 (TICPI2)

INT2PRI1 TMU3 TMU4 TMU5 SDHI

INT2PRI2 SCIF2 SCIF3 リザーブ IRQ8

INT2PRI3 H-UDI DMAC0-5 ADC0 IRQ9

INT2PRI4 IRQ10 リザーブ TMR01 TMR23

INT2PRI5 TMR45 リザーブ FRT リザーブ

INT2PRI6 リザーブ ETHER DMAC8-11 リザーブ

INT2PRI7 SCIF4 リザーブ IRQ11 IRQ12

INT2PRI8 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI9 ARC4 リザーブ SPI1 リザーブ

INT2PRI10 SPI0 SIM リザーブ リザーブ

INT2PRI11 ADC1 IRQ13 DMAC6-7 IRQ14

INT2PRI12 USB0 リザーブ IRQ15 USB1
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INT2PRI13 リザーブ リザーブ SCIF1 SCIF0

INT2PRI14 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI15 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI16 IIC2_2 リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI17 リザーブ リザーブ リザーブ IIC1_0

INT2PRI18 IIC3_3 IIC9_1 IIC2_1 IIC1_2

INT2PRI19 IIC2_3 IIC3_1 リザーブ IIC1_3

INT2PRI20 IIC2_0 IIC6_3 IIC7_1 IIC7_2

INT2PRI21 IIC7_3 IIC8_0 IIC8_1 IIC8_2

INT2PRI22 IIC9_2 MMC2 リザーブ リザーブ

INT2PRI23 リザーブ SGPIO IIC3_2 IIC5_1

INT2PRI24 リザーブ リザーブ リザーブ IIC1_1

INT2PRI25 IIC3_0 リザーブ IIC5_3 IIC5_2

INT2PRI26 リザーブ RSPI リザーブ IIC9_3

INT2PRI27 リザーブ IIC6_0 IIC4_0 IIC6_1

INT2PRI28 IIC4_3 IIC7_0 MMC1 IIC6_2

INT2PRI29 リザーブ リザーブ IIC9_0 IIC8_3

INT2PRI30 IIC4_1 IIC4_2 IIC5_0 リザーブ

INT2PRI31 IIC0_0 IIC0_1 IIC0_2 IIC0_3

INT2PRI32 DMINT22 リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI33 リザーブ リザーブ リザーブ DMINT16

INT2PRI34 リザーブ リザーブ DMINT21 DMINT18

INT2PRI35 DMINT23 CRYPTO ENGINE リザーブ DMINT19

INT2PRI36 DMINT20 GETHER1 リザーブ リザーブ

INT2PRI37 リザーブ DMAE2 DMAE3 SERMUX2

INT2PRI38 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI39 リザーブ リザーブ リザーブ WDT4B

INT2PRI40 リザーブ リザーブ リザーブ DMINT17

INT2PRI41 ECD リザーブ WDT6B WDT5B

INT2PRI42 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ

INT2PRI43 リザーブ WDT7B リザーブ WDT8B

INT2PRI44 WDT2B GETHER2 リザーブ リザーブ

INT2PRI45 リザーブ リザーブ リザーブ SERMUX3

INT2PRI46 WDT0B WDT1B WDT3B GETHER0

INT2PRI47 DMINT12 DMINT13 DMINT14 DMINT15

レジスタ
ビット

INTPRIn[28:24] INTPRIn[20:16] INTPRIn[12:8] INTPRIn[4:0]
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10.3.15 割り込み要因レジスタ 0（マスク状態の影響なし）（INT2A0）

INT2A0は、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A1 レ

ジスタを使用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31～ 23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代
わりに、INTEVT（例

外コード）を直接読
むことで割り込み要
因を特定することも
できます。
なお、各モジュール
内の割り込み要因
ビットが “0”になる

と、本レジスタの対
応するビットが “0”に
なります。

22 DMAC8-11 0 R DMACチャネル8 ～11割り込み

21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20、19 — 0 — リザーブビット

18 FRT 0 R FRT 割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 TMR45 0 R TMR45割り込み

15 TMR23 0 R TMR23 割り込み

14 TMR01 0 R TMR01割り込み

13～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

8 DMAC0-5 0 R DMAC チャネル0～ 5及びアドレ

スエラー割り込み

7 H-UDI 0 R H-UDI割り込み

6、 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

4 SCIF3 0 R SCIF3 割り込み

3 SCIF2 0 R SCIF2割り込み

2 SDHI 0 R SDHI割り込み

1 TMU1 0 R TMU チャネル3～ 5 割り込み

0 TMU0 0 R TMU チャネル0～2 割り込み

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DMAC 
8-11

⎯ ⎯ ⎯ FRT ⎯ TMR45⎯⎯⎯⎯ ⎯

R⎯R⎯⎯⎯R⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ DMAC 
0-5

H-UDI ⎯ ⎯ SCIF3 SCIF2 SDHI TMU1 TMU0⎯⎯⎯TMR23 TMR01

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRR⎯⎯RR⎯⎯⎯⎯⎯R R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.16 割り込み要因レジスタ01（マスク状態の影響なし）（INT2A01）

INT2A01は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A11レ
ジスタを使用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IRQ15 不定 R IRQ15割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 IRQ14 不定 R IRQ14 割り込み

29 IRQ13 不定 R IRQ13 割り込み

28 IRQ12 不定 R IRQ12割り込み

27 IRQ11 不定 R IRQ11 割り込み

26 IRQ10 不定 R IRQ10 割り込み

25 SCIF4 0 R SCIF4 割り込み

24 ETHER 0 R ETHER割り込み

23 IRQ9 不定 R IRQ9 割り込み

22 IRQ8 不定 R IRQ8割り込み

21 SCIF1 0 R SCIF1 割り込み

20 SCIF0 0 R SCIF0 割り込み

19 USB0 0 R USB0割り込み

18、 17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 USB1 0 R USB1割り込み

15 ADC1 0 R ADC1 割り込み

14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 DMAC6-7 0 R DMAC チャネル6、 7割り込み

12 ADC0 0 R ADC0割り込み

11 SPI0 0 R SPI0割り込み

10 SIM 0 R SIM 割り込み

9、8 — 0 — リザーブビット

161718192021222324252627282931 30

000000⎯⎯00⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

IRQ10 SCIF4 ETHER IRQ9 IRQ8 SCIF1 SCIF0 USB0 ⎯ ⎯ USB1IRQ11IRQ12IRQ13IRQ15 IRQ14

R⎯⎯RRRRRRRRRRRR R

SIM ⎯ ⎯ ARC4 ⎯ SPI1 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯SPI0ADC0
DMAC 

6-7
ADC1 ⎯

01234567891011121315 14

00000000000 0

⎯⎯⎯R⎯RRRRRR ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

0

⎯

0

⎯

0

⎯

0

⎯
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注 . 「10.3.3　割り込みコントロールレジスタ 2 （ICR2）」の注記も併せて参照してください。

7 ARC4 0 R ARC4 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 SPI1 0 R SPI1割り込み

4 — 0 — リザーブビット

3～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 — 0 — リザーブビット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.17 割り込み要因レジスタ 02 （マスク状態の影響なし）（INT2A02）

INT2A02は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A12レ
ジスタを使用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IIC4_1 0 R RIIC4/TEI割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 IIC4_2 0 R RIIC4/RXI割り込み

29 IIC5_0 0 R RIIC5/TXI 割り込み

28 — 0 — リザーブビット

27、26 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

25 SGPIO 0 R SGPIO割り込み

24 ～ 21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20 IIC9_2 0 R RIIC9/RXI割り込み

19 IIC8_2 0 R RIIC8/RXI割り込み

18 IIC8_1 0 R RIIC8/TEI 割り込み

17 IIC8_0 0 R RIIC8/TXI  割り込み

16 IIC7_3 0 R RIIC7/EEI 割り込み

15 IIC7_2 0 R RIIC7/RXI 割り込み

14 IIC7_1 0 R RIIC7/TEI割り込み

13 IIC6_3 0 R RIIC6/EEI  割り込み

12 IIC0_0 0 R RIIC0/TXI  割り込み

11 IIC0_1 0 R RIIC0/TEI割り込み

10 IIC0_2 0 R RIIC0/RXI 割り込み

9 IIC0_3 0 R RIIC0/EEI 割り込み

8 IIC3_1 0 R RIIC3/TEI 割り込み

7 IIC2_3 0 R RIIC2/EEI  割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

161718192021222324252627282931 30

0000000 0000000 0

⎯ SGPIO ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ IIC9_2 IIC8_2 IIC8_1 IIC8_0 IIC7_3⎯IIC5_0 ⎯IIC4_1 IIC4_2

RRRRR⎯⎯ ⎯⎯R⎯⎯RR R

IIC0_2 IIC0_3 IIC3_1 IIC2_3 ⎯ IIC2_1 IIC9_1 IIC3_3 IIC1_0 ⎯ IIC2_2IIC0_1IIC0_0IIC6_3IIC7_2 IIC7_1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R⎯RRRR⎯RRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

0

⎯
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5 IIC2_1 0 R RIIC2/TEI 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

4 IIC9_1 0 R RIIC9/TEI 割り込み

3 IIC3_3 0 R RIIC3/EEI 割り込み

2 IIC1_0 0 R RIIC1/TXI  割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 IIC2_2 0 R RIIC2/RXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.18 割り込み要因レジスタ 03 （マスク状態の影響なし）（INT2A03）

INT2A03は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A13レ
ジスタを使用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 MMC1 0 R MMC1割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 IIC6_1 0 R RIIC6/TEI割り込み

29 IIC6_0 0 R RIIC6/TXI 割り込み

28 IIC5_1 0 R RIIC5/TEI割り込み

27 IIC3_2 0 R RIIC3/RXI 割り込み

26 IIC2_0 0 R RIIC2/TXI  割り込み

25 — 0 — リザーブビット

24 MMC2 0 R MMC2 割り込み

23 IIC1_3 0 R RIIC1/EEI割り込み

22 IIC1_2 0 R RIIC1/RXI割り込み

21 IIC9_0 0 R RIIC9/TXI 割り込み

20 IIC8_3 0 R RIIC8/EEI割り込み

19 IIC4_3 0 R RIIC4/EEI割り込み

18 IIC7_0 0 R RIIC7/TXI  割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 IIC6_2 0 R IIC6/RXI割り込み

15 — 0 — リザーブビット

14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 IIC4_0 0 R RIIC4/TXI  割り込み

12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

11 — 0 — リザーブビット

10 RSPI 0 R RSPI割り込み
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10.3.19 割り込み要因レジスタ04 （マスク状態の影響なし）（INT2A04）

INT2A04は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A14レ
ジスタを使用してください。

9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

8 IIC9_3 0 R RIIC9/EEI割り込み

7 IIC3_0 0 R RIIC3/TXI  割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 IIC5_3 0 R RIIC5/EEI割り込み

4 IIC5_2 0 R RIIC5/RXI割り込み

3、2 — 0 — リザーブビット

1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 IIC1_1 0 R RIIC1/TEI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 WDT0B 0 R WDT0B 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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30 WDT1B 0 R WDT1B 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

29 WDT3B 0 R WDT3B割り込み

28 GETHER0 0 R GETHER0割り込み

27 ～ 21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20 — 0 — リザーブビット

19 SERMUX2 0 R SERMUX2 割り込み

18 DMAE3 0 R DMAE3割り込み

17 DMAE2 0 R DMAE2割り込み

16～14 — 0 — リザーブビット

13 GETHER1 0 R GETHER1 割り込み

12 DMINT12 0 R DMINT12割り込み

11 DMINT13 0 R DMINT13 割り込み

10 DMINT14 0 R DMINT14 割り込み

9 DMINT15 0 R DMINT15割り込み

8 CRYPTO 
ENGINE

0 R CRYPTO ENGINE割り込み

7 DMINT23 0 R DMINT23割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 DMINT21 0 R DMINT21割り込み

4 — 0 — リザーブビット

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

2 DMINT16 0 R DMINT16 割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 DMINT22 0 R DMINT22割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.20 割り込み要因レジスタ 05 （マスク状態の影響なし）（INT2A05）

INT2A05は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。割り込みがマスクされている場合でも、割り込みが発生すると、対応するビットが “1” になります

（割り込み要求は受け付けられません）。マスクした割り込み要因を非表示としたい場合は、INT2A15レ
ジスタを使用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 WDT8B 0 R WDT8B割り込み

29 WDT7B 0 R WDT7B 割り込み

28 WDT4B 0 R WDT4B割り込み

27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

26 DMINT20 0 R DMINT20割り込み

25、 24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

23 DMINT19 0 R DMINT19割り込み

22 DMINT18 0 R DMINT18割り込み

21 — 0 — リザーブビット

20 SERMUX3 0 R SERMUX3 割り込み

19 WDT2B 0 R  WDT2B割り込み

18 GETHER2 0 R GETHER割り込み

17 ～ 14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 — 0 — リザーブビット
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12 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

8 — 0 — リザーブビット

7 ECD 0 R ECD割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 WDT6B 0 R WDT6B割り込み

4 WDT5B 0 R WDT5B割り込み

3～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 DMINT17 0 R DMINT17割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.21 割り込み要因レジスタ1 （マスク状態の影響あり）（INT2A1）

INT2A1は、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A0 レジスタを使

用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 ～ 23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割
り込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代
わりに、INTEVT（例

外コード）を直接読
むことで割り込み要
因を特定することも
できます。
なお、各モジュール
内の割り込み要因
ビットが “0”になる

と、本レジスタの対
応するビットが “0”に
なります。

22 DMAC8-11 0 R DMAC チャネル8～11割り込み

21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20、19 — 0 — リザーブビット

18 FRT 0 R FRT割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 TMR45 0 R TMR45割り込み

15 TMR23 0 R TMR23割り込み

14 TMR01 0 R TMR01割り込み

13 ～9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

8 DMAC0-5 0 R DMACチャネル0～5 及びアドレ

スエラー 割り込み

7 H-UDI 0 R  H-UDI割り込み

6、 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

4 SCIF3 0 R SCIF3割り込み

3 SCIF2 0 R SCIF2割り込み

2 SDHI 0 R SDHI割り込み

1 TMU1 0 R TMU チャネル3～5 割り込み

0 TMU0 0 R TMUチャネル0～ 2 割り込み
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10.3.22 割り込み要因レジスタ 11 （マスク状態の影響あり）（INT2A11）

INT2A11は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A01レジスタを使

用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IRQ15 0 R IRQ15割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 IRQ14 0 R IRQ14 割り込み

29 IRQ13 0 R IRQ13割り込み

28 IRQ12 0 R IRQ12割り込み

27 IRQ11 0 R IRQ11割り込み

26 IRQ10 0 R IRQ10 割り込み

25 SCIF4 0 R SCIF4割り込み

24 ETHER 0 R ETHER割り込み

23 IRQ9 0 R IRQ9割り込み

22 IRQ8 0 R IRQ8割り込み

21 SCIF1 0 R SCIF1割り込み

20 SCIF0 0 R SCIF0割り込み

19 USB0 0 R USB0 割り込み

18､ 17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 USB1 0 R USB1割り込み

15 ADC1 0 R ADC1割り込み

14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 DMAC6-7 0 R DMAC チャネル6､ 7割り込み

12 ADC0 0 R ADC0割り込み

11 SPI0 0 R SPI0割り込み

10 SIM 0 R SIM割り込み
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10.3.23 割り込み要因レジスタ 12（マスク状態の影響あり）（INT2A12）

INT2A12は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A02レジスタを使

用してください。

9､8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

7 ARC4 0 R ARC4 割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 SPI1 0 R SPI1 割り込み

4~0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IIC4_1 0 R RIIC4/TEI割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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30 IIC4_2 0 R RIIC4/RXI割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

29 IIC5_0 0 R RIIC5/TXI割り込み

28~26 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

25 SGPIO 0 R SGPIO割り込み

24 ~ 21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20 IIC9_2 0 R RIIC9/RXI割り込み

19 IIC8_2 0 R RIIC8/RXI割り込み

18 IIC8_1 0 R RIIC8/TEI割り込み

17 IIC8_0 0 R RIIC8/TXI 割り込み

16 IIC7_3 0 R RIIC7/EEI割り込み

15 IIC7_2 0 R RIIC7/RXI割り込み

14 IIC7_1 0 R RIIC7/TEI割り込み

13 IIC6_3 0 R RIIC6/EEI割り込み

12 IIC0_0 0 R RIIC0/TXI割り込み

11 IIC0_1 0 R RIIC0/TEI割り込み

10 IIC0_2 0 R RIIC0/RXI割り込み

9 IIC0_3 0 R RIIC0/EEI割り込み

8 IIC3_1 0 R RIIC3/TEI割り込み

7 IIC2_3 0 R RIIC2/EEI割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 IIC2_1 0 R RIIC2/TEI割り込み

4 IIC9_1 0 R RIIC9/TEI割り込み

3 IIC3_3 0 R RIIC3/EEI割り込み

2 IIC1_0 0 R RIIC1/TXI割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 IIC2_2 0 R RIIC2/RXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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10.3.24 割り込み要因レジスタ13 （マスク状態の影響あり）（INT2A13） 

INT2A13は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A03レジスタを使

用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 MMC1 0 R MMC1割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 IIC6_1 0 R RIIC6/TEI割り込み

29 IIC6_0 0 R RIIC6/TXI割り込み

28 IIC5_1 0 R RIIC5/TEI割り込み

27 IIC3_2 0 R RIIC3/RXI割り込み

26 IIC2_0 0 R RIIC2/TXI割り込み

25 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

24 MMC2 0 R MMC2割り込み

23 IIC1_3 0 R RIIC1/EEI割り込み

22 IIC1_2 0 R RIIC1/RXI割り込み

21 IIC9_0 0 R RIIC9/TXI割り込み

20 IIC8_3 0 R RIIC8/EEI割り込み

19 IIC4_3 0 R RIIC4/EEI割り込み

18 IIC7_0 0 R RIIC7/TXI割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

16 IIC6_2 0 R RIIC6/RXI割り込み

15､14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 IIC4_0 0 R RIIC4/TXI割り込み

12､11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

10 RSPI 0 R RSPI 割り込み

161718192021222324252627282931 30

00000000000000 0

IIC2_0 ⎯ MMC2 IIC1_3 IIC1_2 IIC9_0 IIC8_3 IIC4_3 IIC7_0 ⎯ IIC6_2IIC3_2IIC5_1IIC6_0MMC1 IIC6_1

R⎯RRRRRRRRRRRR R

RSPI ⎯ IIC9_3 IIC3_0 ⎯ IIC5_3 IIC5_2 ⎯ ⎯ ⎯ IIC1_1⎯⎯IIC4_0⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000

R⎯RR⎯RR⎯R⎯R⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

0

⎯

0

⎯

0

⎯

0

⎯

0

⎯
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10.3.25 割り込み要因レジスタ 14 （マスク状態の影響あり）（INT2A14）

INT2A14は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A04レジスタを使

用してください。

9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

8 IIC9_3 0 R RIIC9/EEI割り込み

7 IIC3_0 0 R RIIC3/TXI割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 IIC5_3 0 R RIIC5/EEI割り込み

4 IIC5_2 0 R RIIC5/RXI割り込み

3~1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 IIC1_1 0 R RIIC1/TEI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 WDT0B 0 R WDT0B 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 WDT1B 0 R WDT1B割り込み

29 WDT3B 0 R WDT3B割り込み

28 GETHER0 0 R GETHER0 割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

0000000000000 0

⎯ SER  
MUX2

DMAE3 DMAE2⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯GETH 
ER0

GETH 
ER1

DMINT 
12

DMINT 
13

DMINT 
14

DMINT 
15

DMINT 
23

DMINT 
21

DMINT 
16

DMINT 
22

WDT3BWDT0B WDT1B

RRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯RRR R

CRYPTO 
ENGINE

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

0000000000000

R⎯R⎯R⎯RRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

0

⎯

0

⎯

0

⎯
0

⎯

0

⎯
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27 ~ 20 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

19 SERMUX2 0 R SERMUX2割り込み

18 DMAE3 0 R DMAE3 割り込み

17 DMAE2 0 R DMAE2割り込み

16 ~14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

13 GETHER1 0 R GETHER1 割り込み

12 DMINT12 0 R DMINT12 割り込み

11 DMINT13 0 R DMINT13 割り込み

10 DMINT14 0 R DMINT14 割り込み

9 DMINT15 0 R DMINT15 割り込み

8 CRYPTO 
ENGINE

0 R CRYPTO ENGINE 割り込み

7 DMINT23 0 R DMINT23 割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 DMINT21 0 R DMINT21 割り込み

4､3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

2 DMINT16 0 R DMINT16割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 DMINT22 0 R DMINT22割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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10.3.26 割り込み要因レジスタ15 （マスク状態の影響あり）（INT2A15）

INT2A15は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、内部モジュールからの割り込み要因を表示しま

す。ただし、割り込みがマスクされている場合は、割り込みが発生しても、対応するビットは “1” にな

りません。マスク設定にかかわらず、割り込み発生の有無を確認したい場合は、INT2A05レジスタを使

用してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

30 WDT8B 0 R WDT8B割り込み

29 WDT7B 0 R WDT7B 割り込み

28 WDT4B 0 R WDT4B割り込み

27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

26 DMINT20 0 R DMINT20割り込み

25､ 24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

23 DMINT19 0 R DMINT19割り込み

22 DMINT18 0 R DMINT18割り込み

21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

20 SERMUX3 0 R SERMUX3割り込み

19 WDT2B 0 R WDT2B割り込み

18 GETHER2 0 R GETHER2割り込み

17 ~8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

161718192021222324252627282931 30

00000000000000 0

WDT2B
SER 

MUX3
⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯GETH 

ER2

⎯

DMINT 
20

DMINT 
19

DMINT 
18

ECD WDT6B
DMINT 

17

WDT7B WDT4BWDT8B

⎯⎯RRRRR⎯⎯R⎯RR⎯ R

⎯ ⎯ WDT5B ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

01234567891011121315 14

0000000000000 0

R⎯⎯⎯RR⎯R⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

0

⎯

0

⎯

0

⎯
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10.3.27 割り込みマスクレジスタ（INT2MSKR）

INT2MSKRは、読み出し／一部条件付き書き込み可能な32ビットのレジスタで、割り込み要因レジス

タに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに1 が設

定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

7 ECD 0 R ECD 割り込み 0：割り込みなし

1：割り込み発生

（マスクされていない割り
込みのみ）

注 . 本レジスタを読む代わ
りに、INTEVT（例外

コード）を直接読むこ
とで割り込み要因を特
定することもできま
す。
なお、各モジュール内
の割り込み要因ビット
が “0”になると、本レ

ジスタの対応するビッ
トが “0”になります。

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

5 WDT6B 0 R WDT6B割り込み

4 WDT5B 0 R WDT5B 割り込み

3 ~ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0 DMINT17 0 R DMINT17 割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31~23 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

22 DMAC8-11 1 R/W（注） DMACチャネル8~11割り込み

21~19 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

18 FRT 1 R/W（注） FRT割り込み

17 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DMAC 
8-11

⎯ ⎯ ⎯ FRT ⎯ TMR45⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ DMAC 
0-5

H-UDI ⎯ ⎯ SCIF3 SCIF2 SDHI TMU1 TMU0⎯⎯⎯TMR23 TMR01

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/W（注）⎯R/W（注）⎯⎯⎯R/W（注）⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

111111111111111 1

R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯⎯R/W（注）R/W（注）⎯⎯⎯⎯⎯R/W（注）R/W（注）

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。

INT2MSKCRレジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

16 TMR45 1 R/W（注） TMR45割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり15 TMR23 1 R/W（注） TMR23割り込み

14 TMR01 1 R/W（注） TMR01割り込み

13 ~9 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

8 DMAC0-5 1 R/W（注） DMAC チャネル0~5 及びアドレ

スエラー 割り込み

7 H-UDI 1 R/W（注） H-UDI割り込み

6､ 5 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

4 SCIF3 1 R/W（注） SCIF3割り込み

3 SCIF2 1 R/W（注） SCIF2割り込み

2 SDHI 1 R/W（注） SDHI割り込み

1 TMU1 1 R/W（注） TMU チャネル3~5 割り込み

0 TMU0 1 R/W（注） TMUチャネル0~2 割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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10.3.28 割り込みマスクレジスタ1（INT2MSKR1）

INT2MSKR1は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込み要因レジ

スタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに 1 が
設定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IRQ15 1 R/W（注1） IRQ15割り込み（注2） 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり30 IRQ14 1 R/W（注1） IRQ14 割り込み（注2）

29 IRQ13 1 R/W（注1） IRQ13 割り込み（注2）

28 IRQ12 1 R/W（注1） IRQ12 割り込み（注2）

27 IRQ11 1 R/W（注1） IRQ11割り込み（注2）

26 IRQ10 1 R/W（注1） IRQ10割り込み（注2）

25 SCIF4 1 R/W（注1） SCIF4割り込み

24 ETHER 1 R/W（注1） ETHER割り込み

23 IRQ9 1 R/W（注1） IRQ9割り込み（注2）

22 IRQ8 1 R/W（注1） IRQ8割り込み（注2）

21 SCIF1 1 R/W（注1） SCIF1割り込み

20 SCIF0 1 R/W（注1） SCIF0割り込み

19 USB0 1 R/W（注1） USB0割り込み

18､17 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

16 USB1 1 R/W（注1） USB1割り込み

15 ADC1 1 R/W（注1） ADC1割り込み

14 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

13 DMAC6-7 1 R/W（注1） DMAC チャネル6､ 7割り込み

12 ADC0 1 R/W（注1） ADC0 割り込み

11 SPI0 1 R/W（注1） SPI0割り込み

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

IRQ10 SCIF4 ETHER IRQ9 IRQ8 SCIF1 SCIF0 USB0 ⎯ ⎯ USB1IRQ11IRQ12IRQ13IRQ15 IRQ14

R/W（注1）⎯⎯R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）

SIM ⎯ ⎯ ⎯ SPI1 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯SPI0ADC0DMAC 
6-7

ADC1 ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯R/W（注1）⎯R/W（注1）⎯⎯R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1） ⎯

ARC4 ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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注1. “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。

INT2MSKCR1レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

 　2. IRQ8～15は、対応するマスクビットの状態にかかわらず、有効エッジ又は有効レベルが入力されると割り込み要

求が発生します。対応するマスクビットが “1”のときに発生した割り込み要求は保持されたままとなり、次にマス

クビットをクリアしたときに、割り込み要求がCPUに通知されます。

10 SIM 1 R/W（注1） SIM割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり9､8 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

7 ARC4 1 R/W（注1） ARC4割り込み

6 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

5 SPI1 1 R/W（注1） SPI1割り込み

4~0 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.29 割り込みマスクレジスタ 2 （INT2MSKR2）

INT2MSKR2は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込み要因レジ

スタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに 1 が
設定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IIC4_1 1 R/W（注） RIIC4/TEI割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり30 IIC4_2 1 R/W（注） RIIC4/RXI割り込み

29 IIC5_0 1 R/W（注） RIIC5/TXI割り込み

28~26 — 11 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

25 SGPIO 1 R/W（注） SGPIO割り込み

24 ~ 21 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

20 IIC9_2 1 R/W（注） RIIC9/RXI割り込み

19 IIC8_2 1 R/W（注） RIIC8/RXI割り込み

18 IIC8_1 1 R/W（注） RIIC8/TEI割り込み

17 IIC8_0 1 R/W（注） RIIC8/TXI割り込み

16 IIC7_3 1 R/W（注） RIIC7/EEI割り込み

15 IIC7_2 1 R/W（注） RIIC7/RXI割り込み

14 IIC7_1 1 R/W（注） RIIC7/TEI割り込み

13 IIC6_3 1 R/W（注） RIIC6/EEI割り込み

12 IIC0_0 1 R/W（注） RIIC0/TXI割り込み

11 IIC0_1 1 R/W（注） RIIC0/TEI割り込み

10 IIC0_2 1 R/W（注） RIIC0/RXI割り込み

9 IIC0_3 1 R/W（注） RIIC0/EEI割り込み

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

⎯ SGPIO ⎯ ⎯ ⎯ IIC9_2 IIC8_2 IIC8_1 IIC8_0 IIC7_3⎯⎯IIC5_0IIC4_1 IIC4_2

R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯⎯

⎯

⎯⎯R/W（注）⎯⎯⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）

IIC0_2 IIC0_3 IIC3_1 ⎯ IIC2_1 IIC3_3 IIC1_0 ⎯ IIC2_2IIC0_1IIC0_0IIC6_3IIC7_2 IIC7_1

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

IIC2_3 IIC9_1

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-55

注 . “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いてもは変化しません。

INT2MSKCR2レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

10.3.30 割り込みマスクレジスタ 3  （INT2MSKR3）

INT2MSKR3は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込み要因レジ

スタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに 1 が
設定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

8 IIC3_1 1 R/W（注） RIIC3/TEI割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり7 IIC2_3 1 R/W（注） RIIC2/EEI割り込み

6 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

5 IIC2_1 1 R/W（注） RIIC2/TEI割り込み

4 IIC9_1 1 R/W（注） RIIC9/TEI割り込み

3 IIC3_3 1 R/W（注） RIIC3/EEI割り込み

2 IIC1_0 1 R/W（注） RIIC1/TXI割り込み

1 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

0 IIC2_2 1 R/W（注） RIIC2/RXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 MMC1 1 R/W（注） MMC1割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり30 IIC6_1 1 R/W（注） RIIC6/TEI割り込み

29 IIC6_0 1 R/W（注） RIIC6/TXI割り込み

28 IIC5_1 1 R/W（注） RIIC5/TEI 割り込み

27 IIC3_2 1 R/W（注） RIIC3/RXI割り込み

26 IIC2_0 1 R/W（注） RIIC2/TXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

IIC2_0 ⎯ MMC2 IIC1_3 IIC1_2 IIC9_0 IIC8_3 IIC4_3 IIC7_0 ⎯ IIC6_2IIC3_2IIC5_1IIC6_0MMC1 IIC6_1

R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

RSPI ⎯ IIC9_3 ⎯ IIC5_3 ⎯ ⎯ ⎯ IIC1_1⎯⎯IIC4_0⎯ ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/W（注）⎯⎯⎯R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）⎯⎯R/W（注）⎯ ⎯

IIC3_0 IIC5_2

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。

INT2MSKCR3レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

25 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

24 MMC2 1 R/W（注） MMC2 割り込み

23 IIC1_3 1 R/W（注） RIIC1/EEI割り込み

22 IIC1_2 1 R/W（注） RIIC1/RXI割り込み

21 IIC9_0 1 R/W（注） RIIC9/TXI 割り込み

20 IIC8_3 1 R/W（注） RIIC8/EEI割り込み

19 IIC4_3 1 R/W（注） RIIC4/EEI割り込み

18 IIC7_0 1 R/W（注） RIIC7/TXI割り込み

17 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

16 IIC6_2 1 R/W（注） RIIC6/RXI割り込み

15､14 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

13 IIC4_0 1 R/W（注） RIIC4/TXI割り込み

12､ 11 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

10 RSPI 1 R/W RSPI 割り込み

9 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

8 IIC9_3 1 R/W RIIC9/EEI割り込み

7 IIC3_0 1 R/W RIIC3/TXI割り込み

6 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

5 IIC5_3 1 R/W（注） RIIC5/EEI割り込み

4 IIC5_2 1 R/W（注） RIIC5/RXI割り込み

3~1 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

0 IIC1_1 1 R/W（注） RIIC1/TEI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.31 割り込みマスクレジスタ4 （INT2MSKR4）

INT2MSKR4は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込み要因レジ

スタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに 1 が
設定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 WDT0B 1 R/W（注） WDT0B割り込み 0：マスク設定なし

1：マスク設定あり30 WDT1B 1 R/W（注） WDT1B割り込み 

29 WDT3B 1 R/W（注） WDT3B割り込み

28 GETHER0 1 R/W（注） GETHER0割り込み

27 ~ 20 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

19 SERMUX2 1 R/W（注） SERMUX2割り込み

18 DMAE3 1 R/W（注） DMAE3 割り込み

17 DMAE2 1 R/W（注） DMAE2割り込み

16 ~14 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

13 GETHER1 1 R/W（注） GETHER1割り込み

12 DMINT12 1 R/W（注） DMINT12割り込み

11 DMINT13 1 R/W（注） DMINT13割り込み

10 DMINT14 1 R/W（注） DMINT14割り込み

9 DMINT15 1 R/W（注） DMINT15割り込み

8 CRYPTO 
ENGINE

1 R/W（注） CRYPTO ENGINE割り込み

7 DMINT23 1 R/W（注） DMINT23割り込み

6 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

5 DMINT21 1 R/W（注） DMINT21割り込み

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

⎯ SER 
MUX2

DMAE3 DMAE2⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯GETH 
ER0

GETH 
ER1

DMINT 
12

DMINT 
13

DMINT 
14

DMINT 
15

DMINT 
23

DMINT 
21

DMINT 
16

DMINT 
22

WDT3BWDT0B WDT1B

⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

CRYPTO 
ENGINE

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/W（注）⎯R/W（注）⎯⎯R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。

INT2MSKCR4レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

10.3.32 割り込みマスクレジスタ 5 （INT2MSKR5）

INT2MSKR5は、読み出し／一部条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込み要因レジ

スタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することができます。本レジスタに 1 が
設定された該当要因の割り込みは、CPUに通知されません。

4､3 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

2 DMINT16 1 R/W（注） DMINT16割り込み

1 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書き

込む値は ”1” にしてください）

0 DMINT22 1 R/W（注） DMINT22割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

30 WDT8B 1 R/W（注） WDT8B割り込み

29 WDT7B 1 R/W（注） WDT7B割り込み

28 WDT4B 1 R/W（注） WDT4B割り込み

27 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

26 DMINT20 1 R/W（注） DMINT20割り込み

25､ 24 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

23 DMINT19 1 R/W（注） DMINT19割り込み

22 DMINT18 1 R/W（注） DMINT18割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

WDT2B
SER 

MUX3
⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯GETH 

ER2

⎯

DMINT 
20

DMINT 
19

DMINT 
18

ECD WDT6B
DMINT 

17

WDT7B WDT4BWDT8B

⎯⎯R/W（注）R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）⎯⎯R/W（注）⎯R/W（注）R/W（注）⎯ R/W（注）

⎯ ⎯ WDT5B ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/W（注）⎯⎯⎯R/W（注）R/W（注）⎯R/W（注）⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . “1”を書くと対応する内部モジュール割り込みがマスク（禁止）されます。“0”を書いても変化しません。

INT2MSKCR5レジスタの対応するビットに “1 ”を書くと “0”になります。

21 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

20 SERMUX3 1 R/W（注） SERMUX3割り込み

19 WDT2B 1 R/W（注） WDT2B割り込み

18 GETHER2 1 R/W（注） GETHER2割り込み

17 ~ 8 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

7 ECD 1 R/W（注） ECD割り込み

6 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

5 WDT6B 1 R/W（注） WDT6B割り込み

4 WDT5B 1 R/W（注） WDT5B割り込み

3 ~ 1 — 1 — リザーブビット

（読み出すと ”1” が読めます。書

き込む値は ”1” にしてください）

0 DMINT17 1 R/W（注） DMINT17割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.33 割り込みマスククリアレジスタ （INT2MSKCR）

INT2MSKCRは、書き込み専用の32ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定さ

れたマスクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 ~ 23 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

“1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

22 DMAC8-11 0 W DMAC チャネル8 ~11 割り込み

21~19 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

18 FRT 0 W FRT 割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

16 TMR45 0 W TMR45割り込み

15 TMR23 0 W TMR23割り込み

14 TMR01 0 W TMR01割り込み

13 ~ 9 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

8 DMAC0-5 0 W DMAC チャネル0~5及びアドレスエ

ラー 割り込み

7 H-UDI 0 W H-UDI割り込み

6､ 5 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

4 SCIF3 0 W SCIF3割り込み

3 SCIF2 0 W SCIF2 割り込み

2 SDHI 0 W SDHI割り込み

1 TMU1 0 W TMUチャネル3~ 5割り込み

0 TMU0 0 W TMUチャネル0 ~ 2割り込み

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DMAC 
8-11

⎯ ⎯ ⎯ FRT ⎯ TMR45⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ DMAC 
0-5

H-UDI ⎯ ⎯ SCIF3 SCIF2 SDHI TMU1 TMU0⎯⎯⎯TMR23 TMR01

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

W⎯W⎯⎯⎯W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WWWWW⎯⎯WW⎯⎯⎯⎯⎯W W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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10.3.34 割り込みマスククリアレジスタ 1 （INT2MSKCR1）

INT2MSKCR1 は、書き込み専用の 32 ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定

されたマスクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IRQ15 0 W IRQ15割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

30 IRQ14 0 W IRQ14割り込み

29 IRQ13 0 W IRQ13割り込み

28 IRQ12 0 W IRQ12割り込み

27 IRQ11 0 W IRQ11割り込み

26 IRQ10 0 W IRQ10割り込み

25 SCIF4 0 W SCIF4割り込み

24 ETHER 0 W ETHER割り込み

23 IRQ9 0 W IRQ9割り込み

22 IRQ8 0 W IRQ8割り込み

21 SCIF1 0 W SCIF1割り込み

20 SCIF0 0 W SCIF0割り込み

19 USB0 0 W USB0割り込み

18、 17 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

16 USB1 0 W USB1割り込み

15 ADC1 0 W ADC1割り込み

14 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

13 DMAC6-7 0 W DMACチャネル6､ 7割り込み

12 ADC0 0 W ADC0割り込み

11 SPI0 0 W SPI0割り込み

10 SIM 0 W SIM割り込み

9､8 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

7 ARC4 0 W ARC4割り込み

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IRQ10 SCIF4 ETHER IRQ9 IRQ8 SCIF1 SCIF0 USB0 ⎯ ⎯ USB1IRQ11IRQ12IRQ13IRQ15 IRQ14

W⎯⎯WWWWWWWWWWWW W

SIM ⎯ ⎯ ARC4 ⎯ SPI1 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯SPI0ADC0
DMAC 

6-7
ADC1 ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯W⎯W⎯⎯WWWWW ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.35 割り込みマスククリアレジスタ 2　（INT2MSKCR2）

INT2MSKCR2 は、書き込み専用の 32 ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定

されたマスクをクリアします。

6 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

“1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

5 SPI1 0 W SPI1割り込み

4 ~ 0 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 IIC4_1 0 W RIIC4/TEI割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

30 IIC4_2 0 W RIIC4/RXI割り込み

29 IIC5_0 0 W RIIC5/TXI割り込み

28～26 — 0 — リザーブビット

(書き込む値は"0" にしてください )

25 SGPIO 0 W SGPIO 割り込み

24 ～ 21 — 0 — リザーブビット

(書き込む値は"0" にしてください )

20 IIC9_2 0 W RIIC9/RXI割り込み

19 IIC8_2 0 W RIIC8/RXI割り込み

18 IIC8_1 0 W RIIC8/TEI割り込み

17 IIC8_0 0 W RIIC8/TXI割り込み

16 IIC7_3 0 W RIIC7/EEI割り込み

15 IIC7_2 0 W RIIC7/RXI割り込み

14 IIC7_1 0 W RIIC7/TEI割り込み

13 IIC6_3 0 W RIIC6/EEI割り込み

12 IIC0_0 0 W RIIC0/TXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ SGPIO ⎯ ⎯ ⎯ IIC9_2 IIC8_2 IIC8_1 IIC8_0 IIC7_3⎯⎯IIC5_0IIC4_1 IIC4_2

WWWWW⎯⎯

⎯

⎯⎯W⎯⎯⎯WW W

IIC0_2 IIC0_3 IIC3_1 IIC2_3 ⎯ IIC2_1 IIC9_1 IIC3_3 IIC1_0 ⎯ IIC2_2IIC0_1IIC0_0IIC6_3IIC7_2 IIC7_1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

W⎯WWWW⎯WWWWWWWW W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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10.3.36 割り込みマスククリアレジスタ 3 （INT2MSKCR3）

INT2MSKCR3 は、書き込み専用の 32 ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定

されたマスクをクリアします。

11 IIC0_1 0 W RIIC0/TEI割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

10 IIC0_2 0 W RIIC0/RXI割り込み

9 IIC0_3 0 W RIIC0/EEI割り込み

8 IIC3_1 0 W RIIC3/TEI割り込み

7 IIC2_3 0 W RIIC2/EEI割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

5 IIC2_1 0 W RIIC2/TEI割り込み

4 IIC9_1 0 W RIIC9/TEI割り込み

3 IIC3_3 0 W RIIC3/EEI割り込み

2 IIC1_0 0 W RIIC1/TXI割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

0 IIC2_2 0 W RIIC2/RXI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 MMC1 0 W MMC1割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

30 IIC6_1 0 W RIIC6/TEI割り込み

29 IIC6_0 0 W RIIC6/TXI割り込み

28 IIC5_1 0 W RIIC5/TEI割り込み

27 IIC3_2 0 W RIIC3/RXI割り込み

26 IIC2_0 0 W RIIC2/TXI割り込み 

25 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

24 MMC2 0 W MMC2割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IIC2_0 ⎯ MMC2 IIC1_3 IIC1_2 IIC9_0 IIC8_3 IIC4_3 IIC7_0 ⎯ IIC6_2IIC3_2IIC5_1IIC6_0MMC1 IIC6_1

W⎯WWWWWWW⎯WWWWW W

RSPI ⎯ IIC9_3 IIC3_0 ⎯ IIC5_3 IIC5_2 ⎯ ⎯ ⎯ IIC1_1⎯⎯IIC4_0⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

W⎯⎯⎯WW⎯WW⎯W⎯⎯W⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23 IIC1_3 0 W RIIC1/EEI割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

22 IIC1_2 0 W RIIC1/RXI割り込み

21 IIC9_0 0 W RIIC9/TXI割り込み

20 IIC8_3 0 W RIIC8/EEI割り込み

19 IIC4_3 0 W RIIC4/EEI割り込み

18 IIC7_0 0 W RIIC7/TXI割り込み

17 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

16 IIC6_2 0 W RIIC6/RXI割り込み

15、14 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

13 IIC4_0 0 W RIIC4/TXI割り込み 

12、11 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

10 RSPI 0 W RSPI割り込み

9 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

8 IIC9_3 0 W RIIC9/EEI割り込み

7 IIC3_0 0 W RIIC3/TXI割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

5 IIC5_3 0 W RIIC5/EEI割り込み

4 IIC5_2 0 W IIC5/RXI割り込み

3～1 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

0 IIC1_1 0 W RIIC1/TEI割り込み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容
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10.3.37 割り込みマスククリアレジスタ 4 （INT2MSKCR4）

INT2MSKCR4 は、書き込み専用の 32 ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定

されたマスクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 WDT0B 0 W WDT0B割り込み “1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

30 WDT1B 0 W WDT1B割り込み

29 WDT3B 0 W WDT3B割り込み

28 GETHER0 0 W GETHER0割り込み

27～20 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

19 SERMUX2 0 W SERMUX2割り込み

18 DMAE3 0 W DMAE3割り込み

17 DMAE2 0 W DMAE2割り込み

16～14 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

13 GETHER1 0 W GETHER1割り込み

12 DMINT12 0 W DMINT12割り込み

11 DMINT13 0 W DMINT13割り込み

10 DMINT14 0 W DMINT14割り込み

9 DMINT15 0 W DMINT15割り込み

8 CRYPTO 
ENGINE

0 W CRYPTO ENGINE割り込み

7 DMINT23 0 W DMINT23割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

5 DMINT21 0 0 DMINT21割り込み

4、3 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

2 DMINT16 0 0 DMINT16割り込み

1 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

0 DMINT22 0 0 DMINT22割り込み

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0
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初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-66

10.3.38 割り込みマスククリアレジスタ 5 （INT2MSKCR5）

INT2MSKCR5 は、書き込み専用の 32 ビットのレジスタで、該当する割り込みマスクレジスタに設定

されたマスクをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明 内容

31 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

“1”を書くと割り込みマス

クをクリア（割り込みを許
可）します。“0”を書いて

もビットの内容は変化しま
せん。

読み出すと “0”が読めます。

30 WDT8B 0 W WDT8B 割り込み

29 WDT7B 0 W WDT7B 割り込み

28 WDT4B 0 W WDT4B 割り込み

27 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

26 DMINT20 0 W DMINT20 割り込み

25、24 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

23 DMINT19 0 W DMINT19 割り込み

22 DMINT18 0 W DMINT18 割り込み

21 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

20 SERMUX3 0 W SERMUC3 割り込み

19 WDT2B 0 W WDT2B 割り込み

18 GETHER2 0 W GETHER2 割り込み

17 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

7 ECD 0 W ECD割り込み

6 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

5 WDT6B 0 W WDT6B 割り込み

4 WDT5B 0 W WDT5B 割り込み

3 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は"0" にしてください）

0 DMINT17 0 W DMINT17 割り込み
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10.3.39 内部モジュール別割り込み要因レジスタ（INT2B0 ～ INT2B3、 INT2B6、 
INT2B9 ～ INT2B11）

INT2B0～ INT2B3、INT2B6、INT2B9～ INT2B11は、読み出し専用の32ビットのレジスタで、割り込

み要因レジスタで表示されているモジュール別の要因に対して、更に詳細の個別要因を表示するレジス
タです。これらのレジスタは、割り込みマスク設定レジスタのマスク状態に影響を受けません。これら
個々の詳細要因に対して個別にマスク設定を行う場合は、該当モジュールの割り込みマスクレジスタ、
又は割り込みイネーブルレジスタなどを設定する必要があります。

(1) INT2B0 レジスタ：TMU モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでTMU割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生する

と、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

(2) INT2B1 レジスタ：SDHI モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでSDHI割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生する

と、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

モジュール ビット 要因 説明

TMU 31 ～7 — リザーブビット

（読み出すと ”0” が読み出されます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

6 TUNI5 TMUチャネル5アンダフロー割り込み

5 TUNI4 TMUチャネル4アンダフロー割り込み

4 TUNI3 TMUチャネル3アンダフロー割り込み

3 TICPI2 TMUチャネル2インプットキャプチャ割り込み

2 TUNI2 TMUチャネル2アンダフロー割り込み

1 TUNI1 TMUチャネル1アンダフロー割り込み

0 TUNI0 TMUチャネル 0アンダフロー割り込み

モジュール ビット 要因 説明

SDHI 31～ 3 — リザーブビット

（読み出すと ”0” が読み出されます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

2 SDHI1 SDIO アクセス割り込み

1 SDHI0 カードアクセス割り込み

0 SDHI3 カード検出割り込み

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(3) INT2B2 レジスタ：SCIF3、2 モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでSCIF3、SCIF2割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが

発生すると、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

モジュール ビット 要因 説明

SCIF3 31～ 8 — リザーブビット

（読み出すと ”0” が読み出されます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

7 TXI3 SCIF チャネル3 送信FIFO データエン

プティ割り込み

6 BRI3 SCIFチャネル3ブレーク又はオーバラ

ンエラー割り込み

5 RXI3 SCIFチャネル3 受信FIFO データフル

又は受信データレディ割り込み

4 ERRI3 SCIFチャネル3 受信エラー割り込み

SCIF2 3 TXI2 SCIFチャネル2 送信FIFO データエン

プティ割り込み

2 BRI2 SCIFチャネル2ブレーク又はオーバラ

ンエラー割り込み

1 RXI2 SCIFチャネル2 受信FIFO データフル

又は受信データレディ割り込み

0 ERRI2 SCIFチャネル2 受信エラー割り込み

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-69

(4) INT2B3 レジスタ：DMAC モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでDMAC0～11割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発

生すると、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

モジュール ビット 要因 説明

DMAC

（チャネル0
～11）

31 ～14 — リザーブビット

（読み出すと ”0” が読み出されます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

13 DMAE1 チャネルDMA6～11 アドレスエラー

割り込み

12 DMAE0 チャネルDMA0～ 5アドレスエラー

割り込み

11 DMINT11 チャネル 11 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

10 DMINT10 チャネル10 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

9 DMINT9 チャネル9 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

8 DMINT8 チャネル8 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

7 DMINT7 チャネル 7 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

6 DMINT6 チャネル6 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

5 DMINT5 チャネル 5 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

4 DMINT4 チャネル 4 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

3 DMINT3 チャネル3 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

2 DMINT2 チャネル 2 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

1 DMINT1 チャネル1 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み

0 DMINT0 チャネル 0 DMA転送終了／ハーフエ

ンド割り込み
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(5) INT2B6 レジスタ：SCIF4 モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでSCIF4割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生する

と、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

(6) INT2B9 レジスタ：USB1 モジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでUSB1割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生する

と、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

(7) INT2B10 レジスタ：ETHERモジュールの割り込み詳細要因

注 . 割り込みマスクレジスタでETHER割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生す

ると、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

モジュール ビット 要因 説明

SCIF4 31 ～ 4 — リザーブビット

(読み出すと ”0” が読み出されます )

0：割り込みなし

1：割り込み発生

3 TXI4 SCIF チャネル 4 送信 FIFO データエ

ンプティ割り込み

2 BRI4 SCIF チャネル4 ブレーク又はオーバ

ランエラー割り込み

1 RXI4 SCIF チャネル4 受信FIFO データフル

又は受信データレディ割り込み

0 ERRI4 SCIF チャネル4 受信エラー割り込み

モジュール ビット 要因 説明

USB1 31～ 1 — リザーブビット

(読み出すと ”0” が読み出されます )

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

0 USB1INT0 USB1INT0 割り込み

モジュール ビット 要因 説明

ETHER 31～ 2 — リザーブビット

(読み出すと ”0” が読み出されます )

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

1 EINT1 EINT1割り込み

0 EINT0 EINT0割り込み
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(8) INT2B11 レジスタ：SIM モジュールの割り込み詳細要因 

注 . 割り込みマスクレジスタでSIM割り込みのマスク設定をしている場合でも、各詳細要因の割り込みが発生する

と、対応するビットが “1”になります（割り込み要求は受け付けられません）。

モジュール ビット 要因 説明

SIM 31~ 4 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます）

0：割り込みなし

1：割り込み発生（注）

3 TEND 送信完了割り込み

2 TXI 送信データエンプティ割り込み

1 RXI 受信データフル割り込み

0 ERI 送受信エラー割り込み
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10.4 割り込み要因

割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内部モジュールの4 つに分類されます。各割り込みは、個別にレ

ベル16（最高）からレベル1（最低）の割り込み優先レベルを設定できます。レベル0を設定すると、そ

の割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。

10.4.1 NMI割り込み

NMI 割り込みは、レベル16 の最優先の割り込みです。CPU 内のSRレジスタ のBL ビット＝1でない

かぎり、いつでも受け付けられます。ただし、スリープモード中は BL ビットが 1 でも受け付けられま

す。また、設定によりBL ビットが1 でもNMI を受け付けることができます。

NMI 端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは NMI エッジセレクトビット（NMIE）
（ICR0レジスタ のビット24）の設定によって、立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジを選択できます。

ICR0 レジスタの NMIE ビットを書き換えた場合、書き換えてから最大 6 バスクロックの期間は NMI 割
り込みを検出しません。

NMI 割り込みが受け付けられてもSR の割り込みマスクレベル（IMASKビット）は変化しません。

10.4.2 IRQ0～7割り込み

IRQ0～7割り込みは、ICR0レジスタ の IRLM0、IRLM1 ビットに1 を設定した場合に有効になります。

ICR1 レジスタの IRQnS1、IRQnS0（n ＝ 7 ～ 0）ビットの設定により、立ち下がりエッジ、立ち上がり

エッジ、L レベル、H レベルの検出が可能です。また、割り込み優先レベルは、割り込み優先順位設定

レジスタ（INTPRI）により設定できます。

IRQ0～7 割り込み要求をLレベル又はHレベルで検出する場合、割り込みを受け付けて割り込み処理

を開始するまで、IRQ0～7割り込みの端子状態を保持してください。

ただし、IRQ0～ 7割り込み要求の検出後、CPU が受け付ける前に IRQ0～ 7 割り込みの端子状態を変

更して要求を取り下げても、CPU が IRQ0～7割り込みを含む何らかの割り込みを受け付けるか、該当す

る割り込みマスクビットを“1”にするまで、INTREQレジスタで要因を保持します。割り込み処理ルーチ

ンで IRQ0～7割り込みの端子レベルを無効にした後、INTREQ レジスタで保持している要因を0 にして

ください。割り込み要求クリア方法の詳細は「10.7.3　IRL割り込み要求及び IRQ 0～ 7割り込み要求の

クリア方法」を参照してください。
INTMU ビット（CPUOPMレジスタのビット3）が1の場合は、SR の割り込みマスクレベル（IMASK

ビット）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。INTMU ビットが0の場合は、割

り込みが受け付けられても、IMASKビットは変化しません。

なお、IRQ8～15は内部モジュール割り込みに分類されます（「10.4.4　内部モジュール割り込み（IRQ8
～15を含む）」参照）。

10.4.3 IRL割り込み

IRL 割り込みは、IRQ3/IRL3～ IRQ0/IRL0又は IRQ7/IRL7～ IRQ4/IRL4の各４端子の入力レベルによっ

て優先レベルが決まる割り込みです。４端子が全てLレベルのとき、最も高い割り込み要求（割り込み

優先レベル15）、全てHレベルのとき、割り込み要求なし（割り込み優先レベル0）となります。

図 10.2 に IRL 割り込みの接続例を、表10.5 に IRL割り込み端子と割り込み優先レベルの対応を示しま
す。

図 10.2     IRL 割り込みの接続例

プライオリティ
エンコーダ

割り込み要求

SH7752

IRQ3/IRL3 ～ 

  IRQ0/IRL0

IRQ7/IRL7 ～ 

  IRQ4/IRL4IRL[7:4]

IRL[3:0]

割り込み要求 プライオリティ
エンコーダ

・・

・
・
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表10.5 IRL割り込み端子 （IRL7 ～ IRL4 又は IRL3 ～ IRL0） と割り込み優先レベル

IRL 割り込みの検出回路には、ノイズキャンセル機構が内蔵されており、バスクロックごとにサンプ

リングしたレベルが 4 サイクル続けて同一の値になったとき、初めて IRL割り込みを検出します。これ

により、IRL 割り込み端子の変化時の誤ったレベルを取り込むことを防止できます。

IRL 割り込みの優先レベルは、割り込みを受け付けて割り込み処理を開始するまで、そのレベルを保

持してください。より高い優先レベルに変化させることは構いません。
ただし、IRL 割り込み要求の検出後、CPU が受け付ける前に IRL 割り込みの端子状態を変更して要求

を取り下げても、CPU が IRL割り込みを含む何らかの割り込みを受け付けるか、該当する割り込みマス

クビットを“1”にするまで INTREQレジスタで要因を保持します。割り込み処理ルーチンで IRL割り込み

要因をクリアした後、IRL 割り込みをマスクして INTC 内部で保持している要因をクリアしてください。

クリア方法の詳細は「10.7.3　IRL割り込み要求及び IRQ 0～ 7割り込み要求のクリア方法」を参照し

てください。
IRL 割り込みが受け付けられても、IMASKビットは変化しません。

IRL3 又は
IRL7

IRL2 又は
IRL6

IRL1 又は
IRL5

IRL0 又は
IRL4

割り込み優先レベル 割り込み要求

L L L L 15 レベル15割り込み要求

L L L H 14 レベル 14割り込み要求

L L H L 13 レベル 13割り込み要求

L L H H 12 レベル 12割り込み要求

L H L L 11 レベル 11割り込み要求

L H L H 10 レベル 10割り込み要求

L H H L 9 レベル 9割り込み要求

L H H H 8 レベル 8割り込み要求

H L L L 7 レベル 7割り込み要求

H L L H 6 レベル 6割り込み要求

H L H L 5 レベル 5割り込み要求

H L H H 4 レベル 4割り込み要求

H H L L 3 レベル 3割り込み要求

H H L H 2 レベル 2割り込み要求

H H H L 1 レベル 1割り込み要求

H H H H 0 割り込み要求なし
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10.4.4 内部モジュール割り込み（IRQ8～15を含む）

内部モジュール割り込みは、内部モジュールで発生する割り込みです。
要因ごとに異なる割り込みベクタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ

（INTEVT）に反映されますので、例外処理ルーチン中で INTEVT の値をオフセットとして分岐すること

によって、容易に要因が判定できます。
優先順位は、INT2PRI0 ～ INT2PRI47 によって、モジュールごとに優先レベル 31～ 0 の範囲で設定で

きます。ただし、CPU に通知する時には、最下位1 ビットを切り捨てた4 ビットに変換します。詳細は、

「10.4.5　内部モジュール割り込み優先レベル」を参照してください。

内部モジュール割り込みが受け付けられても、IMASKビットは変化しません。

内部モジュールの割り込み要因フラグ及び割り込み許可フラグの更新は、SR レジスタのBL ビットが

1 のときに行ってください。なお、更新したはずの割り込み要因による誤った割り込みの受け付けを避

けるために、いったん該当フラグを含む内部モジュールのレジスタを読み出してからBL ビットを0、又

は対応する割り込みマスククリアビットを1 にしてください。これにより、内部的に必要なタイミング

が確保されます。複数のフラグを更新する場合は、最後のフラグを更新した後で、そのフラグを含むレ
ジスタを読み出すだけで問題ありません。

BL ビットが0 のときにフラグの更新を行うと、INTEVT の値が0 で割り込み処理ルーチンにジャンプ

する場合があります。この場合は、RTE 命令を実行してください。

10.4.5 内部モジュール割り込み優先レベル

内部モジュール割り込み要求発生時、INTC は要因固有の識別として割り込み例外コード（INTEVT
コード）をCPU へ出力します。

CPU は割り込み要求を受け付けると INTEVT レジスタに該当する例外コードを表示します。割り込み

処理ルーチンでCPU の INTEVT レジスタを読むことにより、INTC の割り込み要因レジスタを読み込ま

なくても割り込み要因を知ることができます。内部モジュール割り込み要因と例外コードの対応は、表
10.1 を参照してください。

また、内部モジュール割り込みでは、「10.3.14　内部モジュール割り込み優先順位設定レジスタ

（INT2PRI0 ～ INT2PRI47）」 に示すように、個々の割り込み優先レベルを5 ビット（30レベル）で設定し

ます。
一方、CPU の割り込みレベル受信インタフェースは 4 ビット（15 レベル：H'0 は割り込み要求をマス

ク）のため、内部モジュール割り込みについては5ビット（30レベル）で優先レベルを比較し、最高レ

ベルの割り込み要因を選択した後、最下位 1 ビットを切り捨てた 4 ビットの優先レベルに変換して CPU
に通知します（図10.3参照）。例えば、優先レベルH'1Aと優先レベルH'1Bを設定した2つの割り込み要

因は、どちらもCPUに出力する優先レベル（4ビット）ではH'Dとなりますが、CPUに通知される例外

コードは、優先レベルH'1Bの割り込みに該当するコードとなります。

なお、複数の割り込み要因について同じ優先レベルを設定した場合は、表10.1に示す優先順位で例外

コードが通知されます。
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図 10.3     内部モジュール割り込みの優先レベルについて

10.4.6 割り込み例外処理と優先順位

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVT）のコード、割り込み優先順位を表10.7 に示します。

各割り込み要因は、それぞれ異なる INTEVT のコードが割り当てられます。例外処理ルーチンの先頭

アドレスは、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別するために、例外処理ルーチ
ンの先頭で、INTEVT の値を使って分岐させます。たとえば INTEVT の値をオフセットにして分岐させ

ます。
内部モジュールの優先順位は、INT2PRI0～ INT2PRI47 によって、優先レベル 31～ 2 の範囲で任意に

設定できます（優先レベル0及び1は割り込みマスク（割り込み禁止）となります）。

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したと
きは、表10.7 に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。

INTPRI、INT2PRI0～ INT2PRI47 の更新は、SRレジスタ のBL ビットが1 のときに行ってください。な

お、誤った割り込みの受け付けを避けるために、いったんいずれかの割り込み優先レベル設定レジスタ
を読み出してから BL ビットを 0 にしてください。これにより内部的に必要なタイミングが確保されま

す。

　優先レベルH'01は、
　要求マスクと同じです。

SH-4AにとってH'Dレベルの内部モジュール割り込みを、INTC内部では
優先レベルH'1A とH'1Bの割り込み要求に分けることができます。

 　    高い (H'1B)                      低い(H'1A)

 

            H'D       　　 同じ             H'D

内部モジュール割り込み要求が同時に発生した場合は、優先
レベルがH'1Bの割り込み要求を優先します。しかし外部割込み要求と
同時に発生した場合、外部割込み要求が優先されるケースがあります。
    - NMI 割り込み要求が発生
    - 優先レベルが同じかそれ以上のIRQ 、IRL割り込み要求が発生  

   （図の例ではH'D以上）

 H'01

 

  H'0 （割り込みマスク）
 

　優先レベルH'01は、最下位1ビットを
切り捨てるとH'0になるので、割り込み
要求が発生してもSH-4Aに通知されません。
割り込み優先順位設定レジスタにはH'02

～H'1Fまでの値（30レベル）を設定して
ください。

1 1 0 1

1 1 0 1

1 1 1 0 1

1 1 0 1

0 0 0 0 0

0 0 0 0

1

INTC

での優先順位

SH-4A

での優先順位  
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表10.6 割り込み例外処理要因と優先順位

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み

優先順位

マスクレジスタ

マスククリアレジスタ

割り込み

要因

レジスタ

内部モ

ジュール割

り込み要因

レジスタ

要因内

での

優先順位

デフォルト

優先順位

NMI — H'1C0 16 — — — — 高

低

IRL
（表10.5参
照）

IRL[7:4] = 
LLLL (H'0)

H'200 15 INTMSK2[15] 
INTMSKCLR2[15]

— — —

IRL[3:0] = 
LLLL (H'0)

INTMSK2[31] 
INTMSKCLR2[31]

— —

IRL[7:4] = 
LLLH (H'1)

H'220 14 INTMSK2[14] 
INTMSKCLR2[14]

  

IRL[3:0] = 
LLLH (H'1)

INTMSK2[30] 
INTMSKCLR2[30]

 

IRL[7:4] = 
LLHL (H'2)

H'240 13 INTMSK2[13] 
INTMSKCLR2[13]

  

IRL[3:0] = 
LLHL (H'2)

INTMSK2[29] 
INTMSKCLR2[29]

 

IRL[7:4] = 
LLHH (H'3)

H'260 12 INTMSK2[12] 
INTMSKCLR2[12]

  

IRL[3:0] = 
LLHH (H'3)

INTMSK2[28] 
INTMSKCLR2[28]

 

IRL[7:4] = 
LHLL (H'4)

H'280 11 INTMSK2[11] 
INTMSKCLR2[11]

  

IRL[3:0] = 
LHLL (H'4)

INTMSK2[27] 
INTMSKCLR2[27]

 

IRL[7:4] = 
LHLH (H'5)

H'2A0 10 INTMSK2[10] 
INTMSKCLR2[10]

  

IRL[3:0] = 
LHLH (H'5)

INTMSK2[26] 
INTMSKCLR2[26]

 

IRL[7:4] = 
LHHL (H'6)

H'2C0 9 INTMSK2[9] 
INTMSKCLR2[9]

  

IRL[3:0] = 
LHHL (H'6)

INTMSK2[25] 
INTMSKCLR2[25]

 

IRL[7:4] = 
LHHH (H'7)

H'2E0 8 INTMSK2[8] 
INTMSKCLR2[8]

  

IRL[3:0] = 
LHHH (H'7)

INTMSK2[24] 
INTMSKCLR2[24]

 

IRL[7:4] = 
HLLL (H'8)

H'300 7 INTMSK2[7] 
INTMSKCLR2[7]

  

IRL[3:0] = 
HLLL (H'8)

INTMSK2[23] 
INTMSKCLR2[23]

 

IRL[7:4] = 
HLLH (H'9)

H'320 6 INTMSK2[6] 
INTMSKCLR2[6]

  

IRL[3:0] = 
HLLH (H'9)

INTMSK2[22] 
INTMSKCLR2[22]

 

IRL[7:4] = 
HLHL (H'A)

H'340 5 INTMSK2[5] 
INTMSKCLR2[5]

  

IRL[3:0] = 
HLHL (H'A)

INTMSK2[21] 
INTMSKCLR2[21]
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IRL
（表10.5参
照）

IRL[7:4] = 
HLHH (H'B)

H'360 4 INTMSK2[4] 
INTMSKCLR2[4]

   高

低

IRL[3:0] = 
HLHH (H'B)

INTMSK2[20] 
INTMSKCLR2[20]

 

IRL[7:4] = 
HHLL (H'C)

H'380 3 INTMSK2[3] 
INTMSKCLR2[3]

  

IRL[3:0] = 
HHLL (H'C)

INTMSK2[19] 
INTMSKCLR2[19]

 

IRL[7:4] = 
HHLH (H'D)

H'3A0 2 INTMSK2[2] 
INTMSKCLR2[2]

  

IRL[3:0] = 
HHLH (H'D)

INTMSK2[18] 
INTMSKCLR2[18]

 

IRL[7:4] = 
HHHL (H'E)

H'3C0 1 INTMSK2[1] 
INTMSKCLR2[1]

  

IRL[3:0] = 
HHHL (H'E)

INTMSK2[17] 
INTMSKCLR2[17]

 

IRQ0～ 
IRQ7

IRQ[0] H'200 INTPRI
[31:28]

INTMSK0[31]
INTMSKCLR0 [31]

INTREQ[31] — 高

低

IRQ[1] H'240 INTPRI
[27:24]

INTMSK0[30]
INTMSKCLR0 [30]

INTREQ[30] —

IRQ[2] H'280 INTPRI
[23:20]

INTMSK0[29]
INTMSKCLR0 [29]

INTREQ[29] —

IRQ[3] H'2C0 INTPRI
[19:16]

INTMSK0[28]
INTMSKCLR0 [28]

INTREQ[28] —

IRQ[4] H'300 INTPRI
[15:12]

INTMSK0[27]
INTMSKCLR0 [27]

INTREQ[27] —

IRQ[5] H'340 INTPRI
[11:8]

INTMSK0[26]
INTMSKCLR0 [26]

INTREQ[26] —

IRQ[6] H'380 INTPRI
[7:4]

INTMSK0[25]
INTMSKCLR0 [25]

INTREQ[25] —

IRQ[7] H'3C0 INTPRI
[3:0]

INTMSK0[24]
INTMSKCLR0 [24]

INTREQ[24] —

SDHI SDHI3 H'480 INT2PRI1
[4:0]

INT2MSKR[2]
INT2MSKCR[2]

INT2A0[2]
INT2A1[2]

INT2B1[0] 高

低

SDHI0 H'4A0 INT2B1[1]

SDHI1 H'4C0 INT2B1[2]

IRQ8 IRQ8 H'500 INT2PRI2
[4:0]

INT2MSKR1[22]
INT2MSKCR1[22]

INT2A01[22]
INT2A11[22]

— —

IRQ9 IRQ9 H'520 INT2PRI3
[28:24]

INT2MSKR1[23]
INT2MSKCR1[23]

INT2A01[23]
INT2A11[23]

— —

IRQ10 IRQ10 H'540 INT2PRI4
[28:24]

INT2MSKR1[26]
INT2MSKCR1[26]

INT2A01[26]
INT2A11[26]

— —

TMU0 TUNI0（注） H'580 INT2PRI0
[28:24]

INT2MSKR[0]
INT2MSKCR[0]

INT2A0[0]
INT2A1[0]

INT2B0[0] —

TMU1 TUNI1（注） H'5A0 INT2PRI0
[20:16]

INT2B0[1] —

TMU2 TUNI2（注） H'5C0 INT2PRI0
[12:8]

INT2MSKR[0]
INT2MSKCR[0]

INT2A0[0]
INT2A1[0]

INT2B0[2] —

TICPI2（注） H'5E0 INT2PRI0
[4:0]

INT2B0[3] —

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み

優先順位

マスクレジスタ

マスククリアレジスタ

割り込み

要因

レジスタ

内部モ

ジュール割

り込み要因

レジスタ

要因内

での

優先順位

デフォルト

優先順位
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H-UDI H-UDI H'600 INT2PRI3
[28:24]

INT2MSKR[7]
INT2MSKCR[7]

INT2A0[7]
INT2A1[7]

— — 高

低

ARC4 ARC4I H'620 INT2PRI9
[28:24]

INT2MSKR1[7]
INT2MSKCR1[7]

INT2A01 [7]
INT2A11 [7]

— —

DMAC0-
11

DMINT0（注） H'640 INT2PRI3
[20:16]

INT2MSKR[8]
INT2MSKCR[8]

INT2A0[8]
INT2A1[8]

INT2B3[0] 高

低

DMINT1（注） H'660 INT2B3[1]

DMINT2（注） H'680 INT2B3[2]

DMINT3（注） H'6A0 INT2B3[3]

DMAE (ch0 ～ 

5)（注）

H'6C0 INT2B3[12]

DMAE (ch6 ～ 

11)（注）

INT2B3[13]

IRQ11 IRQ11 H'6E0 INT2PRI7
[12:8]

INT2MSKR1[27]
INT2MSKCR1[27]

INT2A01[27]
INT2A11[27]

— —

SCIF2 ERI2（注） H'700 INT2PRI2
[28:24]

INT2MSKR[3]
INT2MSKCR[3]

INT2A0[3]
INT2A1[3]

INT2B2[0] 高

低

RXI2（注） H'720 INT2B2[1]

BRI2（注） H'740 INT2B2[2]

TXI2（注） H'760 INT2B2[3]

DMAC4-5 DMINT4（注） H'780 INT2PRI3
[20:16]

INT2MSKR[8]
INT2MSKCR[8]

INT2A0[8]
INT2A1[8]

INT2B3[4] 高

低
DMINT5（注） H'7A0 INT2B3[5]

DMAC6-7 DMINT6（注） H'7C0 INT2PRI11
[12:8]

INT2MSKR1[13]
INT2MSKCR1[13]

INT2A01[13]
INT2A11[13]

INT2B3[6] 高

低
DMINT7（注） H'7E0 INT2B3[7]

USB0 USB0INT0 H'840 INT2PRI12
[28:24]

INT2MSKR1[19]
INT2MSKCR1[19]

INT2A01[19]
INT2A11[19]

— —

IRQ12 IRQ12 H'880 INT2PRI7
[4:0]

INT2MSKR1[28]
INT2MSKCR1[28]

INT2A01[28]
INT2A11[28]

— —

SPI1 SPI1I H'8C0 INT2PRI9
[12:8]

INT2MSKR1[5]
INT2MSKCR1[5]

INT2A01 [5]
INT2A11 [5]

— —

IRQ13 IRQ13 H'8E0 INT2PRI11
[20:16]

INT2MSKR1[29]
INT2MSKCR1[29]

INT2A01[29]
INT2A11[29]

— —

IRQ14 IRQ14 H'900 INT2PRI11
[4:0]

INT2MSKR1[30]
INT2MSKCR1[30]

INT2A01[30]
INT2A11[30]

— —

USB1 USB1INT0 H'920 INT2PRI12
[4:0]

INT2MSKR1[16]
INT2MSKCR1[16]

INT2A01[16]
INT2A11[16]

INT2B9[0] —

TMR01 TMR01I H'A00 INT2PRI4
[12:8]

INT2MSKR[14]
INT2MSKCR[14]

INT2A0[14]
INT2A1[14]

— —

TMR23 TMR23I H'A20 INT2PRI4
[4:0]

INT2MSKR[15]
INT2MSKCR[15]

INT2A0[15]
INT2A1[15]

— —

TMR45 TMR45I H'A40 INT2PRI5
[28:24]

INT2MSKR[16]
INT2MSKCR[16]

INT2A0[16]
INT2A1[16]

— —

FRT FRTI H'A80 INT2PRI5
[12:8]

INT2MSKR[18]
INT2MSKCR[18]

INT2A0[18]
INT2A1[18]

— —

SCIF0 FINT0 H'B40 INT2PRI13
 [4:0]

INT2MSKR1[20]
INT2MSKCR1[20]

INT2A01[20]
INT2A11[20]

— —

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み
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レジスタ
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レジスタ

要因内
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SCIF1 FINT1 H'B60 INT2PRI13
 [12:8]

INT2MSKR1[21]
INT2MSKCR1[21]

INT2A01[21]
INT2A11[21]

— — 高

低

SCIF3 ERI3（注） H'B80 INT2PRI2
[20:16]

INT2MSKR[4]
INT2MSKCR[4]

INT2A0[4]
INT2A1[4]

INT2B2[4] 高

低

RXI3（注） H'BA0 INT2B2[5]

BRI3（注） H'BC0 INT2B2[6]

TXI3（注） H'BE0 INT2B2[7]

IRQ15 IRQ15 H'C60 INT2PRI12
[12:8]

INT2MSKR1[31]
INT2MSKCR1[31]

INT2A01[31]
INT2A11[31]

— —

ETHER EINT0 H'C80 INT2PRI6
[20:16]

INT2MSKR1[24]
INT2MSKCR1[24]

INT2A01[24]
INT2A11[24]

INT2B10[0] 高

低

EINT1 H'CA0 INT2B10[1]

SPI0 SPI0I H'CC0 INT2PRI10
 [28:24]

INT2MSKR1[11]
INT2MSKCR1[11]

INT2A01[11]
INT2A11[11]

— —

ADC1 ADCI1 H'CE0 INT2PRI11
 [28:24]

INT2MSKR1[15]
INT2MSKCR1[15]

INT2A01[15]
INT2A11[15]

— —

DMAC8-
11

DMINT8（注） H'D00 INT2PRI6
[12:8]

INT2MSKR[22]
INT2MSKCR[22]

INT2A0[22]
INT2A1[22]

INT2B3[8] 高

低

DMINT9（注） H'D20 INT2B3[9]

DMINT10（注） H'D40 INT2B3[10]

DMINT11（注） H'D60 INT2B3[11]

SIM ERI H'D80 INT2PRI10
 [20:16]

INT2MSKR1[10]
INT2MSKCR1[10]

INT2A01[10]
INT2A11[10]

INT2B11[0] 高

低

RXI H'DA0 INT2B11[1]

TXI H'DC0 INT2B11[2]

TEND H'DE0 INT2B11[3]

TMU3 TUNI3 H'E00 INT2PRI1
[28:24]

INT2MSKR[1]
INT2MSKCR[1]

INT2A0[1]
INT2A1[1]

INT2B0[4] —

TMU4 TUNI4 H'E20 INT2PRI1
[20:16]

INT2B0[5] —

TMU5 TUNI5 H'E40 INT2PRI1
[12:8]

INT2B0[6] —

ADC0 ADCI0 H'E60 INT2PRI3
[12:8]

INT2MSKR1[12]
INT2MSKCR1[12]

INT2A01[12]
INT2A11[12]

— —

SCIF4 ERI4（注） H'F00 INT2PRI7
[28:24]

INT2MSKR1[25]
INT2MSKCR1[25]

INT2A01[25]
INT2A11[25]

INT2B6[0] 高

低

RXI4（注） H'F20 INT2B6[1]

BRI4（注） H'F40 INT2B6[2]

TXI4（注） H'F60 INT2B6[3]

IIC0_0 RIIC0/TXI H'1400 INT2PRI31
[28:24]

INT2MSKR2[12]
INT2MSKCR2[12]

INT2A02[12]
INT2A12[12]

— —

IIC0_1 RIIC0/TEI H'1420 INT2PRI31
[20:16]

INT2MSKR2[11]
INT2MSKCR2[11]

INT2A02[11]
INT2A12[11]

— —

IIC0_2 RIIC0/RXI H'1440 INT2PRI31
[12:8]

INT2MSKR2[10]
INT2MSKCR2[10]

INT2A02[10]
INT2A12[10]

— —

IIC0_3 RIIC0/EEI H'1460 INT2PRI31
[4:0]

INT2MSKR2[9]
INT2MSKCR2[9]

INT2A02[9]
INT2A12[9]

— —

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み

優先順位

マスクレジスタ

マスククリアレジスタ

割り込み
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レジスタ

内部モ
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レジスタ
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IIC1_0 RIIC1/TXI H'1480 INT2PRI17
[4:0]

INT2MSKR2[2]
INT2MSKCR2[2]

INT2A02[2]
INT2A12[2]

— — 高

低

IIC1_1 RIIC1/TEI H'14E0 INT2PRI24
[4:0]

INT2MSKR3[0]
INT2MSKCR3[0]

INT2A03[0]
INT2A13[0]

— —

IIC1_2 RIIC1/RXI H'1500 INT2PRI18
 [4:0]

INT2MSKR3[22]
INT2MSKCR3[22]

INT2A03[22]
INT2A13[22]

— —

IIC1_3 RIIC1/EEI H'1520 INT2PRI19
[4:0]

INT2MSKR3[23]
INT2MSKCR3[23]

INT2A03[23]
INT2A13[23]

— —

IIC2_0 RIIC2/TXI H'1540 INT2PRI20
[28:24]

INT2MSKR3[26]
INT2MSKCR3[26]

INT2A03[26]
INT2A13[26]

— —

IIC2_1 RIIC2/TEI H'1560 INT2PRI18
[12:8]

INT2MSKR2[5]
INT2MSKCR2[5]

INT2A02[5]
INT2A12[5]

— —

IIC2_2 RIIC2/RXI H'1580 INT2PRI16
[28:24]

INT2MSKR2[0]
INT2MSKCR2[0]

INT2A02[0]
INT2A12[0]

— —

IIC2_3 RIIC2/EEI H'1600 INT2PRI19
[28:24]

INT2MSKR2[7]
INT2MSKCR2[7]

INT2A02[7]
INT2A12[7]

— —

IIC3_0 RIIC3/TXI H'1620 INT2PRI25
[28:24]

INT2MSKR3[7]
INT2MSKCR3[7]

INT2A03[7]
INT2A13[7]

— —

IIC3_1 RIIC3/TEI H'1640 INT2PRI19
[20:16]

INT2MSKR2[8]
INT2MSKCR2[8]

INT2A02[8]
INT2A12[8]

— —

IIC3_2 RIIC3/RXI H'16E0 INT2PRI23
[12:8]

INT2MSKR3[27]
INT2MSKCR3[27]

INT2A03[27]
INT2A13[27]

— —

IIC3_3 RIIC3/EEI H'1700 INT2PRI18
[28:24]

INT2MSKR2[3]
INT2MSKCR2[3]

INT2A02[3]
INT2A12[3]

— —

IIC4_0 RIIC4/TXI H'17C0 INT2PRI27
[12:8]

INT2MSKR3[13]
INT2MSKCR3[13]

INT2A03[13]
INT2A13[13]

— —

IIC4_1 RIIC4/TEI H'1800 INT2PRI30
[28:24]

INT2MSKR2[31]
INT2MSKCR2[31]

INT2A02[31]
INT2A12[31]

— —

IIC4_2 RIIC4/RXI H'1820 INT2PRI30
[20:16]

INT2MSKR2[30]
INT2MSKCR2[30]

INT2A02[30]
INT2A12[30]

— —

IIC4_3 RIIC4/EEI H'1840 INT2PRI28
[28:24]

INT2MSKR3[19]
INT2MSKCR3[19]

INT2A03[19]
INT2A1[19]

— —

IIC5_0 RIIC5/TXI H'1860 INT2PRI30
[12:8]

INT2MSKR2[29]
INT2MSKCR2[29]

INT2A02[29]
INT2A12[29]

— —

IIC5_1 RIIC5/TEI H'1880 INT2PRI23
[4:0]

INT2MSKR2[28]
INT2MSKCR2[28]

INT2A02[28]
INT2A12[28]

— —

IIC5_2 RIIC5/RXI H'18A0 INT2PRI25
[4:0]

INT2MSKR3[4]
INT2MSKCR3[4]

INT2A03[4]
INT2A13[4]

— —

IIC5_3 RIIC5/EEI H'18C0 INT2PRI25
[12:8]

INT2MSKR3[5]
INT2MSKCR3[5]

INT2A03[5]
INT2A13[5]

— —

IIC6_0 RIIC6/TXI H'18E0 INT2PRI27
[20:16]

INT2MSKR3[29]
INT2MSKCR3[29]

INT2A03[29]
INT2A13[29]

— —

IIC6_1 RIIC6/TEI H'1900 INT2PRI27
[4:0]

INT2MSKR3[30]
INT2MSKCR3[30]

INT2A03[30]
INT2A13[30]

— —

IIC6_2 RIIC6/RXI H'1920 INT2PRI28
[4:0]

INT2MSKR3[16]
INT2MSKCR3[16]

INT2A03[16]
INT2A13[16]

— —

IIC6_3 RIIC6/EEI H'1980 INT2PRI20
[20:16]

INT2MSKR2[13]
INT2MSKCR2[13]

INT2A02[13]
INT2A12[13]

— —

割り込み要因
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IIC7_0 RIIC7/TXI H'19A0 INT2PRI28
[20:16]

INT2MSKR3[18]
INT2MSKCR3[18]

INT2A03[18]
INT2A13[18]

— — 高

低

IIC7_1 RIIC7/TEI H'1A00 INT2PRI20
[12:8]

INT2MSKR2[14]
INT2MSKCR2[14]

INT2A02[14]
INT2A12[14]

— —

IIC7_2 RIIC7/RXI H'1A20 INT2PRI20
[4:0]

INT2MSKR2[15]
INT2MSKCR2[15]

INT2A02[15]
INT2A12[15]

— —

IIC7_3 RIIC7/EEI H'1A40 INT2PRI21
[28:24]

INT2MSKR2[16]
INT2MSKCR2[16]

INT2A02[16]
INT2A12[16]

— —

IIC8_0 RIIC8/TXI H'1A60 INT2PRI21
[20:16]

INT2MSKR2[17]
INT2MSKCR2[17]

INT2A02[17]
INT2A12[17]

— —

IIC8_1 RIIC8/TEI H'1A80 INT2PRI21
[12:8]

INT2MSKR2[18]
INT2MSKCR2[18]

INT2A02[18]
INT2A12[18]

— —

IIC8_2 RIIC8/RXI H'1AA0 INT2PRI21
[4:0]

INT2MSKR2[19]
INT2MSKCR2[19]

INT2A02[19]
INT2A12[19]

— —

IIC8_3 RIIC8/EEI H'1B40 INT2PRI29
[4:0]

INT2MSKR3[20]
INT2MSKCR3[20]

INT2A03[20]
INT2A13[20]

— —

IIC9_0 RIIC9/TXI H'1B60 INT2PRI29
[12:8]

INT2MSKR3[21]
INT2MSKCR3[21]

INT2A03[21]
INT2A13[21]

— —

IIC9_1 RIIC9/TEI H'1B80 INT2PRI18
[20:16]

INT2MSKR2[4]
INT2MSKCR2[4]

INT2A02[4]
INT2A12[4]

— —

IIC9_2 RIIC9/RXI H'1C00 INT2PRI22
[28:24]

INT2MSKR2[20]
INT2MSKCR2[20]

INT2A02[20]
INT2A12[20]

— —

IIC9_3 RIIC9/EEI H'1C20 INT2PRI26
[4:0]

INT2MSKR3[8]
INT2MSKCR3[8]

INT2A03[8]
INT2A13[8]

— —

MMC1 Err/time out H'1C60 INT2PRI28
[12:8]

INT2MSKR3[31]
INT2MSKCR3[31]

INT2A03[31]
INT2A13[31]

— —

MMC2 Normal H'1C80 INT2PRI22
[20:16]

INT2MSKR3[24]
INT2MSKCR3[24]

INT2A03[24]
INT2A13[24]

— —

RSPI RXINT H'1D80 INT2PRI26
[20:16]

INT2MSKR3[10]
INT2MSKCR3[10]

INT2A03[10]
INT2A13[10]

— 高

低

TXINT H'1DA0 —

IDINT H'1DC0 —

ERRINT H'1DE0 —

SPGIO SPGIO0 H'1F80 INT2PRI23
[20:16]

INT2MSKR2[25]
INT2MSKCR2[25]

INT2A02[25]
INT2A12[25]

— —

SGPIO1 H'1FA0

SGPIO2 H'1FC0

DMINT12 DMINT12（注） H'2400 INT2PRI47
[28:24]

INT2MSKR4[12]
INT2MSKCR4[12]

INT2A04[12]
INT2A14[12]

— —

DMINT13 DMINT13（注） H'2420 INT2PRI47
[20:16]

INT2MSKR4[11]
INT2MSKCR4[11]

INT2A04[11]
INT2A14[11]

— —

DMINT14 DMINT14（注） H'2440 INT2PRI47
[12:8]

INT2MSKR4[10]
INT2MSKCR4[10]

INT2A04[10]
INT2A14[10]

— —

DMINT15 DMINT15（注） H'2460 INT2PRI47
[4:0]

INT2MSKR4[9]
INT2MSKCR4[9]

INT2A04[9]
INT2A14[9]

— —

DMINT16 DMINT16（注） H'2480 INT2PRI17
[4:0]

INT2MSKR4[2]
INT2MSKCR4[2]

INT2A04[2]
INT2A14[2]

— —

DMINT17 DMINT17（注） H'24E0 INT2PRI40
[4:0]

INT2MSKR5[0]
INT2MSKCR5[0]

INT2A05[0]
INT2A15[0]

— —

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み

優先順位

マスクレジスタ

マスククリアレジスタ

割り込み

要因

レジスタ

内部モ

ジュール割

り込み要因

レジスタ

要因内

での

優先順位

デフォルト

優先順位
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DMINT18 DMINT18（注） H'2500 INT2PRI34
 [4:0]

INT2MSKR5[22]
INT2MSKCR5[22]

INT2A05[22]
INT2A15[22]

— — 高

低

DMINT19 DMINT19（注） H'2520 INT2PRI35
[4:0]

INT2MSKR5[23]
INT2MSKCR5[23]

INT2A05[23]
INT2A15[23]

— —

DMINT20 DMINT20（注） H'2540 INT2PRI36
[28:24]

INT2MSKR4[26]
INT2MSKCR4[26]

INT2A04[26]
INT2A14[26]

— —

DMINT21 DMINT21（注） H'2560 INT2PRI34
[12:8]

INT2MSKR4[5]
INT2MSKCR4[5]

INT2A04[5]
INT2A14[5]

— —

DMINT22 DMINT22（注） H'2580 INT2PRI32
[28:24]

INT2MSKR4[0]
INT2MSKCR4[0]

INT2A04[0]
INT2A14[0]

— —

DMINT23 DMINT23（注） H'2600 INT2PR35
[28:24]

INT2MSKR4[7]
INT2MSKCR4[7]

INT2A04[7]
INT2A14[7]

— —

ECD ECD H'2620 INT2PRI41
[28:24]

INT2MSKR5[7]
INT2MSKCR5[7]

INT2A05[7]
INT2A15[7]

— —

CRYPTO 
ENGINE

CRYPTO 
ENGINE

H'2640 INT2PRI35
[20:16]

INT2MSKR4[8]
INT2MSKCR4[8]

INT2A02[8]
INT2A12[8]

— —

WDT0B WOVI H'2800 INT2PRI46
[28:24]

INT2MSKR4[31]
INT2MSKCR4[31]

INT2A04[31]
INT2A14[31]

— —

WDT1B EWI H'2820 INT2PRI46
[20:16]

INT2MSKR4[30]
INT2MSKCR4[30]

INT2A04[30]
INT2A14[30]

— —

WDT2B INT H'2840 INT2PRI44
[28:24]

INT2MSKR5[19]
INT2MSKCR5[19]

INT2A05[19]
INT2A15[19]

— —

WDT3B WOVI H'2860 INT2PRI46
[12:8]

INT2MSKR4[29]
INT2MSKCR4[29]

INT2A04[29]
INT2A14[29]

— —

WDT4B EWI H'2880 INT2PRI39
[4:0]

INT2MSKR4[28]
INT2MSKCR4[28]

INT2A04[28]
INT2A14[28]

— —

WDT5B INT H'28A0 INT2PRI41
[4:0]

INT2MSKR5[4]
INT2MSKCR5[4]

INT2A05[4]
INT2A15[4]

— —

WDT6B WOVI H'28C0 INT2PRI41
[12:8]

INT2MSKR5[5]
INT2MSKCR5[5]

INT2A05[5]
INT2A15[5]

— —

WDT7B EWI H'28E0 INT2PRI43
[20:16]

INT2MSKR5[29]
INT2MSKCR5[29]

INT2A05[29]
INT2A15[29]

— —

WDT8B INT H'2900 INT2PRI43
[4:0]

INT2MSKR5[30]
INT2MSKCR5[30]

INT2A05[30]
INT2A15[30]

— —

GETHER0 GEINT0 H'2960 INT2PRI46
[4:0]

INT2MSKR2[28]
INT2MSKCR2[28]

INT2A02[28]
INT2A12[28]

— —

GETHER1 GEINT1 H'2980 INT2PRI36
[20:16]

INT2MSKR4[13]
INT2MSKCR4[13]

INT2A04[13]
INT2A14[13]

— —

GETHER2 GEINT2 H'29A0 INT2PRI44
[20:16]

INT2MSKR5[18]
INT2MSKCR5[18]

INT2A05[18]
INT2A15[18]

— —

DMAE2 DMAE2 H'2A60 INT2PRI37
[20:16]

INT2MSKR4[17]
INT2MSKCR4[17]

INT2A04[17]
INT2A14[17]

— —

DMAE3 DMAE3 H'2A80 INT2PRI37
[12:8]

INT2MSKR4[18]
INT2MSKCR4[18]

INT2A04[18]
INT2A14[18]

— —

SERMUX
2

MIR2 H'2AA0 INT2PRI37
[4:0]

INT2MSKR4[19]
INT2MSKCR4[19]

INT2A04[19]
INT2A14[19]

— —

SERMUX
3

MIR3 H'2B40 INT2PRI45
[4:0]

INT2MSKR5[20]
INT2MSKCR5[20]

INT2A05[20]
INT2A15[20]

— —

割り込み要因
INTEVT

(例外コード )
割り込み

優先順位

マスクレジスタ

マスククリアレジスタ

割り込み

要因

レジスタ

内部モ

ジュール割

り込み要因

レジスタ

要因内

での

優先順位

デフォルト

優先順位
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【記号説明】

WOVI ：インターバルタイマ割り込み
EWI ：早期警告割り込み
INT ：オーバフロー割り込み
TUNI0～ TUNI5 ：TMUチャネル0～5 アンダフロー割り込み
TICPI2 ：TMUチャネル2 インプットキャプチャ割り込み
RXINT ：受信バッファフル割り込み
TCINT ：送信バッファエンプティ割り込み
IDINT ：RSPIアイドル割り込み
ERRINT ：RSPIエラー割り込み

DMINT0 ～ DMINT23 ：DMACチャネル0～23 転送終了割り込み
DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル0～11）
DMAE2 ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル12～17）
DMAE3 ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル18～23）
ERI2 ～ ERI4 ：SCIFチャネル2～4 受信エラー割り込み

RXI2 ～ RXI4 ：SCIFチャネル2～4 受信データフル割り込み

BRI2～BRI4 ：SCIFチャネル2～4 ブレーク割り込み

TXI2～ TXI4 ：SCIFチャネル2～4 送信データエンプティ割り込み
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10.5 動作説明

10.5.1 割り込み動作の流れ

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図10.4 に割り込み動作フローを示します。

1. INTCに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。

2. INTCでは、送られた割り込み要求の中から、INTPRI、INT2PRI0～ INT2PRI47に従って、最も優先

順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同

一優先順位に設定された割り込み、又は同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表10.6

に従って最も優先順位の高い割り込みが選択されます。

3. INTCで選択された割り込みの優先レベルと割り込みマスクレベル（SRの IMASKビット）とが比較

されます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込

み要求信号が送られます。

4. CPUは、実行中の命令が終了後、割り込みを受け付けます。

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に例外コード（割り込み要因コード）がセットされます。

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。

また、同時にそのときのR15をSGRに退避します。

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が”1”になります。

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値と

H'0000 0600の和）にジャンプします。

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば INTEVT レジスタの値をオフセッ

トとして分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。
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図 10.4     割り込み動作フロー

プログラム実行状態

 割り込み発生?

ICR0.MAI = 1?

SR.BL = 0 又は
スリープモード？

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes
Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No

No

No

NMI?

No

Yes
No

No

Yes

NMI 端子は
Lレベル？

レベル 15
の割り込み？

No

No

No

例外コードをINTEVTに
セット
SRをSSRに退避
PCをSPCに退避
R15をSGRに退避

Set SR.IMASKを、受付けた
割り込みレベルに設定

例外処理ルーチンに分岐

SR.IMASKが
レベル14以下?

 レベル 14
の割り込み？

レベル 1
の割り込み？

NMI?

SR.IMASKが
レベル13以下?

SR.IMASK がレベル
0以下?

ICR0.NMIB = 1?

CPUOPM.INTMU = 1?

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-86

注1. CPU 動作モードレジスタの INTMU ビット（CPUOPMレジスタの INTMU）が1 に設定されている

場合は、SR の割り込みマスクレベル（SRレジスタの IMASK）に受け付けられた割り込みの優先レ

ベルが自動的に設定されます。CPUOPMレジスタの INTMU ビットが0 に設定されている場合は、

割り込みが受け付けられてもSRレジスタの IMASK ビットは変化しません。

　2. 各モジュール内の割り込み要因フラグは、割り込み処理ルーチンの中でクリアしてください。クリ
アしたはずの割り込み要因を誤って再度受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを
読み出し、その後、表10.7で示される時間を待ってから、BL ビットをクリアする、又はRTE 命令

を実行してください。
　3. IRQ 割り込み、IRL 割り込み、及び内部モジュール割り込みは、パワーオンリセットで割り込みマ

スク状態に初期化されます。割り込みを使用する際は、INTMSKCLR0～2、 INT2MSKCR、

INT2MSKCR1～5の対応するビットを “0”にして、マスクをクリアしてください。

図 10.5 に示すように、同一モジュール内の複数の割り込み要因（A、B、C）が１つの割り込み要因

（割り込みベクタ）Xとして割り付けられている場合、A、B、C全ての割り込み要因ビットが“0”になる

まで、INTC に対して割り込み要求がアサートされ続けます。割り込み要求をクリアする場合は、全て

の割り込み要因ビット（A、B、C）を“0”にしてください。

図 10.5      モジュール内の割り込み要因と割り込み要求信号

10.5.2 多重割り込み

多重割り込みを行う場合は以下の手順で割り込み処理ルーチンを実行してください。

1. INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチンに分岐してください。

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当モジュール内の割り込み要因をクリアしてください。

3. SPC、SSRをスタックに退避してください。

4. SR レジスタの BL ビットをクリアしてください。CPUOPM レジスタの INTMU ビット＝ 0 のときは

IMASK ビットを、受け付けた割り込みレベル優先レベルに設定してください。CPUOPM レジスタ

の INTMU ビット＝ 1 のときは、IMASK ビットに受け付けた割り込み優先レベルが自動的に設定さ

れます。

5. この後、実際に行いたい処理を書いてください。

6. SRレジスタのBLビットを”1”にしてください。

7. SSRとSPCをスタックから復帰してください。

8. RTE命令を実行してください。

割り込み処理ルーチンで上記の処理を実行することにより、4 の直後に他の割り込み要求があった場

合、より優先レベルの高いものであれば受け付けられます（多重割り込み）。これにより、緊急度の高
い処理については、割り込み応答時間を短縮できます。

割り込みフラグA 

割り込みフラグB 

割り込みフラグC 

割り込み信号X 

（割り込みベクタ = XXX ）

モジュール X

INTC

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-87

10.5.3 MAIビットによる割り込みマスク

ICR0 のMAI ビットを 1 に設定すると、通常動作時及びスリープモード時において、NMI 端子がLレ

ベルの間、SR レジスタのBL、IMASK ビットに関係なくすべての割り込みをマスクすることができます。

ただし、NMI端子の変化によるNMI割り込みは発生します。

10.6 割り込み応答時間

割り込み要求が発生してから、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始されるまでの時間を割
り込み応答時間と呼びます。表10.7 に各割り込みの割り込み応答時間を示します。

表10.7 割り込み応答時間

注 . Icyc:Scyc:Bcyc:Pcyc＝8:4:2:1 のとき。

Icyc  ：CPU クロック（Ick）の1 サイクル期間

Scyc ：SuperHyway クロック（SHck）の1 サイクル期間

Bcyc ：バスクロック（CLKOUT出力） の1 サイクル期間

Pcyc ：周辺クロック（Pck）の1 サイクル期間

S 　  ：命令実行ステート数

項 目 各割り込みのステート数

NMI IRL IRQ0～7 内部モジュール

（IRQ8～15含む）

優先順位判定時間 5 Bcyc +2 Pcyc 8 Bcyc +2 Pcyc 4 Bcyc +2 Pcyc 5 Pcyc

SH-4A が実行中のシーケンス終了までの

待ち時間

S-1 (≧0)× Icyc

割り込み例外処理（SR、PC の退避）か

ら、例外処理ルーチンの先頭命令フェッチ
のSuperHyway バスリクエストを発行する

までの時間

11 Icyc+ 1 Scyc

応答時間 合計 (S + 10) Icyc
+ 1 Scyc
+ 5 Bcyc
+ 2 Pcyc

(S + 10) Icyc
+ 1 Scyc
+ 8 Bcyc
+ 2 Pcyc

(S + 10) Icyc
+ 1 Scyc
+ 4 Bcyc
+ 2 Pcyc

(S + 10) Icyc
+ 1 Scyc
+ 5 Pcyc

最小（注） 39 Icyc
+ S  Icyc

60 Icyc
+ S  Icyc

35 Icyc
+ S  Icyc

52 Icyc
+ S  Icyc
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10.7 使用上の注意事項

10.7.1 IRL割り込み及びレベル検出時の IRQ 割り込みの処理ルーチン例

IRL 割り込み及びレベル検出時の IRQ 割り込み要求は、CPU が割り込みを受け付けた後も検出を行う

ため、割り込み処理ルーチンで INTC が保持している割り込み要求をクリアする必要があります。

図 10.6     IRL割り込み及びレベル検出時の IRQ割り込みの処理ルーチン例

割り込み処理

IRL割り込み/IRQ割り込み（レベル検出時）
の要求元をクリア
GPIO端子出力、またはローカルバス空間を使用して
外部デバイスに割り込みを受け付けたこと
を通知してください。

IRL/IRQ端子に入力されている割り込み要求が
取り下げられる（入力レベルが無効レベルになる）
までの時間と、取り下げたことをINTCが検出する
までの時間（バスクロックの8サイクル）が必要です。

割り込みマスクビットに1をセットして検出回路で
保持している割り込み要求をクリアしてください。

IRL割り込み/IRQ割り込み（レベル検出時）
処理終了

1. GPIOレジスタまたはローカル
　バス空間に書き込み
2.書き込みを行ったアドレスを読み出す

1. INTMSK0/1の該当ビットに1をセット
2. INTMSKCLR0/1の該当ビットに1をセット
3. INTMSK0/1を読み出す

IRL割り込み/IRQ割り込み（レベル検出時）
割り込み処理開始

—

—

—

—
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10.7.2  IRQ7/IRL7 ～ IRQ0/IRL0 端子機能設定時の注意事項

 IRQ7/IRL7 ～ IRQ0/IRL0 端子機能切り替え時に、割り込み要求を誤検出する可能性がありますので、

表10.8に示すように、IRL 割り込み要求及び IRQ 割り込み要求をマスク状態に設定してから、IRQ7/IRL7
～ IRQ0/IRL0 端子機能を切り替えてください。

表10.8 IRQ7/IRL7～ IRQ0/IRL0 端子機能切り替え手順

10.7.3 IRL割り込み要求及び IRQ 0～7割り込み要求のクリア方法

検出回路で保持している IRL割り込み及び IRQ0～7割り込みの割り込み要求をクリアする場合は、以

下の手順で行ってください。

(1) IRL 割り込み要求のクリア方法

 IRQ3/IRL3～ IRQ0/IRL0端子のIRL 割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1 の IM10 ビットに”1”
を、IRQ7/IRL7～ IRQ4/IRL4 端子の IRL 割り込み要求をクリアする場合は、INTMSK1 の IM11 ビットに

”1 ”を書き込んでください。

(2) レベル検出設定時の IRQ 0～7割り込み要求のクリア方法

レベル検出設定をしている IRQ7～ IRQ0 割り込み要求のクリアは、INTMSK0 の該当するビット IM07
～ IM00 に”1” を書き込んでください。

(3) エッジ検出設定時の IRQ 0～7割り込み要求のクリア方法

エッジ検出設定をしている IRQ7～ IRQ0 割り込み要求のクリアは、INTREQ の該当するビット IR7～
IR0 から”1”を読み出した後、”0” を書き込んでください。

手順 項 目 内 容

1 IRL 割り込み要求、IRQ 割り込み要求をマスク INTMSK0、INTMSK1 の全ビットに ”1” を書き込む

2 IRQ7/IRL7 ～ IRQ0/IRL0 端子を選択 PSEL0のPC7SEL～PC2SELビットに ”0” を書き込む

PCCRのPCnMD1、PCnMD0ビットに ”0” を書き込む

（n = 7 ～0）

3 IRQ7/IRL7～ IRQ0/IRL0 端子を IRL 又は IRQに設定 ICR0 の IRLM0 ビット、IRLM1 ビットを設定する

4 IRL割り込み要求及び IRQ割り込み要求のマスクを

クリア
（IRL 割り込み要求及び IRQ 割り込み要求の検出を開始）

INTMSKCLR0、INTMSKCLR1 の該当するビットに ”1” 
を書き込む

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 10.  割り込みコントローラ（INTC）

 Page 10-90

10.7.4 RIIC割り込み及び IRQ8～15割り込み使用時の注意

図10.7に示すように、RIIC（チャネル0～9）割り込み及び IRQ8～15割り込みのうち、複数の割り込

みを同時に使用している場合、割り込み要求が不正に消失する場合があります。

図 10.7     RIIC割り込み及び IRQ8～15割り込み

(1) 該当割り込み要求
以下の割り込み要求のうちの複数が、1001～1044nsの期間内に連続して発生した場合、

最初に発生した割り込み要求のみが受け付けられ、残りの割り込み要求は消失します（図10.8参照）。

• 　RIIC0～9の送信データエンプティ（TXI）割り込み

• 　RIIC0～9の受信データフル（RXI）割り込み

• 　IRQ8～15割り込み

図 10.8     割り込み消失例

RIIC

 （チャネル0～9）

IRQ8～15

該当割り込み要因

\
8

TXI

TEI

RXI

EEI

INTC

CPUエッジ検出

エッジ検出

エッジ検出

該当割り込み要求 A

発生タイミング

該当割り込み要求 B

発生タイミング
T

T [ns]

0 - 1000

1001 - 1044

1045 - 

割り込み発生順序

割り込み要求B→割り込み要求A

割り込み要求Ａのみ受け付けられる
割り込み要求A→割り込み要求B

（注2）

（注1）

注1.　割り込み優先レベルが、割り込み要求B＞割り込み要求Aの場合。
  2.　この期間は、CPUが割り込みを受け付けるタイミングに依存するため、不定です。
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(2) RIIC0～9のTXI/RXI割り込みの使用方法

RIIC0～9のRXI割り込み及びTXI割り込みを使用する場合は、以下の手順でDMACを経由して割り込

み要求を発生させてください。図10.9にRIIC割り込み使用時の接続例を示します。

1. TXI割り込み又はRXI割り込みを、DMAC12～23の転送要求元として設定してください（表14.3参

照）。

2. 1バイトのDMA転送（ダミー転送）が実行されるよう、関連レジスタを設定してください。

（転送元／転送先アドレス、転送モードなどは任意、転送完了割り込み有効）

TXI割り込み又はRXI割り込みにより開始される1バイトのダミー転送終了時にMACの転送完了割り

込み要求が発生しますので、これをRIICからの割り込みとして使用してください。

図 10.9     RIIC割り込み使用時の接続例

(3) IRQ8～15割り込みの使用方法

２本以上使用しないでください。

RIIC

レベル信号

RXI

TXI

INTC

DMAC

CPU

DMINT12～23

DMINT12～23

（チャネル12～23）

×
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11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC）
ローカルバスステートコントローラ（LBSC）は、外部メモリ空間の分割、各種のメモリ及びバスインタ

フェース仕様に応じた制御信号の出力などを行います。LBSC の機能によって、SRAM、ROM などを本LSI
に接続することができ、システム設計が容易になると同時に、コンパクトなシステムで高速なデータ転送
を行うことができます。

11.1 特長

LBSC には、次のような特長があります。

• 7つに分割した外部メモリ空間のうちエリア0、4～6を管理

エリア0、4～6の各エリアは、最大64Mバイト

各エリアのバス幅をレジスタにより設定可能（エリア0のみ、外部端子により設定）

RDY端子によりウェイトステート挿入可能

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能

エリアごとに接続できるメモリの種類を設定可能

各エリアに接続するメモリの制御信号を出力

連続したメモリアクセス時におけるデータバスの衝突回避のためのウェイトサイクル自動挿入機

能

低速メモリとの接続用に書き込みサイクル時のライトストローブのセットアップタイムとホール

ドタイム期間を挿入可能

• SRAMインタフェース

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能

RDY端子によるウェイトステート挿入

接続可能エリア：エリア0、4～6

設定可能バス幅：16、8ビット

• バーストROMインタフェース

ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能

レジスタで設定した回数のバースト転送動作

接続可能エリア：エリア0、4～6

設定可能バス幅：16、8ビット
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LBSC のブロック図を図11.1 に示します。

図 11.1     LBSC のブロック図

LBSC

ウェイト
制御部

バスインタフェース

RDY

CS0  

CS4～CS6  

A25 ～ A0

BS

RD

RDWR

WE1、 WE0

エリア
制御部

【記号説明】
BCR

CSnBCR

CSnWCR

：バスコントロールレジスタ
：CSn バスコントロールレジスタ（n＝0、4～6）
：CSn ウェイトコントロールレジスタ（n＝0、4～6）

 メモリ
制御部

CSnWCR

D15 ～ D0

CSnBCR

BCR

S
u

p
e

rH
y
w

a
y
バ
ス

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス
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11.2 入出力端子

LBSC の端子構成を表11.1 に示します。

表11.1 端子構成

端子名 機 能 入出力 説 明

A25 ～ A0 アドレスバス 出力 アドレスバス出力端子

D15～ D0 データバス 入出力 データバス入出力端子

BS バススタート 出力 バスサイクルの開始を示します。

CS6 、CS5、 CS4、 CS0 チップセレクト 出力 外部メモリ又はデバイスのためのチップセレクト信号

RDWR リード／ライト 出力 外部のデバイスに対する読み出し、書き込み状態を示します。

RD リード 出力 外部のデバイスから読み出すことを示します。

WE0 ライトイネーブル0 出力 外部メモリ又はデバイスのデータのビット7～0 に書き込みす

ることを示します（8/16 ビットバスアクセス時）。

WE1 ライトイネーブル1 出力 外部メモリ又はデバイスのデータのビット15～8 に書き込み

することを示します（16 ビットバスアクセス時）。

RDY レディ 入力 外部空間をアクセスするときのバスサイクルにウェイトサイ
クルを挿入させる入力です。Hレベルがサンプリングされる

とウエイトステートが挿入されます。

MD3 エリア0 バス幅 入力 パワーオンリセット時、エリア0 のバス幅設定信号

MD5 エンディアン

切り替え

入力 パワーオンリセット時、エンディアン設定

MD6 SPI0 ブートイネー

ブル

入力 H'0000 0000 ～ H'03FF FFFFが MD6=L のとき、ブートプロ

グラムエリア（CS0 領域）として割り当てられます。

H'0000 0000 ～ H'03FF FFFFが MD6=H のとき、ILRAM 領域

として割り当てられます。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 11.  ローカルバスステートコントローラ（LBSC）

 Page 11-4

11.3 エリアの概要

11.3.1 空間分割

本LSI は、アーキテクチャとして32 ビットのアドレス空間を有しています。仮想アドレス空間は、上

位側アドレスの値によって5 領域（P0～P4）に分割されています。

本 LSI は、物理アドレス空間としては、29 ビット及び 32 ビット両方のアドレスモードをサポートし

ています。LBSC は29 ビットモードをサポートします。29 ビット物理アドレス空間は上位3 ビットの値

により8 つのエリア（エリア0～7）に分割され、LBSC は、エリア0、4～6 の4 つのエリアを制御する

ことができます。各エリアには外部メモリ空間として最大 64M バイトのメモリを接続することができ、

LBSC は4 つのエリア合計で最大256Mバイトの外部メモリ空間を制御することができます。

LBSC は表10.2 に示すように4 つのエリアにおのおの各種メモリを接続でき、おのおのに対応してチッ

プセレクト信号（CS0、CS4～CS6）を出力します。エリア0 のアクセス時にCS0 が、エリア4～6 のア

クセス時にCS4～CS6 がアサートされます。

エリア 1～3、7 はリザーブ領域です。エリア 0 は、LBSC ブートモードが MD6=L のときブートプロ

グラムエリアとして割り当てられます。そのため、SPIブートモードが  MD6=H のときエリア 0 はリザー

ブ領域になります。

図 11.2     仮想アドレス空間とLBSC 外部メモリ空間の対応

H'0000 0000

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

H'E400 0000

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1FFF FFFF

H'1C00 0000

エリア 0 

エリア 1（リザーブ領域）

エリア 2（リザーブ領域）

エリア 3（リザーブ領域）

エリア 4

エリア 5

エリア 6

エリア 7 （リザーブ領域）

P0 、U0 領域

P1 領域

P2 領域

P3 領域

仮想アドレス空間 

(MMU オフ)

仮想アドレス空間
(MMU オン)

LBSC外部メモリ空間

ストアキュー領域
P4 領域

P0 、U0 領域

256

P1 領域

P2 領域

P3 領域

ストアキュー領域
P4 領域

　　注1. MMUオフ時（MMUCR.AT＝0）には、32ビットアドレス中の上位3ビットを無視して、固定的に29ビット
外部アドレスにマッピングされます。

2. MMUオン時（MMUCR.AT＝1）には、P0、U0、P3、ストアキューの各領域はTLBを用いて任意の外部
アドレスにマッピングが可能です。
詳細は、「第７章　メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。
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表11.2 LBSC 外部メモリ空間マップ

注1.  MD3端子でメモリバス幅を指定します。

　 2. レジスタでメモリバス幅を指定します。

　 3.  エリア1～3、7はリザーブ領域です。リザーブ領域にはアクセスしないでください。アクセスした場合、動作の   
保証はできません。

　 4.   LBSC が8、16 バイトのアクセスをバスマスタから要求された場合、アクセスサイズ32 ビットとして、それぞれ   
2 回、4 回のアクセスを行います。

図 11.3     外部メモリ空間割り付け（29 ビットアドレスモード） 

エリア 外部アドレス 容量 接続可能メモリ
設定可能バス幅
（ビット）

アクセス

　サイズ（注5）

0 H'0000 0000 ～
H'03FF FFFF

64M バイト SRAM 8、 16（注1） 8/16/32 ビット、 
32 バイト

バーストROM 8、 16（注1）

1（注3） H'0400 0000 ～ 
H'07FF FFFF

64M バイト — — —

2（注3） H'0800 0000 ～ 
H'0BFF FFFF

64M バイト — — —

3（注3） H'0C00 0000 ～ 
H'0FFF FFFF

64M バイト — — —

4（注4） H'1000 0000 ～ 
H'13FF FFFF

64M バイト SRAM 8、 16（注2） 8/16/32 ビット、 
32バイト

バースト ROM 8、 16（注2）

5 H'1400 0000 ～ 
H'17FF FFFF

64M バイト SRAM 8、 16（注2） 8/16/32 ビット、

32 バイト
バーストROM 8、 16（注2）

6 H'1800 0000 ～
H'1BFF FFFF

64M バイト SRAM 8、 16（注2） 8/16/32 ビット、 
32 バイト

バーストROM 8、 16（注2）

7（注3） H'1C00 0000 ～ 
H'1FFF FFFF

64M バイト — — —

エリア 0: H'0000 0000

エリア 1: H'0400 0000

エリア2: H'0800 0000

エリア 3: H'0C00 0000

エリア 4: H'1000 0000

エリア 5: H'1400 0000

エリア6: H'1800 0000

SRAM/バースト ROM

⎯

SRAM/バーストROM

SRAM/バーストROM

SRAM/バースト ROM

⎯

⎯
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11.3.2 メモリバス幅

LBSC のメモリバス幅は、空間ごとに設定できます。エリア 0 では、PRESET 端子によるパワーオン

リセット時に外部端子を用いてバスサイズを8 ビット、16 ビットから選ぶことができます。パワーオン

リセット時のMD3端子とバス幅の関係を表11.3 に示します。

表11.3 エリア0 メモリバス幅の設定

エリア4～6 でSRAM インタフェース、ROM のいずれかを使用する場合は、CSn バスコントロールレ

ジスタ（CSnBCR）によってバス幅を 8 ビット、16 ビットから選ぶことができます。バースト ROM を
使用する場合、バス幅を8 ビット、16 ビットから選ぶことができます。 
詳しくは、「11.4.2 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」を参照してください。

11.3.3 データアライメント

本LSI では、データアライメントとしてビッグエンディアンとリトルエンディアンをサポートします。

データアライメントは、パワーオンリセット時の外部端子（MD5）の設定で決まります。

表11.4 外部端子（MD5）とエンディアンの対応

MD3 バス幅

High 8 ビット

Low 16 ビット

MD5 データアライメント

Low ビッグエンディアン

High リトルエンディアン

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 11.  ローカルバスステートコントローラ（LBSC）

 Page 11-7

11.4 レジスタの説明

表 11.5 にレジスタ構成と各リセット時のレジスタ状態を示します。LBSC には表 11.5 に示すように、

10 本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、各種メモリとのインタフェース、ウェイトス

テートなどの制御を行います。
指定されたビット幅で、レジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジ

スタにアクセスした場合、動作は保証できません。

表11.5 レジスタ構成

注1. ビット31 の値は外部端子（MD5）の設定によります。

 　2. ビット8、ビット9 の値は外部端子（MD3）の設定によります。

11.4.1 バスコントロールレジスタ（BCR）

バスコントロールレジスタ（BCR）は、各エリアの機能、バスサイクルの状態等を指定します。読み

出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタです。

BCR レジスタは、パワーオンリセットで、ビッグエンディアン時には H'0000 0000、リトルエンディ

アン時にはH'8000 0000 に初期化されますが、マニュアルリセット時には初期化されません。

名 称 略称 R/W P4 領域

アドレス

アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

バスコントロールレジスタ BCR R/W H'FF80 1000 32 H'X000 0000(注1） 保持

CS0 バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FF80 2000 32 H'7777 7X70(注2） 保持

CS4 バスコントロールレジスタ CS4BCR R/W H'FF80 2040 32 H'7777 7570 保持

CS5 バスコントロールレジスタ CS5BCR R/W H'FF80 2050 32 H'7777 7570 保持

CS6 バスコントロールレジスタ CS6BCR R/W H'FF80 2060 32 H'7777 7570 保持

CS0 ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR R/W H'FF80 2008 32 H'7777 770F 保持

CS4 ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR R/W H'FF80 2048 32 H'7777 770F 保持

CS5 ウェイトコントロールレジスタ CS5WCR R/W H'FF80 2058 32 H'7777 770F 保持

CS6 ウェイトコントロールレジスタ CS6WCR R/W H'FF80 2068 32 H'7777 770F 保持

161718192021222324252627282931 30

000000000000000/1（注） 0

⎯ ⎯ ⎯⎯OPUP⎯⎯⎯⎯END
IAN ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W⎯R/W⎯⎯⎯R ⎯

⎯⎯⎯⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ASYNC⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

注.   ビット31（ENDIAN ビット）の初期値は外部端子（MD5）の設定によります。

DPUP

ビット：

初期値：
   R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ENDIAN 0/1 R エンディアンフラグ

PRESET 端子によるパワーオンリセット時に、エンディアン指定

の外部端子（MD5）の値をサンプリングします。全空間のエン

ディアンはこのビットで決定されます。

0：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子

（MD5）がLレベルであり、本LSI がビッグエンディアンと

して設定されたことを示します。

1：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子

（MD5）がHレベルであり、本LSI がリトルエンディアンと

して設定されたことを示します。

30～ 27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

26 DPUP 0 R/W データ端子プルアップ抵抗制御

データ端子（D7～D0）のプルアップ抵抗の状態を指定します。

このビットは、パワーオンリセット時に初期化されます。オンの

設定でもアクセス時はプルアップされません。

0：データ端子（D7～D0）のプルアップ抵抗は、メモリアクセ

ス前後にオンになるサイクルがあります。（注）

1：データ端子（D7～D0）のプルアップ抵抗は、オフ。

注 . データ端子のプルアップが必要な場合、プルアップ抵抗
を外付けすることを推奨します。

25 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

24 OPUP 0 R/W コントロール出力端子プルアップ抵抗制御

コントロール出力端子（A[25:0]、CS0、CS4～CS6、RD、

WE0）のハイインピーダンス時のプルアップ抵抗の状態を指定し

ます。このビットは、パワーオンリセット時に初期化されます。

0：コントロール出力端子（A[25:0]、CS0、CS4～CS6、RD、

WE0）のプルアップ抵抗は、オン。

1：コントロール出力端子（A[25:0]、CS0、CS4～CS6、RD、

WE0）のプルアップ抵抗は、オフ。

23 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ASYNC 0 R/W 非同期入力

RDY 端子の非同期入力を可能にします。

0：RDY 端子はCLKOUT に対する同期入力

1：RDY 端子はCLKOUT に対して非同期入力

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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11.4.2 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）

CSn バスコントロールレジスタ（CSnBCR、n＝0、4～6）は、エリア0、4～6 のバス幅、サイクル間

アイドル、バーストROM の設定、メモリタイプを指定します。読み出し／書き込み可能な32 ビットの

レジスタです。

メモリによっては、外部からの読み出し信号がオフになってもデータバスのドライブがすぐにはオフ

にならないものもあります。このため、連続したメモリアクセスが異なるエリアのメモリに対して行わ

れる場合や、メモリ読み出し直後に書き込みが行われる場合、データバスが衝突する可能性があります。

本LSI では、このようなデータバスが衝突する可能性がある場合に、CSnBCR レジスタで設定したサイ

クル数だけ自動的にアイドルサイクルを挿入します。サイクル間アイドル中は該当するCS0、CS4～CS6、

RD、WE0、WE1、BS は非アサート状態、RDWR はHレベル状態、データは非ドライブ状態になります。

CSnBCR は、パワーオンリセットで H'7777 7570 に初期化されますが、マニュアルリセット時には初

期化されません。CS0BCRのみ、MD3 = H のとき H'7777 7570 に、MD3 = Lのとき H'7777 7670 に初期化

されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

30 ～ 28 IWW 111 R/W ライト -リード／ライト -ライトサイクル間アイドル

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイク
ル数を指定します。対象となるサイクルは、ライト-リードサイクル

とライト -ライトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.5 アク

セスサイクル間ウェイト｣の項を参照してください。

000：アイドルサイクルなし

001：1 アイドルサイクル挿入

010：2 アイドルサイクル挿入

011：3 アイドルサイクル挿入

100：4 アイドルサイクル挿入

101：5 アイドルサイクル挿入

110：6 アイドルサイクル挿入

111：7 アイドルサイクル挿入

27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

IWRRD⎯IWRWS⎯IWRWD⎯IWW⎯

R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/W⎯ R/W

01234567891011121315 14

000011101010110 1

TYPE⎯BWRDSPLSZBSTIWRRS⎯

R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/WR/WR/W（注）R/W（注）R/WR/WR/WR/W⎯ R/W

注.  CS0BCRのSZ はリードのみ可能です。

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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26 ～ 24 IWRWD 111 R/W 別空間リード -ライトサイクル間アイドル

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイク
ル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空
間でかつリード -ライトサイクルの場合です。詳細については、

｢11.5.5 アクセスサイクル間ウェイト｣の項を参照してください。

000：アイドルサイクルなし

001：1 アイドルサイクル挿入

010：2 アイドルサイクル挿入

011：3 アイドルサイクル挿入

100：4 アイドルサイクル挿入

101：5 アイドルサイクル挿入

110：6 アイドルサイクル挿入

111：7 アイドルサイクル挿入

23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

22～ 20 IWRWS 111 R/W 同一空間リード -ライトサイクル間アイドル

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイク
ル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一
空間でかつリード -ライトサイクルの場合です。詳細については、

｢11.5.5 アクセスサイクル間ウェイト｣の項を参照してください。

000：アイドルサイクルなし

001：1 アイドルサイクル挿入

010：2 アイドルサイクル挿入

011：3 アイドルサイクル挿入

100：4 アイドルサイクル挿入

101：5 アイドルサイクル挿入

110：6 アイドルサイクル挿入

111：7 アイドルサイクル挿入

19 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

18 ～ 16 IWRRD 111 R/W 別空間リード -リードサイクル間アイドル

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイク
ル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空
間でかつリード -リードサイクルの場合です。詳細については、

｢11.5.5 アクセスサイクル間ウェイト｣の項を参照してください。

000：アイドルサイクルなし

001：1 アイドルサイクル挿入

010：2 アイドルサイクル挿入

011：3 アイドルサイクル挿入

100：4 アイドルサイクル挿入

101：5 アイドルサイクル挿入

110：6 アイドルサイクル挿入

111：7 アイドルサイクル挿入

15 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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2012.07.13



SH7752グループ 11.  ローカルバスステートコントローラ（LBSC）

 Page 11-11

14～ 12 IWRRS 111 R/W 同一空間リード -リードサイクル間アイドル

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイク
ル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一
空間でかつリード -リードサイクルの場合です。詳細については、

｢11.5.5 アクセスサイクル間ウェイト｣の項を参照してください。

000：アイドルサイクルなし

001：1 アイドルサイクル挿入

010：2 アイドルサイクル挿入

011：3 アイドルサイクル挿入

100：4 アイドルサイクル挿入

101：5 アイドルサイクル挿入

110：6 アイドルサイクル挿入

111：7 アイドルサイクル挿入

11、 10 BST 01 R/W バースト回数

バーストROM インタフェースを使用する場合の、バースト回数を指

定します。

00：4 連続アクセス（バス幅8、16 ビット時、いずれでも使用可）

01：8 連続アクセス（バス幅8、16 ビット時、いずれでも使用可）

10：16 連続アクセス（バス幅8、16 ビット時、いずれでも使用可）

11：32 連続アクセス（バス幅8 ビット時のみ使用可）

9、 8 SZ 01 R/W（注） バス幅

CS0BCR ではパワーオンリセット時に、バスサイズを指定する外部

端子（MD3）をサンプリングします。バイト制御SRAM インタ

フェース使用時は16 ビットに設定してください。

00：リザーブ（設定禁止）

01：8 ビット（CS0BCRのみが MD3 = H の場合）

10：16 ビット（CS0BCRのみが MD3 = Lの場合）

11：リザーブ（設定禁止）

注 . CS0BCRレジスタ のSZ ビットはリードのみ可能です。

7 RDSPL 0 R/W RD ホールドサイクル

RD のリードデータサンプルタイミングに対するホールド時間に挿入

されるサイクル数を指定します。このビットを1 に設定するときは、

CSnWCRレジスタのRDH ビットで設定するRD ネゲート－CSn ネ
ゲート遅延サイクルを1以上に設定してください。またこのビットを

1 に設定することにより、RDネゲート－CSn ネゲート遅延サイクル

は1 サイクル減ります（SRAM インタフェース／バイト制御SRAM 
インタフェース設定時のみ有効）。

0：なし

1：1 サイクル挿入

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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11.4.3 CSnウェイトコントロールレジスタ (CSnWCR)

CSn ウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR、n＝0、4～6）は、読み出し／書き込み可能な32 ビッ

トのレジスタで、エリア 0、4 ～ 6 の挿入ウェイトステート数、バーストメモリアクセスを行う場合の

データアクセスのピッチ数、アドレスから読み出し／書き込みストローブのアサートまでのセットアッ

プ時間、書き込みストローブのネゲートからのデータホールド時間の挿入サイクルを指定します。

CSnWCR レジスタは、パワーオンリセットでH'7777 770F に初期化されますが、マニュアルリセット

時には初期化されません。

6 ～ 4 BW 111 R/W バーストピッチ

バーストROM インタフェースを使用時のバースト転送における、第

2 データアクセス以降に挿入される挿入ウェイト数を指定します。

000：挿入ウェイトステートなし、RDY 端子無視

001：1 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

010：2 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

011：3 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

100：4 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

101：5 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

110：6 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

111：7 ウェイトステート挿入、RDY 端子イネーブル

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

2 ～ 0 TYPE 000 R/W メモリタイプ指定

空間に接続するメモリのタイプを指定します。

000：SRAM（初期値）

001：リザーブ（設定禁止）

010：バーストROM（リード時バースト、ライト時SRAM）

011：リザーブ（設定禁止）

100：リザーブ（設定禁止）

101：リザーブ（設定禁止）

110：リザーブ（設定禁止）

111：リザーブ（設定禁止）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

RDH⎯RDS⎯ADH⎯

⎯

ADS⎯

R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/W⎯ R/W

⎯

01234567891011121315 14

111100001110110 1

IW[3:0]BSHWTHWTS⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/W⎯ R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

30 ～ 28 ADS 111 R/W アドレスセットアップサイクル

アドレスのCSn アサートに対するセットアップ時間に挿入されるサイ

クル数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

26 ～ 24 ADH 111 R/W アドレスホールドサイクル

アドレスのCSn ネゲートに対するホールド時間に挿入されるサイクル

数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

22～ 20 RDS 111 R/W RD セットアップサイクル（CSn アサート -RD アサート遅延サイクル）

CSn アサートからRD アサートに挿入されるサイクル数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

19 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）
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18 ～ 16 RDH 111 R/W RD ホールドサイクル（RD ネゲート -CSｎ ネゲート遅延サイクル）

RD ネゲートからCSn ネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

15 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 ～ 12 WTS 111 R/W WE セットアップサイクル（CSn アサート -WE アサート遅延サイクル）

WE ネゲートからCSn ネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 8 WTH 111 R/W WE ホールドサイクル（WE ネゲート -CSｎ ネゲート遅延サイクル）

WE ネゲートからCSn ネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。

000：サイクル挿入なし

001：1 サイクル挿入

010：2 サイクル挿入

011：3 サイクル挿入

100：4 サイクル挿入

101：5 サイクル挿入

110：6 サイクル挿入

111：7 サイクル挿入

7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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6～ 4 BSH 000 R/W BS ホールドサイクル

BS のアサートのサイクル数を指定します。このビットの設定により、

アクセスの総サイクル数は変わりません。また、CSn アサート -RD／

WE アサート遅延サイクル（RDS 、WTSの設定）が1 以上に設定され

ているとき有効です。

000：BS アサートは1 サイクル

001：BS アサートは2 サイクル

010：設定禁止

011：設定禁止

100：設定禁止

101：設定禁止

110：設定禁止

111：設定禁止

3～ 0 IW[3:0] 1111 R/W 挿入ウェイトサイクル

挿入ウェイトサイクル数を指定します。

RDY 端子による外部ウェイト挿入はサイクル挿入なしのときにはでき

ません。

0000：サイクル挿入なし     1000：8 サイクル挿入

0001：1 サイクル挿入         1001：9 サイクル挿入

0010：2 サイクル挿入         1010：11 サイクル挿入

0011：3 サイクル挿入          1011：13 サイクル挿入

0100：4 サイクル挿入          1100：15 サイクル挿入

0101：5 サイクル挿入          1101： 17 サイクル挿入

0110：6 サイクル挿入          1110：21 サイクル挿入

0111：7 サイクル挿入          1111 ：25 サイクル挿入 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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11.5 動作説明

11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント

本 LSI では、バイトデータの並び方を上位バイトが 0 番地側になるビッグエンディアン、下位バイト

が0 番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子（MD5

端子）でPRESET端子によるパワーオンリセット時に設定します。PRESET 端子によるパワーオンリセッ

ト時、MD5 端子が L レベルのときビッグエンディアンになり、MD5 端子が H レベルのときリトルエン

ディアンになります。

また、データバス幅は、通常メモリとしては8 ビット、16 ビット幅の2 種類から選べます。データの

アライメントは、各デバイスのデータバス幅及びエンディアンに合わせて行われます。したがって、デー

タバス幅がアクセスサイズより小さい場合、アクセスサイズになるまで複数回のバスサイクルを自動的

に発生させます。この場合、バス幅分のアドレスを自動的にインクリメントしてアクセスを行います。

たとえばSRAM インタフェースで8 ビットバス幅のエリアにロングワードアクセスを行う場合、自動的

にアドレスを1 ずつインクリメントして、4 回アクセスを行います。また、32 バイト転送時は、設定し

たバス幅に従い合計32 バイトのデータを連続して転送します。先頭のアクセスはアクセス要求があった

データに対して行われ、残りのアクセスは32 バイト境界のデータに対してラップアラウンドで行われま

す。これらの転送の間、バス権の開放は行いません。本LSI では、それぞれのインタフェース間で、デー

タのアライメント及びデータ長の変換を自動的に行います。

8、16 バイト転送時は、それぞれ4 バイト2 回、4 バイト4 回としてアクセスを行います。

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表11.6～表11.9 に示します。

表11.6 16 ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント

動作 No. データバス ストローブ信号

アクセスサイズ アドレス D15 ～ D8 D7 ～ D0 WE1 WE0

バイト 2n 1 データ 7 ～0 — アサート ネゲート

2n + 1 1 — データ7 ～ 0 ネゲート アサート

ワード 2n 1 データ 15 ～ 8 データ 7 ～ 0 アサート アサート

ロングワード 4n 1 データ31 ～ 24 データ 23 ～ 16 アサート アサート

4n + 2 2 データ 15 ～ 8 データ 7 ～ 0 アサート アサート
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表11.7 8 ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント

表11.8 16 ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント

表11.9 8 ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント

動作 No. データバス ストローブ信号

アクセスサイズ アドレス D15 ～ D8 D7 ～ D0 WE1 WE0

バイト n 1 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

ワード 2n 1 — データ15  ～ 8 ネゲート アサート

2n + 1 2 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

ロングワード 4n 1 データ 31 ～ 24 ネゲート アサート

4n + 1 2 — データ23  ～16 ネゲート アサート

4n + 2 3 — データ 15  ～ 8 ネゲート アサート

4n + 3 4 — データ7  ～ 0 ネゲート アサート

動作 No. データバス ストローブ信号

アクセスサイズ アドレス D15 ～ D8 D7 ～ D0 WE1 WE0

バイト 2n 1 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

2n + 1 1 データ 7  ～ 0 — アサート ネゲート

ワード 2n 1 データ15  ～ 8 データ7  ～ 0 アサート アサート

ロングワード 4n 1 データ15  ～ 8 データ7  ～ 0 アサート アサート

4n + 2 2 データ31  ～ 24 データ23  ～16 アサート アサート

動作 No. データバス ストローブ信号

アクセスサイズ アドレス D15 ～ D8 D7 ～ D0 WE1 WE0

バイト n 1 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

ワード 2n 1 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

2n + 1 2 — データ 15  ～ 8 ネゲート アサート

ロングワード 4n 1 — データ 7  ～ 0 ネゲート アサート

4n + 1 2 — データ 15  ～ 8 ネゲート アサート

4n + 2 3 — データ23  ～16 ネゲート アサート

4n + 3 4 — データ 31  ～ 24 ネゲート アサート
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11.5.2 エリアの説明

(1) エリア0
エリア0 は、物理アドレスのビット28～26 が000 のエリアです。

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、バーストROM です。

バス幅は、外部端子の MD3 によりパワーオンリセット時に、8 ビット、16 ビットから選べます。詳

細は「11.3.2 メモリバス幅」を参照してください。

エリア0 をアクセスするとCS0 信号がアサートされます。

SRAM インタフェースを設定している場合、OE として使用できる RD 信号や書き込み制御の WE0、
WE1 がアサートされます。

バスサイクル数は、CS0WCR レジスタにより挿入ウェイトサイクル数を0～25 から選択することがで

きます。
バーストROM インタフェースを使用する場合、BW ビット（CS0BCRレジスタ のビット6～4）により

バーストピッチを0～7 から選ぶことができます。

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができ

ます（挿入サイクル数が0 の時は、RDY 信号は無視されます）。

バースト ROM インタフェースを使用する場合、ウェイト数に対応してバーストサイクルの転送ス

テート数が2～9 の範囲で決まります。

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲー
トのCS0アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS0WCR レジスタより、0～ 7 サイクルに設定

することができます。
また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが1 以上のときにはBS ホールドサイクルを0～
1 サイクルの範囲で設定できます。

(2) エリア4
エリア4 は、物理アドレスのビット28～26 が100 のエリアです。

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、バーストROM です。

バス幅は、SZ ビット（CS4BCR レジスタのビット9、8）により8 ビット、16 ビットから選べます。詳

細は、「11.3.2 メモリバス幅」を参照してください。

エリア4 をアクセスするとCS4 信号がアサートされます。

SRAM インタフェースを設定している場合、OE として使用できる RD 信号や書き込み制御の WE0、
WE1 がアサートされます。

バスサイクル数は、CS4WCR レジスタにより挿入ウェイトサイクル数を0～25 から選択することがで

きます。
バーストROM インタフェースを使用する場合、CS4BCRレジスタのBW ビットによりバーストピッチを

0～7 から選ぶことができます。

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができ

ます（挿入サイクル数が0 の時は、RDY 信号は無視されます）。

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲー
トのCS4アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS4WCR レジスタより、0～ 7 サイクルに設定

することができます。
また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが1 以上のときにはBS ホールドサイクルを0～
1 の範囲で設定できます。

(3) エリア5
エリア5 は、物理アドレスのビット28～26 が101 のエリアです。

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、バーストROM です。

バス幅は、CS5BCR レジスタのSZ ビットにより8 ビット、16 ビットから選べます。詳細は「11.3.2 メ
モリバス幅」を参照してください。
エリア5 をアクセスするとCS5 信号がアサートされます。

SRAM インタフェースを設定している場合、OE として使用できる RD 信号や書き込み制御の WE0、
WE1 がアサートされます。

バスサイクル数は、CS5WCR レジスタにより挿入ウェイトサイクル数を0～25 から選択することがで

きます。
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バーストROM インタフェースを使用する場合、CS5BCRレジスタ のBW ビットによりバーストピッチ

を0～7 から選ぶことができます。

また外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができま

す（挿入サイクル数が0 の時は、RDY 信号は無視されます）。

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲー
トのCS5アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS5WCR レジスタより、0～ 7 サイクルに設定

することができます。
また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが1 以上のときにはBS ホールドサイクルを0

～1 の範囲で設定できます。

(4) エリア6
エリア6 は、物理アドレスのビット28～26 が110 のエリアです。

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、バーストROM です。

バス幅は、CS6BCR レジスタのSZ ビットにより8 ビット、16 ビットから選べます。詳細は「11.3.2 メ
モリバス幅」を参照してください。
エリア6 をアクセスするとCS6 信号がアサートされます。

SRAM インタフェースを設定している場合、OE として使用できる RD 信号や書き込み制御の WE0、
WE1 がアサートされます。

バスサイクル数は、CS6BCR レジスタにより挿入ウェイトサイクル数を0～25 から選択することがで

きます。
バーストROM インタフェースを使用する場合、CS5BCRレジスタのBW ビットによりバーストピッチ

を0～7 から選ぶことができます。

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができ

ます（挿入サイクル数が0 のときは、RDY 信号は無視されます）。

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、リード／ライトストローブ信号アサート／ネゲー
トのCS6アサート／ネゲートに対する遅延サイクルは、CS6WCR レジスタより、0～ 7 サイクルに設定

することができます。
また、リード／ライトストローブセットアップウェイトが1 以上のときにはBS ホールドサイクルを0

～1 の範囲で設定できます。
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11.5.3 SRAM インタフェース

(1) 基本タイミング
本LSI のSRAMインタフェースは、主にSRAMの接続を考慮してストローブ信号を出力します。図10.4

にSRAMインタフェースの基本タイミングを示します。ウェイトのない通常アクセスは2 サイクルで終

了します。BS 信号はバスサイクルの開始を表すため、1 サイクル又は2 サイクルアサートされます。CSn

信号は、T1 の立ち上がりでアサートされT2 のクロックの次の立ち上がりでネゲートされます。したがっ

て最小ピッチでアクセスする場合は、ネゲート期間は生まれません。

アクセスサイズは、読み出し時は指定がありません。アドレス端子（A[25:0]）に正しいアクセスアド

レスが出力されていますが、アクセスサイズの指定がないので、16 ビットデバイスでは 16 ビットを常

に読み出すことになります。書き込み時には書き込みを行うバイトの WEn 信号のみがアサートされま

す。詳細は「11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント」を参照してください。

32 バイト転送時は、設定したバス幅に従い、合計 32 バイトを連続して行います。先頭のアクセスは

アクセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは32 バイト境界のデータに対してラップ

アラウンドで行われます。この途中ではバス権を解放しません。

図 11.4     SRAM インタフェースの基本タイミング
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図11.5 に16 ビットデータ幅のSRAM との接続例を、図11.6 に8 ビットデータ幅のSRAM との接続例

を示します。

図 11.5     16 ビットデータ幅SRAM 接続例

図 11.6     8 ビットデータ幅SRAM 接続例
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(2) ウェイトステート制御
CSnWCR の設定により、SRAM インタフェースのウェイトステートの挿入を制御できます。IW ビッ

ト（CSnWCRレジスタのビット3～0）が0 以外のときは、このウェイト指定に従ったソフトウェイトが

挿入されます。詳細は「11.4.3 CSnウェイトコントロールレジスタ (CSnWCR)」の項を参照してください。

CSnWCR によって、図11.7 に示すSRAM インタフェースのウェイトタイミングで、Tw のサイクルが

ウェイトサイクルとして指定サイクル数だけ挿入されます。

図 11.7     SRAM インタフェースのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ）
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CSnWCR によってソフトウェアによるウェイトを指定したときに、外部からのウェイト入力 RDY 信
号もサンプリングされます。RDY 信号のサンプリングを図 11.8 に示します。ソフトウェアウェイトと

して1 サイクルのウェイトを指定しています。サンプリングはTw ステートからT2 ステートに移行する

際に行われるので、T1 のサイクル及び1 回目のTw サイクルでRDY 信号をHレベルにしてもなにも影響

を与えません。RDY 信号はクロックの立ち上がりでサンプリングされます。

図 11.8     SRAM インタフェースのウェイトタイミング

（RDY 信号によるウェイトステート（Twe）挿入、RDY 信号は同期入力）

(3) リードストローブネゲートタイミング
SRAM インタフェース時、RDSPLビット（CSnBCRレジスタ のビット7）の設定により、リード時の

ストローブのネゲートタイミングを設定することができます。設定については「11.4.2 CSn バスコント

ロールレジスタ（CSnBCR）」のレジスタの項を参照してください。
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図 11.9     SRAM インタフェースのウェイトタイミング

（リードストローブネゲートタイミングの設定）
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11.5.4 バーストROM インタフェース

TYPE ビット（CSnBCR レジスタのビット2～0）を010 に設定することにより、エリア0、4～6 にバー

ストROMの接続が可能となります。バーストROM インタフェースは、バーストアクセス機能を有する

ROM に高速にアクセスするためのものです。バーストROM に対するバーストアクセスのタイミングを

図 11.10 に示します。ウェイトサイクルは 0 サイクルの設定です。基本的には SRAM インタフェースと

同じようなアクセスを行いますが、最初のサイクルを終了する際、アドレスのみを切り替えて、次のア

クセスを行います。8 ビット幅のROM を接続する場合にはBST ビット（CSnBCR(n=0、４～６） レジス

タのビット11、10）によって連続アクセスの回数を4 回、8 回、16回、32 回に設定できます。16 ビット

幅のROM を接続する場合には同じく4 回、8 回、16 回に設定できます。

ウェイトステートを1 以上に設定した場合、常にRDY 端子のサンプリングを行います。

バーストROM の設定を行い、ウェイト指定を0 にした場合も2 回目以降のアクセスサイクルは2 サイ

クルとなります。この場合のタイミングを図11.11 に示します。

バーストROM インタフェースに対するライト動作は、SRAM インタフェースとして行われます。

32 バイト転送時は設定したバス幅に従い、合計 32 バイトを連続して行います。先頭のアクセスはア

クセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは32 バイト境界のデータに対して行われま

す。また、バス幅（CSnBCRレジスタの SZビット）とバースト回数（CSnBCRレジスタのBSTビット）

を掛けたバイト境界でバーストを一旦中止し（RD をネゲート）、その後 CSnWCR の設定に従い再開し

ます。この途中ではバス権を解放しません。

バーストROM の設定を行い、CSnWCR でセットアップ／ホールドを指定した場合のタイミングを図

11.12 に示します。

図 11.10     バーストROM 基本アクセスタイミング
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図 11.11     バーストROM ウェイトタイミング

図 11.12     バーストROM ウェイトタイミング

T1 Twe TB2 TB1 Tw TB2 TwTw TB1 TB2 Tw T2TB1

CLKOUT

A25 ～ A5

A4 ～ A0

CSn

RDWR

RD

D15 ～ D0
（リード時）

BS

RDY

TAS1 T1 TS1 TB1 TB2TB2 TB1 TB2 TB1 T2 TH1 TAH1

CLKOUT

A25 ～ A5

A4 ～ A0

CSn

RDWR

RD

D15 ～ D0

*

（リード時）

BS

RDY

　　注.　CSnBCR.RDSPL＝1設定時。
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11.5.5 アクセスサイクル間ウェイト

外部メモリバスの動作周波数が高くなってきたため、低速なデバイスからの読み出しが完了した際の

データバッファのターンオフが間に合わず、次のアクセスのデータと衝突してデバイスの信頼度を低下

させたり、誤動作を引き起こしたりする事象が起こる場合があります。これを防止するため、直前のア

クセスのエリアと読み出し／書き込みの種類を記憶しておき、次のアクセスを起動する際にバスが衝突

する可能性があるケースではアクセスサイクルの前にウェイトサイクルを挿入して、データの衝突を回

避する機能を設けました。ウェイトサイクル挿入のケースとしては、「11.4.2 CSnバスコントロールレジ

スタ（CSnBCR）」に示されるように、アクセスサイクル間にアイドルサイクルが挿入されます。CSnBCR

のアイドルサイクル設定ビット（IWW、IWRWD、IWRWS、IWRRD、及び IWRRSビット）（n＝0、4～

6）によって、少なくとも指定されたサイクルを、アイドルサイクルとして挿入します。

バスアービトレーションを行う場合には、アクセスサイクル間ウェイト後、バスが解放されます。

DMA 転送の場合にも、CSnBCR アイドルサイクル指定ビットによって指定された通常のサイクル間

ウェイトが挿入されます。

また、アクセスサイズが8 バイト及び16 バイトのときは、4 バイトアクセスごとにアクセスサイクル

間ウェイトが挿入されます。

図 11.13     アクセスサイクル間ウェイト
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11.5.6 バスアービトレーション

本LSI の内部にはCPU、DMAC の2 つのバスマスタがあります。同時に要求が発生した場合のバス権

要求に関しての優先順位判定は、高い方から順に、DMAC、CPU の順となります。

バス権の委譲はバスサイクルの切れ目で行われます。

ただし、データバス幅がアクセスサイズより小さいことによって生じる複数のバスサイクル、たとえ

ば 8 ビットバス幅のメモリにロングワードアクセスを行う場合やキャッシュフィルやライトバックなど

の32 バイト転送の途中でバス権の解放を行いません｡また、TAS 命令実行中のリードサイクルとライト

サイクルの間や DMA 転送実行時バスロックしているときのリードサイクルとライトサイクルの間にも

バス権の解放を行いません｡

CPU は、キャッシュメモリとの間を専用の内部バスで接続されているため、LSI 内部の他のバスマス

タがバスを使用していても、キャッシュメモリからの読み出しを行うことができます。CPU からの書き

込みの場合、本 LSI のキャッシュでライトスルー方式を設定した場合又は、キャッシュオフエリアへの

アクセスを行った場合、外部に対する書き込みサイクルが生じます。このためバス権が返還されるまで

待たされます。
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11.6 実装上の注意事項

11.6.1 制限事項

マスタモジュールで、LBSCの未使用領域（H'FF80 4000 ～ H'FF80 FFFF）にはアクセスしないでくだ

さい。

11.6.2 概要

マスタモジュールでLBSCの未使用領域（H'FF80 4000 ～ H'FF80 FFFF）にアクセスすると、LBSC モ
ジュールは応答せず、内部 SHwy 汎用バスはハングアップします。

この状態はパワーオンリセットで回復します。
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12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）

12.1 概要

12.1.1 特長

DDR3-SDRAM 用の外部バスコントローラ（DBSC3）は、DDR3-SDRAM をサポートします。DBSC3
はバス制御部とデバイス制御部とレジスタ制御部が存在します。バス制御部ではバスからのリクエスト
要求を受け、デバイス制御部やレジスタ制御部へのコマンドを発行します。デバイス制御部では発行さ
れたコマンドに従って、DDR3-SDRAM へのリード・ライトアクセスを実施します。また、DDR3-SDRAM
に対するリフレッシュ動作を実施します。レジスタ制御部では発行されたコマンドに従って制御レジス
タへのリード・ライトアクセスを実施します。

DBSC3 は、以下のような機能により、DDR3-SDRAM のバス帯域の最大限の活用を可能にします。

(1) マルチバンクオペレーション活用によるページヒット率の向上
(2) バースト長8 にてDDR3-SDRAM を動作させることによるSDRAM コマンド数の削減

(3) 後続リクエストに対するバンクプリチャージ・アクティベートコマンドの先行実行

表 12.1 にDBSC3 の主な機能を示します。

表12.1 DBSC3 機能

項目 機能

マルチバンク対応 8 バンクのマルチバンクオペレーションに対応。

バンク数 8 バンク (DDR3)に対応

外部バス幅 16bit に対応

先行プリチャージ・アクティ
ベート機能

リクエストキュー中の後続リクエスト内容を判定し、ページミス時に、空きコマンド
サイクルを見つけて、アクセス対象バンクの先行プリチャージ・アクティベート処理
を実施。

動作モード バースト長：8（固定）(バーストチョップには対応しません )。

バーストタイプ：シーケンシャル（固定）。

DLL OFF モードには対応していません。

低消費電力モード セルフリフレッシュモード、及びプリチャージドパワーダウンモードをサポートしま
す（アクティブパワーダウンモードには対応していません）。

アドレス変換機能を併用することにより、SDRAM のパーシャルアレイセルフリフ

レッシュ機能を効果的に使用できます。

アドレス並び
（アドレス変換機能）

上位から、Bank アドレス、Row アドレス、Bank アドレス、Column アドレスの順。

（Bank アドレスは、3 ビットを2 つの部分に分けて、Row アドレスの上位と下位に配

置できる。Bank アドレスの分割の仕方はレジスタにて変更可能。）

タイミング設定 以下のタイミングをレジスタにて設定：

CAS レイテンシ、CAS ライトレイテンシ、ACT-READ/WRITE 最小期間、PRE 期間、

ACT-ACT/REF 最小期間、ACT-PRE 最小期間、ACT(A)-ACT(B)最小期間、4Active 
ウィンドウ最小期間、READ-PRE 最小期間、ライトリカバリ期間、READ-WRITE 最
小期間、WRITE-READ 最小期間、REF-ACT/REF 最小期間、CKE-Hi 最小期間、CKE-
Low 最小期間。

アディティブレイテンシ（AL）は0 のみをサポートします。

リフレッシュ動作 平均間隔、及び最大ポスト数をレジスタ設定。

リクエストの空きサイクルがあれば、先行リフレッシュ動作を実施。
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用語と記号の定義
DBSC3 仕様書では以下の用語・記号を使用します。

• DDR3-SDRAM を略してSDRAM と書く場合があります。

• 実数 x に対し、x 以上の最小の整数を ceil(x ) と書きます。

• 実数 x に対し、x 以下の最大の整数を floor(x ) と書きます。

SHwyインターフェイス SHwyバスに対応。

レジスタアクセス可。

Load/Store の1/2/4/8/16/32 バイト、Load/Store Group の1/2/4/8/16/32 バイト、

Load/Store Incremental の1/2/4/8/16/32/64/128 バイト、NOP。
なお、Load Group, Store Group は、それぞれLoad, Store と同一に扱います。

エンディアンは、ビッグエンディアン /リトルエンディアンの両方に対応します。

動作周波数 SHwy とメモリコントローラは同期クロック動作。

SHwy クロック (SHck)、及びメモリコントローラクロック (mclk)は下記のクロック比

をサポートします。

SHck:mclk = 192:264

接続対象メモリ DDR3-SDRAM JEDEC JESD79-3 準拠

(512Mbit～8Gbit 品をサポート )

項目 機能

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.1.2 ブロック図

図 12.1     DBSC3 ブロック図

Shwy packet router

リクエスト入力バッファ

リクエスト制御

レスポンス
情報キュー

ライト

データ

キュー

リクエスト

キュー

レスポンス

データキュー

バス制御部 0

DDR3-SDRAM

DBSC3

レスポンス出力バッファ

各バンク制御

内部リクエスト制御ロジック

コマンドアービタ

レスポンス

データ

バッファ

全バンク

制御 ライト

データ

バッファ

PAD IF

制御

レジスタ

レジスタ部 デバイス制御部

リクエスト制御

リスポンスパケット

コマンドアドレスライトデータ

リクエストパケット

リードデータ

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 12.  DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）

 Page 12-4

12.1.3 入出力端子

表12.2 にDBSC3 の端子構成を記載します。

表12.2 DBSC3 端子構成

12.1.4 M_ZQ端子用外部抵抗値

ZQ端子は120Ω（誤差±1%）を介してGNDに接続してください。

端子名 機 能 入出力 説 明

M_CLK、 
M_CLK

DDR3 クロック 出力 DDR3-SDRAM用クロック出力（差動信号）

M_A15～M_A0 DDR3 アドレスバス 出力 DDR3-SDRAM用アドレス信号

M_BA2～M_BA0 DDR3 バンクアクティブ 出力 DDR3-SDRAM 用のバンクアドレス

M_CS DDR3 チップセレクト 出力 DDR3-SDRAM 用のチップセレクト信号

M_RAS DDR3 ロウアドレスストローブ 出力 DDR3-SDRAM 用のロウアドレスストローブ信

号

M_CAS DDR3 カラムアドレスストローブ 出力 DDR3-SDRAM 用のカラムアドレスストローブ

信号

M_WE DDR3 ライトイネーブル 出力 DDR3-SDRAM 用のライトイネーブル信号

M_CKE DDR3 クロックイネーブル 出力 CKE出力信号

M_ODT DDR3 ODTイネーブル 出力 DDR3-SDRAM 用ODT イネーブル信号

M_RESET DDR3 リセット 出力 DDR3-SDRAM用リセット信号

M_ZQ DDR3 インピーダンスマッチング 入出力 インピーダンスマッチング

M_DM1、 M_DM0 DDR3 データマスク 出力 DDR3-SDRAM 用データマスク信号

M_DQS1、
M_DQS0、 
M_DQS1、 M_DQS0

DDR3 データストローブ 入出力 DDR3-SDRAM 用データストローブ信号（差動

信号）

M_DQ15～M_DQ0 DDR3 データバス 入出力 データ入出力信号

M_VREF_CA テスト用 DDR3 基準電圧入力 入力 グランドに接続してください

M_VREF_DQ DDR3 基準電圧入力 入力 基準電圧入力（VDDQ-DDRの半分）
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12.2 データアライメント

12.2.1 DDR3-SDRAM でのデータアライメント

本メモリコントローラは、DDR3-SDRAM をバースト長 8 でアクセス（図 12.2）するため、表 12.3 に
あるようにアクセスサイズに応じて、不要なリードデータは読み捨て、ライト時にはデータマスク信号
を使いデータをマスクしています。表12.3 の回数は図12.2 に示すライト／リード時のバースト回数に対

応しています。例えばリトルエンディアン時、アドレス 8n+4,5 のバイトアクセスが生じた場合には、2
回目（DQS の fall edge に対応）に有効データが存在することになります。

表12.4～表12.5に、外部バス上のデータの対応関係をアクセスサイズに応じて示します。エンディア

ン切り替えは、パワーオンリセット時に外部端子MD5 の切り替えにより設定します。

図 12.2     バーストアクセス動作
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表12.3 バースト長8 のアクセス内で有効なデータが存在する位置

リトルエンディアン時 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 8 回目

バイトアクセス

(アドレス 8n + 0,1)
無効 無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 2,3)
無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 4,5)
無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 6,7)
有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 0)
無効 無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 2)
無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 4)
無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 6)
有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ロングワードアクセス 
(アドレス 8n + 0)

無効 無効 有効 有効 無効 無効 無効 無効

ロングワードアクセス

 (アドレス 8n + 4)
有効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

クワッドワードアクセス 
(アドレス 8n + 0)

有効 有効 有効 有効 無効 無効 無効 無効

ビッグエンディアン時 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 8 回目

バイトアクセス

(アドレス 8n + 0,1)
有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 2,3)
無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 4,5)
無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効

バイトアクセス

(アドレス 8n + 6,7)
無効 無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 0)
有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 2)
無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 4)
無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効

ワードアクセス

(アドレス 8n + 6)
無効 無効 無効 有効 無効 無効 無効 無効

ロングワードアクセス

 (アドレス 8n + 0)
有効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効

ロングワードアクセス

 (アドレス 8n + 4)
無効 無効 有効 有効 無効 無効 無効 無効

クワッドワードアクセス 
(アドレス 8n + 0)

有効 有効 有効 有効 無効 無効 無効 無効
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表12.4 リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント

アクセスサイズ アドレス MDQ15～MDQ8 MDQ7～MDQ0

バイト 0 番地 Data7～0

1 番地 データ7～0

2 番地 データ7～0

3 番地 データ7～0

4 番地 データ7～0

5 番地 データ7～0

6 番地 データ7～0

7 番地 データ7～0

ワード 0 番地 データ 15～8 データ 7～0

2 番地 データ 15～8 データ 7～0

4 番地 データ 15～8 データ 7～0

6 番地 データ 15～8 データ 7～0

ロングワード 0 番地 (1回目：2 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

0 番地 (2回目：0 番地 ) データ 15～8 データ 7～0

4 番地 (1回目：6 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

4 番地 (2回目：4 番地 ) データ 15～8 データ 7～0

クワッドワード 0 番地 (1回目：6 番地 ) データ 63～56 データ 55～48

0 番地 (2回目：4 番地 ) データ 47～40 データ 39～32

0 番地 (3回目：2 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

0 番地 (4回目：0 番地 ) データ 15～8 データ 7～0
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表12.5 ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント

アクセスサイズ アドレス MDQ15～MDQ8 MDQ7～MDQ0

バイト 0 番地 データ 7～0

1 番地 データ 7～0

2 番地 データ 7～0

3 番地 データ 7～0

4 番地 データ 7～0

5 番地 データ 7～0

6 番地 データ 7～0

7 番地 データ 7～0

ワード 0 番地 データ 15～8 データ 7～0

2 番地 データ 15～8 データ 7～0

4 番地 データ 15～8 データ 7～0

6 番地 データ 15～8 データ 7～0

ロングワード 0 番地 (1回目：0 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

0 番地 (2回目：2 番地 ) データ 15～8 データ 7～0

4 番地 (1回目：4 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

4 番地 (2回目：6 番地 ) データ 15～8 データ 7～0

クワッドワード 0 番地 (1回目：0 番地 ) データ 63～56 データ 55～48

0 番地 (2回目：2 番地 ) データ 47～40 データ 39～32

0 番地 (3回目：4 番地 ) データ 31～24 データ 23～16

0 番地 (4回目：6 番地 ) データ 15～8 データ 7～0

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 12.  DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）

 Page 12-9

12.2.2 レジスタ構成

表12.6にDBSC3レジスタマッピングを示し、以降に各レジスタについて説明します。

DBSC3 レジスタはすべて32bit でアクセスしてください。32bit アクセス以外でアクセスした場合の動

作は保証しません。

表12.6 DBSC3レジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

DBSC3ステータスレジスタ1 DBSTATE1 R H'FE80 000C 32 H'0000 0X00 保持

SDRAMアクセス許可レジスタ DBACEN R/W H'FE80 0010 32 H'0000 0000 保持

自動リフレッシュ許可レジスタ DBRFEN R/W H'FE80 0014 32 H'0000 0000 保持

手動コマンド発行レジスタ DBCMD R/W H'FE80 0018 32 H'0000 0000 保持

操作完了待ちレジスタ DBWAIT R H'FE80 001C 32 H'0000 0000 保持

SDRAM種類設定レジスタ DBKIND R/W H'FE80 0020 32 H'0000 0000 保持

SDRAM構成設定レジスタ DBCONF R/W H'FE80 0024 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 0 DBTR0 R/W H'FE80 0040 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 1 DBTR1 R/W H'FE80 0044 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 2 DBTR2 R/W H'FE80 0048 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 3 DBTR3 R/W H'FE80 0050 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 4 DBTR4 R/W H'FE80 0054 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 5 DBTR5 R/W H'FE80 0058 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 6 DBTR6 R/W H'FE80 005C 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 7 DBTR7 R/W H'FE80 0060 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 8 DBTR8 R/W H'FE80 0064 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 9 DBTR9 R/W H'FE80 0068 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 10 DBTR10 R/W H'FE80 006C 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 11 DBTR11 R/W H'FE80 0070 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 12 DBTR12 R/W H'FE80 0074 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 13 DBTR13 R/W H'FE80 0078 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 14 DBTR14 R/W H'FE80 007C 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 15 DBTR15 R/W H'FE80 0080 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 16 DBTR16 R/W H'FE80 0084 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 17 DBTR17 R/W H'FE80 0088 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 18 DBTR18 R/W H'FE80 008C 32 H'0000 0000 保持

SDRAM タイミングレジスタ 19 DBTR19 R/W H'FE80 0090 32 H'0000 0000 保持

DBSC 動作調整レジスタ 0 DBADJ0 R/W H'FE80 00C0 32 H'0000 0000 保持

DBSC 動作調整レジスタ 1 DBADJ1 R/W H'FE80 00C4 32 H'0000 0000 保持

DBSC 動作調整レジスタ 2 DBADJ2 R/W H'FE80 00C8 32 H'0000 0000 保持

Refresh 設定レジスタ 0 DBRFCNF0 R/W H'FE80 00E0 32 H'0000 0000 保持

Refresh 設定レジスタ 1 DBRFCNF1 R/W H'FE80 00E4 32 H'0000 0000 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

Refresh 設定レジスタ 2 DBRFCNF2 R/W H'FE80 00E8 32 H'0000 0000 保持

DDR3-SDRAM 
キャリブレーション構成レジスタ

DBCALCNF R/W H'FE80 00F4 32 H'0000 0000 保持

ODT 動作設定レジスタ DBRNK0 R/W H'FE80 0100 32 H'0000 0000 保持

PHY 部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 R/W H'FE80 0200 32 H'0000 0000 保持

PHY 部制御レジスタ 1 DBPDCNT1 R/W H'FE80 0204 32 H'0000 0000 保持

PHY 部制御レジスタ 2 DBPDCNT2 R/W H'FE80 0208 32 H'0000 0000 保持

PHY 部制御レジスタ 3 DBPDCNT3 R/W H'FE80 020C 32 H'0000 0000 保持

PHY部ロックレジスタ DBPDLCK R/W H'FE80 0280 32 H'0000 0000 保持

PHY部内部レジスタアドレス DBPDRGA R/W H'FE80 0290 32 H'0000 0000 保持

PHY部内部レジスタアクセス DBPDRGD R/W H'FE80 02A0 32 H'XXXX XXXX 保持

バス制御部0制御レジスタ0 DBBS0CNT0 R/W H'FE80 0300 32 H'0000 0000 保持

バス制御部0制御レジスタ1 DBBS0CNT1 R/W H'FE80 0304 32 H'0000 0000 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3 レジスタの説明

12.3.1 DBSC3 ステータスレジスタ1（DBSTATE1）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～9 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 ENDN — R エンディアンモニタビット

現在のエンディアンをモニタする事ができます。

0： ビッグエンディアン

1：リトルエンディアン

7～0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



       ENDN       

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0

       R        



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

0
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12.3.2 SDRAM アクセス許可レジスタ（DBACEN）

注1. SDRAM領域へのアクセスがリクエストされ、ACCENビットが ”0”になると、DBSC3はエラーのレスポンスを返

します。ACCENビットがSDRAMからのアクセスを禁止するようセットされると、エラーのレスポンスがSHｗｙ

バスからのメモリアクセスに返されます。ACCENビットがSDRAMからのアクセスを禁止するようセットされる

と、グラフィックメモリからのメモリアクセスが禁止されます。アクセスが行われた場合、正しい動作は保証で
きません。

　 2.  ACCENビットに ”0”を書き込んでアクセス不許可に設定した際、SDRAM にPrecharge All 又はPrecharge コマン

ドが自動的に発行される場合があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ACCEN 0 R/W SDRAMアクセスイネーブルビット

このビットによりSDRAMへのデータアクセスを許可します。

SDRAMへのデータアクセスは、このビットを１にしてから実行

ください。このビットが0の状態では、SDRAM領域にアクセス

しないでください。

0：SDRAM アクセス禁止

1：SDRAMアクセス許可

ビット:

初期値:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



R/W:

ビット:

初期値:

              ACCEN

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



R/W:
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12.3.3 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ARFEN 0 R/W 自動リフレッシュ許可ビット

自動リフレッシュ機能を起動又は停止します。本ビットに１を書
き込むと、DBSC3 内部のリフレッシュカウンタ（リフレッシュ

の履歴情報）がリセットされ、自動リフレッシュ機能が起動しま
す。

本ビットの値が１である間、DBSC3は定期的にリフレッシュコ

マンドを発行します。リフレッシュ周期等の設定は、本ビットへ
1を書き込んだ時点でのリフレッシュ設定レジスタ0～2
（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の値によって決定されます。

0：自動リフレッシュ機能停止

1：自動リフレッシュ機能起動

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



              ARFEN

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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12.3.4 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）

SDRAM の初期化シーケンス、セルフリフレッシュモードへの移行／解除 等を実行する為に必要なコ

マンド発行を行うためのレジスタです。本レジスタに書き込みを行うと、OPC ビットの値に応じたコマ

ンドが1 回発行されます。例えば、リフレッシュコマンドを2 回発行する場合は、OPC=”001100” とした

書き込みを 2 回行います。なお、SDRAMアクセス許可中 （ACCENビット（DBACEN レジスタのビッ

ト0=1） に本レジスタへの書き込みを行ってはなりません。

操作完了のタイミング（指定したSDRAMコマンドがDBSC3からPhy部へ出力されるタイミング）は、

本レジスタへのライトに対するDBSC3の応答よりも後になる可能性があります。指定したSDRAMコマ

ンドが実際にSDRAMに出力されるまで待ちたい場合は、後述するDBWAITレジスタへのリードを行っ

てください。
本レジスタを使用してコマンド発行を行うと、操作完了の時点（指定したSDRAM コマンドがSDRAM

に出力される時点）から一定期間、後続のSDRAM コマンド発行は遅延されます。これは、複数のコマ

ンドを続けて発行する際のコマンド間の時間の確保を容易にするための機能です。
この期間の長さは、OPCに応じて、表12.7 の「間隔」欄に示す長さが確保されます。また、ARGビッ

トによってカスタマイズすることも可能です（ただしOPCが MRS0～MRS3である場合を除く）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、30 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

29～24 OPC 0 W オペコードビット

発行するコマンドの種類を指定するビットです。表12.7を参照し

てください。

本ビットにWait（OPC=H'00）を指定した場合は、有効な

SDRAMコマンドの出力はなく、次の操作との間の時間間隔の確

保のみを行います。

本ビットはリードした場合、不定値が読み出されます。

23～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～0 ARG 0 W 引数ビット

OPCへ設定する値よって意味が異なります。

OPCがH'28~H'2B (MRS0～MRS3)である場合、SDRAMのアド

レス端子 (M_A) に出力される値を指定します。

OPCがそれ以外の場合は、次のコマンド発行までの最小間隔を

SDRAMのサイクル数で指定します。ただし、ARG=0とした場合

は、表12.7 の「間隔」欄に示すデフォルトの値が使用されます。

本ビットはリードした場合、不定値が読み出されます。

ビット:

初期値:

  OPC       

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  W W W W W W        



R/W:

ビット:

初期値:

ARG

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WR/W: W W W W W W W W W W W W W W W
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表12.7 手動コマンド発行機能

注1. 表 12.7 「間隔」欄のTRPA、TRFC、TMOD は、後述するタイミングレジスタで設定された値が使用されます。

 　2.  SDRAM アクセス禁止中 (DBACENレジスタ のACCENビット=0)に書き込みを行ってください。

 　3.  自動リフレッシュ機能停止中（ARFENビット（DBRFENレジスタ のビット0）=0）のみ書き込みを行ってくだ

さい。ただし、「12.4 動作説明」で定義されたシーケンスについては、この限りではありません。 自動リフレッ

シュ機能動作中にOPC=H'00(Wait) を書いた場合、確保される間隔の間に自動リフレッシュ機能によるリフレッ

シュコマンドの発行が割り込むことがあります。

OPC 略号 操作内容 間隔

（SDRAMサイクル数）

ARGの機能

00 0000 Wait Device Deselected発行

（待ち時間の挿入）

4 次のコマンドを発行するまでの間隔

（SDRAMのサイクル数）を設定し

ます。ARGがH'0000の場合「間

隔」に示す値になります。
00 0010 ZQCS ZQ calibration short 発行 4

00 0011 ZQCL ZQ calibration long 発行 4

00 1011 PreA Precharge All発行 TRPA

00 1100 Ref Refresh発行 TRFC

01 0000 PDEn Power Down Entry 4

01 0001 PDXt Power Down Exit 4

01 1000 SREn Self-Refresh Entry 4

01 1001 SRXt Self-Refresh Exit TRFC

10 0000 RstL Reset端子をLowにする 4

10 0001 RstH Reset端子をHighにする 4

10 1000 MRS0 ModeRegisterSet (MRS/MR0) 発行 TMOD SDRAMの Mode

Register に設定する値を指定10 1001 MRS1 ModeRegisterSet (EMRS1/MR1) 発行 TMOD

10 1010 MRS2 ModeRegisterSet (EMRS2/MR2) 発行 TMOD

10 1011 MRS3 IModeRegisterSet (EMRS3/MR3) 発行 TMOD

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.5 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）

本レジスタをリードすると、それまでにDBCMD レジスタによって指示されたコマンド発行がすべて

完了した後（DBSC3からPhy 部へ出力された後）で応答を返します。本レジスタを利用することにより、

DBSC3 により発行される SDRAM コマンドのタイミングと、DBSC3 が管理していないタイミング（例

えば、クロックの制御）の関係を正しく保証することが可能になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31~1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 WAIT 0 R 操作完了待ちビット

値に意味はありません。常に ”0”が読み出されます。

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



              WAIT

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 12.  DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）

 Page 12-17

12.3.6 SDRAM 種類設定レジスタ（DBKIND）

注1. 本レジスタは、初期化シーケンス (「12.4.3」参照）の中でのみ書き込みを行ってください。

 　2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
・SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2～0 DDCG 0 R/W SDRAM種類変更ビット

SDRAMの種類を設定することができます。

111         ：DDR3-SDRAM

上記以外：設定禁止

ビット:

初期値:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



R/W:

ビット:

初期値:

            DDCG

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

             R/W R/W R/W



R/W:
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12.3.7 SDRAM 構成設定レジスタ（DBCONF）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～29 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

28～24 AWRW 0 R/W Rowアドレスビット幅設定ビット

Rowアドレスのビット幅を指定します。

01011　 ：11 ビット

01100　 ：12 ビット

 ：

10000　 ：16 ビット

上記以外：設定禁止

23～21 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

20 AWRK 0 R/W ランク数設定ビット

ランク数を指定します。

0             ：1 ランク

上記以外 ：設定禁止

19、 18 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

17、 16 AWBK 0 R/W Bank数設定ビット

バンク数を指定します。

11           ：8 バンク

上記以外：設定禁止

15～12 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11～8 AWCL 0 R/W Columnアドレスビット幅設定ビット

Columnアドレスのビット幅を指定します。

1000　　：8 ビット

1001　　：9 ビット

 ：

1011　　：11 ビット

上記以外 ：設定禁止

7～2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット:

初期値:

   AWRW   AWRK   AWBK

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

   R/W R/W R/W R/W R/W    R/W   R/W R/W



R/W:

ビット:

初期値:

    AWCL      DW

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

    R/W R/W R/W R/W       R/W R/W



R/W:
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使用するメモリ構成を選択します。
DBSC3 がサポートするメモリ構成については、「12.4.7 SDRAM 構成設定レジスタの設定方法」を参照

下さい。SDRAMのアドレス端子と本LSI の論理アドレスとの関係については、「12.4.8 アドレスマルチ

プレクスについて」を参照ください。

注1. サポートするメモリ構成
1 個の16bit 幅SDRAM あるいは2 個の8bit 幅SDRAM を接続した16bit バス構成

　 2. DBSC3 は複数個のSDRAM の接続をサポートしますが、チップによっては電気特性上、複数個のSDRAM の接続

ができない場合があります。
　 3. 本レジスタは、起動シーケンス（「12.4.3」 参照）の中でのみ書き込みを行ってください。

　 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

1、 0 DW 0 R/W 外部データバス幅設定ビット

外部データバスの幅を設定します。

01           ：16bit

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.8 SDRAM タイミングレジスタ0（DBTR0）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 CL 0 R/W CASレイテンシ設定ビット

本ビットでSDRAMのCASレイテンシを設定します。

0011       ：3 サイクル

：

1010       ：10 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           CL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.9 SDRAM タイミングレジスタ1（DBTR1）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 CWL 0 R/W CASライトレイテンシ設定ビット

本ビットでSDRAMのCASライトレイテンシを設定します。

0010      ：2 サイクル

：

1000      ：8 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           CWL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.10 SDRAM タイミングレジスタ2（DBTR2）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCEN=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFEN=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ～ 0 AL 0 R/W アディティブレイテンシ設定ビット

本ビットでSDRAM のアディティブレイテンシを設定します。

0000　　：0 サイクル

上記以外 ：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           AL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.11 SDRAM タイミングレジスタ3（DBTR3）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TRCD 0 R/W ACT-READ/WRITE 期間設定ビット

本ビットで、ACT コマンドからリード /ライトコマンドまでの最

小間隔を設定します。

0011　   ：3 サイクル

0100　   ：4 サイクル

：

1010　   ：10 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           TRCD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.12 SDRAM タイミングレジスタ4（DBTR4）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2.  設定値は次の条件を満たす必要があります：

TRPA ≧ TRP
TRC - TRP ≦ 32

 　3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～20 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

19～16 TRPA 0 R/W PREA期間設定ビット

本ビットで、PRE ALL（Precharge all banks）コマンドからACT/ 
REFコマンドまでの最小間隔を設定します。必ず TRPビットの

設定値以上の値を設定してください。

0011       ：3 サイクル

0100       ：4 サイクル

：

1010       ：10 サイクル

上記以外：設定禁止

15～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TRP 0 R/W PRE 期間設定ビット

本ビットで、ビットで、PRE（Precharge）コマンドからACT/ 
REF コマンドまでの最小間隔を設定します。

0011      ：3 サイクル

0100      ：4 サイクル

：

1010      ：10 サイクル

上記以外：設定禁止

           TRPA

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



           TRP

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.13 SDRAM タイミングレジスタ5（DBTR5）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

　 3. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRC - TRP ≦ 32

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TRC 0 R/W ACT-ACT/REF 期間設定ビット

本ビットで、ACT コマンドからACT（同一バンク）/REF コマン

ドまでの最小間隔を設定します。

001010   ：10サイクル

001011   ：11サイクル

：

100110   ：38 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



          TRC

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.14 SDRAM タイミングレジスタ6（DBTR6）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TRAS 0 R/W ACT-PRE 期間設定ビット

本ビットで、ACT コマンドからPRE コマンドまでの最小間隔を

設定します。

000111  ：7サイクル

001000  ：8サイクル

：

011100   ：28 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



          TRAS

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.15 SDRAM タイミングレジスタ7（DBTR7）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TRRD 0 R/W ACT(A)-ACT(B) 期間設定ビット

本ビットで、異なるバンクに対する ACT コマンドの最小間隔を

設定します。
0010　　：2 サイクル

0011　　：3 サイクル

：

0111　　：サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           TRRD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.16 SDRAM タイミングレジスタ8（DBTR8）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2.  設定値は次の条件を満たす必要があります：TFAW  4  TRRD
　 3.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7～0 TFAW 0 R/W 4 Activate ウィンドウ設定ビット

本ビットで、4 Activate ウィンドウの長さを設定します。

DBTR7 レジスタのTRRD ビットの設定値の4 倍以上の値を設定

してください。

00001000：8 サイクル

00001001：9 サイクル

    ：

00011111 ：31 サイクル

上記以外  ：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



        TFAW

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

        R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.17 SDRAM タイミングレジスタ9（DBTR9）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. 設定値は次の条件を満たす必要があります： TRDPR ≧ 4
 　3. JEDEC 準拠のSDRAM の場合、設定値は次の式で計算できます。

（DDR3 の場合） TRDPR ＝ 4 ＋ max{ 2, ceil(tRTP / tCK) } － 2
 　4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TRDPR 0 R/W READ-PRE 期間設定ビット

本ビットで、READ コマンドからPRE コマンドまでの最小間隔

を設定します。

0010　  ：2 サイクル

0011　  ：3 サイクル

   ：

1000      ：8 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           TRDPR

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.18 SDRAM タイミングレジスタ10（DBTR10）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TWR 0 R/W ライトリカバリ期間設定ビット

本ビットで、ライトリカバリ期間を設定します。

0011　　：3 サイクル

0100　　：4 サイクル

       ：

1100　　：12 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           TWR

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.19 SDRAM タイミングレジスタ11（DBTR11）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2.  設定値は次の条件を満たす必要があります： TRDWR ≧ CL ＋ 4 ＋ 2 － CWL
　 3.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TRDWR 0 R/W READ-WRITE 期間設定ビット

本ビットで、リードコマンドからライトコマンドまでの最小間隔
を設定します。

000100 ：4 サイクル

000101 ：5 サイクル

     ：

001001  ：9 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



          TRDWR

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.20 SDRAM タイミングレジスタ12（DBTR12）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2.  設定値は次の条件を満たす必要があります： TWRRD ≧ CWL ＋ 4
　 3.  JEDEC 準拠のSDRAM の場合、設定値は次の式で計算できます。

TWRRD ＝ WL ＋ BL/2 ＋ ceil( tWTR / tCK)
　 4.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCEN=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFEN=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TWRRD 0 R/W WRITE-READ 期間設定ビット

本ビットで、ライトコマンドからリードコマンドまでの最小間隔
を設定します。

000110  ：6 サイクル

000111  ：7 サイクル

       ：

010010  ：18 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



          TWRRD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.21 SDRAM タイミングレジスタ13（DBTR13）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～10 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9～0 TRFC 0 R/W REF-ACT/REF 期間設定ビット

本ビットで、REF（リフレッシュ）コマンドから、ACT/REF コ
マンドまでの最小間隔を設定します

H'00F     ：15 サイクル

H'010     ：16 サイクル

       ：

H'0FF     ：255 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



      TRFC

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

      R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.22 SDRAM タイミングレジスタ14（DBTR14）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2. パワーダウンモードを使用する場合は、本レジスタに適切な値を設定してください。
JEDEC 準拠のSDRAM の場合、設定値は次の式で計算できます。

DDR3-SDRAM でFast Exit Mode の場合： ceil( tXP/ tCK)
DDR3-SDRAM でSlow Exit Mode の場合： max{ ceil( tXP/ tCK), ceil( tXPDLL/ tCK)－ceil( tRCD/tCK) }
(tXPDLL、tXP が tCK サイクル単位の場合、tCK で割る必要はありません )

 　3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

12.3.23 SDRAM タイミングレジスタ15 （DBTR15）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7～0 TCKEH 0 R/W CKEH 期間設定ビット

本ビットでCKE がH になってから次の有効なコマンドが発行さ

れるまでの最小間隔を設定します。なお、CKE がH になってか

ら最初のリードコマンドまでの最小間隔は、TCKEH + TRCD と
なります。

H'02      ：2 サイクル

H'03      ：3 サイクル

      ：

H'0F       ：15 サイクル

上記以外：設定禁止

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



        TCKEH

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

        R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



           TCKEL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

            R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

 　2.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

12.3.24 SDRAM タイミングレジスタ16（DBTR16）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 TCKEL 0 R/W CKEL 期間設定ビット

本ビットでCKE をL にしてからH にするまでの期間の下限を設

定します。

0010    ：2 サイクル

0011     ：3 サイクル

    ：

1111       ：15 サイクル

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、30 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

29、28 DQIENLTNCY 0 R/W dqltncy 設定ビット

このビットで、PHY 部へのリードコマンド発行時からdqi_en 信
号出力までのレイテンシを設定します。

本製品ではこのビットに ”0” を設定してください。

00　　　：0 サイクル

上記以外：設定禁止

27、26 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

  DQIENLTNCY   DQLOFFSET   DQL

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  R/W R/W   R/W R/W   R/W R/W R/W R/W R/W R/W

  DQENLTNCY        WDQL

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  R/W R/W         R/W R/W R/W R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

25、24 DQLOFFSET 0 R/W dqltncy オフセット設定ビット

このビットで、PHY 部へのリードコマンド発行時に、dbsc3 の内

部動作に必要な追加レイテンシを設定します。本製品ではこの
ビットに ”0” を設定してください。

00　　　：0 サイクル

上記以外：設定禁止

23、22 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

21～16 DQL 0 R/W dqltncy 設定ビット

DDR3PHYの入力端dqltncyの値を設定します。

010110　：22 サイクル

上記以外 ：設定禁止

15、14 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13、12 DQENLTNCY 0 R/W dqenltncy 設定ビット

このビットで、PHY 部へのライトコマンド発行時からdq_en 信
号出力までのレイテンシを設定します。本製品ではこのビットに
”0” を設定してください。

00           ：0 サイクル

上記以外：設定禁止

11～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3～0 WDQL 0 R/W wdqltncy 設定ビット

DDR3PHY の入力端wdqltncy の値を設定します。

0010      ：2 サイクル

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.25 SDRAM タイミングレジスタ17（DBTR17）

SDRAM のタイミングパラメータの設定を行います。

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～22 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

21～16 TMOD 0 R/W MRS期間設定ビット

本ビットでMRS（Mode Register Set）コマンドから次のコマン

ドまでの最小間隔を指定します。

000010  ：2 サイクル

000011  ：3 サイクル

：

001111   ：15 サイクル

上記以外：設定禁止

15～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TRDMR 0 R/W RD-MRS 期間設定ビット

本ビットでMPR モードの際の、リードコマンドからMRS コマン

ドまでの最小間隔を設定します。

000100  ：4 サイクル

000101  ：5 サイクル

      ：

010111   ：23 サイクル

上記以外：設定禁止

          TMOD

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

          TRDMR

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.26 SDRAM タイミングレジスタ18 （DBTR18）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～27 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

26～24 RODTL 0 R/W RODTL（リード時ODT アサート期間設定）ビット

このビットで、リードコマンド出力時に PHY に出力するODT 信
号 (py_odt)のアサート期間を設定します。対応するリードコマン

ドのバースト長 /2 の値を基本として、+0～+7 の範囲で設定でき

ます。

000：BL/2 サイクル

001：(BL/2 + 1) サイクル

     ：

111：(BL/2 + 7) サイクル

23～19 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

18～16 RODTA 0 R/W RODTA（リード時ODT アサート開始タイミング設定）ビット

このビットで、リードコマンド出力時に PHY に出力するODT 信
号 (py_odt)のアサート開始タイミングを設定します。対応する

リードコマンド出力のタイミングを基準として、-1～+3 の範囲

で設定できます。

000         ：リードコマンドと同時

001         ：リードコマンドの1サイクル後

010         ：リードコマンドの2サイクル後

011         ：リードコマンドの3サイクル後

111         ：リードコマンドの1サイクル前

上記以外：設定禁止

15～11 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10～8 WODTL 0 R/W WODTL（ライト時ODT アサート期間設定）ビット

このビットで、ライトコマンド出力時に PHY に出力するODT 信
号 (py_odt)のアサート期間を設定します。対応するライトコマン

ドのバースト長 /2 の値を基本として、+0～+7 の範囲で設定でき

ます。

000：BL/2 サイクル

001：(BL/2 + 1) サイクル

    ：

111：(BL/2 + 7) サイクル

     RODTL   RODTA

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

     R/W R/W R/W      R/W R/W R/W

     WODTL   WODTA

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

     R/W R/W R/W      R/W R/W R/W

  

  

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
•SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
•自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

7～3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2～0 WODTA 0 R/W WODTA（ライト時ODT アサート開始タイミング設定）ビット

このビットで、ライトコマンド出力時に PHY に出力するODT 信
号 (py_odt)のアサート開始タイミングを設定します。対応するラ

イトコマンド出力のタイミングを基準として、-1～+3 の範囲で

設定できます。

000　　：ライトコマンドと同時

001        ：ライトコマンドの1サイクル後

010         ：ライトコマンドの2サイクル後

011         ：ライトコマンドの3サイクル後

111         ：ライトコマンドの1サイクル前

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12.3.27 SDRAM タイミングレジスタ19 （DBTR19）

注1. サイクル数は、SDRAM の動作クロックにて設定します。

　 2.  本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。

• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7～0 TZQCS 0 R/W TZQCS（ショートキャリブレーション期間設定）ビット

このビットで、ZQCS（ショートキャリブレーション）コマンド

から次のコマンドまでの最小間隔を指定します。

01000000：64 サイクル

上記以外  ：設定禁止

      

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               

     TZQCS

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

        R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

    

  

  

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.28 DBSC 動作調整レジスタ 0 （DBADJ0）

注 . 本レジスタは、SDRAM アクセス不許可中（DBACEN レジスタのACCENビット=0）のみ書き込みを行ってくだ

さい。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～5 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 CASHIFT 0 R/W コマンド /アドレス出力シフト設定ビット

SDRAM コマンド /アドレスの出力シフトの有無をMSPAD2 に指

示します。CASHIFT=1 の場合、MSPAD2 はコマンド /アドレス

出力の出力を1/2MCK 分後ろにシフトします。

0：コマンド /アドレス出力タイミングのシフト無し

1：コマンド /アドレス出力タイミングを1/2MCK分後ろにシフ

ト

3～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 CAMODE 0 R/W コマンド /アドレス出力モード設定ビット

SDRAM のコマンド /アドレスの出力モードを設定します。

CAMODE=0 の時、dbsc3 は1 クロックにつき1 コマンドを出力

します。

CAMODE=1 の時、dbsc3 は2 クロックにつき1 コマンドを出力

します。この際SDRAM のCS信号を除くコマンド信号、及びア

ドレス信号を2クロックの期間一定に保ちます。またCS信号は

この期間の後半1クロックのみ ’L’となります。

0：1クロックにつき1コマンド出力

1：2クロックにつき1コマンド出力

      

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               

    

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

           R/W    R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

    

  

  

   CA
SHIFT    CA

MODE

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.29 DBSC 動作調整レジスタ 1 （DBADJ1）

注 . 本レジスタは、SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)のみ書き込みを行ってくださ

い。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 AOOEN 0 R/W アウトオブオーダー処理イネーブルビット

SDRAM へのコマンド発行順序の入れ替え処理を許可 /禁止しま

す。コマンド発行順序入れ替え処理を許可した場合、dbsc3 は
SDRAM のデータバス使用効率向上のためコマンド発行順序の入

れ替え処理をおこない、リクエストを受け付けた順序とは異なる
順序でSDRAM に対してコマンド発行を行います。コマンド発行

順序入れ替え処理を禁止した場合、dbsc3 はリクエストを受け付

けた順序どおりにSDRAM に対してコマンド発行を行います。

アウトオブオーダー処理を可能とした場合、アウトオブオーダー
処理を禁止とした場合と比較してSDRAM のデータバス使用効率

は向上しますがワーストレイテンシが増加します。

0：コマンド発行順序入れ替え処理禁止

1：コマンド発行順序入れ替え処理可能

      

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               

    

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

    

  

  

      AOOEN

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.30 DBSC 動作調整レジスタ 2 （DBADJ2）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～8 ACAPC0 0 R/W デバイス制御部受付可能リクエスト数（バス制御部0側）設定

ビット

dbsc3のデバイス制御内に受付可能なリクエスト (バス制御部0か
ら発行されたもの )を64ビットデータのアクセス単位で設定しま

す。64ビット未満のデータの場合は1リクエストとなります。

dbsc3は、ページミス時に発生するPrecharge-Activateの処理の

ペナルティを、現在実行中のリード /ライトにオーバーラップさ

せて実行することで隠蔽できるような先行PRE-ACT処理を行っ

ています。このためにある程度のリクエストをため込む必要があ
ります。設定値が初期値 (H’00)の場合、最大値 (H’20)設定と同じ

動作になり、最大の先行PRE-ACT処理を行うことができ、DDR
のデータ転送効率 (スループット )を最大とすることができます。

ただし、本設定により受付可能なリクエスト数を増やした場合、
後から発生した優先順位の高いリクエストの実行は、受付済みの
リクエストの処理の後に実行されるために、優先度の高いリクエ
ストに対するレイテンシが悪化する可能性があります。この場
合、ACAPC設定を書きに示す値以上で調整し、スループットと

レイテンシのバランスを調整してください。下記未満ではスルー
プットが悪化することがあります。

ACAPC設定の最小値 : ACAPC = (TRP + TRCD) / 2

H'00       ：初期値（32リクエスト。特に設定する必要が無い場

合、初期値としてください）

H'01       ：1 リクエスト

       ：

H'20       ：32 リクエスト

上記以外：設定禁止

7～4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

   

ACAPC0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W     R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

 

   ACAPX0
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注 . 本レジスタは、SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)のみ書き込みを行ってくださ

い。

12.3.31 リフレッシュ設定レジスタ0（DBRFCNF0）

3～0 ACAPX0 0 R/W デバイス制御部受付可能トランザクション数（バス制御部0側）

設定ビット

dbsc3のデバイス制御内に受付可能なリクエスト (バス制御部0か
ら発行されたもの )をトランザクション単位で設定します。1トラ

ンザクションに含まれるリクエスト数は、アクセスサイズにより
幅がありますので、トランザクション数のみの制御ではリクエス
ト数を制御できません。よって、本ビットでは多めのトランザク
ション数を設定し、上記のACAPCビットでリクエスト数の上限

を制御してください。設定値が初期値（H’0）の場合、最大値

（H’8）設定と同じ動作になります。ACAPX設定値が小さい場合、

ACAPCの設定を行ってもスループットが悪化することがありま

す。

H'0         ：初期値（8 トランザクション。特に設定する必要が

無い場合、初期値としてください）

H'1         ：1 トランザクション

       ：

H'8         ：8 トランザクション

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～12 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



    REFTHF

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

    R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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SDRAM のリフレッシュ動作のタイミングを設定します。

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFEN レジスタのARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新

たな設定値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動
リフレッシュ機能を再起動するには、DBRFEN レジスタのARFEN ビットに1 を書き込んでください。

注 . 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合（DBRFEN レジス

タのARFEN ビットを1 にした場合）の動作は保証されません。

12.3.32 リフレッシュ設定レジスタ1（DBRFCNF1）

11～0 REFTHF 0 R/W 強制リフレッシュ閾値設定ビット

バスリクエストがある場合でも強制的にリフレッシュを実施する
タイミングを設定します。本ビットの設定値は、リフレッシュ間
隔の変動の大きさ、及びメモリアクセス性能に影響します。小さ
くするほどリフレッシュ間隔のバラツキは小さくなりますが、メ
モリアクセス性能に悪影響が出る場合があります。リフレッシュ
間隔の変動幅の詳細については、リフレッシュ設定レジスタ1

（DBRFCNF1）の説明の中で述べます。

設定可能な最小値は、次の式のとおりです。この下限値＋50 以
上の値を設定することを推奨します。

Max {128, 64 + max { TCKEL + TCKEH, TRPA + max {CWL + 4 + 
TWR, TRDPR, TRAS, TRC  TRP }}}

H'080     ：128 サイクル

       ：

H'1FF     ：511 サイクル

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～28 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

REFINT

    REFPMAX       

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

    R/W R/W R/W R/W        



15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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SDRAM のリフレッシュ動作のタイミングを設定します。

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFEN レジスタのARFENビット=1）に本レジスタの値を変更した

場合、新たな設定値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要で
す。自動リフレッシュ機能を再起動するには、DBRFEN レジスタの ARFEN ビットに 1 を書き込んでく

ださい。
以下の説明で、「サイクル数」は特に断らない限り SDRAM のクロックで測ったものを意味します。

(1) レジスタの設定値とリフレッシュ発行タイミング
リフレッシュ設定レジスタ 1 ～ 2 の設定例と、その場合のリフレッシュの発行タイミングについて説

明します。
以下で、 a±b は a－b 以上a＋b 以下の範囲 を意味します。

• リフレッシュ間隔の変動を最小にする場合
REFPMAX は、0 を設定します。

この場合、リフレッシュ発行から次のリフレッシュ発行までの時間は、REFINT_E ± REFTHF サイク

ルとなります。より一般に、n をある正整数として、あるリフレッシュ発行からその n 個後のリフ

レッシュ発行までの時間は、 n × REFINT_E ± REFTHF サイクルとなります。ただし、この間DBRFEN
レジスタへの書き込みはないと仮定しています。

• リフレッシュ間隔に柔軟性を持たせる場合
REFPMAX は、1 以上の値を設定します。

REFINT は、メモリベンダのデータシートに記載されている平均リフレッシュ間隔（Normal Operating
Temperature Range における tREFI）をサイクル数で表し整数に切り捨てた値を設定します。REFINTS
は、温度によって”0” 又は”1” を設定します。

この場合、n をある正整数として、あるリフレッシュ発行からそのn 個後のリフレッシュ発行までの

27～24 REFPMAX 0 R/W リフレッシュコマンド最大ポスト数設定ビット

自動リフレッシュ機能により蓄積されるリフレッシュコマンドの
数（post数）の上限を設定します。蓄積されているリフレッシュ

コマンドの数がREFPMAXよりも小さい場合、バスリクエストの

ない期間にリフレッシュが発行されます。

0000      ：0 （リフレッシュコマンド間隔のジッタ最小）

0001      ：1 サイクル

      ：

1000      ：8サイクル (リフレッシュコマンド間隔のジッタ最 
大）

上記以外：設定禁止

23～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～0 REFINT 0 R/W 平均リフレッシュ間隔設定ビット

リフレッシュコマンド発行の平均間隔を設定するためのビットで
す。DBRFCNF2 レジスタのREFINTS ビットが “0”の場合、平均

間隔は REFINT サイクルとなります。REFINTS ビットが ”1”の場

合、平均間隔は floor( REFINT/ 2 ) サイクルとなります。 以下で、

この平均間隔をREFINT_E と表記します。すなわち、REFINT_E 
= REFINT >> REFINTS です。ここで >> は論理右シフト演算子

です。

H'0080　：128 サイクル

H'0081　：129 サイクル

   ：

H'3FFF　：16383 サイクル

上記以外 ：設定禁止

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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時間は、n × REFINT_E ＋ REFPMAX × REFINT_E サイクル以下 となります。ただし、この間DBRFEN
レジスタへの書き込みはないと仮定しています。

(2) 平均リフレッシュ間隔の下限制約
REFINT に設定可能な下限値は次の式のとおりです。ここで << は左シフト演算子です。

( REFTHF ＋ TRFC ＋ 2×TMOD ＋ TRDMR ＋ 2×TFAW
＋ max{ TFAW, TRAS, TRC－TRP, TRCD } ＋100 ) << REFINTS

注1. 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合
（DBRFEN レジスタのARFEN ビットを1 にした場合）の動作は保証されません。

　 2.品種によっては、Phy の仕様により、本レジスタの設定値に関して上記の制約以外にも制約が生じ

る場合があります。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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12.3.33 リフレッシュ設定レジスタ2（DBRFCNF2）

以下の説明で、「サイクル数」は特に断らない限り SDRAM のクロックで測ったものを意味します。

SDRAM のリフレッシュ動作のタイミングを設定します。

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFEN レジスタのARFENビット=1）に本レジスタの値を変更した

場合、新たな設定値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要で
す。自動リフレッシュ機能を再起動するには、DBRFEN レジスタの ARFEN ビットに 1 を書き込んでく

ださい。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 REFINTS 0 R/W 平均リフレッシュ間隔調整ビット

本ビットに0 を設定すると、リフレッシュコマンド発行の平均間

隔はREFINT サイクルとなります。

本ビットに1を設定すると、リフレッシュコマンド発行の平均間

隔は floor( REFINT / 2 ) サイクルとなります。

0：平均リフレッシュ間隔は REFINT

1：平均リフレッシュ間隔は REFINT の 1/2

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



              REF
INTS

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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12.3.34 DDR3-SDRAM キャリブレーション構成レジスタ （DBCALCNF）

注 . CALEN=1 となっている場合でも、自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）は、

ZQCS コマンドの発行は行われません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～25 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

24 CALEN 0 R/W DDR3-SDRAM キャリブレーションイネーブルビット

本ビットが 1 である間、定期的にDDR3 のキャリブレーションを

実行 (ZQCS コマンドを発行 )します。

0：DDR3-SDRAMキャリブレーション不許可

1：DDR3-SDRAMキャリブレーション許可

23～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～0 CALINT 0 R/W DDR3-SDRAM キャリブレーション頻度設定ビット

本ビットで、DDR3-SDRAM キャリブレーション実行の頻度を調

整します。CALINT の設定値をn とすると、自動リフレッシュ機

能によってリフレッシュコマンドがn 回発行される毎に１回

ZQCS コマンドの発行を行います。

H'0001  ：自動リフレッシュ 1回毎に実施

H'0002  ：自動リフレッシュ 2回毎に実施

：

H'FFFF  ：自動リフレッシュ 65535回毎に実施

上記以外：設定禁止

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

       R/W        

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

 

CALINT

CALEN    
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12.3.35 ODT 動作設定レジスタ （DBRNK0）

注 . 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• 自動リフレッシュ機能停止中（DBRFEN レジスタのARFENビット=0）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～17 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

16 RODTOUT0 0 R/W リード時ODT 出力レベル設定ビット

このビットで、リード時の ODT 出力レベルを設定します。

0：リード時のODT 出力レベルを “0”とする

1：リード時のODT 出力レベルを “1”とする

15～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 WODTOUT0 0 R/W ライト時ODT 出力レベル設定ビット

このビットで、ライト時の ODT 出力レベルを設定します。

0：ライト時のODT 出力レベルを “0”とする

1：ライト時のODT 出力レベルを “1”とする

      

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W

    

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W

    

  

  RODTO
UTO

      WODTO
UTO

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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12.3.36 PHY部制御レジスタ0 （DBPDCNT0）

12.3.37 PHY 部制御レジスタ1（DBPDCNT1）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 DLLRST 0 R/W DLL リセットビット

本ビットに0 を設定すると、DLL がリセット状態になります。本

ビットに1 を設定すると、DLL のリセットが解除されます。本

ビットの詳細については「12.4.3 初期化シーケンス」を参照くだ

さい。

0：DLL リセット（初期値）

1：DLLリセット解除

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 CALEN 0 R/W 自動キャリブレーション設定ビット

自動キャリブレーションをイネーブルにします。本ビットは
DBPDCNT3のCMODE=”H”の場合にのみ有効です。本ビットの

詳細については「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

0：自動キャリブレーションをディセーブル（初期値）

1：自動キャリブレーションをイネーブル

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



              DLLRST

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



              CALEN

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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12.3.38 PHY 部制御レジスタ2（DBPDCNT2）

12.3.39 PHY 部制御レジスタ3（DBPDCNT3）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 DETFIXH 0 R/W リード用９０度シフタ設定ビット

リード用９０度シフタのHZ 検出回路を設定します。

0：HZ 検出回路オン（初期値）

1：HZ検出回路オフ

4 CMDMOD 0 R/W CMD ハードマクロ出力遅延モード設定ビット

CMD ハードマクロの出力遅延モードを設定します

0：コマンドアドレス信号の出力遅延モードオフ（初期値）

1：コマンドアドレス信号の出力遅延モードオン

3、2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、0 RLADD 0 R/W 追加リードレイテンシ設定ビット

ラウンドトリップタイムが大きい場合に、DDR3PHY に追加する

リードレイテンシを設定します。

00：追加リードレイテンシなし（初期値）

01：追加リードレイテンシ 1 サイクル

10：追加リードレイテンシ 2 サイクル

11：追加リードレイテンシ 3 サイクル

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



          CMD
MOD

  RLADD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          R/W R/W   R/W R/W

DETFIXH

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



 CMODE DIC_AD DIC_CK DIC_DQ   FREQ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  R/W R/W R/W  R/W R/W R/W

ODT

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～15 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 CMODE 0 R/W キャリブレーションモード設定ビット

キャリブレーションモードを設定します。本ビットの詳細につい
ては「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

0：外部制御モード（初期値）

1：自動キャリブレーションモード

13、12 DIC_AD 0 R/W 制御信号バッファドライブ強度設定ビット

バッファドライブ強度（制御信号）を設定します。本ビットの詳
細については「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

00           ：40Ω（初期値）

上記以外：設定禁止

11、10 DIC_CK 0 R/W クロック信号バッファドライブ強度設定ビット

バッファドライブ強度（クロック信号）を設定します。本ビット
の詳細については「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

00           ：40Ω（初期値）

上記以外：設定禁止

9、8 DIC_DQ 0 R/W データ信号バッファドライブ強度設定ビット

バッファドライブ強度（データ信号）を設定します。本ビットの
詳細については「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

00           ：40Ω（初期値）

上記以外：設定禁止

7 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6～4 ODT 0 R/W 内部ODT インピーダンス設定ビット

内部ODT インピーダンスを設定します。。本ビットの詳細につい

ては「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

000         ：外部制御モード（初期値）

001         ：60Ω

上記以外：設定禁止

3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2～0 FREQ 0 R/W ロック待ちスキップモード設定ビット

ロック待ちスキップモードを設定します。本ビットの詳細につい
て「12.4.3 初期化シーケンス」を参照ください。

000         ：通常モード（初期値）

001         ：ロック待ちスキップモード

上記以外：設定禁止
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12.3.40 PHY部ロックレジスタ （DBPDLCK）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～0 PLOCK 0 R/W PHY-Unit アクセスロック設定ビット

H'A55AをセットするとＰＨＹ部の内部レジスタへのアクセスが

許可されます。

H’A55A　　　：PHY 部内部レジスタへのアクセス許可

H’A55A 以外　：PHY 部内部レジスタへのアクセス不許可

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



PLOCK

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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12.3.41 PHY部内部レジスタアドレス （DBPDRGA）

表12.8 DBSC3PHY の内部レジスタ構成

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7～0 PRA 0 R/W PHY部内部レジスタアドレス

PHY 部内部レジスタ（PHY 部に内蔵されたレジスタ）をアクセ

ス（値の設定又は参照）する際に使用します。

詳細は「12.3.42 PHY部内部レジスタアクセス （DBPDRGD）」

の説明を参照してください

レジスタ名 略称 R/W PRA 設定 初期値
アクセスサイズ
 (ビット )

リザーブビット — — H'00～H'27 — —

プリアンプル検出制御レジスタ PACNT R/W H'28 H'00017200 32

リザーブビット — — H'29～H'FF — —

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



        PRA

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

        R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 12.  DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）

 Page 12-56

12.3.42 PHY部内部レジスタアクセス （DBPDRGD）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～0 PRD — R/W PHY部内部レジスタ

本ビットにライト又はリードを行うことで、PHY 部内部レジス

タのアクセス（値の設定又は参照）ができます。

アクセス対象のレジスタは、PHY 部内部レジスタアドレス

（DBPDRGA）のPRA ビットの値によって選択されます。

PHY 部内部レジスタをアクセスする際は、先にPHY 部ロックレ

ジスタ（DBPDLCK）、及びPHY 部内部レジスタアドレス

（DBPDRGA）の設定を行ってから、本ビットへのライト又は

リードを行ってください。

PHY 部ロックレジスタ（DBPDLCK）の設定が「アクセス不許

可」となっている状態で本ビットへのライトを行った場合、無視
されます（書き込みは行われず、エラーも発生しません）

PRD

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

X X X X X X X X X X X X X X X X

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PRD

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

X X X X X X X X X X X X X X X X

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット:

初期値:

R/W:

ビット:

初期値:

R/W:
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(1) プリアンプル検出制御レジスタ (DBPDRGAレジスタのPRAビット = H'28)

本レジスタは読み出し時、プリアンプルを検出するタイミングを指定するときに使用されます。セッ
トするとMCK-MDQSラップアラウンド時間が制御できます。

ビット ビット名 R/W 説 明

31～17 — — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

16 en R/W 読み出したFIFO入力タイミングを制御します。

書き込む値は常に1にしてください。

1以外の値を書き込んだときの動作は保証しません。

15～12 rprst_str R/W 1MCKサイクルの前に追加されることになっている期間をセットします。

これは読み出したFIFOポインタリセット期間用にRL指定時間に開始し

ます。初期値は3.5サイクルです。

0000      ：0-MCK サイクル

0001      ：0.5-MCK サイクル

0010      ：1-MCK サイクル

0011      ：1.5-MCK サイクル

0100      ：2-MCK サイクル

0101      ：2.5-MCK サイクル

0110      ：3-MCK サイクル

0111      ：3.5-MCK サイクル

1000      ：4-MCK サイクル

上記以外：設定禁止

11、10 — — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）

9～8 rprst_end R/W 1MCKサイクルの後に追加されることになっている期間をセットします。

これは読み出したFIFOポインタリセット期間用にRL指定時間に開始し

ます。初期値は1MCKサイクルです。

00：0-MCK サイクル

01：0.5-MCK サイクル

10：1-MCK サイクル

11：設定禁止

7～0 — — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は“0”にしてください）
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12.3.43 バス制御部0 設定レジスタ0（DBBS0CNT0）

注1. 本レジスタは、初期化シーケンス（「12.4.3」 節参照）の中でのみ書き込みを行ってください。

 　2. 本レジスタは、SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)のみ書き込みを行ってくださ

い。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 BKCEN 0 R/W バンクキャッシュイネーブルビット

本ビットによりバス制御部内のバンクキャッシュの使用 /不使用

を指定します。本ビットを0から1に変化させるとバンクキャッ

シュの内容を初期化します。

0：バンクキャッシュを使用しない

1：バンクキャッシュを使用する

ビット:

初期値:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



R/W:

ビット:

初期値:

              BKCEN

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               R/W



R/W:
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12.3.44 バス制御部0 設定レジスタ1（DBBS0CNT1）

注1. 本レジスタは、初期化シーケンス（「12.4.3」 参照）の中でのみ書き込みを行ってください。

　 2. レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。
• SDRAM アクセス不許可中 (DBACEN レジスタのACCENビット=0)
• バンクキャッシュ無効（DBBS0CNT0 レジスタのBKCENビット=0

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、0 BKADM 0 R/W バンク配置方式設定ビット

論理アドレス空間に対するSDRAM のバンクの配置方式を設定し

ます。論理アドレスを複数のブロックに分割し、それぞれのブ
ロックへ異なるSDRAM のメモリバンクを割り当てます。

論理アドレスとSDRAMのアドレスの対応の詳細は、「12.4.8 ア
ドレスマルチプレクスについて」を参照してください。

00：論理アドレス空間全体を1 つのブロックとする

01：論理アドレス空間を次の2 ブロックに分ける： バンク0～
3 のブロック、バンク4～7 のブロック

10：論理アドレス空間を次の3 ブロックに分ける： バンク0～
1 のブロック、バンク2～3 のブロック、バンク4～7 の
ブロック

11：論理アドレス空間を次の4ブロックに分ける： バンク0の
ブロック、バンク1のブロック、バンク2～3のブロック、

バンク4～7のブロック

ビット:

初期値:

              

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

               



R/W:

ビット:

初期値:

             BKADM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

              R/W R/W



R/W:
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12.4 動作説明

12.4.1 サポートするSDRAM コマンド

DBSC3 が発行するSDRAM コマンドを表12.9 に示します。コマンドはMCK0、MCK0、MCK1、MCK1
に同期して SDRAM へ与えられます。「n-1」はコマンドを発行する 1 サイクル前に SDRAM に与えた信

号の状態、「n」はコマンド発行時の信号の状態を示しています。

表12.9 発行するSDRAM コマンド

記号 .H：Hレベル

L：Lレベル

X：Hレベル又はLレベル （don't care）
V：有効データ

上記のDES コマンドは、SDRAM に対しアクセスを行わないときに発行しますので、ユーザが明示

的に発行することはできません。

機 能 シンボル
MCKE

MCS MRAS MCAS MWE
MBA 
[2:0]

MA
 [15:3]

MA12/
BC

MA10/
AP

MA11, 
MA [9:0]n-1 n

Device 
deselected

DES H H H X X X X X X X X

Read READ H H L H L H V V V L V

Write WRITE H H L H L L V V V H V

Bank activate ACT H H L L H H V V V V V

Single bank 
precharge

PRE H H L L H L V V V L V

Precharge all 
banks

PREA H H L L H L V V V H V

Refresh REF H H L L L H V V V V V

Self-
refresh entry 

SRE H L L L L H V V V V V

Self-
refresh exit

SRX L H H V V V V V V V V

L H H H

Power down 
entry

PDE H L L H H H V V V V V

H V V V

Power down exit PDX L H L H H H V V V V V

H V V V

Mode register 
set

MRS H H L L L L V V V V V

ZQ calibration 
short issue 

ZQCS H H L H H L X X X H X

ZQ calibration 
long issue

ZQCL H H L H H L X X X L X
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12.4.2 SDRAM コマンド発行詳細

(1) 基本アクセス
DBSC3 は、SHwy から与えられたリクエストをキューに格納した後、処理の開始は後で説明する「(2)

先行プリチャージ／アクティベート処理」により前後しますが、完了はキューの受け付け順になります。
初めに、リード／ライトリクエストが与えられると、SDRAM の初期化が完了した時点では、すべて

のバンクはクローズ状態でページミスとなるため、DBSC3 は最初にアクティベート（ACT）コマンドを

発行して対応するバンクを開きます。バンクを開いた後、リード／ライトリクエストに対応したSDRAM
に対するリード /ライトコマンドを発行します。このとき、発行するリード／ライトコマンドの回数は、

図12.3 に示すようにバス幅やリクエストサイズ（1、2、4、8、16、32バイト）によって異なります。た

とえば、外部バス幅16 ビットでSHwy から32 バイトリードを行った場合には、2 回のリードコマンド発

行が必要です。1 サイクル目のリードコマンド発行でデータが8 バースト長分（DDR クロックで4 サイ

クル分）読み出されるため、リードコマンド発行は5 サイクル目まで待たされることになります。

アクセスが終了した時点で、DBSC3 はプリチャージ（PRE）コマンドを発行することなくバンクを開

いたままにしておきます。バンクを閉じるのは（1）後続のリクエストが同じバンクでロウアドレスが

異なる場合、（2）オートリフレッシュ要求が発生した場合、（3）セルフリフレッシュの処理のためユー

ザがSDRAM コマンド制御レジスタでプリチャージオール（PREA）コマンドを発行した場合です。

このように、セルフリフレッシュを除いた通常のアクセス時では、DBSC3 がバンクの管理をハード

ウェアで行うため、ユーザ側での考慮は初期化時のレジスタ設定を除き不要です。
また、本コントローラは 8 バンクのマルチバンクオペレーションを行います。したがって、同時に開

かれているバンクの最大数は 8 個です。SHwy からのアクセスアドレスと SDRAM のバンク／ロウアド

レスの対応は「12.4.8 アドレスマルチプレクスについて」を参照してください。

図 12.3     SHwy からのリクエストに応じSDRAM に対して発行するリード /ライトコマンド

(2) 先行プリチャージ／アクティベート処理
DBSC3 は、SDRAM のマルチバンク機能を生かし、SDRAM コマンドの空きサイクルをできるだけな

くしバスの利用効率を上げるため、後続のリクエストキューのページミス処理に対応する PRE/ACT コ
マンドを先行して発行します。先行するのは PRE/ACT コマンドのみですので、リードライトの順番が

崩れることはありません。先行PRE/ACT コマンドを発行するのは、後続リクエストが（1）ページミス

かつ（2）現在処理中のリクエストと異なったバンクへのアクセスの場合に限られます。先行プリチャー

ジ / アクティベート処理の実行例（動作説明のための例）を図 12.4 に示します。この例では、外部バス

幅が16 ビットで、PRE-ACT 最小時間制約が4 サイクル、ACT-READ/WRITE最小時間制約が4 サイクル、

ACT-ACT最小時間制約が2 サイクルのとき、SDRAMに対するコマンド発行がどのように行われている

かを示しています。CAMODEビット（DBSC動作調整レジスタ（DBADJ0）のビット0）は”1”にセット

されています。 この例では、1 番目から4 番目までリクエストが積まれており1 番目が最初にキューに与

えられたリクエストです。
まず、DBSC3 はコマンドの発行はメモリクロック2 クロックにつき1 回発行となるので、コマンドの

間隔は必ず偶数になります。Time1 で1 番目のRead（16Byte）のリクエスト処理に対するPRE コマンド

をSDRAM へ発行します。その後、時刻Time3 で発行するコマンドを決定する際、優先順位の高い 1 番
目の Read（16Byte）のリクエスト処理として必要な ACT コマンドの発行は、タイミング制約のために

Time3 では発行することができないことがわかります。そのため、DBSC3 はTime3 で発行するコマンド

を後続のリクエストキューから検索します。検索の結果、3 番目のRead（8Byte）のリクエストが、先行

プリチャージ処理可能であることがわかります。DBSC3 は先行したリクエストを優先するため、3 番目

Read (1, 2, 4, 8, 16 Byte) 1 回発行 Read

Read (32 Byte) 2 回発行 Read DES DES DES Read

Write (1, 2, 4, 8, 16 Byte) 1 回発行 Write

Write (32 Byte) 2 回発行 Write DES DES DES Write
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の Read（8Byte）に対する先行プリチャージ処理を行うことを決定し、SDRAM へ PRE コマンドを発行

します。
Time5 になって、1 番目の Read（16Byte）のリクエスト処理を実行することができるようになり、

SDRAM へACT コマンドを発行します。Time7 では1 番目のRead（8Byte）のSDRAM へACT コマンド

を発行します。4 番目のRead（16Byte）リクエスト処理に対するPRE コマンドは、1 番目のRead（16Byte）
のRead コマンド発行後、Time11 でPRE コマンドをSDRAMへ発行します。

その後は、上記で示した処理を繰り返します。

図 12.4     先行プリチャージ／アクティベート処理の例

リクエスト
番号

リクエスト
内容

アクセス
対象バンク

リクエスト時
ページ状態

Time
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1番目 Read (16Byte) Bank 0 Miss ACT READ

2番目 Read (32Byte) Bank 1 Hit READ READ

3番目 Read (8Byte) Bank 2 Miss PRE ACT READ

4番目 Read (16Byte) Bank 3 Miss PRE ACT READ

SDRAMへのコマンド PRE PRE ACT ACT READ PRE READ ACT READ READ READ

PRE
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12.4.3 初期化シーケンス

以下に初期化シーケンス例を示します。電源やタイミングパラメータなど、詳細は各メモリベンダの
データシートを参照して決定してください。

1. 各社SDRAM ベンダのガイドに従い電源やリファレンス電圧を供給してください。

2. SH7752 のパワーオンリセット解除後、SH-4A が動作開始してから初期化シーケンスであった場合

100μs以上ソフトウェアで待ちます。

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAM のRESET 端子をLow にします。レジスタに

書き込む値は、opc= RstL, arg = 0 とします。

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAM のCKE 端子をLow にします。レジスタに書

き込む値は、opc =PDEn, arg = 100μs とします。

5. SDRAM 種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。

6. SDRAM 構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAM タイミングレジスタ 0～ 19（DBTR0～DBTR19）
とODT動作構成レジスタ（DBRNK0）

7. PHY 部制御レジスタ3（DBPDCNT3）より自動キャリブレーションを選択します。

8. PHY 部制御レジスタ1（DBPDCNT1）より自動キャリブレーションを起動します。

9. 10μs 以上ソフトウェアで待ちます。

10. PHY 部制御レジスタ0（DBPDCNT0）よりDLL のリセットを解除します。

11. 50μs 以上ソフトウェアで待ちます。

12. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値

は、opc = Wait,arg = 100μs とします。

13. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAM のRESET 端子をHigh にします。レジスタに

書き込む値は、opc= RstH, arg = 100μs とします。

14. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。DBCMD レジスタに opc
= Wait, arg = 100μs を4 回書き込んでください。

15. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAM のCKE 端子をHigh にします。レジスタに書

き込む値は、opc =PDXt, arg = tXPR（通常、tRFC + 10ns） とします。

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により MRS（MR2）コマンドを発行します。CWL の設定

は、SDRAM タイミングレジスタ1（DBTR1）のCWL ビットの設定と合わせてください。

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR3）コマンドを発行します。MPR はNormal

operation に設定します。

18. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR1）コマンドを発行します。Additive Latency

は0、DLL EnableはEnable に設定します。

19. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR0）コマンドを発行します。このとき、動

作モードはNormal、DLL リセットはリセット、バースト長は8、バーストタイプはシーケンシャル

に設定します。また、CAS Latency の設定は CL ビット（SDRAM タイミングレジスタ 0（DBTR0）

のビット 3～ 0）の設定と合わせてください。WR の設定は TWR ビット（SDRAM タイミングレジ

スタ10（DBTR10）のビット3～0）の設定と合わせてください。

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により ZQ Calibration Long コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = ZQCL, arg = max{tZQinit, tDLLK－ tMOD} （通常、512） とします。

21. 必要に応じて、バス制御部0 設定レジスタ の設定を行います。

22. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0 DBRFCNF2）の設定を行います。

23. DDR3-SDRAMキャリブレーション構成レジスタ（DBCALCNF)の設定を行います。

24. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFEN ビットを”1” に設定します。

25. SDRAM アクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCEN ビットを”1”（アクセス許可）に設定します。

26. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。
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12.4.4 セルフリフレッシュ動作について

セルフリフレッシュにより、SDRAM の低消費電力化を図り、クロック周波数の変更とクロックの停

止を可能にします。

(1) セルフリフレッシュ
SDRAM にアクセスする必要がない場合、SDRAM をセルフリフレッシュモードに移行させることで、

SDRAM 中のデータ内容を保持したままSDRAM の消費電力を抑えることが可能です。

セルフリフレッシュ中はアクセス不許可になっているため、SDRAM に対するデータアクセスを実施

すると、アクセスは無視されます。
セルフリフレッシュへの移行は、以下の手順に従い、行ってください。

① 本コントローラへのアクセスが行われていないことを確認し、割り込みなどにより処理が中断し

て、SDRAMが要求するオートリフレッシュの間隔を超えないようにしてください。

② SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを0（アクセス不許可）に設定します。

③ 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により PREA（プリチャージオール）コマンドを発行しま

す。レジスタに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0 とします。

④ 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により Self-Refresh Entry コマンドを発行します。レジスタ

に書き込む値は、opc = SREn, arg = 0 とします。

⑤ 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。

セルフリフレッシュの解除は下記の手順に従い、行ってください。

① 割込みなどにより解除処理が中断しないようにしてください（オートリフレッシュの期間確保のた

め）。

② 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを”1”に設定します。

③ 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exit コマンドを発行します。レジスタに

書き込む値は、opc = SRXt, arg = 0 とします。

④ 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して SDRAM へのアクセスが可能になるまでの待ち

時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512） とします。

⑤ SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを1（アクセス許可）に設定します。
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12.4.5 パワーダウン

SDRAM にアクセスする必要が無い場合、パワーダウンモードに移行する事で、SDRAM の内部クロッ

クを非活性にして、デバイスの消費電力を低く抑えることが可能です。なお、パワーダウンモードにお
いても、クロック、及び電源は供給されている必要があります。
パワーダウンモードへの移行時は、以下の手順に従ってください。

①SDRAM 動作許可レジスタ（DBACEN）のACCEN ビットを”0”（アクセス不許可）に設定します。

②手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）により Power Down Entry コマンドを発行します。レジスタ

に書き込む値は、opc = PDEn, arg = 0 とします。

パワーダウンモードの解除時には、以下の手順に従ってください。

①手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPower Down Exit コマンドを発行します。レジスタに

書き込む値は、opc = PDXt, arg = 0 とします。

②SDRAM アクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCEN ビットを1（アクセス許可）に設定します。

パワーダウンモードにおいてSDRAM のデータを保持し続けるためには、通常動作時と同様に定期的

なリフレッシュコマンドの発行が必要です。dbsc3 では、自動リフレッシュ機能を稼動させた状態

（DBRFEN レジスタの ARFEN ビット =1）のままパワーダウンモードに入ることにより、パワーダウン

モードの間も定期的なリフレッシュを行い、SDRAMのデータを保持することができます。

パワーダウンモードの間はアクセス不許可状態となっているため、dbsc3 に SDRAM へのデータアク

セス要求を投入すると、エラーとなります。
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12.4.6 動作中のリフレッシュの設定変更

dbsc3 では、動作中にリフレッシュの設定（リフレッシュ頻度等）を変更することが可能です。リフ

レッシュの設定を変更する際の手順の例を以下に示します。① 必要に応じてリフレッシュ設定レジスタ

0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）に書き込みを行い、設定を変更します。

①必要に応じてリフレッシュ設定レジスタ 0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）に書き込みを行い、設

定を変更します。

②自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFEN ビットに1 を書き込みます。

手順②の書き込みの後、手順①で書き込んだ新しい設定がリフレッシュ動作に反映されます。

12.4.7 SDRAM 構成設定レジスタの設定方法

(1) DDR3-SDRAM(外部バス16bit)

注 . コントローラとしては複数個の接続をサポートしますが、チップによっては電気特性上複数個の接続ができない場
合があります。

メモリ構成 バンク [個 ] ロウ [bit] カラム [bit] AWRW AWRK AWBK AWCL DW

32 M x 16 bit 
"512 Mbit"(1 個 )

8 12 10 01100 0 11 1010 01

64 M x 8 bit 
"512 Mbit"(2 個 )

8 13 10 01101 0 11 1010 01

64 M x 16 bit 
"1 Gbit"(1 個 )

8 13 10 01101 0 11 1010 01

128 M x 8 bit 
"1 Gbit"(2 個 )

8 14 10 01110 0 11 1010 01

128 M x 16 bit 
"2 Gbit"(1 個 )

8 14 10 01110 0 11 1010 01

256 M x 8 bit 
"2 Gbit"(2 個 )

8 15 10 01111 0 11 1010 01

256 M x 16 bit 
"4 Gbit"(1 個 )

8 15 10 01111 0 11 1010 01

512 M x 8 bit 
"4 Gbit"(2 個 )

8 16 10 10000 0 11 1010 01

512 M x 16 bit
"8 Gbit" (1 個

8 16 10 10000 0 11 1010 01
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12.4.8 アドレスマルチプレクスについて

SDRAM 構成レジスタ（DBCONF）の設定により各種サイズのメモリを接続可能です。BWIDTH ビッ

トで外部バス幅を設定し、SPLIT ビットで接続するメモリサイズを設定します。BASFT ビットの設定に

よりバンクアドレスの位置を下位ビットの方に移すため、アプリケーションによってはページヒットの
可能性が高まります。

A31-A0 はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31 がMSB 側、A0 がLSB 側を示します。AP は
オートプリチャージオプションを示します。

表12.10 アドレス端子と論理アドレスの関係 (BKADM=00)
（16bit 幅SDRAM１個、8bit 幅SDRAM2 個接続時）

表12.11 アドレス端子と論理アドレスの関係 (BKADM=01)
（16bit 幅SDRAM１個、8bit 幅SDRAM2 個接続時）

注 . BA2、MA11～MA15欄のグレーの部分はBKADM＝0の場合と異なります。

種類 BA2 BA1 BA0 MA
15

MA
14

MA
13

MA
12

MA
11

MA
10

MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0

32 M  
16 b

ROW A13 A12 A11 — — — — A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A13 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M  
16 b

ROW A13 A12 A11 — — — A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A13 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M  
16 b

ROW A13 A12 A11 — — A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A13 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M  
16 b

ROW A13 A12 A11 — A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A13 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512M  
16 b

ROW A13 A12 A11 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A13 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

種類 BA2 BA1 BA0 MA
15

MA
14

MA
13

MA
12

MA
11

MA
10

MA9 MA8 MA7 MA6 MA5 MA4 MA3 MA2 MA1 MA0

32 M  
16 b

ROW A25 A12 A11 — — — — A13 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M  
16 b

ROW A26 A12 A11 — — — A13 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M  
16 b

ROW A27 A12 A11 — — A13 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M  
16 b

ROW A28 A12 A11 — A13 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512M  
16 b

ROW A29 A12 A11 A13 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0
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表12.12 アドレス端子と論理アドレスの関係 (BKADM=10)

（16bit 幅SDRAM１個、8bit 幅SDRAM2 個接続時）

注 . BA2、BA1、MA10～MA15欄のグレーの部分はBKADM＝00の場合と異なります。

種類 BA2 BA1 BA0 MA
15

MA
14

MA
13

MA
12

MA
11

MA
10

MA
9

MA
8

MA
7

MA
6

MA
5

MA
4

MA
3

MA
2

MA
1

MA
0

32 M 16 b
(A25 = 0)

ROW A25 A24 A11 — — — — A13 A12 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A24 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

32 M 16 b
(A25 = 1)

ROW A25 A12 A11 — — — — A13 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M 16 b
(A26 = 0)

ROW A26 A25 A11 — — — A13 A12 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A25 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M 16 b
(A26 = 1)

ROW A26 A12 A11 — — — A13 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M 16 b
(A27 = 0)

ROW A27 A26 A11 — — A13 A12 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A26 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M 16 b
(A27 = 1)

ROW A27 A12 A11 — — A13 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M 16 b
(A28=0)

ROW A28 A27 A11 — A13 A12 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A27 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M 16 b
(A28 = 1)

ROW A28 A12 A11 — A13 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512 M 16 b
(A29 = 0)

ROW A29 A28 A11 A13 A12 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A28 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512 M 16 b
(A29 = 1)

ROW A29 A12 A11 A13 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0
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表12.13 アドレス端子と論理アドレスの関係 (BKADM=11)
（16bit 幅SDRAM１個、8bit 幅SDRAM2 個接続時）

種類 BA2 BA1 BA0
MA
15

MA
14

MA
13

MA
12

MA
11

MA
10

MA
9

MA
8

MA
7

MA
6

MA
5

MA
4

MA
3

MA
2

MA
1

MA
0

32 M 
16 b
(A[25:24] = 
00)

ROW A25 A24 A23 — — — — A13 A12 A11 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A24 A23 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

32 M 
16 b
(A[25:24] = 
01)

ROW A25 A24 A11 — — — — A13 A12 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A24 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

32 M 
16 b
(A25 = 1)

ROW A25 A12 A11 — — — — A13 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A25 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M 
16 b
(A[26:25] = 
00)

ROW A26 A25 A24 — — — A13 A12 A11 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A25 A24 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M 
16 b
(A[26:25] = 
01)

ROW A26 A25 A11 — — — A13 A12 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A25 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

64 M 
16 b
(A26 = 1)

ROW A26 A12 A11 — — — A13 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A26 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M 
16 b
(A[27:26] = 
00)

ROW A27 A26 A25 — — A13 A12 A11 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A26 A25 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M 
16 b
(A[27:26] = 
01)

ROW A27 A26 A11 — — A13 A12 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A26 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

128 M 
16 b
(A27 = 1)

ROW A27 A12 A11 — — A13 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A27 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M 
16 b
(A[28:27] = 
00)

ROW A28 A27 A26 — A13 A12 A11 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A27 A26 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M 
16 b
(A[28:27] = 
01)

ROW A28 A27 A11 — A13 A12 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A27 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

256 M 
16 b
(A28 = 1)

ROW A28 A12 A11 — A13 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A28 A12 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512 M 
16 b
(A[29:28] = 
00)

ROW A29 A28 A27 A13 A12 A11 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A28 A27 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0

512 M 
16 b
(A[29:28] = 
01)

ROW A29 A28 A11 A13 A12 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A28 A11 — — — — — AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0
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注 . BA2～BA0、MA9～MA15欄のグレーの部分はBKADM＝00の場合と異なります。

12.4.9 SDRAM アクセスとタイミング制約について

本節では、SDRAM の基本アクセスと観測される波形の関係を示した後、SDRAM アクセスとSDRAM
タイミングレジスタ 0 ～ 19（DBTR0 ～ DBTR19）の設定による CAS レイテンシ（CL、CWL）、tRAS、
tRFC、tRCD、tRP、tRRD、tWR、tRTP、tRC、READ-WRITE 間最小間隔、WRITE-READ 間最小間隔の

制約の対応を示します。

(1) Basic SDRAM Access
本節では基本的なSDRAM アクセスであるリード、ライト、オートリフレッシュ、セルフリフレッシュ

動作時に外部バスで観測される波形について説明します。CAMODEビット（DBSC動作調整レジスタ 0
（DBADJ0)のビット0）は”1”にセットされています。

1/2/4/8/16 バイトリードを行った場合の波形を図12.5 に示します。READ コマンドを1 回だけ発行する

シングルリードとなります。この図の例では、bankA に対するリードアクセス処理がACT コマンド発行

から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合にはREAD コマンド発行からアクセスが開

始されます。

図 12.5     1/2/4/8/16 バイトリード

512 M 
16 b
(A29 = 1)

ROW A29 A12 A11 A13 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 A14

COL A29 A12 A11 — — — — Å\ AP A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 0
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1/2/4/8/16 バイトライトを行った場合の波形を、図 12.6 に示します。WRITE コマンドを 1 回だけ発行

するシングルライトとなります。この図の例では、bankA に対するライトアクセス処理がACT コマンド

発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合には WRITE コマンド発行からアクセ

スが開始されます。

図 12.6     1/2/4/8/16 バイトライト
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図 12.7 にSDRAM リフレッシュ制御レジスタ0、1、2 の設定により発生したオートリフレッシュ動作

時の波形を示します。DBSC3 は、REF コマンド発行前に DDR3-SDRAM のバンクが一つでもアクティ

ベートされている場合、PALL コマンドを発行してからREF コマンド発行を自動的に行います。そのた

め、オートリフレッシュ動作のために、バンクがすべてプリチャージされていることをソフトウェアで
管理する必要はありません。

図 12.7     オートリフレッシュ動作
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図12.8 にセルフリフレッシュ動作を示します。セルフリフレッシュ動作を行うためには、シーケンス

を守る必要があり、詳細は「12.4.4 セルフリフレッシュ動作について」に記載がありますので参照して

ください。
「12.4.4 セルフリフレッシュ動作について」のシーケンスとおりに処理を行うと、SDRAM に対して与

えるコマンドは図12.8 のようになります。セルフリフレッシュへ遷移させる前に、PREA コマンドをソ

フトウェアにて発行します。その後、ソフトウェアでREF コマンドを発行し、ソフトウェアでSRE（セ

ルフリフレッシュ）コマンドを発行します。ソフトウェアでセルフリフレッシュ解除を行うまでSDRAM
はセルフリフレッシュ状態になります。ソフトウェアでのSRX（セルフリフレッシュ解除）コマンド発

行後、REF コマンド発行までの時間にはSDRAM が要求する制約があり、時間 tXSNR だけ待つ必要があ

ります。

図 12.8     セルフリフレッシュ動作
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(2) タイミング制約について
図12.9 にCL、tRAS、tRCD、tRP の設定値とコマンド発行の関係を示します。図12.10 には tRRD、tRTP

の関係、図12.11は tWR の関係、図12.12 tRC の関係、図12.13 READ-WRITE 間の関係、図12.14 WRITE-
READ 間の関係、図12.15 tRFC の関係を示しています。

図12.9、バンクA が開かれている状態で同じバンクA に対するリードアクセスがありページミスが発

生した場合の動作に対応しています。PRE コマンドとACT コマンド間の制約tRP、ACT コマンドとREAD
コマンド間の制約 tRCD、ACT コマンドとPRE コマンド間の制約 tRCD が関係します。DBSC3は各制約

を満たすまでコマンドの発行を延期します。

図 12.9     tRP、tRCD、CL、tRAS について
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図 12.10     tRRD、tRTP について

図 12.10 は、バンク A,B のページが共に閉じており、バンクC のページが開かれてページヒットして

いる場合を示しています。まずバンクA のACT コマンド発行から開始し、tRRD 時間制約を満たした後、

バンク B の ACT コマンドを発行します。バンク A の ACT コマンド発行から tRCD 時間経過したため、

READ コマンド発行が可能になります。READ コマンドはバースト長 8 なので 4 サイクル後に、バンク

B に対するREAD コマンドを発行することが可能になります。さらに4 サイクル後、バンクC に対する

READ コマンドを発行します。ただし、次のリクエストはバンクC を閉じる必要のあるアクセスなので、

tRTP 時間経過後にPRE コマンドを発行しています。
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図 12.11     tWR について

図 12.11 は、ライトリクエスト後にバンク B を閉じる必要のあるアクセスが生じた場合を示していま

す。WRITE コマンド発行後に、PRE コマンド発行のためには、ライトデータが出力されてから tWR 時
間以上経過を待つ必要があります。
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図 12.12     tRC

図 12.12 は、ページが閉じられていたバンク A のリードアクセスの後、オートリフレッシュを行う場

合の例です。バンク A に対して ACT コマンドと READ コマンドを発行してデータリードを行った後、

オートリフレッシュを行うため、PALLコマンドを使いすべてのバンクを閉じる必要があります。PREA
コマンド発行のためには、tRAS 時間制約を満たす必要があり、それまでPREA コマンド発行が延期され

ます。その後、REF コマンドを発行する際、tRPA と tRC 時間を同時に満たす必要があります。それら

の制約がすべて満たされた際に、REF コマンドが発行されオートリフレッシュが行われます。
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図 12.13     READ-WRITE 間最小間隔について

図12.13 はREAD コマンド発行後、WRITE コマンドを発行した場合の例です。DBSC3は、READ コマ

ンド発行後、WRITE コマンド発行のために、最低RDWR で規定した時間分経過するのを待ちます。
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図 12.14     WRITE-READ 間最小間隔について

図12.14 はWRITE コマンド発行後、READ コマンドを発行した場合の例です。DBSC3は、WRITE コ
マンド発行後、READ コマンド発行のために、最低WRRD で規定した時間分経過するのを待ちます。
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図 12.15     tRFC について

図12.15 はREF コマンド発行後、READ リクエストが発生した場合の動作例です。DBSC3はREF コマ

ンド発行後、tRFC で規定した時間分、ACT コマンド発行を待ちます。
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13. DDR3-SDRAM エラーコレクションコントローラ（ECD）
DDR3-SDRAM エラーコレクションコントローラ（ECD）は、エラー訂正コードを生成し、 8 ビットデー

タ（DDR3-SDRAMに割り当てられたアドレス空間のユーザデータ又はプログラムコード）内の1ビットの
エラー（リカバラブルエラー）を修正します。8ビットデータ内に2ビット以上のエラー（アンコレクタブ
ルエラー）がある場合は、修正しません。

13.1 特長

• 3つの割り込み要因

　　リカバラブルエラー割り込み　　：発生回数をカウントし、その数がレジスタで設定された任意
のしきい値を超えた場合に発生

　　アンコレクタブルエラー割り込み：アンコレクタブルエラーが発生した場合に発生
　　SuperHyway バスエラー割り込み  ：SuperHyway バスで何らかのエラーが発生した場合に発生

• 最大8GビットのDDR3-SDRAM をサポート

• レジスタの設定により DDR3 アドレス空間を ECC 領域と非 ECC領域に区分可能

　（ECC領域として確保した領域の半分が、データ領域として使用可能）

• 任意のアクセスサイズがデータ単位として使用可能（バイト、ワード、ロングワード、8バイト、16
バイト、32バイト、64バイト、128バイト）

• 自動ライトバック機能（リカバラブルエラー発生時のみ）

13.2 ブロック図

図 13.1 に ECD のブロック図を示します。

図 13.1     ブロック図

ECDモジュールはSuperHyway バスと DBSC3 の間に配置され、ECDENビット（ECD イネーブルレジ

スタのビット0）でモジュールの有効／無効を切り替えます。
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13.3 レジスタの説明

表 13.1 にECDのレジスタ構成を示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。
また、ECD のレジスタ領域は、H'FE90 0000 ～ H'FE9F FFFF で、DBSC3 のレジスタ領域の一部です。

表 13.1 に示すレジスタアドレス以外のアドレスにアクセスした場合、動作は保証できません。

表13.1 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット

モードコントロール

レジスタ

MCR R/W H'FE90 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ECC領域空間選択レジスタ SPACER R/W H'FE90 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

非ECC領域先頭アドレス

レジスタ

TOPNONECC R H'FE90 001C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

割り込み許可レジスタ INTENR R/W H'FE90 0020 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込み要因レジスタ INTSR R/W H'FE90 0024 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー

しきい値指定レジスタ

RERRTHR R/W H'FE90 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー

カウントレジスタ

RERRCR R H'FE90 0034 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー

カウントコントロール

レジスタ

RERRCCR W H'FE90 0038 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー

アドレスレジスタ

RERRADDR R H'FE90 0044 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー 
プレデータレジスタ

RERRPREDR R H'FE90 0048 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

リカバラブルエラー 
ポストデータレジスタ

RERRPOSTDR R H'FE90 004C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アンコレクタブルエラー

アドレスレジスタ

UERRADDR R H'FE90 0054 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アンコレクタブルエラー 
プレデータレジスタ

UERRPREDR R H'FE90 0058 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アクセスバイトカウント

レジスタ 0
ABCR0 R H'FE90 0060 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アクセスバイトカウント

レジスタ 1
ABCR1 R H'FE90 0064 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アクセスバイトカウント

レジスタ 2
ABCR2 R H'FE90 0068 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アクセスバイトカウント

レジスタ 3
ABCR3 R H'FE90 006C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アクセスバイトカウント 
コントロールレジスタ

ABCCR W H'FE90 0070 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ECD イネーブルレジスタ ECDEN R/W H'FFC1 012C 32 H'0000 0000 保持 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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13.3.1 モードコントロールレジスタ（MCR）

MCR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、ECD の動作モードと有効／無効を指定

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 AWB_EN 0 R/W 自動ライトバック機能

0：自動ライトバック機能無効

1：自動ライトバック機能有効

7～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ECC_EN 0 R/W ECC動作

0：ECC無効（DDR3-SDRAM メモリの全空間は非 ECC領域）

1：ECC有効

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ECC_ 
EN

AWB_ 
EN

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.2 ECC領域空間選択レジスタ（SPACER）

SPACER は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、ECC 領域の空間サイズを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、 30 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

29 ～21 ECC_SPACE すべて0 R/W ECC領域の空間サイズを指定します。

00 0000 000  ： 0 MB

00 0000 001  ： 2 MB

00 0000 010  ： 4 MB

       ：                 ：

01 1111 110   ： 508 MB

01 1111 111   ： 510 MB

1x  xxxx  xxx ： 512 MB

20～0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯⎯

⎯⎯ECC_SPACE⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 13.  DDR3-SDRAM エラーコレクションコントローラ（ECD）

 Page 13-5

13.3.3 非ECC領域先頭アドレスレジスタ（TOPNONECC）

TOPNONECC は、読み出し可能な32 ビットのレジスタで、非ECC 領域の先頭アドレスを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TOP_NONECC H'4000 0000 R 非ECC領域の先頭アドレスを示します。

H'4000 0000 ：ECC領域は0Mバイト

H'4040 0000 ：ECC領域は2Mバイト

H'4080 0000 ：ECC領域は4Mバイト 

                ：

H'7F80 0000 ：ECC領域は508Mバイト

H'7FC0 0000 ：ECC領域は510Mバイト

H'8000 0000  ：ECC領域は512Mバイト

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 1

TOP_NONECC

TOP_NONECC

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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13.3.4 割り込み許可レジスタ（INTENR）

INTENR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、INTSRレジスタの対応するビットに

よって示される割り込み要因の許可又は、禁止を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2 SHWYERR_INTEN 0 R/W SuperHyway エラー割り込み許可

0：禁止

1：許可（SHWYERRビットが “1”になったとき割り込み発生）

1 UERR_INTEN 0 R/W アンコレクタブルエラー割り込み許可

0：禁止

1：許可（UERRビットが “1”になったとき割り込み発生）

0 RERR_INTEN 0 R/W リカバラブルエラー割り込み許可

0：禁止

1：許可（RERR_INTビットが “1”になったとき割り込み発生）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ SHWY 
ERR_ 
INTEN

UERR_ 

INTEN

RERR_ 

INTEN
⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.5 割り込み要因レジスタ（INTSR）

INTSR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、ECD のステータスを示します。各ビッ

トに “1”を書くと、対応するフラグが“0”になります。“0”を書いてもフラグは変化しません。

ステータスは割り込みによってSH-4Aに通知することができ、INTENRレジスタの対応するビットに

よって、それらの割り込みを許可又は、禁止することができます。

注1.  “1”を書くと “0”になります。“0”を書いても変化しません。

　 2.  一度 “1”になると、“1”が書き込まれるまで “0”になりません。

　 3.  RERR_COUNTビットの値がRERR_THビットの値を超えている間は、“1”を書いても “0”になりませ

ん。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 RERRC_OVF 0 R/W（注1） RERR_COUNT ビットの示すカウント数がオーバフローすると

“1”になります。（注2）

2 SHWYERR_INT 0 R/W（注1） SuperHyway でエラーが発生すると “1”になります。（注2）

1 UERR_INT 0 R/W（注1） アンコレクタブルエラーが発生すると “1”になります。（注2）

0 RERR_INT 0 R/W（注1） リカバラブルエラー発生回数（RERR_COUNTビットの値）が

RERR_THビットに設定したしきい値を超えると“1”になります。
（注2,3）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

SHWYE 

RR_INT

UERR_ 

INT

RERRC 

_OVF

RERR_ 

INT
⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.6 リカバラブルエラー しきい値指定レジスタ（RERRTHR）

RERRTHR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、リカバラブルエラーが何回以上発

生した場合にリカバラブルエラー割り込みを発生させるかのしきい値を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 RERR_TH H'00 R/W リカバラブルエラーのしきい値を設定します。

リカバラブルエラーの発生回数（RERR_COUNTビットの値）が

このビットに設定した値（1～65535）以上になると、

RERR_INTビットが “1”になります。

H'0000を設定すると、リカバラブルエラーが65536回以上発生し

た場合に、RERR_INTビットが “1”になります。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

RERR_TH

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.7 リカバラブルエラーカウントレジスタ（RERRCR）

RERRCR は、読み出し可能な32 ビットのレジスタで、リカバラブルエラーの発生回数を示します。

13.3.8 リカバラブルエラーカウントコントロールレジスタ（RERRCCR）

RERRCRは、書き込み可能な32 ビットのレジスタで、RERRC_CLEAR ビットに “1”を書くと RERRCR
レジスタをH'0000 0000にできます。“0”を書いてもRERRCRレジスタは変化しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 RERR_COUNT H'0000 R リカバラブルエラーの発生回数を示します。

RERRC_CLEARビットに “1”を書くと、これらのビットはH'0000
になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 RERRC_CLEAR 0 W  “1”を書くと、RERRCRレジスタがH'0000 0000になります。“0”
を書いてもRERRCRレジスタは変化しません（読み出し時は

“0”）。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

RERR_COUNT

⎯ ⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

W

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ RERRC_ 

CLEAR
⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.9 リカバラブルエラー アドレスレジスタ（RERRADDR）

RERRADDR は、読み出し可能な32 ビットのレジスタで、最後に発生したリカバラブルエラーのアド

レスを示します。

13.3.10 リカバラブルエラー プレデータレジスタ（RERRPREDR）

RERRPREDR は、読み出し可能な 32 ビットのレジスタで、最後に発生したリカバラブルエラーの修

正処理前データを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RERR_ADDR H'0000 0000 R 最後に発生したリカバラブルエラーのアドレスを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RERR_ PREDATA H'0000 0000 R 最後に発生したリカバラブルエラーの修正処理前データを
示します。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RERR_ADDR[15:0]

RERR_ADDR[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RERR_PREDATA[15:0]

RERR_PREDATA[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.11 リカバラブルエラー ポストデータレジスタ（RERRPOSTDR）

RERRPOSTDR は、読み出し可能な32 ビットのレジスタで、最後に発生したリカバラブルエラーの修

正処理後データを示します。

13.3.12 アンコレクタブルエラー アドレスレジスタ（UERRADDR）

UERRADDR は、読み出し可能な32 ビットのレジスタで、最後に発生したアンコレクタブルエラーの

アドレスを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RERR_ POSTDATA H'0000 0000 R 最後に発生したリカバラブルエラーの修正処理後データを
示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 UERR_ ADDR H'0000 0000 R 最後に発生したアンコレクタブルエラーのアドレスを示します。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RERR_POSTDATA[15:0]

RERR_POSTDATA[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

UERR_ADDR[15:0]

UERR_ADDR[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.13 アンコレクタブルエラー プレデータレジスタ（UERRPREDR）

UERRPREDR は、読み出し可能な 32 ビットのレジスタで、最後に発生したアンコレクタブルエラー

の修正処理前データを示します。

13.3.14 アクセスバイトカウントレジスタ0～3（ABCR0～3）

ABCR は、読み出し可能な128 ビットのレジスタで、読み出されたバイト数を示します。

[ABCR3]

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 UERR_ PREDATA H'0000 0000 R 最後に発生したアンコレクタブルエラーの修正処理前データ
を示します。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

UERR_PREDATA[15:0]

UERR_PREDATA[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

BYTE_COUNT[111:96]

BYTE_COUNT[127:112]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 13.  DDR3-SDRAM エラーコレクションコントローラ（ECD）

 Page 13-13

[ABCR2]

[ABCR1]

[ABCR0]

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

127 ～ 0 BYTE_ COUNT すべて0 R 読み出されたバイト数を示します。

ABCR_CLEARビットに “1”を書くと、これらのビットは “0”にな

ります。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

BYTE_COUNT[79:64]

BYTE_COUNT[95:80]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

BYTE_COUNT[47:32]

BYTE_COUNT[63:48]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

BYTE_COUNT[15:0]

BYTE_COUNT[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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13.3.15 アクセスバイトカウント コントロールレジスタ（ABCCR）

ABCCR は、書き込み可能な32 ビットのレジスタで、ABCR_CLEARビットに “1”を書くとABCR0～
3レジスタをH'0000 0000にできます。“0”を書いてもABCR0～3レジスタは変化しません。

13.3.16 ECD イネーブルレジスタ（ECDEN）

ECDEN は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、ECDモジュールを有効にするか無効

にするかを制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ABCR_CLEAR 0 W “1”を書くと、ABCR0～3レジスタ（BYTE_COUNTビット）が

H'0000 0000になります。“0”を書いてもABCR0～3レジスタは

変化しません（読み出し時は “0”）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ECDEN 0 R/W 0：ECDモジュール無効

1：ECDモジュール有効

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

W

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ABCR_ 
CLEAR

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

R/W

⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ECDEN⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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13.4 動作説明

13.4.1 初期設定

ECDの初期設定を以下に示します。

1.  ECD イネーブルレジスタのECDEN ビットに“1”を設定してください。

2.  ECC_SPACE ビット（SPACERレジスタ の ビット29 ～ 21) にECC 領域サイズを指定してくださ

い。

•   ECC領域サイズは、2MB単位で指定できます（最大512MB）。
•  ECC 領域の最大サイズは、システム内で使用されている DDR3-SDRAM のアドレス空間の半分で

す。
 例： 4 GビットのDDR3-SDRAM を使用した場合、最大256Mバイトまで指定できる。

•  ECC領域は、DDR3-SDRAM の先頭アドレス (H'4000 0000)から上位の方向に確保されます。残り

のアドレス空間は、非ECC領域として使用できます（非ECC領域ではエラー処理は行われません）。

•  非ECC領域として使用可能な領域の先頭アドレスは、TOPNONECCレジスタに示されます。

3.  必要に応じて、INTENRレジスタで割り込み要因、RERRTHRレジスタでリカバラブルエラーのし
きい値を設定してください。

4.  ECC_EN ビット（MCRレジスタのビット0）に“1”を設定し、ECC機能を有効にしてください。

上記初期設定後は、特別なアクセスやレジスタ制御は必要ありません。ECC 領域内の DDR3-SDRAM
へのアクセス時に、ECCが機能します。

ECC機能を有効にしてから一度も書き込まれていない領域に対して読み出すと、アンコレクタブルエ

ラーが発生する場合があります。これを防ぐため、ECC機能を有効にした直後に全ECC領域にデータを

書き込んでください。

図 13.2 にECC領域設定例を示します。

図 13.2     ECC領域設定例

ユーザデータ
+ ECC シンボル

ユーザデータ 非ECC 領域

ECC 領域として
アクセス可能な空間
（192MB） 

アクセス禁止領域

4Gビット DDR3-SDRAM

そのまま

エンコード
／デコード

SH-4A アドレス空間

H'4000 0000

H'4C00 0000

H'5800 0000

H'6000 0000

TOP_NONECC

レジスタに示される
アドレス 

■ECC_SPACEビット＝00 1100 000

　 （ECC領域192Mバイト）設定時

注．この領域に書き込んだ値は無視されます。
     この領域を読み出すと不定値が読み出されます。

（注） 
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13.4.2 割り込み

ECD には３つの割り込み要因（リカバラブルエラー、アンコレクタブルエラー、SuperHyway バスエ

ラー）があります。これらはそれぞれ INTENRレジスタの対応ビットで許可／禁止を設定できます。許

可に設定したいずれかのエラーが発生すると、ECD 割り込み要求信号が INTC に送信されます。どの要

因（エラー）でECD割り込みが発生したかは、INTSRレジスタの対応ビットで判別してください。

なお、INTSRレジスタの各ビットを“0”にするまで、INTCに対してECD割り込み要求が送信され続け

ることになりますので、INTSR レジスタの内容を読み出した（要因を判断した）後、各ビットに “1” を
書き込んで“0”にしてください。

(1) リカバラブルエラー
リカバラブルエラーが任意の回数以上発生した場合に発生する割り込み要因です。
リカバラブルエラー発生回数（RERR_COUNTビットの値）がRERR_THビット（RERRTHRレジスタ

のビット15～0）に設定した値を超えると、RERR_INTビット（INTSRレジスタのビット0）が“1”に
なります。
この要因での割り込みが発生した場合は、ユーザデータは修正されているため、エラー処理などは不
要です。DDR3-SDRAMに格納されたユーザデータの信頼性判断などに使用してください。

RERR_INTビットが“1”になっても、RERR_COUNTビット（RERRCRレジスタのビット15～0）の値

はリカバラブルエラーが発生する度にインクリメントされるため、RERRC_CLEARビット（RERRCCR
レジスタのビット 0）に “1” を書いて値をクリアしない限り、RERR_COUNT ビットの値は RERR_TH
ビット設定値（しきい値）を超えた状態が続きます。この場合、プログラムでRERR_INTビットを“0”
にはできません（“1” に戻ってしまう）ので、再度リカバラブルエラー割り込みが発生することにな

ります。従って、RERR_INT ビットが “1” になったときに（リカバラブルエラー割り込み処理内など

で）、RERRC_CLEARビットに“1”を書いて、RERR_COUNTビットをクリアしてください。

なお、リカバラブルエラーが 65536回以上発生した場合は、RERRC_OVF ビット（INTSR レジスタの

ビット3）が“1”になります。

(2) アンコレクタブルエラー
アンコレクタブルエラーが発生した場合に発生する割り込み要因です。
アンコレクタブルエラーが発生すると、UERR_INT（INTSRレジスタのビット1）が“1”になります。

アンコレクタブルエラーは致命的なエラーの１つで、ECDではこのエラーを修正できないため、シス

テムレベルでの適切な修復処理を実行してください。

(3) SuperHyway バスエラー

SuperHywayバスで何らかの内部エラーが発生した場合に発生する割り込み要因です。

SuperHywayバスで何らかの内部エラーが発生すると、SHWYERR_INTビット（INTSRレジスタのビッ

ト2）が“1”になります。

SuperHyway バスエラーは ECD で修復できない致命的なエラーの１つで、通常の使用では発生しませ

んが、発生した場合は、システムレベルでの適切な修復処理を実行してください。

13.4.3 自動ライトバック機能

自動ライトバック機能を有効にすると、リカバラブルエラー発生時、読み出しデータのエラーを修正
すると同時に、修正したデータを自動的にDDR3-SDRAMに書き戻します。これにより、DDR3-SDRAM
データの信頼性を高めることができます。

AWB_ENビット（MCRレジスタのビット8）を“1”にすると、自動ライトバック機能が有効になります。

自動ライトバック機能は、アンコレクタブルエラー発生時には動作しません。

なお、本機能を有効にすると、書き戻し処理のレイテンシにより、DDR3-SDRAM へのアクセスパ

フォーマンスが低下します。したがって、データの信頼性よりもパフォーマンスを優先する場合は、こ
の機能を無効にしてください。
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13.4.4 デバッグ機能

エラーログ取得方法、及びリカバラブルエラー率の算出方法を以下に示します。

(1) エラーログの取得
リカバラブルエラー及びアンコレクタブルエラー発生時に、表13.2に示すレジスタを読み出すことに

よって、各エラーのログ（エラー発生アドレス／エラー修正前データ／エラー修正後データ）を取得で
きます。これらのレジスタは、各エラー発生時に自動的に上書きされ、常に最新のエラーに対する情報
が格納されます。

表13.2 エラー情報格納レジスタ

(2) リカバラブルエラー率
リカバラブルエラーがどの程度の割合で発生したか（リカバラブルエラー率）は、以下の式で算出で

きます。

エラー 発生アドレス 修正前データ 修正後データ

リカバラブルエラー RERRADDR RERRPREDR RERRPOSTDR

アンコレクタブルエラー UERRADDR UERRPREDR －

リカバラブルエラー率 = 
RERR_COUNT[15:0]   ：リカバラブルエラー発生回数
BYTE_COUNT[127:0] ：読み出されたバイト数
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14. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）
本 LSI は、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMAC は、DACK

（DREQ受け付け確認）付き外部デバイス、外部メモリ、内蔵メモリ、メモリマップド外部デバイス、及び
周辺モジュール間のデータ転送を、CPU に代わって高速に行うことができます。

14.1 特長

• チャネル数：24チャネル（うちチャネル0、1は外部リクエスト受け付け可能）

• アドレス空間：4Gバイト

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイトを選択可能

• 最大転送回数：16,777,216回
• アドレスモード：デュアルアドレスモード
• 転送要求：
外部リクエスト（チャネル 0、1）、周辺モジュールリクエスト（チャネル 0～ 23）、オートリクエス

ト（チャネル0～23）の3種類から選択可能

周辺モジュールリクエストを発行できるモジュール：
SCIF2、SCIF3、SCIF4、ADC0、ADC1、SIM、ARC4、SDHI、CRYPTO ENGINE、RSPI、eMMC、RIIC、TMR

• バスモード：
サイクルスチールモード（通常モード／インタミッテントモード）とバーストモードから選択可能

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能
• 割り込み要求：データ転送ハーフエンド時、データ転送終了時、及びアドレスエラー発生時
• 外部リクエスト検出：DREQ入力のL／Hレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出から選択

可能
• DMA 転送要求受け付け信号（DACK）、及び DMA 転送終了信号（TEND）はアクティブレベルを設

定可能
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DMAC のブロック図を図14.1 に示します。

図 14.1     DMAC ブロック図

SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR1

DMARS3～5

SARBn

DARBn

SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR0

DMARS0～2

SARBn

DARBn

TCRBn

【記号説明】

m : 0～23
n:  0～3、6～9、12～15、18～21

　　　ハーフエンド割り込み要求は、チャネル0～3、6～9、12～15、18～21のみ有効。

CHCRm 
DARm
DARBn 
DMAE0
DMAE1
DAME2
DMAE3

DMAOR0～3

DMARS0～11
DMINTm
SARm
SARBn
TCRm
TCRBn

: DMAチャネルコントロールレジスタm
: DMA デスティネーションレジスタm
: DMA デスティネーションレジスタBn
: チャネル0～5アドレスエラー割り込み要求
: チャネル6～11アドレスエラー割り込み要求
: チャネル12～17アドレスエラー割り込み要求
: チャネル18～23アドレスエラー割り込み要求
: DMAオペレーションレジスタ0～3
: DMA拡張リソースレジスタ0～11
: DMA転送終了／ハーフエンド割り込み要求（注） 

: DMA ソースアドレスレジスタm
: DMA ソースアドレスレジスタBn
: DMA トランスカウントレジスタm
: DMA トランスカウントレジスタBn

DMAC

TCRBn

SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR3

DMARS9～11

SARBn

DARBn

SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR2

DMARS6～8

SARBn

DARBn

TCRBn

DMAC

TCRBn

LBSC

DBSC3

内蔵メモリ

周辺
モジュール

周辺バス
コントローラ

割り込みコントローラ

DMA転送要求信号
DMA転送終了通知

DMINT0～DMINT5

DMINT18～ 
DMINT23

DMAE0、DMAE1

DMAE2、DMAE3
DMINT6～DMINT11

DMINT12～DMINT17

DREQ0、DREQ1

TEND0、TEND1

DACK0、DACK1

外部入出力

外部ROM

外部RAM
S

u
p

e
rH

y
w

a
y
 バ
ス

チャネル0～5

回数制御

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バスインタフェース

チャネル6～11

チャネル12～17

チャネル18～23

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バスインタフェース

回数制御

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バスインタフェース

回数制御

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バスインタフェース

回数制御

注．
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14.2 入出力端子

DMAC の端子構成を表 14.1 に示します。DMAC としては、外部バス用に 2 チャネル分の端子（チャ

ネル0、1）を持ちます。

表14.1 端子構成

注1. 初期値はLレベル検出です。

　 2. 初期値はLアクティブです。

チャネル 端子名 機能 入出力 説明

0 DREQ0（注1） DMA 転送要求 入力 外部デバイスからチャネル0 へのDMA 転送要

求入力

DACK0（注2） DREQ 受け付け確認 出力 チャネル0から外部デバイスへのDMA転送要求

に対するストローブ出力

TEND0（注2） DMA 転送終了通知 出力 チャネル0 から外部デバイスへのDMA 転送終

了出力

1 DREQ1（注1） DMA 転送要求 入力 外部デバイスからチャネル1 へのDMA 転送要

求入力

DACK1（注2） DREQ 受け付け確認 出力 チャネル1から外部デバイスへのDMA転送要求

に対するストローブ出力

TEND1（注2） DMA 転送終了通知 出力 チャネル1 から外部デバイスへのDMA 転送終

了出力
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14.3 レジスタの説明

DMAC のレジスタ構成を表 14.2 に示します。指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてくださ

い。指定されたビット幅以外のサイズでレジスタにアクセスした場合、動作は保証できません。
DMACのレジスタには、各チャネルごとの設定ができるレジスタと、複数チャネル共通の設定ができ

るレジスタがあります。表14.3に各チャネルと対応レジスタを示します。

表14.2 レジスタ構成

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

0 DMA ソースアドレス

レジスタ 0

SAR0 R/W H'FF60 8020 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 0

DAR0 R/W H'FF60 8024 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 0

TCR0 R/W H'FF60 8028 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ0

CHCR0 R/W（注1） H'FF60 802C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

1 DMA ソースアドレス

レジスタ 1

SAR1 R/W H'FF60 8030 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 1

DAR1 R/W H'FF60 8034 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 1

TCR1 R/W H'FF60 8038 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ1

CHCR1 R/W（注1） H'FF60 803C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

2 DMA ソースアドレス

レジスタ 2

SAR2 R/W H'FF60 8040 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 2

DAR2 R/W H'FF60 8044 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 2

TCR2 R/W H'FF60 8048 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ2

CHCR2 R/W（注1） H'FF60 804C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

3 DMA ソースアドレス

レジスタ 3

SAR3 R/W H'FF60 8050 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 3

DAR3 R/W H'FF60 8054 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 3

TCR3 R/W H'FF60 8058 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ3

CHCR3 R/W（注1） H'FF60 805C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

0～5 DMA オペレーション

レジスタ0

DMAOR0 R/W（注2） H'FF60 8060 16 H'0000 H'0000 H'0000
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4 DMA ソースアドレス

レジスタ 4

SAR4 R/W H'FF60 8070 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 4

DAR4 R/W H'FF60 8074 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 4

TCR4 R/W H'FF60 8078 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ4

CHCR4 R/W（注1） H'FF60 807C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

5 DMA ソースアドレス

レジスタ 5

SAR5 R/W H'FF60 8080 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 5

DAR5 R/W H'FF60 8084 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 5

TCR5 R/W H'FF60 8088 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ5

CHCR5 R/W（注1） H'FF60 808C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

0 DMA ソースアドレス

レジスタ B0

SARB0 R/W H'FF60 8120 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B0

DARB0 R/W H'FF60 8124 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B0

TCRB0 R/W H'FF60 8128 32 不定 不定 不定

1 DMA ソースアドレス

レジスタ B1

SARB1 R/W H'FF60 8130 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B1

DARB1 R/W H'FF60 8134 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B1

TCRB1 R/W H'FF60 8138 32 不定 不定 不定

2 DMA ソースアドレス

レジスタ B2

SARB2 R/W H'FF60 8140 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B2

DARB2 R/W H'FF60 8144 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B2

TCRB2 R/W H'FF60 8148 32 不定 不定 不定

3 DMA ソースアドレス

レジスタ B3

SARB3 R/W H'FF60 8150 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B3

DARB3 R/W H'FF60 8154 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B3

TCRB3 R/W H'FF60 8158 32 不定 不定 不定

0、1 DMA 拡張リソース

セレクタ 0

DMARS0 R/W H'FF60 9000 16 H'0000 H'0000 H'0000

2、3 DMA 拡張リソース

セレクタ 1

DMARS1 R/W H'FF60 9004 16 H'0000 H'0000 H'0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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4、5 DMA 拡張リソース

セレクタ 2

DMARS2 R/W H'FF60 9008 16 H'0000 H'0000 H'0000

6 DMA ソースアドレス

レジスタ 6

SAR6 R/W H'FF61 8020 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 6

DAR6 R/W H'FF61 8024 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 6

TCR6 R/W H'FF61 8028 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ6

CHCR6 R/W（注1） H'FF61 802C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

7 DMA ソースアドレス

レジスタ 7

SAR7 R/W H'FF61 8030 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 7

DAR7 R/W H'FF61 8034 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 7

TCR7 R/W H'FF61 8038 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ7

CHCR7 R/W（注1） H'FF61 803C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

8 DMA ソースアドレス

レジスタ 8

SAR8 R/W H'FF61 8040 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 8

DAR8 R/W H'FF61 8044 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 8

TCR8 R/W H'FF61 8048 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ8

CHCR8 R/W（注1） H'FF61 804C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

9 DMA ソースアドレス

レジスタ 9

SAR9 R/W H'FF61 8050 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 9

DAR9 R/W H'FF61 8054 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 9

TCR9 R/W H'FF61 8058 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ9

CHCR9 R/W（注1） H'FF61 805C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

6～11 DMA オペレーション

レジスタ1

DMAOR1 R/W（注2） H'FF61 8060 16 H'0000 H'0000 H'0000

10 DMA ソースアドレス

レジスタ 10

SAR10 R/W H'FF61 8070 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 10

DAR10 R/W H'FF61 8074 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 10

TCR10 R/W H'FF61 8078 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ10

CHCR10 R/W（注1） H'FF61 807C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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SH7752グループ 14.  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）

 Page 14-7

11 DMA ソースアドレス

レジスタ 11

SAR11 R/W H'FF61 8080 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 11

DAR11 R/W H'FF61 8084 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 11

TCR11 R/W H'FF61 8088 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ11

CHCR11 R/W（注1） H'FF61 808C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

6 DMA ソースアドレス

レジスタ B6

SARB6 R/W H'FF61 8120 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B6

DARB6 R/W H'FF61 8124 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B6

TCRB6 R/W H'FF61 8128 32 不定 不定 不定

7 DMA ソースアドレス

レジスタ B7

SARB7 R/W H'FF61 8130 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B7

DARB7 R/W H'FF61 8134 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B7

TCRB7 R/W H'FF61 8138 32 不定 不定 不定

8 DMA ソースアドレス

レジスタ B8

SARB8 R/W H'FF61 8140 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B8

DARB8 R/W H'FF61 8144 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B8

TCRB8 R/W H'FF61 8148 32 不定 不定 不定

9 DMA ソースアドレス

レジスタ B9

SARB9 R/W H'FF61 8150 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B9

DARB9 R/W H'FF61 8154 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B9

TCRB9 R/W H'FF61 8158 32 不定 不定 不定

6,7 DMA 拡張リソース

セレクタ 3

DMARS3 R/W H'FF61 9000 16 H'0000 H'0000 H'0000

8,9 DMA 拡張リソース

セレクタ 4

DMARS4 R/W H'FF61 9004 16 H'0000 H'0000 H'0000

10,11 DMA 拡張リソース

セレクタ 5

DMARS5 R/W H'FF61 9008 16 H'0000 H'0000 H'0000

0～5 DMA イネーブルレジスタ 0 DMAER0 R/W H'FFFC 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

6～11 DMA イネーブルレジスタ 1 DMAER1 R/W H'FE46 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12 DMA ソースアドレス

レジスタ 12

SAR12 R/W H'FF70 8020 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 12

DAR12 R/W H'FF70 8024 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 12

TCR12 R/W H'FF70 8028 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ12

CHCR12 R/W（注1） H'FF70 802C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

13 DMA ソースアドレス

レジスタ 13

SAR13 R/W H'FF70 8030 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 13

DAR13 R/W H'FF70 8034 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 13

TCR13 R/W H'FF70 8038 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ13

CHCR13 R/W（注1） H'FF70 803C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

14 DMA ソースアドレス

レジスタ 14

SAR14 R/W H'FF70 8040 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 14

DAR14 R/W H'FF70 8044 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 14

TCR14 R/W H'FF70 8048 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ14

CHCR14 R/W（注1） H'FF70 804C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

15 DMA ソースアドレス

レジスタ 15

SAR15 R/W H'FF70 8050 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 15

DAR15 R/W H'FF70 8054 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 15

TCR15 R/W H'FF70 8058 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ15

CHCR15 R/W（注1） H'FF70 805C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

12～17 DMA オペレーション

レジスタ2

DMAOR2 R/W（注2） H'FF70 8060 16 H'0000 H'0000 H'0000

16 DMA ソースアドレス

レジスタ 16

SAR16 R/W H'FF70 8070 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 16

DAR16 R/W H'FF70 8074 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 16

TCR16 R/W H'FF70 8078 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ16

CHCR16 R/W（注1） H'FF70 807C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 14.  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）

 Page 14-9

17 DMA ソースアドレス

レジスタ 17

SAR17 R/W H'FF70 8080 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 17

DAR17 R/W H'FF70 8084 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 17

TCR17 R/W H'FF70 8088 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ17

CHCR17 R/W（注1） H'FF70 808C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

12 DMA ソースアドレス

レジスタ B12

SARB12 R/W H'FF70 8120 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B12

DARB12 R/W H'FF70 8124 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B12

TCRB12 R/W H'FF70 8128 32 不定 不定 不定

13 DMA ソースアドレス

レジスタ B13

SARB13 R/W H'FF70 8130 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B13

DARB13 R/W H'FF70 8134 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B13

TCRB13 R/W H'FF70 8138 32 不定 不定 不定

14 DMA ソースアドレス

レジスタ B14

SARB14 R/W H'FF70 8140 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B14

DARB14 R/W H'FF70 8144 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B14

TCRB14 R/W H'FF70 8148 32 不定 不定 不定

15 DMA ソースアドレス

レジスタ B15

SARB15 R/W H'FF70 8150 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B15

DARB15 R/W H'FF70 8154 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B15

TCRB15 R/W H'FF70 8158 32 不定 不定 不定

12、13 DMA 拡張リソース

セレクタ 6

DMARS6 R/W H'FF70 9000 16 H'0000 H'0000 H'0000

14、15 DMA 拡張リソース

セレクタ 7

DMARS7 R/W H'FF70 9004 16 H'0000 H'0000 H'0000

16、17 DMA 拡張リソース

セレクタ 8

DMARS8 R/W H'FF70 9008 16 H'0000 H'0000 H'0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 14.  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）

 Page 14-10

18 DMA ソースアドレス

レジスタ 18

SAR18 R/W H'FF71 8020 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 18

DAR18 R/W H'FF71 8024 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 18

TCR18 R/W H'FF71 8028 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ18

CHCR18 R/W（注1） H'FF71 802C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

19 DMA ソースアドレス

レジスタ 19

SAR19 R/W H'FF71 8030 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 19

DAR19 R/W H'FF71 8034 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 19

TCR19 R/W H'FF71 8038 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ19

CHCR19 R/W（注1） H'FF71 803C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

20 DMA ソースアドレス

レジスタ 20

SAR20 R/W H'FF71 8040 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 20

DAR20 R/W H'FF71 8044 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 20

TCR20 R/W H'FF71 8048 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ20

CHCR20 R/W（注1） H'FF71 804C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

21 DMA ソースアドレス

レジスタ 21

SAR21 R/W H'FF71 8050 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 21

DAR21 R/W H'FF71 8054 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 21

TCR21 R/W H'FF71 8058 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ21

CHCR21 R/W（注1） H'FF71 805C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

18～23 DMA オペレーション

レジスタ3

DMAOR3 R/W（注2） H'FF71 8060 16 H'0000 H'0000 H'0000

22 DMA ソースアドレス

レジスタ 22

SAR22 R/W H'FF71 8070 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 22

DAR22 R/W H'FF71 8074 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 22

TCR22 R/W H'FF71 8078 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ22

CHCR22 R/W（注1） H'FF71 807C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注1. CHCR のHE、TE ビットは、フラグをクリアするために、1 リード後の0 ライトのみ可能です。

2. DMAOR のAE、NMIF ビットは、フラグをクリアするために、1 リード後の0 ライトのみ可能です。

23 DMA ソースアドレス

レジスタ 23

SAR23 R/W H'FF71 8080 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ 23

DAR23 R/W H'FF71 8084 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ 23

TCR23 R/W H'FF71 8088 32 不定 不定 不定

DMA チャネル

コントロールレジスタ23

CHCR23 R/W（注1） H'FF71 808C 32 H'4000 0000 H'4000 0000 H'4000 0000

18 DMA ソースアドレス

レジスタ B18

SARB18 R/W H'FF71 8120 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B18

DARB18 R/W H'FF71 8124 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B18

TCRB18 R/W H'FF71 8128 32 不定 不定 不定

19 DMA ソースアドレス

レジスタ B19

SARB19 R/W H'FF71 8130 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B19

DARB19 R/W H'FF71 8134 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B19

TCRB19 R/W H'FF71 8138 32 不定 不定 不定

20 DMA ソースアドレス

レジスタ B20

SARB20 R/W H'FF71 8140 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B20

DARB20 R/W H'FF71 8144 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B20

TCRB20 R/W H'FF71 8148 32 不定 不定 不定

21 DMA ソースアドレス

レジスタ B21

SARB21 R/W H'FF71 8150 32 不定 不定 不定

DMA デスティネーション

アドレスレジスタ B21

DARB21 R/W H'FF71 8154 32 不定 不定 不定

DMA トランスファ

カウントレジスタ B21

TCRB21 R/W H'FF71 8158 32 不定 不定 不定

18,19 DMA 拡張リソース

セレクタ 9

DMARS9 R/W H'FF71 9000 16 H'0000 H'0000 H'0000

20,21 DMA 拡張リソース

セレクタ 10

DMARS10 R/W H'FF71 9004 16 H'0000 H'0000 H'0000

22,23 DMA 拡張リソース

セレクタ 11

DMARS11 R/W H'FF71 9008 16 H'0000 H'0000 H'0000

12～23 DMA イネーブルレジスタ 2 DMAER2 R/W H'FFFA 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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表14.3 各チャネルと対応レジスタ

チャネル 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

レジスタ SAR0 SAR1 SAR2 SAR3 SAR4 SAR5 SAR6 SAR7 SAR8 SAR9 SAR10 SAR11

DAR0 DAR1 DAR2 DAR3 DAR4 DAR5 DAR6 DAR7 DAR8 DAR9 DAR10 DAR11

TCR0 TCR1 TCR2 TCR3 TCR4 TCR5 TCR6 TCR7 TCR8 TCR9 TCR10 TCR11

CHCR0 CHCR1 CHCR2 CHCR3 CHCR4 CHCR5 CHCR6 CHCR7 CHCR8 CHCR9 CHCR10 CHCR11

DMARS0 DMARS1 DMARS2 DMARS3 DMARS4 DMARS5

SARB0 SARB1 SARB2 SARB3 ― ― SARB6 SARB7 SARB8 SARB9 ― ―

DARB0 DARB1 DARB2 DARB3 ― ― DARB6 DARB7 DARB8 DARB9 ― ―

TCRB0 TCRB1 TCRB2 TCRB3 ― ― TCRB6 TCRB7 TCRB8 TCRB9 ― ―

DMAOR0 DMAOR1

DMAER0 DMAER1

チャネル 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

レジスタ SAR12 SAR13 SAR14 SAR15 SAR16 SAR17 SAR18 SAR19 SAR20 SAR21 SAR22 SAR23

DAR12 DAR13 DAR14 DAR15 DAR16 DAR17 DAR18 DAR19 DAR20 DAR21 DAR22 DAR23

TCR12 TCR13 TCR14 TCR15 TCR16 TCR17 TCR18 TCR19 TCR20 TCR21 TCR22 TCR23

CHCR12 CHCR13 CHCR14 CHCR15 CHCR16 CHCR17 CHCR18 CHCR19 CHCR20 CHCR21 CHCR22 CHCR23

DMARS6 DMARS7 DMARS8 DMARS9 DMARS10 DMARS11

SARB12 SARB13 SARB14 SARB15 ― ― SARB18 SARB19 SARB20 SARB21 ― ―

DARB12 DARB13 DARB14 DARB15 ― ― DARB18 DARB19 DARB20 DARB21 ― ―

TCRB12 TCRB13 TCRB14 TCRB15 ― ― TCRB18 TCRB19 TCRB20 TCRB21 ― ―

DMAOR2 DMAOR3

DMAER2
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14.3.1 DMAソースアドレスレジスタ0～23（SAR0～SAR23）

SAR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、DMA 転送元のアドレスを指定します。

DMA 転送中は、次の転送元アドレスを示しています。ワード、ロングワード、16 バイト、32 バイト幅

でデータ転送を行う場合は、それぞれワード、ロングワード、16 バイト、32 バイト境界のアドレスを

設定してください。
SAR の初期値は不定です。

14.3.2 DMAソースアドレスレジスタB0～3、6～9、12～15，18～21
（SARB0～3、SARB6～9、SARB12～15、SARB18～21）

SARB は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで SAR に
再設定するDMA 転送元のアドレスを指定します。CPU からのSAR への書き込みデータがSARB にも書

き込まれます。SAR と異なるアドレスを設定したい場合は、SAR 書き込み後に SARB への書き込みを

行ってください。
ワード、ロングワード、16 バイト、32 バイト幅でデータ転送を行う場合は、それぞれワード、ロン

グワード、16 バイト、32 バイト境界のアドレスを設定してください。

SARB の初期値は不定です。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SAR

SAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SARB

SARB

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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14.3.3 DMAデスティネーションアドレスレジスタ0～23（DAR0～DAR23）

DAR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、DMA 転送先のアドレスを指定します。

DMA 転送中は、次の転送先アドレスを示しています。

ワード、ロングワード、16 バイト、32 バイト幅でデータ転送を行う場合は、それぞれワード、ロン

グワード、16 バイト、32 バイト境界のアドレスを設定してください。

DAR の初期値は不定です。

14.3.4 DMAデスティネーションアドレスレジスタB0～3、6～9、12～15、18～21
（DARB0～3、DARB6～9、SARB12～15、SARB18～21）

DARB は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、リピート／リロードモードでDAR に
再設定する DMA 転送先のアドレスを指定します。CPU からの DAR への書き込みデータが DARB にも

書き込まれます。DAR と異なるアドレスを設定したい場合は、DAR 書き込み後にDARB への書き込み

を行ってください。
ワード、ロングワード、16 バイト、32 バイト幅でデータ転送を行う場合は、それぞれワード、ロン

グワード、16 バイト、32 バイト境界のアドレスを設定してください。

DARB の初期値は不定です。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DAR

DAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

 
R/W：

ビット：

初期値：

初期値：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DARB

DARB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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14.3.5 DMAトランスファカウントレジスタ0～23（TCR0～TCR23）

TCR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、DMA 転送回数を指定します。転送回数

は、設定値が H'0000 0001 のときは 1 回、H'00FF FFFF のときは 16,777,215 回で、H'0000 0000 のときは

16,777,216 回（最大転送回数）になります。DMA 転送中は、残りの転送回数を示しています。

TCR のビット31～24 は、読み出すと常に0 が読み出されます。書き込む値も常に0 にしてください。

TCR の初期値は不定です。

14.3.6 DMAトランスファカウントレジスタB0～3、6～9、12～15、18～21
（TCRB0～3、TCRB6～9、TCRB12～15、TCRB18～21）

TCRB は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、CPU からのTCR への書き込みデータ

がTCRBにも書き込まれます。ハーフエンド機能使用時はハーフエンド検出に使用する初期値保持レジ

スタとして用いられます。リピートモードでは、本レジスタにTCR に再設定するDMA 転送回数を指定

します。リロードモードでは、DMA 転送回数の設定、及び転送回数カウンタとして用いられます。

リロードモード時、ビット23～16 はリロードするまでの転送回数を設定してください。ビット7～0
は転送回数カウンタとして動作し、値が0 になるとSAR／DAR が更新され、TCRB のビット23～16 が
ビット 7～ 0 にロードされます。リロードモード時、設定可能なTCRB のビット 23～ 16 とビット 7～ 0
の値はH'FF（255回）～H'01（1 回）で、ビット23～16 とビット7～0 は同じ値を設定し、ビット15～
8 はH'00 を設定してください。また、リロードモード時は、CHCR のHIE ビットを0 とし、ハーフエン

ド機能を使用しないでください。
TCRB のビット31～24 は、読み出すと常に0 が読み出されます。書き込む値も常に0 にしてください。

TCRB の初期値は不定です。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCR

TCR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCRB

TCRB

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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14.3.7 DMAチャネルコントロールレジスタ0～23（CHCR0～CHCR23）

CHCR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、DMA 転送モードを制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

30 LCKN 1 R/W バスロック信号出力禁止ビット

SuperHyway バス読み出し命令時にSuperHyway バスロック信号

出力の許可／禁止を設定します。本ビットはサイクルスチール
モード実行時に有効となります。バーストモード実行時には0 を
設定してください。

SuperHyway バスロック信号出力を禁止することにより、DMAC 
以外のバスマスタのバス要求が受け付けられます。これにより、
バス使用効率をあげることが可能です。

0：バスロック信号出力許可

1：バスロック信号出力禁止

29、28 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

27～25 RPT[2:0] 000 R/W 転送モード指定ビット

本ビットはCHCR0～CHCR3、CHCR6～CHCR9 、CHCR12～
CHCR15、CHCR18～CHCR21でのみ有効となります。

000：通常モード

001：リピートモード（SAR/DAR/TCR リピート）

010：リピートモード（DAR/TCR リピート）

011：リピートモード（SAR/TCR リピート）

100：選択禁止

101：リロードモード（SAR/DAR リロード）

110：リロードモード（DAR リロード）

111：リロードモード（SAR リロード）

24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

23 DO 0 R/W DMA オーバラン

DREQ をオーバラン0 で検出するか、オーバラン1 で検出するか

を選択します。本ビットはCHCR0、CHCR1 でのみ有効です。

0：DREQ をオーバラン0 で検出

1：DREQ をオーバラン1 で検出

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 0 0 0 0 0

RPT2 RPT1 RPT0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ R/W ⎯ ⎯ R/W R/W R/W ⎯ R/W ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DM1 DM0 SM1 SM0 RS3 RS2 RS1 RS0 TS1 TS0

0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/(W)（注）R/W

LCKN⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯DO ⎯ TS2 HE HIE AM AL

DL DS TB IE TE DE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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22、21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

20 TS2 0 R/W DMA 転送サイズ指定ビット

TS1、TS0 ビット（ビット4、3）と合わせてDMA 転送サイズの

設定を行います。アクセスサイズが指定された周辺モジュールの
レジスタが転送元又は転送先の場合には、必ずその転送サイズと
アクセスサイズを合わせてください。転送元又は転送先として
SAR 又はDAR に設定するアドレスは、転送サイズとアドレス境

界を必ず一致させてください。

TS[2:0]

000：バイト単位

001：ワード（2 バイト）単位

010：ロングワード（4 バイト）単位

011：16 バイト単位

100：32 バイト単位

上記以外：選択禁止

19 HE 0 R/W（注1） ハーフエンドフラグビット

0：転送回数が、設定した回数の半数に達していない

TCR＞（転送前にセットしたTCR）÷2

1：転送回数が、設定した回数の半数（下記）に達した

TCR設定値が偶数のとき：（転送前にセットしたTCR）÷2

TCR設定値が奇数のとき：（転送前にセットしたTCR-1）÷2

TCR設定値が最大転送回数（H'0000 0000）のとき

            ：8,388,608（H'0080 0000）

NMI 割り込み、又はアドレスエラーによって転送が終了した場

合、及びDE ビット（ビット0）、DME ビット（DMAORレジスタ

のビット0）をクリアして転送を終了させた場合は、直前の内容

を保持します。

本ビットは、CHCR0～CHCR3、CHCR6～CHCR9、CHCR12～
CHCR15、CHCR18～CHCR21でのみ有効です。

また、本ビットはHIEビット（ビット18）が“1”のとき、有効です。

18 HIE 0 R/W ハーフエンドイネーブルビット

転送開始前にセットしたTCR の値の1/2 回目の転送の読み出しサ

イクルが終わった時点（HEビット（ビット19）＝1）で、CPU 
に割り込み要求を発生させるかどうかを指定します。

TCR の値の1/2 回目の転送完了を確認するには、割り込み発生後

に転送先空間にダミーリードをした後、SYNCO 命令を発行して

ください。リロードモード設定時は本ビットを ”0” に設定してく

ださい。

本ビットはCHCR0～CHCR3、CHCR6～CHCR9 、CHCR12～
CHCR15、CHCR18～CHCR21でのみ有効となります。

0：ハーフエンド割り込みを禁止

1：ハーフエンド割り込みを許可

17 AM 0 R/W アクノリッジモード

DACK をデータ読み出しサイクルで出力するか、書き込みサイク

ルで出力するかを選択します。本ビットはCHCR0、CHCR1 での

み有効です。

0：読み出しサイクルでDACK を出力

1：書き込みサイクルでDACK を出力

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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16 AL 0 R/W アクノリッジレベル

DACK 、及びTEND 信号をHアクティブにするかLアクティブに

するかを指定します。本ビットはCHCR0、CHCR1 でのみ有効で

す。

0：DACK 、及びTEND をLアクティブ出力

1：DACK 、及びTEND をHアクティブ出力

15、14 DM[1:0] 00 R/W デスティネーションアドレスモード1、0

DMA 転送先のアドレスの増減を指定します。

00：デスティネーションアドレスは固定

01：デスティネーションアドレスは増加

バイト単位転送時は＋1

ワード単位転送時は＋2

ロングワード単位転送時は＋4

16 バイト単位転送時は＋16

32 バイト単位転送時は＋32

10：デスティネーションアドレスは減少

バイト単位転送時は－1

ワード単位転送時は－2

ロングワード単位転送時は－4

16／32 バイト単位転送時は設定禁止

11：設定禁止

13、12 SM[1:0] 00 R/W ソースアドレスモード1、0

DMA 転送元のアドレスの増減を指定します。

00：ソースアドレスは固定

01：ソースアドレスは増加

バイト単位転送時は＋1

ワード単位転送時は＋2

ロングワード単位転送時は＋4

16 バイト単位転送時は＋16

32 バイト単位転送時は＋32

10：ソースアドレスは減少

バイト単位転送時は－1

ワード単位転送時は－2

ロングワード単位転送時は－4

16／32 バイト単位転送時は設定禁止

11：設定禁止

11～8 RS[3:0] 0000 R/W リソースセレクト3～0

転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ずDMA イ
ネーブルビット（DE）が0 の状態で行ってください。

0000：外部リクエスト（CHCR0、CHCR1 でのみ有効）（注2）

0100：オートリクエスト

1000：周辺モジュールリクエスト

DMA 拡張リソースセレクタ（DMARS0～11）で選択

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注1. “1”を読み出した後、“0”を書くと “0”になります。“1”を書いても変化しません。

2. CHCR2～CHCR23 では外部リクエスト指定を選択しないでください。

7、6 DL、DS 00 R/W DREQ レベル／エッジセレクト

DREQ 入力の検出方法と、検出レベルを選択します。

本ビットはCHCR0、CHCR1 でのみ有効です。なお、チャネル

0、チャネル1でも転送要求元を周辺モジュール、又はオートリ

クエストに指定した場合、本ビットは無効です。

00：Lレベル検出

01：立ち下がりエッジ検出

10：Hレベル検出

11：立ち上がりエッジ検出

5 TB 0 R/W トランスファバスモード

DMA 転送のバスモードを選択します。

0：サイクルスチールモード

1：バーストモード

周辺モジュールリクエスト選択時はサイクルスチールモードを設
定してください。

4、3 TS[1:0] 00 R/W DMA 転送サイズ指定ビット

TS2ビット（ビット20）参照

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル

DMA 最終転送の読み出しサイクルが終わったときにCPU に割り

込み要求を発生させるかどうかを指定します。最終転送完了を確
認するには、割り込み発生後に転送先空間にダミーリードをした
後、SYNCO 命令を発行してください。

0：転送完了割り込み要求を禁止

1：転送完了割り込み要求を許可

1 TE 0 R/W（注1） トランスファエンドフラグ

DMA トランスファカウントレジスタ（TCR）の値が0 になると

（DMA 最終転送の実行を開始するとき）、TE ビットは1 になりま

す。TCR が 0 にならないときに、NMI 割り込み、又は アドレス

エラーによって転送が終了した場合、及びDE ビット、DMAOR
レジスタのDME ビットをクリアして転送を終了させた場合は、

TE ビットは1 になりません。

TE ビットが1 の間はDE ビットを1 にしていても転送は許可され

ません。

0：DMA 転送中又はDMA 転送中断

1：DMA 最終転送中又はDMA 転送終了（TCR＝0）

0 DE 0 R/W DMA イネーブル

0：DMA 転送を禁止（転送中断）

1：DMA 転送を許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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14.3.8 DMAオペレーションレジスタ0～3（DMAOR0～3）

DMAOR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、DMA 転送時のチャネルの優先順位

を指定します。また、DMA の転送状態（ステータス）も示します。

DMAOR0 はチャネル0～5 の共通レジスタ、DMAOR1 はチャネル6～11 の共通レジスタ、DMAOR2
はチャネル12～17 の共通レジスタ、DMAOR3 はチャネル18～23 の共通レジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13、12 CMS[1:0] 00 R/W サイクルスチールモードセレクト1、0

サイクルスチールモード時に通常モードとインタミッテントモー
ドを選択します。

インタミッテントモードを有効にするためには、DMAOR0 に対

応する全チャネル（チャネル0～5）、又はDMAOR1 に対応する

全チャネル（チャネル6～11）のバスモードがサイクルスチール

モードであることが必要です。

00：通常モード

01：設定禁止

10：インタミッテントモード16

8Pckクロック待った後に1 回DMA 転送を実行

11：インタミッテントモード64

32Pckクロック待った後に1 回DMA 転送を実行

11、10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9、8 PR[1:0] 00 R/W プライオリティーモード1、0

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャ
ネルの優先順位を決定するビットです。

00：CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 （DMAOR0）
CH6＞CH7＞CH8＞CH9＞CH10＞CH11 （DMAOR1）
CH12 > CH13 > CH14> CH15 > CH16 > CH17 (DMAOR2)
CH18 > CH19 > CH20 > CH21 > CH22 > CH23 (DMAOR3)

01：CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4 ＞CH5 （DMAOR0）
CH6＞CH8＞CH9＞CH7＞CH10＞CH11 （DMAOR1）
CH12 > CH14 > CH15 > CH13 > CH16 > CH17 (DMAOR2)
CH18 > CH20 > CH21 > CH19 > CH22 > CH23 (DMAOR3)

10：設定禁止

11：ラウンドロビンモード

ラウンドロビンモードを指定した場合、DMAOR0 に対応する全

チャネル（チャネル0～5）、DMAOR1 に対応する全チャネル

（チャネル6～11）、DMAOR2 に対応する全チャネル（チャネル

12～17）、DMAOR3 に対応する全チャネル（チャネル18～23）
のそれぞれでサイクルスチールモードとバーストモードの混在は
できません。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CMS1⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯CMS0 PR1 PR0

0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/WR/WR/W

AE NMIF DME

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . “1”を読み出した後、“0”を書くと “0”になります。“1”を書いても変化しません。

7～3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 AE 0 R/W（注） アドレスエラーフラグ

0：DMAC によるアドレスエラーなし

1：DMA 転送中にアドレスエラー発生

　（SAR 又はDAR に設定された値が転送サイズ境界と一致しな

い場合）

本ビットが1になると、対応するチャネル（DMAOR0の場合は

チャネル0～5、DMAOR1の場合はチャネル6～11、DMAOR2の
場合はチャネル12～17、DMAOR3の場合はチャネル18～23）
のDE ビットとDMEビットを1 にセットしても、DMA 転送は許

可されません。

1 NMIF 0 R/W（注） NMI フラグ

NMI 割り込みが発生したことを示すフラグです。本ビットが1に
なると、対応するチャネル（DMAOR0の場合はチャネル0～5、
DMAOR1の場合はチャネル6～11、DMAOR2の場合はチャネル

12～17、DMAOR3の場合はチャネル18～23）のDE ビットと

DMAOR のDME ビットを1 にセットしても、DMA 転送は許可さ

れません。

NMI が入力されたとき、少なくとも実行中のDMA 転送の1 転送

単位までは行われます。DMAC が動作していないときにNMI 割
り込みが入力されても、NMIF ビットは1 になります。

0：NMI 割り込みなし

1：NMI 割り込み発生

0 DME 0 R/W DMA マスタイネーブル

対応するチャネル（DMAOR0の場合はチャネル0～5、DMAOR1
の場合はチャネル6～11、DMAOR2の場合はチャネル12～17、
DMAOR3の場合はチャネル18～23）のDMA 転送を許可又は禁

止します。DMEビット、及びCHCR のDE ビットを1 にすると、

DMA 転送が許可されます。ただし転送を行うチャネルのCHCR 
にあるTE ビットとチャネルに対応するDMAOR のNMIF ビット、

AE ビットのすべてが0 であることが必要です。本 ビットを0 に
すると対応するチャネル（DMAOR0の場合はチャネル0～5、
DMAOR1の場合はチャネル6～11、DMAOR2の場合はチャネル

12～17、DMAOR3の場合はチャネル18～23）のDMA 転送が中

断されます。

0：チャネル0～5 のDMA 転送を禁止（DMAOR0）
チャネル6～11 のDMA 転送を禁止（DMAOR1）
チャネル12～17のDMA転送を禁止（DMAOR2）
チャネル18～23のDMA転送を禁止（DMAOR3）

1：チャネル0～5 のDMA 転送を許可（DMAOR0）
チャネル6～11 のDMA 転送を許可（DMAOR1）
チャネル12～17のDMA転送を許可（DMAOR2）
チャネル18～23のDMA転送を許可（DMAOR3）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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14.3.9 DMA拡張リソースセレクタ0～11（DMARS0～DMARS11）

DMARSn（n＝ 0～ 11） は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットレジスタです。各DMARS レジスタ

は、表14.3に示す対応チャネルの周辺モジュールからのDMA 転送要求元を設定します。本レジスタで、

SCIF2、SCIF3、SCIF4、ADC0、ADC1、SIM、ARC4、SDHI、CRYPTO ENGINE、RSPI、eMMC、RIIC、
TMR の転送要求を設定できます。

表14.4 以外のMID／RIDを設定したときの動作は保証できません。DMARS レジスタからの転送要求

は、CHCR0～ 23 レジスタのリソースセレクトビット（RS3～RS0）＝B'1000 に設定したときのみ有効

です。B'1000 以外の場合は、DMARS を設定しても転送要求元として受け付けられません。また、1 つ
の周辺モジュールの転送要求をDMAC の複数のチャネルのリソースに割り当てないでください。割り当

てた場合の動作の保証はできません。

注 . j＝2n+1、k＝2n

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～10 CjMID[5:0] 000000 R/W DMA チャネル j 転送要求元モジュール ID5～ ID0（MID）

表14.4 参照

9、8 CjRID[1:0] 00 R/W DMA チャネル j転送要求元レジスタ ID1、ID0（RID）

表14.4  参照

7～2 CkMID[5:0] 000000 R/W DMA チャネルk 転送要求元モジュール ID5～ ID0（MID）

表14.4  参照

1、0 CkRID[1:0] 00 R/W DMA チャネルk 転送要求元レジスタ ID1、ID0（RID）

表14.4  参照

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CjMID[5:0] CjRID[1:0] CkMID[5:0] CkRID[1:0]

ビット：

初期値：
R/W：

j＝2n+1、k＝2n注．
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表14.4 転送要求元一覧

DMAC

チャネル
周辺モジュール

1 チャネル分の設定値

（MID 、及びRID フィールド）
MID RID 機能

DMAC 
チャネル 0～5

ARC4 H'A1 B'1010 00 B'01 書き込み

H'A2 B'10 読み出し

ADC0 H'AB B'1010 10 B'11 読み出し

ADC1 H'AF B'1010 11 B'11 読み出し

SDHI H'C5 B'1100 01 B'01 送信

H'C6 B'10 受信

CRYPTO ENGINE H’21 B’0010 00 B’01 書き込み
(WRRDYB_4)

H’22 B’10 書き込み
(WRRDYB_0)

H’29 B’0010 10 B’01 読み出し
(RDRDYB_0)

H’2A B’10 読み出し
(INTEGRATE_RDRDYB)

H’73 B’0111 00 B'11 書き込み 
(WRRDYB_1)

H’77 B’0111 01 B'11 読み出し
(RDRDYB_1)

eMMC H'D3 B'1101 00 B'11 送信

H'D7 B'1101 01 B'11 受信

DMAC 
チャネル 6～11

SCIF2 H'21 B'0010 00 B'01 送信

H'22 B'10 受信

SCIF3 H'29 B'0010 10 B'01 送信

H'2A B'10 受信

SCIF4 H'41 B'0100 00 B'01 送信

H'42 B'10 受信

SIM H'A1 B'1010 00 B'01 送信

H'A2 B'10 受信

RSPI H'C1 B'1100 00 B'01 送信

H'C2 B'10 受信

DMAC 
チャネル 12～17

TMR_0 H’73 B’0111 00 B’11 コンペアマッチ A

TMR_2 H’77 B’0111 01 B’11 コンペアマッチ A

RIIC0 H’21 B'0010 00 B'01 送信

H’22 B'10 受信

RIIC1 H’29 B'0010 10 B'01 送信

H’2A B'10 受信

RIIC2 H’A1 B'1010 00 B'01 送信

H’A2 B'10 受信

RIIC3 H’AB B'1010 10 B'11 送信

H’AF B'1010 11 B'11 受信

RIIC4 H’C5 B'1100 01 B'01 送信

H’C6 B'10 受信
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DMAC 
チャネル 18～23

RIIC5 H’21 B'0010 00 B'01 送信

H’22 B'10 受信

RIIC6 H’29 B'0010 10 B'01 送信

H’2A B'10 受信

RIIC7 H’41 B'0100 00 B'01 送信

H’42 B'10 受信

RIIC8 H’45 B'0100 01 B'01 送信

H’46 B'10 受信

RIIC9 H’51 B'0101 00 B'01 送信

H’52 B'10 受信

ADC0_SCAN H’D3 B’1101 00 B'11 スキャン／マルチモード

ADC1_SCAN H’D7 B’1101 01 B'11 スキャン／マルチモード

DMAC

チャネル
周辺モジュール

1 チャネル分の設定値

（MID 、及びRID フィールド）
MID RID 機能
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14.3.10 DMA イネーブルレジスタ0（DMAER0）

DMAER0 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、CRYPTO ENGINE、ADC0、ADC1
モジュールからのDMA 転送要求の許可／禁止を設定します。

注1. CRYPTO ENGINEのDMA転送要求を許可した場合、INT2MSKR4レジスタのCRYPTO ENGINEビットに 1 を設

定して INTC への割り込みを発生させないようにすることを推奨します。

2. ADC1 のDMA 転送要求を許可した場合、INT2MSKR1レジスタのADC1 ビットに1 を設定して INTC への割り込

みを発生させないようにすることを推奨します。
3. ADC0 のDMA 転送要求を許可した場合、INT2MSKR1レジスタのADC0 ビットに1 を設定して INTC への割り込

みを発生させないようにすることを推奨します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 DMAE_CRYPTO 
ENGINE2

0 R/W CRYPTO ENGINE (RDRDYB_1) DMA イネーブル

0：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力禁止

1：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力許可（注1）

4 DMAE_CRYPTO 
ENGINE1

0 R/W CRYPTO ENGINE (WRRDYB_1) DMA イネーブル

0：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力禁止

1：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力許可（注1）

3 DMAE_CRYPTO 
ENGINE0

0 R/W CRYPTO ENGINE (WRRDYB_0、WRRDYB_4、
INTEGRATE_RDRDYB、RDRDYB_0) DMA イネーブル

0：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力禁止

1：CRYPTO ENGINEのDMA 転送要求出力許可（注1）

2 DMAE_ADC1 0 R/W ADC1 DMA イネーブル

0：ADC1 のDMA 転送要求出力禁止

1：ADC1 のDMA 転送要求出力許可（注2）

1 DMAE_ADC0 0 R/W ADC0 DMA イネーブル

0：ADC0のDMA 転送要求出力禁止

1：ADC0のDMA 転送要求出力許可（注3）

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W ⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯
DMAE_
ADC1

DMAE_
CRYPTO
ENGINE2

DMAE_
CRYPTO
ENGINE1

DMAE_
CRYPTO
ENGINE0

DMAE_
ADC0

⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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14.3.11 DMA イネーブルレジスタ1（DMAER1）

DMAER1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、RSPI モジュールからのDMA 転送

要求の許可／禁止を設定します。

注 . RSPI のDMA 転送要求を許可した場合、INT2MSKR3レジスタのRSPI ビットに1 を設定して INTC への割り込み

を発生させないようにすることを推奨します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～7 — すべて0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 DMAE_RSPI 0 R/W RSPI DMA イネーブル

0：RSPIのDMA 転送要求出力禁止

1：RSPIのDMA 転送要求出力許可（注）

5～0 — 000000 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯
DMAE_

RSPI
⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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14.3.12 DMA イネーブルレジスタ 2 (DMAER2)

DMAER2 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、 ADC、TMR、及び RIICモジュール

からのDMA 転送要求の許可／禁止を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～13 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

12 DMAE_ADC_
SCAN

0 R/W ADC_SCAN0、1 DMA イネーブル

0：ADCのDMA 転送要求出力禁止

1：ADCのDMA 転送要求出力許可（注1）

11 DMAE_TMR 0 R/W TMR DMA イネーブル

0：TMRのDMA 転送要求出力禁止

1：TMRのDMA 転送要求出力許可（注2）

10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 DMAE_IIC9 0 R/W IIC9 DMA イネーブル

0：IIC9のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC9のDMA 転送要求出力許可（注3）

8 DMAE_IIC8 0 R/W IIC8 DMA イネーブル

0：IIC8のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC8のDMA 転送要求出力許可（注3）

7 DMAE_IIC7 0 R/W IIC7 DMA イネーブル

0：IIC7のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC7のDMA 転送要求出力許可（注3）

6 DMAE_IIC6 0 R/W IIC6 DMA イネーブル

0：IIC6のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC6のDMA 転送要求出力許可（注3）

5 DMAE_IIC5 0 R/W IIC5 DMA イネーブル

0：IIC5のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC5のDMA 転送要求出力許可（注3）

4 DMAE_IIC4 0 R/W IIC4 DMA イネーブル

0：IIC4のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC4のDMA 転送要求出力許可（注3）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

DMAE_
IIC6

DMAE_
IIC5

DMAE_
IIC4

DMAE_
IIC3

DMAE_
IIC2

DMAE_
IIC1

DMAE_
IIC0

DMAE_
IIC9

DMAE_
TMR

DMAE_
ADC_ 
SCAN

DMAE_
IIC8

DMAE_
IIC7

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注1. ADCのDMA転送要求を許可した場合、INT2MSKR1レジスタのADC0ビット及びADC1ビットに1 を設定して

INTC への割り込みを発生させないようにすることを推奨します。

2. TMRのDMA 転送要求を許可した場合、INT2MSKRレジスタのTMR01ビット、TMR23ビット、及びTMR45ビッ

トに1 を設定して INTC への割り込みを発生させないようにすることを推奨します。

3. RIICのDMA 転送要求を許可した場合、INT2MSKR2、INT2MSKR3レジスタの対応ビットに1 を設定して INTC 
への割り込みを発生させないようにすることを推奨します。

3 DMAE_IIC3 0 R/W IIC3 DMA イネーブル

0：IIC3のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC3のDMA 転送要求出力許可（注3）

2 DMAE_IIC2 0 R/W IIC2 DMA イネーブル

0：IIC2のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC2のDMA 転送要求出力許可（注3）

1 DMAE_IIC1 0 R/W IIC1 DMA イネーブル

0：IIC1のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC1のDMA 転送要求出力許可（注3）

0 DMAE_IIC0 0 R/W IIC0 DMA イネーブル

0：IIC0のDMA 転送要求出力禁止

1：IIC0のDMA 転送要求出力許可（注3）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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14.4 動作説明

DMA 転送要求があると、DMAC は決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了

条件が満たされると転送を終了します。転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、周辺モジュー
ルリクエストの 3 種類のモードがあります。バスモードは、バーストモードとサイクルスチールモード

を選択することができます。

14.4.1 DMA転送要求

DMA 転送要求はデータの転送元又は転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転

送先でもない外部デバイスや周辺モジュールに発生させる使い方もできます。
転送要求の選択はDMAチャネルごとにRS3～0 ビット（CHCRレジスタのビット11～8）、及びDMARS0

～5 レジスタによって行います。

(1) オートリクエストモード（チャネル0～23）：RS[3:0]＝0100
オートリクエストモードは、メモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵モジュールとメモリ

転送のように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC 内部で自動的に転送要求信号を発生する

モードです。AE ビット（DMAOR レジスタのビット 2）、NMIF ビット（同ビット 1）、及び TE ビット

（CHCR レジスタのビット 1）が 0 、DME ビット（同ビット 0）が 1 のとき、各チャネルの DE ビット

（CHCRレジスタのビット0）を1 にすると転送が開始されます。

(2) 外部リクエストモード（チャネル0、1）：RS[3:0]＝0000
外部リクエストモードは、DREQ0、DREQ1 端子に入力される外部デバイスからの転送要求信号（外

部リクエスト）によって転送を開始させるモードです。DMA チャネル0、1 のみ有効です。AEビット、

NMIFビット、及びTEビットが0 、DMEビット及びDEビットが1 のとき、DREQが入力されると転送が

開始されます。

DREQ0、DREQ1 端子に入力される転送要求信号 をエッジで検出するかレベルで検出するかは、表14.5
に示すDLビット、DSビット（CHCR0,1レジスタのビット7、6）で選択します。転送要求元は必ずしも

データの転送元か転送先である必要はありません。

表14.5 DL、DS ビットによる外部リクエスト検出の選択

外部リクエストが受け付けられると、受け付けたリクエストに対するアクノリッジ（DACK）出力開

始後、CLKOUTの1サイクル経過するまで、次の外部リクエストは受け付けられません。

なお、レベル検出選択時は、DOビット（CHCR0、1レジスタのビット23）によって、表14.6に示す２

種類の外部リクエスト受付タイミングを選択できます。

表14.6 レベル検出時の外部リクエスト受付タイミング

DOビット：CHCR0、1レジスタのビット23

図14.2～図14.5にDREQ入力検出タイミング例を、図14.6、図14.7にTEND出力タイミング例を示します。

CHCRn (n = 0～3)
外部リクエスト検出方法

DS DL

0 0 Lレベル検出

1 Hレベル検出

1 0 立ち下がりエッジ検出

1 立ち上がりエッジ検出

DO ビット 受付タイミング

0 オーバラン0：DACK出力終了からCLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け

1 オーバラン1：DACK出力開始からCLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け
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図 14.2     サイクルスチールモード・エッジ検出時のDREQ 入力検出タイミング例

図 14.3     サイクルスチールモード・レベル検出時のDREQ 入力検出タイミング例

SH-4A SH-4A

DREQ

DACK

CKOUT

DMACバスサイクル

（立ち下がり）
1回目受け付け

：不感帯

2回目受け付け

受付開始
（DACK出力開始からCLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け）

（Lアクティブ）

SH-4A SH-4ADMAC

CLKOUT

SH-4A SH-4ADMAC

DREQ

DACK

バスサイクル

（オーバラン0、Lレベル）

（Lアクティブ）

CLKOUT

DREQ

DACK

バスサイクル

（オーバラン1、Lレベル）

1回目受け付け

1回目受け付け

2回目受け付け

2回目受け付け

受付開始
（DACK出力終了から 
CLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け）

受付開始  （DACK出力開始から 
CLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け）：不感帯

（Lアクティブ）
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図 14.4     バーストモード・エッジ検出時のDREQ 入力検出タイミング例

図 14.5     バーストモード・レベル検出時のDREQ 入力検出タイミング例

SH-4A DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ

DACK

（Lアクティブ）

バスサイクル

（立ち下がり）

：不感帯

バースト受け付け

SH-4A DMAC

SH-4A DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ

DACK

バスサイクル

（オーバラン0、Lレベル）

（Lアクティブ）

CLKOUT

DREQ

DACK

バスサイクル

（オーバラン1、Lレベル）

（Lアクティブ）

2回目受け付け

2回目受け付け

1回目受け付け

1回目受け付け 3回目受け付け

受付開始
（DACK出力終了から 
CLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け）

受付開始受付開始
（DACK出力開始から 
CLKOUTの1サイクル経過以降に受け付け）：不感帯 （DACK出力開始から 

CLKOUTの1サイクル
経過以降に受け付け）
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図 14.6     TEND 出力タイミング例（サイクルスチール・レベル検出）

8 ビット外部デバイスや16 ビット外部デバイスにロングワードアクセスしたり、8 ビット外部デバイ

スにワードアクセスする場合、データをアライメントするため、図14.7に示すように、DACK 出力、及

びTEND 出力が分割される場合があります。

図 14.7     TEND 出力タイミング例
（ノーウェイト、アイドルサイクル1、16 ビットデバイスへのロングワードアクセス）

CLKOUT

DACK

（Ｈアクティブ）

DREQ

TEND

（Ｈアクティブ）

DMAC SH-4A SH-4ASH-4A DMACバスサイクル
最終DMA転送

CLKOUT

RD

WEn

DACKn

TENDn

RDY

CS

T1 T2 Taw T1 T2

アドレス

データ

TENDはDMA転送の最終転送単位の間、アサートされます。
転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間でCSが 
ネゲートする場合は、TENDも分割されます。

注．

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 14.  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）

 Page 14-33

(3) 周辺モジュールリクエストモード（チャネル0～23）：RS[3:0]＝1000
周辺モジュールリクエストモードでは、周辺モジュールからの DMA 転送要求信号によって転送が実

行されます。DMA 転送要求信号は、DMARS0～DMARS11 にて設定するSCIF2、SCIF3、SCIF4、SIM、

SDHI、CRYPTO ENGINE、RSPI、eMMC、RIIC、TMR からの送信データエンプティ転送要求と受信デー

タフル転送要求、ADC0、ADC1、ARC4 からの転送要求があります。

AEビット及びNMIFビットが0 、DMEビット及びDEビットが1 のとき、転送要求信号が入力される

と転送が開始されます。
転送要求をSCIF2 の送信データエンプティ転送要求に設定した場合、転送先を当該SCIF2 のトランス

ミットFIFO データレジスタ（送信データバッファ）とする必要があります。同様に転送要求をSCIF2 の
受信データフル転送要求に設定した場合、転送元を当該 SCIF2 のレシーブ FIFO データレジスタ（受信

データバッファ）とする必要があります。これらは SCIF3、SCIF4、SIM、SDHI、CRYPTO ENGINE、
RSPI、eMMC、RIIC、TMR も同様です。
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表14.7 MID/RIDビットによる内蔵周辺モジュールリクエストの選択

DMAC
チャネル

DMARS
DMA 転送要求元 DMA 転送要求信号 転送元 転送先

MID RID

0～5 101000 01 ARC4 入力部 PUSH
 (TPR データエンプティ )

任意 TPR

10 ARC4 出力部 POP (TCR データフル ) TCR 任意

101010 11 ADC0 ADCI0
 (A/D 変換終了割り込み)

ADDRn_0（注） 任意

101011 11 ADC1 ADCI1
 (A/D 変換終了割り込み)

ADDRn_1（注） 任意

110001 01 SDHI 送信部 TXI (送信データエンプティ ) 任意 SD_BUF0

10 SDHI 受信部 RXI (受信データフル ) SD_BUF0 任意

001000 01 CRYPTO 
ENGINE

WRRDYB_4 任意 CRYPTO 
ENGINE

10 WRRDYB_0 任意 CRYPTO 
ENGINE

001010 01 RDRDYB_0 CRYPTO 
ENGINE

任意

10 INTEGRATE_RDRDYB CRYPTO 
ENGINE

任意

011100 11 WRRDYB_1 任意 CRYPTO 
ENGINE

011101 11 RDRDYB_1 CRYPTO ENGINE 任意

110100 11 eMMC 送信部 dmareq_mmc4_n[0] 任意 CE_DATA

110101 11 eMMC 受信部 dmareq_mmc4_n[1] CE_DATA 任意

6～11 001000 01 SCIF2 送信部 TXI 
(送信FIFO データエンプティ割り込み）

任意 SCFTDR2

10 SCIF2 受信部 RXI (受信FIFO データフル割り込み） SCFRDR2 任意

001010 01 SCIF3 送信部 TXI
 (送信FIFO データエンプティ割り込み）

任意 SCFTDR3

10 SCIF3 受信部 RXI (受信FIFO データフル割り込み） SCFRDR3 任意

010000 01 SCIF4 送信部 TXI
 (送信FIFO データエンプティ割り込み）

任意 SCFTDR4

10 SCIF4 受信部 RXI (受信FIFO データフル割り込み） SCFRDR4 任意

101000 01 SIM 送信部 TXI 
(送信FIFO データエンプティ割り込み）

任意 SCTDR

10 SIM 受信部 RXI (受信FIFO データフル割り込み） SCRDR 任意

110000 01 RSPI 送信部 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 SPDR

10 RSPI 受信部 RXI (受信データフル割り込み） SPDR 任意
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注 . n  A～H

12～17 011100 11 TMR_0 t80_tmadtg_n 任意 任意

011101 11 TMR_2 t81_tmadtg_n 任意 任意

001000 01 IIC0 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

001010 01 IIC1 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

101000 01 IIC2 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

101010 11 IIC3 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

101011 11 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

110001 01 IIC4 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

18～23 001000 01 IIC5 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

001010 01 IIC6 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

010000 01 IIC7 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

010001 01 IIC8 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

010100 01 IIC9 TXI (送信データエンプティ割り込み） 任意 ICDRT

10 RXI (受信データフル割り込み） ICDRR 任意

110100 11 ADC0_SCAN dmascan_adscan_n ADDRn_0（注） 任意

110101 11 ADC1_SCAN dmascan_adscan_n ADDRn_1（注） 任意

DMAC
チャネル

DMARS
DMA 転送要求元 DMA 転送要求信号 転送元 転送先

MID RID
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14.4.2 チャネルの優先順位

DMAC は、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って

転送を行います。チャネルの優先順位は、PR1,0 ビット（DMAOR レジスタのビット 9、8）の設定によ

り、固定、ラウンドロビンの2 種類のモードから選択できます。

チャネル0～5、6～11、12～17、18～23 の優先順位の関係はラウンドロビンです。

リセット直後の優先順位はCH0～5＞CH6～11 ＞CH12～17＞CH18～23です。

(1) 固定モード
固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。
固定モードは以下に示す2 種類から選択できます。

• チャネル0～5
CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5
CH0 > CH2 > CH3 > CH1 > CH4 > CH5

• チャネル6～11
CH6 > CH7 > CH8 > CH9 > CH10 > CH11
CH6 > CH8 > CH9 > CH7 > CH10 > CH11

• チャネル12 ～17
CH12 > CH13 > CH14 > CH15 > CH16> CH17
CH12 > CH14 > CH15 > CH13 > CH16 > CH17

• チャネル18 ～23
CH18 > CH19 > CH20 > CH21 > CH22 > CH23
CH18 > CH20 > CH21 > CH19 > CH22 > CH23

これらの選択も、PR1,0ビットで設定します。

(2) ラウンドロビンモード
ラウンドロビンモードでは、1 つのチャネルで、1 転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16 バ

イト、又は32 バイト単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先

順位を変更します。
この動作を図14.8 に示します。なおリセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は以下のように

なります。
CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5
CH6＞CH7＞CH8＞CH9＞CH10＞CH11
CH12＞CH13＞CH14＞CH15＞CH16＞CH17
CH18＞CH19＞CH20＞CH21＞CH22＞CH23

ラウンドロビンモードを指定した場合、対応するチャネル（DMAOR0 の場合はチャネル 0 ～ 5、
DMAOR1の場合はチャネル6～11、DMAOR2の場合はチャネル12～17、DMAOR3の場合はチャネル18
～ 23）はすべて同じバスモードに設定してください。これらのチャネルにおいて、サイクルスチール

モードとバーストモードの混在はできません。
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図 14.8     ラウンドロビンモード（例：チャネル0～5）

CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5 > CH0 

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5

CH2 > CH3 > CH4 > CH5 > CH0 > CH1

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5 

CH3 > CH4 > CH5 > CH0 > CH1 > CH2

CH0 > CH1 > CH2 > CH3 > CH4 > CH5

（1）チャネル0を転送した場合

初期優先順位

転送後の優先順位

初期優先順位

転送後の優先順位

初期優先順位

転送後の優先順位

初期優先順位

転送後の優先順位

（2）チャネル1を転送した場合

（3）チャネル2を転送した場合

チャネル5にのみ転送
要求があった場合の
転送後の優先順位

（4）チャネル5を転送した場合

チャネル0の優先順位を一番低くする。

チャネル1の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル1より優先順位の高かった
チャネル0の優先順位もシフトする。

チャネル2の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル2より優先順位の高かった
チャネル0、1の優先順位もシフトする。
その直後にチャネル5にのみ転送要求があっ
た場合、チャネル5の優先順位を一番低く
すると同時に、チャネル5より優先順位の
高かったチャネル3、4の優先順位も低くする。

優先順位の変更なし。
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図 14.9 にチャネル 0 とチャネル 3 に同時に転送要求が発生し、チャネル 0 の転送中にチャネル 1 の転

送要求が発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合のDMAC の動作は以下のよう

になります。

1. チャネル0とチャネル3に同時に転送要求が発生します。

2. チャネル 0のほうがチャネル 3より優先順位が高いので、チャネル 0の転送を開始します（チャネ

ル3は転送待ち）。

3. チャネル0の転送中にチャネル1に転送要求が発生します（チャネル1とチャネル3は転送待ち）。

4. チャネル0の転送を終了すると、チャネル0の優先順位を一番低くします。

5. この時点でチャネル 1のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル 1の転送を開始しま

す（チャネル3は転送待ち）。

6. チャネル1の転送を終了すると、チャネル1の優先順位を一番低くします。

7. チャネル3の転送を開始します。

8. チャネル 3の転送を終了すると、チャネル 3の優先順位が一番低くなるように、チャネル 3と一緒

にチャネル2の優先順位を低くします。

図 14.9     ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位（例：チャネル0～5）

0 > 1 > 2 > 3 > 4 > 5

1 > 2 > 3 > 4 > 5 > 0

2 > 3 > 4 > 5 > 0 > 1

4 > 5 > 0 > 1 > 2 > 3

3

3

1,3

転送要求 DMAC動作 チャネル優先順位待ちチャネル

（1）チャネル0、3に発生

（3）チャネル1に発生

（2）チャネル0転送開始

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

（8）チャネル3転送終了

優先順位変更

優先順位変更

優先順位変更
なし
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14.4.3 DMA転送の種類

アドレスモードは、デュアルアドレスモードをサポートします。また、表 14.8 に DMA 転送の種類を

示します。各モードによって、使用できるリクエストモードやチャネルが異なります。

表14.8 DMA転送の種類

LCKNビット     ：CHCRレジスタのビット30
TBビット          ：CHCRレジスタのビット5
CMS[1:0]ビット：DMAORレジスタのビット13、12

(1) デュアルアドレスモード

デュアルアドレスモードは、転送元と転送先をともにアドレスによってアクセスするモードです。転
送元と転送先は外部でも内部でもかまいません。このモードでは、DMAC は、読み出しサイクルで転送
元を、書き込みサイクルで転送先をアクセスするため、2 つのバスサイクルで転送を行います。このと
き、転送データは一時的にDMAC に格納されます。たとえば、図14.10 のような外部メモリ同士の転送
では、読み出しサイクルで一方の外部メモリからデータがDMAC に読み出され、続く書き込みサイクル
でそのデータがもう一方の外部メモリに書き込まれます。

図 14.10     デュアルアドレスモードのデータフロー

バスモード
LCKN
ビット

TB
ビット

CMS[1:0]
ビット

リクエストモード

（使用可能チャネル）

データ転送モード

（使用可能チャネル）

サイクル

スチールモード

通常モード1 0 0 00 ・外部リクエスト

　（0、1）
・オートリクエスト

　（0～23）
・周辺モジュール

   リクエスト

　（0～23）

・通常モード

 （0～23）
・リピートモード

 （0～3、6～9、
    12～15、18～21）
・リロードモード

 （0～3、6～9、
    12～15、18～21）

通常モード2 1 0 00

インタミッテントモード16 0/1 0 10

インタミッテントモード64 0/1 0 11

バーストモード 0 1 00 ・外部リクエスト

　（0、1）
・オートリクエスト

　（0～23）

SAR

DAR

SAR

DAR

DMAC

DMAC

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

1回目のバスサイクル

2回目のバスサイクル

データ
バッファ

データ
バッファ

ア
ド
レ
ス
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み込み、DMAC内部
に一時格納する。

DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先の
モジュールに書き込む。
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転送要求は、オートリクエスト、外部リクエスト、周辺モジュールリクエストのいずれでも可能です。
DACK はリードサイクルあるいはライトサイクルに出力可能です。リードサイクルとライトサイクルの

どちらに出力するかはCHCRレジスタによって設定可能です。

図14.11 にDMA 転送タイミング例を示します。

図 14.11     DMA 転送タイミング例（転送元：通常メモリ、転送先：通常メモリ）

CLKOUT

A25～A0

D15～D0

WE

RD

DACK

CSn

（Lアクティブ）

転送元アドレス 転送先アドレス

データ読み出し
サイクル

データ読み出し
サイクル

（1回目） （2回目）

外部メモリ空間→外部メモリ空間、読み出しサイクルにDACK 出力の場合
DACKは、CSnと同じタイミングで出力されます。

注．

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 14.  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）

 Page 14-41

(2) バスモード
表14.8 にバスモードを示します。バスモードによって、使用できるリクエストモードやチャネルが異

なります。

(a) サイクルスチールモード
• 通常モード1（CHCRレジスタのLCKNビット＝0、CHCRレジスタのTBビット＝0）

サイクルスチールの通常モード1では、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワー

ド、16バイト、又は32バイト単位）の転送を終了するたびにSuperHywayバスのバス権を他のバ

スマスタに渡します。その後転送要求があれば、次の転送要求を発行し、バス権を取得し、再
び1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたSuperHywayバスのバス権を他のバスマ

スタに渡します。これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。

図14.12 にサイクルスチール通常モード1のDMA転送タイミング例を示します。

図 14.12     サイクルスチール通常モード1 のDMA 転送例（DREQ Lレベル検出）

• 通常モード2（CHCRレジスタのLCKNビット＝1、CHCRレジスタのTBビット＝0）
サイクルスチールの通常モード 2 では、DMAC は SuperHyway バスのバス権の確保は行わず、1
転送単位の読み出しサイクル、書き込みサイクルごとにSuperHywayバスのバス権を取りに行く

転送です。図14.13にサイクルスチールモード2でのDMA転送タイミング例を示します。

図 14.13     サイクルスチール通常モード2 のDMA 転送例（DREQ Lレベル検出）

• インタミッテントモード 16（DMAOR レジスタの CMS ビット＝ 10、CHCR レジスタの LCKN
ビット＝0又は1、CHCRレジスタのTBビット＝0）、
インタミッテントモード 64（DMAOR レジスタの CMS ビット＝ 11、CHCR レジスタの LCKN
ビット＝0又は1、CHCRレジスタのTBビット＝0）
サイクルスチールのインタミッテントモードでは、DMACは1回の転送単位（バイト、ワード、

ロングワード、16バイト、又は32バイト単位）の転送を終了するたびに、SuperHywayバスのバ

ス権を他のバスマスタに渡します。その後転送要求があれば、Pckで8クロック又は32クロック

待った後に、次の転送要求を発行し、再び1転送単位の転送を行い、その転送を終了すると、ま

たSuperHywayバスのバス権を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条件が満たされるま

で繰り返します。このため DMA 転送によるバス占有割合を、サイクルスチール通常モード 1、
通常モード2に比べ、低く抑えることが可能です。

なお、DMAC が再び次の転送要求を発行するときに、キャッシュミスによるエントリの更新な

どが行われているときなどは、DMA転送がさらに待たされる場合があります。

インタミッテントモードは、DMAOR0に対応する全チャネル（チャネル0～5）、又はDMAOR1
に対応する全チャネル（チャネル 6 ～ 11）のバスモードがサイクルスチールモードであること

が必要です。
図14.14にサイクルスチールインタミッテントモードのDMA転送タイミング例を示します。

SH-4A SH-4A SH-4A DMAC DMAC SH-4A DMAC DMAC SH-4A

DREQ

SuperHyway
バスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み

SH-4A SH-4A SH-4A DMAC SH-4A DMAC SH-4ASH-4A DMAC DMAC

DREQ

SH-4A
SuperHyway
バスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し 読み出し書き込み 書き込み
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図 14.14     サイクルスチールインタミッテントモードのDMA 転送例（DREQ Lレベル検出）

(b) バーストモード（LCKN＝0、TB＝1）
バーストモードでは DMAC は一度 SuperHyway バスのバス権を取ると、転送終了条件が満たさ

れるまでSuperHyway バスのバス権を解放せずに転送を続けます。ただし、外部リクエストモー

ドで、DREQ をレベルで検出する場合には、DREQ がアクティブなレベルでなくなると、転送

終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けたDMA 転送終了後に他のバスマスタ

にSuperHyway バスのバス権を渡します。

バーストモードは、周辺モジュールが転送要求元となっている場合には使用できません。
図14.15 にバーストモードのDMA 転送タイミングを示します。

図 14.15     バーストモードのDMA 転送例（DREQ Lレベル検出）

DREQ

SH-4A SH-4A SH-4A DMAC DMAC SH-4A SH-4A DMAC DMAC SH-4A
SuperHyway 

バスサイクル
読み出し／書き込み 読み出し／書き込み

8または32Pck以上

SH-4A SH-4A SH-4A DMAC DMAC DMAC DMACDMAC DMAC SH-4A

DREQ

SuperHyway

バスサイクル
読み出し 読み出し 読み出し書き込み 書き込み 書き込み
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(3) DMA 転送区間

表14.9 にオートリクエストモードでのDMA 転送区間、表14.10 に外部リクエストモードでのDMA 転
送区間、表14.11 に周辺モジュールリクエストモードでのDMA 転送区間を示します。

〇：転送可能
ｘ：転送不可

表14.9 オートリクエストモードでのDMA 転送区間

注 . 転送元又は転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズでの転送。

表14.10 外部リクエストモードでのDMA 転送区間（チャネル0、1 のみ）

注1. 転送元又は転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズでの転送。
2. AM ビット（CHCRレジスタのビット17）を0 （読み出しサイクルでDACKを出力）に設定した場合は転送可能です。

3. AM ビット（CHCRレジスタのビット17）を1 （書き込みサイクルでDACKを出力）に設定した場合は転送可能です。

表14.11 周辺モジュールリクエストモードでのDMA 転送区間

注 . 転送元又は転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズでの転送。転送元又は転送先は
周辺リクエストの要求元レジスタである必要があります。また、サイクルスチールモードのみ選択可能です。

転送元
転送先

LBSC 空間 DDR 空間 周辺モジュール（注） IL メモリ

LBSC 空間 〇 〇 〇 〇

DDR 空間 〇 〇 〇 〇

周辺モジュール（注） 〇 〇 〇 〇

IL メモリ 〇 〇 〇 〇

転送元
転送先

LBSC 空間 DDR 空間 周辺モジュール（注1） IL メモリ

LBSC 空間 〇 〇（注2） 〇 〇

DDR 空間 〇（注3） ｘ 〇（注3） 〇（注3）

周辺モジュール（注1） 〇 〇（注2） 〇 〇

IL メモリ 〇 〇（注2） 〇 〇

転送元
転送先

LBSC 空間 DDR 空間 周辺モジュール（注） IL メモリ

LBSC 空間 × × 〇 ×

DDR 空間 × × 〇 ×

周辺モジュール（注） 〇 〇 〇 〇

IL メモリ × × 〇 ×
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(4) バスモードとチャネルの優先順位
優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル1 がバーストモード転送中でも、それより優

先順位の高いチャネル0 に転送要求が発生すると、ただちにチャネル0 の転送を開始します。

このとき、チャネル 0 もバーストモードの場合は、優先順位の高いチャネル 0 の転送がすべて終了し

てから、チャネル1 の転送を継続します。

また、チャネル 0 がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0 が 1 転送単位の

転送を行った後、バス権を解放せずに連続してチャネル1 が転送されます。その後も、チャネル0→チャ

ネル1→チャネル0→チャネル1 というように交互に転送が行われます。

この例を図 14.16 に示します。競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その中で一番優

先順位の高いチャネルが優先実行されます。
DMA 転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべてのバースト転送が終了するまで、バス権は

バスマスタに開放しません。

図 14.16     複数チャネルが動作する場合のバス状態

ラウンドロビンモードでは、図14.9 に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサ

イクルスチールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在させることはできません。

14.4.4 転送フロー

DMA ソースアドレスレジスタ（SAR）、DMA デスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMA
トランスファカウントレジスタ（TCR）、DMA チャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMA オペレー

ションレジスタ（DMAOR）、DMA 拡張リソースセレクタ（DMARS）に目的の転送条件設定後、DMAC
は以下の順序でデータを転送します。

1. オートリクエストモード時は、DME＝ 1、TE＝ 0、AE＝ 0、NMIF＝ 0のとき、DE＝ 1にすると、

転送を開始します。外部リクエスト及び周辺モジュールリクエスト時は、DE＝ 1、DME＝ 1、TE

＝0、AE＝0、NMIF＝0のとき転送要求が発生すると、転送を開始します。

2. １回の転送（１転送単位：TS2～TS0の設定により決定）を行うごとに、TCRの値を１デクリメン

トします。

3. 指定された回数の転送を終える（TCR の値が 0 になる）と、転送を正常に終了します。このとき

CHCR の IEビット＝１であれば、CPU にDMINT 割り込みを発生します。

4. DMAC によるアドレスエラー又は NMI 割り込みが発生した場合には、転送を中断します。また

CHCR のDE ビット又はDMAOR のDME ビットを“0”にしたときも転送を中断します。

図14.17 にDMA 転送のフローチャートを示します。

DMA CH1 DMA CH0とCH1の DMA CH1

SuperHyway SH-4A DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH1 SH-4A
バスサイクル

CH0転送要因

CH1転送要因

優先順位：
CH0：
CH1：

CH0＞CH1

サイクルスチールモード
バーストモード

バーストモード バーストモード バーストモード
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図 14.17     DMA 転送フローチャート

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

Yes

No
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No

No

No

No

No

TE = 1

Yes

Yes

  

TCRB[7:0] = 0?

TCR = TCRB/2?

Yes

Yes

Yes

TCR = 0?

開始

初期設定
（SAR、DAR、TCR、CHCR、DMAOR、

SARB、DARB、TCRB、DMARS）

DE、DME＝1と
TE、AE、NMIF＝0?

転送要求発生？

転送実行（1転送単位） ：
TCR－1 → TCR、SAR、およびDARの更新
リロードモード実行時 ：
TCRB[7:0]－1 →TCRB[7:0]

リロードモード?

DMINT割り込み要求
（IE＝1のとき）

リピートモード?

NMIF＝1、
AE＝1、DE＝0、または

DME＝0?

正常終了

SARB/DARBロード
TCRB → TCRロード

HIE＝0またはHE＝1?

HE＝1、DMINT割り込み要求
（HIE＝1）

NMIF＝1、
AE＝1、DE＝0、または

DME＝0?

転送終了

バスモード
DREQ検出方法
転送要求モード

SARB/DARBロード
TCRB[23:16] → TCRB[7:0] ロード

注 リピートモード実行時、HIE＝1 かつHE＝0 （ハーフエンド割り込みを許可し、
HE＝1になった後HE＝0にクリアした場合）であれば、TE＝1 でも転送要求を受け付けます。
オートリクエストの場合、NMIF＝0,AE＝0 かつ、TE＝0 もしくはTE＝1、HE＝0、HIE＝1

（リピートモード時）で、DE、DME が1 にセットされると転送を開始します。
バーストモードでDREQ がレベル検出(外部リクエスト)か、サイクルスチールモード
バーストモードでDREQ がエッジ検出(外部リクエスト)か、バーストモードでオートリクエスト
SAR 及びDAR へのロードは、各モードの動作条件によって異なります。

1.

2. 

3.

4. 

5.

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

（注 ）

（注5）
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14.4.5 データ転送モード

(1) リピートモード
リピートモードを選択すると、転送元アドレス／転送先アドレス／転送回数を再設定することなく、

繰り返しDMA転送を実行できます。RPT[2:0]ビットの設定により、それら３つの設定値を繰り返し使用

する（RPT[2:0]＝001）、転送先アドレス／転送回数の設定値を繰り返し使用する（RPT[2:0]＝010）、転

送元アドレス／転送回数の設定値を繰り返し使用する（RPT[2:0]＝011）のいずれかが選択できます。

図14.18にリピートモードを示します。

図 14.18     リピートモード
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また、リピートモードをハーフエンド機能と同時に使用することで、ダブルバッファ転送を仮想的に
実行できます。以下に、外部メモリから40ワードのデータを取り込むごとに順次処理を行う例について

説明します。

1. DMACの設定

SARに外部メモリのアドレスを設定します。

DARに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定します。

TCRにH'50（80回）を設定します。

CHCRに以下の設定をします。

この他、TB、TSなど使用条件に合わせて設定。

DMAORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1 を設定します。

2. 1.の設定によりDMA転送開始

3. TCRが初期設定値の1/2になり割り込み発生。

割り込み処理にて、CHCRを読み出しHE（ビット19）が1 がであることを確認した後HEを0にし、

DARに設定したアドレスから40ワード分のデータの処理を実行。

4. TCRが0になり割り込み発生。

割り込み処理にて、CHCRを読み出しTE（ビット1）が1であることを確認した後TEを0にし、DAR
に設定したアドレス＋40のアドレスから40ワード分のデータの処理を実行。

この際、DMACでは、DARにDARBの値がコピーされ初期化されるとともに、TCRにもTCRBの

値がコピーされ、初期値CH80に戻ります。

5. 以後、2.～4.がDME＝B'0もしくはDE＝B'0が設定されるか、NMI割り込みが発生するまで繰り

返し実行されます（3.でHEを0にしなかった場合、又は4.でTEを0にしなかった場合、HE＝1か

つTE＝1の条件で停止します）。

つまり、本機能を使用することで、順次受け取るデータの格納バッファと信号処理用のデータバッ
ファとを交互に切り替えながら、逐次処理が可能となります。

(2) リロードモード
リロードモードを選択すると、TCR＝ 0になるまで、転送元アドレス／転送先アドレスを再設定する

ことなく、TCRB[23:16]に設定した回数分DMA転送を実行できます。RPT[2:0]ビットの設定により、転

送元アドレス／転送先アドレスの設定値を繰り返し使用する（RPT[2:0]＝101）、転送先アドレスの設定

値を繰り返し使用する（RPT[2:0]＝110）、転送元アドレスの設定値を繰り返し使用する（RPT[2:0]＝111）
のいずれかが選択できます。
このモードは、特定エリアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。
図14.19にリロードモードを示します。

RPT（ビット27、26、25）＝B'010 ：リピートモード（DARをリピート領域として使用）

HIE（ビット18）＝B'1 ：TCR/2の割り込み発生

DM（ビット15、14）＝B'01 ：DARはインクリメント

SM（ビット13、12）＝B'00 ：SARは固定

IE（ビット2）＝B'1 ：割り込み許可

DE（ビット0）＝B'1 ：DMA転送許可
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図 14.19     リロードモード転送

リロードモード時は、TCRB をリロードカウンタとして使用します。「14.3.6 DMA トランスファカウ

ントレジスタB0～ 3、6～ 9、12～ 15、18～ 21 （TCRB0～ 3、TCRB6～ 9、TCRB12～ 15、TCRB18～
21）」を参照し、TCRB を設定してください。
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14.5 使用上の注意

本DMAC を使用する際は、以下のことに注意してください。

14.5.1 モジュールストップについて

本 DMAC 動作中に、MSTPCR レジスタ設定によるモジュールストップを行わないでください。モ

ジュールストップさせた場合、動作中の転送内容は保証できません。

14.5.2 アドレスエラーについて

DMA アドレスエラーが発生した場合、下記手順を行った後、DMAOR に対応する全チャネルの再設

定をしてから転送を開始してください。

1. 下記モジュール関連レジスタへのダミーリード

2. SYNCO命令を発行

3. DMAアドレスエラーの発生したDMAORに対応する全チャネルの再設定

・DMAOR0レジスタのAEビットが1にセットされた場合はチャネル0～5の再設定

・DMAOR1レジスタのAEビットが1にセットされた場合はチャネル6～11の再設定

・DMAOR2レジスタのAEビットが1にセットされた場合はチャネル12～17の再設定

・DMAOR3レジスタのAEビットが1にセットされた場合はチャネル18～23の再設定

14.5.3 バーストモード転送時の注意

バーストモード転送中は、そのチャネルの転送が完了するまでスリープモードに遷移させないでくだ
さい。

14.5.4 DACK、TEND の分割出力

8 ビット外部デバイスや16 ビット外部デバイスに対するロングワードアクセス時、又は8 ビット外部

デバイスに対するワードアクセス時など、DMA 転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバス

サイクル間でCS がネゲートする場合、データをアライメントするためCSn 同様にDACK 出力及びTEND
出力も分割されるので注意してください。

14.5.5 DMINT 割り込みのクリアについて

クリアしたDMINT 割り込みを再度受け付けないようにするために、INT2B3、INT2A04、INT2A05 レ
ジスタの該当フラグが0 になったことを確認した後にBL ビットを0にするか、又はRTE 命令を実行して

ください。

・LBSC ：BCR（バスステートコントロールレジスタ）

・INTC ：INT2B3（内部モジュール割り込み要因レジスタ3）

   INT2A04（割り込み要因レジスタ04）

   INT2A05（割り込み要因レジスタ05）

・ILメモリ

・ETHER
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14.5.6 外部バス幅を超えるDMA 転送サイズにおけるCSn 出力の設定

1 回のDMA 転送が複数のバスサイクルに分かれる場合（注1）、それらのバスサイクル間でCSn がネゲー

トされないように設定してください（注2）。設定の詳細は表14.12 を参照してください。

バスサイクル間でCSn がネゲートされる設定をおこなった場合、DREQ のサンプリングが正しく行わ

れず、誤動作する可能性があります。

注 . LBSC 外部バス幅以上のDMA 転送単位で転送を行う場合。

例：8、16 ビットバス幅のエリアにロングワード（32 ビット）、16、32 バイト転送を行った   
場合、又は8 ビットのエリアにワード（16 ビット）転送を行った場合。

注 . バスサイクル間でCSn がネゲートされる場合、DACK 出力もネゲートされます（DACK が分

割されます）。

14.5.7 DACK のアサートとDREQ 検出について

2 回以上のDMA 転送において、DREQ レベル検出オーバラン1 、及びDREQ エッジ検出の場合、それ

ぞれの DMA 転送の間も DACK がアサートされ続けてしまう場合（注）があります。この場合、DMA 転
送が途中で停止状態となり、正しく行われない可能性がありますので、下記のように設定して、それぞ
れのDMA 転送の間にアイドルを1 サイクル以上挿入してください。

転送元がLBSC 空間で、読み出しサイクルにDACK を出力する設定（CHCRレジスタのAMビット＝

0）の場合

(1) IWRRD＝B'001～B'111（別空間リード－リードサイクル間アイドルを1 サイクル以上挿入）

(2) IWRRS＝B'001～B'111（同一空間リード－リードサイクル間アイドルを1 サイクル以上

挿入）
転送先がLBSC 空間で、書き込みサイクルにDACK を出力する設定（CHCRレジスタのAMビット＝

1）の場合

(1) IWW＝B'00～B'111（ライト－リード／ライト－ライトサイクル間アイドルを1 サイクル以上

挿入）

IWRRDビット：CSnBCRレジスタのビット18～16
IWRRSビット ：CSnBCRレジスタのビット14～12
IWWビット：CSnBCRレジスタのビット30～28

注 . 転送元がLBSC 空間で読み出しサイクルにDACK を出力する設定の場合、又は転送先がLBSC 
空間で書き込みサイクルにDACK を出力する設定の場合で、アイドルサイクルなしを設定

（CSnBCRレジスタの IWRRDビット、IWRRSビット、IWWビット にB'000を設定）した場合。

転送元と転送先がともにLBSC 空間の場合は該当しません。

表14.12 に1 回のDMA 転送におけるバスサイクル発生数とLBSC のレジスタ設定を示します。本設定

により、複数のバスサイクルが発生した場合においても、CSn はネゲートされません。なお、下記設定

において、転送元又は転送先のどちらか一方のみがLBSC 空間の場合、2 回以上のDMA 転送の間もDACK
がアサートされ続けてしまうのを避けるため、CSnBCRレジスタの IWRRDビット、IWRRSビット 又は

IWW ビットをB'001～B'111 に設定してください。この場合、16 バイト転送では複数のバスサイクルが

発生し、かつそれらバスサイクルの間でCSn がネゲートされるためDREQ のサンプリングが正しく行わ

れず、誤動作する可能性がありますので注意してください。
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表14.12 1回のDMA 転送におけるバスサイクル発生数とLBSC のレジスタ設定
（SRAM、バーストROM、バイト制御SRAM インタフェース使用時）

注 . IWRRDビット：CSnBCRレジスタのビット18～16
IWRRSビット ：CSnBCRレジスタのビット14～12
IWWビット     ：CSnBCRレジスタのビット30～28
ADSビット     ：CSnWCRレジスタのビット30～28
ADHビット     ：CSnWCRレジスタのビット26～24

バス幅
[ビット ]

DMA 転送の

アクセスサイズ

バスサイクル

発生数

CSn がネゲートされない設定

IWRRD、IWRRS、又は IWW ADS 、及び ADH

8 バイト 1 任意 任意

ワード 2 任意 B'000

ロングワード 4 任意 B'000

16 バイト 16 B'000 B'000

32 バイト 32 任意 B'000

16 バイト 1 任意 任意

ワード 1 任意 任意

ロングワード 2 任意 B'000

16 バイト 8 B'000 B'000

32 バイト 16 任意 B'000
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15. シリアルペリフェラルインタフェース（SPI0）
本 LSI は、外部 SPI フラッシュメモリからのブート機能を実現するためのシリアルペリフェラルインタ

フェース（SPI0）を内蔵しています。SPI0 は、「外部SPI フラッシュメモリ→内蔵 IL メモリ」と「外部SPI
フラッシュメモリ→（SHwy 経由）→ 外部DDR3 メモリ」の2 種類のデータ転送を行います。

SPI0 の位置付けを図15.1 に示します。

図 15.1     SPI0 の位置付け

図15.1 に示すようにSPI0 は、外部SPI フラッシュメモリとSHwy に接続され、「外部SPI フラッシュメモ

リ→  内蔵 IL メモリ」転送と「外部SPI フラッシュメモリ→ （SHwy 経由）→ 外部DDR3 メモリ」転送を制

御します。

外部SPIフラッシュメモリ

SPI0

外部DDR3メモリ

DBSC3

本 LSI

SH-4A

 

「外部SPIフラッシュメモリ → (SHwy経由) → 外部DDR3 メモリ」転送

 

「外部SPIフラッシュメモリ → 内蔵IL メモリ」転送 
IL メモリ

SHwy
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15.1 特長

15.1.1 特長

SPI0 の特長を以下に示します。

•  転送データサイズ

内蔵 ILメモリアクセス、外部DDR3メモリアクセスともに32バイト単位

• 最大転送バイト数
内蔵 ILメモリアクセス：2,048バイト固定

外部DDR3メモリアクセス：最大128Mバイトの設定が可能

•  送信FIFO／受信FIFO
各8ビット×32段（32バイト）

•  シリアルデータ

MSBからの送信／受信、LSBからの送信／受信を選択可能

•  ソフトウェアリセット

ソフトウェアリセット可能
送信FIFO／受信FIFOをリセット可能

•  割り込み要求

- 転送終了割り込み
- 送信FIFOエンプティ割り込み

- 送信FIFOフル割り込み

- 受信FIFOエンプティ割り込み

- 受信FIFOフル割り込み

• 4本のチップセレクト信号

４本のチップセレクト信号でそれぞれの外部SPIフラッシュメモリを制御可能

• デュアルアウトプットモードをサポート
注 .デュアルインプットモードには対応していません。

• ABR (オルタネートブートブロックリカバリ ) 機能

SPI0は、チップセレクト領域 0に接続されたSPI フラッシュメモリ空間（上位半分、もしくは下

位半分の領域）がブート領域になります。
ABR機能により、メモリ空間の上位半分、もしくは下位半分を自動的にブート領域に割り付けま

す。
ABR機能の詳細については、「17. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。

専用端子のBOOTFMSによる、最初の読み出しアクセス時にSPI フラッシュメモリ空間の上位半

分（BOOTFMS = H ）、または下位半分（BOOTFMS = L ）を選択できます。

• 外部SPIフラッシュメモリのサイズは４種類 (1MB、2MB、4MB、8MB)から選択（その他のサイ

ズには対応していません）
BOOTSZ0、BOOTSZ1端子により、SPI フラッシュサイズ（1MB、2MB、4MB、8MB）を指定可能

• アクセス可能なSPI フラッシュメモリ空間について

(i) SP0-SS0端子を使用

a) 読み出し動作時

- 接続されているSPI フラッシュメモリの上位半分の空間

（SPI フラッシュメモリの上位半分の空間からブート時、またはOR0 のFMSビット= 1 時）

- 接続されているSPI フラッシュメモリの全空間

（SPI フラッシュメモリの下位半分の空間からブート時、またはOR0 のFMSビット = 0 時）
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b) 書き込み動作時

 接続されているSPI フラッシュメモリの全空間（1MB、2MB、4MB、8MB）

(ii) SP0-SS1端子、SP0-SS2端子、SP0-SS3端子を使用

a) 読み出し／書き込み動作時

SPI フラッシュメモリの全空間（1MB、2MB、4MB、8MB）

• ライトプロテクト領域のサイズを３種類から選択可能
BOOTWPSZ0、BOOTWPSZ1端子でライトプロテクト領域のサイズ (64KB、128KB、256KB)を選

択します。ライトプロテクト領域はメモリ空間の上位半分と下位半分の最下位アドレスから割り
付けられます。BOOTWP端子でライトプロテクト領域のライトプロテクト機能を制御します。

15.1.2 外部SPI フラッシュメモリからのブートシーケンス

MD6端子でSH-4Aのブート動作を制御します。MD6端子がHの状態でパワーオンリセットを解除する

と外部 SPI フラッシュメモリからブート動作を開始します。ブート動作は最初にハードウェア転送を行

い、その後、ソフトウェア転送を行います。転送条件は「バースト長を３２バイト固定」、及び「アド
レスインクリメントアクセス」です。

(1) ハードウェアデータ転送
• 外部SPI フラッシュメモリ → 内蔵 ILメモリ

MD6端子がHの状態でパワーオンリセットを解除するとハードウェアデータ転送を開始します。

この転送でソフトウェアデータ転送を行うための初期設定プログラム及びリセット例外処理プ
ログラムを内蔵 IL メモリに転送してください。リセット例外処理に関しては「17. リセット、

ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。

(2) ソフトウェアデータ転送
• 外部SPI フラッシュメモリ →（SHwy経由）→ 外部DDR3メモリ

ソフトウェアデータ転送はSH-4AでSPIDMCORのDMENビットを"1"にすると転送を開始します。

ソフトウェアデータ転送でプログラムを外部DDR3メモリに展開してください。
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15.2 ブロック図

SPI0 のブロック図を図15.2 に示します。図15.2 に示すようにSPI0 は、SPI コアとSPI SHwyIF から構

成されます。

図 15.2     ブロック図
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15.3 入出力端子

SPI0 の入出力端子を表15.1 に示します。

表15.1 端子構成

名 称 記号 入出力 機 能

SPI0 マスタ出力 SP0-MOSI 入出力 SPI0 マスタデータ入出力端子

SPI0 マスタ入力 SP0-MISO 入力 SPI0 マスタデータ入力端子

SPI0 クロック SP0-SCK 出力 SPI0 シリアルクロック出力端子

SPI0 クロックフィードバック SP0-SCK_FB 入力 SPI0 シリアルクロックフィードバック入力端子

SPI0 チップセレクト 3 SP0-SS3 出力 SPI0 スレーブデバイス3 セレクト出力端子

SPI0 チップセレクト2 SP0-SS2 出力 SPI0 スレーブデバイス2 セレクト出力端子

SPI0 チップセレクト 1 SP0-SS1 出力 SPI0  スレーブデバイス1 セレクト出力端子

SPI0 チップセレクト0 SP0-SS0 出力 SPI0 スレーブデバイス0 セレクト出力端子

SPI0 ブートフラッシュライト

プロテクト

BOOTWP 入力 L ：SPI0ライトプロテクト有効

H ：SPI0ライトプロテクト無効

SPI0 ライトプロテクトサイズ BOOTWPSZ0、
BOOTWPSZ1

入力 SPI1 フラッシュライトプロテクトエリアのサイズを選

択

LL ：256 KB

LH ：512 KB

HL ：1 MB

HH ：設定禁止

SPI ブートフラッシュメモリ

領域選択

（ABR開始アドレス )

BOOTFMS 入力 SPI0のABR動作の初期ロード領域を選択

L ：SPI0はSPI フラッシュメモリエリアの下半分から

　　ロード

H ：SPI0はSPI フラッシュメモリエリアの上半分から

　　ロード

SPI ブートフラッシュメモリ

デバイスサイズ選択

BOOTSZ0、 
BOOTSZ1

入力 SPI0 フラッシュロジカルサイズ（ABR用）を設定

LL ：1 MB

LH ：2 MB

HL ：4 MB

HH ：8 MB

SPI0 モジュール設定 SPI0VER 入力 Lを入力してください

SPI0 ブートイネーブル MD6 入力 MD６ 端子の状態がHレベルのとき、SPI0のブート機

能は有効です。

その際、LBSCの CS0 空間は使用できません。
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15.4 レジスタの説明

SPI0 のレジスタ構成、及び各処理モードにおけるレジスタの状態を表15.2 に示します。

指定されたビット幅で、レジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジ
スタにアクセスした場合、動作は保証できません。

表15.2 レジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス

アク

セス

サイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット (注2）

WDMA 転送先アドレスレジスタ SPIWDMADR R/W H'FE00 1018 32 H'0020 0000 H'0020 0000 H'0020 0000

WDMA転送語数レジスタ SPIWDMCNTR R/W H'FE00 1020 32 H'0000 0800 H'0000 0800 H'0000 0800

DMA コントロールレジスタ SPIDMCOR R/W H'FE00 1028 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

割り込みステータスレジスタ SPIDMINTSR R/W H'FE00 1188 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

割り込みマスクレジスタ SPIDMINTMR R/W H'FE00 1190 32 H'0000 0007 H'0000 0007 保持

SPI コア送信バッファレジスタ TBR W H'FE00 2000 32 H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX H'XXXX XXXX

SPI コア受信バッファレジスタ RBR R H'FE00 2000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

SPI コアコントロール／

ステータスレジスタ1

CR1 R/W H'FE00 2008 32 H'0000 00AX H'0000 00AX 保持

SPIコアコントロールレジスタ2 CR2 R/W H'FE00 2010 32 H'0000 0007 H'0000 0007 保持

SPI コアコントロールレジスタ3 CR3 R/W H'FE00 2018 32 H'0000 00XX H'0000 00XX 保持

SPI コアコントロールレジスタ 4 CR4 R/W H'FE00 2020 32 H'0000 0002 H'0000 0002 保持

SPI コアコントロールレジスタ 5 CR5 R/W H'FE00 2028 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI コアコントロールレジスタ 6 CR6 R/W H'FE00 2030 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI コアコントロールレジスタ 7 
（インデックスレジスタ）  

CR7 R/W H'FE00 2038 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPIコアコントロールレジスタ 8 
（データレジスタ）  

CR8 R/W H'FE00 2040 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ 0 
（コンフィグレーションインプッ

ト状態）  

OR0 R/W N/A（注1） 32 H'0000 00XX H'0000 00XX 保持

SPI オペレーションレジスタ 1 
（WRPG オペコード） 

OR1 R/W N/A（注1） 32 H'0000 0002 H'0000 0002 保持

SPI オペレーションレジスタ 2 
（ER32 オペコード）  

OR2 R/W N/A（注1） 32 H'0000 0052 H'0000 0052 保持

SPI オペレーションレジスタ 3 
（ER64 オペコード） 

OR3 R/W N/A（注1） 32 H'0000 00D8 H'0000 00D8 保持

SPI オペレーションレジスタ 4 
（ERSC オペコード） 

OR4 R/W N/A（注1） 32 H'0000 0020 H'0000 0020 保持

SPI オペレーションレジスタ 5 
（ERC1 オペコード）  

OR5 R/W N/A（注1） 32 H'0000 0060 H'0000 0060 保持

SPI オペレーションレジスタ 6 
（ERC2 オペコード） 

OR6 R/W N/A（注1） 32 H'0000 00C7 H'0000 00C7 保持

SPI オペレーションレジスタ 7 
（READ オペコード）  

OR7 R/W N/A（注1） 32 H'0000 0003 H'0000 0003 保持

SPI オペレーションレジスタ 8 
（RDFT オペコード） 

OR8 R/W N/A（注1） 32 H'0000 000B H'0000 000B 保持
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注1. インデックス レジスタ（CR7）、データレジスタ（CR8）の一組を介してアクセスできないレジスタです。

　 2. SPIDMCORレジスタのDMRSTビットを1に設定してください。

15.4.1 WDMA 転送先アドレスレジスタ（SPIWDMADR）

SPIWDMADR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、DMA 転送時のデータの転送先

の外部DDR3 メモリアドレスを設定します。

本レジスタの値は、パワーオンリセット、マニュアルリセット、及び SPI SHwyIF のソフトウェアリ

セット（DMRSTビット（SPIDMCORレジスタ のビット31））時に初期化されます。

SPI オペレーションレジスタ 9 
（RDDO オペコード） 

OR9 R/W N/A（注1） 32 H'0000 003B H'0000 003B 保持

SPI オペレーションレジスタ A 
（WPA ビット23～16）  

ORA R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ B 
（WPA ビット15～8）  

ORB R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ C 
（WPA ビット7～0）  

ORC R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ D 
（WpM ビット23～16）  

ORD R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ E 
（WpM ビット15～8） 

ORE R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

SPI オペレーションレジスタ F 
（WpM ビット7～0）  

ORF R/W N/A（注1） 32 H'0000 0000 H'0000 0000 保持

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 22 WDMADR31 ～ 
WDMADR22

0 R/W DMA 転送先アドレス

本ビットは、DMA 転送時のデータ転送先の外部DDR3メモリア

ドレスを設定します21 WDMADR21 1 R/W

20 ～ 5 WDMADR20 ～ 
WDMADR5

0 R/W

4 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000001000000000 0

WDMADR[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯WDMADR[15:5]

⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 15.  シリアルペリフェラルインタフェース（SPI0）

 Page 15-8

15.4.2 WDMA 転送語数レジスタ（SPIWDMCNTR）

SPIWDMCNTR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、DMA 転送時のデータの転送

語数（バイト数）を設定します。
本レジスタの値は、パワーオンリセット、マニュアルリセット及びSPI SHwyインタフェースのソフト

ウェアリセット (DMRSTビット（SPIDMCORレジスタのビット31）を”１”に設定 )時に初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 WDMCNT31 ～ 
WDMCNT12

0 R/W DMA 転送語数

本ビットは、DMA 転送時のデータの転送語数を32 バイト単位で

設定します。11 WDMCNT11 1 R/W

10 ～ 5 WDMCNT10～ 
WDMCNT5

0 R/W

4～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

WDMCNT[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000001000 0

⎯⎯⎯⎯⎯WDMCNT[15:5]

⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.3 DMAコントロールレジスタ（SPIDMCOR）

SPIDMCOR は、SPI SHwyIF の動作／停止の制御を行います。

本レジスタの値は、ビット31（DMRST）を除きパワーオンリセット、マニュアルリセット、及びSPI
SHwyIF のソフトウェアリセット（SPIDMCORレジスタ のDMRSTビットを１に設定）時に初期化され

ます。ビット31（DMRST）は、パワーオンリセット、及びマニュアルリセットにて初期化されます。

注 . DMEN ビットの初期値は、MD6 端子の設定によって異なります。

MD6 = L 時　: DMEN = 0（動作停止）

MD6 = H 時　: DMEN = 1 （動作許可）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 DMRST 0 R/W SPI SHwyIF ソフトウェアリセット

本ビットは、SPI SHwyIF をリセットし、転送を中止します。

読み出すと常に0 が読み出されます。

0：ソフトウェアリセット無効

1：ソフトウェアリセット有効

30 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 DMEN 0/1(注） R/W SPI SHwyIF イネーブル

本ビットは、SPI SHwyIF のDMA 転送動作を許可／禁止します。

0：動作停止

1：動作許可

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯DMRST ⎯

01234567891011121315 14

0/1（注）00000000000000 0

DMEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.4 割り込みステータスレジスタ（SPIDMINTSR）

SPIDMINTSR は、SPI SHwyIF の転送終了割り込み要因を示します。

本レジスタの値は、パワーオンリセット、マニュアルリセット、及び SPI SHwyIF のソフトウェアリ

セット時に初期化されます。割り込みマスクレジスタ（SPIDMINTMR）で転送終了割り込みが許可され

ていれば、SH-4A に対して割り込みを要求します。

SPIDMINTSR の各ビットは、1 書き込みで0 クリアされます。0 書き込み時は無視されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 DMEND 0 R/(W) 転送終了

本ビットは、SPIWDMCNTR に設定された分のデータ転送が終了

したことを示します。

0：SPIWDMCNTR に設定された分のデータ転送が終了してい

ない

1：SPIWDMCNTR に設定された分のデータ転送が終了した

1、0 — Ｘ — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

01234567891011121315 14

XX0000000000000 0

DM
END

R/(W)

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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15.4.5 割り込みマスクレジスタ（SPIDMINTMR）

SPIDMINTMR は、SPI SHwyIF の転送終了割り込み要因をマスクします。

本レジスタの値は、パワーオンリセット、及び SPI SHwyIF のマニュアルリセット（SPIDMCOR レジ

スタ のDMRSTビットを”１”に設定）時に初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 DMENDM 1 R/W DMEND 割り込み要因マスク

本ビットは、DMEND 割り込み要因のマスクを設定します。

0：DMEND 割り込み要因をマスクしない

1：DMEND 割り込み要因をマスクする

1、 0 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

01234567891011121315 14

1000000000000 0

DM
ENDM

R/W

1 1

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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15.4.6 SPI コア送信バッファレジスタ（TBR）

TBR は、書き込みのみ可能な32 ビットのレジスタで、外部SPI フラッシュメモリへ転送するデータを

設定します。
TBR にデータを書き込むごとに、送信FIFO のライトポインタがインクリメントされます。送信FIFO

の状態は、TBE、TBFビット（CR１レジスタ のビット7、6）から読み出され検出されます。

15.4.7 SPI コア受信バッファレジスタ（RBR）

RBR は、読み出しのみ可能な32 ビットのレジスタで、外部SPI フラッシュメモリから受信したデータ

を示します。
RBR のデータを読み出すごとに、受信FIFO のリードポインタがインクリメントされます。受信FIFO

の状態は、RBE、RBFビット（CR１ レジスタのビット5、4）から読み出され検出されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — — — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 TXD — W 送信データ

本ビットは、外部SPI フラッシュメモリへ転送するデータを設定

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 RXD 0 R 受信データ

本ビットは、外部SPI フラッシュメモリから受信したデータを示

します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

TXD⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

WWWWWWWW

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RXD⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.8 SPI コアコントロール／ステータスレジスタ1（CR1）

CR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、SPI コア内送信FIFO／受信FIFO の状態

を示し、 SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、 SP0-SS0 端子出力の許可／禁止を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 TBE 1 R SPI コア内送信FIFO エンプティフラグ

本ビットは、SPI コア内送信FIFO がエンプティであることを示

します。TBEI ビット（CR4 レジスタのビット7）が ”1” のとき、

本フラグが ”1” になるとSPI コア内送信FIFO エンプティ割り込み

が発生します。

［セット条件］

データ送信によりSPI コア内送信FIFO がエンプティになったと

き

パワーオンリセット及びFIFO リセット（RSTFビット（CR2レ
ジスタのビット7）＝1）時

［クリア条件］

TBR に送信データが書き込まれて、SPI コア内送信FIFO がエン

プティでなくなったとき

6 TBF 0 R SPI コア内送信FIFO フルフラグ

本ビットは、SPI コア内送信FIFO がフルであることを示します。

CR4レジスタ のTBFIビットが ”1” のとき、本フラグが”1” になる

とSPI コア内送信FIFO フル割り込みが発生します。

［セット条件］

TBR に送信データが書き込まれて、SPI コア内送信FIFO がフル

になったとき

［クリア条件］

データ送信によりSPI コア内送信FIFO がフルでなくなったとき

パワーオンリセット及びFIFO リセット（CR2レジスタのRSTF
ビット＝1）時

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

0/1（注）00001010000000 0

SSASSDSSDBRBFRBETBFTBE⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/W⎯RRRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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5 RBE 1 R SPI コア内受信FIFO エンプティフラグ

本ビットは、SPI コア内受信FIFO がエンプティであることを示

します。RBEI ビット（CR4 レジスタのビット5）が ”1”  のとき、

本フラグが ”1” になるとSPI コア内受信FIFO エンプティ割り込み

が発生します。

［セット条件］

RBR の最後の受信データが読み出され、SPI コア内受信FIFO が
エンプティになったとき

パワーオンリセット及びFIFO リセット（CR2レジスタのRSTF
ビット＝1）時

［クリア条件］

データ受信によりSPI コア内受信FIFO がエンプティでなくなっ

たとき

4 RBF 0 R SPI コア内受信FIFO フルフラグ

本ビットは、SPI コア内受信FIFO がフルであることを示します。

RBFIビット（CR4 レジスタのビット4）が ”1”  のとき、本フラグ

が ”1”  になるとSPI コア内受信FIFO フル割り込みが発生します。

［セット条件］

データ受信によりSPI コア内受信FIFO がフルになったとき

［クリア条件］

RBR の受信データが読み出され、SPI コア内受信FIFO がフルで

なくなったとき

パワーオンリセット及びFIFO リセット（CR2レジスタのRSTF
ビット＝1）時

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 SSDB 0 R/W バースト終了による SP0-SS3、SP0-SS2、SP0-SS1、SP0-SS0 
デアサートイネーブル

本ビットは、バースト終了によるSP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-
SS1、 SP0-SS0 のネゲートの許可／禁止の設定します。詳細は

SSD ビットの説明を参照してください。

1 SSD 0 R/W SPI サイクル終了による SP0-SS3、SP0-SS2、SP0-SS1、SP0-
SS0 デアサートイネーブル

本ビットは、SPI サイクル終了による SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-
SS1、 SP0-SS0 のネゲートを制御します。SSDB、SSD ビットの

設定により下記の3 モードを選択することができます。

• モード 0 (SSDB = 0、 SSD = 0)
SSD ビットに1 が書き込まれるまで、SP0-SS3、SP0-SS2、 
SP0-SS1、  SP0-SS0 はネゲートされない。

• モード 1 (SSDB = 0/1、 SSD = 1)
SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、 SP0-SS0 はSPI サイクル終

了により自動的にネゲートされる。

• モード 2 (SSDB = 1、 SSD = 0)
SP0-SS3、 SP0-SS2、SP0-SS1、 SP0-SS0 は、最後のSPI サ
イクル終了によってのみ自動的にネゲートされる。最後の
SPI サイクルは、SPI コア内送信FIFO がエンプティになりか

つプリフェッチ要求がない（PFCビット（CR3レジスタの

ビット7～0）＝0）という条件で識別される。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . SSA ビットの初期値は、MD6 端子の設定により変動します。

MD6 = L 時　: SSA = 0 （許可しない）

MD6 = H 時　: SSA = 1（許可する）

15.4.9 SPI コアコントロールレジスタ2（CR2）

CR2 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、SPI コアの動作を制御します。

0 SSA 0/1(注） R/W SP0-SS3、SP0-SS2、SP0-SS1、SP0-SS0 アサートイネーブル

本ビットは、SPI サイクルによる SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-
SS1、SP0-SS0のアサートの許可／禁止を設定します。

0: TBE ビット、PFC ビットの状態にかかわらず、SP0-SS3、 
SP0-SS2、SP0-SS1、 SP0-SS0 のアサートを行わず、SPI 
サイクルを開始しません。

1: TBE ビット、PFC ビットの状態により、SP0-SS3、 SP0-
SS2、 SP0-SS1、 SP0-SS0 のアサートを行い、SPI サイクル

を開始します。（SPI 送信サイクルはTBE＝0 の状態で、SPI 
受信サイクルはTBE＝1 かつCR3レジスタのPFCビット>0 
の状態で開始されます。）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 RSTF 0 R/W SPI コア内送信FIFO／受信FIFO リセット

本ビットは、SPI コア内送信FIFO／受信FIFO をリセットしま

す。

0：FIFO リセット無効。

1：FIFO リセット有効。SPI コア内送信FIFO のライトポイン

タ、SPI コア内受信FIFO のリードポインタをリセットし、

CR1 レジスタのTBE、TBF ビットに ”１ ”をセットし、CR1 
レジスタのRBE、RBF ビットを ”１ ”にクリアします。

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 CPOL 0 R/W SP0-SCK 極性選択

本ビットは、SP0-SCK インアクティブ信号レベルを設定します。

0：SP0-SCK はLレベル時にインアクティブとなります。

1：SP0-SCK はHレベル時にインアクティブとなります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

11000000000000 0

DIVCODEL1M0CPHACPOLRSTF⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

1

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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4 CPHA 0 R/W SP0-SCK 位相選択

本ビットは、SP0-SCK の位相を選択し、データをドライブ、及

びラッチします。

0：データのドライブはSP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、SP0-
SS0の立ち下がりエッジとSP0-SCK の偶数エッジで行われ

ます。データのラッチは、SP0-SCK の奇数エッジで行われ

ます。

1：データのドライブは、SP0-SCK の奇数エッジで行われま

す。データのラッチはSP0-SCK の偶数エッジで行われま

す。

3 L1M0 0 R/W シリアルデータの選択

本ビットは、MSB ファーストかLSB ファーストを選択しし、シ

リアルデータを転送します。

0：MSB ファーストモードに設定します。転送時は、TBR[7]が
最初でTBR[0]が最後に送信されます。受信時は、RBR[7]が
最初でRBR[0]が最後に受信されます。

1：LSB ファーストモードに設定します。転送時は、TBR[0]が
最初でTBR[7]が最後に送信されます。受信時は、RBR[0]が
最初でRBR[7]が最後に受信されます。

2

1

0

DIVCODE[2]

DIVCODE[1]

DIVCODE[0]

1

1

1

R/W

R/W

R/W

SP0-SCK 分周比

本ビットは、SP0-SCK の分周比を設定します。

SP0-SCK はSHwy クロックを分周したものです。

分周値 SP0-SCK 周波数

000: 設定禁止 

001: 設定禁止 

010: 設定禁止 

011: 4 48 MHz

100: 5 38.4 MHz

101: 6 32 MHz

110: 7 27.4 MHz

111: 8 24 MHz

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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15.4.10 SPI コアコントロールレジスタ3（CR3）

CR3 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、SPI 受信サイクル数を指定するためのプ

リフェッチカウントを設定します。

注 . PFC ビットの初期値は、MD6 端子の設定により変動します。

MD6 = L 時　: H'00
MD6 = H時　: H'FF
MD6端子の状態がHレベルのとき、PFCの初期値は無効のためブートプログラムには終了処理が必要です。

「15.5.5 SPI データ転送時の概略動作」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — — — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 PFC 0/1(注） R/W プリフェッチカウント

本ビットは、SPI 受信サイクル数を指定するためのプリフェッチ

カウントを設定します。

• ケース1 (PFC = 0) 
プリフェッチは行われません。

• ケース 2 (PFC = H'FF) 
設定禁止
本設定は、自動実行される初期ブートロード時（MD6 = L ）
にのみ使用できます。ブートコードを 2KB ロードした後、

PFC ビットの値 を H'00 から H'20 に変更してください。

• ケース3 (0 < PFC  H'20) 
ケース2 と同様にプリフェッチが行われます。ただし、プリ

フェッチによりPFC のデクリメントが行われます。PFC が0 
になると、プリフェッチは終了します。

• ケース 4 (H'20 < PFC < H'FF)
設定禁止

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

0/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）0000000 0

PFC⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.11 SPI コアコントロールレジスタ4（CR4）

CR4 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、SPI コア内送信FIFO／受信FIFO 割り込

みイネーブル SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、 SP0-SS0選択を設定します。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 TBEI 0 R/W SPI コア内送信FIFO エンプティ割り込みイネーブル

0：SPI コア内送信FIFO エンプティ割り込みを許可しません。

1：SPI コア内送信FIFO エンプティ割り込みを許可します。

6 TBFI 0 R/W SPI コア内送信FIFO フル割り込みイネーブル

0：SPI コア内送信FIFO フル割り込みを許可しません。

1：SPI コア内送信FIFO フル割り込みを許可します。

5 RBEI 0 R/W SPI コア内受信FIFO エンプティ割り込みイネーブル

0：SPI コア内受信FIFO エンプティ割り込みを許可しません。

1：SPI コア内受信FIFO エンプティ割り込みを許可します。

4 RBFI 0 R/W SPI コア内受信FIFO フル割り込みイネーブル

0：SPI コア内受信FIFO フル割り込みを許可しません。

1：SPI コア内受信FIFO フル割り込みを許可します。

3 SSS1 0 R/W SPI フラッシュチップセレクト 1

SSS0 ビットの説明を参照してください。

2 WpAbort 0 R/W SPI フラッシュライトプロテクトアボート

ハードウェアで 1 を設定すると、常に SPI フラッシュサイクル

（このサイクルのオペコードはOR6からOR1に格納されたオペ

コードのうちの１つと等しい）を検出し、アボートします。

その際、本ビットを ”0” にクリアできます。”0” 書き込みは無効で

す。

1 SpiS0 1 R SPI FSM （Finite State Machine） アイドルステート

0：SPI FSM がSPI サイクルを処理中であることを示します。

新しいSPI サイクルを受け入れる準備ができていないことを

示します。

1：SPI FSM がアイドル状態であることを示します。新しい

SPI サイクルを受け入れる準備ができていることを示しま

す。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

010000000000000 0

SSS0SpiS0
Wp

Abort
RBFIRBEITBFITBEI⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/W

SSS1

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.12 SPI コアコントロールレジスタ 5 (CR5)

CR5 はTxFIFO の状態を示すレジスタです。

0 SSS0 0 R/W SPI フラッシュチップセレクト 0

SSS1と SSS0 ビットを同時に選択し、アクティブなSPI フラッ

シュチップセレクト信号を以下のとおりに割り当てます。

{SSS1,SSS0}: アクティブなSPI フラッシュチップセレクト信号

00: SP0-SS0 端子に割り当て

01: SP0-SS1 端子に割り当て

10: SP0-SS2 端子に割り当て

11: SP0-SS3 端子に割り当て

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 TBFCN 0 R TxFIFOデータ格納数カウンタ

TxFIFOに格納されているデータ数を示します。TxFIFOエンプ

ティの時は０、TxFIFOフルの時は32になります。

H'00 : TxFIFO エンプティ

H'01~H'1F : TxFIFOに格納されているデータ数

H'20 : TxFIFO フル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TBFCN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.13 コアコントロールレジスタ 6 (CR6)

CR6 はRxFIFO の状態を示すレジスタです。

15.4.14 SPI コアコントロールレジスタ 7 (CR7)

CR7はオペレーションレジスタ（OR0～ORF）をアクセスするためのインデックスレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 RBFCN 0 R RxFIFOデータ格納数カウンタ

RxFIFOに格納されているデータ数を示します。RxFIFOエンプ

ティ時は０、RxFIFOフルの時は32になります。

H'00 : RxFIFO エンプティ

H'01~H'1F : RxFIFOに格納されているデータ数

H'20 : RxFIFO フル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RBFCN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

INX⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.15 SPI コアコントロールレジスタ8 (CR8)

CR8はオペレーションレジスタ (OR0～ORF)のデータレジスタです。CR7の INXビットで設定したイ

ンデックスに対応するオペレーションレジスタの読み出し /書き込みが可能です。

7～ 0 INX 0 R/W OR0～ORFをアクセスするためのインデックスを設定します。

H'00 : OR0

H'01 : OR1

H'02 : OR2

H'03 : OR3

H'04 : OR4

H'05 : OR5

H'06 : OR6

H'07 : OR7

H'08 : OR8

H'09 : OR9

H'0A : ORA

H'0B : ORB

H'0C : ORC

H'0D : ORD

H'0E : ORE

H'0F : ORF

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 DAT 0 R/W OR0～ORFの読み出し及び書き込むデータを指定します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DAT⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.16 SPI オペレーションレジスタ0 (OR0) (コンフィグレーションピン )、 Index = 0

OR0は、専用のコンフィグレーション信号とPOR端子の状態を設定するレジスタです。インデックス

レジスタ（CR7）、データレジスタ（CR8）を介してアクセス可能です。

ライトプロテクト領域のサイズを以下の表に示します。ORAの説明も参照して下さい。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 WpSzSl 0 R/W ライトプロテクトサイズ指定方法選択ビット

ライトプロテクトサイズを指定する方法を選択します。

　0：BOOTWPSZ1、BOOTWPSZ0端子で指定

　1：ORD～ORFのWpM[23:0]で指定

6 RDDOen 0 R/W デュアル出力モードでの読み出し

1：デュアル出力モード選択時、SPI フラッシュはOR9 に設定

されたRDDOオペコードと等しいオペコード値の読み出し

を実行します。

0：シングル出力モード選択時、SPI フラッシュはオペコード

値の設定に関わらず、読み出しを実行します。

5、 4 FMSZ X R フラッシュメモリサイズ

BOOTSZ0 と BOOTSZ1 端子の状態を示します。

3、 2 WPSZ X R フラッシュライトプロテクトサイズ

BOOTWPSZ0 と BOOTWPSZ1 端子の状態を示します。

1 WPn X R ライトプロテクト（Lアクティブ時）

BOOTWP端子の状態を示します。

0 FMS X R フラッシュメモリ空間選択ビット

SP0_SS0端子と接続する外部SPIフラッシュメモリへリードアク

セスする空間を示します。

　0：上位半分

　1：下位半分

                                         [BOOTWPSZ1, BOOTWPSZ0]
[BOOTSZ1, BOOTSZ0]

[LL] [LH] [HL] [HH]

[LL] 1 MB 64 KB 128 KB 256 KB リザーブ

[LH] 2 MB 64 KB 128 KB 256 KB リザーブ

[HL] 4 MB 64 KB 128 KB 256 KB リザーブ

[HH] 8 MB 64 KB 128 KB 256 KB リザーブ

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

XXXXXX000000000 0

FMSWPnFMSZ
RDDO

en
WpSz

Sl
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRR/WR/W

WPSZ

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ライトプロテクト領域のプログラマブルベースアドレスはORA～ORCレジスタのWpM[23:0]に格納

されます。そのデフォルト値は 0x000000 （最下位セグメント）です。

デュアルアウトプットモードでDMA機能を使用する場合、以下の設定をしてください。

1. DMAの転送数（SPIWDMCNTR）とプリフェッチカウンタの数（CR3レジスタのPFCビット）は同

じ値でかつ、偶数にしてください。

2. SPIWDMCNTRとCE3レジスタのPFCビットは受信FIFOをリセット(CR2レジスタのRSTFビットを

"1"から"0")した後に設定してください。

15.4.17 SPI オペレーションレジスタ 1 (OR1) (WRPG)、 Index = 1

OR1は、インデックスレジスタ (CR7)、データレジスタ (CR8)を介してアクセス可能なレジスタです。

このレジスタの初期値（H'02）は外部 SPI フラッシュメモリのライトページのオペコードです。接続す

る外部 SPI フラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。このオペコード

はライトプロテクト機能によって、外部 SPI フラッシュメモリのライトプロテクト領域への送信を禁止

することが出来ます。
OR2～OR6も同様に、ライトプロテクト機能によって、外部SPIフラッシュメモリのライトプロテク

ト領域へ送信を禁止することができます。

例えば、WPnビット、WPSZビット、及びFMSZ ビット がそれぞれ” 0” のとき、ライトプロテクト領

域のサイズは4KBで、デフォルトベースアドレスは0x0番地から 0x000FFF番地になります。この場合、

SPI フラッシュによるM番地（0x0 ≦ M ≦ 0xFFF）への書き込み（WRPGビット（OR1レジスタのビッ

ト7～0）の値と等しいオペコードを使用）はできません。その際、WpAbort フラッグ（CR4レジスタの

ビット 2）は１に設定されます。同様に、アクセスアドレスがライトプロテクト領域に配置され、OR2
～OR6 に指定した各ビット値と等しいオペコードが使用されている場合も、SPI フラッシュによるセク

ター消去、ブロック消去、及びチップ消去を実行できません。また、BOOTWP 端子の状態がLレベルの

ときも、本レジスタは書き換えできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 WRPG H'02 R/W 書き込みページオペコード

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 .  このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

010000000000000 0

WRPG⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.18 SPI オペレーションレジスタ 2 (OR2) (ER32)、 Index = 2

OR2の初期値 (H'52)は外部SPIフラッシュメモリの32Kバイトブロックイレーズのオペコードです。接

続する外部SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。BOOTWP端
子の状態がLのとき、本レジスタは書き換えできません。

15.4.19 SPI オペレーションレジスタ3 (OR3) (ER64)、 Index = 3

OR3の初期値(H'D8)は外部SPIフラッシュメモリの64Kバイトブロックイレーズのオペコードです。接

続する外部SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。BOOTWP端
子の状態がLのとき、本レジスタは書き換えできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 ER32 H'52 R/W 32 KB ブロック消去オペコード

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

010010100000000 0

ER32⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000110110000000 0

ER64⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.4.20 SPI オペレーションレジスタ 4 (OR4) (ERSC)、 Index = 4

OR4 の初期値 (H'20) は外部 SPI フラッシュメモリのセクタイレーズのオペコードです。接続する外部

SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。BOOTWP端子の状態が

Lのとき、本レジスタは書き換えできません。

7～ 0 ER64 H'D8 R/W 64 KB ブロック消去オペコード

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 ERSC H'20 R/W セクター消去オペコード

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000001000000000 0

ERSC⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.4.21 SPI オペレーションレジスタ 5 (OR5) (ERC1)、 Index = 5

OR2 の初期値 (H'60) は外部 SPI フラッシュメモリのチップイレーズのオペコードです。接続する外部

SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。BOOTWP端子の状態が

Lのとき、本レジスタは書き換えできません。

15.4.22 SPI オペレーションレジスタ 6 (OR6) (ERC2)、 Index = 6

OR6の初期値 (H'C7)は外部 SPIフラッシュメモリのチップイレーズ２のオペコードです。接続する外

部SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。BOOTWP端子の状態

がLのとき、本レジスタは書き換えできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 ERC1 H'60 R/W チップ消去オペコード1

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000001100000000 0

ERC1⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

111000110000000 0

ERC2⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.23 SPI オペレーションレジスタ 7 (OR7) (READ)、 Index = 7

OR7の初期値 (H'03)は外部SPIフラッシュメモリのリードのオペコードです。接続する外部SPIフラッ

シュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。OR0レジスタのFMSビットが１の

とき、外部 SPI フラッシュメモリのリードは上位半分の空間にアクセスします。例えば、Ｍ番地（M <
Flash_Memory_Byte/2）にアクセスすると、M+(Flash_Memory_Byte/2）番地のデータをリードします。Ｎ

番地（Flash_Memory_Byte/2 ≦ N）にアクセスすると、N番地のデータをリードします。なお、OR8、OR9
も同じ動作になります。

7 ～ 0 ERC2 H'C7 R/W チップ消去オペコード2

本レジスタに0x00 を書き込むとライトプロテクトのオペコード

は無効化されます。

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 READ H'03 R/W 読み出しオペコード

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

110000000000000 0

READ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.24 SPI オペレーションレジスタ 8 (OR8) (RDFT)、 Index = 8

OR8の初期値 (H'0B)は外部SPIフラッシュメモリの高速リードのオペコードです。接続する外部SPIフ
ラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。OR0のFMSビットが１のとき

はOR7の説明と同じ動作になります。

15.4.25 SPI オペレーションレジスタ 9 (OR9) (RDDO)、 Index = 9

OR9の初期値(H'3B)は外部SPIフラッシュメモリのデュアルアウトプットモードのオペコードです。接

続する外部SPIフラッシュメモリのオペコード値が異なる場合は値を書き換えてください。FMSビット

（OR0レジスタのビット0）が１のときはOR7の説明と同じ動作になります。

OR9のデュアルアウトプットモードでの読み出し動作は次のとおりです。RDDOen ビット（OR0レジ

スタのビット6）が ”１ ” のとき、SPIコントローラはデュアルアウトプットモードでの読み出しを実行

します。次にこのRDDOen ビットが ”１ ” の間、あらゆる SPI サイクルの最初の送信バイトの値（この

バイトはSPI フラッシュオペコードバイトの値とみなされます）で判定を行います。このバイト値とOR9
のRDDO ビット値が等しい場合、デュアルアウトプットモードでデータを読み出します。一方、OR0 の
RDDOen ビットが” 0”の 場合、最初の送信バイトの値に関わらず、シングルシリアル入力／出力モード

を備えたSPI 標準動作のみで読み出します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 RDFT H'0B R/W 高速読み出しオペコード

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

110100000000000 0

RDFT⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

110111000000000 0

RDDO⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.4.26 SPI オペレーションレジスタ A (ORA) (WPA2)、 Index = 0xA

ORAは、ライトプロテクト領域のベースアドレス [23:16]を設定するレジスタです。「15.3 入出力端子」、

CR7、CR8、及びORDの説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、本レジスタ

は書き換え出来ません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 RDDO H'3B R/W デュアル出力読み出しオペコード

注 . このオペコードのデフォルト値が、SPIコントローラに

接続されているSPIフラッシュメモリのものと異なって

いる場合、SPIフラッシュメモリにアクセスする前に、

SPIフラッシュメモリのオペコード値と一致するよう変

更する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～0 WPA2 H'00 R/W ライトプロテクトベースアドレスバイト2

本ビットは、ライトプロテクト領域のベースアドレスのビット
[23:16]を示します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WPA2⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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15.4.27 SPI オペレーションレジスタ B (ORB) (WPA1)、 Index = 0xB

ORBは、ライトプロテクト領域のベースアドレス [15:8]を設定するレジスタです。「15.3 入出力端子」、

CR7、CR8、及びORDの説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、本レジスタ

は書き換え出来ません。

15.4.28 SPI オペレーションレジスタ C (ORC) (WPA0)、 Index = 0xC

ORCは、ライトプロテクト領域のベースアドレス [7:0]を設定するレジスタです。「15.3 入出力端子」、

CR7、CR8、及びORDの説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、本レジスタ

は書き換えできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 WPA1 H'00 R/W ライトプロテクトベースアドレスバイト1

本ビットは、ライトプロテクト領域のベースアドレスのビット 
[15:8] を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 WPA0 H'00 R/W ライトプロテクトベースアドレスバイト0

本ビットは、ライトプロテクト領域のベースアドレスのビット
[7:0] を示します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WPA1⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WPA0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.4.29 SPI オペレーションレジスタ D (ORD) (WPM2)、 Index = 0xD

ORD は、インデックスレジスタ（CR7）、データレジスタ（CR8）を介してアクセス可能なレジスタ

で、24 ビットのライトプロテクトマスク（WpM[23:0]）のビット 23 ～ 16 を含みます。OR0 レジスタの

WpSzSl ビットが ”１” のとき、WpM[23:0] ビットで指定するライトプロテクトサイズは、WpM = (WpSize
－ 1)で求められます。その際のライトプロテクト領域サイズはフラッシュページサイズの倍数で定義さ

れます。「15.3 入出力端子」の説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、本レ

ジスタは書き換えできません。

ORD～ORFのWpM[23:0]はライトプロテクトサイズを設定します。WpM[23:0]でライトプロテクトサ

イズを設定した場合、BOOTWPSZ0、BOOTWPSZ1、BOOTSZ0、BOOTSZ1 端子で指定した、ライトプ

ロテクトサイズは無効になります。
まず、ベースアドレス 0x000000で始まる 1 MB のライトプロテクト領域が１つだけの場合を例に示し

ます。WPSZ、及びFMSZ ビットの値に関わらず、動作は以下のとおりです。

1.　ライトプロテクト領域サイズを計算します（WpSize = 1 Mbyte = 2^20）

2.　ライトプロテクトマスクサイズを計算します。（WpM = WpSize - 1 = 2^20 - 1 = 0x0FFFFF）

3.　WpM をORD、ORE、及びORF に満たします。（ORD = 0x0F, ORE = 0xFF, ORF = 0xFF）

4.　ベースアドレス 0x000000をORA、ORB、及びORC レジスタに設定します。（ORA = 0x00, ORB =

0x00, 0RC = 0x00）

5.　WpSzSl ビット（OR0レジスタのビット7）を ”１” に設定します。

次に、ベースアドレス 0x000000と0x400000で始まる1 MB のライトプロテクト領域が２つの場合を例

に示します。8 MB のフラッシュサイズ（FMSZ[1:0] = {1,1}）に関わらず、動作は以下のとおりです。

1.　ライトプロテクト領域サイズを計算します（WpSize = 1 Mbyte = 2^20）

2.　ライトプロテクトマスクサイズを計算します。（WpM = WpSize - 1 = 2^20 - 1 = 0x0FFFFF）

3.　WpM + (Flash_Memory_Byte_Size/2) を ORD、ORE、及び ORF レジスタに満たします。（ORD =

0x4F, ORE = 0xFF, ORF = 0xFF）

4.　ベースアドレス 0x000000をORA、ORB、及びORC レジスタに設定します。（ORA = 0x00, ORB =

0x00, 0RC = 0x00）

5.　OR0レジスタ のWpSzSl ビットを ”１” に設定します。

ライトプロテクト領域についての詳細は、図 15.8を参照ください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 WpM2 H'00 R/W ライトプロテクトマスクバイト2

本ビットは、WpM[23:16] ビットを示します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WpM2⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.4.30 SPI オペレーションレジスタ E (ORE) (WPM1)、 Index = 0xE

OREは、ライトプロテクトサイズ（WpM[15:8]）を設定するレジスタです。「15.3 入出力端子」、CR7、
CR8、及び ORD レジスタの説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態が L レベルのとき、本レジ

スタは書き換えできません。

15.4.31 SPI オペレーションレジスタF (ORF) (WPM0)、 Index = 0xF

ORE は、ライトプロテクトサイズ（WpM[7:0]）を設定するレジスタです。「15.3 入出力端子」、CR7、
CR8、及び ORD レジスタの説明も参照してください。BOOTWP 端子の状態が L レベルのとき、本レジ

スタは書き換えできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 WpM1 H'00 R/W ライトプロテクトマスクバイト1

本ビットは、WpM[15:8] ビットを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 WpM0 H'00 R/W ライトプロテクトマスクバイト0

本ビットは、WpM[7:0] ビットを示します。

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WpM1⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

161718192021222324252627282931 30

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WpM0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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15.5 SPI ブート機能の動作説明

15.5.1 データ転送の種類

SPI0 の外部SPI フラッシュメモリとのデータ転送の種類を図15.3 に示します。

図 15.3     SPI0 の外部SPI フラッシュメモリとのデータ転送の種類

外部SPIフラッシュメモリ
SPIデータ転送制御プログラム空間（2048バイト）

ユーザプログラム空間

SPI SHwyIF

SPI0
S

P
0

-S
S

3
、

S
P

0
-S

S
2
、

S
P

0
-S

S
1

S
P

0
-S

C
K

S
P

0
-S

S
0

S
P

0
-S

C
K

_
F

B

M
D

6
 端
子

外部DDR3 メモリへ

内蔵ILメモリへ

SH-4Aから

（注1） （注3） （注4）（注2）

    注.1. SPIコアによる外部SPIフラッシュメモリへのリードコマンドおよび先頭アドレスの送信
　　　　　　　　（パワーオンリセット解除時）
 2. CPUによる外部SPIフラッシュメモリへのリードコマンドおよび先頭アドレスの送信
　　　　　　　　（パワーオンリセット解除時以外）
 3. 外部SPIフラッシュメモリからのリードデータ（SPIデータ転送制御プログラムとリセット
　　　　　　　　例外処理プログラム）受信
 4. 外部SPIフラッシュメモリからのリードデータ（ユーザプログラム）受信
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図15.3 に示すように、SPI0 の外部SPI フラッシュメモリとのデータ転送には以下の4 種類が存在しま

す。

1. SPIコアによる外部SPI フラッシュメモリへのリードコマンド及び先頭アドレスの送信

（送信FIFO → 外部SPI フラッシュメモリ）

2. SH-4Aによる外部SPI フラッシュメモリへのリードコマンド及び先頭アドレスの送信

（SH-4A → SHwy Targetインタフェース → 送信FIFO → 外部SPI フラッシュメモリ）

3. 外部SPI フラッシュメモリからのリードデータ（SPIデータ転送制御プログラムとリセット例外処理

プログラム）受信

（外部 SPI フラッシュメモリ → 受信 FIFO → 一時格納バッファ → SHwy Initiator インタフェース →

内蔵 ILメモリ）

4. 外部SPI フラッシュメモリからのリードデータ（ユーザプログラム）受信

（外部 SPI フラッシュメモリ → 受信 FIFO → 一時格納バッファ → SHwy Initiator インタフェース →

外部DDRメモリ）

上記のように外部 SPI フラッシュメモリへのリードコマンド及び先頭アドレスの送信経路と外部 SPI
フラッシュメモリからのリードデータ受信経路は、それぞれ2 種類ずつ存在します。
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15.5.2 ブートモード（MD6）端子

SPI0 には、パワーオンリセット時の下記1.～3.を設定するブートモード（MD6）端子が存在します。

1. SPIコア内部レジスタの初期化

2. SPIコア内部送信FIFOの初期化

3. SPI SHwyIF内部レジスタの初期化

MD6 端子の状態による SPI コア内部レジスタ、SPI コア内部送信 FIFO、SPI SHwyIF 内部レジスタの

初期化を表15.4 に示します。

表15.3 MD6 端子の状態による各初期化の方法

また、MD6 端子は上記の他に SHwy パケットルータでも使用され、内蔵 IL メモリの空間割り付けが

制御されます。
MD6 端子の状態による内蔵 IL メモリの空間割り付けを表15.5 に示します。

表15.4 MD6 端子の状態による内蔵 IL メモリの空間割り付け

No. 項目 MD6 端子状態

L H

1 SPI コア内部

レジスタの初期化

CR1: SSA = 0 （SP0-SSn のア

サートを許可しない）

CR2: DIVCODE = B'111
（SP0-SCK はSHwy クロックの

1/8分周）

CR3: PFC = H'00 
（プリフェッチなし）

ディスエーブ

ル状態に初期

化

CR1: SSA = 1 （ SP0-SSn のア

サートを許可する）

CR2: DIVCODE = B'111
（SP0-SCKはSHwy クロックの

1/8分周)

CR3: PFC = H'FF 
（プリフェッチあり）

イネーブル

状態に初期化

2 SPI コア内部

送信FIFOの初期化

ライトポインタ／リードポイン

タ
H'00/H'00

送信FIFO バッファ 1 段目 : H'00

送信FIFO バッファ 2 段目 : H'00

送信FIFO バッファ 3 段目 : H'00

送信FIFO バッファ 4 段目 : H'00

エンプティ

状態に初期化

ライトポインタ／リードポイン

タ
H'04/H'00

送信FIFO バッファ1 段目 : H'03 
（リードコマンド）

送信FIFO バッファ2 段目 : H'00 
（先頭アドレス上位）

送信FIFO バッファ3 段目 : H'00 
（先頭アドレス中位）

送信FIFO バッファ4 段目 : H'00 
（先頭アドレス下位）

4 バイトの

データ

（リードコマ

ンドと先頭ア

ドレス）あり

状態に初期化

3 SPI SHwyIF 内部

レジスタの初期化

SPIWDMCNTR:
WDMCNT[31:0] 0（DMA 転送語

数）  =H'00000000 (0 バイト)

SPIDMCOR:
DMEN = 0 （SPI SHwy IF ディ

スエーブル）

ディスエーブ

ル状態に初期

化

SPIWDMCNTR:
WDMCNT[31:0] （DMA 転送語

数）  =H'00000800 （2048 バイ

ト）

SPIDMCOR:
DMEN = 1 （SPI SHwy IF イ
ネーブル）

イネーブル

状態に初期化

No. MD6 端子状態 動作状態

1 H CS0 空間／内蔵 IL メモリ空間

2 L 内蔵 IL メモリ空間
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15.5.3 外部SPI フラッシュメモリ内部空間

外部 SPI フラッシュメモリ内部空間を「SPI データ転送制御プログラムとリセット例外処理プログラ

ム空間」と「ユーザプログラム空間」の2 空間に分ける必要があります。

以下に、2 空間の内容を示します。

• 　SPI データ転送制御プログラムとリセット例外処理プログラム空間

-　外部SPI フラッシュメモリの0番地から2048バイトの空間を「SPIデータ転送制御プログラム

とリセット例外処理プログラム空間」としてください。
-　本空間へは、MD６端子＝Hでパワーオンリセット解除時に「SPI データ転送制御プログラム

とリセット例外処理プログラム空間」を格納します。
SPI データ転送制御プログラムは、外部 DDR3 メモリへのデータ転送を行うための DDR3IF 内

部レジスタ設定、外部 SPI フラッシュメモリ → 外部DDR3メモリ のデータ転送終了割り込み

処理を行うための INTC、SH-4A内部SRレジスタ設定、外部DDR3メモリへのデータ転送を行

うためのSPISHwyIFレジスタ設定を行います。

• 　ユーザプログラム空間
-　「SPI データ転送制御プログラムとリセット例外処理プログラム空間」に続く空間を「ユーザ

プログラム空間」としてください。
-　本空間へは、任意のユーザプログラムを格納します。
-　キャッシュ ONはユーザプログラム内で行ってください｡

15.5.4 外部SPI フラッシュメモリに対するリードコマンド発行及び先頭アドレス出

力

外部SPI フラッシュメモリから内蔵 IL メモリへの転送を行うためには、外部SPI フラッシュメモリに

対して「リードコマンド」の発行と「先頭アドレス」の出力を行わなければなりません。
「リードコマンド」と「先頭アドレス」は、SPI コア内部の送信FIFO へ書き込むことで外部SPI フラッ

シュメモリへ出力します。
SH-4A によるSPI SHwyIF 内部レジスタのイネーブルビット（DMENビット（SPIDMCORレジスタ の

ビット0） ）設定時は、SH-4A が「リードコマンド」と「先頭アドレス」をSPI コア内部の送信FIFO へ
書き込みますが、MD6 端子＝ H でパワーオンリセット解除時は、SPI コア内部送信 FIFO の初期化で

「リードコマンド」と「先頭アドレス」を設定します。
外部 SPI フラッシュメモリに対して「リードコマンド」の発行と「先頭アドレス」の出力を行うため

のSPI コア内部送信FIFO へのデータ書き込み／設定方法を表15.6 に示します。

表15.5 「リードコマンド」の発行と「先頭アドレス」の出力を行うための設定方法／SPI コア内部送信

FIFO へのデータ書き込み設定方法

No. ケース 書き込み 
Initiator

送信FIFO
書き込み段
（設定段）

種類 アクセス
サイズ

書き込み値

（設定値）

備考

1 MD6 端子＝H で

パワーオンリセット
解除時

—

（パワーオン
リセットでの
初期化）

1 リードコマンド — H'03

2 先頭アドレス
（上位）

— H'00

3 先頭アドレス
（中位）

— H'00

4 先頭アドレス
（下位）

— H'00
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15.5.5 SPI データ転送時の概略動作

以下に、「MD6 端子＝1 でパワーオンリセット解除時」と「SH-4A によるSPI SHwyIF 内部レジスタの

イネーブルビット(SPIDMCORレジスタ の DMENビット)設定時」のSPI データ転送概略動作を示します。

なお、「MD6 端子＝1 でパワーオンリセット解除時」の動作 (手順1～9)と「SH-4A によるSPI SHwyIF
内部レジスタのイネーブルビット設定時」の動作(手順10～17)は、一連の動作となります。

• MD6端子＝1でパワーオンリセット解除時

本タイミングでは、外部SPI フラッシュメモリから内蔵 ILメモリへSPIデータ転送制御用プログ

ラムとリセット例外処理プログラムを転送します。

1.　本LSIにMD6端子＝1としてパワーオンリセットを入力します。

2.　SPI0は、MD6端子＝1を受けて「表13.4 MD6端子の状態による

各初期化の方法」に従い、SPIコア内部レジスタ、送信FIFOと

SPI SHwyIF内部レジスタを初期化します。

3.　パワーオンリセットにより、SPIコア内送信FIFOに設定された

外部SPI フラッシュメモリへのリードコマンドと転送するプログラムの

先頭アドレスがSP0-MOSI端子から外部SPIフラッシュメモリへ送信

されます。

4.　外部SPIフラッシュメモリからのリードデータ（SPIデータ転送制御用

プログラム /リセット例外処理プログラム）は、SP0-MISO端子経由で

SPIコア内受信FIFOに格納されます。

5.　SPIコア内受信FIFOにデータが格納されると、SPI SHwyIFが

受信データを読み出し、一時格納バッファに格納します。

6.　SPI SHwyIFは、SHwyに32バイトストアのリクエストパケット

を出力し、レスポンスパケットが返ってきたところで32バイト

転送を終了します。

7.　2048バイト分4.、5.、6.を繰り返して外部SPI フラッシュメモリ→

内蔵 ILメモリへデータを転送します。

8.　2048バイト分のデータ転送を終了したところでSPI SHwyIF内部レジスタ

のイネーブルビットをクリアします。

9.　SH-4Aは、内蔵 ILメモリに対して命令フェッチを開始し、SPIデータ転送

制御用プログラムを実行します。

2 SH-4A による
SPI SHwyIF
内部レジスタの
イネーブルビット
設定時

SH-4A 1 リードコマンド 32 ビット

（下位8 ビットが

有効データ）

H'03

2 先頭アドレス
（上位）

32 ビット

（下位8 ビットが

有効データ）

任意

3 先頭アドレス
（中位）

32 ビット

（下位8 ビットが

有効データ）

4 先頭アドレス
（下位）

32 ビット

（下位8 ビットが

有効データ）

レジスタ初

期化

SPI データ転

送制御用プロ

グラム及びリ

セット例外処

理プログラム

転送
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• SH-4AによるSPI SHwyIF内部レジスタのイネーブルビット設定時

本タイミングでは、外部SPI フラッシュメモリ.外部DDR3メモリへユーザプログラムを転送します。

10.  SH-4Aは、SPIデータ転送制御用プログラムを実行して、

•  SPIプリフェッチの停止（CR3にH'0000 0000ライト）

•  SPIコア内送信FIFO及び受信FIFOのリセット ( CR2レジスタのRSTFビット = 1 → 0)
•  SPIコアの停止（CR1にH'0000 0002ライト )
•  DDR3IFのレジスタ設定及び外部DDR3メモリの初期化

•  SPI SHwyIF転送終了割り込み要求を処理するための INTCのレジスタ設定及びSH-4A SRの設

定
•  外部SPI フラッシュメモリへのリードコマンドとユーザプログラムの先頭アドレスをSPIコア

内送信FIFOへ設定

•  外部DDR3メモリへのユーザプログラム転送のためのSPI SHwyIFのレジスタ設定を行います。

11.  SPIコア内送信FIFOに設定された外部SPI フラッシュメモリへの

リードコマンドとユーザプログラムの先頭アドレスは、SP0-MOSI

端子から外部SPI フラッシュメモリへ送信されます。

12.  外部SPIフラッシュメモリからのリードデータ（ユーザプログラム）は、

SP0-MISO端子経由でSPIコア内受信FIFOに格納されます。

13.  SPIコア内受信FIFOにデータが格納されるとSPI SHwyIFが受信

データを読み出し、一時格納バッファに格納します。

14.  SPI SHwyIFは、SHwyに32バイトリストアのリクエストパケットを出力

し、レスポンスパケットが返ってきたところで1回の32バイト転送を

終了します。

15.  SPI SHwyIF内部転送語数レジスタ (SPIWDMCNTR) に設定された分

のために手順12～14を繰り返して、外部SPI フラッシュメモリから

外部DDR3メモリへ転送します。

16.  SPI SHwyIF内部転送語数レジスタ（SPIWDMCNTR）に設定された分

のデータ転送を終了したところでSPI SHwyIF内部レジスタの

イネーブルビットをクリアし、転送終了割り込み要求を出力します。

17.  SH-4Aは、SPI0からの転送終了割り込み要求により、割り込み処理を

実行するために外部DDR3メモリに格納されているユーザプログラム

に分岐します。

ユーザプログ

ラム転送
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15.6 SPI コア機能の動作説明

15.6.1 SPI 送信サイクル

一般に、SPI 送信サイクルは、SSA＝1（SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0はアサートイネー

ブル）でかつTBE＝0（送信FIFO はエンプティでない）の状態で開始されます。送信データをSP0-MOSI
端子から出力するためには、SSA＝1 にした状態で、TBR にデータを書き込む必要があります。SSA＝

1 かつTBE＝0 の状態が与えられると、送信FIFO からデータが読み出され、 SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､
及びSP0-SS0 がアサートされ、SP0-MOSI からシリアルに1 バイトデータを送出するために8 サイクルの

SP0-SCK クロックからなる SPI サイクルが開始されます。1 バイト分のデータの送出を終えると、次の

1 バイトデータが送信FIFO から読み出され、すべてのデータが送信されるまでSPI サイクルが繰り返さ

れます。送信 FIFO 内の最後のデータが送信されると、TBE ＝ 1（送信 FIFO はエンプティ）にセットさ

れます。
送信終了時に SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0がネゲートされるかどうかは、SSD ビットと

SSDB ビットの設定に依存します。

•　SSD＝1 の場合、すべてのSPI サイクルの終わりで SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0 はネ

ゲートされます。
•　SSD＝0 でかつSSDB＝0 の場合、SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0 はアサートされたまま

になりますが、送信FIFO に再びデータが書き込まれるまでは何のSPI サイクルも生成されません。

この設定の場合、SSD ビットに”1” が書き込まれると SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0 は
ネゲートされます。

•　SSD ＝ 0 でかつ SSDB ＝ 1 の場合、送信 FIFO がエンプティになる最後の SPI サイクルの終わりで

SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0はネゲートされます。

詳細はSSD ビット（CR1 レジスタのビット1）の説明を参照してください。

N 回のSPI 送信サイクルを中断なしで発生させたい場合、SSA＝1 の設定を後回しにし、先に送信FIFO
にN バイトデータを書き込みます。この際、N は送信FIFO サイズより小さいか等しくなるべきです。さ

もないと、書き込んだデータは送信FIFO フル（TBF＝1）により無視されます。

送信状況は、TBE ビット及びTBF ビットを読み出すことによって把握できます。TBE は、送信 FIFO
にデータが書き込まれることによってクリアされ、データ送信により送信 FIFO がエンプティになるこ

とでセットされます。TBF は、送信FIFO がフルになることでセットされ、送信FIFO がフルでなくなる

ことによりクリアされます。TBF＝1 の間、TBR に書き込まれた送信データは無視されます。

15.6.2 SPI 受信サイクル

一般に、SPI 受信サイクルは、保留された送信タスクがなく、プリフェッチ要求が有効の状態で開始

されます。SP0-MISO 端子から受信データを受け取るためには、PFC ビット（CR3レジスタのビット7～
0）にN（期待される受信バイト数）を書き込む必要があります。そして、SSA＝1 にセットすることで

SPI 受信サイクルが開始されます。SSA＝1 かつPFC>0の状態が与えられると、 SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-
SS1､ 及びSP0-SS0とSP0-SCK がアサートされ、外部SPI デバイスへのSPI サイクルが開始され、

SP0-MISO を通して戻されたデータを受信します。完全な1 バイトデータを受信すると、受信したデー

タは受信FIFO に格納され、RBE＝0 にクリアされ、受信FIFO に読み出し可能なデータがあることを示

します。受信FIFOがフルになると、RBF＝ 1 にセットされ、受信FIFO がフルでなくなるまでSPI 受信

サイクルは一時停止されます。SPI 受信サイクルごとに PFC の値はデクリメントされ、PFC ＝ 0 になる

とSPI 受信サイクルは停止されます。

受信終了時に SP0-SS3､ SP0-SS2､ SP0-SS1､ 及びSP0-SS0 がネゲートされるかどうかは、SSD ビットと

SSDB ビットの設定に依存します。詳細はCR1 レジスタのSSD ビットの説明を参照してください。

PFC には、SPI 受信サイクルの停止、短縮、延長のためにいつでも新しい値を書き込むことができます。

受信状況は、RBE ビット及びRBF ビットを読み出すことによってによって把握できます。RBE は、受

信FIFO がデータ受信によってエンプティでなくなることによってクリアされ、受信FIFO の全データが

読み出されてエンプティになることでセットされます。RBF は、受信 FIFO がフルになることでセット

され、受信FIFO がフルでなくなることによりクリアされます。RBE＝ 1 の間、RBR からのデータ読み

出しは無効となります。
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15.6.3 SPI 送信に続くSPI 受信

N バイトのSPI 送信の後にP バイトのSPI 受信を行うためには、下記のような設定が必要です。

•　SSA＝0にクリア （SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、及び SP0-SS0アサートをディセーブルにします）

•　送信FIFOのNバイト書き込み（Nは送信FIFOサイズより小さくか等しくする必要があります）

•　PFCにPを書き込み（Nバイトの送信に続く受信サイクルの回数を指定します）

•　SSD＝0、SSDB＝1に設定（バースト終了による SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、及び SP0-SS0 ネゲー

トに設定します）
•　SSA＝1にセット

（SP0-SS3、 SP0-SS2、 SP0-SS1、及び SP0-SS0 アサートをイネーブルにし、SPI送信サイクルを開始し

ます）
•　BE＝1になるのを待つ（受信FIFOにデータが格納されるのを待ちます）

•　RBRを読み出し（RBRを読み、受信FIFOから受信データを読み出します）

SSA、TBE、PFC の値によってSPI サイクルの開始が制御されますが、SPI 送信サイクルの方がSPI 受
信サイクルより高い優先度を与えられています。

•　{SSA、TBE、PFC}={0xx}: なし（SPIサイクルは開始されない）

•　{SSA、TBE、PFC}={10x}: 送信（SPI送信サイクルが開始されます）

•　{SSA、TBE、PFC}={11n}: 受信（PFC>0でかつTBE＝1の場合SPI受信サイクルが開始されます）

•　{SSA、TBE、PFC}={110}: なし（PFC＝＝0でかつTBE＝1の場合SPIサイクルは開始されない）

15.6.4 フラッシュメモリコントロール

SPI フラッシュメモリサイズは BOOTSZ0、及び BOOTSZ1 端子で指定しライトプロテクトサイズは

BOOTWPSZ0、及びBOOTWPSZ1端子で指定します。表15.6にフラッシュメモリサイズとライトプロテ

クトサイズの関係を示します。

アクセス可能なSPI フラッシュメモリ空間について

(i) SP0-SS0端子を使用

a) 読み出し動作時

-　接続されている SPI フラッシュメモリの上位半分の空間（SPI フラッシュメモリの上位半

分の空間からブート時、またはOR0レジスタの FMSビット= 1 時）

-　接続されている SPI フラッシュメモリの全空間（SPI フラッシュメモリの下位半分の空間

からブート時、またはOR0レジスタの FMSビット = 0 時）

b) 書き込み動作時

接続されているSPI フラッシュメモリの全空間（1MB、2MB、4MB、8MB）

(ii) SP0-SS1端子、 SP0-SS2端子、 SP0-SS3端子を使用

a) 読み出し／書き込み動作時

SPI フラッシュメモリの全空間（1MB、2MB、4MB、8MB）

表15.6 フラッシュメモリサイズ仕様

                                           [BOOTWPSZ1, BOOTWPSZ0]
[BOOTSZ1, BOOTSZ0]

[LL] [LH] [HL] [HH]

[LL] 1 MB 64 KB 128  KB 256  KB リザーブ

[LH] 2 MB 64  KB 128  KB 256  KB リザーブ

[HL] 4 MB 64  KB 128  KB 256  KB リザーブ

[HH] 8 MB 64  KB 128  KB 256  KB リザーブ
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15.6.5 ライトプロテクト機能

ライトプロテクト機能はBOOTWP端子で外部SPIフラッシュメモリの上位半分と下位半分のライトプ

ロテクト領域を保護する機能です。ライトプロテクト機能はSP0_SS端子と接続した外部SPIフラッシュ

メモリに対して有効です。
ライトプロテクト機能の特長を以下に示します。

•　BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、ライトプロテクト機能は有効です。

•　WPSzSlビットでライトプロテクト領域の設定方法を選択します。

 　0：チップセレクト領域 0のみの場合、BOOTWPSZ1/0 端子でライトプロテクト空間サイズを指

定します。また、ORA ～ ORC レジスタでライトプロテクト領域の開始アドレスを指定しま

す。この場合、ORD～ORF レジスタでは指定できません。

 　1： ORD～ORF レジスタでライトプロテクト領域サイズを指定します。また、ORA～ORC レ
ジスタでライトプロテクト領域の開始アドレスを指定します。

•　ORA～ORCレジスタにライトプロテクト領域の最下位アドレスを設定します。最上位アドレスは

ライトプロテクトサイズが上位半分、下位半分の空間を越えない範囲を設定してください。ライト
プロテクトサイズはBOOTWPSZ1/0、またはORD～ORFレジスタのどちらかで指定します。ORD～

ORFレジスタは「2^N - 1 (N = 0、 1、 2、 3、 4、 … )」のサイズを設定してください。

•　パワーオンリセット、マニュアルリセット後は ORA ～ ORF レジスタは 0 に初期化されます。

BOOTWP 端子の状態がLレベルのとき、ORA～ORF レジスタの書き込みは無効です。

•２つのライトプロテクト領域はSPI フラッシュメモリの上位半分と下位半分の空間に実装されます。

表15.7 ライトプロテクトサイズ仕様

SPI0 が命令、及びアドレスを発行している期間は BOOTWP 端子の状態を変更しないでください。

BOOTWP端子の更新制約期間があり、この期間は BOOTWP 端子の状態を固定してください。図 15.4に
更新制約期間を示します。

図 15.4     BOOTWP 端子の更新制約期間

BOOTWP 'L' 'H'

WPSzSl (レジスタOR0[7]) '0' '1' 無効

開始アドレス ORAまたはORCで指定 ORAまたはORCで指定

ライトプロテクト領域サイズ BOOTWPSZ1/0で指定 ORD ～ ORF で指定

SP0_SSn

internal clk

SPI CLK

24サイクル

BOOTWP 更新無効期間

2サイクル

BOOTWP
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ライトプロテクト領域には境界制約があります。図 15.5、図 15.6 にライトプロテクト領域の制約を示

します。「15.4.29 SPI オペレーションレジスタ D (ORD) (WPM2)、 Index = 0xD」にライトプロテクト領域

サイズの計算式を示します。

図 15.5     ライトプロテクト領域の境界制約（WpSzSl ビットが 0 の場合)

BOOTWPSZ [1 : 0]

注1. {ORA, ORB, ORC } = M * WP サイズ (M = 0, 1, 2, … と M * WP サイズ < フラッシュサイズ)

注2. ソフトウェアにより、いずれの値でもORA～ORC レジスタに書き込み可能ですが、
　　　SH7752は書き込まれる値が正確かどうか判別しません。ソフトウェアで意図しない値
　　　をORA～ORCレジスタに設定した場合、その動作は保証できません。

例.1. BOOTWPSZ[1 : 0] == L,L (64 KB)

{ORA, ORB, ORC} = H'00, H'00, H'00 or H'01, H'00 , H'00 or H'02, H'00, H'00 or ...

例.2. BOOTWPSZ[1 : 0] == L,H (128 KB)

{ORA, ORB, ORC} = H'00, H'00, H'00 or H'02, H'00 , H'00 or H'04, H'00, H'00 or ...

例.3. BOOTWPSZ[1 : 0] == L,L (64 KB)

{ORA, ORB, ORC} = H'00, H'05, H'00 or H'01, H'00, H'FF or H'02, H'01, H'00 or ... 、意図しない値

ORA ～ ORC ORD ～ ORF

NA 

64KB 境界で設定
L,L: 64 KB

L,H: 128 KB

H,L: 256 KB

128KB 境界で設定

256KB 境界で設定

NA

NA

WPSzSl == '0'

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 15.  シリアルペリフェラルインタフェース（SPI0）

 Page 15-43

図 15.6     ライトプロテクト領域の境界制約（WpSzSl ビットが 0 の場合)

２つのライトプロテクト領域はフラッシュメモリの空間に配置されます。最初の空間は下位半分で、
次の空間は上位半分です。図 15.7、図 15.8にライトプロテクト領域例を示します。

BOOTWPSZ[1:0]

注     1.  { ORD, ORE, ORF } = (2^N - 1) + M  (N = 0, 1, 2, 3, 4, ...)

                  フラッシュページサイズが 256バイト のとき、N = 8, 9,  ...

   2.    （M）は指定したフラッシュメモリサイズの中間アドレス
                  BOOTSZ[1:0] = 1 Mbyte の中間アドレス（M）は H'08 0000

                  BOOTSZ[1:0] = 2 Mbytesの中間アドレス（M）は H'10 0000

                  BOOTSZ[1:0] = 4 Mbytesの中間アドレス（M）は H'20 0000

                  BOOTSZ[1:0] = 8 Mbytes の中間アドレス（M）は H'40 0000

   3.    ソフトウェアにより、いずれの値でもORA～ORC、及びORD～ORF レジスタに
　　　　　書き込み可能ですが、SH7752は書き込まれる値が正確かどうか判別しません。
　　　　　ソフトウェアで意図しない値をORA～ORC、及びORD～ORF レジスタに設定した場合、
　　　　　その動作は保証できません。

例.1. {ORA, ORB, ORC} = H'00 , H'00 , H'00 or H'01 ,H'00 , H'00 or H'02 , H'00 , H'00 or ...

         {ORD, ORE, ORF} = H'20 , H'FF , H'FF (BOOTSZ[1:0] = 4 MB)

        すなわち、ORA、ORB、及びORC レジスタで指定したアドレスから64KBの空間
例.2. {ORA, ORB, ORC} = H'00 , H'00 , H'00 or H'01 , H'00 , H'00 or H'02 , H'00 , H'00 or ...

         {ORD, ORE, ORF} = H'20 , H'0F , H'F5、意図しない値

ORA ～ORC ORD ～ ORF

フラッシュページサイズ
の倍数に応じて、  

(2^N - 1) + M と等しい値
でなければならない。

ORD～ORF レジスタで設定
した境界で設定

NA

WpSzSl == '1'

   4.    { ORA to ORC } + WPサイズ < M
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図 15.7     ライトプロテクトメモリマップ例
({BOOTWPSZ1, BOOTWPSZ0} = {HH} = 8 MB)

図 15.8     ORD～ORF レジスタに関する計算方法

WPSzSl == '0' WPSzSl == '1'

BOOTWPSZ端子
で指定した
ライトプロテクト
サイズ

 

ORD ～ ORFレジスタで
指定したライトプロテクト
サイズ

プリセットと
マニュアルリセット
後、最上位アドレス
に 0 を設定

ORA ～ ORC 
プリセットと
マニュアルリセット後、
最上位アドレスに 0 
を設定

ORA ～ ORC 

(ORA ～ ORC)

+ 4 MB

(ORA ～ ORC)

+ 4 MB

4 MB-1

8 MB-1

64K

128K

256K

例: １MBのSPI フラッシュメモリ (BOOTSZ[1:0] = L,L),

{ORA,ORB,ORC} = H'001000, {ORD,ORE,ORF} = H'080FFF 

0 MB (H'00 0000)

(H'00 1000)
WPM 空間

WPM 空間

１MBのSPI 

フラッシュメモリ

(H'00 1FFF)

0.5 MB (H'08 0000)

(H'08 1000)

(H'08 1FFF)

1 MB -1 (H'0F FFFF)

MIRROR CRTM を行うため、以下のルールに従ってください。

1. ライトプロテクト空間サイズを計算
     WpSize = 4 KB = 2^12

2. ライトプロテクトマスク空間サイズを計算
     WpM = WpSize - 1 = 2^12 - 1 = H'00 0FFF

3. フラッシュサイズに基く中間アドレスを計算
    1MBのフラッシュメモリの中間アドレス（M）はH'08 0000

4. ORD、ORE、及びORFレジスタ設定
     中間アドレス +  WpM = H'08 0FFF

5. ORA、ORB、及びORCレジスタ設定
    ライトプロテクトサイズの倍数 = H'00 1000に設定
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15.7 使用上の注意事項

15.7.1 CPHA ビットの制限

1. 制限

CPHA ビット（CR2 レジスタのビット4）を” 1”に設定することはできません。以下の通り設定して

ください。

- 　SPI デバイスで、{CPOL, CPHA} = {1,1}モードを使用しないでください。{CPOL, CPHA} = {0,0}
を使用してください。

- 　SPI デバイスで{CPOL, CPHA} = {0,1}モードを使用しないでください。{CPOL, CPHA} = {1,0}
モードを使用してください。

2. 説明

CPHA ビットを” 1”に設定している場合、誤作動により SPI0 モジュールでロングパスの遅延が発生

します。

15.7.2 CS0 空間アクセス制限（MD6 端子＝H ）

1. 制限

MD6 端子の状態が H で、SPI ０ のブート機能が有効の場合、CS0 空間はアクセスできません。表

15.1 、 MD6 端子の説明を参照してください。

2. 説明

MD6 端子の状態がHの場合、CS0 空間はSH-4A の ILRAM 空間に割り当てられます。

15.7.3 書き込みデータサイズの制限

1. 制限

ライトプロテクト機能が有効の場合、書き込みデータサイズは28バイト以下に制限されます。SPI0

モジュールには 32バイトの書き込むための FIFOバッファがあります。ライトプロテクト機能が有

効の場合、このFIFOへの最初の書き込みシーケンスの最大サイズは32バイトです。その32バイト

は、１バイトの命令、３バイトのアドレス、及び28バイトの書き込みデータから構成されます。

2. 説明

28バイト以上のデータをライトプロテクト領域に書き込むと、不正なデータが外部SPIフラッシュ

メモリに出力されます。しかし、この不正な動作が発生しても、ライトプロテクト領域は保護され

ます。

不正な動作は、以下のすべての条件を満たす場合、発生します。

A. ライトプロテクト機能が有効

B. ライトプロテクト領域にデータを書き込む

C. FIFOバッファへ２回以上連続して書き込む
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16. クロック発振器（CPG）
クロック発振器（CPG）は本LSI の内蔵周辺モジュール、及び外部バスインタフェースに供給するクロッ

クの生成と低消費電力の制御を行います。クロック発振器は、水晶発振回路、PLL 回路、分周回路、及び

制御部で構成されます。

16.1 特長

• 本LSI内部用のクロックを生成

CPU、キャッシュ、TLBで使用するCPUクロック（Ick）と、SuperHywayで使用するSHwyクロック

（SHck）、内蔵周辺モジュールへ供給する周辺クロック（Pck）を生成します。

• 本LSI外部用のクロックを生成

外部バスインタフェースで使用する外部バスクロック（CLKOUT）と DDR3 インタフェースで使用

するDDR3クロック（DDRck）を生成します。

• クロックモード
CPGへのクロック入力について水晶発振子入力か外部クロック入力かを選択できます。

CPUクロックの逓倍率の組み合わせを2種類のクロック動作モードから選択できます。

• 低消費電力モードの制御
スリープモードでのクロック停止、及びモジュールストップモードでの特定モジュールの停止が可
能です（スリープモード、モジュールストップモードについては、「18. 低消費電力モード」を参照

してください）。
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図16.1 にCPG のブロック図を示します。

図 16.1     CPG ブロック図

CPG の各ブロックは次のように機能します。

(1) 水晶発振回路
XTAL、EXTAL 端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。

水晶発振回路はMD8 端子の設定により使用可能となります。

(2) PLL 回路1
PLL 回路 1 は、水晶発振回路 又はEXTAL 端子からの入力クロック周波数を、5～ 32 倍に逓倍する機

能を持ちます。

(3) 分周回路1
分周回路1 は、CPU クロック（Ick）、SHwy クロック（SHck）、周辺クロック（Pck）を生成します。

(4) PLL 回路3
PLL 回路3 は、水晶発振回路又はEXTAL 端子からの入力クロック周波数を、5～32 倍に逓倍する機能

を持ちます。

(5) 分周回路3
分周回路3 は、DDR3クロック（DDRck）を生成します。

(6) PLL 制御レジスタ（PLLCR）

PLL 制御レジスタには、CLKOUT 出力のON/OFF 制御ビットが割り当てられています。

(7) モジュールストップレジスタ0～2（MSTPCR0～2）
モジュールストップレジスタ 0 ～ 2 には、各周辺モジュールの動作／停止を制御するビットが割り当

てられています。本レジスタの仕様については「18. 低消費電力モード」を参照してください。

PLLCR

CLKOUT

DDR3 クロック
（DDRck）PLL回路3 

x5 ～ x32

MSTPCR 0~2

MD8

MD0

MD1

MD2

EXTAL

XTAL

分周回路1
PLL回路 1 

x5 ～ x32

SH-4A クロック
（Ick）

SHwy クロック 

（SHck）

周辺クロック 

（Pck）

周辺バス

バスインタフェース

クロック周波数 
制御回路

クロック制御回路

水晶発振器

分周回路3
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16.2 入出力端子

CPG の端子構成を表16.1 に示します。

表16.1 CPG の端子構成と機能

16.3 クロック動作モード

モード制御端子（MD0、MD1 、及びMD2）の組み合わせとクロック動作モードの関係を表 16.2 に示

します。

表16.2 クロック動作モード

注1. 上記以外のモード端子（MD2、MD1 、及びMD0）の組み合わせは設定しないでください

　2. 水晶発振回路又はEXTAL 端子からの入力クロック周波数を1 としたときの各クロック周波数比です。

　3. EXTAL周波数が48MHzの場合。

端子名 機能 入出力 説 明

MD0

MD1

MD2

クロック動作モード
設定

入力 LLL：クロック動作モード0（表16.2参照）

LLH：クロック動作モード1

　　注 . 上記以外は設定禁止。

MD8 クロック端子機能
設定

入力 L：外部クロック入力（EXTAL端子に外部クロック信号を入力）

H：水晶発振子接続（EXTAL/XTAL端子間に水晶発振子を接続）

XTAL 水晶発振子 出力 水晶発振子を接続します。

EXTAL 水晶発振子／

外部クロック

入力 水晶発振子を接続します。また、外部クロック信号を入力すること
もできます。

CLKOUT システムクロック出力 出力 外部デバイスにシステムクロックを供給します。

クロック
動作
モード

モード端子（注1） Ick SHck Pck DDRck

MD2 MD1 MD0 周波数比
（注2）

周波数
（注3）

周波数比
（注2）

周波数
（注3）

周波数比
（注2）

周波数
（注3）

周波数比
（注2）

周波数
（注3）

0 L L L 8 384MHz 4 192MHz 1 48MHz 11 528MHz

1 L L H 12 576MHz 4 192MHz 1 48MHz 11 528MHz

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 16.  クロック発振器（CPG）

 Page 16-4

16.4 レジスタの説明

CPG のレジスタ構成を表16.3 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表16.3 レジスタ構成

16.4.1 PLL制御レジスタ（PLLCR）

PLLCR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、CLKOUT 端子からのクロック出力の

有無の指定を行います。PLLCR はロングワードアクセスのみ可能です。

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

PLL 制御レジスタ PLLCR R/W H'FFC8 0024 32 H'0000 F000 保持

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 12 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

11 ～ 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 CKOFF 0 R/W CLKOUT 出力停止

0：CLKOUT 端子からクロックを出力する

1：CLKOUT 端子からクロックを出力しない

（端子状態はHi-Z）

0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000111 1

⎯CKOFF⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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16.5 発振回路例

CPGには発振子を接続、又は外部で生成されたクロックを入力してください。

発振回路例を以下に示します。

16.5.1 発振子の接続例（MD8＝H）

図16.2にEXTAL端子とXTAL端子の間に発振子を接続した例を示します。

図中の、Rf、Rd、Cin、Cout などの回路定数は、発振子によって異なります。発振子メーカの推奨す

る値に設定してください。

図 16.2     発振子の接続例

16.5.2 外部で生成されたクロックの入力例（MD8＝L）

図16.3に外部で生成されたクロックの入力例を示します。

この場合、EXTAL端子に外部で生成されたクロックを入力し、XTAL端子は開放してください。

図 16.3     外部で生成されたクロックの入力例

SH7752

EXTAL XTAL

CoutCin

Rf

Rd

SH7752

EXTAL XTAL

VCCQ

VSSQ

外部で生成されたクロック

開放
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17. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）
リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）は、リセット制御部とウォッチドッグタイマ制御部から構成

され、パワーオンリセット時のシーケンス制御と、本 LSI 内部及び外部周辺デバイスのリセットを制御し

ます。
WDT は 3 チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマ又はインターバルタイマとしても使用可能で

す。
各チャネルの使用可能な機能を表 17.1に示します。

表17.1 リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）機能一覧表

入力クロック インターバル
タイマモード

ウォッチドッグ
タイマモード

SPI0のブート

リカバリ

ABR 
（オルタネート
ブートブロック
リカバリ）

マニュアル
リセットの発生

WDT0 16種類のカウンタ

入力クロック

使用可能 使用可能 使用可能 N/A 使用可能

WDT1 16種類のカウンタ

入力クロック

8種類のSUBカウン

タ入力クロック

使用可能 使用可能 使用可能 N/A 使用可能

WDT2 16種類のカウンタ

入力クロック

N/A N/A N/A 使用可能 N/A

（ABR機能によ

るソフトウェア
リセット）
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図17.1 にウォッチドッグタイマ（WDT）のブロック図を示します。

図 17.1     WDTのブロック図

pck/2

pck/4

pck/8

pck/16 

pck/32 

pck/64

pck/128

pck/512

pck/1024

pck/2048

pck/4096

pck/8192

pck/16384

pck/32768

pck/65536

pck/131072

pck/2

pck/4

-

-

-

pck/131072

sub/2

sub/4

sub/8

sub/16

sub/32

sub/64

sub/128

sub/256

pck/2

pck/4

-

-

-

pck/131072

割り込み
コントロール

リセット
コントロール

WRSTCSR0

WTCNT0

WTCNT0EW WDT0

WDT1

WDT2

WTCSR0

クロック
選択

クロック
選択

クロック
選択

Reset

controller

オーバフロー

内部クロック

内部クロック

内部クロック

クロック

WOVI0 （インターバル割り込み信号）
割り込み信号

早期警告割り込み信号

内部リセット信号（注）

内部リセット信号（注）

ウォッチドッグオーバフロー

ウォッチドッグオーバフロー

【記号説明】
WTCSR0/1/2  : タイマコントロール/ステータスレジスタ
WTCNT0/1/2  : タイマカウンタ
WTCNT0/1/2EW : 早期警告タイマカウンタ
WRSTCSR0/1/2 : リセットコントロール/ステータスレジスタ
WDTABRCTRL : ABR コントロール/ステータスレジスタ
注. 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

WDTOVF

PRESET

STATUS[1:0]

割り込み
コントロール

リセット
コントロール

WRSTCSR1

WTCNT1

WTCNT1EW

WTCNT2EW

WTCSR1

オーバフロー

クロック

WOVI1 （インターバル割り込み信号）
割り込み信号

早期警告割り込み信号

WOVI2 （インターバル割り込み信号）
割り込み信号

SPI0 リセット信号
SPI0 Low／High 時の リブート信号

早期警告割り込み信号

WTCSR2

割り込み
コントロール

リセット
コントロール

WRSTCSR2

WTCNT2

オーバフロー

クロック

WDTABRCTRL
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17.1 WDT0とWDT1

17.1.1 特長

ウォッチドッグタイマ（WDT0、WDT1）は 16 ビットタイマです。システムの暴走を監視するウォッ

チドッグタイマモードと一定周期をカウントするインターバルタイマモードがあります。
入力クロック

16種類のカウンタ入力クロック（WDT0、WDT1）を選択可能

8種類のSUBカウンタ入力クロック（WDT１）を選択可能

タイマモード

ウォッチドッグタイマモード
WDT0とWDT1は、カウンタがオーバフローすると、外部にWDTOVF信号を出力します。カウ

ンタがオーバフローするタイミングで本 LSI 内部をリセットするかどうかを選択可能です。リ

セットする場合、本 LSI は SPI0 からブートします。（SPI0 ブート機能の詳細は「15. シリアルペ

リフェラルインタフェース（SPI0）」で説明しています。）

インターバルタイマモード
WDT0とWDT1は、カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込み（WOVI）が

発生します。

早期警告タイマカウンタ
WDT0とWDT1は、早期警告カウンタがオーバフローすると、早期警告割り込みが発生します。

（ウォッチドッグタイマとインターバルタイマの両モードともに発生）

17.1.2 入出力端子

WDT0 とWDT1 の端子構成と機能を表17.2 に示します。

表17.2 WDT0 とWDT1 の端子構成と機能

端子名 機能 入出力 説 明

PRESET パワーオンリセット 入力 この信号がLレベルになると、本 LSI はリセット状態

になります。

SUB-CLKIN クロック入力 入力 32.768kHz のクロック出力端子です

WDTOVF ウォッチドッグタイマ
オーバフロー

出力 WDT からのオーバフロー出力信号

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.1.3 レジスタの説明

表17.3 にWDT0 と WDT1 のレジスタ構成を示します。WTCSR、WRSTCSR は容易に書き換えられな

いように、ライト方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、｢ 17.7.1 レジスタアクセス時の注意｣

を参照してください。
指定されたビット幅で、レジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジ

スタにアクセスした場合、動作は保証できません。

表17.3 WDT0 と WDT1 のレジスタ構成

注 . EOVFビットのみ、ウォッチドックタイマオーバフロー及びマニュアルリセットのいずれの場合でも“0”になりま

す。

17.1.3.1 タイマカウンタ（WTCNT0 と WTCNT1）

WTCNT は、リード／ライト可能な16 ビットのアップカウンタです。WTCNT は、WTCSR のTME
ビットが0のとき、H'0000 に初期化されます。

17.1.3.2 早期警告タイマカウンタ（WTCNT0EW とWTCNT1EW）

WTCNTEW は、リード／ライト可能な 16 ビットのアップカウンタです。WTCNTEW は、WTCSR
のTME ビットが0のとき、H'0000に初期化されます。WTCNT がオーバフローしたとき、TME ビッ

トが 1 であれば WTCNTEW に早期警告割り込みを発生させるための新しい値を設定可能です。この

動作の詳細を、ウォッチドッグタイマモードは図17.2、インターバルタイマモードは図17.3に示しま

す。

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

タイマカウンタ0 WTCNT0 R/W H'FFCC 0000 16 H'0000 H'0000

タイマコントロール／
ステータスレジスタ0

WTCSR0 R/W H'FFCC 0002 8 H'10 H'10

リセットコントロール／
ステータスレジスタ0

WRSTCSR0 R/W H'FFCC 0003 8 H'00 保持（注）

早期警告タイマカウンタ 0 WTCNT0EW R/W H'FFCC 0004 16 H'0000 H'0000

タイマカウンタ1 WTCNT1 R/W H'FFCD 0000 16 H'0000 H'0000

タイマコントロール／
ステータスレジスタ1

WTCSR1 R/W H'FFCD 0002 8 H'00 H'00

リセットコントロール／
ステータスレジスタ1

WRSTCSR1 R/W H'FFCD 0003 8 H'00 保持（注）

早期警告タイマカウンタ 1 WTCNT1EW R/W H'FFCD 0004 16 H'0000 H'0000

0 0 0 0 0 0 0

WTCNT0/WTCNT1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

ビット：

初期値：
R/W：
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17.1.3.3 タイマコントロール／ステータスレジスタ（WTCSR0、WTCSR1）

WTCSRは、WTCNT に入力するクロック、モードの選択などを行います。

•WTCSR_0

•WTCSR_1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 OVF 0 R/W オーバフローフラグ

インターバルタイマモードでWTCNT がオーバフローしたことを

示します。フラグをクリアするための0 クリアのみ可能です。

[セット条件 ]

• インターバルタイマモードでWTCNT がオーバフロー

(H'FFFF→H'0000)したとき

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求
を選択した場合は、セット後、内部リセットにより自動的に
クリアされます。

[クリア条件 ]

• 1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマと
して使用するかを選択します。

0：インターバルタイマモード

WTCNT がオーバフローしたとき、インターバルタイマ割り

込み（WOVI）を要求します。

1：ウォッチドッグタイマモード

WTCNT がオーバフローしたとき、外部へWDTOVF を出力

します。

5 TME 0 R/W タイマイネーブル

このビットを1 にセットするとWTCNT がカウントを開始しま

す。

クリアするとWTCNT はカウント動作を停止し、H'0000 に初期

化されます。

0 0 0 0 0 0 0

WTCNT0EW/WTCNT1EW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

CKS[3:0]⎯TMEOVF

0 0 1 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/W⎯R/WR/W

WT/IT

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

⎯

CKS[3:0]PSSTMEOVF

0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

WT/IT

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1
⎯

ビット：

初期値：
R/W：

0
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17.1.3.4 リセットコントロール／ステータスレジスタ（WRSTCSR0 と 
WRSTCSR1）

WRSTCSR は、WTCNT のオーバフローによる内部リセット信号の発生を制御し、内部リセット信

号の種類を選択します。WRSTCSR は、PRESET 端子からのリセット信号でH'00 に初期化されます。

WDT のオーバフローによる内部リセット信号では初期化されません。

4 — 1 — WDT0 ：リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

PSS 0 R/W WDT1： 分周クロック選択

0：Pckベースの分周クロックをカウント

1：SUBckベースの分周クロックをカウント

3～0 CKS[3:0] 0000 R/W クロックセレクト3～0

WTCNT に入力するクロックを選択します。（ ）内はPck＝
48MHz、SUBck＝32.768kHz のときのオーバフロー周期を表し

ます。

• WTCSR=1、PSS=0（WDT0、WDT1）

0000： Pck/2 (2.7 ms)

0001： Pck/4 (5.5 ms)

0010： Pck/8 (10.9 ms)

0011： Pck/16 (21.8 ms)

0100： Pck/32 (43.7 ms)

0101： Pck/64 (87.4 ms)

0110： Pck/128 (174.8 ms)

0111： Pck/512 (699.04 ms)

1000： Pck/1024 (1.4 s)

1001： Pck/2048 (2.8 s)

1010： Pck/4096 (5.6 s)

1011： Pck/8192 (12.2 s)

1100： Pck/16384 (22.4 s)

1101： Pck/32768 (44.8 s)

1110： Pck/65536 (89.5 s)

1111： Pck/131072 (179 s)

• WTCSR_1.PSS＝1（WDT1 のみ）

CSK[2:0] ビットの設定のみ有効。CSK[3] ビットの設定は無効。

000： SUBck/2 (4 s)

001： SUBck/4 (8 s)

010： SUBck/8 (16 s)

011： SUBck/16 (32 s)

100： SUBck/32 (64 s)

101： SUBck/64 (128 s)

110： SUBck/128 (256 s)

111： SUBck/256 (512 s)

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ

ウォッチドッグタイマモードで、WTCNT がオーバフローすると

セットされます。インターバルタイマモードではセットされませ
ん。0 ライトのみ可能です。

[セット条件 ]

ウォッチドッグタイマモードでWTCNT がオーバフロー

(H'FFFF→H'0000)したとき

[クリア条件 ]

1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき

6 RSTE 0 R/W リセットイネーブル

ウォッチドッグタイマモードでWTCNT がオーバフローしたと

き、WDTによるマニュアルリセットの実行を可能にします。

0： マニュアルリセット禁止

1： マニュアルリセット許可

5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 EOVF 0 R/W 早期警告オーバフローフラッグ

ウォッチドッグタイマとインターバルタイマの両モードともに、
WTCNTEWがオーバフローするとセットされます。0 ライトのみ

可能です。

[セット条件 ]

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTEWがオーバフロー

(H'FFFF → H'0000)したとき

[クリア条件 ]

1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき

3 EWE 0 R/W 早期警告割り込みイネーブル

早期警告割り込みを許可にします。WTCNTEWがオーバフロー

すると、EOVFフラッグは １ にセットされます。ただし、早期

警告割り込みの発生はEWE ビットの設定によります。

0：早期警告割り込み禁止

1：早期警告割り込み許可

2 NMIE 0 R/W インターバルタイマ割り込みイネーブル

インターバルタイマ割り込みを許可にします。インターバルタイ
マモードでWTCNTがオーバフローすると、NMIE ビットの設定

により割り込みを発生します。

0：インターバルタイマ割り込み禁止

1：インターバルタイマ割り込み許可

1、0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

NMIEEWEEOVF⎯ ⎯WOVF

0 0 0 0 0 0 0

⎯⎯R/WR/WR/W⎯R/W

RSTE

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1

（注） フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

ビット：

初期値：
R/W：

⎯
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17.2 WDT2

17.2.1 特長

ウォッチドッグタイマ（WDT2）は、一定周期でカウントするタイマを使用して、SH7752のブート中、

及びSPI0 からデータ転送中にシステムの暴走を監視する機能を実現します。

入力クロック
3つのオーバフロー時間（SPI0 ABR 遅延時間）

オルタネートブートブロックリカバリ (ABR)機能搭載

オルタネートブートブロックリカバリ機能を搭載しています。WDT2 のカウンタがオーバフロー

すると、SPI0（注）へリセット信号とリブート信号を発生します。これにより、SPI フラッシュデ

バイスの上位半分か下位半分の空間からSPI0が起動され、ブート処理を開始します。

注1. WDT2はブートシーケンス中の異常を監視する機能です。本LSIのブートシーケンスが正常に行わ

れた後はWDT2を停止してください。WDT2のカウンタがオーバフローすると、WDTOVF 信号を

出力しABR 処理を開始しますが、マニュアルリセットは発生しません。そのため、WDT2ではシス

テムが暴走しても復帰できない可能性があります。システムの暴走を監視する場合はWDT0又は

WDT1を使用してください。

　2. SPI0の詳細は、「15. シリアルペリフェラルインタフェース（SPI0）」を参照してください。

17.2.2 入出力端子

表 17.4にWDT2 の端子構成と機能を示します。

表17.4 WDT2 の端子構成と機能

端子名 機能 入出力 説 明

PRESET パワーオンリセット入力

端子

入力 端子にLレベルを入力することによりパワーオン

リセット状態に遷移します。

BOOTFMS ブート端子 入力 SPI フラッシュメモリ空間を設定する端子です。

読み出しアクセス時にSPI フラッシュメモリ空間の

上位半分（BOOTFMS = H ）か下位半分（BOOTFMS 
=L ）を指定します。

WDTFOT1、
WDTFOT0

ABR用入力端子1、0 入力 WDT2の分周クロックの値を初期化する端子です。

WDTOVF ウォッチドッグタイマ

オーバフロー

出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバ
フロー信号出力

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.2.3 レジスタの説明

表17.5にWDT2 のレジスタ構成を示します。WTCSR、WRSTCSR、WDTABRCTRLは容易に書き換え

られないように、ライト方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、「17.7.1 レジスタアクセス時

の注意」を参照してください。WTCNT2 がオーバフロー後、選択したクロックの 64 サイクル経過する

までは、WTCSR2、WRSTCSR2、WDTABRCTRLにライトできません。

SPI0 のレジスタ構成、及び各処理モードにおけるレジスタの状態を表17.5 に示します。

表17.5 WDT2のレジスタ構成

注1. WTCSR2 は、WDTFOT1,0 = L,L のときのみ H'10 に初期化されます。詳細はレジスタの説明を参照してください。

　2. WRSTCSR2 は、WDTFOT1,0 = L,L のときのみ H'00 に初期化されます。詳細はレジスタの説明を参照してくださ

い。
　3. WDTABRCTRL は、BOOTFMS = L のとき H'E8 に初期化され、WDTABRCTRL は BOOTFMS = H のとき H'F8 に

初期化されます。
　4. マニュアルリセット時、WTCNT2 のレジスタ状態はADIS ビット（WDTABRCTRLレジスタのビット0）に依存し

ます。
ADISビット＝0のとき：保持

ADISビット＝1のとき：H'0000 に初期化

名 称 略称 R/W アドレス

アクセ
ス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

タイマカウンタ 2 WTCNT2 R/W H'FFF9 0000 16 H'0000 （保持
/H'0000）
（注4）

タイマコントロール／
ステータスレジスタ 2

WTCSR2 R/W H'FFF9 0002 8 H'10（注1） 保持

リセットコントロール／
ステータスレジスタ 2

WRSTCSR2 R/W H'FFF9 0003 8 H'00（注2） 保持

早期警告タイマカウンタ 2 WTCNT2EW R/W H'FFF9 0004 16 H'0000 H'0000

ABR コントロール／

ステータスレジスタ

WDTABRCTRL R/W H'FFF9 0006 8 H'E8（注3） 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.2.3.1 タイマカウンタ（WTCNT2）

WTCNT は、リード／ライト可能な16 ビットのアップカウンタです。WTCNT は、WTCSR のTME
ビットが”0”のとき、H'0000 に初期化されます。

17.2.3.2 早期警告タイマカウンタ（WTCNT2EW）

WTCNTEW は、リード／ライト可能な16 ビットのアップカウンタです。WTCNTEW は、WTCSR
のTME ビットが”0”のとき、H'0000 に初期化されます。TME ビットが” 1 ”のとき、WTCNTEW に新

しい値を設定するとWTCNTEW がオーバフローしたときに早期警告割り込みを発生します。この動

作の詳細を、ウォッチドッグタイマモードは図17.2、インターバルタイマモードは図17.3に示します。

17.2.3.3 タイマコントロール／ステータスレジスタ（WTCSR2）

WTCSR は、WTCNT に入力するクロック、WTCNT でカウントを開始するかどうかの選択などを

行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 WT/IT (0/1)（注） R ABR 機能イネーブル

ABR 機能が使用可能かどうかをを示します。初期値はWDTFOT1
端子とWDTFOT0 端子の設定によります。初期値は変更しないで

ください。

0：ABR 機能が無効

1：ABR 機能が有効

WTCNT がオーバフローするときWDTOVF信号が出力され、本

LSIは ABR のリブート処理を開始します。

0 0 0 0 0 0 0

WTCNT2

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0

WTCNT2EW

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

15 14 13 12 11 810 9 7 6 5 4 3 02 1

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

CKS[3:0]⎯TME⎯

0 (0/1)（注） 1 (0/1)（注）(0/1)（注）(0/1)（注）(0/1)（注）

RRRR⎯R/W⎯

WT/IT

R

7 6 5 4 3 02 1

WDTFOT1,0 = L,L のとき、
初期値はWT/IT=0、TME=0、及びCKS[3:0]=0000 です。
WDTFOT1,0 = L,H/H,L/H,H のとき、対応する初期値は 
WT/IT=1, TME=1, CKS[3:0]=1100/ 1101/1110 です。

(0/1)（注）

ビット：

初期値：
R/W：

注.

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . WDTFOT1,0 = L,L のとき、初期値はWT/IT = 0、TME = 0、及びCKS[3:0] = 0000 です。

WDTFOT1,0 = L,H/H,L/H,H のとき、対応する初期値はWT/IT = 1、TME = 1、及びCKS[3:0] = 1100/ 1101/1110 で
す。

17.2.3.4 リセットコントロール／ステータスレジスタ（WRSTCSR2）

WRSTCSR は、WTCNT のオーバフローによる内部リセット信号の発生を制御し、内部リセット信

号の種類を選択します。WRSTCSR は、PRESET 端子からのリセット信号でH'00 に初期化されます。

WDT のオーバフローによる内部リセット信号では初期化されません。

5 TME (0/1)（注） R/W タイマイネーブル

このビットを1 にセットすると、WTCNT はカウントを開始しま

す。クリアするとWTCNT はカウント動作を停止し、H'00 に初期

化されます。

4 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

3～0 CKS[3:0] （注） R クロックセレクト3～0

WTCNT に入力するクロックを選択します。（ ）内はPck＝
48MHz、SUBck＝32.768kHz のときのオーバフロー周期を表し

ます。

WDTFOT1、及びWDTFOT0 端子で指定する値を使用することを

推奨します。

0000： ABR 機能無効

1100： Pck/16384 (22.4 s)

1101： Pck/32768 (44.8 s)

1110： Pck/65536 (89.5 s)

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ

ウォッチドッグタイマモードで、WTCNT がオーバフローすると

セットされます。インターバルタイマモードではセットされませ
ん。0 ライトのみ可能です。

[セット条件 ]

ウォッチドッグタイマモードでWTCNT がオーバフロー

(H'FFFF→H'0000)したとき

[クリア条件 ]

1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき

6、 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

ABR[1:0]⎯EWEEOVF⎯⎯WOVF

0 0 0 0 0 (0/1)（注）(0/1)（注）

RR⎯R/WR/W⎯⎯R/W

0

7 6 5 4 3 02 1

注.  WDTFOT1,0 =L,H/H,L/H,H のとき、ABR[1:0]の
　　対応する初期値は00/01/10/11です。

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . WDTFOT1,0 = L,H/H,L/H,H のとき、ABR[1:0] の対応する初期値は 00/01/10/11 です。

17.2.3.5 ウォッチドッグ ABR コントロールステータスレジスタ（WDTABRCTRL）

WDTABRCTRL はSPI0から本LSI へのブート機能とリブート機能を制御します。本LSIは、パワー

オンリセット後、BOOTFMS 端子の状態に応じてSPI0からブートを開始します。また、HALFビット

はSPI0のブート空間を示します。

4 EOVF 0 R/W 早期警告オーバフローフラグ

WTCNTEWがオーバフローするとセットされます。0 ライトのみ

可能です。

[セット条件 ]

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTEWがオーバフロー

(H'FFFF → H'0000)したとき

[クリア条件 ]

1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき

3 EWE 0 R/W 早期警告割り込みイネーブル

早期警告割り込みを可能にします。WTCNTEWがオーバフロー

すると、EOVFフラッグは １ にセットされます。ただし、早期

警告割り込みの発生はEWE ビットの設定によります。

0：WTCNTEWがオーバフロー時、早期警告割り込み発生せず

1：WTCNTEWがオーバフロー時、早期警告割り込み発生

2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1、0 ABR[1:0] 　(0/1)（注） R

R

本ビットWDTFOT1、0は端子に入力されたレベルを示します。

ABR[1]：WDTFOT1 端子

ABR[0]：WDTFOT0 端子

0：Lレベル

1：Hレベル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 5 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

4 HALF (0/1)（注） R SPI0 のブート空間を示します。本ビットを書き込みできません。

0：SPI0 の下位半分の空間からブート

1：SPI0 の上位半分の空間からブート

3 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

2 AHALF 0 R/W ソフトウェアによるリブート

ソフトウェアで、SPI0 の上位半分か下位半分の空間からリブー

トさせたいとき、本ビットに ”0” か “1” を書き込みます。その後、

リブート処理を開始するため ASRT に“1” を書き込みます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

AHALF⎯HALF⎯⎯

1 1 (0/1)（注） 1 0 0 0

R/WR/WR/W⎯R⎯⎯

⎯

1

⎯

7 6 5 4 3 02 1

ASRT ADIS

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . BOOTFMS = L のとき、パワーオンリセット後に HALFビット は ” 0”  に初期化されます。その後、本LSIは SPI0 の
下位半分の空間からブートを開始します。
BOOTFMS = H のとき、パワーオンリセット後にHALFビット は “1” に初期化されます。その後、本LSIはSPI0 の
上位半分の空間からブートを開始します。
ソフトウェアのリブート（ASRT=1）により、SPI0 の上位半分か下位半分の空間から行われるブート処理は本ビッ

トには影響しません。

1 ASRT 0 R/W ABR 開始

ソフトウェアで本ビットに 1 を書き込むと、リブート処理を開始

し、本LSI はSPI0 からリブートを開始します。“1” を書き込む

と、自動的に ” 0” にクリアされます。

0 ADIS 0 R/W ABR 無効

WDT2 カンウンタがオーバフローしたとき（WDTFOT1、 
WDTFOT0 = 00 の場合を除く）、本LSI でABR リブートを開始す

るかどうか選択可能です。

0：ABR リブート機能有効

1：ABR リブート機能無効

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3 リセット

17.3.1 特長

リセット方法

- パワーオンリセット（電源投入時にリセット）

- マニュアルリセット（ウォッチドッグタイマのオーバフローにより発生するリセットで、プログ

ラムはリセットの必要がないモジュールを指定可能）本リセット機能は WDT0、WDT1 のみに適

用可能です。WDT2 はマニュアルリセットを発生しません。

- ソフトウェアリセット

ソフトウェアで、対応するモジュールをリセット／リセットリリースの状態（通常状態）に設定

可能

17.3.2 入出力端子

表 17.6にリセットの端子構成と機能を示します。 

表17.6 リセットの端子構成と機能

注 . STATUS[1:0]端子は、PWMX、GPIO 端子とマルチプレクスされています。

17.3.3 レジスタの説明

表17.7 レジスタ構成

端子名 機能 入出力 説 明

STATUS[1:0]（注） ステータス出力 出力 プロセッサの動作状態を表します。

HH： リセット

HL：  スリープモード

LL：   通常動作

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエ

アリセット

マニュアルリセットコントロール

レジスタ 0
MRSTCR0 R/W H'FFD5 0030 32 H'FE1F FE7F 保持 保持

マニュアルリセットコントロール

レジスタ 1
MRSTCR1 R/W H'FFD5 0034 32 H'FFF3 FFFF 保持 保持

マニュアルリセットコントロール

レジスタ 2
MRSTCR2 R/W H'FFC1 0040 32 H'FFA0 FEFF 保持 保持

ソフトウェアリセットレジスタ 0 SRSTR0 R/W H'FFD5 0038 32 H'0000 0000 保持 保持

ソフトウェアリセットレジスタ 1 SRSTR1 R/W H'FFD5 003C 32 H'0000 0000 保持 保持

ソフトウェアリセットレジスタ2 SRSTR2 R/W H'FFC1 0048 32 H'0000 0000 保持 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3.3.1 マニュアルリセットコントロールレジスタ 0 （MRSTCR0）

MRSTCR0 は、各機能ごとにマニュアルリセットによる初期化の許可／禁止を設定するレジスタで

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 PWMXPCSR 1 R/W PWMX 周辺クロックセレクトレジスタ0、1

0 ： PWMX の PCSR0/PCSR1 レジスタのマニュアルリセット

禁止

1 ： PWMX の PCSR0/PCSR1 レジスタのマニュアルリセット

許可

30 RSPI 1 R/W RSPI マニュアルリセットイネーブル

0： RSPIのマニュアルリセット禁止

1： RSPIのマニュアルリセット許可

29 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

28 SIM 1 R/W SIM マニュアルリセットイネーブル

0： SIMのマニュアルリセット禁止

1： SIMのマニュアルリセット許可

27 CRYPTO 
ENGINE

1 R/W CRYPTO ENGINE マニュアルリセットイネーブル

0： CRYPTO ENGINEのマニュアルリセット禁止

1： CRYPTO ENGINEのマニュアルリセット許可

26 SDHI 1 R/W SDHI マニュアルリセットイネーブル

0： SDHIのマニュアルリセット禁止

1： SDHIのマニュアルリセット許可

25 ARC4 1 R/W ARC4 マニュアルリセットイネーブル

0： ARC4のマニュアルリセット禁止

1： ARC4のマニュアルリセット許可

24～21 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

20 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

19 RIIC7 1 R/W RIIC ch7 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 7のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 7のマニュアルリセット許可

18 RIIC6 1 R/W RIIC ch6 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 6のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 6のマニュアルリセット許可

161718192021222324252627282931 30

111110000111111 1

RIIC4RIIC5RIIC6RIIC7————ARC4
CRYPTO 
ENGINE

SIMRSPI
PWMX 
PCSR

R/WR/WR/WR/W—————R/WR/WR/WR/W—R/WR/W

01234567891011121315 14

111111100111111 1

ADC0 ETHER DMACADC1CRCEVCFRTSCIF0SCIF1SCIF2SCIF3SCIF4RIIC0RIIC1RIIC3 RIIC2

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

—

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

— SDHI

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17 RIIC5 1 R/W RIIC ch5 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 5のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 5のマニュアルリセット許可

16 RIIC4 1 R/W RIIC ch4 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 4のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 4のマニュアルリセット許可

15 RIIC3 1 R/W RIIC ch3 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 3のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 3のマニュアルリセット許可

14 RIIC2 1 R/W RIIC ch2 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 2のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 2のマニュアルリセット許可

13 RIIC1 1 R/W RIIC ch1 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 1のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 1のマニュアルリセット許可

12 RIIC0 1 R/W RIIC ch0 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 0のマニュアルリセット禁止

1： RIIC ch 0のマニュアルリセット許可

11 SCIF4 1 R/W SCIF4 マニュアルリセットイネーブル

0： SCIF4のマニュアルリセット禁止

1： SCIF4のマニュアルリセット許可

10 SCIF3 1 R/W SCIF3 マニュアルリセットイネーブル

0： SCIF3のマニュアルリセット禁止

1： SCIF3のマニュアルリセット許可

9 SCIF2 1 R/W SCIF2 マニュアルリセットイネーブル

0： SCIF2のマニュアルリセット禁止

1： SCIF2のマニュアルリセット許可

8 SCIF1 0 R/W SCIF1 マニュアルリセットイネーブル

0： SCIF1のマニュアルリセット禁止

1： SCIF1のマニュアルリセット許可

7 SCIF0 0 R/W SCIF0 マニュアルリセットイネーブル

0： SCIF0のマニュアルリセット禁止

1： SCIF0のマニュアルリセット許可

6 FRT 1 R/W FRT マニュアルリセットイネーブル

0： FRTのマニュアルリセット禁止

1： FRTのマニュアルリセット許可

5 EVC 1 R/W EVC マニュアルリセットイネーブル

0： EVCのマニュアルリセット禁止

1： EVCのマニュアルリセット許可

4 CRC 1 R/W CRC マニュアルリセットイネーブル

0： CRCのマニュアルリセット禁止

1： CRCのマニュアルリセット許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3.3.2 マニュアルリセットコントロールレジスタ 1 （MRSTCR1）

MRSTCR1 は、各機能ごとにマニュアルリセットによる初期化の許可／禁止を設定するレジスタで

す。

3 ADC1 1 R/W ADC ch15 ～ 8 マニュアルリセットイネーブル

0： ADC ch 15 ～ 8のマニュアルリセット禁止

1： ADC chs 15 ～ 8のマニュアルリセット許可

2 ADC0 1 R/W ADC ch7 ～ 0 マニュアルリセットイネーブル

0： ADC ch 7 ～ 0のマニュアルリセット禁止

1： ADC chs 7 ～ 0のマニュアルリセット許可

1 ETHER 1 R/W ETHER マニュアルリセットイネーブル

0： ETHERのマニュアルリセット禁止

1： ETHERのマニュアルリセット許可

0 DMAC 1 R/W DMAC マニュアルリセットイネーブル

0： DMACのマニュアルリセット禁止

1： DMACのマニュアルリセット許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 USBPHY 1 R/W USBPHY マニュアルリセットイネーブル

0： USBPHYのマニュアルリセット禁止 

1： USBPHYのマニュアルリセット許可 

30 ～ 23 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

22 SECROM 1 R/W SECROM マニュアルリセットイネーブル

0： SECROMのマニュアルリセット禁止 

1： SECROMのマニュアルリセット許可 

21 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

20 SGPIO 1 R/W SGPIO マニュアルリセットイネーブル

0： SGPIOのマニュアルリセット禁止 

1： SGPIOのマニュアルリセット許可 

19、18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

110011111111111 1

RIIC8RIIC9⎯⎯SGPIO⎯SECROM⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯USBPHY ⎯

R/WR/W⎯⎯R/W⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

PWMX3 PWMX2 PWMX1 PWMX0 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯TMR01TMR23TMR45TMU012TMU345USB1⎯ USB0

⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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17 RIIC9 1 R/W RIIC ch9 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 9のマニュアルリセット禁止 

1： RIIC ch 9のマニュアルリセット許可 

16 RIIC8 1 R/W RIIC ch8 マニュアルリセットイネーブル

0： RIIC ch 8のマニュアルリセット禁止 

1： RIIC ch 8のマニュアルリセット許可 

15 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

14 USB0 1 R/W USB0 マニュアルリセットイネーブル

0： USB0のマニュアルリセット禁止 

1： USB0のマニュアルリセット許可 

13 USB1 1 R/W USB1 マニュアルリセットイネーブル

0： USB1のマニュアルリセット禁止 

1： USB1のマニュアルリセット許可 

12 TMU345 1 R/W TMU ch5 ～ 3 マニュアルリセットイネーブル

0： TMU ch 5 ～ 3のマニュアルリセット禁止 

1： TMU ch 5 ～ 3のマニュアルリセット許可 

11 TMU012 1 R/W TMU ch2 ～ 0 マニュアルリセットイネーブル

0： TMU ch 2 ～ 0のマニュアルリセット禁止 

1： TMU ch 2 ～ 0のマニュアルリセット許可 

10 TMR45 1 R/W TMR ch4 、 5 マニュアルリセットイネーブル

0： TMR ch 4 、 5のマニュアルリセット禁止 

1： TMR ch 4 、 5のマニュアルリセット許可 

9 TMR23 1 R/W TMR ch2 、 3 マニュアルリセットイネーブル

0： TMR ch 2 、 3のマニュアルリセット禁止 

1： TMR ch 2 、 3のマニュアルリセット許可 

8 TMR01 1 R/W TMR ch0 、 1 マニュアルリセットイネーブル

0： TMR ch 0、 1のマニュアルリセット禁止 

1： TMR ch 0 、 1のマニュアルリセット許可 

7 PWMX3 1 R/W PWMX3 マニュアルリセットイネーブル

0： PWMX3のマニュアルリセット禁止 

1： PWMX3のマニュアルリセット許可 

6 PWMX2 1 R/W PWMX2 マニュアルリセットイネーブル

0： PWMX2のマニュアルリセット禁止 

1： PWMX2のマニュアルリセット許可 

5 PWMX1 1 R/W PWMX1 マニュアルリセットイネーブル

0： PWMX1のマニュアルリセット禁止 

1： PWMX1のマニュアルリセット許可 

4 PWMX0 1 R/W PWMX0 マニュアルリセットイネーブル

0： PWMX0のマニュアルリセット禁止 

1： PWMX0のマニュアルリセット許可 

3 ～ 0 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3.3.3 マニュアルリセットコントロールレジスタ 2（MRSTCR2）

MRSTCR2 は、各機能ごとにマニュアルリセットによる初期化の許可／禁止を設定するレジスタで

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 SPI0 1 R/W SPI0 マニュアルリセットイネーブル 

0：SPI0 のマニュアルリセット禁止

1：SPI0 のマニュアルリセット許可

注 . MD6 端子= H、及び MD9 端子=L のとき、SPI0 はマ

ニュアルリセット後にブート処理を開始します。

30 ～ 23 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

22 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

21 SPI1 1 R/W SPI1マニュアルリセットイネーブル

0：SPI1 のマニュアルリセット禁止

1：SPI1 のマニュアルリセット許可

20～16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15～12 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

11 GETHER 1 R/W GETHER マニュアルリセットイネーブル

0：GETHER のマニュアルリセット禁止

1：GETHER のマニュアルリセット許可

10、9 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

8 ECD 0 R/W ECD マニュアルリセットイネーブル

0：ECD のマニュアルリセット禁止

1：ECD のマニュアルリセット許可

7、 6 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

5 eMMC 1 R/W eMMC マニュアルリセットイネーブル

0：eMMC のマニュアルリセット禁止

1：eMMC のマニュアルリセット許可

4 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

3 DMAC2/3 1 R/W DMAC2/3 マニュアルリセットイネーブル

0：DMAC2/3 のマニュアルリセット禁止

1：DMAC2/3 のマニュアルリセット許可

2、 1 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000001011111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯SPI1 ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯SPI0 ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W ⎯

01234567891011121315 14

111111110111111 1

⎯ ⎯ eMMC ⎯ DMAC2/3 ⎯ ⎯ PWMUECD⎯⎯GETHER⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯R/W⎯R/W⎯⎯R/W⎯⎯R/W⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3.3.4 ソフトウエアリセットレジスタ0 （SRSTR0）

SRSTR0 は、各機能ごとにソフトウェアリセットを発行します。ビットに1 を書き込むと、対応す

る機能がリセット状態になります。リセット状態を解除するには対応するビットに0 を書き戻してく

ださい。

0 PWMU 1 R/W PWMU マニュアルリセットイネーブル

0：PWMU のマニュアルリセット禁止

1：PWMU のマニュアルリセット許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 PWMXPCSR 0 R/W PWMX ソフトウェアリセットの周辺クロックセレクトレジスタ

0、1 (PCSR0/PCSR1) 

0 ：通常状態

1 ： リセット状態

30 RSPI 0 R/W RSPI ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

28 SIM 0 R/W SIM ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

27 CRYPTO 
ENGINE

0 R/W CRYPTO ENGINE ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

26 SDHI 0 R/W SDHIソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

25 ARC4 0 R/W ARC4 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

24～20 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RIIC4RIIC5RIIC6RIIC7———— —ARC4
CRYPTO
 ENGINESIM—RSPI

PWMX 
PCSR

R/WR/WR/WR/W—————R/WR/WR/WR/W—R/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ADC0 ETHER DMACADC1CRCEVCFRTSCIF0SCIF1SCIF2SCIF3SCIF4RIIC0RIIC1RIIC3 RIIC2

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

SDHI

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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19 RIIC7 0 R/W RIIC ch7 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

18 RIIC6 0 R/W RIIC ch6 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

17 RIIC5 0 R/W RIIC ch5 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： Reset IIC ch 5

16 RIIC4 0 R/W RIIC ch4 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

15 RIIC3 0 R/W RIIC ch3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

14 RIIC2 0 R/W RIIC ch2 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

13 RIIC1 0 R/W RIIC ch1 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

12 RIIC0 0 R/W RIIC ch0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

11 SCIF4 0 R/W SCIF4 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

10 SCIF3 0 R/W SCIF3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

9 SCIF2 0 R/W SCIF2 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

8 SCIF1 0 R/W SCIF1 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

7 SCIF0 0 R/W SCIF0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

6 FRT 0 R/W FRT ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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17.3.3.5 ソフトウェアリセットレジスタ 1 （SRSTR1）

SRSTR1 は、各機能ごとにソフトウェアリセットを発行します。ビットに”1” を書き込むと、対応

する機能がリセット状態になります。リセット状態を解除するには対応するビットに”0” を書き戻し

てください。

5 EVC 0 R/W EVC ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

4 CRC 0 R/W CRC ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

3 ADC1 0 R/W ADC ch15～ 8 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

2 ADC0 0 R/W ADC ch7～ 0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

1 ETHER 0 R/W ETHER ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

0 DMAC 0 R/W DMAC ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 USBPHY 0 R/W USBPHY ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

30 ～23 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

22 SECROM 0 R/W SECROM ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RIIC8RIIC9⎯⎯SGPIO⎯SECROM⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯USBPHY ⎯

R/WR/W⎯⎯R/W⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PWMX3 PWMX2 PWMX1 PWMX0 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯TMR01TMR23TMR45TMU012TMU345USB1⎯ USB0

⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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21 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

20 SGPIO 0 R/W SGPIO ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

19、18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

17 RIIC9 0 R/W RIIC ch9 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

16 RIIC8 0 R/W RIIC ch8 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

15 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

14 USB0 0 R/W USB0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

13 USB1 0 R/W USB1 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

12 TMU345 0 R/W TMU ch5 ～ 3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

11 TMU012 0 R/W TMU ch2 ～ 0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

10 TMR45 0 R/W TMR ch4 、 5 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

9 TMR23 0 R/W TMR ch2 、 3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

8 TMR01 0 R/W TMR ch0 、 1 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

7 PWMX3 0 R/W PWMX3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

6 PWMX2 0 R/W PWMX2 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

5 PWMX1 0 R/W PWMX1 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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17.3.3.6 ソフトウェアリセットレジスタ 2 （SRSTR2）

SRSTR2 は、各機能ごとにソフトウェアリセットを発行します。ビットに ”1” を書き込むと、対応す

る機能がリセット状態になります。リセット状態を解除するには対応するビットに ”0” を書き戻してく

ださい。

4 PWMX0 0 R/W PWMX0 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

3～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～22 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

21 SPI1 0 R/W SPI1ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

20～12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 GETHER 0 R/W GETHER ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

10、9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 ECD 0 R/W ECD ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 eMMC 0 R/W eMMC ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 DMAC2/3 0 R/W DMAC2/3 ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯SPI1 ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ eMMC ⎯ DMAC2/3 ⎯ ⎯ PWMUECD⎯⎯GETHER⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯R/W⎯R/W⎯⎯R/W⎯⎯R/W⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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2、 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 PWMU 0 R/W PWMU ソフトウェアリセット

0： 通常状態

1： リセット状態

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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17.4 動作説明

17.4.1 リセット要求

リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットがあります。それぞれの発生要因を説明し
ます。

17.4.1.1 パワーオンリセット

1.  要因：

• PRESET端子からLレベルを入力した場合

• H-UDIリセットが発生した場合

詳細は「42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。

2.  遷移先アドレス：H'A000 0000

3.  遷移時動作：

例外コードH'000 をEXPEVT にセットします。VBR、SR の初期化を行い、PC＝H'A000 0000 に分

岐します。初期化により、VBR レジスタはH'0000 0000 にセットされます。SR は、MD、RB、BL

ビットが ”1” にセットされ、FD ビットが ”0” にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～

IMASK0）が B'1111 にセットされます。CPU 及び周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、

各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ず PRESET 端子に L レベルを入力

してください。また、H-UDI を初期化するために、TRST端子にLレベルを入力する必要がありま

す。

以下は、ハードウェアにより SH-4A の動作を初期化するコードで、パワーオンリセットを発生し

ます。

Power_on_reset()
{

EXPEVT = H'0000 0000;
VBR = H'0000 0000;
SR.MD = 1;
SR.RB = 1;
SR.BL = 1;
SR.IMASK = B'1111;
SR.FD = 0;
Initialize_CPU();
Initialize_Module(PowerOn);
PC = H'A000 0000;

}
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17.4.1.2 マニュアルリセット

1.  要因：

• BLビット（SRレジスタのビット28）が”1”のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合

• WT/ITビット（WTCSRレジスタのビット6）が”1”かつRSTEビット（WRSTCSRレジスタのビッ

ト6）が”1”の状態で、WDTCNTがオーバフロー発生した場合

2.  遷移先アドレス：H'A000 0000

3.  遷移時動作：

例外コードH'020をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分

岐します。初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。MD、RB、BLビット

（SRレジスタのビット30、29、28）が”1”にセットされ、FDビット（SRレジスタのビット15）が

”0”にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～ IMASK0）がB'1111にセットされます。CPU

及び周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。

以下は、ハードウェアによりSH-4Aの動作を初期化するコードで、マニュアルリセットを発生し

ます。

Manual_reset()
{

EXPEVT = H'0000 0020;
VBR = H'0000 0000;
SR.MD = 1;
SR.RB = 1;
SR.BL = 1;
SR.IMASK = B'1111;
SR.FD = 0;
Initialize_CPU();
Initialize_Module(Manual);
PC = H'A000 0000;
}
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17.4.2 ウォッチドッグタイマモード

ウォッチドッグタイマモードとして使用するときは、WTCSR レジスタのWT/IT ビットとTME ビット

（WTCSR レジスタのビット5）を”1” に設定してください。

ウォッチドッグタイマとして動作しているとき、システムの暴走などによりWTCNT の値が書き換え

られずオーバフローすると、WDTOVF 信号が出力されます。システムが正常に動作している間は、

WTCNT のオーバフローは発生しません。WTCNTがオーバフローする前に必ずWTCNTの値を書き換え

て（通常はH’00 をライトする）、オーバフローを発生させないようにプログラムしてください。さらに、

ウォッチドッグタイマモード時には、WDTOVF 信号を用いてLSI 内部をリセットすることができます。

WRSTCSR レジスタ の RSTE ビットを 1 にセットしておくと、WTCNT がオーバフローしたときに、

WDTOVF 信号と同時に、本LSI の内部をリセットする信号が発生します。PRESET 端子からの入力信号

によるリセットと WDT のオーバフローによるリセットが同時に発生したときは、PRESET 端子による

リセットが優先され、WOVF ビット（WRSTCSRレジスタのビット7）は”0” にクリアされます。

WDT0とWDT1のWDTOVF 信号は、WRSTCSRレジスタ のRSTE ビットが”1” のときPckで134 ステー

ト、WRSTCSR レジスタのRSTE ビットが”0”のときPckで131 ステートの間出力されます。内部リセッ

ト信号は、Pck で 519 ステートの間出力されます。ウォッチドッグタイマモードで WTCNT がオーバフ

ローすると、WRSTCSRレジスタ のWOVF ビットが ”1 ”にセットされます。また、WRSTCSR のRSTE
ビットが 1 にセットしてあると、WTCNT がオーバフローしたとき、本 LSI 全体に対して内部リセット

信号を発生します。
WDT2 の WDTOVF 信号は、WDT2 がオーバフローしたとき１サイクルの間出力されます。WDT2 が

オーバフローしたとき、内部リセットを発生しません。代わりに、リブート信号を発生し、本LSIはSPI0
の上位半分か下位半分の空間からプログラムの起動を開始します。
早期警告カウンタはWTCNT がオーバフローする前に、早期警告割り込みを発生するよう設定可能で

す。

図 17.2     ウォッチドッグタイマモード時の動作

H'FFFF

H'FF00

H'0000

オーバフロー

WTCNT、WTCNTEW

 に H'0000 を書き込み

内部リセット信号（注1）

WDTOVF 信号

WTCNT、WTNCTEW の値

t1 t2 t3 t4

時間

134 ステート（注2）

519 ステート

[記号説明]

WTCNTEW に 
H'FF00 を書き込み

WTCNT、
WTCNTEW に H'0000 を書き込み

　　　注. 1. WDT0、WDT1：WRSTCSRのRSTEビットが 1 のときは、134ステートになります。（RSTEビットが0のとき131ステート）
                  　WDT2　　　　：1サイクルになります。
       　2. WDT0、WDT1：WRSTCSRのRSTEビットが 1 のときは、134ステートになります。（RSTEビットが0のとき131ステート）
                  　WDT2              ：1サイクルになります。

t1：TME ビットを１にセットすると、WTCNT、WTCNTEW がカウントを開始します。
t2：WTCNTEW に H'FF00 を書き込むと、早期警告割り込みを発生します。
t3：WTCNTEW はオーバフローし、EOVF ビットは １ にセットされます。EWE ビットが 1 のとき、早期警告割り込みを発生します。
t4：WTCNT オーバフローし、WOVF ビットは １ にセットされます。WTCNT、WTCNTEW は H'0000 にリセットされます。

WT/IT = 1

TME = 1

WOVF = 1EOVF = 1 WT/IT = 1
TME = 1

—

—

—
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17.4.3 インターバルタイマモード

インターバルタイマとして使用するときは、WTCSR のWT/IT ビットが0、WTCSR のTME ビットが1
に設定してください。
インターバルタイマとして動作しているときは、WTCNT がオーバフローするごとにインターバルタ

イマ割り込み（WOVI）が発生します。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができ

ます。
インターバルタイマモードでWTCNT がオーバフローすると、

• OVF ビット（WTCSR レジスタのビット 7） が ”1” にセットされ、同時にインターバルタイマ割り込

み（WOVI）が要求されます。

• NMIE ビット（WRSTCSR レジスタのビット2）が”１”の場合割り込みが要求されます。

早期警告カウンタ（WTCNTEW）は WTCNT がオーバフローする前に、早期警告割り込みを発生する

よう設定可能です。

図 17.3     インターバルタイマモード時の動作

オーバフロー

H'0000

H'FF00

H'FFFF

時間

WTCNT、
WTCNTEW の値

WT/IT = 0

TME =1

WOVI

INT
EWI

オーバフロー オーバフロー

EWI EWI

[記号説明]

WOVI: インターバルタイマ割り込み要求発生
INT    : 割り込み要求発生（NMIE ビットが １ のとき）
EWI   : 早期警告割り込み要求発生（EWE ビット が １ のとき）

t1：TME ビットを１、WT/IT ビットを 0 にセットすると、WTCNT、WTCNTEW がインターバルタイマモードでカウントを開始します。
t2：WTCNTEW に H'FF00 を書き込むと、早期警告割り込みを発生します。
t3：WTCNTEW はオーバフローし、EOVF ビットは １ にセットされます。EWE ビットが 1 のとき、早期警告割り込みを発生します。
t4：WTCNT オーバフローし、OVF ビットは １ にセットされます。WOVI 信号が発生します。NMIE ビットが １ のとき割り込みを発生します。

WOVI

INT

WOVI

INT

t1 t2 t3 t4

WTCNTEW に 

H'FF00 を書き込み

—

—
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17.5 リセット中の端子タイミング

17.5.1  PRESET端子によるパワーオンリセット

パワーオンリセットは、パワーオンリセット状態に遷移した際にPLL をリセットするため、PLL 発振

安定時間を確保する必要があります。PLL 発振安定時間は、PLL1 発振安定時間とPLL2 発振安定時間を

合計した時間です。
PRESET 端子入力を L レベルから H レベルに変化させた後、リセット保持時間を経過するまで LSI 内

部でリセット状態を継続しています。リセット保持時間は、EXTAL 端子入力の入力周期の 5000サイク

ル未満になります。

17.5.1.1 電源投入シーケンス

電源投入時は、必ずPRESET 端子にLレベルを入力してください。また、H-UDI を初期化するため

に、TRST端子にLレベルを入力する必要があります。

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示す

るタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL 端子入力、CLKOUT 端子出力とは非

同期になります。

図 17.4     電源投入シーケンス

VDD

TRST
入力

PRESET
入力

CLKOUT
出力

STATUS[1:0]
出力 HH （リセット） LL （通常）

EXTAL 入力安定時間 リセット保持時間
PLL発振安定時間

EXTAL
入力

—

—
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17.5.1.2 通常動作中にPRESET 端子からパワーオンリセットを発生させた場合

通常動作中にPRESET 端子にLレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL 発振

安定時間を確保する必要があります。

図 17.5     通常動作中のPRESET 端子によるパワーオンリセット

17.5.1.3 スリープ中にPRESET 端子からパワーオンリセットを発生させた場合

スリープ中にPRESET 端子にLレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL 発振

安定時間を確保する必要があります。

図 17.6     スリープ中のPRESET 端子によるパワーオンリセット

CLKOUT
出力

STATUS[1:0]
出力 HH （リセット） LL （通常）LL （通常）

リセット保持時間
PLL発振安定時間

EXTAL
入力

PRESET
入力
—

CLKOUT
出力

STATUS[1:0]
出力 HH  （リセット） LL（通常）HL （スリープ）

リセット保持時間
PLL発振安定時間

EXTAL
入力

PRESET
入力

—
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17.5.2 WDTオーバフローによるマニュアルリセット

WDT オーバフローによるマニュアルリセットの期間（WDT マニュアルリセット時間）は、周辺ク

ロック（Pck）周期の519 サイクルになります。

STATUS[1:0]がリセット状態、通常状態を表示するタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、

EXTAL端子入力、CLKOUT 端子出力とは非同期になります。

17.5.2.1 通常動作中にWDT オーバフローによりマニュアルリセットを発生させた

場合

図 17.7     通常動作中のWDT オーバフローによるマニュアルリセット

17.5.2.2 スリープ中にWDT オーバフローによりマニュアルリセットを発生させた

場合

図 17.8     スリープ中のWDT オーバフローによるマニュアルリセット

CLKOUT
出力

WDT 
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力 HH （リセット）LL（通常） LL（通常）

EXTAL
入力

マニュアルリセット時間

CLKOUT
出力

WDT 
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力 HH  （リセット）HL （スリープ） LL （通常）

EXTAL
入力

WDTリセット時間
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17.6 割り込み要因

割り込み要因は以下の３つがあります。

•  WOVI：インターバルタイマモードでWTCNT がオーバフローした場合

•  INT：インターバルタイマモードでNMIE ビットが ”1” のときに、WTCNT がオーバフローした場合

•  EWI：インターバルタイマとウォッチドッグタイマの両モードともにEWEビット が”１” のときに、

WTCNTEW がオーバフローした場合

インターバルタイマモードでWTCNT がオーバフローすると割り込みを発生し、同時にOVF フラグは

1 にセットされます。割り込み例外処理で必ずOVF フラグを ”0” にクリアしてください。

WTCNTEW がオーバフローすると早期警告割り込みを発生し、同時にEOVF フラグは”0” にセットさ

れます。割り込み例外処理で必ずEOVF フラグを ”0”にクリアしてください。

表17.8 WDT の割り込み要因

名 称 割り込み要因 割り込みフラグ

WOVI WTCNTオーバフロー OVF

EWI WTCNTEWオーバフロー EOVF

INT WTCNTオーバフロー OVF
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17.7 使用上の注意事項

17.7.1 レジスタアクセス時の注意

WTCSR、WRSTCSR、WDTABRCTRL は容易に書き換えられないように、ライト方法が一般のレジス

タと異なっています。次の方法で、リード／ライトを行ってください。WDT2の説明も参照ください。

17.7.1.1 WTCSR、WRSTCSR、WDTABRCTRL へのライト

WTCNT、WTCNTEW へライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送

命令では、ライトできません。
WTCSR、WRSTCSR、WDTABRCTRL へライトするときは、必ず 図 17.9 に示すアドレスとデータ

を使用してください。バイト転送命令では、ライトできません。
WRSTCSR レジスタの WOVF ビットへ ”0” をライトする場合と、 WOVF ビット以外のビットにラ

イトする場合では、ライトの方法が異なります。このため、図 17.9 に示すようにデータをライトし

てください。ライトすると、WOVF ビットが”0”にクリアされます。このとき、WRSTCSRの WOVF
ビット以外の他のビットは影響を受けません。

図 17.9     WDT2の WTCSR、WRSTCSR、WDTABRCTRL へのライト

17.7.1.2 WTCNT、WTCSR、WRSTCSR からのリード

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。WTCNT、WTCSR、WRSTCSR、
WTCNTEW、WDTABRCTRLは表 17.3、表 17.5 に示すアドレスに割り当てられています。

WRSTCSR のWOVF ビット以外のビットへライトするとき

WTCSRライト時

アドレス： H'FFF9 0002 (WTCSR2)
15 8 7 0

H'69 ライトデータ

アドレス： H'FFF9 0002 (WTCSR2)

15 8 7 0

H'A5 ライトデータ

WDTABRCTRLライト時

アドレス： H'FFF9 0006 (WDTABRCTRL)

15 8 7 0

H'5A ライトデータ

WRSTCSRのWOVF ビットへ0をライトするとき

アドレス： H'FFF9 0002 (WTCSR2)

15 8 7 0

H'96 H'00
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17.7.2 タイマカウンタ（WTCNT）のライトとカウントアップの競合（WTCNT）

WTCNT のライトサイクル中のT2 ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされずに

WTCNTへのカウンタライトが優先されます。これを図17.10 に示します。

図 17.10     WTCNT のライトとカウントアップの競合

17.7.3 WTCSR のビットの書き換えについて

ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替えを行う、WTCSR レジスタの

WT/IT ビットを書き替えるときは、WTCSRレジスタ のTME ビットを 0 にし、WDT を停止させてから

行ってください。
また、CKS2～0 ビット（WTCSRレジスタ のビット3～0）、及びPSS ビット（WDT1 のみ）において

も、WTCSRレジスタ のTME ビットを”0” にし、WDT を停止させてから書き換えを行ってください。

17.7.4 オルタネートブートブロックリカバリ（WDT2）

WDT2は、ブートシーケンス中の異常を監視し、リブートする機能を持っています。パワーオンリセッ

ト後、WDTFOT1、WDTFOT0端子に "LL"と異なるレベルを入力するとカウントを開始します。リブー

トのインターバルタイムは WTCSR レジスタに指定した Pck ベースの分周クロックに基づいています。

WTCNT2をリフレッシュできず、オーバフローすると、SPI0へリブート信号を発生します。シリアルペ

リフェラルインタフェース（SPI0）のリブートプロセスについては、15章を参照してください

WTCNT2 がオーバフローすると、SPI0へリブート信号を発生し、本LSIはSPI0の上位半分か下位半分

の空間からリブートします。その時、WTCSR2 の状態は OVF ビット以外保持され、WRSTCSR2、
WDTABRCTRLの状態はすべて保持されます。

WTCNT2 がオーバフロー後、選択したクロックの64サイクル経過するまでは、WTCSR2、WRSTCSR2、
WDTABRCTRLにライトできません。つまり、WTCNT2はウォッチドッグタイマモードでカウントアッ

プし続けます。
ABR機能は新しいブートコードが正確でない場合、本LSI をリブートします。

N M

T1 T2

アドレス

Pck

内部ライト信号

WTCNT 入力クロック

WTCNT

WTCNT ライトサイクル

カウンタライトデータ
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17.7.5 WDTOVF 信号によるシステムのリセット

WDTOVF 信号を PRESET 端子に入力すると、本 LSI は正しく初期化できません。WDTOVF 信号は

PRESET 端子に入力しないようにしてください。WDTOVF 信号でシステム全体をリセットするときは、

図 17.11の示すような回路で行ってください。

図 17.11     WDTOVF 信号によるシステムのリセット回路例

17.8 使用上の注意事項

17.8.1 制限

MRSTCR0 レジスタの値と MRSTCR1 レジスタの値は、初期プログラムのブート後、ユーザの指定す

る値に設定する必要があります。

17.8.2 概略

MRSTCR0 レジスタと MRSTCR1 レジスタの初期値”1”はパワーオンリセット時に”0”にセットされる

可能性があります。ユーザがMRSTCR0 レジスタと MRSTCR1 レジスタの初期値を使用する場合、初期

値を再設定する必要があります。また、MRSTCR2 レジスタの初期値”1”はパワーオンリセット時には変

更できません。

リセット入力

システム全体へのリセット信号

本LSI

PRESET

WDTOVF
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18. 低消費電力モード
低消費電力モードでは、内蔵モジュールの一部とCPU が機能を停止します。これによって、消費電力を

低減させることができます。

18.1 特長

• スリープモード／モジュールストップモードのサポート

18.1.1 低消費電力モードの種類

低消費電力モードには、次の2モードがあります。

• スリープモード
• モジュールストップモード

プログラム実行状態から各モードへ遷移する条件、各モードでの CPU や内蔵モジュールなどの状態、

各モードの解除方法を表18.1 に示します。

表18.1 低消費電力モードの状態

18.2 入出力端子

低消費電力モードに関連する端子を表18.2 に示します。

表18.2 端子構成

低消費 電力

モード
遷移条件

状 態

解除方法
CPG SH-4A 内蔵メモリ

内蔵

モジュール
出力端子

スリープ SLEEP 命令を

実行

動作 停止

（レジスタ
内容は保

持）

保持 動作 動作 （1）割り込み
（2）パワーオン
リセット
（3）マニュアル
リセット

モジュール

ストップ

MSTPCR0～
MSTPCR2 の
該当ビットを1 
にする。

動作 動作 動作 指定

モジュール
が停止

直前の状態
を保持

MSTPCR0～
MSTPCR2 の該

当ビットを0 に
する。

端子名 機 能 入出力 説 明

STATUS1 処理状態 出力 本LSI の動作状態を表します。

STATUS0 STATUS1

H

H

L

STATUS0

H

L

L

動作状態

：リセット

：スリープモード

：通常動作
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18.3 レジスタの説明

低消費電力モードのレジスタ構成を表18.3 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。
なお、初期値と異なる値を書き込む必要のあるリザーブビットがありますので、注意してください。

表18.3 レジスタ構成

注 . モジュールストップレジスタ0～2 については、図16.1 も参照してください。

18.3.1  モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）

MSTPCR0 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対

し、個別に動作、停止の指定ができます。
MSTPCR0 は、ロングワード（32ビット）アクセスのみ可能です。

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

モジュールストップレジスタ0 MSTPCR0 R/W H'FFC8 0030 32 H'0000 1000 保持

モジュールストップレジスタ1 MSTPCR1 R/W H'FFC8 0034 32 H'0000 0000 保持

モジュールストップレジスタ2 MSTPCR2 R/W H'FFC1 0028 32 H'0000 0000 保持

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 22 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

21 DMAC 0 R/W DMAC モジュールストップビット

DMAC ビットを ”1” にセットすると、DMAC へのクロック供給を

停止します。

クロック停止に移行する場合は、DMA オペレーションレジスタ

（DMAOR）のビット0（DME）が0 であるか、又はDMA チャネ

ルコントロールレジスタn（CHCRｎ、n=0～11）のビット ”1”
（TE）がすべて ”1” であることを確認後、DMAC ビットを ”1” にし

てください。

0：DMAC は動作

1：DMAC へのクロック供給を停止

20～ 13 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

01234567891011121315 14

000000000000100 0

⎯ ⎯

R/WR/WR/W⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯DMAC⎯⎯ ⎯⎯

⎯ SPI0 EVC RIIC⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯⎯ ⎯ SDHI
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注 . DMAC モジュールのストップモード移行中に、スリープ命令を発行する場合は、以下の点に注意してください。

（1）モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）のDMAC ビットを ”1” にするときは、DMAC の転送動作が終了

したことを確認してから行ってください。
（2）スリープ命令を発行する前にMSTPCR0 レジスタを2 回ダミーリードしてください。

12 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

11 ～5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 SDHI 0 R/W SDHIモジュールストップビット

SDHIビットを1 にセットすると、SDHIへのクロック供給を停止

します。

0：SDHIは動作

1：SDHIへのクロック供給を停止

3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

2 SPI0 0 R/W SPI0 モジュールストップビット

SPI0 ビットを1 にセットすると、SPI0 へのクロック供給を停止

します。

0：SPI0 は動作

1：SPI0 へのクロック供給を停止

1 EVC 0 R/W EVC モジュールストップビット

EVC ビットを1 にセットすると、EVC へのクロック供給を停止

します。

0：EVC は動作

1：EVC へのクロック供給を停止

0 RIIC 0 R/W RIIC モジュールストップビット

RIIC ビットを1 にセットすると、RIIC0～7 へのクロック供給を

停止します。

0：RIICは動作

1：RIICへのクロック供給を停止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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18.3.2 モジュールストップレジスタ1（MSTPCR1）

MSTPCR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対

し、個別に動作、停止の指定ができます。
MSTPCR1 は、ロングワードアクセスのみ可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

30、29 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

28 SIM 0 R/W SIM モジュールストップビット

SIM ビットを1 にセットすると、SIM へのクロック供給を停止し

ます。

0：SIM は動作

1：SIM へのクロック供給を停止

27 RSPI 0 R/W RSPI モジュールストップビット

RSPIビットを1 にセットすると、RSPI へのクロック供給を停止

します。

0：RSPI は動作

1：RSPI へのクロック供給を停止

26 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

25 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

24 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

23 ETHER 0 R/W ETHERモジュールストップビット

ETHERビットを1 にセットすると、ETHER0、1 へのクロック供

給を停止します。

0：ETHER0、1 は動作

1：ETHER0、1 へのクロック供給を停止

22 ARC4 0 R/W ARC4 モジュールストップビット

ARC4 ビットを1 にセットすると、ARC4 へのクロック供給を停

止します。

0：ARC4 は動作

1：ARC4 へのクロック供給を停止

⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CRCARC4ETHER⎯⎯RSPISIM⎯⎯

R/WR/WR/W⎯R/WR/WR/WR/W⎯⎯R/WR/W⎯⎯

⎯

⎯⎯

CRYPTO

ENGINE

PWMX
01

PWMX
23

TMU0 SCIF4 SCIF3 SCIF2 ADC1 ADC0 SCIF1

FRT

SCIF0 USB1 USB0TMU1

TMR01TMR23TMR45⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

PWMX
67

PWMX
45

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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21 FRT 0 R/W FRT モジュールストップビット

FRT ビットを1 にセットすると、FRT へのクロック供給を停止し

ます。

0：FRT は動作

1：FRT へのクロック供給を停止

20 CRC 0 R/W CRC モジュールストップビット

CRC ビットを1 にセットすると、CRC へのクロック供給を停止

します。

0：CRC は動作

1：CRC へのクロック供給を停止

19 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

18 TMR45 0 R/W TMR45 モジュールストップビット

TMR45 ビットを1 にセットすると、TMR チャネル4、5 へのク

ロック供給を停止します。

0：TMR チャネル4、5 は動作

1：TMR チャネル4、5 へのクロック供給を停止

17 TMR23 0 R/W TMR23 モジュールストップビット

TMR23 ビットを1 にセットすると、TMR チャネル2、3 へのク

ロック供給を停止します。

0：TMR チャネル2、3 は動作

1：TMR チャネル2、3 へのクロック供給を停止

16 TMR01 0 R/W TMR01 モジュールストップビット

TMR01 ビットを1 にセットすると、TMR チャネル0、1 へのク

ロック供給を停止します。

0：TMR チャネル0、1 は動作

1：TMR チャネル0、1 へのクロック供給を停止

15 CRYPTO 
ENGINE

0 R/W CRYPTO ENGINEモジュールストップビット

CRYPTO ENGINE ビットを1 にセットすると、CRYPTO 
ENGINEモジュールへのクロック供給を停止します。

0：CRYPTO ENGINE は動作

1：CRYPTO ENGINE へのクロック供給を停止

14 TMU1 0 R/W TMU1 モジュールストップビット

TMU1 ビットを1 にセットすると、TMU チャネル3～5 へのク

ロック供給を停止します。

0：TMU チャネル3～5 は動作

1：TMU チャネル3～5 へのクロック供給を停止

13 TMU0 0 R/W TMU0 モジュールストップビット

TMU0 ビットを1 にセットすると、TMU チャネル0～2 へのク

ロック供給を停止します。

0：TMU チャネル0～2 は動作

1：TMU チャネル0～2 へのクロック供給を停止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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12 SCIF4 0 R/W SCIF4 モジュールストップビット

SCIF4 ビットを1 にセットすると、SCIF4 へのクロック供給を停

止します。

0：SCIF4 は動作

1：SCIF4 へのクロック供給を停止

11 SCIF3 0 R/W SCIF3 モジュールストップビット

SCIF3 ビットを1 にセットすると、SCIF3 へのクロック供給を停

止します。

0：SCIF3 は動作

1：SCIF3 へのクロック供給を停止

10 SCIF2 0 R/W SCIF2 モジュールストップビット

SCIF2 ビットを1 にセットすると、SCIF2 へのクロック供給を停

止します。

0：SCIF2 は動作

1：SCIF2 へのクロック供給を停止

9 ADC1 0 R/W ADC1 モジュールストップビット

ADC1 ビットを1 にセットすると、ADC1 へのクロック供給を停

止します。

0：ADC1 は動作

1：ADC1 へのクロック供給を停止

8 ADC0 0 R/W ADC0 モジュールストップビット

ADC0 ビットを1 にセットすると、ADC0 へのクロック供給を停

止します。

0：ADC0 は動作

1：ADC0 へのクロック供給を停止

7 PWMX23 0 R/W PWMX23 モジュールストップビット

PWMX23 ビットを1 にセットすると、PWMX チャネル2、3 への

クロック供給を停止します。

0：PWMX チャネル2、3 は動作

1：PWMX チャネル2、3 へのクロック供給を停止

6 PWMX01 0 R/W PWMX01 モジュールストップビット

PWMX01 ビットを1 にセットすると、PWMX チャネル0、1 への

クロック供給を停止します。

0：PWMX チャネル0、1 は動作

1：PWMX チャネル0、1 へのクロック供給を停止

5 SCIF1 0 R/W SCIF1 モジュールストップビット

SCIF1 ビットを1 にセットすると、SCIF1 へのクロック供給を停

止します。

0：SCIF1 は動作

1：SCIF1 へのクロック供給を停止

4 SCIF0 0 R/W SCIF0 モジュールストップビット

SCIF0 ビットを1 にセットすると、SCIF0 へのクロック供給を停

止します。

0：SCIF0 は動作

1：SCIF0 へのクロック供給を停止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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3 USB1 0 R/W USB1 モジュールストップビット

USB1 ビットを1 にセットすると、USB1 へのクロック供給を停

止します。

0：USB1 は動作

1：USB1 へのクロック供給を停止

2 USB0 0 R/W USB0 モジュールストップビット

USB0 ビットを1 にセットすると、USB0 へのクロック供給を停

止します。

0：USB0 は動作

1：USB0 へのクロック供給を停止

1 PWMX67 0 R/W PWMX67 モジュールストップビット

PWMX67 ビットを1 にセットすると、PWMX チャネル6、7 への

クロック供給を停止します。

0：PWMX チャネル6、7 は動作

1：PWMX チャネル6、7 へのクロック供給を停止

0 PWMX45 0 R/W PWMX45 モジュールストップビット

PWMX45 ビットを1 にセットすると、PWMX チャネル4、5 への

クロック供給を停止します。

0：PWMX チャネル4、5 は動作

1：PWMX チャネル4、5 へのクロック供給を停止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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18.3.3 モジュールストップレジスタ 2 (MSTPCR2)

MSTPCR2 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対

し、個別に動作、停止の指定ができます。
MSTPCR2 は、ロングワードアクセスのみ可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

22 GETHER 0 R/W GETHER モジュールストップビット

GETHER ビットを1 にセットすると、GETHER へのクロック供

給を停止します。

0：GETHER は動作

1：GETHER へのクロック供給を停止

21 PWMU 0 R/W PWMU モジュールストップビット

PWMU ビットを1 にセットすると、PWMU へのクロック供給を

停止します。

0：PWMU は動作

1：PWMUへのクロック供給を停止

20 eMMC 0 R/W eMMC モジュールストップビット

eMMC ビットを1 にセットすると、eMMCへのクロック供給を停

止します。

0：eMMCは動作

1：eMMCへのクロック供給を停止

19 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

18 ECD 0 R/W ECD モジュールストップビット

ECD ビットを1 にセットすると、ECDへのクロック供給を停止

します。

0：ECDは動作

1：ECDへのクロック供給を停止

17、16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

15～10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯R/W⎯R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ USPHY

GET 
HER

PWMU eMMC ⎯ ECD ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯
SCIF0 
/SCIF1

⎯ ⎯ SGPIO⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯R/W⎯⎯

⎯

⎯R/WR/W⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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9 SCIF0/SCIF1 0 R/W SCIF0/SCIF1 モジュールストップビット

SCIF0/SCIF1 ビットを1 にセットすると、SCIF0/SCIF1へのク

ロック供給を停止します。

0：SCIF0/SCIF1は動作

1：SCIF0/SCIF1へのクロック供給を停止

8、 7 — 00 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 USPHY 0 R/W USB-PHYモジュールストップビット

USPHY ビットを1 にセットすると、USB-PHYへのクロック供給

を停止します。

0：USB-PHYは動作

1：USB-PHYへのクロック供給を停止

5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4、3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 SGPIO 0 R/W SGPIOモジュールストップビット

SGPIOビットを1 にセットすると、SGPIOへのクロック供給を

停止します。

0：SGPIOは動作

1：SGPIOへのクロック供給を停止

1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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18.4 スリープモード

18.4.1 スリープモードへの遷移

プログラム実行状態で SLEEP命令を実行すると、スリープモードへ移行します。CPU は SLEEP 命令

実行後に停止しますが、CPU のレジスタ内容は保持されます。

CPU 以外の内蔵モジュールは動作を続けます。また、CLKOUT 端子からはクロックが出力されつづ

けます。
スリープモードでは、STATUS1 端子にHレベルが、STATUS0 端子にLレベルが出力されます。

18.4.2 スリープモードの解除

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュール）、及びリセットにより解除され

ます。
スリープモード中は、SR レジスタの BL ビットが 1 でも、割り込みを受け付けます。必要に応じて、

SLEEP 命令実行前にSPC、SSR 等をスタックに退避してください。

(1) 割り込みによる解除

NMI、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュールの各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割

り込み例外処理が実行されます。INTEVT レジスタには、割り込み要因に対応したコードがセット

されます。

(2) リセットによる解除

PRESET 端子によるパワーオンリセット、及びウォッチドッグタイマオーバフロー時に発生するマ

ニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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18.5 モジュールストップモード

18.5.1 モジュールストップモードへの遷移

モジュールストップレジスタ（MSTPCR0～2）の各ビットに1 をセットすることで、それぞれ対応し

た内蔵モジュールへのクロック供給を停止させることができます。
モジュールストップ状態にある各モジュールは、モジュールストップ状態に遷移する直前の状態が保

持され続けます。レジスタ設定値も停止前の状態を保持します。また、外部端子も停止前の状態を保持
します。モジュールストップ状態から復帰すると、停止前の状態から動作を開始します。

注 . モジュールの動作が完了してアイドル状態にあり、外部端子や他のモジュールからの起動要因もあ

りえない状態でビットに1 をセットしてください。

なお、A/Dデータレジスタの内容は保持されません。

18.5.2 モジュールストップモードの解除

モジュールストップモードの解除は、モジュールストップレジスタ（MSTPCR0～ 2）の各ビットを 0
にするか、又はパワーオンリセットにより行います。

18.6 STATUS 端子の変化タイミング

18.6.1 リセットの場合

「17.5 リセット中の端子タイミング」を参照してください。

18.6.2 スリープ解除の場合

スリープモード中に割り込みが発生した場合のSTATUS 端子の変化タイミングを図18.1 に示します。

図 18.1     スリープモード中に割り込みが発生した場合のSTATUS 出力

HL LL LL

CLKOUT

STATUS[1:0] 
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19. 14 ビットPWM タイマ（PWMX）
本LSI は8 チャネルの14 ビットPWM（Pulse Width Modulation）を内蔵しています。LSI 外部にローパス

フィルタを接続することにより、14 ビットD/A 変換器として使用できます。

19.1 特長

• リップルの少ないパルス分割方式
• 13種類の分解能を選択可能

周辺クロック周波数の1、 2、 4、 8、 12、 16、 32、 64、 128、 256、 1024、4096、16384分周

• 2種類の基本周期を設定可能

基本周期 T×64
基本周期 T×256（T＝分解能）

• 26種類の動作クロック（基本周期2種類×分解能13種類）を選択可能

PWMX（D/A）のブロック図を図 19.1に示します。

図 19.1     PWMX（D/A）のブロック図

クロック選択 バスインタフェースクロック

内部データバス

PWXDRA

PWXDRB

PWMX1

周辺クロック
Pck                             

Pck/2、Pck/4、Pck/8、Pck/12、Pck/16、Pck/32、Pck/64、 
Pck/128、Pck/256、Pck/1024、Pck/4096、Pck/16384

PWMX0

【記号説明】
PWXCR　:　　　
PWXDRA :

PWXDRB :

PWXCNT : 

PWMX D/A コントロールレジスタ
PWMX D/A データレジスタ A

PWMX D/A データレジスタ B

PWMX D/A カウンタ

PWXCNT

PWXCR

基本周期オーバフロー

モジュールデータバス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

比較器A

比較器B

基本周期コンペアマッチA

基本周期コンペアマッチB

微調整パルス付加A

微調整パルス付加B
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19.2 入出力端子

PWMX（D/A）の入出力端子を表19.1 に示します。

表19.1 端子構成

ユニット 名 称 記号 入出力 機 能

0 PWMX 出力端子 0 PWMX0 出力 PWMX_0 チャネルA のPWM 出力

PWMX 出力端子 1 PWMX1 出力 PWMX_0 チャネルB のPWM 出力

1 PWMX 出力端子 2 PWMX2 出力 PWMX_1 チャネルA のPWM 出力

PWMX 出力端子 3 PWMX3 出力 PWMX_1 チャネルB のPWM 出力

2 PWMX 出力端子 4 PWMX4 出力 PWMX_2 チャネルA のPWM 出力

PWMX 出力端子 5 PWMX5 出力 PWMX_2 チャネルB のPWM 出力

3 PWMX 出力端子 6 PWMX6 出力 PWMX_3 チャネルA のPWM 出力

PWMX 出力端子 7 PWMX7 出力 PWMX_3 チャネルB のPWM 出力

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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19.3 レジスタの説明

PWMX（D/A）のレジスタ構成を表19.2に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表19.2 レジスタ構成

注 . PWXDRAとPWXCR、PWXDRBとPWXCNTのアドレスは同一です。レジスタの切り替えはPWXCNT又は

PWXDRBのREGS ビットで行います。

ユニット 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウ

エア

リセット

0 PWMX (D/A) カウンタ 0 PWXCNT0 R/W H'FFF0 0006 16 H'0003 H'0003 H'0003

PWMX (D/A) データレジスタA0 PWXDRA0 R/W H'FFF0 0000 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) データレジスタ B0 PWXDRB0 R/W H'FFF0 0006 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) コントロール

レジスタ 0

PWXCR0 R/W H'FFF0 0000 8 H'30 H'30 H'30

1 PWMX (D/A) カウンタ 1 PWXCNT1 R/W H'FFF1 0006 16 H'0003 H'0003 H'0003

PWMX (D/A) データレジスタ A1 PWXDRA1 R/W H'FFF1 0000 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) データレジスタ B1 PWXDRB1 R/W H'FFF1 0006 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) コントロール

レジスタ 1

PWXCR1 R/W H'FFF1 0000 8 H'30 H'30 H'30

2 PWMX (D/A) カウンタ 2 PWXCNT2 R/W H'FFF4 0006 16 H'0003 H'0003 H'0003

PWMX (D/A) データレジスタA2 PWXDRA2 R/W H'FFF4 0000 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) データレジスタ B2 PWXDRB2 R/W H'FFF4 0006 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) コントロール

レジスタ 2

PWXCR2 R/W H'FFF4 0000 8 H'30 H'30 H'30

3 PWMX (D/A) カウンタ3 PWXCNT3 R/W H'FFF5 0006 16 H'0003 H'0003 H'0003

PWMX (D/A) データレジスタ A3 PWXDRA3 R/W H'FFF5 0000 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A) データレジスタ B3 PWXDRB3 R/W H'FFF5 0006 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

PWMX (D/A)コントロール

レジスタ 3

PWXCR3 R/W H'FFF5 0000 8 H'30 H'30 H'30

共通 周辺クロックセレクトレジスタ 0 PCSR0 R/W H'FFF2 0000 8 H'00 H'00 H'00

周辺クロックセレクトレジスタ1 PCSR1 R/W H'FFF2 0001 8 H'00 H'00 H'00

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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19.3.1 PWMX（D/A）カウンタ（PWXCNT）

PWXCNT は14 ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。入力クロックはPWXCR のCKS
ビットにより選択します。PWXCNT は、2 チャネルのPWMX（D/A）のタイムベースとして使用されま

す。14 ビット精度で使用する場合には全ビットを、12 ビット精度で使用する場合には上位2 ビットを無

視し、下位12 ビットを利用します。PWXCNT は8 ビット単位のアクセスはできません。常に16 ビット

単位でアクセスしてください。詳細は「19.4 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 8 UC7 ～UC0 0 R/W 下位アップカウンタ

7 ～ 2 UC8 ～ UC13 0 R/W 上位アップカウンタ

1 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

0 REGS 1 R/W レジスタセレクト

PWXDRA とPWXCR、PWXDRB とPWXCNT は同一のアドレス

に配置されています。このビットはアクセス可能にするレジスタ
を選択します。これらのレジスタを変更する場合には、あらかじ
めこのビットを設定してから行ってください。

0：PWXDRA とPWXDRB がアクセス可能

1：PWXCR とPWXCNT がアクセス可能

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ R/W

UC7 UC6 UC5 UC4 UC3 UC2 UC1 UC0 UC8 UC9 UC10 UC11 UC12 UC13 ⎯ REGS

ビット：

初期値：
R/W：
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19.3.2 PWMX（D/A）データレジスタA、B（PWXDRA、PWXDRB）

PWXDRA は PWMX（D/A）チャネル A に、PWXDRB は PWMX（D/A）チャネル B に対応します。

PWXDR は8 ビット単位のアクセスはできません。常に16 ビット単位でアクセスしてください。詳細は

「19.4 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。

• PWXDRA

• PWXDRB

• PWXDRA

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～2 DA13 ～ DA0 1 R/W D/A データ13～0

D/A 変換データを設定します。このレジスタの値はPWXCNT の
値と常に比較されており、基本周期ごとに出力波形のデューティ
を選択します。また、分解能幅の付加パルスを出力するか否かを
選択します。この動作を可能にするためには、このレジスタをあ
る範囲の値に設定する必要があります。この範囲は本レジスタの
CFS ビットによって設定します。範囲外の値を設定するとPWM 
出力は固定されます。

12 ビット精度で使用する場合には、DA0、DA1 をそれぞれ0 に
固定します。

この下位2 ビットデータはPWXCNT レジスタのUC12、13 ビッ

トとの比較を行いません。

1 CFS 1 R/W キャリアフリーケンシセレクト

0：基本周期＝分解能（T）×64 で動作

DA13～DA0 の値の範囲はH'0100～H'3FFF

1：基本周期＝分解能（T）×256 で動作

DA13～DA0 の値の範囲はH'0040～H'3FFF

0 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W ⎯

DA13 DA12 DA11 DA10 DA9 DA8 DA7 DA6 DA5 DA4 DA3 DA2 DA1 DA0 CFS ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DA13 DA12 DA11 DA10 DA9 DA8 DA7 DA6 DA5 DA4 DA3 DA2 DA1 DA0 CFS REGS

ビット：

初期値：
R/W：
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• PWXDRB

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～2 DA13 ～ DA0 1 R/W D/A データ13～0

D/A 変換データを設定します。このレジスタの内容は、PWXCNT 
の値と常に比較されており、基本周期ごとに出力波形のデュー
ティを選択します。また、分解能幅の付加パルスを出力するか否
かを選択します。この動作を可能にするためには、このレジスタ
をある範囲の値に設定する必要があります。この範囲は本レジス
タのCFS ビットによって設定します。範囲外の値をPWXDR に
設定するとPWM 出力は固定されます。

12 ビット精度で使用する場合には、DA0、DA1 をそれぞれ0 に
固定します。

この2 ビットデータはPWXCNTレジスタのUC12、13 ビットと

の比較を行いません。

1 CFS 1 R/W キャリアフリーケンシセレクト

0：基本周期＝分解能（T）×64 で動作

DA13～DA0 の値の範囲はH'0100～H'3FFF

1：基本周期＝分解能（T）×256 で動作

DA13～DA0 の値の範囲はH'0040～H'3FFF

0 REGS 1 R/W レジスタセレクト

PWXDRA とPWXCR、PWXDRB とPWXCNT は同一のアドレス

に配置されています。このビットはアクセス可能にするレジスタ
を選択します。これらのレジスタを変更する場合には、あらかじ
めこのビットを設定してから行ってください。

0：PWXDRA とPWXDRB がアクセス可能

1：PWXCR とPWXCNT がアクセス可能

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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19.3.3 PWMX（D/A）コントロールレジスタ（PWXCR）

PWXCR は、出力の許可、出力位相及び動作速度を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は “0”にしてください）

6 PWME 0 R/W PWMX イネーブル

PWXCNT の動作／停止を選択します。

0：PWXCNT は14 ビットのアップカウンタとして動作

1：PWXCNT＝H'0003 で停止

5、 4 — 1 — リザーブビット

（書き込む値は “1”にしてください）

3 OEB 0 R/W アウトプットイネーブルB

PWMX（D/A）チャネルB の出力の許可／禁止を選択します。

0：PWMX（D/A）チャネルB 出力（PWX1、PWX3、PWX5、
PWX7 出力端子）を禁止

1：PWMX（D/A）チャネルB 出力（PWX1、PWX3、PWX5、
PWX7 出力端子）を許可

2 OEA 0 R/W アウトプットイネーブルA

PWMX（D/A）チャネルA の出力の許可／禁止を選択します。

0：PWMX（D/A）チャネルA 出力（PWX0、PWX2、PWX4、
PWX6 出力端子）を禁止

1：PWMX（D/A）チャネルA 出力（PWX0、PWX2、PWX4、
PWX6 出力端子）を許可

1 OS 0 R/W アウトプットセレクト

PWMX(D/A)の出力位相を選択します。

0：PWMX（D/A）直接出力

1：PWMX（D/A）反転出力

0 CKS 0 R/W クロックセレクト

PWMX（D/A）の分解能を選択します。分解能は13 種類から選択

できます。

0：分解能（T）＝周辺クロック周期（Pck）で動作

1：分解能（T）＝周辺クロック周期（Pck）の2、 4、 8、 12、 
16、 32、 64、 128、 256、 1024、 4096、 16384分周 で動作

00001100

⎯ PWME ⎯ ⎯ OEB OEA OS CKS

01234567

R/WR/WR/WR/W⎯⎯R/W⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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19.3.4 周辺クロックセレクトレジスタ0（PCSR0）

PCSR0 は、PWXCR1、PWXCR0 のCKS ビットとあわせてPWMX_1、PWMX_0 の動作速度を選択しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、6 PWCKX1B、

PWCKX1A

00 R/W PWMX_1 クロックセレクト

PWMX_1 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3 を参照してください。

5、4 PWCKX0B、

PWCKX0A

00 R/W PWMX_0 クロックセレクト

PWMX_0 のPWXCR のCKS が1 の状態でクロックを選択しま

す。表19.3 を参照してください。

3 PWCKX1C 0 R/W PWMX_1 クロックセレクト

PWMX_1 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3 を参照してください。

2 PWCKX1D 0 R/W PWMX_1 クロックセレクト

PWMX_1 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

1 PWCKX0D 0 R/W PWMX_0 クロックセレクト

PWMX_0 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

0 PWCKX0C 0 R/W PWMX_0 クロックセレクト

PWMX_0 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

00000000

PWCKX
1B

PWCKX
1A

PWCKX
0B

PWCKX
0A

PWCKX
1C

PWCKX
1D

PWCKX
0D

PWCKX
0C

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 19.  14 ビットPWM タイマ（PWMX）

 Page 19-9

19.3.5 周辺クロックセレクトレジスタ1（PCSR1）

PCSR1 は、PWXCR3、PWXCR2 のCKS ビットとあわせてPWMX_3、PWMX_2 の動作速度を選択しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、6 PWCKX3B、

PWCKX3A

00 R/W PWMX_3 クロックセレクト

PWMX_3 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3 を参照してください。

5、4 PWCKX2B、

PWCKX2A

00 R/W PWMX_2 クロックセレクト

PWMX_2 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

3 PWCKX3C 0 R/W PWMX_3 クロックセレクト

PWMX_3 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

2 PWCKX3D 0 R/W PWMX_3 クロックセレクト

PWMX_3 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

1 PWCKX2D 0 R/W PWMX_2 クロックセレクト

PWMX_2 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

0 PWCKX2C 0 R/W PWMX_2 クロックセレクト

PWMX_2 のPWXCR レジスタのCKS ビットが1 の状態でクロッ

クを選択します。表19.3を参照してください。

00000000

PWCKX
3B

PWCKX
3A

PWCKX
2B

PWCKX
2A

PWCKX
3C

PWCKX
3D

PWCKX
2D

PWCKX
2C

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W:
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表19.3 PWMX_3、PWMX_2、PWMX_1、PWMX_0 のクロックセレクト

PWCKX0D
PWCKX1D
PWCKX2D
PWCKX3D

PWCKX0C
PWCKX1C
PWCKX2C
PWCKX3C

PWCKX0B
PWCKX1B
PWCKX2B
PWCKX3B

PWCKX0A
PWCKX1A
PWCKX2A
PWCKX3A

分解能（T）

0 0 0 0 周辺クロック（Pck）/ 2で動作

0 0 0 1 周辺クロック（Pck）/ 64で動作

0 0 1 0 周辺クロック周期（Pck）/ 128で動作

0 0 1 1 周辺クロック周期（Pck）/ 256で動作

0 1 0 0 周辺クロック周期（Pck）/ 1024で動作

0 1 0 1 周辺クロック周期（Pck）/ 4096で動作

0 1 1 0 周辺クロック周期（Pck）/ 16384で動作

0 1 1 1 設定禁止

1 0 0 0 周辺クロック周期（Pck）/ 4で動作

1 0 0 1 周辺クロック周期（Pck）/ 8で動作

1 0 1 0 周辺クロック周期（Pck）/ 16で動作

1 0 1 1 周辺クロック周期（Pck）/ 32で動作

1 1 0 0 周辺クロック周期（Pck）/ 12で動作

1 1 0 1 設定禁止

1 1 1 0 設定禁止

1 1 1 1 設定禁止

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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19.4 バスマスタとのインタフェース

PWXCNT、PWXDRA、PWXDRB は 16 ビットのレジスタです。一方、バスマスタとPWMXモジュー

ルの間のデータバスは 8 ビット幅です。したがって、バスマスタがこれらのレジスタをアクセスするに

は、8 ビットのテンポラリレジスタ（TEMP）を介して行います。各レジスタのリード／ライトは次のよ

うな動作で行われます。

(1) レジスタへのライト時の動作
上位バイトのライトにより、上位バイトのデータがTEMP にストアされます。次に下位バイトのラ

イトにより、TEMP にある上位バイトの値と合わせて16 ビットデータとしてレジスタにライトされ

ます。

(2) レジスタからのリード時の動作
上位バイトのリードにより、上位バイトの値はCPU に転送され、下位バイトの値はTEMP に転送さ

れます。次に下位バイトのリードにより、TEMP にある下位バイトの値がCPU に転送されます。

これらのレジスタのアクセスはMOV 命令を使用し、常に16 ビット単位で行い、上位バイト、下位

バイトの順序で行ってください。上位バイトのみ、下位バイトのみのアクセスではデータは正しく
転送されません。

例1. PWXCNT へのライト

      MOV.W R0, @PWXCNT　　 PWXCNT へR0 の内容をライト

例2. PWXDRA のリード

      MOV.W @PWXDRA, R0　　 PWXDRA の内容をR0 に転送

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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19.5 動作説明

PWX 端子からは、図 19.2 に示すような PWM 波形が出力されます。1 変換周期中に発生するパルス

（CFS＝0の場合256 個、CFS＝1 の場合64 個）のL(0)レベル幅の合計（TL）がPWXDR のDA13～DA0

と対応しています。OS ＝ 0 の場合、この波形が直接出力されます。OS ＝ 1 の場合、この波形が反転し

て出力されます。このときH(1) レベル幅の合計（TH）がPWXDR のDA13～DA0 と対応しています。出

力波形を図 19.3、図 19.4に示します。

図 19.2     PWMX（D/A）の動作

CKS、CFS の設定と、分解能、基本周期、変換周期との関係を表 19.4 に示します。PWXDR の DA13
～ DA0 がある値以上でないと PWM 出力は固定レベルとなります。また、OS ビットと出力波形の関係

を図 19.3 と図 19.4に示します。

tf

tL
T: 分解能

TL = Σ tLn (OS = 0の場合)

(CFS = 0のときm = 256、
 CFS = 1のときm = 64)

m

n = 1

1 変換周期
(T × 214 (= 16384))

基本周期
(T × 64 または T × 256)

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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表19.4 設定値と動作内容 （Pck = 33MHz 時の例）

PCSR

C
K
S

分解能T
(s)

C
F
S

基本周期 変換周期
TL/TH

(OS = 0 / OS = 1)
変換周期（注） 

(ms)

PWCKX0 ～
PWCKX3 変換精度

（ビット数）

ビットデータ

D C B A

D
A

3

D
A

2

D
A

1

D
A

0

— — — — 0 0.02

(Pck)

0 1.33
(s)
/750.0kHz

341.33
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 0.34

12 — — 0 0 0.08

10 0 0 0 0 0.02

1 5.33
(s)
/187.5kHz

341.33
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 0.34

12 — — 0 0 0.08

10 0 0 0 0 0.02

0 0 0 0 1 0.04

(Pck/2)

0 2.66
(s)
/375.0kHz

682.66
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 0.68

12 — — 0 0 0.17

10 0 0 0 0 0.04

1 10.66
(s)
/93.7kHz

682.66
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 0.68

12 — — 0 0 0.17

10 0 0 0 0 0.04

0 0 0 1 1 1.33

(Pck/64)

0 85.33
(s)
/11.7kHz

21.84
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 21.84

12 — — 0 0 5.46

10 0 0 0 0 1.36

1 341.33
(s)
/2.9kHz

21.84
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 21.84

12 — — 0 0 5.46

10 0 0 0 0 1.36

0 0 1 0 1 2.66

(Pck/128)

0 170.66
(s)
/5.8kHz

43.69
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 43.69

12 — — 0 0 10.92

10 0 0 0 0 2.73

1 682.66
(s)
/1.4kHz

43.69
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 43.69

12 — — 0 0 10.92

10 0 0 0 0 2.73

0 0 1 1 1 5.33

(Pck/256)

0 341.33
(s)
/2.9kHz

87.38
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 87.38

12 — — 0 0 21.84

10 0 0 0 0 5.46

1 1365.33
(s)
/0.7kHz

87.38
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 87.38

12 — — 0 0 21.84

10 0 0 0 0 5.46

0 1 0 0 1 21.33

(Pck/1024)

0 1.36
(ms)
/732.4Hz

349.52
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 349.52

12 — — 0 0 87.38

10 0 0 0 0 21.84

1 5.46
(ms)
/183.1Hz

349.52
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 349.52

12 — — 0 0 87.38

10 0 0 0 0 21.84
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0 1 0 1 1 85.33

(Pck/4096)

0 5.46
(ms)
/183.1Hz

1.39
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 1398.10

12 — — 0 0 349.52

10 0 0 0 0 87.38

1 21.84
(ms)
/45.7Hz

1.39
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 1398.10

12 — — 0 0 349.52

10 0 0 0 0 87.38

0 1 1 0 1 341.33

(Pck/1638
4)

0 21.84
(ms)
/45.7Hz

5.59
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'00FF
（データ値）×T
DA13～0＝H'0100～H'3FFF

14 — — — — 5592.40

12 — — 0 0 1398.10

10 0 0 0 0 349.52

1 87.38
(ms)
/11.4Hz

5.59
(s)

常時L/Hレベル出力

DA13～0＝H'0000～H'003F
（データ値）×T
DA13～0＝H'0040～H'3FFF

14 — — — — 5592.40

12 — — 0 0 1398.10

10 0 0 0 0 349.52

0 1 1 1 1 禁止 — — — — — — — — — —

1 0 0 0 1 0.08

(Pck/4)

0 5.33
(s)
/187.5kHz

1.36
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～ 0 = H'0000 ～H'00FF
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0100 ～H'3FFF

14 — — — — 1.36

12 — — 0 0 0.34

10 0 0 0 0 0.08

1 21.33
(s)
/46.8kHz

1.36
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～ 0 = H'0000 ～H'003F
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0040 ～H'3FFF

14 — — — — 1.36

12 — — 0 0 0.34

10 0 0 0 0 0.08

1 0 0 1 1 0.16

(Pck/8)

0 10.66
(s)
/93.7kHz

2.73
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～0 = H'0000 ～ H'00FF
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0100 ～H'3FFF

14 — — — — 2.73

12 — — 0 0 0.68

10 0 0 0 0 0.17

1 42.66
(s)
/23.4kHz

2.73
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～ 0 = H'0000 ～H'003F
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0040 ～H'3FFF

14 — — — — 2.73

12 — — 0 0 0.68

10 0 0 0 0 0.17

1 0 1 0 1 0.33

(Pck/16)

0 21.33
(s)
/46.8kHz

5.46
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～0 = H'0000 ～ H'00FF
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0100 ～H'3FFF

14 — — — — 5.46

12 — — 0 0 1.36

10 0 0 0 0 0.34

1 85.33
(s)
/11.7kHz

5.46
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～0 = H'0000 ～ H'003F
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0040 ～H'3FFF

14 — — — — 5.46

12 — — 0 0 1.36

10 0 0 0 0 0.34

1 0 1 1 1 0.66

(Pck/32)

0 42.66
(s)
/23.4kHz

10.92
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～ 0 = H'0000 ～H'00FF
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0100 ～H'3FFF

14 — — — — 10.92

12 — — 0 0 2.73

10 0 0 0 0 0.68

1 170.66
(s)
/5.85kHz

10.92
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～ 0 = H'0000 ～H'003F
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0040 ～H'3FFF

14 — — — — 10.92

12 — — 0 0 2.73

10 0 0 0 0 0.68

PCSR

C
K
S

分解能T
(s)

C
F
S

基本周期 変換周期
TL/TH

(OS = 0 / OS = 1)
変換周期（注） 

(ms)

PWCKX0 ～
PWCKX3 変換精度

（ビット数）

ビットデータ

D C B A

D
A

3

D
A

2

D
A

1

D
A

0
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注 . DA3～DA0ビットを固定することにより得られる変換周期です。

図 19.3     出力波形（OS＝0、PWXDR はTLに対応）

1 1 0 0 1 0.25

(Pck/12)

0 16
(s)
/62.5kHz

4.09
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～0 = H'0000 ～ H'00FF
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0100 ～H'3FFF

14 — — — — 4.09

12 — — 0 0 1.02

10 0 0 0 0 0.25

1 64
(s)
/15.6kHz

4.09
(ms)

常時L/Hレベル出力

DA13 ～0 = H'0000 ～ H'003F
（データ値）  T
DA13 ～0 = H'0040 ～H'3FFF

14 — — — — 4.09

12 — — 0 0 1.02

10 0 0 0 0 0.25

1 1 0 1 1 禁止 — — — — — — — — — —

1 1 1 0 1 禁止 — — — — — — — — — —

1 1 1 1 1 禁止 — — — — — — — — — —

PCSR

C
K
S

分解能T
(s)

C
F
S

基本周期 変換周期
TL/TH

(OS = 0 / OS = 1)
変換周期（注） 

(ms)

PWCKX0 ～
PWCKX3 変換精度

（ビット数）

ビットデータ

D C B A

D
A

3

D
A

2

D
A

1

D
A

0

tf1 tf2 tf255 tf256

tL1 tL2 tL3 tL255 tL256

1 変換周期

tf1 = tf2 = tf3 = ··· = tf255 = tf256 = T× 64

tL1 +  tL2 + tL3+ ··· + tL255 +  tL256 = TL

tf1 tf2 tf63 tf64

tL1 tL2 tL3 tL63 tL64

1 変換周期

tf1 = tf2 = tf3 = ··· = tf63 = tf64 = T× 256

tL1 +  tL2 + tL3 + ··· + tL63 + tL64 = TL

(a) CFS = 0 （基本周期＝分解能 (T) × 64）

(b) CFS = 1 (基本周期＝分解能 (T) × 256)
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図 19.4     出力波形（OS＝1、PWXDR はTHに対応）

tf1 tf2 tf255 tf256

tH1 tH2 tH3 tH255 tH256

1 変換周期

tf1 = tf2 = tf3 = ··· = tf255 = tf256 = T× 64

tH1 + tH2 + tH3 + ··· + tH255 + tH256 = TH

tf1 tf2 tf63 tf64

tH1 tH2 tH3 tH63 tH64

1 変換周期

tf1 = tf2 = tf3 = ··· = tf63 = tf64 = T× 256

tH1 + tH2 + tH3 + ··· + tH63 + tH64 = TH

(a) CFS = 0 （基本周期＝分解能 (T) × 64）

(b) CFS = 1 （基本周期＝分解能 (T) × 256）
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付加パルスについては、CFS＝1（基本周期＝分解能（T）×256）かつOS＝1（PWM 反転出力）の設

定を例に示します。CFS＝1 のとき、図 19.5 に示すようにPWXDR の上位8 ビット（DA13～DA6）で基

本パルスのデューティ比が、次の6 ビット（DA5～DA0）で付加パルスの位置が決定されます。

表19.5に付加パルスの位置を示します。

図 19.5     CFS＝1 のときのD/A データレジスタの構成

ここでは、PWXDR ＝ H'0207（B'0000 0010 0000 0111）の場合を考えます。図 19.6 に出力波形を示し

ます。CFS＝1 であり、上位8 ビットの値がB'0000 0010 ですので、基本パルスはH 幅が2/256×（T）の

デューティ比となります。
次に続く6 ビットの値がB'0000 01 ですので、表19.5 より、付加パルスは基本パルスNo.63 の位置での

み出力されます。付加パルスは基本パルスに1/256×（T）だけ追加される形となります。

図 19.6     PWXDR＝H'0207 のときの出力波形（OS＝1）

なお、CFS＝0（基本周期＝分解能（T）×64）の場合、基本パルスのデューティ比は上位6 ビットで、

付加パルスの位置はその次の8 ビットで決定されるという点以外は、同様な考え方となります。

DA13 DA12 DA11 DA10 DA9 DA8 DA7 DA6 DA5 DA4 DA3 DA2 DA1 DA0 CFS

1 1基本パルスのデューティ比 付加パルスの位置

1 変換周期

基本パルス
High幅: 2/256 × (T)

基本パルス
2/256 × (T)

付加パルス
1/256 × (T)

基本周期 基本周期 基本周期
No. 1No. 0 No. 63

付加パルス出力位置
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表19.5 基本パルスに対する付加パルスの位置（CFS＝1 の場合）
下
位
6ビ
ッ
ト

基
本
パ
ル
ス
No

.
0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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20. 16 ビットフリーランニングタイマ（FRT）
本LSI は、16 ビットフリーランニングタイマ（FRT：Free Running Timer）を内蔵しています。FRT は16 ビッ

トのフリーランニングカウンタ（FRC）をベースにしています。

20.1 特長

• 3種類のカウンタ入力クロックを選択可能

3種類の周辺クロック（Pck/2、Pck/8、Pck/32）のうちから選択できます。

• 2本の独立したコンパレータ

2種類のコンペアマッチ割り込みが可能です。

• カウンタのクリア指定が可能
コンペアマッチAによりカウンタの値をクリアすることができます。

• 3種類の割り込み要因

コンペアマッチ×2要因、オーバフロー ×1要因があり、それぞれ独立に要求することができます。

• 自動加算機能による特殊動作
OCRAの内容にOCRAR、及びOCRAFの内容を自動的に加算し、ソフトウェアの介在なしに周期的

な割り込みを生成することができます。

FRT のブロック図を図20.1 に示します。

図 20.1     16 ビットフリーランニングタイマのブロック図

OCRA

FRC

OCRB 

TCSR

Pck/2

Pck/8

Pck/32

TIER

TCR

TOCR

OCIA

OCIB

FOVI

OCRAR/F

OCRA, OCRB
OCRAR,OCRAF
FRC
TCSR
TIER
TCR
TOCR

【記号説明】
：アウトプットコンペアレジスタA、B（16ビット）
：アウトプットコンペアレジスタAR、AF（16ビット）
：フリーランニングカウンタ（16ビット）
：タイマコントロール／ステータスレジスタ（8ビット）
：タイマインタラプトイネーブルレジスタ（8ビット）
：タイマコントロールレジスタ（8ビット）
：タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ（8ビット）

内部クロック

クロック選択

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

モ
ジ
ュ
ー
ル
デ
ー
タ
バ
ス

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

クロック

コンペアマッチA

オーバフロー

クリア

コンペアマッチB

割り込み信号

比較器A

比較器B

内部データバス
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20.2 レジスタの説明

FRTのレジスタ構成、及び各処理モードにおけるレジスタの状態を表20.1 に示します。

指定されたビット幅を使用し、レジスタにアクセスする必要があります。指定されたビット幅以外の
サイズでレジスタにアクセスする場合、動作保証はできません。

表20.1 レジスタ構成

注1. OCRA とOCRB のアドレスは同一です。レジスタの切り替えはTOCR のOCRS ビットで行います。

2. フラグをクリアするための0 ライトのみ可能です。

20.2.1 フリーランニングカウンタ（FRC）

FRC は16 ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。入力クロックはTCR のCKS1、CKS0
ビットにより選択します。FRC はコンペアマッチ A によりクリアすることができます。FRC が H'FFFF
からH'0000 にオーバフローすると、TCSR のOVF が1 にセットされます。FRC は8 ビット単位のアクセ

スはできません。常に16ビットでアクセスしてください。FRC の初期値はH'0000 です。

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウェア

リセット

フリーランニングカウンタ FRC R/W H'FFEA 0002 16 H'0000 H'0000 H'0000

アウトプットコンペアレジスタ A OCRA R/W H'FFEA 0004（注1） 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

アウトプットコンペアレジスタ B OCRB R/W H'FFEA 0004（注1） 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

アウトプットコンペアレジスタ AR OCRAR R/W H'FFEA 0008 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

アウトプットコンペアレジスタ AF OCRAF R/W H'FFEA 000A 16 H'FFFF H'FFFF H'FFFF

タイマインタラプトイネーブル

レジスタ

TIER R/W H'FFEA 0000 8 H'01 H'01 H'01

タイマコントロール／ステータス

レジスタ

TCSR R/W（注2） H'FFEA 0001 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロールレジスタ TCR R/W H'FFEA 0006 8 H'00 H'00 H'00

タイマアウトプットコンペア

コントロールレジスタ

TOCR R/W H'FFEA 0007 8 H'00 H'00 H'00

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

8

0

R/W

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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20.2.2 アウトプットコンペアレジスタA、B（OCRA、OCRB）

OCRA、OCRBは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。OCRA、OCRBの値は常に FRCの

値と比較されます。両者の値が一致（コンペアマッチ）すると、TCSR の OCFA、OCFB フラグが 1 に
セットされます。OCR は 8 ビット単位のアクセスはできません。常に 16 ビットでアクセスしてくださ

い。OCRの初期値はH'FFFF です。

• OCRA

• OCRB

20.2.3 アウトプットコンペアレジスタAR、AF（OCRAR、OCRAF）

OCRAR、OCRAF は 16 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TOCR の OCRAMS ビットを 1
にセットすると、OCRA がOCRAR、OCRAF を使用した動作モードに設定されます。OCRAR、OCRAF
の値は交互にOCRAに自動的に加算され、OCRA に書き込まれます。書き込みはコンペアマッチA のタ

イミングで行われます。
OCRAMS ビットを1 にセットした後の最初のコンペアマッチA では、OCRAF が加算されます。コン

ペアマッチA の動作は、OCRAR、OCRAF のいずれを加算した後のコンペアマッチかによって異なりま

す。
OCRA の自動加算機能を使用する場合には、FRC の入力クロックを内部クロック Pck/2 で、かつ

OCRAR（又はOCRAF）の値をH'0001 以下に設定しないでください。

OCRAR、OCRAF は8 ビット単位のアクセスはできません。常に16 ビット単位でアクセスしてくださ

い。OCRAR、OCRAF の初期値はH'FFFF です。

• OCRAR

• OCRAF

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

8

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W
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1

R/W

7

1
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1
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1
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1
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1
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1

1
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20.2.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）

TIER は、割り込み要求の許可／禁止を制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 OCIAE 0 R/W アウトプットコンペアインタラプトA イネーブル

TCSR のOCFA フラグが1 にセットされたとき、OCFA フラグに

よる割り込み要求（OCIA）を許可又は禁止します。

0：OCFA による割り込み要求（OCIA）を禁止

1：OCFA による割り込み要求（OCIA）を許可

2 OCIBE 0 R/W アウトプットコンペアインタラプトB イネーブル

TCSR のOCFB フラグが1 にセットされたとき、OCFB フラグに

よる割り込み要求（OCIB）を許可又は禁止します。

0：OCFB による割り込み要求（OCIB）を禁止

1：OCFB による割り込み要求（OCIB）を許可

1 OVIE 0 R/W タイマオーバフローインタラプトイネーブル

TCSR のOVF フラグが1 にセットされたとき、OVF フラグによ

る割り込み要求（FOVI）を許可又は禁止します。

0：OVF による割り込み要求（FOVI）を禁止

1：OVF による割り込み要求（FOVI）を許可

0 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

10000000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ OCIAE OCIBE OVIE ⎯

01234567

⎯R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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20.2.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）

TCSRはステータスの表示、及びカウンタクリアの選択を行います

注 . “1”を書き込んでも値は変化しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 OCFA 0 R/W(注 ) アウトプットコンペアフラグA

FRC とOCRA の値が一致したことを示すステータスフラグです。

フラグをクリアするための0 ライトのみ可能です。

［セット条件］

FRC＝OCRA になったとき

［クリア条件］

OCFA＝1 の状態でOCFA をリード後、OCFA に0 をライトし

たとき

2 OCFB 0 R/W(注 ) アウトプットコンペアフラグB

FRC とOCRB の値が一致したことを示すステータスフラグです。

フラグをクリアするための0 ライトのみ可能です。

［セット条件］

FRC＝OCRB になったとき

［クリア条件］

OCFB＝1 の状態でOCFB をリード後、OCFB に0 をライトし

たとき

1 OVF 0 R/W(注 ) オーバフローフラグ

FRC のオーバフローの発生を示すフラグです。フラグをクリア

するための0 ライトのみ可能です。

［セット条件］

FRC の値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき

［クリア条件］

OVF＝1 の状態でOVF をリード後、OVF に0 をライトしたと

き

0 CCLRA 0 R/W(注 ) カウンタクリアA

コンペアマッチA（FRC とOCRA の一致信号）によりFRC をク

リアするか、しないかを選択します。

0：FRC のクリアを禁止

1：コンペアマッチA によりFRC をクリア

R/W

00000000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ OCFA OCFB OVF CCLRA

01234567

⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W： R/W（注）R/W（注）R/W（注）
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20.2.6 タイマコントロールレジスタ（TCR）

TCR は、FRC の入力クロックの選択を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1

0

CKS1

CKS0

0

0

R/W

R/W

クロックセレクト1、0

FRC に入力するクロックを選択します。

00：内部クロックPck/2 をカウント

01：内部クロックPck/8 をカウント

10：内部クロックPck/32 をカウント

11：設定禁止

00000000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ CKS1 CKS0

01234567

R/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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20.2.7 タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ（TOCR）

TOCR は、アウトプットコンペアレジスタ A、B のアクセスの切り替え制御、OCRA の動作モードの

切り替え制御を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 OCRAMS 0 R/W アウトプットコンペアA モードセレクト

OCRA を通常の動作モードにするか、OCRAR、OCRAF を使用

した動作モードにするかを選択します。

0：OCRA を通常の動作モードに設定

1：OCRA をOCRAR、OCRAF を使用した動作モードに設定

5 OCRE 0 R/W アウトプットコンペアレジスタイネーブル

OCRAR、OCRAF へのアクセスイネーブル制御を行います。

0：OCRAR、OCRAF へのアクセス不可

1：OCRAR、OCRAF へのアクセス可能

4 OCRS 0 R/W アウトプットコンペアレジスタセレクト

OCRA とOCRB のアドレスは同一です。このアドレスをリード

／ライトするとき、どちらのレジスタを選択するか制御します。
OCRA、OCRB の動作には影響を与えません。

0：OCRA レジスタを選択

1：OCRB レジスタを選択

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

00000000

⎯

OCR
AMS

OCRE OCRS ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

01234567

⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/W⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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20.3 動作タイミング

20.3.1 FRC のカウントタイミング

FRC のカウントタイミングを図20.2 に示します。

図 20.2     FRC のカウントタイミング

20.3.2 コンペアマッチタイミング

コンペアマッチ信号は、FRC と OCR の値が一致した最後のステート（FRC が一致したカウント値を

更新するタイミング）で発生します。コンペアマッチA タイミングを図20.3 に示します。

図 20.3     コンペアマッチA タイミング

20.3.3 FRC のクリアタイミング

FRC はコンペアマッチA 信号でクリアすることができます。このタイミングを図20.4 に示します。

図 20.4     コンペアマッチA 信号によるFRC のクリアタイミング

Pck

FRC N – 1 N + 1N

内部クロック

FRC入力
クロック

Pck

FRC

OCRA

N NN + 1 N + 1

N N

コンペア
マッチA信号

Pck

FRC N H'0000

コンペア
マッチA信号
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20.3.4 アウトプットコンペアフラグ (OCF)のセットタイミング

OCFA、OCFB フラグは、OCRA、OCRB と FRC の値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号

により1にセットされます。コンペアマッチ信号は値が一致した最後のステート（FRC が一致したカウ

ント値を更新するタイミング）で発生します。OCRA、OCRB とFRC の値が一致した後、カウントアッ

プクロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。OCFA、OCFB フラグのセットタイミ

ングを図20.5 に示します。

図 20.5     OCFA、OCFB フラグのセットタイミング

20.3.5 FRC オーバーフローフラグ (OVF)のセットタイミング

OVF フラグは、FRC がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき1 にセットされます。OVF フラグ

のセットタイミングを図20.6 に示します。

図 20.6     OVF フラグのセットタイミング

OCFA, OCFB

OCRA, OCRB N

FRC N N + 1

Pck

コンペアマッチ信号

FRC H'FFFF H'0000

OVF

Pck

オーバフロー信号
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20.3.6 自動加算タイミング

TOCR の OCRAMS ビットが 1 にセットされている場合、OCRAR、OCRAF の内容は交互に OCRA に
自動加算され、OCRA のコンペアマッチが発生するとOCRA に書き込まれます。OCRA の書き込みタイ

ミングを図20.7に示します。

図 20.7     OCRA の自動加算タイミング

OCRAR, OCRAF A

OCRA N N + A

FRC N N +1 

Pck

コンペア
マッチ信号
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20.4 割り込み要因

FRT の割り込み要因はOCIA、OCIB 、及びFOVI の3 つあります。各割り込み要因はTIER の各割り込

みイネーブルビットで許可又は禁止され、割り込みコントローラに送られます。表20.2 に各割り込み要

因を示します。

表20.2 FRT 割り込み要因

FRT の割り込みは、割り込みコントローラにて 1 要因（FRTI）に束ねられます。3 つのうちどの割り

込み要因が発生したかについては、TCSR を読み出すことによって確認可能です。

名 称 割り込み要因 割り込みフラグ

OCIA OCRAのコンペアマッチ OCFA

OCIB OCRBのコンペアマッチ OCFB

FOVI FRC のオーバフロー OVF

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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20.5 使用上の注意事項

20.5.1 FRC のライトとクリアの競合

FRC のライトサイクルの次のステートでカウンタクリア信号が発生すると､FRC へのライトは行われ

ず、FRCのクリアが優先されます。このタイミングを図20.8 に示します。

図 20.8     FRC のライトとクリアの競合

20.5.2 FRC のライトとカウントアップの競合

FRC のライトサイクルの次のステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされず、カウ

ンタライトが優先されます。このタイミングを図20.9 に示します。

図 20.9     FRC のライトとカウントアップの競合

Pck

FRC N H'0000

T1 T2

FRCのライトサイクル

アドレス

内部ライト信号

カウンタクリア信号

FRCアドレス

Pck

FRC N M

T1 T2

FRCのライトサイクル

FRCアドレスアドレス

内部ライト信号

FRC入力クロック

ライトデータ
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20.5.3 OCR のライトとコンペアマッチの競合

OCRA、OCRB のライトサイクルの次のステートでコンペアマッチが発生した場合、OCR のライトが

優先され、コンペアマッチ信号は禁止されます。このタイミングを図20.10 に示します。

OCRA の自動加算機能を選択しているとき、OCRA、OCRAR、OCRAF ライトサイクルの次のステー

トでコンペアマッチが発生した場合、OCRA、OCRAR、OCRAF のライトが優先され、コンペアマッチ

信号が禁止されるため、自動加算結果のライトは行われません。このタイミングを図20.11 に示します。

図 20.10     OCR のライトとコンペアマッチの競合（自動加算機能を使用していない場合）

Pck

FRC

OCR N M

N N + 1

T1 T2

OCRのライトサイクル

アドレス

内部ライト信号

コンペアマッチ信号

OCRアドレス

ライトデータ

禁止されます
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図 20.11     OCRAR/OCRAF ライトとコンペアマッチの競合（自動加算機能を使用している場合）

Pck

FRC

OCR N

N N+1

OCRAR (OCRAF) Old data New data

アドレス

内部ライト信号

コンペアマッチ信号

OCRAR（OCRAF） 
アドレス

禁止されます

コンペアマッチ信号が禁止されるため、
自動加算は発生しません。
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20.5.4 内部クロックの切り替えとカウンタの動作

内部クロックを切り替えるタイミングによっては、FRC がカウントアップされてしまう場合がありま

す。内部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0 ビットの書き換え）とFRC 動作の関係を表20.3
に示します。内部クロックを使用する場合、周辺クロック (Pck) を分周した内部クロックの立ち下がり

エッジを検出してFRC クロックを生成しています。そのため、表 20.3 のNo.3 のように切り替え前のク

ロックH→切り替え後のクロックLレベルになるような切り替えを行うと、切り替えタイミングを立ち

下がりエッジとみなしてFRCクロックが発生し、FRC がカウントアップされてしまいます。

表20.3 内部クロックの切り替えとFRC 動作

No. TCKS1、CKS0ビット

書き換えタイミング

FRC動作

1 L → Lレベルの切り替え

2 L → Hレベルの切り替え

3 H → Lレベルの切り替え

FRC N N + 1

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

FRCクロック

CKSビットの書き換え

FRC N N + 1 N + 2

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

FRCクロック

CKSビットの書き換え

FRC N N + 2N + 1

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

FRCクロック

(注）

CKSビットの書き換え
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注 . 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、FRCはカウントアップされます。

4 H → Hレベルの切り替え

No. TCKS1、CKS0ビット

書き換えタイミング

FRC動作

FRC N N + 1 N + 2

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

FRCクロック

CKSビットの書き換え
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21. 8-Bit Timers （TMR）
本LSI は、8 ビットのカウンタをベースにした2 チャネルの8 ビットタイマを3 ユニット（ユニット0、ユ

ニット 1、ユニット 2）、合計 6 チャネル内蔵しています。2 本のレジスタとのコンペアマッチ信号により、

カウンタのリセット、割り込み要求など、多機能タイマとして種々の応用が可能です。
図21.1、図21.2、図21.3 にユニット0、ユニット1、ユニット2 のブロック図を示します。

本文中では、ユニット0（チャネル0、チャネル1）について説明しています。他のユニットも同一機能です。

21.1 特長

• 6種類のクロックを選択可能

6種類の周辺クロック（Pck/2、Pck/8、Pck/32、Pck/64、Pck/1024、Pck/8192）のうちから選択できます。

• カウンタのクリア指定が可能
コンペアマッチA、コンペアマッチBのうちから選択できます。

• 2チャネルのカスケード接続が可能（TMR_0、TMR_1）
TMR_0を上位、TMR_1を下位とする 16ビットタイマとして動作可能です（16ビットカウントモー

ド）。
TMR_1はTMR_0のコンペアマッチをカウント可能です（コンペアマッチカウントモード）。

• 3種類の割り込み要因

コンペアマッチA、コンペアマッチB、オーバフローの3種類の割込み要因があり、それぞれ独立に

要求することができます。
• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能

• DMA転送のスタートトリガを生成可能
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図 21.1     8 ビットタイマ（ユニット0）のブロック図

CMIA0

CMIA1

CMIB0

CMIB1

OVI0

OVI1

TCORA_1
TCNT_1  
TCORB_1
TCSR_1
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Pck/2

Pck/8

Pck/32

Pck/64

Pck/1024

Pck/8192

TCORA_0

TCORB_0

TCSR_0

TCCR_0

TCORA_1

TCNT_1

TCORB_1

TCSR_1

TCCR_1

TCR_0 TCR_1

TCNT_0

周辺クロック

A/D変換開始
要求信号

DMA転送 
要求信号

クロック選択

コントロール
ロジック

割り込み信号

カウンタクロック1

カウンタクロック0

コンペアマッチA1

コンペアマッチA0

オーバフロー1

オーバフロー0

カウンタクリア0

カウンタクリア1

コンペアマッチB1

コンペアマッチB0 比較器B_0 比較器B_1

比較器A_0 比較器A_1

内
部
バ
ス

【記号説明】
：タイムコンスタントレジスタA_0
：タイマカウンタ_0
：タイムコンスタントレジスタB_0
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_0
：タイマコントロールレジスタ_0
：タイマカウンタコントロールレジスタ_0

：タイムコンスタントレジスタA_1
：タイマカウンタ_1
：タイムコンスタントレジスタB_1
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_1
：タイマコントロールレジスタ_1
：タイマカウンタコントロールレジスタ_1
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図 21.2     8 ビットタイマ（ユニット1）のブロック図
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【記号説明】
：タイムコンスタントレジスタA_2
：タイマカウンタ_2
：タイムコンスタントレジスタB_2
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_2
：タイマコントロールレジスタ_2
：タイマカウンタコントロールレジスタ_2

：タイムコンスタントレジスタA_3 
：タイマカウンタ_3
：タイムコンスタントレジスタB_3
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_3
：タイマコントロールレジスタ_3 
：タイマカウンタコントロールレジスタ_3
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図 21.3     8 ビットタイマ（ユニット2）のブロック図
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【記号説明】
：タイムコンスタントレジスタA_4
：タイマカウンタ_4
：タイムコンスタントレジスタB_4
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_4
：タイマコントロールレジスタ_4 
：タイマカウンタコントロールレジスタ_4

：タイムコンスタントレジスタA_5 
：タイマカウンタ_5
：タイムコンスタントレジスタB_5
：タイマコントロール／ステータスレジスタ_5
：タイマコントロールレジスタ_5 
：タイマカウンタコントロールレジスタ_5

カウンタクロック4
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21.2 レジスタの説明

TMRのレジスタ構成、及び各処理モードにおけるレジスタの状態を表21.1 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表21.1 レジスタ構成

ユニット チャネル 名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュア

ル

リセット

ソフトウェ

アリセット

0 0 タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'FFE0 0008 8、 16 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_0
TCORA_0 R/W H'FFE0 0004 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_0
TCORB_0 R/W H'FFE0 0006 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_0
TCR_0 R/W H'FFE0 0000 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_0

TCCR_0 R/W H'FFE0 000A 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_0
TCSR_0 R/W H'FFE0 0002 8 H'00 H'00 H'00

1 タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'FFE0 0009 8 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_1
TCORA_1 R/W H'FFE0 0005 8 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_1
TCORB_1 R/W H'FFE0 0007 8 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_1
TCR_1 R/W H'FFE0 0001 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_1

TCCR_1 R/W H'FFE0 000B 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_1
TCSR_1 R/W H'FFE0 0003 8 H'10 H'10 H'10

1 2 タイマカウンタ_2 TCNT_2 R/W H'FFE1 0038 8、 16 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_2
TCORA_2 R/W H'FFE1 0034 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_2
TCORB_2 R/W H'FFE1 0036 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_2
TCR_2 R/W H'FFE1 0030 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_2

TCCR_2 R/W H'FFE1 003A 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_2
TCSR_2 R/W H'FFE1 0032 8 H'00 H'00 H'00
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1 3 タイマカウンタ_3 TCNT_3 R/W H'FFE1 0039 8 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_3 
TCORA_3 R/W H'FFE1 0035 8 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_3 
TCORB_3 R/W H'FFE1 0037 8 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_3 
TCR_3 R/W H'FFE1 0031 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_3

TCCR_3 R/W H'FFE1 003B 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_3 
TCSR_3 R/W H'FFE1 0033 8 H'10 H'10 H'10

2 4 タイマカウンタ_4 TCNT_4 R/W H'FFE2 0048 8、 16 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_4 
TCORA_4 R/W H'FFE2 0044 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_4 
TCORB_4 R/W H'FFE2 0046 8、 16 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_4 
TCR_4 R/W H'FFE2 0040 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_4

TCCR_4 R/W H'FFE2 004A 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_4 
TCSR_4 R/W H'FFE2 0042 8 H'00 H'00 H'00

5 タイマカウンタ_5 TCNT_5 R/W H'FFE2 0049 8 H'00 H'00 H'00

タイムコンスタント

レジスタ A_5
TCORA_5 R/W H'FFE2 0045 8 H'FF H'FF H'FF

タイムコンスタント

レジスタ B_5
TCORB_5 R/W H'FFE2 0047 8 H'FF H'FF H'FF

タイマコントロール

レジスタ_5
TCR_5 R/W H'FFE2 0041 8 H'00 H'00 H'00

タイマカウンタ

コントロール

レジスタ_5

TCCR_5 R/W H'FFE2 004B 8 H'00 H'00 H'00

タイマコントロール／

ステータスレジスタ_5 
TCSR_5 R/W H'FFE2 0043 8 H'10 H'10 H'10

ユニット チャネル 名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュア

ル

リセット

ソフトウェ

アリセット
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21.2.1 タイマカウンタ（TCNT）

TCNT は 8 ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。TCNT_0、TCNT_1 を 16 ビットレジ

スタとしてワードアクセスすることも可能です。クロックは、TCR のCKS2～CKS0 ビット、及びTCCR
の ICKS1、ICKS0ビットにより選択します。TCNT は、コンペアマッチA 信号、コンペアマッチB 信号

によりクリアすることができます。いずれの信号でクリアするかは、TCR の CCLR1、CCLR0 ビットに

より選択します。また、TCNT がオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSR のOVF が1 にセットされ

ます。TCNT の初期値はH'00 です。

21.2.2 タイムコンスタントレジスタA（TCORA）

TCORA は8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORA_0、TCORA_1 を16 ビットレジス

タとしてワードアクセスすることも可能です。TCORA の値はTCNT と常に比較され、一致するとTCSR
のCMFA が1 にセットされます。ただし、TCORA へのライトサイクルのT2 ステートでの比較は禁止さ

れています。TCORA の初期値はH'FF です。

21.2.3 タイムコンスタントレジスタB（TCORB）

TCORB は 8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORB_0、TCORB_1 を 16 ビットレジス

タとしてワードアクセスすることも可能です。TCORB の値はTCNT と常に比較され、一致するとTCSR
のCMFB が1 にセットされます。ただし、TCORB へのライトサイクルのT2 ステートでの比較は禁止さ

れています。TCORB の初期値はH'FF です。

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0

0

R/W

TCNT_0 TCNT_1

ビット：

初期値：

R/W：

ビット名：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORA_0 TCORA_1

ビット：

初期値：

R/W：

ビット名：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

TCORB_0 TCORB_1

ビット：

初期値：

R/W：

ビット名：
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21.2.4 タイマコントロールレジスタ（TCR）

TCR はTCNT の入力クロックの選択、TCNT のクリア条件指定、各割り込み要求の制御を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 CMIEB 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブルB

TCSR のCMFB が1 にセットされたとき、CMFB による割り込み

要求（CMIB）の許可又は禁止を選択します。

0：CMFB による割り込み要求（CMIB）を禁止

1：CMFB による割り込み要求（CMIB）を許可

6 CMIEA 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブルA

TCSR のCMFA が1 にセットされたとき、CMFA による割り込み

要求（CMIA）の許可又は禁止を選択します。

0：CMFA による割り込み要求（CMIA）を禁止

1：CMFA による割り込み要求（CMIA）を許可

5 OVIE 0 R/W タイマオーバフローインタラプトイネーブル

TCSR のOVF が1 にセットされたとき、OVF による割り込み要

求（OVI）の許可又は禁止を選択します。

0：OVF による割り込み要求（OVI）を禁止

1：OVF による割り込み要求（OVI）を許可

4
3

CCLR1
CCLR0

0
0

R/W
R/W

カウンタクリア1、0

TCNT のクリア条件を指定します。

00：クリアを禁止

01：コンペアマッチA によりクリア

10：コンペアマッチB によりクリア

11：設定禁止

2
1
0

CKS2
CKS1
CKS0

0
0
0

R/W
R/W
R/W

クロックセレクト2～0

TCNT に入力するクロックとカウント条件を選択します。表21.2
を参照してください。

R/W：
00000000

CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
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21.2.5 タイマカウンタコントロールレジスタ（TCCR）

TCCR はTCNT の内部クロックの選択の制御を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は “0”にしてください）

1
0

ICKS1
ICKS0

0
0

R/W
R/W

インターナルクロックセレクト1、0

ICKS1、0 は、TCR のCKS2～0 ビットとともに、内部クロック

を選択します。表21.2 を参照してください。

R/W：
00000000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ICKS1 ICKS0

01234567

R/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
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表21.2 TCNT に入力するクロックとカウント条件

注 . TMR_0 のクロック入力をTCNT_1 のオーバフロー信号とし、TMR_1 のクロック入力をTCNT_0 のコンペアマッ

チ信号とするとカウントアップクロックが発生しません。この設定は行わないでください。

チャネル

TCR TCCR

説 明ビット
2

CKS2

ビット
1

CKS1

ビット
0

CKS0

ビット
1

ICKS1

ビット
0

ICKS0

TMR_0 0 0 0 — — クロック入力を禁止

0 0 1 0 0 内部クロック：Pck/8 立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/2 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/8 立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/2 立ち下がりエッジでカウント

0 1 0 0 0 内部クロック：Pck/64立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/32 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/64立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/32 立ち下がりエッジでカウント

0 1 1 0 0 内部クロック：Pck/8192 立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/1024 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/8192 立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/1024 立ち下がりエッジでカウント

1 0 0 — — TCNT_1 のオーバフロー信号でカウント（注）

TMR_1 0 0 0 — — クロック入力を禁止

0 0 1 0 0 内部クロック：Pck/8 立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/2 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/8 立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/2 立ち下がりエッジでカウント

0 1 0 0 0 内部クロック：Pck/64 立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/32 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/64 立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/32 立ち下がりエッジでカウント

0 1 1 0 0 内部クロック：Pck/8192 立ち上がりエッジでカウント

0 1 内部クロック：Pck/1024 立ち上がりエッジでカウント

1 0 内部クロック：Pck/8192 立ち下がりエッジでカウント

1 1 内部クロック：Pck/1024 立ち下がりエッジでカウント

1 0 0 — — TCNT_0 のコンペアマッチA でカウント（注）

All 1 0 1 — — 設定禁止

1 1 0 — — 設定禁止

1 1 1 — — 設定禁止
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21.2.6 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）

TCSR はステータスフラグの表示、及びA/D 変換開始要求の制御を行います。

• TCSR_0

• TCSR_1

• TCSR_0

注 . “1”を書いても変化しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 CMFB 0 R/W（注） コンペアマッチフラグB

［セット条件］

TCNT の値とTCORB の値が一致したとき

［クリア条件］

CMFB＝1 の状態でCMFB をリードした後、CMFB に0 をライトし

たとき

6 CMFA 0 R/W（注） コンペアマッチフラグA

［セット条件］

TCNT の値とTCORA の値が一致したとき

［クリア条件］

CMFA＝1 の状態でCMFA をリードした後、CMFA に0 をライトし

たとき

5 OVF 0 R/W（注） タイマオーバフローフラグ

［セット条件］

TCNT の値がH'FF からH'00 にオーバフローしたとき

［クリア条件］

OVF＝1 の状態でOVF をリードした後、OVF に0 をライトしたとき

4 ADTE 0 R/W A/Dトリガ、DMAトリガイネーブル

コンペアマッチAによるA/D変換、及びDMA転送の開始要求の許可

又は禁止を選択します。

　0:コンペアマッチAによるA/D変換、及びDMA転送の開始要求

を禁止

　1:コンペアマッチAによるA/D変換、及びDMA転送の開始要求

を許可

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は “0”にしてください）

00000000

CMFB CMFA OVF ADTE ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

01234567

⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W： R/W（注）R/W（注）R/W（注） R/W

00001000

CMFB CMFA OVF ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

01234567

⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W： R/W（注）R/W（注）R/W（注）
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• TCSR_1

注 . “1”を書いても変化しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 CMFB 0 R/W（注） コンペアマッチフラグB

［セット条件］

TCNT の値とTCORB の値が一致したとき

［クリア条件］

CMFB＝1 の状態でCMFB をリードした後、CMFB に0 をライト

したとき

6 CMFA 0 R/W（注） コンペアマッチフラグA

［セット条件］

TCNT の値とTCORA の値が一致したとき

［クリア条件］

CMFA＝1 の状態でCMFA をリードした後、CMFA に0 をライト

したとき

5 OVF 0 R/W（注） タイマオーバフローフラグ

［セット条件］

TCNT の値がH'FF からH'00 にオーバフローしたとき

［クリア条件］

OVF＝1 の状態でOVF をリードした後、OVF に0 をライトした

とき

4 — 1 — リザーブビット

（書き込む値は “1”にしてください）

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（書き込む値は “0”にしてください）
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21.3 動作タイミング

21.3.1 TCNT のカウントタイミング

内部クロック動作の場合のTCNT のカウントタイミングを図21.4 に示します。

図 21.4     内部クロック立ち下がりエッジ動作時のカウントタイミング

21.3.2 コンペアマッチ時のCMFA、CMFB フラグのセットタイミング

TCSR の CMFA、CMFB フラグは、TCOR と TCNT の値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信

号により 1 にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（TCNT が一致したカ

ウント値を更新するタイミング）で発生します。したがって、TCNT とTCOR の値が一致した後、TCNT
入力クロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。CMF フラグのセットタイミングを図

21.5 に示します。

図 21.5     コンペアマッチ時のCMF フラグのセットタイミング

Pck

TCNT N – 1 N N + 1 

内部クロック

TCNT入力
クロック

Pck

TCNT N N + 1

TCOR N

CMF

コンペアマッチ信号
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21.3.3 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング

TCNT は、TCR のCCLR1、CCLR0 ビットの選択によりコンペアマッチA 又はコンペアマッチB でク

リアされます。コンペアマッチによるカウンタクリアタイミングを図21.6 に示します。

図 21.6     コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング

21.3.4 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング

TCSR のOVF は、TCNT がオーバフロー（H'FF→H'00）したとき出力されるオーバフロー信号により

1 にセットされます。OVF フラグのセットタイミングを図21.7 に示します。

図 21.7     OVF フラグのセットタイミング

Pck

N H'00TCNT

コンペアマッチ信号

Pck

OVF

TCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
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21.4 カスケード接続時の動作

TCR_0、TCR_1 のいずれか一方のCKS2～CKS0 ビットをB'100 に設定すると、2 チャネルの8 ビット

タイマはカスケード接続されます。この場合、1 本の 16 ビットタイマとして使用する 16 ビットカウン

トモードか、又はチャネル 0 の 8 ビットタイマのコンペアマッチをチャネル 1 のタイマでカウントする

コンペアマッチカウントモードにすることができます。

21.4.1 16ビットカウントモード

TCR_0 のCKS2～CKS0 ビットがB'100 のとき、タイマはチャネル0 を上位8 ビット、チャネル1 を下

位8 ビットとする1 チャネルの16 ビットタイマとして動作します。

(1) コンペアマッチフラグのセット
• TCSR_0のCMFフラグは、16ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。

• TCSR_1のCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。

(2) カウンタクリア指定
• TCR_0のCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、16ビッ

トのコンペアマッチが発生したとき16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされ

ます。
• TCR_1のCCLR1、CCLR0ビットの設定は無効になります。下位8ビットのみのカウンタクリアは

できません。

21.4.2 コンペアマッチカウントモード

TCR_1 のCKS2～CKS0 ビットがB'100 のとき、TCNT_1 はチャネル0 のコンペアマッチA をカウント

します。チャネル 0、1 の制御はそれぞれ独立に行われます。CMF フラグのセット、割り込みの発生、

カウンタクリアなどは各チャネルの設定に従います。
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21.5 割り込み要因

21.5.1 割り込み要因

8 ビットタイマTMR_0、TMR_1 の割り込み要因は、CMIA、CMIB、OVI の3 種類があります。表21.3
に各割り込み要因を示します。各割り込み要因は、TCR 又はTCSR の各割り込みイネーブルビットによ

り許可又は禁止が設定され、割り込みコントローラに送られます。

表21.3 8 ビットタイマTMR_0、TMR_1 の割り込み要因

TMR_0、TMR_1 の割り込みは、割り込みコントローラにて 1 要因（TMR01I）に束ねられます。6 つ
のうちどの割り込み要因が発生したかについては、TCSR_0、TCSR_1 を読み出すことによって確認可能

です。

21.5.2 A/D 変換器の起動

TMR_0 のコンペアマッチA によりA/D 変換器0 を、TMR_2 のコンペアマッチA によりA/D 変換器1
を起動することができます。

TMR_0 のコンペアマッチA の発生により、TCSR_0 のCMFA フラグが1 にセットされたとき、ADTE
ビットが1 にセットされていれば、A/D 変換器0 に対してA/D 変換の開始を要求します。この時A/D 変
換器0 側で、8 ビットタイマの変換トリガが選択されていれば、A/D 変換が開始されます。TMR_2 とA/D
変換器1 の関係も同様です。

21.5.3 DMA転送器の起動

TMR_0のコンペアマッチA、及び TMR_2のコンペアマッチAによりDMA 転送器を起動することがで

きます。転送の開始要求を許可する場合は、TCSR_n (n=0,2)のADTEビットを１にセットしてください。

名 称 割り込み要因 割り込みフラグ

CMIA0 TCORA_0 のコンペアマッチ CMFA

CMIB0 TCORB_0 のコンペアマッチ CMFB

OVI0 TCNT_0 のオーバフロー OVF

CMIA1 TCORA_1 のコンペアマッチ CMFA

CMIB1 TCORB_1 のコンペアマッチ CMFB

OVI1 TCNT_1 のオーバフロー OVF
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21.6 使用上の注意

21.6.1 周期設定上の注意

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNT はTCOR の値と一致した最後のステー

ト（TCNT が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、カウンタの周

波数は次の式になります（f：カウンタ周波数、Pck：周辺クロック周波数、N：TCOR の設定値）。

21.6.2 TCNT のライトとカウンタクリアの競合

図 21.8 のように TCNT のライトサイクル中の T2 ステートでカウンタクリアが発生すると、カウンタ

へのライトは行われずクリアが優先されます。

図 21.8     TCNT のライトとクリアの競合

21.6.3 TCNT のライトとカウントアップの競合

図 21.9 のように TCNT のライトサイクル中の T2 ステートでカウントアップが発生しても、カウント

アップされずカウンタライトが優先されます。

f = Pck / (N + 1 )

Pck

TCNT N H'00

T1 T2

アドレス

内部ライト信号

カウンタクリア信号

TCNTアドレス

SH-4AによるTCNTライトサイクル
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図 21.9     TCNT のライトとカウントアップの競合

21.6.4 TCOR のライトとコンペアマッチの競合

図21.10 のようにTCOR のライトサイクル中のT2 ステートでコンペアマッチが発生しても、TCOR の
ライトが優先されコンペアマッチ信号は禁止されます。

図 21.10     TCOR のライトとコンペアマッチの競合

Pck

TCNT N M

T1 T2

アドレス

内部ライト信号

TCNT入力クロック

SH-4AによるTCNTライトサイクル

TCNTアドレス

カウンタライトデータ

Pck

TCNT

TCOR N M

T1 T2

N N + 1

SH-4AによるTCORライトサイクル

TCORアドレス

TCORライトデータ

禁止されます

アドレス

内部ライト信号

コンペアマッチ信号
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21.6.5 内部クロックの切り替えとTCNT の動作

内部クロックを切り替えるタイミングによっては、TCNT がカウントアップされてしまう場合があり

ます。内部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0 ビットの書き換え）とTCNT 動作の関係を表

21.4 に示します。内部クロックからTCNT クロックを生成する場合、内部クロックの立ち上がりエッジ、

又は立ち下がりエッジで検出しています。そのため、たとえば立ち下がりエッジを選択している場合表
21.4 のNo.3 のように、H→Lレベルになるようなクロックの切り替えを行うと、切り替えタイミングを

立ち下がりエッジとみなしてTCNT クロックが発生し、TCNT がカウントアップされてしまいます。立

ち上がりエッジを選択している場合も同様です。
また、内部クロックの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジを切り替えるときも、TCNT がカウント

アップされることがあります。

表21.4 内部クロックの切り替えとTCNT の動作

No. CKS1、CKS0 ビット

書き換えタイミング

TCNT クロックの動作

1 L→L レベル（注１）の切り替え

2 L→H レベル（注2）の切り替え

3 H→Lレベル（注3）の切り替え

TCNT N N + 1

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

CKSビット書き換え

TCNT N N + 1 N + 2

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

CKSビット書き換え

TCNT N N + 1 N + 2

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

CKSビット書き換え

(注4）
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注1. L レベル→停止、及び停止→Lレベルの場合を含みます。

2. 停止→H レベルの場合を含みます。

3. Hレベル→停止の場合を含みます。

4. 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、TCNT はカウントアップされてしまいます。

21.6.6 カスケード接続時のモード設定

16 ビットカウンタモードとコンペアマッチカウントモードを同時に設定した場合、TCNT_0、TCNT_1
の入力クロックが発生しなくなるためカウンタが停止して動作しません。この設定は行わないでくださ
い。

21.6.7 モジュールストップの設定

モジュールストップレジスタにより、TMR の動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値

では、TMR は動作します。詳細は、「18. 低消費電力モード」を参照してください。

21.6.8 モジュールストップ時の割り込み

割り込みが要求された状態でモジュールストップすると、SH-4Aの割り込み要因の起動要因のクリア

ができません。事前に割り込みをディスエーブルにするなどしてから、モジュールストップモードとし
てください。

4 H →H レベルの切り替え

No. CKS1、CKS0 ビット

書き換えタイミング

TCNT クロックの動作

TCNT N N + 1 N + 2

切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

CKSビット書き換え
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22. タイマユニット（TMU）
本 LSI は 6 チャネル（チャネル 0 ～ 5）の 32 ビットタイマにより構成される 32 ビットタイマユニット

（TMU：Timer Unit）を内蔵しています。

22.1 特長

TMU には次のような特長があります。

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載

• チャネル2は、インプットキャプチャ機能を搭載

• チャネル 0 ～ 2 は、外部クロック選択時もしくはチャネル 2 インプットキャプチャ機能使用時には、

外部クロックの入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能
• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコン

スタントレジスタ、及び32ビットダウンカウンタを搭載

• チャネル0～2は、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能

外部クロック（TCLK）、5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）（ただし、Pck
は周辺クロック）

• チャネル3～5は、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能

5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）
• 2種類の割り込み要因

アンダフロー ×1要因（各チャネル）、インプットキャプチャ ×1要因（チャネル2）があります。
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図22.1 にTMU のブロック図を示します。

図 22.1     TMU のブロック図

22.2 入出力端子

表22.1 にTMU の端子構成を示します。

表22.1 端子構成

端子名 機 能 入出力 説 明

TCLK タイマクロック 入力 タイマの外部クロック入力

チャネル2 のインプットキャプチャ信号端子として

も使用できます

TCLK

TUNI0

TUNI1

TUNI2

TICPI2

TUNI3

TUNI4

TUNI5

Pck

TCR

TSTR0

TCOR

TCR

TCOR

TCOR

TCPR

TSTR1

TCR

TCNT

TCNT

TCNT

チャネル0、1

チャネル3、4、5

チャネル2

クロック
制御部

クロック
制御部

クロック
制御部

周辺
バス

割り込み
制御部

割り込み
制御部

割り込み
制御部

TCLK

制御部

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

プリスケーラ

各チャネル
クロック制御部へ

：タイマカウンタ
：タイマコンスタントレジスタ
：インプットキャプチャレジスタ（チャネル2のみ）
：タイマコントロールレジスタ
：タイマスタートレジスタ

TCNT

TCOR

TCPR

TCR

TSTR0、TSTR1

【記号説明】
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22.3 レジスタの説明

TMU のレジスタ構成、及び各処理モードにおけるレジスタの状態を表22.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表22.2 レジスタ構成

チャネル 名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

012 共通 タイマスタート

レジスタ0
TSTR0 R/W H'FE43 0004 8 H'00 H'00 H'00

0 タイマコンスタント

レジスタ0
TCOR0 R/W H'FE43 0008 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ0 TCNT0 R/W H'FE43 000C 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ0
TCR0 R/W H'FE43 0010 16 H'0000 H'0000 H'0000

1 タイマコンスタント

レジスタ1
TCOR1 R/W H'FE43 0014 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ1 TCNT1 R/W H'FE43 0018 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ1
TCR1 R/W H'FE43 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

2 タイマコンスタント

レジスタ2
TCOR2 R/W H'FE43 0020 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ2 TCNT2 R/W H'FE43 0024 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ2
TCR2 R/W H'FE43 0028 16 H'0000 H'0000 H'0000

インプットキャプチャ

レジスタ2
TCPR2 R H'FE43 002C 32 Retained Retained Retained

345 共通 タイマスタート

レジスタ1
TSTR1 R/W H'FE44 0004 8 H'00 H'00 H'00

3 タイマコンスタント

レジスタ3
TCOR3 R/W H'FE44 0008 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ3 TCNT3 R/W H'FE44 000C 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ3
TCR3 R/W H'FE44 0010 16 H'0000 H'0000 H'0000

4 タイマコンスタント

レジスタ4
TCOR4 R/W H'FE44 0014 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ4 TCNT4 R/W H'FE44 0018 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ4
TCR4 R/W H'FE44 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

5 タイマコンスタント

レジスタ5
TCOR5 R/W H'FE44 0020 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマカウンタ5 TCNT5 R/W H'FE44 0024 32 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF

タイマコントロール

レジスタ5
TCR5 R/W H'FE44 0028 16 H'0000 H'0000 H'0000
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22.3.1 タイマスタートレジスタ（TSTR0、TSTR1）

TSTR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタです。TCNT を動作させるか、停止させるか

を選択します。

• TSTR0

• TSTR1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 STR2 0 R/W カウンタスタート2

TCNT2 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT2 のカウント動作は停止

1：TCNT2 はカウント動作する

1 STR1 0 R/W カウンタスタート1

TCNT1 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT1 のカウント動作は停止

1：TCNT1 はカウント動作する

0 STR0 0 R/W カウンタスタート0

TCNT0 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT0 のカウント動作は停止

1：TCNT0 はカウント動作する

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 STR5 0 R/W カウンタスタート5

TCNT5 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT5 のカウント動作は停止

1：TCNT5 はカウント動作する

1 STR4 0 R/W カウンタスタート4

TCNT4 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT4 のカウント動作は停止

1：TCNT4 はカウント動作する

01234567

00000000

STR0STR1STR2—————

R/WR/WR/W—————R/W：

ビット：

初期値：

01234567

00000000

STR3STR4STR5—————

R/WR/WR/W—————

ビット：

初期値：
R/W：
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22.3.2 タイマコンスタントレジスタ（TCORn）（n＝0～5）

TCOR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットレジスタです。TCNT のカウントダウンの結果、アン

ダフローが発生すると、このTCOR の値がTCNT にセットされ、TCNT はセットされた値からカウント

ダウンを続けます。

22.3.3 タイマカウンタ（TCNTn）（n＝0～5）

TCNT は、読み出し／書き込み可能な32 ビットレジスタです。TCNT は、TCR のTPSC2～TPSC0 ビッ

トにより選択した入力クロックにより、カウントダウン動作を行います。
TCNT のカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルのTCR のUNF が

1 にセットされます。また、同時に TCNT には、TCOR の値が設定され、設定された値からカウントダ

ウン動作を続けます。

0 STR3 0 R/W カウンタスタート3

TCNT3 を動作させるか、停止させるかを選択します。

0：TCNT3 のカウント動作は停止

1：TCNT3 はカウント動作する

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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22.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCRn）（n＝0～5）

TCR は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットレジスタです。カウントクロックの選択、外部クロッ

ク選択時のエッジの選択、TCNT のアンダフロー発生を示すフラグが 1 にセットされたときの割り込み

発生の制御を行います。また、チャネル2 のTCR はインプットキャプチャ機能の制御、及びインプット

キャプチャ時の割り込み発生の制御を行います。

• TCR0、TCR1、TCR3、TCR4、TCR5

• TCR2

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 ICPF（注１） 0 R/W（注２） インプットキャプチャ割り込みフラグ

チャネル2 のみの機能で、インプットキャプチャの発生を示すス

テータスフラグです。

0：インプットキャプチャが発生していないことを示します

［クリア条件］ICPF に0 を書き込んだとき

1：インプットキャプチャが発生したことを示します

［セット条件］インプットキャプチャが発生したとき

8 UNF 0 R/W（注２） アンダフローフラグ

TCNT のアンダフローの発生を示すステータスフラグです。

0：TCNT がアンダフローを起こしていないことを示します

［クリア条件］UNF に0 を書き込んだとき

1：TCNT がアンダフローを起こしたことを示します

［セット条件］TCNT がアンダフローを起こしたとき

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TPSC0TPSC1TPSC2CKEG0CKEG1UNIE——UNF—————— —

R/WR/WR/WR/WR/WR/W———————— —

ビット：

初期値：
R/W： R/W（注2）

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TPSC0TPSC1TPSC2CKEG0CKEG1UNIEICPE0ICPE1UNFICPF————— —

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W————— —R/W：

ビット：

初期値：
R/W（注２）R/W（注２）
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X：Don't care

注1. チャネル0、1、3、4、5 ではリザーブビットです（初期値0、書き込む値は “1”にしてください）。

2. “1”を書き込んでも値は変化しません。

3. チャネル3、4、5 では設定禁止です。

7

6

ICPE1（注１）

ICPE0（注１）

0

0

R/W

R/W

インプットキャプチャ制御

チャネル2 のみの機能で、インプットキャプチャ機能を使用する

かどうか、及び使用時の割り込み発生を許可するかどうかを制御
します。

TCLK 端子の立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジのいずれかを

使ってTCPR2 にTCNT2 の値をセットするかは、CKEG ビット

で設定します。

TCR2 の ICPF ビットが0 のときのみ、TCNT2 の値がTCPR2 に
セットされます。ICPF ビットが1 のときは、インプットキャプ

チャが発生してもTCPR2 はセットされません。

00：インプットキャプチャ機能を使用しないことを示します

01：設定禁止

10：インプットキャプチャ機能を使用するが、インプットキャ

プチャによる割り込み（TICPI2）を許可しないことを示

します。

11：インプットキャプチャ機能を使用し、またインプットキャ

プチャによる割り込み（TICPI2）を許可することを示し

ます。

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御

TCNT のアンダフローの発生を示すステータスフラグUNF が1 に
セットされたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御しま
す。

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可しない

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可する

4

3

CKEG1

CKEG0

0

0

R/W

R/W

クロックエッジ1、0

外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時
に、外部クロックの入力エッジを選択します。

00：立ち上がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジ

スタセット

01：立ち下がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジ

スタセット

1X：立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント／インプッ

トキャプチャレジスタセット

2

1

0

TPSC2

TPSC1

TPSC0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

タイマプリスケーラ2～0

TCNT のカウントクロックを選択します。

000：Pck/4 でカウント

001：Pck/16 でカウント

010：Pck/64 でカウント

011：Pck/256 でカウント

100：Pck/1024 でカウント

101：設定禁止

110：設定禁止

111：外部クロック（TCLK）でカウント（注３）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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22.3.5 インプットキャプチャレジスタ2（TCPR2）

TCPR2 は、チャネル 2 のみに内蔵されているインプットキャプチャ機能用の読み出し専用の 32 ビッ

トレジスタです。TCR2 の ICPE ビット、及びCKEG ビットによって、インプットキャプチャ機能を制御

します。インプットキャプチャが発生すると、TCNT2 の値が TCPR2 にコピーされます。TCR2 の ICPF
ビットが0 のときのみTCPR2にセットします。

161718192021222324252627282931 30

R/W：

01234567891011121315 14

R/W：
——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR R

——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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22.4 動作説明

各チャネルには、32 ビットのタイマカウンタ（TCNT）と 32 ビットのタイマコンスタントレジスタ

（TCOR）があります。TCNT は、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によって周期カ

ウント動作又は外部イベントカウント動作が可能です。また、チャネル 2 には、インプットキャプチャ

機能があります。

22.4.1 カウンタの動作

TSTR0～TSTR1 のSTR5～STR0 ビットを1 にセットすると、対応するチャネルのTCNT はカウント動

作を開始します。TCNT がアンダフローすると対応するTCR のUNF フラグが1 にセットされます。この

とき、TCR の UNIE ビットが 1 ならば、SH-4A に割り込みを要求します。また、このとき TCNT には

TCOR から値がコピーされ、カウントダウン動作を継続します（オートリロード機能）。

(1) カウント動作の設定手順例
図22.2 にカウント動作の設定手順例を示します。

図 22.2     カウント動作設定手順例

(1)

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。

動作選択

カウンタクロックの
選択

アンダフロー割り込みの
発生設定

タイマコンスタント
レジスタの設定

タイマカウンタの
初期値設定

カウント動作開始

インプットキャプチャ
割り込みの発生設定

＜チャネル2の 
インプットキャプチャ
機能使用時＞

TCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウンタ
クロックを選択してください。
外部クロック（TCLK）を選択する場合、
TCRのCKEG1、CKEG0ビットで外部ク
ロックのエッジを選択してください。 

TCRのUNIEビットでTCNTのアンダフロ
ー時に割り込みを発生させるかどうかを
設定してください。 

インプットキャプチャ機能を使用する場
合、割り込み機能を使うかどうかも含め
て、TCRのICPEビットをセットしてくだ
さい。 

TCORに値をセットしてください。 

TCNTに初期値を設定してください。 

TSTRのSTRビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

注．

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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(2) オートリロードカウント動作
図22.3 にTCNT のオートリロード動作を示します。

図 22.3     TCNT のオートリロード動作

(3) TCNT のカウントタイミング

• 内部クロック動作の場合
TCRのTPSC2～TPSC0ビットにより、カウントクロックとして周辺クロックを分周した 5種類の

クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）を選択できます。

この時のタイミングを図22.4に示します。

図 22.4     内部クロック動作時のカウントタイミング

• 外部クロック動作の場合
チャネル0、1、2では、TCRのTPSC2～TPSC0ビットにより、タイマ用クロックとして外部クロッ

ク端子（TCLK）からの入力を選択できます。また、TCRのCKEG1､CKEG0ビットにより検出エッ

ジを選択できます。外部クロックの検出は、立ち上がり／立ち下がり／両エッジの選択が可能で
す。
図22.5に両エッジ検出時のタイミングを示します。

図 22.5     外部クロック動作時のカウントタイミング

TCOR

H'0000 0000

STR0 to STR5

UNF

TCNTの値 アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

Pck

TCNT N + 1 N N – 1

内部
クロック

Pck

TCNT N + 1 N N – 1

外部クロック
入力端子
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22.4.2 インプットキャプチャ機能

チャネル2 には、インプットキャプチャ機能があります。

インプットキャプチャ機能を利用するには、以下のような設定順序で行います。

1. TCRのTPSC2～TPSC0ビットでのタイマの動作クロックを内部クロックに設定します。

2. TCRの ICPE1、ICPE0ビットでインプットキャプチャ機能の使用、及び使用の際に割り込みを発生

させるかを指定します。

3. TCR の CKEG1、CKEG0 ビットで TCLK 端子の立ち上がり／立ち下がりのどのエッジを使用して

TCPR2にTCNTの値をセットするかを指定します。

インプットキャプチャ発生時、TCR2 の ICPF ビットが0 のときのみ、TCNT2 の値をTCPR2 にセット

します。図22.6 にインプットキャプチャ機能使用時の動作タイミングを示します（TCLK の立ち上がり

エッジ使用）。

図 22.6     インプットキャプチャ機能使用時の動作タイミング

TCOR

H'0000 0000

TCLK

TCPR2

TICPI2

TCNTの値
アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

TCNTの値をセット

時間
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22.5 割り込み

TMUには 7個の割り込み要因があり、アンダフロー割り込みが6要因、インプットキャプチャ機能使

用時のインプットキャプチャ割り込みが１要因です。アンダフロー割り込みは各チャネルで、インプッ
トキャプチャ割り込みはチャネル2 のみで発生します。

UNF ビットが1 であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが1 のとき、アンダフロー割り込み要求

を発生します（チャネルごと）。

インプットキャプチャ機能使用時、インプットキャプチャ要求が発生するとTCR2 の ICPF ビットが1
でTCR2のインプットキャプチャ制御ビット（ICPE1、ICPE0）が11 の場合に割り込み要求が発生します。

表22.3 にTMU の割り込み要因を示します。

表22.3 TMU の割り込み要因

チャネル 割り込み要因 内 容

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1

2 TUNI2 アンダフロー割り込み 2

TICPI2 インプットキャプチャ割り込み2

3 TUNI3 アンダフロー割り込み 3

4 TUNI4 アンダフロー割り込み 4

5 TUNI5 アンダフロー割り込み 5

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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22.6 使用上の注意事項

22.6.1 レジスタの書き込みについて

TMU のレジスタに書き込むときには、必ず TSTR の該当チャネルのスタートビット（STR5～ STR0）
をクリアして、タイマのカウント動作を停止させてください。
ただし、TSTR の書き込み、TCR のUNF、ICPF ビットのクリアは、カウント動作中に行うことができ

ます。カウント動作中にフラグ（UNF、ICPF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しない

ようにしてください。

22.6.2 TCNT レジスタの読み出しについて

TCNT レジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウン

ト動作とレジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理によりTCNT カウンタのカウント

ダウン動作前の値が読み出されます。

22.6.3 外部クロック周波数について

チャネル0、1、2 への外部クロック（TCLK）入力周波数はPck/4 を超えないようにしてください。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23. ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）
本 LSI は、イーサネットあるいは IEEE802.3 の MAC（Media Access Control）層規格に準拠したギガビッ

トイーサネットコントローラ（GETHER）を内蔵しています。GETHER は、同規格に合致する物理層 LSI

（PHY-LSI）と接続することにより、イーサネット／ IEEE802.3 フレームの送受信を行うことができます。本

LSI 内蔵のイーサネットコントローラはMAC 層インタフェースを2 系統（以後、0 系、1 系と表記します）

内蔵しており、それぞれ独立に送信及び受信動作をさせることができます。

GETHER は、専用のダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を内蔵しており、送受信する

イーサネットフレームデータを、メモリ上の送受信バッファとの間で高速に転送することが可能です。

また、GETHER は、転送処理を制御するTSU（Transfer Switching Unit）を内蔵し、0 系及び1 系間のMAC

層コントローラ間で相互にデータを転送することができます。

23.1 特長

• MAC（Media Access Control）機能

• データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3, 2000Edition準拠フレーム形式）

• 10Mbps、100Mbps、及び1000Mbps転送に対応

• 全二重モード及び半二重モード対応
• 2チャネル内蔵（GETHER0、GETHER1）
• IEEE802.3x準拠のフロー制御が可能

　IEEE802.3準拠PHYインタフェースをサポート

　RGMII (Reduced Gigabit Media Independent Interface)
　　上位プロトコルサポート（チェックサム）機能

• チャネル間転送用スイッチングユニット搭載（転送用FIFO：6Kバイト）

• E-DMAC（イーサネットコントローラダイレクトメモリアクセスコントローラ）機能

GETHERと外部／内部メモリ間データ転送可能

2チャネル内蔵

32バイトバースト転送可能

1フレーム／1ディスクリプタ、1フレーム／複数ディスクリプタ方式（マルチバッファ）対応可能

転送データ幅：32ビット

送受信FIFO搭載（送信用：2Kバイト、受信用：12Kバイト）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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図23.1にGETHERの構成を示します。

図 23.1     GETHER の構成

SuperHyway (SHwy) ブリッジバス

PHY インタフェース

転送処理
CAM 制御

転送処理
CAM 制御

転送FIFO

(0系         1系)

転送FIFO

(0系         1系)

CAM エントリ
テーブル

FIFO
(1 )

FIFO
(0 )

送信FIFO
(1系)

DMA転送処理
ディスクリプタアクセス

送信FIFO
(0系)

DMA 転送処理
ディスクリプタアクセス

GETHER

E-DMAC1E-DMAC0

TSU

E-MAC-0
(0系)

E-MAC-1
(1系)

受信処理部 送信処理部 送信処理部

PHY インタフェース

RGMIIRGMII

受信処理部
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23.2 入出力端子

GETHER の端子構成を表23.1 に示します。

表23.1 端子構成

注1. 図23.23に示すように、MDIO端子、MDC端子はRMII、RGMIIでマルチプレックスされ、2つのチャネルでのみ利

用できます。切り替えビットはRMII1ビット又はRMII0ビット（GBECONTレジスタのビット17,16）に設定され

ています（「23.3.98　Gigabit イーサネットコントロールレジスタ（GBECONT）」参照）。

名称 系 記号 入出力 機能

送信クロック 0 ET0-TXC 出力 送信信号用クロック出力

送信データ ET0-TD[3:0] 出力 4ビットの送信データ用出力端子

送信制御 ET0-TX_CTL 出力 送信信号用 制御信号出力

受信クロック ET0-RXC 入力 受信信号用 クロック入力

受信データ ET0-RD[3:0] 入力 4ビットの受信データ用入力端子

受信制御 ET0-RX_CTL 入力 受信信号用 制御信号入力

管理用クロック ET0-MDC（注1） 出力 MDIO による転送情報のクロック信号

管理用データ ET0-MDIO（注1） 入出力 管理情報を交換する為の双方向のデータ端子

送信クロック 1 ET1-TXC 出力 送信信号用クロック出力

送信データ ET1-TD[3:0] 出力 4ビットの送信データ用出力端子

送信制御 ET1-TX_CTL 出力 送信信号用 制御信号出力

受信クロック ET1-RXC 入力 受信信号用 クロック入力

受信データ ET1-RD[3:0] 入力 4ビットの受信データ用入力端子

受信制御 ET1-RX_CTL 入力 受信信号用 制御信号入力

管理用クロック ET1-MDC（注1） 出力 MDIO による転送情報のクロック信号号

管理用データ ET1-MDIO（注1） 入出力 管理情報を交換する為の双方向のデータ端子

125MHz 基準クロック 共通 RGMII-MAC-CLK 入力 ETHER RGMII リファレンスクロック
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23.3 レジスタの説明

GETHER のレジスタ構成と各処理状態におけるレジスタの状態を表23.2 に示します。

CAM エントリテーブル関連のレジスタを除く各レジスタ略号の末尾の数字は、2 つのイーサネットイ

ンタフェースポートの番号（0 系または 1 系の別）を表します。本文中では、レジスタ略号中の番号の

記載を一部省略しています。

表23.2 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエ

アリセット

ソフトウェアリセットレジスタ ARSTR R/W H'FEE0 1800 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC モードレジスタ ECMR0 R/W H'FEE0 0500 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC ステータスレジスタ ECSR0 R/W H'FEE0 0510 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

E-MAC 割り込み許可レジスタ ECSIPR0 R/W H'FEE0 0518 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PHY 部インタフェースレジスタ PIR0 R/W H'FEE0 0520 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

MAC アドレス上位設定レジスタ MAHR0 R/W H'FEE0 05C0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MAC アドレス下位設定レジスタ MALR0 R/W H'FEE0 05C8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム長レジスタ RFLR0 R/W H'FEE0 0508 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信リトライオーバカウンタ

レジスタ

TROCR0 R/W H'FEE0 0700 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 R/W H'FEE0 0708 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 R/W H'FEE0 0710 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CRC エラーフレーム受信カウンタ

レジスタ 
CEFCR0 R/W H'FEE0 0740 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フレーム受信エラーカウンタ

レジスタ 
FRECR0 R/W H'FEE0 0748 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

64 バイト未満フレーム受信カウン

タレジスタ 
TSFRCR0 R/W H'FEE0 0750 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定バイト超フレーム受信カウン

タレジスタ

TLFRCR0 R/W H'FEE0 0758 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

端数ビットフレーム受信カウンタ

レジスタ

RFCR0 R/W H'FEE0 0760 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア拡張消失カウンタ

レジスタ

CERCR0 R/W H'FEE0 0768 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア拡張エラーカウンタ

レジスタ

CEECR0 R/W H'FEE0 0770 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

マルチキャストアドレスフレーム

受信カウンタレジスタ

MAFCR0 R/W H'FEE0 0778 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動PAUSE フレーム設定

レジスタ 
APR0 R/W H'FEE0 0554 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

手動PAUSE フレーム設定

レジスタ

MPR0 R/W H'FEE0 0558 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動PAUSE フレーム再送回数設

定レジスタ

TPAUSER0 R/W H'FEE0 0564 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム送信カウンタ

レジスタ

PFTCR0 R H'FEE0 055C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム受信カウンタ

レジスタ

PFRCR0 R H'FEE0 0560 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000
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GETHER モードレジスタ GECMR0 R/W H'FEE0 05B0 32 H'0000 0020 H'0000 0020 H'0000 0020

バーストサイクル回数上限設定

レジスタ

BCULR0 R/W H'FEE0 05B4 32 H'0000 0800 H'0000 0800 H'0000 0800

インバンドステータスモード設定

レジスタ

IBSMR0 R/W H'FEE0 0530 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

インバンドステータスレジスタ IBSR0 R H'FEE0 0534 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

スピード／全二重／リンクモード

レジスタ

SDLR0 R H'FEE0 0538 32 H'0000 0009 H'0000 0009 H'0000 0009

RGMIIモード設定 RGMIIMR0 R/W H'FEE0 053C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ブロードキャストフレーム受信

カウント設定レジスタ

GBE_BCFRR0 R/W H'FEE0 056C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

BCFRRカウントリセット GBE_CRBCFRR0 R/W H'FEE0 0570 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラステータス MDIOSTS0 R H'FEE0 0780 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラコマンド MDIOCMD0 R/W H'FEE0 0784 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラアドレス MDIOADR0 R/W H'FEE0 0788 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラデータ MDIODAT0 R/W H'FEE0 078C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラモード設定 MDIOMOD0 R/W H'FEE0 0790 32 H'8000 00FF H'8000 00FF H'8000 00FF

E-MAC モードレジスタ ECMR1 R/W H'FEE0 0D00 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC ステータスレジスタ ECSR1 R/W H'FEE0 0D10 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

E-MAC 割り込み許可レジスタ ECSIPR1 R/W H'FEE0 0D18 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PHY 部インタフェースレジスタ PIR1 R/W H'FEE0 0D20 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

MAC アドレス上位設定レジスタ MAHR1 R/W H'FEE0 0DC0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MAC アドレス下位設定レジスタ MALR1 R/W H'FEE0 0DC8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム長レジスタ RFLR1 R/W H'FEE0 0D08 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信リトライオーバカウンタ

レジスタ

TROCR1 R/W H'FEE0 0F00 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR1 R/W H'FEE0 0F08 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR1 R/W H'FEE0 0F10 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CRC エラーフレーム受信カウンタ

レジスタ

CEFCR1 R/W H'FEE0 0F40 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フレーム受信エラーカウンタ

レジスタ

FRECR1 R/W H'FEE0 0F48 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

64 バイト未満フレーム受信

カウンタレジスタ 
TSFRCR1 R/W H'FEE0 0F50 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定バイト超フレーム受信

カウンタレジスタ

TLFRCR1 R/W H'FEE0 0F58 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

端数ビットフレーム受信カウンタ

レジスタ

RFCR1 R/W H'FEE0 0F60 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア拡張消失カウンタ

レジスタ 
CERCR1 R/W H'FEE0 0F68 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア拡張エラーカウンタ

レジスタ 
CEECR1 R/W H'FEE0 0F70 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

マルチキャストアドレスフレーム

受信カウンタレジスタ

MAFCR1 R/W H'FEE0 0F78 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス
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自動PAUSE フレーム設定

レジスタ

APR1 R/W H'FEE0 0D54 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

手動PAUSE フレーム設定

レジスタ 
MPR1 R/W H'FEE0 0D58 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動PAUSE フレーム再送回数設

定レジスタ

TPAUSER1 R/W H'FEE0 0D64 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム送信カウンタ

レジスタ

PFTCR1 R H'FEE0 0D5C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム受信カウンタ

レジスタ

PFRCR1 R H'FEE0 0D60 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

GETHER モードレジスタ GECMR1 R/W H'FEE0 0DB0 32 H'0000 0020 H'0000 0020 H'0000 0020

バーストサイクル回数上限設定

レジスタ

BCULR1 R/W H'FEE0 0DB4 32 H'0000 0800 H'0000 0800 H'0000 0800

インバンドモード設定 IBSMR1 R/W H'FEE0 0D30 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

インバンドステータスレジスタ IBSR1 R H'FEE0 0D34 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

スピード／全二重／リンクモード

レジスタ

SDLR1 R H'FEE0 0D38 32 H'0000 0009 H'0000 0009 H'0000 0009

RGMIIモード設定 RGMIIMR1 R/W H'FEE0 0D3C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ブロードキャストフレーム受信

カウント設定レジスタ

GBE_BCFRR1 R/W H'FEE0 0D6C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

BCFRRカウントリセット GBE_CRBCFRR1 R/W H'FEE0 0D70 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラステータス MDIOSTS1 R H'FEE0 0F80 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラコマンド MDIOCMD1 R/W H'FEE0 0F84 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラアドレス MDIOADR1 R/W H'FEE0 0F88 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIO コントローラデータ MDIODAT1 R/W H'FEE0 0F8C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MDIOMDIO コントローラモード

設定

MDIOMOD1 R/W H'FEE0 0F90 32 H'8000 00FF H'8000 00FF H'8000 00FF

TSU カウンタリセットレジスタ TSU_CTRST R/W H'FEE0 1804 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送イネーブルレジスタ

（0→1 系）

TSU_FWEN0 R/W H'FEE0 1810 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送イネーブルレジスタ

（1→0 系）

TSU_FWEN1 R/W H'FEE0 1814 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送FIFO 容量選択レジスタ TSU_FCM R/W H'FEE0 1818 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送FIFO オーバフロー予告設定

レジスタ（0 系）

TSU_BSYSL0 R/W H'FEE0 1820 32 H'0000 003F H'0000 003F H'0000 003F

転送FIFO オーバフロー予告設定

レジスタ（1 系）

TSU_BSYSL1 R/W H'FEE0 1824 32 H'0000 003F H'0000 003F H'0000 003F

送信・転送優先制御モードレジス

タ（0 系）

TSU_PRISL0 R/W H'FEE0 1828 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信・転送優先制御モードレジス

タ（1 系）

TSU_PRISL1 R/W H'FEE0 182C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信・転送機能設定レジスタ

（0→1 系）

TSU_FWSL0 R/W H'FEE0 1830 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信・転送機能設定レジスタ

（1→0 系）

TSU_FWSL1 R/W H'FEE0 1834 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000
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転送機能設定レジスタ（共通） TSU_FWSLC R/W H'FEE0 1838 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Qtag 追加・削除設定レジスタ

（0→1 系）

TSU_QTAG0 R/W H'FEE0 1840 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Qtag 追加・削除設定レジスタ

（1→0 系）

TSU_QTAG1 R/W H'FEE0 1844 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送ステータスレジスタ TSU_FWSR R/W H'FEE0 1850 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送ステータス割り込みマスク

レジスタ

TSU_FWINMK R/W H'FEE0 1854 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Qtag 追加・削除設定レジスタ

（0→1 系） 
TSU_ADQT0 R/W H'FEE0 1848 32 H'8100 0000 H'8100 0000 H'8100 0000

Qtag 追加・削除設定レジスタ

（1→0 系）

TSU_ADQT1 R/W H'FEE0 184C 32 H'8100 0000 H'8100 0000 H'8100 0000

VLANtag 設定レジスタ（0 系） TSU_VTAG0 R/W H'FEE0 1858 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

VLANtag 設定レジスタ（1 系） TSU_VTAG1 R/W H'FEE0 185C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル設定

ビジーレジスタ

TSU_ADSBSY R H'FEE0 1860 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル

イネーブル設定レジスタ

TSU_TEN R/W H'FEE0 1864 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブルPOST
設定1レジスタ

TSU_POST1 R/W H'FEE0 1870 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブルPOST
設定2レジスタ

TSU_POST2 R/W H'FEE0 1874 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブルPOST
設定3レジスタ

TSU_POST3 R/W H'FEE0 1878 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブルPOST
設定4レジスタ

TSU_POST4 R/W H'FEE0 187C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル0H
レジスタ

TSU_ADRH0 R/W H'FEE0 1900 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル1H
レジスタ

TSU_ADRH1 R/W H'FEE0 1908 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル2H
レジスタ

TSU_ADRH2 R/W H'FEE0 1910 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル3H
レジスタ

TSU_ADRH3 R/W H'FEE0 1918 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル4H
レジスタ

TSU_ADRH4 R/W H'FEE0 1920 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル5H
レジスタ

TSU_ADRH5 R/W H'FEE0 1928 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル6H
レジスタ

TSU_ADRH6 R/W H'FEE0 1930 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル7H
レジスタ

TSU_ADRH7 R/W H'FEE0 1938 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル8H
レジスタ

TSU_ADRH8 R/W H'FEE0 1940 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル9H
レジスタ

TSU_ADRH9 R/W H'FEE0 1948 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000
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CAM エントリテーブル10H
レジスタ

TSU_ADRH10 R/W H'FEE0 1950 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル11H
レジスタ

TSU_ADRH11 R/W H'FEE0 1958 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル12H
レジスタ

TSU_ADRH12 R/W H'FEE0 1960 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル13H
レジスタ

TSU_ADRH13 R/W H'FEE0 1968 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル14H
レジスタ

TSU_ADRH14 R/W H'FEE0 1970 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル15H
レジスタ

TSU_ADRH15 R/W H'FEE0 1978 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル16H
レジスタ

TSU_ADRH16 R/W H'FEE0 1980 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル 17H
レジスタ

TSU_ADRH17 R/W H'FEE0 1988 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル18H
レジスタ

TSU_ADRH18 R/W H'FEE0 1990 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル19H
レジスタ

TSU_ADRH19 R/W H'FEE0 1998 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル20H
レジスタ

TSU_ADRH20 R/W H'FEE0 19A0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル21H
レジスタ

TSU_ADRH21 R/W H'FEE0 19A8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル22H
レジスタ

TSU_ADRH22 R/W H'FEE0 19B0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル23H
レジスタ

TSU_ADRH23 R/W H'FEE0 19B8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル24H
レジスタ

TSU_ADRH24 R/W H'FEE0 19C0 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

CAM エントリテーブル25H
レジスタ

TSU_ADRH25 R/W H'FEE0 19C8 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

CAM エントリテーブル26H
レジスタ

TSU_ADRH26 R/W H'FEE0 19D0 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

CAM エントリテーブル27H
レジスタ

TSU_ADRH27 R/W H'FEE0 19D8 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

CAM エントリテーブル28H
レジスタ

TSU_ADRH28 R/W H'FEE0 19E0 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

CAM エントリテーブル29H
レジスタ

TSU_ADRH29 R/W H'FEE0 19E8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル30H
レジスタ

TSU_ADRH30 R/W H'FEE0 19F0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル31H
レジスタ

TSU_ADRH31 R/W H'FEE0 19F8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル0L
レジスタ

TSU_ADRL0 R/W H'FEE0 1904 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル1L
レジスタ

TSU_ADRL1 R/W H'FEE0 190C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000
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アクセ
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CAM エントリテーブル2L
レジスタ

TSU_ADRL2 R/W H'FEE0 1914 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル3L
レジスタ

TSU_ADRL3 R/W H'FEE0 191C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル4L
レジスタ

TSU_ADRL4 R/W H'FEE0 1924 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル5L
レジスタ

TSU_ADRL5 R/W H'FEE0 192C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル6L
レジスタ

TSU_ADRL6 R/W H'FEE0 1934 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル7L
レジスタ

TSU_ADRL7 R/W H'FEE0 193C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル8L
レジスタ

TSU_ADRL8 R/W H'FEE0 1944 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル9L
レジスタ

TSU_ADRL9 R/W H'FEE0 194C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル10L
レジスタ

TSU_ADRL10 R/W H'FEE0 1954 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル11L
レジスタ

TSU_ADRL11 R/W H'FEE0 195C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル12L
レジスタ

TSU_ADRL12 R/W H'FEE0 1964 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル13L
レジスタ

TSU_ADRL13 R/W H'FEE0 196C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル14L
レジスタ

TSU_ADRL14 R/W H'FEE0 1974 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル15L
レジスタ

TSU_ADRL15 R/W H'FEE0 197C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル16L
レジスタ

TSU_ADRL16 R/W H'FEE0 1984 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル17L 
レジスタ

TSU_ADRL17 R/W H'FEE0 198C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル18L 
レジスタ

TSU_ADRL18 R/W H'FEE0 1994 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル19L 
レジスタ

TSU_ADRL19 R/W H'FEE0 199C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル20L
レジスタ

TSU_ADRL20 R/W H'FEE0 19A4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル21L 
レジスタ

TSU_ADRL21 R/W H'FEE0 19AC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル22L
レジスタ

TSU_ADRL22 R/W H'FEE0 19B4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル23L 
レジスタ

TSU_ADRL23 R/W H'FEE0 19BC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル24L 
レジスタ

TSU_ADRL24 R/W H'FEE0 19C4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル25L
レジスタ

TSU_ADRL25 R/W H'FEE0 19CC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス

サイズ
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CAM エントリテーブル26L 
レジスタ

TSU_ADRL26 R/W H'FEE0 19D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル27L 
レジスタ

TSU_ADRL27 R/W H'FEE0 19DC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル28L
レジスタ

TSU_ADRL28 R/W H'FEE0 19E4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル29L
レジスタ

TSU_ADRL29 R/W H'FEE0 19EC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル30L 
レジスタ

TSU_ADRL30 R/W H'FEE0 19F4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CAM エントリテーブル31L
 レジスタ

TSU_ADRL31 R/W H'FEE0 19FC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信フレーム数カウンタレジスタ

（0 系）（正常送信のみ）

TXNLCR0 R H'FEE0 1880 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信フレーム数カウンタレジスタ

（0 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

TXALCR0 R H'FEE0 1884 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム数カウンタレジスタ

（0 系）（正常受信のみ）

RXNLCR0 R H'FEE0 1888 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム数カウンタレジスタ

（0 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

RXALCR0 R H'FEE0 188C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送フレーム数カウンタレジスタ

（1→0 系）（正常転送のみ）

FWNLCR0 R H'FEE0 1890 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送フレーム数カウンタレジスタ

（1→0 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

FWALCR0 R H'FEE0 1894 32 H'00000000 H'00000000 H'00000000

送信フレーム数カウンタレジスタ

（1 系）（正常送信のみ）

TXNLCR1 R H'FEE0 18A0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信フレーム数カウンタレジスタ

（1 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

TXALCR1 R H'FEE0 18A4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム数カウンタレジスタ

（1 系）（正常受信のみ）

RXNLCR1 R H'FEE0 18A8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム数カウンタレジスタ

（1 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

RXALCR1 R H'FEE0 18AC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送フレーム数カウンタレジスタ

（0→1 系）（正常転送のみ）

FWNLCR1 R H'FEE0 18B0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送フレーム数カウンタレジスタ

（0→1 系）

（正常及び障害発生を含むすべて）

FWALCR1 R H'FEE0 18B4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 起動レジスタ EDSR0 W H'FEE0 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC モードレジスタ EDMR0 R/W H'FEE0 0400 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 送信要求レジスタ EDTRR0 R/W H'FEE0 0408 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 受信要求レジスタ EDRRR0 R/W H'FEE0 0410 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

TDLAR0 R/W H'FEE0 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエ

アリセット
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送信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

RDLAR0 R/W H'FEE0 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC/E-DMAC ステータス

レジスタ

EESR0 R/W H'FEE0 0428 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC/E-DMAC ステータス

割り込み許可レジスタ

EESIPR0 R/W H'FEE0 0430 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信ステータスコピー指示

レジスタ

TRSCER0 R/W H'FEE0 0438 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ミスドフレームカウンタ

レジスタ

RMFCR0 R/W H'FEE0 0440 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO しきい値指定レジスタ TFTR0 R/W H'FEE0 0448 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

FIFO 容量指定レジスタ FDR0 R/W H'FEE0 0450 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信方式制御レジスタ RMCR0 R/W H'FEE0 0458 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

RDFAR0 R/W H'FEE0 0034 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタ

RDFXR0 R/W H'FEE0 0038 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタ最終フラグ

レジスタ 
RDFFR0 R/W H'FEE0 003C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

TDFAR0 R/W H'FEE0 0014 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタ

TDFXR0 R/W H'FEE0 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタ最終フラグ

レジスタ

TDFFR0 R/W H'FEE0 001C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

オーバフロー予告FIFO しきい値

設定レジスタ

FCFTR0 R/W H'FEE0 0468 32 H'0017 00FF H'0017 00FF H'0017 00FF

受信データパディング挿入設定

レジスタ

RPADIR0 R/W H'FEE0 0460 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC起動レジスタ EDSR1 W H'FEE0 0800 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMACモードレジスタ EDMR1 R/W H'FEE0 0C00 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR1 R/W H'FEE0 0C08 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR1 R/W H'FEE0 0C10 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

TDLAR1 R/W H'FEE0 0810 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

RDLAR1 R/W H'FEE0 0830 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC/E-DMAC ステータス

レジスタ 
EESR1 R/W H'FEE0 0C28 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-MAC/E-DMAC ステータス

割り込み許可レジスタ

EESIPR1 R/W H'FEE0 0C30 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信ステータスコピー指示

レジスタ

TRSCER1 R/W H'FEE0 0C38 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ミスドフレームカウンタ

レジスタ

RMFCR1 R/W H'FEE0 0C40 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO しきい値指定レジスタ TFTR1 R/W H'FEE0 0C48 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

FIFO 容量指定レジスタ FDR1 R/W H'FEE0 0C50 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエ

アリセット
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受信方式制御レジスタ RMCR1 R/W H'FEE0 0C58 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

RDFAR1 R/W H'FEE0 0834 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタ

RDFXR1 R/W H'FEE0 0838 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタ最終フラグ

レジスタ

RDFFR1 R/W H'FEE0 083C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

TDFAR1 R/W H'FEE0 0814 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタ

TDFXR1 R/W H'FEE0 0818 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタ最終フラグ

レジスタ

TDFFR1 R/W H'FEE0 081C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

オーバフロー予告FIFO しきい値

設定レジスタ

FCFTR1 R/W H'FEE0 0C68 32 H'0017 00FF H'0017 00FF H'0017 00FF

受信データパディング挿入設定

レジスタ

RPADIR1 R/W H'FEE0 0C60 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Gigabit イーサネットコントロール

レジスタ

GBECONT R/W H'FFC1 0100 32 H'0000 0000 Retained Retained

名称 略称 R/W アドレス

アクセ

ス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエ

アリセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.1 ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR）

ARSTR は、GETHER すべてのブロック（E-MAC、TSU 及びE-DMAC）をリセットします。本レジス

タのARSTビットに”1” を書き込むことにより、GETHER のすべてのブロックに対しソフトウェアリセッ

トが発行されます（周辺クロック Pck の 128サイクルの間）。ARST ビットを読み出すと常に ”0” が読み

出されます。ソフトウェアリセットの発行期間中は、GETHER のすべてのブロックに対するレジスタア

クセスを禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ARST 0 R/W ソフトウェアリセット

本ビットに ”1” を書き込むと、GETHER のすべてのブロックに対

しソフトウェアリセットが発行されます（周辺クロックPckで
128サイクル間）。”0” を書き込んでも何も行われません。読み出

し時は常に ”0” が読み出されます。ソフトウェアリセットの発行

期間中は、GETHER のすべてのブロックに対するレジスタアク

セスを禁止します。また、以下のレジスタは、ソフトウェアリ
セットでは初期化されません。

TSU_ADRH0 ～ TSU_ADRH31、 TSU_ADRL0 ～ TSU_ADRL31

E-MAC-1→E-MAC-0、E-MAC-0→E-MAC-1 転送機能を用いる場

合は、必ず、ARST を使用してリセットをしてください。SWRT 
及びSWRR ビット（EDMR レジスタのビット1、0）によるソフ

トウェアリセットでは、E-MAC-1 とE-MAC-0 間の転送機能部

（TSU）はリセットされません。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ARST

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.2 E-MAC モードレジスタ（ECMR）

ECMR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、GETHER の動作モードを指定す

るレジスタです。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。
動作モードは、送信及び受信機能が無効な状態で設定してください。動作モードを切り替える場合は、

EDMR レジスタのSWRT 及びSWRR ビットにより、E-MAC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設

定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 27 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

26 TRCCM 0 R/W カウンタクリアモード

カウンタレジスタのクリア方法を設定します。各レジスタの説明
を参照してください。

0：当該レジスタに、任意の値を書き込むと 0クリアされます。

1：当該レジスタを読み出すと0クリアされます。

25、 24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

23 RCSC 0 R/W サムチェック計算

受信フレームデータ部のサムチェックの自動計算（ハードウェア
計算）を行うかどうかを指定します。

0：サムチェック自動計算を行いません。

1：サムチェック自動計算を行います。

ただし、VLANtag を含むフレームに対するサムチェック自動計算

はサポートしておりません。

22 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

21 DPAD 0 R/W データパディング

0：60 バイト未満のデータにパディングを行い、60 バイトの

データとして送信します

1：60 バイト未満のデータにパディングを行わず、そのまま送

信します

20 RZPF 0 R/W 0TIMEPAUSE フレーム受信

0：TIME パラメータ値が0 のPAUSE フレームの受信が無効で

す

1：TIME パラメータ値が0 のPAUSE フレームの受信が有効で

す

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ R/W ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ R/W ⎯ R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ RCSC ⎯ DPAD RZPF ZPF PFR RXF TXF

⎯ ⎯ MCT ⎯ ⎯ ⎯ MPDE ⎯ ⎯ RE TE ⎯

⎯ ⎯ TRCCM ⎯ ⎯

ILB ⎯ DM PRM

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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19 ZPF 0 R/W 0TIMEPAUSE フレーム使用許可

•  0TIMEPAUSE フレーム使用許可

0：TIME パラメータ値が0 のPAUSE フレーム制御を無効にす

る

Timer 値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行

いません。Timer 値の示す時間が0 のPAUSE フレームを受

信した場合、PAUSE フレームを破棄します。

1：TIME パラメータ値が0 のPAUSE フレーム制御を有効にす

るTimer 値の示す時間が経過していない状態で、受信FIFO 
のデータ量がFCFTR レジスタ設定値未満になるとTimer 値
が0 の自動PAUSE フレームを送信します。Timer 値の示す

時間が0 のPAUSE フレームを受信した場合、送信待ち状態

を解除します。

18 PFR 0 R/W PAUSE フレーム受信モード

0：PAUSE フレームをE-DMAC に転送しません

1：PAUSE フレームをE-DMAC に転送します

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード

0：PAUSE フレームの検出機能が無効になります

1：受信時系のフロー制御機能が有効になります

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード

0：送信系のフロー制御機能が無効になります

　 （自動PAUSE フレームは送信されません。）

1：送信系のフロー制御機能が有効になります

　 （必要に応じて自動PAUSE フレームが送信されます。）

15、14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13 MCT 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信モード

0：CAM エントリテーブル0～31（H/L）レジスタで設定した

マルチキャストアドレス以外のフレームのみ受信します。た
だし、内蔵CAM エントリテーブル参照が無効になっている

ときは、マルチキャストアドレスフレームをすべて受信しま
す。

1：CAM エントリテーブル0～31（H/L）レジスタで設定した

マルチキャストアドレスのみ受信します。

12 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 MPDE 0 R/W Magic Packet 検出許可

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによる
Magic Packetの検出機能を許可するかしないかの選択を行いま

す。

0：Magic Packet の検出を許可しません

1：Magic Packet の検出を許可する

8、 7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-16

注 . TE 及びRE ビットを除くすべてのビットは、送信機能が無効（TE＝0）かつ受信機能が無効（RE＝0）の状態で

書き換えてください。

6 RE 0 R/W 受信許可

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）とした

ときに受信中のフレームがあれば、当該フレームの受信終了まで
受信機能は有効となります。

0：受信機能を無効にする

1：受信機能を有効にする

5 TE 0 R/W 送信許可

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたと

きに送信中のフレームがあれば、当該フレームの送信終了まで送
信機能は有効となります。

0：送信機能を無効にする

1：送信機能を有効にする

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード

GETHER 内部でのループバックモードを指定します。

0：通常のデータ送受信を行う

1：DM＝1 のとき、GETHER 内のE-MAC 内部でのデータの折

り返しを行う

2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 DM 0 R/W デュプレックスモード

GETHER の転送方式を指示します。

0：半二重転送方式を指定する

1：全二重転送方式を指定する

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード

本ビットを設定するとすべてのイーサネットフレームが受信でき
ます。すべてのイーサネットフレームとは、宛先アドレス、ブ
ロードキャストアドレス、マルチキャストビットなどの違いやそ
れらの有効、無効の状態に関係なくすべての受信可能なフレーム
のことです。

0：GETHER は、通常動作を行う

1：GETHER は、プロミスキャスモード動作を行う

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.3 E-MAC ステータスレジスタ（ECSR）

ECSR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-MAC 内のステータスを表示す

るレジスタです。本ステータスは、割り込みによって CPU に通知することが可能です。PFROI、MPD、

ICD に1を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0 を書き込んだ場合は、フラグに影響を与え

ません。また割り込みを発生するビットは、ECSIPR の対応するビットによって割り込みを許可または

禁止することができます。
本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、0 系ではE-DMAC0、1 系ではE-DMAC1 のEESR

レジスタECI ビットに反映されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 PFROI 0 R/W PAUSE フレーム再送リトライオーバ

フロー制御を用いる際のPAUSE フレームの再送において、再送

回数がPAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に設

定した再送上限値を超えたことを表します。

0：PAUSE フレーム再送信回数が上限値を超えていない

1：PAUSE フレーム再送信回数が上限値を超えた

3、 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 MPD 0 R/W Magic Packet 検出

回線上からMagic Packet を検出したことを表します。

0：Magic Packet を検出していない

1：Magic Packet を検出した

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出

回線上でPHY-LSI が不正なキャリアを検出したことを表します。

ただし、PHY-LSI から入力される信号の変化がソフトウェアの認

識時間よりも早く変化するような場合は、正しい情報が得られな

いことがあります。採用するPHY-LSIのタイミングを参照してく

ださい。

0：PHY-LSI は、回線上で不正キャリアを検出していない

1：PHY-LSI は、回線上で不正キャリアを検出した

注 . 転送速度が1000Mbpsのとき、　ICDは対応していませ

ん。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PFROI

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ MPD ICD

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.4 E-MAC 割り込み許可レジスタ（ECSIPR）

ECSIPR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、ECSR によって報告される割り

込み要因の許可を指示します。各ビットは、ECSR のビットに対応する割り込みを許可することができ

ます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 PFROIP 0 R/W PAUSE フレーム再送割り込み許可ビット

0：PFROI の割り込み通知を禁止

1：PFROI の割り込み通知を許可

3、 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet 検出割り込み許可ビット

0：MPD の割り込み通知を禁止

1：MPD の割り込み通知を許可

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット

0：ICD の割り込み通知を禁止

1：ICD の割り込み通知を許可

注 . 転送速度が1000Mbpsのとき、　ICDは対応していませ

ん。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PFRO 
IP

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ MPDIP ICDIP

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.5 PHY 部インタフェースレジスタ（PIR）

PIR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、MDIOを経由してPHY-LSI 内部のレ

ジスタにアクセスする手段を提供します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 MDI 不定 R マネジメントデータイン

ET_MDIO 端子のレベルを表します。

2 MDO 0 R/W マネジメントデータアウト

MMD ビットが1 のとき、本ビットに設定された値をET_MDIO 
端子より出力します。

1 MMD 0 R/W マネジメントモード

ET_MDIO端子のリード／ライト方向を規定します。

0：リード方向を規定

1：ライト方向を規定

0 MDC 0 R/W マネジメントデータクロック

本ビットに設定された値をET_MDC 端子より出力し、PHY-LSI
へのマネジメントデータクロックを供給します。MIIレジスタへ

のアクセス方法については、「23.5.1　MII レジスタのアクセス方

法」を参照してください。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ MDI

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

MDO MMD MDC⎯

⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.6 MAC アドレス上位設定レジスタ（MAHR）

MAHR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、48 ビットの MAC アドレスの上

位32 ビットを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MAC ア
ドレスの設定は、送信及び受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMR のSWRT 及び

SWRR ビットによりE-MAC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設定してください。

23.3.7 MAC アドレス下位設定レジスタ（MALR）

MALR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、48 ビットのMAC アドレスの下位

16 ビットを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MAC アド

レスの設定は、送信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMR のSWRT 及び

SWRR ビットによりE-MAC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 MA[47:16] すべて0 R/W MACアドレスビット47～16

MAC アドレスの上位32 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'01234567 を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MA[31:16]

MA[47:32]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

MA[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.8 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）

RFLR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、本LSI が受信することのできる最

大フレーム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止し
ます。

15 ～ 0 MA[15:0] すべて0 R/W MACアドレスビット15～0

MAC アドレスの下位16 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'000089AB を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～18 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

17～ 0 RFL[17:0] すべて0 R/W 受信フレームデータ長

ここでのフレームデータは、宛先アドレスからCRC データまで

を含んだ範囲となりますが、実際には、宛先アドレスからデータ
までがメモリ上に転送されます。CRC データは含まれません。

ここで指定された値を超えたデータを受信したとき、設定された
値を超えた分のデータは破棄されます。

H'00000 ～ H'005EE: 1,518 バイト

H'005EF: 1,519 バイト

H'005F0: 1,520 バイト

     :              :

H'007FF: 2,047 バイト

H'00800: 2,048 バイト

     :              :

H'01000: 4,096 バイト

     :              :

H'10000: 65,536 バイト

     :              :

H'20000 ～ H'3FFFF: 131,072 バイト

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ RFL[17:16]

RFL[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.9 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR）

TROCR は、送信時に再送を合わせて16 回の試行で送信できなかったフレーム数を示す16 ビットのカ

ウンタです。送信を 16 回失敗すると、本レジスタは 1 カウントアップします。本レジスタの値が、

H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、TRCCMビット（ECMRレジスタの

ビット26）＝1 の場合、読み出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアさ

れます。

23.3.10 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR）

CDCR は、送信開始以降すべての回線上の衝突回数を示す 16 ビットのカウンタで、H'0000FFFF にな

るとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR レジスタの TRCCM ビット＝ 1 の場合、読み

出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアさ

れます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TROC[15:0] すべて0 R/W 送信リトライオーバカウント

送信時に、再送を合わせて16 回の試行で送信できなかったフ

レームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TROC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

COSDC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.11 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR）

LCCR は、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 16 ビットのカウンタで、H'0000FFFF に
なるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR レジスタの TRCCM ビット＝ 1 の場合、読

み出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアさ

れます。

23.3.12 CRC エラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR）

CEFCR は、CRC エラーとなったフレームの受信回数を示す16 ビットのカウンタで、H'0000FFFF にな

るとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR レジスタの TRCCM ビット＝ 1 の場合、読み

出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアさ

れます。

15～ 0 COSDC[15:0] すべて0 R/W 衝突検出カウント

送信開始からのすべての衝突の回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 LCC[15:0] すべて0 R/W キャリア消失カウント

データ送信中にキャリアが消失した回数を表します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

LCC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

CEFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.13 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR）

FRECR は、PHY-LSI から入力される ET_RX-ER 端子により受信エラーとなったフレームの個数を示

す16 ビットのカウンタです。ET_RX-ER 端子がアクティブになるごとに1 カウントアップします。本レ

ジスタの値が H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR レジスタの

TRCCMビット＝1 の場合、読み出し時に0クリアされます。ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場

合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15～ 0 CEFC[15:0] すべて0 R/W CRCエラーフレームカウント

CRC エラーとなったフレームを受信した回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 FREC[15:0] すべて0 R/W フレーム受信エラーカウント

フレームを受信中にエラーとなった回数を表します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

FREC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.14 64 バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ　（TSFRCR）

TSFRCR は、64 バイト未満のフレームを受信した回数を示す 16 ビットのカウンタです。本レジスタ

の値が H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMR レジスタの TRCCM
ビット＝1 の場合、読み出し時に0クリアされます。ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レ

ジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアされます。

23.3.15 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR）

TLFRCR は、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信した回数

を示す16ビットのカウンタです。本レジスタの値がH'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。

端数ビットを含むフレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端
数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタは、ECMR レジスタの

TRCCMビット＝1 の場合、読み出し時に0 クリアされます。ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場

合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TSFC[15:0] すべて0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント

64 バイト未満のフレームを受信した回数を表します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TSFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TLFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.16 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR）

RFCR は、8 ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を示す16 ビットのカ

ウンタで、H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMRレジスタのTRCCM
ビット＝1 の場合、読み出し時に0クリアされます。ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レ

ジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TLFC[15:0] すべて0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント

RFLR の値を超えるフレームを受信した回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 RFC[15:0] すべて0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント

端数ビットデータを含むフレームを受信した回数を表します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

RFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-27

23.3.17 キャリア拡張消失カウンタレジスタ（CERCR）

CERCR は、キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を示す 16 ビットのカウンタで、

H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMRレジスタのTRCCMビット＝

1 の場合、読み出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアさ

れます。

23.3.18 キャリア拡張エラーカウンタレジスタ（CEECR）

CEECR は、キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を示す16 ビットのカウンタで、H'0000FFFF
になるとカウントアップを停止します。本レジスタは、ECMRレジスタのTRCCMビット＝1 の場合、読

み出し時に0 クリアされます。

ECMRレジスタのTRCCMビット＝ 0 の場合、本レジスタへ任意の値 を書き込むことにより 0 クリア

されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 CERC[15:0] すべて0 R/W キャリア拡張消失フレーム受信カウント

キャリア拡張を消失したフレームを受信した回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

CERC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

CEEC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.19 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR）

MAFCR は、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信した回数を示す16 ビットのカウンタ

で、H'0000FFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタの 0 クリア方法は、本レジスタは、

ECMRレジスタのTRCCMビット＝1 の場合、読み出し時に0 クリアされます。ECMRレジスタのTRCCM
ビット＝0 の場合、本レジスタへ任意の値を書き込むことにより0 クリアされます。

23.3.20 自動PAUSE フレーム設定レジスタ（APR）

APR は、自動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。自動PAUSE フレームを送信する

ときに、このレジスタに設定した値をPAUSE フレームのTIME パラメータとして使用します。

15 ～ 0 CEEC[15:0] すべて0 R/W キャリア拡張エラーカウント

キャリア拡張が不正なフレームを受信した回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 MAFC[15:0] すべて0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント

マルチキャストフレームを受信した回数を表します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

MAFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

AP[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.21 手動PAUSE フレーム設定レジスタ（MPR）

MPR は、手動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。手動PAUSE フレームを送信する

ときに、このレジスタに設定した値をPAUSE フレームのTIME パラメータとして使用します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 AP[15:0] すべて0 R/W 自動PAUSE

自動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。この

とき1 ビットは、512 ビット時間を表します。

送信時のフロー制御機能（PAUSE フレーム送信）を有効とした

場合（TXFビット（ECMRレジスタのビット16）=1）、本ビット

にはH'0000 以外の値を設定してください。

H'0000：－

H'0001：512×1 ビット時間

H'0002：512×2 ビット時間

　　： 　　　　：

H'FFFF：512×65535 ビット時間

注 . ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになりま
す。
1000Mbps 時：1 ビット時間＝1ns
100Mbps 時：1 ビット時間＝10ns
10Mbps 時：1 ビット時間＝100ns

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

MP[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.22 自動PAUSE フレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）

TPAUSER は、自動PAUSE フレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有

効な状態での書き換えを禁止します。本レジスタは、送信機能が有効な状態で書き換えることを禁止し
ます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 MP[15:0] すべて0 R/W 手動PAUSE

手動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。この

とき1 ビットは、512 ビット時間を表します。

H'0000：－

H'0001：512×1 ビット時間

H'0002：512×2 ビット時間

　　　： 　　　：

H'FFFF：512×65535 ビット時間

注 . ビット時間は、転送速度に応じて以下のようになりま
す。
1000Mbps 時：1 ビット時間＝1ns
100Mbps 時：1 ビット時間＝10ns
10Mbps 時：1 ビット時間＝100ns

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TPAUSE[15:0] すべて0 R/W 自動PAUSE フレーム再送回数上限値

H'0000：再送回数無制限

H'0001：再送回数は、1 回

　　： 　　：

H'FFFF：再送回数は、65535 回

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TPAUSE[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.23 PAUSE フレーム送信カウンタレジスタ（PFTCR）

PFCTR は、PAUSE フレームを送信した回数を示す16 ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出

し時に0クリアされます。

23.3.24 PAUSE フレーム受信カウンタレジスタ（PFRCR）

PFCTR は、PAUSE フレームを受信した回数を示す16 ビットのカウンタです。本レジスタは、読み出

し時に0クリアされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 PFTXC[15:0] すべて0 R PAUSEフレーム送信カウント

自動PAUSE フレームと手動PAUSE フレームの送信回数をあわ

せて表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 PFRXC[15:0] すべて0 R PAUSEフレーム受信カウント

受信時のフロー制御機能有効（RXFビット（ECMRレジスタの

ビット17）＝1）時、PAUSE フレームを受信した回数を表しま

す。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

PFTXC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

PFRXC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
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23.3.25 GETHER モードレジスタ（GECMR）

GECMR は、GETHER の動作モードを設定します。

23.3.26 バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR）

BCULR は、バーストサイクル回数の上限値を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5、 4 SPEED[1:0] B'10 R/W 転送速度

 00:10 Mbps

 01:100 Mbps

 10:1000 Mbps

 11:リザーブ

3、 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 BSE 0 R/W バースト転送許可

0：バースト転送を行いません。

1：転送速度が1Gbps で、半二重転送モード（DMビット

（ECMRレジスタのビット1）=0）時、バースト転送を行い

ます。

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 B'10 0 0 0 0

R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯
SPEED

[1:0] BSE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

BSTLMT[11:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.27 インバンドステータスモード設定レジスタ（IBSMR）

IBSMR レジスタは E-MAC の動作モードの選択にインバンドステータスフィールドを使用するか設定

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 BSTLMT[11:0] H'800 R/W バーストサイクル上限値

バーストサイクルの上限値を設定します。バーストタイマが本レ

ジスタの設定値を超えるとバースト転送を終了します。フレーム

の転送中に、バーストタイマが本レジスタの設定値を超えたと

き、転送中のフレームの転送終了を待ってバースト転送を終了し

ます。

H'000～H'100：バーストサイクル数は、256 サイクル

H'101：バーストサイクル数は、257 サイクル

　　　　　： 　　　　　：

H'FFE：バーストサイクル数は、4094 サイクル

H'FFF：バーストサイクル数は、4095 サイクル

注 . 1 サイクル＝32ns です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 SEL_SPEED 0 R/W スピード選択

0: GECMRレジスタの値を使用

1: インバンドステータスフィールドからの情報を使用

注 . PHY がインバンドステータスフィールドに適合しない

場合は、本ビットに “0”をセットしてください。

1 SEL_DUPLEX 0 R/W デュプレックス選択

0: ECMRレジスタのDMビット値を使用

1: インバンドステータスフィールドからの情報を使用

注 . PHY がインバンドステータスフィールドに適合しない

場合は、本ビットに “0”をセットしてください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W ⎯

⎯SEL_

SPEED

SEL_

DUPLEX

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . インバンドステータスフィールドはPHYに関する情報をE-MACに通知出来るオプションです。リンクの状態

（アップ又はダウン）、転送速度 (10M,100M,1G)、デュプレクシング（半二重又は全二重）をRGMIIインタフェー

スで指示します。本レジスタの値を設定する前に送信（TEビット（ECMRレジスタのビット5）をクリア）と受

信（REビット（ECMRレジスタのビット6）をクリア）を無効にしてください。

23.3.28 インバンドステータス（IBSR）

IBSRレジスタはRGMIIインタフェースのインバンドステータス（注１）を示します。

注1. インバンドステータスはRGMIIインタフェースを使用してPHYからE-MACへリンクの状態（アッ

プ /ダウン）、転送速度、デュプレックス（半二重 /全二重）を通知するオプション機能です。

注 . インバンドステータスをサポートしないPHYを使用するときは、読み出した値は不定となります。

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3、 2 INBAND_SPEED XX 　R（注） インバンドステータス速度

10： 1Gbps

01： 100Mbps

00： 10Mbps

1 INBAND_DUPLEX X 　R（注） インバンドステータスデュプレックス

0： 半二重

1： 全二重

0 INBAND_LINK X 　R（注） インバンドステータスリンク

0： リンクオフ（リンクダウン）

1： リンクオン（リンクアップ）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R（注）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 X X X X

R（注） R（注） R（注）

INBAND_ 

SPEED

INBAND_ 

DUPLEX

INBAND 

_LINK

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.29 E－MACモードのスピード／デュプレックス通知（SDLR）

SDLRはE-MACの動作モード（スピードとデュプレックス）を示します。

23.3.30 RGMIIモードレジスタ（RGMIIMR）

RGMIIMRはRGMIIインタフェースを設定するレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3、 2 SPEED B'10 R スピード

10： 1Gbps

01： 100Mbps

00： 10Mbps

1 INBAND_DUPLEX 0 R デュプレックス

0： 半二重

1： 全二重

0 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 B'10 0 1

R R/W

⎯

⎯

SPEED
INBAND_

DUPLEX

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯DOWN_CNT DLY_MTXC

DLY_MTXC
DLY_
MHTX

DLY_
GHTX

DIS_
RXCRR

DIS_
MRXER

DIS_MC

RSFCI

DIS_GC

RSFCI

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～20 DOWN_CNT すべて0 R/W 250-MHz クロックダウンカウンタ

本フィールドでは、250-MHz クロック（1 サイクル = 4 ns）の１

サイクルごとにカウントダウンを行います。すべてのビットが0

のとき、カウントが停止します。

注 . 800 (H’320) がDOWN_CNTに書き込まれると、

DOWN_CNTは 3.2 μs （3200 ns） になります。

19 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

18 ～12 DLY_MTXC すべて0 R/W  10/100-Mbps動作におけるETn-TXC遅延値を示します。

0：0サイクル遅延

1：1サイクル遅延

　　：

49：49サイクル遅延

50：50サイクル遅延（50サイクル早着）

　　：

99：99サイクル遅延（1サイクル早着）（注1）

100～127：リザーブ

これらのビット値が変わると、ETn-TXC遅延の新しい値への反

映は最大で3.2 μs (3200ns)かかります。したがって、追加の送受

信の前に少なくとも3.2 μs 待つことで新しい値が有効になるよう

にしてください。

11 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 DLY_MHTX 0 R/W 10/100Mbps時の半二重操作用の送信遅延モード（デバッグで使

用）。

初期値として本ビットに0をセットしてください。

6 DLY_GHTX 0 R/W 1Gbps時の半二重操作用の送信遅延モード（デバッグで使用）。

初期値として本ビットに0をセットしてください。

5 DIS_RXCRR 0 R/W 10/100 Mbps動作におけるキャリアセンシング受信ディセーブル

ビットです。

0： キャリアセンス (PLS_Carrier.Indicate) 値はCRSとして使用

されます。

1： キャリアセンス (PLS_Carrier.Indicate) 値はCRSとして使用

されません。

注 . 初期値として本ビットに “0”をセットしてください。

4 DIS_MRXER 0 R/W 10/100 Mbps 動作におけるRX_ER ディセーブルビットです。

0： ETn-RXC の立ち上がり、立ち下がりエッジの ETn-
RX_CTL 排他的論理和 (XOR)はRX_ERビットとして使用さ

れます。

1： ETn-RXC の立ち上がり、立ち下がりエッジの ETn-
RX_CTL 排他的論理和 (XOR)はRX_ERビットとして使用さ

れません。

注 . 初期値として本ビットに “0”をセットしてください。

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-37

注1. 250MHz時、1サイクル＝4ns
　2. 本レジスタを設定する前に送信（ECMRレジスタのTEビットをクリア）と受信（EMCRレジスタのREビットを

クリア）を無効にしてください。DLY_MTXCを変更する場合、追加で送受信する前に少なくとも3.2μs待ってく

ださい。10/100Mbps動作用の設定は1Gbps動作時に使用しません。また、1Gbps動作用の設定は10/100Mbps動
作時に使用しません。そのためリセット後、初期値設定以降にRGMIIMRレジスタを変更しないでください。

23.3.31 ブロードキャストフレーム受信カウント設定レジスタ（GBE_BCFRR）

BCFRRは連続して受信するブロードキャストフレームの数をセットするレジスタです。

2 DIS_MCRSFCI 0 R/W 10/100-Mbps動作中のCRSジャッジメントにおけるディセーブル

FCIビットです。

0： FCI （不正キャリア）はCRSとして使用されます。

1： FCI （不正キャリア）はCRSとして使用されません。

注 . 初期値として本ビットに “0”をセットしてください。

1 DIS_GCRSFCI 0 R/W 10/100-Mbps動作中のCRSジャッジメントにおけるディセーブル

FCIビットです（デバッグで使用）。

初期値として本ビットに “0”をセットしてください。

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 BCF15 to BCF0 すべて0 R/W 連続ブロードキャストフレーム受信カウント設定

DA（宛先アドレス）は受信数がビットの設定値に達するまでブ

ロードキャストアドレスを含むフレームを受信できます。フレー
ム数が設定値を上回った場合は、次のブロードキャストフレーム
は廃棄されます。

H'0000： 制限なし

H'0001： 1フレーム受信

    ：         ：

H'FFFF：  65535フレーム受信

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BCF [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.32 BCFRRカウントリセット（GBE_CRBCFRR）

CRBCFRRはBCFRRのカウンタをリセットします。

23.3.33 MDIOコントローラステータス（MDIOSTS）

MDIOSTS はPHY部レジスタアクセスの状態を指定するのに使用されます（MDIOアクセス）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 CNT15 to CNT0 すべて0 R/W CNT ビットはBCFRRカウンタがオーバーフローし、BCFRRの

値を超えたときにのみインクリメントします。

CNT ビットがH’FFFFになると、カウントアップが停止します。

最終フレームがブロードキャストされると、CNTビットはインク

リメントされません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（読み出すと “0”が読めます）

0 BSY 0 R PHY部 レジスタアクセスビジーフラグ

0： アクセス有効

1： ビジー状態

本ビットが ”1”にセットされたときは、MDIOCMD、MDIOADR、

MDIODAT、MDIOMOD レジスタに書き込まないでください。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

012345678

CNT[15:0]

91011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

R

BSY

⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.34 MDIOコントローラコマンド（MDIOCMD）

MDIOCMD はPHY部レジスタアクセスのコマンドを指定するのに使用されます（MDIOアクセス）。

23.3.35 MDIOコントローラアドレス（MDIOADR）

MDIOADRレジスタはPHYアドレスとPHYレジスタアドレスを設定します。

注 . MDIOSTSレジスタのBSYビットが ”1”のときは、本レジスタに書き込まないでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 OP すべて0 R/W PHY レジスタにアクセスするオペレーションコード

00： 設定禁止

01： ライト

10： リード

11： 設定禁止

BSYビット（MDIOSTSレジスタのビット0）が1にセットされた

ときは、本レジスタに書き込まないでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 ～5 A[9:5] すべて0 R/W PHYアドレス5 ビット

4 ～ 0 A[4:0] すべて0 R/W PHYレジスタアドレス5 ビット

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

R/WR/W

OP

⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯

⎯

0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

A[9:5] A[4:0]

⎯⎯⎯

⎯
0

⎯

⎯
0

⎯

⎯
0

⎯

⎯
0

⎯

⎯
0

⎯

⎯
0

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.36 MDIOコントローラデータ（MDIODAT）

MDIODATレジスタは書き込み時、PHYへの書き込みデータを設定します。読み出し時はPHYからの

読み出しデータを格納します。

注 . MDIOSTSレジスタのBSYビットが “1”のときは、本レジスタに書き込まないでください。

23.3.37 MDIOコントローラモード設定（MDIOMOD）

MDIOMODレジスタはMDIOコントローラの動作モードをセットします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 D[15:0] すべて0 R/W PHY レジスタデータ

書き込み時： 書き込み用のデータ

読み出し時： データの読み出し

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 SEL_MDIO 1 R/W PHY レジスタアクセスセレクト（MDIOアクセスセレクト）

0： MDIOコントローラを使用

1： PIRレジスタを使用（初期値）。

30 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

D[15:0]

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯

⎯

SEL_
MDIO

CYC_OCLK

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . PHYレジスタへのアクセス中にビットへ書き込むことは禁止されています。

7 ～ 0 CYC_OCLK すべて1 R/W システムクロックサイクル数としてのMDC （MDIOコントロー

ルクロック）の半周期

H’00： 7 サイクル

H’01： 7 サイクル

　：

H’06： 7 サイクル

H’07： 8 サイクル

H’08： 9 サイクル

H’09： 10 サイクル

　：

H’FE： 255 サイクル

H’FF： 256 サイクル（初期値）

MDCクロックの半周期が少なくとも200 nsになるようにビット

をセットしてください。

サンプル計算 : システムクロック周波数が133 MHz （１サイクル

- 7.5 ns）のとき、 27 サイクルは200 nsになり→設定値は H’１A 
(26)です。

7.5 ｘ 27＝ 202.5 ≧ 200

サンプル設定

66.66 MHz (15 ns)のシステムクロック : 設定 ≧ H’0D (13);

(14 サイクルｘ 15 ns - 210 ns)

133.33 MHz (7.5 ns)のシステムクロック : 設定 ≧ H’1A (26);

(27 サイクルｘ 7.5 ns - 202.5 ns)

266.6 MHz (3.75 ns)のシステムクロック : 設定 ≧ H’35 (53);

(54 サイクルｘ3.75 ns - 210 ns)

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.38 TSU カウンタリセットレジスタ（TSU_CTRST）

TSU_CTRST は、送信、受信、及び転送フレーム数カウンタを0 にクリアします。

23.3.39 転送イネーブルレジスタ（0→1 系）（TSU_FWEN0）

TSU_FWEN0 は、E-MAC-0 からE-MAC-1 への転送動作（転送FIFO への書き込み）を許可または禁止

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 CTRST 0 R/W TSU カウンタリセット

本ビットに1を書き込むと

TXNLCR0/TXNLCR1、TXALCR0/TXALCR1、
RXNLCR0/RXNLCR1、 RXALCR0/RXALCR1、
FWNLCR0/FWNLCR1、FWALCR0/FWALCR1 レジスタが “0”に
なります。“0”を書き込んでも、本ビットに影響はなく、常に “0”
が読み出されます。

7 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ CTRST ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FWEN0 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.40 転送イネーブルレジスタ（1→0 系）（TSU_FWEN1）

TSU_FWEN1 は、E-MAC-1 からE-MAC-0 への転送動作（転送FIFO への書き込み）を許可または禁止

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 FWEN0 0 R/W 0→1 系転送動作イネーブル

0：0→1 系転送動作を禁止

1：0→1 系転送動作を許可

転送FIFO 容量選択レジスタTSU_FCM のFCM[2:0]の値をH'4 に
設定した場合は、本ビットを ”1” にセットすることを禁止します。

30 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 FWEN1 0 R/W 1→0 系転送動作イネーブル

0：1→0 系転送動作を禁止

1：1→0 系転送動作を許可

転送FIFO 容量選択レジスタTSU_FCM のFCM[2:0]の値をH'3 に
設定した場合は、本ビットを ”1” にセットすることを禁止します。

30 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FWEN1 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.41 転送FIFO 容量選択レジスタ（TSU_FCM）

TSU_FCM は、E-MAC-0、E-MAC-1 相互間の転送動作時に用いる、TSU 内の転送 FIFO の容量を選択

します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 FCM[2:0] すべて0 R/W 転送FIFO 容量

H'0：0→1 系：3K バイト、 1→0 系：3K バイト

H'1：0→1 系：4K バイト、 1→0 系：2K バイト

H'2：0→1 系：5K バイト、 1→0 系：1K バイト

H'3：0→1 系：6K バイト、 1→0 系：使用しない

H'4：0→1 系：使用しない、 1→0 系：6Kバイト

H'5：0→1 系：1K バイト、 1→0 系：5K バイト

H'6：0→1 系：2K バイト、 1→0 系：4K バイト

H'7： 設定禁止

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 または

TSU_FWEN1のFWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへ

の書き込みは無効です。

転送FIFO に「設定した容量－64 バイト」以上のデータが格納さ

れると、オーバフローを検出し転送途中のフレームは破棄されま
す。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ FCM[2:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.42 転送FIFO オーバフロー予告設定レジスタ（0 系）（TSU_BSYSL0）

TSU は、転送動作時に転送 FIFO 内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、E-MAC-0/1
に対し転送 FIFO への書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL0
は、転送動作時TSUからE-MAC-0 に対し、転送FIFO への書き込みができなくなることを予告通知する

ときの転送FIFO のしきい値を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 BSYSL0[5:0] 111111 R/W 転送動作時、TSU からE-MAC-0 に対し、転送FIFO への書き込み

ができなくなることを予告通知するときの0→1 系転送FIFO 容量

のしきい値を、256 バイト単位で設定します。

H'00：0 バイト

H'01：256 バイト

H'02：512 バイト

　： 　　　：

H'29：12,032 バイト

H'30：12,288 バイト

H'31～H'3F は、設定無効です（予告通知は常にしません）。

転送FIFO の書き込み容量が、本ビットで設定したしきい値を超え

ると、TSUからE-MAC-0 に対し転送FIFO への書き込みができな

くなることを予告通知します。その後、転送FIFO の書き込み容量

が本しきい値を16 バイト下回ると予告通知を停止します。

H'00 を設定したときは、常にTSU からE-MAC-0 に対し転送FIFO 
への書き込みができなくなることを予告通知します。設定値が
TSU_FCM のFCM[2:0]で設定した0→1 系転送FIFO 容量以上（同

じ値を含む）のときは、TSU はE-MAC-0に対し転送FIFO への書

き込みができなくなることを予告通知しません。

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 または

TSU_FWEN1のFWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへの

書き込み動作を禁止します。

また、転送動作のイネーブルビット（TSU_FWEN0 のFWEN0 ま
たはTSU_FWEN1 のFWEN1）を0 にクリアしたときは、TSU か
らE-MAC-0 に対する転送FIFO への書き込み不可の予告通知は停

止します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

BSYSL0[5:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.43 転送FIFO オーバフロー予告制御設定レジスタ（1 系）（TSU_BSYSL1）

TSU は、転送動作時に転送 FIFO 内に書き込まれたデータ量があるしきい値を超えると、E-MAC-0/1
に対し、転送FIFO への書き込みができなくなることを予告通知する機能を有しています。TSU_BSYSL1
は、転送動作時TSU からE-MAC-1 に対し、転送FIFO への書き込みができなくなることを予告通知する

ときの転送FIFO のしきい値を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 BSYSL1[5:0] すべて1 R/W 転送動作時、TSU からE-MAC-1 に対し、転送FIFO への書き込み

ができなくなることを予告通知するときの1→0 系転送FIFO 容量

のしきい値を256 バイト単位で設定します。

H'00：0 バイト

H'01：256 バイト

H'02：512 バイト

　： 　　：

H'16：5632 バイト

H'17：5888 バイト

H'18～H'3F は、設定無効です（予告通知は常にしません）。

転送FIFO の書き込み容量が、本ビットで設定したしきい値を超え

ると、TSUからE-MAC-1 に対し転送FIFO への書き込みができな

くなることを予告通知します。その後、転送FIFO の書き込み容量

が本しきい値を16 バイト下回ると予告通知を停止します。

H'00 を設定したときは、常にTSU からE-MAC-1 に対し転送FIFO 
への書き込みができなくなることを予告通知します。設定値が
TSU_FCM のFCM2～FCM0で設定した1→0 系転送FIFO 容量以

上（同じ値を含む）のときは、TSU はE-MAC-1 に対し転送FIFO 
への書き込みができなくなることを予告通知しません。

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 または

TSU_FWEN1のFWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへの

書き込み動作を禁止します。

また、転送動作のイネーブルビット（TSU_FWEN0 のFWEN0 ま
たはTSU_FWEN1 のFWEN1）を0 にクリアしたときは、TSU か
らE-MAC-1 に対する転送FIFO への書き込み不可の予告通知は停

止します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BSYSL1[5:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
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23.3.44 送信・転送優先制御モードレジスタ（0 系）（TSU_PRISL0）

TSU_PRISL0 は、E-MAC-0 へのE-DMAC からの送信要求と1→0 系転送動作が競合したときの、優先

制御モードを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 またはTSU_FWEN1
のFWEN1 を”1”にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 15 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 ～ 12 PRIMD0[2:0] すべて 0 R/W E-MAC-0の送信と1→0 系転送動作の優先制御モードを設定しま

す。

H'0：ラウンドロビン

H'1：送信優先

H'2：転送優先

H'4：ラウンドロビン、ただし転送FIFO 使用量がPRISL0[7:0]
の設定値を超えると転送優先に切り替え

H'5：送信優先、ただし転送FIFO 使用量がPRISL0[7:0]の設定

値を超えると転送優先に切り替え

その他：設定禁止

11 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 PRISL0[7:0] すべて0 R/W PRIMD0[2:0]をH'4 またはH'5 に設定したとき、転送優先への切

り替えが生じる際の1→0 系転送FIFO 容量のしきい値を64 バイ

ト単位で設定します。

H'00：0 バイト

H'01：64 バイト

H'02：128 バイト

　： 　　：

H'5E：6016 バイト

H'5F：6080 バイト

H'60～H'FF は、設定禁止です。

H'00 を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が

TSU_FCM のFCM[2:0]で設定した1→0 系転送FIFO 容量以上の

ときは、PRIMD0[2:0]がH'4の場合は常にラウンドロビンに、

PRIMD0[2:0]がH'5 の場合は常に送信優先になります。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ R/W R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ PRIMD0[2:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

PRISL0[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.45 送信・転送優先制御モードレジスタ（1 系）（TSU_PRISL1）

TSU_PRISL1 は、E-MAC-1 へのE-DMAC からの送信要求と0→1 系転送動作が競合したときの、優先

制御モードを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 またはTSU_FWEN1
のFWEN1 を1にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～15 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 ～ 12 PRIMD1[2:0] すべて0 R/W E-MAC-1の送信と0→1 系転送動作の優先制御モードを設定しま

す。

H'0：ラウンドロビン

H'1：送信優先

H'2：転送優先

H'4：ラウンドロビン、ただし転送FIFO 使用量がPRISL1[7:0]
の設定値を超えると転送優先に切り替え

H'5：送信優先、ただし転送FIFO 使用量がPRISL1[7:0]の設定

値を超えると転送優先に切り替え

その他：設定禁止

11 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 PRISL1[7:0] すべて0 R/W PRIMD1[2:0]をH'4 またはH'5 に設定したとき、転送優先への切

り替えが生じる際の0→1 系転送FIFO 容量のしきい値を64 バイ

ト単位で設定します。

H'00：0 バイト

H'01：64 バイト

H'02：128 バイト

　： 　　：

H'5E：6016 バイト

H'5F：6080 バイト

H'60～H'FF は、は設定禁止です。

H'00 を設定したときは、常に転送優先となります。設定値が

TSU_FCM のFCM[2:0]で設定した0→1 系転送FIFO 容量以上の

ときは、PRIMD[2:0]がH'4 の場合は常にラウンドロビンに、

PRIMD1[2:0]がH'5 の場合は常に送信優先になります。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ R/W R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ PRIMD1[2:0] ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

PRISL1[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.46 受信・転送機能設定レジスタ（0→1 系）（TSU_FWSL0）

TSU_FWSL0 は、0 系受信及び0→1 系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転

送禁止）を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームと宛先が本LSI 以外のフレームにつ

いてはCAM の判定を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「23.4.5　CAM 機能」を参

照してください）。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 の FWEN0 または TSU_FWEN1 の
FWEN1 を1 にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～13 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

12 FW50 0 R/W 0 系からのフレームがMACコントロールフレームのときの処理方

法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを1 系に転送

11 FW40 0 R/W 0 系からのフレームが本LSI 宛のときの処理方法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを1 系に転送

10 FW30 0 R/W 0 系からのフレームがBroadcast のときの処理方法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを1 系に転送

9 FW20 0 R/W 0 系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定し

ます。

0：CAM ヒット：フレームを1 系に転送、CAM ミスヒット：

フレームを転送しない

1：CAM ヒット：フレームを転送しない、CAM ミスヒット：

フレームを1 系に転送

8 FW10 0 R/W 0 系からのフレームの宛先が本LSI 以外のときの処理方法を設定

します。

0：CAM ヒット：フレームを1 系に転送、CAM ミスヒット：

フレームを転送しない

1：CAM ヒット：フレームを転送しない、CAM ミスヒット：

フレームを1 系に転送

7 ～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ FW50 FW40 FW30 FW20 FW10 ⎯ ⎯ ⎯ RMSA0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.47 受信・転送機能設定レジスタ（1→0 系）（TSU_FWSL1）

TSU_FWSL1 は、1 系受信及び1→0 系転送動作に際し、フレーム種別ごとの処理方法（転送または転

送禁止）を設定します。転送処理に際し、マルチキャストフレームと宛先が本LSI 以外のフレームにつ

いてはCAM の判定を参照して処理方法を決定することができます（詳細は、「23.4.5　CAM 機能」を参

照してください）。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 の FWEN0 または TSU_FWEN1 の
FWEN1 を1 にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。

4 RMSA0 0 R/W 0 系からの受信フレームのSA（ソースアドレス）がエントリテー

ブルに登録されていない場合の処理方法を設定します。

0：フレームを受信しない

1：フレームを受信する。

ただし、VLANtag 判定により破棄となったフレームは受信しませ

ん。

ソースアドレスがエントリテーブルに未登録のフレームを受信し
た場合は、フレームを受信するしないにかかわらずキャリア拡張
エラーを発行します。

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 13 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

12 FW51 0 R/W 1 系からのフレームがMACコントロールフレームのときの処理方

法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを0 系に転送

11 FW41 0 R/W 1 系からのフレームが本LSI 宛のときの処理方法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを0 系に転送

10 FW31 0 R/W 1 系からのフレームがBroadcast のときの処理方法を設定します。

0：フレームを転送しない

1：フレームを0 系に転送

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ FW51 FW41 FW31 FW21 FW11 ⎯ ⎯ ⎯ RMSA1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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23.3.48 転送機能設定レジスタ（共通）（TSU_FWSLC）

CAM を使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4 レジスタにより、CAM エントリテーブル中の参

照する部分（一部または全部）を指定することができます。TSU_FWSLC は、TSU_POST1～TSU_POST4
レジスタによる設定のイネーブルを設定します。いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 の
FWEN0 またはTSU_FWEN1のFWEN1 を1 にセットした後）の本レジスタへの書き込みは禁止します。

9 FW21 0 R/W 1 系からのフレームがマルチキャストのときの処理方法を設定し

ます。

0：CAM ヒット：フレームを0 系に転送、CAM ミスヒット：

フレームを転送しない

1：CAM ヒット：フレームを転送しない、CAM ミスヒット：

フレームを0 に転送

8 FW11 0 R/W 1 系からのフレームの宛先が本LSI 以外のときの処理方法を設定

します。

0：CAM ヒット：フレームを0 系に転送、CAM ミスヒット：

フレームを転送しない

1：CAM ヒット：フレームを転送しない、CAM ミスヒット：

フレームを0 に転送

7 ～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 RMSA1 0 R/W 1 系からの受信フレームのSA（ソースアドレス）がエントリテー

ブルに登録されていない場合の処理方法を設定します。

0：フレームを受信しない

1：フレームを受信する

ただし、VLANtag 判定により破棄となったフレームは受信しませ

ん。

ソースアドレスがエントリテーブルに未登録のフレームを受信し
た場合は、フレームを受信するしないにかかわらずキャリア拡張
エラーを発行します。

3～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 14 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ POST
ENL ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯POST
ENU

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.49 Qtag 追加・削除設定レジスタ（0→1 系）（TSU_QTAG0）

TSU_QTAGM0 は、0→1 系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtag なし）から IEEE802.1Q
対応フレーム（Qtag 付き）へのQtag 追加機能、及び IEEE802.1Q 対応フレーム（Qtag 付き）から通常の

イーサネットフレーム（Qtag なし）への Qtag 削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後

（TSU_FWEN0 の FWEN0またはTSU_FWEN1 の FWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへの書き

込みは禁止します。

13 POSTENU 0 R/W CAM エントリテーブル0～15 のPOST フィールド設定

（TSU_POST1 及びTSU_POST2 レジスタによる設定）を有効

にします。

0：POST フィールド設定無効（CAM エントリテーブルは、0 
系受信時のみ参照）

1：POST フィールド設定有効（CAM エントリテーブル参照条

件は、POSTフィールド設定に従う）

12 POSTENL 0 R/W CAM エントリテーブル16～31 のPOST フィールド設定

（TSU_POST3 及びTSU_POST4 レジスタによる設定）を有効

にします。

0：POST フィールド設定無効（CAM エントリテーブルは、1 
系受信時のみ参照）

1：POST フィールド設定有効（CAM エントリテーブル参照条

件は、POSTフィールド設定に従う）

11 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ QTAG0[2:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.50 Qtag 追加・削除設定レジスタ（1→0 系）（TSU_QTAG1）

TSU_QTAG1 は、1→ 0 系転送動作の際の通常のイーサネットフレーム（Qtag なし）から IEEE802.1Q
対応フレーム（Qtag 付き）へのQtag 追加機能、及び IEEE802.1Q 対応フレーム（Qtag 付き）から通常の

イーサネットフレーム（Qtag なし）への Qtag 削除機能を設定します。いったん転送動作を許可した後

（TSU_FWEN0 の FWEN0またはTSU_FWEN1 の FWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへの書き

込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 QTAG0[2:0] すべて0 R/W 0→1 系転送動作時のQtag 追加及び削除機能を設定します。

H'0：Qtag 追加及び削除機能なし

H'1：Qtag 追加及び削除機能なし

H'2：Qtag 付きフレームからQtag を削除

H'3：Qtag なしフレームにQtag を追加

（MAC コントロールフレームに追加なし）

H'4：Qtag 追加及び削除機能なし

H'5：設定禁止

H'6：設定禁止

H'7：Qtag なしフレームにQtag を追加

（MAC コントロールフレームに追加あり）

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 または

TSU_FWEN1のFWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへ

の書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

QTAG1[2:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
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23.3.51 転送ステータスレジスタ（TSU_FWSR）

TSU_FWSR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、転送動作中のステータスを

表示します。本ステータスは、転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK）を設定する

ことにより、割り込み要因としてCPU に通知することが可能です。”1” にセットされたステータスビッ

トは、該当ビットに”1” を書き込むことにより、0 にクリアされます（ステータスビットは、0 クリアさ

れるまで値を保持します）。
本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、EINT2 となります。割り込みの優先順位につい

ては、「10.4.6　割り込み例外処理と優先順位」を参照ください。

また、転送動作中に、RBSY1、RBSY0 以外のエラーが発生した場合、転送フレームは削除されます。

2 ～ 0 QTAG1[2:0] すべて0 R/W 1→0 系転送動作時のQtag 追加及び削除機能を設定します。

H'0：Qtag 追加及び削除機能なし

H'1：Qtag 追加及び削除機能なし

H'2：Qtag 付きフレームからQtag を削除

H'3：Qtag なしフレームにQtag を追加

（MAC コントロールフレームに追加なし）

H'4：Qtag 追加及び削除機能なし

H'5：設定禁止

H'6：設定禁止

H'7：Qtag なしフレームにQtag を追加

（MAC コントロールフレームに追加あり）

いったん転送動作を許可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 または

TSU_FWEN1のFWEN1 を ”1” にセットした後）の本レジスタへ

の書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

23 OVF0 0 R/W 0→1 系転送FIFO オーバフロー検出

0→1 系転送FIFO にオーバフローが発生したときは、”1” にセッ

トされます。

22 RBSY0 0 R/W E-MAC-0 オーバフロー予告信号出力

TSU_BSYSL0 のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたとき

に、”1” にセットされます。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ OVF0
RBSY

0
RINT

60

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

RINT
61

RINT
10

RINT
20

RINT
30

RINT
40

RINT
50

RINT
11

RINT
21

RINT
31

RINT
41

RINT
51

OVF1
RBSY

1

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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21 RINT60 0 R/W E-MAC-0 キャリア拡張消失エラー検出

E-MAC-0 にて、キャリア拡張を消失したフレームを受信したと

きは、“1”にセットされます。

20 RINT50 0 R/W E-MAC-0 端数ビットフレーム受信

E-MAC-0 にて、8 ビットに満たない端数ビットデータを含むフ

レームを受信したときは、“1”にセットされます。

19 RINT40 0 R/W E-MAC-0 指定バイト超フレーム受信

E-MAC-0 にて、RFLR0 の設定値を超えるフレームを受信したと

きは、“1”にセットされます。

18 RINT30 0 R/W E-MAC-0 64 バイト未満フレーム受信

E-MAC-0 にて、64 バイト未満のフレームを受信したときは、“1” 
にセットされます。

17 RINT20 0 R/W E-MAC-0 フレーム受信エラー

E-MAC-0 にて、PHY-LSI から入力されるRX-ER 端子による受信

エラーが検出されたときは、“1” にセットされます。

16 RINT10 0 R/W E-MAC-0 CRC エラーフレーム受信

E-MAC-0 にて、受信フレームがCRC エラーとなったときは、“1” 
にセットされます。

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 OVF1 0 R/W 1→0 系転送FIFO オーバフロー検出

1→0 系転送FIFO にオーバフローが発生したときは、“1” にセッ

トされます。

6 RBSY1 0 R/W E-MAC-1 オーバフロー予告信号出力

TSU_BSYSL1 のしきい値が有効で、そのしきい値を超えたとき

に、“1”にセットされます。

5 RINT61 0 R/W E-MAC-1 キャリア拡張消失エラー検出

E-MAC-1 にて、キャリア拡張を消失したフレームを受信したと

きは、“1” にセットされます。

4 RINT51 0 R/W E-MAC-1 端数ビットフレーム受信

E-MAC-1 にて、8 ビットに満たない端数ビットデータを含むフ

レームを受信したときは、“1” にセットされます。

3 RINT41 0 R/W E-MAC-1 指定バイト超フレーム受信

E-MAC-1 にて、RFLR1 の設定値を超えるフレームを受信したと

きは、“1” にセットされます。

2 RINT31 0 R/W E-MAC-1 64 バイト未満フレーム受信

E-MAC-1 にて、64 バイト未満のフレームを受信したときは、“1”
にセットされます。

1 RINT21 0 R/W E-MAC-1 フレーム受信エラー

E-MAC-1 にて、PHY-LSI から入力されるRX-ER 端子による受信

エラーが検出されたときは、“1”にセットされます。

0 RINT11 0 R/W E-MAC-1 CRC エラーフレーム受信

E-MAC-1 にて、受信フレームがCRC エラーとなったときは、“1”
にセットされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.52 転送ステータス割り込みマスクレジスタ（TSU_FWINMK）

TSU_FWINMK は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、TSU_FWSR の各ステー

タスビットに対する割り込みマスクを設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 24 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

23 OVFM0 0 R/W 0→1 系転送FIFO オーバフロー検出割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

22 RBSYM0 0 R/W E-MAC-0 オーバフロー予告信号出力割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

21 RINTM60 0 R/W E-MAC-0 キャリア拡張消失割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

20 RINTM50 0 R/W E-MAC-0 端数ビットフレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

19 RINTM40 0 R/W E-MAC-0 指定バイト超フレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

18 RINTM30 0 R/W E-MAC-0 64 バイト未満フレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

17 RINTM20 0 R/W E-MAC-0 フレーム受信エラー割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

16 RINTM10 0 R/W E-MAC-0 CRC エラーフレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ OVFM
0

RBSYM
0

RINTM
60

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

RINTM
61

RINTM
10

RINTM
20

RINTM
30

RINTM
40

RINTM
50

RINTM
11

RINTM
21

RINTM
31

RINTM
41

RINTM
51

OVFM
1

RBSYM
1

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.53 追加Qtag 値設定レジスタ（0→1 系）（TSU_ADQT0）

TSU_ ADQT0 は、0→1 系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtag なし）から IEEE802.1Q 対応

フレーム（Qtag 付き）への変換操作の際（Qtag 追加機能を用いる場合で、TSU_QTAG0 の QTAG0[2:0]
ビットをH'3 あるいはH'7 に設定した際）、追加するQtag のデータを設定します。いったん転送動作を許

可した後（TSU_FWEN0 のFWEN0 またはTSU_FWEN1 のFWEN1 を“1”にセットした後）の本レジスタ

への書き込みは禁止します。

7 OVFM1 0 R/W 1→0 系転送FIFO オーバフロー検出割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

6 RBSYM1 0 R/W E-MAC-1 オーバフロー予告信号出力割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

5 RINTM61 0 R/W E-MAC-1 キャリア拡張消失割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

4 RINTM51 0 R/W E-MAC-1 端数ビットフレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

3 RINTM41 0 R/W E-MAC-1 指定バイト超フレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

2 RINTM31 0 R/W E-MAC-1 64 バイト未満フレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

1 RINTM21 0 R/W E-MAC-1 フレーム受信エラー割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

0 RINTM11 0 R/W E-MAC-1 CRC エラーフレーム受信割り込みマスク

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯

⎯

QTAG0[31:16]

QTAG0[15:13] QTAG0[11:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.54 追加Qtag 値設定レジスタ（1→0 系）（TSU_ADQT1）

TSU_ADQT1 は、1→0 系転送動作で通常のイーサネットフレーム（Qtag なし）から IEEE802.1Q 対応

フレーム（Qtag 付き）への変換操作の際（Qtag 追加機能を用いる場合で、TSU_QTAG1 の QTAG1[2:0]
ビットをH'3 またはH'7 に設定した際）、追加するQtag のデータを設定します。いったん転送動作を許可

した後（TSU_FWEN0 のFWEN0またはTSU_FWEN1 のFWEN1 を“1”にセットした後）の本レジスタへ

の書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 QTAG0[31:16] H'8100 R/W 上位16 ビット（QTAG0[31:16]）の書き込む値は、必ずH'8100 
としてください（Qtag の拡張フレームフォーマットであること

を表します）。リード時に読み出される値は、H'8100 となりま

す。

15 ～ 13 QTAG0[15:13] H'0 R/W 優先順位設定（PRT）

Qtag 付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳

細は、IEEE802.1Q に規定されたQtag 制御に関する仕様を参照

してください。

12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11～ 0 QTAG0[11:0] H'000 R/W V-LAN ID 設定（VID）

Qtag 付きフレームを、V-LAN をサポートするシステムで扱う場

合に設定します。設定方法の詳細は、IEEE802.1Q に規定された

Qtag 制御に関する仕様を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 QTAG1[31:16] H'8100 R/W 上位16 ビット（QTAG1[31:16]）の書き込む値は必ずH'8100 と
してください（Qtag の拡張フレームフォーマットであることを

表します）。読み出し時に読み出される値は、H'8100 となりま

す。

15 ～ 13 QTAG1[15:13] H'0 R/W 優先順位設定（PRT）

Qtag 付きフレームの処理優先順位を設定します。設定方法の詳

細は、IEEE802.1Q に規定されたQtag 制御に関する仕様を参照

してください。

12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯

⎯

QTAG1[31:16]

QTAG1[15:13] QTAG1[11:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.55 VLANtag 設定レジスタ（0 系）（TSU_VTAG0）

TSU_VTAG0 は、0 系受信動作で、VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にするか、

また、そのときのVLAN 番号を設定します。

23.3.56 VLANtag 設定レジスタ（1 系）（TSU_VTAG1）

TSU_VTAG1 は、1 系受信動作で、VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効にするか、

また、そのときのVLAN 番号を設定します。

11 ～ 0 QTAG1[11:0] H'000 R/W V-LAN ID 設定（VID）

Qtag 付きフレームを、V-LAN をサポートするシステムで扱う場

合に設定します。設定方法の詳細は、IEEE802.1Q に規定された

Qtag 制御に関する仕様を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 VTAG0 0 R/W 0 系VLANtag 判定機能

0：VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を無効に

します

1：VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効に

します

30 ～ 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 VID0[11:0] すべて0 R/W V-LAN ID 設定（VID）

0 系受信フレームの受信するVLAN 番号を設定します。

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯VTAG
0

VID0[11:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯VTAG
1

VID1[11:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.57 CAM エントリテーブル設定ビジーレジスタ（TSU_ADSBSY）

CAM エントリテーブルレジスタ（TSU_ADRH0 ～TSU_ADRH31、TSU_ADRL0～ TSU_ADRL31）を

レジスタ書き込みで設定すると、本レジスタの ADSBSY ビットが “1” にセットされます（TSU 内部で

CAM エントリテーブルレジスタの内容をCAM 制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSY ビット

は自動的に0 に復帰します）。

本レジスタの ADSBSY ビットが “1” にセットされている期間は、TSU_ADRH0 ～ TSU_ADRH31 及び

TSU_ADRL0～TSU_ADRL31 へのアクセスを禁止します。本レジスタは、読み出し専用のステータスレ

ジスタです。書き込みは禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 VTAG1 0 R/W 1 系VLANtag 判定機能

0：VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を無効に

します。

1：VLAN 番号によるフレームの受信／破棄判定機能を有効に

します。

30 ～ 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 VID1[11:0] すべて0 R/W V-LAN ID 設定（VID）

1 系受信フレームの受信するVLAN 番号を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ADSBSY 0 R CAM エントリテーブル設定ビジー

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 及びTSU_ADRL0～
TSU_ADRL31 をレジスタライトで設定すると、“1” にセットされ

ます。TSU 内部でCAM エントリテーブルレジスタの内容をCAM 
制御部へ反映させる作業が完了すると、ADSBSY ビットは自動

的に0 に復帰します。本ビットが “1” にセットされている期間は、

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 及びTSU_ADRL0～
TSU_ADRL31 へのアクセスを禁止します。本レジスタへの書き

込み動作は、禁止します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯
ADS
BSY

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.58 CAM エントリテーブルイネーブル設定レジスタ（TSU_TEN）

TSU_TEN は、TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 及びTSU_ADRL0～TSU_ADRL31 の有効または無効を設

定するレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 TEN0 0 R/W CAM エントリテーブル0（TSU_ADRH0、TSU_ADRL0）設定

0：無効

1：有効

30 TEN1 0 R/W CAM エントリテーブル1（TSU_ADRH1、TSU_ADRL1）設定

0：無効

1：有効

29 TEN2 0 R/W CAM エントリテーブル2（TSU_ADRH2、TSU_ADRL2）設定

0：無効

1：有効

28 TEN3 0 R/W CAM エントリテーブル3（TSU_ADRH3、TSU_ADRL3）設定

0：無効

1：有効

27 TEN4 0 R/W CAM エントリテーブル4（TSU_ADRH4、TSU_ADRL4）設定

0：無効

1：有効

26 TEN5 0 R/W CAM エントリテーブル5（TSU_ADRH5、TSU_ADRL5）設定

0：無効

1：有効

25 TEN6 0 R/W CAM エントリテーブル6（TSU_ADRH6、TSU_ADRL6）設定

0：無効

1：有効

24 TEN7 0 R/W CAM エントリテーブル7（TSU_ADRH7、TSU_ADRL7）設定

0：無効

1：有効

23 TEN8 0 R/W CAM エントリテーブル8（TSU_ADRH8、TSU_ADRL8）設定

0：無効

1：有効

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TEN0 TEN1 TEN2 TEN8 TEN9 TEN10 TEN11 TEN12 TEN13 TEN14 TEN15

TEN16 TEN17 TEN18 TEN19 TEN20 TEN21 TEN22 TEN23 TEN24 TEN25 TEN26 TEN27

TEN3 TEN4 TEN5 TEN6 TEN7

TEN28 TEN29 TEN30 TEN31

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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22 TEN9 0 R/W CAM エントリテーブル9（TSU_ADRH9、TSU_ADRL9）設定

0：無効

1：有効

21 TEN10 0 R/W CAM エントリテーブル10（TSU_ADRH10、TSU_ADRL10）設定

0：無効

1：有効

20 TEN11 0 R/W CAM エントリテーブル11（TSU_ADRH11、TSU_ADRL11）設定

0：無効

1：有効

19 TEN12 0 R/W CAM エントリテーブル12（TSU_ADRH12、TSU_ADRL12）設定

0：無効

1：有効

18 TEN13 0 R/W CAM エントリテーブル13（TSU_ADRH13、TSU_ADRL13）設定

0：無効

1：有効

17 TEN14 0 R/W CAM エントリテーブル14（TSU_ADRH14、TSU_ADRL14）設定

0：無効

1：有効

16 TEN15 0 R/W CAM エントリテーブル15（TSU_ADRH15、TSU_ADRL15）設定

0：無効

1：有効

15 TEN16 0 R/W CAM エントリテーブル16（TSU_ADRH16、TSU_ADRL16）設定

0：無効

1：有効

14 TEN17 0 R/W CAM エントリテーブル17（TSU_ADRH17、TSU_ADRL17）設定

0：無効

1：有効

13 TEN18 0 R/W CAM エントリテーブル18（TSU_ADRH18、TSU_ADRL18）設定

0：無効

1：有効

12 TEN19 0 R/W CAM エントリテーブル19（TSU_ADRH19、TSU_ADRL19）設定

0：無効

1：有効

11 TEN20 0 R/W CAM エントリテーブル20（TSU_ADRH20、TSU_ADRL20）設定

0：無効

1：有効

10 TEN21 0 R/W CAM エントリテーブル21（TSU_ADRH21、TSU_ADRL21）設定

0：無効

1：有効

9 TEN22 0 R/W CAM エントリテーブル22（TSU_ADRH22、TSU_ADRL22）設定

0：無効

1：有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.59 CAM エントリテーブルPOST 設定1 レジスタ（TSU_POST1）

CAM を使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4 レジスタにより、各CAM エントリテーブルごと

にそのエントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST1 は、TSU_ADRH0 ～

TSU_ADRH7 及び TSU_ADRL0 ～ TSU_ADRL7 を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、

POSTENU ビット（TSU_FWSLC レジスタのビット13）が”1” のとき有効になります。

8 TEN23 0 R/W CAM エントリテーブル23（TSU_ADRH23、TSU_ADRL23）設定

0：無効

1：有効

7 TEN24 0 R/W CAM エントリテーブル24（TSU_ADRH24、TSU_ADRL24）設定

0：無効

1：有効

6 TEN25 0 R/W CAM エントリテーブル25（TSU_ADRH25、TSU_ADRL25）設定

0：無効

1：有効

5 TEN26 0 R/W CAM エントリテーブル26（TSU_ADRH26、TSU_ADRL26）設定

0：無効

1：有効

4 TEN27 0 R/W CAM エントリテーブル27（TSU_ADRH27、TSU_ADRL27）設定

0：無効

1：有効

3 TEN28 0 R/W CAM エントリテーブル28（TSU_ADRH28、TSU_ADRL28）設定

0：無効

1：有効

2 TEN29 0 R/W CAM エントリテーブル29（TSU_ADRH29、TSU_ADRL29）設定

0：無効

1：有効

1 TEN30 0 R/W CAM エントリテーブル30（TSU_ADRH30、TSU_ADRL30）設定

0：無効

1：有効

0 TEN31 0 R/W CAM エントリテーブル31（TSU_ADRH31、TSU_ADRL31）設定

0：無効

1：有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST0[3:0]

POST7[3:0]POST6[3:0]POST5[3:0]POST4[3:0]

POST3[3:0]POST2[3:0]POST1[3:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 28 POST0[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル0 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST0[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル0 を参照

POST0[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル0 を参照

POST0[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル0 を参照

POST0[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル0 を参照

27 ～ 24 POST1[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル1 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST1[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル1 を参照

POST1[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル1 を参照

POST1[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル1 を参照

POST1[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル1 を参照

23 ～ 20 POST2[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル2 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST2[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル2 を参照

POST2[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル2 を参照

POST2[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル2 を参照

POST2[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル2 を参照

19 ～ 16 POST3[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル3 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST3[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル3 を参照

POST3[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル3 を参照

POST3[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル3 を参照

POST3[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル3 を参照

15 ～ 12 POST4[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル4 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST4[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル4 を参照

POST4[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル4 を参照

POST4[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル4 を参照

POST4[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル4 を参照

11～ 8 POST5[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル5 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択すること

が可能です。

POST5[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル5 を参照

POST5[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル5 を参照

POST5[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル5 を参照

POST5[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル5 を参照
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23.3.60 CAM エントリテーブルPOST 設定2 レジスタ（TSU_POST2）

CAM を使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4 レジスタにより、各CAM エントリテーブルごと

にそのエントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST2 は、TSU_ADRH8 ～

TSU_ADRH15 及び TSU_ADRL8 ～ TSU_ADRL15 を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、

TSU_FWSLC レジスタのPOSTENU ビットが1 のとき有効になります。

7 ～ 4 POST6[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル6 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを1 にセットすることにより、複数の条件を選択することが

可能です。

POST6[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル6 を参照

POST6[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル6 を参照

POST6[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル6 を参照

POST6[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル6 を参照

3 ～ 0 POST7[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル7 を参照する条件を設定します。複数の

ビットを1 にセットすることにより、複数の条件を選択することが

可能です。

POST7[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル7 を参照

POST7[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル7 を参照

POST7[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル7 を参照

POST7[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル7 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 28 POST8[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル8 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを1 にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能で

す。

POST8[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル8 を参照

POST8[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル8 を参照

POST8[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル8 を参照

POST8[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル8 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST8[3:0]

POST15[3:0]POST14[3:0]POST13[3:0]POST12[3:0]

POST11[3:0]POST10[3:0]POST9[3:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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27 ～ 24 POST9[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル9 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST9[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル9 を参照

POST9[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル9 を参照

POST9[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル9 を参照

POST9[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル9 を参照

23 ～ 20 POST10[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル10 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”  にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST10[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル10 を参照

POST10[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル10 を参照

POST10[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル10 を参照

POST10[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル10 を参照

19 ～ 16 POST11[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル11 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”  にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST11[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル11 を参照

POST11[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル11 を参照

POST11[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル11 を参照

POST11[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル11 を参照

15 ～ 12 POST12[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル12 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST12[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル12 を参照

POST12[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル12 を参照

POST12[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル12 を参照

POST12[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル12 を参照

11 ～ 8 POST13[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル13 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”  にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST13[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル13 を参照

POST13[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル13 を参照

POST13[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル13 を参照

POST13[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル13 を参照

7 ～ 4 POST14[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル14 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”  にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST14[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル14 を参照

POST14[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル14 を参照

POST14[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル14 を参照

POST14[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル14 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.61 CAM エントリテーブルPOST 設定3 レジスタ（TSU_POST3）

CAM を使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4 レジスタにより、各CAM エントリテーブルごと

にそのエントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST3 は、TSU_ADRH16～
TSU_ADRH23 及びTSU_ADRL16～TSU_ADRL23 を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、

TSU_FWSLC レジスタのPOSTENLビットが”1” のとき有効になります。

3 ～ 0 POST15[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル15 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST15[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル15 を参照

POST15[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル15 を参照

POST15[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル15 を参照

POST15[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル15 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 28 POST16[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル16 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST16[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル16 を参照

POST16[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル16 を参照

POST16[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル16 を参照

POST16[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル16 を参照

27～ 24 POST17[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル17 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST17[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル17 を参照

POST17[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル17 を参照

POST17[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル17 を参照

POST17[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル17 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST16[3:0]

POST23[3:0]POST22[3:0]POST21[3:0]POST20[3:0]

POST19[3:0]POST18[3:0]POST17[3:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23 ～ 20 POST18[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル18 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST18[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル18 を参照

POST18[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル18 を参照

POST18[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル18 を参照

POST18[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル18 を参照

19 ～ 16 POST19[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル19 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST19[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル19 を参照

POST19[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル19 を参照

POST19[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル19 を参照

POST19[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル19 を参照

15 ～ 12 POST20[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル20 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST20[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル20 を参照

POST20[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル20 を参照

POST20[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル20 を参照

POST20[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル20 を参照

11 ～ 8 POST21[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル21 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST21[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル21 を参照

POST21[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル21 を参照

POST21[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル21 を参照

POST21[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル21 を参照

7 ～ 4 POST22[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル22 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST22[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル22 を参照

POST22[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル22 を参照

POST22[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル22 を参照

POST22[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル22 を参照

3～ 0 POST23[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル23 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST23[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル23 を参照

POST23[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル23 を参照

POST23[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル23 を参照

POST23[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル23 を参照

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.62 CAM エントリテーブルPOST 設定4 レジスタ（TSU_POST4）

CAM を使用する場合は、TSU_POST1～TSU_POST4 レジスタにより、各CAM エントリテーブルごと

にそのエントリテーブルを参照する条件を指定することができます。TSU_POST4 は、TSU_ADRH24～
TSU_ADRH31 及びTSU_ADRL24～TSU_ADRL31 を参照する条件を指定します。本レジスタの設定は、

TSU_FWSLC レジスタのPOSTENLビットが”1” のとき有効になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 28 POST24[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル24 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST24[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル24 を参照

POST24[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル24 を参照

POST24[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル24 を参照

POST24[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル24 を参照

27 ～ 24 POST25[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル25 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST25[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル25 を参照

POST25[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル25 を参照

POST25[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル25 を参照

POST25[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル25 を参照

23 ～ 20 POST26[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル26 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST26[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル26 を参照

POST26[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル26 を参照

POST26[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル26 を参照

POST26[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル26 を参照

19 ～ 16 POST27[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル27 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST27[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル27 を参照

POST27[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル27 を参照

POST27[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル27 を参照

POST27[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル27 を参照

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

POST24[3:0]

POST31[3:0]POST30[3:0]POST29[3:0]POST28[3:0]

POST27[3:0]POST26[3:0]POST25[3:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.63 CAM エントリテーブル0～31H レジスタ（TSU_ADRH0 ～ TSU_ADRH31）

TSU_ADRH0 ～ TSU_ADRH31 は、受信または転送の際に CAM に参照されるエントリテーブルです。

本レジスタでは48 ビットのMAC アドレスの上位32 ビットを設定します。最大32 エントリのMAC アド

レスを登録することができます。

15 ～ 12 POST28[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル28 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST28[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル28 を参照

POST28[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル28 を参照

POST28[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル28 を参照

POST28[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル28 を参照

11 ～ 8 POST29[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル29 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1” にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST29[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル29 を参照

POST29[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル29 を参照

POST29[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル29 を参照

POST29[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル29 を参照

7 ～ 4 POST30[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル30 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST30[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル30 を参照

POST30[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル30 を参照

POST30[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル30 を参照

POST30[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル30 を参照

3 ～ 0 POST31[3:0] すべて0 R/W CAMエントリテーブル31 を参照する条件を設定します。複数のビッ

トを ”1”にセットすることにより、複数の条件を選択することが可能

です。

POST31[3]：0 系の受信時にCAM エントリテーブル31 を参照

POST31[2]：0→1 系の転送時にCAM エントリテーブル31 を参照

POST31[1]：1 系の受信時にCAM エントリテーブル31 を参照

POST31[0]：1→0 系の転送時にCAM エントリテーブル31 を参照

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADRHn[15:0] (n = 0 to 31)

ADRHn[31:16] (n = 0 to 31)

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . CAM エントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。

1. TSU_ADSBSY のADSBSY ビットが ”0” であることを確認します。

2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 により、MAC アドレスの上位32 ビットを設定します。

3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31 により、MAC アドレスの下位16 ビットを設定します。

23.3.64 CAM エントリテーブル0～31L レジスタ（TSU_ADRL0 ～ TSU_ADRL31）

TSU_ADRL0 ～ TSU_ADRL31 は、受信または転送の際に CAM に参照されるエントリテーブルです。

本レジスタでは48 ビットのMAC アドレスの下位16 ビットを設定します。最大32 エントリのMAC アド

レスを登録することができます。

注 . CAM エントリテーブルは下記の手順に従って設定してください。

1. TSU_ADSBSY のADSBSY ビットが “0” であることを確認します。

2. TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 により、MAC アドレスの上位32 ビットを設定します。

3. TSU_ADRL0～TSU_ADRL31 により、MAC アドレスの下位16 ビットを設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 ADRHn[31:0] 
(n: 0 ～ 31)

すべて0 R/W MACアドレスビット

MAC アドレスの上位32 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'01234567 を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 ADRLn[15:0]
(n: 0 ～ 31)

すべて0 R/W MACアドレスビット

MAC アドレスの下位16 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'000089AB を設定します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ADRLn[15:0] (n = 0 ~ 31)

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.65 送信フレーム数カウンタレジスタ（0 系）（正常送信のみ）（TXNLCR0）

TXNLCR0 は、E-MAC-0 にて正常に送信が完了したフレーム数を示す32 ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの値

は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.66 送信フレーム数カウンタレジスタ（0 系）（正常及び障害発生を含むすべて）

（TXALCR0）

TXALCR0 は、E-MAC-0 にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す32 ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作

によってカウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NTC0[31:0] すべて0 R 0系送信フレームカウンタビット

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TC0[31:0] すべて0 R 0系送信フレームカウンタビット

正常に送信された送信フレーム及び障害が発生した送信フレーム
のカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RR RRRRRRRRR

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRR RRRRRR

RR RRR

RRR

NTC0[31:16]

NTC0[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RR RRRRRRRRR

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRR RRRRRR

RR RRR

RRR

TC0[31:16]

TC0[15:0]

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.67 受信フレーム数カウンタレジスタ（0 系）（正常受信のみ）（RXNLCR0）

RXNLCR0 は、E-MAC-0 にて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32 ビットのカウンタです。値

が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカウンタの

値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.68 受信フレーム数カウンタレジスタ（0 系）（正常及び障害発生を含むすべて）

（RXALCR0）

RXALCR0 は、E-MAC-0 にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32 ビッ

トのカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動

作によってカウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NRC0[31:0] すべて0 R 0系受信フレームカウンタビット

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RC0[31:0] すべて0 R 0系受信フレームカウンタビット

正常に受信された受信フレーム及び障害が発生した受信フレーム
のカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RR RRRRRRRRR

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRR RRRRRR

RR RRR

RRR

NRC0[31:16]

NRC0[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RC0[15:0]

RC0[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.69 転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0 系）（正常転送のみ）（FWNLCR0）

FWNLCR0 は、1→ 0 系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32 ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作によってカ

ウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.70 転送フレーム数カウンタレジスタ（1→0 系）（正常及び障害発生を含むすべ

て）（FWALCR0）

FWALCR0 は、1→0 系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す

32 ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの

リード動作によってカウンタの値は0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NFC0[31:0] すべて0 R 1→0 系転送フレームカウンタビット

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 FC0[31:0] すべて0 R 1→0 系転送フレームカウンタビット

正常に転送された転送フレーム及び障害が発生した転送フレーム
のカウント数を表します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

NFC0[15:0]

NFC0[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

FC0[15:0]

FC0[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.71 送信フレーム数カウンタレジスタ（1 系）（正常送信のみ）（TXNLCR1）

TXNLCR1 は、E-MAC-1 にて正常に送信が完了したフレーム数を示す32 ビットのカウンタです。値が

H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタの

値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.72 送信フレーム数カウンタレジスタ（1 系）（正常及び障害発生を含むすべて）

（TXALCR1）

TXALCR1 は、E-MAC-1 にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す32 ビット

のカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動作

によってカウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NTC1[31:0] すべて0 R 1系送信フレームカウンタビット

正常に送信が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TC1[31:0] すべて0 R 1系送信フレームカウンタビット

正常に送信された送信フレーム及び障害が発生した送信フレーム
のカウント数を表します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

NTC1[15:0]

NTC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

TC1[15:0]

TC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.73 受信フレーム数カウンタレジスタ（1 系）（正常受信のみ）（RXNLCR1）

RXNLCR1 は、E-MAC-1 にて正常に受信が完了したフレーム数を示す 32 ビットのカウンタです。値

が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によってカウンタ

の値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.74 受信フレーム数カウンタレジスタ（1 系）（正常及び障害発生を含むすべて）

（RXALCR1）

RXALCR1 は、E-MAC-1 にて障害が発生した送信フレーム数を含んだ送信フレーム数を示す 32 ビッ

トのカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへのリード動

作によってカウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NRC1[31:0] すべて0 R 1系受信フレームカウンタビット

正常に受信が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RC1[31:0] すべて0 R 1系受信フレームカウンタビット

正常に受信された受信フレーム及び障害が発生した受信フレーム
のカウント数を表します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

NRC1[15:0]

NRC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RC1[15:0]

RC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-77

23.3.75 転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1 系）（正常転送のみ）（FWNLCR1）

FWNLCR1 は、0→ 1 系の転送動作での正常に転送が完了したフレーム数を示す 32 ビットのカウンタ

です。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの読み出し動作によって

カウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

23.3.76 転送フレーム数カウンタレジスタ（0→1 系）（正常及び障害発生を含むすべ

て）（FWALCR1）

FWALCR1 は、0→1 系の転送動作での障害が発生した転送フレーム数を含んだ転送フレーム数を示す

32 ビットのカウンタです。値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの

リード動作によってカウンタの値は、0 にクリアされます。本レジスタへの書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 NFC1[31:0] すべて0 R 0→1 系転送フレームカウンタビット

正常に転送が完了したフレームのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 FC1[31:0] すべて0 R 0→1 系転送フレームカウンタビット

正常に転送された転送フレーム及び障害が発生した転送フレーム
のカウント数を表します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

NFC1[15:0]

NFC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

FC1[15:0]

FC1[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-78

23.3.77 E-DMAC 起動レジスタ（EDSR）

EDSR は、E-DMAC の送信部、受信部の起動を指定します。本レジスタは書き込みのみ可能で読み出

しは無効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 ENT 0 W E-DMAC 送信部起動

0：E-DMAC 送信部を停止します。

1：E-DMAC 送信部を起動します。

0 ENR 0 W E-DMAC 受信部起動

0：E-DMAC 受信部を停止します。

1：E-DMAC 受信部を起動します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

W W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ENT ENR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.78 E-DMAC モードレジスタ（EDMR）

EDMR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-DMAC のリセット指示及び送

受信ディスクリプタ長を指定します。本レジスタの設定は、送信機能、受信機能が有効になる前（EDTRR
のTR ビットまたは、RR ビット（EDRRR のビット0）を”1” とする以前）に行います。ただし、SWRR
とSWRT ビットは、送信機能、受信機能が有効になった後でも書き込むことが可能です。データ送信中

に本レジスタによってソフトウェアリセットを実行すると、回線上に異常データを送出する可能性があ
ります。本レジスタによる送受信ディスクリプタ長の指定、TDLAR、RDLAR 等の設定値、ECMR（E-
MAC モードレジスタ）の設定値、他E-DMAC、E-MAC の動作に関わるレジスタ設定値を変更するには、

本レジスタのソフトウェアリセットを実行後設定します。
本レジスタのソフトウェアリセットを実行する場合は、必ず、SWRT ビットとSWRR ビットに同時に

”1” を書き込んでください。SWRT ビットと SWRR ビットに ”1” をライトすることにより E-DMAC の
TDLAR、RDLAR、RMFCRを除くE-DMAC の各レジスタと、E-MAC の各レジスタを初期化することが

できます。TSU のレジスタ（レジスタ名が TSU_ で始まるレジスタ）は初期化されません。EDMR0 の
SWRT 及びSWRR ビットではE-DMAC0 とE-MAC-0 関係の各レジスタが、EDMR1 のSWRT 及びSWRR
ビットではE-DMAC1 とE-MAC-1 関係の各レジスタが初期化されます。転送イネーブルレジスタ（0→
1 系）（TSU_FWEN0）、転送イネーブルレジスタ（1→0系）（TSU_FWEN1）により、TSU で転送動作を

許可している場合は、本ビットによるソフトウェアリセットは行わないでください。なお、ソフトウェ
アリセットの発行期間中（周辺クロックPckで32サイクル）は、イーサネット関係のすべてのモジュー

ルに対するレジスタアクセスを禁止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 DE 0 R/W 送受信フレームエンディアン

送受信FIFO・送受信バッファ間のフレームデータDMA 転送時の

エンディアンを設定します。

0：ビッグエンディアンモード（ロングワードアクセス）

1：リトルエンディアンモード（ロングワードアクセス）

5、 4 DL[1:0] 00 R/W 送受信ディスクリプタ長

ディスクリプタ長を指定します（「23.4.1　ディスクリプタと

ディスクリプタリスト」参照）。

00：16 バイト

01：32 バイト

10：64 バイト

11：リザーブ（設定不可）

3、 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30

0000000000000000

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/W

− −− − − −

− −− − − − − − − DE DL[1:0] − −

− − − −− − − − − −

SWRT SWRR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.79 E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）

EDTRR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、E-DMAC に送信指示を行います。

本レジスタのTR ビットに11 を書き込んだ後、E-DMAC はTDLAR に指示されているアドレスの送信ディ

スクリプタを読み込みます。この送信ディスクリプタの TACT ビットが 1（有効）であれば、E-DMAC
による送信DMA 転送が開始します。以降、最初の送信ディスクリプタによるDMA 転送が完了すると、

E-DMAC は次の送信ディスクリプタを読み込みTACT ビットが有効であれば、送信DMA 動作を継続し

ます。また、送信ディスクリプタの TACT ビットが 0（無効）の場合は、TR ビットをクリアして送信

DMAC の動作を停止します。

1 SWRT 0 R/W 送信FIFO 制御部ソフトウェアリセット

［書き込み時］

0：無効

1：ソフトウェアリセット起動

［読み出し時］

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了）

1：ソフトウェアリセット実行中

注 . 転送中に本ビットは設定しないでください。

0 SWRR 0 R/W 受信FIFO 制御部ソフトウェアリセット

［書き込み時］

0：無効

1：ソフトウェアリセット起動

［読み出し時］

0：ソフトウェアリセット未実行（あるいは完了）

1：ソフトウェアリセット実行中

注 . 転送中に本ビットは設定しないでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ TR[1:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-81

23.3.80 E-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）

EDRRR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、E-DMAC に受信指示を行います。

本レジスタのRR ビットに1 を書き込んだ後、E-DMAC はRDLAR に指示されているアドレスの受信ディ

スクリプタを読み込みます。この受信ディスクリプタのRACT ビットが1（有効）で受信FIFO に受信し

たフレームがあれば、E-DMAC による受信DMA 転送が開始します。以降、最初の受信ディスクリプタ

によるDMA 転送が完了すると、E-DMAC は次の受信ディスクリプタを読み込みRACT ビットが有効で

あれば、受信DMA 動作を継続します。ただし、受信FIFO に受信データがない場合には、E-DMAC は受

信DMA 動作を待機状態にします。また、受信ディスクリプタのRACT ビットが0（無効）の場合は、RR
ビットをクリアして受信DMAC の動作を停止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 TR[1:0] 00 R/W 送信要求

00、01、10：送信停止状態

00、01、あるいは10 を書き込んだ場合、E-DMAC は、現在

処理中の送信ディスクリプタのDMA 転送を終了し、その次

の送信ディスクリプタを読み込んだ後に、TR ビットをクリ

アします（それまでに検出した有効な送信ディスクリプタに
対してはライトバックまで完了させます）。また、E-DMAC 
は、送信ディスクリプタの枯渇あるいは送信完了を検出した
場合、TR ビットをクリアします（それまでに検出した有効

な送信ディスクリプタに対してはライトバックまで完了させ
ます）。

11：E-DMAC による送信DMA 動作中

11 を書き込んだ後は、E-DMAC は送信ディスクリプタの読

み込みを開始します。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ RR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の
受信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMAC は正常な動作ができなくなります。この場

合、再度E-DMAC を受信可能状態とするためには、EDMR0（EDMR1）のSWRT 及びSWRR ビットによりソフ

トウェアリセットを実行してください。E-DMAC をソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、

ECMR0（ECMR1）のRE ビットにより受信機能を無効とします。次に、E-DMAC の受信が完了し受信ディスク

リプタのライトバックが確認できた後、本レジスタの受信機能を無効にしてください。

23.3.81 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）

TDLAR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先

頭アドレスを設定します。各ディスクリプタは、EDMR のDL ビットで示すディスクリプタ長に合致す

る境界構成とします。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、
E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）のTR ビット（＝00）による送信停止状態で行ってください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 RR 0 R/W 受信要求

0：受信機能を無効にする（注）

0 を書き込んだ場合、E-DMAC は、1 フレームのDMA 転送

を終了した時点で受信機能を停止し、RR ビットをクリアし

ます。

また、受信ディスクリプタの枯渇を検出した場合、E-DMAC 
は、RR ビットをクリアします。

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC 受信可能状態と

なる

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 TDLA[31:0] すべて0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設
定します。

16 バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000

32 バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000

64 バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDLA[15:0]

TDLA[31:15]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.82 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）

RDLAR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先

頭アドレスを設定します。各ディスクリプタは、EDMR のDL ビットで示すディスクリプタ長に合致す

る境界構成とします。受信中に本レジスタを書き換えることは禁止します。本レジスタの書き換えは、
E-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）のRR ビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。

23.3.83 E-MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）

EESR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、E-MAC とE-DMAC を合わせた通

信ステータスを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1 を書き

込むことでクリアされます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1 を書き込んでもクリアされ

ません）。0 を書き込んでも、各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因はE-MAC/E-DMAC ス
テータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の当該ビットによってマスクすることが可能です。

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、0 系ではGEINT0、1 系ではGEINT1となります。

割り込みの優先順位については、「10.4.6　割り込み例外処理と優先順位」を参照ください。GEINT2 は、

TSU にあるTSU_FWSRが要因の割り込みです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 RDLA[31:0] すべて0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設
定します。

16 バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000

32 バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000

64 バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDLA[15:0]

RDLA[31:15]

R/W

R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB[1:0] TC[1] ⎯ ECI TC[0] TDE TFUF FR RDE RFOF

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DLC CD TRO RMAF⎯

⎯

⎯ RRF

TUC ROC TABT RABT RFCOF

RTLF RTSF PRE CERFCELF

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31、 30 TWB[1:0] 00 R/W ライトバック完了

フレーム送信完了後のE-DMAC からの当該ディスクリプタへのラ

イトバックが完了したことを示します。本動作は、送信フレーム
の最後を含む送信ディスクリプタのTWBI ビットが1 にセットされ

ているときのみ有効です。

00：ライトバック未完了または送信未指示

11：ライトバック完了

その他：無効

29 TC[1] 0 R/W フレーム送信完了

TC[0]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定

されたデータをすべてE-MAC 部から送信したことを示します。1 
フレーム／1 ディスクリプタでは、1 フレームの送信が完了し次の

ディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）が

セットされていなかった場合、また1 フレーム／複数ディスクリ

プタであるマルチバッファフレーム処理ではフレーム最後のデー
タを送信し、次のディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効
ビット（TACT）がセットされていなかった場合に送信完了とみな

し、本ビットが1 となります。

フレーム送信完了後は、E-DMAC は送信状態を当該ディスクリプ

タにライトバックします。

TC[1:0]

00：送信未完了または送信未指示

11：送信完了

その他：無効

28 TUC 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了

0：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了

していない

1：送信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了

した

27 ROC 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了

0：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了

していない

1：受信アンダフローを起こしたフレームのライトバックが完了

した

26 TABT 0 R/W 送信中断検出

フレーム送信時、障害等によりE-MAC がフレーム送信を中断した

ことを示します。

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示

1：フレーム送信中断発生

25 RABT 0 R/W 受信中断検出

フレーム受信時、障害等によりE-MAC がフレーム受信を中断した

ことを示します。

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示

1：フレーム受信中断発生
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24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー

受信FIFO 内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示しま

す。

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない

1：受信フレームカウンタがオーバフローした

23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

22 ECI 0 R E-MAC ステータスレジスタ要因

本ビットは、リード専用です。ECSR の要因がクリアされると、

本ビットもクリアされます。

0：E-MAC ステータス割り込み要因未検出

1：E-MAC ステータス割り込み要因検出

21 TC[0] 0 R/W フレーム送信完了

TC[1]ビットとの組み合わせで、送信ディスクリプタによって指定

されたデータをすべてE-MAC 部から送信したことを示します。詳

しくは、TC[1]ビットの説明を参照してください。

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇

1 フレーム／複数ディスクリプタであるマルチバッファフレーム処

理で前ディスクリプタがフレームの最終でない場合は、E-DMAC 
が送信ディスクリプタを読み込んだときに、ディスクリプタ内の
送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされていなかっ

たことを示します。結果として不完全なフレームを送出する場合
があります。

0：送信ディスクリプタ有効ビットTACT＝1 を検出

1：送信ディスクリプタ有効ビットTACT＝0 を検出

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフト

ウェアリセットしてから送信起動をかけてください。このとき、
送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）に格

納されているアドレスからの開始となります。

19 TFUF 0 R/W 送信FIFO アンダフロー

フレームを送信中に送信FIFO にアンダフローが発生したことを示

します。回線上には、不完全なデータが送出されます。

0：アンダフロー未発生

1：アンダフロー発生

18 FR 0 R/W フレーム受信

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示しま
す。本ビットは、1 フレームを受信するたびに1 にセットされま

す。

0：フレーム未受信

1：フレーム受信済み

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇

E-DMAC が受信DMA のため読み込んだ受信ディスクリプタの

RACT ビットが0（無効）であったことを示します。

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、RACT 
ビット＝0 となっていた受信ディスクリプタをRACT＝1 に設定し

EDRRR のRR ビットに1を書き込むことで、受信を再開すること

ができます。

0：受信ディスクリプタ有効ビットRACT＝1 を検出

1：受信ディスクリプタ有効ビットRACT＝0 を検出

16 RFOF 0 R/W 受信FIFO オーバフロー

フレームを受信中に受信FIFO がオーバフローしたことを示しま

す。

0：オーバフロー未発生

1：オーバフロー発生

15 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出

フレームを送信中にキャリア消失を検出したことを示します。

0：キャリア消失未検出

1：キャリア消失検出

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出

フレームを送信中に遅延衝突を検出したことを示します。

0：遅延衝突未検出

1：遅延衝突検出

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ

フレームを送信中にリトライオーバが発生したことを示します。
これは、E-MAC が送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づ

く15 回の再送をあわせ全部で16 回の送信試行に失敗したことを

示します。

0：送信リトライオーバ未検出

1：送信リトライオーバ検出

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信

1：マルチキャストアドレスフレーム受信

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 CELF 0 R/W キャリア拡張消失

1 ギガビット／半二重転送モード時、キャリア拡張が消失したこと

を示します。

フレームとキャリア拡張の長さの合計がSLOT_TIME（4096bit）
未満であることを示します。

0：キャリア拡張消失未発生

1：キャリア拡張消失発生

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信

0：端数ビットフレーム未受信

1：端数ビットフレーム受信

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.84 E-MAC/E-DMAC ステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）

EESIPR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-MAC/E-DMAC ステータスレ

ジスタ（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1 をライトすることで

割り込みが許可されます。

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー

RFLR で設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレー

ムを受信したことを示します。

0：ロングフレーム未受信

1：ロングフレーム受信

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー

64 バイト未満のフレームを受信したことを示します。

0：ショートフレーム未受信

1：ショートフレーム受信

1 PRE 0 R/W PHY-LSI 受信エラー

0：PHY-LSI 受信エラー未検出

1：PHY-LSI 受信エラー検出

0 CERF 0 R/W 受信フレームCRC エラー

0：CRC エラー未検出

1：CRC エラー検出

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 TWB1IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可

0：ライトバック完了割り込み禁止

1：ライトバック完了割り込み許可

30 TWB0IP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可

0：ライトバック完了割り込み禁止

1：ライトバック完了割り込み許可

29 TC1IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可

0：フレーム送信完了割り込み禁止

1：フレーム送信完了割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TWB1
IP

TWB0
IP

TC1
IP ⎯ ECI

IP
TC0
IP

TDE
IP

TFUF
IP

FR
IP

RDE
IP

RFO 
FIP

⎯ ⎯ ⎯ ⎯
DLC
IP

CD
IP

TRO
IP

RMAF
IP⎯

⎯

⎯
RRF
IP

TUC
IP

ROC
IP

TABT
IP

RABT
IP

RFCOF
IP

RTLF
IP

RTSF
IP

PRE
IP

CERF
IP

CELF
IP

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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28 TUCIP 0 R/W 送信アンダフローフレームライトバック完了

0：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み禁止

1：送信アンダフローフレームライトバック完了割り込み許可

27 ROCIP 0 R/W 受信オーバフローフレームライトバック完了

0：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み禁止

1：送信オーバフローフレームライトバック完了割り込み許可

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可

0：受信中断検出割り込み禁止

1：受信中断検出割り込み許可

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可

0：受信中断検出割り込み禁止

1：受信中断検出割り込み許可

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可

23 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

22 ECIIP 0 R/W E-MAC ステータスレジスタ要因割り込み許可

0：E-MAC ステータス割り込み禁止

1：E-MAC ステータス割り込み許可

21 TC0IP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可

0：フレーム送信完了割り込み禁止

1：フレーム送信完了割り込み許可

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

19 TFUFIP 0 R/W 送信FIFO アンダフロー割り込み許可

0：アンダフロー割り込み禁止

1：アンダフロー割り込み許可

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可

0：フレーム受信割り込み禁止

1：フレーム受信割り込み許可

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

16 RFOFIP 0 R/W 受信FIFO オーバフロー割り込み許可

0：オーバフロー割り込み禁止

1：オーバフロー割り込み許可

15 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可

0：キャリア消失検出割り込み禁止

1：キャリア消失検出割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可

0：遅延衝突割り込み禁止

1：遅延衝突割り込み許可

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可

0：送信リトライオーバ割り込み禁止

1：送信リトライオーバ割り込み許可

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 CELFIP 0 R/W キャリア拡張消失割り込み許可

0：キャリア拡張消失割り込み禁止

1：キャリア拡張消失割り込み許可

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI 受信エラー割り込み許可

0：PHY-LSI 受信エラー割り込み禁止

1：PHY-LSI 受信エラー割り込み許可

0 CERFIP 0 R/W 受信フレームCRC エラー割り込み許可

0：CRC エラー割り込み禁止

1：CRC エラー割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.85 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER）

TRSCER は、E-MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）のビット26、25、7及びビット5からビッ

ト0で報告される、送信及び受信ステータス情報を当該ディスクリプタのTFE またはRFE ビットに反映

するか否かを指示します。本レジスタの各ビットは、EESR のビット26、25、7及びビット5からビット

0 に対応します。

各ビットに0 を設定すると、送信ステータス（EESR のビット26）は送信ディスクリプタのTFE ビッ

トに、また受信ステータス（EESR のビット25、7及びビット5からビット0）は受信ディスクリプタの

RFE ビットに、各ステータスビットのいずれかの1 状態をTFE またはRFE の1 状態として反映します。

1 を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。LSI のリセット後は、

各ビットは0 に設定されています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 18 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

17 TABTCE 0 R/W TABT ビットコピー指示

0：TABT ビットのステータスを送信ディスクリプタのTFE ビッ

トに反映します

1：該当する要因が発生しても送信ディスクリプタのTFE ビット

に反映しません

16 RABTCE 0 R/W RABT ビットコピー指示

0： RABT ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映します

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 RMAFCE 0 R/W RMAF ビットコピー指示

0： RMAF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE 
ビットに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯
RMAF

CE⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯
RRF
CE

RTLF
CE

RTSF
CE

PRE
CE

CERF
CE

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ TABT
CE

RABT
CE

CELF
CE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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5 CELFCE 0 R/W CELF ビットコピー指示

0： CELF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

4 RRFCE 0 R/W RRF ビットコピー指示

0： RRF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

3 RTLFCE 0 R/W RTLF ビットコピー指示

0： RTLF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

2 RTSFCE 0 R/W RTSF ビットコピー指示

0： RTSF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

1 PRECE 0 R/W PRE ビットコピー指示

0： PRF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFEビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

0 CERFCE 0 R/W CERF ビットコピー指示

0： CERF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映します

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビット

に反映しません

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.3.86 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR）

RMFCR は、受信時に受信バッファに収容しきれずに破棄されたフレーム数を示す16 ビットのカウン

タです。受信FIFO がオーバフローすると、このFIFO 内にある受信フレームは破棄されます。このとき

に破棄するフレームの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFF になるとカウントアップ

を停止します。カウンタの値をクリアする際は、本レジスタにH'0000 を書き込んでください。

23.3.87 送信FIFO しきい値指定レジスタ（TFTR）

TFTR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信

FIFO のしきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の 4 倍の値に相当します。E-MAC は
送信FIFO 内のデータ数が本レジスタで指定されたバイト数を超えるか、送信FIFO が満杯、または1 フ
レーム分のデータ書き込みが行われると送信を開始します。なお送信動作中（TR[1:0] ビット（EDTRR
レジスタのビット1、0）=11）の本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 MFC[15:0] すべて0 R/W ミスドフレームカウンタ

受信時に、受信バッファに転送しきれずに破棄されたフレーム数
を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

MFC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TFT[10:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要で

す。

23.3.88 FIFO 容量指定レジスタ（FDR）

FDR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、送信及び受信FIFO の容量を指定し

ます。

10 ～ 0 TFT[10:0] すべて0 R/W 送信FIFO しきい値

送信FIFO のしきい値は、必ずFDR で指定したFIFO 容量値より

小さい32 バイト単位の値で設定してください。

H'000：ストア＆フォワードモード

H'008：32 バイト

H'010：64 バイト

H'018：128 バイト

　： 　　　　：

H'07F：508 バイト

H'080：512 バイト

　： 　　　　：

H'0FF：1020 バイト

H'100：1024 バイト

　： 　　　　：

H'1FF：2044 バイト

H'200：2048 バイト

注 .  H'201～H'7FF の設定は禁止されています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 8 TFD[2:0] すべて0 R/W 送信FIFO 容量

最大2K バイトある送信FIFO の容量を256 バイトから2K バイト

まで、256 バイト単位で指定します。送受信開始後は、設定値を

変更することを禁止します。

H'00：256 バイト

H'01：512 バイト

　： 　　：

H'07：2048 バイト

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

TFD[2:0] RFD[5:0]⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.89 受信方式制御レジスタ（RMCR）

RMCR は、読み出しまたは書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、フレームを受信時の ECMR 内に

あるREビットの制御の方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。

7、 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 ～ 0 RFD[5:0] すべて0 R/W 受信FIFO 容量

最大8K バイトある受信FIFO の容量を256 バイトから12K バイ

トまで、256 バイト単位で指定します。送受信開始後は、設定値

を変更することを禁止します。

H'00： 256バイト

H'01： 512バイト

H'02： 768バイト

H'03：1024 バイト

H'04： 1280バイト

    ：          ：

H'07： 2048バイト

   ：        　：

H'1F: 8192 バイト

    ：          ：

H'2F： 12288 バイト

注 . H'30～ H'3F の設定は禁止されています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 RNC 0 R/W 受信許可制御

フレーム受信を継続する／しないを設定します。

0：1 つのフレームを受信完了すると、E-DMAC は受信ステー

タスをディスクリプタに書き込んでEDRRR のRR ビットを

0 とします。

1：1 つのフレームを受信完了すると、E-DMAC は受信ステー

タスをディスクリプタに書き込み（ライトバック）します。
さらにE-DMAC は次のディスクリプタを読み込み、次のフ

レームの受信に備えます。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ RNC

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.90 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR）

RDFAR は、E-DMAC が受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となる

ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることによ
り、E-DMAC がどの受信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-DMAC
が実行しているディスクリプタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあり
ます。初期設定の際は、処理を開始する受信ディスクリプタのアドレスを設定してください。

23.3.91 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR）

RDFXR は、E-DMAC が、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタ先頭アドレスを格

納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMAC がどの受信ディスクリ

プタまで処理を実行したか認識できます。初期設定の際は、RDFAR レジスタ設定値の１つ前の受信ディ

スクリプタのアドレスを設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RDFA[31:0] すべて0 R/W 受信ディスクリプタフェッチアドレス

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RDFX[31:0] すべて0 R/W 受信ディスクリプタ処理済アドレス

受信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFA[15:0]

RDFA[31:16]

R/W：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDFX[15:0]

RDFX[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.92 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR）

RDFFR は、RDFX でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した受信ディスクリプタが受信

ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。

23.3.93 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR）

E-DMAC が送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMAC
がどの送信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-DMAC が実行している

ディスクリプタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。初期設定の
際は、処理を開始する送信ディスクリプタのアドレスを設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 RDLF 0 R/W 受信ディスクリプタ列最終フラグ

RDFXR でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した

受信ディスクリプタが受信ディスディスクリプタ列（ディスクリ
プタリスト）の最終であるかどうかを示します。

0：受信ディスクリプタ列の最終でない

1：受信ディスクリプタ列の最終である

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TDFA[31:0] すべて0 R/W 送信ディスクリプタフェッチアドレス

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ RDLF

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFA[15:0]

TDFA[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.94 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR）

TDFXR は、E-DMAC が、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタ先頭アドレスを格

納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMAC がどの送信ディスクリ

プタまで処理を実行したか認識できます。初期設定の際は、TDFAR レジスタレジスタ設定値の1 つ前の

送信ディスクリプタのアドレスを設定してください。

23.3.95 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR）

TDFFR は、TDFXR でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した送信ディスクリプタが送

信ディスディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終であるかどうかを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TDFX[31:0] すべて0 R/W 送信ディスクリプタ処理済アドレス

送信中に本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 TDLF 0 R/W 送信ディスクリプタ列最終フラグ

TDFXR でアドレスされる、直前にライトバック処理を完了した

送信ディスクリプタが送信ディスディスクリプタ列（ディスクリ
プタリスト）の最終であるかどうかを示します。

0：送信ディスクリプタ列の最終でない

1：送信ディスクリプタ列の最終である

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDFX[15:0]

TDFX[31:16]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ TDLF

R/W：

R/W：
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23.3.96 オーバフロー予告FIFO しきい値設定レジスタ（FCFTR）

FCFTR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、E-MAC のフロー制御の設定を行

います。受信FIFO データ容量（RFD[7:0]）、受信フレーム数（RFF[4:0]）によるしきい値を設定できます。

RFD の設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO 容量設定レジスタ（FDR）で設定した受

信FIFO 容量値と同じ設定である場合は、（FIFO データ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。

たとえばFDR のRFD＝7、FCFTR のRFD＝7 の場合は、受信FIFO 内に（2,048－64）バイトのデータを

格納されたとき、フロー制御がオンになります。なお本レジスタのRFD の設定値は、FDR のRFD の設

定値と同じか小さい値を設定してください。
フロー制御のオンは、RFF[4:0]またはRFD[7:0]のいずれかの設定条件を満たしたときになります。フ

ロー制御のオフは、いずれの設定条件も満たしていない（解除）ときになります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

20 ～ 16 RFF[4:0] H'17 R/W 受信FIFO オーバフロー予告信号送出しきい値

H'00：受信フレームを受信FIFO 内に1 フレーム格納完了時

H'01：受信フレームを受信FIFO 内に2 フレーム格納完了時

　　： 　　　　　：

H'16：受信フレームを受信FIFO 内に23 フレーム格納完了時

H'17：受信フレームを受信FIFO 内に24 フレーム格納完了時

H'18～H'1F：設定禁止

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 ～0 RFD[7:0] H'FF R/W 受信FIFO オーバフロー予告信号送出しきい値

H'00： 受信FIFOに256 - 32バイトのデータが格納されたとき

H'01： 受信FIFOに512 - 32バイトのデータが格納されたとき

         ：                                ：

H'06： 受信FIFOに1,792 - 32バイトのデータが格納されたとき

H'07： 受信FIFOに2,048 - 64バイトのデータが格納されたとき

         ：                                 ：

H'FF： 受信FIFOに65536 - 64バイトのデータが格納されたと

き

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ RFF[4:0]

RFD[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23.3.97 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）

RPADIR は、読み出しまたは書き込み可能な32 ビットのレジスタで、受信データのパディングの挿入

を行うレジスタです。本レジスタを再設定するときは、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）のSWRT 及
びSWRR ビットでソフトウェアリセットしてから行ってください。

23.3.98 Gigabit イーサネットコントロールレジスタ（GBECONT）

GBECONTはGETHER動作モードを制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 21 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

20 ～ 16 PADS[4:0] H'00 R/W パディングサイズ

H'00：パディング挿入なし

H'01：1 バイト挿入

　： 　　：

H'1F：31 バイト挿入

15 ～ 0 PADR[15:0] H'0000 R/W パディング範囲

H'0000：1 バイト目にパディングサイズ分挿入

H'0001：2 バイト目にパディングサイズ分挿入

　： 　　　：

H'FFFF：64K バイト目にパディングサイズ分挿入

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PADS[4:0]

PADR[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ ⎯ R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W ⎯ R/W R/W R/W

RG1
PUDIS

RG0
PUDIS

RMII0RMII1

TX1DLY

⎯ ⎯ ⎯

RX1DLY ⎯ ⎯ TX0DLYRX0DLY ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 22 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

21 RG1PUDIS 0 R/W RGMII ポート1 のプルアップを無効にします。

0： プルアップを有効にします。

1： プルアップを無効にします。

20 RG0PUDIS 0 R/W RGMII ポート0のプルアップを無効にします。

0： プルアップを有効にします。

1： プルアップを無効にします。

19、 18 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

17 RMII1 0 R/W MDC/MDIOポート1用のコントロールソースを選択します。

0： RGMII1 (GETHER)

1： RMII1 (ETHER)

16 RMII0 0 R/W MDC/MDIOポート0用のコントロールソースを選択します。

0： RGMII0 (GETHER)

1： RMII0 (ETHER)

15 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 ～ 12 RX1DLY 000 R/W ポート1用に受信クロックの遅延をセットします。

000： 0 遅延

010： 10 遅延

011： 10 遅延

100： 90 遅延

110： 80 遅延

111： 100 遅延

11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 8 TX1DLY 000 R/W ポート1用に送信クロックの遅延をセットします。

000： 0 遅延

010： 10 遅延

011： 10 遅延

100： 90 遅延

111： 100 遅延

注 . ループバックテストの間に100（90°遅延）をセットし

てください。

7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）
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6 ～ 4 RX0DLY 000 R/W ポート0用に受信クロックの遅延をセットします。

000： 0 遅延

010： 10 遅延

011： 10 遅延

100： 90 遅延

110： 80 遅延

111： 100 遅延

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 TX0DLY 000 R/W ポート1用に送信クロックの遅延をセットします。

000： 0 遅延

010： 10 遅延

011： 10 遅延

100： 90 遅延

110：80 遅延

111： 100 遅延

注 . ループバックテストの間に100（90°遅延）をセットし

てください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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23.4 動作説明

GETHER は、以下の3 つの機能から構成されています。

• DMA転送制御部（E-DMAC）：メモリ上の送受信バッファと送受信FIFO間のDMA転送

• MAC制御部（E-MAC）：送信／受信FIFOとRGMII間の送信／受信処理

• 転送制御部（TSU）：1系と0系間の転送処理及びCAM処理

E-DMAC は、E-DMAC に内蔵されているダイレクトメモリアクセス（DMA）機能を使用し、ユーザ

が指定するイーサネットフレームデータの格納先（アクセス可能なメモリ空間：送信バッファ／受信
バッファ）と送信／受信FIFO との間でフレームデータの転送を行います。ユーザがCPU を介して直接

送信／受信FIFO のデータを読み書きすることはできません。

E-DMAC がDMA 転送を行うためには、ディスクリプタと呼ぶ送信／受信データの格納アドレス等が

書かれた情報（データ）が必要になります。E-DMAC は、ディスクリプタに書かれた情報に従って送信

データを送信バッファから読み出す、あるいは受信データを受信バッファへ書き込みます。このディス
クリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置されます。ディスクリプタを複数個並べ、ディスクリプ
タ列（リスト）化することによって、複数のイーサネットフレームデータの送信／受信を連続的に行う
ことができます。

E-DMAC は、0 系と1 系の2 系統あります。送信、受信とも、0 系と1 系それぞれ独立して動作します。

E-MAC は、送信FIFO に書き込まれたデータからイーサネットフレームを構成し、RGMIIへ送信しま

す。また、RGMIIから受信したイーサネットフレームのCRC チェックを行った後、分解し受信FIFO に
書き込みます。

E-MAC は、0 系と1 系の2 系統あります。それぞれE-DMAC の0 系と1 系と対応しています。

TSU は、0 系のE-MAC と1 系のE-MAC 間でイーサネットフレームデータの転送を行います。TSU は、

E-DMAC と E-MAC の間に位置し、CAM エントリテーブルを参照しながら、E-MAC に入力されたイー

サネットフレームのDA（宛先アドレス）を元に、以下のいずれかの処理を選択します。

1. 受信し受信FIFOに書き込む

2. 転送のみ実行し転送FIFOに書き込む

3. 受信し受信FIFOに書き込むとともに転送FIFOにも書き込む

4. 破棄する

TSU は、0 系から1 系、1 系から0 系への転送をそれぞれ別々に処理をします。
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図23.2 にフレームデータ経路と各種設定の概要を示します。

図 23.2     GETHER のデータ経路と各種設定
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23.4.1 ディスクリプタとディスクリプタリスト

E-DMAC は、メモリ空間上に書き込まれたディスクリプタと呼ぶ情報（データ）に従ってDMA 転送

を行います。ディスクリプタには、送信ディスクリプタと受信ディスクリプタの2 種類があります。DMA
転送を起動する前に、ソフトウェアで、送信／受信フレームデータの格納アドレス等の DMA 転送に関

する情報を設定しておく必要があります。
E-DMAC は、EDTRR のTR ビットが11／EDRRR のRR ビットが1 になると、送信／受信ディスクリ

プタを自律的に読み込み、ディスクリプタに記述された情報に従って、送信／受信バッファと送信／受
信FIFO の間で、フレームデータのDMA 伝送を行います。フレームデータの送信／受信が完了した後に

は、E-DMAC がディスクリプタの有効／無効ビットを無効とし、送信／受信の結果をディスクリプタ上

のステータスビットに反映します。
ディスクリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置し、先頭ディスクリプタ（E-DMAC が最初に読

み込むディスクリプタ）のアドレスをTDLAR/RDLAR に設定します。複数のディスクリプタをディスク

リプタ列（ディスクリプタリスト）として用意する場合には、EDMR の DL[0:1] ビットに設定したディ

スクリプタ長に従って連続したアドレス（メモリ番地）に配置します。
E-DMAC には、0 系と 1 系の 2 系統あります。0 系と 1 系及び送信と受信それぞれのDMAC は独立し

て動作します。0 系と 1 系及び送信と受信用のディスクリプタを、各ディスクリプタのアドレス空間が

重ならないように配置してください。アドレスが重なるとE-DMAC は正常に動作をしません。

(1) 送信ディスクリプタ
図23.3 に送信ディスクリプタの構成と送信バッファの関係を示します。

送信ディスクリプタは、データの先頭から32 ビット単位にTD0、TD1、TD2 及びパディングで構成さ

れます。
最後のパディングはEDMR のDL[1:0]ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。

TD0 は、送信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報及びステータス情報を示しま

す。TD1 は、そのディスクリプタで指示する転送すべき送信バッファのデータ長（TDL）を示します。

TD2 は、転送する送信バッファの先頭アドレス（TBA）を示します。

本ディスクリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1 個で 1 フレームの送信データを全部指定する

こと（1フレーム／1 バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で1 フレームの送信データを指定するこ

と（1 フレーム／マルチバッファ）が可能です。1 フレーム／マルチバッファの具体例としては、イー

サネットフレーム中毎回の送信で固定的に使われるデータ部分を複数のディスクリプタで参照すると
いう方法があります。たとえば、イーサネットフレーム中の宛先アドレス、送信元アドレスのデータを
複数のディスクリプタで共有して、残りのデータを各々別のバッファに格納するという方法が考えられ
ます。
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図 23.3     送信ディスクリプタと送信バッファの関係

(a) 送信ディスクリプタ0（TD0）
TD0 は、EDTRR の TR ビット＝ 11 とする以前に、ユーザがあらかじめディスクリプタの有効／無効

ビットの設定やディスクリプタの構成を設定します。イーサネットフレームの送信が完了した後に、E-
DMAC がディスクリプタの有効／無効ビットを無効にし、ステータス情報を書き込みます。これをライ

トバックと呼びます。
使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット 31 ～ 28、26 にディスクリプタの構成に従った値を書

き込んでください。またビット27、25～0 には0 を書き込んでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効／無効

当該ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本
ビットを有効とする際には、あらかじめ送信データを送信バッ
ファ（ユーザの指定する送信データ格納先）に格納した後、本
ビットに1 を書き込みます。また、E-DMACはデータの転送を完

了すると本ビットを0 クリアします。

0：本送信ディスクリプタが無効

初期値の状態か0 を書き込んだ後の状態、またはユーザが1 
を書き込んだ後の場合にはE-DMAC のデータ転送処理終了

により本ビットが0 クリアされたことを示します。

E-DMAC のディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識

されるとE-DMAC はEDTRR のTR ビットを0 クリアし、E-
DMAC の送信に関わる転送動作は停止します。

1：本送信ディスクリプタが有効ユーザが1 を書き込んだ後、

まだデータ転送を行っていないか、あるいはデータ転送中で
あることを示します。

E-DMAC は連続する複数個のディスクリプタ列（ディスク

リプタリスト）が存在する場合に、連続するディスクリプタ
の本ビットが有効であることにより動作を継続することがで
きます。

有効送信データ

送信バッファ送信ディスクリプタ

リザーブ

TDL

TD0

TD1

TD2 TBA

パディング（4/20/52バイト）

TFS[11:0]

T
W
B
I

T
D
L
E

T
A
C
T

31 16

25262729 283031 12 11 0

31 0

T
F
E

T
F
P

注.　EDMRのDL[1:0]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。

　　16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
　　
　　32バイトのとき：パディング＝20バイト
　　　
　　64バイトのとき：パディング＝52バイト

（注）
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30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリスト最終

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）
の最終であるかどうかを示します。

0：最終のディスクリプタリストではない

E-DMAC は本ディスクリプタの転送が完了した後、連続す

るディスクリプタリストの次のディスクリプタを読み込みま
す。

1：最終のディスクリプタリストである

E-DMAC は本ディスクリプタの転送が完了した後、TDLAR 
が示すアドレスにあるディスクリプタを読み込みます。

29、 28 TFP[1:0] 00 R/W 送信フレーム内位置

本ディスクリプタの情報が送信フレームの先頭かその途中または
最終かを示します。

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む

（1 フレーム／1 ディスクリプタ（1 バッファ）である）

【参考】

1 フレームを分割して使用する際の分割数に応じたディスクリプ

タ列における本ビットの指定要領を示します。

• 1 フレーム／1 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 11

• 1 フレーム／2 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10

2 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01

• 1 フレーム／3 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 10

2 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 00

3 番目のディスクリプタ：TFP[1:0] = 01

以降、分割数が多い場合には、中間のTFP[1:0] = 00 であるディ

スクリプタを追加していくことでディスクリプタ列を構成しま
す。

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー発生

送信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。

0：TFS[11:0]のすべてのビットの値が0

1：TFS[11:0]のいずれかのビットの値が1

TRSCER レジスタで、TFS[8:0]の要因単位にマスクすることが

できます。ただし、TFS[11:9]はマスクすることができません。

本ビットはE-DMAC によってライトバックされます。

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了割り込み通知

0：ライトバック完了割り込みを通知しません。

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後、TWB[1:0]ビッ

ト（EESR レジスタのビット31、30）に11 をセットし、

CPU にライトバック完了割り込みを通知します。

本ビットは、送信フレームの最後を含むディスプリプタ（TFP＝

01 あるいは11）でのみ有効です。本ビットはライトバックに

よって0 に書き換わります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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(b) 送信ディスクリプタ1（TD1）
TD1 は、当該ディスクリプタが使用する送信バッファのデータ長を示します。

ユーザがE-DMAC の読み込み開始前に設定してください。

(c) 送信ディスクリプタ2（TD2）
TD2 は、32 ビット幅の当該送信バッファの先頭アドレスを示します。アドレス値はロングワード境界

としてください。

ディスクリプタの設定で以下のような設定を行った場合、E-DMAC はシステムリセットを行うまで、

正常動作に復帰しませんので注意してください。
• TFP（送信フレーム内位置）が論理的に間違った設定

例：あるディスクリプタAでTFP＝11と設定し、次のディスクリプタBでTFP＝01と設定した。

ディスクリプタ B が示す送信フレームの先頭部を示すディスクリプタが存在しないことになり

ます。
•  TBL（送信バッファ長）を0とした設定

送信フレームを3 つ以上の送信ディスクリプタに分割した場合、E-DMAC は以下のようにライトバッ

クします。
• 送信フレームの先頭を含む送信ディスクリプタ（TFP＝10あるいはTFP＝11）と送信フレームの最

後を含む送信ディスクリプタ（TFP＝01あるいはTFP＝11）に対してのみライトバックをします。

• 送信フレームの中間に対応する送信ディスクリプタ（TFP＝00）に対してはライトバックしません。

25 ～ 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～0 TFS[11:0] すべて0 R/W 送信フレームステータス

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは、E-
DMAC によりライトバックされ、1 で当該の事象が発生したこと

を示します。

• TFS[11:10]：リザーブ（書き込み値は0 としてください）

• TFS[9]：送信FIFO アンダフロー（EESR のTUC ビットに相

当）
• TFS[8]：送信中断検出（EESR のTABT ビットに相当）

• TFS[7:3]：リザーブ（書き込み値は0 としてください）

• TFS[2]：キャリア損失検出（EESR のDLC ビットに相当）

• TFS[1]：遅延衝突検出（EESR のCD ビットに相当）

• TFS[0]：送信タイムアウトEESR のTRO ビットに相当）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 TDL すべて0 R/W 送信バッファデータ長（単位：バイト）

当該送信バッファのデータ長をバイト単位で設定します。最大長
は64K－32（H'FFE0）バイトです。

15 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TBA すべて0 R/W 送信バッファ先頭アドレス

当該送信バッファの先頭アドレスを4バイト境界で設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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ただし、TFE（送信フレームエラー発生）や TFS（送信フレームステータス）は、送信フレームの最

後を含む送信ディスクリプタ（TFP＝01 あるいはTFP＝11）にのみライトバックされます。

また、ソフトウェアで送信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の送信ディスクリプタの上書
き（再設定）を防ぐために、送信フレームの最後を含む送信ディスクリプタ（TFP＝01 あるいはTFP＝
11）がライトバックされている（TACT ＝ 0 になっている）ことを再設定の前にあらかじめ確認する必

要があります。

(2) 受信ディスクリプタ
図23.4 に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。受信ディスクリプタは、データの先

頭から32 ビット単位にRD0、RD1、RD2、及びパディングで構成されます。最後のパディングはEDMR
の DL[0:1] ビットで指定するディスクリプタ長に従い長さが決まります。RD0 は、受信ディスクリプタ

の有効／無効、ディスクリプタの構成情報、及びステータス情報を示します。RD1 は、そのディスクリ

プタで指示する受信可能な受信バッファのデータ長（RBL）と受信したフレームのデータ長（RDL）を

示します。RD2 は、受信データを格納する受信バッファの先頭アドレス（RBA）を示します。本ディス

クリプタの指示内容により、ディスクリプタ 1 個で 1 フレームの受信データ全部を受信バッファに格納

すること（1 フレーム／ 1 バッファ）あるいはディスクリプタ複数個で 1 フレームの受信データを受信

バッファに格納すること（1 フレーム／マルチバッファ）が可能です。1 フレーム／マルチバッファの

ケースとしては、あらかじめ複数のディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）を用意しておき、各
ディスクリプタの RBL を 500 バイトとしたときに 1514 バイトのイーサネットフレームを受信したとし

ます。この場合、受信したイーサネットフレームは最初のディスクリプタから順に500 バイトずつバッ

ファに転送され、最後の14 バイトだけが4 つ目のバッファに転送されます。このようにE-DMAC は、受

信したフレームがディスクリプタの RBL を超える長さのフレームを受信した場合には、連続する次の

ディスクリプタを使用していくことによって受信バッファに転送していきます。また、1 フレーム／マ

ルチバッファの効率的な具体例としては、イーサネットフレーム中の処理レイヤの異なる情報をバッ
ファによって分離するという方法があります。たとえば、イーサネットフレーム中の宛先アドレス、送
信元アドレス、及びタイプフィールドのデータをバッファ 1（RBL を14 バイトに指定）に格納し、残り

のデータをバッファ 2（RBL を1500 バイトに指定）に格納するという方法があります。もちろん、複数

のディスクリプタを用意してすべてのディスクリプタの RBL を 1514 バイト（イーサネットフレームの

最大長）以上にすれば、すべての受信フレームを1 バッファに収めることができます。

図 23.4     受信ディスクリプタと受信バッファの関係

有効受信データ

受信バッファ受信ディスクリプタ

リザーブ

RBL

RD0

RD1

RD2 RBA

パディング （4/20/52バイト）

RFS[11:0]

P
V

R
D
L
E

R
A
C
T

31 16

15

25262729 283031 12 11 0

0

31 0

R
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R
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注. EDMRのDL[0:1]ビットに設定したディスクリプタ長によりパディングサイズは以下の値になります。

　16バイトのとき：パディング＝ 4バイト
　32バイトのとき：パディング＝20バイト
　64バイトのとき：パディング＝52バイト

（注）
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(a) 受信ディスクリプタ0（RD0）
RD0 は、EDRRR のRR ビット＝1 後のE-DMAC がディスクリプタ情報の読み込みを開始する以前に、

ユーザがあらかじめディスクリプタの有効／無効ビットの設定、及びディスクリプタリストが最終か否
かを設定します。
イーサネットフレームの受信バッファへのDMA 転送が完了した後、E-DMAC がディスクリプタの有

効／無効ビットを無効とし、ステータス情報を書き込みます。これをライトバックと呼びます。
使用にあたっては、ユーザがあらかじめビット31、30 にディスクリプタの構成に従った値を書き込ん

でください。また、ビット29～0 には0 を書き込んでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効／無効

本ディスクリプタが有効または無効であることを示します。本ビットを
有効とする際には、あらかじめ受信バッファ（ユーザの指定する受信
データ格納先）を用意した後、本ビットに1 を書き込みます。また、E-
DMAC はデータの転送を完了すると本ビットを0 クリアします。

0：本受信ディスクリプタが無効

初期値の状態か0 を書き込んだ後の状態、またはユーザが1 を書き

込んだ後の場合にはE-DMAC のデータ転送処理終了により本ビッ

トが0 クリアされたことを示します。

E-DMAC のディスクリプタ読み込みの際に、本状態が認識される

とE-DMAC はEDRRR のRR ビットを0 クリアし、E-DMAC の受

信にかかわる転送動作は停止します。

1：本受信ディスクリプタが有効

ユーザが1 を書き込んだ後、まだデータ転送を行っていないか、あ

るいはデータ転送中であることを示します。

E-DMAC は連続する複数個のディスクリプタ列（ディスクリプタ

リスト）が存在する場合に、連続するディスクリプタの本ビット
が有効であることにより動作を継続することができます。

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリスト最終

本ディスクリプタがディスクリプタ列（ディスクリプタリスト）の最終
であるかどうかを示します。

0：最終のディスクリプタリストではない

E-DMAC は本ディスクリプタの転送が完了した後、連続するディ

スクリプタリストの次のディスクリプタを読み込みます。

1：最終のディスクリプタリストである

E-DMAC は本ディスクリプタの転送が完了した後、RDLAR が示す

アドレスにあるディスクリプタを読み込みます。
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29、 28 RFP[1:0] 00 R/W 受信フレーム内位置

本ディスクリプタの情報が受信フレームの先頭かその途中または最終か
をE-DMAC がライトバックによって示します。

00：本ディスクリプタの情報はフレームの中間である

01：本ディスクリプタの情報はフレームの最後である

10：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭である

11：本ディスクリプタの情報はフレームの先頭と最後を含む

（1 フレーム／1 ディスクリプタ（1 バッファ）である）

【参考】

1 フレームを受信した後のフレームとディスクリプタの関係を示しま

す。

• 1 フレーム／1 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 11

• 1 フレーム／2 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10

2 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01

• 1 フレーム／3 ディスクリプタの場合

1 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 10

2 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 00

3 番目のディスクリプタ：RFP[1:0] = 01

以降、分割数が多い場合には、中間のRFP[1:0] = 00 であるディスクリ

プタが増えることになります。

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー発生

受信フレームに何らかのエラーが発生したことを示します。

0：RFS[11:0]のすべてのビットの値が0

1：RFS[11:0]のいずれかのビットの値が1

TRSCER レジスタで、RFS[8:0]の要因単位にマスクすることができま

す。ただし、RFS[11:9]はマスクすることができません。

本ビットはE-DMAC によってライトバックされます。

26 PV 0 R/W パディング挿入

本ディスクリプタで処理した受信フレームが、RPADIR レジスタで指定

された

パディングが挿入されている受信フレームかどうかを示します。

0：パディングの挿入なし

1：パディングの挿入あり

本ビットは、ライトバック処理で書き換えられます。

25 ～ 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと“0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）
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(b) 受信ディスクリプタ1（RD1）
RD1 は、当該ディスクリプタが使用できる受信バッファのデータ長をユーザが指定し、フレーム受信

後にはE-DMAC が受信したフレーム長を示します。

ユーザがE-DMAC の読み込み開始前に設定してください。

11 ～ 0 RFS[11:0] すべて0 R/W 受信フレームステータス

当該フレームのステータスを示します。以下のビットは1 で当該の事象

が発生したことを示します。また、RFS[9]～RFS[0]の事象が発生した

場合にはフレームの受信は不完全です。

• RFS[11:10]：リザーブ

• RFS[9]：受信FIFO オーバフロー（EESR のRFOF ビットに相当）

• RFS[8]：受信中断検出（EESR のRABT ビットに相当）

• RFS[7]：マルチキャストアドレスフレームを受信（EESR のRMAF 
ビットに相当）

• RFS[6]：リザーブ

• RFS[5]：キャリア拡張消失（EESR のCELF ビットに相当）

• RFS[4]：端数ビットフレーム受信（EESR のRRF ビットに相当）

• RFS[3]：ロングフレーム受信エラー（EESR のRTLF ビットに相当）

• RFS[2]：ショートフレーム受信エラー（EESR のRTSF ビットに相

当）
• RFS[1]：PHY-LSI 受信エラー（EESR のPRE ビットに相当）

• RFS[0]：受信フレームCRC エラー（EESR のCERF ビットに相当）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 RBL すべて0 R/W 受信バッファデータ長（単位：バイト、32 バイト境界で指定）

当該受信バッファの受信可能なデータ長を32 バイトの整数倍で設定し

ます。

最大長は64K－32（H'FFE0）バイトです。

15 ～ 0 RDL すべて0 R 受信データ長

受信バッファに格納された受信フレームのデータ長を示します。

受信バッファに転送される受信データには、フレームの最後である
CRC データ（4 バイト）が含まれていません。また、受信フレーム長

は、このCRC データを含めない（有効データバイト）語数が報告され

ます。

1 フレーム／複数バッファ（ディスクリプタ）となった場合には、最終

ディスクリプタの本受信データ長のみが有効です。途中のディスクリプ
タの受信データ長は意味を持ちません。

受信可能な最大受信データ長は以下のようになります。

パディング機能無効時：64K－1（H'FFFF）バイト

パディング機能有効時：64K－32（H'FFE0）バイト
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(c) 受信ディスクリプタ2（RD2）
RD2 は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。受信バッファの開始アドレスの設定は、32 バ

イトを境界として設定してください。

E-DMAC は、RBA（受信バッファアドレス）に設定されたアドレスから 32 バイト単位で受信フレー

ムを受信バッファへDMA 転送します。したがって、RBL（受信バッファ長）へは32 バイトの整数倍を

設定してください。
以下のようにデータが32 バイトに満たない場合は、無効なデータが書き込まれます。

【転送例】
受信フレーム長＝170 バイト、必要な受信バッファ容量＝192 バイト（32 バイト×6）の場合、6 回目

のDMAにおいて、無効なデータも受信バッファにDMA 転送されます（DMA データ32 バイト中、前半

の10 バイトは有効データで後半の22 バイトは無効データ）。

受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）を設定することで、受信フレームの任意の位置

に1 か所だけ値0 をパディングすることが可能です。パディングサイズは1 バイト単位で任意であり、最

小 1 バイト、最大 31 バイトです。受信フレームにパディングを行う場合は、「受信フレーム長＋パディ

ングサイズ」分の受信バッファ領域が必要です。なお、RPADIR の設定はすべての受信フレームに対し

て有効です。
RFE（受信フレームエラー発生）、PV（パディング挿入）、RFS（受信フレームステータス）、及びRFL

（受信フレーム長）は、受信フレームの最後を含む受信ディスクリプタ（RFP＝01 あるいは11）にのみ

ライトバックされます。
ソフトウェアで受信ディスクリプタを再設定する場合は、未処理の受信ディスクリプタの上書き（再

設定）を防ぐために、受信ディスクリプタがライトバックされている（RACT ＝ 0 になっている）こと

を再設定の前にあらかじめ確認する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RBA すべて0 R/W 受信バッファ先頭アドレス

当該受信バッファの先頭アドレスを32 バイト境界で設定します。
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(3) ディスクリプタと送受信バッファ

(a) 送信
送信ディスクリプタごとに1 つの送信バッファを保持します。E-DMAC は、送信ディスクリプタで示

された送信バッファに格納されている送信フレームを送信 FIFO へ転送します。また、複数の送信ディ

スクリプタで示された各送信バッファに格納されている送信フレームをそれぞれ連結して1 つの送信フ

レームとして送信FIFO へ転送することも可能です。

図23.5 に送信ディスクリプタと送信バッファとの関係を示します。

図 23.5     送信ディスクリプタと送信バッファとの関係
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(b) 受信
受信ディスクリプタごとに1 つの受信バッファを保持します。E-DMAC は、受信ディスクリプタで示

された受信バッファへ受信 FIFO から受信したフレームを格納します。ここで、受信フレームのサイズ

が受信バッファのサイズをオーバする場合は、別の受信ディスクリプタで示された受信バッファへ当該
受信フレームのオーバした部分を格納します。このように、1 つの受信フレームを複数の受信バッファ

に分けて格納することも可能です。
図23.6 に受信ディスクリプタと受信バッファとの関係を示します。

図 23.6     受信ディスクリプタと受信バッファとの関係
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(4) ディスクリプタポインタ
E-DMAC は、送信ディスクリプタ及び受信ディスクリプタのメモリ上のアドレスや処理順序を以下に

示すレジスタを用いて制御します。

1. 送信ディスクリプタ関連

• TDLARレジスタ：送信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス

• TDFARレジスタ：処理すべき送信ディスクリプタのアドレス

• TDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）送信ディスクリプタのアドレス

• TDFFRレジスタ（DLビット）：TDFXRで示された送信ディスクリプタのTDLE値が1かどうかを指示

2. 受信ディスクリプタ関連

• RDLARレジスタ：受信ディスクリプタリストの先頭ディスクリプタのアドレス

• RDFARレジスタ：処理すべき受信ディスクリプタのアドレス

• RDFXRレジスタ：処理を最後に完了した（ライトバックした）受信ディスクリプタのアドレス

• RDFFRレジスタ（DLビット）：RDFXRで示された受信ディスクリプタのRDLE値が1かどうかを指

示送信ディスクリプタ及び受信ディスクリプタはそれぞれリング構成をとっています。処理した送
信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）のTDLE（RDLE）値が0 であった場合、当該ディスクリ

プタの次に位置するディスクリプタを処理します。次に位置するディスクリプタとは、処理した送
信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）のアドレスに、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）のディ

スクリプタ長ビット（DL）で指定されたディスクリプタ長を加算して得られたアドレスに存在する

送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。一方、処理した送信ディスクリプタ（受信ディ
スクリプタ）のTDLE（RDLE）値が1 であった場合、次に処理するディスクリプタはTDLAR（RDLAR）
で示された送信ディスクリプタ（受信ディスクリプタ）です。図 23.7 に送信／受信ディスクリプタ

リングとリードポインタの関係の例を示します。
送信ディスクリプタに関しては、必ず送信フレームを 5 つ以上ポイントすることができる大きさのリ

スト構成にしてください。送信フレームを 4 つ以下しかポイントできないリスト構成の場合、E-DMAC
の動作保証はいたしません（すなわち、4 つ以下の送信フレームでリング内のすべての送信ディスクリ

プタを使用するという設定は行わないでください）。一方、受信ディスクリプタリストについては、こ
のような制約はありません。たとえば、1 つの受信フレームでリスト内のすべての受信ディスクリプタ

を使用しても問題ありません。
初期設定では、ソフトウェアでディスクリプタリストの先頭アドレスを、TDLAR（RDLAR）レジス

タとTDFAR（RDFAR）に、ディスクリプタリストの最終ディスクリプタのアドレスをTDFXR（RDFXR）
に設定してください。

E-DMAC は、ディスクリプタを処理するごとに、TDFAR（RDFAR）、TDFXR（RDFXR）、TDFFR レ

ジスタのDL ビット（RDFFRレジスタのDL ビット）をそれぞれ更新します。
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図 23.7     送受信ディスクリプタとディスクリプタポイントレジスタとの関連
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23.4.2 送信動作

(1) 送信手順とフロー
E-DMAC モードレジスタ（ECMR）の TE ビットが 1 の状態で E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）

の送信要求ビット（TR）に 11 が書き込まれたときに、送信 FIFO に 32 バイト以上の空きがあれば、E-
DMAC は送信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初回起動

時は送信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。

読み込んだディスクリプタのTACT ビットが1（有効）の場合は、E-DMAC はTD2 で指定される送信

バッファ先頭アドレスから順次送信フレームデータを読み出して送信FIFO に転送します。E-MAC は送

信フレームを作成しRGMIIに向けて送信を開始します。ディスクリプタ内で指示されるバッファ長分の

DMA 転送後、TFPの値によって以下のような処理を行います。

• TFP＝10（フレーム開始）

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0書き込み）を行います。

• TFP＝01 or 11（フレーム終了）

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットの0及びステータスの書き込

み）を行います。
• TFP＝00（フレーム継続）

ディスクリプタのライトバックは行いません。TACTビットは1のままですので注意してください。

読み込んだディスクリプタの TACT ビットが 1（有効）の間は、E-DMAC はディスクリプタの読み込

みとフレームの送信を継続します。
読み込んだディスクリプタのTACT ビットが0（無効）の場合は、E-DMAC は以下の処理を行った後、

送信処理を終了します。
• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）のTRビットに00を書き込みます。

• E-DAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のTCビットに11を書き込み、CPUに対して割り込み

を発生させます。
なお、E-DMAC は、送信FIFO に最大で4 フレーム分のデータを格納することが可能です。

E-MAC 送信処理部は、以下の条件が成立すると、送信FIFO から送信データを読み出しフレームに組

み立ててRGMII へ送信します。

• 送信FIFOに送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータが格納され

た。
• 送信FIFOに1フレーム以上のデータが格納された。

• 送信FIFOに空き領域がなくなった。（RGMIIへの送信待ちデータでフルになっている）

図23.8 に、送信フローの例を示します。
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図 23.8     送信フローの例（1 フレーム／2 ディスクリプタ）
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E-DMAC 送信FIFO E-MAC
Ethernet
RGMII

GETHER

初期化

送信ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信データ転送

送信データ転送
フレーム送信

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信起動

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ
ライトバック

送信完了

【記号説明】

GETHER初期化　　　　　　　  ：EDMRのSWRTビット1によるソフトウェアリセットを実行します。
送信ディスクリプタ、
送信バッファ設定　　　　　　　：送信ディスクリプタ、送信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　　　　　　　　　　　　　　　設定を行います。最後にECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き
　　　　　　　　　　　　　　　込みを行います。

送信起動　　　　　　　　　　　：ECMRのTEビット1、EDTRRのTRビット11の書き込みにより発生します。
送信ディスクリプタ読み込み  　：E-DMACが送信ディスクリプタを読み込みます。
送信データ転送　　　　　　　　：E-DMACのDMA転送により送信データを送信FIFOに書き込みます。
送信ディスクリプタライトバック：E-DMACがTACTビットに0および送信ステータスを送信ディスクリプタに
　　　　　　　　　　　　　　  書き込みます。
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E-MAC 送信部の状態遷移図を図23.9 に示します。この動作は、0 系及び1 系共に共通です。

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の送信許可ビット（TE）がセットされると、送信アイドル状態に

遷移します。

2. 送信 E-DMAC から送信要求があると、E-MAC はキャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経

てプリアンブルをRGMIIに送信します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択してい

るときには、送信E-DMACから送信要求があると即座にプリア ンブルを送出します。

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）

を発生します。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込み

要因として報告します。

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。

図 23.9     E-MAC 送信部状態遷移図

送信フロー

　　　　  注.1.　再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
　　　　　　　　 送信時間間隔の調整が含まれます。
　　　　　　 2.　512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
　　　　　　　　 512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
　　　　　　　　 バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。　

キャリア検出

再送処理（注1）

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

CRC
送信

リセット

TEリセット

TEセット

送信停止

アイドル
全二重転送時

半二重
転送時

全二重転送時

エラー

エラー

エラー

衝突（注2）

衝突

キャリア検出

衝突（注2）

キャリア
検出

キャリア検出

送信開始
（プリアンプル送出）

SFD
送信

データ送信エラー検出
エラー報告

正常送信

キャリア
未検出

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-120

(2) 送信エラー処理

(a) 送信アボート
送信 FIFO からRGMII へのフレーム送信中に送信エラーを検出すると、送信 FIFO からRGMIIへの該

当フレームのデータ送出を中断します。また、送信バッファから送信FIFO への当該フレームのDMA 転
送がまだ終了していない場合は、本DMA 転送も同様に中断します。

送信エラー終了した送信フレームに関連する送信ディスクリプタのライトバックの終了後、E-
MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）の送信中断検出ビット（TABT）に 1 を書き込み、CPU へ
割り込みを発生します。以降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。

(b) 送信FIFO のアンダフロー

送信FIFO からRGMIIへのフレーム送信中に送信FIFO が空（送信FIFO のアンダフロー）になると、E-
MAC は、当該送信フレームのRGMIIへの送信を強制的に中断します。このとき、E-MAC がE-DMACか

ら受信した当該フレームは途中で切断されたフレームとなります。そして E-MAC は以下の動作を行い

ます。
• E-MAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフロービット（TFUF）に1を書き

込み、CPUへ割り込みを発生します。

• 該当送信フレームに対する送信ディスクリプタにライトバック
• 上記ライトバックの終了後、E-DAC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）の送信FIFOアンダフロー

ライトバック完了ビット（TUC）に1を書き込み、CPUへ割り込みを発生します。

以降の送信ディスクリプタに対する動作は、通常動作と同様となります。
E-MAC は、送信FIFO に送信FIFO しきい値指定レジスタ（TFTR）で設定したバイト数以上のデータ

が格納されるまで送信 FIFO から RGMII へのフレーム送信を開始しません。本 TFTR を有効利用するこ

とにより、送信FIFO のアンダフローの発生頻度を制御することが可能です。

(c) 送信ディスクリプタの枯渇
読み込んだ送信ディスクリプタの TACT ビットが 0（無効）の場合で、前回処理したディスクリプタ

の TFP ビットが 00 あるいは 10 の場合、送信ディスクリプタが枯渇したと判断し、E-MAC/E-DMAC ス
テータスレジスタ（EESR）の送信ディスクリプタ枯渇（TDE）に1 を書き込み、SH-4A へ割り込みを発

生します。
送信ディスクリプタ枯渇が発生したときは、ソフトウェアリセットを実行した後に送信処理を起動し

てください。

23.4.3 受信動作

(1) 受信手順とフロー
E-MAC 受信部は、RGMII から入力したフレームを、プリアンブル、SFD、データ及び CRC データに

分解し、DA（宛先アドレス）からデータまでを受信FIFO に書き込みます。受信FIFO には最大24 フレー

ムまで書き込むことが可能です。E-MAC 受信部の状態遷移図を図23.10 に示します。この動作は、0 系
及び1 系共に共通です。

1. E-MACモードレジスタ（ECMR）の受信許可ビット（RE）が1にセットされると、受信アイドル状

態に遷移します。

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開

始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。

3. 通常モードでは、フレームのDA（宛先アドレス）が本LSI宛の場合、ブロードキャストフレームの

場合、またはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードで

は、フレームの種類にかかわらずデータ受信を開始します。

4. RGMIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果は受信 FIFOへフ

レームデータをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エ

ラーステータスを報告します。

フレームを受信後、ECMR 内のRE ビットが1 に設定されていると、次のフレーム受信に備えます。
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図 23.10     E-MAC 受信部状態遷移図

また、受信時のフレーム処理ではCAM の判定を参照することができます（CAM 機能を使用する場合

については、「23.4.5　CAM 機能」を参照してください）。

ECMR のRE ビットが1 の状態でE-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）に1
を書き込むと、E-DMAC は受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスク

リプタ（初回起動時は受信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を

読み込んだ後に受信待機状態となります。E-DMAC は、受信FIFO に32 バイト以上のデータ格納されて

いるか、受信フレームの最終バイトが格納されている場合、受信ディスクリプタのRACT ビットが1（有

効）の受信ディスクリプタに従い受信FIFOのデータをRD2 で指定される受信バッファに転送します。

受信したフレームのデータ長が RD1 で与えられるバッファ長よりも大きい場合は、E-DMAC はバッ

ファが満了となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝10 or 00）を行った後、次のディスク

リプタを読み込みます。そして新たなRD2 によって指定される受信バッファに引き続きデータを転送し

ます。
以下の条件が成立すると、当該ディスクリプタにライトバック（RFP ＝ 11 or 01）を行った後に、E-

MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）に 11 を書き込み、CPU
に割り込みを発生します。

•  受信バッファがDMA転送でフルになった。

•  受信フレームの最終バイトの受信バッファへのDMA転送が終了した。

当該フレームの受信処理が終了した後、次のディスクリプタを読み込み受信待機状態となります。こ
のとき、受信FIFO に32 バイト以上のデータが格納されているか、受信フレームの最終バイトが格納さ

れている場合、続けて次の受信ディスクリプタの処理を行います。
読み込んだ受信ディスクリプタの TACT ビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇し

たと判断し、E-MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）の受信ディスクリプタ枯渇（PDE）に1 を
書き込み、CPU へ割り込みを発生します。

なお、連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビッ

ト（RNC）を1 に設定してください。初期値は0 です。

記号説明
SFD: Start frame delimiter
RE: Reception enable

不正キャリア
検出

フレーム
受信開始

データ受信
エラー検出

CRC受信
エラー検出

プリアンブル
検出

RX-CTLネゲート

廃棄

SFD
受信

受信

SFD受信
待ち

DA（宛先アドレス）受信
（表23.4参照）

受信停止

リセット

REリセット

REセット
アイドル
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図23.11 に、受信フローの例を示します。

図 23.11     受信フローの例（1 フレーム／2 ディスクリプタ）

本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC E-MAC受信FIFO

Ethernet

RGMII

GETHER
初期化

受信ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

受信ディスクリプタ読み込み

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ
ライトバック

受信ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

受信ディスクリプタ読み込み

【記号説明】
GETHER初期化
受信ディスクリプタ、
受信バッファ設定
受信起動
受信ディスクリプタ読み込み
受信データ転送
受信ディスクリプタライトバック

：EDMRのSWRRビット1によるソフトウェアリセットを実行します。
：受信ディスクリプタ、受信バッファ設定の他、E-MAC、E-DMACのレジスタ
　設定を行います。最後にECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き
　込みを行います。
：ECMRのREビット1、EDRRRのRRビット1の書き込みにより発生します。
：E-DMACが受信ディスクリプタを読み込みます。
：E-DMACのDMA転送により受信データを受信FIFOから受信バッファに書き込みます。
：E-DMACがRACTビットに0を書き込み、受信ディスクリプタに受信ステータスを
　書き込みます。
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(2) 受信エラー処理

(a) 受信エラー
受信エラーが発生した場合、受信エラーフレームに関連する受信ディスクリプタのライトバックの終

了後、E-MAC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）のフレーム受信完了ビット（FR）及び受信中断検

出ビット（RABT）に1 を設定し、CPU へ割り込みを発生します。

なお、RGMII から受信したフレームのバイト長が 32 バイト未満のときに受信エラーが発生した場合

は、当該フレームの受信バッファへのDMA 転送は行いません。この場合、E-DMAC 内部で当該受信フ

レームを破棄します（フラッシュ機能）。ただし、受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）
により受信フレームにパディング挿入した場合は、パディングバイト数を含めた長さが32 バイト未満で

あるときに本フラッシュ機能が働きます。

(b) 受信FIFO のオーバフロー

下記どちらかの状態のときは、E-MAC はRGMIIからの受信フレームを格納する領域がないためRGMII
からフレームを受信することができません。この状態では E-MAC へ新たに転送してきた受信フレーム

は、すべてE-MAC 内部で破棄されます（受信FIFO のオーバフロー）。

• 受信FIFOがDMA転送待ちデータでフルになった（受信FIFOに空き領域がない）

• DMA転送待ち受信フレーム数が計24になった（受信フレーム情報管理領域に空きがない：最大管理

フレーム数は24）
前者によりオーバフローした場合、受信FIFO オーバフロービット（RFOF）（EESR レジスタのビット

16）に ”1” をセットし、 SH-4A へ割り込みを発生します。一方、後者によりオーバフローした場合、受

信フレームカウンタオーバフロービット（RFCOF）（EESR レジスタのビット24）に”1” をセットし、 SH-
4A へ割り込みを発生します。また、オーバフローで受信フレームを1 つ破棄するごとに、ミスドフレー

ムカウンタレジスタ（RMFCR）をカウントアップします。ただし、受信FIFO 空き容量不足により途中

で切断された受信フレームについては、RMFCR のカウントアップの対象外です。なお、受信FIFO 空き

容量不足により受信フレームを途中で切断した（途中までは受信 FIFO に格納した）場合、E-DMAC は
以下の動作を行います。

• 受信FIFOに格納済みの切断フレームを受信バッファへDMA転送

• 上記DMA転送の終了後、該当受信ディスクリプタをライトバック

• 上記ライトバックの終了後、EESRの受信FIFOオーバフローフレームライトバック完了ビット（ROC）
に1をセットし、 SH-4Aへ割り込みを発生

受信 FIFO が DMA 転送待ちデータでフルの場合、受信 FIFO から受信バッファへの DMA 転送が行わ

れ、受信FIFO に32 バイト以上の空き領域が生じると、RGMIIからのフレーム受信が再び可能になりま

す。一方、DMA 転送待ち受信フレーム数が計24 の場合、受信FIFO から受信バッファへの1 フレーム以

上のDMA 転送が完了すると、RGMIIからのフレーム受信が再び可能になります。なお、RGMIIからの

フレーム受信を再開する際、E-DMAC はフレームの先頭からのみ受信を再開します。

(c) フロー制御
E-DMAC は、受信FIFO の受信データ量あるいは受信フレーム数が以下の状態になった場合、E-MAC

へ通知し、E-MAC から受信FIFO への書き込みを制御することができます

• 受信 FIFO の使用容量が、オーバフロー予告 FIFO しきい値設定レジスタ（FCFTR）で設定したデー

タ容量を超えた場合
• 受信FIFOの受信フレーム数が、FCFTRで設定したフレーム数を超えた場合

受信データ量のしきい値は、256～65536 バイト（256 バイト刻み）が設定可能です。

受信フレームのしきい値は、1～24 フレーム（1 フレーム刻み）が設定可能です。

(d) 受信ディスクリプタの枯渇
読み込んだディスクリプタの RACT ビットが 0（無効）の場合は、受信ディスクリプタが枯渇したと

判断し、DMA 転送処理を停止し、以下の動作を行います。

• EDRRRのRRビットに0を書き込む

• EESRの受信ディスクリプタ枯渇ビット（RDE）に1をセットし、CPUへ割り込みを発生

再度、受信バッファへの DMA 転送を行うためには、ソフトウェアが割り込み要因をクリアし、受信

ディスクリプタを再設定し、EDRRR のRR ビットに1 を書き込む必要があります。
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なお、受信ディスクリプタが枯渇した場合においても、受信 FIFO 容量や受信フレーム情報管理領域

に空きがあれば、RGMII 受信 FIFO へのフレーム受信は継続します。したがって、受信ディスクリプタ

が枯渇した場合でも、オーバフローする前に受信バッファへのDMA 転送を再開させることができれば、

RGMIIからの受信フレームを破棄することなく受信バッファへDMA 転送することが可能です。

23.4.4 転送動作

(1) 転送手順とフロー
GETHER は、E-MAC-0 または E-MAC-1 のいずれかが受信したフレームをもう一方の E-MAC に転送

する機能を有しています。転送動作が有効になっている場合は、E-MAC から入力されたフレームはTSU
部で転送FIFO と受信FIFO の双方に送られ、受信系では受信するか否か、転送系では転送するか否かを

それぞれ独立に判定します。
なお、転送動作をさせるため両E-MAC はプロミスキャスモードに設定し、両E-MAC 内のMAC アド

レスは、同じMAC アドレスを設定してください（以後このMAC アドレスを本LSI のMAC アドレスと

呼びます）。
転送フレームの処理方法（転送／破棄）の設定は、TSU_FWSL0 及び TSU_FWSL1 で行います。転送

処理に際し転送FIFO を通過したフレームは、E-MAC-0 からE-MAC-1 への転送のときはE-MAC-1 から、

E-MAC-1 からE-MAC-0 への転送のときはE-MAC-0 からRGMIIに送られます。その際にE-DMAC から

の送信フレームとの競合が発生することがあります。競合が発生した場合の処理の優先順位は、
TSU_PRISL0/1 で設定することができます。また、転送 FIFO の利用率がレジスタ（TSU_PRISL0/1）で

設定された値よりも上回ったときに優先的に転送 FIFO のフレームを送信する機能があり、これにより

転送FIFO の溢れによるフレーム欠損を未然に防ぐことができます。

マルチキャストフレームと宛先が本LSI 以外のフレームについては、転送時のフレーム処理にCAM の
判定を参照することができます（CAM 機能についての詳細は、「23.4.5　CAM 機能」を参照してくださ

い）。表23.4 に転送フレーム処理の設定（CAM 未使用時）を示します。

表23.3 転送フレーム処理（CAM 未使用時）

フレーム種類 転送機能設定レジスタビット フレーム処理

本LSI 宛フレーム FW40/1 = 0 破棄

FW40/1 = 1 転送

ブロードキャストフレーム FW30/1 = 0 破棄

FW30/1 = 1 転送

マルチキャストフレーム FW20/1 = 0 破棄

FW20/1 = 1 転送

本LSI 以外を宛先とするフレーム FW10/1 = 0 破棄

FW10/1 = 1 転送
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23.4.5 CAM 機能

E-MAC 部分に入力されたフレームは、次の 4 種類に分類されます。（1）本 LSI 宛ユニキャスト、（2）
ブロードキャスト、（3）マルチキャスト、及び（4）他宛ユニキャスト。このうち、（1）及び（2）の

MAC アドレスは固定であり、レジスタ設定のみで判定を行います。したがって、CAM を用いて受信及

び転送するかどうかの判定を行うのは、（3）マルチキャスト、（4）他宛ユニキャストのみです（ユニ

キャストフレームのうち、当該フレーム内の宛先MAC アドレスが本LSI と一致するフレームを本LSI 宛
ユニキャストフレーム、一致しないフレームを他宛ユニキャストフレームと称しています）。
さらに、TSU では CAM を利用する他宛ユニキャスト及びマルチキャストフレームの受信と転送の判

定をTSU内蔵のCAM エントリテーブルを参照して行います。本機能を使用することにより、受信不要

なフレームデータの蓄積による受信FIFO のオーバフローを未然に防ぎ、受信判定要否のためのCPU 処
理を低減できます。
また、POST テーブルは、4 ビットから構成され、それぞれ0 系受信、1 系受信、0→1 転送、及び1→

0 転送に対応し、当該ビットが1 のときCAM 判定結果を受信と転送の判定に使用します。つまり、POST
テーブルの該当ビットが 0 の場合は、受信と転送判定は表 18.2 に示す CAM 未使用時の判定と同じとな

ります。
内蔵 CAM は 32 エントリの MAC アドレスを登録できるエントリテーブルを有しており、その内容は

TSU_ADRH0～TSU_ADRH31 及びTSU_ADRL0～TSU_ADRL31 で設定することができます。内蔵CAM
エントリテーブル参照の有効／無効の設定は、CAM 判定を行うかどうかを設定するCAM エントリテー

ブルイネーブル設定レジスタとCAM 判定結果を受信及び転送判定に使用するかを設定するCAMエント

リテーブルPOST 設定レジスタにより行います。受信時の内蔵CAM エントリテーブル参照が有効になっ

ている場合は、フレームの中の宛先アドレスとCAM エントリテーブルに登録されたMAC アドレスを比

較することにより、E-MAC に入力されたフレームをE-DMAC に引き渡す（E-DMAC にフレームを受信

させる）か破棄するかが判定されます。また、転送動作が有効でかつ転送時の内蔵 CAM エントリテー

ブル参照が有効になっているとき、マルチキャストフレームと宛先が本LSI 以外のフレームについては、

フレームの中の宛先アドレスと CAM エントリテーブルに登録された MAC アドレスを比較することに

より該当フレームを転送するか破棄するかを判定することができます。表23.5にE-MAC-0→E-DMAC0
またはE-MAC-1→E-DMAC1 受信動作時のフレームの種類に対する処理方法（受信または破棄）の対応

を、表23.6 にE-MAC-0→E-MAC-1 またはE-MAC-1→E-MAC-0 転送動作時のフレームの種類に対する処

理方法（転送または破棄）の対応を示します。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-126

表23.4 受信フレーム処理

【記号説明】
MCT ビット（ECMR レジスタのビット 13）：マルチキャスト受信モード（0：CAM ミスヒット時受信、1：

CAM ヒット時受信）

表23.5 転送フレーム処理（CAM 使用時）

注 . マルチキャストフレームと本LSI 以外を宛先とするフレームのみCAM の参照が可能です。本LSI 宛フレーム、及

びブロードキャストフレームの処理は、CAM 参照の有無にかかわらず転送機能設定レジスタの値に従います。

CAMエントリテーブル

参照結果

フレーム種類 PRM  0
通常モード

PRM  1
プロミスキャスモード

MCT  0 MCT  1 MCT  0 MCT  1

CAMヒット

（アドレス一致）

本LSI 宛フレーム 破棄 破棄

ブロードキャストフレーム 破棄 破棄

マルチキャストフレーム 破棄 受信 破棄 受信

本LSI 以外を宛先とするフ

レーム

受信 破棄

CAMミスヒット

（アドレス不一致）

本LSI 宛フレーム 受信 受信

ブロードキャストフレーム 受信 受信

マルチキャストフレーム 受信 破棄 受信 破棄

本LSI 以外を宛先とするフ

レーム

破棄 受信

CAMディセーブル 本LSI 宛フレーム CAMミスヒットと同じ

ブロードキャストフレーム

マルチキャストフレーム

本LSI 以外を宛先とするフ

レーム

フレーム種類 転送機能設定 
レジスタビット

CAMヒット CAMミスヒット

マルチキャストフレーム FW20/1  0 転送 破棄

FW20/1  1 破棄 転送

本LSI 以外を宛先とするフレーム FW10/1  0 転送 破棄

FW10/1  1 破棄 転送
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23.4.6 マルチバッファフレーム（1 フレーム／複数ディスクリプタ）の送受信処理に

ついて

(1) マルチバッファフレームの送信処理
マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMAC は図 23.12 に示す処理を行い

ます。
図中で送信ディスクリプタが無効（TACT ビットが0）である部分は、すでにバッファデータを正常に

送信した部分を、送信ディスクリプタが有効（TACT ビットが1）である部分は、バッファデータが未送

信であることを示します。送信ディスクリプタが有効（TACT ビットが1）である最初のディスクリプタ

部分でフレーム送信エラーが発生した場合は、即座に送信を停止して TACT ビットを 0 クリアします。

その後、次のディスクリプタをリードし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0 ビットをもとに判断し

ていきます（継続 [B'00]または終了 [B'01]）。
継続ディスクリプタである場合は、TACT ビットを 0 クリアするのみで、すぐに次ディスクリプタの

リードを行います。最終ディスクリプタである場合は、TACT ビットを 0 クリアするのみでなく、TFE
及びTFS ビットへのライトバックも同時に行います。エラー発生後から最終ディスクリプタへのライト

バックまでの間は、バッファ上のデータは送信しません。E-MAC/E-DMAC ステータス割り込み許可レ

ジスタ（EESIPR）でエラー割り込みが許可されている場合は、最終ディスクリプタのライトバック直後

に割り込みが発生します。

図 23.12     送信エラー発生後のE-DMAC 動作
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(2) マルチバッファフレームとなるケースの受信処理
受信フレームが複数のバッファに分割されマルチバッファフレームとなるケースでの受信中にエ

ラーが発生した場合は、E-DMAC は図23.13 に示す処理を行います。

図中で受信ディスクリプタが無効（RACT ビットが0）である部分はすでにバッファに格納されるデー

タを正常に受信した部分を、受信ディスクリプタが有効（RACT ビットが 1）である部分は未受信バッ

ファであることを示します。図中のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、該当
するディスクリプタにステータスのライトバックを行います。

EESIPR でエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新し

いフレームの受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を
行います。

図 23.13     受信エラー発生後のE-DMAC 動作
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23.4.7 受信データへのパディング挿入について

E-DMAC は、受信データ処理能力の向上のため、受信データの任意のバイト位置に 1～ 3 バイトのパ

ディングを挿入できます。この機能を使用することで、たとえば、イーサネットフレームの MAC ヘッ

ダ（14 バイト）の後に2 バイトのパディングを挿入することによって以降のデータを4 バイト境界の先

頭に置くことができます。

図 23.14     受信データへのパディング挿入
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23.4.8 割り込み動作

(1) 割り込み要因
GETHER からCPU に対して発行する割り込みには、0 系送受信割り込み（GEINT0）、1 系送受信割り

込み（GEINT1）、1 系・0 系間転送割り込み（GEINT2）の 3 種類があります。表 23.7 に、3 種類の割り

込みとそれぞれの割り込みの要因、割り込み要因が発生したときに設定される割り込みステータスレジ
スタ／ビット、及び割り込み発生タイミングを示します。

GEINT0 とGEINT1 は、0 系あるいは1 系の送受信動作に関連して発生する割り込みです。割り込み要

因が発生するとEESR0 レジスタあるいはEESR1 にセットされるとともにCPU に対して割り込みを発行

します。ただし、割り込み要因によっては、レジスタへのセット／割り込みの発行が、割り込み要因を
検出した直後ではなく、ディスクリプタへのライトバックが完了した時点のものもあります。E-MAC ス
テータスレジスタ要因（ECI ビット）を除く各割り込みの要因は、対応する要因ビットに 1 を書き込む

ことによりクリアされます。E-MAC ステータスレジスタ要因（ECI ビット）の割り込み要因は、ECSR
レジスタの対応するビットに ”1” を書き込むことによりクリアされます。これらの割り込み要因は、ク

リアされるまではその値を保持します。GEINT0 と GEINT1 の各割り込み要因は、EESIPR0 あるいは

EESIPR1 レジスタの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行することが許可されます。

また、E-MAC ステートレジスタ要因（ECI ビット）に含まれる個々の割り込み要因は、ECSIPRレジス

タの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行することが許可されます。許可ビットの初
期値は割り込み禁止の状態になっています。

GEINT2 は、1 系から0 系あるいは0 系から1 系への転送動作に関連して発生する割り込みです。各割

り込み要因が発生すると、TSU_FWSR レジスタの対応するビットがセットされるとともに、CPU に対

し割り込みを発行します。GEINT2 の各割り込み要因は、対応するビットに 1 を書き込むことによりク

リアされます。クリアされるまでその割り込みを保持します。G E I N T 2  の各割り込み要因は、

TSU_FWINMK レジスタの対応するビットをセットすることにより割り込みを発行することが許可され

ます。初期値は、割り込み禁止の状態になっています。
表23.7 に、3 種類の割り込みとそれぞれの割り込みの要因、割り込み要因が発生したときに設定され

る割り込みステータスレジスタ／ビット、及び割り込み発生タイミングを示します。
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表23.6 GETHER割り込み一覧

割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 レジスタ、ビット名割り込
み発生タイミング

0系送受信

割り込み 
(GEINT0)

ライトバック完了 EESR0.TWB ライトバック後

送信アンダフローフレームライトバック完了 EESR0.TUC ライトバック後

受信オーバフローフレームライトバック完了 EESR0.ROC ライトバック後

送信中断検出 EESR0.TABT ライトバック後

受信中断検出 EESR0.RABT ライトバック後

受信フレームカウンタオーバフロー EESR0.RFCOF 割り込み要因検出時

E-MACステータスレジスタ要因 EESR0.ECI 割り込み要因検出時

フレーム送信完了 EESR0.TC ライトバック後

送信ディスクリプタ枯渇 EESR0.TDE 割り込み要因検出時

送信FIFO アンダフロー EESR0.TFUF 割り込み要因検出時

フレーム受信 EESR0.FR ライトバック後

受信ディスクリプタ枯渇 EESR0.RDE 割り込み要因検出時

受信FIFO オーバフロー EESR0.RFOF 割り込み要因検出時

キャリア消失検出 EESR0.DLC 割り込み要因検出時

遅延衝突検出 EESR0.CD 割り込み要因検出時

送信リトライオーバ EESR0.TRO 割り込み要因検出時

マルチキャストアドレスフレーム受信 EESR0.RMAF ライトバック後

キャリア拡張消失 EESR0.CELF ライトバック後

端数ビットフレーム受信 EESR0.RRF ライトバック後

ロングフレーム受信エラー EESR0.RTLF ライトバック後

ショートフレーム受信エラー EESR0.RTSF ライトバック後

PHY-LSI 受信エラー EESR0.PRE ライトバック後

受信フレームCRC エラー EESR0.CERF ライトバック後
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1 系送受信

割り込み
(GEINT1)

ライトバック完了 EESR1.TWB ライトバック後

送信アンダフローフレームライトバック完了 EESR1.TUC ライトバック後

受信オーバフローフレームライトバック完了 EESR1.ROC ライトバック後

送信中断検出 EESR1.TABT ライトバック後

受信中断検出 EESR1.RABT ライトバック後

受信フレームカウンタオーバフロー EESR1.RFCOF 割り込み要因検出時

E-MACステータスレジスタ要因 EESR1.ECI 割り込み要因検出時

フレーム送信完了 EESR1.TC ライトバック後

送信ディスクリプタ枯渇 EESR1.TDE 割り込み要因検出時

送信FIFO アンダフロー EESR1.TFUF 割り込み要因検出時

フレーム受信 EESR1.FR ライトバック後

受信ディスクリプタ枯渇 EESR1.RDE 割り込み要因検出時

受信FIFO オーバフロー EESR1.RFOF 割り込み要因検出時

キャリア消失検出 EESR1.DLC 割り込み要因検出時

遅延衝突検出 EESR1.CD 割り込み要因検出時

送信リトライオーバ EESR1.TRO 割り込み要因検出時

マルチキャストアドレスフレーム受信 EESR1.RMAF ライトバック後

キャリア拡張消失 EESR1.CELF ライトバック後

端数ビットフレーム受信 EESR1.RRF ライトバック後

ロングフレーム受信エラー EESR1.RTLF ライトバック後

ショートフレーム受信エラー EESR1.RTSF ライトバック後

PHY-LSI 受信エラー EESR1.PRE ライトバック後

受信フレームCRC エラー EESR1.CERF ライトバック後

割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 レジスタ、ビット名割り込
み発生タイミング
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23.4.9 起動手順

以下の手順でGETHER を起動してください。

(1) リセット
1. パワーオンリセット

2. E-DMAC送信部／受信部の起動（ディスクリプタエンジン起動）

•  E-DMAC起動レジスタ（EDSR）の設定：ENT=1、ENR=1
3. ソフトウェアリセット

•  E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：SWRR=1、SWRT=1（同時に設定のこと）

4. ディスクリプタエントリテーブルの初期化

5. ソフトウェアリセットの解除確認

•  E-DMACモードレジスタ（EDMR）の確認：SWRR=0、SWRT=0に戻っていること

(2) ディスクリプタリング登録
メモリに構成されたディスクリプタリングのアドレスをディスクリプタエントリテーブルに登録し

ます。
1. 送信ディスクリプタの設定

• 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）の設定

• 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR）の設定

• 送信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（TDFXR）の設定

• 送信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（TDFFR）の設定：TDFXRが示すディスクリプタがディス

クリプタリストの最終である場合、H'0000 0001を設定

2. 受信ディスクリプタの設定

• 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）の設定

• 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR）の設定

1 系・0 系間

転送割り込み
(GEINT2)

0→1 系転送FIFO オーバフロー検出 TSU_FWSR.OVF0 割り込み要因検出時

E-MAC-0 オーバフロー予告信号出力 TSU_FWSR.RBSY0 割り込み要因検出時

E-MAC-0 キャリア拡張消失エラー検出 TSU_FWSR.RINT60 割り込み要因検出時

E-MAC-0 端数ビットフレーム受信 TSU_FWSR.RINT50 割り込み要因検出時

E-MAC-0 指定バイト超フレーム受信 TSU_FWSR.RINT40 割り込み要因検出時

E-MAC-0 64 バイト未満フレーム受信 TSU_FWSR.RINT30 割り込み要因検出時

E-MAC-0 フレーム受信エラー TSU_FWSR.RINT20 割り込み要因検出時

E-MAC-0 CRC エラーフレーム受信 TSU_FWSR.RINT10 割り込み要因検出時

0→1 系転送FIFO オーバフロー検出 TSU_FWSR.OVF1 割り込み要因検出時

E-MAC-1オーバフロー予告信号出力 TSU_FWSR.RBSY1 割り込み要因検出時

E-MAC-1キャリア拡張消失エラー検出 TSU_FWSR.RINT61 割り込み要因検出時

E-MAC-1端数ビットフレーム受信 TSU_FWSR.RINT51 割り込み要因検出時

E-MAC-1指定バイト超フレーム受信 TSU_FWSR.RINT41 割り込み要因検出時

E-MAC-1 64 バイト未満フレーム受信 TSU_FWSR.RINT31 割り込み要因検出時

E-MAC-1フレーム受信エラー TSU_FWSR.RINT21 割り込み要因検出時

E-MAC-1CRC エラーフレーム受信 TSU_FWSR.RINT11 割り込み要因検出時

割り込み種類 割り込み要因 レジスタ、ビット名 レジスタ、ビット名割り込
み発生タイミング

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 23.  ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）

 Page 23-134

• 受信ディスクリプタ処理済アドレスレジスタ（RDFXR）の設定

• 受信ディスクリプタ最終フラグレジスタ（RDFFR）の設定：RDFXRが示すディスクリプタがディス

クリプタリストの最終である場合、H'0000 0001を設定

(3) レジスタ設定
必要に応じて以下のレジスタを設定してください。

1. E-DMAC関連レジスタの設定

• E-DMACモードレジスタ（EDMR）の設定：動作モード他

• E-DAC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の設定：割り込みマスク

• 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER）の設定：エラーマスク

• 送信FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR）の設定：送信FIFOしきい値

• FIFO容量指定レジスタ（FDR）の設定：外部FIFO容量値

• 受信方式制御レジスタ（RMCR）の設定：受信起動リセット方法

• 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）の設定：受信データへのパディング挿入

• オーバフロー予告FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）の設定：受信BSY送出しきい値

2. E-MAC関連レジスタの設定

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：送信、受信仕様

• E-MAC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）の設定：割り込みマスク

• MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR）の設定：MACアドレス

• MACアドレス下位設定レジスタ（MALR）の設定：MACアドレス

• 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）の設定：受信フレーム長上限

• PHY-INT極性設定レジスタ（PIPR）の設定：ET_PHY-INT端子の極性

• 自動PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）の設定：自動PAUSEフレームTIMEパラメータ値

• 手動PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR）の設定：手動PAUSEフレームTIMEパラメータ値

• 自動PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）の設定：PAUSEフレーム再送回数上限値

• GETHERモードレジスタ（GECMR）の設定：転送速度等

• バーストサイクル回数上限設定レジスタ（BCULR）の設定：バーストサイクル上限値

(4) 起動
1. E-DMAC送受信機能の起動

• E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の設定：TR＝11
• E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の設定：RR＝1

2. E-MAC送受信機能の起動

• E-MACモードレジスタ（ECMR）の設定：TE＝1、RE=1

23.4.10 フロー制御

GETHER は、全二重動作時に、IEEE802.3x 準拠のフロー制御をサポートしています。フロー制御は、

受信と送信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSE フレーム

の送信には、次の（1）、（2）の方法があります。

(1) 自動PAUSE フレーム送信

受信フレームに対しては、受信FIFO に書き込まれたデータ量が、オーバフロー予告FIFO しきい値設

定レジスタ（FCFTR）に設定された値に達すると PAUSE フレームを自動的に送信します。このときの

PAUSE フレームに含まれる TIME パラメータ値は、自動 PAUSE フレーム設定レジスタ（APR）で設定

します。PAUSE フレームの再送回数上限を規定しない場合、自動PAUSE フレームの送信は、受信FIFO
内のデータが読み出されてデータ量が FCFTR 設定値未満になるまで繰り返されます。また、PAUSE フ
レーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）によりPAUSE フレームの再送信回数の上限値を1～65535 回
の範囲で設定することができます。この場合は、自動PAUSE フレームの送信は、受信FIFO 内のデータ

量がFCFTR 設定値未満になるか、送信回数がTPAUSER の設定値に達するまで繰り返されます。送信回

数カウンタは、いったん受信FIFO 内のデータ量がFCFTR 設定値未満になった後、次のPAUSE フレーム

が送信される時点で0 クリアされます。
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自動PAUSE フレームの送信は、E-MAC モードレジスタ（ECMR）のTXF ビットが1 の場合に有効に

なります。

(2) 手動PAUSE フレーム送信

ソフトウェアからの指示により、PAUSE フレームを送信することができます。手動 PAUSE フレーム

設定レジスタ（MPR）へTimer 値を書き込むと、手動PAUSE フレームの送信を開始します。この手順に

よるPAUSE フレームの送信は1 回（1 フレーム）のみです。

(3) PAUSE フレーム受信

PAUSE フレームを受信した場合、TIME パラメータ値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信

を待ちます。送信中のフレームについては、送信を継続します。PAUSE フレームの受信はE-MAC モー

ドレジスタ（ECMR）のRXF ビットが1 の場合に有効となります。PAUSE フレーム受信回数をカウント

します。

(4) 0 TIME PAUSE フレーム制御

TIME パラメータ値が 0 の PAUSE フレームによるフロー制御を行うことができます。TIME パラメー

タ値が 0 の PAUSE フレーム制御を有効／無効するかを、E-MAC モードレジスタ（ECMR）の ZPF ビッ

トで指定することができます。
•  TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御有効時

TIMEパラメータ値の示す時間が経過していない状態で、受信FIFOの容量がオーバフロー予告FIFO
しきい値設定レジスタ（FCFTR）の設定値未満になると、TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム

を送信します。
TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを受信した場合、フレーム送信待ち状態を解除します。

• TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレーム制御無効時

TIMEパラメータ値が0のPAUSEフレームを送信しません。また、TIMEパラメータ値が0のPAUSE
フレームを受信した場合は、そのPAUSEフレームを破棄します。

23.4.11 Magic Packet の検出

GETHER は、Magic Packet の検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などからLAN に接続さ

れる各種周辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置

などから送出されるMagic Packet を周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築で

きます。Magic Packet を検出したときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によっ

て受信FIFO にはデータが蓄積され、E-MAC には受信ステータスなどが報告されています。本割り込み

処理から通常の動作に復帰するためには、ソフトウェアリセットレジスタ（ARSTR）のARST ビットに

よりE-MAC、TSU、及びE-DMAC の初期化を実行してください。

Magic Packet においては、宛先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet 内
のフォーマットで指定される宛先に合致する場合のみ有効となり ET_WOL 端子が有効となります。

Magic Packet に関する詳細については、AMD 社の技術資料を参照してください。

本LSI を用いてWOL を利用するには、以下のような設定順序で行います。

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。

2. E-MACモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。

3. E-MAC 割り込み許可レジスタ（ECSIPR）の Magic Packet 検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイ

ネーブルに設定します。

4. 必要なら CPU の動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバイモードに

設定します。 

5. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。
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23.4.12 IEEE802.1Q Qtag 使用方法

GETHER は、IEEE802.1Q 対応フレームの処理をサポートしており、転送動作に際して処理するフレー

ムに対しQtag の付加及び削除を行うことができます。本機能により、QoS 対応フレームを送信及び受信

することができます。転送時、一方の E-MAC に接続されているイーサネット装置が QoS 対応フレーム

を送受信できない場合は、本 LSI では通常の IEEE802.3 フレームに変換して転送することができます。

Qtag 追加または削除処理を行うかどうかは、Qtag 追加・削除設定レジスタ（TSU_QTAGM0/1）で決定

します。Qtag 追加処理を行う場合は、追加するQtag の内容をQtag 値設定レジスタ（TSU_ADQT0/1）で

設定することができます。図 23.15 に Qtag 付加機能の概略を、図 23.16 に通常のイーサネットフレーム

と IEEE802.1Q 準拠（Qtag 付き）フレームとの比較を示します。Qtag の設定方法の詳細は、IEEE802.1Q
に規定されたQtag 制御に関する仕様を参照してください。

図 23.15     Qtag 付加機能の概略

図 23.16     通常のイーサネットフレームと IEEE802.1Q 準拠（Qtag 付き）フレームとの比較

フレーム変換機構TSU

E-MAC-0

GETHER

E-MAC-1

本LSI

通常フレーム（Qtagなし）

802.1Q

対応ネットワーク
802.1Q

対応
ネットワーク

802.1Q 準拠フレーム
（Qtag付き）

Qtag削除

Qtag付加

通常のイーサネットフレーム（Qtagなし）

802.1 Q 準拠フレーム（Qtag付き）

PR SFD

PR SFD

DA SA

DA SA

Qtag L/T

H'81 H'00

【記号説明】
PR ：PReamble
SFD ：Start Frame Delimiter
DA ：Destination Address
SA ：Source Address
L/T ：Length or Type
FCS ：Frame Check Sequence

PRT ：優先順位設定
CFI ：0に固定
VID 　  ：V-LAN ID 設定

PRT CFI VID

L/T

Data

Data

FCS

FCS

7 oct 1 oct

7 oct 1 oct

6 oct 6 oct 2 oct

2 oct

8 ビット 8 ビット

拡張コード（固定）

3 ビット 1 ビット 12ビット

6 oct 6 oct 4 oct

46 ～ 1500 oct

42 ～ 1500 oct

4 oct

4 oct

Qtagの設定 （TSU_ADQT0/1レジスタ）
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23.5 PHY-LSI との接続

23.5.1 MII レジスタのアクセス方法

PHY-LSI 内にあるMII レジスタへは、本LSI の PHY 部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してア

クセスします。IEEE802.3u で規定されるMII フレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースと

して接続します。

(1) MII 管理フレームのフォーマット

MII 管理フレームのフォーマットを図23.17 に示します。MII レジスタをアクセスするには、（2）で示

す手順に従う管理フレームをプログラムによって実現します。

図 23.17     MII 管理フレームフォーマット

アクセス種別 MII管理フレーム
項目

ビット数
リード
ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE

ST

OP

PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】
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(2) MII レジスタアクセス手順

プログラムは、PHY 部インタフェースレジスタ（PIR）を経由して MII レジスタをアクセスします。

アクセスは、1 ビット単位のデータライト、1 ビット単位のデータをリードし、バスの解放及び単独バ

ス解放の組み合わせによって実現します。MII レジスタアクセスタイミング例を図23.18 に示します。ア

クセスタイミングは、PHY-LSI の種類によって異なります。

図 23.18     1 ビットデータのライトフロー

図 23.19     バス解放フロー（図23.32 中のリード時のTA）

ET_MDC

ET_MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

(1) (2) (3)

PHY部インタフェース
レジスタへのライト

(1)

ET_MMD = 1

ET_MDO = ライトデータ
ET_MDC = 0

PHY部インタフェース
レジスタへのライト

(2)

ET_MMD = 1

ET_MDO = ライトデータ
ET_MDC = 1

PHY部インタフェース
レジスタへのライト

(3)

ET_MMD = 1

ET_MDO = ライトデータ
ET_MDC = 0

ET_MDC

ET_MDO

バス解放とタイミングの関係

(1) (2) (3)

(1) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 0

(2) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 1

(3) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 0
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図 23.20     1 ビットデータのリードフロー

図 23.21     単独バス解放フロー（図23.17のライト時の IDLE）

1ビットデータのリードと
タイミングの関係

ET_MDC

ET_MDI

(1) (3)(2)

(1) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 1

(2) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MDIをリード
データとする

ET_MMD = 0

ET_MDC = 1

(2) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 0

単独バス解放とタイミングの関係

ET_MDC

ET_MDO

(1)

(1) PHY部インタフェース
レジスタへのライト

ET_MMD = 0

ET_MDC = 0
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23.6 使用上の注意事項

23.6.1 イーサネットフレームのサムチェック計算

本LSI では、受信フレームのサムチェックデータを計算することができます。サムチェックの計算対

象は、イーサネットフレームのデータ部分（長さ／タイプフィールドの直後から、CRC データの直前ま

で）です。計算方法は、16 ビットごとの加算のみで、ビットの反転は行っていません。

注 . VLANTag が挿入されたフレームに対しても、先頭15 バイト目以降、CRC データの直前までを計算対象としま

すのでご注意ください。

図 23.22     サムチェック計算の対象データ

23.6.2 TSU 使用時の注意

本LSI のTSU は、100BASE-T のデータ転送まで対応した仕様となっております。1000BASE-T でTSU
を使用した場合もデータ転送に関しては、転送性能は100BASE-T 相当となりますのでご注意ください。

サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

タイプ（2バイト）

CRC （4バイト）

データ（46 ～ 1500 バイト）
サムチェック
計算の対象
データ

デスティネーションアドレス

ソースアドレス

（6バイト）

（6バイト）

VLANtag

（4バイト）

タイプ（2 バイト）

CRC （4バイト）

データ（60バイト）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtag有り）

イーサネットフレーム概念図
　　（VLANtagなし）
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23.6.3 GETHER、ETHERとの組み合わせで3チャネル以上を使用する場合の注意事

項

図23.23 はMDIO端子、MDC端子 がRMII(ETHER)、RGMII(GETHER) でマルチプレックスされ、2 つ
のチャネルでのみ利用できることを示します。GETHER、ETHERとの組み合わせで3チャネル以上を使

用しなければならないときは、MDIO端子、MDC端子の代わりにRIIC などの端子を使用してください。

図 23.23     RMII、RGMIIの構成

MDIO      MDC MDIO      MDC

Selector

0 ch 1 ch

MDIO      MDC MDIO      MDC

0 ch 1 ch

ET0_MDIO ET0_MDC

RMII RGMII

ET1_MDIO ET1_MDC

Selector SelectorSelector
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24. イーサネットコントローラ (ETHER)
本LSI は、オンチップイーサネットコントローラ（ETHER）を内蔵しています。ETHERはイーサネット

あるいは IEEE802.3 のMAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネットコントローラ（EtherC）
を内蔵しています。EtherC は、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することにより、イーサ

ネット／ IEEE802.3 フレームの送受信を行うことができます。本 LSI 内蔵のイーサネットコントローラは

MAC 層インタフェースを 2 系統（以降、0 系、1 系と表記します）内蔵しており、それぞれ独立に送信及

び受信動作をさせることができます。
ETHER はまた、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結した 2 チャネルのダイレクトメモリアクセ

スコントローラ（E-DMAC0/1）を内蔵しています。E-DMAC は、E-DMAC 内蔵の DMAC を使用し、E-
DMAC 内の送信／受信FIFO とユーザが指定するデータ格納先（バッファ）との間の送受信データの転送を

DMA 転送により行います。このDMA 転送時に、E-DMAC が参照する情報を送信／受信ディスクリプタと

呼び、ユーザがメモリ上に配置します。
この機能によってSH-4Aの負荷を軽減し、効率の良いデータ送受信制御を行うことができます。E-DMAC0

はEtherC のMAC-0 に対して、E-DMAC1 はEtherC のMAC-1 に対してのデータ送受信を制御します（以下、

E-DMAC0で制御される系統を0 系、E-DMAC1 で制御される系統を1 系と称します）。

Figure 24.1にETHERの構成を示します。

24.1 特長

• イーサネット／ IEEE802.3フレームの送受信

• 10Mbps及び100Mbps転送への対応

• 全二重モード及び半二重モード対応
• RMII（Reduced Media Independent Interface）対応

• 送信／受信2チャネルの独立したDMAC内蔵

• ディスクリプタ管理方式によるSH-4A負荷の軽減

• 送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映
• DMAブロック転送（16バイト単位）によるシステムバスの効率使用

• シングルフレーム、マルチバッファ方式対応可能
• 受信データへのパディング挿入によるソフトウェアの処理能力の向上
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図 24.1     ETHERの構成
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24.2 入出力端子

Ether の端子構成を表24.1 に示します。

表24.1 端子構成

注1. 図24.15に示すように、 MDIO/MDC端子はRMII/RGMII内でマルチプレクスされていて、2チャネルのみ使用可能

です。切り替えビットはGBECONTレジスタのRMII1ビット又はRMII0ビットで設定されます。（「23.3.98 
Gigabit イーサネットコントロールレジスタ（GBECONT）」参照）

系 名称 略称 入出力 機能

0 送受信クロック RMII0-REFCLK 入力 送受信信号用タイミング参照信号

送信イネーブル RMII0-TXEN 出力 TXD 端子上に送信データが準備できたことを示し

ます

送信データ RMII0-TXD1、RMII0-TXD0 出力 2ビットの送信データ用端子

キャリア検出／

データ有効

RMII0-CRS_DV 入力 キャリア検出／受信データ有効信号の入力端子

受信データ RMII0-RXD1、RMII0-RXD0 入力 2ビットの受信用入力端子

受信エラー RMII0-RX_ER 入力 受信中に発生したエラーを通知する端子

管理用データクロック ET0-MDC（注1） 出力 MDIO による情報転送用の参照クロック信号

管理用データ入出力 ET0-MDIO（注1） 入出力 本LSI とPHYとの間で管理情報を交換するための

双方向信号

1 送受信クロック RMII1-REFCLK 入力 送受信信号用タイミング参照信号

送信イネーブル RMII1-TXEN 出力 TXD 端子上に送信データが準備できたことを示し

ます

送信データ RMII1-TXD1、RMII1-TXD0 出力 2ビットの送信データ用端子

キャリア検出／

データ有効

RMII1-CRS_DV 入力 キャリア検出／受信データ有効信号の入力端子

受信データ RMII1-RXD1、RMII1-RXD0 入力 受信中に発生したエラーを通知する端子

受信エラー RMII1-RX_ER 入力 データ受信中に発生したエラー状態を認識

管理用クロック ET1-MDC（注1） 出力 MDIO による転送情報のクロック信号

管理用データ ET1-MDIO（注1） 入出力 管理情報を交換する為の双方向のデータ端子
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24.3 レジスタの説明

Ether のレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態を表24.2 に示します。

表24.2 レジスタ構成

系 レジスタ名 略称 R/W アドレス

アク

セス

サイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット

0 EtherC モードレジスタ ECMR0 R/W H'FEF0 0100 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC ステータスレジスタ ECSR0 R/W H'FEF0 0110 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC 割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'FEF0 0118 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム長上限レジスタ RFLR0 R/W H'FEF0 0108 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PHY 部インタフェース

レジスタ

PIR0 R/W H'FEF0 0120 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

MAC アドレス上位設定

レジスタ

MAHR0 R/W H'FEF0 01C0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MAC アドレス下位設定

レジスタ

MALR0 R/W H'FEF0 01C8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信リトライオーバカウンタレ

ジスタ

TROCR0 R/W H'FEF0 01D0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR0 R/W H'FEF0 01D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR0 R/W H'FEF0 01D8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア未検出カウンタ

レジスタ

CNDCR0 R/W H'FEF0 01DC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CRC エラーフレーム受信カウ

ンタレジスタ

CEFCR0 R/W H'FEF0 01E4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フレーム受信エラーカウンタ

レジスタ

FRECR0 R/W H'FEF0 01E8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

64 バイト未満フレーム受信

カウンタレジスタ

TSFRCR0 R/W H'FEF0 01EC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定バイト超フレーム受信

カウンタレジスタ

TLFRCR0 R/W H'FEF0 01F0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

端数ビットフレーム受信

カウンタレジスタ

RFCR0 R/W H'FEF0 01F4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

マルチキャストアドレス

フレーム受信カウンタレジスタ

MAFCR0 R/W H'FEF0 01F8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

IPG 設定レジスタ IPGR0 R/W H'FEF0 0150 32 H'0000 0014 H'0000 0014 H'0000 0014

自動PAUSE フレーム設定

レジスタ

APR0 R/W H'FEF0 0154 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

手動PAUSE フレーム設定

レジスタ

MPR0 R/W H'FEF0 0158 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動PAUSE フレーム再送回数

設定レジスタ

TPAUSER0 R/W H'FEF0 0164 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

乱数生成カウンタ上限値設定レ

ジスタ

RDMLR0 R/W H'FEF0 0140 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信PAUSE フレームカウンタ

レジスタ

RFCF0 R/W H'FEF0 0160 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム再送回数

設定レジスタ

TPAUSECR0 R/W H'FEF0 0168 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000
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0 Broadcast フレーム受信回数

設定レジスタ

BCFRR0 R/W H'FEF0 016C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定フレーム超Broadcast
連続受信カウンタレジスタ

CRBCFRR0 R/W H'FEF0 0170 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信レート設定レジスタ RTRATE0 R/W H'FEF0 01FC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC モードレジスタ EDMR0 R/W H'FEF0 0000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 送信要求レジスタ EDTRR0 R/W H'FEF0 0008 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 受信要求レジスタ EDRRR0 R/W H'FEF0 0010 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

TDLAR0 R/W H'FEF0 0018 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

RDLAR0 R/W H'FEF0 0020 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC/E-DMAC ステータス

レジスタ

EESR0 R/W H'FEF0 0028 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC/E-DMAC ステータス

割り込み許可レジスタ

EESIPR0 R/W H'FEF0 0030 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信ステータスコピー指示

レジスタ

TRSCER0 R/W H'FEF0 0038 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ミスドフレームカウンタ

レジスタ

RMFCR0 R H'FEF0 0040 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO しきい値指定

レジスタ

TFTR0 R/W H'FEF0 0048 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

FIFO 容量指定レジスタ FDR0 R/W H'FEF0 0050 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信方式制御レジスタ RMCR0 R/W H'FEF0 0058 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO アンダランカウント

レジスタ

TFUCR0 R/W H'FEF0 0064 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信FIFO オーバフロー

カウントレジスタ

RFOCR0 R/W H'FEF0 0068 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信バッファライトアドレス

レジスタ

RBWAR0 R H'FEF0 00C8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

RDFAR0 R H'FEF0 00CC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信バッファリードアドレス

レジスタ

TBRAR0 R H'FEF0 00D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタフェッチア

ドレスレジスタ

TDFAR0 R H'FEF0 00D8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フロー制御開始FIFO しきい値

設定レジスタ

FCFTR0 R/W H'FEF0 0070 32 H'0007 0007 H'0007 0007 H'0007 0007

受信データパディング挿入設定

レジスタ

RPADIR0 R/W H'FEF0 0078 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信割り込み設定レジスタ TRIMD0 R/W H'FEF0 007C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 EtherC モードレジスタ ECMR1 R/W H'FEF0 0900 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC ステータスレジスタ ECSR1 R/W H'FEF0 0910 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

系 レジスタ名 略称 R/W アドレス

アク

セス

サイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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1 EtherC 割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'FEF0 0918 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信フレーム長上限レジスタ RFLR1 R/W H'FEF0 0908 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PHY 部インタフェース

レジスタ

PIR1 R/W H'FEF0 0920 32 H'0000 000X H'0000 000X H'0000 000X

MAC アドレス上位設定

レジスタ

MAHR1 R/W H'FEF0 09C0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

MAC アドレス下位設定

レジスタ

MALR1 R/W H'FEF0 09C8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信リトライオーバカウンタ

レジスタ

TROCR1 R/W H'FEF0 09D0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR1 R/W H'FEF0 09D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR1 R/W H'FEF0 09D8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

キャリア未検出カウンタ

レジスタ

CNDCR1 R/W H'FEF0 09DC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CRC エラーフレーム受信

カウンタレジスタ

CEFCR1 R/W H'FEF0 09E4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フレーム受信エラーカウンタ

レジスタ

FRECR1 R/W H'FEF0 09E8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

64 バイト未満フレーム受信

カウンタレジスタ

TSFRCR1 R/W H'FEF0 09EC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定バイト超フレーム受信

カウンタレジスタ

TLFRCR1 R/W H'FEF0 09F0 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

端数ビットフレーム受信

カウンタレジスタ

RFCR1 R/W H'FEF0 09F4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

マルチキャストアドレスフレー

ム受信カウンタレジスタ

MAFCR1 R/W H'FEF0 09F8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

IPG 設定レジスタ IPGR1 R/W H'FEF0 0950 32 H'0000 0014 H'0000 0014 H'0000 0014

自動PAUSE フレーム設定

レジスタ

APR1 R/W H'FEF0 0954 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

手動PAUSE フレーム設定

レジスタ

MPR1 R/W H'FEF0 0958 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動PAUSE フレーム再送回数

設定レジスタ

TPAUSER1 R/W H'FEF0 0964 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

乱数生成カウンタ上限値設定レ

ジスタ

RDMLR1 R/W H'FEF0 0940 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信PAUSE フレームカウンタ

レジスタ

RFCF1 R/W H'FEF0 0960 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

PAUSE フレーム再送回数

設定レジスタ

TPAUSECR1 R/W H'FEF0 0968 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Broadcast フレーム受信回数

設定レジスタ

BCFRR1 R/W H'FEF0 096C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

指定フレーム超Broadcast
連続受信カウンタレジスタ

CRBCFRR1 R/W H'FEF0 0970 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信レート設定レジスタ RTRATE1 R/W H'FEF0 09FC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

系 レジスタ名 略称 R/W アドレス

アク

セス

サイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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1 E-DMAC モードレジスタ EDMR1 R/W H'FEF0 0800 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 送信要求レジスタ EDTRR1 R/W H'FEF0 0808 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

E-DMAC 受信要求レジスタ EDRRR1 R/W H'FEF0 0810 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

TDLAR1 R/W H'FEF0 0818 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ

RDLAR1 R/W H'FEF0 0820 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC/E-DMAC ステータス

レジスタ

EESR1 R/W H'FEF0 0828 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EtherC/E-DMAC ステータス

割り込み許可レジスタ

EESIPR1 R/W H'FEF0 0830 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送受信ステータスコピー指示

レジスタ

TRSCER1 R/W H'FEF0 0838 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ミスドフレームカウンタ

レジスタ

RMFCR1 R H'FEF0 0840 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO しきい値指定

レジスタ

TFTR1 R/W H'FEF0 0848 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

FIFO 容量指定レジスタ FDR1 R/W H'FEF0 0850 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信方式制御レジスタ RMCR1 R/W H'FEF0 0858 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信FIFO アンダランカウント

レジスタ

TFUCR1 R/W H'FEF0 0864 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信FIFO オーバフロー

カウントレジスタ

RFOCR1 R/W H'FEF0 0868 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信バッファライトアドレス

レジスタ

RBWAR1 R H'FEF0 08C8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

受信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

RDFAR1 R H'FEF0 08CC 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信バッファリードアドレス

レジスタ

TBRAR1 R H'FEF0 08D4 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタ

TDFAR1 R H'FEF0 08D8 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

フロー制御開始FIFO しきい値

設定レジスタ

FCFTR1 R/W H'FEF0 0870 32 H'0007 0007 H'0007 0007 H'0007 0007

受信データパディング挿入設定

レジスタ

RPADIR1 R/W H'FEF0 0878 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

送信割り込み設定レジスタ TRIMD1 R/W H'FEF0 087C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

系 レジスタ名 略称 R/W アドレス

アク

セス

サイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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24.3.1 EtherC モードレジスタ (ECMR)

ECMR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、イーサネットコントローラの動作

モードを指定するレジスタです。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。
動作モードの設定は、送信及び受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを

切り換える場合には、EDMR 内にあるSWR により、EtherC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設

定を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ~ 21 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

20 TPC 0 R/W PAUSE フレーム送信

0：PAUSE 期間中にはPAUSE フレームを送信しません

1：PAUSE 期間中でもPAUSE フレームを送信します

19 ZPF 0 R/W 0time PAUSE フレーム使用許可

0：TIME パラメータが0 のPAUSE フレーム制御を無効にする

Timer 値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行

いません。
Timer 値の示す時間が0 のPAUSE フレームを受信した場合、

PAUSE フレームを破棄します。

1：TIME パラメータが0 のPAUSE フレーム制御を有効にする

Timer 値の示す時間が経過していない状態で、受信FIFO の
データ量がFCFTR 設定値未満になるとTimer 値が0 の自動

PAUSE フレームを送信します。

Timer 値の示す時間が0 のPAUSEフレームを受信した場合、

送信待ち状態を解除します。

18 PFR 0 R/W PAUSE フレーム受信モード

0：PAUSE フレームをE-DMAC へ転送しません

1：PAUSE フレームをE-DMAC へ転送します

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード

0：PAUSE フレームの検出機能が無効になります

1：受信系のフロー制御機能が有効になります

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード

0：PAUSE フレームの検出機能が無効になります

（自動PAUSE フレームは送信されません）

1：送信系のフロー制御機能が有効になります

（必要に応じて自動PAUSE フレームが送信されます）

15 ~ 13 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TXFRXFPFRZPFTPC⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ DM PRMILB⎯TERE⎯⎯MPDE⎯⎯PRCEF⎯⎯ ⎯

R/WR/W⎯R/W⎯R/WR/W⎯⎯R/W⎯⎯R/W⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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12 PRCEF 0 R/W CRC エラーフレーム受信許可

0：CRC エラーとなった受信フレームをエラーとする

1：CRC エラーとなった受信フレームをエラーとしない

11、10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 MPDE 0 R/W Magic Packet 検出許可

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによる
Magic Packetの検出機能を許可するかしないかの選択を行いま

す。

0：Magic Packet の検出を許可しない

1：Magic Packet の検出を許可する

8、7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 RE 0 R/W 受信許可

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）とした

ときに受信中のフレームがあれば、当該フレームの受信終了まで
受信機能は有効となります。

0：受信機能を無効にする

1：受信機能を有効にする

5 TE 0 R/W 送信許可

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたと

きに送信中のフレームがあれば、当該フレームの送信終了まで送
信機能は有効となります。

0：送信機能を無効にする

1：送信機能を有効にする

4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード

EtherC 内部でのループバックモードを指定します。

0：通常のデータ送受信を行う

1：DM＝1 のとき、EtherC 内のMAC 内部でのデータの折り返

しを行う

2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 DM 0 R/W デュプレックスモード

EtherC の転送方式を指示します。

0：半二重転送方式を指定する

1：全二重転送方式を指定する

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信す
ることができます。このときすべてのイーサネットフレームと
は、宛先アドレス、ブロードキャストアドレス、マルチキャスト
ビットなどの相違や有無にかかわらず、受信可能なすべてのフ
レームを表します。

0：EtherC は、通常動作を行う

1：EtherC は、プロミスキャスモード動作を行う

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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24.3.2 EtherC ステータスレジスタ （ECSR）

ECSR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、EtherC 内のステータスを表示するレ

ジスタです。本ステータスは、割り込みによって SH-4A に通知することが可能です。LCHNG、MPD、

ICD に 1 を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0 を書き込んだ場合は、フラグに影響を与

えません。また割り込みを発生するビットは、ECSIPR の対応するビットによって割り込みを許可又は

禁止することができます。
本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、E-DMAC のEESR レジスタECI ビットに反映さ

れます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 BFR 0 R/W Broadcastフレーム連続受信割り込み

Broadcast フレーム連続受信 カウントがBroadcast フレーム連続

受信カウントレジスタ（BCFRR）に設定された値を超えたこと

を表します。

0: Broadcast フレーム連続受信カウントがBCFRR値を超えて

いない

1: Broadcastフレーム連続受信カウントがBCFRR値を超えた

4 PSRTO 0 R/W PAUSE フレーム再送リトライオーバ

フロー制御を用いる際のPAUSE フレームの再送において、再送

回数が自動PAUSE フレーム再送回数設定レジスタ

（TPAUSER）に設定した再送上限値を超えたことを表します。

0：PAUSE フレーム再送回数が上限値を超えていない

1：PAUSE フレーム再送回数が上限値を超えた

3、 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 MPD 0 R/W Magic Packet 検出

回線上からMagic Packet を検出したことを表します。

0：Magic Packet を検出していない

1：Magic Packet を検出した

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出

回線上でPHY-LSI が不正なキャリアを検出したことを表します。

ただし、PHY-LSI から入力される信号の変化がソフトウェアの認

識時間よりも早く変化するような場合は、正しい情報が得られな
いことがあります。採用するPHY-LSIのタイミングを参照してく

ださい。

0：PHY-LSI は、回線上で不正キャリアを検出していない

1：PHY-LSI は、回線上で不正キャリアを検出した

————

——

——————————— —

————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ MPD ICD⎯PSRTOBFR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.3 EtherC 割り込み許可レジスタ（ECSIPR）

ECSIPR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、ECSR によって報告される割り込

み要因の許可を指示します。各ビットは、ECSR のビットに対応する割り込みを許可することができま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 BFSIPR 0 R/W Broadcast フレーム連続受信割り込み許可

0：ECSR の対応するビットによる割り込みを禁止

1：ECSR の対応するビットによる割り込みを許可

4 PSRTOIP 0 R/W PAUSE フレーム再送リトライオーバ割り込み許可ビット

0：PRSTO の割り込み通知を禁止

1：PRSTO の割り込み通知を許可

3、 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet 検出割り込み許可ビット

0：MPD の割り込み通知を禁止

1：MPD の割り込み通知を許可

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット

0：ICD の割り込み通知を禁止

1：ICD の割り込み通知を許可

————

——

——————————— —

————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ MPDIP ICDIP⎯PSRT
OIP

BFSIPR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.4 PHY部インタフェースレジスタ（PIR）

PIR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、RMII を経由して PHY-LSI 内部のレジ

スタにアクセスする手段を提供します。

24.3.5 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR）

MAHR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、48 ビットの MAC アドレスの上位

32 ビットを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MAC アド

レスの設定は、送信及び受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMR の SWR ビット

によりEtherC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 MDI 不定 R MII マネージメントデータイン

MDIO 端子のレベルを表します。

2 MDO 0 R/W MII マネージメントデータアウト

MMD ビットが1 のとき、本ビットに設定された値をMDIO 端子

より出力します。

1 MMD 0 R/W MII マネージメントモード

MII とのデータのリード／ライト方向を規定します。

0：リード方向を規定

1：ライト方向を規定

0 MDC 0 R/W MII マネージメントデータクロック

本ビットに設定された値をMDC 端子より出力し、MII へのマ

ネージメントデータクロックを供給します。MII レジスタへのア

クセス方法については、「24.4.6 MII レジスタのアクセス方法」を

参照してください。

——————————————— —

——————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000不定00000000000 0

MDO MMD MDCMDI⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MA [47:32]

MA [31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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24.3.6 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR）

MALR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、48 ビットのMAC アドレスの下位16
ビットを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MAC アドレ

スの設定は、送信又は受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMR の SWR ビットに

よりEtherC 及びE-DMAC を初期状態に戻してから再設定してください。

24.3.7 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）

RFLR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、本LSI が受信することのできる最大

フレーム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止しま
す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 MA47～ MA16 0 R/W MACアドレスビット

MAC アドレスの上位32 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'01234567 を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15～ 0 MA15～ MA0 0 R/W MACアドレスビット15～0

MAC アドレスの下位16 ビットを設定します。

MAC アドレスが01-23-45-67-89-AB（16 進数表示）である場合、

本レジスタにはH'000089AB を設定します。

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

MA [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

——— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RFL[11:0]⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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24.3.8 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR）

TROCR は、送信時に再送を合わせて16 回の試行で送信できなかったフレーム数を示す32 ビットのカ

ウンタです。送信を 16 回失敗すると、本レジスタは 1 カウントアップします。本レジスタの値が、

H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの

値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 RFL11 ～ RFL0 0 R/W 受信フレームデータ長11～0

ここでのフレームデータは、宛先アドレスからCRC データまで

を含んだ範囲となりますが、実際には、宛先アドレスからデータ
までがメモリ上に転送されます。 CRC データは含まれません。こ

こで指定された値を超えたデータを受信したとき、設定された値
を超えた分のデータは廃棄されます。

H'000～H'5EE：1,518 バイト

H'5EF：1,519 バイト

H'5F0：1,520 バイト

　　： 　　：

H'7FF：2,047 バイト

H'800～H'FFF：2,048 バイト

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 TROC31～ 
TROC0

0 R/W 送信リトライオーバカウント

送信時に、再送を合わせて16 回の試行で送信できなかったフ

レームのカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TROC [31:16]

TROC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.9 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR）

CDCR は、送信開始以降すべての回線上の遅延衝突回数を示す 32 ビットのカウンタで、H'FFFFFFFF
になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0 にクリ

アされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

24.3.10 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR）

LCCR は、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 32 ビットのカウンタで、H'FFFFFFFF に
なるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0 にクリア

されます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 COSDC31～ 
COSDC0

0 R/W 遅延衝突検出カウント

送信開始からのすべての遅延衝突の回数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 LCC31 ～ LCC0 0 R/W 消失キャリアカウント

データ送信中に消失したキャリアのカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

COSDC [31:16]

COSDC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

LCC [31:16]

LCC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.11 キャリア未検出カウンタレジスタ（CNDCR）

CNDCR は、プリアンブルを送出中にキャリアを検出できなかった回数を示す32 ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの

値は0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

24.3.12 CRC エラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR）

CEFCR は、CRC エラーとなったフレームの受信回数を示す 32 ビットのカウンタで、H'FFFFFFFF に
なるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0 にクリア

されます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 CNDC31 ～
CNDC0

0 R/W キャリア未検出カウント

未検出キャリアのカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 CEFC31～ 
CEFC0

0 R/W CRC エラーフレームカウント

CRC エラーとなったフレームを受信したカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CNDC [31:16]

CNDC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CEFC [31:16]

CEFC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.13 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR）

FRECR は、PHY-LSI から入力されるRX-ER 端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す32
ビットのカウンタです。RX-ER 端子がアクティブになるごとに1 カウントアップします。本レジスタの

値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウン

タの値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

24.3.14 64 バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR）

TSFRCR は、64 バイト未満のフレームを受信したことを示す 32 ビットのカウンタです。本レジスタ

の値が H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウ

ンタの値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 FREC31 ～ 
FREC0

0 R/W フレーム受信エラーカウント

フレームを受信中にエラーとなったカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TSFC31 ～
TSFC0

0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント

64 バイト未満のフレームを受信したカウント数を表します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

FREC [31:16]

FREC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TSFC [31:16]

TSFC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.15 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR）

TLFRCR は、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信したこ

とを示す32ビットのカウンタです。本レジスタの値がH'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止し

ます。端数ビットを含むフレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場
合は、端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタへの書き込

み動作によってカウンタの値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

24.3.16 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR）

RFCR は、8 ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信したことを示す32 ビットのカ

ウンタで、H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によって

カウンタの値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TLFC31～ 
TLFC0

0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント

RFLR の値を超えるフレームを受信したカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 RFC31～ RFC0 0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント

端数ビットデータを含むフレームを受信したカウント数を表しま
す。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TLFC [31:16]

TLFC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RFC [31:16]

RFC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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24.3.17 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR）

MAFCR は、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信したことを示す32 ビットのカウンタ

で、H'FFFFFFFF になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウン

タの値は、0 にクリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。

24.3.18 IPG 設定レジスタ（IPGR）

IPGR は、IPG（InterPacketGap）の値を設定するレジスタです。EtherC モードレジスタ（ECMR）の送

受信機能が有効な状態での書き換えは、禁止します（詳細は「24.4.8 IPG 設定による動作」を参照して

ください）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 MAFC31～ 
MAFC0

0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント

マルチキャストフレームを受信したカウント数を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 ～ 0 IPG4 ～ IPG0 H'14 R/W Inter Packet Gap

4 ビット時間ごとに IPG 値を設定します。

H'00：16 ビット時間

H'01：20 ビット時間

　　： 　　：

H'14：96 ビット時間（デフォルト）

　　： 　　：

H'1F：140 ビット時間

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MAFC [31:16]

MAFC [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

—————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

001010000000000 0

IPG [4:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.19 自動PAUSE フレーム設定レジスタ（APR）

APR は、自動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。

自動 PAUSE フレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSE フレームのTIME パラ

メータとして使用します。

24.3.20 手動PAUSE フレーム設定レジスタ（MPR）

MPR は、手動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。

手動 PAUSE フレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSE フレームのTIME パラ

メータとして使用します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15～ 0 AP15～ AP0 0 R/W 自動PAUSE

自動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。この

とき1 ビットは、512 ビット時間を表します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 MP15～ MP0 0 R/W 手動PAUSE

手動PAUSE フレームのTIME パラメータ値を設定します。この

とき1 ビットは、512 ビット時間を表します。読み出すと不定値

が読み出されます。

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

AP [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

MP [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.21 自動PAUSE フレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）

TPAUSER は、自動PAUSE フレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有

効な状態での書き換えを禁止します。

24.3.22 乱数生成カウンタ上限値設定レジスタ（RDMLR）

RDMLR は乱数生成部で使用しているカウンタの上限値を設定することができるレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TPAUSE15～ 
TPAUSE0

0 R/W 自動PAUSE フレーム再送回数上限値

H'0000：再送回数無制限

H'0001：再送回数は1 回

　：　：

H'FFFF：再送回数は65535 回

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 20 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

19～ 0 RMD19 ～ 
RMD0

0 R/W 乱数生成部で使用しているカウンタの上限値

H'0000：通常の動作での設定値です。

H'0001～H'FFFF：カウンタの上限値がこの設定になります。

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TPAUSE [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RMD [19:16]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RMD [15:0]

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.23 受信PAUSE フレームカウンタレジスタ（RFCF）

RFCF はPAUSE フレームの受信カウンタです。

24.3.24 PAUSE フレーム再送回数カウンタレジスタ（TPAUSECR）

TPAUSECR はPAUSE フレームの再送回数を示すカウンタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 RPAUSE7 ～ 
RPAUSE0

0 R/W PAUSE フレームの受信回数

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 TXP15 ～ TXP0 0 R/W PAUSE フレームの再送回数

——————————————— —

——————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RPAUSE [7:0]⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TXP [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.25 Broadcast フレーム受信回数設定レジスタ（BCFRR）

BCFRR はBroadcast フレーム連続受信回数を設定するレジスタです。

24.3.26 指定フレーム超Broadcast連続受信カウンタレジスタ（CRBCFRR）

CRBCFRR は Broadcast フレーム受信回数設定レジスタ（BCFRR) で設定した値を超えた Broadcast フ
レーム連続受信の回数を示す16ビットのカウンタです。本レジスタの値がH'FFFFになるとカウントアッ

プを停止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 BCF15 ～BCF0 0 R/W Broadcast フレームの連続受信回数設定

DA がブロードキャストアドレスのフレームを、設定した回数値

まで受信することが可能であり、設定を越えて受信した場合は、
以降のブロードキャストフレームを破棄します。

H'0000：受信回数制限なし

H'0001：1 フレーム受信

　：　：

H'FFFF：65535 フレーム受信

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 CNT15～ CNT0 0 R/W 指定フレーム超Broadcast連続受信カウンタ

Broadcastフレームの連続受信がBCFRRの設定値を超えた後、

Broadcastフレーム以外のフレームを受信したときにCNTは増加

します。

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BCF [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

012345678

CNT[15:0]

91011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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表24.3 BCFRR カウンタとCRBCFRR（BCFRR = 3）

【記号説明】

24.3.27 送受信レート設定レジスタ（RTRATE）

RTRATE は、送受信レートを設定します。

フレーム B B B B M M B B B M B B B B M M

受け入れ /拒絶 a a a r a a a a a a a a a r a a

BCFRRのカウンタ 1 2 3 3 0 0 1 2 3 0 1 2 3 4 0 0

CRBCFRR 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

B ：Broadcastフレーム

M ：マルチキャストフレーム

a ：受け入れ

r ：拒絶

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 RTM 0 R/W 送受信レート

0: 10 Mbps

1: 100 Mbps

——————————————— —

—————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RTM⎯ ⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.28 E-DMAC モードレジスタ（EDMR）

EDMR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-DMAC の動作モードを指定しま

す。本レジスタの設定は、通常リセット後の初期設定時に行います。データ送信中に本レジスタによっ
て EtherC 及び E-DMAC を初期化すると、回線上に異常データを送出する可能性があります。動作モー

ドの設定は、送信と受信機能が有効状態で置き替えることを禁止します。動作モードを切り替えるには、
ソフトウェアリセットビット（SWR）により、EtherC 及び E-DMAC を初期状態に戻してから再設定し

てください。なお、EtherC 及び E-DMAC の初期化完了までの所要時間は、周辺クロック Pck で 32 サイ

クルです。このため、EtherC 及び E-DMAC 内のレジスタアクセスは、周辺クロック Pck で 32 サイクル

経過後に行ってください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 DE 0 R/W ビッグ／リトルエンディアンモード指定

0：ビッグエンディアンモード（ロングワードアクセス）

1：リトルエンディアンモード（ロングワードアクセス）

送受信データについて有効になります。
送受信ディスクリプタ、レジスタについては無効です。
（ビッグエンディアンのみサポート）

5

4

DL1

DL0

0

0

R/W

R/W

送受信ディスクリプタ長の指定

00：16 バイト

01：32 バイト

10：64 バイト

11：リザーブ（設定不可）

3 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 SWR 0 R/W ソフトウェアリセット

書き込み時

0：無効

1：内部ハードウェアをリセットします。リセットされるレジ

スタは表24.2 を参照してください。

注 . 本ビットによるソフトウエアリセットはSRSTR0レジス

タのETHERビットと同じです （「17.3.3.4 ソフトウエ

アリセットレジスタ0 （SRSTR0）」）。
系0 と系1 はそれぞれEDMR0レジスタのSWRビットと

EDMR1レジスタの SWRビットによりリセットされま

す。
両方の系は（系0 と系1）SRSTR0レジスタのETHER
ビットによって同時にリセットされます。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— — SWR—DL0DL1DE———————— —

R/W———R/WR/WR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.29 E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）

EDTRR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-DMAC に送信指示を行います。

1 つのフレームの送信を終了すると、次のディスクリプタを読み込みます。このディスクリプタ内の送

信ディスクリプタ有効ビットが有効であれば、送信を継続します。また、送信ディスクリプタ有効ビッ
トが無効の場合は、TR ビットをクリアして送信DMAC の動作を停止します。

24.3.30 E-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）

EDRRR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、E-DMAC に受信指示を行います。

E-DMACは、受信要求ビットがセットされると当該受信ディスクリプタを読み込みます。ディスクリプ

タ内のディスクリプタ有効ビットが有効であれば、EtherC からの受信要求に備えます。受信バッファ分

の受信が完了すると、E-DMAC は次のディスクリプタを読み込みフレームの受信に備えます。このと

き、受信ディスクリプタの受信ディスクリプタ有効ビットが無効の場合は、RR ビットをクリアして受

信DMAC の動作を停止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 TR 0 R/W 送信要求

0：送信停止状態。0 を書き込んでも送信は停止しません。送

信の終了は、送信ディスクリプタ内の有効ビットで制御しま
す。

1：送信開始。該当するディスクリプタを読み込み、送信有効

ビットが1 であるフレームを送信します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

——————————————— —

—————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TR—— ———————————— —

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

——————————————— —

—————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RR—— ———————————— —

R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 24.  イーサネットコントローラ (ETHER)

 Page24-27

注 . フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の
受信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMAC は正常な動作ができなくなります。この場

合、再度E-DMAC を受信可能状態とするためには、EDMR のSWR ビットによりソフトウェアリセットを実行し

てください。E-DMAC をソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、ECMR のRE ビットにより受

信機能を無効とします。次に、E-DMAC の受信が完了し受信ディスクリプタのライトバックが確認できた後、本

レジスタの受信機能を無効にしてください。

24.3.31 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）

TDLAR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭

アドレスを設定します。各ディスクリプタは、EDMR のDL ビットで示すディスクリプタ長に合致する

境界構成とします。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、
E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）のTR ビット（＝0）による送信停止状態で行ってください。

0 RR 0 R/W 受信要求

0：受信機能を無効にします（注）

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC 受信可能状態にし

ます

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TDLA31 ～
TDLA0

0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように
設定します。

16 バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000

32 バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000

64 バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TDLA [31:16]

TDLA [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.32 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）

RDLAR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭

アドレスを設定します。各ディスクリプタは、EDMR のDL ビットで示すディスクリプタ長に合致する

境界構成とします。受信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、
E-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）のRR ビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。

24.3.33 EtherC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）

EESR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、EtherC とE-DMAC を合わせた通信ス

テータスを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1 をライトす

ることでクリアされます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1 をライトしてもクリアされま

せん）。0 をライトしても、各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因はEtherC/E-DMAC ステー

タス割り込み許可レジスタ（EESIPR）の当該ビットによってマスクすることが可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 RDLA31～ 
RDLA0

0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設
定します。

16 バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000

32 バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000

64 バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RDLA [31:16]

RDLA [15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TC TDE TFUF FR RDE RFOFECI—RFCOFRABTTABT———— TWB

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR—R/WR/WR/W———— R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RTSF PRE CERFRTLFRRF——RMAFTROCDDLCCND——— —

R/WR/WR/WR/WR/W——R/WR/WR/WR/WR/W——— —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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30 TWB 0 R/W ライトバック完了

フレーム送信完了後のE-DMAC からの当該ディスクリプタへの

ライトバックが完了したことを示します。本動作は、TRIMD の
TIS ビットが1 にセットされているときのみ有効です

0：ライトバック未完了又は送信未指示

1：ライトバック完了

29 ～ 27 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

26 TABT 0 R/W 送信中断検出

フレーム送信時、障害等によりEtherC がフレーム送信を中断し

たことを示します。

0：フレーム送信中断未発生又は送信未指示

1：フレーム送信中断発生

25 RABT 0 R/W 受信中断検出

フレーム受信時、障害等によりEtherC がフレーム受信を中断し

たことを示します。

0：フレーム受信中断未発生又は受信未指示

1：フレーム受信中断発生

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー

受信FIFO 内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示し

ます。

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない

1：受信フレームカウンタがオーバフローした

23 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

22 ECI 0 R EtherC ステータスレジスタ要因

本ビットは、リード専用です。EtherC にあるECSR の要因がク

リアされると、本ビットもクリアされます。

0：EtherC ステータス割り込み要因未検出

1：EtherC ステータス割り込み要因検出

21 TC 0 R/W フレーム送信完了

送信ディスクリプタによって指定されたデータをすべてEtherC 
より送信したことを示します。1 フレーム／1 バッファ処理では、

1 フレームの送信が完了した場合、また、マルチバッファフレー

ム処理ではフレーム最後のデータを送信し、次のディスクリプタ
内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされてい

なかった場合に送信完了とみなし、本ビットが1 となります。フ

レーム送信完了後は、E-DMAC は転送状態を当該ディスクリプタ

にライトバックします。

0：転送未完了又は転送未指示

1：転送完了

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇

マルチバッファフレーム処理で前ディスクリプタがフレームの最
終でない場合は、E-DMAC が送信ディスクリプタを読み込んだと

きに、ディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット
（TACT）がセットされていなかったことを示します。結果として

不完全なフレームを送出する場合があります。

0：送信ディスクリプタ有効ビットTACT＝1 を検出

1：送信ディスクリプタ有効ビットTACT＝0 を検出

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフト

ウェアリセットしてから送信起動をかけてください。このとき、
送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）に

格納されているアドレスからの開始となります。

19 TFUF 0 R/W 送信FIFO アンダフロー

フレームを送信中に送信FIFO にアンダフローが発生したことを

示します。回線上には、不完全なデータが送出されます。

0：アンダフロー未発生

1：アンダフロー発生

18 FR 0 R/W フレーム受信

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示しま
す。本ビットは、1 フレームを受信するたびに1 にセットされま

す。

0：フレーム未受信

1：フレーム受信済み

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、当該受

信ディスクリプタをRACT＝1 に設定し受信起動をかけること

で、受信を再開することができます。

0：受信ディスクリプタ有効ビットRACT＝1 を検出

1：受信ディスクリプタ有効ビットRACT＝0 を検出

16 RFOF 0 R/W 受信FIFO オーバフロー

フレームを受信中に受信FIFO がオーバフローしたことを示しま

す。

0：オーバフロー未発生

1：オーバフロー発生

15 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 CND 0 R/W キャリア未検出

キャリアの検出状態を示します。

0：送信開始時にキャリア検出

1：キャリア未検出

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出

フレーム送信中のキャリア消失を検出したことを示します。

0：キャリア消失未検出

1：キャリア消失検出

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出

フレーム送信中に遅延衝突を検出したことを示します。

0：遅延衝突未検出

1：遅延衝突検出

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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24.3.34 EtherC/E-DMAC ステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）

EESIPR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、EtherC/E-DMAC ステータスレジス

タ（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1 をライトすることで割り

込みが許可されます。

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ

フレーム送信中にリトライオーバが発生したことを示します。こ
れは、EtherCが送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく

15 回の再送をあわせ全部で16 回の送信試行に失敗したことを示

します。

0：送信リトライオーバ未検出

1：送信リトライオーバ検出

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信

1：マルチキャストアドレスフレーム受信

6、 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信

0：端数ビットフレーム未受信

1：端数ビットフレーム受信

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー

EtherC のRFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト

数のフレームを受信したことを示します。

0：ロングフレーム未受信

1：ロングフレーム受信

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー

64 バイト未満のフレームを受信したことを示します。

0：ショートフレーム未受信

1：ショートフレーム受信

1 PRE 0 R/W PHY-LSI 受信エラー

0：PHY-LSI 受信エラー未検出

1：PHY-LSI 受信エラー検出

0 CERF 0 R/W 受信フレームCRC エラー

0：CRC エラー未検出

1：CRC エラー検出

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TCIP TDEIP TFUFIP FRIP RDEIP
RFOF 

IP
ECIIP—

RFCOF 
IP

RABTIPTABTIP———— TWBIP

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W—R/WR/WR/W———— R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RTSFIP PREIP CERFIPRTLFIPRRFIP——
RMAF 

IP
TROIPCDIPDLCIPCNDIP——— —

R/WR/WR/WR/WR/W——R/WR/WR/WR/WR/W——— —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

30 TWBIP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可

0：ライトバック完了割り込み禁止

1：ライトバック完了割り込み許可

29 ～ 27 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可

0：送信中断検出割り込み禁止

1：送信中断検出割り込み許可

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可

0：受信中断検出割り込み禁止

1：受信中断検出割り込み許可

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可

23 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

22 ECIIP 0 R/W EtherC ステータスレジスタ要因割り込み許可

0：EtherC ステータス割り込み禁止

1：EtherC ステータス割り込み許可

21 TCIP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可

0：フレーム送信完了割り込み禁止

1：フレーム送信完了割り込み許可

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

19 TFUFIP 0 R/W 送信FIFO アンダフロー割り込み許可

0：アンダフロー割り込み禁止

1：アンダフロー割り込み許可

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可

0：フレーム受信割り込み禁止

1：フレーム受信割り込み許可

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可

16 RFOFIP 0 R/W 受信FIFO オーバフロー割り込み許可

0：オーバフロー割り込み禁止

1：オーバフロー割り込み許可

15 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 CNDIP 0 R/W キャリア未検出割り込み許可

0：キャリア未検出割り込み禁止

1：キャリア未検出割り込み許可
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10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可

0：キャリア消失検出割り込み禁止

1：キャリア消失検出割り込み許可

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可

0：遅延衝突割り込み禁止

1：遅延衝突割り込み許可

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可

0：送信リトライオーバ割り込み禁止

1：送信リトライオーバ割り込み許可

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可

6、 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI 受信エラー割り込み許可

0：PHY-LSI 受信エラー割り込み禁止

1：PHY-LSI 受信エラー割り込み許可

0 CERFIP 0 R/W 受信フレームCRC エラー割り込み許可

0：CRC エラー割り込み禁止

1：CRC エラー割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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24.3.35 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER）

TRSCER は、EtherC/E-DMAC ステータスレジスタのビット7、ビット4 で報告される、受信ステータ

ス情報を当該ディスクリプタのRFE に反映するか否かを指示します。

本レジスタの各ビットは、EtherC/E-DMAC ステータスレジスタ（EESR）のビット 7 及びビット 4 に
対応し、各ビットに0 を設定すると、受信ステータス（EESR のビット7 及びビット4）は受信ディスク

リプタのRFEビットに反映されます。1 を設定すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反

映されません。LSI のリセット後は、各ビットは0 に設定されています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 RMAFCE 0 R/W RAMF ビットコピー指示

0：RAMF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE 
ビットに反映する。

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映しない。

6、 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 RRFCE 0 R/W RRF ビットコピー指示

0：RAMF ビットのステータスを受信ディスクリプタのRFE 
ビットに反映する。

1：該当する要因が発生しても受信ディスクリプタのRFE ビッ

トに反映しない。

3 ～0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— — ——RRFCE——
RMAF 

CE
——————— —

————R/W——R/W

——————————————— —

——————— —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.36 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR）

RMFCR は、受信時に受信バッファに収容しきれずに廃棄されたフレーム数を示す16 ビットのカウン

タです。受信FIFO がオーバフローすると、このFIFO 内にある受信フレームは廃棄されます。このとき

に廃棄するフレームの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFF になるとカウントアップ

を停止します。カウンタの値は、本レジスタを読むと 0 にクリアされます。本レジスタへのライトは、

他に影響を与えません。

24.3.37 送信FIFO しきい値指定レジスタ（TFTR）

TFTR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信

FIFO のしきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の4 倍の値に相当します。EtherC は送

信FIFO 内のデータ数が本レジスタで指定されたバイト数を越えるか、送信FIFO が満杯、又は1 フレー

ム分のデータ書き込みが行われると送信を開始します。なお本レジスタの設定は、送信停止状態で行っ
てください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15～ 0 MFC15～MFC0 0 R ミスドフレームカウンタ

受信時に、受信バッファに転送しきれずに廃棄されたフレーム数
を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 11 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————

MFC[15:0]

————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

——————————————— —

———— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TFT[10:0]———— —

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注1. 1 フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要で

す。
2. 送受信FIFO 容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。

10 ～ 0 TFT10～ TFT0 0 R/W 送信FIFO しきい値

送信FIFO のしきい値は、必ずFDR で指定したFIFO 容量値より

小さい値に設定してください。

H'000：ストア＆フォワードモード

H'001～H'00C：設定禁止

H'00D：52 バイト

H'00E：56 バイト

： ：

H'01F：124 バイト

H'020：128 バイト

： ：

H'03F：252 バイト

H'040：256 バイト

： ：

H'07F：508 バイト

H'080：512 バイト

： ：

H'0FF：1020 バイト

H'100：1024 バイト

： ：

H'1FF：2044 バイト

H'200：2048 バイト

H'201 ～ H'7FF：設定禁止
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24.3.38 FIFO 容量指定レジスタ（FDR）

FDR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、送信及び受信FIFO の容量を指定しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 13 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

12 ～ 8 TFD4 ～ TFD0 B'00000 R/W 送信FIFO 容量

送信FIFO の容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更

することを禁止します。

00000：256 バイト

00001：512 バイト

00010：768 バイト

00011：1024 バイト

00100：1280 バイト

00101：1536 バイト

00110：1792 バイト

00111：2048 バイト

上記以外：設定禁止

7～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RFD[4:0]TFD[4:0] ————— —

R/WR/WR/WR/WR/W———R/WR/WR/WR/WR/W—— —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . 送受信FIFO 容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。

24.3.39 受信方式制御レジスタ（RMCR）

RMCR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、フレームを受信するときのEDRRR
のRRビットの制御方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。

4 ～0 RFD4～RFD0 B'00000 R/W 受信FIFO 容量

受信FIFO の容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更

することを禁止します。

00000：256 バイト

00001：512 バイト

00010：768 バイト

00011：1024 バイト

00100：1280 バイト

00101：1536 バイト

00110：1792 バイト

00111：2048 バイト

上記以外：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 RNC 0 R/W 受信起動ビットnon リセットモード指定

0：nop

1：EDRRR の受信起動ビット（RR）のリセットをソフトウェ

ア制御にします。フェッチしたディスクリプタのRACT 
ビットが0 の場合（受信ディスクリプタ枯渇）でも、

EDRRR の受信起動ビット（RR）をセルフリセットせず、

連続して受信ディスクリプタのフェッチを行い受信フレーム
のDMA を継続します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

——————————————— —

————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— RNC RNR———————————— —

R/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.40 送信FIFO アンダランカウント（TFUCR）

送信 FIFO がアンダランした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み動

作で0 クリアされます。

0 RNR 0 R/W 受信起動ビットリセット

0：EDRR の受信起動ビット（RR）は、1 フレームの受信が完

了したときハードウェアでセルフクリアします。
1 フレーム単位の制御が可能です。

後続の受信フレームを受信する場合は、再度EDRRR の受信

起動ビットを設定する必要があります。

1：EDRRR の受信起動ビット（RR）は、上位ソフトウェアに

より制御します。受信起動ビット（RR）に1 書き込み後は、

RR に0 書き込みを行うまでハードウェアが自律的に受信

ディスクリプタのフェッチを行いフレームを受信します。複
数フレームを連続で受信可能となります。連続受信を行う場
合は、受信起動ビットリセットを1 に設定することを推奨し

ます。ただし、受信ディスクリプタ枯渇を検出した場合は、
ハードウェアでRR をセルフクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～0 UNDER15～ 
UNDER0

0 R/W 送信FIFO アンダフロー数

送信FIFO におけるアンダフローが発生した回数が設定されます。

カウント値が、H'FFFF となったら停止します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

——————————————— —

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

UNDER[15:0]

R/W:

R/W: R/W
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24.3.41 受信FIFO オーバフローカウント（RFOCR）

受信 FIFO がオーバフローした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み

動作で0 クリアされます。

24.3.42 受信バッファライトアドレスレジスタ（RBWAR）

RBWAR は、E-DMAC が受信バッファにデータを書き込むとき、受信バッファ内で書き込みの対象と

なるバッファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-
DMAC が受信バッファ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMAC が
実行しているバッファライト処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 0 OVER15～ 
OVER0

0 R/W 受信FIFO オーバフロー数

受信FIFO におけるオーバフローが発生した回数が設定されます。

カウント値が、H'FFFF となったら停止します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 RBWA31 ～
RBWA0

0 R 受信バッファライトアドレス

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

OVER[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PBWA[31:16]

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PBWA[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.43 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR）

RDFAR は、E-DMAC が受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となる

ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることによ
り、E-DMAC がどの辺の受信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-
DMAC が実行しているディスクリプタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合

もあります。

24.3.44 送信バッファリードアドレスレジスタ（TBRAR）

TBRAR は、E-DMAC が送信バッファからデータを読み出すとき、送信バッファ内で読み出しの対象

となるバッファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-
DMAC が送信バッファ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMAC が
実行しているバッファリード処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RDFA31 ～ 
RDFA0

0 R 受信ディスクリプタフェッチアドレス

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 TBRA31～ 
TBRA0

0 R 送信バッファリードアドレス

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RDFA[31:16]

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RDFA[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TBRA[31:16]

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TBRA[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.3.45 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR）

TDFAR は、E-DMAC が送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となる

ディスクリプタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることによ
り、E-DMAC がどの辺の送信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-
DMAC が実行しているディスクリプタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合

もあります。

24.3.46 フロー制御開始FIFO しきい値設定レジスタ（FCFTR）

FCFTR は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、EtherC のフロー制御の設定（自動

PAUSE送信のしきい値設定）を行います。受信FIFO データ容量（RFDO2～RFDO0）、受信フレーム数

（RFFO2～RFFO0）によるしきい値を設定できます。受信FIFO データ容量しきい値判定及び受信フレー

ム数しきい値判定の論理和を条件として、フロー制御を開始します。
RFD の設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO 容量設定レジスタ（FDR）で設定した受

信FIFO 容量値と同じ設定である場合は、（FIFO データ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。

たとえばFDR のRFD＝1、FCFTR のRFDO＝1 の場合は、受信FIFO 内に（512－64）バイトのデータを

格納されたとき、フロー制御がオンになります。なお本レジスタの RFDO の設定値は、FDR の RFD の
設定値と同じか小さい値を設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TDFA31 ～
TDFA0

0 R 送信ディスクリプタフェッチアドレス

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 19 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TDFA[31:16]

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TDFA[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

111000000000000 0

RFFO[2:0]———————————— —

R/WR/WR/W———————————— —

———————————— —

01234567891011121315 14

111000000000000 0

RFDO[2:0]———————————— —

R/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 24.  イーサネットコントローラ (ETHER)

 Page24-43

24.3.47 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR）

RPADIR は、読み出し又は書き込み可能な32 ビットのレジスタで、受信データに対するパディングの

挿入の設定を行うレジスタです。本レジスタを再設定するときは、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）
のSWR ビットでリセットしてから行ってください。

18
17
16

RFFO2
RFFO1
RFFO0

1
1
1

R/W
R/W
R/W

受信フレーム数オーバフロー BSY 送出しきい値

000：受信フレームを受信FIFO 内に2 フレーム格納完了時

001：受信フレームを受信FIFO 内に4 フレーム格納完了時

010：受信フレームを受信FIFO 内に6 フレーム格納完了時

：

110：受信フレームを受信FIFO 内に14 フレーム格納完了時

111：受信フレームを受信FIFO 内に16 フレーム格納完了時

15 ～ 3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2

1

0

RFDO2

RFDO1

RFDO0

1

1

1

R/W

R/W

R/W

受信FIFO オーバフロー BSY 送出しきい値

000：受信FIFO 内に256－32 バイトのデータ容量を格納時

001：受信FIFO 内に512－32 バイトのデータ容量を格納時

：

110：受信FIFO 内に1792－32 バイトのデータ容量を格納時

111：受信FIFO 内に2048－64 バイトのデータ容量を格納時

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

17

16

PADS1

PADS0

0

0

R/W

R/W

パディングサイズ

00：パディング挿入なし

01：1 バイト挿入

10：2 バイト挿入

11：3 バイト挿入

15 ～6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

————————————— —

————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PADS[1:0]— ———————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PADR[5:0]————————— —

R/WR/W

R/WR/W

R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 24.  イーサネットコントローラ (ETHER)

 Page24-44

24.3.48 送信割り込み設定レジスタ（TRIMD）

TRIMD は、読み出し又は書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、送信動作時にフレ－ムごとのライ

トバック完了をEESR のTWB ビット及び割り込みにて通知するかどうかを指定します。

5 ～ 0 PADR5～
PADR0

0 R/W パディング範囲

H'00：受信データの1 バイト目の直前にパディングサイズ分挿

入

H'01：受信データの2 バイト目の直前にパディングサイズ分挿

入

　　　　　　　　　　：

H'3E：受信データの63 バイト目の直前にパディングサイズ分

挿入

H'3F：受信データの64 バイト目の直前にパディングサイズ分

挿入

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 TIM 0 R/W 送信割り込みモード

0：毎送信フレームモード

送信フレーム毎ライトバック完了時に割り込み。

1：割り込みモード

送信ディスクリプタTWBI ビット設定ディスクリプタのライ

トバック完了時に割り込み。

3～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 TIS 0 R/W 送信割り込み設定

0：割り込み未設定

TIM ビットで指定したモードでの割り込み通知を行わない。

TIS ビット＝0 のとき、TIM ビットの設定は無効。

1：割り込み設定

TIMビットで指定したモードでEESR のTWB ビットを1 と
し割り込み通知を行う。

——————————————— —

——— —————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— — TIS—TIM—————————— —

R/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.4 動作説明

24.4.1 ディスクリプタ

通信プログラムは、送受信の開始に先立ってメモリ上に送信及び受信の各ディスクリプタリストを作
成します。そして、このリストの先頭アドレスを送信又は受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジ
スタに設定します。
ディスクリプタの開始アドレスの設定は、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）で設定したディスクリ

プタ長に従ったアドレス境界に設定してください。送信バッファの開始アドレスの設定は、ロングワー
ドを境界として設定する必要はなく、ワード境界、バイト境界としてもかまいません。

(1) 送信ディスクリプタ
図 24.2 に送信ディスクリプタと送信バッファの関係を示します。

本ディスクリプタの指示により、送信フレームと送信バッファの構成を 1 フレーム／ 1 バッファ又は

1 フレーム／マルチバッファのように関連付けることが可能です。送信バッファ長（TBL）1 ～ 16 バイ

トの指定を行う際は、バッファアドレスは32 バイト境界にする必要があります。なお、送信バッファ長

（TBL）0バイトの指定の動作は保証されません。

図 24.2     送信ディスクリプタと送信バッファの関係

T

A

C

T

T

D

L

E

T

F

P

1

T

F

P

0

TFSTD0

TBLTD1

TD2

31 30 29 28 27 26                                                            0
T

F

E

T

W

B

I

31                                     16

31                                                                                     0

送信バッファ送信ディスクリプタ

有効送信データ

パディング（4/20/52バイト）（注）

TBA

(注)パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア
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（a）　送信ディスクリプタ0（TD0）
TD0 は、送信フレームのステータスを示します。これによりフレーム送信状態を連絡します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31（注） TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効

当該ディスクリプタが有効であることを示します。本ビットはソ
フトウェアによってセット（＝1）され、送信フレームを転送完

了したとき、又は何らかの要因により送信がアボートされたとき
にハードウェアによりクリアされます。

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリング最終

本ビットをセット（＝1）すると、当該ディスクリプタがディス

クリプタリングの最終であることを示します。

29

28

TFP1

TFP0

0 R/W 送信フレーム内位置1、0

送信バッファと送信フレームの関連づけを行います。前後のディ
スクリプタにおいて、本ビット及びTBL ビットの設定は、理論的

に正しい関係を維持してください。

00：本ディスクリプタで指示する送信バッファのフレーム送信

を維持する（フレームを完結しない）

01：本ディスクリプタで指示する送信バッファはフレームの最

後を含む（フレームを完結する）

10：本ディスクリプタで指示する送信バッファはフレームの先

頭である（フレームを完結しない）

11：本ディスクリプタで指示する送信バッファの内容が1 フ
レームに相当する（1 フレーム／1 バッファ）

27（注） TFE 0 R/W 送信フレームエラー

ビット25～0 に示す送信フレームステータスのいずれかのビット

がセットされていることを示します。

0：送信時にエラーがなかった

1：送信中に何らかのエラーがあった

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了後割り込み指示

（TRIMD の設定により有効となります。）

0：nop

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後割り込みます。

（注）　ライトバックされるビットです。

1617181920212223242526 27（注）2829 31（注） 30

000000000000000 0

TFSTWBITFETFP[1:0]TACT TDLE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TFS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . ライトバックされるビットです。

（b）　送信ディスクリプタ1（TD1）
TD1 は、送信バッファ長を示します。

25 ～ 0 TFS25～ TFS0 0 R/W 送信フレームステータス

フレーム送信中のエラーステータスを表示します。

TFS25～9：予約（書き込み時は0 としてください）

TFS8：送信アボート検出

（TFS3～0 のいずれかのビットがセットされたことを示します）

TFS7～4：予約（書き込み時は0 としてください）

TFS3：ノーキャリア検出（EESR のCND ビットに相当）

TFS2：キャリア消失検出（EESR のDLC ビットに相当）

TFS1：送信中の遅延衝突検出（EESR のCD ビットに相当）

TFS0：送信リトライオーバ（EESR のTRO ビットに相当）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 TBL 0 R/W 送信バッファ長

対象となる送信バッファの有効バイト長を示します。

15～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

——————————————— —

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TBL

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

— — ————————————— —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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（c）　送信ディスクリプタ2（TD2）
TD2 は、当該送信バッファの先頭アドレスを示します。 

(2) 受信ディスクリプタ
図 24.3 に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。受信バッファのアドレスは 32 バイ

トバウンダリで設定してください。受信バッファ長（RBL）0 バイト のディスクリプタ指定の動作は保

証されません。
すべての受信フレームを1 バッファに収めることができます。

図 24.3     受信ディスクリプタと受信バッファの関係

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 TBA 0 R/W 送信バッファアドレス

送信バッファの先頭アドレスを示します。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TBA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TBA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R

A

C

T

R

D

L

E

R

F

P

1

R

F

E
RD0

RBL

RFL
RD1

RD2

R

F

P

0

31 30 29 28 27 26                                                            0

31                                     16
31                                                                                     0

15                                        0

（注）パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア

受信バッファ 受信ディスクリプタ

有効受信データ

パディング（4/20/52バイト）

RBA

RFS26 ～ RFS0
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（a）　受信ディスクリプタ0（RD0）
RD0 は、受信フレームのステータスを示します。SH-4A 、 E-DMAC は RD0 を使用してフレーム

受信の状態を報告します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31（注） RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットは
ソフトウェアによってセット（＝1）され、受信フレームをRD2 
で示されるバッファアドレスに転送し、フレームすべてを転送完
了したとき、又は受信バッファがいっぱいになった場合にハード
ウェアによりクリア（＝0）されます。

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリング最終

本ビットをセット（＝1）すると、当該ディスクリプタがディス

クリプタリングの最終であることを示します。

29（注）

28（注）

RFP1

RFP0

0

0

R/W

R/W

受信フレーム内位置1、0

受信バッファと受信フレームの関連づけを行います。

00：本ディスクリプタで指示する受信バッファのフレーム受信

を維持する（フレームを完結しない）

01：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの最

後を含む（フレームを完結する）

10：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの先

頭である（フレームを完結しない）

11：本ディスクリプタで指示する受信バッファの内容が1 フ
レームに相当する（1 フレーム /1 バッファ）

27（注） RFE 0 R/W 受信フレームエラー

ビット26～0 に示す受信フレームステータスのいずれかのビット

がセットされていることを示します。ただし、RFS7、RFS4 の
情報を本ビットに反映するか否かは、TRSCER によって設定可

能です。

0：受信時にエラーがなかった

1：受信中に何らかのエラーがあった

 16（注） 17（注） 18（注） 19（注） 20（注） 21（注） 22（注） 23（注） 24（注） 25（注） 26（注） 27（注） 28（注） 29（注）  31（注） 30

000000000000000 0

RFSRFERFP[1:0]RACT RDLE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

 0（注） 1（注） 2（注） 3（注） 4（注） 5（注） 6（注） 7（注） 8（注） 9（注） 10（注） 11（注） 12（注） 13（注） 15（注）  14（注）

000000000000000 0

RFS

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

（注）ライトバックされるビットです。

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . ライトバックされるビットです。

（b）　受信ディスクリプタ1（RD1）
RD1 は、受信バッファ長を示します。

26 ～ 

0（注）

RFS26～ RFS0 0 R/W 受信フレームステータス

フレーム受信中のエラーステータスを表示します。

RFS26～10：予約（書き込み時は0 としてください）

RFS9：受信FIFO オーバフロー（EESR のRFOF ビットに相当）

RFS8：アボート検出

（RFS9、RFS3～0 のいずれかのビットがセットされたこ

とを示します）

RFS7：マルチキャストアドレスフレームを受信

（EESR のRMAF ビットに相当）

RFS6、5：予約（書き込み時は0 としてください）

RFS4：端数ビットフレーム受信エラー

（EESR のRRS ビットに相当）

RFS3：ロングフレーム受信エラー

（EESR のRTLF ビットに相当）

RFS2：ショートフレーム受信エラー

（EESR のRTSF ビットに相当）

RFS1：PHY-LSI 受信エラー（EESR のPRE ビットに相当）

RFS0：受信フレームCRC エラー検出

（EESR のCERF ビットに相当）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RBL

RFL

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

 0（注） 1（注） 2（注） 3（注） 4（注） 5（注） 6（注） 7（注） 8（注） 9（注） 10（注） 11（注） 12（注） 13（注） 15（注）  14（注）

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

（注）ライトバックされるビットです。

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . ライトバックされるビットです。

（c）　受信ディスクリプタ2（RD2）
RD2 は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 RBL 0 R/W 受信バッファ長

対象となる受信バッファのバイト長を示します。

バッファ長は32×n の大きさで設定してください。

1 フレーム／1 バッファ（ディスクリプタ）のときは、受信フ

レーム長はCRCデータを除き1514 バイトが最大です。よって受

信バッファ長の指定は、最大受信フレーム長に16 バイト境界を

考慮した値である1520 バイト（H'05F0）を設定します。

15～

 0（注）

RFL 0 R 受信フレーム長

バッファ内に格納された受信フレームの長さ（バイト数）を示し
ます。

RPADIR で指定されたパディング分のバイト数は含みません。フ

レームの最後を含むディスクリプタにライトバックされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RBA 0 R/W 受信バッファアドレス

受信バッファの先頭アドレスを示します。

バッファアドレスは32 バイト境界に設定してください。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RBA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RBA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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24.4.2 送信機能

(1) ETHER 送信動作

ETHER 送信部は、送信E-DMAC から送信要求があると、送信データをフレームに組み立ててRMII に
出力します。RMII を経由した送信データは、PHY-LSI によって回線上に送出されます。Ether 送信部の

状態遷移図を図24.4 に示します。

図 24.4     EtherC 送信部状態遷移図

FDPX

FDPX

HDPX

HDPX

衝突

衝突

衝突（注2）

衝突（注2）

エラー

エラー

エラー

正常送信

（注） 1. 再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
　　　　　　送信時間間隔の調整が含まれます。
 　　　2. 512 ビット以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
　　　　　　512 ビットを越えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
　　　　　　バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

【記号説明】
FDPX　 : Full-duplex

HDPX　 : Half-duplex

SFD　　 : Start Frame Delimiter

エラー報告

送信停止

送信開始
アイドル（プリアンブル送出）

キャリア
検出

キャリア
検出

SFD 

送信

CRC 

送信

Data 

送信

キャリア
検出

再送15回失敗
or

512 ビット時間
以後の衝突

再送処理（注1）

エラー検出

再送
起動

キャリア
未検出

キャリア
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リセット
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1. 送信許可（TE）ビットがセットされると、送信アイドル状態に遷移します。

2. 送信E-DMACから送信要求があるとEtherCは、キャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経

てプリアンブルをRMIIに送出します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択してい

るときには、送信E-DMACから送信要求があると即座にプリアンブルを送出します。

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）

を発生します。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込

み要因として報告します。

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続しま

す。

(2) E-DMAC 送信動作

送信機能が有効で TE ビット（ECMR レジスタのビット 5）が ”1” の時に E-DMAC 送信要求レジスタ

（EDTRR）の送信要求ビット（TR）をセットすると、E-DMACは送信ディスクリプタリストから前回使

用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初期状態では送信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ
（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。読み込んだディスクリプタの TACT ビットが有効

な場合は、E-DMAC はTD2 で指定される送信バッファ先頭アドレスから順次送信フレームデータを読み

出してEtherC に転送します。EtherC は送信フレームを作成しRMII に向けて送信を開始します。ディス

クリプタ内で指示されるバッファ長分のDMA 転送後、TFP の値によって以下のような処理を行います。

1. TFP＝00 or 10（フレーム継続）:

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビット）を行います。

2. TFP＝01 or 11（フレーム終了）:

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビット及びステータス）を行いま

す。

読み込んだディスクリプタの TACT ビットが有効な間は、E-DMAC ディスクリプタの読み込みとフ

レームの送信を継続します。TACT ビットが無効なディスクリプタを読み込むと、E-DMAC は EDTRR
のTR ビットをリセットして送信処理を完了します。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 24.  イーサネットコントローラ (ETHER)

 Page24-54

図 24.5     送信フローの例
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 ディスクリプタ
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24.4.3 受信動作

(1) EtherC 受信動作

EtherC 受信部は、RMII より入力されたフレームをプリアンブル、SFD、データ及び CRC データに分

解し、受信E-DMAC にはDA（宛先アドレス）からCRC データまでを出力します。EtherC 受信部の状態

遷移図を図24.6に示します。

図 24.6     EtherC 受信部状態遷移図

不正キャリア
検出

フレーム
受信開始

SFD受信
待ち

データ受信

CRC受信

ディスティネーション
アドレス受信

プリアンブル
検出

受信停止

リセット

エラー報告（注）

RE セット

【記号説明】
 SFD: Start frame delimiter

（注）エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

受信終了

受信エラー
検出

受信エラー
検出

エラー検出

プロミスキャス
and 他局宛アドレス

RE リセット

正常受信

アイドル

RX-DV ネゲート

SFD受信

自局宛アドレス
or ブロードキャスト
or マルチキャスト
or プロミスキャス
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1. 受信許可（RE）ビットがセットされると、受信アイドル状態に遷移します。

2. 受信パケットのプリアンブルに続く SFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を

開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。

3. 通常モードでは、フレームのデスティネーションアドレスが本LSI宛の場合、ブロードキャストフ

レームの場合、又はマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャス

モードでは、フレームの種類にかかわらずデータ受信を開始します。

4. RMIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果はメモリ上へのフ

レームデータをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エ

ラーステータスを報告します。

5. 1フレームを受信後、EtherCモードレジスタ内の受信許可ビットが設定（RE＝1）されていると、

次のフレーム受信に備えます。

(2) E-DMAC 受信動作

受信機能が有効でSH-4A がE-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）をセット

すると、E-DMAC は受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ

（初期状態では受信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込

んだ後に受信待機状態となります。RACT ビットが有効で、かつ自局あてのフレームを受信すると、RD2
で指定される受信バッファに転送します。受信したフレームのデータ長がRD1 で与えられるバッファ長

よりも大きい場合は、E-DMAC はバッファが満了となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP
＝ 10 or 00）を行った後に次のディスクリプタを読み込みます。そして新たな RD2 によって指定される

受信バッファに引き続きデータを転送します。フレームの受信が完了した場合、又は何らかのエラーで
フレーム受信を中断した場合は、当該ディスクリプタにライトバック（RFP＝11 or 01）を行った後に受

信処理を終了します。そして次のディスクリプタを読み込み受信待機状態となります。
なお連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビッ

ト（RNC）を1 に設定してください。初期化後は0 になっていす。
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図 24.7     受信フローの例
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24.4.4 マルチバッファフレームの送受信処理について

(1) マルチバッファフレームの送信処理
マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMAC は図24.8 に示す処理を行いま

す。
図中で送信ディスクリプタが無効（TACT ビットが0）である部分は、すでにバッファデータを正常に

送信した部分を、送信ディスクリプタが有効（TACT ビットが1）である部分は、バッファデータが未送

信であることを示します。送信ディスクリプタが有効（TACT ビットが1）である最初のディスクリプタ

部分でフレーム送信エラーが発生した場合は、即座に送信を停止して TACT ビットを 0 クリアします。

その後、次のディスクリプタをリードし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0 ビットをもとに判断し

ていきます（継続 [B'00] 又は終了 [B'01]）。継続ディスクリプタである場合は、TACT ビットを 0 クリア

するのみで、すぐに次ディスクリプタのリードを行います。最終ディスクリプタである場合は、TACT
ビットを0 クリアするのみでなく、TFE 及びTFS ビットへのライトバックも同時に行います。エラー発

生後から最終ディスクリプタへのライトバックまでの間は、バッファ上のデータは送信しません。
EtherC/E-DMAC ステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）でエラー割り込みが許可されている場合

は、最終ディスクリプタのライトバック直後に割り込みが発生します。

図 24.8     送信エラー発生後のE-DMAC 動作
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(2) マルチバッファフレームの受信処理
マルチバッファフレームの受信中にエラーが発生した場合は、E-DMAC は図24.9 に示す処理を行いま

す。図中で受信ディスクリプタが無効（RACT ビットが 0）である部分はすでにバッファデータを正常

に受信した部分を、受信ディスクリプタが有効（RACT ビットが 1）である部分は未受信バッファであ

ることを示します。図中でRACT ビットが1 である最初のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが

発生した場合は、ディスクリプタにステータスのライトバックを行います。
EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ (EESIPR)でエラー割り込みを許可している場合は、

ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレームの受信要求がある場合には、エラーが発生
したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。

図 24.9     受信エラー発生後のE-DMAC 動作
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24.4.5 RMII フレームタイミング

RMII フレームの送信及び受信タイミングを図24.10 に示します。

図 24.10     (1)  RMII フレーム送信タイミング（正常送信時）

図 24.10    （2）RMII フレーム送信タイミング（正常受信時）

図 24.10    (3)   RMII フレーム受信タイミング（False Carrier を伴う受信時）
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24.4.6 MII レジスタのアクセス方法

PHY-LSI 内にあるMII レジスタへは、本LSI の PHY 部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してア

クセスします。IEEE802.3u で規定されるMII フレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースと

して接続します。

(1) MII 管理フレームのフォーマット

MII 管理フレームのフォーマットを図 24.11 に示します。MII レジスタをアクセスするには、「(2) MII
レジスタアクセス手順」で示す手順に従う管理フレームをプログラムによって実現します。

図 24.11     MII 管理フレームフォーマット

MII管理フレーム
PRE

32

1..1

1..1

ST

2
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2
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【記号説明】
：32個の連続した1

：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り換える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

アクセス種別
項目

リード

ビット数

ライト
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(2) MII レジスタアクセス手順

プログラムは、PHY 部インタフェースレジスタ（PIR）を経由して MII レジスタをアクセスします。

アクセスは、1 ビット単位のデータライト、1 ビット単位のデータをリードし、バスの解放及び単独バ

ス解放の組み合わせによって実現します。MII レジスタアクセスタイミング例を図24.12 に示します。ア

クセスタイミングは、PHY-LSIの種類によって異なります。

図 24.12  (1)   1 ビットデータのライトフロー

図 24.12  (2)   バス解放フロー（図24.11 中のリード時のTA）
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図 24.12 （3）   1 ビットデータのリードフロー

図 24.12  (4)  単独バス解放フロー（図24.11 中のライト時の IDLE）
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24.4.7 Magic Packet の検出

EtherC は、Magic Packet の検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などからLAN に接続され

る各種周辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置な

どから送出されるMagic Packet を周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築でき

ます。Magic Packet を検出したときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によっ

て受信 FIFO にはデータが蓄積され、EtherC には受信ステータスなどが報告されています。本割り込み

処理から通常の動作に復帰するためには、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）の SWR ビットにより

EtherC 及びE-DMAC の初期化を実行してください。

Magic Packet においては、宛先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet 内
のフォーマットで指定される宛先に合致する場合のみ有効となります。Magic Packet に関する詳細につ

いては、AMD 社の技術資料を参照してください。

本LSI を用いてWOL を利用するには、以下のような設定順序で行います。

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。

2. EtherCモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。

3. EtherC 割り込み許可レジスタ（ECSIPR）の Magic Packet 検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイ

ネーブルに設定します。

4. 必要なら SH-4A の動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバイモード

に設定します。

5. Magic Packetを検出すると、SH-4Aには割り込みが通知されます。

24.4.8 IPG 設定による動作

EtherC は、送信フレーム間の無送信期間 IPG（Inter Packet Gap）を変更する機能を有しています。IPG
設定レジスタ（IPGR）の設定値を変更することで、伝送効率を標準値よりも上げたり下げたりすること

が可能です。なお IPG の設定は IEEE802.3 標準で定められています。設定を変更するときは、同じネッ

トワークでそれぞれの機器がうまく動作するかどうかの確認作業を十分に行ってください。

図 24.13     IPG の変更による伝送効率の違い
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24.4.9 フロー制御

EtherC は、全二重動作時に IEEE802.3x 準拠のフロー制御機能をサポートしています。フロー制御は、

受信と送信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSE フレーム

の送信には、次の手順があります。

(1) 自動PAUSE フレームの送信

受信フレームに対しては、受信 FIFO（E-DMAC に内蔵）に書き込まれたデータ量がE-DMAC 内蔵の

フロー制御開始FIFO しきい値設定レジスタ（FCFTR）に設定された値に達するとPAUSE フレームを自

動送信します。このときの PAUSE フレームに含まれるTIME パラメータは、自動 PAUSE フレーム設定

レジスタ（APR）で設定します。自動PAUSE フレームの送信は、受信FIFO 内のデータが読み出されて

データ量がFCFTR 設定値未満になるまで繰り返されます。また、自動PAUSE フレーム再送回数設定レ

ジスタ（TPAUSER）により PAUSE フレームの再送信回数の上限値を設定することもできます。この場

合は、受信 FIFO 内のデータ量が FCFTR 設定値未満になるか、送信回数がTPAUSER の設定値に達する

まで PAUSE フレームの送信が繰り返されます。自動 PAUSE フレームの送信は EtherC モードレジスタ

（ECMR）のTXF ビットが1 の場合に有効となります。

(2) 手動PAUSE フレームの送信

ソフトウェアからの指示により、PAUSE フレームを送信します。手動 PAUSE フレーム設定レジスタ

（MPR）へのTimer 値を書き込むと、手動PAUSE フレームの送信を開始します。この手順によるPAUSE
フレームの送信は、1 回のみです。

(3) PAUSE フレームの受信

PAUSE フレームを受信した場合、Timer 値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちます。

ただし、送信中のフレームについては送信を継続します。PAUSE フレームの受信は EtherC モードレジ

スタ（ECMR）のRXF ビットが1 の場合に有効となります。

24.4.10 PHY-LSI との接続

図24.14 にAMD 社のAM79C875 との接続例を示します。

図 24.14     （RMII インタフェース）AM79C875 との接続例
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24.5 使用上の注意事項

EtherC を使用する際は、以下のことに注意してください。

24.5.1 フロー制御不具合その1

全二重モードで受信系フロー制御を有効（ECMR のRXF ビット＝1）にしている場合、PAUSE フレー

ムを受信すると、以降、通常の自局宛ユニキャストフレーム（CRC エラーでない非 PAUSE フレーム）

を受信する度に、先のPAUSE フレームで指定されたタイムパラメータが不正に適用されてしまいます。

結果、不必要な待ち時間が発生し、送信スループットが低下することがあります。なお、タイムパラ
メータ値は、次のPAUSE フレームを受信するまで保持されます。

本不具合は、相手局が本LSI と同様、TIME PAUSE フレーム送信機能をサポートしている場合、以下

のとおり回避可能です。本LSI の0TIMEPAUSE フレームの使用を許可（ECMR のZPF ビット＝1）にし

ておき、相手局から 0TIMEPAUSE フレームを受信することで、EtherC 内部で不正に保持されたタイム

パラメータをクリアします。これにより、不正な送信待ち時間を抑止することができます。

24.5.2 フロー制御不具合その2

全二重モードで受信系／送信系フロー制御を共に有効（ECMR のRXF＝1/TXF ビット＝1）にしてい

て、PAUSE期間が発生した場合、非PAUSE フレームの送信は待たされます（これは正常動作）が、PAUSE
フレームの送信も不正に待たされてしまいます。IEEE802.3 では、PAUSE 期間中の非PAUSE フレームの

送信は禁止されていますが、PAUSE フレームの送信は許可されています。

相手局からの要求によって（即ち、相手局からのPAUSE フレームの受信によって）、PASUE 期間が発

生している場合、相手局の負荷は高く、逆に自局の負荷は比較的軽い状態であると言えます。よって、
この期間にPAUSEフレームを送信する必要度は通常低く、本不具合の影響は使用上、低くなります。

24.5.3 GETHER、ETHERとの組み合わせで3チャネル以上を使用する場合の注意事

項

図24.15 はMDIO端子、MDC端子 がRMII(ETHER)、RGMII(GETHER) でマルチプレックスされ、2つ
のチャネルでのみ利用できることを示します。GETHER、ETHERとの組み合わせで3チャネル以上を使

用しなければならないときは、MDIO端子、MDC端子の代わりにRIIC などの端子を使用してください。

図 24.15     RMII、RGMIIの構成
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Selector
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25.    I2C バスインタフェース（RIIC）
SH7752は、 10チャネルの I2Cバスインタフェース（RIIC）を内蔵しています。

RIIC は、NXP 社が提唱する I2C バス（Inter-IC-Bus）インタフェース方式に準拠しており、そのサブ

セット機能を搭載しています。

25.1 概要

表25.1 にRIIC の仕様を、図25.1 にRIIC のブロック図を、図25.2 に入出力端子の外部回路接続例（I2C
バス構成例）を示します。表25.2 にRIIC で使用する入出力端子を示します。

表25.1 RIICの仕様

項目 内容

通信フォーマット • I2Cバスフォーマット /SMBusフォーマット

• マスタ /スレーブ選択可能

• 設定した転送速度に応じた各種セットアップ時間、ホールド時間、バスフ
リー時間を自動確保

転送速度 ～1Mbps

SCLクロック • マスタ時、SCLクロックのデューティ比を4％～96％の範囲で設定可能

条件発行・条件検出 スタートコンディション /リスタートコンディション /ストップコンディショ

ンの自動生成、スタートコンディション（リスタートコンディション含む）/
ストップコンディション検出可能

スレーブアドレス • スレーブアドレスを3セット設定可能

• 7ビット /10ビットアドレスフォーマット対応（混在可能）

•  ジェネラルコールアドレス検出、デバイス IDアドレス検出、SMBusのホ

ストアドレス検出可能

アクノリッジ応答 • 送信時、アクノリッジビットの自動ロード
ノーアクノリッジ受信時に次送信データ転送の自動中断が可能

• 受信時、アクノリッジビットの自動送出
8クロック目と9クロック目の間にウェイトありを選択すると、受信デー

タ内容に応じたアクノリッジビット応答のソフトウェア制御が可能（返信
についてはACK 又はNACKから選択できます）

ウェイト機能 •  受信時、SCLクロックのLowホールドによるウェイトが可能

8クロック目と9クロック目の間をウェイト（このときに 受信データフル

割り込みのタイミングを選択できます）
9クロック目と次の送信の1クロック目の間をウェイト（WAIT機能）

SDA出力遅延機能 • ノーアクノリッジ送信を含むデータ送信の出力タイミングを遅延させるこ
とが可能

アービトレーション • マルチマスタ対応
他のマスタとのSCLクロック衝突時、SCLクロックの同期動作可能

スタートコンディション発行競合時、SDAライン上の信号の状態が不一

致ならアービトレーションロスト検出可能
マスタ時、送信データ不一致でアービトレーションロスト検出可能

• バスビジー中のスタートコンディション発行でアービトレーションロスト
検出可能（スタートコンディションの二重発行防止）

• ノーアクノリッジ送信時、SDAライン上の信号の状態が不一致ならアー

ビトレーションロスト検出可能

•  スレーブ送信時、データ不一致でアービトレーションロスト検出可能

タイムアウト検出機能 • 内蔵タイムアウト検出機能によりSCLクロックの長時間停止を検出可能

ノイズ除去 • SCL、SDA入力にデジタルノイズフィルタを内蔵、ノイズ除去幅をプロ

グラマブルに調整可能
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割り込み要因 • 4種類

通信エラー /イベント発生（AL検出、NACK検出、タイムアウト検出、　

スタートコンディション検出（リスタートコ
ンディション含む）、ストップコンディショ
ン検出）

受信データフル（スレーブアドレス一致時含む）

送信データエンプティ（スレーブアドレス一致時含む）

送信終了

項目 内容
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図 25.1     RIIC のブロック図
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図 25.2     入出力端子の外部回路接続例
（I2C バス構成例）
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表25.2 RIICの入出力端子

チャネル 端子名 入出力 機能

RIIC0 SCL0 I/O RIIC0 側シリアルクロック入出力端子

SDA0 I/O RIIC0 側シリアルデータ入出力端子

RIIC1 SCL1 I/O RIIC1 側シリアルクロック入出力端子

SDA1 I/O RIIC1 側シリアルデータ入出力端子

RIIC2 SCL2 I/O RIIC2 側シリアルクロック入出力端子

SDA2 I/O RIIC2 側シリアルデータ入出力端子

RIIC3 SCL3 I/O RIIC3 側シリアルクロック入出力端子

SDA3 I/O RIIC3 側シリアルデータ入出力端子

RIIC4 SCL4 I/O RIIC4 側シリアルクロック入出力端子

SDA4 I/O RIIC4 側シリアルデータ入出力端子

RIIC5 SCL5 I/O RIIC5側シリアルクロック入出力端子

SDA5 I/O RIIC5 側シリアルデータ入出力端子

RIIC6 SCL6 I/O RIIC6 側シリアルクロック入出力端子

SDA6 I/O RIIC6 側シリアルデータ入出力端子

RIIC7 SCL7 I/O RIIC7 側シリアルクロック入出力端子

SDA7 I/O RIIC7 側シリアルデータ入出力端子

RIIC8 SCL8 I/O RIIC8 側シリアルクロック入出力端子

SDA8 I/O RIIC8 側シリアルデータ入出力端子

RIIC9 SCL9 I/O RIIC9側 シリアルクロック入出力端子

SDA9 I/O RIIC9側シリアルデータ入出力端子
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25.2 レジスタの説明

表25.3にRIIC のレジスタ一覧を示します。

表25.3 RIICのレジスタ一覧

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウ

エア

リセット

RIIC0 I2C バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE50 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE50 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ 1 ICMR1 R/W H'FE50 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE50 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE50 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE50 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE50 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2C バスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE50 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE50 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスステータスレジスタ 2 ICSR2 R/W H'FE50 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L0 SARL0 R/W H'FE50 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE50 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE50 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ U1 SARU1 R/W H'FE50 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE50 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE50 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE50 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2CバスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE50 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE50 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R H'FE50 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC1 I2C  バスコントロールレジスタ1 ICCR1 R/W H'FE51 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'FE51 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE51 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE51 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE51 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE51 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE51 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE51 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE51 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE51 0009 8 H'00 H'00 H'00
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RIIC1 スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE51 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ U0 SARU0 R/W H'FE51 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L1 SARL1 R/W H'FE51 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE51 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE51 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE51 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE51 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2CバスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE51 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE51 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE51 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC2 I2C  バスコントロールレジスタ1 ICCR1 R/W H'FE52 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'FE52 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE52 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE52 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE52 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE52 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2Cバスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE52 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE52 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE52 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE52 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE52 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE52 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE52 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE52 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE52 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE52 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2CバスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE52 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE52 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE52 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE52 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC3 I2C  バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE53 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE53 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE53 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE53 0003 8 H'06 H'06 H'06

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
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サイズ
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RIIC3 I2C バスモードレジスタ 3 ICMR3 R/W H'FE53 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE53 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE53 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE53 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE53 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE53 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE53 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE53 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE53 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE53 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE53 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ U2 SARU2 R/W H'FE53 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2CバスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE53 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE53 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE53 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE53 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC4 I2C  バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE54 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE54 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE54 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE54 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2Cバスモードレジスタ 3 ICMR3 R/W H'FE54 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE54 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE54 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE54 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスステータスレジスタ 1 ICSR1 R/W H'FE54 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE54 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE54 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE54 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE54 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE54 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L2 SARL2 R/W H'FE54 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE54 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE54 0010 8 H'FF H'FF H'FF

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ
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マニュアル

リセット
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RIIC4 I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE54 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE54 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE54 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC5 I2C  バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE55 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE55 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE55 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE55 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE55 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE55 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE55 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2C バスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE55 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE55 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE55 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE55 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE55 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE55 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE55 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE55 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE55 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE55 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE55 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE55 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R H'FE55 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC6 I2C  バスコントロールレジスタ1 ICCR1 R/W H'FE56 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE56 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE56 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE56 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ 3 ICMR3 R/W H'FE56 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスファンクションイネーブル

レジスタ

ICFER R/W H'FE56 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE56 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE56 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ 1 ICSR1 R/W H'FE56 0008 8 H'00 H'00 H'00

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウ

エア

リセット
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RIIC6 I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE56 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L0 SARL0 R/W H'FE56 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE56 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE56 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE56 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE56 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE56 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2CバスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE56 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE56 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE56 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE56 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC7 I2C  バスコントロールレジスタ1 ICCR1 R/W H'FE57 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE57 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスモードレジスタ 1 ICMR1 R/W H'FE57 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE57 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2Cバスモードレジスタ 3 ICMR3 R/W H'FE57 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE57 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE57 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2C バスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE57 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE57 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE57 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE57 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE57 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE57 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE57 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 R/W H'FE57 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE57 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE57 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2CバスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE57 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE57 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE57 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット
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エア

リセット
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RIIC8 I2C  バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE58 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'FE58 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE58 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ 2 ICMR2 R/W H'FE58 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE58 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE58 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE58 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2Cバスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE58 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE58 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE58 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE58 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE58 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE58 000C 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE58 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L2 SARL2 R/W H'FE58 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ U2 SARU2 R/W H'FE58 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2CバスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE58 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE58 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE58 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R H'FE58 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

RIIC9 I2C  バスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'FE59 0000 8 H'1F H'1F H'1F

I2C  バスコントロールレジスタ2 ICCR2 R/W H'FE59 0001 8 H'00 H'00 H'00

I2Cバスモードレジスタ1 ICMR1 R/W H'FE59 0002 8 H'08 H'08 H'08

I2C バスモードレジスタ2 ICMR2 R/W H'FE59 0003 8 H'06 H'06 H'06

I2C バスモードレジスタ3 ICMR3 R/W H'FE59 0004 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスファンクション

イネーブルレジスタ

ICFER R/W H'FE59 0005 8 H'72 H'72 H'72

I2C バスステータスイネーブル

レジスタ

ICSER R/W H'FE59 0006 8 H'09 H'09 H'09

I2C バスインタラプトイネーブル

レジスタ

ICIER R/W H'FE59 0007 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ1 ICSR1 R/W H'FE59 0008 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスステータスレジスタ2 ICSR2 R/W H'FE59 0009 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 R/W H'FE59 000A 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 R/W H'FE59 000B 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 R/W H'FE59 000C 8 H'00 H'00 H'00

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
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RIIC9 スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 R/W H'FE59 000D 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタ L2 SARL2 R/W H'FE59 000E 8 H'00 H'00 H'00

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 R/W H'FE59 000F 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスビットLレベルレジスタ ICBRL R/W H'FE59 0010 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バスビットHレベルレジスタ ICBRH R/W H'FE59 0011 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FE59 0012 8 H'FF H'FF H'FF

I2C バス受信データレジスタ ICDRR R H'FE59 0013 8 H'00 H'00 H'00

I2C バスシフトレジスタ ICDRS — — 8 — — —

チャネル レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウ

エア

リセット
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25.2.1 I2C バスコントロールレジスタ1（ICCR1）

ICCR1 レジスタは、RIIC の動作 / 停止、RIIC の内部状態のリセット、SCL クロックの追加出力、SCLn 端
子 /SDAn 端子の操作、SCLn 端子 /SDAn 端子のモニタなどを行うレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ICE 0 R/W I2C バスインタフェース許可ビット（注1）

0：RIICは機能停止（SCLn端子 /SDAn端子はポート機能）

1：RIICは転送動作可能（SCLn端子 /SDAn端子はバス駆動）

6 IICRST 0 R/W I2C バスインタフェース内部リセットビット

0：RIIC/内部リセット解除

1：RIIC/内部リセット状態

　（ビットカウンタのクリア、SCLn/SDAn出力ラッチを解除）

5 CLO 0 R/W SCLクロック追加出力ビット

0：SCLクロックを追加で出力しない（通常状態）

1：SCLクロックを1クロック追加で出力する

　（1クロック出力後、自動的に “0”になる）

4 SOWP 1 R/W SCLO/SDAOライトプロテクトビット（注2）

“0”を書くとSCLO、SDAOビットに値が書き込める

（読むと “1”が読める）

3 SCLO 1 R/W SCL出力制御ビット（注2）（注3）

 読み出し時

0：SCLn端子はLow出力

1：SCLn端子はハイインピーダンス

 書き込み時

0：SCLn端子をLow出力に変更

1：SCLn端子をハイインピーダンスに変更

　（外部プルアップ抵抗によりHigh出力）

2 SDAO 1 R/W SDA出力制御ビット（注2）（注3）

読み出し時

0：SDAn端子はLow出力

1：SDAn端子はハイインピーダンス

 書き込み時

0：SDAn端子をLow出力に変更

1：SDAn端子をハイインピーダンスに変更

（外部プルアップ抵抗によりHigh出力）

1 SCLI 1 R SCLバス入力モニタビット

0：SCLn端子入力はLow

1：SCLn端子入力はHigh

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 11 1 1 1

ICE IICRST CLO SOWP SCLO SDAO SCLI SDAI

初期値:

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W R RR/W R/W
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注1. SCLn端子 /SDAn端子はGPIOと兼用になっていますので、以下のレジスタ設定も併せて実施してください。

注2. SDAOビット及びSCLOビットを書き換える場合は、同時にSOWPビットを “0”にしてください。

3. 通信中に書き込みをしないでください。通信中に値を変更すると、送信 / 受信動作の異常動作やAL エラーが発生

する場合があります。 

ICE ビット（I2C バスインタフェース許可ビット）

RIIC の転送動作可能 / 機能停止を選択します。

ICE ビットを “0”（機能停止）にすると SCLn 端子 /SDAn 端子はポート機能になります。また、ICE ビッ

トが“0” のとき IICRST ビットを “1” にするとRIIC リセット、ICE ビットが “1” のとき IICRST ビットを“1”
にすると内部リセットになります。
なお、予期せぬ通信開始を防止するためRIIC のレジスタの設定を行う際には、ICE ビットを“0”（機能停

止）にし、すべてのレジスタ設定が完了した後ICE ビットを“1”（転送動作可能状態）にしてください。

IICRST ビット（I2C バス内部リセットビット）

RIIC の内部状態をリセットします。

IICRST ビットを“1” にすると、RIIC リセット又は内部リセットを行うことができます。

RIIC リセット、内部リセットは ICE ビットとの組み合わせによって決定します。表25.4 にRIIC のリセッ

トの種類を示します。
RIIC リセットではBBSY フラグ（ICCR2レジスタのビット7）を含めた全レジスタ及び内部状態を、内部

リセットではビットカウンタ（BC[2:0]ビット（ICMR1レジスタのビット2～0））、I2Cバスシフトレジスタ

（ICDRS）、I2C バスステータスレジスタ（ICSR1、ICSR2）及び内部状態をリセットします。各レジスタの

リセット状況については、「25.14 リセット状況」を参照してください。

動作中（ICE ビット=1 の状態）、通信不具合などによりバス状態やRIIC がハングアップしたときに IICRST
ビットを“1” にすると、ポートの設定、RIIC の各コントロールレジスタや設定レジスタを初期化せずにRIIC
の内部状態をリセットすることができます。
またRIIC がLow を出力したままハングアップした場合、内部状態をリセットすることでSCLn 端子 /SDAn

端子をハイインピーダンスにしてバスを解放することができます。

注 . スレーブモード時でマスタデバイスと通信中にバスハングアップなどにより IICRST ビットで内部リ

セットを行うと、マスタデバイスの状態と異なる状態（主に双方のビットカウンタ情報に差異が生
じる）になる可能性があるため、スレーブモード時には基本的に内部リセットは行わず、復帰処理
はマスタデバイスから行うようにしてください。もし、RIIC がスレーブモード時にSCLn ラインを

Low 出力状態のままハングアップして内部リセットが必要な場合には、内部リセット後にマスタデ

バイスからリスタートコンディション発行、又はストップコンディション発行後スタートコンディ
ション発行から通信をやり直すようにしてください。スレーブデバイスのみ単独でリセットを行い、
マスタデバイスからスタートコンディション又はリスタートコンディション発行がないまま通信が
再開された場合、双方の動作状態に差異が生じたまま動作することになるため同期ズレの原因にな
ります。

0 SDAI 1 R SDAバス入力モニタビット

0：SDAn端子入力はLow

1：SDAn端子入力はHigh

チャネル GPIO 設定

RIIC0 ～ RIIC9 PRCR = h'0000、 RSCR = h'0000、 PMCR = h'0000

（ただし、RIIC8及びRIIC9を使用する場合は、H'FFEC 006E番地にH'0Cを設定してください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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表25.4 RIICのリセットの種類

CLO ビット（SCL クロック追加出力ビット）

SCL クロックを1 クロック単位で追加出力をする機能で、デバッグ時又は異常処理時に使用します。

通常は“0” にしてください。正常な通信動作中に使用すると通信エラーの原因になります。

本機能の詳細については、「25.11.2 SCL クロック追加出力機能」を参照してください。

SOWP ビット（SCLO/ SDAO ライトプロテクトビット）

SCLO、SDAO ビットへの書き込みを制御します。

SCLO ビット（SCL 出力制御ビット）

SCLn 端子の出力レベルを制御します。また、SCLn 端子の出力状態を示します。

SDAO ビット（SDA 出力制御ビット）

SDAn 端子の出力レベルを制御します。また、SDAn 端子の出力状態を示します。

SCLI ビット（SCL バス入力モニタビット）

SCLn 端子の入力レベルを示します。

SDAI ビット（SDA バス入力モニタビット）

SDAn 端子の入力レベルを示します。

25.2.2 I2C バスコントロールレジスタ2（ICCR2）

ICCR2 レジスタは、I2C バスインタフェースの制御を行うレジスタで、I2C バスの占有 / 解放、送受信

モード選択、マスタ /スレーブモード選択などの機能を持ちます。

IICRST ICE 状態 内容

1 0 RIIC リセット RIIC全レジスタ及び内部状態をリセット

1 内部リセット ICMR1レジスタのBC[2:0]ビット、ICSR1、ICSR2、ICDRSレジスタ及び内部状態を

リセット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 BBSY 0 R バスビジー検出フラグ

0：I2Cバスが解放状態（バスフリー状態）

1：I2Cバスが占有状態（バスビジー状態又はバスフリーの期間

中）

6 MST 0 R/W（注） マスタ /スレーブモードビット

0：スレーブモード

1：マスタモード

5 TRS 0 R/W（注） 送信 /受信モードビット

0：受信モード

1：送信モード

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0

BBSY MST TRS - SP RS ST -

初期値:

ビット:

R/W: R/W（注） R/W（注）  R/W R/W R/WR

0



R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 25.  I2C バスインタフェース（RIIC）

 Page 25-16

注 . ICMR1レジスタのMTWPビットが “1”のとき、書き込めます。

BBSY フラグ（バスビジー検出フラグ）

I2C バスの占有（バスビジー）/ 解放状態（バスフリー）を示します。

SCLn ラインがHigh の状態でSDAn ラインがHigh からLow に変化すると、スタートコンディションが発

行されたと認識して“1” になります。

SCLn ラインがHigh の状態でSDAn ラインがLow からHigh に変化すると、ストップコンディションが発

行されたと認識し、バスフリーの時間（ICBRL レジスタに設定した時間）スタートコンディション検出が

ないとき“0” になります。

［“1” になる条件］

• スタートコンディションを検出したとき
［“0” になる条件］

• ストップコンディションを検出後、バスフリーの時間（ICBRL レジスタに設定した時間）スター

トコンディション検出がないとき
• ICE ビット（ICCR1レジスタのビット7）が“0” の状態で IICRST ビット（ICCR1 レジスタのビッ

ト6）に“1” を書いたとき（RIIC リセット）

MST ビット（マスタ / スレーブモードビット）

マスタモード / スレーブモードを示すビットです。

MST ビットが “0” のときスレーブモード、MST ビットが “1” のときマスタモードを表し、TRS ビットと

の組み合わせでRIIC の動作モードを表します。

　MST ビットは、スタートコンディションの発行、ストップコンディションの発行 / 検出などで “1”/“0”
になり、動作モードは自動的にマスタモード又はスレーブモードに移行します。ICMR1レジスタのMTWP
ビットが“1” のとき書き込みはできますが、通常では書き込みの必要はありません。

［“1” になる条件］

• スタートコンディション発行要求によるスタートコンディションが正常に発行されたとき（ST
ビットが“1” の状態で、スタートコンディションを検出したとき）

• MTWPビット（ICMR1レジスタのビット7）が“1” の状態で“1” を書いたとき

［“0” になる条件］

• ストップコンディションを検出したとき
• AL フラグ（ICSR2レジスタのビット1）が“1” になったとき（アービトレーションロスト）

• ICMR1レジスタのMTWP ビットが“1” の状態で“0” を書いたとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書き、RIIC リセット又は内部リセットしたとき

3 SP 0 R/W ストップコンディション発行要求ビット

0：ストップコンディションの発行を要求しない

1：ストップコンディションの発行を要求する

2 RS 0 R/W リスタートコンディション発行要求ビット

0：リスタートコンディションの発行を要求しない

1：リスタートコンディションの発行を要求する

1 ST 0 R/W スタートコンディション発行要求ビット

0：スタートコンディションの発行を要求しない

1：スタートコンディションの発行を要求する

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）
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TRS ビット（送信 / 受信モードビット）

送信 / 受信モードを示すビットです。

TRS ビットが“0” のとき受信モード、TRS ビットが“1” のとき送信モードを表し、MST ビットとの組み合

わせでRIIC の動作モードを表します。

TRS ビットは、スタートコンディションの発行 / 検出及びR/W ビットなどで“1”/“0” になり、動作モード

は自動的に送信モード又は受信モードに移行します。ICMR1レジスタのMTWP ビットが“1” のとき書き込

みはできますが、通常では書き込みの必要はありません。

［“1” になる条件］

• スタートコンディション発行要求により正常にスタートコンディションが発行されたとき（ST
ビットが“1” の状態で、スタートコンディションを検出したとき）

• マスタモード時、スレーブアドレスに付加したR/W ビットが“0” のとき

• スレーブモード時、受信したスレーブアドレスが ICSER レジスタで有効にしたアドレスと一致

し、かつ R/W ビットに“1” を受信したとき

• ICMR1レジスタのMTWP ビットが“1” の状態で“1” を書いたとき

［“0” になる条件］

• ストップコンディションを検出したとき
• ICSR2レジスタのAL フラグが“1” になったとき（アービトレーションロスト）

• マスタモード時、スレーブアドレスに付加したR/W ビットが“1” のとき

• スレーブモード時、受信したスレーブアドレスが ICSER レジスタで有効にしたアドレスと一致

し、かつR/Wビットに“0” を受信したとき（ジェネラルコールアドレス含む）

• スレーブモード時、リスタートコンディションを検出したとき（ICCR2.BBSY=1、ICCR2.MST=0
の状態でスタートコンディションを検出したとき )

• ICMR1レジスタのMTWP ビットが“1” の状態で“0” を書いたとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いた時

SP ビット（ストップコンディション発行要求ビット）

マスタモードでストップコンディションの発行を要求します。
SP ビットが“1” になるとストップコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが“1”（バスビジー）で

かつMST ビットが“1”（マスタモード）のとき、ストップコンディションの発行を行います。

ストップコンディション発行の詳細動作については、「25.10.3 ストップコンディション発行動作」を参照

してください。

［“1” になる条件］

• SP = 0を読み出した後”１”を書いたとき

［“0” になる条件］

• SP = 1を読み出した後”0”を書いたとき

• ストップコンディションの発行が完了したとき、又はストップコンディションを検出したとき
• ICSR2レジスタのAL フラグが“1” になったとき（アービトレーションロスト）

• スタートコンディション及びリスタートコンディションを検出したとき
• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書き、RIIC リセット又は内部リセットしたとき

注1. BBSY フラグ=0（バスフリー）のとき書き込みはできません。

2. リスタートコンディション発行中にSP ビットを“1” にしないでください。

RS ビット（リスタートコンディション発行要求ビット）

マスタモードでリスタートコンディションの発行を要求します。
RS ビットが “1” になるとリスタートコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが “1”（バスビジー）

でかつMST ビットが“1”（マスタモード）のとき、リスタートコンディションの発行を行います。

リスタートコンディション発行の詳細動作については、「25.10.2 リスタートコンディション発行動作」を

参照してください。
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［“1” になる条件］

• “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

• “0” を書いたとき

• リスタートコンディションの発行が完了したとき、又はスタートコンディションを検出したとき
• ICSR2レジスタのAL フラグが“1” になったとき（アービトレーションロスト）

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書き、RIIC リセット又は内部リセットしたとき

注1. BBSYフラグが”0”のとき（バスフリー）、 RS ビットに書き込めません。

2. ストップコンディション発行中にRS ビットを“1” にしないでください

3. マスタモード以外でRS ビットに“1”（リスタートコンディション発行要求）を書いた場合、リス

タートコンディションはその動作モードでは発行されずにRS ビットは“1” のままになります。この

まま動作モードをマスタモードに移行させた場合、リスタートコンディションが発行される可能性
がありますので注意してください。

ST ビット（スタートコンディション発行要求ビット）

マスタモードへの移行及びスタートコンディションの発行を要求します。
ST ビットが“1” になるとスタートコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが“0”（バスフリー）の

ときスタートコンディションの発行を行います。
スタートコンディション発行の詳細については、「25.10.1 スタートコンディション発行動作」を参照して

ください。
［“1” になる条件］

• “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

• “0” を書いたとき

• スタートコンディションの発行が完了したとき
• ICSR2レジスタのAL フラグが“1” になったとき（アービトレーションロスト）

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書き、RIIC リセット又は内部リセットしたとき

注 . ST ビットは、BBSY フラグが“0”（バスフリー）のとき、“1”（スタートコンディション発行要求）

にしてください。BBSY フラグが“1”（バスビジー）のとき、ST ビットを“1”（スタートコンディ

ション発行要求）にすると、スタートコンディション発行エラーとしてアービトレーションロスト
が発生しますので注意してください。
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25.2.3 I2Cバスモードレジスタ1（ICMR1）

ICMR1 レジスタは、RIIC の内部基準クロックソースを選択したり、転送ビット数情報を得たり、ICCR2
レジスタのMST、TRS ビットのライトプロテクトを制御したりするレジスタです。

注1. タイムアウト検出機能（TMOEビット（ICFERレジスタのビット0）＝1）が使用できるのは、“000”
（Pck）を設定した場合だけですので注意してください。

　2. BC[2:0]ビットは、BCWPビット＝0と同時に（1命令で）書き換えてください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 MTWP 0 R/W MST/TRSライトプロテクトビット

0：ICCR2レジスタのMST、 TRSビットへの書き込み禁止

1：ICCR2レジスタのMST、 TRSビットへの書き込み許可

6 ～ 4 CKS[2:0] 0 R/W 内部基準クロック (IIC)選択ビット（注1）

b6 b5 b4

0   0   0 : Pck 

0   0   1 : Pck/2 

0   1   0 : Pck/4

0   1   1 : Pck/8 

1   0   0 : Pck/16 

1   0   1 : Pck/32 

1   1   0 : Pck/64 

1   1   1 : Pck/128 

3 BCWP 1 R/W BCライトプロテクトビット（注2）

0：BC[2:0]の値を設定許可（読むと“1”が読めます）

2 ～ 0 BC[2:0] 0 R/W ビットカウンタ（注2）

b2 b1 b0

0   0   0 : 9 ビット

0   0   1 : 2 ビット

0   1   0 : 3 ビット

0   1   1 : 4 ビット

1   0   0 : 5 ビット

1   0   1 : 6 ビット

1   1   0 : 7 ビット

1   1   1 : 8 ビット

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 10 0 0 0

BCW P BC[2:0]CKS[2:0]M TW P

初期値 :

ビット :

R /W : R /W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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MTWP ビット（MST/TRS ライトプロテクトビット）

　ICCR2レジスタのMST、 TRS ビットへの書き込みを制御します。

CKS[2:0] ビット（内部基準クロック選択ビット）

RIIC の内部基準クロックソース（IICφ）を選択します。

BCWP ビット（BC ライトプロテクトビット）

BC[2:0] ビットへの書き込みを制御します。

BC[2:0] ビット（ビットカウンタ）

SCLn ラインの立ち上がりでダウンカウントを行うカウンタで、読み出すと残りの転送ビット数を知るこ

とができます。読み出し及び書き込みはできますが、通常ではアクセスする必要はありません。
なお、書き込みを行う場合には転送するデータのビット数＋ 1 を指定し（データにアクノリッジ1 ビット

が付加されて転送される）、転送フレーム間でかつSCLn ラインがLow の状態で行ってください。

BC[2:0] ビットはアクノリッジを含むデータ転送終了時、自動的に“000b” に戻ります。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 25.  I2C バスインタフェース（RIIC）

 Page 25-21

25.2.4 I2C バスモードレジスタ2（ICMR2）

ICMR2 レジスタは、タイムアウト検出機能、SDA 出力遅延機能を持つレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DLCS 0 R/W SDA出力遅延クロックソース選択ビット

0：SDA出力遅延カウンタのクロックソースに内部基準クロッ

ク (IIC) を選択

1：SDA出力遅延カウンタのクロックソースに内部基準クロッ

クの2分周 (IIC/2) を選択

6～ 4 SDDL[2:0] 0 R/W SDA出力遅延カウンタ

• ICMR2レジスタのDLCS = 0 (IIC)のとき

b6 b5 b4

0   0   0 : 出力遅延なし

0   0   1 : 1 IICサイクル

0   1   0 : 2 IIC サイクル

0   1   1 : 3 IIC サイクル

1   0   0 : 4 IIC サイクル

1   0   1 : 5 IIC サイクル

1   1   0 : 6 IIC サイクル

1   1   1 : 7 IIC サイクル

• ICMR2レジスタのDLCS = 1 (IIC/2)のとき

b6b5b4

0   0   0 : 出力遅延なし

0   0   1 : 1 or 2 IIC サイクル

0   1   0 : 3 or 4 IIC サイクル

0   1   1 : 5 or 6 IIC サイクル

1   0   0 : 7 or 8 IIC サイクル

1   0   1 : 9 or 10 IIC サイクル

1   1   0 : 11 or 12 IIC サイクル

1   1   1 : 13 or 14 IIC サイクル

3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 TMOH 1 R/W タイムアウトHカウント制御ビット

0：SCLnラインがHighでカウント禁止

1：SCLnラインがHighでカウント有効

1 TMOL 1 R/W タイムアウトLカウント制御ビット

0：SCLnラインがLowでカウント禁止

1：SCLnラインがLowでカウント有効

 TMOH TMOL

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 1 1 0

DLCS TMOSSDDL[2:0]

初期値 :

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W  R/W R/W R/W
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DLCS ビット（SDA 出力遅延クロックソース選択ビット）

SDA 出力遅延時間のクロックソースに内部基準クロック（IICφ）か、内部基準クロックの2 分周（IICφ/2）
かを選択するビットです。

SDDL[2:0] ビット（SDA 出力遅延カウンタ）

SDDL[2:0] ビットの設定値により、SDA 出力を遅延させることができます。SDA 出力遅延カウンタは、

DLCS ビットで選択したクロックソースによりカウントします。また、この機能の設定はアクノリッジビッ

ト送出を含むすべてのSDA 出力に適用されます。

本機能の詳細については、「25.5 SDA 出力遅延機能」を参照してください。

注1. SDA 出力遅延の設定は、I2C バス規格（データ有効時間 / アクノリッジ有効時間（注2）内）又は

SMBus 規格（データホールド時間：300ns 以上、かつSCL クロックのLow 幅－データセットアップ

時間：250ns の範囲内）に収まるようにしてください。規格外を設定した場合、通信デバイスとの

通信破綻を引き起こすか、バスの状態によっては見かけ上スタートコンディション又はストップコ
ンディションになる可能性がありますので注意してください。

注2. データ有効時間 / アクノリッジ有効時間

3,450ns（～100kbps ：スタンダードモード [Sm]）
900ns（～400kbps ：ファストモード [fm]）
450ns（～1Mbps ：ファストモードプラス [fm+]）

TMOH ビット（タイムアウトH カウント制御ビット）

タイムアウト検出機能有効時（TMOE ビット（ICFERレジスタのビット0）=1）にSCLn ラインがHigh 期
間中にタイムアウト検出機能の内部カウンタのカウントアップを有効にするか禁止にするかを選択する
ビットです。

TMOL ビット（タイムアウトL カウント制御ビット）

タイムアウト検出機能有効時（ICFERレジスタのTMOE ビット=1）にSCLn ラインがLow 期間中にタイ

ムアウト検出機能の内部カウンタのカウントアップを有効にするか禁止にするかを選択するビットです。

TMOS ビット（タイムアウト検出時間選択ビット）

タイムアウト検出機能有効時（ICFERレジスタのTMOE ビット=1）にタイムアウト検出時間を選択する

ビットで、“0” にするとロングモード、“1” にするとショートモードになります。ロングモードではタイム

アウト検出用内部カウンタが16 ビットカウンタとして、またショートモードでは14 ビットカウンタとして

動作し、SCLn ラインがTMOH、TMOL ビットで選択された状態になったとき、内部基準クロック (IIC) を
カウントソースとしてアップカウントを行います。
タイムアウト検出機能の詳細については、「25.11.1 タイムアウト検出機能」を参照してください。

0 TMOS 0 R/W タイムアウト検出時間選択ビット

0：ロングモードを選択

1：ショートモードを選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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25.2.5 I2C バスモードレジスタ3（ICMR3）

ICMR3 レジスタは、アクノリッジ送受信機能、RIIC 受信動作におけるRDRF フラグ、WAIT 動作など

を制御するレジスタです。

注1. WAITビット及びRDRFSビットは、受信モードのみ有効、送信モード時は無効です。

2. ACKWPビットは、ACKBTビットへの書き込みと同時に “1”にしても、ACKBTビットに書き込みはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 SMBS 0 R/W SMBus/I2C バス選択ビット

0: I2C バス選択（SCL/SDAの入力バッファはシュミットタイプ

　が選択される）
1: SMBus 選択（SCL/SDAの入力バッファはCMOSタイプが選

　択される）

6 WAIT 0 R/W WAITビット（注１）

0：WAITなし

　（9クロック目と1クロック目の間をLowにホールドしない）

1：WAITあり

　（9クロック目と1クロック目の間をLowにホールドする）

•  Lowホールドは ICDRRレジスタの読み出しで解除

5 RDRFS 0 R/W RDRFフラグセットタイミング選択ビット（注１）

0：SCLクロックの9クロック目の立ち上がり時に “1”になる

　（8クロック目の立ち下がりでSCLnラインをLowにホールド

　しない）
1：SCLクロックの8クロック目の立ち上がり時に “1”になる

　（8クロック目の立ち下がりでSCLnラインをLowにホールド

　する）

• 　LowホールドはACKBTビットへの書き込みで解除

4 ACKWP 0 W ACKBTライトプロテクトビット

0：ACKBTビットへの書き込み禁止

1：ACKBTビットへの書き込み許可（注2）

3 ACKBT 0 R/W 送信アクノリッジビット（注2）

0：アクノリッジビットに “0”を送出（ACK送信）

1：アクノリッジビットに “1”を送出（NACK送信）

2 ACKBR 0 R 受信アクノリッジビット

0：アクノリッジビットに “0”を受信（ACK受信）

1：アクノリッジビットに “1”を受信（NACK受信）

1、 0 NF[1:0] 00 R/W ノイズフィルタ段数選択ビット

b1 b0 

0   0 : 1-IIC 以下のノイズを除去（フィルタは1段）

0   1 : 2-IIC 以下のノイズを除去（フィルタは2段）

1   0 : 3-IIC 以下のノイズを除去（フィルタは3段）

1   1 : 4-IIC 以下のノイズを除去（フィルタは4段）

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

SMBS WAIT RDRFS ACKWP ACKBT ACKBR NF[1:0]

初期値 :

ビット:

R/W: R/W R/W R/W W R/W R R/W R/W
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SMBS ビット（SMBus/I2C バス選択ビット）

SMBS ビットを“1” にすると、SMBus が選択されHOAE ビット（ICSERレジスタのビット7）が有効にな

ります。

WAIT ビット（WAIT ビット）

WAIT ビットは、受信モードにおいて1 バイト受信ごとに受信データバッファ（ICDRR レジスタ）の読み

出しが完了するまで、SCL クロックの 9 クロック目と 1 クロック目の間を Low にホールドするかどうかを

制御します。
WAITビットが“0”のとき、SCLクロックの9クロック目と1クロック目の間のLowホールドは行わず、受

信動作をそのまま継続します。RDRFS ビットと WAIT ビットがともに “0” のとき、ダブルバッファによる

連続受信動作が可能です。
WAIT ビットが“1” のとき、1 バイト受信ごとに9 クロック目の立ち下がり以降、ICDRR レジスタの値が

読み出されるまでの間SCLn ラインをLow にホールドします。これにより1 バイトごとの受信動作が可能で

す。
注 . WAIT ビットを“0” にする場合は、ICDRR を先に読んでから“0” にしてください。

RDRFS ビット（RDRF フラグセットタイミング選択ビット）

受信モードにおいて RDRF フラグのセットタイミング及び SCL クロックの 8 クロック目の立ち下がりで

SCLn ラインのLow ホールドを行うかどうかを選択します。

RDRFS ビットが “0” のとき、8 クロック目の立ち下がりで SCLn ラインの Low ホールドは行わず、9 ク
ロック目の立ち上がりでRDRF フラグを“1” にします。

RDRFS ビットが“1” のとき、RDRF フラグは8 クロック目の立ち上がりで“1” にし、8 クロック目の立ち

下がりでSCLn ラインをLow にホールドします。このSCLn ラインのLow ホールドはACKBT ビットへの書

き込みにより解除されます。
この設定のとき、データ受信後アクノリッジビット送出前にSCLn ラインを自動的にLow にホールドする

ため、受信データの内容に応じてACK（ACKBT ビットが“0”）又はNACK（ACKBT ビットが“1”）を送出

する処理が可能です。

ACKWP ビット（ACKBT ライトプロテクトビット）

ACKBT ビットへの書き込みを制御します。

ACKBT ビット（送信アクノリッジビット）

受信モード時にアクノリッジのタイミングで送出するビットを設定します。
［“1” になる条件］

• ACKWP ビットが“1” の状態で“1” を書いたとき

［“0” になる条件］

• ACKWP ビットが“1” の状態で“0” を書いたとき

• ストップコンディションの発行を検出したとき（SPビット（ICCR2レジスタのビット3）が“1”の
状態でストップコンディションを検出したとき）

• ICCR1レジスタの ICE ビットが“0” の状態で ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

（RIIC リセット）

注 . ACKBT ビットに書き込みを行う場合には、ACKWP ビットが“1” の状態で行ってください。

ACKWP ビットが“0” の状態で書き込みを行った場合には、ACKBT ビットへの書き込みは無効とな

ります。

ACKBR ビット（受信アクノリッジビット）

送信モード時に受信デバイスから受け取ったアクノリッジビットの内容を格納します。
［“1” になる条件］
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• TRS ビット（ICCR2レジスタのビット5）が“1” の状態でアクノリッジビットに“1” を受信したとき

［“0” になる条件］

• ICCR2レジスタのTRS ビットが“1” の状態でアクノリッジビットに“0” を受信したとき

• ICCR1レジスタの ICE ビットが“0” の状態で ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

（RIIC リセット）

NF[1:0] ビット（ノイズフィルタ段数選択ビット）

デジタルノイズフィルタの段数を選択します。

注 . ノイズフィルタで除去するノイズ幅の設定は、SCLn ラインのHigh/Low 幅よりも狭くしてください。

（SCL クロックの幅：High 幅又はLow 幅のいずれか短い方）－｛1.5 内部基準クロック同期（IICφ）｝
と同じか、それ以上に設定した場合は、RIIC のノイズフィルタ機能によりSCL クロックをノイズと

みなし、正常に動作することができなくなる可能性がありますので注意してください。

25.2.6 I2C バスファンクションイネーブルレジスタ（ICFER）

CFER レジスタは、タイムアウト検出機能、アービトレーションロスト、NACK 受信時の受信動作、

SCL同期回路、デジタルノイズフィルタ回路の使用 / 不使用などを制御するレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 FMPE 0 RW Fast-mode Plus 許可ビット

0：SCLn端子 /SDAn端子に fm+用スロープ制御回路を使用しな

い

1：SCLn端子 /SDAn端子に fm+用スロープ制御回路を使用する

6 SCLE 1 RW SCL同期回路許可ビット

0：SCL同期回路無効

1：SCL同期回路有効

5 NFE 1 RW デジタルノイズフィルタ回路許可ビット

0：デジタルノイズフィルタ回路を使用しない

1：デジタルノイズフィルタ回路を使用する

4 NACKE 1 RW NACK 受信転送中断許可ビット

0：NACK受信時、転送を中断しない（転送中断禁止）

1：NACK受信時、転送を中断する（転送中断許可）

3 SALE 0 RW スレーブアービトレーションロスト検出許可ビット

0：スレーブアービトレーションロスト検出禁止

1：スレーブアービトレーションロスト検出許可

2 NALE 0 RW NACK送信アービトレーションロスト検出許可ビット

0：NACK送信アービトレーションロスト検出禁止

1：NACK送信アービトレーションロスト検出許可

7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 1 01 0 1 0

FMPE SCLE NFE NACKE SALE NALE MALE TMOE

初期値 :

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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FMPE ビット（ファストモードプラス許可ビット）

ファストモードプラス [fm+] 用のスロープ制御回路を使用するかどうかを選択します。

FMPE ビットを “1” にすると I2C バスのファストモードプラス [fm+] のスロープ制御規格（tof）に準拠し

たスロープ制御回路が選択され、“0” にすると I2C バスのスタンダードモード [Sm] 及びファストモード [fm]
のスロープ制御規格（tof）に準拠したスロープ制御回路が選択されます。

通信速度を I2C バス規格の～ 1Mbps（ファストモードプラス [fm+]）で使用する場合は “1” にし、それ以

外の通信速度（～ 100kbps[Sm]、～ 400kbps[fm]）又はSMBus（10kbps ～ 100kbps）で使用する場合は“0” に
してください。

SCLE ビット（SCL 同期回路許可ビット）

SCL 入力クロックに対して、SCL クロックの同期化を行うかどうかを選択します。通常は“1” にしてくだ

さい。
SCLE ビットを “0”（SCL 同期回路無効）にすると、クロック同期を行いません。この設定の場合、RIIC

はSCLn ラインの状態に関わらずICBRH 及びICBRL レジスタで設定された転送速度のSCL クロックを出力

します。そのため、I2C バスラインのバス負荷が規格値よりも大幅に大きい場合や、マルチマスタにおいて

SCL クロック出力が重なった場合など、規格外の短いクロックになる可能性がありますので注意してくだ

さい。また SCL 同期回路無効の場合、スタートコンディション・リスタートコンディション・ストップコ

ンディションの発行及びSCL クロック追加出力の連続出力にも影響します。

SCLE ビットはデバッグ中に、設定した転送速度が出力されているかどうかを確認する場合などを除き

“0” にしないでください。

NFE ビット（デジタルノイズフィルタ回路許可ビット）

デジタルノイズフィルタ回路の使用 / 不使用を選択します。

NACKE ビット（NACK 受信転送中断許可ビット）

送信モード時、スレーブデバイスから NACK を受信した場合に転送動作を継続するか中断するかを選択

します。通常は“1” にしてください。

NACKE ビットが“1” のとき、NACK を受信した場合、次の転送動作を中断します。

NACKE ビットが“0” のとき、受信アクノリッジの内容に関わらず次の転送動作を継続します。

NACK 受信転送中断機能の詳細については、「25.8.2 NACK 受信転送中断機能」を参照してください。

SALE ビット（スレーブアービトレーションロスト検出許可ビット）

1 MALE 1 RW マスタアービトレーションロスト検出許可ビット

0：マスタのアービトレーションロスト検出禁止

（アービトレーションロスト検出機能を無効にし、アービト
レーションロスト発生による ICCR2レジスタのMST、 TRS
ビットの自動クリアを行わない）

1：マスタアービトレーションロスト検出許可

（アービトレーションロスト検出機能を有効にし、アービト
レーションロスト発生による ICCR2レジスタのMST、 TRS
ビットの自動クリアを行う）

0 TMOE 0 RW タイムアウト検出機能許可ビット

0：タイムアウト検出機能無効

1：タイムアウト検出機能有効
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スレーブ送信モード時、送出中の値と異なる値がバス上で検出された場合（同じアドレスのスレーブが
バス上に存在した場合や、ノイズの影響などにより送信データと不一致が生じた場合など）にアービトレー
ションロストを発生させるかどうかを選択します。

NALE ビット（NACK 送信アービトレーションロスト検出許可ビット）

受信モード時、NACK 送出中にACK が検出された場合（同じアドレスのスレーブがバス上に存在した場

合や、2 つ以上のマスタが同時に同一のスレーブデバイスを選択しそれぞれ受信バイト数が異なる場合な

ど）にアービトレーションロストを発生させるかどうかを選択します。

MALE ビット（マスタアービトレーションロスト検出許可ビット）

マスタモード時にアービトレーションロスト検出機能の有効 / 無効を決定します。通常は “1” にしてくだ

さい。

TMOE ビット（タイムアウト検出機能許可ビット）

タイムアウト検出機能の有効 / 無効を選択します。

タイムアウト検出機能の詳細については、「25.11.1 タイムアウト検出機能」を参照してください。

25.2.7 I2C バスステータスイネーブルレジスタ（ICSER）

ICSER レジスタは、スレーブアドレス比較、ジェネラルコールアドレス検出、デバイス ID コマンド検

出、ホストアドレス検出の有効 / 無効を選択するレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 HOAE 0 R/W ホストアドレス許可ビット

0：ホストアドレス検出は無効

1：ホストアドレス検出は有効

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 DIDE 0 R/W デバイス IDアドレス検出許可ビット

0：デバイス IDアドレス検出は無効

1：デバイス IDアドレス検出は有効

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 GCAE 1 R/W ジェネラルコールアドレス許可ビット

0：ジェネラルコールアドレス検出は無効

1：ジェネラルコールアドレス検出は有効

2 SAR2E 0 R/W スレーブアドレスレジスタ2許可ビット

0：SARL2、SARU2の設定値は無効

1：SARL2、SARU2の設定値は有効

SAR1E

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 10 0 0 1

HOAE  DIDE  GCAE SAR2E SAR0E

初期値 :

ビット:

R/W: R/W  R/W  R/W R/W R/W R/W
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HOAE ビット（ホストアドレス許可ビット）

SMBS ビット（ICMR3レジスタのビット7）が“1” の場合、ホストアドレス（0001 000b）を受信したとき、

無視するかどうかを選択します。
ICMR3レジスタのSMBSビットが “1”でかつHOAEビットが “1”の場合、受信したスレーブアドレスがホ

ストアドレスと一致すると、RIIC はSARLm、SARUm レジスタ（m=0 ～ 2）で設定したスレーブアドレス

とは無関係にホストアドレスと認識し、受信動作を行います。
ICMR3レジスタのSMBSビットが “0”又はHOAEビットが “0”の場合、受信したスレーブアドレスがホス

トアドレスと一致しても無視されます。

DIDE ビット（デバイス ID アドレス検出許可ビット）

スタートコンディション又はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームにデバイス ID アドレス

（1111 100b）を受信した場合、デバイス ID アドレスと認識して動作させるかどうかを選択します。

DIDE ビットが“1” の場合、受信した第1 フレームがデバイス ID アドレスと一致した場合、RIIC はデバイ

ス ID アドレスを受信したと認識し、続くR/Wビットが“0”[W] のとき第2 フレーム目以降をスレーブアドレ

スとみなして受信動作を継続します。
DIDE ビットが“0” の場合、受信した第1 フレームがデバイスID アドレスと一致しても無視され、第1 フ

レームを通常のスレーブアドレスとみなして動作します。
デバイス IDアドレス検出の詳細については、「25.7.3 デバイス ID アドレス検出機能」を参照してください。

GCAE（ジェネラルコールアドレス許可ビット）

ジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]：All“0”）を受信した場合、無視するかどうかを選択します。

GCAE ビットが“1” の場合、受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレスと一致すると、RIIC
は SARLm、SARUm レジスタ（m=0 ～ 2）で設定したスレーブアドレスとは無関係にジェネラルコールア

ドレスと認識し、受信動作を行います。
GCAE ビットが“0” の場合、受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレスと一致しても無視さ

れます。

SAREmビット（スレーブアドレスレジスタm 許可ビット）（m= 0 ～ 2）

SARLm、SARUm レジスタで設定したスレーブアドレスを有効にするかどうかを選択します。

SARmE ビットを “1” にすると、SARLm、SARUm レジスタの設定値が有効になり、受信したスレーブア

ドレスと比較が行われます。
SARmE ビットを “0” にすると、SARLm、SARUm レジスタの設定値が無効になり、受信したスレーブア

ドレスと一致しても無視されます。

1 SAR1E 0 R/W スレーブアドレスレジスタ1許可ビット

0：SARL1、SARU1の設定値は無効

1：SARL1、SARU1の設定値は有効

0 SAR0E 1 R/W スレーブアドレスレジスタ0許可ビット

0：SARL0、SARU0の設定値は無効

1：SARL0、SARU0の設定値は有効
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25.2.8 I2C バスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER）

ICIER レジスタは、各種割り込み要因の使用 / 不使用を選択します。

TIE ビット（送信データエンプティ割り込み許可ビット）

TDRE フラグ（ICSR2レジスタのビット7）が1” のとき、送信データエンプティ割り込み（TXI）の許可 /
禁止を選択します。

TEIE ビット（送信終了割り込み許可ビット）

TEND フラグ（ICSR2 レジスタのビット6）が“1” のとき、送信終了割り込み（TEI）の許可 / 禁止を選択

します。TEI 割り込みは、TEND フラグを“0” にするか、又はTEIE ビットを“0” にすることで解除できます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TIE 0 R/W 送信データエンプティ割り込み許可ビット

0：送信データエンプティ割り込み（TXI）の禁止

1：送信データエンプティ割り込み（TXI）の許可

6 TEIE 0 R/W 送信終了割り込み許可ビット

0：送信終了割り込み（TEI）の禁止

1：送信終了割り込み（TEI）の許可

5 RIE 0 R/W 受信データフル割り込み許可ビット

0：受信データフル割り込み（RXI）の禁止

1：受信データフル割り込み（RXI）の許可

4 NAKIE 0 R/W NACK受信割り込み許可ビット

0：NACK受信割り込み（NAKI）の禁止

1：NACK受信割り込み（NAKI）の許可

3 SPIE 0 R/W ストップコンディション検出割り込み許可ビット

0：ストップコンディション検出割り込み（SPI）の禁止

1：ストップコンディション検出割り込み（SPI）の許可

2 STIE 0 R/W スタートコンディション検出割り込み許可ビット

0：スタートコンディション検出割り込み（STI）の禁止

1：スタートコンディション検出割り込み（STI）の許可

1 ALIE 0 R/W アービトレーションロスト割り込み許可ビット

0：アービトレーションロスト割り込み（ALI）の禁止

1：アービトレーションロスト割り込み（ALI）の許可

0 TMOIE 0 R/W タイムアウト割り込み許可ビット

0：タイムアウト割り込み（TMOI）の禁止

1：タイムアウト割り込み（TMOI）の許可

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

TIE TEIE RIE NAKIE SPIE STIE ALIE TMOIE

初期値:

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 25.  I2C バスインタフェース（RIIC）

 Page 25-30

RIE ビット（受信データフル割り込み許可ビット）

RDRF フラグ（ICSR2レジスタのビット5）が“1” のとき、受信データフル割り込み（RXI）の許可 / 禁止

を選択します。

NAKIE ビット（NACK 受信割り込み許可ビット）

NACKF フラグ（ICSR2 レジスタのビット 4）が “1” のとき、NACK 受信割り込み（NAKI）の許可 / 禁止

を選択します。NAKI 割り込みは、NACKF フラグを“0” にするか、又はNAKIE ビットを“0” にすることで

解除できます。

SPIE ビット（ストップコンディション検出割り込み許可ビット）

STOP フラグ（ICSR2 レジスタのビット 3）が “1” のとき、ストップコンディション検出割り込み（SPI）
の許可 / 禁止を選択します。SPI 割り込みは、STOP フラグを “0” にするか、又は SPIE ビットを “0” にする

ことで解除できます。

STIE ビット（スタートコンディション検出割り込み許可ビット）

START フラグ（ICSR2レジスタのビット2）が“1” のとき、スタートコンディション検出割り込み（STI）
の許可 / 禁止を選択します。STI 割り込みは、START フラグを“0” にするか、又はSTIE ビットを“0” にする

ことで解除できます。

ALIE ビット（アービトレーションロスト割り込み許可ビット）

ICSR2レジスタのAL フラグが“1” のとき、アービトレーションロスト割り込み（ALI）の許可 / 禁止を選

択します。ALI 割り込みは、AL フラグを“0” にするか、又はALIE ビットを“0” にすることで解除できます。

TMOIE ビット（タイムアウト割り込み許可ビット）

TMOF フラグ（ICSR2レジスタのビット0）が“1” のとき、タイムアウト割り込み（TMOI）の許可 / 禁止

を選択します。TMOI 割り込みは、TMOF フラグを“0” にするか、又はTMOIE ビットを“0” にすることで解

除できます。
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25.2.9 I2C バスステータスレジスタ1（ICSR1）

ICSR1 レジスタは、各種アドレス検出のステータスの確認を行うレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 HOA 0 R/W ホストアドレス検出フラグ

0：ホストアドレス未検出

1：ホストアドレス検出

• 受信したスレーブアドレスがホストアドレス（0001 000b）
と一致した場合

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 DID 0 R/W デバイス ID アドレス検出フラグ

0：デバイス ID アドレス未検出

1：デバイス ID アドレス検出

• スタートコンディション直後の第1フレームがデバイス ID ア
ドレス（1111 100b）＋0[W]と一致した場合

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 GCA 0 R/W ジェネラルコールアドレス検出フラグ

0：ジェネラルコールアドレス未検出

1：ジェネラルコールアドレス検出

• 受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレス
（All“0”）と一致した場合

2 AAS2 0 R/W スレーブアドレス2検出フラグ

0：スレーブアドレス2未検出

1：スレーブアドレス2検出

• SARU2レジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスがSARL2レ
ジスタのSVA[7:1]と一致したとき

• SARU2レジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU2レジスタのSVA[9:8]に一致し、それに続くアドレスが

SARL2レジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL2一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

AAS1

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

HOA  DID  GCA AAS2 AAS0

初期値 :

ビット:

R/W: R/W  R/W  R/W R/W R/W R/W
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HOA フラグ（ホストアドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

• ICSERレジスタのHOAE ビットが “1”（ホストアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブ

アドレスがホストアドレス（0001 000b）と一致したとき、そのフレームの SCL クロックの 9 ク
ロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ストップコンディションを検出したとき

•  ICMR3レジスタのSMBS ビットに “0” 又は ICSERレジスタのHOAE ビットに “0” を書いたとき

•  ICSERレジスタのHOAE ビットが“1”（ホストアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブ

アドレスがホストアドレス（0001 000b）と不一致のとき、そのフレームの SCL クロックの 9 ク
ロック目の立ち上がり

•  ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

DID フラグ（デバイス ID アドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

• DIDE ビット（ICSERレジスタのビット5）が“1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、ス

タートコンディション検出又はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID
アドレス（1111 100b）＋ 0[W] と一致したとき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目の

立ち上がり
［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ストップコンディションを検出したとき

1 AAS1 0 R/W スレーブアドレス1検出フラグ

0：スレーブアドレス1未検出

1：スレーブアドレス1検出

• SARU1レジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスがSARL1レ
ジスタのSVA[7:1]と一致したとき

• SARU1レジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU1レジスタのSVA[9:8]に一致し、それに続くアドレスが

SARL1レジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL1一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

0 AAS0 0 R/W スレーブアドレス0検出フラグ

0：スレーブアドレス0未検出

1：スレーブアドレス0検出

•  SARU0レジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスがSARL0レ
ジスタのSVA[7:1]と一致したとき

•  SARU0レジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU0レジスタのSVA[9:8]に一致し、それに続くアドレスが

SARL0レジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL0一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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• ICSERレジスタのDIDE ビットが “1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、スタートコン

ディション検出又はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID アドレス

（1111 100b）と不一致のとき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目の立ち上がり

• ICSERレジスタのDIDE ビットが “1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、スタートコン

ディション検出又はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID アドレス

（1111 100b）＋ 0[W] と一致し、続く第2 フレームがスレーブアドレス0 ～ 2 のすべてと不一致の

とき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目の立ち上がり

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

GCA フラグ（ジェネラルコールアドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

• GCAE ビット（ICSERレジスタのビット3）が“1”（ジェネラルコールアドレス検出有効）の状態

で、受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）と一致したと

き、そのフレームのSCL クロックの9クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ストップコンディションを検出したとき

• ICSER レジスタの GCAE ビットが “1”（ジェネラルコールアドレス検出有効）の状態で、受信し

たスレーブアドレスがジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）と不一致のとき、そのフ

レームのSCL クロックの9クロック目の立ち上がり

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

AASmフラグ（スレーブアドレスm 検出フラグ）（m= 0 ～ 2）

［“1” になる条件］

【7 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUmレジスタのFS ビット = 0】
• SARmE ビット（ICSER レジスタのビット2 ～ 0）が“1”（スレーブアドレスm検出有効）の状態

で、受信したスレーブアドレスがSVA[7:1] ビット（SARLmレジスタのビット7～1）と一致した

とき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目の立ち上がり

【10 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUmレジスタのFS ビット = 1】
• ICSER レジスタの SARmE ビットが “1”（スレーブアドレス m 検出有効）の状態で、受信したス

レーブアドレスが11110b ＋ SVA[9:8] ビット（SARUmレジスタのビット2、1）と一致し、それに

続くアドレスがSARL mレジスタと一致したとき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目

の立ち上がり
［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ストップコンディションを検出したとき

•  ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

【7 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUmレジスタのFS ビット = 0】
• ICSER レジスタの SARmE ビットが “1”（スレーブアドレス m 検出有効）の状態で、受信したス

レーブアドレスがSARLmレジスタのSVA[7:1] と不一致のとき、そのフレームのSCL クロックの

9 クロック目の立ち上がり

【10 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUレジスタのFS ビット = 1】
• ICSER レジスタの SARmE ビットが “1”（スレーブアドレス m 検出有効）の状態で、受信したス

レーブアドレスが11110b ＋ SARUmレジスタのSVA[9:8] と不一致のとき、そのフレームのSCL ク
ロックの9 クロック目の立ち上がり

•  ICSERレジスタのSARE ビットが“1”（スレーブアドレスm 検出有効）の状態で、受信したスレー

ブアドレスが11110b ＋ SARUmレジスタのSVA[9:8] と一致し、それに続くアドレスがSARLm レ
ジスタと不一致のとき、そのフレームのSCL クロックの9 クロック目の立ち上がり
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25.2.10 I2C バスステータスレジスタ2（ICSR2）

ICSR2 レジスタは、各種割り込み要求フラグ及びステータスの確認を行うレジスタです。

TDRE フラグ（送信データエンプティフラグ）

［“1” になる条件］

• ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータ転送が行われ、ICDRT レジスタが空になったとき

• ICCR2レジスタのTRS ビットが“1” になったとき

(a)　スタートコンディション（リスタートコンディション含む）検出後、ICCR2レジスタのMST
ビットが“1” のとき

(b)　受信モードから送信モードになったとき
(c)　CMR1レジスタのMTWP ビットが“1” の状態で、“1” を書いたとき

• 受信したスレーブアドレスが一致し、TRS ビットが“1” のとき

［“0” になる条件］

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TDRE 0 R/W 送信データエンプティフラグ

0：ICDRTレジスタに送信データあり

1：ICDRTレジスタに送信データなし

6 TEND 0 R/W 送信終了フラグ

0：データ送信中

1：データ送信終了

5 RDRF 0 R/W 受信データフルフラグ

0：ICDRRレジスタに受信データなし

1：ICDRRレジスタに受信データあり

4 NACKF 0 R/W NACK検出フラグ

0：NACK未検出

1：NACK検出

3 STOP 0 R/W ストップコンディション検出フラグ

0：ストップコンディション未検出

1：ストップコンディション検出

2 START 0 R/W スタートコンディション検出フラグ

0：スタートコンディション未検出

1：スタートコンディション検出

1 AL 0 R/W アービトレーションロストフラグ

0：アービトレーションロストの発生なし

1：アービトレーションロストの発生あり

0 TMOF 0 R/W タイムアウト検出フラグ

0：タイムアウト未検出

1：タイムアウト検出

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

TDRE TEND RDRF NACKF STOP START AL TMOF

初期値 :

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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• ICDRT レジスタへデータを書いたとき

• ICCR2レジスタのTRS ビットが“0” になったとき

(a)　ストップコンディションを検出したとき
(b)　送信モードから受信モードになったとき
(c)　ICMR1レジスタのMTWP ビットが“1” の状態で、“0” を書いたとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

TEND フラグ（送信終了フラグ）

［“1” になる条件］

• TDRE フラグが“1” の状態で、SCL クロックの9 クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

• ICDRT レジスタへデータを書いたとき

• ストップコンディションを検出したとき
• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

RDRF フラグ（受信データフルフラグ）

［“1” になる条件］

• ICDRSレジスタから ICDRRレジスタに受信データが転送されたとき、ICMR3レジスタのRDRFS
ビットの設定によりSCL クロックの8 又は9 クロック目の立ち上がりで“1” になります。

• スタートコンディション（リスタートコンディション含む）検出後、受信したスレーブアドレス
が一致し ICCR2レジスタのTRS ビットが“0” のとき

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

• ICDRR レジスタを読んだとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

NACKF フラグ（NACK 検出フラグ）

［“1” になる条件］

• ICFERレジスタのNACKE ビットが“1”（転送中断許可）の状態で、送信モード時に受信デバイス

からアクノリッジがなかった（NACK を受信した）とき

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

注 . NACKF フラグが“1” になるとRIIC は通信動作を中断します。NACKF フラグが“1” の状態で送信

モード時に ICDRT レジスタへの書き込みや、受信モード時に ICDRR レジスタの読み出しを行って

も、送信 / 受信動作は行われません。通信動作を再開する場合はNACKF フラグを“0” にしてくださ

い。

STOP フラグ（ストップコンディション検出フラグ）

［“1” になる条件］

• ストップコンディションを検出したとき
［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

START フラグ（スタートコンディション検出フラグ）
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［“1” になる条件］

• スタートコンディション（リスタートコンディション含む）を検出したとき
［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

• ストップコンディションを検出したとき
• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

AL フラグ（アービトレーションロストフラグ）

スタートコンディション発行時やアドレス及びデータ送信時において、バス競合などによりバス占有権
を喪失（アービトレーションロスト）したことを示します。RIIC は送信中に SDAn ラインのレベルを監視

し、出力データと SDAn ラインのレベルが一致しない場合 AL フラグを “1” にしてバスが他のデバイスに

よって占有されたことを示します。
このほか、RIIC では設定によりマスタモード時にNACK 送信中のアービトレーションロストの検出やス

レーブモード時にデータ送信中のアービトレーションロストの検出も可能です。

［“1” になる条件］

【マスタアービトレーションロスト検出有効時：ICFERレジスタのMALE ビット＝ 1】
• マスタ送信モード時のデータ送信（スレーブアドレス送信含む）において、ACK 期間を除くSCL
クロックの立ち上がりで自分が出した SDA 信号と SDAn ライン上の信号の状態が不一致（内部

SDA 出力が High 出力（＝ SDAn 端子はハイインピーダンス状態）で、SDAn ラインに Low を検

出）したとき
• ICCR2レジスタのSTビットが“1”（スタートコンディション発行要求）の状態でスタートコンディ

ションを検出したとき、自分が出したSDA 信号とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき

• ICCR2レジスタのBBSY フラグが“1” の状態で ICCR2レジスタのST ビットが“1”（スタートコン

ディション発行要求）に設定したとき
【NACK アービトレーションロスト検出有効時：ICFERレジスタのNALE ビット＝ 1】

• 受信モード時のNACK送信において、ACK期間のSCLクロックの立ち上がりで自分が出したSDA
信号とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき

【スレーブアービトレーションロスト検出有効時：ICFERレジスタのSALE ビット＝ 1】
• スレーブ送信モード時のデータ送信において、ACK 期間を除く SCL クロックの立ち上がりで自

分が出したSDA 信号とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

•  ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

表25.5 アービトレーションロスト発生要因と各アービトレーションロスト許可機能との関係

注 . Don't care

ICFER ICSR2
エラー内容 アービトレーションロスト発生要因

MALE NALE SALE AL

1 (注） (注） 1 スタートコンディ
ション発行エラー

ICCR2レジスタのST=1の状態でスタートコンディション検出

時に自分が出したSDA信号とSDAnライン上の信号の状態が不

一致のとき

ICCR2レジスタのBBSY=1の状態で ICCR2レジスタのST=1に
したとき

1 送信データ不一致 マスタ送信モードで送信データ（スレーブアドレス送信含む）
とバス状態が不一致のとき

(注） 1 (注） 1 NACK送信不一致 マスタ受信モード又はスレーブ受信モードでNACK送信時に

ACKを検出したとき

(注） (注） 1 1 送信データ不一致 スレーブ送信モードで送信データとバス状態が不一致のとき
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TMOF フラグ（タイムアウト検出フラグ）

SCLn ラインの状態が一定期間変化しない場合、タイムアウトを認識して“1” になります。

［“1” になる条件］

• ICFERレジスタのTMOE ビットが “1”（タイムアウト検出機能有効）で、かつマスタモード又は

スレーブ指定された状態で ICMR2レジスタのTMOH、 TMOL、 TMOS ビットで選択された条件の

期間SCLn ラインの状態に変化がないとき

［“0” になる条件］

• “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

• ICCR1レジスタの IICRST ビットに“1” を書いたとき

25.2.11 スレーブアドレスレジスタLm（SARLm）（m= 0 ～ 2）

SARLm レジスタは、スレーブアドレスm（7 ビットアドレス又は10 ビットアドレス下位8 ビット）を

設定するレジスタです。

SVA[7:1] ビット（7 ビットアドレス /10 ビットアドレス下位ビット）

7 ビットアドレスフォーマット選択時（FS ビット（SARUmレジスタのビット0）=0）、7 ビットアドレス

として機能し、10 ビットアドレスフォーマット選択時（SARUmレジスタのFS ビット=1）、SVA0 ビットと

合わせて10 ビットアドレス下位8 ビットとして機能します。

ICSERレジスタのSARmE ビットが“0” のとき設定値は無視されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 1 SVA[7:1] 0 R/W 7ビットアドレス /10ビットアドレス下位ビット

スレーブアドレスを設定してください。

• SARUｍレジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA[7:1]ビットは7ビットスレーブア

ドレスになる

•  SARUmレジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA[7:1]ビットはSVA0ビットと合わせ

て10ビットスレーブアドレスの下位8ビットアドレスになる

0 SVA0 0 R/W 10ビットアドレス最下位ビット

スレーブアドレスを設定してください。

• SARUmレジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA0ビットは無効になる

• SARUmレジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA0ビットが有効になり、SVA[7:1]
ビットと合わせて10ビットスレーブアドレスの下位8ビット

アドレスになる

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

SVA0SVA[7:1]

初期値 :

ビット :

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 25.  I2C バスインタフェース（RIIC）

 Page 25-38

SVA0 ビット（10 ビットアドレス最下位ビット）

10 ビットアドレスフォーマット選択時（SARUmレジスタのFS ビット=1）、10 ビットアドレス最下位ビッ

トとして機能し、SVA[7:1] ビットと合わせて10 ビットアドレス下位8 ビットを設定します。

ICSERレジスタの SARmE ビットが “1”（SARLm、SARUm レジスタ有効）でかつ SARUmレジスタの FS
ビットが“1” のとき設定値が有効になり、SARUmレジスタのFS ビット又はSARmE ビットが“0” のとき設

定値は無視されます。

25.2.12 スレーブアドレスレジスタUm（SARUm）（m= 0 ～ 2）

SARUm レジスタは、7 ビット /10 ビットアドレスフォーマットの選択と10 ビットスレーブアドレス上

位ビットのを設定を行うレジスタです。

SVA[9:8] ビット（10 ビットアドレス上位ビット）

10 ビットアドレスフォーマット選択時（FS ビット=1）、10 ビットアドレスの上位2 ビットアドレスとし

て機能します。
ICSERレジスタの SARmE ビットが “1”（SARLm、SARUm レジスタ有効）でかつ SARUmレジスタの FS

ビットが“1” のとき設定値が有効になり、SARUmレジスタのFS ビット又はSARmE ビットが“0” のとき設

定値は無視されます。

FS ビット（7 ビット /10 ビットアドレスフォーマット選択ビット）

スレーブアドレス m（SARLm、SARUm レジスタ）を 7 ビットアドレスにするか、10 ビットアドレスに

するかを選択します。
ICSERレジスタの SARmE ビットが “1”（SARLm、SARUm レジスタ有効）でかつ SARUmレジスタの FS

ビットが“0” のとき、スレーブアドレスm は7 ビットアドレスフォーマットが選択され、SARLmレジスタ

のSVA[7:1] ビットの設定値が有効になりSVA[9:8] ビット及びSVA0 ビット（SARLmレジスタのビット0）の
設定値は無視されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2、 1 SVA[9:8] 00 R/W 10ビットアドレス上位ビット

スレーブアドレスを設定してください。

• SARUmレジスタのFSビット=0（7ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA[9:8]ビットは無効になる

• SARUmレジスタのFSビット=1（10ビットアドレスフォー

マット選択）のとき、SVA[9:8]ビットが有効になり、10ビッ

トスレーブアドレスの上位2ビットアドレスになる

0 FS 0 R/W 7ビット /10ビットアドレスフォーマット選択ビット

0：7ビットアドレスフォーマット選択

1：10ビットアドレスフォーマット選択

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0

     FSSVA[9:8]

初期値 :

ビット:

R/W:      R/W R/W R/W
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ICSERレジスタの SARmE ビットが “1”（SARLm、SARUm レジスタ有効）でかつ SARUmレジスタの FS
ビットが“1” のとき、スレーブアドレスm は10 ビットアドレスフォーマットが選択され、SVA[9:8] ビット、

SARLm レジスタの設定値が有効になります。

ICSERレジスタの SARmE ビットが “0”（SARLm、SARUm レジスタ無効）のとき SARUmレジスタの FS
ビットの設定値は無効です。

25.2.13 I2C バスビットレートLレベルレジスタ（ICBRL）

ICBRLレジスタは、SDA内部入力遅延とSCL クロックのLow 幅を設定するレジスタです。 

BRLビットはCKS[2:0]ビット（ICMR1レジスタのビット 6～ 4）で選択した内部基準クロックソース

（IICφ）でLow 幅をカウントします。 ICBRLレジスタのBRL はマスターモード時に有効です。RIICをス

レーブモードでのみ使用する場合には、本レジスタにLow幅を設定する必要はありません。

SDID[1:0]ビットはSDA内部入力遅延を設定します。入力されたSDAのレベル変化を検出する信号を

SDIDビットで設定された IICφサイクル分遅延します。

それによりSDAがデータインプットホールドタイム（tSDAH)違反の信号で、立下り /立ち上がりエッ

ジが急峻な場合に、スタートコンディション / ストップコンディションの誤検出を起こり難くすること

ができます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 SDID [1:0] 11 R/W SDA 内部入力遅延ビット

b7 b6

0   0 : 1 IIC サイクル

0   1 : 2 IIC サイクル

1   0 : 4 IIC サイクル

1   1 : 入力遅延なし

5 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

4～ 0 BRL [4:0] 1 R/W ビットレートLow幅設定ビット

SCLクロックのLow幅の値を設定

7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 11 1 1 1

SDID [1 : 0]  BRL[4:0]

初期値:

ビット:

R/W:  R/W R/W R/W R/W R/W
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25.2.14 I2C バスビットレートHレベルレジスタ（ICBRH）

ICBRHレジスタはSCLクロックのHigh幅を設定するための5ビットのレジスタで、マスタモード時に

有効です。RIIC を常にスレーブモードで使用する場合には、High 幅を設定する必要はありません。

ICBRH レジスタは ICMR1 レジスタの CKS[2:0] ビットで選択された内部基準クロックソース（IICφ）
でHigh 幅をカウントします。

I2C 転送速度及びSCL クロックのデューティ比は以下の式で算定します。

転送速度 = IIC/(tr(注1） x IIC + tf(注1） x IIC + ICBRH + ICBRL + 4 + フィルタ段数 (注2） x 2 + 1(注3）)

SCLnのLow  幅 /High 幅：

Low  幅 = (ICBRL + 2 + フィルタ段数 (注2） ) x 1/IIC + 1/IIC(注3）

High 幅  = (ICBRH + 2 + フィルタ段数 (注2） ) x 1/IIC + 1/IIC(注3）

注1. tr: SCLn ライン立ち上がり時間

tf: SCLn ライン立ち下がり時間

tr と tfは全体のバスライン静電容量 [Cb]とプルアップ抵抗 [Rp]によって変動します。

詳細についてはNXP セミコンダクターズ社の I2C バス規格書を参照してください。

2. デジタルノイズフィルタの段数は ICMR3のNF[1:0] ビットによって設定されます。 
3. IIC = Pck (CKS[2:0] = 000)のときに限り必要です。

 ICBRH、ICBRL レジスタの値の設定例を表 25.6に示します。

表25.6 転送速度に対する ICBRH、ICBRLレジスタの設定例

注 . 表内の ICBRH、ICBRLは以下の値で計算されています。

SCLn ライン立ち上がり時間 (tr)）を～100kbps以下 [Sm]は1000ns、～400kbps[Fm]は300ns、～1Mbps[Fm+]は
120ns
SCLn ライン立ち下がり時間 (tf)を～400kbps以下 [Sm/Fm]は300ns、～1Mbps[Fm+]は120n
SCLn ライン立ち上がり時間 (tr)とSCLn ライン立ち下がり時間(tf)の規格値については、NXP 社の I2C バス規格

書を参照してください。
SCL負荷のため、実際の周波数は計算した値より低くなります。 その場合は ICBRH と ICBRLの値を下げて、周波

数を調整することが必要です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 5 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

4～ 0 BRH[4:0] 1 R/W ビットレートHigh幅設定ビット

SCLクロックのHigh幅の値を設定

転送速度 
(kbps)

動作周波数PCLK（MHz）

48

CKS[2:0] ICBRH ICBRL

100 011 23 (H'17) 23 (H'17)

400 001 20 (H'14) 19 (H'13)

1000 000 14 (H'0E) 14 (H'0E)

7 6 5 4 3 2 1 0

初期値  : 1 1 1 11 1 1 1

   BRH[4:0]

ビット:

R/W:    R/W R/W R/W R/W R/W
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25.2.15 I2C バス送信データレジスタ（ICDRT）

ICDRT レジスタは、送信データを格納する8 ビットの読み書き可能なレジスタです。

I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）の空きを検出すると、ICDRT レジスタに書き込まれた送信データ

が ICDRSレジスタへ転送され、送信モード時にデータ送信を開始します。ICDRT レジスタと ICDRS レ
ジスタはダブルバッファ構造になっているため、ICDRS レジスタのデータ送信中に、次に送信するデー

タを ICDRT レジスタに書いておくと連続送信動作が可能です。

ICDRTレジスタは常に読み出し /書き込み可能です。ICDRTレジスタへの送信データの書き込みは、送

信データエンプティ割り込み（TXI）要求が発生したときに1 回だけ行ってください。

25.2.16 I2Cバス受信データレジスタ（ICDRR）

ICDRR レジスタは、受信データを格納する8 ビットの読み出し専用のレジスタです。

1 バイトのデータの受信が終了すると、受信したデータは I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）から

ICDRR レジスタへ転送され、次のデータを受信可能にします。

ICDRS レジスタと ICDRR レジスタはダブルバッファ構造になっているため、ICDRS レジスタのデー

タ受信中に、すでに受信したデータを ICDRR レジスタから読んでおくと連続受信動作が可能です。

ICDRR レジスタに書き込みはできません。ICDRR レジスタの読み出しは、受信データフル割り込み

（RXI）要求が発生したときに1 回だけ行ってください。

受信データを ICDRR レジスタから読み出ししないまま（ICSR2レジスタのRDRF フラグが“1” の状態

のまま）次の受信データを受け取ると、RIIC はRDRF フラグが次に“1” になるタイミングの1 つ手前の

SCLn クロックで自動的にLow ホールドを行います。

7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 11 1 1 1初期値 :

ビット:

R/W: R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 00 0 0 0初期値 :

ビット:

R/W: R R R R R R R R
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25.2.17 I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）

注 . 送信時に、データは ICDRT レジスタから ICDRS レジスタへ転送されます。受信時に、データは

ICDRS レジスタから ICDRRレジスタへ転送されます。

ICDRS レジスタは、データを送信 / 受信するためのシフトレジスタです。

送信時は ICDRT レジスタから送信データが ICDRS レジスタに転送され、SDAn 端子からデータが送信

されます。受信時は 1 バイトのデータの受信が終了すると、データが ICDRS レジスタから ICDRR レジ

スタへ転送されます。
ICDRS レジスタは直接アクセスすることはできません。

7 6 5 4 3 2 1 0

初期値:

ビット:

R/W: (注） (注） (注） (注） (注） (注） (注） (注）
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25.3 動作説明

25.3.1 通信データフォーマット

I2C バスフォーマットは、8 ビットのデータと1 ビットのアクノリッジで構成されています。スタート

コンディション及びリスタートコンディションに続くフレームは、アドレスフレームでマスタデバイス
が通信先であるスレーブデバイスを指定するのに使用します。指定されたスレーブは新たにスレーブが
指定されるか、ストップコンディションが発行されるまで有効です。
図25.3 に I2C  バスフォーマットを、図25.4 に I2C バスタイミングを示します。

図 25.3     I2C バスフォーマット

図 25.4     I2C バスタイミング（SLA=7 ビットの場合）

【記号説明】

S ：スタートコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLnラインがHighの状態でSDAnラ
インがHighからLowに変化します。

SLA  ：スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。
R/W    ：送信 /受信の方向を示します。“1”のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、“0”のときマ

スタデバイスからスレーブデバイスへデータを送信します。
A ：アクノリッジを示します。受信デバイスがSDAnラインをLowにします（マスタ送信モード時：

スレーブデバイスがアクノリッジを返します。マスタ受信モード時：マスタデバイスがアクノ
リッジを返します）。

Sr ：リスタートコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLn ラインが High の状態でセッ

トアップ時間経過後にSDAnラインがHighからLowに変化します。

DATA ：送受信データを示します。
P ： ストップコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLnラインがHighの状態でSDAnラ

インがLowからHighに変化します。

【7ビットアドレスフォーマット】

S R/W A A A/A# P

S

SLA (7 ビット)

W# A A A/A# PSLA (8 ビット)11110+SLA(2 ビット)

DATA (8 ビット)

A

S W# A A A/A# PSLA (8 ビット)11110+SLA(2 ビット) ASr 11110+SLA(2 ビット) R

DATA (8 ビット)

1 7 1 1 1 118

ADATA (8 ビット)

1 7 1 1 1 118

1 118

18

1 7 1 1 18 1 17 1

【10ビットアドレスフォーマット】

n (n = 1 ～)

n (n = 1 ～)

n (n = 1 ～)

n: 転送フレーム数

S SLA R/W A Data A Data A P

SDA

1 ～ 7 8 9 1 ～ 7 8 9 1 ～ 7 8 9SCL
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25.3.2 初期設定

データの送信 / 受信を開始する場合、図25.5 に示す手順に従ってRIIC を初期化してください。

図 25.5     RIIC の初期化フローチャート例

RIIC 転送動作可能状態

通信ビットレートを設定

割り込み許可を設定

n = 0 ～ 2

初期設定

ICMR1.CKS[2:0] を設定 
ICBRL/ICBRHを設定

 ICIERを設定

ICCR1.ICE ＝ 1

初期設定

ICCR1.ICE=0

ICCR1.IICRST=1

ICCR1.IICRST=0

RIIC 内部リセット

 RIIC 内部リセット解除

RIIC 機能停止状態

SARLn 、 SARUnを設定

ICSERを設定

スレーブアドレスフォーマット、

及びスレーブアドレスを設定

XXXX.YYYY：XXXXレジスタのYYYYビット(フラグ)
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25.3.3 マスタ送信動作

マスタ送信では、マスタデバイスである RIIC が SCL クロックと送信データを出力して、スレーブデ

バイスがアクノリッジを返します。図25.6 にマスタ送信の使用例を、図25.7 ～図25.9 にマスタ送信の動

作タイミングを示します。
以下にマスタ送信の送信手順と動作を示します。

1. ICCR1レジスタの ICE ビットを“0”（機能停止状態）にしたまま ICCR1レジスタの IICRST ビットを

“1”（内部リセット）にした後、“0”（リセット解除）にします。これにより ICSR1 レジスタの各フ

ラグや内部状態の初期化を行います。その後、SARLn、SARUn、ICSER、ICMR1、ICBRH、ICBRL

レジスタ (n=0 ～ 2) を設定し、その他のレジスタは必要に応じて設定してください（RIIC の初期設

定については図25.5 参照）。必要なレジスタの設定が終了したら、ICE ビットを“1”（転送可能状態）

にしてください。すでにRIIC の初期化が完了している場合、この手順は不要です。

2. ICCR2レジスタのBBSY フラグを読んでバスが解放状態であることを確認した後、ST ビット（ICCR2

レジスタのビット1）に“1” を書きます（スタートコンディション発行要求）。RIIC はスタートコン

ディション発行要求を受け付けると、スタートコンディションを発行します。RIIC はスタートコン

ディションを検出すると BBSY フラグ、ICSR2 レジスタの START フラグを自動的に “1” にし、ST

ビットを自動的に“0” にします。このときST ビットが“1”の状態で自分が出したSDA 信号とSDAn

ラインの状態がずれることなくスタートコンディションを検出した場合、RIIC は ST ビットによる

スタートコンディション発行が正しく行われたと認識し、ICCR2レジスタのMST、TRS ビットを自

動的に“1” にしてマスタ送信モードになります。また ICSR2レジスタのTDREフラグ は、TRS ビッ

ト=1 により自動的に“1” になります。

3. ICSR2レジスタのTDRE フラグが“ １ ” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データ（ス

レーブアドレスとR/W ビット）を書いてください。ICDRT レジスタに送信データを書くとTDRE フ

レジスタのラグは自動的に “0” になり、ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータが転送され

て、再びTDRE フラグが“1” になります。R/W ビットを含むスレーブアドレスの送信が完了すると、

送信されたR/W ビットにより自動的にTRS ビットが変更され送信モード / 受信モードが選択されま

す。RIIC はR/W ビット=0 を受信すると、引き続きマスタ送信モードの状態を継続します。このと

き ICSR2レジスタのNACKF フラグが“1” なら、スレーブデバイスが認識されていないか、あるいは

通信不良が発生しているかですので、ストップコンディションを発行してください。ストップコン

ディションの発行は ICCR2レジスタのSP ビットに “1” を書くことで行われます。なお 10 ビットア

ドレスフォーマットで送信する場合は、まず 1 回目のアドレス送信処理で ICDRT レジスタに 1111

0b+ スレーブアドレスの上位2 ビット＋ W を書き、2 回目のアドレス送信処理で ICDRT レジスタに

スレーブアドレスの下位8 ビットを書いてください。

4. ICSR2レジスタのTDRE フラグが“ １ ” であることを確認した後、送信データを ICDRT レジスタに

書いてください。なお、送信データの準備ができるまで、又はストップコンディションを発行する

までの間RIIC は自動的にSCLn ラインをLow にホールドします。

5. 送信する全バイトをICDRT レジスタに書いた後、ICSR2レジスタのTEND フラグが“1” になるまで

待ってから ICCR2 レジスタの SP ビットに “1” を書いてください（ストップコンディション発行要

求）。RIIC はストップコンディション発行要求を受け付けると、ストップコンディションを発行し

ます。

6. RIIC はストップコンディションを検出すると、ICCR2レジスタのMST、 TRS ビットが自動的に“00b”

になり、スレーブ受信モードに移行します。また、ストップコンディション検出により ICSR2レジ

スタのTDRE、 TEND フラグも自動的に“0” になり、ICSR2レジスタのSTOP フラグが“1” になります。

7. ICSR2レジスタのSTOP フラグが“ １ ” であることを確認した後、次通信のために ICSR2レジスタの

NACKF、 STOP フラグを “0”にしてください。
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図 25.6     マスタ送信のフローチャート例

Yes

ICCR2.BBSY = 0?

ICSR2.STOP = 0

マスタ送信

ICCR2.SP = 1

ICSR2.NACKF = 0

マスタ送信終了

ICCR2.ST = 1

Yes

No

ICSR2.TDRE = 1?

 ICDRTライト

初期設定

Yes

Yes

残りの送信データなし？

ICSR2.TEND = 1?

Yes

ICSR2.STOP = 1?

ICSR2.STOP = 0

No

No

No

No

No

[1] 初期設定

[2] I2C バス占有状態判定
開始条件発行

[6] 停止条件発行確認

[7] 次通信のための処理

Yes

[5]最終データ送信完了確認
及び停止条件発行

[3] スレーブアドレス＋W送信（1バイト目）

[4] ACK確認及び送信データ設定

ICSR2.NACKF = 0?

XXXX.YYYY：XXXXレジスタのYYYYビット(フラグ)
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図 25.7     マスタ送信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマットのとき）

図 25.8     マスタ送信の動作タイミング（2）（10 ビットアドレスフォーマットのとき）

ICDRTライト

(7ビットアドレス
+W)

ICDRTライト
(DATA 1)

ICDRTライト
(DATA 2)

7bitアドレス+W

送信データ (DATA1) 送信データ (DATA2)送信データ (7ビットアドレス+W)

TDRE

MST

TRS

BBSY

TEND

S 9

ICDRTライト
(DATA 3)

8

b0

SCLn

SDAn

ST

START

ICDRT

ICDRS 7ビットアドレス+W

DATA 1

DATA 1

DATA 2 DATA 3

DATA 2

ST=1
ライト

1

b7 

7ビットスレーブアドレス W

2

b6 

3
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4
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7
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3

b5    

8
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1

b7 

2

b6 

4

b4    

3

b5    

DATA 1 DATA 2

1

b7 

RDRF

ICDRR

9

ACKBT

ACKBR

"0" (ACK)

"X" (ACK/NACK)

[3] [4] [4][2] [4]

"0" (ACK)

ACK

"0" (ACK)

XXXX (初期値/最終受信データ)

自動Lowホールド (誤送信防止)

ACK

送信データ (10ビット上位+W)

"0" (ACK)
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+W)

ICDRTライト
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ICDRTライト
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ST=1
ライト

RDRF

ICDRR

TDRE

MST

TRS

BBSY

TEND

S 9

SCLn

SDAn

ST

START

ICDRT

ICDRS 10ビット上位+W

10ビット下位

10ビット下位

DATA 1 DATA 2

DATA 1

10ビットアドレス上位 (11110b+2bit) W 10ビットアドレス下位

1

b7 

2

b6 

4

b4    

5

b3    

6

b2    

7
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3

b5    

8

b0    

1

b7 

2

b6 

4
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3
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DATA 1

2

b6 

3

b5 

4

b4 

5

b3

6

b2    

8

b0

7

b1    

1

b7 

9

ACKBT

ACKBR

[3] [4] [4][2]

"X" (ACK／NACK)

送信データ (10ビット下位)

ACK

送信データ(DATA1)

ACK

自動Lowホールド (誤送信防止)

10ビットアドレス+W

"0" (ACK) "0" (ACK)

XXXX (初期値/最終受信データ)
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図 25.9     マスタ送信の動作タイミング（3）

25.3.4 マスタ受信動作

マスタ受信では、マスタデバイスである RIIC が SCL クロックを出力し、スレーブデバイスからデー

タを受信して、アクノリッジを返します。最初にスレーブデバイスにスレーブアドレスを送信する必要
があるため、まずマスタ送信モードでスレーブアドレスを送信し、その後マスタ受信モードでデータを
受信します。
図 25.10 にマスタ受信の使用例（7 ビットアドレスフォーマットの場合）を、図 25.11 ～図 25.13 にマ

スタ受信の動作タイミングを示します。
以下にマスタ受信の受信手順と動作を示します。

1. ICCR1レジスタの ICE ビットを“0”（機能停止状態）にしたまま ICCR1レジスタの IICRST ビットを

“1”（内部リセット）にした後、“0”（リセット解除）にします。これにより ICSR1 レジスタの各フ

ラグや内部状態の初期化を行います。その後、ICCR2、 ICMR1、 ICMR2、 ICMR3、 SARLn、 SARUn (n

= 0 ～ 2)、 ICBRH、ICBRLを設定してください（RIIC の初期設定については図25.5 参照）。必要なレ

ジスタの設定が終了した後、ICE ビットを “1”（転送可能状態）にしてください。すでに RIIC の初

期化が完了している場合、この手順は不要です。

2. ICCR2レジスタのBBSY フラグを読んでバスが解放状態であることを確認した後、ICCR2レジスタ

のST ビットに“1” を書きます（スタートコンディション発行要求）。RIIC はスタートコンディショ

ン発行要求を受け付けると、スタートコンディションを発行します。RIIC はスタートコンディショ

ンを検出するとBBSY フラグ、ICSR2レジスタのSTART フラグを自動的に“1” にし、ST ビットを自

動的に“0” にします。このときST ビットが“1”の状態で自分が出したSDA 信号とSDAn ラインの状

態がずれることなくスタートコンディションを検出した場合、RIIC は ST ビットによるスタートコ

ンディション発行が正しく行われたと認識し、ICCR2レジスタのMST、TRS ビットを自動的に “1”

にしてマスタ送信モードになります。またICSR2レジスタのTDRE フラグは、TRS ビット=1 により

自動的に“1” になります。

3. ICSR2レジスタのTDRE フラグが“ １ ” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データ（ス

レーブアドレスとR/Wビット）を書いてください。ICDRT レジスタに送信データを書くとTDRE フ
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ラグは自動的に“0” になり、ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータが転送されて、再びTDRE

フラグが“1” になります。R/W ビットを含むスレーブアドレスの送信が完了すると、送信されたR/W

ビットにより自動的に ICCR2レジスタのTRS ビットが変更され送信モード / 受信モードが選択され

ます。RIIC はR/W ビット= １を受信すると、9 クロック目の立ち上がりでTRS ビットを“0” にして

マスタ受信モードに移行します。このとき TDRE フラグは “0” に、ICSR2 レジスタの RDRF フラグ

は自動的に“1” になります。このとき ICSR2レジスタのNACKF フラグが“1” なら、スレーブデバイ

スが認識されていないか、あるいは通信不良が発生しているかですので、ストップコンディション

を発行してください。ストップコンディションの発行は ICCR2レジスタのSP ビットに“1” を書くこ

とで行えます。なお、10 ビットアドレスフォーマットでマスタ受信を行う場合は、まずマスタ送信

で10 ビットアドレスを送信した後、リスタートコンディションを発行します。その後、1111 0b+ ス

レーブアドレスの上位2 ビット＋ R を送信することで、マスタ受信モードに移行します。

4. ICSR2レジスタのRDRF フラグが“1” であることを確認した後、ダミーで ICDRR レジスタを読むと、

RIIC はSCLクロックを出力して受信動作を開始します。

5. 1 バイトのデータ受信が終了し、RDRFS ビット（ICMR3 レジスタのビット 5）で設定した SCL ク

ロックの 8 クロック目、あるいは 9 クロック目の立ち上がりで、ICSR2 レジスタの RDRF フラグが

“1” になります。このとき ICDRR レジスタを読むと、受信したデータを読むことができ、同時に

RDRF フラグは自動的に “0” になります。また SCL クロックの 9 クロック目のアクノリッジビット

には、ACKBT ビット（ICMR3レジスタのビット3）に設定された値が返信されます。また、次の受

信バイトが最終バイト－ 1 の場合、ICDRR レジスタ（最終バイト－ 2 バイト目）を読む前にWAIT

ビット（ICMR3レジスタのビット6）を“1”（WAIT あり）にしてください。これにより、続く６の

処理（ICMR3・・・＝“1”(NACK)）が他割り込みなどにより遅れた場合でも最終バイトでNACK 出

力を可能にするとともに、最終バイトの受信時に 9 クロック目の立ち下がりで SCLn ラインを Low

に固定して、ストップコンディション発行可能状態にすることができます。

6. ICMR3 レジスタの RDRFS ビットが “0” でスレーブデバイスに次のデータ受信で通信終了であるこ

とを通知する必要がある場合には、ICMR3レジスタのACKBT ビットを“1”（NACK）にしてください。

7. ICDRR レジスタ（最終バイト－ 1 バイト目）読み出し後、ICSR2レジスタのRDRF フラグが“1” で

あることを確認してから、ICCR2レジスタのSP ビットに“1” を書いて（ストップコンディション発

行要求）、ICDRR レジスタ（最終バイト）を読んでください。RIIC は ICDRR レジスタの読み出し

により、WAIT 状態が解除され、9 クロック目のLow 出力終了又はSCL ラインのLow ホールド解除

後にストップコンディションを発行します。

8. RIIC はストップコンディションを検出すると、ICCR2レジスタのMST、 TRS ビットは自動的に“00b”

になり、スレーブ受信モードに移行します。また、ストップコンディション検出により ICSR2レジ

スタのSTOP フラグが“1” になります。

9. 次通信のために ICSR2レジスタのNACKF、 STOP フラグを “0”にしてください。
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図 25.10     マスタ受信のフローチャート例（7 ビットアドレスフォーマットの場合）
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図 25.11     マスタ受信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき）
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図 25.12     マスタ受信の動作タイミング（2）（10 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき）

図 25.13     マスタ受信の動作タイミング（3）（RDRFS=0 のとき）
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25.3.5 スレーブ送信動作

スレーブ送信では、マスタデバイスが SCL クロックを出力し、スレーブデバイスである RIIC がデー

タを送信し、マスタデバイスがアクノリッジを返します。
図 25.14 にスレーブ送信の使用例を示します。図 25.15、図 25.16 にスレーブ送信の動作タイミングを

示します。
以下にスレーブ送信の送信手順と動作を示します

1. 図 25.5 に示す手順で RIIC を初期設定してください。初期設定完了後、RIIC はスレーブアドレスが

一致するまで待機状態となります。

2. RIIC はスレーブアドレスが一致した場合、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで該当する

HOA、 GCA、 AASn ビット（n=0 ～ 2）（ICSR1レジスタのビット 7、3、2～ 0）のいずれかを “1” に

し、SCL クロックの9 クロック目のアクノリッジビットに ICMR3レジスタのACKBT ビットに設定

した値を返信します。このとき受信したR/W ビットが“1” のとき、ICCR2レジスタのTRS ビット及

び ICSR2レジスタのTDRE フラグを“1” にし、自動的にスレーブ送信モードに切り替わります。

3. ICSR2レジスタのTDRE フラグが “1” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データを書

いてください。このとき、ICFER レジスタの NACKE ビットが “1” の状態でマスタデバイスからア

クノリッジがなかった（NACK を受信した）場合、RIIC は次の通信動作を中断します。

4. ICSR2レジスタのNACKFフラグが“1”になるか、又は最終送信データをICDRTレジスタに書いた後、

ICSR2 レジスタの TDRE フラグが “1” の状態で、ICSR2 レジスタの TEND フラグが “1” になるまで

待ってください。ICSR2レジスタのNACKF フラグが“1” 又はTEND フラグが“1” の場合、RIIC は9
クロック目の立ち下がり以降SCLn ラインをLow にホールドします。

5. ICSR2レジスタのNACKF フラグが“1” 又は ICSR2レジスタのTEND フラグが“1” の場合、終了処理

のため ICDRR レジスタをダミーで読んでください。これによりSCLn ラインを開放します。

6. RIIC はストップコンディションを検出すると、ICSR1レジスタのHOA、 GCA、 AASn ビット(n=0 ～

2)、ICSR2レジスタのTDRE、TEND フラグ、ICCR2レジスタのTRS ビットを自動的に“0” にし、ス

レーブ受信モードに移行します。

7. 次通信のために ICSR2レジスタのNACKF、 STOP フラグを “0”にしてください
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図 25.14     スレーブ送信のフローチャート例
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図 25.15     スレーブ送信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマットのとき）

図 25.16     スレーブ送信の動作タイミング（2）
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25.3.6 スレーブ受信動作

スレーブ受信では、マスタデバイスがSCL クロックと送信データを出力し、スレーブデバイスである

RIICがアクノリッジを返します。

図25.17 にスレーブ受信の使用例を図25.18、図25.19 にスレーブ受信の動作タイミングを示します。

以下にスレーブ受信の受信手順と動作を示します。

1. 図 25.5 に示す手順で RIIC を初期設定してください。初期設定完了後、RIIC はスレーブアドレスが

一致するまで待機状態となります。

2. RIIC はスレーブアドレスが一致した場合、RIIC は SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで該

当する ICSR1レジスタのHOA、 GCA、 AASn ビット (n=0 ～ 2) のいずれかを“1” にし、SCL クロック

の9 クロック目のアクノリッジビットに ICMR3レジスタのACKBT ビットに設定した値を返信しま

す。このとき受信したR/W ビットが “0” なら、スレーブ受信モードの状態を継続し、ICSR2レジス

タのRDRF フラグを“1” にします。

3. ICSR2レジスタのSTOP フラグが“0” で、かつ ICSR2レジスタのRDRF フラグが“1” であることを確

認したら、最初の1 回目は ICDRR レジスタをダミーで読んでください（なお、ダミーで読んだ受信

データは 7 ビットアドレスフォーマット時にスレーブアドレス＋ R/W ビット、10 ビットアドレス

フォーマット時は下位8 ビットアドレスになります）。

4. ICDRR レジスタを読むと RIIC は ICSR2 レジスタの RDRF フラグを自動的に “0” にします。なお、

ICDRR レジスタの読み出しが遅れて、RDRF フラグが“1” になった状態で次のデータを受信すると、

RIIC はRDRF フラグが＂ 1” になるタイミングの1 つ手前のSCL クロック立ち下がりでSCLn ライン

をLow にホールドします。このLow ホールドは ICDRR レジスタを読むことで解除されRIIC はSCLn

ラインを開放します。ICSR2レジスタのSTOP フラグが“1” で、かつ ICSR2レジスタのRDRF フラグ

が “1” の場合、又は全データ受信が完了するタイミングで ICDRR レジスタ（最終データ )を読んで

ください。

5. RIIC はストップコンディションを検出すると、ICSR1レジスタのHOA、 GCA、 AASn ビット(n=0 ～

2) を自動的に “0”にします。

6. 次通信のために ICSR2レジスタの STOP フラグを “0” にしてください。
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図 25.17     スレーブ受信のフローチャート例
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図 25.18     スレーブ受信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき）

図 25.19     スレーブ受信の動作タイミング（2）（RDRFS=0 のとき）
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25.4 SCL 同期回路

RIIC の SCL クロック生成は SCLn ラインの立ち上がりを検出すると、ICBRH レジスタで設定された

High幅のカウントを開始し、High 幅のカウントが終了するとSCLn ラインをLow にドライブして立ち下

げます。またSCLn ラインの立ち下がりを検出すると、ICBRL レジスタで設定されたLow 幅のカウント

を開始し、Low 幅のカウントが終了すると SCLn ラインの Low ドライブを終了して SCLn ラインを開放

します。これによりSCL クロックを生成します。

I2C バスをマルチマスタで使用する場合、SCL クロックは他のマスタデバイスとの競合によりSCL ク
ロック同士が衝突する場合があります。SCL クロックが衝突した場合、マスタデバイスはSCL クロック

の同期化を行う必要があります。この SCL クロックの同期はビットごとに行う必要があり、RIIC はマ

スタモード時に SCLn ラインを監視してビットごとに同期を取りながら SCL クロックを生成する機能

（SCL 同期回路）を備えています。

RIIC がSCLn ラインの立ち上がりを検出し ICBRH レジスタで設定されたHigh 幅のカウント中に他の

マスタデバイスのSCL クロック出力によりSCLn ラインが立ち下げられた場合、RIIC はSCLn ラインの

立ち下がりを検出するとHigh幅のカウントアップ動作を中断し、SCLnラインのLowドライブを行うの

と同時に ICBRLレジスタで設定されたLow 幅のカウントアップを開始します。Low 幅のカウントが終了

すると SCLn ラインの Low ドライブを終了して SCLn ラインを開放します。このとき他のマスタデバイ

スのSCL クロックのLow幅がRIIC で設定されたLow 幅よりも長い場合、SCL クロックのLow 幅は延長

されます。他のマスタデバイスのLow 幅出力が終了すると、SCLn ラインが開放されSCL クロックが立

ち上がります。そのため SCL クロック出力衝突時の SCL クロックの High 幅は短いクロックに同期し、

Low 幅は長いクロックに同期化されます。なお、このSCL 同期は ICFERレジスタのSCLE ビットが “1”
のとき有効です。

図 25.20     RIIC のSCL クロック生成及びSCL 同期化動作

ICBRH

ICBRL

SCLn

ICBRL

ICBRH ICBRH
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ICBRH: I2C バスビットレートハイレベルレジスタ（SCLクロックのHigh幅カウンタ）

ICBRL:  I2C バスビットレートローレベルレジスタ（SCLクロックのLow幅カウンタ）

【SCLの同期化動作】

                 SCL立ち上がり検出
（High幅カウントスタート）

コンペアマッチ発生
（カウンタクリア、 SCLnライン開放)

            SCL立ち下がり検出
（Low幅カウントスタート)

他のマスタデバイスのLow出力 他のマスタデバイスのLow出力
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25.5 SDA 出力遅延機能

RIIC には SDA 出力遅延機能を備えています。SDA 出力遅延機能は、すべての SDA 出力タイミング

（発行動作（開始 / 再開始 / 停止）、データ出力、ACK/NACK 出力）を遅延させることができます。

SDA 出力遅延機能は、SCL クロックの立ち下がり検出からSDA 出力を遅延させ、確実にSCL クロッ

クの Low 期間中に SDA 出力を行うことで、通信デバイスの誤認動作を防ぐ目的で使用する機能で、

SMBus のデータホールド時間 :300ns（min）の規格を満たす目的でも使用することができます。

このSDA 出力遅延機能はSDDL[2:0] ビット（ICMR2レジスタのビット6～4）が“000b” 以外のとき有

効で、SDDL[2:0] ビットが“000b”のとき無効です。

SDA 出力遅延機能が有効（SDDL[2:0] ビットが“000b” 以外）のとき、SDA 出力遅延カウンタは ICMR2
レジスタのDLCSビットで選択された内部基準クロック（IICφ）又はその2 分周クロック（IICφ/2）をカ

ウントソースとしてSDDL[2:0] ビットで設定されたサイクル数分のカウント動作を行い、遅延サイクル

分のカウントが終了した時点で RIIC は SDA 出力（発行動作（開始 / 再開始 / 停止）、データ出力、

ACK/NACK 出力）を行います。

図 25.21     SDA 出力遅延タイミング

25.6 デジタルノイズフィルタ回路

SCLn 端子及びSDAn 端子の状態は、デジタルノイズフィルタ回路を経由して内部に取り込まれます。

図25.22 にデジタルノイズフィルタ回路のブロック図を示します。

RIIC に内蔵されているデジタルノイズフィルタ回路は、4 段の直列に接続されたフリップフロップ回

路と一致検出回路で構成されています。
デジタルノイズフィルタの有効段数はNF[1:0] ビット（ICMR3レジスタのビット1、0）で選択し、ノ

イズ除去能力は選択した有効段数に応じて1IICφ ～ 4IICφサイクル分となります。

SCLn 端子入力信号（又はSDAn端子入力信号）はPckの立ち下がりでサンプリングされ、ICMR3レジ

スタのNF[1:0]ビットで設定された有効段数のフリップフロップ回路出力がすべて一致したとき、そのレ

ベルが内部信号として伝えられ、一致しない場合は前の値を保持します。
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図 25.22     デジタルノイズフィルタ回路のブロック図
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25.7 アドレス一致検出機能

RIIC はジェネラルコールアドレス、ホストアドレスの他に 3 種類のスレーブアドレスを設定可能で

す。またスレーブアドレスには7 ビットアドレス又は10 ビットアドレスの設定が可能です。

25.7.1 スレーブアドレス一致検出機能

RIIC は3 種類のスレーブアドレスを設定可能で、それぞれに応じたスレーブアドレス検出機能を備え

ています。ICSERレジスタのSARnE ビット(n=0 ～ 2) が“1” のとき、SARUn/SARLn レジスタ (n=0 ～ 2)
に設定されたスレーブアドレスを検出することができます。

RIIC は設定されたスレーブアドレス一致を検出すると、SCL クロックの9 クロック目の立ち下がりで

該当する ICSR1レジスタのAASnフラグ (n=0～2) を“1”にし、続くR/Wビットにより ICSR2レジスタの

RDRF フラグ又は ICSR2 レジスタの TDRE フラグを “1” にします。これにより受信データフル割り込み

（RXI）又は送信データエンプティ割り込み（TXI）を発生させることができ、AASn フラグを確認する

ことでどのスレーブアドレスが指定されたかを識別することができます。
図25.23 ～図25.25 にAASn フラグが“1” になるタイミングを示します。

図 25.23     7 ビットアドレスフォーマット選択時にAASn フラグが “1” になるタイミング
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図 25.24     10 ビットアドレスフォーマット選択時にAASn フラグが “1” になるタイミング
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図 25.25     7 ビット /10 ビットアドレスフォーマット混在時にAASnフラグが “1”/“0” になるタイミング
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25.7.2 ジェネラルコールアドレス検出機能

RIIC はジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）の検出機能を備えています。ICSERレジスタ

のGCAE ビットが“1” のとき、ジェネラルコールアドレスを検出することができます。

スタートコンディション又はリスタートコンディション後のアドレスが 0000 000b ＋ 1[R]（スタート

バイト）だった場合、RIIC はこのアドレスをAll“0” のスレーブアドレスと認識し、ジェネラルコールア

ドレスとみなしません。
RIIC はジェネラルコールアドレスを検出すると、SCL クロックの9 クロック目の立ち下がりで ICSR1

レジスタのGCAフラグを“1” にし、同時に ICSR2レジスタのRDRF フラグを“1” にします。これにより

受信データフル割り込み（RXI）を発生させることができ、GCA フラグを確認することでジェネラル

コールアドレスが送信されたことを認識することができます。
なお、ジェネラルコールアドレス検出後の動作は通常のスレーブ受信動作と同じです。

図 25.26     ジェネラルコールアドレス受信時にGCA フラグが “1” になるタイミング
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25.7.3 デバイス ID アドレス検出機能

RIIC は I2C バス（Rev.03）に準拠したデバイス ID アドレスの検出機能を備えています。ICSERレジス

タのDIDE ビットを“1” にした状態で、スタートコンディション又はリスタートコンディション後の1 バ
イト目に1111 100bを受信すると、RIIC はこのアドレスをデバイス ID アドレスと認識し、続くR/W ビッ

トが “0” のときSCLクロックの 9 クロック目の立ち上がりで ICSR1レジスタのDID フラグを “1” にした

後、2 バイト目以降と自スレーブアドレスとの比較動作を行います。この 2 バイト目以降のアドレスが

スレーブアドレスレジスタの値と一致した場合、該当する ICSR1レジスタのAASｎ フラグ (ｎ=0 ～ 2) が
“1” になります。

その後スタートコンディション又はリスタートコンディション後の 1 バイト目が再びデバイス ID ア
ドレス（1111 100b）と一致し、続くR/Wビットが“1” のときRIIC は続く2 バイト目以降はアドレス比較

動作を行わず、ICSR2レジスタのTDRE フラグを“1” にします。

デバイス ID アドレス検出機能は、自スレーブアドレスと不一致あるいは自スレーブアドレス一致後の

リスタートコンディション後のアドレスがデバイス ID アドレスと不一致の場合、DID フラグを“0” にし

ます。そのため、TDRE=1 確認後 DID フラグをチェックすることで、デバイス ID を受信したことを確

認することができます。
なお、一連のデバイス ID 受信後にホストに送信するデバイス ID フィールドとして必要な情報（3 バ

イト分：メーカ [12 ビット ] ＋部品識別 [9 ビット] ＋リビジョン [3 ビット]）は、通常の送信データと同

様あらかじめ準備してください。また、デバイス ID フィールドに必要な情報の詳細についてはNXP 社
にお問い合わせください。
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図 25.27     デバイス ID アドレス受信時のAASn、DID フラグセット / クリアタイミング

【デバイスIDアドレス+Rの前にスレーブアドレス一致がない場合】
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25.7.4 ホストアドレス検出機能

RIIC にはSMBus 動作時にホストアドレス検出機能を備えています。ICMR3レジスタのSMBS ビット

が“1” のときHOAE ビット（ICSERレジスタのビット7）を“1” にすると、スレーブ受信モード（ICCR2
レジスタのMST、 TRS ビット=00b）にホストアドレス（0001 000b）を検出することが可能です。

RIIC はホストアドレスを検出すると、SCL クロックの9 クロック目の立ち下がりで ICSR1レジスタの

HOA フラグを“1” にし、Wr ビット（R/W ビットに“0” を受信）のとき ICSR2レジスタのRDRFフラグを

“1” にします。これにより受信データフル割り込み (RXI) を発生させることができ、HOA フラグを確認

することでスマートバッテリなどからホストアドレスが送信されたことを認識することができます。
なお、ホストアドレス（0001 000b）に続くビットが Rd ビット（R/W ビットに “1” を受信）の場合に

おいてもホストアドレスを検出することが可能です。また、ホストアドレス検出後の動作は通常のス
レーブ動作と変わりありません。

図 25.28     ホストアドレス受信時にHOA フラグが “1” になるタイミング
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25.8 SCL の自動Low ホールド機能

25.8.1 送信データ誤送信防止機能

RIIC は送信モード時（ICCR2レジスタのTRS ビット=1）、シフトレジスタ（ICDRS レジスタ）が空の

状態でかつ送信データ（ICDRT レジスタ）が書かれていない場合、以下に示す区間、自動的にSCLn ラ
インのLow ホールドを行います。このLow ホールドは送信データの書き込みが行われるまでの期間Low
区間を延長し、意図しない送信データの誤送信を防止します。

《マスタ送信モード》
• スタートコンディション / リスタートコンディション発行後のLow 区間

•  9 クロック目と次の1クロック目との間のLow 区間

《スレーブ送信モード》
• 9 クロック目と次の1クロック目との間のLow 区間

図 25.29     送信モードの自動Low ホールド動作
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25.8.2 NACK 受信転送中断機能

RIIC は送信モード時（ICCR2レジスタのTRS ビット=1）にNACK を受信した場合、転送動作を中断

する機能を備えています。この機能は ICFERレジスタのNACKE ビットが“1”（転送中断許可）のとき有

効で、NACK 受信時にすでに次の送信データが書き込まれていた場合（ICSR2レジスタのTDRE フラグ

=0 の状態）、SCL クロックの9 クロック目の立ち下がり時の次のデータ送信動作を自動的に中断します。

これにより次送信データのMSB ビットが“0” のときのSDAn ラインLow 出力固定を防止することができ

ます。
なおNACK 受信転送中断機能で転送動作が中断された場合（ICSR2レジスタのNACKF フラグ=1）、以

後の送信動作及び受信動作は行いません。動作を再開するにはNACKF フラグを“0” にしてください。ま

たマスタ送信モードの場合には NACKF フラグを “0” にした後、リスタートコンディション発行又はス

トップコンディション発行後にスタートコンディション発行を行って、動作をやり直してください。

図 25.30     NACK 受信時の転送中断動作（NACKE=1 のとき）
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25.8.3 受信データ取りこぼし防止機能

RIIC は受信モード時（ICCR2レジスタのTRS ビット=0）、受信データフル（ICSR2レジスタのRDRF
フラグ=1）の状態で受信データ（ICDRR レジスタ）の読み出しが1 転送フレーム以上遅れるなどの応答

処理遅延が発生した場合、次のデータ受信の 1 つ手前で自動的に SCLn ラインの Low ホールドを行い、

受信データの取りこぼしを未然に防止します。
この自動Low ホールドによる取りこぼし防止機能は、最終受信データの読み出し処理が遅れて、その

間にストップコンディション後に自スレーブアドレスを指定された場合にも有効で、ストップコンディ
ション後自スレーブアドレスと不一致の場合にはこのLow ホールドは行わないため、他の通信を阻害し

ません。
また、RIIC では ICMR3 レジスタの WAIT、 RDRFS ビットの組み合わせにより Low ホールドを行う区

間を選択することができます。

(1) WAIT ビットによる1 バイト受信動作 / 自動Low ホールド機能

ICMR3レジスタのWAIT ビットを“1” にすると、RIIC はWAIT ビット機能による1 バイト受信動作に

なります。ICMR3レジスタのRDRFS ビットが“0” のとき、RIIC はSCL クロックの8 クロック目の立ち

下がりから 9 クロック目の立ち下がり期間のアクノリッジビットには自動的に ICMR3 レジスタの

ACKBT ビットの内容が送出され、9 クロック目立ち下がりを検出するとWAIT ビット機能により自動的

にSCLn ラインをLow にホールドします。このLowホールドは ICDRR レジスタの読み出しによって解除

されます。そのため1 バイトごとの受信動作が可能となります。

なおWAIT ビット機能は、マスタ受信モード時又はスレーブ受信モード時でかつ自スレーブアドレス

（ジェネラルコールアドレス、ホストアドレス含む）と一致した以降の受信フレームから有効になりま
す。

(2) RDRFS ビットによる1 バイト受信動作（ACK/NACK 送出制御）/ 自動Low ホールド機能

ICMR3レジスタのRDRFS ビットを“1” にすると、RIIC はRDRFS ビット機能による1 バイト受信動作

になります。RDRFS ビットを “1” にすると、受信データフルフラグ（ICSR2 レジスタの RDRF フラグ）

が“1” になるタイミングがSCLクロックの8 クロック目の立ち上がりに変更され、8 クロック目の立ち下

がりを検出すると自動的にSCLn ラインをLow にホールドします。このLow ホールドは ICMR3レジスタ

のACKBT ビットへの書き込みによって解除され、ICDRR レジスタの読み出しでは解除されません。そ

のため1 バイトごとに受信したデータの内容に応じたACK/NACK 送出の受信動作が可能となります。

なお RDRFS ビット機能は、マスタ受信モード時又はスレーブ受信モード時でかつ自スレーブアドレ

ス（ジェネラルコールアドレス、ホストアドレス含む）と一致した以降の受信フレームから有効になり
ます。
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図 25.31     受信モードの自動Low ホールド動作（RDRFS、WAIT ビット）
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25.9 アービトレーションロスト検出機能

RIIC には I2C バス規格で定めている通常のアービトレーションロスト検出機能の他に、スタートコン

ディションの二重発行防止、NACK 送信時のアービトレーションロスト検出やスレーブ送信時における

アービトレーションロスト検出機能も備えています。

25.9.1 マスタアービトレーションロスト検出機能（MALE ビット）

RIIC はスタートコンディション発行の際SDAn ラインをLow にしますが、これよりも早く他のマスタ

デバイスがスタートコンディションを発行してSDAn ラインをLow にした場合、アービトレーションロ

ストを発生させ、他のマスタデバイスの通信を優先します。同様に ICCR2レジスタのBBSY フラグが“1”
（バスビジー中）のときに ICCR2レジスタのST ビットを“1” にするとアービトレーションロストが発生

し、他のマスタデバイスの通信を優先します。スタートコンディションは生成しません。
またスタートコンディション発行が正常に行われた場合、アドレス送信を含む送信データ（SDA 信

号）と SDAn ラインに不一致が生じた場合（自分が出した SDA 出力がHigh 出力（＝ SDAn 端子はハイ

インピーダンス状態）で、SDA ラインにLow を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させ

ます。
マスタアービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ受信モードに移行します。

このときジェネラルコールアドレスを含むスレーブアドレス一致があった場合にはスレーブ動作を継
続します。
なおマスタアービトレーションロスト検出は、MALE ビット（ICFERレジスタのビット1）が“1”（マ

スタアービトレーションロスト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービトレーショ
ンロストを検出します。

［マスタアービトレーションロスト条件］
• ICCR2レジスタのBBSYフラグ=0の状態でICCR2レジスタのSTビット=1によるスタートコンディ

ション発行時にSDA信号とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき（スタートコンディショ

ン発行エラー）
• ICCR2レジスタのBBSY フラグ=1 で ICCR2レジスタのST ビットを“1” にしたとき（スタートコ

ンディション二重発行エラー）
• マスタ送信モード時（ICCR2レジスタのMST、 TRS ビット =11b）、アクノリッジを除く送信デー

タ（SDA 信号）とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき
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図 25.32     マスタアービトレーションロスト検出動作例（MALE=1 のとき）

図 25.33     スタートコンディション発行時のアービトレーションロスト（MALE=1 のとき）
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25.9.2 NACK 送信アービトレーションロスト検出機能（NALE ビット）

RIIC は受信モード時でNACK 送信時に自分が出したSDA 信号とSDA ライン上の信号の状態が不一致

の場合（自分が出したSDA 出力がHigh 出力（＝ SDAn 端子はハイインピーダンス状態）で、SDA ライ

ンに Low を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させる機能を備えています。このアービ

トレーションロスト機能は、主にマルチマスタのシステムにおいて 2 つ以上のマスタが同時に同一ス

レーブデバイスからデータを受信する際に NACK 送信と ACK 送信が衝突することで発生します。これ

は2 つ以上のマスタデバイス

が１つのスレーブデバイスを介して共通の情報のやり取りする際に起こり得ます。図 25.34 に NACK
送信アービトレーションロスト検出動作例を示します。

図 25.34     NACK 送信アービトレーションロスト検出動作例（NALE=1 のとき）

2 つのマスタデバイス（マスタA、マスタB）と１つのスレーブデバイスがバス上に接続されている場

合を例に挙げて説明します。マスタA はスレーブデバイスから2 バイト受信、マスタB はスレーブデバ

イスから4 バイト分のデータ受信を行うものとします。

このときマスタA とマスタB が同時にスレーブデバイスをアクセスした場合、スレーブアドレスは同

じであるため、マスタA、マスタB ともスレーブデバイスアクセス時にアービトレーションロストが発

生しません。そのためマスタ A、マスタ B ともどちらもバス権を取得したものと認識して動作します。

ここでマスタA は、スレーブデバイスから最終バイトである2 バイト分の受信が完了した時点でNACK
を送信します。一方マスタB は、スレーブデバイスから必要な4 バイト受信に満たないためACK 送信を

行います。このときマスタA のNACK 送信とマスタB のACK 送信の衝突が発生します。一般的にこの

ような状況が発生した場合、マスタ A はマスタ B が出した ACK 送信を検出できないままストップコン

ディション発行動作を行うため、マスタB のSCL クロック出力と競合し通信を阻害します。

RIIC はこのようなNACK 送信時にACK を受信した場合、他のマスタデバイスと競合負けが発生した

ことを検知しアービトレーションロストを発生させることができます。
NACK 送信アービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ一致状態を解除してス

レーブ受信モードに移行します。これによりストップコンディション発行を未然に防ぎ、バスの通信阻
害を防止することが可能です。
また SMBus の ARP コマンド処理において、アサインアドレスの UDID（ユニークデバイスアイデン

ティファイ）不一致時の NACK 送信以降、及びアサインアドレス確定後の Get UDID（汎用）の NACK
送信以降の余剰処理（FFh 送信処理）を省くことができます。

なおNACK 送信アービトレーションロスト検出は、NALE ビット（ICFERレジスタのビット2）が“1”
（NACK 送信アービトレーションロスト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービト

レーションロストを検出します。
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［NACK 送信アービトレーションロスト条件］

• NACK送信時（ICMR3レジスタのACKBTビット=1）、自分が出したSDA信号とSDAnライン上の

信号の状態が不一致のとき（ACK を受信したとき）

25.9.3 スレーブアービトレーションロスト検出機能（SALE ビット）

RIIC は、スレーブ送信時に送信データ（自分が出したSDA 信号）とSDA ライン上の信号の状態に不

一致が生じた場合（自分が出したSDA 出力がHigh 出力（＝ SDAn 端子はハイインピーダンス状態）で、

SDA ラインにLow を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させる機能を備えています。こ

のアービトレーションロスト機能は、主にSMBus のUDID（ユニークデバイスアイデンティファイ）送

信時に使用します。
スレーブアービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ一致状態を解除してス

レーブ受信モードに移行します。
この機能によりSMBus のUDID 送信時のデータ衝突検出及びデータ衝突以降の余剰処理（FFh 送信処

理）を省くことができます。
なおスレーブアービトレーションロスト検出は、SALE ビット（ICFERレジスタのビット3）が“1”（ス

レーブアービトレーションロスト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービトレー
ションロストを検出します。

［スレーブアービトレーションロスト条件］
• スレーブ送信モード時（ICCR2レジスタのMST、 TRS ビット=01b）、アクノリッジを除く送信デー

タ（自分が出したSDA 信号）とSDAn ライン上の信号の状態が不一致のとき

図 25.35     スレーブアービトレーションロスト検出動作例（SALE=1 のとき）
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25.10 スタートコンディション、リスタートコンディション、ストップコンディション
発行機能

25.10.1 スタートコンディション発行動作

RIIC は、ICCR2レジスタのST ビットによりスタートコンディションの発行を行います。

ST ビットを“1” にすると、スタートコンディション発行の要求が行われ ICCR2レジスタのBBSY フラ

グが“0”（バスフリー）の状態のときスタートコンディションの発行を行います。スタートコンディショ

ンが正常に発行された場合、RIIC は自動的にマスタ送信モードに移行します。

スタートコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［スタートコンディション発行動作］
(1) SDAn ラインを立ち下げ（High からLow に遷移）

(2) ICBRH レジスタで設定した時間スタートコンディションのホールド時間を確保

(3) SCLn ラインを立ち下げ（High からLow に遷移）

(4) SCLn ラインのLow を検出後、ICBRL レジスタで設定した時間SCLn ラインのLow 幅を確保

25.10.2 リスタートコンディション発行動作

RIIC はRS ビット（ICCR2レジスタのビット2）によりリスタートコンディションの発行を行います。

RS ビットを “1” にするとリスタートコンディション発行の要求が行われ、RIIC は ICCR2 レジスタの

BBSY フラグが“1”（バスビジー）の状態でかつMST ビット（ICCR2レジスタのビット6）が“1”（マス

タモード）のとき、リスタートコンディションの発行を行います。
リスタートコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［リスタートコンディション発行動作］
(1) SDAn ラインを開放

(2) ICBRL レジスタで設定した時間SCLn ラインのLow 幅を確保

(3) SCLn ラインを開放（Low からHigh に遷移）

(4) SCLn ラインの High 検出後、ICBRL レジスタで設定した時間リスタートコンディションのセット

アップ時間を確保
(5) SDAn ラインを立ち下げ（High からLow に遷移）

(6) ICBRH レジスタで設定した時間リスタートコンディションのホールド時間を確保

(7) SCLn ラインを立ち下げ（High からLow に遷移）

(8) SCL ラインのLow を検出後、ICBRL レジスタで設定した時間SCLn ラインのLow 幅を確保

図 25.36     スタートコンディション / リスタートコンディション発行動作タイミング（ST、RS ビット）
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25.10.3 ストップコンディション発行動作

RIIC は ICCR2レジスタのSP ビットによりストップコンディションの発行を行います。

SP ビットを “1” にするとストップコンディション発行の要求が行われ、RIIC は ICCR2 レジスタの

BBSY フラグが“1”（バスビジー）の状態でかつICCR2レジスタのMST ビットが“1”（マスタモード）の

とき、ストップコンディションの発行を行います。
ストップコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［ストップコンディション発行動作］
(1) SDAn ラインを立ち下げ（High からLow に遷移）

(2)  ICBRL レジスタで設定した時間SCLn ラインのLow 幅を確保

(3) SCLn ラインを開放（Low からHigh に遷移）

(4) SCLn ラインのHigh 検出後、ICBRH レジスタで設定した時間ストップコンディションのセットアッ

プ時間を確保
(5) SDAn ラインを開放（Low からHigh に遷移）

(6)  ICBRL レジスタで設定した時間バスフリー時間を確保

(7)  BBSY フラグクリア（バス権解放）

図 25.37     ストップコンディション発行動作タイミング（SP ビット）

ICBRH ICBRLICBRLICBRHICBRLICBRL ICBRH

9 P

バスフリー時間セットアップ時間

ストップコンディション発行受付

ストップ
コンディション発行

STOP=0クリアSP=1ライト

TRS

STOP

MST

BBSY

IIC

SCLn

SDAn

TDRE

SP

8

ACK/NACKb0

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 25.  I2C バスインタフェース（RIIC）

 Page 25-79

25.11 バスハングアップ

I2C バスでは主にノイズ等の影響により、マスタデバイスとスレーブデバイス間で同期ズレが発生す

ると、SCLn ラインやSDAn ラインが固定されたままバスハングアップを起こす場合があります。

RIIC は、このバスハングアップ状態に対しSCLn ラインを監視することで、バスハングアップ状態を

検出できるタイムアウト検出機能や、同期ズレによるバスハングアップ状態を解除するための SCL ク
ロック追加出力機能及びRIIC/ 内部リセット機能を備えています。

また、SCLO、 SDAO、 SCLI、 SDAI ビット（ICCR1 レジスタのビット 3、２、１、0）を確認すること

で、RIIC 自身が SCLn ライン /SDAn ラインに Low 出力しているか、あるいは通信デバイス側が Low 出
力しているかどうかを確認することが可能です。

25.11.1 タイムアウト検出機能

RIIC にはSCLn ラインに一定時間以上変化が見られない状態を検出するタイムアウト検出機能を備え

ています。RIIC はバスがビジー状態のとき、SCLn ラインがLow 又はHigh に固定されたまま一定時間以

上経過したことを検知し、バスの異常状態を検出することができます。
タイムアウト検出機能はSCLn ラインの状態を監視し、Low 又はHigh の時間を内部カウンタでカウン

トします。タイムアウト検出機能はSCLn ラインに変化（立ち上がり / 立ち下がり）があった場合、内部

カウンタをリセットし、変化がない場合カウント動作を続けます。SCLn ラインに変化がないまま内部

カウンタがオーバフローすると、RIIC はタイムアウトを検出しバス異常状態を知らせることができま

す。
このタイムアウト検出機能は ICFERレジスタのTMOE ビットが“1” のとき有効で、マスタモード時は

バスビジー時（ICCR2レジスタのBBSY フラグ =1 の状態）、スレーブモード時はBBSY フラグが “1” の
状態でかつ自スレーブアドレス一致時（ICSR1 レジスタ≠ 00h）のときSCLn ラインのLow 固定又はHigh
固定のバス異常状態を検出します。
タイムアウト検出機能の内部カウンタは、ICMR1レジスタのCKS[2:0] ビットで設定された内部基準ク

ロック（IICφ）をカウントソースとして動作し、ロングモード選択時（ICMR2レジスタのTMOS ビット

=0）16 ビットカウンタ、ショートモード選択時（TMOS ビット=1）14 ビットカウンタとなります。

また内部カウンタのカウント動作は、SCLn ラインがLow 状態のときカウントさせるか、High 状態の

ときカウントさせるか、あるいはその両方をカウントさせるかを ICMR2レジスタのTMOH、 TMOL ビッ

トの設定により選択することが可能です。なお TMOH、 TMOL ビットの両方を “0” にした場合は、内部

カウント動作を行いません。
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図 25.38     タイムアウト検出機能（TMOE、TMOS、TMOH、TMOL ビット）

25.11.2 SCL クロック追加出力機能

RIIC にはマスタモード時、スレーブデバイスとの同期ズレによるスレーブデバイスの SDAn ライン

Low 固定状態を開放するためのSCL クロック追加出力機能を備えています。

SCL クロック追加出力機能は、SCL クロックを1 クロック単位で追加出力をする機能で、主にマスタ

モード時にスレーブデバイスがSDAn ラインをLow 固定状態のままストップコンディションを発行でき

ない場合に、スレーブデバイスのSDAn ライン固定状態を開放させることに使用します。通常は使用し

ないでください。正常な通信動作中に使用すると通信異常の原因になります。
SCL クロック追加出力はマスターモード時に、CLO ビット（ICCR1 レジスタのビット 5）を “1” にす

ると、ICMR1レジスタのCKS[2:0] ビット、ICBRH、ICBRLレジスタで設定された転送速度のSCL クロッ

クが 1 クロック分追加クロックとして出力されます。1 クロック分の追加クロック出力が終了すると

CLO ビットは自動的に“0” になります。そのためソフトウェアでCLOビットが“0” であることを確認後

“1” を書くことにより、追加クロックを連続的に出力することができます。

RIIC がマスタモード時にノイズ等の影響によりスレーブデバイスとの同期ズレが原因でスレーブデ

バイスがSDAn ラインをLow 固定状態のままストップコンディションを発行できないバス異常状態のと

き、SCL クロック追加出力機能を使用して追加クロックを1 クロックずつ出力することでスレーブデバ

イスのSDAn ラインのLow 固定状態を開放させ、バス状態を復帰させることができます。このスレーブ

デバイスの SDAn ライン開放は ICCR1レジスタの SDAI ビットをチェックすることで確認することがで

きます。スレーブデバイスの SDAn ライン開放を確認した後、通信を終了させるため再度ストップコン

ディション発行を行ってください。なお、この機能を使用する場合は ICFERレジスタのMALE ビットを

“0”（マスタアービトレーションロスト検出禁止）にして使用してください。MALE ビットが“1”（マス

タアービトレーションロスト検出許可）の場合、ICCR1レジスタのSDAO ビットの値とSDAn ラインが

不一致のときアービトレーションロストが発生しますので注意してください。
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[ICCR1レジスタのCLO ビットの出力条件 ]
• バスフリー状態（ICCR2レジスタのBBSY フラグ=0）又はマスタモード（ICCR2レジスタのMST
ビット=1、BBSY フラグ=1 の状態）のとき

• 通信デバイスがSCLn ラインをLow ホールドにしていない状態のとき

図25.39 にSCL クロック追加出力機能（CLO ビット）を示します。

図 25.39     SCL クロック追加出力機能（CLO ビット）

25.11.3 RIIC/ 内部リセット

RIIC は RIIC モジュールをリセットするための機能を備えています。リセットには 2 種類のリセット

があり、1 つは ICCR2レジスタのBBSY フラグを含めた全レジスタの初期化を行うRIIC リセット、もう

1 つは各種設定値を保持したままスレーブアドレス一致状態の解除や内部カウンタの初期化などを行う

内部リセットです。
ICCR1レジスタのICEビットが”0”のときにICCR1レジスタのIICRST ビットを”1”にするとRIICリセッ

トになり、ICCR1レジスタの ICEビットが ”1”のときに ICCR1レジスタの IICRST ビットを ”1”にすると

内部リセットになります
リセット後は ICCR1レジスタの IICRST ビットを“0” にしてください。

いずれのリセットも SCLn 端子 /SDAn 端子の出力状態を解除しハイインピーダンス状態に戻すため、

バスハングアップ状態の解除にも利用できます。
なおスレーブ動作時のリセットは、マスタデバイスとの同期ズレを引き起こす原因になりますので使

用は極力避けてください。またRIIC リセット（ICCR1レジスタの ICE、 IICRST ビット=01b）のリセット

中はスタートコンディションなどのバス状態を監視できませんので注意してください。
RIIC/ 内部リセットの詳細については、「25.14 リセット状況」を参照してください。

CLO=1ライトCLO出力受付 CLO=1ライト

Data "1"MSB or next data

ICBRH ICBRLICBRH

ACK or data "0"

ICBRLICBRLICBRH

9
追加クロック出力 追加クロック出力

TRS

MST

BBSY

IIC

SCLn

SDAn

CLO

ビットズレによるSDAnラインLow固定状態 SDAnライン開放
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25.12 SMBus 動作

RIIC は SMBus（Ver.2.0）に準拠した通信動作が可能です。SMBus 通信を行うには、ICMR3 レジスタ

のSMBS ビットを“1” にしてSCLn端子 /SDAn 端子機能のSMBus に準拠した入力レベルを選択してくだ

さい。転送速度はSMBus 規格の10kbps ～ 100kbps の範囲に収まるようICMR1レジスタのCKS[2:0]ビッ

ト、ICBRH、ICBRL レジスタを設定し、データホールド時間 :300ns（min）の規格を守るようDLCSビッ

ト（ICMR2レジスタのビット7）及び ICMR2レジスタのSDDL[2:0] ビットの値を決定してください。RIIC
をスレーブデバイスのみの動作で使用する場合には、転送速度の設定は不要です。
なおSMBus デバイスデフォルトアドレス（1100 001b）はスレーブアドレスレジスタL0 ～ L2（SARL0、

SARL1、SARL 2）のいずれか1 本を使用し、該当するSARUｎレジスタのFS ビット (n=0 ～ 2)（7 ビッ

ト /10 ビットアドレスフォーマット選択ビット）は“0”（7 ビットアドレスフォーマット）を選択してく

ださい。
また、UDID（ユニークデバイスアイデンティファイ）送信時には、ICFERレジスタのSALE ビットを

“1” にしてスレーブアービトレーションロスト検出機能を有効にしてください。

25.12.1 SMBus タイムアウト測定

(1) スレーブデバイスのタイムアウト測定
SMBus 通信では、スレーブデバイスは以下に示す区間（タイムアウト間隔：TLOW：SEXT）を計測す

る必要があります。

• スタートコンディションからストップコンディション
スレーブデバイスでタイムアウト測定を行う場合、RIIC のスタートコンディション検出割り込み

（STI）、ストップコンディション検出割り込み（SPI）を利用してスタートコンディション検出からス

トップコンディション検出までの時間をTMU 又はTMR タイマを使用してその区間を計測することで行

います。このタイムアウト測定時間はSMBus 規格のクロックLow の累積時間［スレーブデバイス］TLOW：

SEXT：25ms（max）以内である必要があります。

TMU又はTMR で計測した時間が、SMBus 規格のクロックLow 検出のタイムアウトTTIMEOUT：25ms

（min）を超えた場合、スレーブデバイスはバス解放動作を行う必要があります。スレーブデバイスのバ

ス解放動作を行うには ICCR1レジスタの IICRST ビットに “1” を書き、RIIC の内部リセットを行ってく

ださい。内部リセットを行うとRIIC はSCLn 端子 /SDAn 端子のバス駆動を中止し、端子をハイインピー

ダンス状態にすることができます。これによりバス解放を行うことができます。

(2) マスタデバイスのタイムアウト測定
SMBus 通信のマスタデバイスは以下に示す区間（タイムアウト間隔：TLOW：MEXT）を計測する必要

があります。

• スタートコンディションからアクノリッジビット
• アクノリッジビットから次のアクノリッジビット
• アクノリッジビットからストップコンディション

マスタデバイスでタイムアウト測定を行う場合、RIIC のスタートコンディション検出割り込み（STI）、
ストップコンディション検出割り込み（SPI）、及び送信終了割り込み（TEI）又は受信データフル割り

込み（RXI）を利用して、それぞれの区間をTMU 又はTMR タイマを使用して各区間の時間を計測する

ことで行います。このタイムアウト測定時間は SMBus 規格のクロック Low の累積時間［マスタデバイ

ス］TLOW：MEXT：10ms（max）以内である必要があり、スタートコンディションからストップコンディ

ションまでのすべてのTLOW：MEXT を加算した結果がTLOW：SEXT：25ms（max）以内である必要があり

ます。
ACK 受信タイミング（SMBCLK の 9 クロック目の立ち上がり）は、マスタ送信モード時（マスタト

ランスミッタ）は ICSR2レジスタのTEND フラグ、マスタ受信モード時（マスタレシーバ）は ICSR2レ
ジスタのRDRF フラグで見る必要があります。そのためマスタ送信時は1 バイト送信動作を行い、マス

タ受信時は最終バイト受信の 1 つ手前までは ICMR3 レジスタの RDRFS ビットを “0” で使用してくださ

い。RDRFS ビットが“0” のとき、RDRF フラグはSMBCLK の9 クロック目の立ち上がりで“1” になりま

す。
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TMU 又はTMR で計測した時間が、SMBus 規格のクロックLow の累積時間［マスタデバイス］TLOW：

MEXT：10ms（max）又は各計測時間の加算した結果が、SMBus 規格のクロック Low 検出のタイムアウ

トTTIMEOUT：25ms（min）を超えた場合、マスタデバイスはトランザクションの中止動作を行う必要が

あります。マスタ送信時には即座に送信動作（ICDRT レジスタへの書き込み動作）を中止してくださ

い。マスタデバイスのトランザクション中止動作はストップコンディションを発行することで行われま
す。

図 25.40     SMBus タイムアウト測定

25.12.2 SMBus ホスト通知プロトコル /Notify ARP master

SMBus ではスレーブデバイスがSMBus ホスト（又はARP マスタ）に対し、一時的にマスタデバイス

となり自スレーブアドレスを通知（又は要求）することができます。
SH7752をSMBus ホスト（又はARP マスタ）として動作させる場合、スレーブデバイスからのホスト

アドレス（0001 000b）送信をスレーブアドレスとして検出する必要があり、RIIC ではこのホストアド

レスの検出機能を備えています。ホストアドレスをスレーブアドレスとして検出する場合は、ICMR3レ
ジスタのSMBSビットを“1”、ICSERレジスタのHOAE ビットを“1” にしてください。なおホストアドレ

ス検出後の動作は、通常のスレーブ動作と同じです。

S 1 1 P998

R/W

7

7ビットスレーブアドレス

2 97

データ

2 872 8 72 87

データ

2 81

Start Stop

Clk ACK

TMUまたはTMRで測定

TLOW:SEXT

Clk ACKTLOW:MEXT TLOW:MEXT
Clk ACK TLOW:MEXT

TEND

TDRE

BBSY

RDRF

SCLn

SDAn

START

STOP

RDRFS

TLOW:MEXT

TLOW:SEXT: クロックLowの累積延長時間(スレーブデバイス)
TLOW:MEXT: クロックLowの累積延長時間(マスタデバイス)

SMBus 規格

ACK ACK A/NA
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25.13 割り込み要因

RIIC の割り込み要因には、通信エラー / イベント発生（アービトレーションロスト検出、NACK 検出、

タイムアウト検出、スタートコンディション検出、ストップコンディション検出）、受信データフル、送
信データエンプティ、送信終了の4 種類があります。

表 25.7 に各割り込み一覧を示します。受信データフル及び送信データエンプティ割り込み要求によ

り、DMAC を起動してデータ転送を行うことができます。

表25.7 割り込み要因

割り込み処理の中でそれぞれのフラグをクリア又はマスクしてください。

【割り込み処理上の注意】
(1) CPU から周辺モジュールへの書き込みと命令と、実際にモジュールに書き込まれるタイミングに

は、レイテンシがあります。割り込みフラグをクリア又はマスクした場合は再度フラグを読み、ク
リア又はマスクビット書き込みの完了を確認した後に割り込み処理から復帰させてください。モ
ジュールへの書き込み完了を確認せずに割り込み処理から復帰させた場合、再度同一の割り込みが
発生する可能性があります。

(2) TXI 割り込みはエッジ割り込みのためクリアの必要はありません。また TXI 割り込みの条件となる

ICSR2 レジスタの TDRE フラグは、ICDRT レジスタへの送信データの書き込み、あるいはストッ

プコンディションの検出（ICSR2レジスタのSTOP フラグ=1）で自動的に “0” になります。

(3) RXI 割り込みはエッジ割り込みのためクリアの必要はありません。またRXI 割り込みの条件となる

ICSR2レジスタのRDRF フラグは、ICDRR レジスタの読み出しで自動的に “0” になります。

(4) ICSR2 レジスタの TEND フラグは、ICDRT レジスタへの送信データの書き込み、あるいはストッ

プコンディションの検出（ICSR2レジスタのSTOP フラグ=1）で自動的に “0” になります。

[DMA送信の注意事項 ]
DMA 要求のために TXI を使用するときは、 TDRE がアサートされていることを確認してから

DMAC (CHCRレジスタのDE=1) を開始してください。

略称 割り込み要因 割り込みフラグ DMAC の起動 優先順位 割り込み条件

TXI 送信データ
エンプティ

TDRE 可能 高

低

TDRE = 1 かつ TIE = 1

TEI 送信終了 TEND 不可能 TEND = 1 かつ TEIE = 1

RXI 受信データフル RDRF 可能 RDRF = 1 かつ RIE = 1

EEI 通信エラー /
イベント発生

AL、NACKF、 
TMOF、 START、
STOP

不可能 AL = 1 かつ ALIE = 1

NACKF = 1 かつ NAKIE = 1

TMOF = 1 かつ TMOIE = 1

START = 1 かつ STIE = 1

STOP = 1 かつ SPIE = 1
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25.14 リセット状況

RIIC はチップリセット、RIIC リセット及び内部リセットのリセット機能を持っています。表 25.8 に
各リセットのリセット範囲及びリセット状況を示します。

表25.8 リセット状況

チップリセット

RIICリセット

（ICEビット=0、
IICRSTビット

=1）

内部リセット
（ICEビット=1、
IICRSTビット

=1）

スタートコン
ディション /リ
スタートコン
ディション検出

ストップコン
ディション条件
検出

ICCR1 ICE、 IICRST リセット 保持 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

SCLO、 SDAO リセット リセット

それ以外 保持

ICCR2 BBSY リセット リセット 動作 動作 動作

ST リセット リセット 動作 (保持）

それ以外 リセット

ICMR1 BC[2:0] リセット リセット リセット リセット 動作 (保持 )

それ以外 保持 動作 (保持 )

ICMR2 リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICMR3 リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICFER リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICSER リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICIER リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICSR1 リセット リセット リセット 動作 (保持 ) リセット

ICSR2 TDRE、 TEND リセット リセット リセット 動作 (保持 ) リセット

START 動作

STOP 動作 (保持 ) 動作

それ以外 動作 (保持 )

SARL0 ～ SARL2

SARU0～ SARU2

リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICBRH、 ICBRL リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICDRT リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICDRR リセット リセット 保持 動作 (保持 ) 動作 (保持 )

ICDRS リセット リセット リセット 動作(保持 ) 動作 (保持 )

タイムアウト検出機能 リセット リセット 動作 動作 動作

バスフリー時間計測 リセット リセット 動作 動作 動作
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25.15 使用上の注意事項

25.15.1 RXIと TXIの制限

 RXI 、 TXI割り込みを使用する場合は、DMACを経由して割り込み要求を発生させてください。詳細

については、「10.7.4 RIIC割り込み及び IRQ8～15割り込み使用時の注意」を参照してください。

25.15.2 タイムアウト検出機能の制限

CKS [2:0] ビット≠ 000 設定時、タイムアウト検出機能を有効（TMOE ビット＝ 1）にすると、通信が

正しく行われているにも関わらず、TMOE ビット＝ 1 設定時からタイムアウト検出時間経過後にタイム

アウトが検出されます。
従って、タイムアウト検出機能を使用する場合は、CKS[2:0]＝000（PCk）を設定してください。

25.15.3 マスタ受信におけるストップコンディション発行要求の注意事項

以下のいずれかの場合、マスタ受信の9クロック目と停止条件の間に、1クロック挿入される場合があ

ります。 
この1クロックが通信に影響を及ぼす場合は、図25.41の手順を実行してください。

• マスタ受信において、9クロック目の立ち下がり後のL期間中に、SP=1書き込みと ICDRRレジス

タ読み出しが連続する場合
• マスタ受信において、9クロック目の立ち下がりとSP=１書き込みがRIIC内部で同時に認識された

後、ICDRRレジスタを読み出した場合

• SP=1書き込み後に、マスタ受信の9クロック目の立ち下がりと ICDRRレジスタ読み出しがRIIC内

部で同時に認識された場合
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図 25.41     マスタ受信フローチャートの例（7ビットアドレスフォーマット）　

Yes

ICCR2.BBSY = 0?

ICMR3.WAIT=1

マスタ受信

ICSR2.NACKF = 0

マスタ受信終了

ICCR2.ST = 1

Yes
No

ICSR2.TDRE = 1?

ICDRTライト

初期設定

Yes

Yes

ICSR2.RDRF=1?

Yes

ICSR2.STOP = 1?

ICSR2.STOP = 0

No

No

No

No

No

[1]初期設定

[2]I2C バス占有状態判定、開始
条件発行

[6]RDRF 設定タイミング変更と
アクノリッジ設定、

及び最終データ－1バイト目リード

[7]ACKBT 書き込みによる

最終データリード、と SCL 
リリース 及び停止条件発行

Yes

[5] 受信データリード、
及び最終データ受信準備

[3]スレーブアドレス＋R送信、

及びACK確認

ICSR2.NACKF = 0?

ICSR2.RDRF=1?

ICDRRダミーリード

ICMR3.RDRFS=0

ICMR3.ACKBT=0

ICMR3.ACKBT=1

ICSR2.RDRF=1?

ICMR3.WAIT=0
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ICSR2.STOP=0

ICCR2.SP=1

ICDRRリード

ICSR2.STOP=0

ICCR2.SP=1

ICDRRダミーリード

ICMR3.RDRFS=1

ICMR3.ACKBT=1

ICDRRリード
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[4] ダミーリード

データ同時書き込み
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[8] 停止条件発行確認

[9] 次通信のための処理
データ同時書き込み
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Yes
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この処理を追加することで、   
停止条件前のクロック挿入を

回避できます。

:
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26. シリアルペリフェラルインタフェース1（SPI1）
本LSI は、外部SPI デバイスとの通信機能を実現するためのシリアルペリフェラルインタフェース（SPI1）

を内蔵しています。SPI1 は、SH-4A から外部SPI デバイスを制御する機能SH-4A SPI Controller（PSC）から

構成されています。
図26.1 にSPI1 の構成を示します

26.1 特長

• SPIマスタ通信対応

• 最大SPIクロック周波数は48MHz
•  内蔵クロック分周回路により、1分周～8分周のSPIクロック周波数設定可能

• シングルバイト転送及びバースト転送モードに対応
• 送受信にFIFOバッファを各々 32段内蔵

• 1つのSPIバスで2つのSPIデバイスに対応するため2本のチップセレクト信号 (SP1-SS0 、 SP1-SS1)搭
載

• SPI フラッシュメモリの 4 種類の論理サイズ（2、 4、 8、16 M バイト） をサポート（他のサイズはサ

ポートしていません）。
ストラップ端子FLSHSZ1、 FLSHSZ0で 2、 4、 8、 16 Mバイトから希望する論理サイズを選択可能

• セグメント用の書き込み保護機能 （本機能はSP1-SS0のみサポート）。

専用端子 WP で SPI フラッシュメモリエリアの下半分と上半分の最下位セグメントの書き込みを保

護。 ストラップ端子WPSZ1、 WPSZ0で希望する書き込み保護サイズを選択可能（256、512 Kバイト

又は1 Mバイト）

図 26.1      SPI1 の構成

SPI1

本 LSI

INTC

送信FIFO

送受信
制御
FSM

受信FIFO

内部バスインタフェース

SH-4A

インタフェース

送信シフト
レジスタ

SCK生成
タイミング
制御

受信シフト
レジスタ

2

WP

FLSHSZ1、FLSHSZ0

WPSZ1、WPSZ0

SPI

デバイス
#0
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26.2 入出力端子

SPI1 の端子構成を表26.1 に示します。

表26.1 端子構成

注 . 上記ストラップ端子の状態は、POR （パワーオンリセット）時に、PRESETの立ち上がりエッジでサンプルさ

れます。

区分 記号 機能 入出力 説明

SPI1 バス

インタフェース

SP1-MOSI SPI1 マスタ出力 出力 SPI1 マスタデータ出力端子です。

SP1-MISO SPI1 マスタ入力 入力 SPI1 マスタデータ入力端子です。

SP1-SCK SPI1 クロック 出力 SPI1 シリアルクロック出力端子です

SP1-SCK_FB SPI1 クロック

フィードバック

入力 SPI1 シリアルクロックフィードバック入力端子です。

SP1-SS1 SPI1 チップセレクト1 出力 SPI1 スレーブデバイス1 セレクト出力端子です。

SP1-SS0 SPI1 チップセレクト0 出力 SPI1 スレーブデバイス0 セレクト出力端子です。

SPI

フラッシュ制御

WP 書き込み保護 入力 SPI1 書き込み保護

L： 書き込み保護有効

H： 書き込み保護無効

（本機能はSP1-SS0のみサポート）

パワーオンリセット
ストラップ入力

（注）

FLSHSZ1、 
FLSHSZ0

フラッシュサイズ 入力 SPI1 フラッシュサイズ

 L, L：2 MB
 L, H： 4 MB
 H, L： 8 MB
 H, H： 16 MB

WPSZ1、 
WPSZ0

書き込み保護サイズ 入力 SPI1 フラッシュ書き込み保護エリアのサイズ選択

 L, L： 256 KB
 L, H： 512 KB
 H, L： 1 MB
 H, H： 予約

（書き込み保護機能は SP1-SS0のみサポート）
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26.3 レジスタの説明

SPI1 のレジスタ構成を表26.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表26.2 レジスタ構成

注 . このモジュールを使用される場合は、POR解除後にSH-4Aからアドレス (H'FFD8 EE80)にH'40を書いてから使

用して下さい。

名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

ソフトウエア

リセット

マニュアル

リセット 

送信バッファレジスタ TBR W H'FFD8 EE70 8 H'00 H'00 H'00

受信バッファレジスタ RBR R H'FFD8 EE70 8 H'00 H'00 H'00

コントロールレジスタ 1 CR1 R/W H'FFD8 EE72 8 H'A0 H'A0 H'A0

コントロールレジスタ 2 CR2 R/W H'FFD8 EE74 8 H'01 H'01 H'01

コントロールレジスタ 3 CR3 R/W H'FFD8 EE76 8 H'00 H'00 H'00

コントロールレジスタ4 CR4 R/W H'FFD8 EE78 8 H'02 H'02 H'02

コントロールレジスタ 5 CR5 R H'FFD8 EE7A 8 H'00 H'00 H'00

コントロールレジスタ 6 CR6 R H'FFD8 EE7C 8 H'00 H'00 H'00

コントロールレジスタ 7 CR7 R H'FFD8 EE7E 8 H'XX H'XX H'XX

コントロールレジスタ 9 CR9 R H'FFD8 EE82 8 H'02 H'02 H'02

コントロールレジスタ10 CR10 R H'FFD8 EE84 8 H'D8 H'D8 H'D8

コントロールレジスタ11 CR11 R H'FFD8 EE86 8 H'C7 H'C7 H'C7

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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26.3.1 送信バッファレジスタ（TBR）

SH-4Aは、TBR を介して送信FIFO に送信データを書き込みます。TBR とRBR は同じSH-4Aアドレス

を共有しています。TBR への書き込み毎に、送信 FIFO のライトポインタがインクリメントされます。

送信FIFO の状態は、TBEビット（CR1レジスタのビット7）、TBF（CR1レジスタのビット6）ビットに

て確認可能です。
 

26.3.2 受信バッファレジスタ（RBR）

SH-4Aは、RBR を介して受信FIFO に格納された受信データを読み出します。TBR とRBR は同じSH-
4Aアドレスを共有しています。RBR の読み出し毎に、受信FIFO のリードポインタがインクリメントさ

れます。受信FIFO の状態は、RBEビット（CR1レジスタのビット5）、RBF ビット（同ビット4）にて確

認可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 TxD[7:0] 0 W 送信データ

書き込まれたデータはSP1-MOSI 出力より送信されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 RxD[7:0] 0 R 受信データ

SPI-MISO 入力より受信したデータが格納されます。

00000000

TxD[7:0]

01234567

WWWWWWWW

ビット：

初期値：
R/W：

00000000

RxD[7:0]

01234567

RRRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：
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26.3.3 コントロールレジスタ1（CR1）

CR1 は、送信FIFO 及び受信FIFO のステータスビットと、チップセレクトのアサート／デアサートを

制御するビットを保持しています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TBE 1 R 送信FIFO エンプティフラグ

TBE は、送信によって送信FIFO が空になったときに1 にセット

されます。また、ハードウェアリセットやFIFO リセット

（CR2.RstF=1）によっても1 にセットされます。

TBE は、ファームウェアがTBR を介して送信FIFO に1 バイト以

上書き込むと0 にクリアされます。

送信FIFO エンプティ割り込みが有効（CR4.TBEI=1）のとき、

TBE=1 によって INTC に割り込み要求が出力されます。

6 TBF 0 R 送信FIFO フルフラグ

TBF は、ファームウェアによる書き込みで送信FIFO がフルに

なったときに1にセットされます。

TBF は、送信によって送信FIFO に空きができたときに0 にクリ

アされます。

また、ハードウェアリセットやFIFO リセット（CR2.RstF=1）に

よっても0 にクリアされます。

送信FIFO フル割り込みが有効（CR4.TBFI=1）のとき、TBF=1 
によって INTCに割り込み要求が出力されます。

5 RBE 1 R 受信FIFO エンプティフラグ

RBE は、ファームウェアが受信FIFO から最後のバイトを読み出

し受信FIFOが空になったときに1 にセットされます。また、

ハードウェアリセットやFIFOリセット（CR2.RstF=1）によって

も1 にセットされます。

RBE は、受信によって1 バイト以上のデータが受信FIFO に書き

込まれると0にクリアされます。

受信FIFO エンプティ割り込みが有効（CR4.RBEI=1）のとき、

RBE=1 によって INTC に割り込み要求が出力されます。

4 RBF 0 R 受信FIFO フルフラグ

RBF は、受信によって受信FIFO がフルになると1 にセットされ

ます。

RBF は、ファームウェアによる読み出しで受信FIFO に空きがで

きたときに0にクリアされます。また、ハードウェアリセットや

FIFO リセット（CR2.RstF=1）によっても0 にクリアされます。

受信FIFO フル割り込みが有効（CR4.RBFI=1）のとき、RBF=1 
によって INTCに割り込み要求が出力されます。

3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

00000101

TBE TBF RBE RBF SSDB SSD SSA

01234567

R/WR/WR/WRRRR

ビット：

初期値：
R/W：
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26.3.4 コントロールレジスタ2（CR2）

CR2 は、SPI 動作モードとSPI 信号プロトコルの制御を行います。

2 SSDB 0 R/W バースト転送時チップセレクトデアサートイネーブル

SSDB は、バースト転送終了時のチップセレクトデアサートを制

御します。詳細はSSD ビットの説明を参照してください。

1 SSD 0 R/W チップセレクトデアサートイネーブル

SSDB とSSD は、下記に示す3 つのチップセレクトデアサート

モードを選択するのに用いられます。

{SSDB,SSD} チップセレクトデアサートモード

B'00：モード0。チップセレクト信号は、ファームウェアが

SSD に1 を書き込むまでデアサートされません。

B'x1：モード1。チップセレクト信号は、各々のSPI サイクル

終了時に自動的にデアサートされます。

B'10：モード2。チップセレクト信号は、最後のSPI サイクル

終了時に自動的にデアサートされます。最後ではないSPI 
サイクル終了時にはアサートされたままになります。最後
のSPI サイクルは、送信FIFO が空（TBE=1）になること

及びプリフェッチ要求がペンディングされていない
（PFC==0）状態で認識されます。

0 SSA 0 R/W チップセレクトアサートイネーブル

SPI サイクルを発行するためのチップアサート動作を制御しま

す。

0：チップセレクトアサート無効。TBE とPFC の状態に関わら

ず、チップセレクト信号はアサートされず、SPI サイクルは

発行されません。

1：チップセレクトアサート有効。SSA=1 かつTBE=0 のとき

に、チップセレクト信号がアサートされ、SPI 送信サイクル

が発行されます。また、SSA=1かつPFC>0 のときに、チッ

プセレクト信号がアサートされ、SPI 受信サイクルが発行さ

れます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 RstF 0 R/W FIFO リセット

0: FIFO リセットを解除します。

1: 送信FIFO と受信FIFO の読み出しポインタ、書き込みポイ

ンタをリセットします。TBE、RBE ビットは1 にセットさ

れ、CR1レジスタのTBF、RBF ビットは0 にクリアされま

す。

6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

10000000

RstF CPOL CPHA L1M0 DIVCODE[2:0]

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース1（SPI1）

 Page 26-7

5 CPOL 0 R/W SCK 極性セレクト

CPOL は、クロックが非アクティブ時のSP1-SCK クロックの出

力レベルを制御します。

0：SP1-SCK は非アクティブ時Lレベルを出力

1：SP1-SCK は非アクティブ時Hレベルを出力

4 CPHA 0 R/W SCK 位相セレクト

CPHA は、SPI サイクルにおいてSP1-MOSI 出力をドライブする

信号エッジとSP1-MISO 入力をキャプチャする信号エッジを選択

します。

• CPOL = 0 でクロックがLレベル（0）でアイドル状態のとき

CPHA = 0：クロック立ち上がりエッジ時にデータを読み込み

ます
（LレベルからＨレベルへのクロック遷移）

データは立ち下がりエッジ時に変化します
（ＨレベルからLレベルへのクロック遷移）

CPHA = 1： クロック立ち下がりエッジ時にデータを読み込み

ます 
（ＨレベルからLレベルへのクロック遷移）

データは立ち上がりエッジ時に変化します
（LレベルからＨレベルへのクロック遷移）

• CPOL = 1でクロックがＨレベル（1）でアイドル状態のとき

CPHA = 0： クロック立ち下がりエッジ時にデータを読み込み

ます
（ＨレベルからLレベルへのクロック遷移）

データは立ち上がりエッジ時に変化します
（LレベルからＨレベルへのクロック遷移）

CPHA = 1：クロック立ち上がりエッジ時にデータを読み込み

ます
（LレベルからＨレベルへのクロック遷移）

データは立ち下がりエッジ時に変化します
（ＨレベルからLレベルへのクロック遷移）

図 26.2 はそれぞれの場合のデータフォーマットを示します。

3 L1M0 0 R/W シリアルデータLSB/MSB セレクト

0：MSB ファーストモード。送信サイクルにおいて、TBR[7]
（MSB）が最初に送信され、TBR[0]が最後に送信されます。

受信サイクルにおいて、RBR[7]（MSB）が最初に受信され、

RBR[0]が最後に受信されます。

1：LSB ファーストモード。送信サイクルにおいて、TBR[0]
（LSB）が最初に送信され、TBR[7]が最後に送信されます。

受信サイクルにおいて、RBR[0]（LSB）が最初に受信され、

RBR[7]が最後に受信されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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図 26.2     データフォーマット

2 ～ 0 DIVCODE[2:0] 001 R/W SCK 分周コード

DIVCODE はSP1-SCK の分周値を設定するのに用いられます。

SP1-SCK 分周値=DIVCODE＋1

DIVCODE の有効値は0～7 です。

DIVCODE 　分周値 　　　　SP1-SCK 周波数

000 　1 48 MHz

001 　2 24 MHz

010 　3 16 MHz

011 　4 12 MHz

100 　5 9.6 MHz

101 　6 8 MHz

110 　7 6.9 MHz

111 　8 6 MHz

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

SP1-SCK

SP1-MOSI

SP1-MISO

SP1-SCK

SP1-MOSI

SP1-MISO

CPOL = 0, CPHA = 0

 SP1-MOSIのドライブタイミング

SP1-SCK

SP1-MOSI

SP1-MISO

SP1-SCK

SP1-MOSI

SP1-MISO

 SP1-MISOのキャプチャタイミング

SP1-SS0

SP1-SS1

CPOL = 0, CPHA = 1 CPOL = 1, CPHA = 1

CPOL = 1, CPHA = 0

or
SP1-SS0

SP1-SS1

or

SP1-SS0

SP1-SS1

or
SP1-SS0

SP1-SS1

or

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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26.3.5 コントロールレジスタ3（CR3）

CR3 は、SPI デバイスからデータをプリフェッチするために実行される SPI 受信サイクルの回数を設

定します。

26.3.6 コントロールレジスタ4（CR4）

CR4 は、FIFO フル／エンプティ割り込み制御とチップセレクト信号のルート選択を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PFC[7:0] 0 R/W プリフェッチカウント

PFC = 0:プリフェッチは実施されません。

PFC = H'01 ～ H'20:

プリフェッチが実施されますが、PFC値は各SPI 受信サ

イクルでデクリメントされます。 PFC = 0になるとプリ

フェッチが終了します。

PFC = H'21～ H'FF:

　　　設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TBEI 0 R/W 送信FIFO エンプティ割り込みイネーブル

0: 送信FIFO エンプティ割り込みを無効にします。

1:送信FIFO エンプティ割り込みを有効にします。CR1.TBE=1 
のときに INTCに割り込み要求が出力されます。

6 TBFI 0 R/W 送信FIFO フル割り込みイネーブル

0: 送信FIFO フル割り込みを無効にします。

1: 送信FIFO フル割り込みを有効にします。CR1.TBF=1 のと

きに INTC に割り込み要求が出力されます。

5 RBEI 0 R/W 受信FIFO エンプティ割り込みイネーブル

0: 受信FIFO エンプティ割り込みを無効にします。

1: 受信FIFOエンプティ割り込みを有効にします。CR1.RBE=1 
のときに INTCに割り込み要求が出力されます。

4 RBFI 0 R/W 受信FIFO フル割り込みイネーブル

0: 受信FIFO フル割り込みを無効にします。

1: 受信FIFO フル割り込みを有効にします。CR1.RBF=1 のと

きに INTC に割り込み要求が出力されます。

00000000

PFC[7:0]

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

01000000

—
Wp 

Abort
SpiS0TBEI TBFI RBEI RBFI SSS

01234567

R/WRR/W（注）
—R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . 1書き込みによる0 クリアのみ可能です。0 書き込みは無効です。

3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2 WpAbort 0 R/W（注） SPIフラッシュ ライトプロテクトアボート

WpAbort は、下記に示すSPIフラッシュサイクルが検出されア

ボートされたときにハードウェアによって1 にセットされます。

• 書き込み保護アドレス空間への書き込み（WRIT）
• 書き込み保護アドレス空間を対象としたセクター消去（SE）
•  バルク消去（BE）

1 SpiS0 1 R SPI アイドルステートS0

0：SPI がSPI サイクルを処理中であることを示します。新し

いSPI サイクルを受け入れる準備ができていないことを示し

ます。

1：SPI がアイドルステートS0 の状態であることを示します。

新しいSPI サイクルを受け入れる準備ができていることを示

します。

0 SSS 0 R/W チップセレクト信号ルートセレクト

0：アクティブなチップセレクト信号をSP1-SS0 端子に割り当

てます。

1：アクティブなチップセレクト信号をSP1-SS1 端子に割り当

てます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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26.3.7 コントロールレジスタ5（CR5）

PSC は、32 バイト送信FIFO を内蔵しています。送信FIFO 内の有効（書き込まれた）データバイト数

はCR5レジスタに格納されます。SH-4A は、CR5 の値を確認することによってオーバランなしでSPI デ
バイスに送出可能な書き込みデータバイト数を決めることができます。

26.3.8 コントロールレジスタ6（CR6）

PSC は、32 バイト受信 FIFO を内蔵しています。受信 FIFO 内の有効データバイト数は CR6 レジスタ

に格納されます。SH-4A は、CR6 の値を確認することによって読み出し可能なSPI 読み出しデータバイ

ト数を決めることができます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5～0 TBFcn[5:0] 0 R 送信FIFO 有効データカウント

TBFcn の有効値は0～32 になります。

TBFcn = N(N = 0 ～31): N バイトの送信FIFO が書き込みデータ

で満たされています。故に、M=（32-N）バイトが

まだ書き込み可能です。SH-4A は、オーバランな

しに更にM バイトのデータ書き込みが可能です。

TBFcn = 32: 送信FIFO がフルの状態です。オーバランを防ぐた

めに、SH-4A は送信FIFO に空きができるまでデー

タ書き込みを待たなければなりません。オーバラ
ンが発生すると、送信FIFO に書き込まれたデータ

は無視されます。

00000000

— — TBFcn[5:0]

01234567

RRRRRR——

ビット：

初期値：
R/W：

00000000

— — RBFcn[5:0]

01234567

RRRRRR——

ビット：

初期値：
R/W：
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26.3.9 コントロールレジスタ7（CR7）

CR7 は、ストラップ入力信号の状態を格納します。SH-4A は、CR7 を介してストラップ入力信号の状

態を確認することができます。
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 ～0 RBFcn[5:0] 0 R 受信FIFO 有効データカウント

RBFcn の有効値は0～32 になります

RBFcn = 0:受信FIFO が空の状態です。SH-4A が読み出し可

能なSPI 読み出しデータバイトはありません。ア

ンダーランを防ぐために、RBFcn=0 の間はSH-4A 
はSPI 読み出しデータを読み出してはいけません。

アンダーランが発生すると、SH-4Aリードは無視

され、無効値が返されます。

RBFcn = N (N = 1 ～ 32): N バイトの受信FIFO がSPI 読み出

しデータで満たされています。SH-4Aは、アン

ダーランなしにN バイトのSPI 読み出しデータを

読み出すことができます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 Wpn 不定 R WP 端子入力状態を示します。

6、5 － 不定 R リザーブビット（読み出すと不定値が読めます）

4 FlshSz[1] 不定 R FLSHSZ1 ストラップ入力状態を示します。

3、 2 WpSz[1:0] 不定 R WPSZ1、WPSZ0 ストラップ入力状態を示します。

1 － 不定 R リザーブビット（読み出すと不定値が読めます）

0 FlshSz[0] 不定 Ｒ FLSHSZ0 ストラップ入力状態を示します。

Wpn
Flsh
Sz[1] WpSz[1:0]

01234567

RRRRRRRR

— — — — — — — —

Flsh
Sz[0]

ビット：

初期値：
R/W：

— — —
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26.3.10 コントロールレジスタ9（CR9）

CR9は、SPIフラッシュライトオペコードバイトの値を保持します。WP = L （書き込み保護有効）時、

このコマンドを使用して、図 26.3 に示す WPM のアドレスに書き込もうとすると、書き込み保護機能が

働き、SPI フラッシュには何も送信されず、データが書き込まれることはありません。また、このとき

送信FIFOはクリアされ、CR4レジスタのWpAbortビットがセットされます。

値はH'02で、WRIT (Write Data)コマンドのオペコードが割り付けられており、値を変更することはで

きません。SPI フラッシュデバイスによってはライトオペコードの値が異なる場合がありますが、その

場合は書き込み保護機能が働きませんので、ご注意ください。

26.3.11 コントロールレジスタ10（CR10）

CR10は、SPIフラッシュセクター消去オペコードバイトの値を保持します。WP = L (書き込み保護有

効 )時、このコマンドを使用して、図26.3に示すWPMのアドレスのデータを消去しようとすると、書き

込み保護機能が働き、SPI フラッシュには何も送信されず、データが消去されることはありません。ま

た、このとき送信FIFOはクリアされ、CR4レジスタのWpAbortビットがセットされます。

値は H'D8 で、SE (Sector Erase) コマンドのオペコードが割り付けられており、値を変更することはで

きません。SPIフラッシュデバイスによってはセクター消去オペコードの値が異なる場合がありますが、

その場合は書き込み保護機能が働きませんので、ご注意ください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 OpWrR[7:0] H'02 R SPI ライトオペコード

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 OpSeR[7:0] H'D8 R SPI フラッシュセクター消去オペコード

01000000

OpWrR[7:0]

01234567

RRRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：

00011011

OpSeR[7:0]

01234567

RRRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：
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26.3.12 コントロールレジスタ11（CR11）

CR11 は、SPI フラッシュバルク消去オペコードバイトの値を保持します。WP = L （書き込み保護有

効）時、このコマンドを使用して (バルク消去のため、アドレス指定は不要 )、データを消去しようとす

ると、書き込み保護機能が働き、SPI フラッシュには何も送信されず、データが消去されることはあり

ません。また、このとき送信FIFOはクリアされ、CR4レジスタのWpAbortビットがセットされます。

値はH'C7で、BE (Bulk Erase)コマンドのオペコードが割り付けられており、値を変更することはでき

ません。SPI フラッシュデバイスによってはバルク消去オペコードの値が異なる場合がありますが、そ

の場合は書き込み保護機能が働きませんので、ご注意ください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 0 OpBeR[7:0] H'C7 R SPIフラッシュバルク消去オペコード

11100011

OpBeR[7:0]

01234567

RRRRRRRR

ビット：

初期値：
R/W：
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26.4 機能説明

PSC は、SH-4Aと外部SPI デバイス（SPIフラッシュ を含む）との間のSPI 同期シリアル転送を提供す

る機能です。PSCは、最小のソフトウェア制御オーバヘッドで、ファームウェアの送信データレジスタ

への書き込みによる SPI 送信サイクルとファームウェアの受信データレジスタからの読み出しによるプ

リフェッチSPI 受信サイクルを自動的に生成するようにプログラムされることが可能です。PSC は、効

率的な転送を実現するために32 バイトの送信FIFO と32 バイトの受信FIFO を内蔵し、FIFO のフル／エ

ンプティ割り込みにも対応しています。プログラム可能な分周回路を持った最大48MHzのベースクロッ

ク周波数とプログラム可能なチップセレクト信号デアサートが、広い範囲のSPI デバイスとCPLD I/O 拡
張デバイスへの効果的なインタフェースを実現しています。

26.4.1 パワーオンリセットストラップ入力信号

PRESET の立ち上がりエッジでサンプリングされる下記に示すストラップ入力信号は、SPI1 の機能を

制御するために用いられます。
•  FLSHSZ[1:0]　（フラッシュサイズ）

SPI端子に接続されたSPIフラッシュのサイズを指定します。B'00のときに2MB、B'01のときに4MB、
B'10のときに8MB、B'11のときに16MBを示します。

•  WPSZ[1:0]（書き込み保護サイズ）

図26.3で示すWPMと名付けられた書き込み保護メモリ空間のサイズを指定します。WPMは、WP端
子がL（書き込み保護有効）のときに、SPI-SS0にのみ設定されます。WPSZ[1:0]がB'00のとき64KB、
B'01のとき128KB、B'10のとき256KBを示します。B'11は設定禁止です。
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図 26.3     SPIフラッシュメモリマップ

H'00 0000

H'10 0000

H'1F FFFF
2-Ｍバイト
SPI flash

WPM H'0C 0000

WPM H'1C 0000

H'00 0000

H'10 0000

H'1F FFFF
2-Ｍバイト
SPI flash

WPM
H'08 0000

WPM
H'18 0000

H'00 0000

H'10 0000

H'1F FFFF
2-Ｍバイト
SPI flash

WPM

WPM

H'00 0000

H'20 0000

H'3F FFFF
4-Ｍバイト
SPI flash

WPM

WPM

H'1C 0000

H'3C 0000

H'00 0000

H'20 0000

H'3F FFFF
4-Ｍバイト
SPI flash

H'18 0000

H'38 0000

WPM

WPM

H'00 0000

H'20 0000

H'3F FFFF
4-Ｍバイト
SPI flash

H'10 0000

H'30 0000

WPM

WPM

8-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'40 0000

H'7F FFFF

WPM

WPM

H'3C 0000

8-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'40 0000

H'38 0000
WPM

WPM

8-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'40 0000

H'30 0000

WPM

WPM

16-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'80 0000

H'FF FFFF

WPM

WPM

H'7C 0000

H'FC 0000

16-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'80 0000

H'FF FFFF

H'78 0000

H'F8 0000

WPM

WPM

16-Ｍバイト
SPI flash

H'00 0000

H'80 0000

H'FF FFFF

H'70 0000

H'F0 0000

WPM

WPM

FLSHSZ1 = H、 FLSHSZ0 = L

WPSZ1 = L、 WPSZ0 = L

H'78 0000

H'7F FFFF H'7F FFFF
H'7C 0000

H'70 0000

WPSZ1 = L、WPSZ0 = H WPSZ1 = H、 WPSZ0 = L

FLSHSZ1 = L、 FLSHSZ0 = H

WPSZ1 = L、 WPSZ0 = L WPSZ1 = L、WPSZ0 = H WPSZ1 = H、 WPSZ0 = L

FLSHSZ1 = L、FLSHSZ0 = L

FLSHSZ1 = H、 FLSHSZ0 = H

WPSZ1 = H、 WPSZ0 = LWPSZ1 = L、WPSZ0 = HWPSZ1 = L、 WPSZ0 = L

WPSZ1 = L、 WPSZ0 = L WPSZ1 = L、 WPSZ0 = H WPSZ1 = H、WPSZ0 = L
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26.4.2 SPI1 の構成と動作

(1) SPI インタフェース論理

SPI インタフェースは、送信回路と受信回路で構成されています。送信回路は、送信シフトレジスタ、

送信バッファレジスタ（TBR）とその拡張送信 FIFO で構成されています。受信回路は、受信シフトレ

ジスタ、受信バッファレジスタ（RBR）とその拡張受信 FIFO で構成されています。この中で、TBR と
RBR が SH-4A ファームウェアからアクセス可能です。送信シフトレジスタ、送信 FIFO、受信シフトレ

ジスタ、受信FIFO はSH-4Aファームウェアによるステータス確認ができませんが、送信FIFO の空／フ

ル（CR1レジスタの TBEビット／ TBFビット）、受信 FIFO の空／フル（CR1レジスタのRBE ビット／

RBFビット）の状態はSH-4Aファームウェアによる確認が可能です。

ファームウェアは、CR1.SSA（チップセレクトアサートイネーブル）、CR1.SSD（チップセレクトデア

サートイネーブル）、CR1.SSDB（バースト転送時チップセレクトデアサートイネーブル）と名付けられ

た制御ビットを介し、SPI サイクルを開始する又は終了するためにチップセレクト信号のアサートとデ

アサートを制御することができます。

(2) SPI 送信サイクル

一般に、チップセレクト信号アサート有効を示すCR1.SSA=1 で且つ送信FIFO が 1 バイト以上のデー

タで満たされていることを示すCR1.TBE=0 時は、SPI 送信回路はSPI 送信サイクルを開始します。SP1-
MOSI 端子からデータバイトを送信するために、SH-4A ファームウェアは、SSA ビット（CR1 レジスタ

のビット 0） に 1 を書き込み、TBR にデータバイトを書き込んで送信 FIFO にデータを入れます。

CR1.SSA=1 且つCR1.TBE=0 の条件が与えられると、送信回路は、送信FIFOからデータバイトを1 度に

1 バイトずつ得て、チップセレクト信号をアサートし、予め定義されたSPI フォーマットでSP1-MOSI 端
子からシリアルにそのバイトをシフト出力するために 8SCK クロックの SPI サイクルを開始します。そ

のバイトの送信が終わると、送信回路は、次のバイトを送信FIFO から得て、送信FIFO に置かれたすべ

てのデータバイトが送信されるまでSPI サイクルを繰り返します。送信FIFO の最後のバイトが送信され

ると、送信回路は、送信FIFO が空であることを示すTBEビット（CR1レジスタのビット7）を1 にセッ

トします。
送信FIFO が空であることを示すCR1.TBE=1 による送信の終わりで、送信回路は、下記に示すCR1.SSD

とCR1.SSDB の設定により、チップセレクト信号をデアサートして送信を終了するかしないかを選択し

ます。
もしCR1.SSD=1 であれば、チップセレクト信号はあらゆるSPI サイクルの終わりでデアサートされま

す。もしCR1.SSD=0 かつCR1.SSDB=0 であれば、送信回路はチップセレクト信号をアサートしたままに

しますが、送信FIFO に再び1 バイト以上のデータが満たされるまでSPI サイクルを生成しません。この

設定においては、SH-4AファームウェアがCR1.SSD を1 にセットしたとき送信トランザクションが終了

するとチップセレクト信号がデアサートされます。
最後に、CR1.SSD=0 かつCR1.SSDB=1 であれば、送信回路は、送信FIFO が空になった直後に送信を

終了するためにチップセレクト信号をデアサートします。チップセレクト信号のアサート／デアサート
の詳細については、「(5) チップセレクト信号デアサートモード」を参照してください。

サイクル間連続してN 回のSPI 送信サイクルを行うために、ファームウェアは、N 回分の送信データ

バイトを送信FIFO に書き込み終わるまでSSAビットを1 にセットしません。ここで、N は送信FIFO サ
イズ以下の値にしてください。そうしなければ、CR1.TBF=1 で示される送信 FIFO がフルになったとき

に、書き込まれたバイトは無視されます。
送信ステータスは、TBEビット（CR1レジスタのビット 7） と TBFビット（CR1レジスタのビット 6）

を介して確認されることができます。TBEビット は、送信 FIFO がファームウェアにより 1 バイト以上

のデータで満たされると0 にクリアされ、送信FIFO が送信により空になると1 にセットされます。TBF
ビット は、送信FIFO がフルになると1 にセットされ、送信FIFO がフルの状態から1 バイトでも減ると

0 にクリアされます。CR1.TBF=1 の間にファームウェアによってTBR に書き込まれた送信データは無視

されます。

(3) SPI 受信サイクル

一般に、SPI 受信回路は、保留状態の送信がなく且つプリフェッチ要求がアクティブのときに SPI 受
信サイクルを開始します。SP1-MISO 端子からデータバイトを受信するために、SH-4A ファームウェア

はプリフェッチカウントレジスタ（CR3）に N（希望する受信バイト数）を書き込みます。それから、
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SPI 受信サイクルを開始するために SSA ビット（CR1 レジスタのビット 0） を 1 にセットします。

CR1.SSA=1 且つCR3.PFC＞0 の条件が与えられると、受信回路は、外部SPI デバイスにSPI サイクルを

発行するためにチップセレクト信号とSCK をアサートし、SP1-MISO 端子を介して返されたデータを受

信します。完全な入力データバイトを受信すると、受信回路は、それを受信FIFO に入れ、受信FIFO が
ファームウェアが読み出すための1 バイト以上のデータで満たされていることを示すRBEビット（CR1
レジスタのビット5） を0 にクリアします。受信 IFO がフルのとき、受信回路は、RBFビット（CR1レジ

スタのビット4） を 1 にセットし、受信FIFO に空きができるまでスケジュールされた受信サイクルをサ

スペンドします。受信回路は、各々のSPI 受信サイクルでPFCビット（CR3レジスタのビット7～0） を
カウントダウンし、PFC が0 になったとき受信を停止します。

SPI 受信サイクルの終わりでのチップセレクト信号のデアサートは、「(5) チップセレクト信号デア

サートモード」に記述されているようにSSDビット（CR1レジスタのビット1） とSSDB ビット（CR1レ
ジスタのビット2）によって制御されます。

ファームウェアは、SPI 受信サイクルを停止（PFCnew=0）、削減（PFCnew<PFCcurrent）、又は延長

（PFCcurrent<PFCnew）するために、CR3.PFC に1 常時新しい値を書き込むことができます。

受信ステータスは、RBEビットとRBFビットを介して確認されることができます。CR1.RBE は、受信

FIFO が受信により 1 バイト以上のデータで満たされると 0 にクリアされ、受信 FIFO がファームウェア

による読み出しで空になったとき 1 にセットされます。RBF ビット は、受信 FIFO がフルになると 1 に
セットされ、受信FIFO に空きができると0 にクリアされます。CR1.RBE=1 の間にファームウェアがRBR
を読み出すと、無効値が返されます。SPI 受信サイクルについての詳細は、「(5) チップセレクト信号デ

アサートモード」を参照してください。

(4) SPI 送信によって続くSPI 受信

N バイトの送信によって続く P バイトの受信を実施するために、ファームウェアは次のような設定を

行います。
1.  SSAビット（CR1レジスタのビット0）を0にクリア。（チップセレクト信号アサートを無効にしま

す。）

2.  送信FIFOにNバイト書き込み。（Nは送信 FIFOサイズ以下の値に設定してください。そうしない

と書き込まれたデータは消失します。）

3.  PFCビット（CR3レジスタのビット7～0）にPを設定。（Nバイト送信直後に実行される受信サイ

クル数を指定します。）

4.  CR1.SSD=0、CR1.SSDB=1 に設定。（バースト転送終了時にチップセレクト信号がデアサートされ

るように設定します。）

5.  SSAビット（CR1レジスタのビット0）を1にセット。（チップセレクト信号アサートを有効にし、

SPI送信サイクルを開始します。）

6.  RBEビット（CR1レジスタのビット5）が0にクリアされるのを待つ。（受信によって受信FIFOに

データが満たされるのを待ちます。）

7.  RBRをリード。（受信FIFOから受信したデータバイトを得るためにRBRを読み出します。）

SPI トランザクションの開始時、送受信回路は、SSAビット（CR1レジスタのビット 0）、TBEビット

（CR1レジスタのビット7）、PFCビット（CR3レジスタの7～0） による制御の元、下記に示すようにSPI
受信サイクルよりもSPI 送信サイクルにより高い優先度を与えます。

• SSA=0、 TBE=X、 PFC=X のとき：なし。（ファームウェアは SPI サイクルが開始されないように設定

します。）
• SSA=1、 TBE=0、 PFC=Xのとき：送信サイクル。（ファームウェアはSPIサイクルを開始するように設

定し、送信FIFOは空ではありません。）

• SSA=1、 TBE=1、 PFC=nのとき：受信サイクル。（ファームウェアはSPIサイクルを開始するように設

定し、送信FIFOは空で、PFC>0の状態です。）

• SSA=1、 TBE=1、 PFC=0のとき：なし。（ファームウェアはSPIサイクルを開始するように設定します

が、送信FIFOは空で、PFC=0の状態です。）
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(5) チップセレクト信号デアサートモード
以下に示すとおり、チップセレクト信号デアサートモードには SSDB ビット（CR1 レジスタのビット

2） とSSDビット（CR1レジスタのビット1） によって制御される3 つのモードがあります。

（a）モード0（SSDB=0、 SSD=0）
送受信回路は、ファームウェアによってSSD に1 が書かれるまでSPI サイクルの終わりでチップ

セレクト信号をデアサートしません。
（b） モード1（SSDB=X、 SSD=1）

送受信回路は、各々のSPI サイクルの終わりで自動的にチップセレクト信号をデアサートします。

（c） モード2（SSDB=1、 SSD=0）
送受信回路は、最後のSPI サイクルの終わりで自動的にチップセレクト信号をデアサートします

が、それ以外のSPI サイクルの終わりではチップセレクト信号をアサートしたままにします。最

後の SPI サイクルは、送信 FIFO が空且つプリフェッチ要求が保留中でない状態（即ち PFC==0）
によって識別されます。
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26.5 使用上の注意事項

26.5.1  WP 更新の制約

SPI1 がコマンドとアドレスを発行しているときに WP 端子は変更できません。WP 端子の更新禁止期

間があります。WP 端子は更新禁止期間に安定させる必要があります。図26.4は禁止期間を示します。

図 26.4     WP 更新の制約

26.5.2 使用上の注意事項

このモジュールを使用される場合は、　POR解除後にSH-4Aからアドレス(H'FFD8 EE80)にH'40を書い

てから使用して下さい。

SP1-SSn 

(n = 0 or 1)

内部クロック

SP1-SCK

24 サイクル

 WP

2

WP

更新の禁止期間

サイクル
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27. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース0、1（SCIF0、
SCIF1）

本LSI は、2 チャネルのFIFO バッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）を内

蔵しています。SCIF は調歩同期式のシリアル通信が可能です。通信方式は調歩同期式で、Universal
Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）などの標準の調歩同期式通信用 LSI とのシリアル通信ができま

す。送受信にFIFO バッファを各々 16 段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。

27.1 特長

• 16550レジスタは以下の点を除き準拠しています。

-　スティックパリティはサポートしていません。
-　DMAモードはサポートしていません。

-　FMCRのOUT2ビットが割り込みを制御します。

-　SCIFCR レジスタを追加

• 全二重通信が可能
独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信
部及び受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっており、シリアルデータの連続送受信ができま

す。
• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能
• モデムコントロール機能内蔵

調歩同期式モード：
• データ長：5～8ビットから選択可能

• パリティ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなしから選択可能
• ストップビット長：1、1.5、2ビットから選択可能

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー
• ブレークの検出
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SCIF のブロック図を図27.1 に示します。

図 27.1     SCIF のブロック図

FIER

FIIR

FFCR

FLCR

FMCR

FLSR

FMSR

FSCR

FDLH

FDLL

SCIFCR

FTSR

FRSR

RI

DCD

DSR

DTR

CTS

RTS

TXD

RXD

割り込み要求

クロック
(Pck)

分周回路

FTHR

FRBR

モデム
コントロール

ボーレート
ジェネレータ

転送クロック

レジスタ送受信
コントロール

【記号説明】
FTSR

FRSR

FRBR

FTHR

FDLH、FDLL

FIER

FIIR

: 送信シフトレジスタ
: 受信シフトレジスタ
: レシーブバッファレジスタ
: トランスミッタホールディングレジスタ
: ディバイザラッチ H、 L

: 割り込みイネーブルレジスタ
: 割り込み識別レジスタ

FFCR

FLCR

FMCR

FLSR

FMSR

FSCR

SCIFCR

: FIFO 制御レジスタ
: ライン制御レジスタ
: モデム制御レジスタ
: ラインステータスレジスタ
: モデムステータスレジスタ
: スクラッチパッドレジスタ
: SCIF コントロールレジスタ

受信FIFO制御

送信FIFO制御

FIFO（16段）

FIFO（16段）

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
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27.2 入出力端子

SCIF の入出力端子を表27.1 に示します。

表27.1 端子構成

チャネル 端子名 機能 入出力 説明

0 TXD0 送信データ 出力 送信データ出力端子

RXD0 受信データ 入力 受信データ入力端子

RI0 リングインジケータ 入力 リングインジケータ入力端子

DCD0 データキャリア検出 入力 データキャリア検出入力端子

DSR0 データセットレディ 入力 データセットレディ入力端子

DTR0 データターミナルレディ 出力 データターミナルレディ出力端子

CTS0 送信許可 入力 モデム制御信号で送信許可入力端子

RTS0 送信要求 出力 モデム制御信号で送信要求出力端子

1 TXD1 送信データ 出力 チャネル1 の送信データ出力端子

RXD1 受信データ 入力 チャネル1 の受信データ入力端子

RI1 リングインジケータ 入力 チャネル1 のリングインジケータ入力端子

DCD1 データキャリア検出 入力 チャネル1 のデータキャリア検出入力端子

DSR1 データセットレディ 入力 チャネル1 のデータセットレディ入力端子

DTR1 データターミナルレディ 出力 チャネル1 のデータターミナルレディ出力端子

CTS1 送信許可 入力 モデム制御信号で送信許可入力端子

RTS1 送信要求 出力 モデム制御信号で送信要求出力端子
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27.3 レジスタの説明

SCIF のレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態をを表27.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表27.2 レジスタ構成

チャネル 名 称 略称 R/W アドレス

アクセ

スサイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

SCIFRST REGRST

0 受信シフト

レジスタ_0
FRSR_0 — — — — — — — —

レシーブバッ

ファレジスタ
_0

FRBR_0 R H'FE41 0000 8 H'00 H'00 H'00 H'00 H'00

送信シフト

レジスタ_0
FTSR_0 — — — — — — — —

トランスミッタ

ホールディング

レジスタ_0

FTHR_0 W H'FE41 0000 8 — — — — —

ディバイザラッ

チH_0
FDLH_0 R/W H'FE41 0001 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ディバイザラッ

チL_0
FDLL_0 R/W H'FE41 0000 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

割り込みイネー

ブルレジスタ
_0

FIER_0 R/W H'FE41 0001 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

割り込み識別レ

ジスタ_0
FIIR_0 R H'FE41 0002 8 H'01 H'01 H'01 保持 H'01

FIFO 制御

レジスタ_0

FFCR_0 W H'FE41 0002 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ライン制御

レジスタ_0
FLCR_0 R/W H'FE41 0003 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

モデム制御

レジスタ_0
FMCR_0 R/W H'FE41 0004 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ラインステータ

スレジスタ_0
FLSR_0 R H'FE41 0005 8 H'60 H'60 H'60 保持 H'60

モデムステータ

スレジスタ_0
FMSR_0 R H'FE41 0006 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

スクラッチパッ

ドレジスタ_0
FSCR_0 R/W H'FE41 0007 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

SCIF コント

ロールレジスタ
_0

SCIFCR_0 R/W H'FE41 0008 8 H'00 H'00 H'00 保持 保持
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1 受信シフト

レジスタ_1
FRSR_1 — — — — — — — —

レシーブバッ

ファレジスタ
_1

FRBR_1 R H'FE42 0000 8 H'00 H'00 H'00 H'00 H'00

送信シフト

レジスタ_1
FTSR_1 — — — — — — — —

トランスミッタ

ホールディング

レジスタ_1

FTHR_1 W H'FE42 0000 8 — — — — —

ディバイザラッ

チH_1
FDLH_1 R/W H'FE42 0001 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ディバイザラッ

チL_1
FDLL_1 R/W H'FE42 0000 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

割り込みイネー

ブルレジスタ
_1

FIER_1 R/W H'FE42 0001 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

割り込み識別

レジスタ_1
FIIR_1 R H'FE42 0002 8 H'01 H'01 H'01 保持 H'01

FIFO 制御

レジスタ_1

FFCR_1 W H'FE42 0002 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ライン制御

レジスタ_1
FLCR_1 R/W H'FE42 0003 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

モデム制御

レジスタ_1
FMCR_1 R/W H'FE42 0004 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

ラインステータ

スレジスタ_1
FLSR_1 R H'FE42 0005 8 H'60 H'60 H'60 保持 H'60

モデムステータ

スレジスタ_1
FMSR_1 R H'FE42 0006 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

スクラッチパッ

ドレジスタ_1
FSCR_1 R/W H'FE42 0007 8 H'00 H'00 H'00 保持 H'00

SCIF コント

ロールレジスタ
_1

SCIFCR_1 R/W H'FE42 0008 8 H'00 H'00 H'00 保持 保持

チャネル 名 称 略称 R/W アドレス

アクセ

スサイ

ズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

SCIFRST REGRST
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27.3.1 受信シフトレジスタ (FRSR)

FRSR は RXD 端子から入力されたシリアルデータをパラレルデータに変換するための受信用レジス

タです。シリアルデータはLSB（ビット0）から受信したデータを格納します。1 フレーム分のシリアル

データを受信すると、データはFRBR に転送されます。

FRSR はSH-4Aからはリードできません。 

27.3.2 レシーブバッファレジスタ (FRBR)

FRBR は受信したシリアルデータを格納するための8 ビットのリード専用レジスタで、FLCR のDLAB
ビットが0 のときアクセス可能です。FLSR のDR ビットがセットされているとき、正しいデータをリー

ドすることができます。
FIFO イネーブルでレジスタをリードしたとき、受信 FIFO の先頭をリードします。受信 FIFO が満杯

になると、それ以降の受信データは失われ、オーバランエラーになります。
FIFO ディスエーブルでは、次のデータを受信する前に必ず FRBR のデータをリードしてください。

リードする前にデータを受信すると上書きされ、オーバランエラーになります。

27.3.3 送信シフトレジスタ (FTSR)

FTSR はTXD 端子からパラレルデータをシリアルデータに変換して送信するレジスタです。1 フレー

ム分のシリアルデータを送信すると、データはFTHR から転送されます。シリアルデータはLSB（ビッ

ト0）から送信されます。

FTSRはSH-4Aからはライトできません。

27.3.4 トランスミッタホールディングレジスタ (FTHR)

FTHR は送信するシリアルデータを格納するための8 ビットのライト専用レジスタで、FLCR のDLAB
ビットが 0 のときアクセス可能です。FLSR の THRE ビットがセットされているとき、送信データをラ

イトすることができます。
FIFO イネーブルでTHRE ビットがセットされているとき、FIFO が満杯になるまでデータをライトす

ることができます。FIFO が満杯の状態でデータをライトすると、ライトしたデータは無効になります。

FIFO ディスエーブルでTHRE ビットがセットされているとき、FTHR にデータをライトすると、THRE
ビットはクリアされます。THRE ビットがセットされていないときに FTHR にデータをライトすると、

データは上書きされます。

01234567

RRRRRR

FRBR[7:0]

RR

00000000

ビット：

初期値：
R/W：

01234567

WWWWW

FTHR[7:0]

WWW

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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27.3.5 ディバイザラッチH、L (FDLH、 FDLL)

FDLH、FDLL はボーレートを設定するための8 ビットのリード／ライト可能なレジスタで、FLCR の
DLAB ビットが 1 のときアクセス可能です。分周値は 1 ～（216 － 1）の範囲で設定可能です。FDLH、

FDLL が0（初期値）のとき分周回路は停止します。ビットレートエラーを考慮してビット値を設定して

ください (表27.4参照 )。
ボーレートは以下の計算で求まります。
ボーレート＝（ボーレートジェネレータに入力するクロックの周波数）／（16×ディバイザ値）

•FDLH

•FDLL

27.3.6 割り込みイネーブルレジスタ (FIER)

FIER は割り込みの許可／禁止を設定するための 8 ビットのリード／ライト可能なレジスタで、FLCR
のDLABビットが0 のときアクセス可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 EDSSI 0 R/W モデムステータス割り込みイネーブル

0：モデムステータス割り込み禁止

1：モデムステータス割り込み許可

2 ELSI 0 R/W 受信ラインステータス割り込みイネーブル

0：受信ラインステータス割り込み禁止

1：受信ラインステータス割り込み許可

1 ETBEI 0 R/W FTHR エンプティ割り込みイネーブル

0：FTHR エンプティ割り込み禁止

1：FTHR エンプティ割り込み許可

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

FDL[15:8]

R/WR/W

00000000

ビット：

初期値：
R/W：

01234567

R/WR/WR/WR/WR/W

FDL[7:0]

R/WR/WR/W

00000000

ビット：

初期値：
R/W：

01234567

R/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯

00000000

ERBFIETBEIELSIEDSSI⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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27.3.7 割り込み識別レジスタ (FIIR)

FIIR は割り込み要因を識別するための8 ビットのリード専用レジスタです。

0 ERBFI 0 R/W 受信データレディ割り込みイネーブル

FIFO イネーブル時は、キャラクタタイムアウト割り込みイネー

ブルと兼用です。

0：受信データレディ割り込み禁止

キャラクタタイムアウト割り込み禁止

1：受信データレディ割り込み許可

キャラクタタイムアウト割り込み許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7､ 6 FIFOE[1:0] 00 R FIFO イネーブル1、0

送信／受信FIFO の設定状態を示します。

00：送信／受信FIFO ディスエーブル

11：送信／受信FIFO イネーブル

01: 設定禁止

10: 設定禁止

5､ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3～ 1 INTID[2:0] 000 R インタラプト ID2～ ID0

実行待ちの割り込みの中でもっとも優先順位の高い割り込みを示

します。詳細は表27.3 を参照してください。

000：モデムステータス

001：FTHR エンプティ

010：受信データレディ

011：受信ラインステータス

110：キャラクタタイムアウト（FIFO イネーブル時）

0 INTPEND 1 R インタラプトペンディング

実行待ちの割り込みの有無を示すビットです。詳細は表27.3 を
参照してください。

0：実行待ちの割り込みあり

1：実行待ちの割り込みなし

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567

RRRR⎯⎯RR

10000000

INT
PEND

INTID[2:0]⎯⎯FIFOE[1:0]

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 27.  FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース0、1（SCIF0、SCIF1）

 Page 27-9

表27.3 割り込み制御機能

27.3.8 FIFO 制御レジスタ (FFCR)

FFCR は送信／受信FIFO を制御するための8 ビットのライト専用レジスタです。

FIIR 割り込みセット／クリア

INTID
INTPEND

優先

順位
割り込みの種類 割り込み要因 割り込みクリア

2 1 0

0 0 0 1 — 割り込みなし なし —

0 1 1 0 1 （高） 受信ラインステータス オーバランエラー、
パリティエラー、

フレーミングエラー、
ブレーク割り込み

FLSR リード

0 1 0 0 2 受信データレディ 受信データあり、

トリガレベル

FRBR リード又は受

信FIFO がトリガレ

ベル以下

1 1 0 0 2 キャラクタタイムアウト
（FIFO イネーブル時）

受信FIFOにデータが1
キャラクタ以上ある状
態で、4 キャラクタタイ

ムの間受信FIFO にデー

タの入出力がない

FRBR リード

0 0 1 0 3 FTHR エンプティ FTHR エンプティ FIIR リード又は

FTHR ライト

0 0 0 0 4 （低） モデムステータス CTS、 DSR、 RI、 DCD FMSR リード

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 RCVRTRIG[1:0] 00 W 受信FIFO 割り込みトリガレベル1、0

割り込みを発生するトリガレベルを設定します。

00：1 バイト受信で割り込み発生

01：4 バイト受信で割り込み発生

10：8 バイト受信で割り込み発生

11：14 バイト受信で割り込み発生

5～3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 XMITFRST 0 W 送信FIFO リセット

1 をライトすると送信FIFO の全データがクリアされます。ただ

し、FTSR のデータはクリアされません。

このビットは自動的にクリアされます。

01234567

WWW⎯ ⎯⎯WW

00000000

FIFOE
RCVRF
RST

XMITF
RST

⎯⎯⎯RCVRTRIG[1:0]

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.3.9 ライン制御レジスタ (FLCR)

FLCR は送受信データのフォーマットを設定する8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。

1 RCVRFRST 0 W 受信FIFO リセット

1 をライトすると受信FIFO の全データがクリアされます。ただ

し、FRSR のデータはクリアされません。

このビットは自動的にクリアされます。

0 FIFOE 0 W FIFO イネーブル

0：送信／受信FIFO ディスエーブル

送受信FIFO の全データはクリアされます。

1：送信／受信FIFO イネーブル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DLAB 0 R/W ディバイザラッチアドレスビット

FDLL、FDLH はFRBR/FTHR、FIER と同一アドレスに配置され

ています。このビットはどちらのレジスタをアクセスするかを選
択します。

0：FRBR/FTHR、FIER のリード／ライト許可

1：FDLL、FDLH のリード／ライト許可

6 BREAK 0 R/W ブレークコントロール

シリアル出力信号TXDをLレベルにしてブレークを発生させま

す。

ブレーク状態はビットをクリアすることにより解除されます。

0：ブレーク解除

1：ブレーク発生

5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 EPS 0 R/W パリティセレクト

PEN ビットが1 のとき、パリティの偶数／奇数を選択します。

0：奇数パリティ

1：偶数パリティ

3 PEN 0 R/W パリティイネーブル

送信時のパリティビットの付加、受信時のパリティチェックあり
／なしの選択を行ないます。

0：パリティビットの付加／チェックなし

1：パリティビットの付加／チェックあり

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

00000000

CLS[1:0]STOPPENEPS⎯BREAKDLAB

⎯

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.3.10 モデム制御レジスタ (FMCR)

FMCR は出力信号を制御する8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。

2 STOP 0 R/W ストップビット

送信時のストップビットの長さを選択します。受信時は設定にか
かわらず、最初に受信したストップビットのみをチェックしま
す。

0：1 ストップビット

1：1.5 ストップビット（データ長が5 ビットのとき）

2 ストップビット（データ長が6～8 ビットのとき）

1、 0 CLS[1:0] 00 R/W キャラクタレングスセレクト1、0

送受信キャラクタのデータ長を設定します。データ長は5～8 
ビットを設定可能です。

00：5 ビット

01：6 ビット

10：7 ビット

11：8 ビット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 LOOPBACK 0 R/W ループバックテスト

ループバックテスト機能が許可されると、送信データ出力と受信

データ入力が内部で接続されます。また、モデム制御出力 (DTR、 
RTS、 OUT1、 OUT2) とモデム制御入力 (DSR、CTS、 RI、 DCD)も
内部で接続されます。受信入力端子 (RXD、 DSR、 CTS、 RI、 
DCD) は外部との接続が切り離され、送信出力端子 (TXD、 DTR、 
RTS) は ‘High’に固定されます。 したがって、ループデバックテス

ト時には、送信データは直ちに受信されます。また、割り込みの
許可／禁止はSCIFCR のOUT2LOOP ビットとFIER で設定しま

す。

0：ループバックテスト機能を禁止

1：ループバックテスト機能を許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯

00000000

DTRRTSOUT1OUT2
LOOP
BACK

⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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3 OUT2 0 R/W OUT2 信号制御

• 通常動作時

0：割り込み禁止

1：割り込み許可

• ループバックテスト時

0:  DCD 内にHレベルを入力。 
外部 DCD 端子に影響はありません。

1: DCD内にLレベルを入力。 
外部 DCD端子に影響はありません。

2 OUT1 0 R/W OUT1 信号制御

• 通常動作時

動作に影響を与えません。

• ループバックテスト時

0: RI内にHレベルを入力。 
外部 RI端子に影響はありません。

1: RI内にLレベルを入力。 
外部 RI端子に影響はありません。

1 RTS 0 R/W リクエストトゥーセンド

RTS の出力レベルを制御します。

0: RTS 出力はHレベル

1: RTS 出力はLレベル

0 DTR 0 R/W データターミナルレディ

DTR の出力レベルを制御します。

0: DTR 出力はHレベル

1: DTR 出力はLレベル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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27.3.11 ラインステータスレジスタ (FLSR)

FLSR はデータ転送のステータスを示す8 ビットのリード専用レジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 RXFIFOERR 0 R 受信FIFO エラー

FIFO イネーブル時に、パリティエラー、フレーミングエラー、

ブレーク割り込みのデータエラーのいずれかが発生したことを示
します。

• FIFO イネーブル時

0：受信FIFO エラーなし

［クリア条件］

FRBR をリードするか、又はFIFO クリアによってエラー要因

となるデータがFIFOになくなった状態でFLSRをリードした

とき

1：受信FIFO エラーあり

［セット条件］

FIFO イネーブル時、パリティエラー、フレーミングエラー、

ブレーク割り込みのいずれかが発生したとき

• FIFO ディスエーブル時

常に0 が読み出されます。

6 TEMT 1 R トランスミッタエンプティ

送信データがあるかどうかを示します。

• FIFO イネーブル時

0：送信FIFO 又はFTSR に送信データあり

［クリア条件］

FTHR に送信データをライトしたとき

1：送信FIFO とFTSR に送信データなし

［セット条件］

送信FIFO とFTSR の送信データがなくなったとき

• FIFO ディスエーブル時

0：FTHR 又はFTSR に送信データあり

［クリア条件］

FTHR に送信データをライトしたとき

1：FTHR とFTSR に送信データなし

［セット条件］

FTHR とFTSR の送信データがなくなったとき

01234567

RRRRRRRR

00000110

DROEPEFEBITHRETEMT
RXFIFO

ERR

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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5 THRE 1 R FTHR エンプティ

送信のための新しいデータの受け入れ準備ができていることを示
します。

• FIFO ディスエーブル時

0：FTHR に送信データあり

［クリア条件］

FTHR に送信データをライトしたとき

1：FTHR に送信データなし

［セット条件］

FTHR のデータをFTSR に転送完了したとき

•  FIFO イネーブル時

0：送信FIFO に1 バイト以上の送信データあり

［クリア条件］

FTHR に送信データをライトしたとき

1：送信FIFO に送信データなし

［セット条件］

送信FIFO が空になったとき

4 BI 0 R ブレーク割り込み

受信データのブレーク信号の検出を示します。FIFO イネーブル

時には、FIFO 内の個々の受信データにより発生し、この受信

データがFIFO の最上位にあるとき、セットされます。また、次

のデータ受信は、受信データ入力がマーク状態に遷移し有効なス
タートビットを受信した後に開始します。

0：ブレーク信号未検出

［クリア条件］

FLSR をリードしたとき

1：ブレーク信号検出

［セット条件］

フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き1
フレーム長以上スペース0（Lレベル）の場合

3 FE 0 R フレーミングエラー

受信データのストップビットが無効であることを示します。
FIFOイネーブル時には、FIFO 内の個々の受信データにより発生

しこの受信データがFIFO の最上位にあるときにセットされます。

フレーミングエラー後、UART は再同期化を実行します。この

際、フレーミングエラーは次のスタートビットによるものと想定
し、このスタートビットをサンプリングしてスタートビットとし
ます。

0：フレーミングエラーなし

［クリア条件］

FLSR をリードしたとき

1：フレーミングエラーあり

［セット条件］

受信データのストップビットが無効であったとき

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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2 PE 0 R パリティエラー

FLCR のPEN ビットが1 のとき、受信したデータにパリティエ

ラーがあることを示します。FIFO イネーブル時には、FIFO 内の

個々の受信データにより発生し、この受信データがFIFO の最上

位にあるときにセットされます。

0：パリティエラーなし

［クリア条件］

FLSR をリードしたとき

ただし、オーバランエラー時にセットされた場合はFLSR を2
回リード

1：パリティエラーあり

［セット条件］

受信データがパリティエラーだったとき

1 OE 0 R オーバランエラー

オーバランエラーが発生したことを示します。

•　FIFO イネーブル時

FIFO が満杯になり、次のデータの受信が完了したときにオーバ

ランエラーが発生します。FIFO の全データは保持されますが、

最後に受信したデータは失われます。

0：オーバランエラーなし

［クリア条件］

FLSR をリードしたとき

1：オーバランエラー

［セット条件］

オーバランエラー発生したとき

•　FIFO ディスエーブル時

FRBR の受信データがリードする前に次のデータを受信完了した

ときにオーバランエラーが発生し、前のデータは失われます。

0 DR 0 R データレディ

FRBR 又はFIFO に受信データが格納されたことを示します。

0：受信データなし

［クリア条件］

FRBR をリード、又はFIFO 内の全データをリードしたとき

1：受信データあり

［セット条件］

データを受信したとき

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.3.12 モデムステータスレジスタ (FMSR)

FMSR はモデム制御端子の状態又は変化を示す8 ビットのリード専用レジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DCD 0 R データキャリア検出

DCD 入力端子の反転した状態を示します。

6 RI 0 R リングインジケータ

RI入力端子の反転した状態を示します。

5 DSR 0 R データセットレディ

DSR 入力端子の反転した状態を示します。

4 CTS 0 R クリアトゥセンド

CTS 入力端子の反転した状態を示します。

3 DDCD 0 R デルタデータキャリア検出

DDCD ビットをリード後に DCD 入力信号が変化したことを示し

ます。

0：FMSR リード後、 DCD 入力信号変化なし

［クリア条件］

FMSR をリードしたとき

1：FMSR リード後、 DCD 入力信号が変化

［セット条件］

DCD 入力信号が変化したとき

2 TERI 0 R トレイリングエッジリングインジケータ

TERI ビットをリード後に RI 入力信号が立ち上がったことを示し

ます。

0：FMSR リード後、 RI 入力信号変化なし

［クリア条件］

FMSR をリードしたとき

1：FMSR リード後、RI 入力信号が立ち上がった

［セット条件］

RI 入力端子が立ち上がったとき

1 DDSR 0 R デルタデータセットレディ

DDSR ビットをリード後に DSR 入力信号が変化したことを示し

ます。

0：FMSR リード後、 DSR 入力信号変化なし

［クリア条件］

FMSR をリードしたとき

1：FMSR リード後、 DSR 入力信号が変化

［セット条件］

DSR 入力信号が変化したとき

01234567

RRRRRRRR

00000000

DCTSDDSRTERIDDCDCTSDSRRIDCD

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.3.13 スクラッチパッドレジスタ (FSCR)

FSCR は8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。このレジスタはSCIF の制御には使用しませ

ん。プログラムの一時的なデータ保持に使用することができます。

27.3.14 SCIF コントロールレジスタ (SCIFCR)

SCIFCR はSCIFの動作を制御する 8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。本レジスタを読み

出した後には同じチャネルのSCIF レジスタ (SCIFCR以外 )をダミーリードしてください。 詳細について

は、「27.6.2 SCIFCRに対するリードアクセス」を参照してください。

0 DCTS 0 R デルタクリアトゥーセンド

DCTS ビットをリード後に CTS入力信号が変化していることを

示します。

0：FMSR リード後、CTS入力信号変化なし

［クリア条件］

FMSR をリードしたとき

1：FMSR リード後、 CTS 入力信号が変化

［セット条件］

CTS 入力信号が変化したとき

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 OUT2LOOP 0 R/W OUT2 ループバック

ループバックテスト時、割り込みの許可／禁止を設定します。

0：ループバックテスト時の割り込みを許可

1：ループバックテスト時の割り込みを禁止

3、 2 CKSEL[1:0] 00 R/W クロック選択1、0

ボーレートジェネレータに入力するクロックを選択します。

00: クロック (Pck) の26 分周クロック

01: クロック (Pck) の13 分周クロック

10: クロック (Pck) の2 分周クロック

11: リザーブ（設定禁止）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

FSCR[7:0]

R/WR/W

00000000

ビット：

初期値：
R/W：

01234567

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯

00000000

REG
RST

SCIF
RST

CKSEL[1:0]OUT2
LOOP

⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . 正しく動作させるために、２つのリセットビット（SCIFRST 、 REGRST） は同時にリセットしてください。1つ
のビットのみをリセットすると予期しない動作が起こる事があります。これらの ビットをデアサートするとき

は、SCIFRSTビットを先にデアサートしてください。

1 SCIFRST(注） 0 R/W SCIF リセット

ボーレートジェネレータ、FRSR、FTSR をリセットします。

0：通常動作

1：リセット

0 REGRST（注） 0 R/W レジスタリセット

SCIFCR 以外で SH-4A からアクセス可能なレジスタをリセット

します。

0：通常動作

1：レジスタリセット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.4 動作説明

27.4.1 ボーレート

SCIF はボーレートジェネレータを内蔵しており、FDLH、FDLL と SCIFCR の CKSEL ビットにより、

任意のボーレートを設定できます。表 27.4にクロック (Pck) が48MHz の場合のボーレートの設定例を示

します。

表27.4 ボーレートの設定例（Pck＝48MHz の場合）

CKSEL1、 
CKSEL0

B'00（26分周） B'01（13分周） B'10（2分周）

ボーレート FDLH、 FDLL エラー (%) FDLH、 FDLL エラー (%) FDLH、 FDLL エラー (%)

1200 96 0.16 % 192 0.16 % 1250 0.00 %

2400 48 0.16 % 96 0.16 % 625 0.00 %

3600 32 0.16 % 64 0.16 % 416 0.16 %

4800 24 0.16 % 48 0.16 % 312 0.16 %

7200 16 0.16 % 32 0.16 % 208 0.16 %

9600 12 0.16 % 24 0.16 % 156 0.16 %

14400 8 0.16 % 16 0.16 % 104 0.16 %

19200 6 0.16 % 12 0.16 % 78 0.16 %

28800 4 0.16 % 8 0.16 % 52 0.16 %

38400 3 0.16 % 6 0.16 % 39 0.16 %

57600 2 0.16 % 4 0.16 % 26 0.16 %

115200 1 0.16 % 2 0.16 % 13 0.16 %

230400 — — 1 0.16 % — —

750000 — — — — 2 0.00 %

1500000 — — — — 1 0.00 %

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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27.4.2 調歩同期式通信の動作

調歩同期式シリアル通信のフォーマットを図 27.2 に示します。1 フレームは、スタートビット（L レ

ベル）から始まり送受信データ（LSB ファースト：最下位ビットから）、パリティビット、ストップビッ

ト（H レベル）の順で構成されます。調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常マーク状態（H レ

ベル）に保たれています。SCIF は通信回線を監視し、スペース状態（Lレベル）を検出するとスタート

ビットとみなしてシリアル通信を開始します。SCIF 内部では、送信部と受信部は独立していますので、

全二重通信を行うことができます。また、送信部と受信部が個々に16 段のFIFO バッファ構造になって

いますので、送信及び受信中にデータのリード／ライトができ、連続送受信が可能です。

図 27.2     シリアル送信／受信データフォーマットの例
（8 ビットデータ／パリティあり／2 ストップビット）

0

1 1

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1シリアルデータ

アイドル状態（マーク状態）

送信／受信データ ストップビット

1ビット、
1.5ビット、

2ビット
1 ビット 1 ビット

または
なし

5ビット、6ビット、7ビット、8ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 27.  FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース0、1（SCIF0、SCIF1）

 Page 27-21

27.4.3 SCIF の初期化

データ送受信の前に図27.3 のフローチャート例に従って初期化を行ってください。

図 27.3     初期化フローチャートの例

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9]

[10]

Yes

No

初期化終了

初期化開始

モジュール選択設定

モジュールストップ解除

SCIFCRを設定

FLCRのDLABビットをセット

FDLH、FDLLを設定

FLCRのDLABビットをクリア

送受信フォーマットを設定

FIERの割り込みイネーブルビットを設定

FFCRのFIFOEをセット

FIFOトリガレベルを設定

FFCRのXMITFRST、RCVRFRSTを
セットしてFIFOをリセット

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[10]

[7]

[8]

[9]

FIFO使用？

このモジュールを使用される場合は、
POR解除後にSH-4Aからアドレス
(H'FFD8 EE0F)にH'06を書いてから
使用して下さい。

SCIFCRのCKSEL1、0ビットで入力
クロックを選択してください。

FLCRのDLABビットを1にセットしFDLL、
FDLHのアクセスを許可してください。

FDLH、FDLLの初期値は0になっています。
1～65535の範囲で設定してください。

FLCRのDLABビットを0にクリアしFDLL、
FDLHのアクセスを禁止してください。

FLCRのEPS、PENビットでパリティを選択して
ください。
FLCRのSTOPビットでストップビットを設定し
てください。
FLCRのCLS1、0ビットでデータ長を設定してください。

FIFOを使用する場合はFFCRのFIFOEビットを
1にセットしてください。

FFCRのRCVRTRIG1、0ビットで受信FIFOトリガ
レベルを設定してください。

FFCRのXMITFRST、RCVRFRSTビットを1に
セットしFIFOをリセットしてください。

FIERのEDSSI、ELSI、ETBEI、ERBFIビット
およびFMCRのOUT2ビットで割り込みの許可／
禁止を設定してください。
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27.4.4 シリアルデータ送信

図27.4 に送信フローチャートの例を示します。

図 27.4     データ送信フローチャートの例

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

No

No

[1]

[2]

[3]

[1]

[2]

[3]

Yes

No

 初期化開始

FTHRに送信データをライト

THRE = 1?

全データライト？

TEMT = 1?

ブレーク出力？

（送信終了または送信待機）

ブレーク時間完了？

初期化

FLCRのBREAKビットを1にセット

FLCRのBREAKビットを0にクリア

FLSRのTHREフラグが1であることを確認し、FTHRに送信
データをライトします。
FIFOを使用する場合はこのフローを繰り返します。FMCRの
OUT2ビットを1にセット、FIERのETBEIビットを1にセット
するとFTHRエンプティ割り込みが発生します。
データをFTHRに書き込むと自動でFTSRに転送され、スター
トビット、送信データ、パリティビット、ストップビットの
順でTXD端子から送信されます。

FLSRのTEMTフラグをリードし、TEMTビットが1にセットされ
送信データがすべて送信されたことを確認します。

シリアル送信終了時にブレークを出力する場合はFLCRのBREAK

ビットを1にセットします。ブレーク時間が完了後にFLCRの
BREAKビットを0にクリアしブレークを解除します。
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27.4.5 シリアルデータ受信

図27.5 に受信フローチャートの例を示します。

図 27.5     データ受信フローチャートの例

Yes

No

Yes

Yes

No

No

Yes

No [1]

[2]

[3]

[4]

[1]

[2]

[3]

[4]

(エラー処理)

受信開始

FLSRをリード

FLSRをリード

FRBRをリード

DR = 1?

RXFIFOERR = 1、
BI = 1、FE = 1、

PE = 1、or OE = 1

全データリード？

（受信終了または受信待機）

初期化

DR = 0?

FLSRのDRフラグが1で、有効な受信データがあることを確認
します。
FMCRのOUT2ビットを1にセットし、FIERのERBFIビットを1に
セットすると、受信データレディ割り込みが発生します。

FLSRのRXFIFOERR、BI、FE、PE、OEの各フラグをリードし、
エラーがないことを確認します。エラーが発生した場合はエラー
処理を行ってください。
FMCRのOUT2ビットを1にセットし、FIERのELSIビットを1に
セットすると受信ラインステータス割り込みが発生します。

FRBRの受信データをリードします。

FLSRのDRフラグを確認します。DRフラグが0にクリアされ、
全データのリードが終了するとデータ受信が完了します。
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27.4.6 フロー制御を行った送受信

CTS/RTS を使用したフロー制御を行う場合の送受信の例を示します。

(1) 初期化
図27.6 に初期化フローチャートの例を示します。

図 27.6     初期化フローチャートの例

初期化開始

（送受信待機フロー）

SCIFCRの設定

FLCRのDLABビットを1にセット

FDLH、FDLLを設定

FLCRのDLABビットを0にクリア

FLCRに送信／受信フォーマットを設定

FFCRでFIFOの設定

FIERに割り込み許可を設定

FMCRのRTSビットを1にセット

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9]

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9]

[このモジュールを使用される場合は、
POR解除後にSH-4Aからアドレス
(H'FFD8 EE0F)にH'06を書いてから使用して下さい。

SCIFCRのCKSEL1、0ビットで入力クロックを選択
してください。

FLCRのDLABビットを1にセットしFDLL、FDLHの
アクセスを許可してください。

FDLH、FDLLの初期値は0になっています。1～65535

の範囲で設定してください。

FLCRのDLABビットを0にクリアしFDLL、FDLHの
アクセスを禁止してください。

FLCRのEPS、PENビットでパリティを選択してくだ
さい。FLCRのSTOPビットでストップビットを設定
してください。FLCRのCLS1、0ビットでデータ長を
設定してください。
FFCRのFIFOEビットを1にセットしFIFOをイネーブル
にしてください。

FFCRのRCVRTRIG1、0ビットで受信FIFOのトリガ
レベルを設定してください。このとき、受信FIFOの
オーバフローを防ぐために最適なトリガレベルを選択
してください。

FIERのEDSSI、ERBFIビットを1にセットしモデム
ステータス割り込み、および受信データレディ割り
込みを許可してください。

FMCRのRTSビットを1にセットしてください。

モジュールストップ解除

モジュール選択設定
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(2) 送受信待機
図27.7 に送受信待機フローチャートの例を示します。

図 27.7     送受信待機フローチャートの例

(3) 送信
図27.8 に送信フローチャートの例を示します。

図 27.8     送信フローチャートの例

No

No

Yes

送信データあり？

（送信フロー）

（受信フロー）

Yes

初期化

[1]

[2]

[1] 受信データレディ割り込みが発生すると
    受信フローへ移行します。

[2]  送信データがある場合は送信フローに
    移行します。

受信データレディ
割り込み？

FMSRのCTSフラグをリード

FLSRのTHREフラグをリード

i ← 0

i ← i + 1

送信データを送信FIFOにライト

CTS = 1

THRE = 1

Yes

No

No

No No

Yes

Yes

（送信終了または送信待機）

Yes

送受信待機

[1]

[2] 

[3]

[4]

[1]  FMSRのCTSフラグが１であることを確認します。

[2]  FLSRのTHREフラグが1で送信FIFOが空であることを
    確認します。

[3]  送信FIFOに16バイト以内で送信データをライトします。
    送信データが17バイト以上の場合は、[2]に戻り再度送信
       FIFOへ送信データをライトします。

[4]  送信データのライトがすべて完了したら送受信待機
    フローに移行します。

i < 16?全データライト
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(4) 送信中断
図27.9 に送信中断フローチャートの例を示します。

図 27.9     送信中断フローチャートの例

(5) 受信
図27.10 に受信フローチャートの例を示します。

図 27.10     受信フローチャートの例

FMSRのDCTSフラグをリード

モデムステータスチェンジ割り込み

送信FIFOへのデータライトを中断

FFCRのXMITFRSTビットを1にセット

（その他の処理）

再送信準備

（送信フロー）

DCTS = 1
No

Yes

[1]

[2]

[3]

[4]

[1] モデムステータスチェンジ割り込み処理ルーチン
　 でFMSRのDCTSフラグをリードし、DCTSフラグ
　 が1にセットされているとき、送信中断処理を行い
　 ます。

[2]  送信FIFOへの送信データのライトを中断します。

[3]  FFCRのXMITFRSTビットを1にセットします。

[4]  再送信の準備を行い、送信フローに移行します。

FLSRをリード

受信データレディ割り込み

受信FIFOをリード

FLSRをリード

エラー処理

（送受信待機フロー）

BI = 1、FE = 1、
PE = 1、 or OE = 1

DR = 0

No

Yes

[1]

[2]

[3]

[4]

データを受信すると受信データレディ割り込みが
発生します。この割り込みで受信フローに遷移
します。

FLSRのBIフラグ、FEフラグ、PEフラグ、
OEフラグが０にクリアされていることを確認し
ます。いずれかのフラグが１にセットされている
場合はエラー処理を行います。

受信FIFOをリードします。

FLSRのDRフラグを確認します。DRフラグが0に
クリアされ全データのリードが終了するとデータ
受信は完了です。

[1]  

[2]

[3] 

[4] 

No

Yes
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(6) 受信中断
図27.11 に受信中断フローチャートの例を示します。

図 27.11     受信中断フローチャートの例

FMSRのRTSビットを0にクリア

受信FIFOトリガレベル割り込み

受信FIFOをリード

FLSRをリード

FMCRのRTSビットを1にセット

（送受信待機フロー）

DR = 0
No

Yes

[1]

[2]

[3]

[4]

[1]  初期化フローで設定した受信FIFOトリガレベルを
　　超えて受信すると受信FIFOトリガレベル割り込み
　　が発生します。

[2]  FMCRのRTSビットを０にクリアします。
[3]  DRフラグが0にクリアされるまで受信FIFOを
　　リードします。
[4]  FMCRのRTSビットを1にセットし、送受信待機
　　フローに移行します。
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27.5 割り込み要因

表27.5 に割り込み要因を示します。各割り込み要因には共通の1 つの割り込みベクタが割り当てられ

ています。

表27.5 割り込み要因 

名 称 割り込み要因 優先順位

受信ラインステータス オーバランエラー、パリティエラー、フレーミングエラー、
ブレーク割り込み

高

低

受信データレディ 受信データあり、FIFO トリガレベル

キャラクタタイムアウト
（FIFO イネーブル時）

受信FIFO にデータが1 キャラクタ以上ある状態で、4 キャラクタタイム

間受信FIFO にデータの入出力がない

FTHR エンプティ FTHR エンプティ

モデムステータス CTS、 DSR、 RI、 DCD
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27.6 使用上の注意事項

27.6.1 キャラクタタイムアウト割り込みセット /クリアが同時に発生する場合

キャラクタタイムアウト割り込みを格納する FIIR レジスタ において「セット」動作は「クリア」動

作より優先順位が高くなっています。 「セット」（キャラクタタイムアウトが発生）と「クリア」（FRBR
レジスタの読み出し）が同時に発生したときは、 割り込みが要因はクリアされず、セットされたままに

なります。
タイムアウト割り込みを監視するときは、 FLSR レジスタのDRビットをポーリングしてください。次

に、FRBRを読み出して割り込みをクリアしてください。図27.12にフローチャートの例を示します。

図 27.12     キャラクタタイムアウト割り込みクリアフローチャートの例

キャラクタタイムアウト割り込みをクリアするために FRBR レジスタを読み出してください。DR = 0
のときは、 読み出したデータは無効となり廃棄されます。しかし、確定した DR = 0 と読み出している

FRBRの間に次のデータがあるときは、FRBRを読み出したデータは有効です。 有効なデータが失われる

のを防ぐために、FRBRを読み出す前に次のデータ (DR = 1) を待つ必要があります。

27.6.2 SCIFCRに対するリードアクセス

本レジスタを読み出した後は、同じチャネルのSCIFレジスタ (SCIFCR以外 )をダミーリードしてくだ

さい。ダミーリードがされないと、SH-4Aは他のチャネルにあるSCIFレジスタから正しく値を読み出す

ことができません。

例：
(1)　SCIFCR_0の読み出し

(2)　FMCR_0 の読み出し（ダミーリード）

キャラクタタイムアウト発生 
FIIR = H 'CC

FRBRをリード

（待機サイクル追加の可能性）

FLSRのDRビットをリード

DR=1

DR=0
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28. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース2、3、4
（SCIF2、SCIF3、SCIF4）
本LSI は、3 チャネルのFIFO バッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）を内

蔵しています。SCIF は、調歩同期式とクロック同期式の2 方式でシリアル通信ができます。

送受信にFIFO バッファをおのおの16 段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。

28.1 特長

SCIF には次のような特長があります。

• 調歩同期式モード
キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Unive r sa l
AsynchronousReceiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）な

ど標準の調歩同期式通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。

-データ長：7ビット、又は8ビット

-ストップビット長：1ビット、又は2ビット

-パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、又はパリティなし

-受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出

-ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き 1フレーム長以上スペース 0（Lレベル）

の場合、ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時に RXD 端子の

レベルをシリアルポートレジスタ（SCSPTR）から直接読み出すことによってもブ

レークを検出できます。

• クロック同期式モード
クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシ

リアルデータ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。

-データ長：8ビット

-受信エラーの検出：オーバランエラーを検出
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• 全二重通信が可能
独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また送信部
及び受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信

ができます。
• データの送受信はLSBが先頭（LSB First）
• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能
• クロックソース：ボーレートジェネレータからの内部クロック、又はSCK端子からの外部クロック

から選択可能
• 4種類の割り込み要因

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、受信エラーの4種類の割り込み要因

があり、それぞれ独立に要求することができます。
• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことに

より、DMAコントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止さ

せることができます。
• 調歩同期式モードにおいてモデムコントロール機能（RTS、CTS）を内蔵しています。

• 送受信 FIFO レジスタ内のデータ数及び受信 FIFO レジスタ内の受信データの受信エラー数を知るこ

とができます。
• 調歩同期式モードにおいて、受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。

• RS-485 半二重方向制御をサポート
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図28.1 にSCIF のブロック図を、図28.2～図28.6 に I/O ポートのブロック図を示します。本LSI は3 チャ

ネルあります。図28.1、図28.4～図28.6 ではチャネル番号をn（n＝2～4）と表記しています。

図 28.1     SCIF のブロック図

【記号説明】
SCRSRn
SCFRDRn
SCTSRn
SCFTDRn
SCSMRn
SCSCRn
SCFSRn

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブFIFOデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットFIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ

SCBRRn
SCSPTRn
SCFCRn
SCFDRn
SCLSRn
RS485Mn

：ビットレートレジスタ
：シリアルポートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：FIFOデータ数レジスタ
：ラインステータスレジスタ
：RS485モードレジスタ

(注) n ＝ 2～4

モジュールデータバス

TXIn
RXIn
ERIn
BRInRTSn

CTSn

SCKn

TXDn

RXDn

Pck

Pck/64

Pck/4

Pck/16

SCFRDRn
（16段） 

SCRSRn

SCFTDRn
（16段）

SCTSRn

SCFDRn

SCFCRn

SCFSRn

SCSCRn

SCSPTRn

SCLSRn

SCSMRn SCBRRn

パリティ発生

パリティチェック

ボーレート
ジェネレータ

クロック

外部クロック

SCIF

RS485Mn

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

周
辺
バ
ス

送受信
コントロール
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SCIF の I/O ポートのブロック図を図28.2～図28.6 に示します。

図 28.2     RTSn 端子（n＝2～4）

図 28.3     CTSn 端子（n＝2～4）

リセット

周辺バス

SPTRW

D7R
Q D
RTSIO

C

リセット

SPTRW

D6R
Q D
RTSDT

C

SPTRR

RTSn 

RTSn 信号
RS-485 モード信号（注2）

TXDn出力有効信号 

（注）　1. SCFCRのMCEビットで、RTSn端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。
　　　　2. RS485MのRS485Mビットで、RTSn端子の機能をTXDn出力有効信号出力に設定する信号です。

モデムコントロール
イネーブル信号（注1）

SPTRW : SCSPTR書き込み
SPTRR : SCSPTR読み出し

SPTRW

SPTRR

SPTRW

CTSn

CTSn 信号

モデムコントロールイネーブル信号（注）*

周辺バス

リセット

D5R
Q D
CTSIO

C

リセット
D4R

Q D
CTSDT

C

SPTRW : SCSPTR書き込み
SPTRR : SCSPTR読み出し

（注）SCFCRのMCEビットで、CTSn端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。
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図 28.4     SCKn端子（n＝2～4）

図 28.5     TXDn 端子（n＝2～4）

SCKn

SPTRR

周辺バス

SPTRW

SPTRW

リセット

D3R
Q D
SCKIO

C

リセット
D2R

Q D
SCKDT

C

SPTRW: SCSPTR書き込み
SPTRR: SCSPTR読み出し

クロック出力イネーブル信号（注）

シリアルクロック出力信号（注）

シリアルクロック入力信号（注）

シリアル入力イネーブル信号（注）

(注) SCSMRのC/AビットおよびSCSCRのCKE0、CKE1ビットで、SCKn端子の機能を内部クロック出力、
     または外部クロック入力に設定する信号です。

TXDn

SPTRW

SPTRW

D1R
Q D
SPB2IO

C

D0R
Q D
SPB2DT

C

リセット

周辺バス

リセット

SPTRW:  SCSPTR書き込み

送信イネーブル信号

シリアル送信データ
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図 28.6     RXDn 端子（n＝2～4）

周辺バス

シリアル受信データ

SPTRR:  SCSPTR読み出し

RXDn

SPTRR
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28.2 入出力端子

SCIF の端子構成を表28.1 に示します。

表28.1 SCIF の端子構成

注 . SCIF の動作設定をSCSMR のC/A ビット、SCSCR のTE、RE、CKE1、CKE0 ビット及びSCFCR のMCE ビッ

トで行うことにより、シリアル端子として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、SCIF のSCSPTR によっ

て行うことができます。

チャネル 端子名 機能 入出力 説明

 2 SCK2 シリアルクロック端子 入出力 クロック入出力

RXD2 受信データ端子 入力 受信データ入力

TXD2 送信データ端子 出力 送信データ出力

CTS2 クリアトゥセンド端子 入出力 送信可

RTS2 リクエストトゥセンド端子 入出力 送信要求

3 SCK3 シリアルクロック端子 入出力 クロック入出力

RXD3 受信データ端子 入力 受信データ入力

TXD3 送信データ端子 出力 送信データ出力

CTS3 クリアトゥセンド端子 入出力 送信可

RTS3 リクエストトゥセンド端子 入出力 送信要求

 4 SCK4 シリアルクロック端子 入出力 クロック入出力

RXD4 受信データ端子 入力 受信データ入力

TXD4 送信データ端子 出力 送信データ出力

CTS4 クリアトゥセンド端子 入出力 送信可

RTS4 リクエストトゥセンド端子 入出力 送信要求
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28.3 レジスタの説明

SCIF のレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態をを表28.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表28.2 レジスタ構成

チャネル 名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

2 レシーブシフトレジスタ 2 SCRSR2 — — — — — —

レシーブFIFO データ

レジスタ2

SCFRDR2 R H'FE4B 0014 8 不定 不定 不定

トランスミットシフト

レジスタ2
SCTSR2 — — — — — —

トランスミットFIFO 
データレジスタ2

SCFTDR2 W H'FE4B 000C 8 不定 不定 不定

シリアルモードレジスタ2 SCSMR2 R/W H'FE4B 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルコントロール

レジスタ2
SCSCR2 R/W H'FE4B 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルステータス

レジスタ2
SCFSR2 R/W（注1） H'FE4B 0010 16 H'0060 H'0060 H'0060

ビットレートレジスタ2 SCBRR2 R/W H'FE4B 0004 8 H'FF H'FF H'FF

FIFO コントロール

レジスタ2

SCFCR2 R/W H'FE4B 0018 16 H'0000 H'0000 H'0000

FIFO データ数レジスタ2 SCFDR2 R H'FE4B 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルポートレジスタ2 SCSPTR2 R/W H'FE4B 0020 16 H'00XX H'00XX H'00XX

ラインステータス

レジスタ2
SCLSR2 R/W（注2） H'FE4B 0024 16 H'0000 H'0000 H'0000

RS485 モードレジスタ2 RS485M2 R/W H'FE4B 0028 16 H'0000 H'0000 H'0000
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注1. ビット7～4、1、0 はフラグをクリアするための0 書き込みのみ可能です。

2. ビット0 はフラグをクリアするための0 書き込みのみ可能です。

3 レシーブシフトレジスタ 3 SCRSR3 — — — — — —

レシーブFIFO データ

レジスタ3

SCFRDR3 R H'FE4C 0014 8 不定 不定 不定

トランスミットシフト

レジスタ3
SCTSR3 — — — — — —

トランスミットFIFO 
データレジスタ3

SCFTDR3 W H'FE4C 000C 8 不定 不定 不定

シリアルモードレジスタ3 SCSMR3 R/W H'FE4C 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルコントロール

レジスタ3
SCSCR3 R/W H'FE4C 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルステータス

レジスタ3
SCFSR3 R/W（注1） H'FE4C 0010 16 H'0060 H'0060 H'0060

ビットレートレジスタ3 SCBRR3 R/W H'FE4C 0004 8 H'FF H'FF H'FF

FIFO コントロール

レジスタ3

SCFCR3 R/W H'FE4C 0018 16 H'0000 H'0000 H'0000

FIFO データ数レジスタ3 SCFDR3 R H'FE4C 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルポートレジスタ3 SCSPTR3 R/W H'FE4C 0020 16 H'00XX H'00XX H'00XX

ラインステータス

レジスタ3
SCLSR3 R/W（注2） H'FE4C 0024 16 H'0000 H'0000 H'0000

RS485 モードレジスタ3 RS485M3 R/W H'FE4C 0028 16 H'0000 H'0000 H'0000

4 レシーブシフトレジスタ 4 SCRSR4 — — — — — —

レシーブFIFO データ

レジスタ4

SCFRDR4 R H'FE4D 0014 8 不定 不定 不定

トランスミットシフト

レジスタ4
SCTSR4 — — — — — —

トランスミットFIFO
 データレジスタ4

SCFTDR4 W H'FE4D 000C 8 不定 不定 不定

シリアルモードレジスタ4 SCSMR4 R/W H'FE4D 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルコントロール

レジスタ4
SCSCR4 R/W H'FE4D 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルステータス

レジスタ4
SCFSR4 R/W（注1） H'FE4D 0010 16 H'0060 H'0060 H'0060

ビットレートレジスタ4 SCBRR4 R/W H'FE4D 0004 8 H'FF H'FF H'FF

FIFO コントロール

レジスタ4

SCFCR4 R/W H'FE4D 0018 16 H'0000 H'0000 H'0000

FIFO データ数レジスタ4 SCFDR4 R H'FE4D 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

シリアルポートレジスタ4 SCSPTR4 R/W H'FE4D 0020 16 H'00XX H'00XX H'00XX

ラインステータス

レジスタ4
SCLSR4 R/W（注2） H'FE4D 0024 16 H'0000 H'0000 H'0000

RS485 モードレジスタ4 RS485M4 R/W H'FE4D 0028 16 H'0000 H'0000 H'0000

チャネル 名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット
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レジスタ、端子、割り込みの機能は各チャネルで同じであるため、以下チャネル番号n（n＝2～4）は

省略しています。

28.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR）

SCRSR は、シリアルデータを受信するためのレジスタです。

SCIF は、SCRSR にRXD 端子から入力されたシリアルデータをLSB（ビット0）から受信した順にセッ

トし、パラレルデータに変換します。1 バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDR
へ転送されます。

SCRSR は、SH-4A から直接読み出し／書き込みできません。

28.3.2 レシーブFIFO データレジスタ（SCFRDR）

SCFRDR は、受信したシリアルデータを格納する8 ビット長の16 段FIFO レジスタです。

SCIF は、1 バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSR から SCFRDR へ受信したシリアル

データを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSR は受信可能になり、SCFRDR がいっ

ぱいになる16 バイトデータまで連続した受信動作が可能です。

SCFRDR は、読み出し専用レジスタですのでSH-4Aから書き込むことはできません。

また、SCFRDR に受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR 内の受信デー

タがいっぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。

28.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR）

SCTSR は、シリアルデータを送信するためのレジスタです。

SCIF は、SCFTDR から送信データをいったん SCTSR に転送し、LSB（ビット 0）から順にTXD 端子

に送り出すことでシリアルデータ送信を行います。1 バイトのデータ送信を終了すると自動的に

SCFTDR からSCTSR へ次の送信データを転送し、送信を開始します。

SCTSR は、SH-4A から直接読み出し／書き込みできません。

01234567

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

SCRSR[7:0]

ビット：

初期値：
R/W：

R/W：
⎯

01234567

RRRRRRRR

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

SCFRDR[7:0]

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

SCTSR[7:0]

ビット：

初期値：
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28.3.4 トランスミットFIFO データレジスタ（SCFTDR）

SCFTDR は、シリアル送信するデータを格納する8 ビット長の16 段FIFO レジスタです。

SCIF は、送信データがSCFTDR に書き込まれたとき、SCTSR が空ならば、SCFTDR に書き込まれた

送信データをSCTSR に転送してシリアル送信を開始します。

SCFTDR は、書き込み専用レジスタですのでSH-4Aから読み出すことはできません。SCFTDR 内の送

信データが16 バイトでいっぱいのときは次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは

無視されます。

28.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR）

SCSMR は、SCIF のシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソース

を選択するための16 ビットのレジスタです。

SCSMR は、常にSH-4A による読み出し／書き込みが可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード

SCIF の動作モードを調歩同期式モード又はクロック同期式モー

ドのいずれかから選択します。

0：調歩同期式モード

1：クロック同期式モード

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス

調歩同期式モードのデータ長を7 ビット／8 ビットデータのいず

れかから選択します。クロック同期式モードでは、CHR の設定

にかかわらず、データ長は8 ビットデータ固定です。7 ビット

データを選択した場合、MSBビット（SCFTDRレジスタのビッ

ト7）は送信されません。

0：8 ビットデータ

1：7 ビットデータ

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

01234567

WWWWWWWWR/W：

SCFTDR[7:0]

ビット：

初期値：

0

01234567891011121315 14

000000000000000

CKS[1:0]⎯STOPO/EPECHRC/A⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/W⎯R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯R/W：

ビット：

初期値：
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5 PE 0 R/W パリティイネーブル

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信

時にパリティビットのチェックを行うかどうかを選択します。ク

ロック同期式モードでは、PE ビットの設定にかかわらずパリ

ティビットの付加及びチェックは行いません。

0：パリティビットの付加、及びチェックを禁止

1：パリティビットの付加、及びチェックを許可（注）

注 . PE ビットに1 をセットすると送信時には、O/E ビット

で指定した偶数、又は奇数パリティを送信データに付加
して送信します。受信時には、受信したパリティビット
がO/E ビットで指定した偶数、又は奇数パリティになっ

ているかどうかをチェックします。

4 O/E 0 R/W パリティモード

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、又は奇数パリティの
いずれで行うかを選択します。O/E ビットの設定は、調歩同期式

モードでPE ビットに1 を設定しパリティビットの付加やチェッ

クを許可したときのみ有効になります。クロック同期式モード
や、調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止してい
る場合には、O/E ビットの指定は無効です。

0：偶数パリティ

1：奇数パリティ

偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信
キャラクタを合わせて、その中の1 の数の合計が偶数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリティ
ビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1 の数の合計が偶

数であるかどうかをチェックします。

奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信
キャラクタを合わせて、その中の1 の数の合計が奇数になるよう

にパリティビットを付加して送信します。受信時には、パリティ
ビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1 の数の合計が奇

数であるかどうかをチェックします。

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス

調歩同期式モードでのストップビットの長さを1 ビット／2 ビッ

トのいずれかから選択します。ストップビットの設定は調歩同期

式モードでのみ有効です。クロック同期式モードに設定した場合

にはストップビットは付加されませんので、このビットの設定は

無効です。

0：1 ストップビット（注1）

1：2 ストップビット（注2）

なお受信時には、STOP ビットの設定にかかわらず、受信したス

トップビットの1 ビット目のみをチェックします。ストップビッ

トの2 ビット目が1 の場合はストップビットとして扱いますが、

0 の場合は次の送信キャラクタのスタートビットとして扱いま

す。

注1. 送信時には、送信キャラクタの最後尾に1 ビットの1
（ストップビット）を付加して送信します。

　 2.  送信時には、送信キャラクタの最後尾に2 ビットの1
（ストップビット）を付加して送信します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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28.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）

SCSCR は、SCIF の送信／受信動作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止、及び送信

／受信クロックソースの選択を行うレジスタです。
SCSCR は、常にSH-4Aによる読み出し／書き込みが可能です。

2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト1、0

内蔵ボーレートジェネレータへの入力クロックを選択します。

CKS1、CKS0 ビットの設定でPck、Pck/4、Pck/16、Pck/64 の4 

種類から選択できます。

選択したクロックと、ビットレートレジスタの設定値、及びボー

レートの関係については、「28.3.8 ビットレートレジスタ

（SCBRR）」を参照してください。

00：Pck

01：Pck/4

10：Pck/16

11：Pck/64

注 . Pck：周辺クロック

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル

SCFTDR からSCTSR へシリアル送信データが転送され、

SCFTDR 内のデータ数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSR 
のTDFE フラグが1 にセットされたときに、送信FIFO データエ

ンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可／禁止します。

TXI の解除は、SCFSR のTDFE フラグの1 を読み出した後、

SCFTDR に送信トリガ設定数より多い送信データを書き込み、

SCFSR のTDFE フラグを0 にするか、又はTIE を0 にすること

で行うことができます。

0：送信FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止

1：送信FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求を許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R/W：

⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

CKE[1:0]⎯REIERETERIETIE⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/W⎯R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
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6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル

SCFSR のRDF フラグ又はDR フラグが1 にセットされたときの

受信データフル割り込み（RXI）要求、SCFSR のER フラグが1 

にセットされたときの受信エラー割り込み（ERI）要求、SCFSR 

のBRK フラグ又はSCLSRのORERフラグが1 にセットされたと

きのブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可／禁止します。

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、及び受信エラー割り

込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、及び受信エラー割り

込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可

注 . RXI 割り込み要求の解除は、SCFSR のRDF フラグ又は

DR フラグの1 を読み出した後で0 にするか、RIE ビッ

トを0 にすることで行えます。ERI、BRI 割り込み要求

の解除は、SCFSR のER、BRK、SCLSR のORER の各

フラグで1 を読み出した後、0 にするか、RIE、 REIE 
ビットを0 にすることで行えます。

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル

SCIF のシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。

TE ビットが1 のときに、SCFTDR に送信データを書き込むとシ

リアル送信を開始します。

0：送信動作を禁止

1：送信動作を許可（注）

注 . なお、TE ビットを1 にセットする前に必ずSCSMR、

SCFCR の設定を行い、送信フォーマットを決定し、送

信FIFO をリセットしてください。

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル

SCIF のシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。

RE ビットが1 のときに調歩同期式モードの場合はスタートビッ

トを、クロック同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検

出すると、シリアル受信を開始します。

RE ビットを0 にしてもSCFSR のER、BRK、FER、PER、

RDF、DR、SCLSR のORER の各フラグは影響を受けず、状態

を保持しますので注意してください。

この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受信を開始し

ます。

0：受信動作を禁止

1：受信動作を許可（注）

注 . なお、RE ビットを1 にセットする前に必ずSCSMR、

SCFCRの設定を行い、受信フォーマットを決定し、受

信FIFO をリセットしてください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要

求の発生を許可／禁止します。ただし、REIE ビットの設定は

RIE ビットが0 のときのみ有効です。

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要

求の解除は、SCFSR のER、BRK、SCLSR のORER の各フラグ

で1 を読み出した後で0 にするか、RIE とREIE ビットを0 にす

ることで行えます。

RIE を0 に設定しても、REIE を1 に設定すれば、ERI、BRI 割り

込み要求は発生します。DMA 転送時にERI、BRI 割り込み要求を

割り込みコントローラへ通知したいときに設定します。

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み

（BRI）要求を禁止

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み

（BRI）要求を許可

2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 CKE[1:0] 00 R/W クロックイネーブル1、0

SCIF のクロックソースの選択、及びSCK 端子からのクロック出

力の許可／禁止を設定します。CKE1 ビットとCKE0 ビットの組

み合わせによってSCK 端子をシリアルクロック出力端子にする

か、又はシリアルクロック入力端子にするかが決まります。ただ

しCKE0 ビットの設定は、内部クロック動作（CKE1＝0）のと

きにのみ有効です。外部クロック動作（CKE1＝1）の場合は、

CKE0 ビットの設定は無効です。また、SCSMR でSCIFの動作

モードを決定する前に、必ずCKE1、CKE0 ビットの設定をして

ください。

•  調歩同期式

00：内部クロック／SCK 端子はSCSPTR の設定によりポート

として使用可能

01：内部クロック／SCK 端子はクロック出力（注1）

1x：外部クロック／SCK 端子はクロック入力（注2）

•  クロック同期式

0x：内部クロック／SCK 端子は同期クロック出力

1x：外部クロック／SCK 端子は同期クロック入力

【記号説明】x：Don't care

注1. 出力クロックの周波数はビットレートの16 倍
    2. 入力クロックの周波数はビットレートの16 倍

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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28.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR）

SCFSR は 16 ビット長のレジスタです。上位 8 ビットはSCFRDR 内のデータの受信エラー数を、下位

8 ビットはSCIF の動作状態を示します。

SCFSR の上位8 ビットは常にSH-4A から読み出すことができます。SCFSR の下位8 ビットは常にSH-
4Aから読み出し／書き込みできます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DR の各フラグへ1 を
書き込むことはできません。また、これらを 0 にするためには、あらかじめ 1 を読み出しておく必要が

あります。なお、FERフラグ、及びPER フラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 12 PERC[3:0] 0000 R パリティエラー数

SCFRDR に格納されている受信データで、パリティエラーの発

生しているデータ数を示します。ER ビット（SCFSR レジスタ

のビット7）がセットされた後、PERC ビットで示される値がパ

リティエラー発生データ数を示します。SCFRDR の16 バイトの

受信データのすべてがパリティエラーを伴う場合、PERC ビット

は0 を表示します。

11 ～ 8 FERC[3:0] 0000 R フレーミングエラー数

SCFRDR に格納されている受信データで、フレーミングエラー

の発生しているデータ数を示します。ER ビット（SCFSR レジ

スタのビット7）がセットされた後、FERCビットで示される値

がフレーミングエラー発生データ数を示します。

SCFRDR の16 バイトの受信データのすべてがフレーミングエ

ラーを伴う場合、FERC ビットは0 を表示します。

01234567891011121315 14

000001100000000 0

DRRDFPERFERBRKTDFETENDERPERC[3:0] FERC[3:0]

R/W（注）R/W（注）RRR/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）RRRRRRR RR/W：

ビット：

初期値：
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7 ER 0 R/W（注） レシーブエラー

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを
示します。

RE ビット（SCSCR レジスタのビット4）を0 にしたときには、

ER フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。レシーブエ

ラーが発生しても受信データはSCFRDR に転送され、受信動作

を続けます。SCFRDR から読み出すデータに受信エラーがある

かどうかは、SCFSR のFER、PER ビットで判定できます。

0：受信時にフレーミングエラー又はパリティエラーが発生し

ていないことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• ER＝1 の状態を読み出した後、0 を書き込んだとき

1：受信時にフレーミングエラー又はパリティエラーが発生し

たことを表示

［セット条件］

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1 であ

るかどうかをチェックし、ストップビットが0 であったとき
（注）

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた1 の数が

O/E ビット（シリアルモードレジスタ（SCSMR）のビット

4）で指定した偶数／奇数パリティの設定と一致しなかったと

き
注 . 2 ストップモードのときは、1 ビット目のストップビッ

トが1 であるかどうかのみを判定し、2 ストップビット

目のストップビットはチェックしません。

6 TEND 1 R/W（注） トランスミットエンド

送信キャラクタの最後尾ビットの送信後にSCFTDR に有効な

データがなく、送信を終了したことを示します。

0：送信中であることを表示

［クリア条件］

• SCFTDR に送信データを書き込み、TEND フラグが1 の状態

を読み出した後、TEND フラグに0 を書き込んだとき

• DMAC でSCFTDR へデータを書き込んだとき

1：送信を終了したことを表示

［セット条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• TE ビット（SCSCR レジスタのビット5）が0 のとき

• 1 バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信後

にSCFTDR に送信データがないとき

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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5 TDFE 1 R/W（注） トランスミットFIFO データエンプティ

SCFTDR からSCTSR にデータ転送が行われ、SCFTDR 内の

データ数がSCFCR のTTRG1、TTRG0 ビットで設定した送信ト

リガデータ数以下になり、SCFTDR に送信データを書き込むこ

とが可能になったことを示します。

0：SCFTDR 内の送信データ数が送信トリガ設定数より多いこ

とを表示

［クリア条件］

• TDFE＝1 の状態を読み出した後、SCFTDR に送信トリガ設

定数を超える送信データを書き込み、0 を書き込んだとき

• DMACでSCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き

込んだとき

1：SCFTDR の送信データ数が送信トリガ設定数以下であるこ

とを表示

［セット条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• SCFTDR の送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定

数以下になったとき（注）

注 . SCFTDR は16 バイトのFIFO レジスタですのでTDFE
＝1 で書き込むことができる最大データ数は、16－（送

信トリガ設定数）になります。これより多くデータを書
き込んだ場合は無視されます。また、SCFTDR 内の

データ数はSCFDR の上位8ビットに示されます。

4 BRK 0 R/W(注 ) ブレーク検出

受信データのブレーク信号を検出して示します。

0：ブレーク信号を受信していないことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• BRK＝1 の状態を読み出した後、0 を書き込んだとき

1：ブレーク信号を受信したことを表示（注）

［セット条件］

• フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き1 
フレーム長以上スペース0（Lレベル）の場合

注 . ブレーク検出すると受信データ（H'00）のFIFO への転

送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク
1 に戻ると受信データの転送が再開します。

3 FER 0 R フレーミングエラー表示

調歩同期式モードで、次にSCFRDR から読み出すデータにフ

レーミングエラーがあったかどうかを表示します。

0：次にSCFRDR から読み出す受信データにフレーミングエ

ラーが発生しなかったことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• 次にSCFRDR から読み出す受信データにフレーミングエラー

なし

1：次にSCFRDR から読み出す受信データにフレーミングエ

ラーが発生したことを表示

［セット条件］

• 次にSCFRDR から読み出す受信データにフレーミングエラー

あり

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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2 PER 0 R パリティエラー表示

調歩同期式モードで、次にSCFRDR から読み出すデータにパリ

ティエラーがあったかどうかを表示します。

0：次にSCFRDR から読み出す受信データにパリティエラーが

発生しなかったことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• 次にSCFRDR から読み出す受信データにパリティエラーなし

1：次にSCFRDR から読み出す受信データにパリティエラーが

発生していることを表示

［セット条件］

• 次にSCFRDR から読み出すデータにパリティエラーあり

1 RDF 0 R/W（注） レシーブFIFO データフル

受信したデータがSCRSR からSCFRDR に転送され、SCFRDR 
内の受信データ数が、SCFCR のRTRG1、RTRG0 ビットで設定

した受信トリガデータ数以上になったことを示します。

0：SCFRDR 内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ない

ことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• RDF＝1 を読み出した後、SCFRDR 内の受信データ数が受信

トリガ設定数より少なくなるまでSCFRDR を読み出し、0 を
書き込んだとき

• DMAC でSCFRDR 内の受信データ数が受信トリガ設定数より

少なくなるまでSCFRDR を読み出したとき

1：SCFRDR 内の受信データ数が受信トリガ設定数以上である

ことを表示

［セット条件］

• SCFRDR に受信トリガ設定数以上の受信データが格納された

とき
注 . SCFRDR は16 バイトのFIFO レジスタです。RDF＝1 

で少なくとも受信トリガ設定数のデータを読み出すこと
ができます。SCFRDR が空の状態でデータを読み出す

と不定値が読み出されます。なおSCFRDR 内の受信

データ数はSCFDR の下位8ビットに示されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . フラグをクリアするために0 を書き込むことのみ可能です。

28.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）

SCBRR は、SCSMR のCKS1、CKS0 ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合

わせて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する8 ビットのレジスタです。ビットレート誤差を

考慮して本レジスタ値を設定してください（ビットレート誤差の計算式は以下を参照してください）。
SCBRR は、常にSH-4Aによる読み出し／書き込みが可能です。

SCBRR の設定値は以下の計算式で求められます。

〔調歩同期式モード〕

〔クロック同期式モード〕

B ：ビットレート（bit/s）
N ：ボーレートジェネレータのSCBRR の設定値（0≦N≦255）
Pck ：周辺モジュール用動作周波数（MHz）
n ：0、1、2、3

　　（n とボーレートジェネレータ入力クロックの関係は、表28.3 を参照してください）

0 DR 0 R/W（注） レシーブデータレディ

調歩同期式モードでは、SCFRDR に受信トリガ設定数未満の

データがあり、かつ最後に受信したデータのストップビットから
15etu 時間以上、次のデータが来ないことを示します。クロック

同期式モードに設定した場合はセットされません。

0：受信中又は正常に受信完了してSCFRDR に受信データが

残っていないことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• DR＝1 を読み出した後、SCFRDR 内の受信データをすべて

読み出し、0 を書き込んだとき

• DMAC でSCFRDR 内の受信データをすべて読み出したとき

1：次の受信データが来ないことを表示

［セット条件］

• SCFRDR に受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後

に受信したデータのストップビットから15etu 時間以上次の

データが来ないとき

【記号説明】etu（Elementary Time Unit：1 ビットの転送期間の

略）

注 . 15etu 時間は、8 ビット長1 ストップビットフォーマッ

ト時の1.5フレーム時間に相当します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

N = × 106 - 1
Pck

64 × 22n - 1 × B

N = × 106 - 1
Pck

8 × 22n - 1 × B
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表28.3 SCSMR の設定値

注 . 調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。

28.3.9 FIFO コントロールレジスタ（SCFCR）

SCFCR は送信／受信の各 FIFO レジスタのリセット及びトリガデータ数の設定を行うレジスタです。

またループバックテストの許可ビットを含んでいます。
SCFCR は、常にSH-4A による読み出し／書き込みが可能です。

n
ボーレートジェネレータ

入力クロック

SCSMR の設定値

CKS1 CKS0

0 Pck 0 0

1 Pck/4 0 1

2 Pck/16 1 0

3 Pck/64 1 1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10～ 8 RSTRG[2:0] 000 R/W RTS 出力アクティブトリガ

SCFRDR 内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数

以上になったとき、RTS 信号はHレベルになります。

000:15

001:1

010:4

011:6

100:8

101:10

110:12

111:14

誤差 (%) = - 1       × 100Pck × 106

(N + 1) × B × 64 × 22n - 1

01234567

11111111

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W：

SCBRR[7:0]

ビット：

初期値：

R/W：

⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LOOPRFCLTFCLMCE* TTRG[1:0]RTRG[1:0]RSTRG[2:0]⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
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7、 6 RTRG[1:0] 00 R/W レシーブFIFO データ数トリガ

SCFSR のRDF フラグをセットする受信データ数を設定するビッ

トです。SCFRDR 内に格納された受信データ数が下に示すトリ

ガ設定数以上になったときRDF フラグをセットします。

• 調歩同期式モード
00:1

01:4

10:8

11:14

• クロック同期式モード
00:1

01:2

10:8

11:14

5、 4 TTRG[1:0] 00 R/W トランスミットFIFO データ数トリガ

SCFSR のTDFE フラグをセットする未送信のデータ数を設定す

るビットです。

送信動作によりSCFTDR 内の送信データ数が、下に示すトリガ

設定数以下になったときTDFE フラグをセットします。

00: 8 (8)

01:4 (12)

10: 2 (14)

11: 0 (16)

注 . （ ）内の値はフラグ発生時のSCFTDR の空き数を示しま

す。

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル

モデムコントロール信号CTS、RTS を有効にします。クロック

同期モードではMCE ビットを常に0 にしてください。

0：モデム信号を無効（注）

1：モデム信号を有効

注 . CTS は入力値にかかわらず0 アクティブに、RTS 出力

も0 に固定します。

2 TFCL 0 R/W トランスミットFIFO データ数レジスタクリア

トランスミットFIFO データ数レジスタ内の送信データ数を0 に

します。

0：クリアしない

1：FIFO データ数を0 にする

注 . パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセッ
ト動作が行われます。

1 RFCL 0 R/W レシーブFIFO データ数レジスタクリア

レシーブFIFO データ数レジスタ内の受信データ数を0 にします。

0：クリアしない

1：FIFO データ数を0 にする

注 . パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセッ
ト動作が行われます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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28.3.10 FIFO データ数レジスタ（SCFDR）

SCFDR は、SCFTDR 及び SCFRDR 内に格納されているデータ数を示す 16 ビット長のレジスタです。

上位8ビットはSCFTDR 内の送信データ数を、下位8 ビットはSCFRDR 内の受信データ数を示します。

SCFDR は常にSH-4A から読み出すことができます。

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト

送信出力端子（TXD）と受信入力端子（RXD）、RTS 端子とCTS 
端子を内部で接続し、ループバックテストを可能にします。

0：ループバックテストを禁止

1：ループバックテストを許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 13 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

12 ～ 8 TFDC[4:0] 0 R トランスミットFIFO データ数

SCFTDR 内に格納されている未送信のデータ数を示します。

H'00 は送信データがないことを、H'10 はSCFTDR に最大数（16 
バイト）の送信データが格納されていることを示します。

7～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 ～ 0 RFDC[4:0] 0 R レシーブFIFO データ数

SCFRDR 内に格納されている受信データ数を示します。H'00 は
受信データがないことを、H'10 はSCFRDR に最大数（16 バイ

ト）の受信データが格納されていることを示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RFDC[4:0]⎯⎯⎯TFDC[4:0]⎯⎯

RRRRR⎯⎯⎯RRRRR⎯⎯ ⎯R/W：

ビット：

初期値：
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28.3.11 シリアルポートレジスタ（SCSPTR）

SCSPTR は、常にSH-4A による読み出し／書き込み可能な 16 ビットのレジスタで、SCIF の端子にマ

ルチプレクスされたポートの入出力及びデータを制御します。ビット1、0 によってRXD 端子から入力

データを読み出し、TXD 端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御し

ます。
パワーオンリセット、マニュアルリセット時にビット6、4、2、0 を除いたすべてのビットが0 に初期

化されます。ビット6、4、2、0 は不定です。SCSPTRはモジュールストップ時には初期化されません。

シリアルポートを使用してSCIF 端子の値を読み出す場合、周辺クロックの2 サイクル前の値を読み出

しますので注意してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 RTSIO 0 R/W シリアルポートRTSポート入出力

シリアルポートのRTS端子の入出力を指定します。実際にRTS
端子をポート出力端子としてRTSDT ビットで設定した値を出力

する場合は、MCE ビット（SCFCR レジスタのビット3）を0 に
設定してください。

0：RTS 端子にRTSDT ビットの値を出力しないことを示しま

す

1：RTS 端子にRTSDT ビットの値を出力することを示します

6 RTSDT — R/W シリアルポートRTSポートデータ

シリアルポートのRTS端子の入出力データを指定します。入力か

出力かはRTSIO ビットで指定します。出力の場合、RTSDT ビッ

トの値がRTS端子に出力されます。RTSIO ビットの値にかかわ

らず、RTSDT ビットからはRTS端子の値が読み出されます。パ

ワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。

0：入出力データがLレベルであることを示します

1：入出力データがHレベルであることを示します

5 CTSIO 0 R/W シリアルポートCTSポート入出力

シリアルポートのCTS端子の入出力を指定します。実際にCTS
端子をポート出力端子としてCTSDT ビットで設定した値を出力

する場合は、MCE ビット（SCFCR レジスタのビット3）を0 に
設定してください。

0：CTS端子にCTSDT ビットの値を出力しないことを示しま

す

1：CTS端子にCTSDT ビットの値を出力することを示します

R/W：

⎯

01234567891011121315 14

⎯0⎯0⎯0⎯00000000 0

SPB2 
DT

SPB2 
IO

SCK 
DT

SCK 
IO

CT
SDT

CT
SIO

RT
SDT

RT
SIO

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
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4 CTSDT — R/W シリアルポートCTSポートデータ

シリアルポートのCTS端子の入出力データを指定します。入力か

出力かはCTSIO ビットで指定します。出力の場合、CTSDT ビッ

トの値がCTS端子に出力されます。CTSIO ビットの値にかかわ

らず、CTSDT ビットからはCTS端子の値が読み出されます。パ

ワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。

0：入出力データがLレベルであることを示します

1：入出力データがHレベルであることを示します

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力

シリアルポートのSCK 端子の入出力を指定します。実際にSCK 
端子をポート出力端子としてSCKDT ビットで設定した値を出力

する場合は、SCSCR のCKE1、CKE0 ビットを0 に設定してくだ

さい。

0：SCK 端子にSCKDT ビットの値を出力しないことを示しま

す

1：SCK 端子にSCKDT ビットの値を出力することを示します

2 SCKDT — R/W シリアルポートクロックポートデータ

シリアルポートのSCK 端子の入出力データを指定します。入力

か出力かはSCKIO ビットで指定します。出力の場合、SCKDT 
ビットの値がSCK端子に出力されます。SCKIO ビットの値にか

かわらず、SCKDT ビットからはSCK 端子の値が読み出されま

す。

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定で
す。

0：入出力データがLレベルであることを示します

1：入出力データがHレベルであることを示します

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力

シリアルポートのTXD 端子の出力条件を指定します。実際に

TXD 端子をポート出力端子としてSPB2DT ビットで設定した値

を出力する場合は、TE ビット（SCSCR レジスタのビット5）を

0 に設定してください。

0：TXD 端子にSPB2DT ビットの値を出力しないことを示しま

す

1：TXD 端子にSPB2DT ビットの値を出力することを示します

0 SPB2DT — R/W シリアルポートブレークデータ

シリアルポートのRXD 端子の入力データ及びTXD 端子の出力

データを指定します。TXD 端子の出力条件はSPB2IO ビットで指

定します。TXD端子を出力に設定した場合、SPB2DT ビットの値

がTXD 端子に出力されます。SPB2IO ビットの値にかかわらず、

SPB2DT ビットからはRXD 端子の値が読み出されます。パワー

オンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。

0：入出力データがLレベルであることを示します

1：入出力データがHレベルであることを示します

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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28.3.12 ラインステータスレジスタ（SCLSR）

注 . フラグをクリアするために0 を書き込むことのみ可能です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 ORER 0 R/W（注） オーバランエラー

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示しま
す。

0：受信中、又は正常に受信を完了したことを表示

［クリア条件］

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時

• ORER＝1 の状態を読み出した後、0 を書き込んだとき

SCSCR のRE ビットを0 にしたときには、ORER フラグは影響

を受けず以前の状態を保持します。

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示

［セット条件］

• SCFRDR が最大数（16 バイト）のデータを受信した状態で

次のシリアル受信を完了したとき

SCFRDR ではオーバランエラーが発生する前の受信データを保

持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1 
にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはでき
ません。

R/W:

⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ORER⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

R/W（注）
⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
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28.3.13 RS485 モードレジスタ（RS485M）

RS485M は16 ビットのレジスタで、RS485 モードの制御を行います。RS485M は常に SH-4A による読

み出し／書き込みが可能です。.

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 RS485M 0 R/W RS-485 送信モード

RTS 端子を外部 RS-485 トランシーバ向けの出力有効信号として

使用してRS-485 半二重方向制御を有効にするか無効にするかを

指定します 。 この設定はSCFCRのモデムコントロールイネーブ

ル (MCE) 端子が1のときのみ有効になります。

0: RS-485 送信モード無効

1: RS-485 送信モード有効

6～ 4 RS485_SD[2:0] 000 R/W 開始遅延時間設定

TXD 端子に出力される送信データの出力開始遅延時間を設定しま

す。

本設定はRS485=1 のときのみ有効になります。

000：開始遅延時間は0 データビット時間

001：開始遅延時間は1 データビット時間

   :

111：開始遅延時間は7 データビット時間

3～ 0 RS485_ED[3:0] 0000 R/W 終了遅延時間設定

RTS 端子に出力されるTXD 出力有効信号の終了遅延時間（0 か
ら1 へのネゲートタイミング）を設定します。本設定はRS485=1 
のときのみ有効になります。

0000：終了遅延時間は0 データビット時間

0001：終了遅延時間は1 データビット時間

   :

1111：終了遅延時間は15 データビット時間

R/W：

⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RS485_ED[3:0]RS485_SD[2:0]RS485M⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
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28.4 動作説明

28.4.1 概要

SCIF は、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同

期をとりながら通信するクロック同期式モードの2 方式でシリアル通信ができます。調歩同期式モード

の動作については、「28.4.2 調歩同期式モードの動作」を参照してください。

送受信おのおのに16 段のFIFO バッファを内蔵しており、CPU のオーバヘッドを減らし、高速連続通

信が可能です。また、モデムコントロール信号としてRTS、CTS 信号を内蔵しています。送受信フォー

マットの選択は、SCSMR で行います。これを表 28.4 に示します。また、SCIF のクロックソースは、

SCSMR のC/A ビット及び SCSCR のCKE1、CKE0 ビットの組み合わせで決まります。これを表 28.5 に
示します。

注 . 各チャネルにおける動作はモデムコントロールを除き同じであるため、以下の説明ではチャネ
ル番号n(n=2、3、4)は省略しています。

(1) 調歩同期式モード
• データ長：7ビット／8ビットから選択可能

•  データの送受信はLSBが先頭（LSB First）
•  パリティの付加及び1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせに

より送信／受信フォーマット、及びキャラクタ長を決定）
• .受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、レシーブFIFOデータフル、オーバランエラー、レ

シーブデータレディ、及びブレークの検出が可能
•  送受信FIFOレジスタのおのおのの格納データ数を表示

•  SCIFのクロックソース：周辺クロック（Pck）／SCK端子入力から選択可能

周辺クロック（Pck）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作

　　　　　　　　　　　　　　（SCK端子からビットレートの16倍の周波数でクロックを出力可能）

SCK端子入力を選択した場合：ビットレートの16倍の周波数でクロックを入力することが必要

　　　　　　　　　　　　　　（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない）
(2) クロック同期式モード

• データ長：8ビットに固定

•  データの送受信はLSBが先頭（LSB First）
•  受信時にオーバランエラーの検出が可能

•  SCIFのクロックソース：周辺クロック（Pck）／SCK端子入力から選択可能

周辺クロック（Pck）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロックを外部へ出力
SCK端子入力を選択した場合：入力同期クロックで動作

　　　　　　　　　　　　　　（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない）
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表28.4 SCSMR の設定値とシリアル送信／受信フォーマット

注 . x: Don't care

表28.5 SCSMR、SCSCR の設定とSCIF のクロックソースの選択

28.4.2 調歩同期式モードの動作

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとを
データに付加したキャラクタを送信／受信し、1 キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行

うモードです。
SCIF 内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送

信部と受信部がともに16 段のFIFO バッファ構造になっていて、送信／受信中にデータの読み出し／書

き込みができるので、連続送信／受信が可能です。
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図28.7 に示します。

調歩同期式シリアル通信では、通常、通信回線はマーク状態（Hレベル）に保たれています。SCIF は
通信回線を監視し、スペース（L レベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を

開始します。
シリアル通信の1 キャラクタは、スタートビット（Lレベル）から始まり、データ（LSB ファースト：

最下位ビットから）、パリティビット（H ／ L レベル）、最後にストップビット（H レベル）の順で構成

されています。

SCSMR の設定値

モード

SCIF の送信／受信フォーマット

ビット7: 
C/A

ビット 6: 
CHR

ビット 5: 
PE

ビット 3: 
STOP データ長

パリティ
ビット

ストップ
ビット長

0 0 0 0 調歩同期式モード 8ビットデータ なし 1 ビット

1 2 ビット

1 0 あり 1ビット

1 2 ビット

1 0 0 7ビットデータ なし 1 ビット

1 2 ビット

1 0 あり 1 ビット

1 2 ビット

1 x x x クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし

SCSMR SCSCR Settings

モード
クロック
ソース

SCK 端子の機能ビット 7: 
C/A

ビット 1: 
CKE1

ビット 0: 
CKE0

0 0 0 調歩同期式モード 内部 SCIF はSCK 端子を使用しません

1 ビットレートの16 倍の周波数でクロッ

クを出力

1 0 外部 ビットレートの16 倍の周波数でクロッ

クを入力1

1 0 0 クロック同期式
モード

内部 同期クロックを出力

1

1 0 外部 同期クロックを入力

1
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調歩同期式モードでは、SCIF は受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。ま

た、SCIFはデータを1 ビット期間の16 倍の周波数で入出力するクロックの8 番目でサンプリングします

ので、各ビットの中央で通信データが取り込まれます。

図 28.7     調歩同期式通信のデータフォーマット
（8 ビットデータ／パリティあり／2 ストップビットの例）

シリアル
データ

1 1

0

LSB MSB

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

スタート
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

ストップ
ビット送信／受信データ

パリティ
ビット

1ビット 1ビット
または
2ビット

7ビットまたは8ビット 1ビット
または
なし

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）
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(1) 送信／受信フォーマット
設定可能な送信／受信フォーマットを、表28.6 に示します。

送信／受信フォーマットは8 種類あり、SCSMR の設定により選択できます。

表28.6 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード）

【記号説明】

S　　　：スタートビット

STOP　：ストップビット

P　　　：パリティビット

SCSMRの設定 シリアル送信 /受信フォーマットとフレーム長

CHR PE STOP 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0 0 0 S 8ビットデータ STOP

0 0 1 S 8ビットデータ STOP STOP

0 1 0 S 8ビットデータ P STOP

0 1 1 S 8ビットデータ P STOP STOP

1 0 0 S 　　　　7ビットデータ STOP

1 0 1 S 　　　　7ビットデータ STOP STOP

1 1 0 S 　　　　7ビットデータ P STOP

1 1 1 S 　　　　7ビットデータ P STOP STOP
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(2) クロック
SCIF の送受信クロックは、SCSMR の C/A ビット及び SCSCR の CKE1、CKE0 ビットの設定により、

内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロック又はSCK 端子から入力された外部クロックの2 種
類から選択できます。SCIF のクロックソースの選択については表28.5 を参照してください。

外部クロックを SCK 端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16 倍の周波数でクロックを

入力してください。
内部クロックで動作させるとき、SCK 端子からクロックを出力することができます。このとき出力さ

れるクロックの周波数はビットレートの16 倍です。

(3) SCIF の初期化（調歩同期式）

データの送信／受信前には、まずSCSCR のTE ビット、及びRE ビットを0 にした後、以下の順でSCIF
を初期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE ビット

及びREビットを0 にしてから次の手順で変更を行ってください。

1. TEビットを0にすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを0にしても、SCFSR、SCFTDR、

及びSCFRDRの内容は保持されますので注意してください。

2. TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされた後に行っ

てください。送信中でも 0 クリア可能ですが、送信中のデータは 0 クリア後、マーク状態になりま

す。また再度TEビットを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFCLビットをいったん1にセッ

トしてSCFTDRをリセットしてください。

3. 外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にク

ロックを止めないでください。
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図28.8 にSCIF の初期化フローチャートの例を示します。

図 28.8     SCIF の初期化フローチャートの例

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア 

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセット

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
 （TE、RE、TIE、RIEビットは0）  

SCSMRに送信／受信フォーマット
を設定

SCBRRに値を設定

1ビット期間経過？

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0、
MCEビットを設定し、TFCL、

RFCLビットを０にクリア  

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

終了

Wait

No

Yes

SCSCRにクロック選択を設定してください。
なお、TIE、RIE、TE、REは必ず0を設定してください。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。
ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありま
せん。

少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビット
またはREビットを1にセットします。また、TIE、RIE、
REIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定することによりTXD端子、RXD端
子が使用可能となります。送信時にはマーク状態となり、
受信時にはスタートビット待ちのアイドル状態になります。

[1]

[1]

[2]

[3]

[4]

[2]

[3]

[4]

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 28.  FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース2、3、4（SCIF2、SCIF3、SCIF4）

 Page 28-34

(4) シリアルデータ送信（調歩同期式）
図28.9 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。

シリアルデータ送信は、SCIF を送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。

図 28.9     シリアル送信のフローチャートの例

送信開始

SCFSRのTDFEビットを読み出し

TDFE = 1?

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFE、TENDビットを0に

クリア 

全データ送信？

SCFSRのTENDビットを読み出し

TEND = 1?

ブレーク出力？

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

SCSCR のTE ビットを0にクリア

送信終了

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

[1] SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確
認した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、
TENDビットを0にクリアします。
書き込み可能な送信データ数は16－（送信トリガ設定数）
になります。

[2] シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を読み
出して書き込み可能であることを確認した後にSCFTDR

にデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0にクリアし
てください。

[3] シリアル送信の終了時にブレークを出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、
SCSPTRのSPB2DTビットを0にクリアし、SPB2IOビッ
トを1にセットした後にSCSCRのTEビットを0にクリア
してください。
なお、（1）および（2）では、SCFDRに示される
SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ数
を知ることができます。

[1]

[2]

[3]
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SCIF はシリアル送信時に以下のように動作します。

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始

します。SCFTDRには SCFSRのTDFEフラグが 1であることを確認して送信データを書き込んでく

ださい。書き込み可能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるま

で連続して送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ

数以下になったとき、TDFEフラグをセットします。このとき、TIEビット（SCSCRレジスタのビッ

ト7）が1にセットされていると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。

　シリアル送信データは、以下の順にTXD 端子から送り出されます。

（a）スタートビット：1ビットの0が出力されます。

（b） 送信データ：8ビット又は7ビットのデータがLSBから順に出力されます。

（c） パリティビット（偶数パリティ、又は奇数パリティ）が出力されます。

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。

（d） ストップビット：1ビット又は2ビットの1（ストップビット）が出力されます。

（e） マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。データ

があるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシ

リアル送信を開始します。ストップビットを送り出した後、送信データがないとSCFSRのTENDフ

ラグに1をセットし、TXD端子から1を出力するマーク状態になります。
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調歩同期式モードでの送信時の動作例を図28.10 に示します。

図 28.10     送信時の動作例（8 ビットデータ／パリティあり／1 ストップビットの例）

4. モデムコントロールイネーブル時は CTS 入力値によって送信動作を停止／再開することができま

す。CTSが1になると現在送信中のときは1フレーム送信終了後マーク状態になります。CTSを0に

すると再びスタートビットから次の送信データを出力します。

. モデムコントロール時の動作例を図28.11に示します。

図 28.11     モデムコントロール（CTS）時の動作例

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1

TDFE フラグ

TENDフラグ

シリアル
データ
TXD 

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI 割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1を読み出した後0クリア 

1フレーム

TXI 割り込み
要求の発生

シリアルデータ
TXD

CTS 

0 D0 D1 D7 0/1 0 D0 D1 D7 0/1

ストップビットよりも前に立ち上げてください。

スタート
ビット

パリティ
ビット

スタート
ビット

ストップ
ビット
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(5) シリアルデータ受信（調歩同期式）
図28.12にシリアル受信フローチャートの例を示します。

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、図28.12の手順で行ってください。

図 28.12     シリアル受信のフローチャートの例（1）

受信開始

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出し

ER、DR、BRK or ORER = 1?

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF = 1?

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

全数受信？

SCSCRのREビットを0にクリア

受信終了

Yes

No

Yes

Yes

No

No

エラー処理

[1] 受信エラー処理とブレークの検出 ：
SCFSRのDR、ER、BRK、SCLSRのORERの各フラグ
を読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を行っ
た後、DR、ER、BRK、ORERの各フラグを0にクリア
してください。フレーミングエラー時にRXD端子の値
を読み出すことでもブレークの検出ができます。

[2] SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出して、RDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグの1を
読み出した後、0にクリアします。RDFフラグが0から
1に変化したことは、RXI割り込みによっても知ること
ができます。

[3] シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の受信デー
タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDFフ
ラグの1を読み出した後0を書き込んでください。
SCFRDR内の受信データ数は、SCFDRを読み出すこと
で知ることができます。

[1]

[2]

[3]
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図 28.12     シリアル受信のフローチャートの例（2）

エラー処理

受信エラー処理

ER = 1?

BRK = 1?

ブレーク処理

DR = 1?

SCFRDRの受信データ読み出し

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを
0にクリア、SCLSRのORERフラグを
0にクリア 

終了

Yes

Yes

Yes

No

オーバランエラー処理

ORER = 1?

Yes

No

No

No

[1] SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエ
ラー、パリティエラーが発生しているかどうかは、
SCFSRのFER、PERビットで知ることができます。

[2] ブレーク信号を受信したときに、BRK フラグが設定
されている間は受信データはSCFRDR へ転送され
ません。
ただし、SCFRDRの最後のデータは、H'00で
フレーミングエラーの発生しているブレークデータ
が格納されますので注意してください
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SCIF は受信時に以下のように動作します。

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。

3. パリティビット及びストップビットを受信します。

受信後、SCIF は以下のチェックを行います。

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1 であるかをチェックします。

ただし、2 ストップビットの場合、1 ビット目のストップビットのみをチェックします。

（b） 受信データをSCRSR からSCFRDR に転送できる状態であるかをチェックします。（注）

（c）オーバランエラーチェック：ORER フラグが 0 であり、オーバランエラーが発生していないこ

とをチェックします。（注）

（a）ブレークチェック：BRK フラグが0 であり、ブレーク状態でないことをチェックします。（注）

（b）（c）（d）のチェックがパスしたとき、SCFRDR に受信データが格納されます。

注 .　パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。

4. RDFフラグ又はDRフラグが1になったとき、RIEビット（SCSCRレジスタのビット 6）が1にセッ

トされていると受信FIFOデータフル割り込み（RXI）要求を発生します。

また、ER フラグが 1 になったとき、RIE ビット（SCSCR レジスタのビット 6）又は REIE ビット

（SCSCRレジスタのビット 3）が 1にセットされていると受信エラー割り込み（ERI）要求を発生し

ます。

さらに、BRKフラグ又はORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビット又はREIEビットが1

にセットされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。
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調歩同期式モード受信時の動作例を図28.13 に示します。

図 28.13     SCIF の受信時の動作例

（8 ビットデータ／パリティあり／1 ストップビットの例）

5. モデムコントロールイネーブル時は、SCFRDRの空き状況によってRTS信号を出力します。RTSが

0のときは受信可能状態です。RTSが1のときはSCFRDR内のデータ数が、RTS出力アクティブトリ

ガ設定数以上であることを示します。RTS 出力アクティブトリガ値は、「28.3.9 FIFO コントロール

レジスタ（SCFCR）」のビット10～8で指定します。また、SCSCRのREビットが0のときも、RTS

が1になります。

. モデムコントロール時の動作例を図28.14に示します。

図 28.14     モデムコントロール（RTS）時の動作例

28.4.3 クロック同期式モードの動作

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリア
ル通信に適しています。

SCIF 内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができ

ます。また、送信部と受信部がともに 16 段の FIFIO バッファ構造になっていますので送信／受信中に

データの読み出し／書き込みができ連続送信／受信が可能です。
クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図28.15 に示します。

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0/10

RDF フラグ

FERフラグ

フレーミング
エラー検出

シリアル
データ
RXD

データ パリティ
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

RXI割り込み
要求の発生

1フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDF

フラグの1を読み出した後
0にクリア 

受信エラーでERI

割り込み要求の
発生

ストップ
ビット

スタート
ビット

スタート
ビット

D0 D1 D2 D7 0/1 1 00
シリアルデータ
RXD

RTS

スタート
ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 28.  FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース2、3、4（SCIF2、SCIF3、SCIF4）

 Page 28-41

図 28.15     クロック同期式通信のデータフォーマット

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロック立ち下がりから次の立ち下がり
まで出力されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。
シリアル通信の1 キャラクタは、LSB から始まり最後にMSB が出力されます。最終データ出力後の通

信回線の状態は最終データの状態を保ちます。
クロック同期式モードでは、SCIF は同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。

(1) 送信／受信フォーマット
8 ビット固定です。パリティビットの付加はできません。

(2) クロック
SCSMR の C/A ビットと SCSCR レジスタの CKE1、CKE0 ビットの設定により内蔵ボーレートジェネ

レータの生成した内部クロック、又は、SCK 端子から入力された外部同期クロックの2 種類から選択で

きます。SCIF のクロックソース選択については、表28.5 を参照してください。

内部クロックで動作させるとき、SCK 端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは1 キャ

ラクタの送受信で8 パルス出力され、送信／受信を行わないときにはHレベルに固定されます。受信動

作のみの場合、内部クロックを選択するとSCSCRレジスタ のRE ビットが 1 の間、受信FIFO 内データ

数が受信トリガ設定数に達するまでクロックパルスが出力されます。

(3) SCIF の初期化（クロック同期式）

データの送信／受信前に SCSCRレジスタの TE、RE ビットを 0 にした後、以下の手順で SCIF を初期

化してください。
モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、及びRE ビットを 0 にしてから下

記手順で変更してください。TE ビットを0 にするとSCTSR が初期化されます。RE ビットを0 にしても

RDF、PER、FER、ORER の各フラグ、及びSCFRDR の内容は保持されますので注意してください。

図28.16 にSCIF の初期化フローチャート例を示します。

Don't care Don't care

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

ビット1 ビット3 ビット4 ビット5

LSB MSB

ビット2 ビット6 ビット7

（注）（注）

 （注）連続送信／受信のとき以外はハイレベル
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図 28.16     SCIF 初期化フローチャートの例

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFCRのTFCL、RFCLビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア 

SCFSRのBRK、DR、ERフラグを
読み出した後、0を書き込んでクリア 

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

SCSMRに送信／受信フォーマット
を設定

SCBRRに値を設定

1ビット期間経過

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0
を設定し、TFCL、RFCLビット

を０にクリア  

SCSCRのTE、REビットを1にセット
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

使用する外部端子の設定
（SCK、TXD、RXD）

終了

Wait

No

Yes

初期化終了の直前まで、TE、REビットは0にしておい
てください。TIE、RIE、TE、REビットが0にクリアさ
れているかを確認してください。

CKE1、CKE0ビットを設定します。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

ビットレートレジスタSCBRRにビットレートに対応す
る値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用す
る場合には必要ありません。本設定後は少なくとも1ビッ
ト期間待ってください。

使用する外部端子の設定を行います。受信時にはRXD

入力、送信時にはTXD出力になるように設定します。
また、SCKの入出力は、CKE1、CKE0で設定した内容
に合わせて設定してください。

SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットし
ます。またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。
この時点でTXD、RXD、SCK端子が使用可能となりま
す。送信時にはTXD端子はマーク状態となります。クロッ
ク同期式モード受信でかつ、同期クロック出力（クロッ
クマスタ）設定の場合、この時点でSCK端子からクロッ
クが出力され始めます。

[1]

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]
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(4) シリアルデータ送信（クロック同期式）
図28.17 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。

シリアルデータの送信は、SCIF を送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。

図 28.17     シリアル送信のフローチャートの例

SCIF はシリアル送信時に以下のように動作します。

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始

します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書

き込み可能なデータ数は少なくとも16－（送信トリガ設定数）です。

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるま

で連続して送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以

下になったとき、TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされてい

ると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。

3. クロック出力モードに設定したときには、SCIFは1データに対し同期クロック8パルス出力します。

外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。

シリアル送信データは、LSBから順にTXD端子から送り出されます。

4. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データ

があるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信

データがないと、最終ビットを送り出した後、SCFSRのTENDフラグを1にセットし、トランスミッ

トデータ端子（TXD端子）は状態を保持します。

5. シリアル送信終了後、SCSCRのCKE1ビットが 0のとき、SCK端子から出力する同期クロックはH

レベル固定になります。

図28.18 にクロック同期式のSCIF の送信時の動作例を示します。

送信開始

SCFSRのTDFEビットを読み出し

TDFE = 1?

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを

0にクリア 

全データ送信？

SCFSRのTENDフラグを読み出し

TEND = 1?

SCSCRのTEビットを0にクリア

終了

No

Yes

No

Yes

No

Yes

[1] SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ
を0にクリアしてください。TDFEフラグの0から1への
変化は、TXI割り込みによっても知ることができます。

[2] シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1

を読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0

にクリアしてください。

[2]

[1]
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図 28.18      SCIF 送信時の動作例

同期クロック
SCK

シリアル
データ
TXD

TDFE フラグ

TEND フラグ

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータ書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

1フレーム

ビット0

LSB

TXI割り込み
要求の発生

MSB

ビット 1 ビット6 ビット7ビット 7 ビット0 ビット1

TXI割り込み
要求の発生
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(5) シリアルデータ受信（クロック同期式）
図28.19にシリアル受信のフローチャート例を示します。

シリアルデータの受信は、SCIF を受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。

SCIF の初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際

には、必ず、SCLSR のORER、SCFSR のPER、FER の各フラグが0 にクリアされていることを確認して

ください。

図 28.19     シリアル受信のフローチャートの例（1）

SCLSR ORER

ORER = 1?

SCFSR RDF

RDF = 1?

SCFRDR

SCFSR RDF 0

SCSCR RE 0

Yes

No

Yes

Yes

No

No

[1]

SCLSR ORER

ORER 0

ORER 1

[2] SCIF

SCFSR RDF 1

SCFRDR RDF 0

RDF 0 1

[3]

CFRDR

RDF

1 0

SCFRDR SCFDR
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[3]

[2]
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図 28.19     シリアル受信のフローチャートの例（2）

SCIF はシリアル受信時に以下のように動作します。

1. SCIFは同期クロックの入力又は出力に同期して受信を開始します。

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。

受信後、SCIFは受信データを SCRSRから SCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、この

チェックがパスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。

3. RDFフラグが1になったとき、RIEビット（SCSCRレジスタのビット6）が1にセットされていると

受信 FIFO データフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ORER フラグが 1 になったとき、

RIEビット（SCSCRレジスタのビット3）が1にセットされているとブレーク割り込み（BRI）要求

を発生します。

図28.21 にクロック同期式のSCIF の受信時の動作例を示します。

図 28.20     SCIF の受信時の動作例

エラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

End

オーバランエラー処理

ORER = 1?

Yes

No

同期
クロック

シリアル
データ
RXD

RDF フラグ

ORER フラグ

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF

フラグを0にクリア

1フレーム

ビット 7

LSB

RXI割り込み
要求の発生

MSB

ビット 0 ビット6 ビット7ビット7 ビット0 ビット1

RXI 割り込み要求の発生
オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生
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(6) シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式）
図28.22 にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIF を送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って

行ってください。

図 28.21     シリアル送受信のフローチャートの例

28.4.4 RS-485 送信モード

SCIFnの各RTS信号は、外部RS-485トランシーバと併用できるように半二重の方向を交互制御する信

号として構成できます。 RS485モードでは、該当SCIFnのキャラクタ送信期間中に半二重送信イネーブル

制御信号がアサートされます。このRS-485半二重送信イネーブル信号は送信された各キャラクタブロッ

クの前後で開始、停止遅延をプログラムできます (開始遅延が0 から7 ビット、停止遅延が0から15ビッ

ト）。開始遅延と停止遅延はRS485M レジスタにおいてそれぞれ別のSCIFn モジュールに対して独立して

プログラム可能です。

送受信開始

SCFSRのTDFEビットを読み出し

TDFE = 1?

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア  

SCLSRのORERフラグを読み出し

ORER = 1?

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF = 1?

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

終了

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

全数送受信?

No

No

Yes

No

No

Yes

Yes

[1] SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE＝1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
TXI割り込みによっても知ることができます。

[2] 受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラ
グを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
できません。

[3] SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDRフラグを0に
クリアします。RDFフラグが0から1への変化はRXI割り
込みによっても知ることができます。

[4] シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの
MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み出
し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてください。ま
た、現在のフレームのMSBを送信する前にTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してく
ださい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフ
ラグを0にクリアしておいてください。

[2]

[1]

Yes

エラー処理

[3]

[4]

送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるとき
にはTEビットとREビットを0にクリアしてからTEビット
とREビットを同時に1にセットしてください。

（注）
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図28.23にRS-485 SCIFn 送信モード関連の波形を示します。

図 28.22     RS-485 SCIFn 送信モード関連の信号波形

RS-485　送信有効

TXD端子

RTS端子

・・・・・・

0～7開始遅延 0～15停止遅延
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28.5 SCIF 割り込み要因とDMAC

SCIF はチャネルごとに、送信 FIFO データエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み

（ERI）要求、受信FIFO データフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の4 種類の割

り込み要因を持っています。
表28.7 に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCR のTIE、RIE、REIE ビッ

トで、許可又は禁止ができます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送ら
れます。

TIE ビットによりTXI が許可されている場合、SCFSR のTDFE フラグが1 にセットされると、TXI 割
り込み要求と送信FIFO データエンプティ DMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXI が禁止さ

れている場合、TDFEフラグが1 にセットされると、送信FIFO データエンプティ DMA 転送要求のみが

発生します。送信 FIFO データエンプティ DMA 転送要求で、DMAC を起動してデータ転送を行うこと

ができます。
RIE ビットによりRXI が許可されている場合、SCFSR のRDF フラグ又はDR フラグが1 にセットされ

ると、RXI 割り込み要求と受信FIFO データフルDMA 転送要求が発生します。RIE ビットによりRXI が
禁止されている場合、RDF フラグ又はDR フラグが1 にセットされると、受信FIFO データフルDMA 転
送要求のみが発生します。受信 FIFO データフル DMA 転送要求で、DMAC を起動してデータ転送を行

うことができます。なお、DR フラグが1 にセットされたことによるRXI 割り込み又は受信FIFO データ

フルDMA 転送要求は、調歩同期モード時のみ発生します。

SCFSR のBRK フラグ又はSCLSR のORER フラグが1 にセットされると、BRI 割り込み要求が発生し

ます。DMAC を使って送受信を行う場合は、先にDMAC を設定し、イネーブル状態にしてからSCIF の
設定を行ってください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI 割り込み要求を出さない設定にして

ください。割り込み要求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処
理プログラムとは無関係にDMAC によってクリアされます。

SCSCR のRIE ビットを0 に設定し、REIE ビットを1 に設定すると、RXI 割り込み要求を出さずにERI
割り込み要求だけを出すことができます。

表28.7 SCIF 割り込み要因

注 . DR によるRXI 割り込みは、調歩同期モード時のみ可能です。

割り込み要因 内 容 DMAC の起動
リセット解除時の

優先順位

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 高

低

RXI 受信FIFO データフル（RDF）又は受信データレディ（DR）
（注）による割り込み

可

BRI ブレーク（BRK）又はオーバランエラー（ORER）による割

り込み

不可

TXI 送信FIFO データエンプティ（TDFE）による割り込み 可
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28.6 使用上の注意事項

SCIF を使用する際は、以下のことに注意してください。

(1) SCFTDR への書き込みとTDFE フラグについて

SCFSR の TDFE フラグは SCFTDR 内に書き込んだ送信データ数が、SCFCR の TTRG1、0 ビットで設

定した送信トリガ数以下になったときセットされます。TDFE がセットされた後、SCFTDR の空きデー

タ数まで送信データを書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。
しかしTDFE フラグは SCFTDR に書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1 を読

み出し後、0 にしても再び 1 にセットされます。TDFE のクリアは送信トリガ数より多い送信データが

SCFTDR に格納されたときに行ってください。

SCFTDR 内の送信データ数はSCFDR で知ることができます。

(2) SCFRDR の読み出しとRDF フラグについて

SCFSR のRDF フラグは、SCFRDR 内の受信データ数がSCFCR のRTRG1、0 ビットで設定した受信ト

リガ数以上になったときセットします。RDF がセットされた後、SCFRDR からトリガ数分の受信データ

を読み出すことで効率のよい連続受信が可能です。
ただし、読み出し後もSCFRDR 内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDF フラグを0 にしても再び1

にセットされますので、SCFRDR 内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出し

た後、RDFフラグの1 を読み出し0 にクリアしてください。

SCFRDR 内の受信データ数はSCFDR で知ることができます。

(3) ブレークの検出と処理について
フレーミングエラー（FER）検出時にRXD 端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出

できます。
ブレークでは、RXD 端子からの入力がすべて0 になりますので、FER フラグがセットされ、またパリ

ティエラー（PER）もセットされる場合があります。

SCIF は、ブレークを検出すると SCFRDR への受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けて

います。

(4) ブレークの送り出し
TXD 端子は、SCSPTR のSPB2IO、SPB2DT ビットで入出力条件とレベルを決めることができます。こ

れを使ってブレークの送り出しができます。
シリアル送信の初期化からTE ビットを 1 にセット（送信可能）するまでは、TXD 端子として機能し

ません。この間は、マーク状態は SPB2DT ビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IO と
SPB2DT ビットを1に設定（出力、Hレベル）しておきます。

シリアル送信時にブレークを送り出したいときはSPB2DT ビットを 0（Lレベル）にした後、TE ビッ

トを0 にクリア（送信停止）します。TE ビットを0 にすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期

化され、TXD 端子からは0 が出力されます。

(5) 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン
調歩同期式モードでは、SCIF は転送レートの16 倍を周波数とする基本クロックで動作しています。

受信時に SCIF は、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化

します。また、受信データを基本クロックの8 クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。

これを図28.24 に示します。
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図 28.23     調歩同期式の受信データサンプリングタイミング

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。

M:受信マージン（％）

N:クロックに対するビットレートの比（N＝16）
D:クロックデューティ（D＝0～1.0）
L:フレーム長（L＝9～12）
F:クロック周波数の偏差の絶対値

式（1）で、F＝0、D＝0.5 とすると、受信マージンは式（2）より46.875％となります。

D ＝0.5、F＝0 のとき

M = (0.5 – 1 / (2 16) ) 100% = 46.875%  ................................式 (2)

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には20～30％の余裕を持たせて

ください。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 131415 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 131415 0 1 2 3 4 5

D0 D1

16クロック
8クロック

基本クロック

受信データ
(SCIFn_RXD)

スタートビット

–7.5 クロック +7.5 クロック

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

M = (1 + F)  × 100 % .................(1)1

2N

| D - 0.5|

N
(0.5 - ) - (L - 0.5) F -
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(6) クロック同期式モードでDMAC によりSCFTDR を更新する場合の注意事項

クロック同期式モードにおいて SCK 端子入力を使用する場合、DMAC による SCFTDR の更新後、周

辺クロック（Pck）で 5 サイクル以上経過した後に SCK 端子にクロックを入力してください。SCFTDR
の更新後4 サイクル以内に送信クロックを入力すると誤動作することがあります（図28.25）。

図 28.24     DMAC による同期クロック転送例

SCK

TDFE フラグ

TXD

（注）　外部クロックで動作させるときは、t＞4に設定してください。

D0 D1 D2 D6 D7D3 D4 D5

t
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28.7 実装上の注意事項

28.7.1 TXDのデフォルト 出力値

(1) 設定
両SCIF （本LSIとターゲットデバイス）を初期化する前に、まずSCSPTR レジスタのSPB2IOビット

とSPB2DTビットを1に設定してください。図28.26に示すフローチャート例を使用してください。

図 28.25     初期化フローチャートの例

(2)  概略

デフォルト設定では、SCIF2、3、4の外部TXD端子は ハイインピーダンスになり、内部TXD信号はL
レベルになります （内部信号はSerMUXモードを設定することでSCIF0/1に接続できます。例について

は 図29.5を参照してください。)。 ターゲットデバイスがこれを受け取った場合は、LレベルはSCIF デー

タフォーマットで「データ送信開始（START）」を意味するため、データキャプチャを開始する可能性

があります。 したがって、まずSCIF2、3、4の TXD極性をHレベルに変更してください。

開始

終了

SCIFの初期化

送信が無効の間にTx極性を
Hレベルに変更

[1]

[2]

[1]

[2] 各SCIFの初期化。 図 28.8 または 28.16を参照して
ください。

送信が無効のときに、TXD信号出力をHレベルにす
るためにSCSPTRレジスタのSPB2IO 、SPB2DT ビッ
トに書き込みをしてください (SCSCR レジスタのTEビ

ットは0です）。
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29. シリアルコミュニケーションインタフェース端子マルチプレクス機能 
(SERMUX)

シリアルコミュニケーションインタフェース端子マルチプレクス機能 (SERMUX)はCOM1、COM2、RAC
ポートに４つのシリアルインタフェースモジュール（SCIF0～SCIF3）のインタフェース端子を割り付ける

機能です。端子の割り付けは 13 のモード（シリアルマルチプレクスモード０～６、８～ D）から選択する

ことが出来ます。
　パワーオンリセット後、シリアルマルチプレクスモード８が選択されています。このとき、SCIF0 は

RACポート、SCIF1はCOM2ポートと接続されます。

シリアルマルチプレクス機能は以下の６つのレジスタがあります。

• シリアルマルチプレクスレジスタ 0 （SMR0）
• シリアルマルチプレクスレジスタ 1 (SMR1)
• シリアルマルチプレクスレジスタ 2 (SMR2): SCIF2 モデムステータス

• シリアルマルチプレクスレジスタ 3 (SMR3): SCIF2 モデム制御

• シリアルマルチプレクスレジスタ 4 (SMR4): SCIF3モデムステータス

• シリアルマルチプレクスレジスタ 5 (SMR5): SCIF3モデム制御

なお、SCIF についての詳細は「27. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース0、1（SCIF0、
SCIF1）」及び「28. FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース2、3、4（SCIF2、SCIF3、SCIF4）」
を参照してください。

29.1 特長

• COM1、COM2、RACポートを内部で接続することが可能

• 13種類のシリアルマルチプレクスモードに対応

• SCIF2及びSCIF3にモデム制御信号 (DTR)の出力制御機能、モデムステータス信号 (DSR、DCD、RI)
のモニタ機能

• SCIF2及びSCIF3のモデムステータス信号で割り込み要求 (MIR2、MIR3)を発生させることが可能

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 29.  シリアルコミュニケーションインタフェース端子マルチプレクス機能 

 Page 29-2

29.2 入出力端子

SERMUXの入出力端子構成を表29.1、SCIF0～SCIF3の入出力信号を表29.2に示します。

表29.1 (1) ポート入出力端子

ポート 端子名 入出力 機 能

COM1ポート COM1-TXD 出力 COM1 ポートの送信データ出力端子

COM1-RXD 入力 COM1 ポートの受信データ入力端子

COM1-CTS 入力 COM1 ポートの送信許可入力端子

COM1-RTS 出力 COM1 ポートの送信要求出力端子

COM2ポート COM2-TXD 出力 COM2 ポートの送信データ出力端子

COM2-RXD 入力 COM2 ポートの受信データ入力端子

COM2-RI 入力 COM2 ポートのリングインジケータ入力端子

COM2-DCD 入力 COM2 ポートのデータキャリア検出入力端子

COM2-DSR 入力 COM2 ポートのデータセットレディ入力端子

COM2-DTR 出力 COM2 ポートのデータターミナルレディ出力端子

COM2-CTS 入力 COM2 ポートの送信許可入力端子

COM2-RTS 出力 COM2 ポートの送信要求出力端子

RACポート RAC-TXD 入出力 RAC ポートの送信データ入出力端子

RAC-RXD 入出力 RAC ポートの受信データ入出力端子

RAC-RI 入出力 RAC ポートのリングインジケータ入出力端子

RAC-DCD 入出力 RAC ポートのデータキャリア検出入出力端子

RAC-DSR 入出力 RAC ポートのデータセットレディ入出力端子

RAC-DTR 入出力 RAC ポートのデータターミナルレディ入出力端子

RAC-CTS 入出力 RAC ポートの送信許可入出力端子

RAC-RTS 入出力 RAC ポートの送信要求入出力端子

SCIF2ポート TXD2 出力 SCIF2 ポートの送信データ出力端子

RXD2 入力 SCIF2 ポートの受信データ入力端子

CTS2 入力 SCIF2ポートの送信許可入力端子

RTS2 出力 SCIF2 ポートの送信要求出力端子

SCIF3ポート TXD3 出力 SCIF3 ポートの送信データ出力端子

RXD3 入力 SCIF3 ポートの受信データ入力端子

CTS3 入力 SCIF3ポートの送信許可入力端子

RTS3 出力 SCIF3ポートの送信要求出力端子
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表29.2 (2) 内部デバイス入出力信号

ポート 端子名 入出力 機 能

SCIF0ポート SCIF0-TXD 入力 SCIF0ポートの送信データ入力信号

SCIF0-RXD 出力 SCIF0 ポートの受信データ出力信号

SCIF0-RI 出力 SCIF0 ポートのリングインジケータ出力信号

SCIF0-DCD 出力 SCIF0 ポートのデータキャリア検出出力信号

SCIF0-DSR 出力 SCIF0 ポートのデータセットレディ出力信号

SCIF0-DTR 入力 SCIF0 ポートのデータターミナルレディ入力信号

SCIF0-CTS 出力 SCIF0 ポートの送信許可出力信号

SCIF0-RTS 入力 SCIF0 ポートの送信要求入力信号

SCIF1ポート SCIF1-TXD 入力 SCIF1 ポートの送信データ入力信号

SCIF1-RXD 出力 SCIF1ポートの受信データ出力信号

SCIF1-RI 出力 SCIF1 ポートのリングインジケータ出力信号

SCIF1-DCD 出力 SCIF1 ポートのデータキャリア検出出力信号

SCIF1-DSR 出力 SCIF1 ポートのデータセットレディ出力信号

SCIF1-DTR 入力 SCIF1 ポートのデータターミナルレディ入力信号

SCIF1-CTS 出力 SCIF1 ポートの送信許可出力信号

SCIF1-RTS 入力 SCIF1 ポートの送信要求入力信号

SCIF2 ポート SCIF2-TXD 入力 SCIF2 ポートの送信データ入力信号

SCIF2-RXD 出力 SCIF2 ポートの受信データ出力信号

SCIF2-CTS 出力 SCIF2ポートの送信許可出力信号

SCIF2-RTS 入力 SCIF2 ポートの送信要求入力信号

SCIF3ポート SCIF3-TXD 入力 SCIF3 ポートの送信データ入力信号

SCIF3-RXD 出力 SCIF3ポートの受信データ出力信号

SCIF3-CTS 出力 SCIF3ポートの送信許可出力信号

SCIF3-RTS 入力 SCIF3 ポートの送信要求入力信号
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29.3 レジスタの説明

表29.3にSERMUXのレジスタ構成、及び各リセット時のレジスタの状態を示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表29.3 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

シリアルマルチプレクスレジスタ 0 SMR0 R/W H'FE47 0000 8 H'30 保持

シリアルマルチプレクスレジスタ 1 SMR1 R H'FE47 0001 8 H'0X 保持

シリアルマルチプレクスレジスタ2 SMR2 R H'FE47 0002 8 H'X0 保持

シリアルマルチプレクスレジスタ3 SMR3 R/W H'FE47 0003 8 H'00 保持

シリアルマルチプレクスレジスタ 4 SMR4 R H'FE47 0004 8 H'X0 保持

シリアルマルチプレクスレジスタ5 SMR5 R/W H'FE47 0005 8 H'00 保持
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29.3.1 シリアルマルチプレクスレジスタ0（SMR0）

SMR0 は、シリアルマルチプレクス機能や各モードの制御をするレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 MSIE3 0 R/W SCIF３ のモデムステータス割り込み有効

0：割り込み無効

1：DDCD3、TERI3、DDSR3、DCTS3による割り込み有効

6 MSIE2 0 R/W SCIF2 のモデムステータス割り込み有効

0：割り込み無効

1：DDCD2、TERI2、DDSR2、DCTS2による割り込み有効

5 MS3 1 R/W シリアルマルチプレクスモード選択 3

詳細は本レジスタの MS[2:0] ビットの説明を参照してください。

4 SME 1 R/W シリアルマルチプレクス機能有効

0：シリアルマルチプレクス機能無効

1：シリアルマルチプレクス機能有効

3 BUSY 0 R ビジー

端子切り替え制御中であることを示すビットです。本ビットが1 
の間、SMR0に対する書き込みは無効になります。

0：端子切り替え制御待ち状態

［クリア条件］

　SMR0への書き込みからPckの２サイクル後

1：端子切り替え制御中

［セット条件］

　SMR0 への書き込み

00001100

MSIE3 MSIE2 MS3 SME BUSY MS2 MS1 MS0

01234567

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/W:
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2 ～ 0 MS[2:0] 0 R/W シリアルマルチプレクスモード選択 [2:0]

MS3、及びMS[2:0] で構成されている MS[3:0] ビットにより、13
種類のモードからマルチプレクスモードの端子が１つ選択可能で
す。本ビットによる制御は、SME ビットが１のとき有効になり

ます。

MS[3:0]: シリアルマルチプレクスモード選択

0000: シリアルマルチプレクスモード 0に設定

0001: シリアルマルチプレクスモード 1に設定

0010: シリアルマルチプレクスモード 2に設定

0011: シリアルマルチプレクスモード 3に設定

0100: シリアルマルチプレクスモード 4に設定

0101: シリアルマルチプレクスモード5に設定

0110: シリアルマルチプレクスモード 6に設定

0111: 設定禁止

1000: シリアルマルチプレクスモード 8に設定

1001: シリアルマルチプレクスモード 9に設定

1010: シリアルマルチプレクスモード Aに設定

1011: シリアルマルチプレクスモード Bに設定

1100: シリアルマルチプレクスモード Cに設定

1101: シリアルマルチプレクスモード Dに設定

1110 ～ 1111: リザーブ

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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29.3.2 シリアルマルチプレクスレジスタ1（SMR1）

SMR1 はポートの端子状態をモニタをするレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 DCD X R DCD 端子モニタ

シリアルマルチプレクスモード0、2、5 のとき、COM2-DCD 端
子状態をモニタ。

2 RI X R RI 端子モニタ

シリアルマルチプレクスモード0、2、5 のとき、COM2-RI 端子

状態をモニタ。

1 DSR X R DSR 端子モニタ

シリアルマルチプレクスモード0、2、5 のとき、COM2-DSR 端
子状態をモニタ。

0 — X — リザーブビット

XXXX0000

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ DCD RI DSR ⎯

01234567

⎯RRR⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯

R/W:
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29.3.3 シリアルマルチプレクスレジスタ2（SMR2）

SMR2 は、 SCIF２のモデムステータスを示すレジスタです。SCIF２モジュール自身は、モデムステー

タス入力（DCD、RI、DSR、CTS）に対応していません。本レジスタが、モデムステータス入力のシミュ

レーション機能を備えています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DCD2 X R DCD2に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

6 RI2 X R RI2に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対して、

反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

5 DSR2 X R DSR2に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

4 CTS2 X R CTS2に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

3 DDCD2 0 R DCD2が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE2ビット（SMR0レジスタのビット6）とDDCDE2ビット

（SMR3レジスタのビット7）が１の場合、MIR2割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

2 TERI2 0 R RI2が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）に変化した時、１

になります。MSIE2ビット（SMR0レジスタのビット6）と

TERIE2ビット（SMR3レジスタのビット6）が１の場合、MIR2
割り込みが発生します。

このビットは読み出すと0になります。

1 DDSR2 0 R DSR2が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE2ビット（SMR0レジスタのビット6）とDDSRE2ビット

（SMR3レジスタのビット5）が１の場合、MIR2割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

0000XXXX

DCD2 RI2 DSR2 CTS2 DDCD2 TERI2 DDSR2 DCTS2

01234567

RRRRRRRRR/W:
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29.3.4 シリアルマルチプレクスレジスタ3（SMR3）

SMR3 は、 SCIF２のモデム制御を示すレジスタです。SCIF２モジュール自身は、モデム制御出力 (DTR)
に対応していません。本レジスタが、モデム制御出力のシミュレーション機能を備えています。

0 DCTS2 0 R CTS2が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE2ビット（SMR0レジスタのビット6）とDDSRE2ビット

（SMR3レジスタのビット5）が１の場合、MIR2割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DDCDE2 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE2ビットが共に１の場

合、DDCD2ビット（SMR2レジスタのビット3）が1になると、

MIR2割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

6 TERIE2 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE2ビット（SMR0レジ

スタのビット6）が共に１の場合、TERI2ビット（SMR2レジス

タのビット2）ビットが1になると、MIR2割り込みが発生しま

す。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

5 DDSRE2 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE2ビット（SMR0レジ

スタのビット6）が共に１の場合、DDSR2ビット（SMR2レジス

タのビット1）が1になると、MIR2割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

4 DCTSE2 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE2ビット（SMR0レジ

スタのビット6）が共に１の場合、DCTS2ビット（SMR2レジス

タのビット0）が1になると、MIR2割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

3 DO2 0 R/W DO2で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理値

で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

00000000

DDCD
E2

TERI
E2

DDSR
E2

DCTS
E2

DO2 RO2 ⎯ DTR2

01234567

R/W⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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2 RO2 0 R/W RO2で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理値

で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 DTR2 0 R/W DTR2で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理

値で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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29.3.5 シリアルマルチプレクスレジスタ4（SMR4）

SMR4 は、 SCIF3のモデムステータスを示すレジスタです。SCIF3モジュール自身は、モデムステータ

ス入力（DCD、RI、DSR、CTS）に対応していません。本レジスタが、モデムステータス入力のシミュ

レーション機能を備えています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DCD3 X R DCD3に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

6 RI3 X R RI3に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対して、

反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

5 DSR3 X R DSR3に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

4 CTS3 X R CTS3に入力される信号のモニタビットです。信号レベルに対し

て、反転した論理値を示します。

0：入力信号がHレベル

1：入力信号がLレベル

3 DDCD3 0 R DCD3が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE3ビット（SMR0レジスタのビット7）とDDCDE3ビット

（SMR5レジスタのビット7）が１の場合、MIR3割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

2 TERI3 0 R RI3が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）に変化した時、１

になります。MSIE3ビット（SMR0レジスタのビット7）と

TERIE3ビット（SMR5レジスタのビット6）が１の場合、MIR3
割り込みが発生します。

このビットは読み出すと0になります。

1 DDSR3 0 R DSR3が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE3ビット（SMR0レジスタのビット7）とDDSRE3ビット

（SMR5レジスタのビット5）が１の場合、MIR3割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

0000XXXX

DCD3 RI3 DSR3 CTS3 DDCD3 TERI3 DDSR3 DCTS3

01234567

RRRRRRRRR/W:
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29.3.6 シリアルマルチプレクスレジスタ5（SMR5）

SMR3 は、 SCIF3のモデム制御を示すレジスタです。SCIF3モジュール自身は、モデム制御出力 (DTR)
に対応していません。本レジスタが、モデム制御出力のシミュレーション機能を備えています。

0 DCTS3 0 R CTS3が0から1（入力信号の立ち下がりエッジ）もしくは1から

0（入力信号の立ち上がりエッジ）に変化した時、１になります。

MSIE3ビット（SMR0レジスタのビット7）とDCTSE3ビット

（SMR5レジスタのビット4）が１の場合、MIR3割り込みが発生

します。

このビットは読み出すと0になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DDCDE3 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE3ビット（SMR0レジ

スタのビット7）が共に１の場合、DDCD3ビット（SMR4レジス

タのビット3）が1になると、MIR3割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

6 TERIE3 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE3ビット（SMR0レジ

スタのビット7）が共に１の場合、TERI3ビット（SMR4レジス

タのビット2）が1になると、MIR3割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

5 DDSRE3 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE3ビット（SMR0レジ

スタのビット7）が共に１の場合、DDSR3ビット（SMR4レジス

タのビット1）が1になると、MIR3割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

4 DCTSE3 0 R/W 割り込み有効ビットです。本ビットとMSIE3ビット（SMR0レジ

スタのビット7）が共に１の場合、DCTS3ビット（SMR4レジス

タのビット0）が1になると、MIR3割り込みが発生します。

0：割り込み無効

1：割り込み有効

3 DO3 0 R/W DO3で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理値

で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

2 RO3 0 R/W RO3で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理値

で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

00000000

DDCD
E3

TERI
E3

DDSR
E3

DCTS
E3

DO3 RO3 ⎯ DTR3

01234567

R/W⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W:
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0 DTR3 0 R/W DTR3で設定した値に応じて、信号を出力します。反転した論理

値で値を設定します。

0：Hレベルを出力

1：Lレベルを出力

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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29.4 動作モード

シリアルマルチプレクスモードはSMR0レジスタのMS2～MS0ビットで13種類のモードを選択するこ

とが出来ます。モード毎にシリアルインタフェース（SCIF0～SCIF4）とポート (COM1、COM2、RAC、
SCIF2、SCIF3)の接続が異なります。

　SCIF2、SCIF3はモデム制御信号、及びモデムステータス信号に対応していません。代わりに二つの

シミュレーション機能があります。

• モデム制御信号出力機能
　シリアルインタフェース又はポートとSMR3、SMR5レジスタのDTRi、DOi、ROiビット（i=2、3）
が接続される場合、モデム制御信号の代わりに出力信号を制御することができます。

• モデムステータス信号モニタ機能
　シリアルインタフェースもしくはポートとSMR2、SMR4レジスタのDCDj、RIj、DSRj、CTSjビッ

ト（j=2、3）が接続される場合、モデムステータス信号（DSR、DCD、RI）をモニタすることがで

きます。シリアルインタフェース端子もしくはポートとSMR1、SMR2、SMR4レジスタのモニタビッ

トが接続されない場合、モニタビットは０になります。

　COM2ポートのCOM2-TXDとSCIF2のSCK2、COM2ポートのCOM2-DCDとSCIF3のSCK3、COM2
　ポートのCOM2-DSRとSCIF4のSCK4は端子を兼用しています。COM2ポートを使用する場合、SCIF2、
　SCIF3、SCIF4はクロック同期式シリアル通信モードを使用することができません。

　シリアルマルチプレクスモード１、３、６とシリアルマルチプレクスモード無効時、SCIF2のCTS2
　とRTS2は端子と接続されますがTXD2とRXD2は端子と接続されませんので、SCIF2を使用すること

　はできません。

29.4.1～29.4.14にシリアルマルチプレクスモード0～6、8～Dの端子接続とシリアルマルチプレクス

モード無効時の端子接続を示します。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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29.4.1 シリアルマルチプレクスモード0

図29.1にシリアルマルチプレクスモード０の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM1ポー
ト、SCIF2をSCIF2ポート、SCIF3をCOM2ポートに接続します。SCIF1はポートに接続されませんので
使用できません。SCIF3ポートとRACポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.1     シリアルマルチプレクスモード0 時の端子接続
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29.4.2 シリアルマルチプレクスモード1

図29.2にシリアルマルチプレクスモード1の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM1ポー

ト、SCIF3をSCIF3ポートに接続します。SCIF1とSCIF2はポートに接続されませんので使用できません。

COMポートとRACポートを接続します。SCIF2ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.2     シリアルマルチプレクスモード1 時の端子接続
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29.4.3 シリアルマルチプレクスモード2

図29.3にシリアルマルチプレクスモード2の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM1ポー

ト、SCIF1をCOM2ポート、SCIF2をSCIF2ポートに接続します。SCIF3はCOM2の入力ポートに接続し

ます。SCIF3ポートとRACポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.3     シリアルマルチプレクスモード2 時の端子接続
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29.4.4 シリアルマルチプレクスモード 3

図29.4にシリアルマルチプレクスモード3の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM1ポー

ト、SCIF1をCOM2ポート、SCIF3をSCIF3ポートに接続します。SCIF2はポートに接続されませんので

使用できません。RACポートはCOM2の入力ポートと接続します。SCIF2ポートはシリアルインタフェー

スと接続しません。

図 29.4     シリアルマルチプレクスモード3 時の端子接続
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29.4.5 シリアルマルチプレクスモード 4

図29.5にシリアルマルチプレクスモード4の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM2ポー

ト、SCIF2をSCIF2ポートに接続します。SCIF1とSCIF3を内部接続し、ポートと接続しません。COM1
ポート、RACポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.5     シリアルマルチプレクスモード4時の端子接続
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29.4.6 シリアルマルチプレクスモード 5

図29.6にシリアルマルチプレクスモード5の端子接続を示します。このモードではSCIF0をRACポー

ト、SCIF2をCOM2ポートに接続します。SCIF1とSCIF3を内部接続し、ポートと接続しません。COM1
ポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.6     シリアルマルチプレクスモード5 時の端子接続
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29.4.7 シリアルマルチプレクスモード 6

図29.7にシリアルマルチプレクスモード6の端子接続を示します。このモードではSCIF0をCOM2ポー

ト、SCIF1をRACポート、SCIF3をSCIF3ポートに接続します。SCIF2はポートに接続されませんので使

用できません。COM1ポート、SCIF2ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.7     シリアルマルチプレクスモード6 時の端子接続
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29.4.8 シリアルマルチプレクスモード 8

図29.8にシリアルマルチプレクスモード8の端子接続を示します。このモードではSCIF0をRACポー

ト、SCIF1 を COM2 ポート、SCIF2 を RAC の入力ポート、SCIF3 を COM2 の入力ポートに接続します。

COM1ポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.8     シリアルマルチプレクスモード8 時の端子接続
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29.4.9 シリアルマルチプレクスモード 9

図29.9にシリアルマルチプレクスモード9の端子接続を示します。このモードではSCIF0をRACポー

ト、SCIF2 を RAC の入力ポートに接続します。SCIF1 と SCIF3 を内部接続し、ポートと接続しません。

COM1ポート、COM2ポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.9     シリアルマルチプレクスモード9 時の端子接続
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29.4.10 シリアルマルチプレクスモード A

図 29.10 にシリアルマルチプレクスモード A の端子接続を示します。このモードでは SCIF1 を COM2
ポート、SCIF2をRACポート、SCIF3をCOM2の入力ポートに接続します。SCIF0はポートに接続されま

せんので使用できません。COM1ポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続

しません。

図 29.10     シリアルマルチプレクスモードA 時の端子接続
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29.4.11 シリアルマルチプレクスモード B

図29.11にシリアルマルチプレクスモードBの端子接続を示します。このモードではSCIF2をRACポー

トに接続します。SCIF0はポートに接続されませんので使用できません。SCIF1とSCIF3は内部接続し、

ポートと接続しません。COM1 ポート、COM2 ポート、SCIF2 ポート、SCIF3 ポートはシリアルインタ

フェースと接続しません。

図 29.11     シリアルマルチプレクスモードB 時の端子接続
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29.4.12 シリアルマルチプレクスモード C

図 29.12 にシリアルマルチプレクスモード C の端子接続を示します。このモードでは SCIF1 を COM2
ポート、SCIF3をCOM2の入力ポートに接続します。SCIF0とSCIF2を内部接続し、ポートと接続しませ

ん。COM1ポート、RACポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.12     シリアルマルチプレクスモードC 時の端子接続
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29.4.13 シリアルマルチプレクスモード D

図29.13にシリアルマルチプレクスモードDの端子接続を示します。このモードではSCIF0とSCIF2を
内部接続、SCIF1 と SCIF3 を内部接続し、ポートと接続しません。COM1 ポート、COM2 ポート、RAC
ポート、SCIF2ポート、SCIF3ポートはシリアルインタフェースと接続しません。

図 29.13     シリアルマルチプレクスモードD 時の端子接続
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29.4.14 シリアルマルチプレクスディスエーブル時の接続

図 29.14 にシリアルマルチプレクス機能無効時の端子接続を示します。シリアルマルチプレクス機能

無効時は SCIF0を RACポート、SCIF1 をCOM2ポート、SCIF3を SCIF3ポートに接続します。SCIF2 は

ポートに接続されませんので使用できません。COM1 ポート、SCIF2 ポートはシリアルインタフェース

と接続しません。

図 29.14     シリアルマルチプレクスディスエーブル時の端子接続
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30. SIM カードモジュール(SIM)
スマートカードインタフェースは、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に対応した IC カード（スマート

カード）インタフェースをサポートしています。

30.1 特長

• 通信機能
調歩式半二重伝送
プロトコル形式T＝0モードとT＝1モードの選択可能

データ長：8ビット

パリティビットの生成及びチェック
キャラクタ保護追加時間を選択可能
1etu当たりの出力クロック数を選択可能

T＝0モードで受信モードにおけるエラーシグナル（パリティエラー）の送出

T＝0モードで送信モードにおけるエラーシグナルの検出とキャラクタの自動再送信

T＝1モードで最小キャラクタ間隔11etu（N＝255）選択可能（etu：Elementary Time Unit）
ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの選択可能
出力クロックをハイ又はローの状態に固定可能

• 内蔵ボーレートジェネレータによる任意のビットレートの選択可能
• 4種類の割り込み要因

送信データエンプティ、受信データフル、送受信エラー、送信完了
• DMA転送

送信データエンプティ DMA転送要求と受信データフルDMA転送要求により、ダイレクトメモリア

クセスコントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。

• T＝0モードで作業待ち時間、T＝1モードでキャラクタ待ち時間を観測可能
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スマートカードインタフェースのブロック図を図30.1 に示します。

図 30.1     スマートカードインタフェース

30.2 入出力端子

スマートカードインタフェースの端子構成を表30.1 に示します。

表30.1 端子構成

注 . 送信及び受信動作を説明するために、送信データ側をTXD と、受信データ側をRXD と記載します。

名称 略称 入出力 機 能

トランスミット／レシーブデータ    SIM_D（注） 入出力 送受信データ入出力

クロック出力 SIM_CLK 出力 クロック出力

スマートカードリセット SIM_RST 出力 スマートカードリセット出力

SIM_CLK

SIM_D

SIM_RST

モジュールデータバス

ボーレート
ジェネレータ

SCSCMR

SCRSR

SCRDR

SCTSR

SCTDR

SCSMR

SCSCR

SCSC2R

SCSSR

SCBRR

SCWAIT

SCGRD

SCSMPL

: スマートカードモードレジスタ
: レシーブシフトレジスタ
: レシーブデータレジスタ
: トランスミットシフトレジスタ
: トランスミットデータレジスタ
: シリアルモードレジスタ
: シリアルコントロールレジスタ

: シリアルコントロール2レジスタ
: シリアルステータスレジスタ
: ビットレートレジスタ
: ウエイトタイムレジスタ
: ガードエクステンションレジスタ
: サンプリングレジスタ

シリアルクロック

ERI

送受信
コント
ロール

TXI

RXI

TEI

送信データエンプティ
受信データフル

割り込み
コントローラ

DMA

コントローラ

SCRDR SCTDR

SCRSR SCTSR

パリティ生成

パリティチェック

SCSMR

SCSCR

SCSSR

SCSCMR

SCSC2R

SCWAIT

SCGRD

SCBRR

SCSMPL

Pck

周辺バス

【記号説明】

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
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30.3 レジスタの説明

SIM カードモジュールのレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態をを表 30.2 に示しま

す。
指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス

タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表30.2 レジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュア
ル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

シリアルモードレジスタ SCSMR R/W H'FE49 0000 8 H'20 H'20 H'20

ビットレートレジスタ SCBRR R/W H'FE49 0002 8 H'07 H'07 H'07

シリアルコントロール
レジスタ

SCSCR R/W H'FE49 0004 8 H'00 H'00 H'00

トランスミットシフト
レジスタ

SCTSR — — — H'FF H'FF H'FF

トランスミットデータ
レジスタ

SCTDR R/W H'FE49 0006 8 H'FF H'FF H'FF

シリアルステータス
レジスタ

SCSSR R/W H'FE49 0008 8 H'84 H'84 H'84

レシーブシフトレジスタ SCRSR — — — H'00 H'00 H'00

レシーブデータレジスタ SCRDR R H'FE49 000A 8 H'00 H'00 H'00

スマートカードモード
レジスタ

SCSCMR R/W H'FE49 000C 8 H'01 H'01 H'01

シリアルコントロール2 
レジスタ

SCSC2R R/W H'FE49 000E 8 H'00 H'00 H'00

ガードエクステンション
レジスタ

SCGRD R/W H'FE49 0012 8 H'00 H'00 H'00

ウェイトタイムレジスタ SCWAIT R/W H'FE49 0010 16 H'0000 H'0000 H'0000

サンプリングレジスタ SCSMPL R/W H'FE49 0014 16 H'0173 H'0173 H'0173
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30.3.1 シリアルモードレジスタ（SCSMR）

SCSMR は、読み出し／書き込み可能な 8 ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの通

信フォーマットの設定を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

4 O/E 0 R/W パリティモード

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、又は奇数パリティの
いずれで行うかを選択します。

0：偶数パリティ（注1）

1：奇数パリティ（注2）

注 . 1. 偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビッ

トと送信キャラクタをあわせて、その中の1 の数の合

計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信
します。受信時には、パリティビットと受信キャラク
タを合わせて、その中の1 の数の合計が偶数であるか

どうかをチェックします。
　 2. 奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビッ

トと送信キャラクタを合わせて、その中の1 の数の合

計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信
します。受信時には、パリティビットと受信キャラク
タを合わせて、その中の1 の数の合計が奇数であるか

どうかをチェックします。

3 ～0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

——

0 1 0 0 0 0 0

————R/W——

—

0

—

7 6 5 4 3 02 1

———O/E —

ビット：

初期値：

R/W：
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30.3.2 ビットレートレジスタ (SCBRR)

SCBRR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタで、送信／受信のビットレートを設定しま

す。

SCBRR の設定値は以下の計算式で求められます。

Pck＝ 周辺クロック周波数 とsck_frequency の単位はMHz です。

30.3.3 シリアルコントロールレジスタ (SCSCR)

SCSCR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの送信

／受信動作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止の選択を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2

1

0

BRR2

BRR1

BRR0

1

1

1

R/W

R/W

R/W

送信／受信のビットレート2～0 を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル

トランスミットデータレジスタ（SCTDR）からトランスミット

シフトレジスタ（SCTSR）へシリアル送信データが転送されシ

リアルステータスレジスタ（SCSSR）のTDRE フラグが1 に
セットされたときに、送信データエンプティ割り込み（TXI）要

求の発生を許可／禁止します。

0：送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止（注）

1：送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を許可

注 . TXI の解除は、TDRE フラグを0 にするか、又はTIE を
0 にすることで行うことができます。

——

0 0 0 0 1 1 1

R/WR/WR/W————

—

0

—

7 6 5 4 3 02 1

BRR[2:0]——

ビット：

初期値：
R/W：

sck_frequency =
Pck

2 ( brr + 1)

TETIE

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RIE

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1

CKE[1:0]TEIE
WAIT 
_IE

RE

ビット：

初期値：
R/W：
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6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル

シリアル受信データがレシーブシフトレジスタ（SCRSR）から

レシーブデータレジスタ（SCRDR）へ転送されてSCSSR の
RDRF フラグが1 にセットされたときの受信データフル割り込み

（RXI）要求、及びパリティエラー、オーバランエラー、エラーシ

グナルステータスによる送受信エラー割り込み（ERI）要求の発

生を許可／禁止します。

0： 受信データフル割り込み（RXI）要求、及び送受信エラー割

り込み（ERI）要求を禁止（注1、2）

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、及び送受信エラー割

り込み（ERI）要求を許可（注2）

注 . 1. RXI、及びERI 割り込み要求の解除は、RDRF フラ

グ、又はPER、ORER、ERS フラグを0 にするか、

RIE ビットを0 にすることで行えます。

　 2. ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求の許可／

禁止は、本レジスタ のWAIT_IE ビットで行えます。

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル

シリアル送信動作を許可／禁止します。

0：送信動作を禁止（注1）

1：送信動作を許可（注2、3）

注 . 1. SCSSR のTDRE フラグは1 に固定されます。

　 2. この状態で、SCTDR に送信データを書き込むと、送

信動作が開始します。なお、TE ビットを1 にセット

する前に必ずシリアルモードレジスタ（SCSMR）、ス

マートカードモードレジスタ（SCSCMR）の設定を

行い、送信フォーマットを決定してください。
　 3. TE ビットを0 にしてもERS フラグは影響を受けず、

状態を保持しますので注意してください。

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル

シリアル受信動作を許可／禁止します。

0：受信動作を禁止（注1）

1：受信動作を許可（注2）

注 . 1. RE ビットを0 にしてもRDRF、PER、ERS、ORER、

WAIT_ER の各フラグは影響を受けず、状態を保持し

ますので注意してください。
　 2. この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受

信を開始します。なお、RE ビットを1 にセットする

前に必ずSCSMR、SCSCMRの設定を行い、受信

フォーマットを決定してください。

3 WAIT_IE 0 R/W ウェイトイネーブル

ウェイトエラーによる割り込み要求を許可／禁止します。

0：ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求を禁止

1：ウェイトエラーによる割り込み（ERI）要求を許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル

送信が終了してTEND フラグが1 にセットされたときの、送信終

了割り込み（TEI）要求の発生を許可／禁止します。

0：送信終了割り込み（TEI）要求を禁止（注）

1：送信終了割り込み（TEI）要求を許可（注）

注 . TEI の解除は、SCSSRのTDREフラグの1を読み出した

後、SCTDRに送信データを書き込んでTEND ビットを

0 にするか、TEIEビットを0 にすることで行うことがで

きます。

1

0

CKE1

CKE0

0

0

R/W

R/W

クロックイネーブル1、0

スマートカードインタフェースのクロックソースの選択、及び
SIM_CLK端子からのクロック出力の許可／禁止を設定します。

00：出力端子としてLレベル出力固定

01：出力端子としてクロック出力

10：出力端子としてHレベル出力固定

11：出力端子としてクロック出力

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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30.3.4 トランスミットシフトレジスタ (SCTSR)

SCTSR は、シリアルデータを送信するためのシフトレジスタです。

スマートカードインタフェースは、トランスミットデータレジスタ（SCTDR）から送信データをいっ

たん SCTSR に転送し、LSB 又は MSB から順に SIM_TXD 端子に送り出すことでシリアルデータ送信を

行います。
1 バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCTDR から SCTSR へ次の送信データを転送し、送信を

開始します。シリアルステータスレジスタ（SCSSR）のTDRE フラグが1 にセットされている場合には、

SCTDR からSCTSRへのデータ転送を行いません。

SH-4A  やDMAC から、直接SCTSR の読み出し／書き込みをすることはできません。

30.3.5 トランスミットデータレジスタ (SCTDR)

SCTDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタで、シリアル送信するデータを格納します。

スマートカードインタフェースは、トランスミットシフトレジスタ（SCTSR）が空であることを検出

すると、SCTDR に書き込まれた送信データをSCTSR に転送してシリアル送信を開始します。SCTSR の
シリアルデータ送信中にSCTDR に次の送信データを書き込んでおくと、連続シリアル送信ができます。

30.3.6 シリアルステータスレジスタ (SCSSR)

SCSSR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタで、スマートカードインタフェースの動作

状態を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 — H’FF — スマートカードインタフェース

SH-4A やDMAC から、直接SCTSR の読み出し／書き込みをする

ことはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 0 SCTD7 ～ 
SCTD0

H’FF R/W トランスミットデータ

シリアル送信するデータを格納

1 1 1 1 1 1 1

———————

1

—

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

SCTD[7:0]

1 1 1 1 1 1 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

1

R/W

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

ORERTDRE

1 0 0 0 1 0 0

—R/WRR/WR/WR/WR/W

RDRF

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1

WAIT 
_ER

TENDPERERS —

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 TDRE 1 R/W トランスミットデータレジスタエンプティ

トランスミットデータレジスタ（SCTDR）からトランスミット

シフトレジスタ（SCTSR）にデータ転送が行われSCTDR に次の

シリアル送信データを書き込むことが可能になったことを示しま
す。

0：SCTDR に有効な送信データが書き込まれていることを表示

【クリア条件】

•  TE ビット（SCSCR レジスタのビット5）が1 のときに

SCTDR へデータを書き込んだとき

•  TDRE に0 を書き込んだとき

1：SCTDR に有効な送信データがないことを表示

【セット条件】

•  リセット時

•  TE ビット（SCSCR レジスタのビット5）が0 のとき

•  SCTDR からSCTSR にデータ転送が行われSCTDR にデータ

の書き込みが可能になったとき

6 RDRF 0 R/W レシーブデータレジスタフル

受信したデータがレシーブデータレジスタ（SCRDR）に格納さ

れていることを示します。

0：SCRDR に有効な受信データが格納されていないことを表示

【クリア条件】

•  リセット時

•  SCRDRのデータを読み出したとき

•  RDRF に0 を書き込んだとき

1：SCRDR に有効な受信データが格納されていることを表示

【セット条件】

シリアル受信が正常終了し、SCRSR からSCRDR へ受信デー

タが転送されたとき

注 . T＝0 モードでは、受信時パリティエラーを検出したと

き、SCRDRの内容とRDRF フラグは影響を受けず以前

の状態を保持します。一方、T＝1 モードでは、受信時

パリティエラーを検出したとき受信データがSCRDR に
転送されRDRF フラグは1 にセットされます。なお、T
＝0 とT1 の両モードともに、シリアルコントロールレジ

スタ（SCSCR）のRE ビットを0 にしても、SCRDR の
内容とRDRF フラグは影響を受けず以前の状態を保持し

ます。
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5 ORER 0 R/W オーバランエラー

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示しま
す。

0：受信中、又は正常に受信を完了したことを表示（注1）

【クリア条件】

•  リセット時

•  ORER に0 を書き込んだとき

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示（注2）

【セット条件】

RDRF＝1 の状態で次のシリアル受信を完了したとき

注 . 1. RE ビット（SCSCR レジスタのビット4）を0 にした

ときには、ORER フラグは影響を受けず以前の状態を

保持します。
　 2. SCRDR ではオーバランエラーが発生する前の受信

データが失われ、オーバランエラー発生時に受信した
データを保持します。さらに、ORER＝1 にセットさ

れた状態で、以降のシリアル受信を続けることはでき
ません。

4 ERS 0 R/W エラーシグナルステータス

このフラグは送信時に受信側から送り返されるエラーシグナルの
ステータスを示します。T＝1 モードのときはセットされません。

0：受信側からパリティエラーの検出を示すエラーシグナルが

送出されなかったことを表示

【クリア条件】

•  リセット時

•  ERS に0 を書き込んだとき

1：受信側からパリティエラーの検出を示すエラーシグナルが送

出されたことを表示

【セット条件】

エラーシグナルをサンプリングしたとき

注 . TE ビット（SCSCR レジスタのビット5）を0 にして

も、ERS フラグは影響を受けず以前の状態を保持しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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3 PER 0 R/W パリティエラー

受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを示しま
す。

0：受信中、又は正常に受信を完了したことを表示（注1）

【クリア条件】

•  リセット時

•  PER に0 を書き込んだとき

1：受信時にパリティエラーが発生したことを表示（注2）

【セット条件】

受信時の受信データとパリティビットを合わせた論理1 の数

が、シリアルモードレジスタ（SCSMR）のO/E ビットで指定

した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

注 . 1.RE ビット（SCSCR レジスタのビット4）を0 にした

ときには、PER フラグは影響を受けず以前の状態を

保持します。
　 2. T＝0 モードでは、パリティエラーが発生したときの

受信データはSCRDR に転送されず、RDRF フラグは

セットされません。一方、T＝1 モードでは、パリ

ティエラーが発生したときの受信データはSCRDR に
転送され、RDRF フラグはセットされます。パリティ

エラーが発生したときは、次のパリティビットのサン
プリングタイミングまでに、PER フラグを0 にしてく

ださい。

2 TEND 1 R トランスミットエンド

送信を終了したことを示します。

TEND フラグは読み出し専用ですので、書き込むことはできませ

ん。

0：送信中であることを表示

【クリア条件】

SCTDR からSCTSR に送信データが転送され、シリアル送信

が開始したとき

1：送信を終了したことを表示

【セット条件】

•  リセット時

•  1 バイトのシリアルキャラクタ及びパリティビット送信後に

ERS＝0（正常送信）のとき

注 . TEND フラグはキャラクタ保護時間が終了する1etu 前
にセットされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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1 WAIT_ER 0 R/W ウェイトエラー

このフラグはウェイトタイマのエラーステータスを示します。

0：2 つの連続するキャラクタの先端間隔が、SCWAIT で設定し

たetu を超過していないことを表示

【クリア条件】

•  リセット時

•  WAIT_ER に0 を書き込んだとき

1：2 つの連続するキャラクタの先端間隔が、SCWAIT で設定し

たetu を超過していることを表示

【セット条件】

•  T＝0 モードの場合、受信するキャラクタとその直前に送信

又は受信したキャラクタの先端間隔が（60×SCWAIT の値：作

業待ち時間）etu を超過したとき

•  T＝1 モードの場合、2 つの連続する受信キャラクタの先端間

隔が（SCWAIT の値：キャラクタ保護時間）etu を超過したと

き
注 . 1. RE ビット（SCSCR レジスタのビット4）を0 にして

も、WAIT_ER フラグは影響を受けず以前の状態を保

持します。
　 2. T＝0 の場合は、RE ビットを0 から1 にセットしたと

きにWAIT_ER フラグのセット条件が満たされても

WAIT_ER フラグはセットされない場合がありますの

でご注意ください。このとき、RE ビットを1 にセッ

トした後、最後の送信又は受信から60×（SCWAIT＋

n）etu（n は0 以上の整数：RE ビットを1 にセットす

るタイミングに依存）後にWAIT_ER フラグがセット

されます。ただし、RE ビットを1 にセットした後

60etu 以内にキャラクタを受信した場合、WAIT_ER 
フラグはセットされないことがあります。

　 3. T＝0 の場合は、最後の送信又は受信から60×
（SCWAIT＋n）etu 後にWAIT_ER フラグをセットし

たくない場合は、スマートカードモードレジスタ
（SCSCMR）のプロトコルビット（PB）にて、T＝0 
からT＝1 に設定し、再びT＝0 に戻してください。

また、T＝1 の場合は、最後の受信から、（SCWAIT）
etu 後にWAIT_ER フラグをセットしたくない場合は、

スマートカードモードレジスタ（SCSCMR）のプロ

トコルビット（PB）にてT＝1 からT＝0 に設定し、

再びT＝1 に戻してください。

0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 30.  SIM カードモジュール (SIM)

 Page 30-13

30.3.7 レシーブシフトレジスタ (SCRSR)

SCRSR は、シリアルデータを受信するためのレジスタです。

スマートカードインタフェースは、SCRSR にSIM_RXD 端子から入力されたシリアルデータをLSB 又
はMSBから受信した順にセットし、パラレルデータに変換します。1 バイトのデータ受信を終了すると、

データは自動的に SCRDR へ転送されます。SH-4A や DMAC から直接 SCRSR の読み出し／書き込みを

することはできません。

30.3.8 レシーブデータレジスタ (SCRDR)

SCRDR は、読み出し専用の8 ビットのレジスタで、受信したシリアルデータを格納します。

スマートカードインタフェースは、1 バイトのシリアルデータの受信が終了すると、レシーブシフト

レジスタ（SCRSR）からSCRDR へ受信したシリアルデータを転送して格納し、受信動作を完了します。

この後、SCRSRは受信可能になります。このように、SCRSR とSCRDR はダブルバッファになっている

ため連続した受信動作が可能です。SCRDR はSH-4A やDMAC から書き込むことはできません。 

30.3.9 スマートカードモードレジスタ (SCSCMR)

SCSCMR は、スマートカードインタフェースの機能の選択を行う8 ビットの読み出し／書き込み可能

なレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 — 0 — スマートカードインタフェース

SH-4A やDMAC から直接SCRSR の読み出し／書き込みをする

ことはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 SCRD7～ 
SCRD0

H’00 R レシーブデータ

受信したシリアルデータを格納

0 0 0 0 0 0 0

———————

0

—

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

SCRD[7:0]

0 0 0 0 0 0 0

RRRRRRR

0

R

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

PB—

0 0 0 0 0 0 1

R/WR/WR/WR/W—R/W—

LCB

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1

RSTSINVSDIR— SMIF

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 LCB 0 R/W ラストキャラクタ

このビットが1 に設定されるとキャラクタ保護時間は2etu にな

り、ガードエクステンションレジスタの設定は無効になります。

0：キャラクタ保護時間はガードレジスタの値によって決まり

ます

1：キャラクタ保護時間は2etu になリます

5 PB 0 R/W プロトコル

プロトコル形式T＝0 又はT＝1 を選択します。

0：スマートカードインタフェースはT＝0 プロトコルで動作

1：スマートカードインタフェースはT＝1 プロトコルで動作

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 SDIR 0 R/W スマートカードデータトランスファディレクション

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。

0：SCTDR の内容をLSB ファーストで送信

受信データをLSB ファーストとしてSCRDR に格納

1：SCTDR の内容をMSB ファーストで送信

受信データをMSB ファーストとしてSCRDR に格納

2 SINV 0 R/W スマートカードデータインバート

データのロジックレベルの反転を指定します。ビット3 の機能を

組み合わせインバースコンベンションカードとの送受信に使用し
ます。SINV は、パリティビットの値には影響しません。

0：SCTDR の内容をそのまま送信

受信データをそのままSCRDR に格納

1：SCTDR の内容を反転してデータを送信

受信データを反転してSCRDR に格納

1 RST 0 R/W スマートカードリセット

スマートカードインタフェースのSIM_RST 端子の出力を制御し

ます。

0：スマートカードインタフェースのSIM_RST 端子はLレベル

を出力

1：スマートカードインタフェースのSIM_RST 端子はHレベル

を出力

0 SMIF 1 R/W スマートカードインタフェースモードセレクト

このビットは常に1 が読み出されます。書き込む値も常に1 にし

てください。
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30.3.10 シリアルコントロール2 レジスタ (SCSC2R)

SCSC2R は、読み出し／書き込み可能な 8 ビットのレジスタで、受信データフル割り込み（RXI）要

求の許可／禁止の選択を行います。

30.3.11 ガードエクステンションレジスタ (SCGRD)

SCGRD は 8 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。キャラクタ保護追加時間を設定しま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 EIO 0 R/W エラー割り込みオンリー

EIO ビットが1 のとき、RIE ビット（SCSCRレジスタのビット

6）が1 にセットされていても、SH-4A へ受信データフル割り込

み（RXI）を要求しません。この設定でDMAC を使用した場合、

SH-4A はERI 要求のみを処理します。

受信データフル割り込み（RXI）要求はRIE ビットの設定によっ

て決まります。

6 ～ 0 — 0 — リザ－ブビット

読み出すと常に0 が読み出されます。書き込む値も常に0 にして

ください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 0 SCGRD7 
～ SCGRD0

H’00 R/W ガードエクステンション

スマートカードへ送信されたキャラクタのうち、キャラクタ保護
追加時間を示します。2 つの連続したキャラクタ先端間の間隔

は、このレジスタの値がH'00 のとき12 etu（追加なし）を示し 
H'01 のとき13 etu、…、H'FEのとき266 etu になります。また、

このレジスタの値がH'FF の場合2 つの連続したキャラクタ先端

間の間隔は、T＝1 モードで11etu 、T＝0 モードでは12etu にな

ります。

—EIO

0 0 0 0 0 0 0

——————R/W

—

0

—

7 6 5 4 3 02 1

———— —

ビット：

初期値：
R/W：

SCGRD[7:0]

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：
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30.3.12 ウェイトタイムレジスタ (SCWAIT)

SCWAIT は16 ビットの読み出し／書き込みが可能なレジスタです。2 つの連続したキャラクタの先端

間隔が、設定した値（単位：etu）を超過するとウェイトタイムエラーを発生します。

30.3.13 サンプリングレジスタ (SCSMPL)

SCSMPL は16 ビットで読み出し／書き込み可能なレジスタです。1etu あたりのシリアルクロックサイ

クル数を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～0 SCWAIT15
～ SCWAI T0

H’0000 R/W ウェイトタイムレジスタ

• T＝0 モードでは、このレジスタは作業待ち時間を設定できま

す。受信するキャラクタと、その直前に送信又は受信した
キャラクタの先端間隔が（60×このレジスタで設定する値）

etu を超過したらWAIT_ER フラグが1 にセットされます。但

し、SCWAIT＝H'0000 を設定した場合60etu後にWAIT_ER 
フラグがセットされます。

• T＝1 モードでは、このレジスタはキャラクタ待ち時間を設定

できます。受信する２つの連続したキャラクタの先端間隔が、
（このレジスタで設定する値）etu を超過したらWAIT_ER フ
ラグが1 にセットされます。ただし、SCWAIT＝H'0000～
H'0002 を設定した場合、RE ビットを1 に設定した直後は

キャラクタ受信を待たずに1etu 以内に、その後はキャラクタ

の先端受信から1etu 後にWAIT_ER フラグがセットされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 0 SCSMPL10
～ SCSMPL0

H'173 R/W 1etu あたりのシリアルクロックサイクル数設定値

1etu あたりのシリアルクロックサイクル数は（SCSMPL の値＋

1）です。SCSMPL に書き込む値は、必ずH'0007 以上にしてく

ださい。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCWAIT[15:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 1

— — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — SCSMPL[10:0]
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30.4 動作説明

30.4.1 概要

スマートカードインタフェースの主な機能は次のとおりです。

• フレームは、8ビットデータとパリティビットで構成されます。

•  送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで、SCGRD、及び SCSCMRのLCBビッ

ト、PBビットで設定したキャラクタ保護時間をおきます。

•  T＝ 0モードの受信時にパリティエラーを検出した場合、スタートビットから 10.5etu経過後エラー

シグナルとしてLレベルを1etu期間出力します。

•  T＝0モードの送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデー

タを送信します。
•  調歩同期式通信機能のみサポートし、クロック同期式通信機能はありません。

30.4.2 データフォーマット

図 30.2 にスマートカードインタフェースのデータフォーマットを示します。スマートカードインタ

フェースは受信時に1 フレームごとにパリティチェックを行います。

T ＝ 0 モードで受信時にパリティエラーが検出された場合、送信側に対してエラーシグナルを送り返

し、データの再送信要求をします。送信時はエラーシグナルをサンプリングすると同じデータを再送信
します。

T ＝ 1 モードで受信時にパリティエラーが検出された場合、エラーシグナルを送り返しません。送信

時はエラーシグナルのサンプリングとデータの再送信を行いません。

図 30.2     スマートカードインタフェースのデータフォーマット

Ds  D0   D1 D2  D3  D4  D5 D6  D7 Dp 

  

Ds

  D1  D2  D3  D4  D5  D6  D7  Dp  

  

Ds  D0   DE   

Ds D0  D1   D2   D3   D4   D5   D6   D7   Dp   

  

   

Ds 

パリティエラーが発生しなかった場合

T＝0モードでパリティエラーが発生した場合

T＝1モードでパリティエラーが発生した場合

送信局の出力

送信局の出力

送信局の出力

受信局の出力

Ds：スタートビット、D0～D7：データビット、Dp：パリティビット、DE：エラーシグナル
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動作シーケンスは次のようになっています。

①データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりHレベルに固定

されます。

②送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds：Lレ

ベル）から開始します。この後に、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビット（Dp）が

続きます。

③スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。データ

線はプルアップ抵抗によりHレベルになります。

④受信側は、パリティチェックを行います。

パリティエラーがなく正常に受信した場合、そのまま次のデータ受信を待ちます。

一方、パリティエラーが発生した場合は、T＝0モードのとき、エラーシグナル（DE：Lレベル）を

出力し、データの再送信を要求します。受信局は、規定の期間エラーシグナルを出力した後、再び

信号線をハイインピーダンスにします。信号線はプルアップ抵抗によりHレベルに戻ります。T＝1

モードのときは、パリティエラーが発生してもエラーシグナルを出力しません。

⑤送信側は、エラーシグナルを受信しなかった場合、次のフレームのデータ送信に移ります。

一方、T＝0モードでエラーシグナルを受信した場合は、エラーとなったデータを②に戻り再送信し

ます。

T＝1モードではエラーシグナルの受信、及び再送信をしません。

30.4.3 レジスタ設定

スマートカードインタフェースで使用するレジスタのビットマップを表30.3に示します。

0 又は 1 が表示されているビットは、必ず表示されている値を設定してください。以下にそれ以外の

ビットの設定方法について説明します。

表30.3 スマートカードインタフェースでのレジスタ設定

レジスタ
ビット

ビット 7 ビット6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット1 ビット 0

SCSMR 0 0 1 O/E 0 0 0 0

SCBRR 0 0 0 0 0 BRR2 BRR1 BRR0

SCSCR TIE RIE TE RE WAIT_IE TEIE CKE1 CKE0

SCTDR SCTD7 SCTD6 SCTD5 SCTD4 SCTD3 SCTD2 SCTD1 SCTD0

SCSSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND WAIT_ER 0

SCRDR SCRD7 SCRD6 SCRD5 SCRD4 SCRD3 SCRD2 SCRD1 SCRD0

SCSCMR 0 LCB PB 0 SDIR SINV RST 1

SCSC2R EIO 0 0 0 0 0 0 0

SCWAIT SCWAIT15 ～ SCWAIT0

SCGRD SCGRD7～ SCGRD0

SCSMPL SCSMPL10～ SCSMPL0、ビット11 ～15は0
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• シリアルモードレジスタ（SCSMR）の設定

O/Eビットは ICカードがダイレクトコンベンション時は0を設定し、インバースコンベンション時は

1を設定します。

• ビットレートレジスタ（SCBRR）の設定

ビットレートを設定します。設定値の算出方法は「30.4.4 クロック」を参照してください。

• シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の設定

TIE、RIE、TEIE、WAIT_IEビットで各種割り込みの許可／禁止を選択します。

TE、REビットのどちらかを1にセットすることで、送信／受信を選択します。

CKE1、CKE0 ビットはクロック出力状態を選択します。詳細は「30.4.4 クロック」を参照してくだ

さい。
• スマートカードモードレジスタ（SCSCMR）の設定

SDIRビット及びSINVビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時はどちらも0を設定し、イ

ンバースコンベンション時はどちらも1を設定します。

SMIFビットは必ず1を書き込みます。

以下に2種類の ICカード（ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイプ）に

対するレジスタ設定値と開始キャラクタでの波形例を図30.3に示します。

ダイレクトコンベンションタイプでは、論理1レベルを状態Zに、論理0レベルを状態Aに対応付け、

LSBファーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータはH'3Bとなります。パリティ

ビットは、スマートカードの規程により偶数パリティで1となります。

インバースコンベンションタイプでは、論理1レベルを状態Aに、論理0レベルを状態Zに対応付け、

MSBファーストで送受信する方式です。図30.3の開始キャラクタのデータはH'3Fとなります。パリ

ティビットは、スマートカードの規程により偶数パリティで論理0となり、状態Zが対応します。

なお、SINVビットによる反転はデータビットD7～D0のみとなっています。パリティビットの反転の

ためにSCSMRのO/Eビットを奇数パリティモードに設定します。送信、受信とも同様です。

図 30.3     開始キャラクタの波形例

30.4.4 クロック

スマートカードインタフェースにおける送受信クロックは内蔵ボーレートジェネレータの生成した
内部クロックのみ使用できます。このとき、ビットレートはビットレートレジスタ（SCBRR）とサンプ

リングレジスタ（SCSMPL）で設定され、以下に示す計算式になります。ビットレートの例を表30.4 に
示します。
このときCKE0＝1 でクロック出力を選択するとSIM_CLK 端子からはビットレートを（SCSMPL＋1）

倍した周波数のクロックが出力されます。

Ds  D0 D1  D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp    

Ds D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 Dp

A Z Z A Z Z A A ZZ

A Z Z A A A A A ZA(Z)

(Z) (Z)

(Z)

状態

状態

(a) ダイレクトコンベンション (SDIR=SINV=O/E=0)

 (b) インバースコンベンション (SDIR=SINV=O/E=1)
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B = Pck  106 /{(S+1)  2 (N+1)} 
 

B = ビットレート（bits/秒）

Pck = 周辺モジュール用動作周波数

S = SCSMPL 設定値 (0  S  2047)
N = SCBRR 設定値 (0  N  7).

表30.4 SCBRR の設定に対するビットレート（bits/秒）の例 (Pck = 48 MHz、 SCSMPL = 356)

注 . ビットレートは小数点以下を四捨五入した数値です。

30.4.5 データの送信／受信動作

(1) 初期化
データの送受信の前に、以下の手順でスマートカードインタフェースを初期化してください。送信

モードから受信モードへの切り替え、受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要
です。初期化のフロー例を図30.4 に示します。以下の①～⑦は、図30.4 に対応します。

① シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE、REビットを0にします。

② シリアルステータスレジスタ（SCSSR）のエラーフラグPER、ORER、ERS、WAIT_ERを0にして

ください。

③ シリアルモードレジスタ（SCSMR）のパリティビット（O/Eビット）を設定してください。

④ スマートカードモードレジスタ（SCSCMR）の LCB、PB、SMIF、SDIR、SINV ビットを設定して

ください。

⑤ ビットレートに対応する値をビットレートレジスタ（SCBRR）に設定します。

⑥ シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のクロックソースの選択ビット（CKE1、CKE0ビット）

を設定してください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、TEIE、WAIT_IEビットは、0に設定してください。

CKE0ビットを1にセットした場合は、SIM_CLK端子からクロック出力されます。

⑦ 少なくとも、1etu期間待ってから、SCSCRのTIE、RIE、TE、RE、TEIE、WAIT_IEビットを設定し

てください。自己診断以外はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。

SCBRR 設定値 SCK周波数 (MHz) ビットレート（bits/秒）

7 3 8403

6 3.429 9603

5 4 11204

4 4.8 13445

3 6 16806

2 8 22308

1 12 33613

0 24 67226
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図 30.4     初期化のフロー例

(2) シリアルデータ送信
スマートカードモードにおけるデータ送信ではエラーシグナルのサンプリングと再送信処理があり

ます。送信処理フローの例を図30.5 に示します。以下の①～⑥は、図30.5 の①～⑥に対応します。

① 「(1) 初期化」の手順に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。

② SCSSRのエラーフラグERSビットが0にされていることを確認してください。

③ SCSSRのTDREフラグが1にセットされていることが確認できるまで、②、③を繰り返してください。

④ SCTDRに送信データを書き込んで、送信動作を行います。このとき、TDREフラグは自動的に0に

クリアされます。スタートビットの送信が開始されると TEND フラグは自動的に 0 にクリアされ、

TDREフラグは自動的に1にセットされます。

⑤ 連続してデータを送信する場合は、②に戻ってください。

⑥ 送信を終了する場合は、TEビットを0にします。

以上の一連の処理は、割り込み処理が可能です。
TIE ビット（SCSCR レジスタのビット 7）を 1 にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき、送

信が開始し TDRE フラグが 1 にセットされると、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。RIE ビット（SCSCRレジスタのビット6）を1 にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき、

送信時にエラーが発生し、ERS フラグが 1 にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発

生します。
詳細は「(5) 割り込み動作」を参照してください。

Yes

No

Wait

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCSSRのERS、PER、ORER、
WAIT_ERフラグを0にクリア

SCSMRのO/Eビットにパリティを設定

SCSCMRのLCB、PB、SMIF、SDIR

SINVビットを設定

SCBRRを設定

SCSCRのCKE1、CKE0ビットにクロック
を設定。TIE、RIE、TE、RE、TEIE、
WAIT_IEフラグを0にクリア

 1ビット期間経過？

SCSCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定

終了

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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図 30.5     送信処理フローの例

Yes

No

No

Yes

Yes

No

Yes

No

No

Yes

初期化

送信開始

ERS=0?

異常処理

TDRE=1?

SCTDRに送信データ書き込み

全データ送信？

ERS=0?

異常処理

TEND=1?

TDRE=1?

SCSCRのTEビットを0にクリア

送信終了

①

②

③

④

⑤

⑥
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(3) シリアルデータ受信
スマートカードモードのデータ受信処理フローの例を図30.6 に示します。以下の①～⑥は、図30.6 の

①～⑥に対応します。

① スマートカードインタフェースを「(1) 初期化」に従い初期化します。

② SCSSRのPER、ORER、WAIT_ERフラグが0であることを確認してください。どちらかのフラグが

セットされている場合は、所定の受信異常処理を行った後、PER、ORER、WAIT_ER フラグを 0 に

してください。

③ RDRFフラグが1であることを確認できるまで②、③を繰り返してください。

④ SCRDRから受信データを読み出してください。

⑤ 継続してデータを受信する場合は、②に戻ってください。

⑥ 受信を終了する場合は、REビットを0にします。

以上の一連の処理は、割り込み処理が可能です。
RIE ビットを 1、EIO ビットを 0 にセットしておいたとき RDRF フラグが 1 にセットされると、受信

データフル割り込み（RXI）要求が発生します。また、RIE ビット（SCSCRレジスタのビット6）を1 に
セットし受信時にエラーが発生し、ORER、PER、WAIT_ER フラグのいずれかが 1 にセットされると、

送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。

詳細は「(5) 割り込み動作」を参照してください。

なお、受信時にパリティエラーが発生し PER が 1 にセットされた場合、T＝ 0 では受信したデータは

SCRDR に転送されませんのでこのデータを読み出すことはできません。T ＝ 1 では受信したデータは

SCRDR に転送されますので、このデータを読み出すことができます。

図 30.6     受信処理フローの例

Yes

No

No

Yes

Yes

No

初期化

受信開始

PER=0かつORER=0

かつWAIT_ER=0か？

異常処理

RDRF=1?

SCRDRから受信データ読み出し

全データ受信？

SCSCRのREビットを0にクリア

受信終了

①

②

③

④

⑤

⑥
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(4) モード切り替え動作
受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化か

ら開始し、RE＝0、TE＝1 に設定してください。受信動作の完了はRDRF フラグで確認できます。

送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、初期化か
ら開始し、TE＝0、RE＝1 に設定してください。送信動作の完了はTDRE、TEND フラグで確認できます。

(5) 割り込み動作
スマートカードインタフェースでは、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求、送受信エラー割

り込み（ERI）要求、受信データフル割り込み（RXI）要求、送信終了割り込み（TEI）要求の 4 種類の

割り込み要因があります。
• SCSSR のTDRE フラグが1 にセットされると、TXI 要求が発生します。

• SCSSR のRDRF フラグが1 にセットされると、RXI 要求が発生します。

• SCSSR のERS､ORER､PER､WAIT_ER フラグが1 にセットされると、ERI 要求が発生します。

• SCSSR のTEND フラグがセットされると、TEI 要求が発生します。

表30.5 にスマートカードインタフェースの割り込み要因を示します。各割り込み要求はSCSCR のTIE、
RIE、TEIE、WAIT_IE 及びSCSC2R のEIO ビットで許可又は禁止できます。また、各割り込み要求はそ

れぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。

表30.5 スマートカードインタフェース割り込み要因

動作状態 フラグ マスクビット 割り込み要因

送信モード 正常動作 TDRE TIE TXI

TEND TEIE TEI

エラー ERS RIE ERI

受信モード 正常動作 RDRF RIE、 EIO RXI

エラー ORER、 PER RIE ERI

WAIT_ER WAIT_IE ERI
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(6) DMAC によるデータ転送動作

スマートカードインタフェースは、DMAC を使って送受信を行うことができます。

送信動作では、SCSSR のTDRE フラグが1 にセットされると、送信データエンプティー DMA 転送要

求が発生します。あらかじめDMAC の起動要因に送信データエンプティーDMA 転送要求を設定してお

けば、送信データエンプティーDMA 転送要求によりDMAC を起動してデータ転送を行うことができま

す。
T＝0 モードのとき、送信時にエラーシグナルを受信した場合、自動的に同じデータを再送信します。

この再送信のときDMA 転送要求は発生しませんのでDMAC に指定したバイト数の送信ができます。

DMAC で送信データ処理を行い、SH-4A への割り込み要求でエラー処理を行う場合、TIE ビット

（SCSCRレジスタのビット7）を0 にセットしTXI 要求が発生しないようにして、RIE ビット（SCSCRレ

ジスタのビット6）を1 にセットしてERI 要求が発生するようにしてください。エラーシグナルを受信し

たときにセットされるERS フラグは、自動的にクリアされませんのでSH-4A への割り込み要求でクリア

してください。
受信動作では、SCSSR のRDRF フラグが1 にセットされると受信データフルDMA 転送要求が発生し

ます。あらかじめDMAC の起動要因に受信データフルDMA 転送要求を設定しておけば、受信データフ

ルDMA 転送要求によりDMAC を起動してデータ転送を行うことができます。

T ＝ 0 モードのとき、受信時にパリティエラーが発生した場合データの再送信要求をします。このと

きRDRF フラグはセットされずDMA 転送要求は発生しませんのでDMAC に指定したバイト数の受信が

できます。
DMAC で受信データ処理を行い、SH-4A への割り込み要求でエラー処理を行う場合、RIE ビットを1、

EIO ビット（SCSC2Rレジスタのビット7）を1 にセットして、RXI 要求が発生せずERI 要求のみ発生す

るように設定してください。
受信エラーによりセットされるPER、ORER、WAIT_ER フラグは自動的にクリアされませんのでSH-

4A への割り込み要求でクリアしてください。

なお、DMAC を使って送受信を行う場合は、必ず先に DMAC を設定し、イネーブル状態にしてから

スマートカードインタフェースの設定を行ってください。
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30.5 使用上の注意事項

スマートカードインタフェースを使用する際は、以下のことに注意してください。

(1) 受信データタイミングと受信マージン
SCSMPL レジスタが初期値の場合、スマートカードインタフェースは転送レートの372 倍の周波数の

基本クロックで動作しています。
受信時にスマートカードインタフェースは、スタートビットの立ち下がりをシリアルクロックでサン

プリングして、内部を同期化します。また、受信データをシリアルクロックの 186 クロック目の立ち上

がりエッジで内部に取り込みます。これを図30.7 に示します。

図 30.7     スマートカードモード時の受信データサンプリングタイミング

したがって、受信マージンは、次の式のように表すことができます。
スマートカードモード時の受信マージン式

M: 受信マージン（％）

N: クロックに対するビットレートの比 (N ＝372)
D: クロックデューティ (D ＝0 ～ 1.0)
L: フレーム長 (L ＝ 10)
F: クロック周波数の偏差の絶対値

上式で、F＝0、D＝0.5 とすると、受信マージン式は次のようになります。

D＝0.5、F＝0 のとき、

M ＝ (0.5  1/2  372)  100%
　＝49.866%

(2) 再転送動作
スマートカードインタフェースがそれぞれ受信モードの場合と、送信モードの場合の再転送動作を、

次に示します。
• スマートカードインタフェースが受信モードの場合の再転送動作（T＝0）
スマートカードインタフェースが受信モードの場合の再転送動作を図30.8 に示します。図30.8 の（1）
～（5）は、以下の動作に対応します。

0 0185 185371 0371

D0 D1

372クロック

186 クロック

基本クロック

受信データ スタート
ビット

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

(RXD)

M = ( 0.5 −
2N N

1
) − −

D − 0.5
( L − 0.5 ) F ( L + F )  × 100%
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1. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されると、PERビット（SCSSRレジス

タのビット 3）が自動的に 1にセットされます。このとき、RIE ビット（SCSCRレジスタのビット

6）がイネーブルになっていれば、ERI 要求が発生します。次のパリティビットのサンプリングタ

イミングまでに、PERビットを0にしてください。

2. パリティエラーが発生したフレームでは、RDRFビット（SCSSRレジスタのビット 6）はセットさ

れません。

3. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、PERビットはセット

されません。

4. 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、正常に受信動作が完

了したと判断して、RDRFビットが自動的に1にセットされます。このときRIEビットが1、EIOビッ

トが0になっていれば、RXI要求が発生します。

5. 正常なフレームを受信した場合、エラーシグナルを送信するタイミングで端子はハイインピーダン

ス状態を保持します。

図 30.8     スマートカードインタフェース受信モードの場合の再転送動作

• スマートカードインタフェースが送信モードの場合の再転送動作（T＝0）
スマートカードインタフェースが送信モードの場合の再転送動作を図30.9 に示します。図30.9 の（1）
～（4）は、以下の動作に対応します。

1. 1フレーム分の送信を完了した後、受信側からエラーシグナルが返されると、ERSビット（SCSSR

レジスタのビット 4）が 1にセットされます。このとき、RIEビット（SCSCRレジスタのビット 6）

が許可になっていれば、ERI要求が発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングま

でに、SCSSRのERSビットを0にしてください。

2. T＝ 0モードのとき異常を示すエラーシグナルを受信したフレームでは、SCSSRのTENDビットは

セットされません。

3. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、ERSビット（SCSSRレジスタのビット2）はセッ

トされません。

4. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、再転送を含む1フレームの送信が完了したと判

断して、TENDビットが1にセットされます。このときTIEビット（SCSCRレジスタのビット7）が

イネーブルになっていれば、TEI割り込み要求を発生します。

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4Ds

RDRF

DE

PER

(DE)

n 番目の転送フレーム 再転送フレーム n+1番目の転送フレーム

(1)

(2) (4)

(3)

(5)
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図 30.9     スマートカードインタフェース送信モードの場合の再転送動作スタンバイモード
（クロックストップ）

(3) スタンバイモードの切り替え
スマートカードインタフェースモードとスタンバイモード間でモード切り替えを行う際、クロック

デューティを保持するため、下記の切り替え手順で処理してください。切り替え手順を図 30.10 に示し

ます。図30.10 の（1）～（7）は、以下の操作に対応します。

•  スマートカードインタフェースモードからスタンバイモードに遷移するとき

1. シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットとREビットに0を書き込み、送信／受信動

作を停止させます。同時に、CKE1ビットをスタンバイモード時の出力固定状態の値に設定します。

2. CKE0ビット（SCSCRのビット0）に0を書き込み、クロックを停止させます。

3. シリアルクロックの1クロック周期の間待ちます。この間に、デューティを守って、指定のレベル

でクロック出力は固定されます。

4. スタンバイ状態に遷移させます。

•  スタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき

1. スタンバイ状態を解除します。

2. CKE1ビット（SCSCRのビット1）をスタンバイ開始時の出力固定状態（現在のSIM_CLK端子の状

態）の値に設定します。

3. SCSCRのCKE0ビットに1を書き込みクロックを出力させます。正常なデューティにてクロック信

号発生を開始します。

図 30.10     クロック停止、再起動手順

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4Ds

TEND

TDRE

DE

ERS

(DE)

n 番目の転送フレーム 再転送フレーム n+1 番目の転送フレーム

SCTDRからSCTSRへ転送 SCTDRからSCTSRへ転送

(1)

(2)

(3)

(4)

SIM_CLK

通常動作 通常動作スタンバイモード

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
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(4) 電源投入とクロック
電源投入時からクロックデューティを確保するためには、下記の切り替え手順で処理をしてくださ

い。
1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／

プルダウン抵抗を使用します。

2. CKE1ビット（SCSCRのビット1）で指定の出力に固定します。

3. CKE0ビット（SCSCRのビット0）を1に設定して、クロック出力を開始します。

(5) 端子接続
スマートカードインタフェースに関する端子接続例を図30.11 に示します。

スマートカードとの通信においては、1 本のデータ伝送線で送信と受信が行われます。また、データ

伝送線は、抵抗で電源VCC側にプルアップしてください。

スマートカードインタフェースで生成するクロックを IC カードで使用する場合は、SIM_CLK 端子出

力を IC カードのCLK 端子に入力します。IC カードで、内部クロックを使用する場合は接続不要です。

図 30.11     スマートカードインタフェース端子接続例

注 . IC カードを接続しないでRE＝TE＝1 に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり自己診断をすることができ

ます。

 SIM_D

 SIM_CLK

 SIM_RST

 I/O

 CLK

 RST

20 kΩ

スマートカード
インタフェース

（注）詳細はISO/IEC 7816-3を御覧ください。

スマートカード本LSI

リセット線

クロック線

データ線
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(6) 送信終了割り込みについて
連続送信時、TEIE（SCSCRレジスタのビット2） が常に1 にセットされているとTEND ビット（SCSSR

レジスタのビット 2）は送信終了時に毎回 1 にセットされるため、必要のない送信終了割り込み（TEI）
要求が発生します。
最後の送信データをトランスミットデータレジスタ（SCTDR）に書き込んでトランスミットシフトレ

ジスタ（SCTSR）が送信を開始してから、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のビット2（TEIE）
を1 にセットすることで、不要なTEI 割り込み要求の発生を回避することができます。

図30.12 にTEIE を1 にセットするタイミングの波形を示します。

図 30.12     TEIE セットタイミング

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DPDs

TEND

TDRE

(DE)(DE)

TEIE

(DE)

転送フレーム 転送フレーム 最終フレーム

必要の無いTENDのセットタイミング

TEIEセットタイミング

TEI 要求
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31. USBファンクションモジュール0（USB0）

本USBファンクションモジュール0 (USB0) は、USB ファンクションコントロール機能を備えたUSB コン

トローラです。USB（Universal Serial Bus）規格2.0 のハイスピード転送、フルスピード転送に対応します。

また、本モジュールは、USB トランシーバを内蔵し、USB 規格で定義されている全転送タイプに対応して

います。
　データ転送用に8.5K バイトのバッファメモリを内蔵し、デフォルトコントロールパイプを含む最大10

本のパイプを使用できます。また、パイプ1～9 に対しては、通信を行う周辺デバイスやユーザシステムに

合わせた任意のエンドポイント番号の割り付けが可能です。
　なお、USBホスト /ファンクションモジュール1(USB1)で、USBファンクションを選択した場合のUSB

ファンクションコントロール機能も、本USB0と同様です。

31.1 特長

(1) USB ハイスピード対応のファンクションコントローラを内蔵

• ハイスピード転送（480Mbps）とフルスピード転送（12Mbps）に対応

• ハイスピード／フルスピードUSBトランシーバ内蔵

(2) 少ない外付け素子かつ省スペース実装が可能
• VBUS信号を本モジュールの入力端子に直接接続可能

• D+プルアップ抵抗内蔵

• D+、D-終端抵抗内蔵（ハイスピード動作時）

• D+、D-出力抵抗内蔵（フルスピード動作時）

(3) USB 通信の全種類のデータ転送タイプに対応

• コントロール転送
• バルク転送
• インタラプト転送（High Bandwidthは非対応）

• アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応）

(4) 内部バスインタフェース
• 専用のDMAインタフェースを1チャネル内蔵（SUDMAC）

(5) パイプコンフィギュレーション
• 8.5Kバイトの USB通信用バッファメモリを内蔵

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む）

• プログラマブルなパイプ構成
• パイプ1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能

• 各パイプの設定可能な転送条件は以下の通り。
パイプ0 ：コントロール転送専用のパイプ（デフォルトコントロールパイプ：DCP）、64バイト

固定シングルバッファ
パイプ1、2 ：バルク転送又はアイソクロナス転送を選択可能なパイプ、連続転送モード、バッファ

サイズはプログラマブル（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能）

パイプ3～5 ：バルク転送用のパイプ、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル（最大

2Kバイトでダブルバッファ指定可能）

パイプ6～9 ：インタラプト転送用のパイプ、64バイト固定シングルバッファ

(6) その他の機能
• リセットハンドシェイク自動応答による、ハイスピード動作もしくはフルスピード動作の自動認識
• コントロール転送ステージ管理機能
• デバイスステート管理機能
• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能

• NAK応答割り込み機能（NRDY）

• SOF補間機能

• トランザクションカウントによるトランスファ終了機能
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• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE）
• D0FIFO ポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM）

• トランスファ終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK）

31.2 入出力端子

USB0 の端子構成を表31.1 に示します。

表31.1 USB0 の端子構成

端子名 名称 入出力 機能

USDP0 USB D+ データ 入出力 USB 内蔵トランシーバD+入出力です。

USB バスのD+端子に接続してください。

USDM0 USB D- データ 入出力 USB 内蔵トランシーバD-入出力です。

USB バスのD-端子に接続してください。

VBUS0 Vbus入力 入力 USB ケーブル接続モニタ端子です。

USB バスのVbus に接続してください。Vbusの接続／切断を検出

することができます。USB バスのVbusと接続しない場合は、5V 
に固定してください。

REFRIN リファレンス入力 入力 基準抵抗接続用端子です。

USB 1 でも使用します。

5.6KΩ±1%抵抗を介してグランドに接続してください（VSS：
ボール番号AE19 （推奨）、AF19、又は AD22）。

VCCQ-USB USBアナログ3.3V 用
電源

— トランシーバ部アナログ端子電源です。

VSS グランド — グランド 

VDD-USB USBデジタル1.2V 用
電源

— トランシーバ部デジタルコア電源です。
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31.3 リセット

USBトランシーバはリセットで初期化され、USBポートとUSBコントローラは切断状態になります。

　USBを使用する場合は、先ずPHYポートコントロールレジスタを設定してトランシーバとコントロー

ラ間の接続を有効にし、次にPHYリセットレジスタをリセット解除に設定します。

これは、USB0ファンクションモジュールとUSB1ホスト /ファンクションモジュールとに共通する事

項です。

31.3.1 PHY インタフェースレジスタの説明

USB PHY リセットを制御するレジスタの構成を表 31.2 に示します。

表31.2 レジスタ構成

31.3.2 PHYリセットレジスタ（RESET）

リセットにより  RESET_1 ビットとRESET_0 ビットは 0 に初期化されるので、USBを使用する前に各

ビットに １ を書き込み USB PHY リセットを解除してください。リセットを解除する前にPHYポートコ

ントロールレジスタを設定する必要があります。また、USB1ではUSB ポート１のホストとファンクショ

ンを切り替える必要もあります。

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

ソフトウエ
アリセット

PHYリセットレジスタ RESET R/W H'FE5F 0000 16 H'0100 H'0100 H'0100

PHYポート

コントロールレジスタ

PORTSEL R/W H'FE5F 000A 16 H'0000 H'0000 H'0000

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 9 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 PLLEN 1 R/W USB PHYの PLLのスタンバイコントロール

0：待機中

1：動作中

7 ～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 RESET_1 0 R/W USB ポート1 のリセット信号

0：リセット中

1：リセット解除

3 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 RESET_0 0 R/W USB ポート 0 のリセット信号

0：リセット中

1：リセット解除

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PLLEN ⎯⎯ ⎯ ⎯ RESET
_1 ⎯ ⎯ RESET

_0⎯⎯
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31.3.3 PHYポートコントロールレジスタ（PORTSEL）

USB ポートが切断されている場合、UTMI PHY 信号は以下の値に固定されます。

表31.3 ポートが非選択時のシグナルステータス

31.4 システムコンフィギュレーション

USB0ファンクションモジュールとUSB1ホスト /ファンクションモジュールのブロック図を図31.1に
示します。

USB0 と USB1 のファンクションコントローラはそれぞれ、内部データバスに接続される専用

DMAC(SUDMAC)を持っています。　USBファンクションコントローラとDMAC(SUDMAC)の相関につ

いて表31.4に示します。

USB0、USB1 と通信するメモリは DDR（DBSC 経由）に限ります。ILRAM、OLRAM、外部メモリ

（LBSC経由）は使用できません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 2 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 PT_SEL 00 R/W USB ポートセレクト

00：USB ポート非選択

01：設定禁止

10：PHY ポート 0：USB0、PHY ポート 1 ：USB1

11：設定禁止

PHY リセットを解除する前に、本ビットを ”10” にセットしてく

ださい。

固定される信号 値 信号名

UTMI PHY 信号 1 に固定 TERMSELECT、 TX_ENABLE_N、 XCVRSELECT[0]、 
DPPULLDOWN、 DMPULLDOWN

0 に固定 DATAIN、 TXVALID、 TXVALIDH、 SUSPENDM、 OPEMODE[1:0]、 
TX_DAT、 TX_SE0、 XCVRSELECT[1]、 FSLSSERIALMODE

USB0コントローラ信号、

USB1 コントローラ信号

1 に固定 HOSTDISCONNECT

0 に固定 DATAOUT、 TXREADY、 RXACTIVE、 RXVALID、 RXVALIDH、 
RXERROR、 RX_DP、 RX_DM、 RX_RCV、 LINESTATE、 VBUSON 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ PT_SEL⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯
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図 31.1     USB0モジュールとUSB1 モジュールのブロック図

表31.4 USB ファンクションコントローラとDMAC（SUDMAC）の相関

USBポート ファンクション DMAC

ポート 0 USB 2.0ファンクションコントローラ 0 

ベースアドレス = H'FE45 0000

SUDMAC0

ベースアドレス = H'FE45 1000

ポート1 USB 2.0ファンクションコントローラ1

ベースアドレス = H'FE4F 0000

SUDMAC1

ベースアドレス = H'FE4F 0300

USB2.0 PHY
(ポート0)

USB2.0 PHY
(ポート1)

USB2.0 ファンクションコントローラ1

D+

USB0

USB1

D-

D+

D-

USB2.0 ファンクションコントローラ 0Sudmac0

Sudmac1

USB1.1 ホスト(OHCI) コントローラ

USB2.0 ホスト(EHCI) コントローラ

マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

端
子

内
部
デ
ー
タ
バ
ス
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31.5 レジスタの説明

USB0/USB1 のファンクションコントローラのレジスタ構成を表 31.5 に示します。

表31.5 レジスタ構成

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット

システムコンフィギュレー

ションコントロール

レジスタ

SYSCFG R/W ベースアドレス
+ H'000

16 H'0020 H'0020 H'0020

SH-4Aバスウエイト設定

レジスタ

BUSWAIT R/W ベースアドレス 
+ H'002

16 H'000F H'000F H'000F

システムコンフィギュレー

ションステータスレジスタ

SYSSTS R ベースアドレス 
+ H'004

16 H'000X H'000X H'000X

デバイスステートコント

ロールレジスタ

DVSTCTR R/W ベースアドレス 
+ H'008

16 H'0000 H'0000 H'0000

テストモードレジスタ TESTMODE R/W ベースアドレス 
+ H'00C

16 H'0000 H'0000 H'0000

CFIFOポートレジスタ CFIFO R/W ベースアドレス 
+ H'014

8/16/32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

CFIFOポート選択レジスタ CFIFOSEL R/W ベースアドレス 
+ H'020

16 H'0000 H'0000 H'0000

CFIFOポートコントロール

レジスタ

CFIFOCTR R/W ベースアドレス 
+ H'022

16 H'0000 H'0000 H'0000

D0FIFOポート選択

レジスタ

D0FIFOSEL R/W ベースアドレス 
+ H'028

16 H'0000 H'0000 H'0000

D0FIFO ポート

コントロールレジスタ

D0FIFOCTR R/W ベースアドレス 
+ H'02A

16 H'0000 H'0000 H'0000

割り込み許可レジスタ INTENB R/W ベースアドレス 
+ H'030

16 H'0000 H'0000 H'0000

BRDY割り込み許可

レジスタ

BRDYENB R/W ベースアドレス 
+ H'036

16 H'0000 H'0000 H'0000

NRDY割り込み許可

レジスタ

NRDYENB R/W ベースアドレス 
+ H'038

16 H'0000 H'0000 H'0000

BEMP割り込み許可

レジスタ

BEMPENB R/W ベースアドレス 
+ H'03A

16 H'0000 H'0000 H'0000

SOF出力コンフィグレー

ションレジスタ

SOFCFG R/W ベースアドレス 
+ H'03C

16 H'0000 H'0000 H'0000

割り込みステータス

レジスタ

INTSTS R/W ベースアドレス 
+ H'040

16 H'X0X0 H'X0X0 H'X0X0

BRDY割り込みステータス

レジスタ

BRDYSTS R/W ベースアドレス 
+ H'046

16 H'0000 H'0000 H'0000

NRDY割り込みステータス

レジスタ

NRDYSTS R/W ベースアドレス 
+ H'048

16 H'0000 H'0000 H'0000

BEMP割り込みステータス

レジスタ

BEMPSTS R/W ベースアドレス 
+ H'04A

16 H'0000 H'0000 H'0000

フレームナンバーレジスタ FRMNUM R/W ベースアドレス 
+ H'04C

16 H'0000 H'0000 H'0000

マイクロフレームナンバー

レジスタ

UFRMNUM R ベースアドレス 
+ H'04E

16 H'0000 H'0000 H'0000
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USBアドレスレジスタ USBADDR R ベースアドレス 
+ H'050

16 H'0000 H'0000 H'0000

USBリクエストタイプ

レジスタ

USBREQ R ベースアドレス 
+ H'054

16 H'0000 H'0000 H'0000

USBリクエストバリュー

レジスタ

USBVAL R ベースアドレス 
+ H'056

16 H'0000 H'0000 H'0000

USBリクエスト

インデックスレジスタ

USBINDX R ベースアドレス 
+ H'058

16 H'0000 H'0000 H'0000

USBリクエストレングス

レジスタ

USBLENG R ベースアドレス 
+ H'05A

16 H'0000 H'0000 H'0000

DCPマックスパケット

サイズレジスタ

DCPMAXP R/W ベースアドレス 
+ H'05E

16 H'0040 H'0040 H'0040

DCPコントロールレジスタ DCPCTR R/W ベースアドレス 
+ H'060

16 H'0040 H'0040 H'0040

パイプウィンドウ選択

レジスタ

PIPESEL R/W ベースアドレス 
+ H'064

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプコンフィギュレー

ションレジスタ

PIPECFG R/W ベースアドレス 
+ H'068

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプバッファ指定

レジスタ

PIPEBUF R/W ベースアドレス 
+ H'06A

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプマックスパケット

サイズレジスタ

PIPEMAXP R/W ベースアドレス 
+ H'06C

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ周期制御レジスタ PIPEPERI R/W ベースアドレス 
+ H'06E

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ1 コントロール

レジスタ

PIPE1CTR R/W ベースアドレス 
+ H'070

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 2コントロール

レジスタ

PIPE2CTR R/W ベースアドレス 
+ H'072

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ3コントロール

レジスタ

PIPE3CTR R/W ベースアドレス 
+ H'074

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ4コントロール

レジスタ

PIPE4CTR R/W ベースアドレス 
+ H'076

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 5コントロール

レジスタ

PIPE5CTR R/W ベースアドレス 
+ H'078

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ6コントロール

レジスタ

PIPE6CTR R/W ベースアドレス 
+ H'07A

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ7コントロール

レジスタ

PIPE7CTR R/W ベースアドレス 
+ H'07C

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 8コントロール

レジスタ

PIPE8CTR R/W ベースアドレス 
+ H'07E

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ9コントロール

レジスタ

PIPE9CTR R/W ベースアドレス 
+ H'080

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ1トランザクション

カウンタイネーブル

レジスタ

PIPE1TRE R/W ベースアドレス 
+ H'090

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 1トランザクション

カウンタレジスタ

PIPE1TRN R/W ベースアドレス 
+ H'092

16 H'0000 H'0000 H'0000

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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注 . ベースアドレスに関しては、表 31.4 のファンクションの欄を参照してください。

パイプ2 トランザクション

カウンタイネーブル

レジスタ

PIPE2TRE R/W ベースアドレス
+ H'094

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ2 トランザクション

カウンタレジスタ

PIPE2TRN R/W ベースアドレス 
+ H'096

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ3トランザクション

カウンタイネーブル

レジスタ

PIPE3TRE R/W ベースアドレス 
+ H'098

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ3 トランザクション

カウンタレジスタ

PIPE3TRN R/W ベースアドレス 
+ H'09A

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 4トランザクション

カウンタイネーブル

レジスタ

PIPE4TRE R/W ベースアドレス 
+ H'09C

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ4トランザクション

カウンタレジスタ

PIPE4TRN R/W ベースアドレス 
+ H'09E

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ5トランザクション

カウンタイネーブル

レジスタ

PIPE5TRE R/W ベースアドレス 
+ H'0A0

16 H'0000 H'0000 H'0000

パイプ 5 トランザクション

カウンタレジスタ

PIPE5TRN R/W ベースアドレス 
+ H'0A2

16 H'0000 H'0000 H'0000

UTMI サスペンドモード

レジスタ

SUSPMODE R/W ベースアドレス 
+ H'102

16 H'0000 H'0000 H'0000

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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31.5.1 システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ（SYSCFG）

SYSCFG は、ハイスピード動作の許可、DP 端子の制御及び本モジュールの動作許可制御を行うレジ

スタです。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 HSE 0 R/W ハイスピード動作許可

0：ハイスピード動作禁止（フルスピード動作のみ許可します）

1：ハイスピード動作許可（本モジュールが通信スピードを検

出します）

HSE＝0 を設定した場合、本モジュールはフルスピード動作を行

います。HSE＝1 を設定した場合、本モジュールはリセットハン

ドシェークプロトコルを実行し、その結果に従い自動的にハイス
ピード又はフルスピード動作を行います。

本ビットの書き換えは、DPRPU＝0 のときに行ってください。

6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 — 1 — リザーブビット

（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

4 DPRPU 0 R/W D+ライン抵抗制御

D+ラインのプルアップの禁止／許可を指定します。

0：プルアップ禁止

1：プルアップ許可

本ビットを ” 1 ”に設定すると、本モジュールはD+ラインを3.3V 
にプルアップし、USB ホストに対してアタッチを通知すること

ができます。また、本ビットを ”1” から ”0” に変更することによ

り、本モジュールはD+ラインのプルアップを解消しますので、

USB ホストに対してデタッチしたと見せることができます。

3～ 1 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 USBE 0 R/W USB モジュール動作許可

本モジュールの動作禁止／許可を指定します。

0：USB モジュール動作禁止

1：USB モジュール動作許可

本ビットを ”1” から”0” に変更したときに初期化されるレジスタ

とビットを表31.6 に示します。

本ビットの変更は、SUSPM＝1 のときに行ってください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ HSE⎯ ⎯ ⎯ DPRPU ⎯ ⎯ USBE⎯
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表31.6 USBE＝0 書き込みにより初期化されるレジスタ

31.5.2 SH-4Aバスウエイトレジスタ（BUSWAIT）

BUSWAIT は、SH-4A から本モジュールに対するアクセスウエイト数を指定します。初期値は H'000F
です。初期化ルーチンでH'0002以上の値に設定してください。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

レジスタ名 ビット名

SYSSTS LNST

DVSTCTR RHST

INTSTS DVSQ

USBADDR USBADDR

USEREQ bRequest、 bmRequestType

USBVAL wValue

USBINDX wIndex

USBLENG wLength

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 4 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ～ 0 BWAIT[3:0] 1111 R/W SH-4Aバスウエイト

本モジュールに対するアクセスウエイト数を設定します。

0000：設定禁止

0001：設定禁止

0010：2 ウエイト (アクセスサイクル4)

0011：3 ウエイト (アクセスサイクル5)

0100：4 ウエイト (アクセスサイクル6)

0101：5 ウエイト (アクセスサイクル7)

0110：6 ウエイト (アクセスサイクル8)

0111：7 ウエイト (アクセスサイクル9 )

1000：8 ウエイト (アクセスサイクル10)

1001：9 ウエイト (アクセスサイクル11)

1010：10ウエイト (アクセスサイクル12

1011：11ウエイト (アクセスサイクル13)

1100：12 ウエイト (アクセスサイクル14)

1101：13 ウエイト (アクセスサイクル15)

1110：14 ウエイト (アクセスサイクル16

1111：15 ウエイト (アクセスサイクル17) （初期値）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

— — — — — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W

0

— — — — — — — — — — ——

1 1

BWAIT[3:0]
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31.5.3 システムコンフィギュレーションステータスレジスタ（SYSSTS）

SYSSTS は、USB データバスのラインステータス（D+及びD-ライン）をモニタします。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB リセットで初期化されます。

注 . USDP0、USDM0 端子の状態に依存します。

表31.7 USB データバスラインステータス表

【記号説明】
Chirp ：ハイスピード動作許可の状態（HSEビット（SYSCFGレジスタのビット 7）が 1）でリセットハ

ンドシェイクプロトコル（RHSP）実行中

Squelch :SE0 又はアイドル状態

Not squelch：ハイスピードJ-State 又はハイスピードK-State
Chirp J ：Chirp J state
Chirp K ：Chirp K state

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 LNST[1:0] 不定（注） R USB データラインステータスモニタ

USB データバスライン（D+ライン、D-ライン）のステータスが

表示されます。USB データバスラインステータスを表31.7 に示

します。

本ビットの参照は、アタッチ処理（DPRPU＝1 設定）以後に

行ってください。

LNST[1] LNST[0] フルスピード動作時 ハイスピード動作時 Chirp 動作時

0 0 SE0 Squelch Squelch

0 1 J state Not squelch Chirp J

1 0 K state Invalid Chirp K

1 1 SE1 Invalid Invalid

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R

0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯
⎯ ⎯

LNST[1:0]
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31.5.4 デバイスステートコントロールレジスタ（DVSTCTR）

DVSTCTR は、USB データバスの状態制御及び確認をします。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。USB バスリセットでは、WKUP ビットは初期

化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 WKUP 0 R/W（注） ウェイクアップ出力

USB バス上へのリモートウェイクアップ（レジューム信号出力）

禁止／許可を指定します。

0：リモートウェイクアップ信号非出力

1：リモートウェイクアップ信号出力

本モジュールは、リモートウェイクアップ信号の出力時間を管理
しています。

本ビットに ”1” を設定すると、本モジュールは10ms のK-State を
出力した後、本ビットを ”0” にします。

USB 規格では、リモートウェイクアップ信号の送信までに最短

5ms のUSB バスアイドル状態を保持する必要があります。この

ため、本モジュールは、サスペンド状態を検出した直後に本ビッ
トに1 を書き込んでも、2ms 待ってからK-State を出力します。

注 . 本ビットへの ”1” 書き込みは、デバイスステートがサス

ペンド（DVSQビット（INTSTSレジスタのビット6～
4）は1xx）であり、かつUSB ホストからリモートウェ

イクアップが許可されている場合にのみ行ってくださ
い。本ビットに ”1” を書き込む場合は、サスペンド中で

あっても内部クロックを停止しないでください。

7 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — R/W（注）
— — — — — R R R

— — — — — — — WKUP — — — — — RHST[2:0]

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 31.  USBファンクションモジュール0（USB0）

 Page 31-13

注 . ”1”書き込みのみ有効です。

31.5.5 テストモードレジスタ（TESTMODE）

TESTMODE は、ハイスピード動作時のUSB テスト信号出力を制御します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

2 ～ 0 RHST[2:0] 000 R リセットハンドシェイク

リセットハンドシェイクの状態を表示します。

000：通信速度不定

100：リセットハンドシェイク処理中

010：フルスピード接続時

011：ハイスピード接続時

HSE＝1 を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセッ

トを検出すると、本ビットは100 を示します。その後、本モ

ジュールがChirpK を出力し、USBホストからのChirpJK を３回

検出した時点で本ビットは011 を示します。

ChirpK 出力後、2.5ms 以内にハイスピードに確定しなければ、

本ビットは010を示します。

HSE＝0 を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセッ

トを検出すると、本ビットは010 を示します。

本モジュールがUSB バスリセットを検出後、RHST ビットが010 
又は011に確定した時点で、DVST 割り込みが発生します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 4 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ～ 0 UTST[3:0] 0000 R/W テストモード

本ビットに値を書き込むことにより、本モジュールは、ハイス
ピード動作時のUSB テスト信号を出力します。

本モジュールのテストモード動作表を表 31.8 に示します。

ハイスピード通信時のUSB ホストからのSetFeature リクエスト

に従って本ビットを書き込んでください。

本ビットに 0001～0100 を設定している時には、本モジュールは

サスペンド状態へ遷移しません。

テストモード設定後、通常のUSB 通信を行う場合は、パワーオ

ンリセットを実施してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — UTST[3:0]
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表31.8 テストモード動作表

31.5.6 FIFO ポートレジスタ（CFIFO）

FIFOポートは、FIFOバッファメモリへのデータ読み出し /書き込みを行うポートレジスタで、CFIFO
とD0FIFOの2つのポートがあります。

CFIFO ポートのみ、CFIFO バッファメモリへのデータのリード／ライトを行うレジスタで構成されて

います。

各FIFO ポートには、以下の特徴があります。

• DCP用FIFOバッファへのアクセスは、CFIFOポートを通して行ってください。

• D0FIFOポートは専用のDMA バス (SUDMAC)に接続されているので、SH-4Aからはアクセスできま

せん。

• FIFOポート固有の機能を使用する場合は、CURPIPEビットに設定するパイプ番号（選択パイプ）を

変更できません（DMA転送機能使用時など）。

• FIFOポートを構成するレジスタ群は、他のFIFOポートに影響を与えることはありません。

• 同一パイプを別々のFIFOポートに割り当てないでください。

• FIFOバッファの状況には、アクセス権がSH-4A側にある場合とSIE側にある場合の２種類がありま

す。FIFOバッファのアクセス権がSIE側にある場合は、SH-4Aからアクセスができません。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

テストモード UTST ビット設定

通常動作 0000

Test_J 0001

Test_K 0010

Test_SE0_NAK 0011

Test_Packet 0100

リザーブ 0101 ～ 1111

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[15:0] 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[31:16] 

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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表31.9 32 ビットアクセス時のエンディアン動作表（MBW ビット= 10 時）

表31.10 16 ビットアクセス時のエンディアン動作表（MBW ビット= 01 時）

注 . 無効レジスタへのワードリード又はバイトリードは禁止です。

表31.11 8 ビットアクセス時のエンディアン動作表（MBW ビット= 00 時）

注 . 無効レジスタへのワードリード又はバイトリードは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 FIFOPORT
[31:0]

H’0000 0000 R/W FIFOポート

本ビットにアクセスすることにより、FIFO バッファからの受信

データを読み出し、もしくはFIFO バッファへの送信データの書

き込みを行います。

本レジスタへのアクセスは、コントロールレジスタ
（CFIFOCTR）のFRDY ビットが1 を示しているときのみ可能で

す。

本レジスタの有効ビットは、MBW ビットの設定値及びBIGEND 
ビットの設定値により異なります。有効ビットを、表31.9～表

31.11に示します。

BIGENDビット 31 ～ 24ビット 23 ～ 16ビット 15 ～ 8ビット 7 ～ 0ビット

0 N + 3 アドレス N + 2 アドレス N + 1 アドレス N + 0 アドレス

1 N + 0 アドレス N + 1 アドレス N + 2 アドレス N + 3 アドレス

BIGENDビット 31 ～ 24ビット 23 ～ 16ビット 15 ～ 8ビット 7 ～ 0ビット

0 書き込み：無効、読み出し：禁止（注） N + 1 アドレス N + 0 アドレス

1 N + 0 アドレス N + 1 アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止（注）

BIGENDビット 31 ～ 24ビット  23～ 16ビット 15 ～ 8ビット 7 ～ 0ビット

0 書き込み：無効、読み出し：禁止（注） N + 0 アドレス

1 N + 0 アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止（注）
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31.5.7 FIFO ポート選択レジスタ（CFIFOSEL、 D0FIFOSEL）

CFIFOSEL 、D0FIFOSELは、FIFO ポートに割り当てるパイプの選択、各FIFO ポートへのアクセスの

制御をします。
CFIFOSEL 、D0FIFOSELのCURPIPE ビットに同一のパイプを指定しないでください。また、CURPIPE

ビット（D0FIFOSEL レジスタのビット3～0）の設定がB'0000 場合には、パイプ指定なしとなります。

なお、DMA 転送許可状態でパイプ番号の変更は行わないでください。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

(1) CFIFOSEL

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード

DTLN ビット（CFIFOCTR レジスタのビット11～0）の読み出し

モードを指定します。

0：CFIFO の全受信データ読み出し終了時にDTLN ビットを0 
クリア

（ダブルバッファの場合は一面のみ読み出し終了時）

1：CFIFO 受信データ読み出しごとにDTLN ビットをカウント

ダウン

14 REW 0 R/W（注） バッファポインタリワインド

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。

0：バッファポインタリワインドしない

1：バッファポインタリワインドする

選択パイプが受信方向の場合に、FIFO バッファの読み出し中に

本ビットに ”1”を設定すると、FIFO バッファの最初のデータから

読み出しを行うことができます（ダブルバッファの場合は読み出
し中の一面の最初のデータからの再読み出し可能状態になりま
す）。

REW＝1 の設定とCURPIPE ビットの設定変更を同時に行わない

でください。

REW＝1 の設定は、必ずFRDY＝1 であることを確認してから

行ってください。

送信方向のパイプに対してFIFO バッファの最初のデータから書

き込みをやり直す場合は、BCLR ビットを使用してください。

13、 12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W — — R/W R/W — R/W — — R/W — R/W R/W R/W R/WR/W（注）

RCNT REW — — MBW[1:0] — — — ISELBIGEND — CURPIPE[3:0]
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11、 10 MBW[1:0] 00 R/W CFIFO ポートアクセスビット幅

CFIFO ポートへのアクセスビット幅を指定します。

00：8 ビット幅

01：16 ビット幅

10：32 ビット幅

11：設定禁止

選択パイプが受信方向の場合、本ビットの設定後読み出しを開始
したときには、すべてのデータの読み出しが完了するまでMBW 
ビットの変更を行わないでください。

また選択パイプが受信方向の場合、CURPIPE ビットとMBW 
ビットを同時に設定してください。

選択パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理
実行中に8 ビット幅から16 ビット幅／32 ビット幅、又は16 
ビット幅から32 ビット幅へのビット幅切り替えは行えません。

8 ビット／16 ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御するこ

とにより、奇数バイトの書き込みは可能です。

9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 BIGEND 0 R/W CFIFO ポートエンディアン制御

CFIFOポートのバイトエンディアンを指定します。必ず ”1 “を設

定してください。

0：リトルエンディアン

1：ビッグエンディアン

7、 6 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5 ISEL 0 R/W DCP 選択時のCFIFO ポートアクセス方向

0：バッファメモリ読み出し選択

1：バッファメモリ書き込み選択

選択パイプがDCP のときに、本ビットを変更するときは、本

ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し
値が一致することを確認してから、次の処理に進んでください。

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した

場合、それまでのアクセスを保持し、本ビットの設定を書き戻し
後、続けてアクセスする事ができます。

本ビットの設定は、CURPIPE ビットの設定と同時に行ってくだ

さい。

4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . ”0”読み出しのみ有効です。

(2) D0FIFOSEL

3 ～ 0 CURPIPE[3:0] 0000 R/W CFIFO ポートアクセスパイプ指定

CFIFO ポート経由で、データの読み出し又は書き込みを行いたい

パイプ番号を設定してください。

0000：DCP

0001：パイプ1

0010：パイプ2

0011：パイプ3

0100：パイプ4

0101：パイプ5

0110：パイプ6

0111：パイプ7

1000：パイプ8

1001：パイプ9

1010 ～ 1111：リザーブ

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出し
を行い、書き込み値と読み出し値が一致することを確認してか
ら、次の処理に進んでください。

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタのCURPIPE ビット

に同じパイプ番号を設定しないでください。

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した

場合、それまでのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続
けてアクセスすることができます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード

D0FIFOCTRレジスタのDTLN ビットの読み出しモードを指定し

ます。 

0：D0FIFOの全受信データ読み出し終了時にDTLN ビットを0 
クリア

（ダブルバッファの場合は一面分の読み出し終了時）

1：D0FIFO受信データ読み出しごとにDTLN ビットカウントダ

ウン

BFRE ビットに ”1” を設定してD0FIFOにアクセスを行う場合は、

本ビットに ”0”を設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W    R/W（注）R/W R/W — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W

RCNT REW DCLRM DREQE — — — — CURPIPE[3:0]—— — —
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14 REW 0 R/W（注） バッファポインタリワインド

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。

0：バッファポインタリワインドしない

1：バッファポインタリワインドする

選択パイプが受信方向の場合に、FIFO バッファの読み出し中に

本ビットに ”1”を設定すると、FIFO バッファの最初のデータから

読み出しを行うことができます（ダブルバッファの場合は読み出
し中の一面の最初のデータからの再読み出し可能状態になりま
す）。

REW＝1 の設定とCURPIPE ビットの設定変更を同時に行わない

でください。

REW＝1 の設定は、必ずFRDY＝1 であることを確認してから

行ってください。

BFRE ビットに ”1”を設定してD0FIFOにアクセスを行う場合は、

ショートパケットデータを読み出し終えた状態で本ビットに ”1” 
を設定しないでください。

送信方向のパイプに対してFIFOバッファの最初のデータから書

き込みをやり直す場合は、BCLR ビットを使用してください。

13 DCLRM 0 R/W 選択パイプのデータ読み出し後の自動バッファメモリクリアモー
ド

選択パイプのデータ読み出し後、自動バッファメモリクリアの禁
止／許可を指定します。

0：自動バッファクリアモード禁止

1：自動バッファクリアモード許可

本ビットに ” 1” を設定した場合、選択パイプに割り当てたFIFO 
バッファが空の状態でZero-Length packet を受信したとき、又は

BFRE＝1 設定時にショートパケット受信しデータ読み出しを完

了時に、FIFO バッファへのBCLR＝1処理を本モジュールが行い

ます。

BRDYM＝1 に設定して本モジュールを使用するときには、必ず

本ビットに ”0”を設定してください。

12 DREQE 0 R/W DMA 転送要求許可

DMA 転送要求発行の禁止／許可を指定します。

0：DMA 転送要求禁止

1：DMA 転送要求許可

DMA 転送要求発行を許可する場合、CURPIPE ビット設定後に本

ビットに ”1”を設定してください。

CURPIPE ビット設定を変更するときには、本ビットに “0”を設定

した後で変更を行ってください。

11 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 — 0 — リザーブビット

書き込み直前に読み出した値を書き込むようにしてください。

注 . パワーオンリセット直後の初期値は “0”ですが、本モ

ジュールの初期化ルーチンで必ず ”1” を書き込んでくだ

さい。

7 ～4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . ”0”読み出しのみ有効です。

31.5.8 FIFO ポートコントロールレジスタ（CFIFOCTR、 D0FIFOCTR）

CFIFOCTR 、 D0FIFOCTR は、バッファメモリの書き込み終了、SH-4A 側バッファクリア、及び FIFO
ポートアクセス可能かどうかを設定するレジスタです。本レジスタには、各 FIFO ポートに対応してい

ます。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

3 ～ 0 CURPIPE[3:0] 0000 R/W FIFO ポートアクセスパイプ指定

D0FIFOポート経由で、データの読み出し又は書き込みを行いた

いパイプ番号を設定してください。

0000：指定なし

0001：パイプ1

0010：パイプ2

0011：パイプ3

0100：パイプ4

0101：パイプ5

0110：パイプ6

0111：パイプ7

1000：パイプ8

1001：パイプ9

1010 ～ 1111：リザーブ

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出し
を行い、書き込み値と読み出し値が一致することを確認してか
ら、次の処理に進んでください。

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタのCURPIPE ビット

に同じパイプ番号を設定しないでください。

FIFO バッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した

場合、それまでのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続
けてアクセスする事ができます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  R/W（注2）  R/W（注1） R — R R R R R R R R R R R R

BVAL BCLR FRDY — DTLN[11:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 BVAL 0 R/W（注2） バッファメモリ有効フラグ

CURPIPE に指定したパイプ（選択パイプ）のSH-4A 側のFIFO 
バッファの書き込み終了時に ”1” を指定します。

0：無効

1：書き込み終了

選択パイプが送信方向のとき、以下の場合に本ビットに ”1”  を設

定してください。

本モジュールはSH-4A側のFIFO バッファをSIE 側にし、送信可

能状態にします。

•  ショートパケットの送信を行いたいとき、データ書き込み終

了時に本ビットに ”1”  を設定 
• Zero-Length パケットの送信を行いたいとき、FIFO バッファ

へデータを書き込む前に本ビットに ”1”  を設定

•  連続転送モードのパイプに対して、MaxPacketSize の自然数

倍かつBufferSize未満のデータ書き込み後に本ビットに ”1”  
を設定

非続転送モードのパイプに対してMaxPacketSize 分のデータを書

き込むと、本モジュールが本ビットを”1”  にし、SH-4A側のFIFO 
バッファをSIE 側にして、送信可能状態にします。

本ビットへの ”1”  書き込みは、本モジュールがFRDY＝1 を示し

ているときに実施してください。

選択パイプが受信方向のときには、本ビットへの ”1”  書き込みを

行わないでください。

14 BCLR 0 R/W（注1） SH-4Aバッファクリア

選択パイプのSH-4A側のFIFO バッファをクリアする場合に ”1” 
を指定します。

0：無効

1：SH-4A側バッファメモリクリア

選択パイプにアサインされているFIFO バッファがダブルバッ

ファ設定の場合で、両面共に読み出し可能状態である場合でも、
本モジュールは片面のFIFOバッファのみをクリアします。

選択パイプがDCP の場合は、FIFO バッファがSH-4A 側、SIE 側
にかかわらず、BCLR＝1 設定により本モジュールはFIFO バッ

ファをクリアします。SIE 側のバッファをクリアするときには、

DCP のPID ビットを必ずNAK に設定した後でBCLR＝1 を行っ

てください。

選択パイプが送信方向の場合、BVAL ビットとBCLR ビットへ同

時に ”1”  を書き込んだ場合には、本モジュールはそれ以前に書き

込んだデータをクリアし、Zero-Length パケットを送信可能な状

態にします。

選択パイプがDCP 以外の場合、本ビットへの ”1”  書き込みは、

本モジュールがFRDY＝1 を示しているときに実施してくださ

い。
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注1. ”0” 読み出し、”1” 書き込みのみ有効です。

2. ”1” 書き込みのみ有効です。

13 FRDY 0 R FIFOポートレディ

SH-4A（DMAC）からFIFO ポートにアクセス可能かどうかが表

示されます。

0：FIFO ポートアクセス不可

1：FIFO ポートアクセス可能

以下の場合には、本モジュールはFRDY＝1 を表示しますが、読

み出すべきデータがないためFIFO ポートからのデータ読み出し

はできません。これらのケースでは、BCLR＝1 を設定してFIFO 
バッファのクリアを行い、次のデータ送受信を行える状態にして
ください。

• 選択パイプにアサインされているFIFO バッファが空の状態で

Zero-Lengthパケット受信した場合。

• BFRE＝1 設定時に、ショートパケットを受信し、データ読み

出しを完了した場合。

12 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 DTLN[11:0] H'000 R 受信データ長

受信データ長が表示されます。

FIFO バッファ読み出し中の本ビットの値は、RCNT ビットの設

定値により以下のように異なります。

•  RCNT＝0 設定時：

SH-4A（DMAC）がFIFO バッファ 1 面分の受信データを読

み出し完了するまで、本モジュールは受信データ長を本ビッ
トに表示します。

BFRE＝1 設定時には、読み出しが完了してもBCLR＝1 を
行うまでは本モジュールは受信データ長を保持します。

• RCNT＝1 設定時：

読み出し毎に本モジュールはDTLN ビットの表示をダウンカ

ウントします。

（MBW＝0 設定時は -1、MBW＝1 設定時は -2 ずつダウンカ

ウント）

1 面分のFIFO バッファ読み出し完了時に、本モジュールはDTLN
＝0 を表示します。ただし、ダブルバッファ設定時かつFIFO 
バッファ 1 面分の受信データの読み出しを完了する前にもう1 面
分のFIFO バッファに受信完了した場合は、先の1 面分の読み出

し完了時に後の1 面分の受信データ長をDTLN ビットに表示しま

す。

RCNT＝1 設定時に、FIFO バッファ読み出し途中で本ビットの

値を読み出すときには、FIFO ポートへのリードサイクル後

150ns 後までに本モジュールは本ビットの更新値を表示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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31.5.9 割り込み許可レジスタ（INTENB）

INTENB は、各割り込みマスクの指定を行います。本レジスタに ”1” を設定したビットに対応する割

り込みを本モジュールが検出した場合に、本モジュールはUSB 割り込みを発生します。

本モジュールは、本レジスタの設定値（割り込み通知の禁止／許可）にかかわらず、各割り込み要因
の検出条件を満たしたときに INTSTS レジスタの対応するステータスビットに”1” を表示します。

各割り込み要因に対応する INTSTS レジスタのステータスビットが ”1” を示している状態で、本レジ

スタの対応する割り込み許可ビットを0 から1 に変更すれば、本モジュールはUSB 割り込み発生します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 VBSE 0 R/W VBUS 割り込み許可

VBINT 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

14 RSME 0 R/W レジューム割り込み許可

RESM 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

13 SOFE 0 R/W フレーム番号更新割り込み許可

SOFR 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

12 DVSE 0 R/W デバイスステート遷移割り込み許可

DVST 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定し

ます。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

11 CTRE 0 R/W コントロール転送ステージ遷移割り込み許可

CTRT 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定し

ます。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

10 BEMPE 0 R/W バッファエンプティ割り込み許可

BEMP 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W — — — — — — — —

VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPE NRDYE BRDYE — — — — — — — —
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31.5.10 BRDY 割り込み許可レジスタ（BRDYENB）

BRDYENB は、各パイプのBRDY 割り込み検出時に、BRDY ビット（INTSTS レジスタのビット8）を

１に設定することを禁止するか／許可するかを指定します。
本レジスタに ”1” を設定したパイプに対して、本モジュールがBRDY割り込みを検出した場合に、本

モジュールはBRDYSTS レジスタのPIPEBRDY ビットの対応するビットに”1” を表示し、INTSTS レジス

タのBRDY ビットに”1” を表示し、BRDY 割り込みを発生します。

BRDYSTS レジスタの PIPEBRDY ビットの少なくともひとつのビットが ”1” を示している状態で、本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを0 から1 に変更すれば、本モジュールはBRDY 割り込みを発

生します。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

9 NRDYE 0 R/W バッファノットレディ応答割り込み許可

NRDY 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

8 BRDYE 0 R/W バッファレディ割り込み許可

BRDY 割り込み検出時、USB 割り込み出力の禁止／許可を指定

します。

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

7 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 PIPE9BRDYE 0 R/W パイプ9 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

8 PIPE8BRDYE 0 R/W パイプ8 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

7 PIPE7BRDYE 0 R/W パイプ7 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

6 PIPE6BRDYE 0 R/W パイプ6 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PIPE9
BRDYE

—— — — — —
PIPE8

BRDYE
PIPE7

BRDYE
PIPE6

BRDYE
PIPE5

BRDYE
PIPE4

BRDYE
PIPE3

BRDYE
PIPE2

BRDYE
PIPE1

BRDYE
PIPE0

BRDYE
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31.5.11 NRDY 割り込み許可レジスタ（NRDYENB）

NRDYENB は、各パイプのNRDY 割り込み検出時にNRDY ビット（INTSTS レジスタのビット 9）を

”1” に設定することを禁止する／許可するかを指定します。

本レジスタに”1” を設定したパイプに対して、本モジュールがNRDY 割り込み要因を検出した場合に、

本モジュールは NRDYSTS レジスタの PIPENRDY ビットの対応するビットに ”1” を表示し、INTSTS レ
ジスタのNRDY ビットに”1” を表示し、NRDY 割り込みを発生します。

NRDYSTS レジスタのPIPENRDY ビットの少なくともひとつのビットが ”1” を示している状態で、本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを ”0” から ”1” に変更すれば、本モジュールはNRDY 割り込み

を発生します。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

5 PIPE5BRDYE 0 R/W パイプ5 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

4 PIPE4BRDYE 0 R/W パイプ4 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

3 PIPE3BRDYE 0 R/W パイプ3 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

2 PIPE2BRDYE 0 R/W パイプ2 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

1 PIPE1BRDYE 0 R/W パイプ1 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

0 PIPE0BRDYE 0 R/W パイプ0 のBRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PIPE9
NRDYE

—— — — — —
PIPE8

NRDYE
PIPE7

NRDYE
PIPE6

NRDYE
PIPE5

NRDYE
PIPE4

NRDYE
PIPE3

NRDYE
PIPE2

NRDYE
PIPE1

NRDYE
PIPE0

NRDYE
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 PIPE9NRDYE 0 R/W パイプ9 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

8 PIPE8NRDYE 0 R/W パイプ8 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

7 PIPE7NRDYE 0 R/W パイプ7 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

6 PIPE6NRDYE 0 R/W パイプ6 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

5 PIPE5NRDYE 0 R/W パイプ5 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

4 PIPE4NRDYE 0 R/W パイプ4 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

3 PIPE3NRDYE 0 R/W パイプ3 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

2 PIPE2NRDYE 0 R/W パイプ2 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

1 PIPE1NRDYE 0 R/W パイプ1 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

0 PIPE0NRDYE 0 R/W パイプ0 のNRDY 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可
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31.5.12 BEMP 割り込み許可レジスタ（BEMPENB）

BEMPENB は、各パイプのBEMP 割り込み検出時にBEMP ビット（INTSTS レジスタのビット10）を

”1” に設定することを禁止する／許可するかを指定します。

本レジスタに”1”  を設定したパイプに対して、本モジュールがBEMP 割り込み要因を検出した場合に、

本モジュールはBEMPSTS レジスタの PIPEBEMP ビットの対応するビットに ”1”  を表示し、INTSTS レ
ジスタのBEMP ビットに”1” を表示し、BEMP 割り込みを発生します。

BEMPSTS レジスタのPIPEBEMP ビットの少なくともひとつのビットが”1”  を示している状態で、本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを0 から1 に変更すれば、本モジュールはBEMP 割り込みを発

生します。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 PIPE9BEMPE 0 R/W パイプ9 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

8 PIPE8BEMPE 0 R/W パイプ8 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

7 PIPE7BEMPE 0 R/W パイプ7 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

6 PIPE6BEMPE 0 R/W パイプ6 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

5 PIPE5BEMPE 0 R/W パイプ5 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

4 PIPE4BEMPE 0 R/W パイプ4 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

3 PIPE3BEMPE 0 R/W パイプ3 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

2 PIPE2BEMPE 0 R/W パイプ2 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PIPE9
BEMPE

——————
PIPE8

BEMPE
PIPE7

BEMPE
PIPE6

BEMPE
PIPE5

BEMPE
PIPE4

BEMPE
PIPE3

BEMPE
PIPE2

BEMPE
PIPE1

BEMPE
PIPE0

BEMPE
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31.5.13 SOF 出力コンフィグレーションレジスタ（SOFCFG）

SOFCFG は、各パイプのBRDY 割り込みステータスクリアタイミングを指定します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

31.5.14 割り込みステータスレジスタ（INTSTS）

INTSTS は、各検出された割り込みのステータスを表示します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USB バスリセットでDVSQ[2:0]ビット

は初期化されます。

1 PIPE1BEMPE 0 R/W パイプ1 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

0 PIPE0BEMPE 0 R/W パイプ0 のBEMP 割り込み許可

0：割り込み出力禁止

1：割り込み出力許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 7 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 BRDYM 0 R/W 各パイプのBRDY 割り込みステータスクリアタイミング設定

各パイプの BRDY 割り込みステータスをクリアするタイミングを

指定します。

0：ステータスをクリア

1：FIFO バッファの読み出し又はFIFO バッファへの書き込み動

作により本モジュールがステータスをクリア

5 — 0（注） — リザーブビット

本ビットはリザーブビットです。直前に読み出した値を書き込むよ

うにしてください。

注 .  パワーオンリセット直後の初期値は”0” ですが、本モジュー 
ルの初期化ルーチンで必ず ”1” に設定してください。

4～0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（注）
0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — R/W — —— —— —

— — — — — — — —— — ——— —BRDYM —

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 （注1） 0 0 0 0 （注3） （注2） （注2） （注2） 0 0 0 0

   R/W（注6）   R/W（注6）   R/W（注6）  R/W（注6）    R/W（注6） R R R R R R R      R/W（注6） R R R

VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ[2:0] VALID CTSQ[2:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 VBINT 0 R/W（注6） VBUS 割り込みステータス（注4）（注5）

0：VBUS 割り込み非発生

1：VBUS 割り込み発生

本モジュールがVBUS 端子入力値の変化（HレベルからLレベル

への変化あるいはLレベルからHレベルへの変化）を検出したと

きに、本ビットに ”1” を表示します。本モジュールはVBUS 端子

の入力値を、VBSTS ビットに表示します。VBINT 割り込み発生

時は、VBSTS ビット読み出しの数度一致を行い、チャタリング

除去を実施してください。

14 RESM 0 R/W（注6） レジューム割り込みステータス（注4）（注5）

0：レジューム割り込み非発生

1：レジューム割り込み発生

本モジュールがサスペンド状態（DVSQ＝1XX） であり、かつ、

USDP0端子の立ち下がりを検出したときに、本ビットに ”1” を表

示します。

13 SOFR 0 R/W（注6） フレーム番号更新割り込みステータス（注4）

0：SOF 割り込み非発生

1：SOF 割り込み発生

フレームナンバーの更新時に本モジュールは本ビットに ”1” を表

示します。（本割り込みは、1ms 毎に検出します。）

USB ホストからのSOF パケットが破損したときでも、内部補間

により、本モジュールはSOFR 割り込みを検出します。

12 DVST 0/1（注1） R/W（注6） デバイスステート遷移割り込みステータス（注4）

0：デバイスステート遷移割り込み非発生

1：デバイスステート遷移割り込み発生

本モジュールがデバイスステートの変化を検出したときに、本モ
ジュールはDVSQ の値を更新し、本ビットに ”1” を表示します。

本割り込みが発生したときには、本モジュールが次のデバイスス
テートステート遷移を検出する前に、ステータスクリアを実施し
てください。

11 CTRT 0 R/W（注6） コントロール転送ステージ遷移割り込みステータス（注4）

0：コントロール転送ステージ遷移割り込み非発生

1：コントロール転送ステージ遷移割り込み発生

本モジュールがコントロール転送のステージ遷移を検出したとき
に、本モジュールはCTSQ の値を更新し、本ビットに ”1”  を表示

します。

本割り込みが発生したときには、本モジュールがコントロール転
送の次のステージ遷移を検出するまでに、ステータスクリアを実
施してください。
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10 BEMP 0 R バッファエンプティ割り込みステータス

0：BEMP 割り込み非発生

1：BEMP 割り込み発生

BEMPENB レジスタのPIPEBEMPE ビットに ”1” を設定したパイ

プに対応するBEMPSTS レジスタのPIPEBEMP ビットのうち、

少なくともひとつが ”1” の状態になったとき（BEMP 割り込み通

知を許可したパイプのうち少なくともひとつに対し本モジュール
がBEMP 割り込み状態を検出したとき）に、本モジュールは本

ビットに ”1” を表示します。

PIPEBEMP ステータスのアサート条件は、「31.7.2(3)　BEMP 割
り込み」を参照ください。

PIPEBEMPE ビットで許可を設定しているパイプに対応する

PIPEBEMP ビットすべてに ”0” を書き込むと、本モジュールは本

ビットを ”0” にクリアします。

本ビットに対して ”0” を書き込んでも、本ビットの0 クリアを行

うことはできません。

9 NRDY 0 R バッファノットレディ割り込みステータス

0：NRDY 割り込み非発生

1：NRDY 割り込み発生

NRDYENB レジスタのPIPENRDYE ビットに ”1” を設定したパイ

プに対応するNRDYSTS レジスタのPIPENRDY ビットのうち、

少なくともひとつが ”1” の状態になったとき（NRDY 割り込み通

知を許可したパイプのうち少なくともひとつに対し本モジュール
がNRDY 割り込み状態を検出したとき） に、本モジュールは本

ビットに ”1” を表示します。

PIPENRDY ステータスのアサート条件は、「31.7.2(2)　NRDY 割
り込み」を参照ください。

PIPENRDYE ビットで許可を設定しているパイプに対応する

PIPENRDY ビットのすべてに ”0” を書き込むと、本モジュールは

本ビットを ”0” にクリアします。

本ビットに対して ”0” を書き込んでも、本ビットの ”0” クリアを行

うことはできません。

8 BRDY 0 R バッファレディ割り込みステータス

BRDY 割り込みステータスが表示されます。

0：BRDY 割り込み非発生

1：BRDY 割り込み発生

BRDYENB レジスタのPIPEBRDYE ビットに ”1” を設定したパイ

プに対応するBRDYSTS レジスタのPIPEBRDY ビットのうち、

少なくともひとつが ”1”の状態になったとき（BRDY 割り込み通

知を許可したパイプのうち少なくともひとつに対し本モジュール
がBRDY 割り込み状態を検出したとき）に、本モジュールは本

ビットに ”1”  を表示します。

PIPEBRDY ステータスのアサート条件は、「31.7.2(1)　BRDY 割
り込み」を参照ください。

PIPEBRDYE ビットで許可を設定しているパイプに対応する

PIPEBRDY ビットのすべてに ”0” を書き込むと、本モジュールは

本ビットを ”0” にクリアします。

本ビットに対して ”0” を書き込んでも、本ビットの”0” クリアを行

うことはできません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注1. パワーオンリセットのときB'0、USB バスリセットのときB'1 です。

2. パワーオンリセットのときB'000、USB バスリセットのときB'001 です。

3. VBUS 端子がHレベルのとき ”1” 、Lレベルのとき ”0” です。

4. VBINT ビット、RESM ビット、SOFR ビット、DVST ビット、又はCTRT ビットをクリアする場合は、クリアし

たいビットにのみ ”0” を、その他のビットには ”1” を書き込んでください。”0” を示しているステータスビットへ

の ”0”の書き込みを行わないでください。

5. VBINT ビット、RESM ビットが示すステータス変化をクロック停止中でも検出し、対応する割り込みが許可され

ていれば割り込みを通知します。ステータスのクリアはクロック許可後に行ってください。
6. 0 書き込みのみ有効です。

31.5.15 BRDY 割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS）

BRDYSTS は、各パイプのBRDY 割り込みステータスを表示します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

7 VBSTS 0/1（注3） R VBUS 入力ステータス

0：VBUS 端子がLレベル

1：VBUS 端子がHレベル

6 ～ 4 DVSQ[2:0] 000/001
（注2）

R デバイスステート

000：パワードステート

001：デフォルトステート

010：アドレスステート

011：コンフィギュレーションステート

1xx：サスペンドステート

3 VALID 0 R/W（注6） USB リクエスト受信

0：未検出

1：セットアップパケット受信

2 ～ 0 CTSQ[2:0] 000 R コントロール転送ステージ

000：アイドル又はセットアップステージ

001：コントロールリードデータステージ

010：コントロールリードステータスステージ

011：コントロールライトデータステージ

100：コントロールライトステータスステージ

101：コントロールライト（NoData）ステータスステージ

110：コントロール転送シーケンスエラー

111：リザーブ

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）R/W（注1）

PIPE9
BRDY

— — — — — —
PIPE8
BRDY

PIPE7
BRDY

PIPE6
BRDY

PIPE5
BRDY

PIPE4
BRDY

PIPE3
BRDY

PIPE2
BRDY

PIPE1
BRDY

PIPE0
BRDY
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注1. BRDYM＝0 設定の場合、本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットに

のみ ”0” を、その他のビットには ”1”  を書き込んでください。

2. BRDYM＝0 設定の場合、本割り込みのクリアは、必ずFIFO アクセスを行う前に実施してください。

31.5.16 NRDY 割り込みステータスレジスタ（NRDYSTS）

NRDYSTS は、各パイプのNRDY 割り込みステータスを表示します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

9 PIPE9BRDY 0 R/W（注1） パイプ9 のBRDY 割り込みステータス（注2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

8 PIPE8BRDY 0 R/W（注1） パイプ 8 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

7 PIPE7BRDY 0 R/W（注1） パイプ 7 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

6 PIPE6BRDY 0 R/W（注1） パイプ 6 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

5 PIPE5BRDY 0 R/W（注1） パイプ 5 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

4 PIPE4BRDY 0 R/W（注1） パイプ 4 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

3 PIPE3BRDY 0 R/W（注1） パイプ 3 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

2 PIPE2BRDY 0 R/W（注1） パイプ 2 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

1 PIPE1BRDY 0 R/W（注1） パイプ1 のBRDY 割り込みステータス（注2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

0 PIPE0BRDY 0 R/W（注1） パイプ 0 の BRDY 割り込みステータス（注 2）

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

PIPE9
NRDY

— — — — — —
PIPE8
NRDY

PIPE7
NRDY

PIPE6
NRDY

PIPE5
NRDY

PIPE4
NRDY

PIPE3
NRDY

PIPE2
NRDY

PIPE1
NRDY

PIPE0
NRDY
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注 . 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ ”0” を、その他のビッ

トには ”1” を書き込んでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 PIPE9NRDY 0 R/W（注） パイプ9 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

8 PIPE8NRDY 0 R/W（注） パイプ8 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

7 PIPE7NRDY 0 R/W（注） パイプ7 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

6 PIPE6NRDY 0 R/W（注） パイプ6 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

5 PIPE5NRDY 0 R/W（注） パイプ5 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

4 PIPE4NRDY 0 R/W（注） パイプ4 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

3 PIPE3NRDY 0 R/W（注） パイプ3 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

2 PIPE2NRDY 0 R/W（注） パイプ2 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

1 PIPE1NRDY 0 R/W（注） パイプ1 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

0 PIPE0NRDY 0 R/W（注） パイプ0 のNRDY 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生
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31.5.17 BEMP 割り込みステータスレジスタ（BEMPSTS）

BEMPSTS は、各パイプのBEMP 割り込みステータスを表示します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

注 . 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに ”0” を、他のビットに

は ”1”を書き込んでください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 PIPE9BEMP 0 R/W（注） パイプ9 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

8 PIPE8BEMP 0 R/W（注） パイプ8 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

7 PIPE7BEMP 0 R/W（注） パイプ7 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

6 PIPE6BEMP 0 R/W（注） パイプ6 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

5 PIPE5BEMP 0 R/W（注） パイプ5 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

4 PIPE4BEMP 0 R/W（注） パイプ4 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

3 PIPE3BEMP 0 R/W（注） パイプ3 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

2 PIPE2BEMP 0 R/W（注） パイプ2 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

1 PIPE1BEMP 0 R/W（注） パイプ1 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

0 PIPE0BEMP 0 R/W（注） パイプ0 のBEMP 割り込みステータス

0：割り込み非発生

1：割り込み発生

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

PIPE9
BEMP

— — — — — —
PIPE8
BEMP

PIPE7
BEMP

PIPE6
BEMP

PIPE5
BEMP

PIPE4
BEMP

PIPE3
BEMP

PIPE2
BEMP

PIPE1
BEMP

PIPE0
BEMP
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31.5.18 フレームナンバーレジスタ（FRMNUM）

FRMNUM は、アイソクロナスエラー通知の要因判別及びフレーム番号等の表示をします。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

注 . ”0”書き込みのみ有効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 OVRN 0 R/W（注） オーバラン／アンダーラン検出ステータス

アイソクロナス転送を行っているパイプに対するオーバラン／ア
ンダーランエラー検出の有無が表示されます。

0：エラーなし

1：エラー発生

本ビットに ”0” を書き込むことにより、本ビットを ”0” にクリアす

ることができます。このとき、本レジスタの他のビットには ”1”  
を書き込んでください。

以下のいずれかの場合に、本モジュールが本ビットに ”1”  を表示

します。

•  転送タイプがアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、

FIFO バッファに送信データの書き込みが完了していないの

に IN トークン を受信したとき。

• 転送タイプがアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少
なくとも一面分のFIFO バッファの空がない状態で、OUT 
トークンを受信したとき。

14 CRCE 0 R/W（注） 受信データエラー

アイソクロナス転送中のパイプに対するCRC エラーやビットス

タッフィングエラーの検出ステータスが表示されます。

0：エラーなし

1：エラー発生

本ビットに ”0” を書き込むことにより本ビットを ”0” にクリアする

ことができます。

このとき本レジスタの他のビットには ”1”  を書き込んでくださ

い。

CRC エラーの検出時には、本モジュールは内部NRDY 割り込み

要求を発生させません。

13 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 0 FRNM[10:0] H'000 R フレーム番号

本モジュールは、1ms に1回のSOF 発行タイミング又はSOF 受
信時に本ビットを書き換え、最新のフレーム番号を表示します。

本ビットを読み出すときは、2 度一致で読み出してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W（注）R/W（注）
— — — R R R R R R R R R R R

OVRN CRCE — — — FRNM[10:0]
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31.5.19 マイクロフレームナンバーレジスタ（UFRMNUM）

UFRMNUM は、マイクロフレーム番号を表示します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 UFRNM[2:0] 000 R マイクロフレーム

マイクロフレーム番号が確認できます。

ハイスピード動作時は、本モジュールは、本ビットにマイクロフ
レーム番号を表示します。

ハイスピード以外での動作時には、本ビットにB'000 を表示しま

す。

本ビットを読み出すときは、2度一致で読み出してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — R R R

— — — — — — — — — — — — — UFRNM[2:0]
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31.5.20 USB アドレスレジスタ（USBADDR）

USBADDR は、USB アドレスを表示します。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB バスリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 7 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～0 USBADDR
[6:0]

H'00 R USB アドレス

SET_ADDRESS リクエストを正常に処理したときに、ホストか

ら割り付けられたUSB アドレスを表示します。本モジュールが

USB リセットを検出したとき、本ビットにH'00 を表示します。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — R R R R R R R

— — — — — — USBADDR[6:0]— — —
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31.5.21 USB リクエストタイプレジスタ（USBREQ）

USBREQ は、コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。

USBREQ は、受信したbRequest 及びbmRequestType の値が格納されます。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB バスリセットで初期化されます。

31.5.22 USB リクエストバリューレジスタ（USBVAL）

USBVAL は、受信したwValue の値が格納されます。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB バスリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 BREQUEST
[7:0]

H'00 R リクエスト

USB リクエストbRequest の値を格納します。

SETUP トランザクションで受信したUSB リクエストデータ値を

表示します。書き込みは無効です。

7～ 0 BMREQUEST-
TYPE[7:0]

H'00 R リクエストタイプ

USB リクエストbmRequestType の値を格納します。

SETUP トランザクションで受信したUSB リクエストデータ値を

表示します。書き込みは無効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 0 WValue[15:0] H'0000 R バリュー

USB リクエストwValue の値を格納します。

SETUP トランザクションで受信したUSB リクエストwValue の
値を表示します。本ビットへの書き込みは無効です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

BREQUEST[7:0] BMREQUESTTYPE[7:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WVALUE[15:0]

R R R R R R R R R R R R R R R R
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31.5.23 USB リクエストインデックスレジスタ（USBINDX）

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。
USBINDX は、受信したwIndex の値が格納されます。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB バスリセットで初期化されます。

31.5.24 USB リクエストレングスレジスタ（USBLENG）

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。
USBLENG は、受信したwLength の値が格納されます。

本レジスタは、パワーオンリセット及びUSB バスリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 0 WINDEX[15:0] H'0000 R インデックス

USB リクエストwIndex の値を格納します。

SETUP トランザクションで受信したUSB リクエストwIndex の
値を表示します。本ビットへの書き込みは無効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 0 WLENGTH
[15:0]

H'0000 R レングス

USB リクエストwLength の値を格納します。

SETUP トランザクションで受信したUSB リクエストwLength の
値を表示します。本ビットへの書き込みは無効です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WINDEX[15:0]

R R R R R R R R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

WLENGTH[15:0]
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31.5.25 DCP マックスパケットサイズレジスタ（DCPMAXP）

DCPMAXP は、DCP に対して、マックスパケットサイズを指定します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

注 . MXPS[2:0] ビットは B'000 に固定されます。

31.5.26 DCP コントロールレジスタ（DCPCTR）

DCPCTR は、DCP に対して、バッファメモリステータスの確認、データPID シーケンスビットの変更

と確認、及び応答PID の設定を行います。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USB バスリセットで CCPL、PID[1:0]
ビットは初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 7 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～ 0 MXPS[6:0] H'40 R/W マックスパケットサイズ

DCP の最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を本

ビットに設定してください。

初期値は、H'40（64 バイト）です。

MXPS ビットの設定は、USB 規格に準拠した値を設定してくだ

さい。

MXPS ビットの設定は、PID＝NAK 及びCURPIPE ビットに未設

定時に実施してください。

対応するパイプのPID ビット（DCPCTRレジスタのビット1、0）
をBUF からNAK へ変更してから本ビットを変更する場合には、

PBUSY＝0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本モジュールがPID ビットをNAK に変更した場合には、

PBUSY ビットの確認は必要ありません。

MXPS＝0 の設定でのFIFO バッファへの書き込み、又はPID＝

BUF の設定は行わないでください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R R R

— — — —— — — — —

— — — —— — — — —

MXPS[6:0]

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

R R/W（注1）R/W（注1） R R R/W R/W R/W

BSTS — — — — — —

— — — — — —

SQCLR SQSET SQMON PBUSY — —

— —

CCPL PID[1:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 BSTS 0 R バッファステータス

DCP FIFO バッファへのアクセス可否ステータスが表示されま

す。

0：バッファアクセス不可

1：バッファアクセス可

本ビットの意味は、ISEL ビット（CFIFOSELレジスタのビット

5）の設定値により以下のように異なります。

• ISEL＝0 のとき、受信データの読み出しが可能かどうかを表

示します。
• ISEL＝1 のとき、送信データの書き込みが可能かどうかを表

示します。

14 ～ 9 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 SQCLR 0 R/W（注） トグルビットクリア

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグ

ルビットの期待値をDATA0 に設定する事ができます。

0：無効

1：DATA0 指定

本ビットは常に0 を表示します。

SQCLR ビットとSQSET ビットに同時に ”1” を設定しないでくだ

さい。

本ビットへの1 設定は、PID＝NAK 及びCURPIPE が未設定時に

実施してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1” を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビット

をNAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありま

せん。

7 SQSET 0 R/W（注） トグルビットセット

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグ

ルビットの期待値をDATA1 に設定することができます。

0：無効

1：DATA1 指定

SQCLR ビットとSQSET ビットに同時に ”1”  を設定しないでくだ

さい。

本ビットへの1 設定は、PID＝NAK 及びCURPIPE が未設定時に

実施してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1” を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビット

をNAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありま

せん。
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6 SQMON 1 R シーケンストグルビットモニタ

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグ

ルビットの期待値が表示されます。

0：DATA0

1：DATA1

トランザクションが正常処理すると本モジュールは本ビットをト
グルさせます。ただし、受信方向転送時のDATA-PID ミスマッチ

発生時には、本ビットをトグルさせません。

SETUP パケット正常受信時に、本モジュールは本ビットを ”1”  
にセット（期待値をDATA1 に設定）します。

また、本モジュールはステータスステージの IN/OUT トランザク

ションでは本ビットを参照しません。また正常終了してもトグル
させません。

5 PBUSY 0 R パイプビジー

DCP がPID ビットをBUF からNAK に変更した場合に、DCP の
トランザクションで使用されなくなったかを表示します。

0：DCP はトランザクションで未使用

1：DCP はトランザクションで使用

本モジュールは、当該パイプのUSB トランザクションを開始し

たときに本ビットを ”0” から ”1” に変更します。ひとつのトランザ

クションが終了したときに本ビットを ”1”  から ”0” に変更します。

PID＝NAK を設定した後、本ビットを読み出すことにより、パイ

プ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。

詳細は「31.7.3 (1)　パイプコントロールレジスタの切り替え手

順」を参照してください。

4、 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 CCPL 0 R/W コントロール転送終了許可

本ビットを ”1” にすることによりコントロール転送のステータス

ステージの終了許可を設定します。

0：無効

1：コントロール転送終了許可

対応する PID ビットがBUF のとき、本ビットに”1”  を設定する

と、本モジュールはコントロール転送のステージを完了させま
す。

即ち、コントロールリード転送時ではUSB ホストからのOUT ト
ランザクションに対してACK ハンドシェイクを送信し、コント

ロールライト及びノーデータコントロール転送時ではUSB ホス

トからの IN トランザクションに対してZero-Length パケットを送

信します。ただし、SET_ADDRESSリクエスト検出時は、本

ビットの設定値に関係なく本モジュールはSETUPステージから

ステータスステージ完了まで自動応答を行います。

新たな SETUP パケットを受信したときに、本モジュールは本

ビットを ”1” から ”0” に変更します。

VALID＝1 のとき、本ビットへの ”1” 書き込みを行うことが出来

ません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . 読み出すと常に ”0” が読み出されます。書き込みは ”1”  のみ有効です。

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答PID

本ビットでコントロール転送における本モジュールの応答を制御
します。

00：NAK 応答

01：BUF 応答（バッファ状態に従う）

10：STALL 応答

11：STALL 応答

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。

• 本モジュールがSETUP パケットを受信したときに、本モ

ジュールは本ビットをPID＝NAK に変更します。このとき、

本モジュールはVALID＝1を表示し、VALID＝0 を設定する

までは本ビットの変更を行うことはできません。
• 本ビットにBUF を設定しているときに、本モジュールが

MaxPacketSize を超えるデータを受信した場合、本モジュー

ルはPID＝STALL（11）を表示します。

• 本モジュールがコントロール転送シーケンスエラーを検出し
た場合、PID＝STALL（1x）を表示します。

• 本モジュールがUSB バスリセットを検出した場合、PID＝

NAK を表示します。

SET_ADDRESS リクエスト処理（自動処理）時には、本モ

ジュールは本ビットの設定値を参照しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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31.5.27 パイプウィンドウ選択レジスタ（PIPESEL）

パイプ1～9 の設定は、PIPESEL、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXP、PIPEPERI、PIPEnCTR、PIPEnTRE
及びPIPEnTRN レジスタで行ってください。

PIPESEL レジスタにて使用するパイプを指定した後、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXP 及びPIPEPERI
レジスタに、各パイプの機能設定を行います。なお、PIPEnCTR、PIPnTRE、及びPIPnTRN レジスタは、

PIPESEL レジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。

パワーオンリセット及びUSB バスリセット時は、選択されているパイプだけではなく、すべてのパイ

プのレジスタの該当ビットが初期化されます。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 4 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ～ 0 PIPESEL[3:0] 0000 R/W パイプウィンドウ選択

書き込み／読み出しをの対象とするPIPECFG レジスタ、

PIPEBUF レジスタ、PIPEMAXP レジスタ、PIPEPERI レジスタ

に対応するパイプ番号を指定します。

0000：未選択

0001：パイプ1

0010：パイプ2

0011：パイプ3

0100：パイプ4

0101：パイプ5

0110：パイプ6

0111：パイプ7

1000：パイプ8

1001：パイプ9

1010~1111：リザーブ

本ビットで指定したパイプ番号に対応するPIPECFG、

PIPEBUF、PIPEMAXP、PIPEPERI レジスタの読み出し／書き込

みができます。

本ビットに 0000 を設定したときは、PIPECFG レジスタ、

PIPEBUF レジスタ、PIPEMAXP レジスタ、PIPEPERI レジスタ、

及びPIPEnCTR レジスタの各ビットに、すべて ”0” が読み出され

ます。書き込みは無効です。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — PIPESEL[3:0]
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31.5.28 パイプコンフィギュレーションレジスタ（PIPECFG）

パイプ 1 ～ 9 に対して、各パイプの転送タイプ、バッファメモリのアクセス方向、及びエンドポイン

ト番号の指定、また連続転送モードか非連続転送モードか、シングルバッファかダブルバッファか、及
び転送終了時のパイプ動作を禁止するか否かの選択をします。本レジスタは、パワーオンリセットで初
期化されます。また、USB バスリセットでTYPE[1:0]は初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 TYPE[1:0] 00 R/W 転送タイプ

PIPESEL ビットに指定したパイプ（選択パイプ）の転送タイプ

を指定します。

• パイプ1、2 の場合

00：パイプ不使用

01：バルク転送

10：設定禁止

11：アイソクロナス転送

•  パイプ3～5 の場合

00：パイプ不使用

01：バルク転送

10：設定禁止

11：設定禁止

•  パイプ6～9 の場合

00：パイプ不使用

01：設定禁止

10：インタラプト転送

11：設定禁止

選択パイプをPID＝BUF に設定する（選択したパイプを使用した

USB 通信を開始する）前に、必ず本ビットを ”00” 以外の値に設

定してください。本ビットの変更は、選択パイプのPID ビットが

NAK 状態のときに行ってください。選択パイプのPID ビットを

BUF からNAK へ変更してから本ビットを変更する場合には、

PBUSY＝0 を確認してから本ビットを変更してください。ただ

し、本モジュールがPID ビットをNAK に変更した場合には、

PBUSY ビットの確認は必要ありません。

13 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W — — — R/W R/W R/W R/W — — R/W R/W R/W R/W R/W

TYPE[1:0] — — — BFRE DBLB CNTMD
SHT
NAK

— — DIR EPNUM[3:0]
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10 BFRE 0 R/W BRDY 割り込み動作指定

本モジュールからSH-4Aへのの選択パイプに関するBRDY 割り

込みの発行タイミングを指定します

0：データ送受信でBRDY 割り込み

1：データ読み出し完了時にBRDY 割り込み

選択パイプがPIPE1 ～ PIPE5のとき有効です。

本ビットに ”1” を設定し、かつ選択パイプを受信方向で使用して

いる場合、本モジュールは、トランスファの終了を検出し、その
パケットを読み出し終えたときにBRDY 割り込みを発行します。

この設定で BRDY 割り込みが発生したときには、BCLR＝1 の書

き込み処理を行う必要があります。BCLR＝1 を行うまでは選択

パイプに割り付けられたFIFO バッファは受信可能状態になりま

せん。

本ビットに ”1” を設定し、かつ、選択パイプを送信方向で使用し

ている場合、本モジュールはBRDY 割り込みを発生させません。

詳細は、「31.7.2 (1)　BRDY 割り込み」を参照してください。

本ビットの変更は、PID＝NAK 及びCURPIPE ビットにパイプが

未設定の状態のときに実施してください。

また、選択パイプを使用したUSB 通信を行った後、本ビットの

設定を変更する場合には、CSSTSビット、PIDビット、

CURPIPEビットの状態に加え、ACLRM＝1、ACLRM＝0 を連

続して書き込み、選択パイプに割り付けられたFIFOバッファの

クリアを実行してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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9 DBLB 0 R/W ダブルバッファモード

選択パイプが使用するFIFO バッファがシングルバッファかダブ

ルバッファかを指定します。

0：シングルバッファ

1：ダブルバッファ

本ビットはパイプ1～5 選択時に有効です。

本ビットに ”1” を設定している場合、本モジュールは選択パイプ

に対し、BUFSIZE ビット（PIPEBUF レジスタのビット14～10）
で指定したFIFO バッファサイズを2 面分割り当てます。

すなわち、本モジュールが選択パイプに対して割り当てるFIFO 
バッファの容量は以下のとおりです。

(BUFSIZE+1).64.(DBLB+1) [バイト ]

本ビットに ”1” を設定し、かつ選択パイプを送信方向で使用して

いる場合、本モジュールはBRDY 割り込みを発生させません。

詳細は、｢31.7.2 (1)　BRDY 割り込み｣を参照してください。

本ビットの変更は、PID＝NAK、及びCURPIPE ビットにパイプ

番号未設定の状態のときに実施してください。

また、選択パイプを使用したUSB 通信を行った後、本ビットの

設定を変更する場合には、CSSTSビット、PIDビット、

CURPIPEビットの状態に加え、ACLRM＝1、ACLRM＝0 を連

続して書き込み、選択パイプに割り付けられたFIFOバッファの

クリアを実行してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

8 CNTMD 0 R/W 連続転送モード

選択パイプを連続転送モードで通信させるかどうかを指定しま
す。

0：非連続転送モード

1：連続転送モード

本ビットは、PIPESEL ビットでパイプ1～5を選択し、かつバル

ク転送選択時（TYPE＝01）に有効です。

本ビットの変更は、PID＝NAK、及びCURPIPE ビットにパイプ

番号未設定の状態のときに実施してください。

また、選択パイプを使用したUSB 通信を行った後、本ビットの

設定を変更する場合には、CSSTSビット、PIDビット、

CURPIPEビットの状態に加え、ACLRM＝1、ACLRM＝0 を連

続して書き込み、選択パイプに割り付けられたFIFOバッファの

クリアを実行してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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7 SHTNAK 0 R/W トランスファ終了時のパイプ禁止

選択パイプが受信方向の場合に、トランスファ終了時にPID を
NAK に変更するかどうかを指定します。

0：トランスファ終了時にパイプ継続

1：トランスファ終了時にパイプ禁止

本ビットは、選択パイプがパイプ1～パイプ5であり、かつ、受

信方向である場合に有効なビットです。

受信方向パイプに対して本ビットに ”1” を設定している場合、本

モジュールは、選択パイプに対しトランスファの終了を判定した
ときに選択パイプに対応するPID ビットをNAK に変更します。

本モジュールは、以下条件が満たされたときにトランスファ終了
と判定します。

•  ショートパケットデータ (Zero-Length パケットを含む ) を正

常に受信したとき。
• トランザクションカウンタを使用し、トランザクションカウ
ンタ分のパケットを正常受信したとき。

本ビットの変更は、PID＝NAK の状態のときに実施してくださ

い。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

送信方向パイプに対しては、本ビットを ”0” に設定してください。

6、 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 DIR 0 R/W 転送方向

選択パイプの転送方向を指定します。

0：受信方向

1：送信方向

本ビットに ”0” を設定している場合、本モジュールは選択パイプ

を受信方向に、本ビットに ”1” を設定している場合、本モジュー

ルは選択パイプを送信方向に使用します。

本ビットの変更は、PID＝NAK 及びCURPIPE ビットにパイプ未

設定の状態のときに実施してください。

また、選択パイプを使用したUSB 通信を行った後、本ビットの

設定を変更する場合には、PIDビット、CURPIPEビットの状態

に加え、ACLRM＝1、ACLRM＝0 を連続して書き込み、選択パ

イプに割り付けられたFIFOバッファのクリアを実行してくださ

い。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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3 ～ 0 EPNUM[3:0] 0000 R/W エンドポイント番号

選択パイプのエンドポイント番号を指定します。

0000 の設定は、未使用パイプを意味します。

本ビットの変更は、PID＝NAK の状態のときに実施してくださ

い。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

DIR ビットとEPNUM ビットの設定の組み合わせが他のパイプの

設定と重複しないように設定してください。（EPNUM＝0000 の
設定は重複可能です。）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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31.5.29 パイプバッファ指定レジスタ（PIPEBUF）

PIPEBUF は、パイプ1～9 に対して、バッファサイズ及びバッファ番号を指定します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 ～ 10 BUFSIZE[4:0] H'00 R/W バッファサイズ

PIPESEL ビットに指定したパイプ（選択パイプ）のバッファサ

イズを指定します。単位はブロック数であり、1ブロックは64 バ
イトです。

00000（H'00）：64 バイト

00001（H'01）：128 バイト

　　： 　　：

11111（H'1F）：2K バイト

DBLB＝1 を設定している場合、本モジュールは選択パイプに対

し、本ビットで指定したFIFO バッファサイズを2 面分割り当て

ます。

本モジュールが選択パイプに対して割り当てるFIFO バッファの

容量は以下のとおりです。

(BUFSIZE+1)　ｘ64ｘ(DBLB+1) [バイト ]

選択パイプに応じて、本ビットに設定可能な値が異なります。

パイプ 1～5 の場合：BUFSIZE＝H'00～H'1F を設定してくだ

さい。

パイプ 6～9 の場合：BUFSIZE＝H'00 を設定してください。

CNTMD＝1 で使用する場合は、本ビットに、MaxPacketSize の
整数倍の値を設定してください。

本ビットの変更は、PID＝NAK 及びCURPIPE ビットにパイプ未

設定の状態のときに実施してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

9、 8 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— R/W R/W R/W R/W R/W — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— BUFSIZE[4:0] — — BUFNMB[7:0]
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7 ～ 0 BUFNMB[7:0] H'00 R/W バッファ番号

選択パイプのFIFO バッファ番号をH'04～H'87 で指定します。

選択パイプとしてパイプ1～5 を設定している場合、本ビットに

はユーザシステムに合わせた値を設定することができます。

BUFNMB＝0～3 はDCP 専用です。

BUFNMB＝4 はパイプ6 専用です。

ただしパイプ6 を使用しない場合、他のパイプで使用可能で

す。

選択パイプがパイプ6 の場合、本ビットへの書き込みは無効

で、モジュールがBUFNMB＝4 を自動的に割り付けます。

BUFNMB＝5 はパイプ7 専用です。

ただしパイプ7 を使用しない場合、他のパイプで使用可能で

す。

選択パイプがパイプ7 の場合、本ビットへの書き込みは無効

で、モジュールがBUFNMB＝5 を自動的に割り付けます。

BUFNMB＝6 はパイプ8 専用です。

ただしパイプ8 を使用しない場合、他のパイプで使用可能で

す。

選択パイプがパイプ8 の場合、本ビットへの書き込みは無効

で、モジュールがBUFNMB＝6 を自動的に割り付けます。

BUFNMB＝7 はパイプ9 専用です。

ただしパイプ9 を使用しない場合、他のパイプで使用可能で

す。

選択パイプがパイプ9 の場合、本ビットへの書き込みは無効

で、モジュールがBUFNMB＝7 を自動的に割り付けます。

本ビットの変更は、PID＝NAK 及びCURPIPE ビットにパイプ未

設定の状態のときに実施してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。

ただし、本モジュールがPID ビットをNAK に変更した場合には、

PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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31.5.30 パイプマックスパケットサイズレジスタ（PIPEMAXP）

PIPEMAXP は、パイプ1～9 に対して、マックスパケットサイズを指定します。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

注 . PIPESEL レジスタのPIPESEL ビットでパイプを選択していないときH'000、選択しているときH'040 です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 11 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～0 MXPS[10:0] （注） R/W マックスパケットサイズ

選択パイプの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）
を指定します。パイプごとに設定可能な値の範囲を以下に示しま
す。

パイプ 1、2： 1 バイト (H'001)～1024 バイト (H'400)

パイプ3～5： 8 バイト（H'008）、16 バイト（H'010）、32バイ

ト（H'020）、64 バイト（H'040）、512 バイト

（H'200）（[2:0]のビットはありません。）

パイプ6～9： 1 バイト (H'001）～64 バイト（H'040）

MXPS ビットの設定は、転送タイプ毎にUSB 規格に準拠した値

を設定してください。

アイソクロナスパイプをスプリットトランザクションで通信する
場合には、MXPS ビットには188 バイト以下の値を設定してくだ

さい。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

MXPS＝0 の設定でのFIFO バッファへの書き込み、又はPID＝

BUF の設定は行わないでください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0  0（注） 0 0 0 0 0 0

— — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—— — — — MXPS[10:0]
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31.5.31 パイプ周期制御レジスタ（PIPEPERI）

パイプ 1～9 に対して、アイソクロナス IN 転送時のインターバルエラーによってバッファフラッシュ

機能を動作させるか否かの選択、及びインターバルエラーの検出間隔の設定をします。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 13 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

12 IFIS 0 R/W アイソクロナス IN バッファフラッシュ

PIPESEL ビットに指定したパイプ（選択パイプ）がアイソクロ

ナス IN 転送の場合に、バッファフラッシュ有無を指定します。

0：バッファフラッシュしない

1：バッファフラッシュする

選択パイプの転送タイプがアイソクロナス、かつ転送方向が IN 
転送の場合において、IITV ビットに設定したインターバル毎の

（マイクロ）フレーム中にUSB ホストから INトークントークン 
を本モジュールが受信しなかった場合に、本モジュールが自動的
にFIFO バッファをクリアする機能です。

ダブルバッファ設定時（DBLB＝1 設定時）は、本モジュールが

クリアするのは古い方の1 面分データのみです。

FIFO バッファクリアのタイミングは、INトークン を受信するは

ずの（マイクロ）フレーム直後のSOF パケット受信時です。ま

たSOF パケットが破損した場合でも内部補間機能によりSOF を
受信すべきタイミングにクリアを行います。

選択パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合は、本ビッ
トへは ”0”を設定してください。

11 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 IITV[2:0] 000 R/W インターバルエラー検出間隔

選択パイプのインターバルエラー検出間隔をフレームタイミング
の2 のn乗で指定してください。

本ビットの設定は、PID＝NAK、及びCURPIPE ビットに未設定

時に実施してください。

選択パイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

本ビットを設定し、USB 通信を行った後で別の値に変更する場

合には、PID＝NAK 設定後ACLRM＝1 をセットし、インタバル

タイマの初期化を行って下さい。

パイプ 3～5 に対しては、本ビットは存在しません。パイプ3～5 
に対応する本ビットの位置には000 を設定してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — R/W — — — — — — — — — R/W R/W R/W

— — — IFIS — — — — — — — — — IITV[2:0]
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31.5.32 パイプn コントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n = 1 ～ 9）

パイプ 1～ 9 に対して、バッファメモリステータスの確認、データ PID シーケンスビットの変更と確

認、自動応答モードにするか否かの選択、自動バッファクリアモードにするか否かの選択、及び応答PID
の設定を行います。本設定は、PIPESEL レジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USB バスリセットでPID[1:0]ビットは

初期化されます。

(1) PIPEnCTR （n = 1 ～ 5）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 BSTS 0 R バッファステータス

当該パイプのFIFO バッファステータスが表示されます。

0：SH-4A からのバッファアクセス不可

1：SH-4A からのバッファアクセス可

本ビットの意味は、DIR、BFRE 及びDCLRM ビットの設定値によ

り表31.12 に示すように異なります

14 INBUFM 0 R 送信バッファモニタ

当該パイプが送信方向の場合に、当該パイプのFIFO バッファス

テータスが表示されます。

0：バッファメモリに送信可能データなし

1：バッファメモリに送信可能データあり

当該パイプを送信方向（DIR＝1）に設定している場合に、ソフト

ウェア（又はDMAC）が少なくとも1 面分のデータをFIFO バッ

ファに書き込み完了したときに、本モジュールは本ビットに1 を表

示します。

書き込みが完了している面のFIFO バッファ上のデータを本モ

ジュールがすべて送信完了したときに、本モジュールは本ビットに
0 を表示します。ダブルバッファ使用時（DBLB＝1 設定時）には、

本モジュールが2 面分のデータを送信完了しかつソフトウェア（又

はDMAC）が1 面分のデータ書き込みを完了していないときに、本

ビットに0 を表示します。

当該パイプを受信方向（DIR＝0）に設定している場合には、本

ビットはBSTS ビットと同じ値を示します。

13 ～ 11 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R — — — R/W R/W R/W（注）R/W（注） R R — — — R/W R/W

BSTS INBUFM — — —
AT

REPM
ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]
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10 ATREPM 0 R/W 自動応答モード

当該パイプの自動応答禁止／許可を指定します。

0：自動応答禁止

1：自動応答許可

当該パイプの転送タイプをバルクに設定している場合、本ビットへ
の1 設定が可能です。

本ビットに ” 1” を設定した場合、USB ホストからのトークンに対し

本モジュールは以下のように応答します。

(1) 当該パイプがBulk IN 転送（TYPE＝01 かつDIR＝1 を設定）の

場合ATREPM＝1 かつPID＝BUF を設定している場合、INトー

クン に対して本モジュールはZero-Length パケットを送信しま

す。
USB ホストからのACK 受信の度に（1 トランザクションは IN
トークン 受信→Zero Length パケット送信→ACK 受信）、本モ

ジュールはシーケンストグルビット（DATA-PID）の更新（トグ

ル）を行います。
BRDY 割り込み、BEMP 割り込みは発生させません。

(2) 当該パイプがBulk OUT 転送（TYPE＝01 かつDIR＝0 を設定）

の場合
ATREPM＝1 かつPID＝BUF を設定している場合、OUTトーク

ン（又はPINGトークン）に対して本モジュールはNAK 応答を

行い、NRDY 割り込みを発生させます。

本ビットの変更は、PID＝NAK 設定時に実施してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットを変更する場合にはPBUSY＝0 を確認してから本ビットを

変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK に
変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

本ビットを “1” に設定してUSB 通信を行う場合、FIFO バッファは

必ず空の状態で設定を行ってください。本ビットを ”1” に設定して

USB 通信を行っている期間はFIFO バッファへの書き込みを行わな

いでください。

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場合、本ビットに
は必ず ”0” を設定してください。

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定しま
す。

0：禁止

1：許可（全バッファ初期化）

当該パイプに割り付けたFIFO バッファの内容をすべて削除したい

場合に、ACLRM ビットに1、0 を連続して書き込んでください。

本ビットに 1、0 を連続して設定した場合に本モジュールがクリア

する内容と、当該項目のクリアが必要なケースについて表31.13 に
示します。本ビットの変更は、PID＝NAK 設定時に実施してくださ

い。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK 
に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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8 SQCLR 0 R/W（注） トグルビットクリア

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビッ
トの期待値をDATA0 にクリアするときに ”1” を指定します。

0：無効

1：DATA0 指定

本ビットに ”1” を設定すると本モジュールは当該パイプのシーケン

ストグルビットの期待値をDATA0 に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに ”0” を表示します。

SQCLR ビットへの ”1” 設定は、PID＝NAK 設定時に実施してくだ

さい。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1” を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットを

NAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありませ

ん。

7 SQSET 0 R/W（注） トグルビットセット

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビッ
トの期待値をDATA1 にセットするときに ”1” を指定します。

0：無効

1：DATA1 指定

本ビットに ”1” を設定すると本モジュールは当該パイプのシーケン

ストグルビットの期待値をDATA1 に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに ”0” を表示します。

SQSET ビットへの ”1”  設定は、PID＝NAK 設定時に実施してくだ

さい。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1” を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットを

NAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありませ

ん。

6 SQMON 0 R トグルビット確認

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビッ
トの期待値が表示されます。

0：DATA0

1：DATA1

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トラン
ザクションが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせ
ます。ただし、受信方向転送時のDATA-PID ミスマッチ発生時に

は、本ビットをトグルさせません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . ”0”読み出し、”1” 書き込みのみ有効です。

5 PBUSY 0 R パイプビジー

当該パイプを現在トランザクションで使用中かどうかが表示されま
す。

0：当該パイプはトランザクションで未使用

1：当該パイプはトランザクションで使用

本モジュールは、当該パイプのUSB トランザクションを開始した

ときに本ビットを ”0” から ”1” に変更します。ひとつのトランザク

ションが終了したときに本ビットを ”1”  から ”0” に変更します。

PID＝NAK を設定した後、本ビットを読み出すことにより、パイプ

設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。

詳細は「31.7.3(1)　パイプコントロールレジスタの切り替え手順」

を参照してください。

4 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1、 0 PID[1:0] 00 R/W 応答PID

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定しま
す。

00：NAK 応答

01：BUF 応答（バッファ状態に従う）

10：STALL 応答

11：STALL 応答

本ビットのデフォルト値はNAK です。当該パイプでUSB 転送を行

う場合には本ビットをBUF に変更してください。PID ビットの設定

値ごとの本モジュールの基本動作（通信パケットにエラーがない場
合の動作）は表31.14のとおりです。

当該パイプがUSB 通信中であるときに、本ビットをBUFからNAK 
に変更する場合、NAK を書き込んだ後、実際に当該パイプのUSB
転送がNAK 状態に遷移したことを確認するためにPBUSY＝1 であ

ることを確認してください。ただし、本モジュールが本ビットを
NAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありませ

ん。

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。

• 当該パイプが受信方向の場合、かつ選択パイプのSHTNAK ビッ

トに ”1” を設定している場合、本モジュールがトランスファー終

了を認識したときに、PID＝NAK を表示します。

• 当該パイプに対し、MaxPacketSize を超えるペイロードのデー

タパケットを受信した場合、本モジュールはPID＝STALL（11）
を表示します。

• USB バスリセットを検出した場合、本モジュールはPID＝NAK 
を表示します。

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。

• NAK（00）状態からSTALL 状態にする場合には、10 を書き込

んでください。
• BUF（01）状態からSTALL 状態にする場合には、11 を書き込ん

でください。
• STALL（11）からNAK 状態にする場合には、一度10 を書き込

んでから00 を書き込んでください。

• STALL 状態からBUF 状態にする場合には、一度NAK (00)状態

に変更し、その後、BUF (01)状態にして下さい。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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表31.12 BSTS ビットの動作

表31.13 ACLRM＝1 設定時に本モジュールがクリアする内容

DIRビット BFRE ビット DCLRM ビット BSTS ビットの意味

0 0 0 0： データの読み出し完了

1：データの読み出し可能

1 この組み合わせは設定禁止です。

1 0 1： データの読み出し可能

注 . データの読み出しが完了した後でBCLR＝1 を書き込んだ

ときにこのビットは0になります｡

1 0：データの読み出し完了

1：データの読み出し可能

1 0 0 0：データの読み出し完了

1： データの読み出し可能

1 この組み合わせは設定禁止です。

1 0 この組み合わせは設定禁止です。

1 この組み合わせは設定禁止です。

番号 ACLRM ビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース

1 当該パイプに割り付けたFIFO バッファのすべての内

容 (ダブルバッファ設定時はFIFO バッファを２面とも

クリア )

2 当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場
合、インターバルカウント値

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合

3 BFRE ビットに関する内部フラグ BFRE ビットの設定値変更時

4 FIFO バッファトグル制御 DBLB ビットの設定値変更時

5 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時
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表31.14 PID ビットによる本モジュールの動作一覧

PID ビット 転送タイプ
転送方向

（DIR ビット）
本モジュールの動作

00 (NAK) バルク、又は

インタラプト

設定値に依存しない USB ホストからのトークンにNAK 応答を行う

ただし、ATREPM＝1 設定時の動作はATREPM 
ビットの説明を参照してください。

アイソクロナス 設定値に依存しない USB ホストからのトークンに無応答を行う

01 (BUF) バルク 受信方向 (DIR = 0) USB ホストからのOUT トークンに対し、当該パ

イプに対応するFIFO バッファが受信可能な状態

ならばデータを受信しACK応答を行う。受信可

能な状態でなければNAK 応答を行う。

USB ホストからのPING トークンに対し、当該

パイプに対応するFIFO バッファが受信可能な状

態ならばACK 応答を行う。受信可能な状態でな

ければNYET 応答を行う

インタラプト 受信方向 (DIR = 0) USB ホストからのOUT トークンに対し、当該パ

イプに対応するFIFO バッファが受信可能な状態

ならばデータを受信しACK応答を行う。受信可

能な状態でなければNAK 応答を行う

バルク、又は

インタラプト

送信方向 (DIR = 1) 対応するFIFO バッファが送信可能な状態ならば

USB ホストからのトークンに対しデータを送信

する。送信可能でなければNAK 応答を行う

アイソクロナス 受信方向 (DIR = 0) USB ホストからのOUT トークンに対し、当該パ

イプに対応するFIFO バッファが受信可能な状態

ならばデータを受信する。

受信可能な状態でなければデータを破棄する。

アイソクロナス 送信方向 (DIR = 1) 対応するFIFO バッファが送信可能な状態ならば

USB ホストからのトークンに対しデータを送信

する。送信可能でなければZero-Length パケッ

トを送信する

10 (STALL)又は 
11 (STALL)

バルク、又は

インタラプト

設定値に依存しない USB ホストからのトークンにSTALL 応答を行

う。

アイソクロナス 設定値に依存しない USB ホストからのトークンに無応答を行う。
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(2) PIPEnCTR （n = 6 ～ 9）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 BSTS 0 R バッファステータス

当該パイプのFIFO バッファステータスが表示されます。

0：バッファアクセス不可

1：バッファアクセス可

本ビットの意味は、DIR、BFRE 及びDCLRM ビットの設定値に

より表31.12 に示すように異なります

14 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード（注2）（注3）

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定しま
す。

0：自動バッファクリアモード禁止

1：自動バッファクリアモード許可（全バッファ初期化）

当該パイプに割り付けたFIFO バッファの内容をすべて削除した

い場合に、ACLRM ビットに1、0 を連続して書き込んでくださ

い。

本ビットに 1、0 を連続して設定した場合に本モジュールがクリ

アする内容と、当該項目のクリアが必要なケースについて表
31.15 に示します。

本ビットの変更は、PID＝NAK 及び当該パイプをCURPIPE ビッ

トに未設定時に実施してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビッ

トを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットを

NAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありませ

ん。

8 SQCLR 0 R/W（注1） トグルビットクリア（注2）（注3）

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグル
ビットの期待値をDATA0 にクリアするときに ”1” を指定します。

0：無効

1：DATA0 指定

本ビットに ”1” を設定すると本モジュールは当該パイプのシーケ

ンストグルビットの期待値をDATA0 に設定します。本モジュー

ルは、常に本ビットに ”0” を表示します。

SQCLR ビットへの ”1” 設定は、PID＝NAK 設定時に実施してく

ださい。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1” を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビット

をNAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありま

せん。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R — — — — — R/W R/W（注1）R/W（注1） R R — — — R/W R/W

BSTS — — — — — ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]
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7 SQSET 0 R/W（注1） トグルビットセット（注2）（注3）

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグル
ビットの期待値をDATA1 にセットするときに ”1” を指定します。

0：無効

1：DATA1 指定

本ビットに ”1”  を設定すると本モジュールは当該パイプのシーケ

ンストグルビットの期待値をDATA1 に設定します。本モジュー

ルは、常に本ビットに ”0” を表示します。

SQSET ビットへの ”1”  設定は、PID＝NAK 設定時に実施してく

ださい。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本

ビットに ”1”  を設定する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本

ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビット

をNAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありま

せん。

6 SQMON 0 R トグルビット確認

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグル
ビットの期待値が表示されます。

0：DATA0

1：DATA1

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トラ
ンザクションが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグル
させます。ただし、受信方向転送時のDATA-PID ミスマッチ発生

時には、本ビットをトグルさせません。

5 PBUSY 0 R パイプビジー

当該パイプを現在USB バスで使用中かどうかが表示されます。

0：当該パイプをUSB バスにて未使用

1：当該パイプをUSB バスにて使用

本モジュールは、当該パイプのUSB トランザクションを開始し

たときに本ビットを ”0” から ”1” に変更します。ひとつのトランザ

クションが終了したときに本ビットを ”1” から ”0” に変更します。

PID＝NAK を設定した後、本ビットを読み出すことにより、パイ

プ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。

詳細は「31.7.3　(1)　パイプコントロールレジスタの切り替え手

順」を参照してください。

4 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注1. ”0” 読み出し、”1”  書き込みのみ有効です。

2. ACLRM ビット、SQCLR ビット、又は、SQSET ビットの設定は、以下の条件を守って行ってください。

PID＝NAK 時及び選択パイプをCURPIPE に設定していないときに設定してください。

3. ACLRM ビット、SQCLR ビット、又はSQSET ビットの設定を、PID＝BUF からNAK へ変更した後で変更する

場合は、選択パイプのPBUSY＝0 を確認してから行ってください。ハードウェア制御にてPID がNAK に変更さ

れた場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

表31.15 ACLRM＝1 設定時に本モジュールがクリアする内容

1、 0 PID[1:0] 00 R/W 応答PID

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定しま
す。

00：NAK 応答

01：BUF 応答（バッファ状態に従う）

10：STALL 応答

11：STALL 応答

本ビットのデフォルト値はNAK です。当該パイプでUSB 転送を

行う場合には本ビットをBUF に変更してください。PID ビット

の設定値毎の本モジュールの基本動作（通信パケットにエラーが
ない場合の動作）は表31.14のとおりです。

当該パイプがUSB 通信中であるときに、本ビットをBUFから

NAK に変更する場合、NAK を書き込んだ後、実際に当該パイプ

のUSB転送がNAK 状態に遷移したことを確認するためにPBUSY
＝1 であることを確認してください。ただし、本モジュールが本

ビットをNAK に変更した場合には、PBUSY ビットの確認は必要

ありません。

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。

• 当該パイプが受信方向の場合、かつ選択パイプのSHTNAK 
ビットに ”1”  を設定している場合、本モジュールがトランス

ファー終了を認識したときに、PID＝NAK を表示します。

• 当該パイプに対し、MaxPacketSize を超えるペイロードの

データパケットを受信した場合、本モジュールはPID＝

STALL（11）を表示します。

• USB バスリセットを検出した場合、本モジュールはPID＝

NAK を表示します。

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。

• NAK（00）状態からSTALL 状態にする場合には、10 を書き

込んでください。
• BUF（01）状態からSTALL 状態にする場合には、11 を書き

込んでください。
• STALL（11）からNAK 状態にする場合には、一度10 を書き

込んでから00 を書き込んでください。

• STALL 状態からBUF 状態にする場合には、一度NAK(00) 状
態に変更し、その後、BUF(01) 状態にして下さい。

番号 ACLRM ビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース

1 選択パイプに割り付けたFIFO バッファのすべての内容

2 BFRE ビットに関する内部フラグ BFRE ビットの設定値変更時

3 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 31.  USBファンクションモジュール0（USB0）

 Page 31-63

31.5.33 パイプn トランザクションカウンタイネーブルレジスタ（PIPEnTRE）
（n = 1 ～ 5） 

PIPEnTRE は、パイプ1～5 に対応するトランザクションカウンタの無効／有効の指定や、カウンタク

リアの指定を行います。
本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。

注 . 本レジスタの各ビットの変更は、PID＝NAK 時に実施してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更したあとで各ビットの設定値を変更する場合には、PBUSY
＝0 を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK に変更した場合に

は、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 10 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 TRENB 0 R/W トランザクションカウンタ許可

トランザクションカウンタ無効／有効を指定します。

0：トランザクションカウンタ機能無効

1：トランザクションカウンタ機能有効

受信パイプに対して、TRNCNT ビットに総パケット数を設定し

た後で本ビットに ”1” を設定すると、本モジュールはTRNCNT 
ビットの設定値と同数のパケット受信を終了したときに以下の制
御を行います。

• 連続送受信モード使用（CNTMD＝1 設定）時、受信完了時に

FIFO バッファがフルの状態でなくても、SH-4A側にトグルさ

せます。
• SHTNAK＝1 設定時、TRNCNT ビットの設定値と同数のパ

ケット受信を終了時点で対応するパイプのPID ビットをNAK 
に変更します。

• BFRE＝1 設定時、TRNCNT ビットの設定値と同数のパケッ

ト受信を終了し最後のデータを読み出し終えたときに、
BRDY 割り込みをアサートします。

送信パイプについては、本ビットに ”0” を設定してください。

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに
”0” を設定してください。

トランザクションカウント機能を使用する場合、本ビットに ”1”  
を設定する前にTRNCNT ビットの設定を行ってください。また、

トランザクションカウントの対象となる最初のパケットを受信す
る前に本ビットに ”1”  を設定してください。

8 TRCLR 0 R/W トランザクションカウンタクリア

当該パイプに対応するトランザクションカウンタの現在のカウン
ト値をクリアし、本ビットに ”0” を表示します。

0：無効

1：カレントカウンタクリア

7～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — R/W R/W— — — — — — — — —

— — — — — — TRENB TRCLR — — — — — — ——
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31.5.34 パイプn トランザクションカウンタレジスタ（PIPEnTRN）（n = 1 ～ 5） 

PIPEnTRN は、パイプ1～5 に対応するトランザクションカウンタです。

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USB バスリセットで設定値が保持され

ます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 0 TRNCNT[15:0] H'0000 R/W トランザクションカウンタ

ライト時：

DMA 転送のトランザクション回数を設定します。

リード時：

TRENB＝0 の場合は設定したトランザクション回数が表示さ

れます。

TRENB＝1 の場合はカウント中のトランザクション回数が表

示されます。

本モジュールは、受信時の状態が以下のすべて満たしたときに本
ビットを ”1” インクリメントします。

• TRENB＝1 である

• パケット受信時に（TRNCNT 設定値≠現在のカウント値+1）
である 

• 受信したパケットのペイロードがMXPS ビットへの設定値と

一致した

本モジュールは、以下のいずれかの条件が満たされたときに本
ビットの表示を ”0” にクリアします。

•  以下の条件がすべて満たされたとき

TRENB＝1 である

パケット受信時に (TRNCNT 設定値＝現在のカウント値+1)で
ある
受信したパケットのペイロードがMXPS ビットへの設定値と

一致した
• 以下条件がすべて満たされたとき

TRENB＝1 である

ショートパケットを受信した
•  以下の条件がすべて満たされたとき

TRENB＝1 である

TRCLR ビットに ”1” を設定した

15 ～ 0 TRNCNT[15:0] H'0000 R/W 送信パイプついては、本ビットに ”0” を設定してください。

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに
”0” を設定してください。

本ビットの変更は、PID＝NAK、かつTRENB＝0 設定時に実施

してください。

対応するパイプのPID ビットをBUF からNAK へ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、PBUSY＝0 を確認してから本ビットを変更

してください。ただし、本モジュールがPID ビットをNAK に変更し

た場合には、PBUSY ビットの確認は必要ありません。

本ビットの値を変更する場合は、TRENB＝1 を設定する前に

TRCLR＝1 を実施してください。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TRNCNT[15:0] 

ビット：

初期値：
R/W：
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31.5.35 UTMIサスペンドモードレジスタ（SUSPMODE） 

SUSPMODE はUTMIへの SuspendM 信号を制御するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

14 SUSPM 0 R/W UTMI SuspendM 制御

UTMI への SuspendM 信号を制御します。

0：UTMI サスペンドモード

1：UTMI 通常モード

初期値は 0 で、UTMI の初期状態はサスペンドモードの状態です。

本コントローラを開始する前に本ビットを ”1”  にしてください。

UTMI規格に準拠したデバイスでは、クロック出力は通常 
SuspendM 信号で制御できます。SuspendM = 0 のとき、LINK へ
のクロック供給を停止します。

SUSPM ビットが ” 0” のとき（UTMI クロック停止中）、このコン

トローラへの書き込み無効です（読み出しは可能）。ただし、以
下のレジスタへの書き込みは　SUSPM ビットが ”0” のときでも

有効です。

SYSCFG
BUSWAIT
SUSPMODE

UTMI クロック停止状態（SUSPM = 0）でSYSCFG レジスタに

設定した値は、UTMI クロック発振を開始した（SUSPM = 1）後

に反映されます。

13 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ SUSPM

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ R/W

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6 SUDMACレジスタの構成

USB0/USB1 SUDMAC のレジスタ構成を表 31.16 に 示します。

表31.16 レジスタ構成

注 . ベースアドレスに関しては、表 31.4 の DMACの欄を参照してください。

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

ソフトウエア

リセット

マニュアル

リセット 

コンフィグレーション

レジスタ

CH0CFG R/W ベースアドレス 
+ H'000

32 H'0000 0030 H'0000 0030 H'0000 0030

ベースアドレス レジスタ CH0BA R/W ベースアドレス 
+ H'010

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ベースバイトカウント

レジスタ

CH0BBC R/W ベースアドレス 
+ H'018

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

カレントアドレスレジスタ CH0CA R ベースアドレス 
+ H'020

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

カレントバイトカウント

レジスタ

CH0CBC R ベースアドレス 
+ H'028

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMAイネーブルレジスタ CH0DEN R/W ベースアドレス 
+ H'030

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMA ステータスクリア

レジスタ

DSTSCLR W ベースアドレス 
+ H'038

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMAバッファコントロール

レジスタ

DBUFCTRL R/W ベースアドレス 
+ H'03C

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMA割り込みコントロール

レジスタ

DINTCTRL R/W ベースアドレス 
+ H'040

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMA割り込みステータス

レジスタ

DINTSTS R ベースアドレス 
+ H'044

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

DMA割り込みステータス

クリアレジスタ

DINTSTSCLR R/W ベースアドレス 
+ H'048

32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

SHwy転送コントロール

レジスタ

CH0SHCTRL R/W ベースアドレス 
+ H'050

32 H'0908 0000 H'0908 0000 H'0908 0000
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31.6.1 コンフィグレーションレジスタ（CH0CFG）

CH0CFG は、DMAC の構成を指定するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 13 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

12 SENDBUFM 0 R/W 送信バッファモード

0： DMA転送終了にてLINKの送信FIFOバッファを書込み完了

状態にし、送信可能状態にします

1： DMA転送終了後、LINKの送信FIFOバッファを書込み可能

状態のまま継続します

DMA 転送後、SH-4A で FIFO に追加の書き込み（フッターデー

タ等）を行う場合は、本ビットに ”1”  を書き込んでください。ま

た、追加のデータを書き込む前に、CFIFO への LINK の FIFO 
ポートを切り替えてください。

本ビットに ”1” を設定した場合でも、転送データサイズがマック

スパケットサイズの整数倍のとき、DMA 転送終了時にLINK の送

信用 FIFOバッファは書き込み完了の状態に設定されます。

11 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 RCVENDM 0 R/W 受信データ転送終了モード

0：トランスファ単位でのDMA転送終了

1：ベースバイトカウントでDMA 転送終了

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5、 4 WAIT 11 R/W ローカルバスアクセスウェイト

11           ：3 ウェイト

上記以外：設定禁止

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

— — —

— — —

— — — —

— — —

— — —

— —

— — — — — —

— — — —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — —
SEND 
BUFM

RCV 
ENDM

WAIT[1:0]— — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.2 ベースアドレスレジスタ（CH0BA） 

CH0BA は、SHwy へアクセスする先頭アドレスを指定するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 BA H'0000 0000 R/W SHwy アクセス先頭アドレス

SHwy へアクセスする先頭アドレスを指定します。

本ビット 31～0 は SHwy へアクセスするアドレスのビット31～
0 に対応しています。

DMA 転送を開始するとき、この値がカレントアドレスビット

（CA） にコピーされ、SHwy へのアクセスアドレスとして使用さ

れます。

注1. 下位の3ビットは 0 のみ設定可能です。

　 2. DMA転送を禁止（DEN = 0）しているときのみ設定可能

です。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BA[31:16]

BA[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 31.  USBファンクションモジュール0（USB0）

 Page 31-69

31.6.3 ベースバイトカウントレジスタ（CH0BBC）

CH0BBC は、DMA 転送バイト数を指定するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 26 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

25 ～ 0 BBC H'000 0000 R/W DMA 転送バイト数

DMA 転送するバイト数を設定します。

1バイト（0x000_0001）～（64M - 1）バイト（0x3FF_FFFF）

を転送バイト数を設定できます。

注1. DMA転送を禁止（DEN = 0）しているときのみ設定可能

です。
　 2. 送信データ転送（SHwy → ローカルバス）選択時、もし

くは、RCVENDM = 1時の受信データ転送（ローカルバ

ス→ SHwy）選択時、本レジスタが ”0”の状態でDMA転

送を許可（DEN = 1）しないでください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — BBC[25:16]

BBC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.4 カレントアドレスレジスタ（CH0CA）

CH0CA は、現在の転送アドレスを示すレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 CA H'0000 0000 R カレントアドレス

現在の転送先アドレスを示します。

本ビット 31～0は SHwy へアクセスするアドレスのビット31～
0 に対応しています。

DMA 転送を開始するとき、ベースアドレスビット（BA） に設定

した値が本レジスタにコピーされます。SHwy上で１パケット

（32 バイト）転送ごとにその値を更新します。（現在の転送バイ

ト数 + ベースアドレス）

CH0STCLRのステータスクリアビットに ”1” を書き込むと、CA 
ビットは初期値 (すべて “0”) になります。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

CA[31:16]

CA[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.5 カレントバイトカウントレジスタ（CH0CBC） 

CH0CBC は、現在転送しているバイト数を示すレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

31.6.6 DMAイネーブルレジスタ（CH0DEN） 

CH0DENは、DMA 転送を許可／禁止するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 26 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

25 ～ 0 CBC H'000 0000 R カレントバイト数

転送したバイト数を示します。

DMA 転送を開始後、SHwy上で１パケット（32 バイト）転送ご

とに本ビットの値を更新し、現在の転送バイト数を示します。
CH0STCLRのステータスクリアビットに ”1”  を書き込むと、

CBC ビットは初期値 (すべて “0”) になります。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — CBC[25:16]

CBC[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — —

—

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — — — — DEN

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 DEN 0 R/W DMA転送許可

0：禁止

1：許可

本ビットが ”1”  のとき、DMA-FIFOから転送要求信号により、

DMA 転送を開始します。

本ビットは以下の (1) もしくは (2)のとき、ハードウェアにより

”0” クリアされます。

(1) DMA 転送の終了時

(2) SHwy レスポンスエラーが発生したとき

DMA転送中に、本ビットを クリア ”0” するとDMA 転送は停止し

ます。

この場合に SHwy へのアクセスが実行中であると、本ビットは1 

が読み出され、SHwy へのアクセスが完了するとハードウェアに

より ”0” クリアされます。

またこの場合では、転送終了割り込み（CH0ENDS）は発生しま

せん。

注 . ソフトウエアによりDMA 転送を停止させた場合、

SUDMAC の残りのデータは保証されません。ステータ

ス（CH0STCLR = 1）をクリアし、かつUSB-LINK IP 内
の対応するPIPE のバッファも（BCLRビットで）クリ

アしてください（残りのDMA 転送を再開できません）。

また、USB通信を完全に停止した状態（USBディスコ

ネクト、もしくは相手デバイスのよる通信の停止）で、
DMA転送を停止させた場合は、SUDMAC内の残りの

データ転送を再開できます。詳細は、CH0BUFWビット

の説明を参照してください。
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31.6.7 DMA ステータスクリアレジスタ（DSTSCLR）

DSTSCLR はDMA のステータスビットを クリアするレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

31.6.8 DMA バッファコントロールレジスタ（DBUFCTRL） 

DBUFCTRL は、DMA バッファを制御するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CH0STCLR 0 W DMA ステータスクリア

0：無効

1：DMA ステータスをクリア

本ビットに ”1”  を書き込むと以下のステータスビットは ”0” にな

り、DMA転送の初期ステータスを保持します。

•  カレントアドレスレジスタ

•  カレントバイトカウントレジスタ

本ビットへ ”0” を書いても変化しません。

読み出すと ”0” が読めます。

注1. DMA 転送中のときに（DEN = 1）、CH0STCLR に ”1”  
を書き込まないでください。

　 2. CH0BUFW = 1 を書き込んだ後は、CH0BUFS = 1 
（バッファデータ転送中）のとき、CH0BUFW = 1 の書

き込みは禁止です。

— — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — —

— —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
— W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — — —
CH0S 
TCLR

—

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — —

— — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — —

— —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— R/W — R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — ——
CH0 

BUFW
CH0 

BUFS

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 CH0BUFW 0 R/W DMA バッファデータ転送許可

0：禁止

1：許可

USB通信を完全に停止した状態（USBディスコネクト、もしく

は相手デバイスのよる通信の停止）で、DEN ビット（CH0DEN 

レジスタのビット0）に ”0” を書き込むと、DMA 転送は停止しま

す。その状態で本ビットへの設定を行うと、DMA バッファの残

りの未転送のデータをSHwy へ転送します。

SHwyへの転送が終了すると、本ビットの値はハードウェアの動

作により “0”になります。

本ビットへの設定での転送終了時、転送終了割り込みを発生しま

せん。（レスポンスエラーを検出するときのみ、エラー割り込み

を発生します。）

転送開始後、転送が完了したのを確認するためにCH0BUFW 

ビットを読み出してください。

注1. DEN = 1時、もしくはUSB LINK との転送中は、本ビッ

トに “1”を書き込まないでください。また、CH0DEN レ
ジスタのDEN ビットに 0 を書き込み後、DEN ビットを

ポーリングし DEN ビットの値が 0 か（SHwyバッファ

の転送を完了）確認後に、本ビットに値を設定してくだ
さい。

　2. DMA バッファにデータが残っていないとき（CH0BUFS 
= 0）、本ビットに“1”を書き込まないでください。

　3. 送信データ転送（SHwy →ローカルバス）が選択されて

いるとき、本ビットに “1”を書き込まないでください。

　4. CH0BUFWに1 を書き込み転送を開始した後、ハード

ウェアにより本ビットが “0”になるまでは、DMA 転送開

始（DEN = 1）、及びステータスビットのクリア

（CH0STCLR = 1）はしないでください。

7 ～1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CH0BUFS 0 R DMA バッファステータス

0：DMA バッファにデータなし

1：DMA バッファにデータあり

本ビットが ”1”  のとき、DMA バッファには未転送のデータがあ

ります。
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31.6.9 DMA割り込みコントロールレジスタ（DINTCTRL）

DINTCTRL は、割り込み（UDMAC_INT_N）を許可／禁止するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 CH0ERRE 0 R/W SHwy レスポンスエラー検出割り込み許可

0：禁止

1：許可

SHwy レスポンスエラー検出割り込みを許可／禁止します。

本ビットに ”0” を書き込むと、SHwy レスポンスエラー検出割り

込みは発生しません。

本ビットに ”1”  を書き込むと、SHwy レスポンスパケットでエ

ラーが検出したとき、割り込み要求を割り込みコントローラに発
生します。

また、CH0ERRS ビットが ”1”  の間に本ビットの値を ”0” から ”1”  
に変更した場合、割り込み要求を割り込みコントローラに発生し
ます。

7 ～1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CH0ENDE 0 R/W DMA 転送終了割り込み許可

0：禁止

1：許可

DMA 転送終了割り込みを許可／禁止できます。

本ビットに ”0” を書き込むと、DMA 転送終了割り込みは発生しま

せん。

本ビットに ”1”  を書き込むと、DMA 転送終了を検出したとき、

割り込み要求を割り込みコントローラに発生します。

また、CH0ENDSビットが ”1”  の間に本ビットの値を ”0” から ”1”  
に変更した場合、割り込み要求を割り込みコントローラに発生し
ます。

— — — — — —

— — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — —

— —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— R/W — R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — ——
CH0 

ERRE
CH0 

ENDE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.10 DMA割り込みステータスレジスタ（DINTSTS）

DINTSTS は、現在の割り込みステータスを示すレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 CH0ERRS 0 R SHwy レスポンスエラー検出割り込みステータス

0：SHwy レスポンスエラーを未検出

1：SHwy レスポンスエラーを検出

SHwy レスポンスエラー検出時、本ビットは ”1”  にセットされます。

CH0ERRC ビットに ”1” を書き込むと、本ビットをクリアできます。

CH0BUFWビット（DBUFCTRLレジスタのビット8）によりバッファ

の転送を許可しエラーを検出した場合も、同様の動作になります。

エラーを検出したとき、ハードウェアの動作によりDEN ビットを ”0”
にし、DMA 転送を強制終了します。また、ステータスをクリア

（CH0STCLR = 1）するまで、カレントアドレスとカレントバイトカ

ウントは保持されます。またこの場合、DMA 転送終了割り込み

（CH0ENDS）はアサートされません。

7 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CH0ENDS 0 R DMA 転送終了割り込みステータス

0：DMA 転送終了を未検出

1：DMA 転送終了を検出

DMA 転送終了を検出したとき、本ビットは ”1” にセットされます。

CH0ENDCビットに ”1”  を書き込むと、本ビットをクリアできます。

— — — — — —

— — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — —

— —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— R — R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — ——
CH0 

ERRS
CH0 

ENDS

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.11 DMA割り込みステータスクリアレジスタ（DINTSTSCLR）

DINTSTSCLR は、割り込みステータスビットを クリアするレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 CH0ERRC 0 R/W SHwy レスポンスエラー検出割り込みステータスクリア

0：無効

1：SHwy レスポンスエラー検出割り込みステータスクリア

本ビットに ”1”  を書き込むと、SHwy レスポンスエラー検出割り

込みステータスビットは ”0”になります。

読み出すと “0”が読めます。

7 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CH0ENDC 0 R/W DMA 転送終了割り込みステータスをクリア

0：無効

1：DMA 転送終了割り込みステータスをクリア

本ビットに ”1” を書き込むと、DMA 転送終了割り込みステータス

ビットは ” 0”になります。

読み出すと “0”が読めます。

— — — — — —

— — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — —

— —

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— R/W — R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — —— CH0 
ERRC

CH0 
ENDC

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.6.12 SHwy転送コントロールレジスタ（CH0SHCTRL）

CH0SHCTRL は、SHwy 上の転送を制御するレジスタです。

本レジスタはパワーオンリセットにより初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 28 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

27 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

26、25 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

24 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

23 ～ 20 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

19 — 1 — リザーブビット（書き込む値は “1”にしてください）

18～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 8 PRITIME[3:0] H'0 R/W 連続プライオリティカウント

0：初期値

出力するハイプライオリティの連続回数を指定します。

注 . 連続プライオリティ制御カウンタは、転送終了後、自動
的に ” 0” になります。

7 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 PRIEN 0 R/W プライオリティ制御許可

0：禁止

1：許可

本ビットへの設定は、DMA PIPE の設定を変更するときのみ行っ

てください。また、本ビットの使用は、対応するDMA チャネル

用に設定したPIPE がインタラプト転送、もしくはアイソクロナ

ス転送のときのみに限ります。

プライオリティ制御中は、USBバスのBandwidthは確保します

が、SH-4A、及びグラフィックモジュールなどの他のモジュール

用のBandwidth は確保できなくなるので、USB データ転送が最

優先事項であるときのみ使用してください。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — R/W R/W R/W R/W — — — — — — — R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — —PRITIME — — — — — PRIEN

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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31.7 動作説明

31.7.1 システム制御及び発振制御

本節では、本モジュールの初期設定に必要なレジスタ操作及び消費電力制御を行うために必要なレジ
スタについて説明します。

(1) リセット
本モジュールのリセット種別の一覧を表 31.17 に示します。なお、各リセット動作後のレジスタ初期

化状態については、｢31.5　レジスタの説明｣を参照してください。

表31.17 リセット種別一覧表

(2) ハイスピード動作の許可
本モジュールは、USB 通信速度（通信ビットレート）をハイスピード動作又はフルスピード動作のど

ちらかに設定できます。本モジュールでハイスピード動作を許可する場合は、SYSCFG レジスタのHSE
ビットを 1 に設定してください。ハイスピード動作が許可されている場合は、本モジュールがリセット

ハンドシェイクプロトコルを実行し、USB 通信速度を自動的に設定します。リセットハンドシェイクの

結果は、RHST ビット（DVSTCTR レジスタのビット2～0）で確認できます。

ハイスピード動作が禁止されている場合は、本モジュールはフルスピードでのみ動作します。
HSE ビットの変更は、D+のプルアップ禁止状態（DPRPU＝0）のときに行ってください。

(3) USB データバス抵抗制御

本モジュールとUSB コネクタの接続図を図 31.2 に示します。

本モジュールは、D+信号のプルアップ抵抗を内蔵しています。SYSCFG レジスタのDPRPU ビットの

設定により、D+信号のプルアップを設定してください。

また、本モジュールは D+、D- 信号のハイスピード動作時の終端抵抗とフルスピード動作時の出力抵

抗の制御を行います。ホストコントローラとの接続後の内蔵抵抗の切り替えは、リセットハンドシェイ
ク、サスペンド、レジューム検出により本モジュールが自動的に行います。
なお、ホストコントローラと通信中に SYSCFG レジスタの DPRPU ビットに ”0” を設定した場合は、

USB データラインのプルアップ抵抗（又は終端抵抗）をディスエーブルにしますので、USB ホストにデ

バイスの切断を通知することができます。

名称 操 作

パワーオンリセット PRESET 端子からのLレベル入力

USBバスリセット 本モジュールがD+、D-ラインから自動検出
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図 31.2     USB コネクタ接続図

【記号説明】

本 LSI

: 出力インピーダンス
: プルアップ抵抗

D-

D+

USB

コネクタ

DP

DM

ZDRU

ZDRU

ZPU

ZPU

ZDRU
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31.7.2 割り込み機能

本モジュールの割り込み発生条件一覧表を表 31.18 に示します。

これらの割り込み発生条件が成立し、対応する割り込み許可レジスタにて割り込み出力許可に設定さ
れているとき、本モジュールは割り込みコントローラ（INTC）へUSB 割り込み要求を発行します。

表31.18 割り込み発生条件一覧表

注 . レジスタ名が示されていないビットのレジスタはすべて INTSTS です。

ビット 割り込み名称 割り込み発生条件 関連ステータス

VBINT VBUS割り込み • VBUS0 入力端子の状態変化を検出したとき（L→H、

H→L の両方の変化）

VBSTS

RESM レジューム割り込み • サスペンド状態においてUSB バスの状態変化を検出し

たとき（J-State→K-State 又はJ-State→SE0）

—

SOFR フレーム番号更新
割り込み

• フレーム番号の異なるSOFパケットを受信したとき —

DVST デバイスステート遷
移割り込み

• デバイスステートの遷移を検出したとき
USB バスリセット検出

サスペンド状態検出
SET_ADDRESS リクエストの受信

SET_CONFIGURATION リクエストの受信

DVSQ

CTRT コントロール転送
ステージ遷移
割り込み

• コントロール転送のステージ遷移を検出したとき
セットアップステージ完了
コントロールライト転送ステータスステージ遷移
コントロールリード転送ステータスステージ遷移
コントロール転送完了
コントロール転送シーケンスエラー発生

CTSQ

BEMP バッファ

エンプティ割り込み

• バッファメモリ中の全データを送信してバッファが空
になったとき

•  マックスパケットサイズを超えたパケットを受信した

とき

BEMPSTS.
PIPEBEMP

NRDY バッファノット

レディ割り込み

• IN トークン／OUT トークン／PING トークンに対して

NAK を応答したとき。

• アイソクロナス転送でデータ受信時にCRC エラー、

ビットスタッフエラーが発生したとき
• アイソクロナス転送でデータ受信時にオーバラン／ア
ンダーランが発生したとき

NRDYSTS.
PIPENRDY

BRDY バッファレディ

割り込み

• バッファがレディ（リード又はライト可能状態）に
なったとき

BRDYSTS.
PIPEBRDY
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本モジュールの割り込み関連図を図 31.3に示します。

図 31.3     割り込みの関連図
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(1) BRDY 割り込み

各パイプが下記の条件を満たしたときに、本モジュールはBRDYSTS レジスタの該当ビットを ”1 ”に
セットします。このとき、当該パイプに対応するBRDYENB レジスタのPIPEBRDYE ビットを”1 ”に設

定し、かつ、INTENB レジスタのBRDYE ビットを ”1 ”に設定していれば、本モジュールはBRDY 割り

込みを発生させます。
BRDY 割り込みは、BRDYM ビット及び各パイプのBFRE ビットの設定により、発生条件及びクリア

方法が異なります。

(a) BRDYM＝0 かつBFRE＝0 設定時

この設定の場合、BRDY 割り込みはFIFO ポートにアクセス可能になったことを示す割り込みにな

ります。

本モジュールは、下記に示す条件の場合に、内部 BRDY 割り込み要求トリガを発生させ、要求ト

リガ発生パイプに対応するPIPEBRDY ビットに1 を表示します。

1. 送信方向に設定したパイプの場合

• DIRビットを0から1に変更したとき。

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのSH-4Aからの書き込みが不可状態のとき（BSTSビッ

ト読み出し値が0のとき）に、本モジュールが当該パイプのパケット送信を完了したとき。

連続送受信モードに設定した場合には、FIFOバッファ一面分のデータの送信完了時に要求トリ

ガが発生します。
• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ書き込み完了時にもう一

方のFIFOバッファが空であったとき。

FIFOバッファ書き込み中にもう一方が送信完了になっても、現在書き込み中の面が書き込み完

了になるまでは要求トリガは発生しません。
• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、ハードウェアによるバッファフラッシュが発

生したとき。
• ACLRMビットに1を書き込むことより、FIFOバッファが書き込み不可状態から書き込み可能状

態になったとき。

DCP に対しては（即ち、コントロール転送でのデータ送信においては）要求トリガは発生しません。

2. 受信方向に設定したパイプの場合

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのSH-4Aからの読み出しが不可状態のとき (BSTSビッ

ト読み出し値が0のとき ) に、パケット受信が正常に完了し、FIFOバッファが読み出し可能状態

になったとき。
データPIDミスマッチのトランザクションに対しては要求トリガは発生しません。

連続送受信モードの場合には、MaxPacketSizeのデータサイズで、かつまだバッファに空きがあ

る場合には要求トリガは発生しません。
ショートパケットを受信した場合には、FIFOバッファに空きがあっても要求トリガは発生しま

す。
トランザクションカウンタを使用している場合には、設定値分のパケットを受信時に要求トリ
ガは発生しま す。このとき、FIFOバッファにまだ空きがあっても要求トリガは発生します。

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ読み出し完了時にもう一

方のFIFOバッファも読み出し可能状態であったとき

読み出し中にもう一方が受信完了しても、現在読み出し中の面が読み出し完了になるまで要求
トリガは発生しません。

コントロール転送のステータスステージでの通信では本割り込みは発生しません。
当該パイプに対応するBRDYSTS レジスタのPIPEBRDY ビットに0 を書き込むことにより、当該パイ

プのPIPEBRDY 割り込みステータスを0 にクリアすることができます。このとき、他のパイプに対応す

るビットには1 を書き込んでください。

本割り込みステータスのクリアは、必ずFIFO バッファへのアクセスを行う前に実施してください。
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(b) BRDYM＝0 かつBFRE＝1 設定時

この設定の場合、本モジュールは、受信パイプにおいて1 トランスファー分の全データ読み出し完

了時に、BRDY割り込み発生と判断し、本レジスタの当該パイプに対応するビットに1 を表示しま

す。
本モジュールは、以下のいずれかのときに1 トランスファーにおける最後のデータを受信したと判

定します。
•  Zero-Lengthパケットを含むショートパケットを受信したとき

•  トランザクションカウンタ (TRNCNTビット ) を使用し、TRNCNTビット設定値分のパケットを

受信したとき

上記判定条件を満たした後、そのデータの読み出しが完了したときに、本モジュールは1 トランス

ファ分の全データ読み出し完了と判断します。

FIFO バッファが空の状態で Zero-Length パケット受信した場合は、Zero-Length パケットデータが

SH-4A側へトグルされた時点で、本モジュールは1 トランスファー分の全データ読み出し完了と判

断します。この場合、次のトランスファを開始するためには、対応する BCLR ビット（FIFOCTR
レジスタのビット14）に1 を書き込んでください。

本設定の場合には、本モジュールは送信パイプに対してBRDY 割り込みを検出しません。

当該パイプに対応する PIPEBRDY ビットに 0 を書き込むことにより、当該パイプの PIPEBRDY割

り込みステータスを0 にクリアすることができます。このとき他のパイプに対応するビットには1
を書き込んでください。

本モードを使用するときには、トランスファ分の処理を終了するまでBFRE ビットの設定値を変更

しないでください。

途中で BFRE ビットを変更する場合には、ACLRM ビットにより対応するパイプのFIFO バッファ

をすべてクリアしてください。

(c) BRDYM＝1 かつBFRE＝0 設定時

この設定の場合、PIPEBRDY ビットの値は各パイプのBSTS ビットに連動します。即ち、BRDY 割
り込みステータスはFIFO バッファの状態によって本モジュールが1、0 を表示します。

1. 送信方向に設定したパイプの場合

FIFO ポートにデータが書き込み可能な状態であれば 1 を表示し、書き込み不可の状態になれば

0を表示します。

ただしDCPの送信パイプが書き込み可能であっても、BRDY割り込みは発生しません。

2. 受信方向に設定したパイプの場合

FIFO ポートにデータが読み出し可能な状態であれば 1 を表示し、すべてのデータを読み出した

ら（読み出し不可の状態になったら）0を表示します。

FIFOバッファが空でZero-Lengthパケットを受信した場合、BCLR＝ 1を書き込むまで該当ビッ

トには1が表示されBRDY割り込みは発生し続けます。

本設定時、PIPEBRDYビットの0クリアを行うことはできません。

BRDYM＝1設定時は、BFREビットは必ずすべて（全パイプ）0に設定してください。

BRDY 割り込み発生タイミング図を図 31.4 に示します。
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図 31.4     BRDY 割り込み発生タイミング図
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(2) NRDY 割り込み

PID ＝ BUF に設定したパイプに対して、本モジュールが内部 NRDY 割り込み要求を発生させた場合

に、本モジュールはNRDYSTS レジスタのPIPENRDY ビットの対応するビットに1 を表示します。この

とき、NRDYENB レジスタの対応するビットに 1 が設定されている場合、本モジュールは INTSTS レジ

スタのNRDY ビットに1 を表示し、USB 割り込みを発生します。

本モジュールが、あるパイプに対して内部NRDY 割り込み要求を発生させる条件を以下に示します。

ただし、コントロール転送ステータスステージ実行時は割り込み要求を発生させません。

1. 送信方向パイプの場合

• FIFOバッファに送信データがない状態で IN トークンを受信したとき

IN トークン受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表

示します。
割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、本モジュールはZero-Lengthパケッ

トを送信し、OVRNビットに1を表示します。

2. 受信方向パイプの場合

• FIFOバッファに空きがない状態でOUTトークンを受信したとき

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、OUT トークン受信時に本モジュー

ルはNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示

します。
割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合、本モジュールは、OUT トーク

ンに続くデータ受信後 NAKハンドシェークを送信するときに NRDY 割り込み要求を発生させ、

PIPENRDYビットに1を表示します。

ただし、再送時（DATA-PID ミスマッチ発生時）には、NRDY 割り込み要求を発生させません。

また、DATAパケットにエラーがある場合にも、発生させません。

• FIFOバッファに空きがない状態でPINGトークンを受信したとき

PINGトークン受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を
表示します。

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、インターバルフレーム内に正常受信されな
かったとき
SOF 受信のタイミングで本モジュールは、NRDY 割り込み要求を発生させ、PIPENRDY ビット

に1を表示します。
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NRDY 割り込み発生タイミング図を図 31.5 に示します。

図 31.5     NRDY 割り込み発生タイミング図
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(3) BEMP 割り込み

PID ＝ BUF に設定したパイプに対して、本モジュールが、BEMP 割り込みを検出した場合に、本モ

ジュールは BEMPSTS レジスタの PIPEBEMP ビットの対応するビットに 1 を表示します。このとき、

BEMPENB レジスタの対応するビットに 1 が設定されている場合、本モジュールは INTSTS レジスタの

BEMP ビットに1 を表示し、USB 割り込みを発生します。

以下の場合に、本モジュールは内部BEMP 割り込み要求を発生させます。

1. 送信方向パイプにおいて、送信完了時（Zero-Lengthパケットの送信時を含む ) に、対応するパイプ

のFIFOバッファが空のとき。

シングルバッファ設定時は、DCP以外のパイプに対してはBRDY 割り込みと同時に内部BEMP 割

り込み要求を発生させます。

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。

• ダブルバッファ設定時に、1 面分のデータ送信完了時にソフトウェア（DMAC）が SH-4A 側の

FIFOバッファに対する書き込みを開始している場合

• また、ACLRMビット又はBCLRビットに1を書き込むことによるバッファクリア（エンプティ）。

• コントロール転送ステータスステージの IN転送（Zero-Lengthパケット送信）時

2. 受信方向パイプの場合

MaxPacketSizeの設定値より大きなデータサイズを正常受信したとき。

この場合、本モジュールは、BEMP割り込み要求を発生させ、PIPEBEMPビットの対応するビット

に1を表示し、受信データを破棄し、対応するパイプのPIDビットをSTALL（11）に変更します。

このとき本モジュールは、STALL応答を行います。

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。

• 受信データにCRCエラー、又はビットスタッフィングエラー等を検出したとき

• SETUPトランザクション実行時

PIPEBEMPビットに0を書き込むことにより、ステータスをクリアすることができます。

PIPEBEMPビットに1を書き込んでも、何もしません。

BEMP 割り込み発生タイミング図を図 31.6 に示します。

図 31.6     BEMP 割り込み発生タイミング図
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(4) デバイスステート遷移割り込み
本モジュールのデバイスステート遷移図を図 31.7 に示します。本モジュールは、デバイスステートを

管理し、デバイスステート遷移割り込みが発生します。ただし、サスペンドからの復帰（レジューム信
号検出）は、レジューム割り込みで検出します。デバイスステート遷移割り込みは、INTENB レジスタ

で個別に割り込みの許可又は禁止を設定することができます。また、遷移したデバイスステートは、
INTSTS レジスタのDVSQ ビットにて確認できます。

デフォルトステートに遷移する場合には、リセットハンドシェイクプロトコルの終了後に、デバイス
ステート遷移割り込みが発生します。

図 31.7     デバイスステート遷移図
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(5) コントロール転送ステージ遷移割り込み
本モジュールのコントロール転送ステージ遷移図を図 31.8 に示します。本モジュールは、コントロー

ル転送のシーケンスを管理し、コントロール転送ステージ遷移割り込みが発生します。コントロール転
送ステージ遷移割り込みは、INTENB レジスタで個別に割り込みの許可又は禁止を設定することができ

ます。また、遷移した転送ステージはCTSQ ビット（INTSTS レジスタのビット2～0）にて確認できます。

コントロール転送のシーケンスエラーを下記に示します。エラーが発生した場合は、DCPCTR レジス

タのPIDビットがB'1x（STALL 応答）になります。

1. コントロールリード転送時

• データステージのINトークンに対して、一度もデータ転送していない状態でOUT又はPINGトー

クンを受信
• ステータスステージで INトークン受信

• ステータスステージでデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信

2. コントロールライト転送時

• データステージのOUTトークンに対して、一度もACK応答していない状態でINトークンを受信

• データスステージで最初のデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信

• ステータスステージでOUT又はPINGトークン受信

3. コントロールライトノーデータコントロール転送時

• ステータスステージでOUT又はPINGトークン受信

なお、コントロールライト転送データステージで、受信データ数がUSB リクエストのwLength 値を超

えた場合は、コントロール転送シーケンスエラーと認識できません。また、コントロールリード転送ス
テータスステージで、Zero-Length パケット以外のパケット受信には、ACK 応答を行い正常終了します。

シーケンスエラーによるCTRT 割り込み発生時（SERR＝1 設定）は、CTSQ＝110 の値がシステムか

ら CTRT＝0 書き込み（割り込みステータスクリア）するまで保持されます。このため、CTSQ＝110 が
保持されている状態では、新しいUSB リクエストを受信しても、セットアップステージ完了のCTRT 割
り込みは発生しません（セットアップステージ完了は、本モジュールで保持されており、割り込みス
テータスクリア後に、セットアップステージ完了割り込みが発生します）。
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図 31.8     コントロール転送ステージ遷移図
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図 31.9     SOFR 割り込み出力タイミングの例
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31.7.3 パイプコントロール

本モジュールのパイプ設定項目一覧表を表 31.19 に示します。USB データ転送は、エンドポイントと

呼ばれる論理パイプにて、データ通信を行う必要があります。本モジュールにはデータ転送用に10 本の

パイプがあります。
各パイプは、システムの仕様に合わせて設定を行ってください。

表31.19 パイプ設定項目一覧表

レジスタ名 ビット名 設定内容 備 考

PIPECFG TYPE 転送タイプを指定 パイプ1 ～ 9：設定可

BFRE BRDY 割り込みモードを

選択

パイプ1 ～ パイプ5：設定可

DBLB ダブルバッファを選択 パイプ1 ～ パイプ5：設定可

CNTMD 連続転送又は非連続転送を

選択

DCP：設定可

パイプ1、パイプ2：設定可 （バルク転送選択時のみ設定可能）

パイプ3 ～ パイプ5：設定可

DIR 転送方向を選択 IN 又はOUT 設定可

EPNUM エンドポイント番号 パイプ1 ～ パイプ9：設定可

パイプ使用時は0000 以外に設定

SHTNAK トランスファ終了時の

パイプ禁止選択

DCP：設定可

パイプ1 、 パイプ2：設定可（バルク転送選択時のみ設定可能）

パイプ3 ～ パイプ5：設定可

PIPEBUF BUFSIZE バッファメモリサイズ DCP：設定不可（64 バイト固定）

パイプ1 ～ パイプ5：設定可（最大2K バイトまで指定可）

パイプ6 ～ パイプ9：設定不可 （64 バイト固定）

BUFNMB バッファメモリ番号 DCP：設定不可（領域H'0 固定）

パイプ1 ～ パイプ5:設定可（領域H'8～H'87 で指定可）

パイプ6 ～ パイプ9：設定不可 （領域H'4～H'7 固定）

DCPMAXP 

PIPEMAXP

MXPS マックスパケットサイズ USB 規格に準拠した設定

PIPEPERI IFIS バッファフラッシュ パイプ1 、パイプ2：設定可 （アイソクロナス転送選択時のみ）

パイプ3 ～ パイプ5：設定不可

パイプ6 ～ パイプ9：設定不可

IITV インターバルカウンタ パイプ1 、 パイプ2:設定可 （アイソクロナス転送選択時のみ）

パイプ3 ～ パイプ5：設定不可

パイプ6 ～ パイプ9：設定不可

DCPCTR

PIPEnCTR

BSTS バッファステータス DCPは ISEL ビットにより、受信／送信バッファ状態の切り替え

INBUFM INバッファモニタ パイプ1 ～ パイプ5搭載

ATREPM 自動応答モード パイプ1 ～ パイプ5：設定可

ACLRM 自動バッファクリア パイプ1 ～ パイプ9：設定可

SQCLR シーケンスクリア データトグルビットのクリア

SQSET シーケンスセット データトグルビットのセット

SQMON シーケンス確認 データトグルビットの確認

PBUSY パイプビジー確認

PID 応答PID 「31.7.3 (6)　応答PID」を参照してください。
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(1) パイプコントロールレジスタの切り替え手順
パイプコントロールレジスタの以下のビットは、USB 通信が不許可（PID＝NAK）であるときのみ書

き換えが可能です。

USB 通信許可（PID＝BUF）状態では設定禁止であるレジスタ

• DCPMAXP レジスタの各ビット

• DCPCTR レジスタのSQCLR ビット、SQSET ビット

• PIPECFG レジスタ、PIPEBUF レジスタ、PIPEMAXP レジスタ、PIPEPERI レジスタの各ビット

• PIPExCTR レジスタのATREPM ビット、ACLRM ビット、SQCLR ビット、SQSET ビット

• PIPExTRE レジスタ、PIPExTRN レジスタの各ビット

USB 通信許可（PID＝BUF）状態から、上記ビットを切り替える際は以下の手順に従ってください。

1. パイプコントロールレジスタのビット変更要求発生。

2. 当該パイプのPIDをNAKに変更。

3. 当該パイプのPBUSYビットが0になるまで待つ。

4. パイプコントロールレジスタのビット変更開始。

またパイプコントロールレジスタの以下のビットは、CFIFOSEL、D0FIFOSEL レジスタのいずれの

CURPIPE ビットにも設定されていないパイプ情報のみ書き換えが可能です。

FIFO-PORT のCURPIPE に設定中に設定禁止であるレジスタ

• DCPMAXP レジスタの各ビット

• PIPECFG レジスタ、PIPEBUF レジスタ、PIPEMAXP レジスタ、PIPEPERI レジスタの各ビット

パイプ情報を変更する場合には、CURPIPE ビットの設定を変更パイプ以外に指定してください。な

お、DCP についてはパイプ情報修正後、BCLR にてバッファのクリア処理をしてください。

(2) 転送タイプ
PIPECFGレジスタのTYPE ビットにて各パイプの転送タイプを設定します。各パイプに設定可能な転

送タイプを下記に示します。
• DCP：設定不要（コントロール転送固定）です。

• パイプ1、2：バルク転送又はアイソクロナス転送を設定してください。

• パイプ3～5：バルク転送を設定してください。

• パイプ6～9：インタラプト転送を設定してください。

(3) エンドポイント番号
PIPECFG レジスタのEPNUM ビットにて各パイプのエンドポイント番号を設定します。DCP は、エン

ドポイント0 に固定されています。他のパイプは、エンドポイント1 からエンドポイント15 までの設定

が可能です。
• DCP：設定不要（エンドポイント0固定）です。

• パイプ1～9： 1から15までを選択して設定してください。

ただし、DIRビットとEPNUMビットの組み合わせが重複しないように設定してください。

(4) マックスパケットサイズ設定
DCPMAXPレジスタ及びPIPEMAXPレジスタのMXPS ビットにて各パイプのマックスパケットサイズ

を設定します。DCP 及びパイプ1～5 はUSB 規格で定義されているすべてのマックスパケットサイズに

PIPEnTRE TRENB トランザクションカウント

許可

パイプ1 ～ パイプ5：設定可

TRCLR カレントトランザクション

カウンタのクリア

パイプ1 ～ パイプ5：設定可

PIPEnTRN TRNCNT トランザクションカウンタ パイプ1 ～ パイプ5：設定可

レジスタ名 ビット名 設定内容 備 考
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設定が可能です。パイプ6～9 は最大64 バイトがマックスパケットサイズの上限です。マックスパケッ

トサイズは転送を開始する前（PID＝BUF）に設定してください。

• DCP：ハイスピード動作時は64を設定してください。

• DCP：フルスピード動作時は、8、16、32、64から選択して設定してください。

• パイプ1～5：ハイスピードバルク転送時は、512を設定してください。

• パイプ1～5：フルスピードバルク転送時は、8、16、32、64から選択して設定してください。

• パイプ1、2：ハイスピードアイソクロナス転送時は、1から1024の値を設定してください。

• パイプ1、2：フルスピードアイソクロナス転送時は、1から1023の値を設定してください。

• パイプ6～9：1から64の値を設定してください。

インタラプト転送及びアイソクロナス転送のHigh Bandwidth は未対応です。

(5) トランザクションカウンタ（パイプ1～5読み出し方向）

本モジュールは、データパケット受信方向で、指定回数のトランザクションが終了した場合に、トラ
ンスファ終了と認識できます。トランザクションカウンタは、D0FIFO ポートにて選択されているパイ

プが、バッファメモリからデータ読み出し方向で設定されている場合に動作する機能です。トランザク
ションカウンタには、トランザクション回数を指定するTRNCNT レジスタと、内部でトランザクション

をカウントするカレントカウンタがあり、カレントカウンタが指定回数に一致すると、バッファメモリ
が読み出し可能状態となります。TRCLRビットにて、トランザクションカウンタ機能のカレントカウン

タを初期化し、トランザクションを最初からカウントし直すことができます。TRENB ビットの設定に

より、TRNCNT レジスタ読み出し時の情報が異なります。

• TRENB＝0：設定したトランザクションカウンタ値が読み出せます。

• TRENB＝1：内部でカウントしたカレントカウンタ値が読み出せます。

TRCLRビットの操作条件は下記のとおりです。

• トランザクションカウント中、かつ、PID＝BUFの場合は、カレントカウンタはクリアできません。

• バッファ内にデータが残っている状態ではカレントカウンタはクリアできません。

(6) 応答PID
DCPCTR レジスタ及びPIPEnCTR レジスタのPID ビットにて各パイプの応答PID を設定します。

各設定における本モジュールの動作は下記のとおりです。
応答PIDは、ホストからのトランザクションに対する応答を指定します。

• NAK設定：発生したトランザクションに対して常にNAK応答します。

• BUF設定：バッファメモリの状況に応じてトランザクションに応答します。

• STALL設定：発生したトランザクションに対して常にSTALL応答します。

注 .セットアップトランザクションに対しては、PID の設定にかかわらず、常にACK 応答し、レジス

タにUSB リクエストを格納します。

PID ビットは、トランザクション結果により本モジュールによる書き込みが発生する場合があります。

本モジュールによりPID ビットへの書き込みが発生するのは以下の場合です。

• NAK設定：以下の場合にPID＝NAKとなり、トランザクションに対して常にNAK応答します。

SETUPトークンを正常に受信したとき（DCPのみ）

バルク転送時にSHTNAKビット（PIPECFGレジスタのビット7）を1に設定し、トランザクション

カウンタが終了したとき、又はショートパケットを受信したとき
• BUF設定：本モジュールによるBUF書き込みはありません。

• STALL設定：以下の場合にPID＝STALLとなり、トランザクションに対して常にSTALL応答します。

受信データパケットでマックスパケットサイズオーバエラーを検出したとき
コントロール転送シーケンスエラーを検出したとき（DCPのみ）

(7) データPID シーケンスビット

コントロール転送のデータステージ、バルク転送、インタラプト転送において正常なデータ転送が行
われると、本モジュールによりデータPID のシーケンスビットが自動的にトグル動作します。次に送出

されるデータPID のシーケンスビットは、DCPCTR レジスタ及びPIPEnCTR レジスタのSQMON ビット

にて確認できます。データ送信時はACK ハンドシェイク受信タイミングで、データ受信時はACK ハン
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ドシェイク送信タイミングでシーケンスビットが切り替わります。また、DCPCTR レジスタ及び

PIPEnCTR レジスタのSQCLR ビット、SQSET ビットにてデータPID シーケンスビットを変更可能です。

コントロール転送では、ステージ遷移時に本モジュールが自動的にシーケンスビットを設定します。
セットアップステージ終了時はDATA0 になり、ステータスステージではDATA1で応答します。このた

め、設定は必要ありません。
ClearFeature リクエストの送信又は受信時などは、データPID シーケンスビットを設定する必要があり

ますので注意してください。
なお、アイソクロナス転送設定パイプは、SQSET ビットによるシーケンスビット操作を行うことはで

きません。

(8) 応答PID＝NAK 機能

本モジュールには、PIPECFG レジスタのSHTNAK ビットに”1” を設定することで、トランスファの最

後（ショートパケット受信又はトランザクションカウンタでモジュールが自動識別）のデータパケット
受信タイミングで、パイプ動作を禁止（応答PID＝NAK）する機能があります。

この機能を使用することで、バッファメモリをダブルバッファで使用している場合に、トランスファ
単位でのデータパケットの受信が可能です。また、パイプ動作が禁止された場合は、再度パイプ許可

（応答PID＝BUF）設定を行う必要があります。

なお、本機能はバルク転送時のみ動作することが可能です。

(9) オート応答モード
バルク転送のパイプ（パイプ1～5）において、ATREPM ビット（PIPEnCTR レジスタのビット10）に

1 をセットすると、オート応答モードとなります。OUT 転送時（DIR ＝ 0）には OUT-NAK モードとな

り、IN 転送時（DIR＝1）にはNull 自動応答モードとなります。

• OUT-NAK モード

バルク OUT 転送のパイプにおいて、ATREPM ビットに1 をセットすると、OUT トークン又はPING
トークンに対してNAK 応答し、NRDY 割り込みを出力します。通常モードからOUT-NAK モード

へ設定するためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）でOUT-NAK モードに設定して、パ

イプ動作許可（応答PID＝BUF）を行ってください。パイプ動作許可後に、OUT-NAK モードが有

効になります。ただし、パイプ動作禁止にする直前でOUT トークンを受け付けた場合には、その

トークンのデータは正常に受信され、ホストへACK 応答されます。

OUT-NAK モードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）

でOUT-NAKモードを解除して、パイプ動作許可（応答PID＝BUF）を行ってください。通常モー

ドでは、OUT データ受信が可能となり、PING トークンに対しては、バッファが受信可能であれ

ばACK を返します。

• Null自動応答モード

バルク IN 転送のパイプにおいて、ATREPM ビットに 1 をセットすると、Zero-Length パケットを

送信し続けます。

通常モードからNull 自動応答モードへ設定するためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）

で、Null 自動応答モードに設定して、パイプ動作許可（応答 PID ＝ BUF）を行ってください。パ

イプ動作許可後に、Null 自動応答モードが有効になります。ただし、Null 自動応答モードへ設定

する場合には、バッファ内は空の状態である必要があります。INBUFM ビットが 0 であることで

確認してください。INBUFM ビットが 1 の場合には、バッファ内にデータが存在しているため、

ACLRM ビットにより空にしてください。また、Null 自動応答モードへの設定中には、FIFO ポー

トからのデータ書き込みは行わないでください。

Null 自動応答モードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答PID＝NAK）

を Zero-Length パケット送信分ウェイト（フルスピード時：10μs、ハイスピード時：3μs）した後、

Null 自動応答モードを解除してください。通常モードでは、FIFO ポートからの書き込みが可能と

なり、パイプ動作許可（応答PID＝BUF）を行うことにより、ホストへのパケット送信が可能とな

ります。
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31.7.4 FIFO バッファメモリ

(1) FIFO バッファメモリ割り当て

本モジュールのFIFO バッファメモリマップ例を図31.10に示します。FIFO バッファメモリはSH-4Aと

本モジュールが共用する領域です。FIFO バッファメモリの状況には、アクセス権がシステム（SH-4A
側）にある場合と本モジュール（SIE 側）にある場合があります。

FIFO バッファメモリは、パイプごとに独立した領域を設定します。メモリ領域は、64 バイトを 1 ブ
ロックとして、ブロック先頭番号とブロック数（PIPEBUF レジスタのBUFNMB 及びBUFSIZE ビット）

で設定します。
CNTMD ビット（PIPECFG レジスタのビット 8）にて連続転送モードを選択した場合には、BUFSIZE

ビットの設定は、必ずマックスパケットサイズの整数倍になるように設定してください。またPIPECFG
レジスタのDBLB ビットにてダブルバッファを選択した場合には、同一パイプに対してPIPEBUF レジス

タのBUFSIZE ビットにて指定したメモリ領域を２面分割り当てられます。

また、バッファメモリへのアクセス（データ読み書き）は2 本のFIFO ポートを使用します。FIFO ポー

トに割り当てるパイプは、C/D0FIFOSELレジスタのCURPIPE ビットにてパイプ番号を指定します。

各パイプのバッファステータスは、DCPCTR レジスタ及び PIPEnCTR レジスタの BSTS ビット、

INBUFM ビットで確認できます。また、FIFO ポートのアクセス権は、FRDYビット（CFIFOCTRレジス

タ及びD0FIFOCTRレジスタのビット13）で確認できます。
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図 31.10     バッファメモリマップ例

• バッファステータス
本モジュールのバッファステータス表を表 31.20 及び表 31.21 に示します。バッファメモリステー

タスをBSTSビット（DCPCTRレジスタのビット15）及び INBUFMビット（PIPEnCTRレジスタの

ビット 14）にて確認できます。バッファメモリのアクセス方向は、DIR ビット（PIPECFGレジス

タのビット4）又はCFIFOSEL レジスタの ISEL ビット（DCP 選択時）で、バッファメモリのアク

セス方向を指定します。

なお、INBUFM ビットは送信方向のパイプ1～5 でのみ有効です。

送信側の転送パイプをダブルバッファに設定している場合、BSTS ビットはSH-4A側のバッファの

状態を、INBUFM ビットはSIE 側のバッファの状態を判断するために使用します。SH-4A（DMAC）
によるFIFO ポートへの書き込みが遅く、BEMP 割り込みではバッファの空きが判別できない場合

に、INBUFM ビットで送信完了を確認できます。

バッファメモリ PIPEBUFレジスタ

BUFNMB = 0、BUFSIZE = 3

BUFNMB = 4、BUFSIZE = 0

BUFNMB = 5、BUFSIZE = 0

BUFNMB = 6、BUFSIZE = 3

BUFNMB = 10、BUFSIZE = 7

BUFNMB = 18、BUFSIZE = 3

BUFNMB = 22、BUFSIZE = 7

BUFNMB = 30、BUFSIZE = 2

パイプ0

パイプ6

パイプ7

パイプ5

パイプ1

パイプ2

パイプ3

パイプ4

CURPIPE = 1

CURPIPE = 6

FIFOポート

CFIFOポート

D0FIFOポート

注. パイプ8～パイプ9は、未使用の場合、BUFSIZEなどは未設定
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表31.20 BSTS ビットによるバッファステータス表

表31.21 INBUFM ビットによるバッファステータス表

• FIFO バッファクリア

本モジュールによる FIFO バッファメモリのクリア一覧表を表 31.22 に示します。バッファメモリ

は、BCLR、DCLRM、ACLRM ビットにてクリアできます。

表31.22 バッファクリア一覧表

• バッファ領域
本モジュールのバッファメモリマップを表31.23 に示します。バッファメモリには、あらかじめパ

イプに割り当てられている専用固定領域及びユーザ設定が可能なユーザ領域があります。
DCP 用バッファは、コントロールリード転送及びコントロールライト転送で、同一領域を使用す

る専用固定領域です。
パイプ 6～9 領域は、あらかじめ領域を割り当ててありますが、パイプ6～9 を使用しない場合は

ユーザ領域としてパイプ1～5 に割り当てて使用可能です。

各パイプで領域が重ならないように設定してください。特にダブルバッファ設定時は領域が設定
値の倍になりますので注意してください。
また、マックスパケットサイズ未満の設定値でバッファサイズ指定は行わないでください。

ISEL 又はDIR BSTS バッファメモリの状態

0 （受信方向） 0 受信データなし、又は受信中

FIFO ポートからの読み出し不可

0（受信方向） 1 受信データあり、又はZero-Length パケット受信

FIFO ポートからの読み出し可能

ただし、Zero-Length パケット受信時は読み出し不可のためバッファク

リアが必要

1 （送信方向） 0 送信を完了していない

FIFO ポートへの書き込み不可

1 （送信方向） 1 送信完了

SH-4A は書き込み可能

DIR INBUFM バッファメモリの状態

0 （受信方向） 無効 無効

1 （送信方向） 0 送信可能データを送信完了した

送信可能データなし

1（送信方向） 1 送信可能データがFIFO ポートから書き込まれた

送信可能データあり

ビット名 BCLR DCLRM ACLRM

レジスタ CFIFOCTR レジスタ

D0FIFOCTR レジスタ

D0FIFOSEL レジスタ PIPEnCTR レジスタ

機能 SH-4A 側バッファメモリをクリ

アします。

指定パイプのデータを読み出し
た後で、自動でバッファメモリ
をクリアするモードです。

受信したパケットをすべて破棄
する自動バッファクリアモード
です。

クリア方法 1ライトでクリア 1：モード有効

0：モード無効

1：モード有効

0：モード無効
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表31.23 バッファメモリマップ

• 自動バッファクリアモード機能
本モジュールには、ACLRM ビット（PIPEnCTR レジスタのビット9）に”1” を設定することで、受

信したすべてのデータパケットを破棄します。ただし、正常なデータパケットを受信した場合は、
ホストコントローラに対してACK 応答を行います。なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向

のみ設定可能です。
また、ACLRM ビットに ”1” を設定し、続けて ”0” を設定することで、アクセス方向に関係なく、

選択パイプのバッファメモリをクリアできます。
ハードウェアの内部シーケンス実行時間として、ACLRM ビットへの1 書き込みと0 書き込みの間

隔を100ns以上とってください。

• バッファメモリ仕様（シングル／ダブル設定）
パイプ 1～5は、DBLB ビット（PIPECFGレジスタのビット9）にてシングルバッファ又はダブル

バッファを選択できます。ダブルバッファは同一パイプに対して PIPEBUF レジスタの BUFSIZE
ビットにて指定したメモリ領域を2 面分割り当てる機能です。本モジュールのバッファメモリ設定

例を図31.11 に示します。

図 31.11     バッファメモリ設定例

• バッファメモリ動作（連続転送設定）
PIPECFGレジスタのCNTMD ビットにて連続転送モード、又は非連続転送モードを選択できます。

この選択は、パイプ1～5に対して有効です。

連続転送モード機能は、複数のトランザクションを連続して送受信する機能です。連続転送モー
ド設定時は、各パイプに割り当てられたバッファサイズまでSH-4Aへ割り込みを発生させずにデー

タ転送ができます。
連続送信モードでは、書き込みデータをマックスパケットサイズで分割して送信します。バッファ
サイズ未満のデータ送信（ショートパケット又はマックスパケットサイズの整数倍でバッファサ
イズ未満）の場合には、送信データの書き込み後BVAL＝1 を設定する必要があります。

バッファメモリ番号 バッファサイズ パイプ設定 備考

H'0 64バイト DCP専用固定領域 シングルバッファ

H'1 ～ H'3 — 使用禁止 —

H'4 64バイト パイプ6用固定領域 シングルバッファ

H'5 64バイト パイプ7用固定領域 シングルバッファ

H'6 64バイト パイプ8用固定領域 シングルバッファ

H'7 64バイト パイプ9用固定領域 シングルバッファ

H'8 ～ H'87 最大8192バイト パイプ1 ～パイプ5
ユーザ領域

ダブルバッファ設定可能、連続転送可能

バッファメモリ PIPEBUFレジスタ

64バイト

64バイト
64バイト

128バイト

BUFSIZE = 0、 

DBLB = 0

BUFSIZE = 0、 

DBLB = 1

BUFSIZE = 1、 

DBLB = 0

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 31.  USBファンクションモジュール0（USB0）

 Page 31-101

連続受信モードでは、バッファサイズまでのパケット受信、トランザクションカウントの終了、又
はショートパケットを受信するまで割り込みは発生しません。
CNTMD ビット設定値と FIFO バッファに対する送受信完了判定方法の関係を表 31.24 に示しま

す。

表31.24 CNTMD ビット設定値とFIFO バッファに対する送受信完了判定方法の関係

本モジュールのバッファメモリ動作例を図 31.12に示します。

図 31.12     バッファメモリ動作例

連続転送モード 読み出し可能状態、送信可能判定方法

非連続転送

(CNTMD = 0)

受信方向設定時（DIR＝0）FIFO バッファ読み出し可能状態になる条件：

• 本モジュールが1 パケット受信したとき

送信方向設定時（DIR＝1）FIFO バッファ送信可能状態になる条件：

以下のいずれかを満たしたとき
• ソフトウェア（又はDMAC）がマックスパケットサイズ分のデータをFIFO バッファ

に書き込んだ。
• ソフトウェア（又はDMAC）がショートパケット分のデータ（0 バイトの場合を含

む）をFIFO バッファに書き込み、BVAL＝1 を書き込んだ。

連続転送

(CNTMD = 1)

受信方向設定時（DIR＝0）FIFO バッファ読み出し可能状態になる条件：

• 選択パイプに割り当てられたFIFO バッファに受信したデータのバイト数と、割り当

てられたバイト数（（BUFSIZE+1）ｘ64）が等しくなったとき

•  本モジュールがZero-Length パケット以外のショートパケットを受信したとき

•  選択パイプに割り当てられたFIFO バッファにすでにデータが格納されている状態

で、本モジュールがZero-Length パケットを受信したとき。

• 選択パイプに対して設定したトランザクションカウンタ回数分のパケットを受信した
とき

送信方向設定時（DIR＝1）FIFO バッファ送信可能状態になる条件：

以下のいずれかをを満たしたとき
• ソフトウェア（又はDMAC）が書き込んだデータ数が、選択パイプに割り当てられた

FIFO バッファサイズ1 面分と等しくなったとき。

• ソフトウェア（又はDMAC）が、選択パイプに割り当てられたFIFO バッファサイズ

1 面分よりも小さいデータ数（0 バイトの場合を含む）をFIFO バッファに書き込み、

BVAL＝1 を書き込んだとき。

CNTMD = 0

パケット受信時
CNTMD = 1

パケット受信時

CNTMD = 0

パケット送信時
CNTMD = 1

パケット送信時

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

未使用領域

未使用領域

割り込み発生

割り込み発生

送信可能

送信可能
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(2) FIFO ポートの機能

本モジュールの FIFO ポート機能設定表を表 31.25 に示します。データ書き込みアクセス時は、バッ

ファフル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）まで書き込みを行うと、自動的に送信可能状態
となります。バッファフル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）未満のデータを送信可能状態
にするには、BVAL ビット（C/D0FIFOCTRレジスタのビット15）による書き込み終了設定が必要です。

また、Zero-Length パケットの送信は、同レジスタの BCLR ビットによるバッファクリアの上、BVAL
ビットによる書き込み終了設定が必要です。
読み出しアクセス時は、すべてのデータを読み出すと、自動的に新しいパケット受信可能状態になり

ます。ただし、Zero-Length パケット受信時（DTLN ＝ 0）は、データは読み出せませんので、同レジス

タのBCLR ビットによるバッファクリアが必要です。受信データ長は、C/D0FIFOCTRレジスタのDTLN
ビットにて確認します。

表31.25 FIFO ポート機能設定表

(a) FIFO ポート選択

各 FIFO ポートで選択可能なパイプ表を表 31.26 に示します。C/D0FIFOSEL レジスタの CURPIPE
ビットにて、アクセスするパイプを選択します。パイプ選択後、書き込んだCURPIPE 値が正しく

読み出せたのを確認してから（前回のパイプ番号が読み出された場合には、本コントローラがパ
イプ変更処理中である事を示します）FRDY＝1 を確認しFIFO ポートへアクセスしてください。

また、MBW ビットでアクセスするバス幅を選択してください。バッファメモリアクセス方向は、

PIPECFGレジスタのDIR ビットに従います。ただし、DCP のみ ISEL ビットにより決定します。

表31.26 パイプ別FIFO ポートアクセス表

レジスタ名 ビット名 機能 備考

C/D0FIFOSEL RCNT DTLN 読み出しモード選択

REW バッファメモリリワインド（再読み出し、再
書き込み）

DCLRM 指定パイプの受信データ読み出し後自動クリ
ア

D0FIFO専用

DREQE DMA 転送許可 D0FIFO専用

MBW FIFO ポートアクセスビット幅 CFIFO専用

BIGEND FIFO ポートエンディアン選択 CFIFO専用

ISEL FIFO ポートアクセス方向 DCP専用

CURPIPE カレントパイプ選択

C/D0FIFOCTR BVAL バッファメモリ書き込み終了

BCLR SH-4A 側バッファメモリクリア

DTLN 受信データ長確認

パイプ アクセス方法 使用可能なポート

DCP SH-4Aアクセス CFIFOポートレジスタ

パイプ1 ～パイプ9 SH-4Aアクセス CFIFOポートレジスタ

DMAアクセス D0FIFOポートレジスタ
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(b) REW ビット

現在アクセス中のパイプアクセスを一時的に中断し、別のパイプに対するアクセスを行い、再度
現在のパイプ処理を継続して行うことができます。このような処理には、REWビット

（C/D0FIFOSELレジスタのビット14）を使用します。

C/D0FIFOSELレジスタのCURPIPE ビット設定と同時にREW ビットを 1 に設定してパイプ選択を

行うと、バッファメモリの読み出し又は書き込みポインタをリセットし、最初のバイトから読み
出し又は書き込みを行うことができます。また、0 に設定しパイプ選択を行うと、バッファメモリ

の読み出し又は書き込みポインタをリセットせずに、前回選択時の続きから継続してデータの読
み書きができます。
FIFO ポートへアクセスするには、パイプ選択後、FRDY＝1 を確認する必要があります。

(3) DMA 転送（D0FIFO ポート）

(a) DMA 転送概要

パイプ 1～ 9 は、DMAC を使用して FIFO ポートにアクセス可能です。DMA に設定したパイプの

バッファがアクセス可能になったとき、DMA 転送要求を出力します。

CURPIPE ビットに DMA 転送を行うパイプを選択するよう設定してください。なお、DMA 転送中

は選択しているパイプを変更しないでください。

(b) D0FIFO 自動クリアモード（D0FIFO ポート読み出し方向）

本モジュールは、DCLRM ビット（D0FIFO レジスタのビット 13）に 1 を書き込むことで、バッ

ファメモリからのデータ読み出しを完了した場合に、選択パイプのバッファメモリを自動的にク
リアします。
各設定での、パケット受信とバッファメモリクリア処理の関連事項を表 31.27 に示します。表31.27
に示すように、BFRE ビットの設定値によりバッファクリア条件が異なりますが、クリアが必要な

どのような状態においても、DCLRM ビットを使用することでバッファクリアが不要になり、ソフ

トウェアを介在させないDMA 転送が可能になります。

なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定できます。

表31.27 パケット受信とバッファメモリクリア処理の関連表

パケット受信時のバッファ状態

レジスタ設定

DCLRM  0 DCLRM  1

BFRE = 0 BFRE = 1 BFRE = 0 BFRE = 1

バッファフル クリア不要 クリア不要 クリア不要 クリア不要

Zero-length パケット受信 クリア必要 クリア必要 クリア不要 クリア不要

通常のショートパケット受信 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要

トランザクションカウント終了 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要
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31.7.5 コントロール転送（DCP）

コントロール転送のデータステージのデータ転送は、デフォルトコントロールパイプ（DCP）を使用

します。
DCP のバッファメモリは、コントロールリード及びコントロールライト共用の固定領域で 64 バイト

シングルバッファです。バッファメモリへのアクセスは、CFIFO ポートのみ可能です。

(a) セットアップステージ
本モジュールは、本モジュールに対する正常なセットアップパケットに対して必ずACK 応答します。

セットアップステージの本モジュールの動作を以下に示します。
1.  新しいセットアップパケットを受信すると、本モジュールは以下のビットをセットします。

• INTSTSレジスタのVALIDビットを ”1”にセット

• DCPCTRレジスタのPIDビットをNAKにセット

• DCPCTRレジスタのCCPLビットを ”0”にセット

2. セットアップパケットに引き続きデータパケット受信すると、本モジュールは、USB リクエスト

のパラメータを、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、及びUSBLENGレ

ジスタに格納します。

コントロール転送に対する応答処理は、必ずVALID＝0 を設定後に行ってください。VALID＝1 状態

ではPID＝BUF 設定が行えず、データステージを終了することができません。

VALID ビットの機能により、本モジュールは、コントロール転送中に新しい USB リクエストを受信

した場合には処理中のリクエスト処理を中断し、最新のリクエストに対する応答を行うことができま
す。
また、本モジュールは、受信した USB リクエストの方向ビット（bmRequestType のビット 7）及びリ

クエストデータ長（wLength）を自動判別し、コントロールリード転送、コントロールライト転送、及

びコントロールライトノーデータ転送を識別し、ステージ遷移を管理します。間違ったシーケンスに対
しては、コントロール転送ステージ遷移割り込みのシーケンスエラーが発生し、ソフトウェアに通知し
ます。本モジュールのステージ管理については図31.8 を参照してください。

(b) データステージ
受信したUSB リクエストに対応したデータ転送をDCP にて行ってください。DCP バッファメモリへ

アクセスする前に、CFIFOSEL レジスタの ISEL ビットにてアクセス方向指定を行ってください。

転送データがDCP バッファメモリのサイズより大きい場合には、コントロールライト転送ではBRDY
割り込みを、コントロールリード転送ではBEMP 割り込みを使用してデータ転送を行ってください。

ハイスピード動作時のコントロールライト転送では、バッファメモリの状況に応じて NYET ハンド

シェイク応答を行います。

(c) ステータスステージ
DCPCTR レジスタのPID ビットがPID＝BUF の状態で、CCPL ビットに”1” を設定することによりコ

ントロール転送を終了します。
上記設定後、セットアップステージで確定したデータ転送方向に従い、本モジュールが自動的にス

テータスステージを実行します。具体的には下記のとおりです。
• コントロールリード転送の場合

本モジュールはZero-Lengthパケットの送信を行い、USBホストからのACK応答を受信します。

• コントロールライト転送、ノーデータコントロール転送の場合
USBホストからのZero-Lengthパケットを受信し、ACK応答を送信します。

(d) コントロール転送自動応答機能
本モジュールは、正常なSET_ADDRESS リクエストに自動応答します。SET_ADDRESS リクエストに

下記のエラーがある場合は応答が必要です。
• コントロールリード転送以外の場合：bmRequestType≠H'00
• リクエストエラーの場合：wIndex≠H'00
• ノーデータコントロール転送以外の場合：wLength≠H'00
• リクエストエラーの場合：wValue＞H'7F
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• デバイスステートエラーのコントロール転送：DVSQ＝011（Configured）
SET_ADDRESS 以外のすべてのリクエストには対応する応答が必要です。

31.7.6 バルク転送（パイプ1～5）

バルク転送は、バッファメモリ使用方法（シングル／ダブルバッファ設定、又は連続／非連続転送
モード設定）の選択ができます。バッファメモリサイズは、最大2K バイトまで設定可能です。バッファ

メモリの状態は本モジュールが管理し、NYET ハンドシェイクには自動応答します。

本モジュールの NYET ハンドシェイク応答表を表 31.28 に示します。本モジュールの NYET 応答は、

下記の条件に従います。ただし、ショートパケット受信時は、NYET パケット応答をせずにACK 応答と

なります。また、コントロールライト転送のデータステージも同様です。

表31.28 NYET ハンドシェイク応答表

【記号説明】
RCV-BRDY1 ：OUT/PING トークン受信時にバッファメモリに2 パケット分以上の空き領域がある

RCV-BRDY2 ：OUT トークン受信時にバッファメモリに1 パケット分の空き領域しかない

RCV-NRDY   ：PING トークン受信時にバッファメモリに空き領域がない

TRN-BRDY   ：IN トークン受信時にバッファメモリに送信データがある

TRN-NRDY   ：IN トークン受信時にバッファメモリに送信データがない

31.7.7 インタラプト転送（パイプ6～9）

本モジュールは、ホストコントローラが管理している周期に従ってインタラプト転送を行います。イ
ンタラプト転送の場合、PING パケットは無視（無応答になる）します。また、NYET ハンドシェイク

を送信せず、ACK、NAK、STALL 応答を行います。

なお、本モジュールは、インタラプト転送のHigh-Bandwidth 転送には対応していません。

31.7.8 アイソクロナス転送（パイプ1、2）

本モジュールは、アイソクロナス転送に対して下記の機能を備えています。
• アイソクロナス転送のエラー情報通知
• インターバルカウンタ（IITVビット指定）

• アイソクロナス IN転送データセットアップコントロール（IDLY機能）

• アイソクロナス IN転送バッファフラッシュ機能（IFISビット指定）

本モジュールは、アイソクロナス転送のHigh-Bandwidth 転送には対応していません。

DCPCTRレジス

タのPIDビット

設定値

バッファメモリ
の状態

トークン 応答 備 考

NAK/STALL — SETUP ACK —

— IN/OUT/
PING

NAK/STALL —

BUF — SETUP ACK —

RCV-BRDY1 OUT/PING ACK OUT トークン受信時はデータパケットを受

信

RCV-BRDY2 OUT NYET データパケット受信、受信不能通知

RCV-BRDY2 OUT (Short) ACK データパケット受信、受信可能通知

RCV-BRDY2 PING ACK 受信可能通知

RCV-NRDY OUT/PING NAK 受信不能通知

TRN-BRDY IN DATA0/DATA1 データパケット送信

TRN-NRDY IN NAK TRN-NRDY
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(1) アイソクロナス転送のエラー検出
本モジュールは、アイソクロナス転送のエラー発生を管理可能なように、下記のエラー情報の検出機

能を持っています。本モジュールがエラーを検出する優先順位とエラー検出に伴って発生させる割り込
みについて表31.29及び表31.30に示します。

1. PIDエラー

• 受信パケットのPIDが不正な場合

2. CRCエラー、ビットスタッフィングエラー

• 受信パケットのCRCにエラーがあった場合又はビットスタッフィングが不正な場合

3. マックスパケットサイズオーバ

• 受信パケットのデータサイズがマックスパケットサイズの設定値を超えていた
4. オーバラン、アンダーランエラー

• IN方向（送信）の転送時に INトークン受信時にバッファメモリにデータがない場合

• OUT方向（受信）の転送時にOUTトークン受信したがバッファメモリに空き領域がない場合

5. インターバルエラー

• アイソクロナス IN転送でインターバルフレームに INトークンを受信できなかった場合

• アイソクロナスOUT転送でインターバルフレーム以外にOUTトークンを受信した場合

表31.29 トークン受信時のエラー検出

表31.30 データパケット受信時のエラー検出

(2) DATA-PID
本モジュールは、High-Bandwidth 転送には対応していません。受信したPID に対する対応を以下に示

します。
1. IN方向

• DATA0：データパケットのPIDとして送信します。

• DATA1：送信しません。

• DATA2：送信しません。

• mDATA：送信しません。

2. OUT方向（フルスピード動作時）

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。

• DATA2：パケットを無視します。

• mDATA：パケットを無視します。

検出の優先
順位

エラー 発生する割り込みとステータス

1 PIDエラー 割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。

2 CRCエラー、ビットスタッフィングエラー 割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。

3 オーバラン、アンダーランエラー NRDY 割り込みを発生させ、OVRN ビットをセットします。

IN トークンに対してZero-Length パケットを送信します。

OUT トークンに対してはデータパケットを受信しません。

4 インターバルエラー NRDY割り込みを発生させます。

検出の優先
順位

エラー 発生する割り込みとステータス

1 PIDエラー 割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。

2 CRCエラー、ビットスタッフィングエラー NRDY割り込みを発生させて、CRCE ビットをセットしま

す。

3 マックスパケットサイズオーバエラー BEMP 割り込みを発生させて、PID をSTALL にセットしま

す。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 31.  USBファンクションモジュール0（USB0）

 Page 31-107

3. OUT方向（ハイスピード動作時）

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。

• DATA2：データパケットのPIDとして正常受信します。

• mDATA：データパケットのPIDとして正常受信します。

(3) インターバルカウンタ
IITV ビット（PIPEPERI レジスタのビット2～0）によりアイソクロナス転送のインターバルを設定で

きます。インターバルカウンタにより、表31.31 に示す機能を実現します。

表31.31 インターバルカウンタの機能

インターバルのカウントは、SOF の受信又は補間されたSOF で行いますので、SOF が破損しても等時

性を保つことができます。設定できるフレーム間隔は2IITVフレーム又は2IITVマイクロフレームです。

(a) カウンタの初期化
本モジュールは、下記の条件でインターバルカウンタを初期化します。

• パワーオンリセット
IITVビットが初期化されます。

• ACLRMによるバッファメモリ初期化

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることに

より、IITVの設定値からカウントを開始します。

インターバルカウンタが初期化された後は、正常にパケットを転送したあとに、下記1.又は2.の条件

でインターバルのカウントを開始します。

1. PID＝BUF状態で INトークンに対して、データを送信後のSOF受信

2. PID＝BUF状態でOUTトークンのデータを受信後のSOF受信

なお、下記の条件ではインターバルカウンタは初期化されません。

1. PIDビットをNAK又はSTALLに設定した場合

インターバルタイマは停止しません。次のインターバルにトランザクションの実行を試みます。

2. USBバスリセット及びUSBサスペンド

IITVビットは初期化されません。SOFを受信すると、受信前の値からカウントを開始します。

転送方向 機能 検出条件

IN 送信バッファフラッシュ機能 アイソクロナス IN 転送でインターバルフレームに IN トークンを

正常受信できない。

OUT トークン未受信の通知 アイソクロナスOUT 転送でインターバルフレームにOUT トーク

ンを正常受信できない。
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(b) インターバルカウントと転送制御
1. 選択パイプがアイソクロナスOUT転送パイプの場合

IITV ビットに設定したインターバル毎の（マイクロ）フレーム中に DATA パケットを受信しな

かったとき、本コントローラはNRDY割り込みを発生させます。

DATA パケットに CRC エラー等のエラーが発生したために受信できなかったとき、又は FIFO

バッファがフルのために本モジュールがデータを受信できなかったときにも NRDY 割り込みを

発生させます。

NRDY 割り込みの発生のタイミングは、SOFパケット受信時です。また SOF パケットが破損し

た場合でも内部補間機能によりSOFを受信すべきタイミングに割り込みを発生させます。

ただし IITV＝ 0以外のときには、インターバルカウント開始後のインターバル毎のSOFパケッ

ト受信時にNRDY割り込みを発生させます。

インターバルタイマ起動後、PIDビットにNAKを設定した場合、本モジュールはSOFパケット

を受信してもNRDY割り込みを発生させません。

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。

• IITV＝0のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した次の（マイクロ）フレームからインター

バルのカウントを開始します。

図 31.13     IITV＝0 の場合の（マイクロ）フレームとトークン 受信期待有無の関係

• IITV＝0以外のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した後最初のDATAパケット正常受信完

了時点からインターバルのカウントを開始します。

図 31.14     IITV＝0 以外の場合の（マイクロ）フレームとトークン 受信期待有無の関係

2. 選択パイプがアイソクロナス IN転送パイプの場合

IFIS＝ 1と組み合わせて使用します。IFIS＝ 0の場合には IITVビットへの設定値とは関係なく、

受信したトークンに応答してデータパケットを送信します。
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IFIS ＝ 1 を設定している場合、FIFO バッファに送信可能なデータが存在している状態で、IITV

ビットに設定したインターバル毎の（マイクロ） フレーム中に IN トークンを受信しなかったと

き、本モジュールはFIFOバッファをクリアします。

INトークンにCRCエラー等のバスエラーが発生したために本モジュールが正常受信できなかっ

た場合にもクリアを行います。

FIFOバッファクリアのタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した

場合でも内部補間機能によりSOFを受信すべきタイミングにFIFOバッファクリアを行います

インターバルのカウント開始条件は、IITV ビットの設定値により異なります。（OUT 時と同様

です）

インターバルカウント条件は以下のいずれかの場合です。

• 本モジュールがハードウェアリセットされた場合
（このとき、IITVビットへの設定値も0にクリアされます。）

• ACLRM＝1を設定した場合

(4) アイソクロナス転送送信データセットアップ
本モジュールのアイソクロナスデータ送信では、バッファメモリにデータ書き込み後、SOF パケット

を検出した次のフレームでデータパケットの送出が可能になります。この機能をアイソクロナス転送送
信データセットアップ機能と呼びます。この機能により、送信を開始したフレームを特定することがで
きます。
バッファメモリをダブルバッファで使用している場合で、両方のバッファの書き込みが終了している

場合も、転送可能状態になるバッファメモリは先に書き込みを終了した 1 面だけとなります。このため

同一フレームで、複数の IN トークンを受信しても、送出されるバッファメモリはただ1 パケット分とな

ります。
IN トークンの受信時に、バッファメモリが送信可能状態であればデータ転送し正常応答します。しか

し、バッファメモリが送信不能状態であれば、Zero-Length パケットを送出しアンダーランエラーとなり

ます。
本モジュールで、IITV＝0（毎フレーム）を設定した場合のアイソクロナス転送送信データセットアッ

プ機能による送信例を図 31.15 に示します。Zero-Length パケット送出は図中で網掛けNull と表示してい

ます。
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図 31.15     データセットアップ機能動作例

(5) アイソクロナス転送送信バッファフラッシュ
本モジュールは、アイソクロナスデータ送信でインターバルフレームに IN トークンを受信せず、次フ

レームのSOF またμSOF パケットを受信した場合は、IN トークン破損として扱い、送信可能状態となっ

ているバッファをクリアし、そのバッファを書き込み可能状態とします。
また、このときにダブルバッファで使用しており両方のバッファの書き込みが終了している場合は、

破棄したバッファメモリを同インターバルフレームで送信されたものとみなして、SOF 又は μSOF パ
ケット受信で破棄されていないバッファメモリを転送可能状態とします。
バッファフラッシュ機能は IITV ビット設定値により動作開始タイミングが異なります。

•  IITV＝0の場合

パイプが有効となった次のフレームからバッファフラッシュ動作します。
•  IITV＝0以外の場合

最初の正常なトランザクション以降バッファフラッシュ動作します。

本モジュールのバッファフラッシュ機能の動作例を図 31.16に示します。ただし、設定されたインター

バル間隔外（インターバルフレーム前のトークン）に対しては、データセットアップ状態に従い、書き
込みデータの送出又はアンダーランエラーとしてZero-Length パケットを送出します。
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図 31.16     バッファフラッシュ機能動作例

本モジュールのインターバルエラー発生例を図 31.17 に示します。インターバルエラーは下記の 5 種
類です。図中の①タイミングでインターバルエラーが発生しバッファフラッシュ機能が動作します。
インターバルエラーは IN 転送時にバッファフラッシュ機能が動作し、OUT 転送時はNRDY 割り込み

が発生します。
受信パケットエラーなどの NRDY 割り込みとオーバランエラーとの区別は OVRN ビットで判定して

ください。
図中網掛けのトークンに対してはバッファメモリの状態に応じた応答になります。

1. IN方向

• バッファ転送可能状態であればデータ転送し正常応答
• バッファ転送不能状態であればZero-Lengthパケット送信しアンダーランエラー

2. OUT方向

• バッファ受信可能状態であればデータ受信し正常応答
• バッファ受信不能状態であればデータ破棄しオーバランエラー

図 31.17     IITV＝1 のときのインターバルエラー発生例
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31.7.9 SOF 補間機能

SOF パケットの破損又は欠落のために、1ms（フルスピード動作時）又は 125μs（ハイスピード動作

時）間隔で SOF パケットを受信できなかった場合に、本モジュールは SOF を補間します。SOF 補間動

作の開始はUSBEビット（SYSCFGレジスタのビット0）が1、SUSPMビット（SUSPMODEレジスタの

ビット14）が1 かつSOF パケット受信となります。また、下記の条件で補間機能が初期化されます。

• パワーオンリセット
• USBバスリセット

• サスペンド検出

また、SOF 補間は次の仕様で動作します。

• フレーム間隔（125μs又は1ms）はリセットハンドシェイクプロトコルの結果に従う。

• SOFパケット受信までは補間機能は動作しない。

• 最初のSOFパケット受信後は内部クロック48MHzで125μs又は1msをカウントし補間する。

• 2回目以降のSOFパケットを受信後は前回の受信間隔を用いて補間する。

• サスペンド時及びUSBバスリセット受信中は補間しない。

（ハイスピード時のサスペンド移行では最終パケットから3msの間は補間を継続します）

本モジュールは、SOF パケットの受信に基づいて下記の機能を動作させますが、SOF パケットが欠落

した場合にはSOF 補間を行うため、正常動作を継続させることができます。

• フレーム番号及びマイクロフレーム番号の更新
• SOFR割り込みタイミング及びμSOFロック

• アイソクロナス転送インターバルカウント

フルスピード動作時にSOF パケットが欠落した場合には、FRNM ビット（FRMNUM レジスタのビッ

ト10～0）は更新されません。ハイスピード動作時にμSOF パケットが欠落した場合には、UFRNM ビッ

ト（UFRMNUM レジスタのビット2～0）が更新されます。ただし、UFRNM＝000 のμSOF パケットが

欠落した場合には、FRNM ビットは更新されません。この場合は、継続するUFRNM＝000 以外のμSOF
パケットが正常に受信されてもFRNM ビットは更新されません。
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31.7.10 SUDMAC

(1) SUDMAC機能

SUDMAC 機能を表 31.32 に示します。

表31.32 SUDMAC機能

表 31.33 にSUDMAC 転送終了の判定を示します。

表31.33 SUDMAC 転送終了の判定

項目 機能

チャネル 1チャネル

転送方向 受信データ転送（ローカルバス→SHwy）／トランスミットデータ転送（SHwy→
ローカルバス）

転送要求 ファンクションコントローラからのDMA 転送要求信号

最大転送バイト 1バイト～64Mバイト

アドレス空間 4G バイト（8バイトのアライメント）

転送方法 LOAD32、STORE32

アドレッシングモード インクリメントのみ

バッファ （64ビット×4）×2

割り込み要求 DMA 転送終了割り込み／SHwy 応答エラー検出割り込み

ローカルバスアクセス
ウェイトサイクル

0～15 のウェイトサイクルを指定可能（ローカルバスの転送レートが50Mバイト／

秒以下になるよう、適切なウェイトサイクルを指定してください。）

転送バッファモード DMA 転送終了後に、送信バッファを書き込み完了か書き込み準備の状態に設定可能

受信データ転送終了モード DMA 転送を転送単位で、もしくはベースバイトカウントに従って終了可能

DMA バッファデータ転送 DMA バッファ内の未転送のデータはSHwyへ転送可能

転送方向 受信データ転送終了モード DMA 転送終了の判定

受信データ転送

（ローカルバス→SHwy）

DMA 転送を転送単位で終了

（RCVENDM = 0 時）

以下の (1) ～ (3)の条件のいずれかの場合にDMA 転送終了と

します。

(1) ショートパケットデータを受信し、SHwyに転送したとき

(2) Zero-Length packet をFIFO ポートに発生したとき

(3) トランザクションカウンタ分のパケットを受信し、トラ

ンザクションカウント機能有効でSHwyに転送したとき

DMA 転送をベースバイトカ

ウントに従い終了
（RCVENDM = 1 時）

カレントバイトカウント（CBC ビット）がベースバイトカ

ウント（BBC ビット）と一致し、SHwyへの転送が完了した

とき、DMA 転送終了とします。

送信データ転送

（SHwy→ローカルバス）

— カレントバイトカウント（CBC ビット）がベースバイトカ

ウント（BBC ビット）と一致し、ローカルバスへの転送が

完了したとき、DMA 転送終了とします。
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(2) SUDMAC 転送

(a) 受信データ転送
受信データの転送手順を図31.18 に示します。

図 31.18     受信データの転送手順

• SUDMAC は、64 ビット×4×2面のバッファ（DMAバッファ AとDMAバッファ B）を持ちます。

• ローカルバス幅を８ ビットに固定してください（ファンクションコントローラのMBW ビット

（D0FIFOSEL レジスタのビット11、10）に 00 を設定してください）。

• SUDMAC はファンクションコントローラから DMA 転送要求を検出すると、ローカルバスから

連続32回データを読み出し、そのデータをDMA バッファ A に格納します。

• 32 バイトのデータがDMA バッファ Aに格納されたら、SHwyに対してSTORE32 を発行し、そ

のデータを転送します。
• DMA バッファ AがSHwyにアクセスしている間に、ローカルバスからの読み出しデータはDMA

バッファ B に格納されます。これにより、データの連続転送を可能にします。

• DMAバッファAからのデータ転送を完了し、DMA バッファ Bに32 バイトのデータが格納され

ていれば、SHwyに対してSTORE32を発行し、DMA バッファ B のデータを転送します。

受信データの転送例を図 31.19 に示します。

図 31.19     受信データの転送例
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(d)

カレントアドレスカウンタ

カレントバイトカウンタ

D0
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1バイトのリード × 32回
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(b) 送信データ転送
送信データの転送手順を図31.20 に示します。

図 31.20     送信データの転送手順

• SUDMAC は、64 ビット×4×2面のバッファ（DMAバッファ AとDMAバッファ B）があります。

• ローカルバス幅を８ ビットに固定してください（ファンクションコントローラのD0FIFOSEL レ
ジスタのMBW ビットを 00 に設定してください）。

• ファンクションコントローラからDMA転送要求を検出すると、SHwyにLOAD32を発行し、DMA
バッファ A のSHwyから読み出されたデータを格納します。

• 32 バイトのデータがDMA バッファ Aに格納されたら、ローカルバスに連続32回データを書き

込みます。
• DMA バッファ Aがローカルバスにアクセスしている間に、SHwyからの読み出しデータはDMA

バッファ B に格納されます。これにより、データの連続転送を可能にします。

• DMAバッファAからのデータ転送を完了し、32 バイトデータをDMA バッファ Bに保持する場

合、ローカルバスにライトアクセスし、DMA バッファ B のデータを転送します。

送信データの転送例を図31.21 に示します。

図 31.21     送信データの転送例
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(3) SUDMAC転送ソフトウェアのフローチャート例

(a) 受信データを転送するソフトウェアのフローチャート例
受信データを転送するソフトウェアの手順例を図 31.22 に示します。

図 31.22     受信データを転送するソフトウェアフローチャート例

1. 受信データを転送の場合、DMA 転送を許可する前に以下の初期設定（a）～（d）を行う必要

があります。

(a) 受信終了モード（RCVENDM）を設定します。

(a’) 転送終了条件としてベースバイトカウントを上記（b）(RCVENDM = 1) で設定した場合、

転送バイトカウントをベースバイトカウント（BBC）に設定します。

(b) 転送先のベースアドレス（BA）を設定します。

(c) 転送終了時に割り込みを発生させるため、転送終了割り込み許可 (CH0ENDE) に 1 を書き

込んでください。

2. DMA 転送を許可します。ファンクションコントローラから DMA 転送要求を検出すると、

SUDMACがDMA 転送を開始します。

3. DMA 転送終了時、 転送終了割り込みを発生します （CH0ENDS = 1）。

4. 転送終了割り込みをクリアします （CH0ENDC = 1）。

5. 転送終了処理として、DMA ステータスのクリア（CH0STCLR = 1）をします。これでカレント

アドレス（CA）とカレントバイト（CBC）が初期化されます。

開始

DMA 転送許可
DEN = 1

 DMA転送
許可割り込み（CH0ENDS 

= 1）を待ちますか?

転送終了割り込みをクリア
（CH0ENDC = 1）

転送終了の処理中
（CH0STCLR = 1）

初期設定
BA = 任意の設定
CH0ENDE = 1

終了
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No
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(b) 送信データ転送のソフトウェアフローチャート
送信データを転送するソフトウェアの手順例を図 31.23 に示します。

図 31.23     送信データを転送するソフトウェアフローチャート例

1. 送信データ転送の場合、DMA 転送を許可する前に、以下の初期設定（a）～（e）を行う必要

があります。

(a) 送信バッファモード（SENDBUFM）を設定します。

(b) 転送先のベースアドレス（BA）を設定します。

(c)  ベースバイトカウント（BBC）ビットの転送バイトカウントを設定します。

(d)  転送終了時に割り込みを発生させるため、転送終了割り込み許可ビット(CH0ENDE)に ”1”

を書き込んでください。

2. DMA 転送を許可します。 ファンクションコントローラから DMA 転送要求を検出すると、

SUDMACがDMA 転送を開始します。

3. DMA 転送終了時、 転送終了割り込みを発生します （CH0ENDS = 1）。

4. 転送終了割り込みをクリアします （CH0ENDC = 1）。

5. 転送終了処理として、 DMA ステータスをクリア （CH0STCLR = 1） します。 これでカレン

トアドレス （CA） とカレントバイト （CBC） が初期化されます。  

開始

初期設定
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CH0ENDE = 1

DMA 転送許可
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32. USB ホスト /ファンクションモジュール 1 （USB1）
USB ホスト /ファンクション モジュール 1 (USB1) は USB ホスト コントローラ機能とUSB ファンクショ

ン コントローラを備えた USB コントローラです。 USB ホスト コントローラと USB ファンクションコント
ローラは互いに排他的に使用できます。

USB ホスト コントローラは EHCI (Enhanced Host Controller Interface) と OHCI (Open Host Controller
Interface) によって構成されています。 EHCI はハイスピード転送、OHCI はフルスピード又はロースピード
転送に使用されます。
本モジュールのUSB ファンクション コントーラは本LSIに実装されているUSB0 ファンクション コント

ローラ0と同じです。USB ファンクション コントローラの詳細については「31. USBファンクションモジュー
ル0（USB0）」を参照してください。

USB0 、USB1と通信するメモリはDDR （DBSC経由）に限ります。 ILRAM、OLRAM、外部メモリ（LBSC
経由）は使用できません。

32.1 特長

(1) EHCI と OHCIをサポートするホストコントローラ(HC)
• Universal Serial Bus 規格の2.0に準拠

•「Enhanced Host Controller Interface Specification for Universal Serial Bus、 Revision 1.0」に準拠

－ハイスピード転送（480 Mbps）に対応

•「Open Host Controller Interface Specification for USB、Release 1.0a」に準拠

－フルスピード転送（12 Mbps）とロースピード転送（1.5 Mbps）に対応

－キーボード /マウスのレガシーエミュレーションは非対応

• 電源用 ICのインタフェースを装備

(2) USB ハイスピード対応のファンクションコントローラを内蔵

• ハイスピード転送（480Mbps）とフルスピード転送（12Mbps）に対応

•  ハイスピード／フルスピードUSBトランシーバ内蔵

(3) 少ない外付け素子かつ省スペース実装が可能
• VBUS信号を本モジュールの入力端子に直接接続可能

• D+プルアップ抵抗内蔵

• D+、D-終端抵抗内蔵（ハイスピード動作時）

• D+、D-出力抵抗内蔵（フルスピード動作時）

(4) USB 通信の全種類のデータ転送タイプに対応

• コントロール転送
• バルク転送
• インタラプト転送（High Bandwidthは非対応）

• アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応）

(5) ファンクションコントローラの内部バスインタフェース
• ファンクションコントローラに専用のDMAインタフェースを1チャネル内蔵(SUDMAC)

(6) ファンクション コントローラのパイプコンフィギュレーション

• 8.5Kバイトの USB通信用バッファメモリを内蔵

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む）

• プログラマブルなパイプ構成
• パイプ1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能

• 各パイプの設定可能な転送条件は以下の通り。
パイプ0：　　　　　コントロール転送専用のパイプ（デフォルトコントロールパイプ：DCP）、

64バイト固定シングルバッファ

パイプ1 、 2：　バルク転送又はアイソクロナス転送を選択可能なパイプ、連続転送モード、バッ

ファサイズはプログラマブル（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能）

パイプ 3 ～ 5：バルク転送専用のパイプ、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル

（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能）
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パイプ6 ～ 9：インタラプト転送専用のパイプ、64バイト固定シングルバッファ

(7) ファンクション コントローラのその他の機能

• リセットハンドシェイク自動応答による、ハイスピード動作もしくはフルスピード動作の自動認識
• コントロール転送ステージ管理機能
• デバイスステート管理機能
• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能

• NAK応答割り込み機能（NRDY）

• SOF補間機能

• トランザクションカウントによるトランスファ終了機能
• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE）
• D0FIFOポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM）

• トランスファ終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK）

32.2 入出力端子

USB1 の端子構成を表32.1 に示します。

表32.1 USB1 の端子構成

端子名 名称 入出力 機能

USDP1 USB D+ データ 入出力 USB 内蔵トランシーバD+ 入出力です。

USB バスのD+端子に接続してください。

USDM1 USB D- データ 入出力 USB 内蔵トランシーバD 入出力です。

USB バスのD-端子に接続してください。

VBUS1 VBUS入力 入力 USB ケーブル接続モニタ端子です。

USB バスのVBUS に接続してください。VBUS の接続／切

断を検出することができます。USB バスのVBUS と接続し

ない場合は、5V に固定してください。

VBUS_EN VBUS 電源許可 出力 VBUS 電源出力信号です。

ホスト コントローラモードのみ使用可能です。

VBUS 電源コントロール ICのVBUSイネーブルピンに接続

してください。 VBUSの電源を制御することができます。

VBUS_OC 過電流信号入力 入力 VBUS 電源コントロール ICの過電流通知信号 です。

VBUS 電源コントロール ICの過電流通知信号に接続してく

ださい。

REFRIN リファレンス入力 入力 基準抵抗接続用端子です。

USB0でも使用します。

5.6 k ±1% 抵抗を介してトランシーバ部グランドに接続し

てください（VSS: ボール番号  AE19 (推奨）、AF19、又は 
AD22)。

VCCQ-USB USBアナログ3.3 V用電源 — トランシーバ部アナログ端子電源です。

VSS グランド — グランド 

VDD-USB USB デジタル1.2 V用電源 — トランシーバ部デジタルコア電源です。
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32.3 リセット

USBトランシーバはリセットで初期化され、USBポートとUSBコントローラは切断状態になります。

USBを使用する場合は、先ずUSB1ポートコントローラ選択レジスタでホストかファンクションを選

択し、次にPHYポートコントロールレジスタを設定してトランシーバとコントローラ間の接続を有効に

した後、PHYリセットレジスタをリセット解除に設定します。

PHYインタフェースの初期化については、「31. USBファンクションモジュール0（USB0）」の31.3 リ
セットの項を参照してください。

32.4 USB1 端子 マルチプレクサ

USB1 端子マルチプレクサは USB ホストコントローラ又は USB ファンクションコントローラから

USB ポート 1 への接続を制御します。 USB1 モジュールがリセットされると、USB ファンクションコン

トローラは直ちに選択、接続されます。 

32.4.1 ブロック図

図 32.1     ブロック図
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32.4.2 レジスタの説明

USBポート 1で使用されるコントローラを選択する際のレジスタ構成を表 32.2 に示します。

表32.2 レジスタ構成

32.4.3 USB1 ポートコントローラ選択レジスタ（PORT1SEL）

本レジスタはUSB1ポートで使用されるコントローラを選択します。 PHYポートがPHY リセットレジ

スタでリセットされるときに限り修正できます。
リセットで初期化されます。

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

ソフトウェア

リセット

USB1 ポートコントローラ

選択レジスタ

PORT1SEL R/W H'FE4F 2000 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

USB1 割り込みステータス

レジスタ

USB1INTSTS R H'FE4F 2008 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 FSEL 0 R/W USB1 ポートで使用されるコントローラを選択します。

0: ファンクション コントローラ

1: ホスト コントローラ（EHCI/OHCI）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ FSEL⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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32.4.4 USB1 割り込みステータスレジスタ（USB1INTSTS）

本レジスタは読み取り専用で、モジュールがUSB1 割り込みを発生させたことを示します。 
リセットで初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～17 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

16 OHCI 0 R OHCI モジュールの割り込み発生の有無を示すビットです。

0：割り込み発生なし

1：割り込み発生あり

15 ～ 9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 EHCI 0 R EHCIモジュールの割り込み発生の有無を示すビットです。

0：割り込み発生なし

1：割り込み発生あり

7～ 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 FUNCDMAC 0 R ファンクション モジュール用のSUDMACの割り込み発生の有無

を示すビットです。

0：割り込み発生なし

1：割り込み発生あり

3～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 FUNC 0 R ファンクションモジュールの割り込み発生の有無を示すビットで
す。

0：割り込み発生なし

1：割り込み発生あり

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R ⎯ ⎯ ⎯ R ⎯ ⎯ ⎯ R

— — — — — — — — — — — — — — — OHCI

— — — — — — — EHCI — — —
FUNC 
DMAC

— — — FUNC

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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32.5 レジスタの説明

 USB1 （ホスト コントローラ） のレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態 を表32.3に示

します。USB1 ファンクション コントローラと SUDMAC のレジスタ構成については、「31. USB ファン

クションモジュール0（USB0）」を参照してください。

表32.3 レジスタ構成

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウェア

リセット

Capabilityレジスタ HCCAPBASE R H'FE4F 1000 32 H'0100 0010 H'0100 0010 H'0100 0010

Structural Parameters
レジスタ

HCSPARAMS R H'FE4F 1004 32 H'0000 1212 H'0000 1212 H'0000 1212

Capability Parameters
レジスタ

HCCPARAMS R H'FE4F 1008 32 H'0000 A016 H'0000 A016 H'0000 A016

USB commandレジスタ USBCMD R/W H'FE4F 1010 32 H'0008 0B00 H'0008 0B00 H'0008 0B00

USB statusレジスタ USBSTS R/W H'FE4F 1014 32 H'0000 1000 H'0000 1000 H'0000 1000

USB interrupt enableレジスタ USBINTR R/W H'FE4F 1018 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

USB frame indexレジスタ FRINDEX R/W H'FE4F 101C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Control data structure segment
レジスタ

CTRLSEG — H'FE4F 1020 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Periodic frame list base
addressレジスタ

PLSTBASE R/W H'FE4F 1024 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Current asynchronous list
addressレジスタ

ALSTADDR R/W H'FE4F 1028 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Configured flagレジスタ CFGFLAG R/W H'FE4F 1050 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

Port status and control
レジスタ

PORTSC R/W H'FE4F 1054 32 H'0000 2000 H'0000 2000 H'0000 2000

EHCI IP内蔵バッファ制御

レジスタ1

EIIBC1 R/W H'FE4F 1094 32 H'0040 0040 H'0040 0040 H'0040 0040

EHCI IP 内蔵バッファ制御

レジスタ 2

EIIBC2 R/W H'FE4F 109C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcRevisionレジスタ HCREV R/W H'FE4F 1800 32 H'0000 0010 H'0000 0010 H'0000 0010

HcControlレジスタ HCCTRL R/W H'FE4F 1804 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcCommandStatus レジスタ HCCMDSTS R/W H'FE4F 1808 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcInterruptStatus レジスタ HCINTSTS R/W H'FE4F 180C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcInterruptEnable レジスタ HCINTENB R/W H'FE4F 1810 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcInterruptDisable レジスタ HCINTDIS R/W H'FE4F 1814 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcHCCA レジスタ HCHCCA R/W H'FE4F 1818 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcPeriodCurrentED レジスタ HCPCED R H'FE4F 181C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcControlHeadEDレジスタ HCCHED R/W H'FE4F 1820 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcControlCurrentED レジスタ HCCCED R/W H'FE4F 1824 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcBulkHeadEDレジスタ HCBHED R/W H'FE4F 1828 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcBulkCurrentED レジスタ HCBCED R/W H'FE4F 182C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcDoneHead レジスタ HCDH R H'FE4F 1830 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcFmIntervalレジスタ HCFI R/W H'FE4F 1834 32 H'0000 2EDF H'0000 2EDF H'0000 2EDF

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . 上記に記載されていないアドレスへの書き込みはしないでください。書き込みが行われた場合は、正しい動作は
保証できません。不定値は常に上記記載以外のアドレスから読み出されます。

32.5.1 USB ファンクション コントローラレジスタ

USB1、USB0に内蔵されているUSB ファンクションコントローラとその SUDMACはレジスタ空間を

除き同じです。USB ファンクション コントローラレジスタの仕様については「31. USBファンクション

モジュール0（USB0）」を参照してください。

32.5.2 EHCI コントローラレジスタ

USB1に実装されている ホスト コントローラの1つ EHCI コントローラは共通インタフェースを備え、

ハイスピード転送に対応する標準コントローラです。 EHCI コントローラは EHCI Specification for
Universal Serial Bus、 Revision 1.0 に準拠しています。 EHCI の詳細については関連する仕様書を参照して

ください。

(1) Capabilityレジスタ（HCCAPBASE）
本レジスタは EHCI オペレーショナルレジスタ空間の先頭とHCのバージョンを示します。

HcFmRemaining レジスタ HCFR R/W H'FE4F 1838 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcFmNumberレジスタ HCFN R/W H'FE4F 183C 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcPeriodicStart レジスタ HCPS R/W H'FE4F 1840 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcLSThresholdレジスタ HCLST R/W H'FE4F 1844 32 H'0000 0628 H'0000 0628 H'0000 0628

HcRhDescriptorA レジスタ HCRDA R/W H'FE4F 1848 32 H'FF00 0902 H'FF00 0902 H'FF00 0902

HcRhDescriptorB レジスタ HCRDB R/W H'FE4F 184C 32 H'0006 0000 H'0006 0000 H'0006 0000

HcRhStatus レジスタ HCRSTS R/W H'FE4F 1850 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

HcRhPortStatus レジスタ HCRPSTS R/W H'FE4F 1854 32 H'0000 0X00 H'0000 0X00 H'0000 0X00

パワーイネーブル

コントロールレジスタ

OCPOWEN R/W H'FE5F 0002 16 H'1001 H'1001 H'1001

過電流コントロール レジスタ OCMSK R/W H'FE4F 2004 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

EHCI データアライメント

コントロール レジスタ

EHCIDATAC R/W H'FE4F E018 32 H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000

OHCI データアライメント

コントロールレジスタ

OHCIDATAC R/W H'FE4F E118 32 H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウェア

リセット

161718192021222324252627282931 30

000000001000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000010000000000 0

CAPLENGTH⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

HCIVERSION

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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(2) Structural Parametersレジスタ（HCSPARAMS）
本レジスタは HCの構造パラメータを示します。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～16 HCIVERSION H'0100 R ホスト コントローラインタフェースバージョン

本HCで対応しているEHCI改訂番号 のBCD暗号化を含む２バイ

トのレジスタです。 最上位バイトには大幅な修正 (H'01) が最下位

バイトには若干の修正が行われます (H'00)。

15～8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7～ 0 CAPLENGTH H'10 R Capability レジスタ長

本レジスタはUSBCMD レジスタを探すためにレジスタベースに

オフセットとして追加されるときに使用されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 24 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

23 ～ 20 DPN  0000 R Debug Port Number

本モジュールはデバッグポート非対応です。

19～ 17 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

16 PI 0 R Port Indicators (P_INDICATOR) 

本モジュールはポートインディケータコントロール非対応です。

15～ 12 N_CC 0001 R Number of Companion Controller (N_CC) 

本モジュールはcompanion USB 1.1 host controller (OHCI)を1つ
搭載しています。 ホスト コントローラ ルートポートはハイスピー

ドのデバイスに加えてフルスピードとロースピードのデバイスを
サポートしています。

11～ 8 N_PCC 0010 R Number of Ports per Companion Controller (N_PCC) 

1つのコンパニオンHCが持つポートの数を示します。ソフト

ウェア用のポートルーティングを構成するときに用いられます。
本モジュールに関しては、N_PORT = 2、 N_CC = 1、 N_PCC=2の
ように1つのコンパニオンコントローラが2つのダウンストリー

ムポートをサポートしています。しかし、実際に使用できるのは
1ダウンストリームポートです （PHYに接続）。 したがって、コ

ンパニオンコントローラで制御されるポートの数は1つです。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R⎯⎯⎯RRRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

010010000100100 0

N_PORTS

RRRRR⎯⎯RRRRRRRR R

DPN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯ PI

⎯⎯ PPCPRRN_CC N_PCC

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(3) Capability Parametersレジスタ（HCCPARAMS）
本レジスタは HCの能力に関するパラメータ群を示します。

7 PRR 0 R Port Routing Rules

それぞれのポートをどのコンパニオンHC に割り当てるかを定め

るルーティングルールを指定します。

0：N_PCC 個数分つづ、cHC の若い番号順に割り当てます。

N_PORT=8、N_CC=2、N_PCC=4 だとすると、No1～No4 
のポートは最初のコンパニオンHCに、No5～No8 のポー

トは2 番目のコンパニオンHC。

1：HCSP-PORTROUTE に割り当てルールを定義し、それに

従って割り当てます。

本ビットは1つのコンパニオンコントローラがすべてのポートを

制御することを示します。

6、 5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 PPC 1 R Port Power Control (PPC)

ポート電源のON、OFF を切り替え可能かを示します。

0：ポート電源は切り替え不可。

1：ポート電源は切り替え可能。 

本ビットの値は各ポートステータスとコンロールレジスタの機能
に影響を与えます。（「32.5.2 (12) Port status and controlレジスタ

（PORTSC）」参照）

3 ～ 0 N_PORTS 0010 R N_PORTS

HCが持つ物理的ダウンストリームポートの数を示します。 この

値によってオペレーショナルレジスタ空間のポートレジスタの個
数も決まります。本ビットでは本モジュールに関して2つのダウ

ンストリームがあることが示されていますが、実際に使用できる
のは1つです（PHYに接続）。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

011010000000011 0

RRR⎯RRRRRRRRRRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯

ISTEECP

⎯⎯⎯⎯ ⎯

ACPFLFASPC⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ～ 8 EECP H'A0 R EHCI Extended Capabilities Pointer (EECP)

ケイパビリティ 一覧を示します。

H'00：エクステンデッド ケイパビリティは実行されていませ

ん。 

H'00以外： 最初の EHCI エクステンデッド ケイパビリティの

PCIコンフィグレーションスペースがオフセットされま

す。

本モジュールにPCI インタフェースがないため、本ビットは意味

がありません。

7～ 4 IST 0001 R Isochronous Scheduling Threshold

ホスト コントローラを実行する現在の位置に関連して、 アイソク

ロナススケジュールを確実に更新できることを示します。

ビット7＝0： 

下位３ビット：マイクロフレームは新しい状態になる前に　　
　　　　　　アイソクロナス データ構造体（1つ以上）　　

　　　　　　を保持できます。

ビット7=1：1フレーム 分丸ごとキャッシングするのでホスト

ソフトウェアは アイソクロナスデータ構造体を

キャッシングできます。

3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2 ASPC 1 R Asynchronous Schedule Park Capability

アシンクロナススケジュール 内のハイスピード用キューヘッド

(QH)に対するパーク機能を有効にするかを指定します。

0：パーク 機能はサポートしません。

1：パーク 機能 をサポートします。

この場合、Asynchronous Schedule Park ModeEnableビット、

Asynchronous Schedule Park Mode Count ビット（USBCMD レ
ジスタのビット11、9～8）によりパーク機能を使うことができ

ます。

1 PFLF 1 R Programmable Frame List Flag

フレームリスト のサイズが可変かどうかを指定します。

0：フレームリストの要素数は1024 で固定。

     この場合、USBCMD レジスタのFrame List Size は読み出

し専用であり、0 となります。

1：フレームリストの要素数を変更できます（512、256 に変更

することができます）。

Frame List Sizeビット（USBCMD レジスタのビット3,2） により

変更できます。フレームリストは常に 4K ページ境界で調整され

ます。この条件でフレームリストが常に物理的に連続しているこ
とを保証しています。

0 AC 0 R 64-bit Addressing Capability

32ビットアドレッシングと64ビットアドレッシングのいずれを

使用するかを決定します。

0：32ビットアドレッシング

1：64ビットアドレッシング

本モジュールは32ビットアドレッシングのみをサポートしてい

ます。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 32.  USB ホスト /ファンクションモジュール 1 （USB1）

 Page 32-11

(4) USB commandレジスタ（USBCMD）

本レジスタはシリアルバスホスト コントローラで実行されるコマンドを示します。レジスタに書き込

むことで実行予定のコマンドが生じます。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 24 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

23～ 16 ITC H'08 R/W Interrupt Threshold Control

ホスト コントローラがハードウェア割り込みを発生させる頻度

（割り込みの最大間隔）を示します。有効値のみが以下に記載さ
れています。本レジスタに無効値を書き込んだ場合には、不定と
なります。

H'00：設定禁止

H'01： 1マイクロフレーム

H'02： 2マイクロフレーム

H'04：4マイクロフレーム

H'08： 8マイクロフレーム（初期値、1ms）

H'10： 16マイクロフレーム (2 ms)

H'20： 32マイクロフレーム (4 ms)

H'40： 64マイクロフレーム (8 ms)

HCHalted ビット（USBSTSレジスタのビット12）が “0” のとき

に修正すると不定な値となります。

15 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ASPME 1 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Enable

アシンクロナススケジュールのパークモードを有効にします。

0：パークモードは無効

1：パークモードは有効

10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9、 8 ASPMC H'3 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Count

連続したトランザクションの数を示します。これは横断的なアシ
ンクロナススケジュールを継続する前にホスト コントローラがハ

イスピードキューの先頭より実行することが許可されているもの
です。 有効値は H'1～ H'3です。 Asynchronous Schedule Park 
Mode Enableが ”1”のとき本ビットに ”0”を書き込まないでくださ

い。 不定な値となります。

161718192021222324252627282931 30

000100000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000001101000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯R/W⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ASEASPME RSHCRE
SET

FLSIAADLHCRASPMC⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

ITC

PSE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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7 LHCR 0 R/W Light Host Controller Reset

本ビットに ”1”をセットすると、ドライバはポートの状態やコン

パニオンHCに影響を与えることなくEHCI コントローラをリ

セットできます。 

0：Light Host Controller Reset は完了。

HCを再初期化してください。

1：Light Host Controller Reset 実行中。

6 IAAD 0 R/W Interrupt on Async Advance Doorbell

HCに対して、アシンクロナススケジュールの処理を進めたとき

に割り込みを発生させるように依頼するためのものです。

本ビットに ”1”が書き込まれる必要があります。 HCがすべての

キャッシュされたスケジュールの状態を取り込んだ場合、  
Interrupt on Async Advanceビット（USBSTSレジスタのビット

5）がセットされます。

0： USBINTRレジスタの Interrupt on Async Advance Enable が
”1”にセットされた後にセットします。

1： HCは次の割り込みスレショールドで割り込みを発生させま

す。 

アシンクロナススケジュールが無効のときに本ビットに ”1”を書

き込まないでください。不定な値となります。

5 ASE 0 R/W Asynchronous Schedule Enable

HC がアシンクロナススケジュールを実行するか、もしくは実行

しないでスキップするかを指定します。

0：アシンクロナススケジュール を処理しません。

1：ALSTADDRレジスタを使って、アシンクロナススケジュー

ル を処理します。

4 PSE 0 R/W Periodic Schedule Enable

HC がピリオデックスケジュールを実行するか、もしくは実行し

ないでスキップするかを指定します。

0：ピリオデックスケジュール を処理しません。

1：PLSTBASEレジスタを使って、ピリオデックスケジュール 
を処理します。

3、 2 FLS  00 R/W Frame List Size

フレームリストのサイズを規定します。

このビットで規定したフレームリスト のサイズによって、 
FRINDEXレジスタのどのビットをFrame List Current Index のた

めに使うかが決まります。

00：1024 要素 （4096 バイト）（初期値）

01： 512 要素 （2048 バイト）

10：256 要素 （1024 バイト） 
–リソースが制約されている環境用

11： リザーブ

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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1 HCRESET 0 R/W Host Controller Reset (HCRESET)

HC をリセットします。このビットによりHC がリセットされた

場合、ルートハブ のレジスタについては、チップのハードウェア

リセットと同様になります。

このビットに ”1”をセットした場合、HC内のパイプライン、タイ

マ、カウンタ、ステート・マシン などがリセットされ、初期値が

セットされます。また、その時点で行われているすべての転送が
直ちに終了します。

ダウンストリームポートにはこのリセットはドライブされませ
ん。

ポートレジスタ、ポートステート・マシンを含めたすべてのオペ
レーショナルレジスタは初期値に戻されます。ポート のオーナ

シップはコンパニオン HCに戻されます。そのため、リセット後

HCを再度動作状態に戻すために、HC を再初期化する必要があり

ます。

HCがリセット処理が完了したときにビットをクリアします。リ

セット処理中に本ビットをクリアしてリセット処理を中断させる
ことはできません。 また、HCHaltedビット（USBSTSレジスタ

のビット12）が ”0” のときは、このHCRESET をセットすること

はできません。 HCが不定となります。

0 RS 0 R/W Run/Stop

0：”0” がセットされた場合、HCは現在実行中のすべての通信

を完了させて、動作を停止します。

HCHaltedビット（USBSTSレジスタのビット12）で、HC
が実行中の転送を完了させて、停止状態に遷移したかを確
認できます。

1：”1” である間、HCはスケジュールを実行しつづけます。

HC がHalt 状態のとき（USBSTSレジスタのHCHaltedビットが

”1”のとき）には、このRun/Stop を ”1”にセットしないでくださ

い。不定な値となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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(5) USB statusレジスタ（USBSTS）
本レジスタは割り込みなどホスト コントローラの各種のステータス情報を示します。シリアルバスか

らの通信により生じた結果は示されていません。”1”を書き込むことで本ビットをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15 ASS 0 R Asynchronous Schedule Status

アシンクロナススケジュールの現在の状態を示します。

0：アシンクロナススケジュール が無効

1：アシンクロナススケジュール が有効

本ビットとUSBCMD レジスタのAsynchronous Schedule Enable 
ビットが一致していれば、アシンクロナススケジュールが有効か
無効 か確認可能です。

14 PSS 0 R Periodic Schedule Status

ピリオデックスケジュールの現在の状態を示します。

0：ピリオデックスケジュール が無効

1：ピリオデックスケジュールが有効

このビットとPeriodic Schedule Enable ビット（USBCMD レジ

スタのビット4）が一致していれば、ピリオデックスケジュール 
が有効 か無効 か確認可能です。

13 REC 0 R Reclamation

読み出し専用のステータスビットで、アシンクロナススケジュー
ルが空の状態を検出した場合にセットされます。

12 HCHALT 1 R HCHalted

0：USBCMD レジスタのRun/Stop ビットが1 である場合。

1：USBCMD レジスタのRun/Stop ビットがクリアされて、HC 
が停止した場合。

USBCMDレジスタのRun/Stop ビットのクリアは、ソフトウェ

ア、ハードウェアからも行われます（内部エラーなどの場合）。

11 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 IAA 0 R/W Interrupt on Async Advance

HCがアシンクロナススケジュールを進めたときに、Interrupt On 
Async Advance Doorbell ビット（USBCMDレジスタ のビット6）
に ”1”を書き込むことで割り込み発生を強制することができます。

本ステータスビットは、割り込み要因を示します。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000100 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯RRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

IAA USB
INT

USBER
RINTPCD

HC
HALT

RECASS PSS ⎯ HSE

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

FLR⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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4 HSE 0 R/W Host System Error

内部バスアクセスの最中に重大なエラーが起こった場合に、HC 
が本ビットを ”1”にセットします。

このエラーが起こった場合、HC はRun/Stop ビット（USBCMD
レジスタのビット0）を ”0 ”にして、スケジュールされているト

ランスファディスクリプタ (TD)が実行されないようにします。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

3 FLR 0 R/W Frame List Rollover

 FRINDEXレジスタが最大値から0 へロール オーバした場合に、

HCが本ビットを ”1”にセットします。

 ロール オーバの実際の値はFrame List Size によって異なります。

例えば、(USBCMD レジスタのFrame List Sizeでプログラミング

されているように）Frame List Sizeが1024 にセットされていれ

ば、FRINDEX[13]がトグルするたびに ロール オーバします。同

様に、512 なら、FRINDEX[12]がトグルするたびに ロール オー

バします。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

2 PCD 0 R/W Port Change Detect

このビットは、以下の場合にHC がセットします。

•  Port Owner ビットが ”0” であるポートで、Port Owner ビット

が ”1” になった場合。

•  サスペンド中のポートで、J-K の遷移を検出し、Force 
Resume Transition ビットが ”0 ”から ”1”に変化した場合。

• Connect Status Changeが ”1”で、Port Owner ビットに ”1” を
書き込み、ポートのオーナシップを放棄した場合。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

1 USBERRINT 0 R/W USB Error Interrupt (USBERRINT)

USB 転送がエラーになった場合に（つまり、エラーカウンタが

アンダフローした場合）、HC が本ビットを ”1”にセットします。

IOCが ”1”となったTDがエラーになった場合は、本ビットと

USBSTSレジスタのUSBINT ビットの両方がセットされます。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

0 USBINT 0 R/W USB Interrupt (USBINT)

HCがUSB 転送が完了した際に本ビットを ”1”にセットし、その

結果 IOCが ”1”となってTD がリタイアします。

ショートパケットが検出された場合（受信したデータサイズが、
期待していたサイズより少なかった場合）にもHCは本ビットを

”1”にセットします。

”1”を書き込んで本ビットをクリアします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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(6) USB interrupt enableレジスタ（USBINTR）

本レジスタは対応するソフトウェアの割り込み通知を有効又は無効にします。ビットがセットされ、
対応する割り込みがアクティブの場合は、ホストへの割り込みが発生します。 イベントのポーリングを

許可するために本レジスタで無効となった割り込み要因はまだUSBSTS レジスタにで発生します。

各種割り込み許可ビットには割り込みしきい値メカニズムに従っているかが記載されています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 AAE 0 R/W Interrupt on Async Advance Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつ Interrupt on Async Advanceビット

（USBSTSレジスタのビット5）が ”1”にセットされていれば、HC 
はハードウェア割り込みを発生させます。ソフトウェアで 
Interrupt on Async Advance ビットをクリアするとハードウェア

の割り込みが通知されます。

4 HSEE 0 R/W Host System Error Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつHost System Error ビット（USBSTS レジ

スタのビット4）が ”1”にセットされていれば、HC はハードウェ

ア割り込みを発生させます。ソフトウェアで Host System Error  
ビットをクリアするとハードウェアの割り込みが通知されます。

3 FLRE 0 R/W Frame List Rollover Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつFrame List Rollover ビット（USBSTS レ
ジスタのビット3）が ”1”にセットされていれば、HC はハード

ウェア割り込みを発生させます。ソフトウェアでFrame List 
Rollover ビットをクリアするとハードウェアの割り込みが通知さ

れます。

2 PCIE 0 R/W Port Change Interrupt Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつPort Change Detect ビット（USBSTS レ
ジスタのビット2）が ”1”にセットされていれば、HC はハード

ウェア割り込みを発生させます。ソフトウェアで Port Change 
Detectビットをクリアするとハードウェアの割り込みが通知され

ます。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

AAE UIEUEIEPCIE⎯ HSEE

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

FLRE⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(7) USB frame indexレジスタ（FRINDEX）
HCがピリオデックフレームリストを参照するときに本レジスタを使用します。 このレジスタは 125μs

ごとアップデートされます（各マイクロフレームに１回）。 ピリオデックスケジュールを実行している間

にピリオデックフレームリストへの特別なエントリを選別する際に [N:3] ビットを使用します。イン

デックスで使用されているビット数はフレームリストのサイズによって異なり、Frame List Size ビット

（USBCMD レジスタのビット3,2）からセットします。

このレジスタはロングワードで書き込みをする必要があります。バイトで書き込むと不定な値となり
ます。HCHaltedビット（USBSTSレジスタのビット 12）で記載したように、HCがHalted state になるま

で本レジスタには書き込めません。Run/Stop ビット（USBCMD レジスタのビット 0）が ”1” にセットさ

れているときに本レジスタに書き込むと不定な値となります。また、SOF値にも影響を及ぼします。

1 UEIE 0 R/W USB Error Interrupt Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつUSBERRINT ビット（USBSTS レジスタ

のビット1）が ”1”にセットされていれば、HCはハードウェア割

り込みを発生させます。ソフトウェアで USBSTS レジスタの

USBERRINTビットをクリアするとハードウェアの割り込みが通

知されます。

0 UIE 0 R/W USB Interrupt Enable

0： 無効

1： 有効

本ビットが ”1”で、かつUSBINT ビット（USBSTS レジスタの

ビット0）が ”1”にセットされていれば、HCはハードウェア割り

込みを発生させます。ソフトウェアで USBSTS レジスタの

USBINTビットをクリアするとハードウェアの割り込みが通知さ

れます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

FI

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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本レジスタからSOFトークン用のSOF フレーム番号を発生あるいは管理します。FRINDEXの値はSOF
トークン値より 125 μs　（1 マイクロフレーム）進んでいる必要があります。SOF値は11ビットシャドー

レジスタとして実行される可能性があります。したがって、このシャドーレジスタは11ビットで名称は

SOFVです。SOFVは8 マイクロフレームごとに更新します (1 ミリ秒 )。 例えば、FRINDEX[2:0]が0から

”1”にインクリメントするたびにSOFVインクリメントします。

ソフトウェアによる場合は現在のマイクロフレーム番号を発生されるために FRINDEX の値を使用す

る必要があります。これは、ハイスピードのアイソクロノススケジューリングとクライアントドライバ
が求める「get micro-frame number」 を提供するためです。したがって、チップがリセットしたりFRINDEX
に書き込む場合にはFRINDEXとSOFV の値は一致している必要があります。FRINDEXに書き込む場合

はFRINDEX[13:3] ～ SOFV[10:0]まで書き込む必要があります。更新を可能な限り簡素化するために、 下
位3ビットが111 あるいは000のときは書き込めません。 

(8) Control data structure segmentレジスタ (CTRLSEG)
本レジスタはすべての EHCI データ構造体の上位 32 ビット [63:32] を示します。 64 ビット Addressing

Capability ビット（HCCPARAMSレジスタのビット0）が0のとき、本レジスタは使用されません。ソフ

トウェアによる場合は本レジスタに書き込めず、読み出した場合は”0”に戻ります。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13 ～ 0 FI  H'0000 R/W Frame Index

各フレームの最後に、この値がインクリメントされます（例：マ
イクロフレーム）。 フレームリストのカレンドインデックス のた

めに [N:3]ビットを使います。つまり、フレームリストのそれぞ

れの場所へのアクセスは、8 マイクロフレーム（1フレーム）ご

とに行われます。以下はFrame List Sizeビット（USBCMD レジ

スタのビット3,2）のN ベースの値を示します。

Frame List Size
（USBCMD）　　　　　　　　　要素数　　　　　　　　N

00 1024 12

01 512 11

10 256 10

11 リザーブ —

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～0 — H'0000 0000 — 本モジュールは 32ビットアドレッシングのみをサポートしてい

るため、本レジスタはリザーブビットとなります。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(9) Periodic frame list base addressレジスタ（PLSTBASE）
システムメモリ内のピリオデックフレームリストの先頭アドレスを含む 32ビットのレジスタです。ソ

フトウェアを使用するときは、HC がピリオデックスケジュールを実行する前にこのレジスタをロード

します。 物理メモリポインタで参照されるメモリ構造体は 4K バイトで調整されることになっています。

このレジスタとFRINDEX レジスタによって、HC がピリオデックフレームリストを順序どおりに処理で

きることになります。アクセスはロングワードで実行してください、バイトで書き込むと不定な値とな
ります。

(10) Current asynchronous list addressレジスタ（ALSTADDR）

次に実行されるアシンクロナス QH のアドレスを含む 32 ビットのレジスタです。 本レジスタの [4:0]
ビットはソフトウェアで修正できず、読み出されると必ず ”0” に戻ります。この物理メモリポインタで

参照されるメモリ構造体は32バイト（キャッシュライン）で調整されることになっています。アクセス

はロングワードで実行してください、バイトで書き込むと不定な値となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 BASE  H'0 0000 R/W Base Address

それぞれ [31:12] のメモリアドレス信号に対応します。

11 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ランタイムのときはビット値は不定となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～5 LPL  H'000 0000 R/W Link Pointer Low 

それぞれ [31:5]のメモリアドレス信号に対応します。

QHの参照に限ります。

4～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

BASE

BASE

⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/W R/W ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

LPL

LPL

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W ⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(11) Configured flagレジスタ（CFGFLAG）

ポートのオーナシップを示す 32 ビットのレジスタです。アクセスはロングワードで実行してくださ

い、バイトで書き込むと不定な値となります。

(12) Port status and controlレジスタ（PORTSC）

HCで実際に実装されたポートレジスタの数はHCSPARAMレジスタで確認できます。入力パラメータ

に必要なポートの数を決める際にこの情報を使用します。SH7752では1ポートしか使用できませんので、

PORTSC1レジスタのみが有効となります。すべてのポートは以下の構造を有しています。

ポートの初期状態：
• デバイスは接続されていない
• ポートは無効

ポート電源制御を有するとき、ポート電源を”1”にセットして電源をポートに適用するまでポートの状

態を変更することはできません。電源がポート上で安定するまで、ポートの状態の変更を試みることは
できません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 CF 0 R/W Configure Flag 

HC構成処理の最後の動作として本ビットをセットします。本

ビットはデフォルトのポートルーティングルールを規定します。

0：それぞれのポートは、それぞれ対応のHCににルーティング

されます。

1：全ポートは、HCにルーティングされます。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ CF⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～23 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

22 WKOC_E 0 R/W Wake on Over-Current Enable 

0：ポート電源が ”0”のとき

1： ウエイクアップイベントとして、ポートの過電流検出を有

効にします。 

21 WKDSCNNT_E 0 R/W Wake on Disconnect Enable 

0：ポート電源が ”0”のとき

1：ウエイクアップイベントとして、デバイスの切断検出を有

効にします。

20 WKCNNT_E 0 R/W Wake on Connect Enable 

0：ポート電源が ”0”のとき

1：ウエイクアップイベントとして、デバイスの接続検出を有

効にします。

19～ 16 PTC 0000 R/W Port Test Control

ポートのテストモードを制御します。テストモードのエンコード
は以下のとおり（0110 ～ 1111は設定禁止）：

0000：テストモード無効

0001：Test J_STATE

0010：Test K_STATE

0011：Test SE0_NAK

0100：Test Packet

0101：Test FORCE_ENABLE

15、 14 PIC  00 R/W Port Indicator Control

本モジュールはポートインディケータコントロールをサポートし
ません。ビットに書き込んでも無効です。 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PTCWKCN
NT_E

WKDS
CNT_E

WKOC
_E⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000010 0

PE CSC CCSPECOCAOCCFPRSUSPPR⎯LSTATEPPPOPIC

RR/WR/WR/WR⎯RRR/WR/WR/WR/W R/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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13 PO 1 R/W Port Owner

Configure Flag ビット（CFGFLAGレジスタのビット0）が0→1 
になった場合は、このビットは無条件で ”0” になります。逆に

Configure Flag ビットが ”0” になった場合、このビットは無条件

で ”1 ”になります。

接続されたデバイスがハイスピード デバイスでなかった場合、本

ビットをセットし、オーナシップを解放します。

本ビットが ”1”の場合、接続されたデバイスはハイスピードでは

ありません。コンパニオンHCがこのポートのオーナーシップで

あり、ポートを制御しています。

12 PP 0 R/W Port Power

HCはポート電源制御スイッチを持っています。本ビットはス

イッチの現在の状況を示します（0 = off、 1 = on）。 本ビットが ”0”
つまりポート電源がOFF の場合はポートが機能しないので、接

続・切断の検知なども行われません。 過電流 が検出された場合

で、PPC=1 である場合は、そのポートのPPビットはHC によっ

て ”1”から ”0”にクリアされ、ポート電源がOFFにされます。

11、 10 LSTATE  00 R Line State

現在のD+/D-の論理レベルを示します。D+が11ビット目、D-が
10ビット目に示されます。このビットはポートリセット／ポート

イネーブル処理に先立って、ロースピード デバイスの接続を検知

するために使われます。このビットの値は、ポートイネーブルが
0 かつ本レジスタのCurrent Connect Statusが ”1”である場合のみ

有効です。

ビットのエンコードを以下に示します。

[11:10]ビット　USBの状態　　　　説明

00 SE0 ロースピードデバイスではありませ

ん。EHCI リセットを行ってくださ

い。

10 J-state ロースピードデバイスではありませ

ん。 EHCI リセットを行ってくださ

い。

01 K-state ロースピードデバイスです。ポート

のオーナーシップを解放してくださ
い。

11 不定 ロースピードデバイスではありませ

ん。EHCI リセットを行ってくださ

い。

本レジスタのPort Powerが ”0”のとき、このビットの値は不定と

なります。

9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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8 PR 0 R/W Port Reset

0：ポートはリセット 中ではありません。

1：ポートはリセット中です。

本ビットに書き込み ”0”から ”1”にすると、USB2.0 仕様書で規定

されたバスリセット処理が開始します。バスリセット処理を完了
するために、本ビットに0 ライトする必要があります。USB2.0 
仕様書で規定されたリセット期間が完了するまで、このビットを
”1”に保ちつづける必要があります。

注1. このビットを0→1 にする場合は、本レジスタのPort 
Enabledビットを ”0 ”にする必要があります。

　2. このビットを ”0” にしても、このビットが ”0” になるのは

多少遅延します。
このビットをリードしても、リセット処理が完了するま
では、”0” が読み出されません。ポートがハイスピード

モードの場合で、リセットが完了した場合は、HC は自

動的にポートを有効にします（PortEnable=1）。HC  は
このビットを ”0” にセットしてから2ms 以内に、リセッ

トを完了させてポートを安定させる必要があります。た
とえば、ポートリセット中にハイスピード デバイスの

接続を検知した場合、このビットを ”0” にセットしてか

ら2ms 以内に、ポートを有効にする必要があります。

　3. 本ビットを使う際には、HCHalted ビット（USBSTSレ

ジスタのビット12）を ”0”にする必要があります。

HCは、HCHaltedが ”1 ”である間は、このPortReset ビットを ”1” 
に保ちつづける必要があります。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

7 SUSP 0 R/W Suspend

0：ポートはサスペンド状態ではありません。

1：ポートはサスペンド状態です。

Port EnabledとSuspendビットのセットにより、ポートの状態は

以下のようになります。

ビット [Port Enabled、 Suspend] 　　ポートの状態

0X 　　無効

10 　　有効

11 　　サスペンド

サスペンド 状態では、このポートのダウンストリームへのデータ

の伝播はブロックされます。ただし、Port Reset は伝わります。

転送が処理中でビットに ”1”が書き込まれた場合、現在の転送の

最後の段階でデータのブロックが行われます。サスペンド 状態で

は、ポートはレジュームを検出することができます。

ポートがサスペンド状態になるまでこのビットは変化しません。
また、現在の転送がUSBで処理中の場合、ポートのサスペンドに

遅れが生じる可能性があります。

本ビットを ”0”にしてもHCは無視します。HC は以下の条件が成

立したら無条件でこのビットをクリアします。

• Force Port Resume ビットを0→1 にセット。

• Port Reset ビットを0→1 にセット。

ポートが有効でなく（つまり、Port Enable ビットが0のとき）本

ビットを ”1”にセットしたとき、不定となります。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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6 FPR 0 R/W Force Port Resume

0：ポートはレジューム（K 状態）を検知してないし、ドライ

ブもしていません。

1：ポートがレジューム したことを検知もしくは、レジューム

をドライブしていることを検知しました。

Suspend ビットの値により、本ビットの機能面での定義は異なり

ます。たとえば、ポートがサスペンド状態ではなく（Suspend 
ビット＆PortEnable ビットがともに ”1”） 本ビットを ”1”にする

と、バスの効果は不定となります。

本ビットに ”1”をセットしてレジューム信号を起動します。J→K 
の遷移が検知されたため本ビットが ”1”になったときはPort 
Change Detect ビット（USBSTS レジスタのビット2）も ”1”に
セットされます。本ビットが ”1”にセットされたときはHCはPort 
Change Detect ビットをセットできません。

注 . EHCI がポートのオーナである場合は、レジューム の処

理はUSB2.0 仕様書に従います。このビットが ”1” であ

る間中、レジューム信号（Full-Speed K）をドライブし

つづけます。適切な時間だけレジューム して、十分な

時間レジュームしたあと、このビットに0 をセットする

必要があります。このビットを1→0 にセットすると、

ポートはハイスピード モードに戻ります（バスをハイ

スピード のアイドル にフォースする）。このビットは、

ハイスピードのアイドルにスイッチできるまでは0 を書

き込まれても ”1” のままです。HCはソフトウェアがこの

ビットに ”0” を書き込んでから2ms 以内にこのスイッチ

を完了する必要があります。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

5 OCC 0 R/W Over-Current Change

0：状態に変化はありません。

1：ポートの過電流状態が非アクティブ からアクティブ 状態に

変化したことを示します。

ソフトウェアはこのビットに ”1”を書き込むことで、このビット

をクリアすることができます。

4 OCA 0 R Over-Current Active

0：ポートは過電流状態にはありません。

1：ポート は過電流状態にあります。

本ビットは 過電流状態が取り除かれたら、自動的に ”0” へとクリ

アされます。

3 PEC 0 R/W Port Enable/Disable Change

0：状態に変化はありません。

1：ポートの有効 /無効の状態が変化したことを示します。

このビットが ”1”にセットされるのは、EOF2 の時点でポートが

無効になるような条件が存在していて、ポートが無効にになった
場合のみです。本ビットに ”1”を書き込むことでクリアします。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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2 PE 0 R/W Port Enabled/Disabled

0：ポートが無効（デフォルト）

1：ポートが有効

ポートが有効になるのは、ポートリセットを行ったときのみであ
り、ソフトウェアが本ビットをセットすることでポートを有効に
することはできません。ポートを有効にできるのはHC だけで

す。

HCは、リセットシーケンスによって接続デバイスがハイスピー

ドデバイスであると確定したときのみ、本ビットをセットするこ
とができます。

ポートは、フォルトコンディションになった場合（ディスコネク
ト 発生やその他フォルトイベント）、もしくはソフトウェアに

よってのみ無効にされます。

注1. ポートの状態が本当に変化するまでは、このビットの状
態は変化しません。
HC の別の処理やバス の処理などで、ポートが有効／無

効 になるのが遅れる場合があります。

　2. このビットが ”0”でポートが無効のときはダウンスト

リーム にデータは伝播しません。ただし、リセットは

伝わります。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

1 CSC 0 R/W Connect Status Change

0：変化ありません。

1：Current Connect Status が変化がありました。

本ビットをクリアしていなくても、ポートのデバイス接続状態に
なんらかの変化が起これば、HC は本ビットをセットします。 例
えば、変化した条件がをクリアする前に挿入の状態は2回変化

し、ハブハードウェアはすでにセットされたビットとして「セッ
ト」されます（つまり、ビットはセットされたままです）。”1 ”を
書き込むことで、このビットを ”0”にクリアすることができます。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

0 CCS 0 R Current Connect Status

0：デバイスがポートに存在していません。

1：デバイスがポートに存在しています。

このビットは、ポートの状態を反映するものであり、Connect 
Status Changeビットがセットされるようなイベントが発生して

もそれに直接は影響されません。

ポート電源が ”0”のとき、このビットは ”0”となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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(13) EHCI IP内蔵バッファ制御レジスタ1（EIIBC1）
EHCI IP 内部にはUSB転送時に使用する1024 バイトバッファを搭載しています。本バッファはUSB

バスへの転送とAHBマスタ転送の調停を行っており、転送開始しきい値を本レジスタで設定すること

ができます。
OUT転送の場合､AHBマスタリードにより本1Kバイトバッファに送信データを一端保存し、

OUT_THRESHOLDビットで設定した値×4バイト、または、ｑHEAD/iTD/siTDで設定した

MaxPacketSizeまでデータが保存されると、実際のUSB OUT転送が開始されます。何らかの原因で

AHBマスタリードが遅くなり、USB転送速度を超えた場合、EHCI規格で規定されたデータバッファエ

ラーが発生し、CRCエラーのパケットを送信し再送します（アイソクロナスの場合は再送なし）。その

ため、OUT_THRESHOLDビットは最大値H’FFを設定して頂くことを推奨します。

IN転送の場合、USB IN転送で受信したデータを本1K バイトバッファに一端保存し、

IN_THRESHOLDビットで設定した値×4 バイトまでデータが保存されるとAHBマスタライトが発生し

ます。IN転送の場合、IN_THRESHOLDビットの値に係わらずAHBマスタライトが遅くなってもデー

タバッファエラーは発生しませんが、小さい値に設定するとAHBバスのリクエストが分割され転送効

率が落ちる可能性があるため、IN_THRESHOLDビットはH’40を設定して頂くことを推奨します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 24 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

23～ 16 OUT_THRESHOLD H'40 R/W EHCI IP 転送用内部バッファ USB OUT転送開始しきい値 （4 
バイト /1 ビット）

推奨値 ： OUT_THRESHOLD [7:0] = H'FF

EHCIが使用されるとき、OUT_THRESHOLDの値と関係な

く、BUFFER_ENABLE ビット（EIIBC2レジスタのビット0）
を ”1”にしてください。

15 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～0 IN_THRESHOLD H'40 R/W EHCI IP 転送用内部バッファ AHBマスタライト開始しきい値

（4 バイト /1 ビット）

推奨値 ：IN_THRESHOLD [7:0] = H'40

EHCIが使用されるとき、 IN_THRESHOLDの値と関係なく 
BUFFER_ENABLE ビット（EIIBC2レジスタのビット0）を

”1”にしてください。

161718192021222324252627282931 30

000000100000000 0

OUT_THRESHOLD⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000100000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

IN_THRESHOLD

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(14) EHCI IP内蔵バッファ制御レジスタ 2 （EIIBC2）
EHCI IP 内蔵バッファ制御レジスタ 2 は EHCI 転送の内蔵バッファ機能を有効にするレジスタです。

EHCIが使用されるときは、本レジスタのBUFFER_ENABLE ビットに常に”１”をセットしてください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は“0”にしてください）

0 BUFFER_ENABLE 0 R/W EHCI IP OUT/IN 転送に有効な転送用内部バッファファンク

ション

0： 転送用内部バッファファンクションは無効です。

1： 転送用内部バッファファンクションは有効です。

EHCIが使用されるとき、 常にビットに ”1”をセットしてくださ

い。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

BUFFER

_ENABLE

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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32.5.3 OHCI コントローラレジスタ

USB1に実装されている別のHCであるOHCI コントローラはEHCIコンパニオンコントローラとして

機能します。Universal Serial Bus Specification Revision 2.0規格でハイスピード転送をサポートする EHCI
と異なり、 OHCI コントローラは Universal Serial Bus Specification Revision 1.1 でフルスピードとロース

ピードの転送をサポートします。OHCIコントローラは標準コントローラです。OHCIの詳細については、

Open Host Controller Interface Specification for USB Revision 1.0aを参照してください。

(1) HcRevision レジスタ（HCREV）

(2) HcControl レジスタ（HCCTRL）
本レジスタは HC の動作モードを割り当てます。 Host Controller Function State と Remote Wakeup

Command fields を除く本レジスタのすべてのビットはホストコントローラドライバ(HCD) により修正さ

れます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7 ～ 0 REV H'10 R Revision

ハードウェアがサポートするOpen HCI 仕様のリビジョン番号を

示します。本 USB HCは、Open HCI 1.0 仕様をサポートしてい

ます。 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000010000000000 0

REV⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PLE CBSRIECLEBLEHCFSIRRWCRWE⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 11 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

10 RWE 0 R/W Remote Wakeup Enable

リモートウェイクアップ信号をサポートしている場合、このビッ
トでリモートウェイクアップ機能を有効にします。USB ホスト

モジュールではリモートウェイクアップ信号をサポートしていな
いので、このビットは無視されます。必ず ”0”を書き込んでくだ

さい。

9 RWC 0 R/W Remote Wakeup Connected

HCがリモートウェイクアップ信号をサポートするかどうかを示

します。リモートウェイクアップがサポートされ、使用されてい
る場合、システムファームウエアがパワーオンシステムテスト
(POST)の間に本ビットを設定します。本ファンクションはサ

ポートされていません。

8 IR 0 R/W Interrupt Routing

割り込みの通知先を指定します。 このファンクションはサポート

されていません。本モジュールにはPCIインタフェースがないた

め、通常の割り込みとシステムマネージメント割り込み (SMI)は
同様に扱われます。すべての割り込みは割り込みコントローラに
接続します（INTC）。

7、 6 HCFS  00 R/W Host Controller Functional State

00： USB リセット

01： USB レジューム

10： USB 動作

11： USB サスペンド

HCDがのStart Of Frameビット（HcInterruptStatusレジスタの

ビット2）を読み出すことでSOFを送信し始めたかどうかを示し

ます。

USBサスペンド状態のときに限り、HCは本ビットを変更できま

す。HCは、ダウンストリームのポートから送信されたレジュー

ム信号を検出すると、強制的にUSBサスペンド状態をUSBレ

ジューム状態に切り替えます。

HCはソフトウェアリセットの後にUSBサスペンド状態になり、

ハードウェアリセットの後にUSB 状態になります。後者の場合、

ルートハブもリセットされ、ダウンストリームのポートにリセッ
ト信号をアサートします。 

5 BLE 0 R/W Bulk List Enable

このビットをセットすると、バルクリストの処理を有効にしま
す。 リストの処理を決定するときはHCはいつでも本ビットを

チェックします。 無効のときは、HCDはリストを修正します。

HcBulkCurrentEDレジスタが削除予定のエンドポイントを指して

いるときは、HCDはリストの処理が再度できなくなる前に

HcBulkCurrentEDレジスタを更新して、ポインタを進める必要が

あります。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 32.  USB ホスト /ファンクションモジュール 1 （USB1）

 Page 32-30

4 CLE 0 R/W Control List Enable

このビットをセットすると、コントロールリストの処理を有効に
します。 クリアになった場合は、コントロールリストの処理は次

のSOFの後には行われません。リストの処理を決定するときは

HCはいつでも本ビットをチェックします。 無効のときは、HCD
はリストを修正します。HcControlCurrentEDが 削除予定のエン

ドポイントを指しているときは、HCDはリストの処理が再度で

きなくなる前にHcControlCurrentEDを更新してポインタを進め

る必要があります。

3 IE 0 R/W Isochronous Enable

ピリオデックリストが有効なとき、このビットをクリアすると、
アイソクロナスリストを無効にします。 ピリオデックリスト処理

中に、HCはアイソクロナスエンドポイント を見つけると、この

ビットの状態をチェックします。 セット（有効）のときは、エン

ドポイントの処理が継続します。クリア（無効）のときは、ピリ
オデックリストの処理が停止します（現在はアイソクロナスエン
ドポイントのみが含まれています）そしてバルク /コントロール

リストの処理が開始します。本ビットをセットすることで次のフ
レーム（現在のフレームではなく）で効果を出すことが保証され
ます。

2 PLE 0 R/W Periodic List Enable

このビットをセットすると、ピリオデックリスト（インタラプト
リストとアイソクロナスリスト）の処理を有効にします。クリア
になると、次のSOFの後にピリオデックリストの処理は発生しま

せん。  フレーム内のピリオデック転送を行う前に、HCはこの

ビットの状態をチェックします。

1、 0 CBSR 00 R/W Control Bulk Service Ratio

CBSR  バルクエンドポイント1個に対するコントロールエンドポ

イントの処理数

00：1:1

01：2:1

10：3:1

11：4:1

バルクエンドポイント1 個に対し、いくつのコントロールエンド

ポイントを処理するかを指定します。  すべての非周期リスト処理

を行う前に、他のコントロールエンドポイントの処理を続ける
か、あるいはバルクエンドポイントに切り替えるかを決定するに
あたって、HCはどれだけのノンエンプティコントロールエンド

ポイントが処理されたかをインターナルカウントで規定された割
合と比較しなければなりません。インターナルカウントは境界を
越えるときに保持されます。リセットのときは、HCDがこの値

を再設定する必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 32.  USB ホスト /ファンクションモジュール 1 （USB1）

 Page 32-31

(3) HcCommandStatus レジスタ（HCCMDSTS）
本レジスタはHCDが発行するコマンドを受け取るのと、HCの現在の状態を反映するのに使用します。

HCD に対しては「設定用の書き込み」レジスタとなります。 本レジスタのビットに ”1” を書き込むと対

応するビットが”1”にセットされます。”0”を書き込むと対応するビットは変化しません。HCDは以前発

行されたコマンドの改ざんを気にすることなく複数の異なるコントローラを HC へ発行できます。すべ

てのビットに正常にリードアクセスできます。
HC が scheduling overrun エラーを検出したフレームの数が Scheduling Overrun Count ビット

（HcCommandStatusレジスタのビット17、16）に示されています。 このエラーは、ピリオデックリストが

EOF の前に完成しなかったときに発生します。Scheduling overrun エラーが検出されたとき、HC はカウ

ンタをインクリメントし、HcInterruptStatusレジスタにScheduling Overrun ビットをセットします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

17、 16 SOC  00 R Scheduling Overrun Count

ビット値はscheduling overrunエラーごとにインクリメントされ

ます。カウント値11 のあとにインクリメントが起こると、値は

00 に戻ります。Scheduling Overrun ビット（HcInterruptStatus 
レジスタのビット0）がセットされるたびに、このビットの値が

インクリメントされます。本ビット、HCDがすべての繰り返し

起こるスケジューリングも問題をモニタするのに使用されます。

15 ～ 4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 OCR 0 R/W Ownership Change Request

OS HCDがHCの制御リクエストを変更するときに本ビットが

セットされます。 ソフトウェアでこのビットをセットすると、

Ownership Change ビット（HcInterruptStatus レジスタのビット

30）がセットされます。このビットは、OS HCDから次のリクエ

ストがあるまでソフトウェアでクリアできます。 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

BLF HCROCR⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

RR⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ CLF

SOC

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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2 BLF 0 R/W Bulk List Filled

このビットがセットされているとき、バルクリストにアクティブ
エンドポイント があることを示します。このビットは、ソフト

ウェアとHCのどちらからもセットできます。

HCは、バルクリストの先頭から処理を開始するたびに、この

ビットをクリアします。

0：バルクリストの処理は開始されません。

1：バルクリストの処理が開始され、BFが ”0”にセットされま

す。

リストにTDがあるときはBulk List Filledが ”1”にセットされ、バ

ルクリスト処理が継続します。

リストにTDがないときは、Bulk List Filledは 0 のままです。HC
はバルクリストの処理を完了し、バルクリストの処理は停止しま
す。

1 CLF 0 R/W Control List Filled

このビットがセットされているとき、コントロールリストにアク
ティブエンドポイント があることを示します。このビットは、ソ

フトウェアとHCのどちらからもセットできます。

HCは、コントロールリストの先頭から処理を開始するたびに、

このビットをクリアします。

0：コントロールリストの処理は開始されません。

1：コントロールリストの処理が開始され、 Control List Filled が
”0”にセットされます。 

リストにTDがあるときはControl List Filled が ”1”にセットされ、

コントロールリスト処理が継続します。

リストにTDがなくControl List Filledがセットされないときは、

Control List Filledは ”0” のままです。HCはコントロールリストの

処理を完了し、コントロールリストの処理は停止します。

0 HCR 0 R/W Host Controller Reset

このビットをセットすると、ソフトウェアリセットを開始しま
す。HCの機能上の状態と関係なく、異なる記載がされているも

の（例：HcControlの Interrupt Routing ビット）を除き、ほとん

どのオペレーショナルレジスタがリセットされるUSBサスペンド

ステートへ移行します。 ホストバスアクセスは許可されていませ

ん。リセット動作が完了すると、HCがこのビットをクリアしま

す。本ビットはセットされるとルートハブ へのリセットは行われ

ず、連続したリセット信号はダウンストリームポートにアサート
されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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(4) HcInterruptStatus レジスタ（HCINTSTS）
このレジスタのすべてのビットのセットはハードウェアが行い、クリアはソフトウェアが行います。
本レジスタはハードウェア割り込みの原因となる様々なイベントを示します。イベントが発生する

と、HCは対応するビットを本レジスタにセットします。ビットがセットされて、HcInterruptEnableレジ

スタの割り込みが有効になるとハードウェアの割り込みが発生し（「(5) HcInterruptEnable レジスタ

（HCINTENB）」参照）、Master Interrupt Enable ビットがセットされます。ハードウェア割り込みが発生す

ると、割り込みコントローラ (INTC)の割り込み要因レジスタ (INT2A01)のUSB1 ビットもセットされま

す。ビットをクリアするときは、対応するビットに1 を書き込んでください。 HCDはこれらのビットを

セット、クリアを行いません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

30 OC 0 R/W Ownership Change

Ownership Change Request ビット（HcCommand Status レジス

タのビット3）がセットされると、このビットがセットされます。

”1”を書き込むとクリアになります。

29 ～ 7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 RHSC 0 R/W Root Hub Status Change

HcRhStatus レジスタ又はHcRhPortStatus レジスタの値が変化す

ると、このビットがセットされます。

”1”を書き込むとクリアになります。

5 FNO 0 R/W Frame Number Overflow

Frame Number のビット15 の値が ”0” から ”1” へ、又は ”1” から

”0” へ変化し、HccaFrameNumber が更新すると、このビットが

セットされます。

”1”を書き込むとクリアになります。

4 UE 0 R/W Unrecoverable Error

HC が USB に関わらないシステムエラーを検出すると、このビッ

トがセットされます。HCD は HC がリセットされると本ビット

をクリアします。

”1” を書き込むとクリアになります。

3 RD 0 R/W Resume Detected

HC がダウンストリームポートからのレジューム信号を検出する

と、このビットがセットされます。ノーレジューム信号からレ
ジューム信号への遷移があったときに本ビットがセットされま
す。HCD が USB レジューム状態をセットしたとき、本ビットは

セットされません。

”1” を書き込むとクリアになります。

161718192021222324252627282931 30
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(5) HcInterruptEnable レジスタ（HCINTENB）
HcInterruptEnable レジスタの各種イネーブルビットは HcInterruptStatus レジスタの関連する割り込み

ビットに対応します。HcInterruptEnable レジスタはハードウェア割り込みを発生されるイベントを制御

するのに使用されます。HcInterruptStatusレジスタ、HcInterruptEnableレジスタの各対応するビット、Master
Interrupt Enableビット がセットされるとハードウェアの割り込みがリクエストされます。ハードウェア

割り込みが発生すると、割り込みコントローラ (INTC)の割り込み要因レジスタ (INT2A01)のUSB1 ビッ

トもセットされます。
このレジスタのビットに ”1 ” を書き込むと、対応するビットがセットされます。ただし、”0” を書き

込んでもビットの値は変化しません。読み出すと、本レジスタの現在の値が返されます。
HcInterruptDisableレジスタを使用して割り込みを無効にしてください。

2 SF 0 R/W Start of Frame

フレームマネージャが Start of Frame（フレーム開始）のイベン

トを通知すると、このビットがセットされます。SOF トークン

も同時に発生します。

”1” を書き込むとクリアになります。

1 WDH 0 R/W Writeback Done Head

HC が HcDoneHead レジスタの値を HccaDoneHead に書き込む

と、このビットがセットされます。本ビットがクリアになるまで
HccaDoneHead は更新されません。 HccaDoneHead が保存され

た後に限り、HCD は本ビットをクリアできます。

”1” を書き込むとクリアになります。

0 SO 0 R/W Scheduling Overrun

リストプロセッサが、スケジュールオーバランが発生したと判断
し、HccaFrameNumber が更新すると、このビットがセットされ

ます。スケジュールオーバランが発生すると、 Scheduling 
Overrun Count ビット（HcCommandStatus レジスタのビット

17、16）がインクリメントされます。

”1” を書き込むとクリアになります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯MIE OC

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SF SORD⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

⎯⎯⎯⎯
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ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 MIE 0 R/W Master Interrupt Enable

0：無視されます。

1：以下のビットで有効にした割り込みの発生を許可します。

30 OC 0 R/W Ownership Change Enable

0：無視されます。

1： 所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを有効

にします。

29～ 7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 RHSC 0 R/W Root Hub Status Change Enable

0：無視されます。

1： ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による

割り込みを有効にします。

5 FNO 0 R/W Frame Number Overflow Enable

0：無視されます。

1： フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）

による割り込みを有効にします。

4 UE 0 R/W Unrecoverable Error Enable

0：無視されます。

1： 回復できないエラー（Unrecoverable Error）による割り込

みを有効にします。

3 RD 0 R/W Resume Detected Enable

0：無視されます。

1：開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを有

効にします。

2 SF 0 R/W Start of Frame Enable

0：無視されます。

1： フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを有効に

します。

1 WDH 0 R/W Writeback Done Head Enable

0：無視されます。

1：Writeback Done Head による割り込みを有効にします。

0 SO 0 R/W Scheduling Overrun Enable

0：無視されます。

1：スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割

り込みを有効にします。
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(6) HcInterruptDisable レジスタ（HCINTDIS）
HcInterruptDisable レジスタの各種 Disable ビットは HcInterruptStatus レジスタの関連する割り込みビッ

トに対応します。 HcInterruptDisable レジスタと HcInterruptEnable レジスタは対になっています。 このレ

ジスタのビットに”1 ”を書き込むと、 HcInterruptEnable レジスタの対応するビットがクリアされます。た

だし、”0” を書き込んでもビットの値は変化しません。読み出すと、本レジスタの現在の値が返されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 MIE 0 R/W Master Interrupt Disable

0：無視されます。

1： すべての割り込みの発生を禁止します。

本ビットはハードウェア又はソフトウェアリセットの後にセット
されます。

”1”を書き込むとクリアになります。

30 OC 0 R/W Ownership Change Disable

0：無視されます。

1： HC所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを

禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

29～ 7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6 RHSC 0 R/W Root Hub Status Change Disable

0：無視されます。

1： ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による

割り込みを禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

5 FNO 0 R/W Frame Number Overflow Disable

0：無視されます。

1： フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）

による割り込みを禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

4 UE 0 R/W Unrecoverable Error Disable

0：無視されます。

1： 回復できないエラー（Unrecoverable Error）による割り込

みを禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯MIE OC

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SF SORD⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ UEFNORHSC⎯ WDH

⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/W ⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯ R/WR/WR/W⎯

⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(7) HcHCCA レジスタ（HCHCCA）
本レジスタはHC通信領域の物理アドレスを含みます。HCDはすべて1をHcHCCAに書き込み、HcHCCA

の内容を読み出してアライメントのルールを決定します。下位ビットの ”0” の数を調べることでアライ

メントが評価されます。最小アライメントは256バイトです。したがって、読み出されると0から7ビッ

トは”0”を返す必要があります。制御構造を保持し、HCとHCDの両方がアクセスする割り込みデーブル

を保持するときに本領域は使用されます。

3 RD 0 R/W Resume Detected Disable

0：無視されます。

1： 開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを禁

止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

2 SF 0 R/W Start of Frame Disable

0：無視されます。

1： フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを禁止し

ます。

”1”を書き込むとクリアになります。

1 WDH 0 R/W Writeback Done Head Disable

0：無視されます。

1： Writeback Done Head による割り込みを禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

0 SO 0 R/W Scheduling Overrun Disable

0：無視されます。

1： スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割

り込みを禁止します。

”1”を書き込むとクリアになります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 8 HCCA H'00 0000 R/W HCCAベースアドレスへのポインタ

7 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯
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HCCA ⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(8) HcPeriodCurrentED レジスタ（HCPCED）

本レジスタは現在のアイソクロナスあるいはインタラプトエンドポイントディスクリプタ の物理ア

ドレスを含みます。

(9) HcControlHeadED レジスタ（HCCHED）

本レジスタはコントロールリストの先頭エンドポイントの物理アドレスを含みます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 PCED  H'000 0000 R Period Current ED

現在のピリオデックリスト先頭エンドポイント へのポインタ。ピ

リオデックエンドポイントが処理された後、本レジスタの内容が
更新されます。 HCD は内容を読み出してどのエンドポイントが現

在処理中かを決めます。

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0” にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～4 CHED H'000 0000 R/W Control Head ED

コントロールリストの先頭エンドポイント へのポインタ

3～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0” にしてください）

161718192021222324252627282931 30
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ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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(10) HcControlCurrentED レジスタ（HCCCED）

本レジスタはコントロールリストの先頭エンドポイントの物理アドレスを含みます。

(11) HcBulkHeadED レジスタ（HCBHED）

本レジスタはバルクリストの先頭エンドポイントの物理アドレスを含みます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～4 CCED  H'000 0000 R/W Control Current ED

このポインタは現在のエンドポイントに使用した後、次のエンド
ポイントに進みます。HCは最後のフレームで止めたところから

リストの処理を継続します。Control List Enableビット

（HcControlレジスタのビット4）がクリアになったときに限り、

HCDは本レジスタを修正できます。セットされると、HCDは本

レジスタの瞬間値のみを読み出します。コントロールリストの終
端を示すために、最初は ”0”にセットされています。

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 BHED  H'000 0000 R/W Bulk Head ED

バルクリストの先頭エンドポイント へのポインタ

3～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0
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⎯⎯⎯⎯
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ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(12) HcBulkCurrentED レジスタ（HCBCED）

本レジスタはバルクリストの先頭エンドポイントの物理アドレスを含みます。 バルクリストはラウン

ドロビンモードで使用されますので、リストへの挿入でエンドポイントの順位がつけられます。

(13) HcDoneHead レジスタ（HCDH）

本レジスタは Done queue に追加され、最後に完了した TD の物理アドレスを含みます。レジスタの内

容が定期的にHCCAに書き込まれるため、HCDは本レジスタを読み出す必要はありません。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 BCED  H'000 0000 R/W Bulk Current ED

このポインタは現在のエンドポイントに使用した後、次のエンド
ポイントに進みます。HCは最後のフレームで止めたところから

リストの処理を継続します。Bulk List Enableビット（HcControl
レジスタのビット5）がクリアになったときに限り、HCDは本レ

ジスタを修正できます。セットされると、HCDは本レジスタの

瞬間値のみを読み出します。バルクリストの終端を示すために、
最初は ”0”にセットされています。 

3～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

01234567891011121315 14

000000000000000 0
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R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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初期値：
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(14) HcFmInterval レジスタ（HCFI）
本レジスタはフレームにおけるビットタイムインターバル（２つの連続した SOF）を示す14ビット値

と HC がスケジュールオーバランを起こすことなく送受信できるフルスピード最大パケットサイズを示

す15ビット値を含みます。HCDは各SOFに新しい値を書き込むことでFrameIntervalに小規模な修正を行

います。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 DH  H'000 0000 R Done Head

 TD が完了すると、HcDoneHeadの内容を次のTDビットに書き

込みます。HC は本TDのアドレスで HcDoneHead の内容を上書

きします。 HCが本レジスタの内容をHCCAに書き込むときは常

に ”0”にセットされます。

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 FIT 0 R/W Frame Interval Toggle

新しい値を本レジスタのFrame Interval ビットにロードするたび

に、HCDがこのビットの値を反転します。

30 ～ 16 FSMPS  H'0000 R/W FS Largest Data Packet

各フレームの最初で最大データパケットカウンタ（Largest Data 
Packet Counter）にロードする値を指定します。カウンタ値は

HCが１回にスケジュールオーバランを発生させることなく一定

の期間に送受信できるビットの最大データを示します。 HCDが

ビット値を計算します。 

15、 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13～0 FI H'2EDF R/W Frame Interval

フレーム長を（ビット時間―1）の形で指定します。1 フレーム

あたり12,000 ビット時間の場合、11,999 を指定します。HCDは

HCをリセットする前に本ビットの現在の値を格納します。HCが 
本ビットをリセットして通常の値にすることから、
HostControllerResetビット（HcCommandStatusレジスタのビッ

ト0）をセットすることによって行います。リセットシーケンス

の完了にあたって、HCDは 格納したデータのリストアを選択で

きます。

161718192021222324252627282931 30
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01234567891011121315 14
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ビット：
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(15) HcFmRemaining レジスタ（HCFR）

本レジスタは現在のフレームの残りのビット時間を示す14ビットダウンカウンタです。 

(16) HcFmNumber レジスタ（HCFN）

本レジスタは16ビットのカウンタです。 HCとHCDで生じているイベントのタイミング基準を示しま

す。HCDは本レジスタで指定されている16ビット値を使用してレジスタに頻繁にアクセスすることなく

32ビットのフレーム番号を発生させます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 FRT 0 R/W Frame Remaining Toggle

Frame Remaining ビットに値がロードされると、このビットに

Frame IntervalToggle ビット（HcFmInterval レジスタのビット

31）の値がロードされます。HCDは本ビットを使用してFrame 
Interval ビットとFrame Remainingビットを同期します。

30 ～ 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13 ～ 0 FR  H'0000 R/W Frame Remaining

このビットは14 ビットのダウンカウンタで、フレームのタイミ

ングを決めるために用います。HCがUSB 動作 状態にあるとき、

このカウンタは、12 MHz のクロックごとにデクリメントします。

カウンタ値が0 になったときが、フレームの終わりです。このと

き、カウンタにはFrame Interval ビット（HcFmInterval レジス

タのビット13～0）の値がリロードされます。また、HCの状態

がUSB動作 に遷移するタイミングでも、このカウンタはリロー

ドされます。
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(17) HcPeriodicStart レジスタ（HCPS）
本レジスタは 14ビットプログラマブルの値を持ち、HCにおける最も早いピリオデックリストの処理

開始時間を決定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

15～ 0 FN  H'0000 R/W Frame Number

Frame Remaining ビット（HcFmRemainingレジスタのビット13
～0）へのロードと同時に、値をインクリメントします。カウン

タ値は、H'FFFF を超えるとH'0000 に戻ります。USB 動作状態

になると、本レジスタは自動的にインクリメントされます。HC
が各フレームの境界でフレーム番号をインクリメントしSOFを送

信後、そのフレームで先頭エンドポイントを読み出す前に 内容が

HCCAに書き込まれます。HCCAへの書き込みの後、HCはStart 
Of Frameビット（HcInterruptStatusレジスタのビット2）をセッ

トします。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

13 ～ 0 PS  H'0000 R/W Periodic Start

ハードウェアリセット後、このビットはクリアになります。 HC
が初期化されている間、本レジスタがセットされます。
HcFmIntervalより約10％少なく値が計算されます。基準値は

H'3E67です。 HcFmRemainingが指定された値に達するとピリオ

デックリストの処理がコントロール /バルク処理よりも優先的に

行われます。したがって、HCは現在処理中のコントロールある

いはバルク送信が完了した後に割り込みリストの処理を開始しま
す。
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(18) HcLSThreshold レジスタ（HCLST）
本レジスタは 12 ビットプログラマブルの値を持ち HC が EOF の前に最大 8 バイトの ロースピードパ

ケットを送信するかどうかの決定に使用されます。HC、HCDのいずれもこの値を変更できません。

(19) HcRhDescriptiorA レジスタ（HCRDA）
本レジスタはルートハブの特性を持つ２つのレジスタのうちの１番目のレジスタです。HCDがハブク

ラスディスクリプタのディスクリプタ長（11）、ディスクリプタタイプ（TBD）とハブコントローラカ

レント（0）ビットをエミュレートします。他のビットはすべて HcRhDescriptorA と HcRhDescriptorB レ

ジスタにあります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 LST H'628 R/W LS Threshold

フレームマネージャが、現在のフレームでロースピードトランザ
クションを行えるかどうかを判断するために必要な値をセットし
ます。 HcFmRemainingレジスタのFrame Remainingビットが本

ビット以上のときに限りトランザクションが開始します。 この値

は送信とセットアップ オーバヘッドを考慮にいれて計算されま

す。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～24 POTPGT H'FF R/W Power On To Power Good Time

本ビットはHCDがルートハブのpowered-on portにアクセスする

前の持続時間を指定します。 このビットの値は、2ms 単位で指定

します。持続時間はPOTPGTｘ 2 msで計算します。

23 ～13 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

01234567891011121315 14

1000110000 0

LST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯ ⎯

00010

⎯

⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

01234567891011121315 14

0001001000 0

NDP

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRR/WR/W⎯⎯ ⎯

01000

⎯⎯ NOCP⎯

POTPGT

R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DTOCPM PSMNPS

RRRRRRR R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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12 NOCP 0 R/W No Over Current Protection

USB HCが全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。本

ビットがクリアになると本レジスタのOver Current Protection 
Mode ビットは全体あるいはポートごとの通知を指定します。

0：過電流状態を通知します。

1：過電流状態を通知しません。

11 OCPM 1 R/W Over Current Protection Mode

USB ホスト全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 リ
セット時には、電源切り替えモードと同じモードが本ビットに反
映されます。このビットのセットは、本レジスタのNo Over 
Current Protection ビットがクリアされているときにのみ有効で

す。

0：全体の過電流を通知します。

1：個別の過電流を通知します。

10 DT 0 R Device Type

USB HCが複合デバイスでないことを示します。ルートハブを複

合デバイスにすることはできません。本ビットは常に ”0”が読み

出されます。

9 NPS 0 R/W No Power Switching

USB HCが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。本ビットがクリアになると本レジスタのPower 
Switching Mode ビットは全体の電源切り替えあるいはポートご

との通知を指定します。

0：ポートの電源切り替えは可能です。

1：ポートは常に電源オン状態です。

8 PMS 1 R/W Power Switching Mode

USB HCが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。このビットのセットは、本レジスタのNo Power 
Switching ビットがクリアされているときのみ有効です。

0：全体の電源を切り替えます。

1：個別に電源を切り替えます。

このモードで、ポートパワーをグローバルスイッチ（全体）又は
ポートごとのスイッチのいずれかで制御することが可能になりま
す。Port Power Control Mask ビット（HcRhDescriptorB レジスタ

のビット31～16）がセットされると、ポートはport powerコマ

ンドだけに反応します（Set/ClearPortPower）。ポートマスクが

クリアになると、全体の電源切り替えのみがポートを制御します
（Set/ClearGlobalPower）。

7 ～0 NDP H'02 R Number Downstream Ports

USB HCが1 つのダウンストリームポートをサポートしているこ

とを示します。これらのビットが本モジュールに関して2を示し

ていますが、HCポート1のみがPHYに接続されています。HC
ポート2はPHYに接続されていません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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(20) HcRhDescriptorB レジスタ（HCRDB）
本レジスタはルートハブの特性を持つ２つのレジスタのうちの 2 番目のレジスタです。システムの初

期化時に、ルートハブをセットするために、このレジスタに書き込みます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 PPCM H'0006 R/W Port Power Control Mask

このビットは、No Power Switching ビット（HcRhDescriptiorA
レジスタのビット9）がクリアされ、Power Switching Mode ビッ

ト（同ビット8）がセットされているとき（個別のポート切り替

え時）のみ、有効です。このビットをセットすると、ポートは個
別ポート電源切り替えコマンド（Set/ClearPortPower）でのみ切

り替えられます。このビットをクリアすると、ポートは全体ポー
ト電源切り替えコマンド（Set/ClearGlobalPower）でのみ切り替

えられます。 デバイスが全体電源切り替えモードになると

（Power Switching Mode = 0）、このビットは無効になります。

ビットとポートの対応

ビット 16：リザーブ

ビット 17：ポート1

ビット18 ～ 31：リザーブ

15 ～ 0 DR  H'0000 R/W Device Removable

各ビットがルートハブのポート専用です。

0：デバイスは取り外し可能です。

1：デバイスは取り外し不可です。 

ビットとポートの対応

ビット 0：リザーブ

ビット 1：ポート1

ビット 2 ～ 15：リザーブ

161718192021222324252627282931 30

01100000

01234567891011121315 14

0000000000 0

DR

00000

PPCM

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

00000000

⎯ ⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(21) HcRhStatus レジスタ（HCRSTS）
本レジスタは２つの部分に分かれます。ロングワードの下位ワードは Hub Status ビットを示し、上位

ワードはHub Status Change ビットを示します。 書き込む値は常に”0”にしてください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 CRWE 0 W （ライト時）Clear Remote Wakeup Enable

”1” を書き込むと、本レジスタのDevice Remote Wakeup Enable 
ビットをクリアします。”0” を書き込んでも変化しません。

30 ～ 18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

17 OCIC 0 R/W OverCurrent Indicator Change

本レジスタのOver Current Indicator ビットが変化すると、この

ビットがセットされます。”1”を書き込むとビットをクリアしま

す。”0” を書き込んでも変化しません。

16 LPSC 0 R/W （リード時）Local Power Status Change

本LSI ではサポートしません。読み出し値は常に0 です。

（ライト時）Set Global Power

全体電源モードのとき (Power Switching Mode = 0)、”1”を書き込

むとすべてのポートに電源が投入されます（clear Port Power 
Status）。個別電源モードのとき、 Port Power Control Maskビット

（HcRhDescriptorB レジスタのビット31～16）がセットされてい

ないポートのみPort Power Statusビット（HcRhPortStatus レジ

スタのビット8）がセットされます。”0” を書き込んでも変化しま

せん。

15 DRWE 0 R/W （リード時）Device Remove Wakeup Enable

ポートの Connect Status Change をリモートウェイクアップイベ

ントとして有効にします。

0：無効

1：有効

（ライト時）Set Remove Wakeup Enable

”1”を書き込むとDevice Remote Wakeup Enable ビットをセット

します。”0” を書き込んでも変化しません。

14 ～ 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

00000000

01234567891011121315 14

LPSCOCIC⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/W ⎯

⎯DRWE ⎯⎯

W

⎯⎯ ⎯⎯

R/WR⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

CRWE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

LPSOCI⎯⎯⎯⎯⎯⎯

00000000

0000000000000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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(22) HcRhPortStatus レジスタ（HCRPSTS）
本レジスタはポートごとのイベントを通知し、制御するのに使用されます。
Number Downstream Ports はハードウェアに実装されている HcRhPortStatus レジスタの数を示します。

SH7752はポート1しか使用できませんので、HcRhPortStatusレジスタのみが有効です。 下位ワードはポー

トの状態を反映するのに、上位ワードはステータスチェンジビットを反映するのに使用されます。一部
のステータスビットは特定の書き込み特性を持って実装されます （以下参照）。 チェンジポートステー

タスへの書き込み中にトランザクション（トークンからハンドシェークまで）が発生したときは、トラ
ンザクションが完了するまでポートステータスチェンジは延期します。リザーブビットへの書き込む値
は常に”0”にしてください。

1 OCI 0 R OverCurrent Indicator

本ビットは全体通知が導入されているときに過電流状態を通知し
ます。

0：すべての電源は正常です。

1：過電流状態です。

個別ポート過電流保護が導入された場合、本ビットは常に ”0”で
す。

0 LPS 0 R/W （リード時）Local Power Status

本 LSI ではサポートしません。読み出し値は常に ”0” です。

（ライト時）Clear Global Power

全体電源モードのとき (Power Switching Mode = 0)、”1”を書き込

むとすべてのポートの電源が切れます（clear Port Power 
Status）。個別電源モードのとき、 Port Power Control Maskビット

（HcRhDescriptorB レジスタのビット31～16）がセットされてい

ないポートのみPort Power Statusがクリアになります。 ”0”を書き

込んでも変化しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～21 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

20 PRSC 0 R/W Port Reset Status Change

10ms ポートリセット信号の出力完了でセットされます。 “1” を書

き込むとビットをクリアします。”0 “を書き込んでも変化しませ

ん。

0：ポートリセットは未完了です。

1：ポートリセットは完了しています。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

161718192021222324252627282931 30

00000000

01234567891011121315 14

CSCPESCPSSCOCICPRSC⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯ ⎯

R/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯⎯

⎯

⎯⎯ PPSLSDA

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

CCSPESPSSPOCIPRS⎯⎯⎯

00000000

000000000X000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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19 OCIC 0 R/W Port OverCurrent Indicator Change

個別ポートベースで過電流状態が通知されたときに限り有効で
す。Over Current Indicator ビットが変化すると、このビットが

セットされます。 “1 “を書き込むとビットをクリアします。”0” を
書き込んでも変化しません。

0：Port OverCurrent Indicatorは変更されていません。

1： Port OverCurrent Indicatorは変更されました。

18 PSSC 0 R/W Port Suspend Status Change

ポートのレジュームシーケンスが完了したことを示します。本
シーケンスには20s レジュームパルス、 LS EOP、 3ms 再同期によ

る遅延を含みます。 ”1” を書き込むとビットをクリアします。”0” 
を書き込んでも変化しません。Port  Reset Status Changeがセッ

トされても本ビットはクリアされます。

0：レジュームは未完了です。

1：レジュームは完了しています。

17 PESC 0 R/W Port Enable Status Change

ハードウェアのイベントにより、ポートが無効になっている
（HcRhPortStatus レジスタのPort Enable Statusビットがクリア

されている）ことを示します。変更しても本ビットはセットされ
ません。”1” を書き込むとビットをクリアします。”0”を書き込ん

でも変化しません。

0：Port Enable Statusは変化していません。

1：Port Enable Statusが変化しています。

16 CSC 0 R/W Connect Status Change

接続あるいは切断イベントが検出されたことを示します。 ”1” を書

き込むとビットをクリアします。”0”を書き込んでも変化しませ

ん。 Set Port Reset、 Set Port Enable、Set Port Suspendの書き出

し時にCurrent Connect Status がクリアになると強制的にドライ

バがセットされます。ポートが切断されたときにこれらの書き込
みが発生しないので、接続状態を再評価するためです。

0：Current Connect Statusは変化していません。

1： Current Connect Statusは変化しています。

注 . Device Removableビットがセットされると、デバイス

が接続されたことをシステムに通知するために、本ビッ
トはルートハブリセットの後にのみセットされます。

15～ 10 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

9 LSDA X R/W （リード時）Low Speed Device Attached

接続されているデバイスのスピード（及びバスアイドル）を示し
ます。セットされると、ロースピードデバイスがこのポートに接
続されます。クリアになると、フルスピードデバイスがこのポー
トに接続されます。Current Connect Status ビットがセットされ

ているときのみ有効です。

0：フルスピード

1：ロースピード

（ライト時） Clear Port Power

”1” を書き込むとビットをクリアします。”0”を書き込んでも変化

しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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8 PPS 0 R/W （リード時）Port Power Status

電源切り替えモードにかかわらず、ポートの電源状態を示しま
す。過電流状態が検出されると本ビットはクリアされます。本レ
ジスタのSet Port Power又はSet Global Powerビット

（HcRhStatus レジスタのビット16）に書き込むことでセットされ

ます。本レジスタのClear Port PowerあるいはClear Global 
Power（HcRhStatus レジスタのビット0）に書き込むことでクリ

アされます。どの電源スイッチが有効かどうかを決定するのは
Power Switching Mode（HcRhDescriptiorA レジスタ8） と Port 
Power Control Mask（HcRhDescriptorB レジスタのビット31～
16）です。全体電源モードでは （Power Switching Mode = 0）、
Set/Clear Global Powerのみが本ビットを制御します。個別電源

切り替えでは (Power Switching Mode = 1)、Port Power Control 
Maskビットがセットされると、Set/Clear Port Power コマンドの

みが有効となります。マスクされていないときは Set/Clear 
Global Powerコマンドが有効になります。 ポートパワーが無効に

なると、本レジスタのCurrent Connect Status、Port Enable 
Status、Port Suspend Status、Port Reset Statusがリセットされ

ます。

0：ポートの電源はオフ。

1：ポートの電源はオン。

（ライト時） Set Port Power

”1”を書き込むと、Port Power Status ビットをセットします。”0” 
を書き込んでも変化しません。

注 . No Power Switching ビット（HcRhDescriptiorA レジス

タのビット9）がセットされていると、このビットの読

み出し値は常に ”1” です。

7 ～5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 PRS 0 R/W （リード時）Port Reset Status

 Set Port Resetに書き込んで本ビットがセットされると、ポート

リセット信号がアサートされます。リセットが完了し、Port 
Reset Status Change がセットされるとクリアされます。Current 
Connect Statusがクリアされると本ビットはセットされません。

0：ポートリセット信号はアクティブではありません。

1：ポートリセット信号はアクティブです。

（ライト時）Set Port Reset

”1”を書き込むと、Port Reset Status ビットをセットします。”0” 
を書き込んでも変化しません。本レジスタのCurrent Connect 
Statusビットがクリアされると書き込みによりPort Reset Status
ではなくConnect Status Changeビット（PORTSCレジスタの

ビット1）がセットされます。これは切断されたポートへポート

リセット信号のアサートを試みているドライバに通知されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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3 POCI 0 R/W （リード時）Port OverCurrent Indicator

No Over Current Protection ビット（HcRhDescriptiorA レジスタ

のビット12）がクリアされ本レジスタのOver Current Protection 
Mode ビットがセットされているときのみ有効です。個別ポート

の過電流通知がサポートされていないときは ”0”になります。ク

リアされるとすべての電源動作は正常になります。セットされる
と、ポートに過電流状態が存在します。常に過電流入力信号が反
映されます。

0：過電流状態は検出されていません。

1：過電流状態が検出されています。

（ライト時）Clear Suspend Status

”1”を書き込むと、対応するポートの選択的再開シーケンスを開

始します。”0 ”を書き込んでも変化しません。 Suspend Statusが
セットされたときに限り、リセットが開始します。

2 PSS 0 R/W （リード時）Port Suspend Status

ポートが サスペンドあるいはレジュームシーケンスにあることを

示します。本ビットはSet Suspend Stateの書き込みでセットさ

れ、レジュームインターバルの終点で本レジスタのPort Suspend 
Status Changeがセットされるとクリアされます。  本レジスタの

Current Connect Statusビットがクリアされると本ビットがセッ

トされません。また、Port Reset Status Change
（HcRhPortStatus レジスタのビット20）がポートリセットの終点

でセットされるか、HCがUSBレジュームクリアされます。アッ

プストリームレジュームが進行中のときは、これがHCに伝えら

れます。

0：ポートは非サスペンド状態。

1：ポートはサスペンド状態。

（ライト時）Set Port Suspend

”1”を書き込むとビットをクリアします。”0” を書き込んでも変化

しません。Current Connect Status ビットがクリアされると、書

き込みによってPort Suspend Statusではなく本レジスタの

Connect Status Changeがセットされます。 これは切断された

ポートへサスペンド信号のアサートを試みているドライバに通知
されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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1 PES 0 R/W （リード時）Port Enable Status

ポートが有効か無効かを示します。過電流状態、切断時、電源オ
フ、パケットの混信のようなバス動作エラーが検出されたとき、
ルートハブは本ビットをクリアにします。この変更によって、本
レジスタのPort Enable Status Change もセットされます。本レ

ジスタのSet Port Enableに書き込むことで本ビットがセットさ

れ、Clear Port Enableに書き込むことでクリアされます。本レジ

スタのCurrent Connect Status がクリアされると本ビットはセッ

トされません。また、このビットがセットされるのはReset 
Status Changeがセットされてポートのリセットが完了したとき

あるいはSuspend Status Changeがセットされてポートが一時停

止したときです。

0：ポートは無効です。

1：ポートは有効です。

（ライト時）Set Port Enable

”1”を書き込むと、Port Enable Status ビットをセットします。”0”  
を書き込んでも変化しません。 本レジスタのCurrent Connect 
Statusがクリアされると書き込みによってPort Enable Statusで
はなく本レジスタのConnect Status Changeがセットされます。 
これは切断されたポートへの通信を試みているドライバに通知さ
れます。

0 CCS 0 R/W （リード時）Current Connect Status

本ビットはダウンストリームポートの現在の状態を反映します。

0：デバイスが接続されていません。

1：デバイスが接続されています。

（ライト時）Clear Port Enable

”1”を書き込むとビットをクリアします。”0” を書き込んでも変化

しません。 Current Connect Statusは書き込んでも変化しません。

注 . Device Removeable ビット（HcRhDescriptorB レジスタ

の15～0ビット）がセットされていると（取り外し不

可）、このビットの読み出し値は常に ”1” です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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32.5.4 パワーイネーブルコントロールレジスタ（OCPOWEN）

本レジスタは VBUS_EN出力信号（VBUS 電源出力イネーブル）と VBUS_OC 入力信号（過電流通知）

を制御します。

表32.4 IC電源イネーブル信号制御

図 32.2     信号制御

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～13 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

12 OVERCRNT_MASK 1 R/W Over-Current Mask Control

0：HCへの信号はマスクされません。

1：HCへの信号はLレベルに固定されマスクされます（デ

フォルト）。 

11 ～5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 PWR_POL 0 R/W Power Enable Signal Polarity Control

0：Power control信号は反転せずに出力されます（デフォ

ルト）。 

1：Power control 信号は反転後に出力されます。

3～1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 PWR_CNTL 1 R/W Power Enable Signal Output Control

 VBUS_EN 信号が出力できるように本ビットは入出力バッ

ファを有効にします。

0：PWR_POLビットから制御されるように、Power control 
信号はHCから出力されます。 

1： VBUS_EN 端子はHi-Z 出力状態になります（デフォル

ト）。

PWR_CNTL PWR_POL VBUS_EN 端子

1 — High-Z

0 0 HCからのPower control信号は反転せずに出力されます。

0 1 HCからのPower control 信号は反転後に出力されます。

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯R/W⎯⎯ ⎯

⎯⎯

OVER 
CRNT_ 
MASK

⎯ ⎯⎯

R/W⎯⎯⎯R/W⎯⎯ ⎯

PWR
_CNTL

⎯⎯⎯

PWR
_POL⎯⎯⎯

1000000000001000

⎯⎯

ビット：

初期値：

R/W：

APP_PRT_OVRCUR_HOVRCUR_H

OCEN

QD

C
R

VBUS_OC

OVERCRNT_MASK

入出力端子から

レジスタから
ホストコントローラへ
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32.5.5 過電流コントロールレジスタ（OCMSK）

32.5.6 EHCI データアラインメントコントロールレジスタ（EHCIDATAC）

EHCI コントローラがメモリにアクセスするときに本レジスタは使用されているデータアラインメン

ト法を制御します。これはUSB HCが開始される前にセットされる必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 OCEN 0 R/W Over-Current Notification Enable

本ビットは過電流信号をHCに通知するかどうかを決定します。

0：過電流信号はマスクされ、信号レベルは”0”に固定されます

（デフォルト）。

1：過電流信号は有効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 17 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

16 DATA 1 R/W Transfer Data Access用のData Alignment Control 

0：データは4バイトユニットに調整されます（リトルエン

ディアン用）。

1： データは1バイトユニットに調整されます（ビッグエン

ディアン用）。

15 ～0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯ OCEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

— — — — — — — — — — — — — — — DATA

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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32.5.7 OHCI データアラインメントコントロールレジスタ（OHCIDATAC）

OHCI コントローラがメモリにアクセスするときに本レジスタは使用されているデータアラインメン

ト法を制御します。これはUSB HCが開始される前にセットされる必要があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 17 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

16 DATA 1 R/W Transfer Data Access用のData Alignment Control

0：データは4バイトユニットに調整されます（リトルエン

ディアン用）。

1：データは1バイトユニットに調整されます（ビッグエン

ディアン用）。

15 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

— — — — — — — — — — — — — — — DATA

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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32.6 USB HCによるデータの格納 

32.6.1 データの格納

USB HCはSH-4Aエンディアン設定に従って メモリを回復し、送信します。以下にUSBコントローラ

がデータをメモリから読み出す方法を示します。 

図 32.3     データの格納

ビッグエンディアンが SH-4A用にセットされると、図の上半分のようにデータが送信されます。リト

ルエンディアンがセットされると、図の下半分のようにデータが送信されます。 両方とも送信例を示し

ます。受信も同様に行われます。つまり、データがメモリに格納される前にエンディアンの転換が自動
的に行われます。

32.6.2 ディスクリプタデーブルの格納

USB HCはUSBデータの送信で使用されたのとは異なる方法で送信を制御するのに使用されたディス

クリプタテーブルを取り扱い、送信します。 USB HC はリトルエンディアンが常にメモリ用にセットさ

れていると仮定してメモリからディスクリプタデーブルを読み出します。 つまり、対応する規格で定義

されたメモリ上のEHCI/OHCI ディスクリプタテーブルを準備しておくことが必要だということです。

すべてのディスクリプタテーブルは 32 ビットでメモリにおいてはロングワードの境界で調整される

必要があることに注意してください。
さらに、EHCI/OHCI 用のディスクリプタと送受信バッファも DDR メモリ用に調整されなければなら

ないことに注意してください。ILRAM と外部SRAM用に調整することはできません。

11 22 33 44

+0 +1 +2 +3

55 66 77 88

+4 +5 +6 +7

00 00 00 99

+8 +9 +10 +11

USB ホスト

LW リード H'44332211 00-88-77-66-55-44-33-22-11

USB データ送信順 

9番目のバイト

（リトルエンディアン）

11 22 33 44

+3 +2 +1 +0

メモリ

55 66 77 88

+7 +6 +5 +4

00 00 00 99

+11 +10 +9 +8

USB ホスト

99-55-66-77-88-11-22-33-44

LW リード

LW リード

H'88776655

H'99000000

9番目のバイト

最初のバイト

最初のバイト

USB データ送信順 

（リトルエンディアン）

メモリ
（ビッグエンディアン）

LW リード

LW リード

LW リード

H'11223344

H'55667788

H'00000099

（リトルエンディアン）
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33. CRC 演算器
CRC（Cyclic Redundancy Check）演算器は、データブロックの誤り検出を行います。

33.1 特長

• 8ビット単位の任意のデータ長に対してCRCコードを生成

• CRC演算は8ビットずつ並列に実行

• 生成多項式を3つの多項式から選択可能

• LSBファースト通信用CRCコード生成／MSBファースト通信用CRCコード生成の選択が可能

図33.1 にCRC 演算器のブロック図を示します。

図 33.1     ブロック図

33.2 レジスタの説明

CRC 演算器のレジスタ構成を表33.1 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表33.1 レジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

CRC コントロール

レジスタ

CRCCR R/W H'FFEB 0000 8 H'00 H'00 H'00

CRC データ入力

レジスタ

CRCDIR R/W H'FFEB 0001 8 H'00 H'00 H'00

CRC データ出力

レジスタ

CRCDOR R/W H'FFEB 0002 16 H'0000 H'0000 H'0000

CRCコード
生成回路

CRCCR

CRCDIR

CRCDOR

コントロール
信号

CRCCR
CRCDIR
CRCDOR

【記号説明】
: CRCコントロールレジスタ
: CRCデータ入力レジスタ
: CRCデータ出力レジスタ

内
部
バ
ス
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33.2.1 CRCコントロールレジスタ（CRCCR）

CRCCR はCRC 演算器の初期化、演算切り替え、生成多項式を選択します。

33.2.2 CRCデータ入力レジスタ（CRCDIR）

CRCDIR は8 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。CRCDIR にCRC 演算対象のバイトを書き

込むとCRCDOR に結果が得られます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 DORCLR 0 W CRCDOR クリア

このビットに1を書くと、CRCDOR がH'0000 になります。

0を書いてもフラグは変化しません。

6 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 LMS 0 R/W CRC 演算切り替え

LSB ファースト通信用CRC コード生成か、MSB ファースト通信

用CRC コード生成かを選択します。

0：LSB ファーストで通信する場合のCRC 演算を行います。

CRCDOR の内容（CRC コード）を2 バイトに分けて送信

する場合、下位バイト（ビット7～0）を先に送信します。

1：MSB ファーストで通信する場合のCRC 演算を行います。

CRCDOR の内容（CRC コード）を2 バイトに分けて送信

する場合、上位バイト（ビット15～8）を先に送信します。

1

0

G1

G0

0

0

R/W

R/W

CRC 生成多項式切り替え

多項式を選択します。

　00：選択禁止

　01：X8 + X2 + X + 1

　10：X16 + X15 + X2 + 1

　11：X16 + X12 + X5 + 1

G1 G0LMS⎯⎯⎯
DOR
CLR

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/W⎯⎯⎯W

⎯

0

⎯

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0

R/W

7 6 5 4 3 02 1ビット：

初期値：
R/W：
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33.2.3 CRCデータ出力レジスタ（CRCDOR）

CRCDOR は16 ビットのリード／ライト可能なレジスタです。CRCDOR クリア後、CRCDIR にCRC 演
算対象のバイトを書き込むとCRCDOR に結果が得られます。CRC 演算対象のバイトにCRC 演算結果を

追加して書き込んだ場合、CRC エラーがなければ結果はH'0000 になります。CRCCRレジスタの ビット

1、0 をG1＝0、G0＝1 と指定した場合、下位バイトに結果が得られます。

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：
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33.3 動作説明

CRC 演算器は、LSB ファースト／ MSB ファースト通信用CRC コードを生成します。以下にCRCCR
のG1、G0ビットをB'11 としてX16＋X12＋X5＋1 の多項式を使用し、16 進数H'F0 データについてCRC
コードを生成する使用例を示します。

図 33.2     LSB ファーストでのデータ送信

図 33.3     MSB ファーストでのデータ送信

CRCCR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

0 0 0 0 0

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1 1 1 1 0 0 00

1 1 1 1 0 1 11

1 0 0 0 1 1 11

7 7

7F F F 08

70 0 0

1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11 1 1 1 1 0 0 00

1. CRCCRにH'83をライト

CRCDORクリア

3. CRCDORリード
CRCコード＝H'F78F

4. シリアル送信（LSBファースト）
CRCコード

2. CRCDIRにH'F0をライト

CRCコード生成

データ

出力

CRCCR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

0 0 0 0 1

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1 1 1 1 0 0 00

1 1 1 0 1 1 11

0 0 0 1 1 1 11

7 7

0F F 1 FE

70 0 0

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

1. CRCCRにH'87をライト

CRCDORクリア

3. CRCDORリード
CRCコード＝H'EF1F

4. シリアル送信（MSBファースト）
データ

出力

CRCコード

CRCコード生成

2. CRCDIRにH'F0をライト
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図 33.4     LSB ファーストでのデータ受信

CRCCR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

0 0 0 0 0

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1 1 1 1 0 0 00

1 1 1 1 0 1 11

1 0 0 0 1 1 11

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

0 0 0 1 1

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 0 0 0 00

1 1 1 1 0 1 11

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1 1 1 1 0 1 11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

7 7

7F F F 08

70 0 0

1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11 1 1 1 1 0 0 00

1. シリアル受信（LSBファースト）

2. CRCCRにH'83をライト

4. CRCDIRにH'8Fをライト

6. CRCDORリード

CRCコード＝H'0000→誤りなし

CRCDORクリア

CRCコード生成

CRCコード データ

入力

3. CRCDIRにH'F0をライト

CRCコード生成

5. CRCDIRにH'F7をライト

CRCコード生成
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図 33.5     MSB ファーストでのデータ受信

CRCCR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

0 0 0 0 1

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1 1 1 1 0 0 00

1 1 1 0 1 1 11

0 0 0 1 1 1 11

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

1

7

1 1 0 1 1

0 7 0

7 0 7 0

11

0 0 0 1 1 1 11

0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

0 0 0 1 1 1 11

0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 0 0 0 00

7 7

0F F 1 FE

70 0 0

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

1. シリアル受信（MSBファースト）

データ

2. CRCCRにH'87をライト

入力

CRCDORクリア

4. CRCDIRにH'EFをライト

CRCコード生成

6. CRCDORリード

CRCコード＝H'0000→誤りなし

CRCコード

3. CRCDIRにH'F0をライト

CRCコード生成

5. CRCDIRにH'1Fをライト

CRCコード生成
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33.4 使用上の注意事項

LSB ファーストで送信する場合とMSB ファーストで送信する場合とでは、CRC コードを送る順序が

異なりますので、注意してください。

図 33.6     LSB ファーストとMSB ファーストの送信データ

CRCDIR

CRCDORH

CRCDORL

7

77 0 0

0

0

7 0

0 0 07 7 7 7

(1)  →  (2)  →  (3)  →  (4)

(5)

(6)

(1)(2)(3)(4)(6)(5)

7 70 0 0 0 0 07 7 7 7

(6)(5)(4)(3)(2)(1)

1. CRCコード生成

演算方法を指定後、（1）→（2）→（3）→（4）の順でCRCDIRにデータをライト

CRCコード生成

2. 送信データ

（i） LSBファーストで送信する場合

（ii） MSBファーストで送信する場合
CRCコード

出力

出力

CRCコード
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34. ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）
本 LSI は、独立した 1 チャネルのルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）を備えていま

す。RSPI は、全二重同期式のシリアル通信ができます。複数のプロセッサや周辺デバイスとの高速なシリ
アル通信機能を備えています。

34.1 特長

本LSI のRSPI には次のような特長があります。

1. RSPI転送機能

• RSPI-MOSI（Master Out Slave In）、RSPI-MISO（Master In Slave Out）、RSPI-SSL0 / RSPI-SSL1（Slave
Select）、RSPI-RSPCK（RSPI Clock）信号を使用して、SPI 動作（4 線式）／クロック同期式動作（3
線式）でシリアル通信が可能。

• 送信専用の動作が可能
• マスタ／スレーブモードでのシリアル通信が可能。
• モードフォルトエラー検出が可能。
• オーバランエラー検出が可能。
• シリアル転送クロックの極性を変更可能。
• シリアル転送クロックの位相を変更可能。

2. データフォーマット

• MSBファースト／LSBファーストの切り替え可能。

• 転送ビット長を8、9、10、11、12、13、14、15、16、20、24、32ビットに変更可能。

• 送信／受信バッファは128ビット。

• 一度の送受信で最大4フレームを転送（1フレームは最大32ビット）。

3. バッファ構成

• 送信／受信バッファ構成はダブルバッファ。

4. SSL制御機能

• 2本のSSL信号 (RSPI-SSL0、RSPI-SSL1)あり。

• マスタ設定時には、RSPI-SSL0、RSPI-SSL1信号を出力。

• スレーブ設定時には、RSPI-SSL0信号は入力、RSPI-SSL1信号はHi-Z。
• SSL出力のアサートからRSPI-RSPCK動作までの遅延（RSPI-RSPCK遅延）を設定可能。

• 設定範囲：1～8 RSPI-RSPCK。設定単位：1 RSPI-RSPCK
• RSPI-RSPCK停止からSSL出力のネゲートまでの遅延（SSLネゲート遅延）を設定可能。

• 設定範囲：1～8 RSPI-RSPCK。設定単位：1 RSPI-RSPCK
• 次アクセスのSSL出力アサートのウェイト（次アクセス遅延）を設定可能。

• 設定範囲：1～8 RSPI-RSPCK。設定単位：1RSPI-RSPCK
• SSL極性変更機能。

5. マスタ転送時の制御方式

• 最大8コマンドで構成された転送をシーケンシャルにループ実行可能。

• 各コマンドに設定可能な項目は、以下のとおり。
• SSL 信号値、ビットレート、RSPI-RSPCK 極性／位相、転送データ長、LSB/MSB ファースト、バー

スト、RSPI-RSPCK遅延、SSLネゲート遅延、次アクセス遅延。

• 送信バッファへのライトで転送を起動可能。
• CPUによるSPTEFビットクリアで転送を起動可能。

• SSLネゲート時のRSPI-MOSI信号値を設定可能。

6. 割り込み要因

• マスカブルな割り込み要因あり。
• RSPI受信割り込み（受信バッファフル）。

• RSPI送信割り込み（送信バッファエンプティ）。
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• RSPIエラー割り込み（モードフォルト、オーバラン）。

• RSPI アイドル割り込み（RSPI アイドル）

7. その他

• ループバックモードあり。
• RSPIディスエーブル（初期化）機能あり。
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34.1.1 内部ブロック図

図34.1 にRSPI 内部ブロック図を示します。

図 34.1     RSPI のブロック図
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：RSPI制御レジスタ
：RSPIスレーブセレクト極性レジスタ
：RSPI端子制御レジスタ
：RSPIステータスレジスタ 
：RSPIデータレジスタ
：RSPIシーケンス制御レジスタ
：RSPIシーケンスステータスレジスタ
：RSPIデータコントロールレジスタ
：RSPIクロック遅延レジスタ
：RSPIスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ
：RSPI次アクセス遅延レジスタ

：RSPIコマンドレジスタ（0～7の8本あり）
：RSPIビットレートレジスタ
：RSPI送信バッファ
（RSPIデータレジスタライトサイド）
：RSPI受信バッファ
（RSPIデータレジスタリードサイド）
：RSPI送信割り込み
：RSPI受信割り込み
：RSPIアイドル割り込み
：エラー割り込み
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34.2 入出力端子

RSPI は、34.1 に示すシリアル端子を持っています。RSPI-SSL0 端子の入出力方向は、シングルマスタ

設定の場合には出力、スレーブ設定の場合には入力に RSPI が自動的に切り替えます。RSPI-RSPCK、

RSPI-MOSI、RSPI-MISOの入出力方向は、マスタ／スレーブ設定とRSPI-SSL0 入力レベルに応じて、RSPI
が自動的に切り替えます（「34.4.2 RSPI 端子の制御」を参照）。

表34.1 端子構成

名称 端子名 入出力 機能

RSPI クロック端子 RSPI-RSPCK 入出力 RSPIのクロック入出力

マスタ送出データ端子 RSPI-MOSI 入出力 RSPIのマスタ送出データ

スレーブ送出データ端子 RSPI-MISO 入出力 RSPIのスレーブ送出データ

スレーブセレクト0 端子 RSPI-SSL0 入出力 RSPIのスレーブセレクト

スレーブセレクト1 端子 RSPI-SSL1 出力 RSPIのスレーブセレクト

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 34.  ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

 Page 34-5

34.3 レジスタの説明

RSPI には、表34.2 に示す内部レジスタがあります。これらのレジスタにより、マスタ／スレーブモー

ドの指定、転送フォーマットの指定、及び送信部／受信部の制御を行うことができます。

表34.2 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

RSPI 制御レジスタ SPCR R/W H'FE48 0000 8 H'00 H'00 H'00

RSPI スレーブセレクト極性

レジスタ

SSLP R/W H'FE48 0001 8 H'00 H'00 H'00

RSPI 端子制御レジスタ SPPCR R/W H'FE48 0002 8 H'00 H'00 H'00

RSPI ステータスレジスタ SPSR R/W H'FE48 0003 8 H'20 H'20 H'20

RSPI データレジスタ SPDR R/W H'FE48 0004 16、 32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

RSPI シークエンス制御レジスタ SPSCR R/W H'FE48 0008 8 H'00 H'00 H'00

RSPI シークエンスステータス

レジスタ

SPSSR R H'FE48 0009 8 H'00 H'00 H'00

RSPI ビットレートレジスタ SPBR R/W H'FE48 000A 8 H'FF H'FF H'FF

RSPI データ制御レジスタ SPDCR R/W H'FE48 000B 8 H'00 H'00 H'00

RSPI クロック遅延レジスタ SPCKD R/W H'FE48 000C 8 H'00 H'00 H'00

RSPI スレーブセレクトネゲート

遅延レジスタ

SSLND R/W H'FE48 000D 8 H'00 H'00 H'00

RSPI 次アクセス遅延レジスタ SPND R/W H'FE48 000E 8 H'00 H'00 H'00

RSPI 制御レジスタ 2 SPCR2 R/W H'FE48 000F 8 H'00 H'00 H'00

RSPI コマンドレジスタ 0 SPCMD0 R/W H'FE48 0010 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 1 SPCMD1 R/W H'FE48 0012 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 2 SPCMD2 R/W H'FE48 0014 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 3 SPCMD3 R/W H'FE48 0016 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 4 SPCMD4 R/W H'FE48 0018 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 5 SPCMD5 R/W H'FE48 001A 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 6 SPCMD6 R/W H'FE48 001C 16 H'070D H'070D H'070D

RSPI コマンドレジスタ 7 SPCMD7 R/W H'FE48 001E 16 H'070D H'070D H'070D
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34.3.1 RSPI 制御レジスタ（SPCR）

SPCR は、RSPI の動作モードを設定するためのレジスタです。SPCR は、常にCPU による読み出し／

書き込みが可能です。SPE ビットが 1 で RSPI 機能がイネーブルである状態において MSTR ビット、

MODFENビット、TXMDビットの設定値を変更した場合には、以降の動作は保証されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 RXINTE 0 R/W RSPI 受信割り込みイネーブル

RSPI がシリアル転送完了後の受信バッファ書き込みを検出し、

SPRF ビット（RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のビット7）
を1 にした場合のRSPI 受信割り込み要求の発生を許可／禁止す

るためのビットです。

0：RSPI 受信割り込み要求の発生を禁止する

1：RSPI 受信割り込み要求の発生を許可する

6 SPE 0 R/W RSPI 機能イネーブル

本ビットを1 にすることにより、RSPI 機能が有効になります。

MODF ビット（RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のビット2）
が1 の場合には、SPE ビットを1 に設定することはできません

（「34.4.8 エラー検出」を参照）。SPEビットを0 にすると、RSPI 
機能は無効化されて、モジュール機能の一部が初期化されます
（「34.4.9 RSPI の初期化」を参照）。

0：RSPI 機能を無効化する

1：RSPI 機能を有効化する

5 TXINTE 0 R/W RSPI 送信割り込みイネーブル

RSPI が送信バッファエンプティを検出し、SPTEF ビット

（RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のビット5）を1 にした場

合のRSPI 送信割り込み要求の発生を許可／禁止するためのビッ

トです。

RSPI ディスエーブル（SPE ビットが0）の状態では、SPTEF 
ビットが1 になります。このため、RSPI ディスエーブル状態で

TXINTE を1 に設定すると、RSPI 送信割り込み要求が発生する

ことに注意してください。

0：RSPI 送信割り込み要求の発生を禁止する

1：RSPI 送信割り込み要求の発生を許可する

4 ERRINTE 0 R/W RSPI エラー割り込みイネーブル

RSPI がモードフォルトエラーを検出してMODF ビット（RSPI 
ステータスレジスタ（SPSR）のビット2）を1 にした場合、又

はRSPI がオーバランエラーを検出してSPSR のOVRF ビットを

1 にした場合のRSPI エラー割り込み要求の発生を許可／禁止す

るためのビットです（「34.4.8 エラー検出」を参照）。

0：RSPI エラー割り込み要求の発生を禁止する

1：RSPI エラー割り込み要求の発生を許可する

7

RXINTE

0

R/W

6

SPE

0

R/W

5

TXINTE

0

R/W

4

 ERRINTE

0

R/W

3

MSTR

0

R/W

2

MODFEN

0

R/W

1

TXMD

0

R/W

0

SPMS

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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3 MSTR 0 R/W RSPI マスタ／スレーブモード選択

RSPI のマスタ／スレーブモードを選択するためのビットです。

また、RSPIはMSTR ビットの設定に従って、RSPI-RSPCK、
RSPI-MOSI、RSPI-MISO、RSPI-SSL1端子の方向を決定します。

0：スレーブモード

1：マスタモード

2 MODFEN 0 R/W モードフォルトエラー検出イネーブル

モードフォルトエラーの検出を許可／禁止するためのビットです
（「34.4.8 エラー検出」を参照）。また、RSPI はMODFEN ビット

とMSTR ビットとの組み合わせに従って、RSPI-SSL0 端子の入

出力方向を決定します（「34.4.2 RSPI 端子の制御」を参照）。

0：モードフォルトエラー検出を禁止する

1：モードフォルトエラー検出を許可する

1 TXMD 0 R/W 通信動作モード選択

全二重同期式のシリアル通信か送信専用の動作を選択するための
ビットです。TXMD ビットに 1 を書き込んで通信を行う場合、送

信のみ行い受信を行いません（「34.4.6 通信動作モード」を参照

してください）。

TXMD ビットに 1 を書き込むと、受信バッファフルの割り込み要

求を発生しません。

0：全二重同期式のシリアル通信可能

1：送信専用の動作が可能

0 SPMS 0 R/W RSPI モード選択ビット

SPI 動作（4 線式）／クロック同期式動作（3 線式）を選択する

ためのビットです。

クロック同期式動作を行う場合はSSL 端子を使用せず、RSPI-
RSPCK端子、RSPI-MOSI端子、RSPI-MISO 端子の3 端子を用い

て通信を行います。マスタモード（MSTR = 1）でクロック同期

式動作を実施する場合、 RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の

CPHA ビットに 0 か 1 を書きます。スレーブモード（MSTR = 0）
でクロック同期式動作を実施する場合、CPHA ビットに 1 を書い

てください。 CPHA ビットに 0 を書き込んだ場合の動作は保証し

ません。

0：SPI 動作（4 線式）

1：クロック同期式動作

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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34.3.2 RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）

SSLP は、RSPI のRSPI-SSL0、RSPI-SSL1信号の極性を設定するためのレジスタです。SSLP は、常に

CPU による読み出し／書き込みが可能です。RSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPE ビットが1 でRSPI 機能

がイネーブルである状態において、CPU がSSLP を書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 SSL1P 0 R/W SSL 信号極性設定ビット

SSL 信号の極性を設定するためのビットです。SSLiP（i = 1、
０）の設定値が、SSLi 信号のアクティブ極性を示します。

0：SSLi 信号は0 アクティブ

1：SSLi 信号は1 アクティブ

0 SSL0P 0 R/W

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

⎯

0

⎯

2

⎯

0

⎯

1

SSL1P

0

R/W

0

SSL0P

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.3 RSPI 端子制御レジスタ（SPPCR）

SPPCR は、RSPI の端子モードを設定するために使用されるレジスタです。SPPCR は、常にCPU によ

る読み出し／書き込みが可能です。SPE ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット 6）が 1 で RSPI
機能がイネーブルである状態において、CPU が SPPCR を書き換えた場合には、以降の動作は保証され

ません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 MOIFE 0 R/W RSPI-MOSI アイドル値固定イネーブル

マスタモードのRSPI が、SSL ネゲート期間（バースト転送にお

けるSSL 保持期間を含む）にRSPI-MOSI 出力値を固定するため

に使用するビットです。MOIFE が0 の場合には、RSPI はSSL ネ
ゲート期間中に前回のシリアル転送の最終データをRSPI-MOSI 
に出力します。MOIFE が1 の場合には、RSPI はMOIFV ビット

に設定された固定値をRSPI-MOSI に出力します。

0：RSPI-MOSI 出力値は前回転送の最終データ

1：RSPI-MOSI 出力値はMOIFV ビットの設定値

4 MOIFV 0 R/W RSPI-MOSI アイドル固定値

マスタモードでMOIFE ビットが1 の場合には、RSPI はMOIFV 
ビットの設定に従って、SSL ネゲート期間（バースト転送におけ

るSSL 保持期間を含む）のRSPI-MOSI信号値を決定します。

0：RSPI-MOSI アイドル固定値は0

1：RSPI-MOSI アイドル固定値は1

3、 2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1 SPLP2 0 R/W RSPI ループバック2

SPLP2 ビットを1 にすると、RSPI はRSPI-MISO 端子とシフト

レジスタ間、RSPI-MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断

し、シフトレジスタの入力経路と出力経路を接続します。（ルー
プバックモード）

0：通常モード

1：ループバックモード（送信データ=受信データ)

0 SPLP 0 R/W RSPI ループバック

SPLP ビットを1 にすると、RSPI はRSPI-MISO 端子とシフトレ

ジスタ間、RSPI-MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、

シフトレジスタの入力経路と出力経路（反転）を接続します。
（ループバックモード）

0：通常モード

1：ループバックモード（送信データの反転=受信データ)

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

MOIFE

0

R/W

4

MOIFV

0

R/W

3

⎯

0

⎯

2

⎯

0

⎯

1

SPLP2

0

R/W

0

SPLP

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.4 RSPI ステータスレジスタ（SPSR）

SPSR は、RSPI の動作状態を示すフラグを格納したレジスタです。SPSR は、常にCPU による読み出

しが可能です。CPU からSPSR への書き込みは、一定条件下においてのみ有効です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 SPRF 0 R/W RSPI 受信バッファフルフラグ

RSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッファの状態を示す

ビットです。通信動作モード選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レ

ジスタ（SPCR）のビット1）が 0 で、かつSPRF ビットが 1 の
状態でシリアル転送が終了すると、RSPI はシフトレジスタから

SPDR に受信データを転送して、このビットを1 にします。ま

た、RSPI はTXMD ビットが 0 のとき、全二重同期式のシリアル

通信を行いますので、送信データの最後尾ビットの送信時でもあ
ります。

【クリア条件】

• SPRF＝1 の状態を読み出した後、SPRF に0 を書き込んだと

き
• 受信データをSPDR からリードしたとき

• システムリセット

SPRF ビットが1 の状態でシリアル転送が終了した場合には、

RSPI はシフトレジスタからSPDR に受信データを転送しません。

OVRF ビット（SPSR レジスタの0）が1 の状態では、SPRF 
ビットを0 から1 に変更することができません（「34.4.8 エラー

検出」を参照）。

0：SPDR に有効な受信データなし

1：SPDR に有効な受信データあり

6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 SPTEF 1 R/W RSPI 送信バッファエンプティフラグ

RSPI データレジスタ（SPDR）の送信バッファの状態を示す

ビットです。RSPI 初期化後、又は送信データを送信バッファか

らシフトレジスタへ転送後に、RSPIは本ビットを 1 にします。

SPTEFビットが 0 の状態で、かつシフトレジスタが空の場合、

送信バッファからシフトレジスタへデータをコピーします。

【クリア条件】

• SPTEF ＝1 の状態を読み出した後、SPTEFに0 を書き込んだ

とき
• 送信データをSPDR から書き込んだとき

SPTEF = 1 の状態のみ SPDR にデータを書き込めます。SPTEF 
= 0 の状態で、SPDR の送信バッファにデータを書き込んだ場合、

送信バッファのデータを更新しません。

0：送信バッファのデータあり

1：送信バッファのデータなし

7

SPRF

0

R/W

6

⎯

0

⎯

5

SPTEF

1

R/W

4

⎯

0

⎯

3

PERF

0

R/W

2

MODF

0

R/W

1

IDLNF

0

R

0

OVRF

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 PERF 0 R/W パリティエラーフラグ

パリティエラーの発生状況を示すビットです。SPCRレジスタの 
TXMD ビットが 0 の状態、又はSPPE ビット（SPCR2 レジスタ

のビット0）が 1の状態でシリアル転送を終了すると、RSPIはパ

リティエラーを検出し PERF ビットを 1 にします。

【クリア条件】

• PERF＝1 の状態を読み出した後、PERF に0 を書き込んだと

き
• システムリセット

0：パリティエラーなし

1：パリティエラー発生

2 MODF 0 R/W モードフォルトエラーフラグ

モードフォルトエラーの発生状況を示すビットです。MSTR = 0 
で MODFEN ビット（SPCRレジスタのビット2）を 1 にすると、

スレーブモードの場合にデータ転送に必要なRSPI-RSPCK サイ

クルが終了する前にRSPI-SSL0 端子をネゲートし、モードフォ

ルトエラーを検出します。RSPI-SSL0 信号のアクティブレベル

は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）のSSL0P 
ビットによって決定します。

【クリア条件】

• MODF＝1 の状態を読み出した後、MODF に0 を書き込んだ

とき
• システムリセット

0：モードフォルトエラーなし

1：モードフォルトエラー発生

1 IDLNF 0 R RSPI アイドルフラグ

RSPI の転送状況を示すビットです。マスタモード時、SPTEF 
ビット（SPSR レジスタのビット5）が1 の状態で、SPE ビット

（SPCR レジスタのビット6）が 000 （シーケンスの開始時）の

場合、次のデータを準備しないので、RSPI は転送を実施しませ

ん。したがって、IDLNF ビットは 0 になります。

マスタモード時とスレーブモード時ともに、SPCR レジスタの

SPE ビットが 0 （RSPI 機能無効）の場合、本ビットは 0 になり

ます。

【クリア条件】

• マスタモード時
• SPCR レジスタのSPI ビットが 0 （RSPI 初期化）

【セット条件】

• 以下の条件をすべて満たした時
-SPSR レジスタのSPTEF ビットが 1
（次のデータを準備しない）
-SPSSR のSPCP ビットが 000
（ループ状態時にトップコマンドポインタでシーケンス制御）
-RSPI 内部シーケンサがアイドル状態へ遷移

（次アクセス遅延を完了するまで動作）

【クリア条件】

• スレーブ時

SPCR レジスタのSPE ビットが 0（RSPI 初期化）

SPE ビットを 1 にすると、IDLNF ビットは 1 になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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注 . フラグをクリアするため1 を読み出した後に0 を書き込むことのみ可能です。

34.3.5 RSPI データレジスタ（SPDR）

SPDR は、RSPI 送受信用のデータを格納するバッファです。

送信用バッファ（SPTX）と受信用バッファ（SPRX）は独立したバッファで、これらのバッファが

SPDR にマッピングされています。

SPDR へのリード／ライトは、RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）の RSPI ロングワードア

クセス／ワードアクセス設定ビット（SPLW）の設定によって、ワード／ロングワードで行ってくださ

い。SPLW が 0 のとき、SPDR は、64 ビットのバッファで最大 16 ビットの 4 フレームから構成され、

SPLW が1 のとき、SPDR は、128 ビットのバッファで最大32 ビットの4 フレームから構成されます。

SPDR の使用するフレーム長はRSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）のフレーム数設定ビット

（SPFC1 ～ SPFC0）によって決定され、使用するビット長は RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の RSPI
データ長設定ビット（SPB3～0）によって決定されます。

SPDR への書き込みを要求した場合には、RSPI ステータスレジスタ（SPSR）の SPTEF ビットが 1 に
されていれば、RSPI が SPDR の送信バッファにデータを書き込みます。SPTEF ビットが 0 の状態では、

RSPI はSPDR の送信バッファを更新しません。

SPDR からの読み出しを要求した場合には、RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）の RSPI 受
信／送信データ選択ビット（SPRDTD）が 0 であれば、受信バッファを読み出し、1 であれば送信バッ

ファを読み出します。
送信バッファを読み出す場合には、直前に書き込んだ値が読み出されます。また、RSPI ステータスレ

ジスタ（SPSR）のSPTEF ビットが0 の状態では、送信バッファを読み出しません。

通常の使用方法では、SPRDTD を0 とし、SPSR のSPRF ビットの1 状態（受信バッファに未リードの

データが格納された状態）で、受信バッファ読み出しを実行します。SPSR の SPRF ビット又は OVRF
ビットが1 の状態では、RSPI はシリアル転送終了時にSPDR の受信バッファを更新しません。

0 OVRF 0 R/W オーバランエラーフラグ

オーバランエラーの発生状況を示すビットです。通信動作モード
選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット1）
が 0 の状態で、SPRF ビット（SPSRレジスタのビット7）が 1 
の場合、シリアル転送を終了するとRSPI はオーバランエラーを

検出し、OVRF ビットを 1 にします。

【クリア条件】

• OVRF＝1 の状態を読み出した後、OVRF に0 を書き込んだ

とき
• システムリセット

0：オーバランエラーなし

1：オーバランエラー発生

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31

SPD31

0

R/W

30

SPD30

0

R/W

29

SPD29

0

R/W

28

SPD28

0

R/W

27

SPD27

0

R/W

26

SPD26

0

R/W

25

SPD25

0

R/W

24

SPD24

0

R/W

23

SPD23

0

R/W

22

SPD22

0

R/W

21

SPD21

0

R/W

20

SPD20

0

R/W

19

SPD19

0

R/W

18

SPD18

0

R/W

17

SPD17

0

R/W

16

SPD16

0

R/W

15

SPD15

0

R/W

14

SPD14

0

R/W

13

SPD13

0

R/W

12

SPD12

0

R/W

11

SPD11

0

R/W

10

SPD10

0

R/W

9

SPD9

0

R/W

8

SPD8

0

R/W

7

SPD7

0

R/W

6

SPD6

0

R/W

5

SPD5

0

R/W

4

SPD4

0

R/W

3

SPD3

0

R/W

2

SPD2

0

R/W

1

SPD1

0

R/W

0

SPD0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.6 RSPI シーケンス制御レジスタ（SPSCR）

SPSCR は、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御方式を設定するためのレジスタです。SPSCR
は、常に CPU による読み出し／書き込みが可能です。RSPI 制御レジスタ（SPCR）の MSTR ビットと

SPE ビットが1で、マスタモードのRSPI 機能がイネーブルである状態において、CPU がSPSCR を書き

換えた場合には、以降の動作は保証されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2～0 SPSLN2～
SPSLN0

0 R/W RSPI シーケンス長設定

マスタモードのRSPI がシーケンス動作を行う場合のシーケンス

長を設定するためのビットです。マスタモードのRSPI は
SPSLN2～SPSLN0 ビットに設定し、シーケンス長に応じて、参

照するRSPI コマンドレジスタ0～7（SPCMD0～7）と参照順を

変更します。

なお、SPSLN2～SPSLN0 ビットの設定、シーケンス長、参照す

るRSPI コマンドレジスタ 0～7（SPCMD0～7）の関係は以下の

とおりです。

スレーブモードのRSPI では、常にSPCMD0 を参照します。

シーケンス長 参照するSPCMD レジスタ（番号）

000 1 0  0  …

001 2 0  1  0  …

010 3 0  1  2  0  …

011 4 0  1  2  3  0  …

100 5 0  1  2  3  4  0  …

101 6 0  1  2  3  4  5  0  …

110 7 0  1  2  3  4  5  6  0  …

111 8 0  1  2  3  4  5  6  7  0  …

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

⎯

0

⎯

2

SPSLN2

0

R/W

1

SPSLN1

0

R/W

0

SPSLN0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.7 RSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）

SPSSR は、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御の状態を示すレジスタです。SPSSR は、常

にCPU による読み出しが可能です。CPU からSPSSR への書き込みは無視されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

6～4 SPECM2～
SPECM0

0 R RSPI エラーコマンド

RSPI のシーケンス制御で、エラー検出時にコマンドポインタ

（SPCP2～SPCP0 ビット）で指されていたRSPI コマンドレジス

タ0～7（SPCMD0～SPCMD7）を示すビットです。RSPI はエ

ラー検出時のみ、SPECM2～SPECM0 ビットを更新します。

RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のOVRFビットとMODF 
ビットがともに0 で、エラーが発生していない場合には、

SPECM2～SPECM0 の値には意味がありません。なお、

SPECM2～SPECM0 ビットと SPCMD0～SPCMD7の設定の関

係は以下のとおりです。

また、RSPI のエラー検出機能については、「34.4.8 エラー検出」

を参照してください。また、RSPI のシーケンス制御については、

「34.4.10 SPI動作」を参照してください。

(1)マスタモード動作

000：SPCMD0

001：SPCMD1

010：SPCMD2

011：SPCMD3

100：SPCMD4

101：SPCMD5

110：SPCMD6

111：SPCMD7

3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

7

⎯

0

⎯

6

SPECM2

0

R

5

SPECM1

0

R

4

SPECM0

0

R

3

⎯

0

⎯

2

SPCP2

0

R

1

SPCP1

0

R

0

SPCP0

0

R

ビット：

初期値：

R/W：
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2～0 SPCP2～
SPCP0

0 R RSPI コマンドポインタ

RSPI のシーケンス制御で、現在ポインタで指されているRSPI 
コマンドレジスタ0～7（SPCMD0～SPCMD7）を示すビットで

す。なお、SPCP2～SPCP0 ビットと SPCMD0～SPCMD7の設

定の関係は以下のとおりです。

また、RSPI のシーケンス制御については、「34.4.10 SPI動作」

を参照してください。

(1)マスタモード動作

000：SPCMD0

001：SPCMD1

010：SPCMD2

011：SPCMD3

100：SPCMD4

101：SPCMD5

110：SPCMD6

111：SPCMD7

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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34.3.8 RSPI ビットレートレジスタ（SPBR）

SPBR は、マスタモード時のビットレート設定に使用するレジスタです。SPBR は、常に CPU による

読み出し／書き込みが可能です。のMSTR ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット3）とSPE ビッ

ト（同ビット6）が1 で、マスタモードのRSPI機能がイネーブルである状態において、CPU がSPBR を
書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPBR、BRDV の設定に関係なく、入力クロックのビッ

トレートに依存します。
ビットレートはSPBR の設定値とRSPI コマンドレジスタ（SPCMD0～7）のBRDV1～0 ビットの設定

値の組み合わせで決定されます。ビットレートの計算式は下記のとおりです。計算式中で n は SPBR の
設定値（0、1、2、…、255）、N はBRDV1～0 ビットの設定値（0、1、2、3）です。

SPBR レジスタ、BRDV[1:0]ビットの設定値とビットレートの関係の例を表34.3 に示します。

表34.3 SPBR レジスタ、BRDV[1:0]ビットの設定値とビットレート

SPBRの設定値（n） BRDV[1:0]の設定値（N） 分周比
ビットレート

Pck = 48 MHz

0 0 2 24.0 Mbps

1 0 4 12.0 Mbps

2 0 6 8.00 Mbps

3 0 8 6.00 Mbps

4 0 10 4.80 Mbps

5 0 12 4.00 Mbps

5 1 24 2.00 Mbps

5 2 48 1.00 Mbps

5 3 96 500 kbps

255 3 4096 11.7 kbps

7

SPR7

1

R/W

6

SPR6

1

R/W

5

SPR5

1

R/W

4

SPR4

1

R/W

3

SPR3

1

R/W

2

SPR2

1

R/W

1

SPR1

1

R/W

0

SPR0

1

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

=
f (Pck)

2 × (n + 1) × 2N
ビットレート

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 34.  ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

 Page 34-17

34.3.9 RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）

SPDCR は、SPDR レジスタに格納できるフレーム数を設定、SPDR レジスタの読み出し、SPDR レジ

スタへのアクセス幅をロングワードアクセス／ワードアクセスに設定するためのレジスタです。
RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のRSPI データ長設定ビット（SPB3～0）、RSPI シーケンス制御レ

ジスタ（SPSCR）のシーケンス長設定ビット（SPSLN2～0）、RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）
のフレーム数設定ビット（SPFC1～0）の組み合わせから1 回の送受信起動で最大4 フレームを送受信で

きます。
SPDCR は、常にCPU による読み出し／書き込みが可能です。SPE ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）

のビット6）が1でRSPI 機能がイネーブルである状態において、CPU がSPDCR を書き換えた場合には、

以降の動作は保証されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、 6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5 SPLW 0 R/W RSPI ロングワードアクセス／ワードアクセス設定ビット

RSPI ロングワードアクセス／ワードアクセス設定ビット

（SPLW）は、RSPIデータレジスタ（SPDR）へのアクセス幅を

設定します。SPLW が0 のときはワードアクセス、SPLW が1 の
ときはロングワードアクセスでSPDR にアクセスしてください。

また、SPLW が0 のとき、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の

RSPI データ長設定ビット（SPB3～0）の設定は、8～16 ビット

に設定してください。

20、24、32 ビットに設定した場合の動作は保証されません。

0：SPDR レジスタへはワードアクセス

1：SPDR レジスタへはロングワードアクセス

4 SPRDTD 0 R/W RSPI 受信／送信データ選択ビット

RSPI 受信／送信データ選択ビット（SPRDTD）は、RSPI デー

タレジスタ（SPDR）の読み出す値を受信バッファとするか、送

信バッファとするか選択します。

送信バッファを読み出した場合、SPDR へ直前に書き込んだ値が

読み出されます。送信バッファの読み出しは、のSPTEF ビット

（RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のビット5）が1 の状態で

あるときに行ってください。

0：SPDR は受信バッファを読み出す

1：SPDR は送信バッファを読み出す

（ただし、SPTEF ビットが1 のとき）

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

SPLW

0

R/W

4

SPRDTD

0

R/W

3

SLSEL1

0

R/W

2

SLSEL0

0

R/W

1

SPFC1

0

R/W

0

SPFC0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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3

2

SLSEL1

SLSEL0

0

0

R/W

R/W

SSL 端子出力選択ビット

マスタモード時、SSL 端子出力を制御するためのビットです。以

下に示すビットの組み合わせに従い、汎用入出力かSSL出力を選

択するにはSSL 端子を使用します。SLSEL1 = 1、SLSEL0 = 1の
場合の動作は保証しません。

SLSEL1 = 0
SLSEL0 = 0

SLSEL1 = 0
SLSEL0 = 1

SLSEL1 = 1
SLSEL0 = 0

SLSEL1 = 1
SLSEL0 = 1

RSPI-
SSL1

出力 入出力 出力 設定禁止

RSPI-
SSL0

出力 出力 出力

1

0

SPFC1

SPFC0

0

0

R/W

R/W

フレーム数設定ビット

SPDR レジスタに格納できるフレーム数を設定するビットです。

RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のRSPI データ長設定ビット

（SPB3～0）、RSPIシーケンス制御レジスタ（SPSCR）のRSPI 
シーケンス長設定ビット（SPSLN2～0）、RSPI データコント

ロールレジスタ（SPDCR）のフレーム数設定ビット（SPFC1～
0）の設定により1 回の送受信起動で最大4 フレームを送受信で

きます。

また、SPFC1、SPFC0 は、RSPI ステータスレジスタ（SPSR）

のRSPI 受信バッファフルフラグ（SPRF）をセットする受信

データ数の設定を行います。表34.4 にSPDR レジスタに格納で

きるフレームの構成と送受信設定の組み合せ例を示します。組み
合せ例に示した以外の設定を行った場合には、以後の動作は保証
されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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表34.4 フレーム数設定ビットの組み合わせ

【記号説明】
M、 N、 O、 P、 Q、 R、 S、 T：SPB3～0 で設定できるデータ長

設定 SPB3～SPB0
SPSLN2 ～

SPSLN0
SPFC1、
SPFC0

転送する
フレーム数

SPRF を1 に、

SPTEF を0 にする

フレーム数

1-1 M 000 00 1 1

1-2 M 000 01 2 2

1-3 M 000 10 3 3

1-4 M 000 11 4 4

2-1 M、 N 001 01 2 2

2-2 M、 N 001 11 4 4

3 M、 N、 O 010 10 3 3

4 M、 N、 O、 P 011 11 4 4

5 M、 N、 O、 P、 Q 100 00 5 1

6 M、 N、 O、 P、 Q、 R 101 00 6 1

7 M、 N、 O、 P、 Q、 R、 S 110 00 7 1

8 M、 N、 O、 P、 Q、 R、 S、 T 111 00 8 1
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図 34.2     フレームの配列と送受信設定の組み合わせ例

128 ビット

32 ビット

M ビット M ビット

M ビット

M ビット

M ビット

M ビット

O ビット

N ビット

N ビット

N ビット

M ビット O ビット P ビットN ビット

M ビット

Q ビット

O ビット P ビットN ビット

M ビット

Q ビット R ビット

O ビット P ビットN ビット

M ビット

Q ビット R ビット

O ビット

S ビット

P ビットN ビット

M ビット

Q ビット R ビット

O ビット

S ビット

P ビット

T ビット

N ビット

N ビット

M ビットM ビット M ビット

M ビット M ビットM ビット M ビット

32 ビット32 ビット32 ビット

M ビット設定 1-1

設定 2-1

設定 2-3

設定 3

設定 4

設定 1-2

設定 1-3

設定 1-4

設定 5

設定 6

設定 7

設定 8

フレームの配列

1 フレーム

1フレームのみ

1フレーム目 2フレーム目

2フレーム目 3フレーム目

3フレーム目 4フレーム目

4フレーム目

4フレーム目

4フレーム目

4フレーム目

4フレーム目

4フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

3フレーム目

2フレーム目

2 フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

2フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

1 フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

5フレーム目

5フレーム目

6フレーム目

6フレーム目 7フレーム目

7フレーム目 8フレーム目6フレーム目

5フレーム目

5フレーム目

1フレーム目

1フレーム目

1 フレーム1 フレーム1 フレーム

送受信バッファ

送受信設定の組み合わせ例
1 回の起動で表 の1-1～8 の設定時に以下のようにデータが送受信できます。
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34.3.10 RSPI-RSPCK 遅延レジスタ（SPCKD）

SPCKD は、SCKDEN ビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット15）が1 の状態における、

SSL 信号アサート開始からRSPI-RSPCK 発振までの期間（RSPI-RSPCK 遅延）を設定するためのレジス

タです。SPCKD は、常にCPU による読み出し／書き込みが可能です。MSTR ビット（RSPI 制御レジス

タ（SPCR）のビット3）とSPE ビット（同ビット6）が1 で、マスタモードのRSPI がイネーブルである

状態において、CPU がSPCKD を書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDL[2:0]に000 を設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2

1

0

SCKDL2

SCKDL1

SCKDL0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

RSPI-RSPCK 遅延設定

SPCMD のSCKDEN ビットが1 の場合のRSPI-RSPCK 遅延値を

設定するためのビットです。

SCKDL2～SCKDL0 とRSPI-RSPCK 遅延値の関係は以下のとお

りです。

000：1 RSPI-RSPCK

001：2 RSPI-RSPCK

010：3 RSPI-RSPCK

011：4 RSPI-RSPCK

100：5 RSPI-RSPCK

101：6 RSPI-RSPCK

110：7 RSPI-RSPCK

111：8 RSPI-RSPCK

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

⎯

0

⎯

2

SCKDL2

0

R/W

1

SCKDL1

0

R/W

0

SCKDL0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.11 RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）

SSLND は、マスタモードのRSPI がシリアル転送の最終RSPI-RSPCK エッジを送出してからSSL 信号

をネゲートするまでの期間（SSL ネゲート遅延）を設定するためのレジスタです。SSLND は、常にCPU
による読み出し／書き込みが可能です。MSTR ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット3）とSPE
ビット（同ビット 6）が 1 で、マスタモードの RSPI がイネーブルである状態において、CPU が SSLND
を書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SLNDL[2:0]に000 を設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2

1

0

SLNDL2

SLNDL1

SLNDL0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

SSL ネゲート遅延設定

マスタモード時のRSPI のSSL ネゲート遅延値を設定するための

ビットです。

SLNDL2～SLNDL0とSSL ネゲート遅延値の関係は以下のとおり

です。

000：1 RSPI-RSPCK

001：2 RSPI-RSPCK

010：3 RSPI-RSPCK

011：4 RSPI-RSPCK

100：5 RSPI-RSPCK

101：6 RSPI-RSPCK

110：7 RSPI-RSPCK

111：8 RSPI-RSPCK

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

⎯

0

⎯

2

SLNDL2

0

R/W

1

SLNDL1

0

R/W

0

SLNDL0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.12 RSPI 次アクセス遅延レジスタ（SPND）

SPND は、SPNDEN ビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット13）が1 の状態における、シ

リアル転送終了後の SSL 信号の非アクティブ期間（次アクセス遅延）を設定するためのレジスタです。

SPND は、常にCPU による読み出し／書き込みが可能です。MSTR ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）
のビット 3）とSPE ビット（同ビット 6）が 1 で、マスタモードのRSPI がイネーブルである状態におい

て、CPU がSPND を書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDL[2:0]に000 を設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～3 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

2

1

0

SPNDL2

SPNDL1

SPNDL0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

RSPI 次アクセス遅延設定

SPCMD のSPNDEN ビットが1 の場合の次アクセス遅延を設定

するためのビットです。

SLNDL2～SLNDL0 の設定と次アクセス遅延値の関係は以下のと

おりです。

000：1 RSPI-RSPCK  2 Pck

001：2 RSPI-RSPCK  2 Pck

010：3 RSPI-RSPCK  2 Pck

011：4 RSPI-RSPCK  2 Pck

100：5 RSPI-RSPCK  2 Pck

101：6 RSPI-RSPCK  2 Pck

110：7 RSPI-RSPCK  2 Pck

111：8 RSPI-RSPCK  2 Pck

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

⎯

0

⎯

2

SPNDL2

0

R/W

1

SPNDL1

0

R/W

0

SPNDL0

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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34.3.13 RSPI 制御レジスタ 2 (SPCR2)

SPCR2 は、RSPI の動作モードを設定するためのレジスタです。SPCR は、常に CPU による読み出し

／書き込みが可能です。SPE ビット（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット6）が1 でRSPI 機能がイネー

ブルである状態において、SPOEビット、SPPEビットの設定値を変更した場合には、以降の動作は保証

されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～4 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

3 PTE 0 R/W パリティセルフダイアグノシス

パリティ機能が正常か確認するため、パリティ回路のセルフダイ
アグノシス機能を有効にします。

0：パリティ回路のセルフダイアグノシス機能を無効化する

1：パリティ回路のセルフダイアグノシス機能を有効化する

2 IDINTE 0 R/W RSPI アイドル割り込みイネーブル

RSPI がアイドル状態であることを検出して IDLNF ビット（RSPI 
ステータスレジスタ （SPSR)のビット1）を 1 にした場合、

RSPI アイドル割り込み要求の発生を許可／禁止 するためのビッ

トです。

0：RSPI アイドル割り込み要求の発生を禁止する

1：RSPI アイドル割り込み要求の発生を許可する

1 SPOE 0 R/W パリティモード

偶数パリティに設定すると、パリティビットと送受信キャラクタ
を合わせて、その中の1 の数の合計が偶数になるようにパリティ

ビットを付加して送受信します。同様に、奇数パリティに設定す
ると、パリティビットと送受信キャラクタを合わせて、その中の
1 の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送受

信します。

ただし、SPOE ビットは本レジスタのSPPE ビットが 1 の場合の

み有効です。

0：偶数パリティで送受信します

1：奇数パリティで送受信します

7

⎯

0

⎯

6

⎯

0

⎯

5

⎯

0

⎯

4

⎯

0

⎯

3

PTE

0

R/W

2

IDINTE

0

R/W

1

SPOE

0

R/W

0

SPPE

0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：
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0 SPPE 0 R/W パリティイネーブル

パリティ機能を有効／無効化します。

通信動作モード選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レジスタ

（SPCR）のビット1）が 0 で SPPE ビットが 1 の場合、送信時に

パリティビットを付加し、受信時にパリティチェックを行いま
す。ただし、TXMD ビットが 1 で SPPE ビットが 1 の場合は、

送信時にパリティビットを付加しますが、受信時にパリティ
チェックを行いません。

0：パリティビットの付加、及びチェックを禁止

1：TXMD = 0 の場合は、パリティビットの付加を許可、チェッ

クを許可
TXMD = 1 の場合は、パリティビットの付加を許可、チェッ

クを禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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34.3.14 RSPI コマンドレジスタ (SPCMD)

本RSPI には、SPCMD が8 本あります（SPCMD0～SPCMD7）。SPCMD0～SPCMD7 は、マスタモー

ドの RSPI の転送フォーマットを設定するために使用されます。また、SPCMD0 の一部のビットは、ス

レーブモードの RSPI の転送フォーマットを設定するためにも使用されます。マスタモードの RSPI は
RSPI シーケンス制御レジスタ（SPSCR）のSPSLN2～SPSLN0 ビットの設定に従ってシーケンシャルに

SPCMD0～7 を参照し、参照したSPCMDに設定されたシリアル転送を実行します。

SPCMD は、常にCPU による読み出し／書き込みが可能です。

SPCMD レジスタの設定はSPTEF ビット（RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のビット5）が1 の状態

でそのSPCMD を参照して送信するデータを設定する前に実施してください。

マスタモードの RSPI が参照している SPCMD は、RSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）の

SPCP2 ～ 0 ビットにより確認できます。また、スレーブモードの RSPI がイネーブルな状態において、

SPCMD0 をCPU が書き換えた場合には、以降の動作は保証されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 SCKDEN 0 R/W RSPI-RSPCK 遅延設定イネーブル

マスタモードのRSPI が、SSL 信号をアクティブにしてから

RSPI-RSPCK を発振するまでの期間（RSPI-RSPCK 遅延）を設

定するためのビットです。SCKDENが0 の場合には、RSPI は
RSPI-RSPCK 遅延を1RSPI-RSPCK にします。SCKDEN が1 の
場合には、RSPI はRSPI-RSPCK 遅延レジスタ（SPCKD）の設

定に従ったRSPI-RSPCK 遅延でRSPI-RSPCK の発振を開始しま

す。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDEN に0 を設

定してください。

0：RSPI-RSPCK 遅延は1RSPI-RSPCK

1：RSPI-RSPCK 遅延はRSPI-RSPCK 遅延レジスタ（SPCKD）

の設定値

15

SCKDEN

0

R/W

14

SLNDEN

0

R/W

13

SPNDEN

0

R/W

12

LSBF

0

R/W

11

SPB3

0

R/W

10

SPB2

1

R/W

9

SPB1

1

R/W

8

SPB0

1

R/W

7

SSLKP

0

R/W

6

 

0

⎯

5

SSLA1

0

R/W

4

SSLA0

0

R/W

3

BRDV1

1

R/W

2

BRDV0

1

R/W

1

CPOL

0

R/W

0

CPHA

1

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：
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14 SLNDEN 0 R/W SSL ネゲート遅延設定イネーブル

マスタモードのRSPI が、RSPI-RSPCK を発振停止してからSSL 
信号を非アクティブにするまでの期間（SSL ネゲート遅延）を設

定するためのビットです。SLNDEN が0 の場合には、RSPI は
SSL ネゲート遅延を1RSPI-RSPCK にします。SLNDEN が1 の場

合には、RSPI はスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ

（SSLND）の設定に従ったRSPI-RSPCK 遅延でSSL をネゲート

します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SLNDEN に0 を設

定してください。

0：SSL ネゲート遅延は1RSPI-RSPCK

1：SSL ネゲート遅延はスレーブセレクトネゲート遅延レジス

タ（SSLND）の設定値

13 SPNDEN 0 R/W RSPI 次アクセス遅延イネーブル

マスタモードのRSPI がシリアル転送を終了してSSL 信号を非ア

クティブにしてから、次アクセスのSSL 信号アサートを可能にす

るまでの期間（次アクセス遅延）を設定するためのビットです。
SPNDEN が0 の場合には、RSPI は次アクセス遅延を1RSPI-
RSPCK + 2Pck にします。SPNDEN が1 の場合には、RSPI は
RSPI 次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定に従った次アク

セス遅延を挿入します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDEN に0 を設

定してください。

0：次アクセス遅延は1RSPI-RSPCK + 2Pck

1：次アクセス遅延はRSPI 次アクセス遅延レジスタ（SPND）

の設定値

12 LSBF 0 R/W RSPI LSB ファースト

マスタモード／スレーブモードのRSPI のデータフォーマットを、

MSB ファースト／LSB ファーストに設定するためのビットです。

0：MSB ファースト

1：LSB ファースト

11

10

9

8

SPB3

SPB2

SPB1

SPB0

0

1

1

1

R/W

R/W

R/W

R/W

RSPI データ長設定

マスタモード／スレーブモードのRSPI の転送データ長を設定す

るためのビットです。

0100～0111：8 ビット

1000：9 ビット

1001：10 ビット

1010：11 ビット

1011：12 ビット

1100：13 ビット

1101：14 ビット

1110：15 ビット

1111：16 ビット

0000：20 ビット

0001：24 ビット

0010、0011：32 ビット

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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7 SSLKP 0 R/W SSL 信号レベル保持

マスタモードのRSPI がシリアル転送する場合に、現コマンドに

対応するSSL ネゲートタイミングから次コマンドに対応するSSL 
アサートタイミングの間に、現コマンドのSSL 信号レベルを保持

するか、ネゲートするかを設定するビットです。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SSLKP に0 を設定

してください。

0：転送終了時に全SSL 信号をネゲート

1：転送終了後から次アクセス開始までSSL 信号レベルを保持

6 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

5

4

SSLA1

SSLA0

0

0

R/W

R/W

SSL 信号アサート設定

マスタモードのRSPI がシリアル転送する場合のSSL 信号のア

サートを制御するためのビットです。SSLAi（i は 0 か 1）の設定

値が、RSPI-SSL0 信号とRSPI-SSL1 信号のアサートを制御しま

す。SSL 信号アサート時の信号極性は、RSPI スレーブセレクト

極性レジスタ（SSLP）の設定値に依存します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、 SSLA0 と SSLA1 
ビットに B'00 を設定してください。

00：RSPI-SSL0

01：RSPI-SSL1

3

2

BRDV1

BRDV0

1

1

R/W

R/W

ビットレート分周設定

ビットレートを決定するために使用するレジスタです。BRDV1、
0 ビットとRSPI ビットレートレジスタ（SPBR）の設定値の組み

合わせでビットレートを決定します。SPBR の設定値は、ベース

となるビットレートを決定します。BRDV1～0 ビットの設定値

は、ベースのビットレートに対して 分周なし／2 分周／4 分周／

8 分周したビットレートを選択するために使用します。SPCMD0
～3 にはそれぞれ異なるBRDV1、0 の設定を行うことができま

す。このため、コマンドごとに異なるビットレートでシリアル転
送を実行することが可能です。

00：ベースのビットレートを選択

01：ベースのビットレートの2 分周を選択

10：ベースのビットレートの4 分周を選択

11：ベースのビットレートの8 分周を選択

1 CPOL 0 R/W RSPI-RSPCK 極性設定

マスタモード／スレーブモードのRSPI のRSPI-RSPCK極性を設

定するためのビットです。RSPI モジュール間のデータ通信を行

う場合、モジュール間で同一のRSPI-RSPCK 極性を設定する必

要があります。

0：アイドル時のRSPI-RSPCK が0

1：アイドル時のRSPI-RSPCK が1

0 CPHA 1 R/W RSPI-RSPCK 位相設定

マスタモード／スレーブモードのRSPI のRSPI-RSPCK位相を設

定するためのビットです。RSPI モジュール間のデータ通信を行

う場合、モジュール間で同一のRSPI-RSPCK 位相を設定する必

要があります。

0：奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ変化

1：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 34.  ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

 Page 34-29

34.4 動作説明

本章では、シリアル転送期間という用語を、有効データのドライブ開始から最終有効データの取り込
みまでの期間を意味する用語として使用しています。
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34.4.1 RSPI 動作の概要

RSPI は、スレーブモード（SPI 動作）、マスタモード（SPI 動作）、スレーブモード（クロック同期式

動作）、マスタモード（クロック同期式動作）での同期式のシリアル転送が可能です。RSPI のモードは、

RSPI 制御レジスタ（SPCR）の MSTR ビット、MODFEN ビット、SPMS ビットによって設定可能です。

表34.5 にRSPI のモードとSPCR 設定の関係、及び各モードの概要をまとめます。

表34.5 RSPI のモードとSPCR 設定の関係及び各モードの概要

注1. TXMD ビット（SPCR レジスタのビット1 ）が 1 の場合は、受信バッファフル検出、オーバランエラー検出、及

びパリティエラー検出を実施しません。
2. SPPE ビット（SPCR2 レジスタのビット0）が 0 の場合は、パリティエラー検出を実施しません。

モード
スレーブ

（SPI 動作）

マスタ

（SPI 動作）
スレーブ

（クロック同期式動作）

マスタ

（クロック同期式動作）

MSTR ビットの設定 0 1 0 1

MODFEN ビットの設定 0 or 1 0 0 0

SPMS ビットの設定 0 0 1 1

RSPI-RSPCK 信号 入力 出力 入力 出力

RSPI-MOSI 信号 入力 出力 入力 出力

RSPI-MISO 信号 出力／Hi-Z 入力 出力 入力

RSPI-SSL0 信号 入力 出力 Hi-Z Hi-Z

RSPI-SSL1 信号 Hi-Z 出力／Hi-Z Hi-Z Hi-Z

SSL 極性変更機能 あり あり — —

転送レート Up～Pck／8 Up～Pck／2 Up～Pck／8 Up～Pck／2

クロックソース RSPI-RSPCK 入力 内蔵ボーレート

ジェネレータ

RSPI-RSPCK 入力 内蔵ボーレート

ジェネレータ

クロック極性 2種 2種 2種 2種

クロック位相 2種 2種 1種 (CPHA = 1) 2種

先頭転送ビット MSB／LSB MSB／LSB MSB／LSB MSB／LSB

転送データ長 8～32 ビット 8～32 ビット 8～32 ビット 8～32 ビット

バースト転送 可能 (CPHA = 1) 可能 (CPHA = 0、1) — —

RSPI-RSPCK 遅延制御 なし あり なし あり

SSL ネゲート遅延制御 なし あり なし あり

次アクセス遅延制御 なし あり なし あり

転送起動方法 SSL入力アクティブ

又はRSPI-RSPCK 発振

SPTEF=1 で
送信バッファ書き込み

RSPI-RSPCK 発振 SPTEF=1 で
送信バッファ書き込み

送信バッファエンプティ検出 なし あり なし あり

送信バッファエンプティ検出 あり あり あり あり

受信バッファフル検出（注1） あり あり あり あり

オーバランエラー検出（注1） あり あり あり あり

パリティエラー

検出（注1、注２）

あり あり あり あり

モードフォルトエラー検出 あり (MODFEN = 1) なし なし なし
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34.4.2 RSPI 端子の制御

RSPI は、RSPI 制御レジスタ（SPCR）のMSTR ビット、MODFEN、SPMS ビットとRSPI 端子制御レ

ジスタ（SPPCR）のSPOM ビットの設定に従って、端子方向と出力モードを自動的に切り替えます。端

子状態と各ビットの設定値の関係を表34.6 に示します。

表34.6 RSPI 端子の状態と制御ビット設定値の関係

注1. RSPI 機能が選択されていないマルチファンクションピンには、RSPI の設定値は反映されません。

2. RSPI-SSL0 が非アクティブレベル又はSPE ビット（SPCR レジスタのビット6）が0 の場合、端子状態がHi-Z 
になります。

3. クロック同期式動作時は、RSPI-SSL0、RSPI-SSL1 を入出力ポートとして使用可能。

シングルマスタモード（SPI 動作）、マルチマスタモード（SPI 動作）のRSPI は、MOIFE ビット（SPPCR
レジスタのビット5）とMOIFV ビットの設定に従って、SSL ネゲート期間（バースト転送におけるSSL
保持期間も含む）のRSPI-MOSI信号値を表34.7 のように決定します。

表34.7 SSL ネゲート期間のRSPI-MOSI 信号値の決定方法

モード 端子 端子の状態（注１）

マスタ(SPI 動作 )
(MSTR = 1、 MODFEN = 0、 SPMS = 0)

RSPI-RSPCK CMOS 出力

RSPI-SSL0 CMOS 出力

RSPI-SSL1 CMOS 出力 /Hi-Z

RSPI-MOSI CMOS 出力

RSPI-MISO 入力

スレーブ (SPI 動作 )
(MSTR = 0、 SPMS = 0)

RSPI-RSPCK 入力

RSPI-SSL0 入力

RSPI-SSL1 Hi-Z

RSPI-MOSI 入力

RSPI-MISO*2 CMOS 出力 /Hi-Z

マスタ(クロック同期式動作)
(MSTR = 1、 MODFEN = 0、 SPMS = 1)

RSPI-RSPCK CMOS 出力

RSPI-SSL0～RSPI-SSL1（注3） Hi-Z

RSPI-MOSI CMOS 出力

RSPI-MISO 入力

スレーブ (クロック同期式動作 )
(MSTR = 0、 SPMS = 1)

RSPI-RSPCK 入力

RSPI-SSL0～RSPI-SSL1（注

3）

Hi-Z

RSPI-MOSI 入力

RSPI-MISO CMOS 出力

MOIFE MOIFV SSL ネゲート期間のRSPI-MOSI 信号値

0 0、 1 前回転送の最終データ 

1 0 常に 0

1 1 常に 1
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34.4.3 RSPI システム構成例

(1) シングルマスタ／シングルスレーブ（本LSI＝マスタ）

図34.3 に、本LSI をマスタとして使用した場合のシングルマスタ／シングルスレーブのRSPI システム

の構成例を示します。シングルマスタ／シングルスレーブの構成では、本LSI（マスタ）のRSPI-SSL0、
RSPI-SSL1 出力は使用しません。RSPI スレーブの SSL 入力は 0 に固定して、RSPI スレーブを常にセレ

クト状態にします。RSPI 制御レジスタ（SPCR）のCPHA ビットが 0 の場合に相当する転送フォーマッ

トでは、SSL 信号をアクティブレベルに固定することができないスレーブデバイスも存在します。SSL
信号を固定にできない場合には、本LSI のSSL 出力をスレーブデバイスのSSL 入力に接続してください。

本LSI（マスタ）は、RSPI-RSPCK とRSPI-MOSI を常にドライブします。RSPI スレーブは、RSPI-MISO
を常にドライブします。

図 34.3     シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本LSI＝マスタ）

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

RSPI-SSL0

RSPI-SSL1

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

SSL

本LSI（マスタ） RSPIスレーブ
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(2) シングルマスタ／シングルスレーブ（本LSI＝スレーブ）

図34.4 に、本LSI をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ／シングルスレーブのRSPI システ

ム構成例を示します。本LSI をスレーブとして使用する場合には、RSPI-SSL0 端子をSSL 入力として使

用します。RSPI マスタは、RSPI-RSPCK と RSPI-MOSI を常にドライブします。本 LSI（スレーブ）は、

RSPI-MISO を常にドライブします。RSPI-SSL0 がアクティブレベルの場合、端子状態がHi-Z になります。

CPHA ビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット0）を1 に設定したシングルスレーブ構成

の場合には、本LSI（スレーブ）のRSPI-SSL0 入力を0 に固定して本LSI（スレーブ）を常に選択状態と

し、シリアル転送を実行することも可能です（図34.5）。

図 34.4     シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本LSI＝スレーブ）

図 34.5     シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本LSI＝スレーブ、CPHA＝1）

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

RSPI-SSL0

RSPI-SSL1

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

SSL

RSPIマスタ 本LSI（スレーブ）

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

RSPI-SSL0

RSPI-SSL1

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

SSL

RSPIマスタ 本LSI（スレーブ、CPHA＝1）
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(3) シングルマスタ／マルチスレーブ（本LSI＝マスタ）

図34.6 に、本LSI をマスタとして使用した場合のシングルマスタ／マルチスレーブのRSPI システム構

成例を示します。図34.6 の例では、本LSI（マスタ）と2 つのスレーブ (RSPIスレーブ０、RSPIスレーブ

１ )からRSPIシステムを構成しています。

本LSI（マスタ）のRSPI-RSPCK 出力とRSPI-MOSI 出力は、RSPIスレーブ０、RSPIスレーブ１ のRSPI-
RSPCK 入力とRSPI-MOSI 入力に接続します。RSPIスレーブ０、RSPIスレーブ１ のRSPI-MISO 出力は、

すべて本LSI（マスタ）のRSPI-MISO 入力に接続します。本LSI（マスタ）のRSPI-SSL0、RSPI-SSL1出
力は、それぞれRSPIスレーブ０、RSPIスレーブ１ のSSL 入力に接続します。

本LSI（マスタ）は、RSPI-RSPCK、RSPI-MOSI、RSPI-SSL0、RSPI-SSL1を常にドライブします。RSPI
スレーブ０、RSPIスレーブ１のうち、SSL 入力に0 を入力されているスレーブがRSPI-MISO をドライブ

します。

図 34.6     シングルマスタ／マルチスレーブの構成例（本LSI＝マスタ）

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

RSPI-SSL0

RSPI-SSL1

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

SSL

RSPI-RSPCK

RSPI-MOSI

RSPI-MISO

SSL
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RSPIスレーブ1
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(4) シングルマスタ／マルチスレーブ（本LSI＝スレーブ）

図34.7 に、本LSI をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ／マルチスレーブのRSPI システム

構成例を示します。図34.7 の例では、RSPI マスタと2 つの本LSI（スレーブX、スレーブY）からRSPI
システムを構成しています。

RSPI マスタの RSPI-RSPCK 出力と RSPI-MOSI 出力は、本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の RSPI-
RSPCK 入力とRSPI-MOSI 入力に接続します。本LSI（スレーブX、スレーブY）のRSPI-MISO 出力は、

RSPI マスタのRSPI-MISO 入力に接続します。RSPIマスタのSSLX 出力、SSLY 出力は、本LSI（スレー

ブX、スレーブY）のRSPI-SSL0 入力に接続します。

RSPI マスタは、RSPI-RSPCK、RSPI-MOSI、SSLX、SSLY を常にドライブします。本 LSI（スレーブ

X、スレーブY）のうち、RSPI-SSL0 入力に0 を入力されているスレーブが、RSPI-MISO をドライブします。

図 34.7     シングルマスタ／マルチスレーブの構成例（本LSI＝スレーブ）
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RSPI-MOSI

RSPI-MISO
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(5) マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）（本LSI＝マスタ）

図34.8 に、本LSI をマスタとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロッ

ク同期式動作）の RSPI システムの構成例を示します。マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（ク

ロック同期式動作）の構成では、本LSI（マスタ）のRSPI-SSL0、RSPI-SSL1 出力は使用しません。

本LSI（マスタ）は、RSPI-RSPCK とRSPI-MOSI を常にドライブします。RSPI スレーブは、RSPI-MISO
を常にドライブします。

図 34.8     マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）の構成例（本LSI＝マスタ）

(6) マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）（本LSI＝スレーブ）

図 34.9 に、本 LSI をスレーブとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（ク

ロック同期式動作）のRSPI システム構成例を示します。本LSI をスレーブ（クロック同期式動作）とし

て使用する場合には、本 LSI（スレーブ）は、RSPI-MISO を常にドライブし、RSPI マスタは、RSPI-
RSPCK とRSPI-MOSI を常にドライブします。また、本LSI（スレーブ）のRSPI-SSL0、RSPI-SSL1 は使

用しません。
CPHA ビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット0）を1 に設定したシングルスレーブ構成

の場合のみ、本LSI（スレーブ）はシリアル転送を実行することが可能です。

図 34.9     マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）の構成例
（本LSI＝スレーブ、CPHA＝1）
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34.4.4 転送フォーマット

(1) CPHA＝0 の場合

図34.10 にRSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のCPHA ビットが0 の場合に、8 ビットのデータをシリ

アル転送した場合の転送フォーマット例を示します。ただし、CPHA ビットが 0 の場合のクロック同期

式動作（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPMS ビットが 1 の場合）は保証しません。図 34.10 において、

RSPI-RSPCK（CPOL ＝ 0）は SPCMD の CPOL ビットが 0 の場合、RSPI-RSPCK（CPOL ＝ 1）は CPOL
ビットが1 の場合のRSPI-RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPI がシフトレジスタに

シリアル転送データを取り込むタイミングを示しています。
各信号の入出力方向は、RSPI の設定に依存します。詳細は「34.4.2 RSPI 端子の制御」を参照してく

ださい。CPHA ビットが 0 の場合には、SSL 信号のアサートタイミングで、RSPI-MOSI 信号への有効

データの出力とRSPI-MISO 信号への有効データのドライブが開始されます。SSL 信号のアサート後に発

生する最初のRSPI-RSPCK 信号変化タイミングが最初の転送データ取り込みタイミングになり、このタ

イミング以降 1RSPI-RSPCK 周期ごとにデータがサンプリングされます。RSPI-MOSI 信号と RSPI-MISO
信号の変化タイミングは、常に転送データ取り込みタイミングの 1/2RSPI-RSPCK 周期後になります。

CPOL ビットの設定値は、RSPI-RSPCK 信号の動作タイミングには影響を与えず、信号極性のみに影響

を与えます。
t1 は、SSL 信号のアサートからRSPI-RSPCK 発振までの期間（RSPI-RSPCK 遅延）です。t2 は、RSPI-

RSPCK 発振停止からSSL信号のネゲートまでの期間（SSL ネゲート遅延）です。t3 は、シリアル転送終

了後に次転送のためのSSL 信号アサートを抑制するための期間（次アクセス遅延）です。t1、t2、t3 は、

RSPI システム上のマスタデバイスによって制御されます。本 LSI の RSPI がマスタモードである場合の

t1、t2、t3 については、「34.4.10 SPI動作」を参照してください。

図 34.10     RSPI 転送フォーマット（CPHA＝0）
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(2) CPHA＝1 の場合

図 34.11 にCPHA ビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット 0）が 1 の場合に、8 ビットの

データをシリアル転送した場合の転送フォーマット例を示します。ただし、SPMS ビット（RSPI 制御レ

ジスタ（SPCR）のビット 0）が 1 の場合は SSL 信号を用いず、RSPI-RSPCK 信号、RSPI-MOSI 信号、

RSPI-MISO 信号のみで通信を行います。図 34.11 において、RSPI-RSPCK（CPOL＝ 0）はCPOL ビット

（SPCMD レジスタのビット1）が0 の場合、RSPI-RSPCK（CPOL＝1）はCPOL ビットが1 の場合のRSPI-
RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPI がシフトレジスタにシリアル転送データを取

り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、RSPI のモード（マスタ／スレーブ）に依存

します。詳細は「34.4.2 RSPI 端子の制御」を参照してください。

CPHA ビットが1 の場合には、SSL 信号のアサートタイミングで、RSPI-MISO 信号に無効データのド

ライブが開始されます。SSL 信号のアサート後に発生する最初の RSPI-RSPCK 信号変化タイミングで、

RSPI-MOSI 信号と RSPI-MISO 信号への有効データの出力が開始され、このタイミング以降 1RSPI-
RSPCK 周期ごとにデータが更新されます。転送データの取り込みは、常にこのタイミングの 1/2RSPI-
RSPCK 周期後になります。CPOL ビットの設定値はRSPI-RSPCK 信号の動作タイミングには影響を与え

ず、信号極性のみに影響を与えます。t1、t2、t3 の内容は、CPHA＝0 の場合と同様です。本LSI のRSPI
がマスタモードである場合の t1、t2、t3 については、「34.4.10 SPI動作」を参照してください。

図 34.11     RSPI 転送フォーマット（CPHA＝1）
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34.4.5 データフォーマット

RSPIのデータフォーマットは、RSPIコマンドレジスタ（SPCMD）とパリティ有効ビット (SPPE)（RSPI
コントロールレジスタ２ (SPCR2)レジスタのビット0）の設定値に依存します。MSB／LSB ファースト

にかかわらず、RSPI は RSPI データレジスタ（SPDR）の LSB から設定データ長分の範囲を転送データ

として扱います。

(1) MSB ファースト転送（32 ビットデータ）

(a) パリティ機能無効 (SPPE=0)
図34.12 に、RSPI がデータ長32 ビットのMSB ファースト転送を実施する場合のRSPI データレジ

スタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット5）が0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI が送信バッファ

のデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始され
ると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを出力し、シフトレジスタのLSB（ビッ

ト0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル転送に必要なRSPI-RSPCK 周期を経過

すると、シフトレジスタにはデータ R31 ～ R00 が格納されます。この状態で、全二重同期式のシリ

アル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はシフトレジスタからSPDR の受信バッファにデータをコピー

し、シフトレジスタを空にします。
なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR31～R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.12     MSB ファースト転送（32 ビットデータ）
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(b) パリティ機能有効（SPPE = 1）
図34.13 に、RSPI がデータ長32 ビットのMSB ファースト転送を実施する場合のRSPI データレジ

スタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット5）が0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI がSPDRの送信

バッファに格納されているデータ（T00）をパリティビット（P）に変換します。その後、RSPI はパ

リティビット（P）を付加したデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。

シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを出力し、シ

フトレジスタのLSB（ビット0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル転送に必要

な RSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R31 ～ P が格納されます。この状態

で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はシフトレジスタから SPDR の受信

バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。
なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR31～P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.13     MSB ファースト転送（32 ビットデータ、パリティ機能有効）
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(2) MSB ファースト転送（24 ビットデータ）

(a) パリティ機能無効 (SPPE=0)
図34.14 に、RSPI が32 ビット以外のデータをMSB ファースト転送する例として、24 ビットのデー

タ転送を実施する場合のRSPI データレジスタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット 5）が 0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI が SPDR の送

信バッファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送
が開始されると、RSPI はシフトレジスタのビット 23 からデータを出力し、シフトレジスタの LSB

（ビット0）からデータをシフトインします。24 ビット分のシリアル転送に必要なRSPI-RSPCK 周期

を経過すると、シフトレジスタのビット23～ビット0 には受信データR23～R00 が格納されます。シ

リアル転送完了後のシフトレジスタのビット24～ビット31 には、転送前のデータが保持されていま

す。この状態で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はシフトレジスタから

SPDR の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、
受信データR23～R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.14     MSB ファースト転送（24 ビットデータ）

(b) パリティ機能有効（SPPE = 1）
図34.15 に、RSPI がデータ長24 ビットのMSB ファースト転送（データ長32 ビット以外の転送動

作を例に挙げます）を実施する場合の RSPI データレジスタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容

を示します。
CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス

テータスレジスタ（SPSR）のビット5）が0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI がSPDRの送信

バッファに格納されているデータ（T00）をパリティビット（P）に変換します。その後、RSPI はパ

リティビット（P）を付加したデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフルにします。
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シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット23）からデータを出力し、シ

フトレジスタのLSB（ビット0）からデータをシフトインします。23 ビット分のシリアル転送に必要

なRSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタの0～23 ビットに受信データR23～P が格納され

ます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット24～ビット31 には、転送前のデータが保持さ

れています。この状態で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はシフトレジ

スタからSPDR の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR23～P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.15     MSB ファースト転送（24 ビットデータ、パリティ機能有効）
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(3) LSB ファースト転送（32 ビットデータ）

(a) パリティ機能無効 (SPPE=0)
図 34.16 に、RSPI がデータ長 32 ビットのLSB ファースト転送を実施する場合のRSPI データレジ

スタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット 5）が 0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI が SPDR の送

信バッファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコピーし、シフトレジスタをフルにし
ます。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを出力

し、シフトレジスタのLSB（ビット0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル転送

に必要なRSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータR00～R31が格納されます。こ

の状態で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はリザーブビットの順にシフ

トレジスタからSPDR の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR00～R31 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.16     LSB ファースト転送（32 ビットデータ）
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(b) パリティ機能有効（SPPE = 1）
図 34.17 に、RSPI がデータ長 32 ビットのLSB ファースト転送を実施する場合のRSPI データレジ

スタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。RSPI がSPDRの送信バッ

ファに格納されているデータ（T31）をパリティビット（P）に変換します。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット5）が0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI はパリティビッ

ト（P）を付加したデータのビット順を逆転してシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフル

にします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを

出力し、シフトレジスタのLSB（ビット0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル

転送に必要なRSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータR00～P が格納されます。

この状態で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はシフトレジスタからSPDR
の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。
なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR00～P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.17     LSB ファースト転送（32 ビットデータ、パリティ機能有効）
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ビット0ビット31

ビット0ビット31

出力

入力

コピー

コピー

パリティビット付加

シフトレジスタ

シフトレジスタ

SPDR（受信バッファ）

出力＝RSPI-MOSI（マスタ）／RSPI-MISO（スレーブ）、入力＝RSPI-MISO（マスタ）／RSPI-MOSI（スレーブ）注．
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(4) LSB ファースト転送（24 ビットデータ）

(a) パリティ機能無効 (SPPE=0)
図34.18 に、RSPI が32 ビット以外のデータをLSB ファースト転送する例として、24 ビットのデー

タ転送を実施する場合のRSPI データレジスタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を示します。

CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット 5）が 0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI が SPDR の送

信バッファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコピーし、シフトレジスタをフルにし
ます。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを出力

し、シフトレジスタのビット 8 からデータをシフトインします。24 ビット分のシリアル転送に必要

なRSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビット31～ビット8 には受信データR00～R23
が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット7～ビット0 には、転送前のデータ

が保持されています。この状態で、全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）の場合、RSPI はリ

ザーブビットの順にシフトレジスタからSPDR の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタ

を空にします。
なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR00～R23 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.18     LSB ファースト（24 ビットデータ）

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 R23 R06 R05

R23 T24

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T08 T07

T23 T24出力

入力

＜転送開始＞

＜転送終了＞

SPDR（送信バッファ）
ビット0ビット31

ビット0ビット31

ビット0ビット31

ビット0ビット31

コピー

コピー

シフトレジスタ

シフトレジスタ

SPDR（受信バッファ）

出力＝RSPI-MOSI（マスタ）／RSPI-MISO（スレーブ）
入力＝RSPI-MISO（マスタ）／RSPI-MOSI（スレーブ）

注．
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(b) パリティ機能有効（SPPE = 1）
図34.19 に、RSPI がデータ長24 ビットのLSB ファースト転送（データ長32 ビット以外の転送動作

を例に挙げます）を実施する場合の RSPI データレジスタ（SPDR）とシフトレジスタの動作内容を

示します。
CPU又はDMACは、SPDRの送信バッファにT31～T00を書き込みます。RSPI がSPDRの送信バッ

ファに格納されているデータ（T23）をパリティビット（P）に変換します。SPTEF ビット（RSPI ス
テータスレジスタ（SPSR）のビット5）が0 かつシフトレジスタが空であれば、RSPI はパリティビッ

ト（P）を付加したデータのビット順を逆転してシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフル

にします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのMSB（ビット31）からデータを

出力し、シフトレジスタの（ビット 8）からデータをシフトインします。24 ビット分のシリアル転

送に必要なRSPI-RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタの31～8 ビットに受信データR00～P が
格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット0～ビット7 には、転送前のデータが

保持されています。この状態で、全二重同期式のシリアル通信の場合、RSPI はリザーブビットの順

にシフトレジスタからSPDR の受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、CPU 又はDMAC がSPDR の送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動される

と、受信データR00～P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 34.19     LSB ファースト転送（24 ビットデータ、パリティ機能有効）

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T08 T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 P T08 T07 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 P T24 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 P T24 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 P R08 R07 R06 R05 R04 R03 R02 R01 R00

コピー

入力

出力

(パリティビット (P) + T22～T00)

 (TXMD = 0)

＜転送開始＞

＜転送終了＞

SPDR（送信バッファ）
ビット0ビット31

ビット0ビット31

ビット0ビット31

ビット0ビット31

ビット0ビット31

パリティビット付加

シフトレジスタ

シフトレジスタ

SPDR（受信バッファ）

出力＝RSPI-MOSI（マスタ）／RSPI-MISO（スレーブ）、入力＝RSPI-MISO（マスタ）／RSPI-MOSI（スレーブ）注．
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34.4.6 通信動作モード

通信動作モード選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット 1）で全二重同期式のシ

リアル通信か送信専用の動作を選択できます。図 34.20 と図 34.21 の SPDR アクセスは、RSPI データレ

ジスタ（SPDR）へのアクセス状況を示しています。I はアイドル状態、W は書き込みサイクルを示して

います。

(1) 全二重同期式のシリアル通信 (TXMD = 0)
図 34.20 に通信動作モード選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット 1）が 0 の設

定の動作例を示します。図34.20 の例では、CPHAビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット

0） が 1、CPOL（同ビット 1） が 0 の設定で、RSPI が 8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPI-
RSPCK波形の下に記載した数字はRSPI-RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。

図 34.20     TXMD = 0 の動作例

以下に、図中の（1）、（2）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

1. SPDR の受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、RSPI は SPRF ビット（SPSR レ

ジスタのビット7） を 1 にしてシフトレジスタの受信データを受信バッファにコピーします。

2. 前回シリアル転送時の受信データが SPDR の受信バッファに保持されている状態でシリアル転

送を終了すると、RSPI はOVRF ビット（SPSR レジスタのビット 0） を 1 にしてシフトレジスタ

に受信データを破棄します。

全二重同期式のシリアル通信（TXMD = 0）は、送信データを転送し受信データを受信します。した

がって、（1）、（2）のタイミングでSPRF ビットと OVRF ビットに 1 を設定してください。

RSPI-RSPCK

(CPHA = 1、CPOL = 0)

TXMD

(TXMD = 0)

SPRF

OVRF

I W I W I

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

(1)

(2)

SPSRアクセス
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(2) 送信専用の動作（TXMD = 1）
図 34.21 に通信動作モード選択ビット（TXMD）（RSPI 制御レジスタ（SPCR）のビット 1）が 1 の設

定の動作例を示します。図34.21 の例では、SPFC1ビット（RSPI データ制御レジスタ（SPDCR）のビッ

ト1）とSPFC0（同ビット0）が00、CPHAビット（RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のビット0）が 1
の設定で、CPOLビット （同ビット1）が 0 の設定の場合、RSPI が8 ビットのシリアル転送を実行しま

す。RSPI-RSPCK波形の下に記載した数字はRSPI-RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。

図 34.21     TXMD = 1 の動作例

以下に、図中の（1）～（3）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

1. 送信専用の動作（TXMD = 1）にシフトする前に SPRF ビット（SPSR レジスタのビット 7）  と

OVRFビット（ビット0）が 0 であるかを確認します。

2. 転送専用の動作（TXMD = 1）時に SPDR の受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了する

と、SPRFビット（SPSRレジスタのビット 7） の値を 0 のまま保持し、シフトレジスタのデータ

を受信バッファにコピーしません。

3. 前回シリアル転送時の受信データが、SPDR の受信バッファに保持されていないので、シリアル

転送を終了すると、OVRF ビットの値を 0 のまま保持し、シフトレジスタのデータを受信バッ

ファにコピーしません。

送信専用の動作（TXMD = 1）の場合、送信データは転送しますが、受信データを受信しません。し

たがって、（1）～（3）のタイミングでSPRF ビットと OVRF ビットに 0 を設定してください。

RSPI-RSPCK

(CPHA = 1、CPOL = 0)

TXMD

(TXMD = 1)

SPRF

OVRF

I W I W I

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

(1)

(2)

(3)
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34.4.7 送信バッファエンプティ／受信バッファフルフラグ

図34.22 にRSPI ステータスレジスタ（SPSR）のRSPI 送信バッファエンプティフラグ（SPTEF）とRSPI
受信バッファフルフラグ（SPRF）の動作例を示します。図 34.22 に記載した SPDR アクセスは、RSPI
データレジスタ（SPDR）へのアクセス状況を示しています。I はアイドルサイクル、W は書き込みサイ

クル、R は読み出しサイクルを示しています。図 34.16 の例では、RSPI データコントロールレジスタ

（SPDCR）の SPFC[1:0] が 00、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHA が 1、CPOL が 0 の設定で、

RSPI が 8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPI-RSPCK 波形の下に記載した数字は RSPI-
RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。

図 34.22     SPTEF、SPRF ビットの動作例

以下に、図中の（1）～（5）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

1. SPDRの送信バッファが空の状態で、SPDRに送信データを書き込むと、RSPIはSPTEFビットを

0にして送信バッファにデータを書き込みます。SPRFフラグは変化しません。

2. シフトレジスタが空の場合には、RSPIはSPTEFビットを1にして送信バッファのデータをシフト

レジスタにコピーします。SPRFフラグは変化しません。なお、シリアル転送の開始方法は、RSPI

のモードに依存します。詳細は、「34.4.10 SPI動作」及び「34.4.11 クロック同期式動作」を参照

してください。

3. SPDRの送信バッファが空の状態で、SPDRに送信データを書き込むと、RSPIがSPTEFビットを

0 にして送信バッファにデータを書き込みます。SPRF フラグは変化しません。シフトレジスタ

にはシリアル転送中のデータが格納されているため、RSPI は送信バッファのデータをシフトレ

ジスタにコピーしません。

4. SPDRの受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、RSPIは SPRFを 1にしてシフト

レジスタの受信データを受信バッファにコピーします。また、シリアル転送が終了するとシフト

レジスタが空になるため、シリアル転送が終了する前に送信バッファがフルであった場合には、

RSPIがSPTEFビットを1にして送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーします。なお、

オーバランエラー発生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコピーしなかっ

た場合でも、シリアル転送が終了すると RSPI はシフトレジスタを空であると判定し、送信バッ

ファからシフトレジスタへのデータ転送は可能な状態になります。

5. 受信バッファフルの状態で、SPDRを読み出すと、RSPIはSPRFを0にして、受信バッファのデー

タをチップ内部バスに送出します。

SPTEF ビットが0 の状態で、CPU 又はDMAC がSPDR を書き込んだ場合には、RSPI は送信バッファ

のデータを更新しません。SPDR を書き込む場合には、必ずSPTEF が1 であることを確認してください。

SPTEF がであることは、SPSR の読み出し、あるいは RSPI 送信割り込みの利用によって確認できます。

RSPI 送信割り込みを利用する場合には、SPCR のTXINTE ビットを1 にしてください。

RSPI ディスエーブル（SPCR の SPE ビットが 0）の場合には、SPTEF ビットが 1 に初期化されます。

このため RSPI ディスエーブル状態で SPCR の TXINTE ビットを 1 にすると、RSPI 送信割り込みが発生

します。SPRF ビットが 1 の状態で、シリアル転送が終了した場合には、RSPI はシフトレジスタから受

信バッファへのデータのコピーを行わず、オーバランエラーを検出します（「34.4.8 エラー検出」を参

照）。受信データのオーバランを防ぐためには、シリアル転送の終了よりも前にSPRF ビットを0 にして

SPTEF

SPRF

RSPI-RSPCK

87654321 87654321

(5)(4)(3)(2)(1)

I W I I IW RSPDRアクセス

（CPHA＝1、CPOL＝0）
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ください。SPRF が 1 であることは、SPSR の読み出し、あるいは RSPI 受信割り込みの利用によって確

認できます。RSPI 受信割り込みを利用する場合には、SPCR のRXINTE ビットを1 にしてください。

34.4.8 エラー検出

通常のRSPI のシリアル転送では、RSPI データレジスタ（SPDR）の送信バッファに書き込んだデータ

がシリアル送信され、シリアル受信されたデータをSPDR の受信バッファから読み出すことができます。

SPDR へアクセスした場合の送受信バッファの状態やシリアル転送の開始／終了時の RSPI の状態に

よっては、通常以外の転送が実行される場合があります。
一部の通常以外の転送動作が発生した場合には、RSPI はオーバランエラー、パリティエラー又はモー

ドフォルトエラーとして検出します。表 34.8 に、通常以外の転送動作と RSPI のエラー検出機能の関係

を示します。

表34.8 通常以外の転送の発生条件とRSPI のエラー検出機能

表34.8 のA に示した動作に対しては、RSPI はエラーを検出しません。SPDR書き込み時にデータを欠

落させないために、必ずRSPI ステータスレジスタ（SPSR）のSPTEF ビットが1 の状態でSPDR への書

き込みを実施してください。
B に示した動作に対しても、RSPI はエラーを検出しません。RSPI では、シフトレジスタの更新前に

起動されたシリアル転送において、前回シリアル転送時の受信データを送信し、B に示した動作をエラー

として扱いません。なお、前回シリアル転送時の受信データは、SPDR の受信バッファに保持されてい

るので、正しく読み出されます（シリアル転送が終了する前にSPDR を読み出さないと、オーバランエ

ラーが発生します）。
C に示した動作に対しても、RSPI はエラーを検出しません。不必要なデータを読み出さないようにす

るためには、SPSR のSPRF ビットが1 の状態でSPDR の読み出しを実行するようにしてください。

D に示したオーバランエラーについては、「35.4.8 (1) オーバランエラー」で詳しく説明します。また、

E に示したパリティエラーについては、「35.4.8 (2) パリティエラー」で説明します。また、F に示した

モードフォルトエラーについては、「35.4.8 (3) モードフォルトエラー」で説明します。なお、SPSR の
SPTEF ビットとSPRF ビットの動作については、「34.4.7 送信バッファエンプティ／受信バッファフルフ

ラグ」を参照してください。

発生条件 RSPI動作 エラー検出

A 送信バッファフルの状態で、SPDRに書き込

み。

送信バッファ内容を保持。

書き込みデータ欠落。

なし

B スレーブモードで送信データをシフトレジス

タにセットしていない状態で、シリアル転送

開始。

前回シリアル転送時の受信データをシリアル

送信。

なし

C 受信バッファエンプティの状態で、SPDRを

読み出し。

前回シリアル受信データを出力。 なし

D 受信バッファフルの状態で、シリアル転送が

終了。

受信バッファ内容を保持。

シリアル受信データ欠落。

オーバランエラー検出

E 全二重同期式のシリアル通信でパリティ機能

有効時に誤ったパリティビットを受信。

パリティエラーフラグアサート。 パリティエラー検出

F スレーブモードでシリアル転送中にRSPI-
SSL0 入力信号がネゲート。

シリアル転送を中断。

送受信データ欠落。

RSPI-MISO 出力信号のドライブ停止。

RSPI ディスエーブル。

モードフォルトエラー検出
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(1) オーバランエラー
RSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッファフル状態でシリアル転送が終了すると、RSPI はオーバ

ランエラーを検出してSPSR のOVRF ビットを1 にします。OVRF ビットが1 の状態では、RSPI はシフ

トレジスタのデータを受信バッファにコピーしないので、受信バッファにはエラー発生前のデータが保
持されます。SPSR のOVRFビットを0 にするためには、システムリセットを実施するか、OVRF ビット

が1 にセットされた状態のSPSR をCPU が読み出した後に、OVRF に0 を書き込む必要があります。

図34.23 に、SPSR のSPRF ビットとOVRF ビットの動作を示します。図34.23にSPSRとSPDRへのア

クセス状況を示しています。I はアイドル状態、W は書き込みサイクル、R は読み出しサイクルを示し

ています。図 34.23 の例では、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHA が 1、CPOL が 0 の設定で、

RSPI が8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPI-RSPCK波形の下に記載した数字はRSPI-RSPCK
サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。

図 34.23     SPRF、OVRF ビットの動作例

SPDR
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OVRF

RSPI-RSPCK

(CPHA = 1、CPOL = 0)
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以下に、図中の（1）～（4）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

1. SPRFビットが1の状態（受信バッファフル）でシリアル転送が終了すると、RSPIがオーバラン

エラーを検出し、OVRFビットを1にします。RSPIはシフトレジスタのデータを受信バッファに

コピーしません。SPPE ビットが 1 でもパリティエラーを検出しません。また、マスタモードの

場合には、RSPIはRSPIシーケンスステータスレジスタ（SPSSR）のSPECM２～SPECM0ビット

に、RSPIコマンドレジスタ（SPCMD）に対するポインタの値をコピーします。

2. SPDRを読み出すと、RSPIは SPRFビットを 0にして受信バッファのデータを内部バスに出力し

ます。受信バッファが空になっても、OVRFビットはクリアされません。

3. OVRFビットが1の状態（オーバランエラー）でシリアル転送が終了した場合には、RSPIはSPRF

ビットを0のまま更新しません。また、RSPIはシフトレジスタのデータを受信バッファにコピー

しません。マスタモードのRSPIの場合に、RSPIはSPSSRのSPECM２～SPECM0ビットを更新

しません。オーバランエラー発生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコ

ピーしなかった場合でも、シリアル転送が終了すると RSPI はシフトレジスタを空であると判定

し、送信バッファからシフトレジスタへのデータ転送は可能な状態になります。

4. OVRFビットが1の状態でSPSRを読み出した後、OVRFに0を書き込むと、RSPIはOVRFビット

をクリアします。

オーバランの発生は、SPSR の読み出しあるいはRSPI エラー割り込みとSPSR の読み出しによって確

認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、RSPI 制御レジスタ（SPCR）の ERRINTE ビッ

トを1 にしてください。RSPI エラー割り込みを利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPDR の
読み出し直後に SPSR を読み出すなどの方法で、オーバランエラー発生を早期に検出できるように対処

してください。RSPI をマスタモードで使用する場合、SPSSR のSPECM2～0 ビットを読み出すことで、

エラー発生時のSPCMD に対するポインタ値を確認できます。

オーバランエラーが発生してOVRF ビットが1 になると、OVRF ビットをクリアするまで正常な受信

動作ができなくなります。OVRF ビットを0 にクリアする条件は以下のとおりです。

• OVRFが1にされた状態のSPSRを読み出した後、OVRFに0を書き込む

• システムリセット
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(2) パリティエラー
RSPI 制御レジスタ（SPCR）のTXMD ビットに 1を設定、及びRSPI 制御レジスタ2 （SPCR2）のSPPE

ビットに 0 を設定して全二重同期式のシリアル通信を行うと、転送完了後にパリティエラーがあるかど

うかを検出します。RSPI は受信データのパリティエラーを検出し、RSPI ステータスレジスタ（SPSR）
のPERF ビットを １ にします。RSPI はOVRF ビット が1 の状態でシフトレジスタのデータを受信バッ

ファにコピーしないので、受信データに対してパリティエラー検出を実施しません。SPSR のOVRFビッ

トを0 にするためには、システムリセットを実施するか、PERFビットを1 に設定した状態のSPSR をCPU
が読み出した後に、PERFに0 を書き込む必要があります。

図34.24 にSPSRへのアクセス状況を示しています。I はアイドル状態、W は書き込みサイクル、R は
読み出しサイクルを示しています。図 34.24 の例では、RSPI 制御レジスタ（SPCR）の TXMD ビットに

1を設定、及びRSPI 制御レジスタ 2 （SPCR2）の SPPE ビットに 0 を設定して全二重同期式のシリアル

通信を実行しています。RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のCPHA が1、CPOL が0 の設定で、RSPI が
8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPI-RSPCK波形の下に記載した数字はRSPI-RSPCK サイク

ル数（＝転送ビット数）を示しています。

図 34.24     PERF ビットの動作例

以下に、図中の（1）～（3）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

1. RSPI のオーバランエラーを検出しない状態でシリアル転送を終了すると、RSPI はシフトレジス

タのデータを受信バッファにコピーします。このとき、 RSPI は受信データを診断し、パリティ

エラーを検出するとPERF ビットを 1 にします。また、マスタモード時、RSPIはRSPIシーケン

スステータスレジスタ（SPSSR）のSPECM0～2ビットに、RSPIコマンドレジスタ（SPCMD）に

対するポインタの値をコピーします。

2. PERF ビットが 1 でSPSR を読み出すと、CPUはPERF ビットに 0 を書き込みます。

3. RSPI のオーバランエラーを検出した状態でシリアル転送を終了すると、RSPI はシフトレジスタ

のデータを受信バッファにコピーしません。このとき、 RSPI はパリティエラーを検出しません。

パリティエラーの発生は、SPSR の読み出し、あるいはRSPI エラー割り込みとSPSR の読み出しによっ

て確認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、RSPI 制御レジスタ（SPCR）の ERRINTE
ビットを1 にしてください。RSPI エラー割り込みを利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPSR
を読み出すなどの方法で、パリティエラー発生を早期に検出できるように対処してください。RSPI をマ

スタモードで使用する場合、SPSSR の SPECM2 ～ 0 ビットを読み出すことで、エラー発生時の SPCMD
に対するポインタ値を確認できます。

PERF ビットを0 にする条件は以下のとおりです。

• PERFが1にされた状態のSPSRを読み出した後、ERFに0を書き込む

• システムリセット
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(3) モードフォルトエラー
MSTR ビットが 0 の場合には、RSPI はスレーブモードで動作します。スレーブモードの RSPI の

MODFEN ビットが 1、SPMS ビットが 0 の場合、シリアル転送期間（有効データのドライブ開始から最

終有効データの取り込みまで）に RSPI-SSL0 入力信号がネゲートされると、RSPI はモードフォルトエ

ラーを検出します。
RSPI はモードフォルトエラーを検出すると、出力信号のドライブ停止及びSPCR レジスタのSPE ビッ

トのクリアを実施します。SPE ビットがクリアされるとRSPI 機能は無効化されます（「34.4.9 RSPI の初

期化」を参照）。マルチマスタ構成の場合には、モードフォルトエラーを利用して出力信号のドライブ
とRSPI 機能を停止させ、マスタ権の解放を実現することが可能です。

モードフォルトエラーの発生は、SPSR の読み出し、あるいはRSPI エラー割り込みとSPSR の読み出

しによって確認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、RSPI 制御レジスタ（SPCR）の

ERRINTE ビットを 1 にしてください。RSPI エラー割り込みを利用せずにモードフォルトエラーを検出

するためには、SPSR をポーリングする必要があります。RSPI をマスタモードで使用する場合、SPSSR
のSPECM2～0 ビットを読み出すことで、エラー発生時のSPCMD に対するポインタ値を確認できます。

MODF ビットが 1 の状態では、RSPI はCPU によるSPE ビットへの 1 の書き込みを無視します。モー

ドフォルトエラー検出後に RSPI 機能を有効にするためには、必ず MODF ビットを 0 にしてください。

MODF ビットを0にクリアする条件は以下のとおりです。

• MODFが1にされた状態のSPSRをCPUが読み出した後、CPUがMODFに0を書き込む

• システムリセット

34.4.9 RSPI の初期化

CPU がRSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPE ビットに0 を書き込んだ場合、又はモードフォルトエラー

検出によりRSPI がSPE ビットを0 にクリアした場合には、RSPI はRSPI 機能を無効化し、モジュール機

能の一部を初期化します。また、システムリセットが発生した場合には、RSPI はモジュール機能をすべ

て初期化します。以下に、SPE ビットのクリアによる初期化とシステムリセットによる初期化について

説明します。

(1) SPE ビットのクリアによる初期化

SPCR のSPE ビットがクリアされた場合には、RSPI は以下に示す初期化を実施します。

• 実行中のシリアル転送を中断
• スレーブモードの場合、出力信号のドライブ停止（Hi-Z）
• RSPI内部ステートの初期化

• RSPIステータスレジスタ（SPSR）のSPTEFビットの初期化

SPE ビットのクリアによる初期化では、RSPI の制御ビットは初期化されません。このため、CPU が
SPE ビットに1 を再設定すれば初期化前と同じ転送モードでRSPI を起動できます。

SPSR の SPRF ビット、OVRF ビット、MODF ビットの値は初期化されません。また、RSPI シーケン

スステータスレジスタ（SPSSR）の値も初期化されません。このため、RSPI の初期化後も受信バッファ

のデータの読み出し、RSPI 転送時のエラー発生状況の確認が可能です。

SPSR のSPTEF ビットの値は、1 に初期化されます。このため、RSPI 初期化後にSPCR のTXINTE ビッ

トが1 に設定されていると、RSPI 送信割り込みが発生します。CPU でRSPI を初期化する場合に、RSPI
送信割り込みを禁止するためには、SPE ビットへの 0 書き込みと同時にTXINTE ビットにも 0 を書き込

んでください。モードフォルトエラー検出後のRSPI 送信割り込みを禁止するためには、エラー処理ルー

チンでTXINTE ビットに0 を書き込んでください。

(2) システムリセット
システムリセットによる初期化では、（1）に記載の事項に加え、RSPI 制御用の全ビットの初期化、ス

テータスビットの初期化、データレジスタの初期化が実施され、RSPI が完全に初期化されます。
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34.4.10 SPI動作

(1) マスタモード動作

(a) シリアル転送の開始
RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のSPTEF ビットが1 の状態で、CPU 又はDMAC がRSPI データ

レジスタ（SPDR）へデータを書き込むと、RSPI は SPDR の送信バッファのデータを更新します。

SPDR への書き込み、又はSPTEF の1 読み出し後の0 書き込みによってSPTEF ビットを0 にクリアし

た状態で、シフトレジスタが空の場合には、RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピー

してシリアル転送を開始します。RSPI は、シフトレジスタに送信データをコピーするとシフトレジ

スタのステータスをフルに変更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのステータスを空に
変更します。シフトレジスタのステータスをCPU から参照することはできません。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してくださ

い。SSL出力信号の極性は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）の設定値に依存します。

(b) シリアル転送の終了
RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHA ビットにかかわらず、RSPI はサンプルタイミングに

対応する RSPI-RSPCK エッジを送出するとシリアル転送を終了します。RSPI ステータスレジスタ

（SPSR）のSPRF ビットが0 で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送終了後にシフトレ

ジスタからRSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッファにデータをコピーします。

なお、最終サンプルタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードの
RSPI のデータ長は、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のSPB3～SPB0 ビットの設定値に依存しま

す。SSL 出力信号の極性は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）の設定値に依存します。

RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 34.  ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

 Page 34-56

(c) シーケンス制御
マスタモード時の転送フォーマットは、RSPI シーケンス制御レジスタ（SPSCR）、RSPI コマンド

レジスタ０～７（SPCMD0 ～７）、RSPI ビットレートレジスタ（SPBR）、RSPI クロック遅延値レジ

スタ（SPCKD）、RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）、RSPI 次アクセス遅延値

レジスタ（SPND）によって決定されます。

SPSCR は、マスタモードのRSPI で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレジ

スタです。SPCMD0～７ には、SSL 出力信号値、MSB／LSB ファースト、データ長、ビットレート

設定の一部、RSPI-RSPCK 極性／位相、SPCKD の参照要否、SSLND の参照要否、SPND の参照要否

が設定されています。SPBR にはビットレート設定の一部、SPCKD にはRSPI クロック遅延値、SSLND
にはSSL ネゲート遅延、SPND には次アクセス遅延値が設定されています。

RSPI は、SPSCR に設定されたシーケンス長に従って、SPCMD0～７ の一部／全部からなるシーケ

ンスを構成します。RSPI には、シーケンスを構成しているSPCMD に対するポインタが存在します。

このポインタの値は、RSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）のSPCP２～０ビットの読み出

しによってCPU から確認可能です。RSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPE ビットを1 にしてRSPI 機能

をイネーブルにすると、RSPI はコマンドに対するポインタをSPCMD0 にセットし、シリアル転送の

開始時にSPCMD0 の設定内容を転送フォーマットに反映します。RSPI は、各データ転送の次アクセ

ス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメントします。シーケンスを構成している最終コ
マンドに対応するシリアル転送が終了すると、RSPI はポインタをSPCMD0 にセットするので、シー

ケンスは繰り返し実行されます。

図 34.25     マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法

(d) バースト転送
RSPI が現在のシリアル転送で参照しているRSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のSSLKP ビットが

1 の場合には、RSPI はシリアル転送中のSSL 信号レベルを次のシリアル転送のSSL 信号アサート開

始まで保持します。次のシリアル転送での SSL 信号レベルが、現在のシリアル転送での SSL 信号レ

ベルと同じであれば、RSPI はSSL 信号アサート状態を保持したまま連続的にシリアル転送を実行す

ることができます（バースト転送）。
図34.26 に、SPCMD0～1 の設定を使用してバースト転送を実現した場合のSSL 信号動作例を示し

ます。図34.26に記載した (1)～ (7)のRSPI 動作内容について、以下に説明します。なお、SSL 出力信

号の極性は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）の設定値に依存します。

(1)SPCMD0にしたがったSSL信号のアサートとRSPI-RSPCK遅延の挿入を実施します。

(2)SPCMD0にしたがったシリアル転送を実行します。

(3)SSLネゲート遅延を挿入します。
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(4)SPCMD0のSSLKPビットが1であるため、SPCMD0でのSSL信号値を保持します。この期間は、

最短の場合にはSPCMD0の次アクセス遅延＋2Pck継続されます。最短期間を経過後にシフトレ

ジスタが空の場合には、次転送のための送信データがシフトレジスタに格納されるまで、この
期間を継続します。

(5)SPCMD1にしたがったSSL信号のアサートとRSPI-RSPCK遅延の挿入を実施します。

(6)SPCMD1にしたがったシリアル転送を実行します。

(7)SPCMD1の SSLKPビットが 0であるため、SSL信号をネゲートします。また、SPCMD1にした

がった次アクセス遅延が挿入されます。

図 34.26     SSLKP ビットを利用したバースト転送動作の例

SSLKP ビットに 1 を設定した SPCMD での SSL 信号出力設定と、次転送で使用する SPCMD での

SSL 信号出力設定が異なる場合、RSPI は次転送のコマンドに対応した SSL 信号のアサート時（図

34.26 の (5)）にSSL 信号状態を切り替えます。このようなSSL 信号の切り替えが発生した場合、RSPI-
MISO をドライブするスレーブが競合して信号レベルの衝突が発生する可能性があるので、注意して

ください。
マスタモードのRSPI は、SSLKP を使用しない場合のSSL 信号動作をモジュール内部で参照してい

ます。SPCMDのCPHA ビットが0 の場合でも、RSPI は内部で検出した次転送のSSL 信号のアサート

を使用してシリアル転送を正確に開始できます。このため、マスタモードのバースト転送は、CPHA
ビットの設定値にかかわらず実行できます。（「34.4.10 SPI動作」参照）

(e) RSPI-RSPCK 遅延（t1）
マスタモードの RSPI の RSPI-RSPCK 遅延値は、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の SCKDEN

ビットの設定とRSPI-RSPCK遅延レジスタ（SPCKD）の設定に依存します。RSPI は、シリアル転送

で参照するSPCMD をポインタ制御によって決定し、選択したSPCMD のSCKDEN ビットとSPCKD
を使用して、表34.9 のようにシリアル転送時のRSPI-RSPCK遅延値を決定します。なお、RSPI-RSPCK
遅延の定義については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

表34.9 SCKDEN、SPCKD とRSPI-RSPCK 遅延の関係

(f) SSL ネゲート遅延（t2）
マスタモードの RSPI の SSL ネゲート遅延値は、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の SLNDEN

ビットの設定とSSL ネゲート遅延レジスタ（SSLND）の設定に依存します。RSPI は、シリアル転送

SCKDEN SPCKD RSPI-RSPCK 遅延値

0 000～111 1 RSPI-RSPCK

1 000 1 RSPI-RSPCK

001 2 RSPI-RSPCK

010 3 RSPI-RSPCK

011 4 RSPI-RSPCK

100 5 RSPI-RSPCK

101 6 RSPI-RSPCK

110 7 RSPI-RSPCK

111 8 RSPI-RSPCK

SSL

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

RSPI-RSPCK
（CPHA＝1、

CPOL＝0）
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で参照するSPCMD をポインタ制御によって決定し、選択したSPCMD の SLNDEN ビットと SSLND
を使用して、表 34.10 のようにシリアル転送時の SSL ネゲート遅延値を決定します。なお、SSL ネ
ゲート遅延の定義については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

表34.10 SSLND とSSL ネゲート遅延の関係

SLNDEN SSLND SSL ネゲート遅延値

0 000～111 1 RSPI-RSPCK

1 000 1 RSPI-RSPCK

001 2 RSPI-RSPCK

010 3 RSPI-RSPCK

011 4 RSPI-RSPCK

100 5 RSPI-RSPCK

101 6 RSPI-RSPCK

110 7 RSPI-RSPCK

111 8 RSPI-RSPCK

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 34.  ルネサスシリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

 Page 34-59

(g) 次アクセス遅延（t3）
マスタモードのRSPI の次アクセス遅延は、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のSPNDEN ビット

の設定とRSPI次アクセス遅延レジスタ（SPND）の設定に依存します。RSPI は、シリアル転送で参

照するSPCMD をポインタ制御によって決定し、選択したSPCMD のSPNDEN ビットとSPND を使用

して、表34.11 のようにシリアル転送時のRSPI-RSPCK 遅延を決定します。なお、次アクセス遅延の

定義については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

表34.11 SPNDEN、SPND と次アクセス遅延の関係

SPNDEN SPND 次アクセス遅延値

0 000～111 1 RSPI-RSPCK + 2 Pck

1 000 1 RSPI-RSPCK + 2 Pck

001 2 RSPI-RSPCK + 2 Pck

010 3 RSPI-RSPCK + 2 Pck

011 4 RSPI-RSPCK + 2 Pck

100 5 RSPI-RSPCK + 2 Pck

101 6 RSPI-RSPCK + 2 Pck

110 7 RSPI-RSPCK + 2 Pck

111 8 RSPI-RSPCK + 2 Pck
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(h) 初期化フロー
図34.27 に、SPI 動作時のRSPI をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。な

お、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を参

照してください

図 34.27     マスタモード時の初期化フロー例

マスタモード
初期設定開始

RSPI端子制御レジスタ
（SPPCR）の設定

RSPIビットレートレジスタ
（SPBR）の設定

RSPIデータコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

RSPCK遅延レジスタ
（SPCKD）の設定

RSPIスレーブセレクトネゲート
遅延レジスタ（SSLND）の設定

RSPI次アクセス遅延レジスタ
（SPND）の設定

RSPI制御レジスタ2

（SPCR2）の設定

RSPIコマンドレジスタ0～7

（SPCMD0～7）の設定

割り込みコントローラの設定

DMACの設定

入出力ポートの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）の設定

マスタモード
初期設定終了

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

（割り込み使用時）

（DMAC使用時）

・SSL信号レベルの設定
・RSPI-RSPCK遅延イネーブルの設定
・SSLネゲート遅延イネーブルの設定
・次アクセス遅延イネーブルの設定
・MSB/LSBファーストの設定
・データ長の設定
・転送ビットレートの設定
・クロック位相の設定
・クロック極性の設定

・マスタモードの設定
・割り込みマスクの設定
・RSPIのモード設定

・転送アイドル時のRSPI-MOSI信号値の設定

・転送ビットレートの設定

・使用するフレーム数の設定

・RSPI-RSPCK遅延値の設定

・次アクセス遅延値の設定

・SSLネゲート遅延値の設定
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(i) 転送動作フロー
図34.28 に、SPI 動作時、マスタモードの転送動作フローを示します。

図 34.28     マスタモード時の転送動作フロー

No

Yes

TXMD = 0

TXMD = 1
送信後、転送／受信

マスタモード
初期設定終了

送信データのコピー
送信バッファ→シフトレジスタ

オーバラン
エラー状態

受信バッファ状態

受信データのコピー
シフトレジスタ→受信バッファ オーバラン

エラー状態

エラー処理

コマンドポインタを
RSPIシーケンスステータスレジスタ
（SPSSR）のSPECM1、0にコピー

コマンドポインタ更新

シリアル転送の継続

転送動作終了

シリアル転送開始

RSPI-RSPCK

サイクル数

送信バッファ状態
エンプティ

エンプティ

＜データ長

エラーあり

エラーあり

エラーなし

エラーなし

＝データ長

フル

フル
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(1) スレーブモード動作

(a) シリアル転送の開始
RSPI コマンドレジスタ0（SPCMD0）のCPHA ビットが0 の場合、RSPI がRSPI-SSL0 入力信号の

アサートを検出すると、RSPI-MISO 出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。

このため、RSPI-SSL0 入力信号のアサートがシリアル転送開始のトリガになります。

CPHA ビットが 1 の場合、RSPI はRSPI-SSL0 入力信号のアサート状態で最初のRSPI-RSPCK エッ

ジを検出すると、RSPI-MISO 出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。この

ため、CPHA が1 の場合には、RSPI-SSL0 信号アサート状態における最初のRSPI-RSPCK エッジがシ

リアル転送開始のトリガになります。
RSPI は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状

態をフルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできない
ようにします。シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPI はシフト

レジスタの状態をフルのまま変更しません。
CPHA ビットの設定に依存せず、RSPI が RSPI-MISO 出力信号のドライブを開始するタイミング

は、RSPI-SSL0 信号アサートタイミングとなります。CPHA ビットの設定によって、RSPI が出力す

るデータの有効／無効が異なります。
なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してくださ

い。RSPI-SSL0入力信号の極性は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）のSSL0P ビットの

設定値に依存します。

(b) シリアル転送の終了
RSPI コマンドレジスタ0（SPCMD0）のCPHA ビットにかかわらず、RSPI は最終サンプルタイミ

ングに相当するRSPI-RSPCK エッジを検出するとシリアル転送を終了します。RSPI ステータスレジ

スタ（SPSR）のSPRF ビットが0 で受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送の終了後に、

RSPI はシフトレジスタからRSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッファに受信データをコピーし

ます。また、SPRF ビットの値にかかわらず、RSPI はシリアル転送の終了後にシフトレジスタの状

態を空に変更します。シリアル転送開始からシリアル転送終了の間にRSPI がRSPI-SSL0 入力信号の

ネゲートを検出するとモードフォルトエラーが発生します（「34.4.8 エラー検出」参照）。

なお、最終サンプルタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。スレーブモード
のRSPI のデータ長はSPCMD0 のSPB3～SPB0 ビットの設定値に依存します。RSPI-SSL0 入力信号の

極性は、RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）のSSL0P ビットの設定値に依存します。RSPI
の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してください。

(c) シングルスレーブ時の注意点
RSPI コマンドレジスタ0（SPCMD0）のCPHA ビットが0 の場合には、RSPI はRSPI-SSL0 入力信

号のアサートエッジを検出するとシリアル転送を開始します。図 34.5 の例に示したような構成で

RSPI をシングルスレーブで使用する場合には、RSPI-SSL0 入力信号が常にアクティブ状態に固定さ

れるため、CPHA を 0 に設定したRSPI ではシリアル転送を正しく開始できません。RSPI-SSL0 入力

信号をアクティブ状態に固定する構成で、スレーブモードRSPI の送受信を正しく実行するためには、

CPHA ビットを1 にしてください。CPHA ビットを0 にする必要がある場合には、RSPI-SSL0 入力信

号を固定しないでください。

(d) バースト転送
RSPI コマンドレジスタ0（SPCMD0）のCPHA ビットが1 の場合、RSPI-SSL0 入力信号のアサート

状態を保持したままで、連続的なシリアル転送（バースト転送）を実行することが可能です。CPHA
ビットが1 の場合には、RSPI-SSL0入力信号アクティブ状態における最初のRSPI-RSPCK エッジから

最終ビット受信のためのサンプルタイミングまでが、シリアル転送期間に相当します。RSPI-SSL0 入
力信号がアクティブレベルのままであっても、アクセスの開始を検出可能であるので、バースト転
送に対応可能です。

CPHA ビットが0 の場合には、（c）と同じ理由のために、バースト転送の2 回目以降のシリアル転

送を正しく実行できません。
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(e) 初期化フロー
図 34.29 に、SPI 動作時、RSPI をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。

なお、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を

参照してください

図 34.29     スレーブモード時の初期化フロー例

スレーブモード
初期設定開始

RSPI端子制御レジスタ
（SPPCR）の設定

・RSPI-SSL0入力極性の設定

・使用するフレーム数の設定

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

・MSB／LSBファーストの設定
・データ長の設定
・クロック位相の設定
・クロック極性の設定

・スレーブモードの設定
・モードフォルトエラー検出の設定
・割り込みマスクの設定
・RSPIのモード設定

（割り込み使用時）

（DMAC使用時）

RSPIスレーブセレクト極性
レジスタ（SSLP）の設定

RSPIデータコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

RSPIコマンドレジスタ0

（SSCMD0）の設定

RSPI 制御レジスタ2

（SPCR2）の設定

割り込みコントローラの設定

DMACの設定

入出力ポートの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）の設定

スレーブモード
初期設定終了
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(f) 転送動作フロー（CPHA＝0）
図 34.30 に、SPI 動作時、RSPI コマンドレジスタ 0（SPCMD0）のCPHA ビットを 0 に設定したス

レーブモードのRSPI の転送動作フローを示します。

図 34.30     スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝0）

RSPI-MISO Hi-Z
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TXMD = 1

TXMD = 0

スレーブモード
初期設定終了

RSPI-SSL0

入力レベル

アサート

＜データ長

エラーあり

エラーあり

エラーなし

アサート

アサート

ネゲート

ネゲート

フル

エラーなし

エンプティ

＝データ長

ネゲート

シリアル転送開始

RSPI-RSPCK

サイクル数

送信後、
転送／受信

オーバラン
エラー状態

オーバラン
エラー状態

受信バッファ状態

受信データのコピー
シフトレジスタ→受信バッファ

RSPI-SSL0

入力レベル

RSPI-SSL0

入力レベル

シリアル転送の継続

転送動作終了 エラー処理
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エラー処理
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(g) 転送動作フロー（CPHA＝1）
図 34.31 に、SPI 動作時、RSPI コマンドレジスタ 0（SPCMD0）のCPHA ビットを 1 に設定したス

レーブモードの RSPI の転送動作フローを示します。MODFEN ビットを 0 に設定した状態でシリア

ル転送を開始し、データ長より短い RSPI-RSPCK サイクル数で RSPI-SSL0 入力レベルをネゲートし

た場合、以後の動作は保証されません。

図 34.31     スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝1）
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34.4.11 クロック同期式動作

RSPI は、RSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPMS ビットが1 であるとき、クロック同期式動作となりま

す。クロック同期式動作は、SSL 端子を使用せず、RSPI-RSPCK、RSPI-MOSI、RSPI-MISO の 3 本の端

子を用いて通信を行い、SSL 端子は IO ポートとして使用することができます。

クロック同期式動作は、SSL 端子を使用せず通信を行いますが、モジュール内部の動作は SPI 動作と

同様の動作をします。
マスタ動作、スレーブ動作において、SPI 動作時と同様のフローで通信を行うことができますが、SSL

端子を使用しませんので、モードフォルトエラーの検出を行いません。
また、クロック同期式動作では、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）の CPHA ビットを 0 に設定した

場合の動作について保証しておりません。

(1) マスタモード動作

(a) シリアル転送の開始
RSPI ステータスレジスタ（SPSR）の SPTEF ビットが 1 の状態で、RSPI データレジスタ（SPDR）

へデータを書き込むと、RSPI はSPDR の送信バッファのデータを更新します。SPDR への書き込み、

又はCPU から SPTEF の 1 読み出し後の 0 書き込みによって SPTEF ビットを 0 にクリアした状態で、

シフトレジスタが空の場合には、RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーしてシリ

アル転送を開始します。RSPI は、シフトレジスタに送信データをコピーするとシフトレジスタのス

テータスをフルに変更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのステータスを空に変更しま
す。シフトレジスタのステータスをCPU から参照することはできません。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してくださ

い。

(b) シリアル転送の終了
RSPI はサンプルタイミングに対応するRSPI-RSPCK エッジを送出するとシリアル転送を終了しま

す。RSPI ステータスレジスタ（SPSR）の SPRF ビットが 0 で受信バッファに空きがある場合には、

シリアル転送終了後にシフトレジスタから RSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッファにデータ

をコピーします。なお、最終サンプルタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マ
スタモードのRSPI のデータ長は、RSPI コマンドレジスタ（SPCMD）のSPB3～SPB0 ビットの設定

値に依存します。RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照し

てください。
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(c) シーケンス制御
マスタモード時の転送フォーマットは、RSPI シーケンス制御レジスタ（SPSCR）、RSPI コマンド

レジスタ0～７（SPCMD0~7)、RSPI ビットレートレジスタ（SPBR）、RSPI クロック遅延値レジスタ

（SPCKD）、RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）、RSPI 次アクセス遅延値レジス

タ（SPND）によって決定されます。クロック同期式動作時は、SSL 信号の出力を行いませんが、こ

れらの設定は有効です。
SPSCR は、マスタモードのRSPI で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレジ

スタです。SPCMD0~7 には、SSL 出力信号値、MSB／LSB ファースト、データ長、ビットレート設

定の一部、RSPI-RSPCK 極性／位相、SPCKD の参照要否、SSLND の参照要否、SPND の参照要否が

設定されています。SPBR にはビットレート設定の一部、SPCKD にはRSPI クロック遅延値、SSLND
にはSSL ネゲート遅延、SPND には次アクセス遅延値が設定されています。

RSPI は、SPSCR に設定されたシーケンス長に従って、SPCMD0~7の一部／全部からなるシーケン

スを構成します。RSPI には、シーケンスを構成しているSPCMD に対するポインタが存在します。こ

のポインタの値は、RSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）のSPCP２～０の読み出しによっ

てCPU から確認可能です。RSPI 制御レジスタ（SPCR）のSPE ビットを1 にしてRSPI 機能をイネー

ブルにすると、RSPI はコマンドに対するポインタをSPCMD0 にセットし、シリアル転送の開始時に

SPCMD0 の設定内容を転送フォーマットに反映します。RSPI は、各データ転送の次アクセス遅延期

間が終了するたびにポインタをインクリメントします。シーケンスを構成している最終コマンドに
対応するシリアル転送が終了すると、RSPI はポインタをSPCMD0 にセットするので、シーケンスは

繰り返し実行されます。

図 34.32     マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法
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SPCMD3
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次アクセス遅延
＝3 RSPI-RSPCK + 2Pck

ポインタ
SPCP2~SPCP0

SPCMD0～SPCMD2で
シーケンス形成
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MSBファースト、8ビット、
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(d) 初期化フロー
図 34.33 に、クロック同期式動作時の RSPI をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を

示します。なお、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロッ

クの説明を参照してください。

図 34.33     マスタモード時の初期化フロー例

マスタモード
初期設定開始

・転送アイドル時のRSPI-MOSI信号値の設定

・転送ビットレートの設定

・使用するフレーム数の設定

・RSPI-RSPCK遅延値の設定

・SSLネゲート遅延値の設定

・次アクセス遅延値の設定

・マスタモードの設定
・割り込みマスクの設定
・RSPIのモード設定

（割り込み使用時）

（DMAC使用時）

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

・SSL信号レベルの設定
・RSPI-RSPCK遅延イネーブルの設定
・SSLネゲート遅延イネーブルの設定
・次アクセス遅延イネーブルの設定
・MSB/LSBファーストの設定
・データ長の設定
・転送ビットレートの設定
・クロック極性の設定

RSPI端子制御レジスタ
（SPPCR）の設定

RSPIビットレートレジスタ
（SPBR）の設定

RSPIデータコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

RSPI-RSPCK遅延レジスタ
（SPCKD）の設定

RSPI 制御レジスタ2

（SPCR2）の設定

RSPIコマンドレジスタ0～7

（SPCMD0～7）の設定

割り込みコントローラの設定

DMACの設定

入出力ポートの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）の設定

マスタモード
初期設定終了

RSPIスレーブセレクトネゲート
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(e) 転送動作フロー
図34.34 に、クロック同期式動作時、マスタモードの転送動作フローを示します。

図 34.34     マスタモード時の転送動作フロー
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TXMD = 1

TXMD = 0

マスタモード
初期設定終了

送信バッファ状態
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＜データ長

＝データ長

エラーなし

エラーなし

エラーあり

エラーあり

フル

フル

RSPI-RSPCK

サイクル数

送信後、転送／受信

オーバラン
エラー状態

受信バッファ状態

オーバラン
エラー状態

エラー処理

受信データのコピー
シフトレジスタ→受信バッファ
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シリアル転送の継続

転送動作終了
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(1) スレーブモード動作

(a) シリアル転送の開始
RSPI は、RSPI 制御レジスタ（SPCR）の SPMS ビットが 1 であるとき、最初の RSPI-RSPCK エッ

ジがシリアル転送開始のトリガになります。
RSPI は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状

態をフルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできない
ようにします。シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPI はシフト

レジスタの状態をフルのまま変更しません。
SPMS ビットが1 であるときは、RSPI はRSPI-MISO 出力信号を常にドライブします。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」を参照してくださ

い。

(b) シリアル転送の終了
RSPI は最終サンプルタイミングに相当するRSPI-RSPCK エッジを検出するとシリアル転送を終了

します。RSPI ステータスレジスタ（SPSR）のSPRF ビットが0 で受信バッファに空きがある場合に

は、シリアル転送の終了後に、RSPI はシフトレジスタからRSPI データレジスタ（SPDR）の受信バッ

ファに受信データをコピーします。また、SPRF ビットの値にかかわらず、RSPI はシリアル転送の

終了後にシフトレジスタの状態を空に変更します。なお、最終サンプルタイミングは転送データの
ビット長に依存して変化します。スレーブモードのRSPI のデータ長はSPCMD0 のSPB3～SPB0 ビッ

トの設定値に依存します。RSPI の転送フォーマットの詳細については、「34.4.4 転送フォーマット」

を参照してください。
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(c) 初期化フロー
図 34.35 に、クロック同期式動作時の RSPI をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例

を示します。なお、割り込みコントローラ、DMAC、入出力ポートの設定方法については、各ブロッ

クの説明を参照してください。

図 34.35     スレーブモード時の初期化フロー例

スレーブモード
初期設定開始

RSPI端子制御レジスタ
（SPPCR）の設定

RSPIデータコントロールレジスタ
（SPDCR）の設定

・使用するフレーム数の設定

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

・MSB/LSBファーストの設定
・データ長の設定
・クロック極性の設定

（割り込み使用時）

（DMAC使用）

・スレーブモードの設定
・割り込みマスクの設定
・RSPIのモード設定

RSPIコマンドレジスタ0

（SPCMD0）の設定

割り込みコントローラの設定

DMACの設定

入出力ポートの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）の設定

スレーブモード
初期設定終了

RSPI 制御レジスタ2
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(d) 転送動作フロー
図34.36 に、クロック同期式動作時のRSPI の転送動作フローを示します。

図 34.36     スレーブモード時の転送動作フロー（CPHA＝1）
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転送／受信
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34.4.12 エラー処理

図 34.37、図 34.38、図 34.39 に、RSPI のエラー処理を示します。マスタモード、スレーブモードで発

生したエラーは、以下のエラー処理を行うことでエラー状態から復帰できます。

図 34.37     エラー処理（オーバランエラー）

SPTEF = 0

SPTEF = 1

オーバランエラー発生

ユーザ処理

OVRFビットのクリア

オーバランエラー発生前の
受信データをリード

OVRFビット、SPRFビットが
0であることを確認

SPTEFビットの状態

オーバランエラー処理完了

SPEビットをクリアし、
内部シーケンサを初期化

SPEビットを1セット
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図 34.38     エラー処理（パリティエラー）

図 34.39     エラー処理（モードフォルトエラー）
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34.4.13 ループバックモード

CPU がRSPI 端子制御レジスタ（SPPCR）のSPLP2 ビットか SPLPビットに1 を書き込むと、RSPI は
RSPI-MISO 端子とシフトレジスタ間、及び RSPI-MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフ

トレジスタの入力経路と出力経路（反転）を接続します（ループバックモード）。ループバックモード
でシリアル転送を実行すると、反転した送信データが受信データとなります。。
表34.12 に、SPLP2 ビットと SPLP ビットの設定と受信データの関係を示します。

表34.12 SPLP2 ビットと SPLP ビットの設定と受信データ

図 34.40 に、マスタモードのRSPI をループバックモードに設定した場合のシフトレジスタ入出力経路

の構成を示します (SPLP2 = 0、SPLP = 1)。

図 34.40     ループバックモード時のシフトレジスタ入出力構成（マスタモード）

SPLP2 SPLP 受信データ

0 0 RSPI-MOSI 端子か RSPI-MISO 端子からの入力データ

0 1 送信データの反転
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1 1 送信データ

RSPI-
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セレクタ
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スレーブ

スレーブ
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34.4.14 パリティ機能のセルフダイアグノシス

パリティ回路は、送信データ用のパリティ付加ユニットと受信データ用のエラー検出ユニットで構成
されています。図 34.41 にパリティ回路のセルフダイアグノシス機能のフローチャートを示します。パ

リティ回路のパリティ付加ユニットとエラー検出ユニットの欠陥を検出します。

図 34.41     パリティ回路のセルフダイアグノシス機能のフローチャート

パリティ回路のセルフダイアグノシスチェック開始

正しいパリティビットを付加した
送信データを転送

通常動作でパリティビットを付加して
ループバック開始

送信データレジスタに格納した
データを確認

正常終了（パリティ回路異常なし）

異常終了
（パリティ付加ユニットに異常あり、
エラー検出ユニットに異常なし）

異常終了
（エラー検出ユニットに異常あり）

誤ったパリティビットを付加した
送信データを転送

パリティーエラー発生

パリティーエラー発生

誤ったパリティビットを付加

パリティーエラー発生

パリティ回路のセルフダイアグノシス機能無効（PTE = 0）

パリティーエラーなし

パリティーエラーなし

正しいパリティビットを付加

パリティーエラーなし

全二重同期式のシリアル通信の設定 (TXMD = 0)

パリティ回路のセルフダイアグノシス機能を有効に設定 (PTE = 1)

パリティ機能を有効に設定 (SPPE = 1)

ループバックモードの設定 (SPLP2 = 1)
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34.4.15 割り込み要求

RSPI の割り込み要因には、受信バッファフル、送信バッファエンプティ、モードフォルト、オーバラ

ン、パリティ、アイドルがあります。また、受信バッファフル、送信バッファエンプティの割り込み要
求でDMAC を起動し、データ転送を行うことができます。

モードフォルト、オーバラン、パリティの割り込み要求はERRINT のベクタアドレスに割り付けられ

ているため、フラグによる要因の判断が必要です。表34.13 に、RSPI の割り込み要因を示します。

表34.13 の割り込み条件が成立すると、割り込みが発生します。CPU 又はDMAC によるデータ転送で

割り込み要因をクリアしてください。

表34.13 RSPI の割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込み条件 DMAC 起動 割り込みベクタ

RXINT 受信バッファフル SPRIE=1 かつSPRF=1 ○ H'1D80

TXINT 送信バッファエンプティ SPTIE=1かつSPTEF=1 ○ H'1DA0

ERRINT モードフォルト SPEIE=1かつMODF= 1 — H'1DE0

オーバラン SPEIE=1かつOVRF=1 —

パリティ SPEIE=1かつPERF=1 —

IDINT アイドル SPIIE=1かつ IDLNF=1 — H'1DC0
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35. イベントカウンタ（EVC）
イベントカウンタ（EVC）は、外部端子（EVENT0～EVENT15）入力イベントのカウントを行います。

35.1 特長

• 16チャネルの外部端子入力イベントを独立にカウント可能

• イベントは、立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジを選択可能
• イベントカウント機能の有効／無効をチャネル毎に独立に設定可能

図35.1 にEVC のブロック図を示します。

図 35.1     EVC ブロック図
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:
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【記号説明】
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EVCECR
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:イベントカウンタチャネルイネーブルレジスタ
:イベントカウンタエッジ制御レジスタ
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:イベントカウンタ15
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35.2 入出力

EVC の端子構成を表35.1 に示します。

表35.1 EVC の端子構成

注1. EVENT0～EVENT7 端子はGPIO 機能及びLBSC 端子機能とマルチプレクスされています。イベントカウント機

能を使用する場合はPSEL6、PSEL7レジスタの設定が必要です。詳細は「40. 汎用入出力ポート（GPIO）」を参

照してください｡
2. EVENT8～EVENT15 端子はAD 入力機能とマルチプレクスされています。イベントカウント機能を使用する場

合はADCを停止（ADCSR_1レジスタのADSTビット＝0）してください。詳細は「39. A/D 変換器（ADC）」を

参照してください。

名称 記号 入出力 機 能

Event input 0（注1） EVENT0 入力 外部イベント 0 入力用の入力端子です。

Event input 1（注1） EVENT1 入力 外部イベント 1 入力用の入力端子です。

Event input 2（注1） EVENT2 入力 外部イベント 2 入力用の入力端子です。

Event input 3（注1） EVENT3 入力 外部イベント 3 入力用の入力端子です。

Event input 4（注1） EVENT4 入力 外部イベント 4 入力用の入力端子です。

Event input 5（注1） EVENT5 入力 外部イベント 5 入力用の入力端子です。

Event input 6（注1） EVENT6 入力 外部イベント 6 入力用の入力端子です。

Event input 7（注1） EVENT7 入力 外部イベント 7 入力用の入力端子です。

Event input 8（注2） EVENT8 入力 外部イベント 8 入力用の入力端子です。

Event input 9（注2） EVENT9 入力 外部イベント 9 入力用の入力端子です。

Event input 10（注2） EVENT10 入力 外部イベント 10 入力用の入力端子です。

Event input 11（注2） EVENT11 入力 外部イベント 11 入力用の入力端子です。

Event input 12（注2） EVENT12 入力 外部イベント 12 入力用の入力端子です。

Event input 13（注2） EVENT13 入力 外部イベント 13 入力用の入力端子です。

Event input 14（注2） EVENT14 入力 外部イベント 14 入力用の入力端子です。

Event input 15（注2） EVENT15 入力 外部イベント 15 入力用の入力端子です。
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35.3 レジスタの説明

EVC のレジスタ構成を表35.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表35.2 レジスタ構成

名 称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

イベントカウンタチャネル

イネーブルレジスタ

EVCCE R/W H'FFE8 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタエッジ

制御レジスタ

EVCECR R/W H'FFE8 0002 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 0 EVCNT0 R/W H'FFE8 0004 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 1 EVCNT1 R/W H'FFE8 0006 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 2 EVCNT2 R/W H'FFE8 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 3 EVCNT3 R/W H'FFE8 000A 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 4 EVCNT4 R/W H'FFE8 000C 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 5 EVCNT5 R/W H'FFE8 000E 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 6 EVCNT6 R/W H'FFE8 0010 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 7 EVCNT7 R/W H'FFE8 0012 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 8 EVCNT8 R/W H'FFE8 0014 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 9 EVCNT9 R/W H'FFE8 0016 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 10 EVCNT10 R/W H'FFE8 0018 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 11 EVCNT11 R/W H'FFE8 001A 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 12 EVCNT12 R/W H'FFE8 001C 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 13 EVCNT13 R/W H'FFE8 001E 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 14 EVCNT14 R/W H'FFE8 0020 16 H'0000 H'0000 H'0000

イベントカウンタ 15 EVCNT15 R/W H'FFE8 0022 16 H'0000 H'0000 H'0000
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35.3.1 イベントカウンタチャネルイネーブルレジスタ（EVCCE）

EVCCE は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、イベントカウント機能の有効／無効

制御を行います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 EVC15E 0 R/W EVENT15 カウントイネーブル

0：EVENT15 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT15 端子イベント入力のカウント有効

14 EVC14E 0 R/W EVENT14 カウントイネーブル

0：EVENT14 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT14 端子イベント入力のカウント有効

13 EVC13E 0 R/W EVENT13 カウントイネーブル

0：EVENT13 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT13 端子イベント入力のカウント有効

12 EVC12E 0 R/W EVENT12 カウントイネーブル

0：EVENT12 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT12 端子イベント入力のカウント有効

11 EVC11E 0 R/W EVENT11 カウントイネーブル

0：EVENT11 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT11 端子イベント入力のカウント有効

10 EVC10E 0 R/W EVENT10 カウントイネーブル

0：EVENT10 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT10 端子イベント入力のカウント有効

9 EVC9E 0 R/W EVENT9 カウントイネーブル

0：EVENT9 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT9 端子イベント入力のカウント有効

8 EVC8E 0 R/W EVENT8 カウントイネーブル

0：EVENT8 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT8 端子イベント入力のカウント有効

7 EVC7E 0 R/W EVENT7 カウントイネーブル

0：EVENT7 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT7 端子イベント入力のカウント有効

6 EVC6E 0 R/W EVENT6 カウントイネーブル

0：EVENT6 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT6 端子イベント入力のカウント有効

5 EVC5E 0 R/W EVENT5 カウントイネーブル

0：EVENT5 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT5 端子イベント入力のカウント有効

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

EVC13
E

EVC15
E

EVC14
E

EVC11
E

EVC10
E

EVC7
E

EVC6
E

EVC5
E

EVC4
E

EVC3
E

 EVC12
E

EVC9
E

EVC8
E

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

EVC2
E

EVC1
E

EVC0
E

ビット：

初期値：
R/W：
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4 EVC4E 0 R/W EVENT4 カウントイネーブル

0：EVENT4 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT4 端子イベント入力のカウント有効

3 EVC3E 0 R/W EVENT3 カウントイネーブル

0：EVENT3 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT3 端子イベント入力のカウント有効

2 EVC2E 0 R/W EVENT2 カウントイネーブル

0：EVENT2 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT2 端子イベント入力のカウント有効

1 EVC1E 0 R/W EVENT1 カウントイネーブル

0：EVENT1 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT1 端子イベント入力のカウント有効

0 EVC0E 0 R/W EVENT0 カウントイネーブル

0：EVENT0 端子イベント入力のカウント無効

1：EVENT0 端子イベント入力のカウント有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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35.3.2 イベントカウンタエッジ制御レジスタ（EVCECR）

EVCECR は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットのレジスタで、イベントの検出エッジの選択を行

います。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 EDS15 0 R/W EVENT15 エッジセレクト

EVENT15 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

14 EDS14 0 R/W EVENT14 エッジセレクト

EVENT14 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

13 EDS13 0 R/W EVENT13 エッジセレクト

EVENT13 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

12 EDS12 0 R/W EVENT12 エッジセレクト

EVENT12 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

11 EDS11 0 R/W EVENT11 エッジセレクト

EVENT11 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

10 EDS10 0 R/W EVENT10 エッジセレクト

EVENT10 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

9 EDS9 0 R/W EVENT9 エッジセレクト

EVENT9 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

8 EDS8 0 R/W EVENT8 エッジセレクト

EVENT8 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

7 EDS7 0 R/W EVENT7 エッジセレクト

EVENT7 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

EDS13EDS15 EDS14 EDS11 EDS10 EDS7 EDS6 EDS5 EDS4 EDS3EDS12 EDS9 EDS8

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

EDS2 EDS1 EDS0

ビット：

初期値：
R/W：
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35.3.3 イベントカウンタ0～15（EVCNT0～EVCNT15）

EVCNT0～EVCNT15 は、16 本の読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、それぞれEVENT0
～EVENT15 端子入力で検出されたイベントの回数を格納します。バイト単位でのアクセスは禁止です。

必ずワード単位でアクセスしてください。

6 EDS6 0 R/W EVENT6 エッジセレクト

EVENT6 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

5 EDS5 0 R/W EVENT5 エッジセレクト

EVENT5 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

4 EDS4 0 R/W EVENT4 エッジセレクト

EVENT4 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

3 EDS3 0 R/W EVENT3 エッジセレクト

EVENT3 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

2 EDS2 0 R/W EVENT2 エッジセレクト

EVENT2 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

1 EDS1 0 R/W EVENT1 エッジセレクト

EVENT1 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

0 EDS0 0 R/W EVENT0 エッジセレクト

EVENT0 端子イベント入力の検出エッジを選択します。

0：立ち上がりエッジをカウント

1：立ち下がりエッジをカウント

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 36.  暗号機能（ARC4）

 Page 36-1

36. 暗号機能（ARC4）
本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開いたします。
詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。
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37. 暗号エンジン（CRYPTO ENGINE）
本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開いたします。
詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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38. SD ホストインタフェース（SDHI）
本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開いたします。
詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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39. A/D 変換器（ADC）
本 LSI は 10 ビット精度の逐次比較方式 A/D 変換器を 2 ユニット内蔵しています。2 ユニット合わせて最

大16チャネルのアナログ入力を選択することができます。

39.1 特長

• 分解能：10ビット

• 入力チャネル：16チャネル（1ユニット当たり8チャネル）

• 最小変換時間：1チャネル当たり5.5μs
• 動作モード：3種類

- シングルモード　：1チャネルのA/D変換

- マルチモード　　：1～4チャネルのA/D変換又は1～8チャネルのA/D変換

- スキャンモード　：1～4チャネルの連続A/D変換又は1～8チャネルの連続A/D変換

• データレジスタ：16本（1ユニット当たり8本）

• 変換結果を各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持

• サンプル＆ホールド機能付き
• A/D変換開始方法：3種類

- ソフトウェア

- 8ビットタイマ（TMR）による変換開始トリガ

- 外部トリガ信号

• 割り込み要因
A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能

• モジュールスタンバイモードの設定可能

図39.1 にA/D変換器0のブロック図、図39.2 にA/D 変換器1 のブロック図を示します。

図 39.1     A/D 変換器0 のブロック図
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図 39.2     A/D 変換器1 のブロック図
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39.2 入出力端子

A/D 変換器で使用する入力端子を表39.1 に示します。

表39.1 端子構成

ユニット 機能 端子名 入出力 説明

共用 アナログ電源端子 AVCCQADC 入力 アナログ部の電源端子

グランド端子 VSS 入力 グランド端子及びA/D 変換の基準

グランド

0 アナログ入力端子0 AN0 入力 アナログ入力

アナログ入力端子1 AN1 入力

アナログ入力端子2 AN2 入力

アナログ入力端子3 AN3 入力

アナログ入力端子4 AN4 入力

アナログ入力端子5 AN5 入力

アナログ入力端子6 AN6 入力

アナログ入力端子7 AN7 入力

A/D 外部トリガ入力端子0 ADTRG0 入力 A/D 変換開始のための外部トリガ入力

リファレンス電源端子 0 AVREF0 入力 A/D変換器の基準電圧端子

1 アナログ入力端子8 AN8 入力 アナログ入力

アナログ入力端子9 AN9 入力

アナログ入力端子10 AN10 入力

アナログ入力端子11 AN11 入力

アナログ入力端子12 AN12 入力

アナログ入力端子13 AN13 入力

アナログ入力端子14 AN14 入力

アナログ入力端子15 AN15 入力

A/D 外部トリガ入力端子1 ADTRG1 入力 A/D 変換開始のための外部トリガ入力

リファレンス電源端子 1 AVREF1 入力 A/D変換器の基準電圧端子

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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39.3 レジスタの説明

表39.2 にレジスタ構成と各リセット時のレジスタの状態を示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表39.2 レジスタ構成

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフト

ウェア

リセット

A/D データレジスタ A_0 ADDRA_0 R H'FFE3 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ B_0 ADDRB_0 R H'FFE3 0002 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ C_0 ADDRC_0 R H'FFE3 0004 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ D_0 ADDRD_0 R H'FFE3 0006 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ E_0 ADDRE_0 R H'FFE3 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ F_0 ADDRF_0 R H'FFE3 000A 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ G_0 ADDRG_0 R H'FFE3 000C 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ H_0 ADDRH_0 R H'FFE3 000E 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D コントロール／

ステータスレジスタ_0

ADCSR_0 R/W H'FFE3 0010 16 H'0040 H'0040 H'0040

A/D データレジスタ A_1 ADDRA_1 R H'FFE4 0000 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ B_1 ADDRB_1 R H'FFE4 0002 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ C_1 ADDRC_1 R H'FFE4 0004 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ D_1 ADDRD_1 R H'FFE4 0006 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ E_1 ADDRE_1 R H'FFE4 0008 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ F_1 ADDRF_1 R H'FFE4 000A 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ G_1 ADDRG_1 R H'FFE4 000C 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D データレジスタ H_1 ADDRH_1 R H'FFE4 000E 16 H'0000 H'0000 H'0000

A/D コントロール／

ステータスレジスタ_1

ADCSR_1 R/W H'FFE4 0010 16 H'0040 H'0040 H'0040

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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39.3.1 A/D データレジスタA～H (ADDRA_i～ADDRH_i(i=0,1))

ADDR は、A/D 変換された結果を格納する16 ビットの読み出し専用レジスタで、ADDRA_i～ADDRH_i
の16本があります。

A/D 変換されたデータは10 ビットデータで、変換されたチャネルに対応するADDR のビット15～6 に
転送され、保持されます。ビット5～0 は読み出すと常に0 が読み出されます。

ADDRへのアクセスは常に16ビット単位で行ってください。

ADDR は、パワーオンリセット、マニュアルリセット、及びモジュールスタンバイモードでH'0000 に
初期化されます。
アナログ入力チャネルとADDR の対応を表39.3 に示します。

表39.3 アナログ入力チャネルとADDR の対応

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

15 ～ 6 DATA[9:0] すべて0 R ビットデータ（10 ビット）

5 ～ 0 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

アナログ入力チャネル 変換結果が格納されるA/D データレジスタ

AN0 ADDRA_0

AN1 ADDRB_0

AN2 ADDRC_0

AN3 ADDRD_0

AN4 ADDRE_0

AN5 ADDRF_0

AN6 ADDRG_0

AN7 ADDRH_0

AN8 ADDRA_1

AN9 ADDRB_1

AN10 ADDRC_1

AN11 ADDRD_1

AN12 ADDRE_1

AN13 ADDRF_1

AN14 ADDRG_1

AN15 ADDRH_1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R

—DATA[9:0] — — — — —

R R R R R R — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：
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39.3.2 A/D コントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）

ADCSR は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、動作モードの選択、A/D 変換の動作

制御、及び外部トリガ入力によるA/D 変換開始の許可又は禁止の選択を行います。

ADCSR は、パワーオンリセット、マニュアルリセット、及びモジュールスタンバイモードで H'0040
に初期化されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ADF 0 R/W A/D エンドフラグ

A/D 変換の終了を示すステータスフラグです。

［クリア条件］
• ADF＝1 の状態でADF フラグを読み出した後、ADF フラグに

0 を書き込んだとき

• ADI 割り込みによりDMAC が起動され、ADDR を読み出した

とき
［セット条件］
• シングルモードでA/D 変換が終了したとき

• マルチモードで選択されたすべてのチャネルのA/D 変換が終

了したとき
• スキャンモードで選択されたすべてのチャネルのA/D 変換が

終了したとき

14 ADIE 0 R/W A/D インタラプトイネーブル

A/D 変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可又は禁止を選

択します。
ADIE ビットの設定は変換停止中に行ってください。

0：A/D 変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止

1：A/D 変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可

13 ADST 0 R/W A/D スタート

A/D 変換の開始又は停止を選択します。A/D 変換中は1 を保持し

ます。

0：A/D 変換を停止

1：シングルモード時：A/D 変換を開始。指定したチャネルの

A/D 変換が終了すると自動的にクリア。

マルチモード時：A/D 変換を開始。指定したすべてのチャ

ネルを一巡してA/D 変換が終了すると自

動的に0 にクリア。

スキャンモード時：A/D 変換を開始。ソフトウェア、パ

ワーオンリセット、マニュアルリセット、
又はモジュールスタンバイモードへの遷
移により0 になるまで連続変換します。

12 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADF ADIE ADST — TRGS[3:0] CKS[1:0] MDS[2:0] CH[2:0]

ビット：

初期値：
R/W：
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記号説明 .　x：Don't care

11 ～ 8 TRGS[3:0] 0000 R/W タイマトリガセレクト
トリガ信号によるA/D 変換開始の許可又は禁止を選択します。

0000：外部トリガによるA/D 変換開始を禁止

0001：設定禁止

0010：設定禁止

0011：設定禁止

0100：設定禁止

0101：設定禁止

0110：設定禁止

0111：設定禁止

1000：設定禁止

1001：ADTRG によるA/D 変換開始

1010：TMR からの変換トリガによるA/D 変換開始

1011～1111：設定禁止

7、6 CKS[1:0] 01 R/W クロックセレクト

A/D変換時間の設定を行います。変換時間の設定は変換停止中

（ADST=0）に行ってください。絶対精度を満足するためには、

「39.4.5 入力サンプリングとA/D 変換時間」に記載する最小変換

時間以上となるように設定してください。

　なお、１ステートはPckの１サイクルです。

　00：変換時間＝138ステート（Pckの138サイクル）

　01：変換時間＝274ステート（Pckの274サイクル）

　10：変換時間＝546ステート（Pckの546サイクル）

　11：設定禁止

5 ～ 3 MDS[2:0] 000 R/W マルチスキャンモード
A/D 変換の動作モードを選択します。

0xx：シングルモード

100：マルチモード。1～4 チャネルのA/D 変換

101：マルチモード。1～8 チャネルのA/D 変換

110：スキャンモード。1～4 チャネルのA/D 変換

111：スキャンモード。1～8 チャネルのA/D 変換

2 ～ 0 CH[2:0] 000 R/W チャネルセレクト

ADCSR のMDS ビットとともにアナログ入力を選択します。

MDS[2:0]=0xxの
とき

MDS[2:0]=100,110のとき MDS[2:0]=101,111のとき

000: AN0 (AN8) 000: AN0 (AN8) 000: AN0 (AN8)

001: AN1 (AN9) 001: AN0、 AN1(AN8、AN9) 001: AN0、AN1 (AN8、AN9)

010: AN2 (AN10) 010: AN0 ～ AN2 (AN8～AN10) 010: AN0 ～ AN2 (AN8 ～AN10)

011: AN3 (AN11) 011: AN0 ～ AN3 (AN8～AN 11) 011: AN0 ～ AN3 (AN8～AN 11)

100: AN4 (AN12) 100: AN4 (AN12) 100: AN0 ～ AN4 (AN8～AN 12)

101: AN5 (AN13) 101: AN4、AN5 (AN12、AN13) 101: AN0 ～ AN5 (AN8～AN 13)

110: AN6 (AN14) 110: AN4 ～ AN6 (AN12～AN14) 110: AN0 ～ AN6 (AN8～AN 14)

111: AN7 (AN15) 111: AN4 ～ AN7 (AN12～ AN15) 111: AN0 ～ AN7 (AN8～AN 15)

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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39.4 動作説明

A/D 変換器は逐次比較方式で分解能は10 ビットです。動作モードにはシングルモードとマルチモード

とスキャンモードがあります。動作モードやアナログ入力チャネルの切り替えは、誤動作を避けるため
ADSTビット（ADCSRレジスタ のビット13）が0 の状態で行ってください。動作モードやアナログ入力

チャネルの変更とADST ビットのセットは同時に行うことができます。

39.4.1 シングルモード

シングルモードは、1 チャネルのみのA/D 変換を行う場合に選択します。

シングルモードは、指定された1 チャネルのアナログ入力を以下のように1 回A/D 変換します。

1. ソフトウェア、TMR 又は外部トリガ入力によってADSTビット（ADCSRレジスタのビット 13）

が1にセットされると、選択されたチャネルのA/D変換を開始します。

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がそのチャネルに対応するA/Dデータレジスタに転送され

ます。

3. A/D変換終了後、ADFビット（ADCSRレジスタのビット15）が1にセットされます。このとき、

ADIEビット（ADCSRレジスタのビット14）が1にセットされていると、ADI割り込み要求を発

生します。

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0になりA/D変換器は待機状

態になります。

A/D 変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるためにADST
ビットを 0 にし、A/D 変換を停止した状態で行ってください。更新した後、ADST ビットを 1 にセット

すると（モード及びチャネルの変換とADST ビットのセットは同時に行うことができます）、再びA/D 変
換を開始します。

シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このとき

の動作タイミングを図39.3 に示します（動作例におけるビットの指定はADCSR_0 レジスタです）。

1. 動作モードをシングルモードに、入力チャネルをAN1に（CH2＝ 0、CH1＝ 0、CH0＝ 1）、A/D

割り込み要求許可（ADIE＝1）に設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRB_0に転送されます。同時に、ADF＝1、ADST＝

0となり、A/D変換器0は変換待機となります。

3. ADF＝1、ADIE＝1となっているため、ADI0割り込み要求が発生します。

4. A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。

5. ADF=1を読み出した後、ADFに0を書き込みます。

6. A/D変換結果（ADDRB_0）を読み出して、処理します。

7. A/D 割り込み処理ルーチンの実行を終了します。この後、ADST ビットを 1 にセットすると A/D

変換が開始され2.～7.を行います。
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図 39.3     A/D 変換器の動作例（シングルモード、チャネル1 選択時）
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39.4.2 マルチモード

マルチモードは、複数チャネル（1 チャネルを含む）のアナログ入力をそれぞれ1 回順次変換します。

マルチモードは指定された最大8 チャネルのアナログ入力を以下のように1 回A/D 変換します。

1. ソフトウェア、TMR 又は外部トリガ入力によってADSTビット（ADCSRレジスタのビット 13）

が1にセットされると、アナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）に

A/D変換を実行します。

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/D

データレジスタに転送されます。

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADFビット（ADCSRレジスタのビット

15）が1にセットされます。このときADIEビット（ADCSRレジスタのビット14）が1にセット

されていると、ADI割り込み要求を発生します。

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0にクリアされてA/D変換器

は待機状態になります。A/D変換中にADSTビットを 0にクリアすると変換を中止し、A/D変換

器は待機状態になります。

ADFビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。

A/D 変換は、指定したすべてのチャネルを一巡して変換します。変換された結果は、各チャネルに対

応したADDR に転送され保持されます。

A/D 変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるためにADST
ビットを0 にクリアして、A/D 変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADST ビットに1 を
セットすると（モード及びチャネルの変更とADST ビットのセットは同時に行うことができます）、第1
チャネルが選択され、再びA/D 変換を開始します。

マルチモードで3 チャネル（AN0～AN2）を選択してA/D 変換を行う場合の動作例を以下に示します。

また、このときの動作タイミングを図39.4 に示します。

1. 動作モードをマルチモード（MDS2＝ 1、MDS1 ＝ 0）に、アナログ入力チャネルをAN0 ～ AN2

（CH2＝0、CH1＝1、CH0＝0）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。

2. 第 1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRA_0に

転送します。

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、ADSTビッ

トを0にして変換を終了します。

このときADIEビットが1であると、A/D変換終了後、ADI0割り込みを発生します。
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図 39.4     A/D 変換器の動作例（マルチモード、AN0～AN2 の3 チャネル選択時）
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39.4.3 スキャンモード

スキャンモードは、複数チャネル（1 チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするようなシス

テムに適します。スキャンモードは、指定された最大8 チャネルのアナログ入力を以下のように順次連

続してA/D 変換します。

1. ソフトウェア、TMR 又は外部トリガ入力によってADSTビット（ADCSRレジスタのビット 13）

が1にセットされると、アナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）に

A/D変換を実行します。

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/D

データレジスタに転送されます。

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADFビット（ADCSRレジスタのビット

15）が1にセットされます。このときADIEビット（ADCSRレジスタのビット14）が1にセット

されていると、ADI 割り込み要求を発生します。A/D 変換器は再びチャネル番号の小さい順に

A/D変換を実行します。

4. ADSTビットは自動的にクリアされず、1にセットされている間は2.～3.を繰り返します。ADST

ビットを0にクリアするとA/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。

ADFビットは、ADF＝1を読み出したあと、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。

A/D 変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるためにADST
ビットを0 にクリアして、A/D 変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADST ビットに1 を
セットすると（モード及びチャネルの変更とADST ビットのセットは同時に行うことができます）、第1
チャネルが選択され、再びA/D 変換を開始します。

スキャンモードで3 チャネル（AN0～AN2）を選択してA/D 変換を行う場合の動作例を以下に示しま

す。また、このときの動作タイミングを図39.5 に示します。

1. 動作モードをスキャンモード（MDS2＝1、MDS1＝1）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2

（CH2＝0、CH1＝1、CH0＝0）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。

2. 第 1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRA_0に

転送します。

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び、第1

チャネル（AN0）を選択し、連続して変換が行われます。このとき ADIE ビットが 1 であると、

A/D変換（第3チャネルの変換）終了後、ADI0割り込みを発生します。

6. ADSTビットは自動的にクリアされず、ADSTビットが1にセットされている間は2.～4.を繰り返

します。繰り返している間はADF＝1を保持しています。ADSTビットを0にクリアすると、A/D

変換が停止します。ADFビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリ

アされます。

2.～4.を繰り返している間ADF＝1 でADIE＝1 の場合、常にADI0 割り込みを発生します。第3 チャ

ネルの変換終了時点で割り込みを発生させたい場合は、割り込み発生後、ADF ビットを0 にしてくださ

い。
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図 39.5     A/D 変換器の動作例（スキャンモード、AN0～AN2 の3 チャネル選択時）
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39.4.4 外部トリガ、TMR によるA/D 変換器の起動

外部トリガ、TMR からの A/D 変換要求によって、A/D 変換器を独立に起動することができます。外

部トリガ、TMR からA/D 変換器を起動するときには、A/D トリガイネーブルビット（TRGS3～TRGS0）
の設定を行います。この状態で外部トリガ、TMR のA/D 変換要求が発生すると、ADSTビット（ADCSR
レジスタのビット13）を1 にセットします。これで、A/D 変換が開始されます。変換を行うチャネルは、

ADCSR のCH2～CH0 ビットで決まります。ADST ビットが 1 にセットされてから、A/D 変換が開始さ

れるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADST ビットに 1 を書き込んだ場合と同じです。なお、A/D
変換器 0 は外部トリガ ADTRG0、TMR_0 からの A/D 変換要求によって、A/D 変換器 1 は外部トリガ

ADTRG1、TMR_2 からのA/D 変換要求によって起動することができます。

39.4.5 入力サンプリングとA/D 変換時間

A/D 変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D 変換器は、ADSTビット（ADCSR
レジスタのビット13）が1 にセットされてからA/D 変換開始遅延時間（tD）経過後、入力のサンプリン

グを行い、その後変換を開始します。A/D 変換のタイミングを図39.6 に示します。また、A/D 変換時間

を表39.4 に示します。

A/D 変換時間（tCONV）は、図39.6 に示すように、tDと入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間と

なります。ここで tD は、ADCSR へのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのた

め、変換時間は表39.4に示す範囲で変化します。

マルチモード及びスキャンモードの変換時間は、表 39.4 に示す値が 1 回目の変換時間となります。2
回目以降の変換時間は表39.5 に示す値となります。

図 39.6     A/D 変換タイミング

(1)

(2)

Pck

ADF

tD tSPL

tCONV

(1)

(2) 

tD
tSPL

tCONV

アドレス

ライト信号

入力サンプリング
タイミング

：ADCSRライトサイクル
：ADCSRのアドレス
：A/D変換開始遅延時間
：入力サンプリング時間
：A/D変換時間

【記号説明】
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表39.4 A/D 変換時間（シングルモード）

注 . 表中の数値の単位はステート（１ステートはPckの１サイクル）です。

以下に設定例を示します。
Pck=48MHz、CKS[1:0]=01の場合、A/D変換時間 (tCONV)は
　267(cycle)/48(MHz)＝5.56μs
となります。

表39.5 A/D 変換時間（マルチモード／スキャンモード）

注 . 表中の数値の単位はステート（１ステートはPckの１サイクル）です。

39.4.6 外部トリガ入力タイミング

A/D 変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCSR の TRGS3
～TRGS0ビットがB'1001 にセットされているとき、ADTRG 端子から入力されます。ADTRGの立ち下

がりエッジで、ADST ビット（ADCSRレジスタのビット13）が1 にセットされ、A/D 変換が開始されま

す。その他の動作は、シングルモード／マルチモード／スキャンモードによらず、ソフトウェアによっ
てADST ビットを1 にセットした場合と同じです。このタイミングを図39.7 に示します。

図 39.7     外部トリガ入力タイミング

項目 記号

CKS1 = 0 CKS1 = 1

CKS0 = 0 CKS0 = 1 CKS0 = 0

Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. Min. Typ. Max.

A/D 変換開始遅延時間 tD 11 — 14 19 — 26 35 — 50

入力サンプリング時間 tSPL — 33 — — 65 — — 129 —

A/D 変換時間 tCONV 135 — 138 267 — 274 531 — 546

CKS1 CKS0 変換時間（ステート）

0 0 128（固定）

1 256（固定）

1 0 512（固定）

Pck

ADST

ADTRG

内部トリガ信号

A/D変換
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39.5 割り込み要因とDMAC 転送要求

A/D 変換器は、A/D 変換が終了すると、A/D 変換終了割り込み（ADI）を発生します。ADI 割り込み

要求は、A/D 変換終了後ADFビット（ADCSRレジスタのビット15） が1 にセットされ、このときADIE
ビット（ADCSRレジスタのビット14） が1 にセットされているとADI 割り込み要求を発生します。

後述のとおり、Ａ/Ｄ変換器の動作モードに応じて２種類のDMA転送要求信号を使用できます。

(1) シングルモード
ADCI0 又は ADCI1をDMACのDMA転送要求信号に設定すると、ADI割り込み信号発生時にDMACを

起動できます。このとき、SH-4Aへの割り込み要求は発生されません。

ADI割り込み信号により、DMACを起動する場合、DMACによるデータ転送時にADCSRのADFビット

は自動的に0になります。

表39.6 割り込み要因とDMAC 転送要求の関係

(2) スキャンモード又はマルチモード
ADC0_SCAN(ADC0-dmacscan_adscan_n)又はADC1_SCAN(ADC1-dmacscan_adscan_n)をDMACのDMA

転送要求信号に設定すると、各チャネル (ANi(i=1～15))のA/D変換が終了する毎にDMA転送要求が発生

します。したがって、変換終了時に変換結果データをDMACで転送します。

この場合、ADI割り込みを無効にしてください。A/D変換を終了する場合、DMAC転送終了時に発生

するDMAC割り込みを使用してください

DMACによるデータ転送時にADCSRのADFビットは自動的に0になりません。

割り込みの名称 割り込み要因 割り込みフラグ DMAC 転送要求信号

ADI0 A/D変換器0のA/D変換終了割り込み ADCSR_0のADF ADCI0

ADI1 A/D変換器１のA/D変換終了割り込み ADCSR_1のADF ADCI1
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39.6 A/D 変換精度の定義

A/D 変換器は、アナログ入力チャネルから入力されたアナログ値をアナログ基準電圧と比較しなが

ら、10 ビットのデジタル値に変換します。このときのA/D 変換の絶対精度、すなわち、入力アナログ値

と出力デジタル値との偏差は、以下の誤差を含んでいます。

1. オフセット誤差

2. フルスケール誤差

3. 量子化誤差

4. 非直線性誤差

図39.8 に沿って、上記1.～4.の誤差を説明します。ただし、図ではわかりやすいように、10 ビットの

中速A/D変換器を3 ビットの中速A/D 変換器に単純化しています。オフセット誤差とは、デジタル出力

値が最小値（ゼロ電圧）B'0000000000（図では000）からB'0000000001（図では001）に変化するときの、

実際のA/D 変換特性と理想A/D 変換特性との偏差（図39.8（1））です。フルスケール誤差とはデジタル

出力値がB'1111111110（図では110）から最大値（フルスケール電圧）B'1111111111（図では111）に変化

するときの、実際の A/D 変換特性と理想 A/D 変換特性との偏差（図 39.8（2））です。量子化誤差とは、

A/D 変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSB で表されます（図 39.8（3））。非直線性誤差とは、ゼ

ロ電圧からフルスケール電圧までの間の実際のA/D 変換特性と理想A/D 変換特性との偏差（図39.8（4））
です。ただし、オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差は含みません。

図 39.8     A/D 変換精度の定義

0 FS

111

110

101

100

011

010

001

000
FS

1024
1

1024
2

1024
1022
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デジタル出力 デジタル出力 （2）フルスケール誤差

理想A/D 
変換特性

理想A/D 
変換特性

（3）量子化誤差

（4）非直線性誤差

実際のA/D変換特性

【記号説明】
FS：フルスケール電圧

アナログ
入力電圧

アナログ
入力電圧 （1）オフセット誤差
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39.7 使用上の注意事項

A/D 変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。

39.7.1 モジュールスタンバイモードの設定

モジュールストップレジスタにより、A/D 変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。初期

値では、A/D 変換器は動作します。詳細は、「18. 低消費電力モード」を参照してください。

39.7.2 アナログ電圧の設定

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSI を使用した場合、LSI の信頼性に悪影響を及ぼすことがあり

ます。

(1) アナログ入力電圧の範囲
A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はVSS≦ANn≦AVCCQADCの範囲としてく

ださい。（n＝0～15）

(2) AVCCQADC入力電圧

AVCCQADC入力電圧は、VCCQ - 0.3 V ≦ AVCCQADC ≦ VCCQとしてください。さらに、A/D
変換器を使用しないときでも、AVCCQADC端子をオープンにしないでください。使用しないと

きは、必ずAVCCQADCは電源（VCCQ）に接続してください。

(3) AVREFm (m = 0, 1) 入力電圧の設定範囲

AVREFm端子によるリファレンス電圧範囲は3.0 V ≦ AVREFm ≦ AVCCQADCにしてください。

39.7.3 ボード設計上の注意

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。ま
た、デジタル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイアウト
は極力避けてください。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D 変換値に悪影響を及ぼします。

なお、アナログ入力信号（AN0 ～ AN15）、アナログ基準電圧 (AVREFm (m = 0, 1))、アナログ電源

（AVCCQADC）は、アナロググランド（VSS）で、デジタル回路を分離してください。

39.7.4 アナログ入力端子の取り扱い

アナログ入力端子（AN0～AN15）には、過大サージなどの異常電圧による破壊を防ぐために、図39.9
のような保護回路を接続してください。この図の回路は、ノイズによる誤差を抑える CR フィルタの機

能も兼ねています。なお、図の回路はあくまでも設計例ですので、実際の使用条件を考慮の上、回路定
数を決めてください。
図39.10 にアナログ入力端子の等価回路を、表39.7 にアナログ入力端子の規格を示します。
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図 39.9     アナログ入力端子の保護回路例

図 39.10     アナログ入力端子の等価回路

表39.7 アナログ入力端子の規格

項目 Min. Max. 単位

アナログ入力容量 — 20 pF

許容信号源インピーダンス — 5 k

AVREFm (m = 0, 1)

AVCCQADC

AN0 ～ AN15

VSS

Rin 100 Ω

0.1 μF

0.01 μF10 μF

（注1） （注1）

（注2） 本LSI

数値は参考値です。注．

注1．

注2． Rin：入力インピーダンス

3 kΩ

20 pF

AN0～AN15

　数値は参考値です。注．

A/D変換器へ
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39.7.5 許容信号源インピーダンス

本LSI のアナログ入力は、信号源インピーダンスが5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証され

る設計となっております。これはA/D 変換器のサンプル&ホールド回路の入力容量をサンプリング時間

内に充電するための規格で、センサの出力インピーダンスが5kΩを超える場合、充電不足が生じて、A/D
変換精度が保証できなくなります。シングルモードで変換を行うときに外部に大容量を設けている場
合、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗の3kΩだけになりますので、信号源インピーダンスは不問とな

ります。ただし、ローパスフィルタとなりますので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば5mV/μs
以上）には追従できないことがあります（図39.11）。高速のアナログ信号を変換する場合やスキャンモー

ドで変換を行う場合には、低インピーダンスのバッファを入れてください。

図 39.11     アナログ入力回路の例

39.7.6 絶対精度への影響

容量を付加することにより、GND とのカップリングを受けることになります。GND にノイズがある

と絶対精度が悪化する可能性がありますので、必ずAVss 等は電気的に安定なGND に接続してください。

またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意してく
ださい。

Cin =
15 pF

20 pF

3 kΩ

センサ入力

センサの
出力インピーダンス

～5kΩ

C～0.1μF

本LSI
A/D変換器の等価回路

数値は参考値です。注．
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40. 汎用入出力ポート（GPIO）

40.1 特長

本LSI は26 組（ポートA～Z）の汎用ポート（入出力：187本、入力：9本）があります。汎用入出力

ポート（GPIO）の各ポートは周辺モジュールの端子とマルチプレクスされており、関連レジスタでGPIO、

周辺モジュールの選択を行います。

GPIO には次のような特長があります。

• それぞれのポート端子は、ポートコントロールレジスタで端子機能とプルアップMOS制御を端子ご

とに行えるマルチプレクス端子です。
• ポートはそれぞれ端子のデータを格納するためのデータレジスタを1本ずつ持っています。

表40.1 に汎用入出力ポート（GPIO）のレジスタで制御されるマルチプレクス端子を示します。
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表40.1 ポートコントロールレジスタで制御されるマルチプレクス端子

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態

A PTA7

入出力（ポート）

BS

出力 (LBSC)

— —

PTA6

入出力（ポート）

RDWR 

出力 (LBSC)

— —

PTA5

入出力（ポート）

WE1 

出力 (LBSC)

— —

PTA4

入出力（ポート）

RDY

入力 (LBSC)

— —

PTA3

入出力（ポート）

ET0MDC

出力(RGMII or RMII)

— —

PTA2

入出力（ポート）

ET0MDIO

入出力 (RGMII or RMII)

— —

PTA1

入出力（ポート）

ET1MDC

出力(RGMII or RMII)

— —

PTA0

入出力（ポート）

ET1MDIO

入出力 (RGMII or RMII)

— —

B PTB7

入出力（ポート）

IRQ15

入力(INTC)

— — ポート入力

ノイズキャ

ンセル回路
PTB6

入出力（ポート）

IRQ14

入力(INTC)

— —

PTB5

入出力（ポート）

IRQ13

入力(INTC)

— —

PTB4

入出力（ポート）

IRQ12

入力(INTC)

— —

PTB3

入出力（ポート）

IRQ11

入力(INTC)

— —

PTB2

入出力（ポート）

IRQ10

入力(INTC)

— —

PTB1

入出力（ポート）

IRQ9

入力(INTC)

— —

PTB0

入出力（ポート）

IRQ8

入力(INTC)

TCLK

出力 (TMU)

—
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C PTC7

入出力（ポート）

IRQ7/IRL7

入力(INTC)

PWMU0

出力 (PWMU)

— ポート入力

ノイズキャ

ンセル回路
PTC6

入出力（ポート）

IRQ6/IRL6

入力(INTC)

PWMU1

出力 (PWMU)

—

PTC5

入出力（ポート）

IRQ5/IRL5

入力(INTC)

PWMU2

出力 (PWMU)

—

PTC4

入出力（ポート）

IRQ4/IRL4

入力(INTC)

PWMU3

出力 (PWMU)

—

PTC3

入出力（ポート）

IRQ3/IRL3

入力(INTC)

PWMU4

出力 (PWMU)

—

PTC2

入出力（ポート）

IRQ2/IRL2

入力(INTC)

PWMU5

出力 (PWMU)

—

PTC1

入出力（ポート）

IRQ1/IRL1

入力(INTC)

— —

PTC0

入出力（ポート）

IRQ0/IRL0

入力(INTC)

— —

D PTD6

入出力（ポート）

SP0-MISO

入力(SPI0)

— — —

PTD4

入出力（ポート）

SP0-SCK_FB

入力(SPI0)

— —

PTD2

入出力（ポート）

SP0-SS1

出力(SPI0)

DREQ0

入力 (DMAC)

—

PTD1

入出力（ポート）

SP0-SS2

出力(SPI0)

DACK0

出力 (DMAC)

—

PTD0

入出力（ポート）

SP0-SS3

出力(SPI0)

TEND0

出力 (DMAC)

—

E PTE7

入出力（ポート）

RMII0-CRS_DV

入力 (RMII)

— — —

PTE6

入出力（ポート）

RMII0-TXD1

出力 (RMII)

— BOOTWPSZ1

入力 (Strap)

PTE5

入出力（ポート）

RMII0-TXD0

出力 (RMII)

— BOOTWPSZ0

入力 (Strap)

PTE4

入出力（ポート）

RMII0-TXEN

出力 (RMII)

— MD3

入力 (Strap)

PTE3

入出力（ポート）

RMII0-REFCLK

入力 (RMII)

— —

PTE2

入出力（ポート）

RMII0-RXD1

入力 (RMII)

— —

PTE1

入出力（ポート）

RMII0-RXD0

入力 (RMII)

— —

PTE0

入出力（ポート）

RMII0-RX_ER

入力 (RMII)

— —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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F PTF7

入出力（ポート）

RMII1-CRS_DV

入力 (RMII)

— — —

PTF6

入出力（ポート）

RMII1-TXD1

出力 (RMII)

— WDTFOT0

入力 (Strap)

PTF5

入出力（ポート）

RMII1-TXD0

出力 (RMII)

— WDTFOT1

入力 (Strap)

PTF4

入出力（ポート）

RMII1-TXEN

出力 (RMII)

— —

PTF3

入出力（ポート）

RMII1-REFCLK

入力 (RMII)

— —

PTF2

入出力（ポート）

RMII1-RXD1

入力 (RMII)

RAC-RI/RI0

入出力 (SerMux)

—

PTF1

入出力（ポート）

RMII1-RXD0

入力 (RMII)

— —

PTF0

入出力（ポート）

RMII1-RX_ER

入力 (RMII)

— —

G PTG7

入出力（ポート）

BOOTFMS

入力(SPI0)

— — —

PTG5

入出力（ポート）

A25

出力 (LBSC)

MMCCLK

出力 (eMMC)

—

PTG4

入出力（ポート）

A24

出力 (LBSC)

MMCCMD

入出力(eMMC)

—

PTG3

入出力（ポート）

— — —

PTG2

入力（ポート）

WDTOVF

出力 (WDT)

— —

PTG1

入出力（ポート）

— — —

PTG0

入出力（ポート）

— — —

H PTH6

入出力（ポート）

SP1-MISO

入力(SPI1)

DREQ1

出力 (DMAC)

— —

PTH4

入出力（ポート）

SP1-SCK_FB

入力(SPI1)

ADTRG1

入力(ADC)

—

PTH2

入出力（ポート）

SP1-SS1

出力(SPI1)

ADTRG0

入力(ADC)

—

PTH0

入出力（ポート）

— — —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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I PTI7

入出力（ポート）

D15

入出力(LBSC)

SDWP

入力 (SDHI)

— —

PTI6

入出力（ポート）

D14

入出力(LBSC)

SDCD

入力 (SDHI)

—

PTI5

入出力（ポート）

D13

入出力(LBSC)

SDCLK

出力 (SDHI)

—

PTI4

入出力（ポート）

D12

入出力(LBSC)

SDCMD

入出力(SDHI)

—

PTI3

入出力（ポート）

D11

入出力(LBSC)

SDDAT3

入出力(SDHI)

—

PTI2

入出力（ポート）

D10

入出力(LBSC)

SDDAT2

入出力(SDHI)

—

PTI1

入出力（ポート）

D9

入出力(LBSC)

SDDAT1

入出力(SDHI)

—

PTI0

入出力（ポート）

D8

入出力(LBSC)

SDDAT0

入出力(SDHI)

—

J PTJ6

入出力（ポート）

RTS3

入出力(SCIF)

— — —

PTJ5

入出力（ポート）

CTS3

入出力(SCIF)

— —

PTJ4

入出力（ポート）

TXD3

出力 (SCIF)

— —

PTJ3

入出力（ポート）

RXD3

入力 (SCIF)

— —

PTJ2

入出力（ポート）

RTS4

入出力(SCIF)

— —

PTJ1

入出力（ポート）

RXD4

入力 (SCIF)

— —

PTJ0

入出力（ポート）

TXD4

出力 (SCIF)

— —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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K PTK7

入出力（ポート）

COM2-TXD/TXD1

出力(SerMux)

SCK2

入出力 (SCIF)

— —

PTK6

入出力（ポート）

COM2-RXD/RXD1

入力(SerMux)

— —

PTK5

入出力（ポート）

COM2-RTS/RTS1

出力(SerMux)

— —

PTK4

入出力（ポート）

COM2-CTS/CTS1

入力(SerMux)

— —

PTK3

入出力（ポート）

COM2-DTR/DTR1

出力(SerMux)

— —

PTK2

入出力（ポート）

COM2-DSR/DSR1

入力(SerMux)

SCK4

入出力 (SCIF)

—

PTK1

入出力（ポート）

COM2-DCD/DCD1

入力(SerMux)

SCK3

入出力 (SCIF)

—

PTK0

入出力（ポート）

CLKOUT

出力 (LBSC)

— —

L PTL6

入出力（ポート）

RAC-RXD/RXD0

入出力 (SerMux)

RXD2

入力(SCIF)

— —

PTL5

入出力（ポート）

RAC-RTS/RTS0

入出力 (SerMux)

CS5

出力 (LBSC)

—

PTL4

入出力（ポート）

RAC-CTS/CTS0

入出力 (SerMux)

CS6

出力 (LBSC)

—

PTL3

入出力（ポート）

RAC-DTR/DTR0

入出力 (SerMux)

— —

PTL2

入出力（ポート）

RAC-DSR/DSR0

入出力 (SerMux)

AUDSYNC

出力(AUD)

—

PTL1

入出力（ポート）

RAC-DCD/DCD0

入出力 (SerMux)

AUDCK

出力(AUD)

—

PTL0

入出力（ポート）

RAC-TXD/TXD0

入出力 (SerMux)

TXD2

出力(SCIF)

—

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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M PTM7

入出力（ポート）

CS4

出力 (LBSC)

— — —

PTM6

入出力（ポート）

RD

出力 (LBSC)

— —

PTM5

入出力（ポート）

WE0

出力 (LBSC)

— —

PTM4

入出力（ポート）

CS0

出力 (LBSC)

— —

PTM3

入出力（ポート）

SDA6

入出力 (IIC)

— —

PTM2

入出力（ポート）

SCL6

入出力 (IIC)

— —

PTM1

入出力（ポート）

SDA7

入出力 (IIC)

— —

PTM0

入出力（ポート）

SCL7

入出力 (IIC)

— —

N PTN6

入出力（ポート）

VBUS_EN

出力 (USB)

— — —

PTN5

入出力（ポート）

VBUS_OC

入力 (USB)

— —

PTN4

入出力（ポート）

— SGPIO1-CLK

出力 (SPGIO)

SPI0VER

入力 (Strap)

PTN3

入出力（ポート）

— SGPIO1-LOAD

出力 (SPGIO)

BOOTSZ0

入力 (Strap)

PTN2

入出力（ポート）

— SGPIO1-DO

出力 (SPGIO)

BOOTSZ1

入力 (Strap)

PTN1

入出力（ポート）

— SGPIO1-DI

入力 (SPGIO)

—

PTN0

入出力（ポート）

— SUB-CLKIN

入力(WDT)

—

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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O PTO7

入出力（ポート）

SGPIO0-CLK

出力 (SGPIO)

— MD10

入力 (Strap)

—

PTO6

入出力（ポート）

SGPIO0-LOAD

出力 (SGPIO)

— MD8

入力 (Strap)

PTO5

入出力（ポート）

SGPIO0-DI

入力 (SGPIO)

— —

PTO4

入出力（ポート）

SGPIO0-DO

出力 (SGPIO)

— —

PTO3

入出力（ポート）

SGPIO2-CLK

出力 (SGPIO)

COM1-TXD

出力(SerMux)

—

PTO2

入出力（ポート）

SGPIO2-LOAD

出力 (SGPIO)

COM1-RXD

出力(SerMux)

MD1

入力 (Strap)

PTO1

入出力（ポート）

SGPIO2-DI

入力 (SGPIO)

COM1-RTS

出力(SerMux)

—

PTO0

入出力（ポート）

SGPIO2-DO

出力 (SGPIO)

COM1-CTS

入力(SerMux)

MD0

入力 (Strap)

P PTP7

入力（ポート）

EVENT15

入力 (EVC)

AN15

入力(ADC)

— —

PTP6

入力（ポート）

EVENT14

入力 (EVC)

AN14

入力(ADC)

—

PTP5

入力（ポート）

EVENT13

入力 (EVC)

AN13

入力(ADC)

—

PTP4

入力（ポート）

EVENT12

入力 (EVC)

AN12

入力(ADC)

—

PTP3

入力（ポート）

EVENT11

入力 (EVC)

AN11

入力(ADC)

—

PTP2

入力（ポート）

EVENT10

入力 (EVC)

AN10

入力(ADC)

—

PTP1

入力（ポート）

EVENT9

入力 (EVC)

AN9

入力(ADC)

—

PTP0

入力（ポート）

EVENT8

入力 (EVC)

AN8

入力(ADC)

—

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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Q PTQ6

入出力（ポート）

— — — —

PTQ5

入出力（ポート）

— — —

PTQ4

入出力（ポート）

— — —

PTQ3

入出力（ポート）

— — —

PTQ2

入出力（ポート）

— — —

PTQ1

入出力（ポート）

— — —

PTQ0

入出力（ポート）

— — —

R PTR7

入出力（ポート）

SDA8

入出力 (IIC)

— — —

PTR6

入出力（ポート）

SCL8

入出力 (IIC)

— —

PTR5

入出力（ポート）

SDA2

入出力 (IIC)

— —

PTR4

入出力（ポート）

SCL2

入出力 (IIC)

— —

PTR3

入出力（ポート）

SDA1

入出力 (IIC)

— —

PTR2

入出力（ポート）

SCL1

入出力 (IIC)

— —

PTR1

入出力（ポート）

SDA0

入出力 (IIC)

— —

PTR0

入出力（ポート）

SCL0

入出力 (IIC)

— —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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S PTS7

入出力（ポート）

SDA9

入出力(IIC

— — —

PTS6

入出力（ポート）

SCL9

入出力 (IIC)

— —

PTS5

入出力（ポート）

SDA5

入出力 (IIC)

— —

PTS4

入出力（ポート）

SCL5

入出力 (IIC)

— —

PTS3

入出力（ポート）

SDA4

入出力 (IIC)

— —

PTS2

入出力（ポート）

SCL4

入出力 (IIC)

— —

PTS1

入出力（ポート）

SDA3

入出力 (IIC)

— —

PTS0

入出力（ポート）

SCL3

入出力 (IIC)

— —

T PTT7

入出力（ポート）

PWMX7

出力 (PWMX)

AUDATA3

出力(AUD)

MD2

入力 (Strap)

シンク電流

 12mA

PTT6

入出力（ポート）

PWMX6

出力 (PWMX)

AUDATA2

出力(AUD)

—

PTT5

入出力（ポート）

PWMX5

出力 (PWMX)

AUDATA1

出力(AUD)

—

PTT4

入出力（ポート）

PWMX4

出力 (PWMX)

AUDATA0

出力(AUD)

—

PTT3

入出力（ポート）

PWMX3

出力 (PWMX)

STATUS1

出力 (System)

—

PTT2

入出力（ポート）

PWMX2

出力 (PWMX)

STATUS0

出力 (System)

—

PTT1

入出力（ポート）

PWMX1

出力 (PWMX)

— —

PTT0

入出力（ポート）

PWMX0

出力 (PWMX)

— —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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U PTU7

入出力（ポート）

— — — —

PTU6

入出力（ポート）

— — —

PTU5

入出力（ポート）

— — —

PTU4

入出力（ポート）

— — —

PTU3

入出力（ポート）

— — —

PTU2

入出力（ポート）

— — —

PTU1

入出力（ポート）

— — —

PTU0

入出力（ポート）

— — —

V PTV7

入出力（ポート）

A23

出力 (LBSC)

COM2-RI/RI1

入力(SerMux)

— —

PTV6

入出力（ポート）

A22

出力 (LBSC)

RSPI-MOSI

入出力 (RSPI)

—

PTV5

入出力（ポート）

A21

出力 (LBSC)

RSPI-MISO

入出力 (RSPI)

—

PTV4

入出力（ポート）

A20

出力 (LBSC)

RSPI-RSPCK

入出力 (RSPI)

—

PTV3

入出力（ポート）

A19

出力 (LBSC)

RSPI-SSL0

入出力 (RSPI)

—

PTV2

入出力（ポート）

A18

出力 (LBSC)

RSPI-SSL1

入出力 (RSPI)

—

PTV1

入出力（ポート）

A17

出力 (LBSC)

EVENT7

入力 (EVC)

—

PTV0

入出力（ポート）

A16

出力 (LBSC)

EVENT6

入力 (EVC)

—

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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W PTW7

入出力（ポート）

A15

出力 (LBSC)

EVENT5

入力 (EVC)

— —

PTW6

入出力（ポート）

A14

出力 (LBSC)

EVENT4

入力 (EVC)

—

PTW5

入出力（ポート）

A13

出力 (LBSC)

EVENT3

入力 (EVC)

—

PTW4

入出力（ポート）

A12

出力 (LBSC)

EVENT2

入力 (EVC)

—

PTW3

入出力（ポート）

A11

出力 (LBSC)

EVENT1

入力 (EVC)

—

PTW2

入出力（ポート）

A10

出力 (LBSC)

EVENT0

入力 (EVC)

—

PTW1

入出力（ポート）

A9

出力 (LBSC)

CTS4

入出力 (SCIF)

—

PTW0

入出力（ポート）

A8

出力 (LBSC)

CTS2

入出力 (SCIF)

—

X PTX7

入出力（ポート）

A7

出力 (LBSC)

RTS2

入出力 (SCIF)

— —

PTX6

入出力（ポート）

A6

出力 (LBSC)

SIM_D

入出力 (SIM)

—

PTX5

入出力（ポート）

A5

出力 (LBSC)

SIM_CLK

出力 (SIM)

—

PTX4

入出力（ポート）

A4

出力 (LBSC)

SIM_RST

出力 (SIM)

—

PTX3

入出力（ポート）

A3

出力 (LBSC)

— —

PTX2

入出力（ポート）

A2

出力 (LBSC)

— —

PTX1

入出力（ポート）

A1

出力 (LBSC)

— —

PTX0

入出力（ポート）

A0

出力 (LBSC)

— —

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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注1.  表において、ハッチングの端子がリセット直後から使用できる端子機能です （ MD3 = H、 MD6 = Lの場合 )。
2.  周辺モジュール を使用する場合は、関連する端子の機能選択を行ってから、各モジュールの初期設定を行って

ください。
3.  PTT7 ～ PTT0 はLED駆動 (高駆動 )ポートとして使用できます。

4.  MD0～MD3、 MD5、 MD6、 MD8～MD10、 FLSHSZ0、 FLSHSZ1、WPSZ0、 WPSZ1、 BOOTSZ0、 BOOTSZ1、 
SPI0VER、 BOOTWPSZ0、 BOOTWPSZ1、 BOOTFMS、 WDTFOT0、 WDTFOT1 は、パワーオンリセット期間中の

み有効となります。

Y PTY7

入出力（ポート）

D7

入出力(LBSC)

— — —

PTY6

入出力（ポート）

D6

入出力(LBSC)

— —

PTY5

入出力（ポート）

D5

入出力(LBSC)

— —

PTY4

入出力（ポート）

D4

入出力(LBSC)

— —

PTY3

入出力（ポート）

D3

入出力(LBSC)

— —

PTY2

入出力（ポート）

D2

入出力(LBSC)

— —

PTY1

入出力（ポート）

D1

入出力(LBSC)

— —

PTY0

入出力（ポート）

D0

入出力(LBSC)

— —

Z PTZ7

入出力（ポート）

MMCDAT7

入出力 (eMMC)

— — —

PTZ6

入出力（ポート）

MMCDAT6

入出力 (eMMC)

— WPSZ1

入力 (Strap)

PTZ5

入出力（ポート）

MMCDAT5

入出力 (eMMC)

— WPSZ0

入力 (Strap)

PTZ4

入出力（ポート）

MMCDAT4

入出力 (eMMC)

— —

PTZ3

入出力（ポート）

MMCDAT3

入出力 (eMMC)

— MD6

入力 (Strap)

PTZ2

入出力（ポート）

MMCDAT2

入出力 (eMMC)

— MD9

入力 (Strap)

PTZ1

入出力（ポート）

MMCDAT1

入出力 (eMMC)

— FLSHSZ1

入力 (Strap)

PTZ0

入出力（ポート）

MMCDAT0

入出力 (eMMC)

— FLSHSZ0

入力 (Strap)

ポート
ポートの機能

(関連モジュール）

その他の機能1

(関連モジュール）

その他の機能2

(関連モジュール）

その他の機能3

(関連モジュール）
入出力形態
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40.2 レジスタの説明

GPIO のレジスタ構成を表40.2 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表40.2 レジスタ構成

名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオンリセット
マニュアル

リセット

ポート A コントロールレジスタ PACR R/W H'FFEC 0000 16 MD3=LかつMD6=Lのとき   ：H'F000
上記以外のとき 　　　　     ：H'FF00

保持

ポート B コントロールレジスタ PBCR R/W H'FFEC 0002 16 H'AAAA 保持

ポート C コントロールレジスタ PCCR R/W H'FFEC 0004 16 H'AAAA 保持

ポート D コントロールレジスタ PDCR R/W H'FFEC 0006 16 MD6=L のとき：H'333F
MD6=Hのとき：H'003F

保持

ポート E コントロールレジスタ PECR R/W H'FFEC 0008 16 H'EAFF 保持

ポート F コントロールレジスタ PFCR R/W H'FFEC 000A 16 H'EAFF 保持

ポート G コントロールレジスタ PGCR R/W H'FFEC 000C 16 MD6=L のとき：H'0B8A
MD6=Hのとき：H'008A

保持

ポート H コントロールレジスタ PHCR R/W H'FFEC 000E 16 H'3333 保持

ポート I コントロールレジスタ PICR R/W H'FFEC 0010 16 MD3=LかつMD6=Lのとき   ：H'0000
上記以外のとき                     ：H'AFFF

保持

ポート J コントロールレジスタ PJCR R/W H'FFEC 0012 16 H'FFFF 保持

ポート K コントロールレジスタ PKCR R/W H'FFEC 0014 16 H'FFFF 保持

ポート L コントロールレジスタ PLCR R/W H'FFEC 0016 16 H'FFFF 保持

ポート M コントロールレジスタ PMCR R/W H'FFEC 0018 16 MD6=L のとき：H'00AA
MD6=Hのとき：H'FFAA

保持

ポート N コントロールレジスタ PNCR R/W H'FFEC 001A 16 H'C2AF 保持

ポート O コントロールレジスタ POCR R/W H'FFEC 001C 16 H'AEAE 保持

ポート Q コントロールレジスタ PQCR R/W H'FFEC 0020 16 H'EAAA 保持

ポート R コントロールレジスタ PRCR R/W H'FFEC 0022 16 H'AAAA 保持

ポート S コントロールレジスタ PSCR R/W H'FFEC 0024 16 H'AAAA 保持

ポート T コントロールレジスタ PTCR R/W H'FFEC 0026 16 H'AFFF 保持

ポート U コントロールレジスタ PUCR R/W H'FFEC 0028 16 H'0000 保持

ポート V コントロールレジスタ PVCR R/W H'FFEC 002A 16 MD6=L のとき：H'0000
MD6=Hのとき：H'FFFA

保持

ポート W コントロールレジスタ PWCR R/W H'FFEC 002C 16 MD6=L のとき：H'0000
MD6=Hのとき：H'AAAF

保持

ポート X コントロールレジスタ PXCR R/W H'FFEC 002E 16 MD6=L のとき：H'0000
MD6=Hのとき：H'FFFF

保持

ポート Y コントロールレジスタ PYCR R/W H'FFEC 0030 16 MD6=L のとき：H'0000
MD6=Hのとき：H'FFFF

保持

ポート Z コントロールレジスタ PZCR R/W H'FFEC 0032 16 H'AAAA 保持

ポート A データレジスタ PADR R/W H'FFEC 0034 8 H'XX 保持

ポート B データレジスタ PBDR R/W H'FFEC 0036 8 H'XX 保持
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ポート C データレジスタ PCDR R/W H'FFEC 0038 8 H'XX 保持

ポート D データレジスタ PDDR R/W H'FFEC 003A 8 H'XX 保持

ポート E データレジスタ PEDR R/W H'FFEC 003C 8 H'XX 保持

ポート F データレジスタ PFDR R/W H'FFEC 003E 8 H'XX 保持

ポート G データレジスタ PGDR R/W H'FFEC 0040 8 H'XX 保持

ポート H データレジスタ PHDR R/W H'FFEC 0042 8 H'XX 保持

ポート I データレジスタ PIDR R/W H'FFEC 0044 8 H'XX 保持

ポート J データレジスタ PJDR R/W H'FFEC 0046 8 H'XX 保持

ポート K データレジスタ PKDR R/W H'FFEC 0048 8 H'XX 保持

ポート L データレジスタ PLDR R/W H'FFEC 004A 8 H'XX 保持

ポート M データレジスタ PMDR R/W H'FFEC 004C 8 H'XX 保持

ポート N データレジスタ PNDR R/W H'FFEC 004E 8 H'XX 保持

ポート O データレジスタ PODR R/W H'FFEC 0050 8 H'XX 保持

ポート P データレジスタ PPDR R H'FFEC 0052 8 H'XX 保持

ポート Q データレジスタ PQDR R/W H'FFEC 0054 8 H'XX 保持

ポート R データレジスタ PRDR R/W H'FFEC 0056 8 H'XX 保持

ポート S データレジスタ PSDR R/W H'FFEC 0058 8 H'XX 保持

ポート T データレジスタ PTDR R/W H'FFEC 005A 8 H'XX 保持

ポート U データレジスタ PUDR R/W H'FFEC 005C 8 H'XX 保持

ポート Vデータレジスタ PVDR R/W H'FFEC 005E 8 H'XX 保持

ポート W データレジスタ PWDR R/W H'FFEC 0060 8 H'XX 保持

ポート X データレジスタ PXDR R/W H'FFEC 0062 8 H'XX 保持

ポート Y データレジスタ PYDR R/W H'FFEC 0064 8 H'XX 保持

ポート Z データレジスタ PZDR R/W H'FFEC 0066 8 H'XX 保持

ピンセレクトレジスタ 0 PSEL0 R/W H'FFEC 0070 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 1 PSEL1 R/W H'FFEC 0072 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 2 PSEL2 R/W H'FFEC 0074 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 3 PSEL3 R/W H'FFEC 0076 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 4 PSEL4 R/W H'FFEC 0078 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 5 PSEL5 R/W H'FFEC 007A 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 6 PSEL6 R/W H'FFEC 007C 16 H'0000 保持

ピンセレクトレジスタ 7 PSEL7 R/W H'FFEC 0082 16 H'0000 保持

ノイズキャンセライネーブル

レジスタ

NCER R/W H'FFEC 0068 16 H'0000 保持

ノイズキャンセラモード

コントロールレジスタ

NCMC
R

R/W H'FFEC 006A 16 H'0000 保持

ノイズキャンセラ周期設定

レジスタ

NCCS
R

R/W H'FFEC 006C 16 H'0000 保持

名称 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオンリセット
マニュアル

リセット
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40.2.1 ポートA コントロールレジスタ（PACR）

PACR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PA7MD1

PA7MD0

1

1

R/W

R/W

PTA7モード

00: その他の機能 (BS)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PA6MD1

PA6MD0

1

1

R/W

R/W

PTA6モード

00: その他の機能 (RDWR)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PA5MD1

PA5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTA5モード

00: その他の機能 (WE1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PA4MD1

PA4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTA4モード

00: その他の機能 (RDY)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PA3MD1

PA3MD0

0

0

R/W

R/W

PTA3モード

00: その他の機能 (ET0-MDC)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PA2MD1

PA2MD0

0

0

R/W

R/W

PTA2モード

00: その他の機能 (ET0-MDIO)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PA1MD1

PA1MD0

0

0

R/W

R/W

PTA1モード

00: その他の機能 (ET1-MDC)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

000000000/1（注）0/1（注）0/1（注）0/1（注）111 1

PA0MD[1:0]PA1MD[1:0]PA2MD[1:0]PA3MD[1:0]PA4MD[1:0]PA5MD[1:0]PA6MD[1:0]PA7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:
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注 . PA5MD1、 PA5MD0、 PA4MD1、及びPA4MD0ビットの初期値は、MD3及びMD6 端子の設定により異なります。

MD3 = L かつ MD6 = Lのとき0、それ以外のとき1 になります。

40.2.2 ポートB コントロールレジスタ（PBCR）

PBCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PA0MD1

PA0MD0

0

0

R/W

R/W

PTA0モード

00: その他の機能 (ET1-MDIO)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PB7MD1

PB7MD0

1

0

R/W

R/W

PTB7モード

00: その他の機能 (IRQ15)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PB6MD1

PB6MD0

1

0

R/W

R/W

PTB6モード

00: その他の機能 (IRQ14)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PB5MD1

PB5MD0

1

0

R/W

R/W

PTB5モード

00: その他の機能 (IRQ13)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PB4MD1

PB4MD0

1

0

R/W

R/W

PTB4モード

00: その他の機能 (IRQ12)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

7

6

PB3MD1

PB3MD0

1

0

R/W

R/W

PTB3モード

00: その他の機能 (IRQ11)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

010101010101011 0

PB0MD[1:0]PB1MD[1:0]PB2MD[1:0]PB3MD[1:0]PB4MD[1:0]PB5MD[1:0]PB6MD[1:0]PB7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:
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40.2.3 ポートC コントロールレジスタ（PCCR）

PCCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PB2MD1

PB2MD0

1

0

R/W

R/W

PTB2モード

00: その他の機能 (IRQ10)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PB1MD1

PB1MD0

1

0

R/W

R/W

PTB1モード

00: その他の機能 (IRQ9)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PB0MD1

PB0MD0

1

0

R/W

R/W

PTB0モード

00: その他の機能 (IRQ8、TCLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PC7MD1

PC7MD0

1

0

R/W

R/W

PTC7モード

00: その他の機能 (IRQ7/IRL7、PWMU0)

01:ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PC6MD1

PC6MD0

1

0

R/W

R/W

PTC6 モード

00: その他の機能 (IRQ6/IRL6、 PWMU1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PC5MD1

PC5MD0

1

0

R/W

R/W

PTC5 モード

00: その他の機能 (IRQ5/IRL5、 PWMU2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

010101010101011 0

PC0MD[1:0]PC1MD[1:0]PC2MD[1:0]PC3MD[1:0]PC4MD[1:0]PC5MD[1:0]PC6MD[1:0]PC7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:
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9

8

PC4MD1

PC4MD0

1

0

R/W

R/W

PTC4 モード

00: その他の機能 (IRQ4/IRL4、 PWMU3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

7

6

PC3MD1

PC3MD0

1

0

R/W

R/W

PTC3 モード

00: その他の機能 (IRQ3/IRL3、 PWMU4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

5

4

PC2MD1

PC2MD0

1

0

R/W

R/W

PTC2 モード

00: その他の機能 (IRQ2/IRL2、 PWMU5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PC1MD1

PC1MD0

1

0

R/W

R/W

PTC1 モード

00: その他の機能 (IRQ1/IRL1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PC0MD1

PC0MD0

1

0

R/W

R/W

PTC0 モード

00: その他の機能 (IRQ0/IRL0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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40.2.4 ポートD コントロールレジスタ（PDCR）

PDCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

注 . PD6MD1、 PD6MD0、 PD4MD1、及びPD4MD0 ビットの初期値は、MD6端子の設定により異なります。MD6 = L
のとき1、MD6=Hのとき0になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13

12

PD6MD1

PD6MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTD6モード

00:その他の機能 (SP0-MISO)

01:ポート出力

10:ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11:ポート入力（プルアップMOS：オン）

11、 10 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9

8

PD4MD1

PD4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTD4 モード

00: その他の機能 (SP0-SCK_FB)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7、 6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5

4

PD2MD1

PD2MD0

1

1

R/W

R/W

PTD2 モード

00: その他の機能 (SP0-SS1、 DREQ0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PD1MD1

PD1MD0

1

1

R/W

R/W

PTD1 モード

00: その他の機能 (SP0-SS2、 DACK0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PD0MD1

PD0MD0

1

1

R/W

R/W

PTD0 モード

00: その他の機能 (SP0-SS3、 TEND0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

111111000/1（注）0/1（注）000/1（注）0/1（注）0 0

PD0MD[1:0]PD1MD[1:0]PD2MD[1:0]PD4MD[1:0]PD6MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.5 ポートE コントロールレジスタ（PECR）

PECR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PE7MD1

PE7MD0

1

1

R/W

R/W

PTE7 モード

00: その他の機能 (RMII0-CRS_DV)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PE6MD1

PE6MD0

1

0

R/W

R/W

PTE6 モード

00: その他の機能 (RMII0-TXD1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PE5MD1

PE5MD0

1

0

R/W

R/W

PTE5 モード

00: その他の機能 (RMII0-TXD0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PE4MD1

PE4MD0

1

0

R/W

R/W

PTE4 モード

00: その他の機能 (RMII0-TXEN)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PE3MD1

PE3MD0

1

1

R/W

R/W

PTE3 モード

00: その他の機能 (RMII0-REFCLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PE2MD1

PE2MD0

1

1

R/W

R/W

PTE2 モード

00: その他の機能 (RMII0-RXD1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PE1MD1

PE1MD0

1

1

R/W

R/W

PTE1 モード

00: その他の機能 (RMII0-RXD0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

111111110101011 1

PE0MD[1:0]PE1MD[1:0]PE2MD[1:0]PE3MD[1:0]PE4MD[1:0]PE5MD[1:0]PE6MD[1:0]PE7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.6 ポートF コントロールレジスタ（PFCR）

PFCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PE0MD1

PE0MD0

1

1

R/W

R/W

PTE0 モード

00: その他の機能 (RMII0-RX_ER)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PF7MD1

PF7MD0

1

1

R/W

R/W

PTF7 モード

00: その他の機能 (RMII1-CRS_DV)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PF6MD1

PF6MD0

1

0

R/W

R/W

PTF6 モード

00: その他の機能 (RMII1-TXD1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PF5MD1

PF5MD0

1

0

R/W

R/W

PTF5 モード

00: その他の機能 (RMII1-TXD0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PF4MD1

PF4MD0

1

0

R/W

R/W

PTF4 モード

00: その他の機能 (RMII1-TXEN)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PF3MD1

PF3MD0

1

1

R/W

R/W

PTF3 モード

00: その他の機能 (RMII1-REFCLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

111111110101011 1

01234567891011121315 14

PF0MD[1:0]PF1MD[1:0]PF2MD[1:0]PF3MD[1:0]PF4MD[1:0]PF5MD[1:0]PF6MD[1:0]PF7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.7 ポートG コントロールレジスタ（PGCR）

PGCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PF2MD1

PF2MD0

1

1

R/W

R/W

PTF2 モード

00: その他の機能 (RMII1-RXD1、 RAC-RI/RI0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PF1MD1

PF1MD0

1

1

R/W

R/W

PTF1 モード

00: その他の機能 (RMII1-RXD0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PF0MD1

PF0MD0

1

1

R/W

R/W

PTF0 モード

00: その他の機能 (RMII1-RX_ER)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PG7MD1

PG7MD0

0

0

R/W

R/W

PTG7 モード

00: その他の機能 (BOOTFMS)

01: ポート出力

10: 設定禁止

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13、12 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11

10

PG5MD1

PG5MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTG5 モード

00: その他の機能 (A25、MMCCLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PG4MD1

PG4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTG4 モード

00: その他の機能 (A24、MMCCMD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

0 10 1000  1 0/1（注） 0/1（注）0 0/1（注）000 0

PG0MD[1:0]PG1MD[1:0]PG2 
MD1PG3MD[1:0]PG4MD[1:0]PG5MD[1:0]PG7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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注 . PG5MD1、 PG4MD1、及びPG4MD0ビットの初期値は、MD6端子の設定により異なります。MD6 = Lのとき0、 
MD6 = Hのとき1になります。

7

6

PG3MD1

PG3MD0

1

0

R/W

R/W

PTG3 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

5 PG2MD1 0 R/W PTG2 モード

0: その他の機能 (WDTOVF)

1: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

4 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3

2

PG1MD1

PG1MD0

1

0

R/W

R/W

PTG1 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PG0MD1

PG0MD0

1

0

R/W

R/W

PTG0 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.8 ポートH コントロールレジスタ（PHCR）

PHCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13

12

PH6MD1

PH6MD0

1

1

R/W

R/W

PTH6 モード

00: その他の機能 (SP1-MISO、 DREQ1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11、10 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9

8

PH4MD1

PH4MD0

1

1

R/W

R/W

PTH4 モード

00: その他の機能 (SP1-SCK_FB、 ADTRG1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7、 6 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

5

4

PH2MD1

PH2MD0

1

1

R/W

R/W

PTH2 モード

00: その他の機能 (SP1-SS1、 ADTRG0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3、 2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1

0

PH0MD1

PH0MD0

1

1

R/W

R/W

PTH0 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

1 100 1 100 1 1 0 0 1 1 0 0

PH0MD[1:0]PH2MD[1:0]PH4MD[1:0]PH6MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.9 ポート I コントロールレジスタ（PICR）

PICR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PI7MD1

PI7MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTI7 モード

00: その他の機能 (D15、 SDWP)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PI6MD1

PI6MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTI6 モード

00: その他の機能 (D14、 SDCD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PI5MD1

PI5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI5 モード

00: その他の機能 (D13、 SDCLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PI4MD1

PI4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI4 モード

00: その他の機能 (D12、 SDCMD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PI3MD1

PI3MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI3 モード

00: その他の機能 (D11、 SDDAT3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PI2MD1

PI2MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI2 モード

00: その他の機能 (D10、 SDDAT2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PI1MD1

PI1MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI1 モード

00: その他の機能 (D9、 SDDAT1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）0 0/1（注） 0/1（注） 0

PI0MD[1:0]PI1MD[1:0]PI2MD[1:0]PI3MD[1:0]PI4MD[1:0]PI5MD[1:0]PI6MD[1:0]PI7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . PI7MD1～PI0MD1、 及びPI5MD0～PI0MD0 ビットの初期値は、MD3及びMD6 端子の設定により異なります。

MD3 = L かつ MD6 = Lのとき0、それ以外のとき1になります。

40.2.10 ポートJ コントロールレジスタ（PJCR）

PJCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PI0MD1

PI0MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTI0 モード

00: その他の機能 (D8、 SDDAT0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

13

12

PJ6MD1

PJ6MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ6 モード

00: その他の機能 (RTS3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PJ5MD1

PJ5MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ5 モード

00: その他の機能 (CTS3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PJ4MD1

PJ4MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ4 モード

00: その他の機能 (TXD3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PJ3MD1

PJ3MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ3 モード

00: その他の機能 (RXD3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯

01234567891011121315 14

111111111111111 1

PJ0MD[1:0]PJ1MD[1:0]PJ2MD[1:0]PJ3MD[1:0]PJ4MD[1:0]PJ5MD[1:0]PJ6MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.11 ポートK コントロールレジスタ（PKCR）

PKCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PJ2MD1

PJ2MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ2 モード

00: その他の機能 (RTS4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PJ1MD1

PJ1MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ1 モード

00: その他の機能 (RXD4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PJ0MD1

PJ0MD0

1

1

R/W

R/W

PTJ0 モード

00: その他の機能 (TXD4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PK7MD1

PK7MD0

1

1

R/W

R/W

PTK7 モード

00: その他の機能(COM2-TXD、SCK2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PK6MD1

PK6MD0

1

1

R/W

R/W

PTK6 モード

00: その他の機能(COM2-RXD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PK5MD1

PK5MD0

1

1

R/W

R/W

PTK5 モード

00: その他の機能(COM2-RTS)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

111111111111111 1

PK0MD[1:0]PK1MD[1:0]PK2MD[1:0]PK3MD[1:0]PK4MD[1:0]PK5MD[1:0]PK6MD[1:0]PK7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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9

8

PK4MD1

PK4MD0

1

1

R/W

R/W

PTK4 モード

00: その他の機能(COM2-CTS)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PK3MD1

PK3MD0

1

1

R/W

R/W

PTK3 モード

00: その他の機能(COM2-DTR)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PK2MD1

PK2MD0

1

1

R/W

R/W

PTK2 モード

00: その他の機能(COM2-DSR、 SCK4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PK1MD1

PK1MD0

1

1

R/W

R/W

PTK1 モード

00: その他の機能(COM2-DCD、 SCK3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PK0MD1

PK0MD0

1

1

R/W

R/W

PTK0 モード

00: その他の機能(CLKOUT)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.12 ポートL コントロールレジスタ（PLCR）

PLCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

13

12

PL6MD1

PL6MD0

1

1

R/W

R/W

PTL6 モード

00: その他の機能 (RAC-RXD、 RXD2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PL5MD1

PL5MD0

1

1

R/W

R/W

PTL5 モード

00: その他の機能 (RAC-RTS、 CS5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PL4MD1

PL4MD0

1

1

R/W

R/W

PTL4 モード

00: その他の機能 (RAC-CTS、 CS6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PL3MD1

PL3MD0

1

1

R/W

R/W

PTL3 モード

00: その他の機能 (RAC-DTR)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PL2MD1

PL2MD0

1

1

R/W

R/W
PTL2 モード（注）

00: その他の機能 (RAC-DSR、 AUDSYNC)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PL1MD1

PL1MD0

1

1

R/W

R/W
PTL1 モード（注）

00: その他の機能 (RAC-DCD、 AUDCK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

⎯ ⎯

1 1

⎯ ⎯

01234567891011121315 14

11111111111111

PL0MD[1:0]PL1MD[1:0]PL2MD[1:0]PL3MD[1:0]PL4MD[1:0]PL5MD[1:0]PL6MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . E10Aエミュレータのトレース機能を有効にすると、ビットの設定にかかわらず、これらのポートは強制的に

AUDポートとなります。

40.2.13 ポートM コントロールレジスタ（PMCR）

PMCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PL0MD1

PL0MD0

1

1

R/W

R/W

PTL0 モード

00: その他の機能 (RAC-TXD、 TXD2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PM7MD1

PM7MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTM7モード

00: その他の機能 (CS4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PM6MD1

PM6MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTM6 モード

00: その他の機能 (RD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PM5MD1

PM5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTM5 モード

00: その他の機能 (WE0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PM4MD1

PM4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTM4 モード

00: その他の機能 (CS0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PM3MD1

PM3MD0

1

0

R/W

R/W

PTM3 モード

00: その他の機能 (SDA6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

01010101 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）

PM0MD[1:0]PM1MD[1:0]PM2MD[1:0]PM3MD[1:0]PM4MD[1:0]PM5MD[1:0]PM6MD[1:0]PM7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . PM7MD1～PM4MD1、及びPM7MD0～PM4MD0ビットの初期値は、MD6端子の設定により異なります。

MD6=Lのとき0、MD6=Hのとき1になります。

40.2.14 ポートN コントロールレジスタ（PNCR）

PNCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PM2MD1

PM2MD0

1

0

R/W

R/W

PTM2 モード

00: その他の機能 (SCL6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PM1MD1

PM1MD0

1

0

R/W

R/W

PTM1 モード

00: その他の機能 (SDA7)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PM0MD1

PM0MD0

1

0

R/W

R/W

PTM0 モード

00: その他の機能 (SCL7)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

13

12

PN6MD1

PN6MD0

0

0

R/W

R/W

PTN6 モード

00: その他の機能 (VBUS_EN)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PN5MD1

PN5MD0

0

0

R/W

R/W

PTN5 モード

00: その他の機能 (VBUS_OC)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

⎯ ⎯

1 1

⎯ ⎯

01234567891011121315 14

11110101010000

PN0MD[1:0]PN1MD[1:0]PN2MD[1:0]PN3MD[1:0]PN4MD[1:0]PN5MD[1:0]PN6MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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9

8

PN4MD1

PN4MD0

1

0

R/W

R/W

PTN4 モード

00: その他の機能 (SGPIO1-CLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PN3MD1

PN3MD0

1

0

R/W

R/W

PTN3 モード

00: その他の機能 (SGPIO1-LOAD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PN2MD1

PN2MD0

1

0

R/W

R/W

PTN2 モード

00: その他の機能 (SGPIO1-DO)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PN1MD1

PN1MD0

1

1

R/W

R/W

PTN1 モード

00: その他の機能 (SGPIO1-DI)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PN0MD1

PN0MD0

1

1

R/W

R/W

PTN0 モード

00: その他の機能 (SUB-CLKIN)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.15 ポートO コントロールレジスタ（POCR）

POCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PO7MD1

PO7MD0

1

0

R/W

R/W

PTO7モード

00: その他の機能 (SGPIO0-CLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PO6MD1

PO6MD0

1

0

R/W

R/W

PTO6 モード

00: その他の機能 (SGPIO0-LOAD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PO5MD1

PO5MD0

1

1

R/W

R/W

PTO5 モード

00: その他の機能 (SGPIO0-DI)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PO4MD1

PO4MD0

1

0

R/W

R/W

PTO4 モード

00: その他の機能 (SGPIO0-DO)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PO3MD1

PO3MD0

1

0

R/W

R/W

PTO3 モード

00: その他の機能 (SGPIO2-CLK、COM1-TXD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PO2MD1

PO2MD0

1

0

R/W

R/W

PTO2 モード

00: その他の機能 (SGPIO2-LOAD、 COM1-RXD)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PO1MD1

PO1MD0

1

1

R/W

R/W

PTO1 モード

00: その他の機能 (SGPIO2-DI、 COM1-RTS)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

011101010111011 0

PO0MD[1:0]PO1MD[1:0]PO2MD[1:0]PO3MD[1:0]PO4MD[1:0]PO5MD[1:0]PO6MD[1:0]PO7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.16 ポートQ コントロールレジスタ（PQCR）

PQCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PO0MD1

PO0MD0

1

0

R/W

R/W

PTO0 モード

00: その他の機能 (SGPIO2-DO、 COM1-CTS)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

13

12

PQ6MD1

PQ6MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ6 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PQ5MD1

PQ5MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ5 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PQ4MD1

PQ4MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ4 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

7

6

PQ3MD1

PQ3MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ3 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

5

4

PQ2MD1

PQ2MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ2 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

010101010101011 1

PQ0MD[1:0]PQ1MD[1:0]PQ2MD[1:0]PQ3MD[1:0]PQ4MD[1:0]PQ5MD[1:0]PQ6MD[1:0]⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯ ⎯

⎯
ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.17 ポートR コントロールレジスタ（PRCR）

PRCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

3

2

PQ1MD1

PQ1MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ1 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PQ0MD1

PQ0MD0

1

0

R/W

R/W

PTQ0 モード

00: 設定禁止

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PR7MD1

PR7MD0

1

0

R/W

R/W

PTR7 モード

00: その他の機能(SDA8)（注）

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PR6MD1

PR6MD0

1

0

R/W

R/W

PTR6モード

00: その他の機能 (SCL8)（注）

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PR5MD1

PR5MD0

1

0

R/W

R/W

PTR5 モード

00: その他の機能 (SDA2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PR4MD1

PR4MD0

1

0

R/W

R/W

PTR4 モード

00: その他の機能 (SCL2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

010101010101011 0

PR0MD[1:0]PR1MD[1:0]PR2MD[1:0]PR3MD[1:0]PR4MD[1:0]PR5MD[1:0]PR6MD[1:0]PR7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . その他の機能を使用する場合は、H'FFEC 006E番地にH'0Cを設定してください。

7

6

PR3MD1

PR3MD0

1

0

R/W

R/W

PTR3 モード

00: その他の機能 (SDA1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

5

4

PR2MD1

PR2MD0

1

0

R/W

R/W

PTR2 モード

00: その他の機能 (SCL1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PR1MD1

PR1MD0

1

0

R/W

R/W

PTR1 モード

00: その他の機能 (SDA0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

1

0

PR0MD1

PR0MD0

1

0

R/W

R/W

PTR0 モード

00: その他の機能 (SCL0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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40.2.18 ポートS コントロールレジスタ（PSCR）

PSCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PS7MD1

PS7MD0

1

0

R/W

R/W

PTS7 モード

00: その他の機能 (SDA9)（注）

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PS6MD1

PS6MD0

1

0

R/W

R/W

PTS6 モード

00: その他の機能 (SCL9)（注）

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PS5MD1

PS5MD0

1

0

R/W

R/W

PTS5 モード

00: その他の機能 (SDA5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PS4MD1

PS4MD0

1

0

R/W

R/W

PTS4 モード

00: その他の機能 (SCL5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

7

6

PS3MD1

PS3MD0

1

0

R/W

R/W

PTS3 モード

00: その他の機能 (SDA4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

5

4

PS2MD1

PS2MD0

1

0

R/W

R/W

PTS2 モード

00: その他の機能 (SCL4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PS1MD1

PS1MD0

1

0

R/W

R/W

PTS1 モード

00: その他の機能 (SDA3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

01234567891011121315 14

010101010101011 0

PS0MD[1:0]PS1MD[1:0]PS2MD[1:0]PS3MD[1:0]PS4MD[1:0]PS5MD[1:0]PS6MD[1:0]PS7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . その他の機能を使用する場合は、H'FFEC 006E番地にH'0Cを設定してください。

40.2.19 ポートT コントロールレジスタ（PTCR）

PTCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PS0MD1

PS0MD0

1

0

R/W

R/W

PTS0 モード

00: その他の機能 (SCL3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PT7MD1

PT7MD0

1

0

R/W

R/W
PTT7 モード（注）

00: その他の機能 (PWMX7、AUDATA3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PT6MD1

PT6MD0

1

0

R/W

R/W
PTT6 モード（注）

00: その他の機能 (PWMX6、AUDATA2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PT5MD1

PT5MD0

1

1

R/W

R/W
PTT5 モード（注）

00: その他の機能 (PWMX5、 AUDATA1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PT4MD1

PT4MD0

1

1

R/W

R/W
PTT4 モード（注）

00: その他の機能 (PWMX4、 AUDATA0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PT3MD1

PT3MD0

1

1

R/W

R/W

PTT3 モード

00: その他の機能 (PWMX3、 STATUS1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

111111111111011 0

PT0MD[1:0]PT1MD[1:0]PT2MD[1:0]PT3MD[1:0]PT4MD[1:0]PT5MD[1:0]PT6MD[1:0]PT7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . E10Aエミュレータのトレース機能を有効にすると、ビットの設定にかかわらず、これらのポートは強制的に

AUDポートとなります。

40.2.20 ポートU コントロールレジスタ（PUCR）

PUCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PT2MD1

PT2MD0

1

1

R/W

R/W

PTT2 モード

00: その他の機能 (PWMX2、 STATUS0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PT1MD1

PT1MD0

1

1

R/W

R/W

PTT1 モード

00: その他の機能 (PWMX1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PT0MD1

PT0MD0

1

1

R/W

R/W

PTT0 モード

00: その他の機能 (PWMX0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PU7MD1

PU7MD0

0

0

R/W

R/W

PTU7 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PU6MD1

PU6MD0

0

0

R/W

R/W

PTU6 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PU5MD1

PU5MD0

0

0

R/W

R/W

PTU5 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PU0MD[1:0]PU1MD[1:0]PU2MD[1:0]PU3MD[1:0]PU4MD[1:0]PU5MD[1:0]PU6MD[1:0]PU7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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9

8

PU4MD1

PU4MD0

0

0

R/W

R/W

PTU4 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PU3MD1

PU3MD0

0

0

R/W

R/W

PTU3 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PU2MD1

PU2MD0

0

0

R/W

R/W

PTU2 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PU1MD1

PU1MD0

0

0

R/W

R/W

PTU1 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PU0MD1

PU0MD0

0

0

R/W

R/W

PTU0 モード

00: リザーブ

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.21 ポートV コントロールレジスタ（PVCR）

PVCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PV7MD1

PV7MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV7 モード

00: その他の機能 (A23、 COM2-RI/RI1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PV6MD1

PV6MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV6 モード

00: その他の機能 (A22、 RSPI-MOSI)

01:ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PV5MD1

PV5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV5 モード

00: その他の機能 (A21、 RSPI-MISO)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PV4MD1

PV4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV4 モード

00: その他の機能 (A20、 RSPI-RSPCK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PV3MD1

PV3MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV3 モード

00: その他の機能 (A19、 RSPI-SSL0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PV2MD1

PV2MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTV2 モード

00: その他の機能 (A18、 RSPI-SSL1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PV1MD1

PV1MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTV1 モード

00: その他の機能 (A17、 EVENT7)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

01234567891011121315 14

0 0/1（注）0 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）

PV0MD[1:0]PV1MD[1:0]PV2MD[1:0]PV3MD[1:0]PV4MD[1:0]PV5MD[1:0]PV6MD[1:0]PV7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W:
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注 . PV7MD1～PV0MD1 及びPV7MD0～PV2MD0ビットの初期値は、MD6 端子の設定により異なります。MD6＝L 
のとき0、MD6＝H のとき1 になります。

40.2.22 ポートW コントロールレジスタ（PWCR）

PWCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PV0MD1

PV0MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTV0 モード

00: その他の機能 (A16、 EVENT6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PW7MD1

PW7MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW7 モード

00: その他の機能 (A15、 EVENT5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

13

12

PW6MD1

PW6MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW6 モード

00: その他の機能 (A14、 EVENT4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

11

10

PW5MD1

PW5MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW5 モード

00: その他の機能 (A13、 EVENT3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

9

8

PW4MD1

PW4MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW4 モード

00: その他の機能 (A12、 EVENT2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

7

6

PW3MD1

PW3MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW3 モード

00: その他の機能 (A11、 EVENT1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）0 0/1（注）0 0/1（注）0 0/1（注）0 0/1（注）0 0/1（注） 0/1（注） 0

PW0MD[1:0]PW1MD[1:0]PW2MD[1:0]PW3MD[1:0]PW4MD[1:0]PW5MD[1:0]PW6MD[1:0]PW7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:
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注 . PW7MD1～PW0MD1及びPW1MD0～PW0MD0ビットの初期値は、MD6 端子の設定により異なります。MD6＝
L のとき0、MD6＝H のとき1になります。

40.2.23 ポートX コントロールレジスタ（PXCR）

PXCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

5

4

PW2MD1

PW2MD0
0/1（注）

0

R/W

R/W

PTW2 モード

00: その他の機能 (A10、 EVENT0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: 設定禁止

3

2

PW1MD1

PW1MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTW1 モード

00: その他の機能 (A9、 CTS4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PW0MD1

PW0MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTW0 モード

00: その他の機能 (A8、 CTS2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PX7MD1

PX7MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX7 モード

00: その他の機能 (A7、 RTS2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PX6MD1

PX6MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX6 モード

00: その他の機能 (A6、 SIM_D)

01:ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PX5MD1

PX5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX5 モード

00:その他の機能 (A5、SIM_CLK)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）

PX0MD[1:0]PX1MD[1:0]PX2MD[1:0]PX3MD[1:0]PX4MD[1:0]PX5MD[1:0]PX6MD[1:0]PX7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . PX7MD1～PX0MD1 及びPX7MD0～PX0MD0ビットの初期値は、MD6 端子の設定により異なります。MD6＝L 
のとき0、MD6＝H のとき1になります。

9

8

PX4MD1

PX4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX4 モード

00:その他の機能 (A4、 SIM_RST)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PX3MD1

PX3MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX3 モード

00:その他の機能 (A3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PX2MD1

PX2MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX2 モード

00:その他の機能 (A2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PX1MD1

PX1MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX1 モード

00:その他の機能 (A1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PX0MD1

PX0MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTX0 モード

00:その他の機能 (A0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.24 ポートY コントロールレジスタ（PYCR）

PYCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PY7MD1

PY7MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY7 モード

00:その他の機能 (D7)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PY6MD1

PY6MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY6 モード

00: その他の機能 (D6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PY5MD1

PY5MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY5 モード

00: その他の機能 (D5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PY4MD1

PY4MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY4 モード

00: その他の機能 (D4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PY3MD1

PY3MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY3 モード

00: その他の機能 (D3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

5

4

PY2MD1

PY2MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY2 モード

00: その他の機能 (D2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PY1MD1

PY1MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY1 モード

00: その他の機能 (D1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

01234567891011121315 14

 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注） 0/1（注）

PY0MD[1:0]PY1MD[1:0]PY2MD[1:0]PY3MD[1:0]PY4MD[1:0]PY5MD[1:0]PY6MD[1:0]PY7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . PY7MD1～PY0MD1 及びPY7MD0～PY0MD0ビットの初期値は、MD6 端子の設定により異なります。MD6＝L 
のとき0、MD6＝H のとき1 になります。

40.2.25 ポートZ コントロールレジスタ（PZCR）

PZCR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、端子機能を選択します。

1

0

PY0MD1

PY0MD0
0/1（注）

0/1（注）

R/W

R/W

PTY0 モード

00: その他の機能 (D0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15

14

PZ7MD1

PZ7MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ7 モード

00: その他の機能 (MMCDAT7)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

13

12

PZ6MD1

PZ6MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ6 モード

00: その他の機能 (MMCDAT6)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

11

10

PZ5MD1

PZ5MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ5 モード

00: その他の機能 (MMCDAT5)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

9

8

PZ4MD1

PZ4MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ4 モード

00: その他の機能 (MMCDAT4)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

7

6

PZ3MD1

PZ3MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ3 モード

00: その他の機能 (MMCDAT3)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

11111111 0 0 0 0 0 0 0 0

PZ0MD[1:0]PZ1MD[1:0]PZ2MD[1:0]PZ3MD[1:0]PZ4MD[1:0]PZ5MD[1:0]PZ6MD[1:0]PZ7MD[1:0]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：
R/W:

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.26 ポートA データレジスタ（PADR）

PADR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートA のデータを格納します。

5

4

PZ2MD1

PZ2MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ2 モード

00: その他の機能 (MMCDAT2)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

3

2

PZ1MD1

PZ1MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ1 モード

00: その他の機能 (MMCDAT1)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

1

0

PZ0MD1

PZ0MD0

1

0

R/W

R/W

PTZ0 モード

00: その他の機能 (MMCDAT0)

01: ポート出力

10: ポート入力（プルアップMOS：オフ）

11: ポート入力（プルアップMOS：オン）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～ 0 PA7DT～
PA0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PA0DTPA1DTPA2DTPA3DTPA4DTPA5DTPA6DTPA7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.27 ポートB データレジスタ（PBDR）

PBDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートB のデータを格納します。

40.2.28 ポートC データレジスタ（PCDR）

PCDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートC のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PB7DT～ 
PB0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PC7DT ～
PC0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PB0DTPB1DTPB2DTPB3DTPB4DTPB5DTPB6DTPB7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PC0DTPC1DTPC2DTPC3DTPC4DTPC5DTPC6DTPC7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.29 ポートD データレジスタ（PDDR）

PDDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートD のデータを格納します。

40.2.30 ポートE データレジスタ（PEDR）

PEDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートE のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PD7DT ～
PD0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～0 PE7DT ～ 
PE0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PD0DTPD1DTPD2DTPD3DTPD4DTPD5DTPD6DTPD7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PE0DTPE1DTPE2DTPE3DTPE4DTPE5DTPE6DTPE7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.31 ポートF データレジスタ（PFDR）

PFDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートF のデータを格納します。

40.2.32 ポートG データレジスタ（PGDR）

PGDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートG のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PF7DT ～ 
PF0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7～0 PG7DT～ 
PG0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PF0DTPF1DTPF2DTPF3DTPF4DTPF5DTPF6DTPF7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PG0DTPG1DTPG2DTPG3DTPG4DTPG5DTPG6DTPG7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.33 ポートH データレジスタ（PHDR）

PHDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートH のデータを格納します。

40.2.34 ポート I データレジスタ（PIDR）

PIDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポート I のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PH7DT～
PH0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PI7DT ～ PI0DT 端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PH0DTPH1DTPH2DTPH3DTPH4DTPH5DTPH6DTPH7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PI0DTPI1DTPI2DTPI3DTPI4DTPI5DTPI6DTPI7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.35 ポートJ データレジスタ（PJDR）

PJDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートJ のデータを格納します。

40.2.36 ポートK データレジスタ（PKDR）

PKDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートK のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～0 PJ6DT ～
PJ0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PK7DT ～ 
PK0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

0

⎯

⎯

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PJ0DTPJ1DTPJ2DTPJ3DTPJ4DTPJ5DTPJ6DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PK0DTPK1DTPK2DTPK3DTPK4DTPK5DTPK6DTPK7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.37 ポートL データレジスタ（PLDR）

PLDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートL のデータを格納します。

40.2.38 ポートM データレジスタ（PMDR）

PMDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートM のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～ 0 PL6DT ～ 
PL0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～0 PM7DT～ 
PM0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

PTM3～PTM0端子はオープンドレインポートのため、これらの

ポートから “H”レベルを出力する場合には、外部プルアップ抵抗が

必要です。

0

⎯

⎯

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PL0DTPL1DTPL2DTPL3DTPL4DTPL5DTPL6DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PM0DTPM1DTPM2DTPM3DTPM4DTPM5DTPM6DTPM7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.39 ポートN データレジスタ（PNDR）

PNDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートN のデータを格納します。

40.2.40 ポートO データレジスタ（PODR）

PODR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートO のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～ 0 PN7DT ～ 
PN0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PO7DT ～
PO0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

0

⎯

⎯

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PN0DTPN1DTPN2DTPN3DTPN4DTPN5DTPN6DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PO0DTPO1DTPO2DTPO3DTPO4DTPO5DTPO6DTPO7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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40.2.41 ポートP データレジスタ（PPDR）

PPDR は、読み出し可能な8 ビットのレジスタでポートP のデータを格納します。

40.2.42 ポートQ データレジスタ（PQDR）

PQDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートQ のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～0 PP7DT ～ 
PP0DT

端子状態 R 本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6 ～ 0 PQ6DT ～ 
PQ0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PP0DTPP1DTPP2DTPP3DTPP4DTPP5DTPP6DTPP7DT

RRRRRRRR

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態0

PQ0DTPQ1DTPQ2DTPQ3DTPQ4DTPQ5DTPQ6DT⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.43 ポートR データレジスタ（PRDR）

PRDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートR のデータを格納します。

40.2.44 ポートS データレジスタ（PSDR）

PSDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートS のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PR7DT ～ 
PR0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ポートRはオープンドレインポートのため、これらのポートから

“H”レベルを出力する場合には、外部プルアップ抵抗が必要です

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PS7DT ～ 
PS0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ポートSはオープンドレインポートのため、これらのポートから

“H”レベルを出力する場合には、外部プルアップ抵抗が必要です。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PR0DTPR1DTPR2DTPR3DTPR4DTPR5DTPR6DTPR7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PS0DTPS1DTPS2DTPS3DTPS4DTPS5DTPS6DTPS7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.45 ポートT データレジスタ（PTDR）

PTDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートT のデータを格納します。

40.2.46 ポートU データレジスタ（PUDR）

PUDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートU のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PT7DT～ 
PT0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PU7DT ～ 
PU0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PT0DTPT1DTPT2DTPT3DTPT4DTPT5DTPT6DTPT7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PU0DTPU1DTPU2DTPU3DTPU4DTPU5DTPU6DTPU7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.47 ポートV データレジスタ（PVDR）

PVDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートV のデータを格納します。

40.2.48 ポートW データレジスタ（PWDR）

PWDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートW のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PV7DT ～
PV0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～0 PW7DT ～ 
PW0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PV0DTPV1DTPV2DTPV3DTPV4DTPV5DTPV6DTPV7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PW0DTPW1DTPW2DTPW3DTPW4DTPW5DTPW6DTPW7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.49 ポートX データレジスタ（PXDR）

PXDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートX のデータを格納します。

40.2.50 ポートY データレジスタ（PYDR）

PYDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートY のデータを格納します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PX7DT ～ 
PX0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PY7DT ～ 
PY0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PX0DTPX1DTPX2DTPX3DTPX4DTPX5DTPX6DTPX7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PY0DTPY1DTPY2DTPY3DTPY4DTPY5DTPY6DTPY7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.51 ポートZ データレジスタ（PZDR）

PZDR は、読み出し／書き込み可能な8 ビットのレジスタでポートZ のデータを格納します。

40.2.52 ピンセレクトレジスタ0（PSEL0）

PSEL0 は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートB（PTB）、ポートＣ（PTC）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL0 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 ～ 0 PZ7DT～ 
PZ0DT

端子状態 R/W ■端子機能が汎用出力ポート又はその他の機能の出力端子の場合
　本レジスタに書いた値が対応する端子から出力されます。
　本レジスタを読み出すと、書いた値が読み出せます。

■端子機能が汎用入力ポート又はその他の機能の入力端子の場合
　本レジスタを読み出すと、対応する端子の状態が読み出せます。
　本レジスタに値を書き込んでも反映されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 9 — 0 R/W リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

8 PB0SEL 0 R/W ポートＢ（PTB0）の機能を選択します。

0：IRQ8機能を選択

1：TCLK機能を選択

7 PC7SEL 0 R/W ポートC（PTC7）の機能を選択します。

0：IRQ7/IRL7 機能を選択

1：PWMU0 機能を選択

6 PC6SEL 0 R/W ポートC（PTC6）の機能を選択します。

0：IRQ6/IRL6 機能を選択

1：PWMU1 機能を選択

5 PC5SEL 0 R/W ポートC (PTC5) の機能を選択します。

0: IRQ5/IRL5 機能を選択

1: PWMU2 機能を選択

01234567

端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態端子状態

PZ0DTPZ1DTPZ2DTPZ3DTPZ4DTPZ5DTPZ6DTPZ7DT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯PC2
SEL

PC3
SEL

PC4
SEL

PC5
SEL

PC6
SEL

PC7
SEL

PB0
SEL

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.53 ピンセレクトレジスタ1（PSEL1）

PSEL1 は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートD（PTD）、ポートF（PTF）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL1 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

4 PC4SEL 0 R/W ポートC (PTC4) の機能を選択します。

0: IRQ4/IRL4 機能を選択

1: PWMU3 機能を選択

3 PC3SEL 0 R/W ポートC (PTC3) の機能を選択します。

0: IRQ3/IRL3 機能を選択

1: PWMU4 機能を選択

2 PC2SEL 0 R/W ポートC (PTC2) の機能を選択します。

0: IRQ2/IRL2 機能を選択

1: PWMU5 機能を選択

1、 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 11 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 PD2SEL 0 R/W ポートD (PTD2) の機能を選択します。

0: SP0-SS1 機能を選択

1: DREQ0 機能を選択

9 PD1SEL 0 R/W ポートD (PTD1) の機能を選択します。

0: SP0-SS2 機能を選択

1: DACK0 機能を選択

8 PD0SEL 0 R/W ポートD (PTD0) の機能を選択します。

0: SP0-SS3 機能を選択

1: TEND0 機能を選択

7 ～3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 PF2SEL 0 R/W ポートF (PTF2) の機能を選択します。

0: RMII1-RXD1 機能を選択

1: RAC-RI/RI0 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯PF2
SEL⎯⎯⎯⎯⎯PD0

SEL
PD1
SEL

PD2
SEL⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯R/W⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.54 ピンセレクトレジスタ2（PSEL2）

PSEL2 は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートG（PTG）、ポートH（PTH）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL2 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

1、 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15、 14 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13 PG5SEL 0 R/W ポートG (PTG5) の機能を選択します。

0: A25 機能を選択

1: MMCCLK 機能を選択

12 PG4SEL 0 R/W ポートG (PTG4) の機能を選択します。

0: A24 機能を選択

1: MMCCMD 機能を選択

11 ～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 PH7SEL 0 R/W ポートH(PTH7) の機能を選択します。

0: SP1-MOSI 機能を選択

1: TEND1 機能を選択

6 PH6SEL 0 R/W ポートH (PTH6)の機能を選択します。

0: SP1-MISO 機能を選択

1: DREQ1 機能を選択

5 PH5SEL 0 R/W ポートH (PTH5)の機能を選択します。

0: SP1-SCK 機能を選択

1: DACK1 機能を選択

4 PH4SEL 0 R/W ポートH (PTH4) の機能を選択します。

0: SP1-SCK_FB 機能を選択

1: ADTRG1 機能を選択

3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 PH2SEL 0 R/W ポートH (PTH2) の機能を選択します。

0: SP1-SS1 機能を選択

1: ADTRG0 機能を選択

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯PH2
SEL⎯PH4

SEL
PH5
SEL

PH6
SEL

PH7
SEL⎯⎯⎯⎯PG5

SEL
PG4
SEL⎯ ⎯

⎯⎯R/W⎯R/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯R/WR/W⎯ ⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.55 ピンセレクトレジスタ3（PSEL3）

PSEL3 は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットのレジスタで、ポート I（PTI）、ポート K（PTK）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL3 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

1、 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 PI7SEL 0 R/W ポート I (PTI7) の機能を選択します。

0: D15 機能を選択

1: SDWP 機能を選択

14 PI6SEL 0 R/W ポート I (PTI6) の機能を選択します。

0: D14 機能を選択

1: SDCD 機能を選択

13 PI5SEL 0 R/W ポート I (PTI5) の機能を選択します。

0: D13 機能を選択

1: SDCLK 機能を選択

12 PI4SEL 0 R/W ポート I (PTI4) の機能を選択します。

0: D12 機能を選択

1: SDCMD 機能を選択

11 PI3SEL 0 R/W ポート I (PTI3) の機能を選択します。

0: D11 機能を選択

1: SDDAT3 機能を選択

10 PI2SEL 0 R/W ポート I (PTI2) の機能を選択します。

0: D10 機能を選択

1: SDDAT2 機能を選択

9 PI1SEL 0 R/W ポート I (PTI1) の機能を選択します。

0: D9 機能を選択

1: SDDAT1 機能を選択

8 PI0SEL 0 R/W ポート I (PTI0) の機能を選択します。

0: D8 機能を選択

1: SDDAT0 機能を選択

7 PK7SEL 0 R/W ポートK (PTK7) の機能を選択します。

0: COM2-TXD/TXD1 機能を選択

1: SCK2 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯PK1
SEL

PK2
SEL⎯⎯⎯⎯PK7

SEL
PI0
SEL

PI1
SEL

PI2
SEL

PI3
SEL

PI4
SEL

PI5
SEL

PI7
SEL

PI6
SEL

⎯R/WR/W⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.56 ピンセレクトレジスタ4（PSEL4）

PSEL4 は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートL（PTL）、ポートN（PTN）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL4 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

6 ～ 3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 PK2SEL 0 R/W ポートK (PTK2) の機能を選択します。

0: COM2-DSR/DSR1 機能を選択

1: SCK4 機能を選択

1 PK1SEL 0 R/W ポートK (PTK1) の機能を選択します。

0: COM2-DCD/DCD1 機能を選択

1: SCK3 機能を選択

0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

14 PL6SEL 0 R/W ポートL (PTL6) の機能を選択します。

0: RAC-RXD/RXD0 機能を選択

1: RXD2 機能を選択

13 PL5SEL 0 R/W ポートL (PTL5) の機能を選択します。

0: RAC-RTS/RTS0 機能を選択

1: CS5 機能を選択

12 PL4SEL 0 R/W ポートL (PTL4) の機能を選択します。

0: RAC-CTS/CTS0 機能を選択

1: CS6 機能を選択

11 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 PL2SEL 0 R/W ポートL (PTL2) の機能を選択します。（注）

0: RAC-DSR/DSR0 機能を選択

1: AUDSYNC 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PN0
SEL

PN1
SEL

PN2
SEL

PN3
SEL

PN4
SEL⎯⎯⎯PL0

SEL
PL1
SEL

PL2
SEL⎯PL4

SEL
PL5
SEL⎯ PL6

SEL

R/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯R/WR/WR/W⎯R/WR/W⎯ R/W

ビット：

R/W:

初期値：
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注 . E10Aエミュレータのトレース機能を有効にすると、ビットの設定にかかわらず、これらのポートは強制的に

AUDポートとなります。

9 PL1SEL 0 R/W ポートL (PTL1) の機能を選択します。（注）

0: RAC-DCD/DCD0 機能を選択

1: AUDCK 機能を選択

8 PL0SEL 0 R/W ポートL (PTL0) の機能を選択します。

0: RAC-TXD/TXD0 機能を選択

1: TXD2 機能を選択

7～5 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 PN4SEL 0 R/W ポートN (PTN4) の機能を選択します。

0: 選択禁止

1: SGPIO1-CLK 機能を選択

3 PN3SEL 0 R/W ポートN (PTN3) の機能を選択します。

0: 選択禁止

1: SGPIO1-LOAD 機能を選択

2 PN2SEL 0 R/W ポートN (PTN2) の機能を選択します。

0: 選択禁止

1: SGPIO1-DO 機能を選択

1 PN1SEL 0 R/W ポートN (PTN1) の機能を選択します。

0: 選択禁止

1: SGPIO1-DI 機能を選択

0 PN0SEL 0 R/W ポートN (PTN0) の機能を選択します。

0: 選択禁止

1: SUB-CLKIN 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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40.2.57 ピンセレクトレジスタ5（PSEL5）

PSEL5 は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートO（PTO）、ポートT（PTT）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL5 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～12 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 PO3SEL 0 R/W ポートO (PTO3) の機能を選択します。

0: SGPIO2-CLK 機能を選択

1: COM1-TXD 機能を選択

10 PO2SEL 0 R/W ポートO (PTO2) の機能を選択します。

0: SGPIO2-LOAD 機能を選択

1: COM1-RXD 機能を選択

9 PO1SEL 0 R/W ポートO (PTO1) の機能を選択します。

0: SGPIO2-DI 機能を選択

1: COM1-RTS 機能を選択

8 PO0SEL 0 R/W ポートO (PTO0) の機能を選択します。

0: SGPIO2-DO 機能を選択

1: COM1-CTS 機能を選択

7 PT7SEL 0 R/W ポートT (PTT7) の機能を選択します。（注）

0: PWMX7 機能を選択

1: AUDATA3 機能を選択

6 PT6SEL 0 R/W ポートT (PTT6) の機能を選択します。（注）

0: PWMX6 機能を選択

1: AUDATA2 機能を選択

5 PT5SEL 0 R/W ポートT (PTT5) の機能を選択します。（注）

0: PWMX5 機能を選択

1: AUDATA1 機能を選択

4 PT4SEL 0 R/W ポートT (PTT4) の機能を選択します。（注）

0: PWMX4 機能を選択

1: AUDATA0 機能を選択

3 PT3SEL 0 R/W ポートT (PTT3) の機能を選択します。

0: PWMX3 機能を選択

1: STATUS1 機能を選択

2 PT2SEL 0 R/W ポートT (PTT2) の機能を選択します。

0: PWMX2 機能を選択

1: STATUS0 機能を選択

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯PT2
SEL

PT3
SEL

PT4
SEL

PT5
SEL

PT6
SEL

PT7
SEL

PO0
SEL

PO1
SEL

PO2
SEL

PO3
SEL⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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注 . E10Aエミュレータのトレース機能を有効にすると、ビットの設定にかかわらず、これらのポートは強制的に

AUDポートとなります。

40.2.58 ピンセレクトレジスタ6（PSEL6）

PSEL6 は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットのレジスタで、ポート V（PTV）の「その他の機能」

とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL6 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

1、 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7 PV7SEL 0 R/W ポートV (PTV7) の機能を選択します。

0: A23 機能を選択

1: COM2-RI/RI1 機能を選択

6 PV6SEL 0 R/W ポートV (PTV6) の機能を選択します。

0: A22 機能を選択

1: RSPI-MOSI 機能を選択

5 PV5SEL 0 R/W ポートV (PTV5) の機能を選択します。

0: A21 機能を選択

1: RSPI-MISO機能を選択

4 PV4SEL 0 R/W ポートV (PTV4) の機能を選択します。

0: A20 機能を選択

1: RSPI-RSPCK機能を選択

3 PV3SEL 0 R/W ポートV (PTV3) の機能を選択します。

0: A19 機能を選択

1: RSPI-SSL0機能を選択

2 PV2SEL 0 R/W ポートV (PTV2) の機能を選択します。

0: A18 機能を選択

1: RSPI-SSL1 機能を選択

1 PV1SEL 0 R/W ポートV (PTV1) の機能を選択します。

0: A17 機能を選択

1: EVENT7 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PV0
SEL

PV1
SEL

PV2
SEL

PV3
SEL

PV4
SEL

PV5
SEL

PV6
SEL

PV7
SEL——————— —

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W——————— —

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.59 ピンセレクトレジスタ7（PSEL7）

PSEL7は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートW（PTW）、ポートX（PTX）の

「その他の機能」とマルチプレクスしている端子の機能を選択します。
「その他の機能」を使用する場合、PSEL7 を設定した後にポートコントロールレジスタを「その他の

機能」に設定してください。

0 PV0SEL 0 R/W ポートV (PTV0) の機能を選択します。

0: A16 機能を選択

1: EVENT6 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 PW7SEL 0 R/W ポートW (PTW7) の機能を選択します。

0: A15 機能を選択

1: EVENT5 機能を選択

14 PW6SEL 0 R/W ポートW (PTW6) の機能を選択します。

0: A14 機能を選択

1: EVENT4 機能を選択

13 PW5SEL 0 R/W ポートW (PTW5) の機能を選択します。

0: A13 機能を選択

1: EVENT3 機能を選択

12 PW4SEL 0 R/W ポートW (PTW4) の機能を選択します。

0: A12 機能を選択

1: EVENT2 機能を選択

11 PW3SEL 0 R/W ポートW (PTW3) の機能を選択します。

0: A11 機能を選択

1: EVENT1 機能を選択

10 PW2SEL 0 R/W ポートW (PTW2) の機能を選択します。

0: A10 機能を選択

1: EVENT0 機能を選択

9 PW1SEL 0 R/W ポートW (PTW1) の機能を選択します。

0: A9 機能を選択

1: CTS4 機能を選択

8 PW0SEL 0 R/W ポートW (PTW0) の機能を選択します。

0: A8 機能を選択

1: CTS2 機能を選択

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯PX4
SEL

PX5
SEL

PX6
SEL

PX7
SEL

PW0
SEL

PW1
SEL

PW2
SEL

PW3
SEL

PW4
SEL

PW5
SEL

PW7
SEL

PW6
SEL

⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W
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40.2.60 ノイズキャンセライネーブルレジスタ（NCER）

NCER は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートB（PTB）、ポートC（PTC）の

ノイズキャンセル回路のイネーブルとディスエーブルをビットごとに制御します。

7 PX7SEL 0 R/W ポートX (PTX7) の機能を選択します。

0: A7 機能を選択

1: RTS2 機能を選択

6 PX6SEL 0 R/W ポートX (PTX6) の機能を選択します。

0: A6 機能を選択

1: SIM_D 機能を選択

5 PX5SEL 0 R/W ポートX (PTX5) の機能を選択します。

0: A5 機能を選択

1: SIM_CLK 機能を選択

4 PX4SEL 0 R/W ポートX (PTX4) の機能を選択します。

0: A4 機能を選択

1: SIM_RST 機能を選択

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 PB7NCE ～ 
PB0NCE

すべて0 R/W ノイズキャンセル回路をイネーブルにして、NCCSR で設定した

サンプリング周波数で端子状態をPBDR に取り込みます。

0：ノイズキャンセル回路無効

1：ノイズキャンセル回路有効

7 ～ 0 PC7NCE ～ 
PC0NCE

すべて0 R/W ノイズキャンセル回路をイネーブルにして、NCCSR で設定した

サンプリング周波数で端子状態をPCDR に取り込みます。

0：ノイズキャンセル回路無効

1：ノイズキャンセル回路有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PC0
NCE

PC1
NCE

PC2
NCE

PC3
NCE

PC4
NCE

PC5
NCE

PC6
NCE

PC7
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PB1
NCE

PB2
NCE

PB3
NCE

PB4
NCE

PB5
NCE

PB7
NCE

PB6
NCE

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

R/W:

初期値：
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40.2.61 ノイズキャンセラモードコントロールレジスタ（NCMCR）

NCMCR は、読み出し／書き込み可能な 16 ビットのレジスタで、ポート B（PTB）、ポート C（PTC）
の入力信号で1 期待か0 期待かをビットごとに設定します。

40.2.62 ノイズキャンセラ周期設定レジスタ（NCCSR）

NCCSR は、読み出し／書き込み可能な16 ビットのレジスタで、ポートB（PTB）、ポートC（PTC）の

ノイズキャンセル回路のサンプリング周期を設定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 8 PB7NCMC
 ～ 

PB0NCMC

すべて0 R/W ノイズキャンセル回路の動作モードを選択します。

0：0 が安定して端子に入力されている時にPBDR に0 が格納

されます。

1：1 が安定して端子に入力されている時にPBDR に1 が格納

されます。

7 ～0 PC7NCMC
 ～ 

PC0NCMC

すべて0 R/W ノイズキャンセル回路の動作モードを選択します。

0：0 が安定して端子に入力されている時にPCDR に0 が格納

されます。

1：1 が安定して端子に入力されている時にPCDR に1 が格納

されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～ 11 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

10 ～ 8 PBNCCK2 ～ 
PBNCCK0

000 R/W ポートB のノイズキャンセル回路のサンプリング周期を設定します

Pck = 48 MHz

000 : 0.04 us Pck/2

001 : 0.67 us Pck/32

010 : 10.7 us Pck/512

011 : 170.7 us Pck/8192

100 : 682.7 us Pck/32768

101 : 1.4 ms Pck/65536

110 : 2.7 ms Pck/131072

111 : 5.5 ms Pck/262144

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PC0N 
CMC

PC1N 
CMC

PC2N 
CMC

PC3N 
CMC

PC4N 
CMC

PC5N 
CMC

PC6N 
CMC

PC7N 
CMC

PB0N 
CMC

PB1N 
CMC

PB2N 
CMC

PB3N 
CMC

PB4N 
CMC

PB5N 
CMC

PB7N 
CMC

PB6N 
CMC

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

R/W:

初期値：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PCNCCK[2:0]⎯⎯⎯⎯⎯PBNCCK[2:0]⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

R/W:

初期値：
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7 ～ 3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 PCNCCK2 ～ 
PCNCCK0

000 R/W ポートC のノイズキャンセル回路のサンプリング周期を設定します

Pck = 48 MHz

000 : 0.04 us Pck/2

001 : 0.67 us Pck/32

010 : 10.7 us Pck/512

011 : 170.7 us Pck/8192

100 : 682.7 us Pck/32768

101 : 1.4 ms Pck/65536

110 :  2.7 ms Pck/131072

111 :  5.5 ms Pck/262144
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図 40.1     ノイズキャンセル回路

図 40.2     ノイズキャンセル回路動作概念図
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40.3 使用例

汎用入出力ポート（GPIO）の設定手順の例を示します。

40.3.1 ポート出力機能

ポート出力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～ POCR、PQCR～ PZCR）の該当す

る2 ビットにB'01を書き込んでください。ポートデータレジスタ（PADR～PODR、PQDR～PZDR）の

該当するビットの値を端子に出力します。

40.3.2 ポート入力機能

ポート入力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～PZCR）の該当する2 ビットにプル

アップMOSを使用しない場合はB'10 を、使用する場合はB'11 を書き込んでください。ポートデータレ

ジスタ（PADR～PZDR）の該当するビットから端子に入力している値が読み出せます。

また、「その他の機能」の入力端子に設定した端子に対しても、ポートデータレジスタ（PADR～PZDR）
の該当するビットから端子状態が読み出せます。

40.3.3 周辺モジュール機能

周辺モジュール機能の設定は、まずピンセレクトレジスタ（PSEL0～PSEL7）で使用するモジュール

を選択してください。
最後に、ポートコントロールレジスタ（PACR～PZCR）の該当する2 ビットにB'00 を書き込んでくだ

さい。

40.3.4 AUD モジュール機能

E10A エミュレータのトレース機能を有効にすると、ピンセレクトレジスタ (PSEL4、PSEL5) の設定、

ポートコントロールレジスタ (PLCR、 PTCR)の設定にかかわらず、以下のポートは強制的にAUDポート

となります。

AUDSYNC(PTL2)、AUDCK(PTL1)、AUDATA3(PTT7)、AUDATA2(PTT6)、AUDATA1(PTT5)、
AUDATA0(PTT4)

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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41. ユーザブレークコントローラ（UBC）
ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機

能を使用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用
しなくても、本 LSI 単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBC に設定できるブレーク条件には、

命令フェッチ又はオペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、及
び命令フェッチのときの停止タイミングがあります。

41.1 特長

(1) ブレークチャネル数：2 チャネル（チャネル0 と1）
ユーザブレークは、チャネル 0、1 独立に、又は連続した（シーケンシャル）一つの条件として設

定することができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル0 のブレーク条件が一致した後チャ

ネル1 のブレーク条件の一致が発生、又はチャネル1 のブレーク条件が一致した後チャネル0 のブ

レーク条件の一致が発生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。
以下のようなブレーク比較条件を設定できます。

• アドレス
ASID とアドレス 32 ビットから構成された 40 ビットの比較において、ASID は全ビット比較又は全

ビットマスクのいずれかを選択できます。   
アドレス32 ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位12 ビット（4K バイトページ）、

下位10 ビット（1K バイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。

• データ
チャネル1 のみ、32 ビットマスク可能。

• バスサイクル
命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）又はオペランドアクセスでのブレーク

• 読み出し又は書き込み

• オペランドサイズ
バイト、ワード、及びロングワードをサポート

(2) ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。

(3) PC ブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。

(4) ブレーク条件（チャネル1 に対してのみ）として、最大212－1 回まで繰り返し回数を指定可能。
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図41.1 にUBC のブロック図を示します。

図 41.1     UBC のブロック図
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ASID

コンパレータ

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1

：マッチデータ設定レジスタ1

：マッチデータマスク設定レジスタ1

：実行回数ブレークレジスタ1

：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス
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41.2 レジスタの説明

UBC のレジスタ構成を表41.1 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表41.1 レジスタ構成

上記のレジスタを書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブ
レークが発生しない場合があります。コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、
最後に書き込んだデータを読み出してください。それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対
して有効です。

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

マッチ条件設定レジスタ0 CBR0 R/W H'FF20 0000 32 H'2000 0000 保持

マッチ動作設定レジスタ0 CRR0 R/W H'FF20 0004 32 H'0000 2000 保持

マッチアドレス設定レジスタ0 CAR0 R/W H'FF20 0008 32 H'XXX XXXX 保持

マッチアドレスマスク設定レジスタ0 CAMR0 R/W H'FF20 000C 32 H'XXX XXXX 保持

マッチ条件設定レジスタ1 CBR1 R/W H'FF20 0020 32 H'2000 0000 保持

マッチ動作設定レジスタ1 CRR1 R/W H'FF20 0024 32 H'0000 2000 保持

マッチアドレス設定レジスタ1 CAR1 R/W H'FF20 0028 32 H'XXX XXXX 保持

マッチアドレスマスク設定レジスタ1 CAMR1 R/W H'FF20 002C 32 H'XXX XXXX 保持

マッチデータ設定レジスタ1 CDR1 R/W H'FF20 0030 32 H'XXX XXXX 保持

マッチデータマスク設定レジスタ1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 32 H'XXX XXXX 保持

実行回数ブレークレジスタ1 CETR1 R/W H'FF20 0038 32 H'0000 0XXX 保持

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 32 H'0000 0000 保持

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 32 H'0000 0000 保持

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 41.  ユーザブレークコントローラ（UBC）

 Page 41-4

41.2.1 マッチ条件設定レジスタ0、1（CBR0、CBR1）

CBR0、CBR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、それぞれチャネル0、チャ

ネル1 のブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASID
の有無とその値、（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バスタイプ、

（7）命令フェッチ又はオペランドアクセス、（8）読み出し又は書き込みです。

• CBR0

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル

マッチ条件に本レジスタのMFI ビットで指定したマッチフラグの

値を含めるかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が
1 のとき、条件一致となります。

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件にマッチフラグを含める

30 AIE 0 R/W ASID イネーブル

マッチ条件に本レジスタのAIV ビットで指定したASID を含める

かどうかを指定します。

0：ASID はマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件にASID を含める

29 ～ 24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定（注）

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。

000000：CCMFR レジスタのMF0 ビット

000001：CCMFR レジスタのMF1 ビット

上記以外：リザーブ（設定禁止）

23 ～ 16 AIV H’00 R/W ASID 指定

マッチ条件とするASID 値を指定します。

15 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

SZ CD ID RW CE

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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注 . 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に1を書き込む際に必ず000000 あるいは000001 
を設定してください。
またMF0 ビット（CCRMF レジスタのビット0）が0 の状態で、本レジスタのMFE ビットを1 に、MFI ビットを

000000 に設定するとチャネル0でヒットしなくなりますので注意してください。

14 ～ 12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、
オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックさ

れない（すべてのサイズが対象となる）

001：バイトアクセスを対象とする

010：ワードアクセスを対象とする

011：ロングワードアクセスを対象とする

上記以外：リザーブ（設定禁止）

11 ～ 8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7、6 CD 00 R/W バスセレクト

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドア
クセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする

上記以外：リザーブ（設定禁止）

5、 4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト

マッチ条件として、命令フェッチサイクル又はオペランドアクセ
スサイクルを指定します。

00：命令フェッチサイクル又はオペランドアクセスサイクルを

対象とする

01：命令フェッチサイクルを対象とする

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする

11：命令フェッチサイクル又はオペランドアクセスサイクルを

対象とする

3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2、 1 RW 00 R/W バスコマンドセレクト

マッチ条件として、読み出しサイクル又は書き込みサイクルを指
定します。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とす
る場合のみ有効です。

00：読み出しサイクル又は書き込みサイクルを対象とする

01：読み出しサイクルを対象とする

10：書き込みサイクルを対象とする

11：読み出しサイクル又は書き込みサイクルを対象とする

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに0 を設

定した場合、他のビットの設定はすべて無効です。

0：本チャネルは無効

1：本チャネルは有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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• CBR1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル

マッチ条件に本レジスタのMFI ビットで指定したマッチフラグの

値を含めるかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が1 
のとき、条件一致となります。

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件にマッチフラグを含める

30 AIE 0 R/W ASID イネーブル

マッチ条件に本レジスタのAIV ビットで指定したASID を含めるか

どうかを指定します。

0：ASID はマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件にASID を含める

29～ 24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定（注1）

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。

000000：CCMFR レジスタのMF0 ビット

000001：CCMFR レジスタのMF1 ビット

上記以外：リザーブ（設定禁止）

23 ～ 16 AIV 0 R/W ASID 指定

マッチ条件とするASID 値を指定します。

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル（注２）

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビット
は、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件にデータ値を含める

14～ 12 SZ 0 R/W オペランドサイズセレクト

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、
オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされ

ない（すべのサイズが対象となる）

001：バイトアクセスを対象とする

010：ワードアクセスを対象とする

011：ロングワードアクセスを対象とする

上記以外：リザーブ（設定禁止）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

DBE SZ ETBE CD ID RW CE

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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注 .1 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に1を書き込む際に必ず000000 あるいは000001 
を設定してください。また、MF1 ビット（CCRMF レジスタのビット1）が0 の状態で、本レジスタのMFE ビッ

トを1 に、MFI ビットを000001 に設定するとチャネル1 でヒットしなくなりますので注意してください。

2. データ値をマッチ条件に含める場合は、SZビットでオペランドサイズ（SZ=001又は010又は011）を指定して

ください。また、OCBI 命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB 命令はデータ値

のないロングワード読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含
めないようにしてください。

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。この
ビットが1の場合、マッチ条件が成立した回数がCETR1 レジスタ

で指定した値と等しくなったとき、CRR1 レジスタで指定した動

作が発生します。

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない

1：マッチ条件に実行回数値を含める

10 ～ 8 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

7、 6 CD 0 R/W バスセレクト

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドア
クセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする

上記以外：リザーブ（設定禁止）

5、 4 ID 0 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト

マッチ条件として、命令フェッチサイクル又はオペランドアクセ
スサイクルを指定します。

00：命令フェッチサイクル又はオペランドアクセスサイクルを

対象とする

01：命令フェッチサイクルを対象とする

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする

11：命令フェッチサイクル又はオペランドアクセスサイクルを

対象とする

3 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2、 1 RW 0 R/W バスコマンドセレクト

マッチ条件として、読み出しサイクル又は書き込みサイクルを指
定します。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とす
る場合のみ有効です。

00：読み出しサイクル又は書き込みサイクルを対象とする

01：読み出しサイクルを対象とする

10：書き込みサイクルを対象とする

11：読み出しサイクル又は書き込みサイクルを対象とする

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに0 を設定

した場合、他のビットの設定はすべて無効です。

0：本チャネルは無効

1：本チャネルは有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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41.2.2 マッチ動作設定レジスタ0、1（CRR0、CRR1）

CRR0、CRR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、それぞれチャネル0、チャ

ネル 1 がマッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサ

イクルに対するブレークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。

• CRR0、CRR1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 14 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

13 — 1 — リザーブビット

　（読み出すと “1”が読めます。書き込む値は “1”にしてください）

12～ 2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 PCB 0 R/W PC ブレークセレクト

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後
かを指定します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対し
て、本ビットは無効です。

0：PC ブレークを命令実行前に設定する

1：PC ブレークを命令実行後に設定する

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するか
どうかを指定します。

0：ブレーク要求しない

1：ブレークを要求する

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

PCB BIE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.2.3 マッチアドレス設定レジスタ0、1（CAR0、CAR1）

CAR0、CAR1 は、それぞれ読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、チャネル0、チャ

ネル1 のブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。

• CAR0

• CAR1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 CA 不定 R/W 比較アドレス

ブレーク条件とするアドレスを指定します。

CBR0 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に
SABのアドレスを指定します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 CA 不定 R/W 比較アドレス

ブレーク条件とするアドレスを指定します。

CBR1 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に
SABのアドレスを指定します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CA

CA

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CA

CA

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 41.  ユーザブレークコントローラ（UBC）

 Page 41-10

41.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ0、1（CAMR0、CAMR1）

CAMR0、CAMR1 は、それぞれ読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、対応するチャ

ネルのマッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビットを指
定します（マスクするビットに1 を設定します）。

• CAMR0

• CAMR1

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスク

するビットを指定します（マスクするビットに1 を指定します）。

0：アドレスビットCA[n]は、ブレーク条件に含まれる

1：アドレスビットCA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれ

ない

注 .n＝31～0

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスク

するビットを指定します（マスクするビットに1 を指定します）。

0：アドレスビットCA[n]は、ブレーク条件に含まれる

1：アドレスビットCA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれ

ない

注 .n＝31～0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CAM

CAM

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CAM

CAM

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.2.5 マッチデータ設定レジスタ1（CDR1）

CDR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、チャネル1 のブレーク条件とする

データ値を指定します。

表41.2 マッチデータ設定レジスタの指定

注1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。
2. OCBI 命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB 命令はデータ値のないロング

ワード読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないように
してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 CD 不定 R/W 比較データ値

ブレーク条件とするデータ値を指定します。

CBR1 レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に
SDBのデータ値を指定します。

CBR1 でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0]

オペランドバス（バイト） Don't care Don't care Don't care SDB7 ～ SDB0

オペランドバス（ワード） Don't care Don't care SDB15 ～ SDB8 SDB7 ～ SDB0

オペランドバス
（ロングワード）

SDB31 ～ SDB24 SDB23 ～ SDB16 SDB15 ～ SDB8 SDB7 ～ SDB0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CD

CD

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ1（CDMR1）

CDMR1 は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定される

データ値のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに1 を設定します）。

41.2.7 実行回数ブレークレジスタ1（CETR1）

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャ

ネルヒット回数を指定します。指定できる最大値は212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ

条件に実行回数値を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は1 ずつデクリメントされ、

レジスタ値がH'001 になった後さらにヒットするとブレークが発生します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクする

ビットを指定します（マスクするビットに1 を指定します）。

0：データ値ビットCD[n]は、ブレーク条件に含まれる

1：データ値ビットCD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれ

ない

注 .n＝31～0

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 12 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

11 ～ 0 CET 不定 R/W 実行回数

ブレーク条件とする実行回数を指定します。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

CDM

CDM

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CET

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）

CCMFR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立

したかどうかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定さ

れます。フラグのクリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1 にしたデータを本レジス

タに書き込むことで行います（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用い
ることで、複数チャネルによるシーケンシャル動作を実現できます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 MF1 0 R/W チャネル1 条件一致フラグ

チャネル1 にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは

1 にセットされます。フラグをクリアするには、このビットに0 
を書き込みます。

0：チャネル1 のマッチ条件不一致

1：チャネル1 のマッチ条件一致

0 MF0 0 R/W チャネル0 条件一致フラグ

チャネル0 にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは

1 にセットされます。フラグをクリアするには、このビットに0 
を書き込みます。

0：チャネル0 のマッチ条件不一致

1：チャネル0 のマッチ条件一致

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MF1 MF0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR）

CBCR は、読み出し／書き込み可能な32 ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート

機能を使用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「41.4
ユーザブレークデバッグサポート機能」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 1 — 0 — リザーブビット

　（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定
します。

0：デバッグサポート機能を使用しない

1：デバッグサポート機能を使用する

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UBDE

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

R/W： 

R/W： 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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41.3 動作説明

41.3.1 アクセスに関する用語の説明

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命
令のフェッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを
指します。たとえば、命令MOV.W @(disp,PC),Rn のアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオ

ペランドアクセスです。「データ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。
すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセス又は書き込みアクセスのいずれかに分類されま

す。次の命令は特別の注意が必要です。

• PREF、OCBP、及びOCBWB命令     ：読み出しアクセスとして扱います。

• MOVCA.L、及びOCBI命令                ：書き込みアクセスとして扱います。

• TAS.B命令                                             ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱い

ます。

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI 命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これ

らの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、
ワード、ロングワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランドア

クセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。

41.3.2 ユーザブレーク動作の流れ

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き

込み条件を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0又はCBR1）により指定します。ブレークアドレスを

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設

定レジスタ（CAMR0、CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、AIEビッ

ト（マッチ条件設定レジスタのビット30）をセットし、AIVビット（同23～16ビット）によりASID

を指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、DBE ビット（マッチ条件設定レジスタの

ビット 15）をセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ（CDR1）、データのマスク

条件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ条件に実行回数を

含める場合は、ETBEビット（マッチ条件設定レジスタのビット11）をセットし、実行回数条件を実

行回数ブレークレジスタ（CETR1）により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、

MFEビット（マッチ条件設定レジスタのビット31）をセットし、シーケンス元チャネル番号をMFI

により指定します。

2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク

位置を、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、及

びCE ビット（マッチ条件設定レジスタのビット0）を除くビットの設定が終了したのち、マッチ条

件設定レジスタの CE ビットをセットし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。こ

の手順により、コントロールレジスタの設定値が直後の後続命令から有効となることを保証できま

す。リセット後、初期状態のコントロールレジスタから CE ビット（CBR0、CBR1 レジスタのビッ

ト0）をセットした場合、意図しないブレークが発生する場合があります。

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ

（MF1、MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容に

より、CPU へのブレーク要求が発生します。SR レジスタのBL ビットにより、ブレーク要求に対す

る CPU の動作が異なります。BL ビットが 0 のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行

われますが、BL ビットが1 の場合例外処理は行われません。
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4. マッチ条件の一致又は不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用

することができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フ

ラグを再び使用できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対する

メモリストア命令により0を書き込んでください。

5. チャネル0 及びチャネル1 で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPU に対す

るブレーク要求は 1 つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2 つともセッ

トされる場合があります。

6. SR レジスタのBL ビットが1 の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判

定は行われ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグが

セットされます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条

件が未成立のときにシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネル

の条件一致フラグをクリアしてください。

41.3.3 命令フェッチサイクルブレーク

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0 又は CBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令

フェッチとなります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対す

るBIEビット（マッチ動作設定レジスタ（CRR0又はCRR1）のビット0）をセットしてください。ブ

レークのタイミングを命令実行の前にするか後にするかは、PCBビット（マッチ動作設定レジスタ

（CRR0又はCRR1）のビット1）で指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定す

る場合、マッチアドレス設定レジスタ（CAR0又はCAR1）のLSBを0にしてください。このビット

が1にセットされているとブレークは発生しません。

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行するこ

とが確定した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐又は割

り込みの遷移中にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用

できません。命令実行前ブレークと他の例外との優先順位については、「6. 例外処理」を参照して

ください。遅延分岐命令の遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の

実行前にブレークが発生します。ただし、RTE 命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しな

いでください。

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実

行されたのち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オー

バランによってフェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先

順位については、「6. 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令及びその遅延スロットに対し

て実行後ブレークが指定されると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。

4. チャネル 1 のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、DBE ビット（CBR1 レジスタ

のビット15）は無効となり、マッチデータ設定レジスタCDR1 及びマッチデータマスク設定レジス

タ CDMR1 の設定は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値

を設定することはできません。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 41.  ユーザブレークコントローラ（UBC）

 Page 41-17

41.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0又はCBR1）のオペ

ランドサイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。

表41.3 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0又はCAR1）にアドレスH'0000 1003を設定す

るとき、マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定
した場合）以下が含まれることを意味します。

アドレスH'0000 1000に対するロングワードアクセス

アドレスH'0000 1002に対するワードアクセス

アドレスH'0000 1003に対するバイトアクセス

2. チャネル1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合

データ値をマッチ条件に含める場合は、SZビット（CBR1レジスタのビット14～12）によりロング

ワード、ワード、又はバイトを指定し、かつマッチデータ設定レジスタ（CDR1）及びマッチデータ

マスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、アドレス条件とデータ条

件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロングワードアク

セスに対するデータ値及びマスクは、それぞれ CDR1 及び CDMR1 のビット 7 ～ 0、ビット 15 ～ 0、

ビット31～0に設定します。

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI 命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。こ

れらの命令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。

4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直

前にブレークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数

命令実行した後になる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、

遅延分岐命令やその遅延スロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令まで

ブレークは発生しません。RTE 命令の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでくだ

さい。また、データ値を条件に含める場合は、RTE 命令の1～6 命令前でブレークを発生させないで

ください。

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット

ロングワード アドレスビットA31～A2

ワード アドレスビットA31～A1

バイト アドレスビットA31～A0

マッチ条件に含まれない ロングワードアクセス時のアドレスビットA31～A2

ワードアクセス時のアドレスビットA31～A1

バイトアクセス時のアドレスビットA31～A0
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41.3.5 シーケンシャルブレーク

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビット（ビット 31）及びMFIビット（ビット 29

～24）を設定することで、シーケンシャル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッ

チ条件が成立、又はその逆）を指定することができます。シーケンス元チャネルについては、マッ

チ条件設定レジスタの MFE、及びマッチ動作設定レジスタの BIE ビット（ビット 0）をクリアして

ください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタの MFE ビットをセットし、

シーケンス元チャネル番号をMFIビットで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク要求

の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル

条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされま

す。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立の

ときにシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フ

ラグをクリアしてください。

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1 については実行回数ブレーク条件も指定することができ

ます。

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、

シーケンシャル条件が保証されない場合があります。

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランド
アクセスサイクルでマッチ成立

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令
フェッチサイクルでマッチ成立

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立

命令B は命令A の0 命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでくだ
さい。

命令B は命令A の1 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。

命令B は命令A の2 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。

命令B は命令A の0 又は1 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。

命令B は命令A の2 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。

命令B は命令A の0～5 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。

命令B は命令A の6 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。

命令 B は命令 A の 0 ～ 5 命令後 シーケンシャル動作は保証されません。

命令 B は命令 A の 6 命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。
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41.3.6 退避されるプログラムカウンタの値

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPC に退避し、例外処理状態に移行します。

マッチ条件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合

SPC には、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行され

ず、その前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分

岐命令のアドレスがSPC に退避されます。

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合

SPC には、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令

は実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致

した場合は、それらの命令は実行され、分岐先のアドレスがSPC に退避されます。

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合

SPC には、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した

命令が実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致

した場合は、分岐先のアドレスがSPC に退避されます。

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件として指定する場合

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後

から 6 命令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが

SPC に退避されます。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット

命令で条件が一致した場合は、分岐先アドレスがSPC に退避されます。また、条件に一致した命令

の次命令が分岐命令である場合は、分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発

生するときがあります。この場合も、SPC には分岐先のアドレスが退避されます。
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41.4 ユーザブレークデバッグサポート機能

ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPU がユーザブレーク要求を受理した場

合の分岐先アドレスを変更することができます。UBDE ビット（CBCR レジスタのビット0）を1 にセッ

トすることにより、[VBR ＋オフセット ] で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBR で示されるア

ドレスへ分岐します。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図41.2 に示します。

図 41.2     ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート

SPC ← PC

SSR ← SR

SR.BL ← B'1

SR.MD ← B'1

SR.RB ← B'1

例外

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット
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発生
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41.5 ユーザブレーク使用例

(1) 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件
• 例1-1
レジスタ設定
CBR0 = H'0000 0013 / CRR0 = H'0000 2003 / CAR0 = H'0000 0404 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'0000 0013 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0000 8010 / CAMR1 = H'0000 0006 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0／チャネル1 独立条件

【チャネル0】
アドレス：H'0000 0404、 アドレスマスク： H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後）
ASID は条件に含まれない

【チャネル1】
アドレス： H'0000 8010、 アドレスマスク： H'0000 0006
データ： H'0000 0000 、 データマスク： H'0000 0000 、 実行回数： H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない

ユーザブレークは、アドレスH'0000 0404 の命令実行後、又はアドレスH'0000 8010～H'0000 8016 の
命令実行前に発生します。

• 例1-2
レジスタ設定
CBR0 = H'4080 0013 / CRR0 = H'0000 2000 / CAR0 = H'0003 7226 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'C070 0013 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0003 722E / CAMR1 = H'0000 0000 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0 → チャネル1 シーケンシャルモード

【チャネル0】
アドレス：H'0003 7226、アドレスマスク：H'0000 0000 、 ASID： H'80
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）

【チャネル1】
アドレス：H'0003 722E 、 アドレスマスク：H'0000 0000、 ASID： H'70
データ：H'0000 0000、データマスク：H'0000 0000 、実行回数：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
データ値、実行回数は条件に含まれない

ASID＝H'80 かつアドレスH'0003 7226 の命令が実行された後、ASID＝H'70 かつアドレスH'0003 722E
の命令実行前にユーザブレークが発生します。

• 例1-3
レジスタ設定
CBR0 = H'0000 0013 / CRR0 = H'0000 2001 / CAR0 = H'0002 7128 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'0000 0013 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0003 1415 / CAMR1 = H'0000 0000 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0／チャネル1 独立条件

【チャネル0】
アドレス： H'0002 7128 、 アドレスマスク：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
ASID は条件に含まれない

【チャネル1】
アドレス：H'0003 1415、アドレスマスク： H'0000 0000
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データ：H'0000 0000 、データマスク： H'0000 0000 、実行回数：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない

チャネル0 では、アドレスH'0002 7128 の命令実行前に発生します。チャネル1 では、命令フェッチ

は偶数アドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。

• 例1-4
レジスタ設定
CBR0 = H'4080 0013 / CRR0 = H'0000 2000 / CAR0 = H'0003 7226 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'C070 0013 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0003 722E / CAMR1 = H'0000 0000 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0 → チャネル1 シーケンシャルモード

【チャネル0】
アドレス：H'0003 7226 、アドレスマスク：H'0000 0000 、ASID＝H'80
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）

【チャネル1】
アドレス：H'0003 722E 、アドレスマスク： H'0000 0000 、ASID＝H'70
データ：H'0000 0000 、データマスク：H'0000 0000、実行回数：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
データ値、実行回数は条件に含まれない

ASID＝H'80 かつアドレスH'0003 7226 の命令が実行された後、ASID＝H'70 かつアドレスH'0003 722E
の命令実行前にユーザブレークが発生します。

• 例1-5
レジスタ設定
CBR0 = H'0000 0013 / CRR0 = H'0000 2001 / CAR0 = H'0000 0500 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'0000 0813 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0000 1000 / CAMR1 = H'0000 0000 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0005 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0／チャネル1 独立条件

【チャネル0】
アドレス：H'0000 0500、アドレスマスク：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
ASID は条件に含まれない

【チャネル1】
アドレス：H'0000 1000 、アドレスマスク： H'0000 0000
データ：H'0000 0000、データマスク： H'0000 0000、実行回数： H'0000 0005
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
実行回数：5 回
ASID、データ値は条件に含まれない

チャネル0 では、ユーザブレークはアドレスH'0000 0500 の命令の実行前に生じます。チャネル1 で
は、ユーザブレークは、アドレスH'0000 1000 の命令を4 回実行した後、5 回目の命令実行前に生じ

ます。
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• 例1-6
レジスタ設定
CBR0 = H'4080 0013 / CRR0 = H'0000 2003 / CAR0 = H'0000 8404 / CAMR0 = H'0000 0FFF / 
CBR1 = H'4070 0013 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'0000 8010 / CAMR1 = H'0000 0006 / 
CDR1 = H'0000 0000 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0／チャネル1 独立条件

【チャネル0】
アドレス：H'0000 8404、アドレスマスク： H'0000 0FFF 、ASID： H'80
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後）

【チャネル1】
アドレス：H'0000 8010 、アドレスマスク：H'0000 0006、ASID： H'70
データ：H'0000 0000 、データマスク：H'0000 0000 、実行回数：H'0000 0000
バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前）
データ値、実行回数は条件に含まれない

ユーザブレークは、ASID＝H'80 でアドレスH'0000 8000～H'0000 8FFE の命令の実行後、又は、ASID
＝H'70でアドレスH'0000 8010～H'0000 8016 の命令の実行前に生じます。

(2) オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件

• 例2-1
レジスタ設定
CBR0 = H'4080 0023 / CRR0 = H'0000 2001 / CAR0 = H'0012 3456 / CAMR0 = H'0000 0000 / 
CBR1 = H'4070 A025 / CRR1 = H'0000 2001 / CAR1 = H'000A BCDE / CAMR1 = H'0000 00FF / 
CDR1 = H'0000 A512 / CDMR1 = H'0000 0000 / CETR1 = H'0000 0000 / CBCR = H'0000 0000
指定条件：チャネル0／チャネル1 独立条件

【チャネル0】
アドレス：H'0012 3456 、アドレスマスク：H'0000 0000、ASID：H'80
バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含ま
れない）

【チャネル1】
アドレス：H'000A BCDE、アドレスマスク：H'0000 00FF 、ASID：H'70
データ： H'0000 A512 、データマスク：H'0000 0000 、実行回数：H'0000 0000
バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード
実行回数は条件に含まれない

チャネル0 では、ユーザブレークは、ASID＝H'80 でアドレスH'0012 3454 に対するロングワードの

読み出し、アドレスH'0012 3456 に対するワード読み出し、あるいはアドレスH'0012 3456 に対するバ

イト読み出しで生じます。チャネル1 では、ユーザブレークはASID＝H'70 でH'000A BC00～H'000A
BCFE にワードH'A512 を書き込むときに生じます。
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41.6 使用上の注意事項

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所

望のブレークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行す

る前に、以下の（1）～（3）のいずれかを実行してください。

(1)　変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください

（レジスタリードとRTE命令は連続している必要はありません）。

(2)　変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対し
て、ICBI命令を実行してください（レジスタリードと ICBI命令は連続している必要はありませ

ん）。
(3)　UBCレジスタの変更前に IRMCR.R1＝ 0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジス

タリード→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してくだ
さい。

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありま

せん。最後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。

2. CRR0 及びCRR1 のPCB ビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルの

マッチ条件が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに

対してチャネル 0 、及びチャネル 1 の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されても

シーケンシャル条件は成立せず、ブレークは発生しません。

4. SLEEP 命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させ

ないでください。また、SLEEP 命令の 1～ 5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とする

ブレークを発生させないでください。

5. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われま

す。優先順位に関しては、「6. 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した

場合は、ユーザブレークは発生しません。

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実
行前ブレークを含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示
すフラグもセットされません。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実
行された完了する時点で改めてブレークが発生し、フラグがセットされます。

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外
（TRAPA）と同時に発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセッ

トされます。

6. チャネル 0、チャネル 1 において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPC の値が

両方のブレークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両

チャネルともにセットされます。たとえば、

アドレス110 の命令（チャネル0 で命令フェッチに対する実行後ブレーク）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SPC＝112、CCMFRMF0＝1

アドレス112 の命令（チャネル1 で命令フェッチに対する実行前ブレーク）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでく

ださい。またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～ 6 命令前でブレー

クを発生させないでください。

8. 実行ステートが 2 以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例

外が発生します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、MF0 ビット（CCMFR レジスタのビッ
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ト0）及びMF1ビット（CCMFRレジスタのビット1）が1 にセットされる場合と、セットされない

場合があります。
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42. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）
ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG (IEEE 1149.1: IEEE Standard Test Access Port and

Boundary-Scan Architecture) に準拠したシリアル入出力インタフェースで、エミュレータの接続に使用しま

す。

42.1 特長

H-UDI は6 本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST、ASEBRK/BRKACK）を持ちます。ASEBRK/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAG の規格に準拠します。さらにエミュレータ用端子

として6本の信号（AUDSYNC、AUDCK、AUDATA3～AUDATA0）、チップモード指定端子として 1 本

の信号（MPMD）があります。エミュレータ用端子は兼用端子であり、GPIOのPLCR、PTCR、PSEL4、

PSEL5 レジスタによって機能を切り替えます。なお、E10A エミュレータのトレース機能を有効にする

と、レジスタの設定にかかわらず、これらの端子は強制的にエミュレータ用端子となります。

本LSI のH-UDI はバウンダリスキャン用TAP コントローラとバウンダリスキャン以外のH-UDI の機能

を制御するTAP コントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRST のアサートによりバウンダ

リスキャン用TAPコントローラが選択されるため、H-UDI の機能を利用するためには切り替えコマンド

を入力する必要があります。また、バウンダリスキャン用TAP コントローラはSH-4A からアクセスする

ことはできません。

図42.1 にH-UDI のブロック図を示します。

H-UDI 回路は内部にTAP (Test Access Port) コントローラと、SDBPR、SDBSR、SDIR、SDINT の計4 本

のレジスタを持ちます。SDBPR は JTAG のバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDBSR は

JTAG のバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ、SDIR はコマンド用のレジスタ、

SDINT はH-UDI 割り込み用のレジスタです。SDIR はTDI、TDO 端子から直接アクセスできます。

TAP コントローラ、制御レジスタ、及びバウンダリスキャン用TAP コントローラはPRESET端子によ

るリセットでは初期化されません。TRST 端子をLレベルにするか、TMS 端子に “H”レベルを入力した

状態で TCK 端子に を 5 サイクル以上入力することによりリセットがかかります。その他の回路は、

PRESET端子によるリセット期間中にリセットがかかり初期化されます。

なお、H-UDI は、エミュレータとの接続に使用されるため、エミュレータを使用する場合は本インタ

フェースの機能を使用しないでください。また、エミュレータとの接続方法は各エミュレータのマニュ

アルを参照してください。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 42.  ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）

 Page 42-2

図 42.1     H-UDI のブロック図
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42.2 入出力端子

H-UDI の端子構成を表42.1 に示します。

表42.1 H-UDI の端子構成

注1. LSI内でプルアップされていますが、これらの端子を使用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題あり

ません。
2. H-UDI機能（エミュレータ接続、バウンダリスキャンテスト）を使用する場合は、電源投入時にPRESET と重複

する期間TRST をLレベルにし、かつTRST 単独でも制御可能となるようにしてください。

3. グランド、PRESET端子、又はPRESET と同じ挙動の端子と接続してください。

TCK の周波数が本LSI の周辺クロックの周波数より低くなるようにTCK あるいは本LSI のCPG の設

定を行ってください。

端子名 機 能 入出力 説明 未使用時

TCK テスト
クロック端子

入力 この端子への入力信号に同期してデータ入力端子TDI か
らH-UDI 回路にデータを与えるか、データ出力端子TDO 
からデータを読み出します。

オープン

TMS テストモード
セレクト端子

入力 TCK に同期してこの信号を変化させることで、TDI から

入力するデータの意味を決定します。そのプロトコルは
JTAG（IEEE 1149.1）規格に準拠します。

オープン（注1）

TRST（注2） テスト
リセット端子

入力 TCK とは非同期に受け付け、LレベルでJTAG インタ

フェース回路に対するリセットがかかります。JTAG の
利用の有無にかかわらず、電源投入時にTRST を一定期

間Lレベルにしなければなりません。これは IEEE の規格

と異なります。

グランド固定

又は

PRESET 接続
（注3）

TDI テストデータ
入力端子

入力 TCK に同期してこの端子への入力信号を変化させること

でH-UDI 回路にデータを送ります

オープン（注1）

TDO テストデータ
出力端子

出力 TCK に同期してこの端子からの出力信号を読むことで、

H-UDI 回路からデータを読み出します。

オープン

ASEBRK/
BRKACK

エミュレータ
用端子

入出力 エミュレータ専用の端子です。 オープン（注1）

AUDSYNC、

AUDCK、 
AUDATA3 ～ 
AUDATA0

エミュレータ
用端子

出力 エミュレータ専用の端子です。 オープン

MPMD チップモード
指定端子

入力 本LSIの動作モードを選択します。

　L：エミュレーションモード

　H：ノーマルモード（チップモード）

オープン（注1）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 42.  ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）

 Page 42-4

42.3 バウンダリスキャン用TAP コントローラ

（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS）

本 LSI の H-UDI は、バウンダリスキャン用 TAP コントローラと、H-UDI リセット及び H-UDI 割り込

み機能を制御する TAP コントローラを分離しています。電源投入時を含め、 TRST アサートによりバウ

ンダリスキャン用 TAP コントローラが有効になり、JTAG で規定されているバウンダリスキャン機能を

利用できます。また、H-UDI 切り替えコマンドを入力することで、H-UDI リセット及びH-UDI 割り込み

機能が利用できるようになります。ただし、以下の制限事項が存在します。

• 以下の端子がバウンダリスキャンの対象から外れます。
　 クロック関連信号（EXTAL、XTAL、RGMII-MAC-CLK) 
　 H-UDI関連信号 (TCK、 TDI、 TDO、 TMS、 TRST、 MPMD) 
　 DBSC3関連端子

　 USB関連端子 (USDP0、 USDM0、 VBUS0、 REFRIN、 USDP1、 USDM1、 VBUS1)
　 ADC関連端子 (AN0～AN15、 AVREF0、 AVREF1) 
　 その他の端子（IRQ8、IRQ9、IRQ10、IRQ11、IRQ12）
• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASSコマンド）実行時、TCK

の最大周波数は2MHzです。

• H-UDI 側（外部コントローラ）からバウンダリスキャン用 TAP コントローラへのアクセスサイズ

は8ビットです。

注 . バウンダリスキャン時、MPMD 端子、PRESET 端子はHレベルに固定にしてください。

表42.2 に、バウンダリスキャン用TAP コントローラのサポートコマンドを示します。

表42.2 バウンダリスキャン用TAP コントローラのサポートコマンド

ビット7 ビット 6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット 1 ビット 0 説 明

0 1 0 1 0 1 0 1 IDCODE

1 1 1 1 1 1 1 1 BYPASS

0 0 0 0 0 0 0 0 EXTEST

0 1 0 0 0 0 0 0 SAMPLE/PRELOAD

上記以外 設定禁止
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42.4 レジスタの説明

H-UDI のレジスタ構成を表42.3、表42.4 に示します。

指定されたビット幅でレジスタにアクセスしてください。指定されたビット幅以外のサイズでレジス
タにアクセスした場合、動作は保証できません。

表42.3 レジスタ構成（SH-4A側）

注1. TRST 端子がLレベル、又はTAP コントローラがTest-Logic-Reset の状態で初期化されます。

2. SDBSR とSDBPR はSH-4A 側からアクセスできません｡

表42.4 レジスタ構成（H-UDI側）

注1. TRST 端子がLレベル、又はTAPコントローラがTest-Logic-Reset の状態で初期化されます。

2. H-UDI からの読み出し値は常にH'FFFF FFFDとなります。

3. H-UDI 割り込みコマンドにより最下位ビットへ1 を書き込むことができます。

4. SDBSR は JTAG バウンダリスキャンモードをサポートするシフトレジスタです。

名称 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット(注1）
マニュアル
リセット

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 16 H'0EFF 保持

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 16 H'0000 保持

バウンダリスキャンレジスタ
(注2）

SDBSR — — — — —

バイパスレジスタ (注2） SDBPR — — — — —

名称 略称 R/W アクセスサイズ
レジスタの状態

初期値（注1）

インストラクションレジスタ SDIR R/W 32 H'FFFF FFFD （注2）

割り込み要因レジスタ SDINT W（注3） 32 H'0000 0000

バウンダリスキャンレジスタ
（注4）

SDBSR — — —

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 X
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42.4.1 インストラクションレジスタ（SDIR）

SDIR は、SH-4A からは読み出しのみ可能な 16 ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI端子）か

ら値（コマンド）をセットします。TRST ＝Ｌ又はTAP コントローラのTest Logic Reset ステートで初期

状態になります。H-UDI からは、SH-4A の動作モードとは関係なく書き込みができます。

注 . 本レジスタはH-UDI側からのみ書き込みが可能です。

42.4.2 割り込み要因レジスタ（SDINT）

SDINT はH-UDI割り込み要求を示す16 ビットのレジスタです。

H-UDI 端子からSDIR に「H-UDI割り込み」コマンドをすると（Update-IR）、INTREQ ビットが1 にな

ります。SDIR に「H-UDI 割り込み」コマンドがセットされている間、TDI端子とTDO 端子の間にSDINT
が接続され、32 ビットのレジスタとして読み出せます。その場合、上位16 ビットが0 に、下位16 ビッ

トがSDINTの内容になります。

SH-4A 側からは INTREQ ビットに0 を書き込むことしかできません。このビットが1 の間は割り込み

要求が発行され続けますので、割り込み処理ルーチン内で必ず 0 にしてください。このレジスタ値は

TRST＝Ｌ又はTAP コントローラのTest Logic Reset ステートで初期状態になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15～ 8 TI 0000 1110 R（注） テストインストラクションビット7～0

0110xxxx：H-UDI リセットネゲート

0111xxxx：H-UDI リセットアサート

101xxxxx：H-UDI 割り込み

00001110：初期状態

上記以外：設定禁止

注 . H-UDI リセットを行ってもCPG 及びリセットモジュー

ルの一部は初期化されません。

7 ～ 0 — 1 —（注） リザーブビット

読み出すと常に1 が読み出されます。

TI

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

R R R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

INTREQ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

ビット：

初期値：
R/W：
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42.4.3 バイパスレジスタ（SDBPR）

バイパスレジスタ（SDBPR）は JTAG のバイパスモードをサポートするための 1 ビットのレジスタで

す。バウンダリスキャン用 TAP コントローラに BYPASS コマンドがセットされると、TDI と TDO の間

に SDBPR が接続されます。SH-4A からはこのレジスタをアクセスできません。このレジスタはパワー

オンリセットあるいはTRST ＝Ｌでも初期化されません。ただし、Capture-DR ステートでは0 に初期化

されます。

42.4.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）

バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAG のバウンダリスキャンモードをサポートするための

レジスタです。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD 上に配置されたシフトレジスタ

で、SAMPLE/PRELOAD、EXTEST コマンドを用いて JTAG（IEEE Std1149.1）規格に準拠したバウンダ

リスキャンテストを行うことができます。チップのモードにかかわらずSH-4A からのアクセスはできま

せん。このレジスタはパワーオンリセットあるいはTRST ＝Ｌでも初期化されません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

15 ～1 — 0 — リザーブビット

読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください

0 INTREQ 0 R/W 割り込み要求ビット

「H-UDI 割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示しま

す。SH-4Aからこのビットに0 を書き込むことにより割り込み要

求をクリアできます。このビットに1 を書き込んだ場合は、直前

の値を保持します。

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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42.5 動作説明

42.5.1 TAP 制御

図42.2 にTAP コントローラの内部状態を示します。JTAG で規定されている状態遷移に準拠していま

す。
• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDOはShift-DR、Shift-IRステート以外では

ハイインピーダンス状態です。
• TRST＝0への遷移で、TCKとは非同期で"Test-Logic-Reset"状態へ遷移します。

図 42.2     TAP 制御状態遷移図

Test -Logic-Reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-ScanRun-Test/Idle

1

0

0

0

0

1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-Scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0
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42.5.2 H-UDI リセット

H-UDI 端子からH-UDI リセットアサートコマンド、H-UDI リセットネゲートコマンドをSDIRレジス

タに設定することで、パワーオンリセットと同様のリセットを発行することができます（図42.3 参照）。

H-UDIリセットアサートコマンドを設定してからH-UDI リセットネゲートコマンドを設定するまでに必

要な時間は、パワーオンリセットをかけるためにPRESET端子をLレベルに保つ時間と同じです。

図 42.3     H-UDI リセット

42.5.3 H-UDI 割り込み

H-UDI 端子からH-UDIコマンドを SDIRレジスタに設定することで、割り込みを発生させることがで

きます。H-UDI 割り込みは一般例外／割り込み動作であり、VBR に基づいたアドレスに分岐し、RTE 命
令で復帰します。この時、割り込み事象レジスタ INTEVT に格納される例外コードはH'600 です。また

割り込み優先順位は、割り込みコントローラの INT2PRI3 レジスタのビット28～24 により設定すること

ができます。
H-UDI 割り込みコマンドが SDIR レジスタに設定される（Update-IR）と、SDINT レジスタの INTREQ

ビットが “1” になり、H-UDI 割り込み要求信号がアサートされます。ソフトウェアにより INTREQ ビッ

トに “0” を書き込むまで、割り込み要求信号はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすこ

とはありませんが、INTREQビットが“1”の間は割り込み要求がアサートされ続けますので、割り込み処

理ルーチン内で必ず“0”にしてください。H-UDI 割り込みコマンドがSDIR にセットされている間は、TDI
とTDO の間にSDINT が接続されます。

42.6 注意事項

1. SDIRレジスタに設定されたコマンドは、TRST ＝Ｌ、又はTAP をTest-Logic-Reset 状態にすること

による初期化以外は、H-UDI から他のコマンドを書き込まない限り変化しません。

2. スリープモードは、H-UDI 割り込み、H-UDI リセットにより解除され、その後、それらの要求が受

け付けられます。

3. H-UDI は、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミ ュレータを使用する場合には、

H-UDI の機能は使用できません。

4. マスターモジュールから H-UDI のアサインされていないエリア (H'FC13 0000 ～ H'FC14 FFFF) にア

クセスしないでください。

マスターモジュールがH-UDIのアサインされていないエリア (H'FC13 0000 ～ H'FC14 FFFF) にアク

セスすると、H-UDI モジュールは反応せず、SHwy バスは停止します。 停止した SHwy バスは、パ

ワーオンリセット信号がアサートされるまで回復しません。

H-UDIリセットアサート

コマンドセット コマンドセット

H-UDIリセットネゲートH-UDI 端子

チップ内リセット

SH-4A 状態 リセット処理リセット通常
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43. eMMCホストインタフェース
本モジュールは、JEDEC STANDARD JESD84-A43 に対応したホストコントローラです。MMC（Multi

Media Card）インタフェースを持つフラッシュメモリカードと接続することが可能です。

43.1 特徴

eMMCホストインタフェースモジュールの特長を以下に示します。

• 1/4/8ビットのMMC busに対応

• MMCクロック周波数≦周辺クロック周波数Pck
• データバッファ： 512バイト×2
• 割り込み要求：２本（通常動作、エラー /タイムアウト）

• DMA転送要求：バッファライト、バッファリード

• MMCモードサポート（SPIモードは非サポート）

43.2 モジュールの構成

本モジュールのブロック図を図 43.1に示します。

図 43.1     MMCホストインタフェースのブロック図

DMAC
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MMCDAT[7:0]
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シーケンス 
生成部

割り込み 
制御部

割り込み 
(通常動作／ 
エラー、タイムアウト)
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43.3 入出力端子

本モジュールの端子構成を表 43.1に示します。

表43.1 端子構成

43.4 レジスタの説明

本モジュールのレジスタ構成を表 43.2に示します。

表43.2 レジスタ構成

注1. 16ビットアクセス時は(H'FFCB 0034)のみアクセス可能です。

2. 上記以外のレジスタにはアクセスしないでください。

名称 入出力 機能

MMCCLK 出力 MMCクロック

MMCCMD 入出力 コマンド／レスポンス

MMCDAT[7:0] 入出力 送信データ／受信データ

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

ソフトウェア
リセット

コマンド設定レジスタ CE_CMD_SET R/W H'FFCB 0000 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

アーギュメントレジスタ CE_ARG R/W H'FFCB 0008 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動CMD12
アーギュメントレジスタ

CE_ARG_CMD12 R/W H'FFCB 000C 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

コマンド制御レジスタ CE_CMD_CTRL R/W H'FFCB 0010 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

転送ブロック設定レジスタ CE_BLOCK_SET R/W H'FFCB 0014 16、32 H'0000 0200 H'0000 0200 H'0000 0200

クロックコントロールレジスタ CE_CLK_CTRL R/W H'FFCB 0018 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

バッファアクセス設定レジスタ CE_BUF_ACC R/W H'FFCB 001C 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

レスポンスレジスタ３ CE_RESP3 R H'FFCB 0020 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

レスポンスレジスタ２ CE_RESP2 R H'FFCB 0024 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

レスポンスレジスタ１ CE_RESP1 R H'FFCB 0028 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

レスポンスレジスタ０ CE_RESP0 R H'FFCB 002C 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

自動CMD12
レスポンスレジスタ

CE_RESP_CMD12 R H'FFCB 0030 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

データレジスタ CE_DATA R/W H'FFCB 0034 16（注1）、

32

H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みフラグレジスタ CE_INT R/W H'FFCB 0040 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

割り込みマスクレジスタ CE_INT_MASK R/W H'FFCB 0044 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

ステータスレジスタ１ CE_HOST_STS1 R/W H'FFCB 0048 16、32 H'X0XX 
0000

H'X0XX 
0000

H'X0XX 
0000

ステータスレジスタ２ CE_HOST_STS2 R H'FFCB 004C 16、32 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

バージョンレジスタ CE_VERSION R/W H'FFCB 007C 16、32 H'0000 8000 H'0000 8000 H'0000 8000
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43.4.1 コマンド設定レジスタ（CE_CMD_SET）

CE_CMD_SETは、コマンドシーケンスを設定するレジスタです。コマンドインデックスCMD[5:0]を
含むビット 31 ～ 16 に書き込むとコマンドシーケンスが開始します。なお、コマンドシーケンス実行中

（CE_HOST_STS1レジスタのCMDSEQビット＝1の時）はこのレジスタに書き込めません。

このレジスタの設定値は「43.8.10 CE_CMD_SET設定値」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31、 30 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

29 ～ 24 CMD[5:0] 000000 R/W コマンドインデックス
　コマンドのインデックスを設定します。

23、 22 RTYP[1:0] 00 R/W レスポンスタイプ

00：レスポンス無し

01：6バイトのレスポンス(R1、R1b、R3、R4、R5)

10：17バイトのレスポンス (R2)

11：設定禁止

21 RBSY 0 R/W レスポンスビジー選択

レスポンス受信時のビジーの有無を選択します。

0：レスポンスビジー無し

1：レスポンスビジー有り (R1b)

20 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

19 WDAT 0 R/W データ有り /無し

0：データ無し

1：データ有り

18 DWEN 0 R/W リード /ライト（注1）

0：カードからリード

1：カードへライト

17 CMLTE 0 R/W シングルブロック転送 /マルチブロック転送選択（注1）

0：シングルブロック転送

1：マルチブロック転送

16 CMD12EN 0 R/W 自動CMD12発行設定（マルチブロック転送時有効）

0：CMD12を自動発行しない

1：CMD12を自動発行する (＝自動CMD12)（注2）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W — R/W — R/W R/W R/W — — — R/W R/W

— — CMD[5:0] RTYP[1:0] RBSY WDAT DWEN CMLTE
CMD12

EN

RIDXC[1:0] RCRC7C[1:0] —
CRC
16C

—
CRC
STE

TBIT OPDM —

—

—

—

—

— — DATW[1:0]

R/W：

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：
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注1. データ有りの時有効。
2. 自動CMD12発行選択時、転送ブロックサイズは512バイトに設定してください。また、RBSYビットは0にして

ください（「43.7.2 自動CMD12発行」参照）。

15、14 RIDXC[1:0] 00 R/W レスポンスインデックスチェック

6バイトレスポンスの [45:40]、又は17バイトレスポンスの

[133:128]に対するチェック内容を設定します。

00：インデックスチェック

　（コマンドのインデックスと一致することを確認）

01：check bitsチェック

　（All 1になっていることを確認）

10：チェック無し

11：設定禁止

13、12 RCRC7C[1:0] 00 R/W レスポンスCRC7チェック

6バイトレスポンス、又は17バイトレスポンスの [7:1]に対する

チェック内容を設定します。

00：CRC7チェック

　（RTYP[1:0]ビット＝01にしてください）

01：check bitsチェック（All 1になっていることを確認）

　（RTYP[1:0]ビット＝01にしてください）

10：internal CRC7チェック（R2専用）

　（RTYP[1:0]ビット＝10にしてください）

11：チェック無し

11 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

10 CRC16C 0 R/W リードデータCRC16チェック（注1）

0：リードデータのCRC16をチェックする

1：リードデータのCRC16をチェックしない

（CMD14の時に使用）

9 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

8 CRCSTE 0 R/W CRC status受信（注1）

0：ライト時CRC statusを受信する

1：ライト時CRC statusを受信しない（CMD19の時に使用）

7 TBIT 0 R/W トランスミッションビット設定

0：コマンドのトランスミッションビット（[46]）を1にする

1：コマンドのトランスミッションビット（[46]）を0にする

6 OPDM 0 R/W MMCCMD端子オープンドレイン出力モード設定

0：通常出力

1：オープンドレイン出力

5～2 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

1、0 DATW[1:0] 00 R/W データバス幅設定（注1）

00：1ビット

01：4ビット

10：8ビット

11：設定禁止

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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43.4.2 アーギュメントレジスタ（CE_ARG）

CE_ARG は、コマンドのアーギュメントを設定するレジスタです。コマンドシーケンスを開始する

（CE_CMD_SET レジスタのCMD[5:0] ビットに設定する）前にこのレジスタを設定してください。

注 . 自動CMD12 のアーギュメントは、CE_ARG_CMD12 で設定してください。

43.4.3 自動CMD12アーギュメントレジスタ（CE_ARG_CMD12）

CE_ARG_CMD12は、マルチブロック転送時にCMD12を自動発行するときの、自動CMD12のアーギュ

メントを設定するレジスタです。コマンドシーケンスを開始する（CE_CMD_SET レジスタのCMD[5:0]
ビットに設定する）前にこのレジスタを設定してください。自動CMD12については、「43.7.2 自動CMD12
発行」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 ARG[31:0] H'0000 0000 R/W アーギュメント（コマンドの [39:8]）を設定

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 C12ARG[31:0] H'0000 0000 R/W 自動CMD12のアーギュメント（コマンドの [39:8]）を設定

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ARG[31:16]

ARG[15:0] 

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C12ARG[31:16]

C12ARG[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
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43.4.4 コマンド制御レジスタ（CE_CMD_CTRL）

CE_CMD_CTRLは、コマンドシーケンスの強制終了を設定するレジスタです。

43.4.5 転送ブロック設定レジスタ（CE_BLOCK_SET）

CE_BLOCK_SET は、転送するデータのブロックサイズとブロック数を設定するレジスタです。コマ

ンドシーケンスを開始する（CE_CMD_SETレジスタのCMD[5:0]ビットに設定する）前にこのレジスタ

を設定してください。

注 . マルチブロック転送時有効。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 1 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

0 BREAK 0 R/W コマンドシーケンス強制終了
コマンドシーケンスを中断する場合は、このビットが0のとき

に1を書き込んだ後、0を書き込んでください。

その後、CE_HOST_STS1レジスタのCMDSEQビットが0にな

ると、次の処理が可能になります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 16 BLKCNT[15:0] H'0000 R/W 転送ブロック数（注）

15 ～ 0 BLKSIZ[15:0] H'0200 R/W 転送ブロックサイズ

シングルブロック転送設定時：1～512バイト

マルチブロック転送設定時　：512バイト

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

— — — —

— — — —

— — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — —

— —

BREAK— — — — — — — — — —

—

—

ビット：

初期値：

ビット：

初期値：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BLKCNT[15:0]

BLKSIZ[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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43.4.6 クロックコントロールレジスタ（CE_CLK_CTRL）

CE_CLK_CTRL は、MMC クロックの制御とタイムアウト値を設定するレジスタです。コマンドシー

ケンスを開始する（CE_CMD_SET レジスタのCMD[5:0] ビットに設定する）前にこのレジスタに設定し

てください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 25 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

24 CLKEN 0 R/W MMCクロック出力制御

0：MMCクロックを出力しない（"L"固定）

1：MMCクロックを出力する

23 ～ 20 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

19 ～ 16 CLKDIV[3:0] 0000 R/W MMCクロック周波数設定

0000：Pck/2

0001：Pck/22

：

0111：Pck/28

1000：Pck/29

1001～1110：設定禁止

1111：Pck（反転出力）(注 )

15、14 — 0 — リザーブビット（書き込む値は ”0”にしてください）

13、12 SRSPTO[1:0] 00 R/W レスポンスタイムアウト設定

00： 64×MMCクロックの期間でタイムアウト

01：128×MMCクロックの期間でタイムアウト

10：256×MMCクロックの期間でタイムアウト

11：設定禁止

11 ～ 8 SRBSYTO[3:0] 0000 R/W レスポンスビジータイムアウト設定

0000：214×MMCの期間でタイムアウト

0001：215×MMCの期間でタイムアウト

：

1110：228×MMCの期間でタイムアウト

1111：229×MMCの期間でタイムアウト

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — —

—

—

—

—

SRSPTO[1:0]

— — — —

— — — —

— — — — — — —

CLKEN — — — —

— — — —

— — — —

CLKDIV[3:0]

SRBSYTO[3:0] SRWDTO[3:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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注 . CLKDIV[3:0]=1111に設定する場合、又はCLKDIV[3:0]=1111から他の値に設定変更する場合は、CLKEN=0
（MMCクロック出力禁止）の状態でCLKDIV[3:0]に書き込んでください。

43.4.7 バッファアクセス設定レジスタ（CE_BUF_ACC）

CE_BUF_ACCは、データレジスタのアクセス方法とDMAの転送モードを設定するレジスタです。コ

マンドシーケンスを開始する（CE_CMD_SET レジスタのCMD[5:0] ビットに設定する）前にこのレジス

タに設定してください。バッファの説明については「43.7.4 CE_DATAアクセス時のバッファアクセス選

択機能」を参照してください。

7 ～ 4 SRWDTO[3:0] 0000 R/W ライトデータタイムアウト /リードデータタイムアウト設定

0000：214×MMCクロックの期間でタイムアウト

0001：215×MMCクロックの期間でタイムアウト

：

1110：228×MMCクロックの期間でタイムアウト

1111：229×MMCクロックの期間でタイムアウト

3 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 26 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

25 DMAWEN 0 R/W バッファライトDMA転送要求イネーブル

0：バッファライトDMA転送要求を禁止

1：バッファライトDMA転送要求を許可

24 DMAREN 0 R/W バッファリードDMA転送要求イネーブル

0：バッファリードDMA転送要求を禁止

1：バッファリードDMA転送要求を許可

23 ～ 18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は ”0”にしてください）

17 BUSW 0 R/W データレジスタアクセス幅選択

0：CE_DATAに32ビット単位でアクセス

1：CE_DATAに16ビット単位でアクセス

16 ATYP 0 R/W バッファアクセス選択

0：バイト単位差し替え無し

1：バイト単位差し替え有り

15 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — —

— — — —

— —
DMA
WEN

DMA
REN

— — — — — —

— — — — — — — — — — — —

BUSW ATYP

— —— — — — — — — — — —

— — — — — —— — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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43.4.8 レスポンスレジスタ３～０（CE_RESP3～0）

CE_RESP3 ～ 0 は、受信したレスポンス値が格納されるレジスタです。レスポンス値のフォーマット

については「43.7.1 コマンド /レスポンスのフォーマット」を参照してください。

注 . 自動CMD12に対するレスポンスは、CE_RESP_CMD12レジスタに格納されます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 RSP[127:96] H'0000 0000 R 17バイトレスポンス（R2）の [127:96]を格納

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 RSP[95:64] H'0000 0000 R 17バイトレスポンス（R2）の [95:64]を格納

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 RSP[63:32] H'0000 0000 R 17バイトレスポンス（R2）の [63:32]を格納

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RSP[127:112]

RSP[111:96]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RSP[95:80]

RSP[79:64]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RSP[63:48]

RSP[47:32]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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2012.07.13



SH7752グループ 43.  eMMCホストインタフェース

 Page 43-10

43.4.9 自動CMD12レスポンスレジスタ（CE_RESP_CMD12）

CE_RESP_CMD12は、CMD12を自動発行した際に、CMD12に対するレスポンス値が格納されるレジ

スタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 RSP[31:0] H'0000 0000 R 6バイトレスポンスの [39:8]、又は

17バイトレスポンス（R2）の [31:0]を格納

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 RSP12[31:0] H'0000 0000 R 自動CMD12に対するレスポンスの [39:8]を格納

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RSP[31:16]

RSP[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

RSP12[31:16]

RSP12[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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43.4.10 データレジスタ（CE_DATA）

CE_DATA は、バッファにアクセスするためのレジスタです。このレジスタに書き込むと、バッファ

に書き込まれます。このレジスタを読み出すと、バッファに格納されている値が読み出せます。16ビッ

トアクセス時はDATA[31:16]のみアクセス可能です。ライトデータ /リードデータのフォーマットについ

ては「43.7.5 データフォーマット」を参照してください。

注 . このレジスタに書き込んだ場合は、BUFWENビットに"0"を書き込んでからCE_BLOCK_SETレジスタに値を設

定してください。このレジスタを読み出した場合は、BUFWENビット（CE_INTレジスタのビット21に"0"を書

き込んでからCE_BLOCK_SETレジスタに値を設定してください。

43.4.11 割り込みフラグレジスタ（CE_INT）

CE_INT は、コマンドシーケンス実行中の各種ステータスを表すレジスタです。各ビットはセット条

件を満たすと 1 になります。ビットをクリアする際は、クリアするビットのみ 0 を設定し、それ以外の

ビットは1を設定してください。

エラー、タイムアウト発生時の処理については「43.7.6 エラー、タイムアウト発生時の本モジュール

の処理」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 ～ 0 DATA[31:0] H'0000 0000 R/W バッファライトデータ [31:0]/バッファリードデータ [31:0]

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31～27 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

26 CMD12DRE 0 R/W（注1） 自動CMD12＆バッファリード完了

自動CMD12のレスポンスビジー及びバッファリードが完了する

と"1"になります。（注2）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DATA[31:16]

DATA2[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W（注）R/W（注） R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注） R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）

R/W（注） R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注）R/W（注） R/W（注）R/W（注）R/W（注）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — —

CMD
VIO

BUF
VIO

— —

—
CMD12

DRE
CMD12

RBE
CMD12

CRE
DT

RANE
BUF
RE

BUF
WEN

BUF
REN

— RBSYE CRSPE

RBSY
TO

RSP
TO

WDAT
ERR

RDAT
ERR

RIDX
ERR

RSP
ERR

— —

— —

—

— —

— —

— —

—

—

— —

—

—

CRCS
TO

WDAT
TO

RDAT
TO

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

1を書くと0になります。0を書いても変化しません。注．

初期値：
R/W：
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25 CMD12RBE 0 R/W（注1） 自動CMD12レスポンスビジー完了

自動CMD12のレスポンス受信及びレスポンスビジーが完了する

と"1"になります。（注3）

24 CMD12CRE 0 R/W（注1） 自動CMD12コマンドレスポンス完了

自動CMD12のレスポンスを受信すると"1"になります。

23 DTRANE 0 R/W（注1） データ送信完了

全ブロックの全データの送信が完了すると"1"になります。

•CRC statusを受信する（CRCSTEビット＝0）場合

CRC status後のビジー（データビジー）が完了したとき

•CRC statusを受信しない（CRCSTEビット＝1）場合

データの送信が完了したとき

22 BUFRE 0 R/W（注1） バッファリード完了

全ブロックの全データの受信が完了し、バッファからの読み出し
が完了すると"1"になります。

21 BUFWEN 0 R/W（注1） バッファライト可

バッファが空で書き込み可能になると"1"になります。(注4)

20 BUFREN 0 R/W（注1） バッファリード可

バッファに転送ブロックサイズ分のデータが格納され読み出し可

能になると"1"になります。（注5）

19、18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

17 RBSYE 0 R/W（注1） レスポンスビジー完了

レスポンス受信とレスポンスビジーが完了すると"1"になります。
（注6）

16 CRSPE 0 R/W（注1） コマンドレスポンス完了

コマンドレスポンスが完了すると"1"になります。（注7）

• レスポンス無し（RTYP[1:0]ビット＝00）の場合

コマンドの送信が完了したとき
• 6バイト又は17バイトのレスポンス

（RTYP[1:0]ビット＝01又は10）の場合

レスポンスを受信したとき

15 CMDVIO 0 R/W（注1） コマンド発行エラー

コマンド発行に以下のようなエラーが発生すると"1"になります。

•下記のいずれかの組み合わせをCE_CMD_SET、
CE_BLOCK_SETレジスタへ設定した状態で、CMD[5:0]ビット

（CE_CMD_SETレジスタのビット29～24）へ書き込んだとき

- レスポンス無し＋レスポンスビジー有り

- レスポンス無し＋データ有り

- データ無し＋CMD12を自動発行する

- データ有り＋シングルブロック転送＋CMD12を自動発行する

- データ有り＋レスポンスビジー有り＋ CMD12を自動発行する

- データ有り＋転送ブロックサイズ=0

- データ有り＋転送ブロックサイズ≧513

- データ有り＋マルチブロック転送＋転送ブロック数=0

•コマンドシーケンス実行中にCMD[5:0]ビットへ書き込んだとき

（このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません）

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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14 BUFVIO 0 R/W（注1） バッファアクセスエラー

バッファアクセス時に以下のようなエラーがあると"1"になりま

す。このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

• BLKSIZ[15:0]ビット（CE_BLOCK_SETレジスタのビット15～
0）に設定したブロックサイズより多く CE_DATAへアクセスし

たとき
• カードからデータをリード中、BUFRENビットが"1"になってい

ない（DMA使用時は、バッファリードDMA転送要求が出てい

ない）にもかかわらずCE_DATAへアクセスしたとき

• カードへデータをライト中、BUFWENビットが"1"になってい

ない（DMA使用時は、バッファライトDMA転送要求が出てい

ない）にもかかわらずCE_DATAへアクセスしたとき

13、12 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 WDATERR 0 R/W（注1） ライトデータエラー

ライトデータ（CRC statusのステータス値、又はCRC statusの
エンドビット）にエラーがあると"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止します。

10 RDATERR 0 R/W（注1） リードデータエラー

リードデータのCRC16、又はエンドビットにエラーがあると"1"
になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止します。

9 RIDXERR 0 R/W（注1） レスポンスインデックスエラー

レスポンスのインデックスにエラーがあると"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止します。

•RIDXC[1:0]＝00の場合

コマンドのインデックスと一致していないとき
•RIDXC[1:0]＝01の場合

いずれかのビットが"1"になっていないとき

8 RSPERR 0 R/W（注1） レスポンスエラー

レスポンスに以下のエラーがあると"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止します。

•トランスミッションビットが"1"のとき

•エンドビットにエラーがあるとき
•CRC7にエラーがあるとき

RCRC7C[1:0]ビット（CE_CMD_SETレジスタのビット13、
12）＝00の場合

6バイトレスポンスのCRC7がコマンドのCRC7と一致し

ていないとき
RCRC7C[1:0]＝01の場合

6バイトレスポンスのCRC7のいずれかのビットが

"1"になっていないとき

RCRC7C[1:0]＝10の場合

17バイトレスポンスのCRC7にエラーがあるとき

7～5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 CRCSTO 0 R/W（注1） CRC statusタイムアウト

CRC statusを受信できないと"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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注1. “1”を書くと “0”になります。“0”を書いても変化しません。

2. CMD12DREが “1”になると、同時にCMD12RBE、CMD12CRE、BUFREビットも “1”になりますので、これらの

ビットも併せて “0”にしてください。

3. CMD12RBEが “1”になると、同時にCMD12CREビットも “1”になりますので、併せて “0”にしてください。

また、マルチブロックライト時にCMD12RBEが “1”になると、同時にDTRANEビットも “1”になりますので、併

せて “0”にしてください。

4. バッファライトDMA転送要求を許可（DMAWENビット（CE_BUF_ACレジスタのビット25）＝1）している場

合は “1”になりません。

5. バッファリードDMA転送要求を許可（DMAWENビット（CE_BUF_ACレジスタのビット25＝1）している場合

は “1”になりません。

6. RBSYEが “1”になると、同時にCRSPEビットが “1”になりますので、併せて “0”にしてください。なお、自動

CMD12のレスポンスとレスポンスビジーについては、CMD12RBEビットに反映されます。

7. 自動CMD12のレスポンスについては、CMD12CREビットに反映されます。

3 WDATTO 0 R/W（注1） ライトデータタイムアウト

CRC status受信後、SRWDTO[3:0]ビット（CE_CLK_CTRLレジ

スタのビット7～4）に設定した期間を超えてビジーが続くと"1"
になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

2 RDATTO 0 R/W（注1） リードデータタイムアウト

リードコマンド送信後、又はリードデータ受信後、
SRWDTO[3:0]ビット（CE_CLK_CTRLレジスタのビット7～4）
に設定した期間以内に次のリードデータを受信できないと"1"に
なります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

1 RBSYTO 0 R/W（注1） レスポンスビジータイムアウト

コマンド（自動CMD12含む）送信後、SRBSYTO[3:0]ビット

（CE_CLK_CTRLレジスタのビット11～8）に設定した期間を超

えてビジーが続くと"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

0 RSPTO 0 R/W（注1） レスポンスタイムアウト

コマンド（自動CMD12含む）送信後、SRSPTO[1:0]ビット

（CE_CLK_CTRLレジスタのビット13、12）に設定した期間以内

にレスポンスが受信できないと"1"になります。

このとき、コマンドシーケンスは自動停止しません。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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43.4.12 割り込みマスクレジスタ（CE_INT_MASK）

CE_INT_MASK は、CE_INT レジスタの割り込み出力を制御するレジスタです。CE_INT_MASK レジ

スタの各ビットに "1"を設定しているとき、CE_INTレジスタ内の対応ビットが "1"になると割り込み要

求が発生します。
割り込みの詳細については「43.5 割り込み要求」を参照してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31～27 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

26 MCMD12DRE 0 R/W CMD12DRE割り込みマスク

0：CMD12DREビット（CE_INTレジスタのビット26）による

割り込み出力を禁止

1：CMD12DREビット＝1のとき割り込み要求発生

25 MCMD12RBE 0 R/W CMD12RBE割り込みマスク

0：CMD12RBEビット（CE_INTレジスタのビット25）による

割り込み出力を禁止

1：CMD12RBEビット＝1のとき割り込み要求発生

24 MCMD12CRE 0 R/W CMD12CRE割り込みマスク

0：CMD12CREビット（CE_INTレジスタのビット24）による

割り込み出力を禁止

1：CMD12CREビット＝1のとき割り込み要求発生

23 MDTRANE 0 R/W DTRANE割り込みマスク

0：DTRANEビット（CE_INTレジスタのビット23）による割

り込み出力を禁止

1：DTRANEビット＝1のとき割り込み要求発生

22 MBUFRE 0 R/W BUFRE割り込みマスク

0：BUFREビット（CE_INTレジスタのビット22）による割り

込み出力を禁止

1：BUFREビット＝1のとき割り込み要求発生

21 MBUFWEN 0 R/W BUFWEN割り込みマスク

0：BUFWENビット（CE_INTレジスタのビット21）による割

り込み出力を禁止

1：BUFWENビット＝1のとき割り込み要求発生

20 MBUFREN 0 R/W BUFREN割り込みマスク

0：BUFRENビット（CE_INTレジスタのビット20）による割

り込み出力を禁止

1：BUFRENビット＝1のとき割り込み要求発生

19、18 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— —

—

— —

MCMD
VIO

MBUF
VIO

— —

—
MCMD12

DRE
MCMD12

RBE
MCMD12

CRE
MDT

RANE
MBUF

RE
MBUF
WEN

MBUF
REN

— MRBSYEMCRSPE

MRBSY
TO

MRSP
TO

MWDAT
ERR

MRDAT
ERR

MRIDX
ERR

MRSP
ERR

— —

— —

—

—

—

— —

—

—

MCRCS
TO

MWDAT
TO

MRDAT
TO

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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17 MRBSYE 0 R/W RBSYE割り込みマスク

0：RBSYEビット（CE_INTレジスタのビット17）による割り

込み出力を禁止

1：RBSYEビット＝1のとき割り込み要求発生

16 MCRSPE 0 R/W CRSPE割り込みマスク

0：CRSPEビット（CE_INTレジスタのビット16）による割り

込み出力を禁止

1：CRSPEビット＝1のとき割り込み要求発生

15 MCMDVIO 0 R/W CMDVIO割り込みマスク

0：CMDVIOビット（CE_INTレジスタのビット15）による割

り込み出力を禁止

1：CMDVIOビット＝1のとき割り込み要求発生

14 MBUFVIO 0 R/W BUFVIO割り込みマスク

0：BUFVIOビット（CE_INTレジスタのビット14）による割り

込み出力を禁止

1：BUFVIOビット＝1のとき割り込み要求発生

13、12 — 0 00 リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

11 MWDATERR 0 R/W WDATERR割り込みマスク

0：WDATERRビット（CE_INTレジスタのビット11）による

割り込み出力を禁止

1：WDATERRビット＝1のとき割り込み要求発生

10 MRDATERR 0 R/W RDATERR割り込みマスク

0：RDATERRビット（CE_INTレジスタのビット10）による割

り込み出力を禁止

1：RDATERRビット＝1のとき割り込み要求発生

9 MRIDXERR 0 R/W RIDXERR割り込みマスク

0：RIDXERRビット（CE_INTレジスタのビット9）による割

り込み出力を禁止

1：RIDXERRビット＝1のとき割り込み要求発生

8 MRSPERR 0 R/W RSPERR割り込みマスク

0：RSPERRビット（CE_INTレジスタのビット8）による割り

込み出力を禁止

1：RSPERRビット＝1のとき割り込み要求発生

7～5 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

4 MCRCSTO 0 R/W CRCSTO割り込みマスク

0：CRCSTOビット（CE_INTレジスタのビット4）による割り

込み出力を禁止

1：CRCSTOビット＝1のとき割り込み要求発生

3 MWDATTO 0 R/W WDATTO割り込みマスク

0：WDATTOビット（CE_INTレジスタのビット3）による割り

込み出力を禁止

1：WDATTOビット＝1のとき割り込み要求発生

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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2 MRDATTO 0 R/W RDATTO割り込みマスク

0：RDATTOビット（CE_INTレジスタのビット2）による割り

込み出力を禁止

1：RDATTOビット＝1のとき割り込み要求発生

1 MRBSYTO 0 R/W RBSYTO割り込みマスク

0：RBSYTOビット（CE_INTレジスタのビット1）による割り

込み出力を禁止

1：RBSYTOビット＝1のとき割り込み要求発生

0 MRSPTO 0 R/W RSPTO割り込みマスク

0：RSPTOビット（CE_INTレジスタのビット0）による割り

込み出力を禁止

1：RSPTOビット＝1のとき割り込み要求発生

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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43.4.13 ステータスレジスタ１（CE_HOST_STS1）

CE_HOST_STS1 は、転送完了したブロック数、MMCCMD 端子／MMCDAT端子の状態、受信したレ

スポンスのインデックス、コマンドシーケンスの状態を示すレジスタです。

注 . 通信エラー又はタイムアウトが発生すると、MMCDAT[0]端子がL状態のままの場合があります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 CMDSEQ 0 R コマンドシーケンス状態

0：コマンドシーケンス初期状態

1：コマンドシーケンス実行中

30 CMDSIG — R MMCCMD端子状態

0：MMCCMD端子はLレベル

1：MMCCMD端子はHレベル

29 ～ 24 RSPIDX[5:0] 000000 R レスポンスインデックス

6バイトレスポンスの [45:40]、又は、

17バイトレスポンスの [133:128]を表示します。

23 ～ 16 DATSIG[7:0] — R MMCDAT[7:0]端子状態（注）

0：MMCDAT[7:0]端子はLレベル

1：MMCDAT[7:0]端子はHレベル

注 . DATSIG[i]ビットがMMCDAT[i]端子状態を示します。

15 ～ 0 RCVBLK[15:0] H'0000 R 転送完了ブロック数
•CE_CMD_SETレジスタのDWENビット＝0のとき

カードから読み出したブロック数
•CE_CMD_SETレジスタのDWENビット＝1のとき

カードへ書き込んだブロック数

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 - 0 0 0 0 0 0 - - - - - - - -
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

CMD
SEQ

CMD
SIG

RSPIDX[5:0] DATSIG[7:0]

RCVBLK[15:0]

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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43.4.14 ステータスレジスタ２（CE_HOST_STS2）

CE_HOST_STS2は、各種タイムアウト、各種エラーの状態を示すレジスタです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 CRCSTE 0 R CRC statusエラー

CRC status値にエラーがあると"1"になります。

30 CRC16E 0 R リードデータCRC16エラー

リードデータのCRC16にエラーがあると"1"になります。

29 AC12CRCE 0 R 自動CMD12レスポンスCRC7エラー

自動CMD12に対するレスポンスのCRC7に以下のエラーがあ

ると"1"になります。

•RCRC7C[1:0]＝00の場合

コマンドのCRC7と一致していないとき

•RCRC7C[1:0]＝01の場合

いずれかのビットが"1"になっていないとき

28 RSPCRC7E 0 R コマンドレスポンスCRC7エラー（自動CMD12以外）

6バイトレスポンス、又は17バイトレスポンスのCRC7に以下

のエラーがあると"1"になります。

•RCRC7C[1:0]＝00の場合

6バイトレスポンスのCRC7がコマンドのCRC7と一致し

ていないとき

•RCRC7C[1:0]＝01の場合

6バイトレスポンスのCRC7のいずれかのビットが"1"に
なっていないとき

•RCRC7C[1:0]＝10の場合

17バイトレスポンスのCRC7にエラーがあるとき

27 CRCSTEBE 0 R CRC statusエンドビットエラー

CRC statusのエンドビットにエラーがあると"1"になります。

26 RDATEBE 0 R リードデータエンドビットエラー

リードデータのエンドビットにエラーがあると"1"になります。

25 AC12REBE 0 R 自動CMD12レスポンスエンドビットエラー

自動CMD12に対するレスポンスのエンドビットにエラーがあ

ると"1"になります。

24 RSPEBE 0 R コマンドレスポンスエンドビットエラー（自動CMD12以外）

レスポンスのエンドビットにエラーがあると"1"になります。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R

CRC
STE

CRC
16E

AC12
CRCE

RSP
CRC7E

STRDAT
TO

DATBSY
TO

CRCST
TO

CRC
STEBE

RDAT
EBE

AC12
REBE

RSP
EBE

AC12
IDXE

RSP
IDXE

— — — CRCST[2:0]

— —AC12
BSYTO

RSP
BSYTO

AC12
RSPTO

STRSP
TO

— — — — — —

— — —

— ——

—

— — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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23 AC12IDXE 0 R 自動CMD12レスポンスインデックスエラー

自動CMD12に対するレスポンスのインデックスにエラーがあ

ると"1"になります。

•RIDXC[1:0]＝00の場合

コマンドのインデックスと一致していないとき
•RIDXC[1:0]＝01の場合

いずれかのビットが"1"になっていないとき

22 RSPIDXE 0 R コマンドレスポンスインデックスエラー（自動CMD12以外）

レスポンスのインデックスにエラーがあると"1"になります。

•RIDXC[1:0]＝00の場合

コマンドのインデックスと一致していないとき
•RIDXC[1:0]＝01の場合

いずれかのビットが"1"になっていないとき

21 ～ 19 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

18 ～ 16 CRCST[2:0] 000 R CRC status 

受信したCRC status値を表示します。

15 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

14 STRDATTO 0 R リードデータタイムアウト

リードコマンド送信後、又はリードデータ受信後、
SRWDTO[3:0]ビット（CE_CLK_CTRLレジスタのビット7～
4）に設定した期間以内に次のリードデータが受信できないと

"1"になります。

13 DATBSYTO 0 R データビジータイムアウト

CRC status受信後、SRWDTO[3:0]ビット（CE_CLK_CTRLレ
ジスタのビット7～4）ビットに設定した期間を超えてビジー

が続くと"1"になります。

12 CRCSTTO 0 R CRC statusタイムアウト

CRC statusを受信できないと"1"になります。

11 AC12BSYTO 0 R 自動CMD12レスポンスビジータイムアウト

自動CMD12送信後、SRBSYTO[3:0]ビット（CE_CLK_CTRL
レジスタのビット11～8）に設定した期間を超えてビジーが続

くと"1"になります。

10 RSPBSYTO 0 R レスポンスビジータイムアウト

コマンド（自動CMD12以外）送信後、SRBSYTO[3:0]ビット

（CE_CLK_CTRLレジスタのビット11～8）に設定した期間を

超えてビジーが続くと"1"になります。

9 AC12RSPTO 0 R 自動CMD12レスポンスタイムアウト

自動CMD12送信後、SRSPTO[1:0]ビット（CE_CLK_CTRLレ
ジスタのビット13、12）に設定した期間以内にレスポンスが

受信できないと"1"になります。

8 STRSPTO 0 R レスポンスタイムアウト

コマンド（自動CMD12以外）送信後、SRSPTO[1:0]ビット

（CE_CLK_CTRLレジスタのビット13、12）に設定した期間以

内にレスポンスを受信できないと"1"になります。

7 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説明
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43.4.15 バージョンレジスタ（CE_VERSION）

CE_VERSIONは、本モジュールのバージョンナンバの表示とソフトウエアリセットを制御するレジス

タです。

ビット ビット名 初期値 R/W 説明

31 SWRST 0 R/W ソフトウエアリセット

0：ソフトウエアリセット解除（通常動作）

1：ソフトウエアリセット中

30 ～ 16 — 0 — リザーブビット（書き込む値は ”0”にしてください）

15 ～ 0 VERSION[15:0] H'8000 R バージョンナンバ

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

SWRST

VERSION[15:0]

— — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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43.5 割り込み要求

本モジュールの割り込み要求の仕様を表 43.3に示します。本モジュールには、通常動作割り込み、エ

ラー /タイムアウト割り込みの 2種類の割り込み要求があります。割り込み要求ビットが "1"、かつ割り

込みマスクビットが"1"のとき割り込み要求が発生します。

表43.3 割り込み要求の仕様

割り込み要求ビット 割り込みマスクビット
割り込み要求

レジスタ名 ビット名 レジスタ名 ビット名

CE_INT CMD12DRE CE_INT_MASK MCMD12DRE 通常動作割り込み
（MMC2）CMD12RBE MCMD12RBE

CMD12CRE MCMD12CRE

DTRANE MDTRANE

BUFRE MBUFRE

BUFWEN MBUFWEN

BUFREN MBUFREN

RBSYE MRBSYE

CRSPE MCRSPE

CMDVIO MCMDVIO

BUFVIO MBUFVIO

WDATERR MWDATERR エラー
/タイムアウト

割り込み
RDATERR MRDATERR

RIDXERR MRIDXERR

RSPERR MRSPERR

CRCSTO MCRCSTO

WDATTO MWDATTO

RDATTO MRDATTO

RBSYTO MRBSYTO

RSPTO MRSPTO
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43.6 DMA仕様

本モジュールはバッファリード用とバッファライト用の２チャンネルのDMA 転送要求を持ちます。

43.6.1 バッファライトDMA

DMAWENビット（CE_BUF_ACCレジスタのビット25）が"1"のときバッファが空になると、バッファ

ライトDMA転送要求が発生します。

DMA転送要求は、（BLKSIZ[15:0]ビットに設定した転送ブロックサイズ）×（BLKCNT[15:0]ビットに

設定した転送ブロック数）の間発生し、最終ブロックの転送が終わると無効になります。このとき、
BUFWENビット（CE_INTレジスタのビット21）は"1"になりません。

DMA転送中にエラーが発生するか、DMA転送が強制終了されると、コマンドシーケンスが自動停止

するため、DMA転送要求は無効になります。

43.6.2 バッファリードDMA

DMAWENビット（CE_BUF_ACCレジスタのビット25）が "1"のとき、BLKSIZ[15:0]ビットに設定し

た転送ブロックサイズ分のデータがたまっていると、バッファリードDMA転送要求が発生します。

DMA転送要求は、（BLKSIZ[15:0]ビットに設定した転送ブロックサイズ）×（BLKCNT[15:0]ビットに

設定した転送ブロック数）の間発生し、最終ブロックの転送が終わると無効になります。このとき、
BUFWENビット（CE_INTレジスタのビット21）は"1"になりません。

DMA転送中にエラーが発生するか、DMA転送が強制終了されると、コマンドシーケンスが自動停止

するため、DMA転送要求は無効になります。

43.7 動作説明

43.7.1 コマンド /レスポンスのフォーマット

送信するコマンドのフォーマットを図 43.2に示します。CMD[5:0]ビット（CE_CMD_SETレジスタの

ビット29 ～ 24）に設定したコマンドインデックスとARG[31:0]ビット（CE_ARGレジスタのビット31 ～

0）に設定したアーギュメントが反映されます。

図 43.2     コマンドのフォーマット

6バイトレスポンス受信時のフォーマットを図 43.3に、17バイトレスポンス (R2)受信時のフォーマッ

トを図 43.4に示します。受信したレスポンスインデックス値はRSPIDX[5:0]ビット（CE_HOST_STS1レ
ジスタのビット 29 ～ 24）に格納されます。また、受信したステータス値は CE_RESP0 レジスタ又は

CE_RE SP3 ～ 0 レジスタに格納されます。レスポンスのチェック内容は、R I DX C[1 : 0 ] ビット

（CE_CMD_SETレジスタのビット15、14）とRCRC7C[1:0]ビット（CE_CMD_SETレジスタのビット13、
12）で設定します。
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図 43.3     6バイトレスポンスのフォーマット

図 43.4     17バイトレスポンスのフォーマット（R2）
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43.7.2 自動CMD12発行

CMD12EN ビット（CE_CMD_SET レジスタのビット 16）を 1 に設定しマルチブロック転送を行うと、

CMD12を自動で発行します。

図 43.5 にマルチブロックリード時の自動CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロッ

ク受信中にデータのエンドビットから 2 ビット前にコマンドのエンドビットが来るように発行されま

す。

図 43.5     マルチブロックリード時の自動CMD12発行タイミング

（データバス幅1ビット：DATW[1:0]ビット＝00時）

図 43.6 にマルチブロックライト時の自動CMD12発行タイミングを示します。CMD12は、最終ブロッ

クの送信後のデータビジーが終了した後に発行されます。

図 43.6     マルチブロックライト時の自動CMD12発行タイミング

（データバス幅1ビット：DATW[1:0]ビット＝00時）

なお、自動CMD12のアーギュメントは、CE_ARG_CMD12レジスタに設定してください。CMD12に
対するレスポンス [39:8]は、CE_RESP_CMD12レジスタに格納されます。また、レスポンス受信時のビ

ジーを受信します。
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43.7.3 バッファ構造とバッファアクセス

本モジュールは 図 43.7 に示すように、2 つの512 バイトのRAMをダブルバッファとして使用します。

バッファには、CE_DATA を使ってアクセスします。転送ブロックサイズを4×n+1もしくは4×n+3 と設

定した場合、16 ビットアクセス時は 4×n+2 バイトもしくは 4×(n+1) バイト分 CE_DATA にアクセスして

ください。32 ビットアクセス時は4×(n+1)バイト分CE_DATA にアクセスしてください。（n=0,1,2,3,…,127）

図 43.7     ダブルバッファの構造
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43.7.4 CE_DATAアクセス時のバッファアクセス選択機能

ATYPビット（CE_BUF_ACCレジスタのビット16）によって、CE_DATAにライト、リードする際に、

データを 1 バイト単位で差し替えてバッファをアクセスすることができます（バッファアクセス選択機

能）。図 43.8 にバッファアクセス選択機能を示します。

図 43.8     バッファアクセス選択機能
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43.7.5 データフォーマット

データのフォーマットを図 43.9、図 43.10、図 43.11に示します。送信（カードへの書き込み）時、バッ

ファに格納されたデータを送信します。受信（カードからの読み出し）時、受信したデータをバッファ
に格納します。

図 43.9     データのフォーマット（データバス幅1ビット：DATW[1:0]ビット＝00時）

図 43.10     データのフォーマット（データバス幅4ビット：DATW[1:0]ビット＝01時）
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図 43.11     データのフォーマット（データバス幅8ビット：DATW[1:0]ビット＝10時）

43.7.6 エラー、タイムアウト発生時の本モジュールの処理
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のCMDSEQビット＝1）であれば、強制終了実施後、ソフトウエアリセットを実行してから、再度コマ

ンドを発行してください。
なお、エラー発生時にバッファに格納されていた送信データ、受信データは保証されません。
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43.8 設定例

代表的なコマンドシーケンスを実行する手順について説明します。

43.8.1 凡例

図に使用されている記号について図 43.12 に示します。

図 43.12     図中記載記号の凡例

43.8.2 コマンド送信設定例

図 43.13     コマンド送信設定例（CMD0）
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43.8.3 コマンド送信→レスポンス受信設定例

図 43.14     コマンド送信→レスポンス受信設定例（CMD13）
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43.8.4 コマンド送信→レスポンス受信（レスポンスビジー有り）設定例

図 43.15     コマンド送信→レスポンス受信 (レスポンスビジー有り )設定例（CMD6）
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43.8.5 シングルブロックリード設定例

図 43.16     シングルブロックリード設定例（CMD17）
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43.8.6 マルチブロックリード（自動CMD12 発行有り）設定例

図 43.17     マルチブロックリード（自動CMD12 発行有り）設定例 （CMD18）
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Read(CE_INT);

Read(CE_DATA);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'XXXX 0200);

Write(CE_INT , H'FFEF FFFF);

Write(CE_INT , H'F8BF FFFF);

CMD:S

RSP:R BUSY:R

Read(CE_RESP0);

Read(CE_RESP_CMD12);

INT HOST CARD HOST CARDSH-4A BUF

(CMD) (DAT)スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信→
レスポンス受信

コマンド送信
設定

コマンドレスポンス
完フラグチェック

データ受信
実行中

バッファリード可
フラグチェック

エラー判定

エラー判定

バッファリード

最終ブロックリード終了

エラー判定

レスポンスチェック

レスポンスチェック

アイドルエラー処理

マスク設定

マスク設定

 自動CMD12＆
バッファリード完
フラグチェック

最終ブロック転送時
CMD12自動発行
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43.8.7 シングルブロックライト設定例

図 43.18     シングルブロックライト設定例（CMD24）

INT

CMD:S

RSP:R

Write(CE_INT , H'D804 30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001 CF3F);

Write(CE_ARG , H'XXXX XXXX);

Write(CE_CMD_SET , H'184C 0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010X 0000);

Write(CE_INT , H'FFFE FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0020 CF3F);

INT

Write(CE_INT_MASK , H'0080 CF3F);

INT

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'XXXX XXXX);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'0000 0XXX);

Write(CE_INT , H'FFDF FFFF);

Write(CE_INT , H'FF7F FFFF);

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

Read(CE_RESP0);

INT HOST CARD HOST CARDSH-4A BUF

(CMD) (DAT)スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信→
レスポンス受信

コマンドレスポンス
完フラグチェック

エラー判定

レスポンスチェック

マスク設定

マスク設定

データ送信 
完フラグチェック

バッファライト可
フラグチェック

エラー判定

エラー判定

アイドルエラー処理

バッファライト

データ転送実行中
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43.8.8 マルチブロックライト（自動CMD12発行有り）設定例

図 43.19     マルチブロックライト (自動CMD12発行有り )設定例（CMD25）

INT

CMD:S

RSP:R

Write(CE_INT , H'D804 30C0);

Write(CE_INT_MASK , H'0001 CF3F);

Write(CE_ARG , H'XXXX XXXX);

Write(CE_CMD_SET , H'194F 0002);

Read(CE_INT);

Write(CE_CLK_CTRL , H'010X 0000);

Write(CE_INT , H'FFFE FFFF);

Write(CE_INT_MASK , H'0020 CF3F);

INT

Write(CE_INT_MASK , H'0200 CF3F);

INT

Read(CE_INT);

Write(CE_DATA , H'XXXX XXXX);

Read(CE_INT);

Write(CE_BLOCK_SET , H'XXXX 0200);

Write(CE_INT , H'FFDF FFFF);

Write(CE_INT , H'FC7F FFFF);

DAT:S

BUSY:R

CRCST:R

BUF:W

CMD:S

RSP:R BUSY:R

Read(CE_RESP0);

Read(CE_RESP_CMD12);

INT HOST CARD HOST CARDSH-4A BUF

(CMD) (DAT)
スタート

コマンド送信前
設定

コマンド送信
設定

コマンド送信→
レスポンス受信

コマンドレスポンス
完フラグチェック

エラー判定

レスポンスチェック

レスポンスチェック

マスク設定

マスク設定

最終ブロックライト終了

バッファライト可
フラグチェック

エラー判定

エラー判定

アイドル
エラー処理

バッファライト

データ送信
実行中

自動 CMD12
レスポンスビジー 

完フラグチェック

最終ブロック転送時
CMD12自動発行
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43.8.9 強制終了設定例

図 43.20     強制終了設定例

Write(CE_VERSION , H'8000 0000);

Write(CE_VERSION , H'0000 0000);

Write(CE_CMD_CTRLW , H'0000 0001);

Read(CE_HOST_STS1);

Write(CE_CMD_CTRL , H'0000 0000);

INT HOST CARD HOST CARDSH-4A BUF

(CMD) (DAT)

Write(CE_INT_MASK , H'0000 0000);

コマンドシーケンス
実行中

マスク設定

コマンドシーケンス 
終了中

コマンドシーケンス
強制終了設定

ソフトリセット実行

アイドル

コマンドシーケンス 
ステータスチェック

終了
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43.8.10 CE_CMD_SET設定値

コマンドを発行する際の設定値を表 43.4 に示します。

表43.4 CE_CMD_SET設定値 

CMD RSP 

C
M

D
[5

:0
] 

R
T

Y
P

[1
:0

] 

R
B

S
Y

 

W
D

A
T

 

D
W

E
N

 

C
M

L
T

E
 

C
M

D
1

2
E

N
 

R
ID

X
C

[1
:0

] 

R
C

R
C

7
C

[1
:0

] 

C
R

C
1

6
C

 

C
R

C
S

T
E

 

T
B

IT
 

O
P

D
M

 

D
A

T
W

 

CMD0 GO_IDLE_STATE - H'00 00 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD1 SEND_OP_COND R3 H'01 01 0 0 0 0 0 01 01 0 0

0 0

0 0

0 0 00

CMD2 ALL_SEND_CID R2 H'02 10 0 0 0 0 0 00 10 0 0 00

CMD3 SET_RELATIVE_ADDR R1 H'03 00 0 0 0 0 0 00 00 0 0 00

CMD4 SET_DSR - H'04 00 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD6 SWITCH R1b H'06 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

SELECT/DESELECT_CARD R1 H'07 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00CMD7 

(dis->prg) R1b H'07 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD8 SEND_EXT_CSD R1 H'08 01 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD9 SEND_CSD R2 H'09 10 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 00

CMD10 SEND_CID R2 H'0A 10 0 0 0 0 0 01 10 0 0 0 0 00

CMD12 STOP_TRANSMISSION R1b H'0C 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD13 SEND_STATUS R1 H'0D 01 0 0 0 0 0 01 00 0 0 0 0 00

CMD14 BUSTEST_R R1 H'0E 01 0 1 0 0 0 00 00 1 0 0 0 XX

CMD15 GO_INACTIVE_STATE - H'0F 00 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD16 SET_BLOCKLEN R1 H'10 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD17 READ_SINGLE_BLOCK R1 H'11 01 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD18 READ_MULTIPLE_BLOCK R1 H'12 01 0 1 0 1 0 00 00 0 0 0 0 XX

(Open-ended) R1 H'12 01 0 1 0 1 1 00 00 0 0 0 0 XX

CMD19 BUSTEST_W R1 H'13 01 0 1 1 0 0 00 00 0 1 0 0 XX

CMD23 SET_BLOCK_COUNT R1 H'17 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD24 WRITE_BLOCK R1 H'18 01 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD25 WRITE_MULTIPLE_BLOCK R1 H'19 01 0 1 1 1 0 00 00 0 0 0 0 XX

(Open-ended) R1 H'19 01 0 1 1 1 1 00 00 0 0 0 0 XX

CMD26 PROGRAM_CID R1 H'1A 01 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD27 PROGRAM_CSD R1 H'1B 01 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD28 SET_WRITE_PROT R1b H'1C 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD29 CLR_WRITE_PROT R1b H'1D 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD30 SEND_WRITE_PROT R1 H'1E 01 0 1 0 0 0 00 00  0 0 0 0 XX

略称

CE_CMD_SET 設定値

CMD35 ERASE_GROUP_START R1 H'23 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD36 ERASE_GROUP_END R1 H'24 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD38 ERASE R1b H'26 01 1 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

CMD39 FAST_IO R4 H'27 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

GO_IRQ_STATE (send CMD) R5 H'28 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00CMD40

(send RSP) R5 H'28 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 1 1 00

CMD42 LOCK_UNLOCK R1 H'2A 01 0 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

CMD55 APP_CMD R1 H'37 01 0 0 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00

GEN_CMD (R) R1CMD56

(W) R1 H'38 01 1 1 1 0 0 00 00 0 0 0 0 XX

H'38 01 0 1 0 0 0 00 00 0 0 0 0 00
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44. シリアル汎用入出力ポート（SGPIO）
本LSIは3チャネル（チャネル0～2）のシリアル汎用入出力ポート (SGPIO)を内蔵しています。

44.1 特長

SGPIOには次のような特長があります。

• 　汎用シフトレジスタ（対象 IC：74LV595A、74LV165A）の通信プロトコルをサポート

• 　SClock周波数は10種類から選択可能（max:48MHz、min:93KHz）
• 　128ビットの送信データレジスタと受信データレジスタを有しており、1ビットストリームで 2～

128ビットのデータを転送することが可能

• 　データ送信とデータ受信を同時実行可能（全2重通信）

• 　単発転送モードと連続転送モードを搭載
• 　I/Oは3.3Vノーマル I/O（4mA-driver）を使用

• 　2種類の割り込み要因（転送完了割り込み、ビット一致割り込み）

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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図 44.1 にSGPIOのブロック図を示します。

図 44.1     SGPIOのブロック図

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

XFERNUM

SCLOCKFREQ

TRSDATA

RCVDATA

INTSRC

クロック
生成部

送受信
制御部

割り込み
制御部

チャネル0

SGPIO0_CLK

SGPIO0_LOAD

SGPIO0_DO

SGPIO0_DI

XFERNUM

SCLOCKFREQ

TRSDATA

RCVDATA

INTSRC

クロック
生成部

送受信
制御部

割り込み
制御部

チャネル1

SGPIO1_CLK

SGPIO1_LOAD

SGPIO1_DO

SGPIO1_DI

SGPIO0割り込み

周辺
バス

【記号説明】

SCLOCKFREQ

XFERNUM

TRSDATA

RCVDATA

INTSRC

：SClock周波数選択レジスタ

：転送数指定レジスタ

：送信データレジスタ

：受信データレジスタ

：割り込み要因レジスタ

SGPIO1割り込み

XFERNUM

SCLOCKFREQ

TRSDATA

RCVDATA

INTSRC

クロック
生成部

送受信
制御部

割り込み
制御部

チャネル2

SGPIO2_CLK

SGPIO2_LOAD

SGPIO2_DO

SGPIO2_DI

SGPIO2割り込み
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44.2 入出力端子

表 44.1 に端子構成を示します。

表44.1 SGPIOの端子構成

端子名 信号名 機能 入出力 説明

SGPIO0-CLK

SGPIO1-CLK

SGPIO2-CLK

SClock クロック 出力 ターゲットとの通信を行うための基準クロック

10種類の周波数から選択可能

SGPIO0-LOAD

SGPIO1-LOAD

SGPIO2-LOAD

SLoad ロード 出力 ターゲットがデータロードするためのパルス信号

ビットストリーム転送開始時と終了時にパルス出力する

SGPIO0-DO

SGPIO1-DO

SGPIO2-DO

SDataOut 出力データ 出力 ターゲットに対する出力データ

SGPIO0-DI

SGPIO1-DI

SGPIO2-DI

SDataIn 入力データ 入力 ターゲットからの入力データ

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3 レジスタの説明

表 44.2 にSGPIOのレジスタ構成と各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。

SH-4AからSGPIOレジスタへのアクセスは32ビット単位としてください。32ビット以外の単位でアク

セスした場合の動作は保証できません。

表44.2 SPGIOのレジスタ構成

名　　　称 略称 R/W アクセス

サイズ
チャネル アドレス

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット

転送設定

レジスタ

XFERCFG R/W 32 0 H'FFED 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1000

2 H'FFED 2000

転送数指定

レジスタ

XFERNUM R/W 32 0 H'FFED 0004 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1004

2 H'FFED 2004

転送ビット位置

モニタレジスタ

XFERBLMON R 32 0 H'FFED 0008 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1008

2 H'FFED 2008

SClock 周波数選

択レジスタ

SCLOCKFREQ R/W 32 0 H'FFED 000C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 100C

2 H'FFED 200C

SGPIO ステート

モニタレジスタ

STATEMON R 32 0 H'FFED 0014 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1014

2 H'FFED 2014

送信データ

レジスタ0
TRSDATA0 R/W 32 0 H'FFED 0100 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1100

2 H'FFED 2100

送信データ

レジスタ1
TRSDATA1 R/W 32 0 H'FFED 0104 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1104

2 H'FFED 2104

送信データ

レジスタ 2
TRSDATA2 R/W 32 0 H'FFED 0108 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1108

2 H'FFED 2108

送信データ

レジスタ3
TRSDATA3 R/W 32 0 H'FFED 010C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 110C

2 H'FFED 210C

受信データ

レジスタ0
RCVDATA0 R 32 0 H'FFED 0200 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1200

2 H'FFED 2200

受信データ

レジスタ 1
RCVDATA1 R 32 0 H'FFED 0204 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1204

2 H'FFED 2204
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受信データ

レジスタ2
RCVDATA2 R 32 0 H'FFED 0208 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1208

2 H'FFED 2208

受信データ

レジスタ 3
RCVDATA3 R 32 0 H'FFED 020C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 120C

2 H'FFED 220C

割り込み許可

レジスタ

INTEN R/W 32 0 H'FFED 0300 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1300

2 H'FFED 2300

割り込み要因

レジスタ

INTSRC R/W 32 0 H'FFED 0304 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1304

2 H'FFED 2304

GPI設定

レジスタ

GPICFG R/W 32 0 H'FFED 0400 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1400

2 H'FFED 2400

GPIラッチ有効

レジスタ 0

GPILATCHEN0 R/W 32 0 H'FFED 0404 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1404

2 H'FFED 2404

GPIラッチ有効

レジスタ 1

GPILATCHEN1 R/W 32 0 H'FFED 0408 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1408

2 H'FFED 2408

GPIラッチ有効

レジスタ 2

GPILATCHEN2 R/W 32 0 H'FFED 040C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 140C

2 H'FFED 240C

GPIラッチ有効

レジスタ 3

GPILATCHEN3 R/W 32 0 H'FFED 0410 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1410

2 H'FFED 2410

GPI極性

レジスタ 0

GPIPOLARITY0 R/W 32 0 H'FFED 0414 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1414

2 H'FFED 2414

GPI極性

レジスタ 1

GPIPOLARITY1 R/W 32 0 H'FFED 0418 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1418

2 H'FFED 2418

GPI極性

レジスタ 2

GPIPOLARITY2 R/W 32 0 H'FFED 041C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 141C

2 H'FFED 241C

GPI極性

レジスタ 3

GPIPOLARITY3 R/W 32 0 H'FFED 0420 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1420

2 H'FFED 2420

名　　　称 略称 R/W アクセス

サイズ
チャネル アドレス

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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注 . このモジュールを使用される場合は、POR解除後にSH-4Aからアドレス (H'FFED 0500)にH'0000 0001を書いて

から使用して下さい。

ビット一致

レジスタ 0
BITMATCH0 R/W 32 0 H'FFED 0424 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1424

2 H'FFED 2424

ビット一致

レジスタ 1
BITMATCH1 R/W 32 0 H'FFED 0428 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1428

2 H'FFED 2428

ビット一致

レジスタ 2
BITMATCH2 R/W 32 0 H'FFED 042C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 142C

2 H'FFED 242C

ビット一致

レジスタ 3
BITMATCH3 R/W 32 0 H'FFED 0430 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000

1 H'FFED 1430

2 H'FFED 2430

名　　　称 略称 R/W アクセス

サイズ
チャネル アドレス

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウエア

リセット
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44.3.1 転送設定レジスタ（XFERCFG）

XFERCFGは、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。端子の出力制御や転送モードの設定

を行います。

44.3.2 転送数指定レジスタ（XFERNUM）

XFERNUMは、読み出し /書き込み可能な 32ビットレジスタです。本レジスタへ転送ビット数を書き

込むことによりビットストリーム転送を開始します。ビットストリーム転送中の本レジスタへの書き込
みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 10 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

9 — 0 R/W リザーブビット

書き込む値は常に0に固定してください。

8 RCVDATACLR 0 R/W 受信データクリア

本ビットに1をライトすることにより、受信データレジスタが0
になります。受信データレジスタが0になった後、本ビットは自

動的に0になります。ビットストリーム転送中の本ビットへの書

き込みは禁止です。

7 ～ 5 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

4 CONTMODE 0 R/W 連続転送モード

指定長のビットストリームを連続転送する際に1にしてくださ

い。連続転送中は本ビットが0になるまでビットストリーム転送

を継続します。

0：無効（単発転送モード）

1：有効（連続転送モード）

3、 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 XFERMON 0 R 転送状態モニタ

0：アイドル状態

1：転送中

0 XFEREN 0 R/W 転送有効

1の状態でのみビットストリーム転送が可能。

0クリアでSClock、SLoad、SDataOutはHレベルとなります。

0：無効

1：有効

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

CONT
MODE

RCV

DATACLR
⎯ ⎯

XFERM

ON

XFERE

N

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W ⎯ ⎯ ⎯ R/W ⎯ ⎯ R R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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44.3.3 転送ビット位置モニタレジスタ（XFERBLMON）

XFERBLMON は、読み出し専用の 32 ビットレジスタです。ビットストリーム転送中の転送ビット位

置を示します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6～ 0 XFERNUM 0000000 R/W 1ビットストリームの転送ビット数指定（2～128ビット）

本ビットへのライトアクセスによりビットストリーム転送を開始
します。XFERNUMの設定値と転送ビット数の関係は次の通り。

　XFERNUM=1　　　転送ビット数：2　(注 ) 1ではない。

　XFERNUM=2　　　転送ビット数：2

　XFERNUM=3　　　転送ビット数：3

　:

　XFERNUM=126　　転送ビット数：126

　XFERNUM=127　　転送ビット数：127

　XFERNUM=0　　　転送ビット数：128

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ XFERNUM

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ XFERBLMON

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.4 SClock周波数選択レジスタ（SCLOCKFREQ）

SCLOCKFREQは、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。SClockの周波数を設定します。

本レジスタの設定は転送無効（XFEREN=0）の状態で行ってください。

なお、周波数設定はSGPIOのAC特性を満たす範囲で行ってください。特に48MHzを設定する場合は、

外付けデバイスの性能を十分に調査した上で接続可否を判断してください。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 7 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

6～ 0 XFERBLMON 0000000 R 現在の転送ビット位置

転送中のビット位置が参照できます。例えば、8ビット目（bit7）
を転送している際にはXFERBLMON=8となります。なお、アイ

ドル状態（転送していない状態）、及び1ビットストームの最終

ビット転送時にはXFERBLMON=0となります。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

3 ～ 0 SCLOCKFREQ 0000 R/W SClockの周波数設定。

転送無効（XFEREN=0）時のみライト可能です。

　H'0: 24 MHz

　H'1: 12 MHz

　H'2: 6 MHz

　H'3: 3 MHz

　H'4: 1.5 MHz

　H'5: 750 kHz

　H'6: 375 kHz

　H'7: 187.5 kHz

　H'8: 93.75 kHz

　H'9-H'E: Reserved

　H'F: 48 MHz

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ SCLOCKFREQ

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.5 SGPIOステートモニタレジスタ（STATEMON）

STATEMONは、読み出し専用の32ビットレジスタです。SGPIOコントローラのステートを示します。

44.3.6 送信データレジスタ（TRSDATA0-3）

TRSDATA0-3は、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。SGPIO0-DO～SGPIO2-DOに出力

する送信データを設定します。ビットストリーム転送中の本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 3 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

2 ～ 0 STATEMON 000 R SGPIO controllerのステート

　000: bus release

　001: idle

　010: single_load

　011: single_clock

　100: continuous_load

　101: continuous_clock

　110-111: reserved

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ STATEMON

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R R R

⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

TRSDATAn

TRSDATAn

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.7 受信データレジスタ（RCVDATA0-3）

RCVDATA0-3は、読み出し専用の32ビットレジスタです。SGPIO0-DI～SGPIO2-DIに入力された受信

データを示します。ビットストリーム転送中の本レジスタの読み出しは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～ 0 TRSDATAn H’0000 0000 R/W SGPIO0-DO～SGPIO2-DOに出力する送信データ（最大128
ビット）

転送数指定レジスタの設定値に従ってLSBより順にビット出力し

ます。

TRSDATA0.b0  b1  …  b31  TRSDATA1.b0  b1  …

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 RCVDATAn H’0000 0000 R SGPIO0-DI～SGPIO2-DIに入力された受信データ（最大128
ビット）

転送数指定レジスタの設定値に従ってLSBより順にビット入力し

ます。受信データクリアビット（RCVDATACLR）に1をライト

することで本レジスタが0になります。

RCVDATA0.b0  b1  …  b31  RCVDATA1.b0  b1  …

TRSDATA3 TRSDATA2 TRSDATA1 TRSDATA0

127 96  95 64  63 32  31 0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

RCVDATAn

RCVDATAn

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

RCVDATA3 RCVDATA2 RCVDATA1 RCVDATA0

127 96  95 64  63 32  31 0

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.8 割り込み許可レジスタ（INTEN）

INTENは、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。割り込み許可の設定を行います。連続

転送を行う場合は転送完了割込みを使用しないでください。

44.3.9 割り込み要因レジスタ（INTSRC）

INTSRCは、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。割り込み要因を示します。割り込み要

因をクリアする場合は、該当ビットに1をライトしてください。なお、割り込み許可レジスタ（INTEN）

で割り込み禁止に設定した場合も、該当イベントが発生すると割り込み要因ビットはセットされます。
ビットストリーム転送中の本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31～2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 BITMATCHINTEN 0 R/W ビット極性一致割り込み許可

0:禁止

1:許可

0 XFERENDINTEN 0 R/W 転送完了割り込み許可

0:禁止

1:許可

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

BITMAT

CHINTEN

XFEREN

DINTEN

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W

⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

BITMAT

CHINT

XFER

ENDINT

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W

⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：
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44.3.10 GPI設定レジスタ（GPICFG）

GPICFGは、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。SGPIO0-DI～SGPIO2-DIに入力された

受信データに対するビット一致判定（GPIラッチ判定）の有効 /無効を設定します。ビットストリーム転

送中の本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 BITMATCHINT 0 R/W ビット極性一致割り込み

SGPIO0-DI～SGPIO2-DIからの入力ビット極性がGPIPOLARITY
に設定した極性と一致した際にセットされます。

0 XFERENDINT 0 R/W 転送完了割り込み

ビットストリーム転送が完了した際にセットされます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 2 — 0 — リザーブビット

（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

1 — 0 R/W リザーブビット

書き込む値は常に0に固定してください。

0 GPIEN 0 R/W GPI機能有効ビット

本ビットが1の場合のみGPIラッチ判定を行います。

0:無効

1:有効

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ GPIEN

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ R/W R/W

⎯

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.11 GPIラッチ有効レジスタ（GPILATCHEN0-3）

GPILATCHEN0-3は、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。本レジスタで1に設定された

ビットのみGPIラッチ判定の対象となります。ビットストリーム転送中の本レジスタへの書き込みは禁

止です。

44.3.12 GPI極性レジスタ（GPIPOLARITY0-3）

GPIPOLARITY0-3は、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。GPIラッチ判定の期待値（ア

サート極性）を設定します。ビットストリーム転送中の本レジスタへの書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 GPILATCHENn H’0000 0000 R/W GPIラッチ判定するビット指定（最大128ビット）

0:無効

1:有効

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 GPIPOLARITYn H’0000 0000 R/W GPIラッチ判定の期待値（アサート極性）

0:入力データ=L

1:入力データ=H

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

GPILATCHENn

GPILATCHENn

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

GPILATCHEN3 GPILATCHEN2 GPILATCHEN1 GPILATCHEN0

127 96  95 64  63 32  31 0

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

GPIPOLARITYn

GPIPOLARITYn

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

GPIPOLARITY3 GPIPOLARITY2 GPIPOLARITY1 GPIPOLARITY0

127 96  95 64  63 32  31 0

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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44.3.13 ビット一致レジスタ（BITMATCH0-3）

BITMATCH0-3は、読み出し /書き込み可能な32ビットレジスタです。  GPIラッチ判定でビット一致が

発生した箇所が1になります。 ビット一致が発生した箇所をクリアする場合は、該当ビットに1をライト

してください。また各ビットの論理和がビット一致割り込みの要因となります。ビット一致割り込みの
要因をクリアする場合は、本レジスタの該当ビットに1をライトし、すべてのビットを0にした後、割り

込み要因レジスタ（INTSRC）のBITMATCHINTビットにも1をライトしてください。ビットストリーム

転送中の本レジスタの読み出し /書き込みは禁止です。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 0 BITMATCHn H’0000 0000 R/W ビット一致が発生した箇所が1になります。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

BITMATCHn

BITMATCHn

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：

ビット：

初期値：
R/W：

BITMATCH3 BITMATCH2 BITMATCH1 BITMATCH0

127 96  95 64  63 32  31 0
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44.4 動作説明

44.4.1 ビットストリーム構成

ビットストリーム転送には単発転送モードと連続転送モードが存在します。単発転送モードではビッ
トストリーム転送のたびにレジスタ操作を行う必要がありますが、連続転送モードでは一度転送を開始
するとレジスタ操作で停止しない限り、ビットストリーム転送を繰り返し実行することができます。
何れの転送モードにおいても、1回のビットストリーム転送で転送できるビット数は2～128ビットの

範囲で選択することになります。
図 44.2 にビットストリームの構成図を示します。ビットストリーム転送は最初にSLoadのLパルスを

出力し、次にSClockによるビット転送、最後に再びSLoadのLパルスを出力して完了となります。これ

は単一のチャネルに74LV165A（パラレル /シリアル変換 IC）と74LV595A（シリアル /パラレル変換 IC）
を同時接続できるような構成となっています。74LV165Aと74LV595Aを同時接続した場合の接続例を図

44.3に示します。最初のSLoadパルスは74LV165Aによるパラレルデータ（QA In）の取り込みのために

出力し、最後のSLoadパルスは74LV595Aによるパラレルデータ（QA Out）の出力のために出力します。

図 44.2     ビットストリーム構成

SClock

SLoad

SDataOut

SDataIn

ビットストリーム 

転送ビット数は2～128で設定可能
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図 44.3     汎用シフトレジスタの接続例

44.4.2 出力端子制御

図 44.4 に出力端子制御のタイミング図を示します。出力端子であるSClock、SLoad、SDataOutは転送

有効ビット（XFEREN）が 0 である場合、出力が H レベルとなります。このため、ビットストリーム転

送を行う際はXFERENを 1にして出力制御が可能な状態としてください。なお、XFERENを 0にすると

ビットストリーム転送中であっても直ぐに出力がHレベルとなります。

図 44.4     出力端子制御のタイミング図
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44.4.3 単発転送モード

転送設定レジスタ（XFERCFG）の連続転送モードビット（CONTMODE）を0に設定して転送を開始

すると単発転送が実現できます。図 44.5に単発転送のタイミング図を示します。

単発転送の設定手順例
1. XFERENを1に設定します。

2. CONTMODEを0（初期値は0）に設定します。

3. 割り込み許可レジスタ（INTEN）で転送完了割り込み（XFERENDINT）を許可します。

4. 送信データレジスタ（TRSDATA）に送信データを設定します。

5. 転送数指定レジスタ（XFERNUM）に転送ビット数を設定することで転送が開始されます。

6. XFERENDINTを検出して転送が完了したことを認識します。

7. 受信データレジスタ（RCVDATA）から受信データを確認します。

8. 割り込み要因レジスタ（INTSRC）に1をライトしてXFERENDINTをクリアします。

注 . SGPIO入出力端子はGPIO入出力端子とピンマルチプレクスされておりますので、GPIOの章も参照

ください。

図 44.5     単発転送のタイミング図
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(SER)
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[SGPIO registers]
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00000101 11111111
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8 8 8

1 1 0

1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 100

1 0 0 1 1 0 01 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00
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44.4.4 連続転送モード

転送設定レジスタ（XFERCFG）の連続転送モードビット（CONTMODE）を1に設定して転送を開始

すると連続転送が実現できます。図 44.6に連続転送のタイミング図を示します。

連続転送の設定手順例
1. XFERENを1に設定します。

2. CONTMODEを1（初期値は0）に設定します。

3. 送信データレジスタ（TRSDATA）に送信データを設定します。

4. 転送数指定レジスタ（XFERNUM）に転送ビット数を設定することで転送が開始されます。連続

転送ではビットストリーム転送間のSLoadパルスは1回となります。

5. 転送を停止させるためにCONTMODEを0に設定します。

6. 転送モニタービット（XFERMON）が0になったことを検出して転送が完了したことを認識しま

す。

7. 受信データレジスタ（RCVDATA）から受信データを確認します。

注 . 転送完了割り込み（XFERENDINT）は連続転送モードでは使用しないでください。

SGPIO入出力端子はGPIO入出力端子とピンマルチプレクスされておりますので、GPIOの章も参照

ください。
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図 44.6     連続転送のタイミング図

SClock

(SRCLK, CLK)

[74LV595A]

SLoad

(RCLK)

SDataOut

(SER)

QA Out

[74LV165A]

SLoad

(SH/LD)

QA In

SDataIn

(Qh)

[SGPIO registers]

TRSDATA

RCVDATA

XFERNUM

CONTMODE

XFERENDINT

XFERMON

00110011 00000000

8

00000101

00110011 00000000

00000101

1 0 0 1 1 0 01 1 0 0 1 1 0 01 1 0 0 1 1 0 01 0 0 0 0 0 0 00 0

01 0 1 0 0 0 001 0 1 0 0 0 001 0 1 0 0 0 001 0 1 0 0 0 0

previous value previous value

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 44.  シリアル汎用入出力ポート（SGPIO）

 Page 44-21

44.4.5 割り込み

図44.7 に割り込み制御回路を示します。SGPIO割り込みは転送完了割り込み（XFERENDINT）とビッ

ト一致割り込み（BITMATCHINT）の 2 要因となります。割り込み許可レジスタ（INTEN）の設定によ

り、任意の割り込みを禁止にすることができます。割り込みを禁止にした場合であっても割り込み要因
ビットはセットされます。 

(1) 転送完了割り込み（XFERENDINT）
XFERENDINT は 1 回のビットストリーム転送が完了した際にセットされます。XFERENDINT をク

リアする場合はXFERENDINTに1をライトしてください。

(2) ビット一致割り込み（BITMATCHINT）
BITMATCHINTは受信データ（RCVDATA）と期待値（GPIPOLARITY）が一致した際にセットされ

ます。受信データと期待値の比較はビットストリーム転送の完了時に行われます。ビットごとにGPI
ラッチ有効レジスタ（GPILATCHEN）でビット比較処理の有効 /無効を設定することができます。ま

たビット一致レジスタ（BITMATCH）からビット一致が検出された箇所を確認することができます。

BITMATCHINT をクリアする場合は、BITMATCH レジスタの該当ビットに 1 をライトした後に

BITMATCHINTに1をライトしてください。

図 44.7     割り込み制御回路

ビット一致検出

ビットストリーム転送完了

割り込み要因（2要因）

SGPIO 割り込み

SGPIO レジスタのビット

RCVDATA[n]

GPILATCHEN[n]

GPIPOLARITY[n]

BITMATCH

0

127

128 BITMATCHINT

XFERENDINT

If GPILATCHEN[n]=1 and 

RCVDATA{n]=GPIPOLARITY[n],

BITMATCH[n] is set to 1.
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44.5 使用上の注意事項

44.5.1 システム起動直後の転送

図 44.8 にシステム起動直後のタイミング図を示します。74LV595Aをターゲットデバイスとして接続

していた場合、起動直後の最初のSLoad立ち上がりエッジで74LV595Aが出力するQA Outの値が不定に

なる可能性があります（最初のSLoad立ち上がりエッジまでにSClock出力がないため）。74LV595AのQA
Outを確定させたい場合は、74LV595Aにリセットを入れるなどの対策を施してください。

このモジュールを使用される場合は、POR解除後にCPUからアドレス (H'FFED 0500)にH'0000 0001を
書いてから使用して下さい。

図 44.8      システム起動直後の転送
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45. 8 ビットPWM タイマ（PWMU）
本 LSI は8 ビットPWM タイマ（PWMU）を内蔵しています。このPWMU は6 チャネルのPWM 波形を出

力します。PWMU の各PWM チャネルはそれぞれ独立して動作できます。8 ビットの単パルス方式により、
6 チャネルの長周期のPWM 出力が可能です。16 ビット／12 ビットの単パルス方式により、3 チャネルの長
周期のPWM 出力も可能です。また、8 ビットのパルス分割方式により、高いキャリア周波数のPWM 出力
も可能です。LSI 外部にローパスフィルタを接続することにより、8 ビットD/A 変換器としても使用できま
す。

45.1 特長

• 4種類のカウントクロックソースを選択可能：Pck、Pck/2、Pck/4、Pck/8

• チャネル毎に独立動作、及び周期可変
2チャネルのカスケード接続が可能

チャネル1（上位）、チャネル0（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能

チャネル3（上位）、チャネル2（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能

チャネル5（上位）、チャネル4（下位）とする16/12ビット単パルスPWMタイマとして動作可能

• 8ビット単パルスモード

最大188.2kHzのキャリア周波数での動作可能（48MHz動作時）

デューティ比0/255～255/255のパルス出力設定可能

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能

• 12ビット単パルスモード

2チャネルをカスケード接続することで動作可能

最大11.7kHzのキャリア周波数での動作可能（48MHz動作時）

デューティ比0/4095～4095/4095のパルス出力設定可能

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能

• 16ビット単パルスモード

2チャネルをカスケード接続することで動作可能

最大732.4Hzのキャリア周波数での動作可能（48MHz動作時）

デューティ比0/65535～65535/65535のパルス出力設定可能

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能

• 8ビットパルス分割モード

最大3MHzのキャリア周波数での動作可能（48MHz動作時）

デューティ比0/16～15/16のパルス出力設定可能

PWM出力のイネーブル／ディスエーブルの切り替え、直接出力／反転出力の切り替えが可能
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PWMU のブロック図を図45.1 に示します。

図 45.1     PWMU ブロック図
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45.2 入出力端子

PWMU の端子構成を表45.1 に示します。

表45.1 端子構成

45.3 レジスタの説明

PWMU には以下のレジスタがあります。

表45.2 レジスタ構成

端子名 入出力 機 能

PWMU0 出力 PWMパルス出力

（8 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

PWMU1 出力 PWMパルス出力

（8/12/16 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

PWMU2 出力 PWMパルス出力

（8 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

PWMU3 出力 PWMパルス出力

（8/12/16 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

PWMU4 出力 PWMパルス出力

（8 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

PWMU5 出力 PWMパルス出力

（8/12/16 ビット単パルス、8 ビットパルス分割）

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス

サイズ

レジスタの状態

パワーオン

リセット

マニュアル

リセット

ソフトウェア

リセット

PWM クロックコントロールレジスタ PWMCKCR R/W H'FFD7 000C 8 H'00 H'00 H'00

PWM出力コントロールレジスタ PWMOUTCR R/W H'FFD7 000D 8 H'00 H'00 H'00

PWMモードコントロールレジスタ PWMMDCR R/W H'FFD7 000E 8 H'00 H'00 H'00

PWM位相コントロールレジスタ PWMPCR R/W H'FFD7 000F 8 H'00 H'00 H'00

PWMプリスケーラレジスタ0 PWMPRE0 R/W H'FFD7 0001 8 H'00 H'00 H'00

PWM プリスケーラレジスタ 1 PWMPRE1 R/W H'FFD7 0003 8 H'00 H'00 H'00

PWM プリスケーラレジスタ 2 PWMPRE2 R/W H'FFD7 0005 8 H'00 H'00 H'00

PWM プリスケーラレジスタ 3 PWMPRE3 R/W H'FFD7 0007 8 H'00 H'00 H'00

PWM プリスケーラレジスタ 4 PWMPRE4 R/W H'FFD7 0009 8 H'00 H'00 H'00

PWM プリスケーラレジスタ 5 PWMPRE5 R/W H'FFD7 000B 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 0 PWMREG0 R/W H'FFD7 0000 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 1 PWMREG1 R/W H'FFD7 0002 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 2 PWMREG2 R/W H'FFD7 0004 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 3 PWMREG3 R/W H'FFD7 0006 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 4 PWMREG4 R/W H'FFD7 0008 8 H'00 H'00 H'00

PWM デューティ設定レジスタ 5 PWMREG5 R/W H'FFD7 000A 8 H'00 H'00 H'00
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45.3.1 PWM クロックコントロールレジスタ（PWMCKCR）

PWMCKCR はPWM クロックソースを選択します。

45.3.2 PWM 出力コントロールレジスタ（PWMOUTCR）

PWMOUTCR はPWM のチャネル毎の出力の許可／禁止、カウントの許可／禁止を制御します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7、6 CLK1、CLK0 0、0 R/W クロック選択1、0
カウントクロックソースを選択します。

CLK1 CLK0

0 　0：内部クロックPck を選択

0 　1：内部クロックPck/2 を選択

1 　0：内部クロックPck/4 を選択

1 　1：内部クロックPck/8 を選択

5 ～ 0 — 0 — リザーブビット
（読み出すと “0”が読めます。書き込む値は “0”にしてください）

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 CNTMD45B 0 R/W チャネル4、5　12 ビットカウントモード選択

0：チャネル4、5 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル4、5 を12 ビットカウントモードに設定します。

12 ビットカウントモードを選択するときは16 ビットカウントモードは

非選択（CNTMD45A=0）にしてください（表45.5参照）。

6 CNTMD23B 0 R/W チャネル2、3　12 ビットカウントモード選択

0：チャネル2、3 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル2、3 を12 ビットカウントモードに設定します。

12 ビットカウントモードを選択するときは16 ビットカウントモードは

非選択（CNTMD23A=0）にしてください（表45.4参照）。

5 PWM5E(注 ) 0 R/W PWMU5 出力イネーブルビット

0：PWMU5 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU5 出力許可、カウント許可

ビット：

初期値：
R/W：

01234567

00000000

⎯ ⎯⎯⎯CLK0CLK1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯R/WR/W

⎯⎯

01234567

00000000

CNTMD

45B
CNTMD

23B
PWM5E

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

PWM4E PWM3E PWM2E PWM1E PWM0E

ビット：

初期値：
R/W：
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注 . 12/16ビット単パルスモード時は、それぞれPWM0E/PWM1Eビット、PWM2E/PWM3Eビット、

PWM4E/PWM5Eビットの２ビットを同時に “1”にしてください

4 PWM4E(注 ) 0 R/W PWMU4 出力イネーブルビット

• 8 ビット単パルス／パルス分割モード時

0：PWMU4 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU4 出力許可、カウント許可

• 12/16 ビット単パルスモード時

0：PWMU4 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU4 出力禁止、カウント許可

3 PWM3E(注 ) 0 R/W PWMU3 出力イネーブルビット

0：PWMU3 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU3 出力許可、カウント許可

2 PWM2E(注 ) 0 R/W PWMU2 出力イネーブルビット

• 8 ビット単パルス／パルス分割モード時

0：PWMU2 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU2 出力許可、カウント許可

• 12/16 ビット単パルスモード時

0：PWMU2 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU2 出力禁止、カウント許可

1 PWM1E(注 ) 0 R/W PWMU1 出力イネーブルビット

0：PWMU1 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU1 出力許可、カウント許可

0 PWM0E(注 ) 0 R/W PWMU0 出力イネーブルビット

• 8 ビット単パルス／パルス分割モード時

0：PWMU0 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU0 出力許可、カウント許可

• 12/16 ビット単パルスモード時

0：PWMU0 出力禁止、カウント禁止

1：PWMU0 出力禁止、カウント許可

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明
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45.3.3 PWM Mode Control Register (PWMMDCR)

PWMMDCR はPWM のチャネル毎のカウントモード、及び動作モードを選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 CNTMD01B 0 R/W チャネル0、1　12 ビットカウントモード選択

0：チャネル0、1 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル0、1 を12 ビットカウントモードに設定します。

12 ビットカウントモードを選択するときは16 ビットカウントモードは

非選択（CNTMD01A=0）にしてください（表45.3参照）。

6 CNTMD01A 0 R/W チャネル0、1　16 ビットカウントモード選択

0：チャネル0、1 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル0、1 を16 ビットカウントモードに設定します。

16 ビットカウントモードを選択するときは12 ビットカウントモードは

非選択（CNTMD01B=0）にしてください（表45.3参照）。

5 PWMSL5 0 R/W チャネル5 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

4 PWMSL4 0 R/W チャネル4 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

3 PWMSL3 0 R/W チャネル3 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

2 PWMSL2 0 R/W チャネル2 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

1 PWMSL1 0 R/W チャネル1 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

0 PWMSL0 0 R/W チャネル0 動作モード選択

0：単パルスモード

1：パルス分割モード（8 ビットカウントモードに設定してください）

01234567

00000000

CNTMD

01B
CNTMD

01A

PWMSL

5

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

PWMSL

4

PWMSL

3

PWMSL

2

PWMSL

1

PWMSL

0

ビット：

初期値：
R/W：

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 45.  8 ビットPWM タイマ（PWMU）

 Page 45-7

45.3.4 PWM 位相コントロールレジスタ（PWMPCR）

PWMPCR はPWM のチャネルごとのカウントモード、及び出力位相を選択します。

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

7 PH5S 0 R/W チャネル5 出力位相選択

0：PWMU5 直接出力

1：PWMU5 反転出力

6 PH4S 0 R/W チャネル4 出力位相選択

0：PWMU4 直接出力

1：PWMU4 反転出力

5 PH3S 0 R/W チャネル3 出力位相選択

0：PWMU3 直接出力

1：PWMU3 反転出力

4 PH2S 0 R/W チャネル2 出力位相選択

0：PWMU2 直接出力

1：PWMU2 反転出力

3 PH1S 0 R/W チャネル1 出力位相選択

0：PWMU1 直接出力

1：PWMU1 反転出力

2 PH0S 0 R/W チャネル0 出力位相選択

0：PWMU0 直接出力

1：PWMU0 反転出力

1 CNTMD45A 0 R/W チャネル4、5　16 ビットカウントモード選択

0：チャネル4、5 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル4、5 を16 ビットカウントモードに設定します。

16 ビットカウントモードを選択するときは12 ビットカウント

モードは非選択（CNTMD45B=0）にしてください（表45.5参照）。

0 CNTMD23A 0 R/W チャネル2、3　16 ビットカウントモード選択

0：チャネル2、3 を8 ビットカウントモードに設定します。

1：チャネル2、3 を16 ビットカウントモードに設定します。

16 ビットカウントモードを選択するときは12 ビットカウント

モードは非選択（CNTMD23B=0）にしてください（表45.4参照）。

01234567

00000000

PH5S PH4S PH3S

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

PH2S PH1S PH0S
CNTMD

45A

CNTMD

23A

ビット：

初期値：
R/W：
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45.3.5 PWM プリスケーララッチレジスタ（PRELAT）

PRELAT は PWMPRE のシフトレジスタです。1 パルス出力完了時、PWMPRE のデータが自動的に

PRELAT へ転送されます。CPU から直接アクセスすることはできません。

45.3.6 PWM デューティ設定ラッチレジスタ（REGLAT）

REGLAT は PWMREG のシフトレジスタです。1 パルス出力完了時、PWMREG のデータが自動的に

REGLATへ転送されます。CPU から直接アクセスすることはできません。

表45.3 チャネル0、1 のカウントモード

注 . 12/16 ビットカウントモードを選択した場合は、単パルスモードに設定してください

表45.4 チャネル2、3 のカウントモード

注 . 12/16 ビットカウントモードを選択した場合は、単パルスモードに設定してください。

表45.5 チャネル4、5 のカウントモード

注 . 12/16 ビットカウントモードを選択した場合は、単パルスモードに設定してください。

PWMMDCR の
CNTMD01A

PWMMDCR の
CNTMD01B

チャネル0、1 のカウントモード

0 0 8 ビットカウントモード

0 1 12 ビットカウントモード

（上位：チャネル1、下位：チャネル0）

1 0 16 ビットカウントモード

（上位：チャネル1、下位：チャネル0）

1 1 設定禁止

PWMPCR の
CNTMD23A

PWMOUTCR の
CNTMD23B

チャネル2、3 のカウントモード

0 0 8 ビットカウントモード

0 1 12 ビットカウントモード

（上位：チャネル3、下位：チャネル2）

1 0 16 ビットカウントモード

（上位：チャネル3、下位：チャネル2）

1 1 設定禁止

PWMPCR の
CNTMD45A

PWMOUTCR の
CNTMD45B

チャネル4、5 のカウントモード

0 0 8 ビットカウントモード

0 1 12 ビットカウントモード

（上位：チャネル5、下位：チャネル4）

1 0 16 ビットカウントモード

（上位：チャネル5、下位：チャネル4）

1 1 設定禁止

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 45.  8 ビットPWM タイマ（PWMU）

 Page 45-9

45.3.7 PWM プリスケーラレジスタ0～5（PWMPRE0～PWMPRE5）

PWMPRE は8 ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PWM 周期を設定します。

PWMPRE の値をn とするとPWM 周期は以下のようになります。

(1) 8 ビット単パルスモード

PWM 周期＝［255×（n＋1）］/ 内部クロック周波数 （0≦n≦255）

表45.6 Pck＝48MHz 時の分解能、PWM 変換周期、キャリア周波数（8 ビットカウントモード）

(2) 12 ビット単パルスモード

12 ビット単パルスモードに設定した場合は、PWMPRE0、PWMPRE2、PWMPRE4 がそれぞれ有効に

なります。PWMPRE1、PWMPRE3、PWMPRE5 の設定は無効です。

PWM 周期＝［4095×（n＋１）］/ 内部クロック周波数 （0≦n≦255）

表45.7 Pck＝48MHz 時の分解能、PWM 変換周期、キャリア周波数（12 ビットカウントモード）

内部クロック周波数 分解能
PWM変換周期 キャリア周波数

Min. Max. Min. Max.

Pck 20.8 ns 5.3 s 1.4 ms 735.3 Hz 188.2 kHz

Pck/2 41.7 ns 10.6 s 2.7 ms 367.6 Hz 94.1 kHz

Pck/4 83.3 ns 21.3 s 5.4 ms 183.8 Hz 47.1 kHz

Pck/8 166.7 ns 42.5 s 10.9 ms 91.9 Hz 23.5 kHz

内部クロック周波数 分解能
PWM変換周期 キャリア周波数

Min. Max. Min. Max.

Pck 20.8 ns 85.3 s 21.8 ms 45.8 Hz 11.7 kHz

Pck/2 41.7 ns 170.6 s 43.7 ms 22.9 Hz 5.9 kHz

Pck/4 83.3 ns 341.3 s 87.4 ms 11.4 Hz 2.9 kHz

Pck/8 166.7 ns 682.5 s 174.7 ms 5.7 Hz 1.5 kHz

00000000

PWMPRE

01234567

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：
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(3) 16 ビット単パルスモード

16 ビット単パルスモードに設定した場合は、PWMPRE0、PWMPRE2、PWMPRE4 がそれぞれ有効に

なります。PWMPRE1、PWMPRE3、PWMPRE5 の設定は無効です。

PWM 周期＝［65535×（n＋1）］/ 内部クロック周波数 （0≦n≦255）

表45.8 Pck＝48MHz 時の分解能、PWM 変換周期、キャリア周波数（16 ビットカウントモード）

(4) 8 ビットパルス分割モード

PWM 周期＝［16×（n＋1）］/ 内部クロック周波数（0≦n≦255）
PWM 変換周期＝［256×（n＋1）］/ 内部クロック周波数（0≦n≦255）

表45.9 Pck＝48MHz 時の分解能、PWM 変換周期、キャリア周波数（8 ビットカウントモード）

内部クロック周波数 分解能
PWM変換周期 キャリア周波数

Min. Max. Min. Max.

Pck 20.8 ns 1.4 ms 349.5 ms 2.9 Hz 732.4 Hz

Pck/2 41.7 ns 2.7 ms 699 ms 1.4 Hz 366.2 Hz

Pck/4 83.3 ns 5.5 ms 1.4 s 0.7 Hz 183.1 Hz

Pck/8 166.7 ns 10.9 ms 2.8 s 0.4 Hz 91.6 Hz

内部クロック周波数 分解能
PWM変換周期 キャリア周波数（1/PWM 周期）

Min. Max. Min. Max.

Pck 20.8 ns 5.3 s 1.4 ms 11.7 kHz 3000 kHz

Pck/2 41.7 ns 10.7 s 2.7 ms 5.9 kHz 1500 kHz

Pck/4 83.3 ns 21.3 s 5.5 ms 2.9 kHz 750 kHz

Pck/8 166.7 ns 42.7 s 10.9 ms 1.5 kHz 375 kHz

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13
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45.3.8 PWM デューティ設定レジスタ0～5（PWMREG0～PWMREG5）

PWMREG は 8 ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PWM 出力パルスのH 期間（デューティ）

を設定します。

(1) 8 ビット単パルスモード

PWM 出力するパルスのデューティ比を1/255 の分解能で指定します。

PWMREG の値をm とすると出力パルスのH 期間は以下のようになります。

出力パルスのH 期間＝（PWM 周期×m）/ 255 （0≦m≦255）

(2) 12 ビット単パルスモード

PWM 出力するパルスのデューティ比を1/4095 の分解能で指定します。

PWMREG の値をm とすると出力パルスのH 期間は以下のようになります。

出力パルスのH 期間=（PWM 周期×m）/ 4095 （0 ≦m ≦4095）

PWMREG1のビット3～0（上位）とPWMREG0（下位）、PWMREG3のビット3～0（上位）とPWMREG2
（下位）、PWMREG5のビット3～0（上位）とPWMREG4（下位）の組み合わせで、パルスのH 期間をそ

れぞれ設定します。

注 .　上位レジスタのビット7～4 は無効です。また、下位側のレジスタを設定した後で、上位側の

レジスタを設定してください。上位側のレジスタを先に設定すると期待通りの出力にならな
い場合があります。
なお、PWM出力中にPWMREGの値を書き換える場合、タイミングによっては上位側のレジ

スタ値の書き換えが間に合わず、意図しないデューティ比のパルスが出力される可能性があ
ります。また、下位側レジスタの書き込みと上位側レジスタの書き込みの間に割り込み処理
が入らないようにしてください。

(3) 16 ビット単パルスモード

PWM 出力するパルスのデューティ比を1/65535 の分解能で指定します。

PWMREG の値をm とすると出力パルスのH 期間は以下のようになります。

出力パルスのH 期間＝（PWM 周期×m）/ 65535 （0≦m≦65535）

PWMREG1（上位）とPWMREG0（下位）、PWMREG3（上位）とPWMREG2（下位）、PWMREG5（上

位）とPWMREG4（下位）の組み合わせで、パルスのH 期間をそれぞれ設定します。

注 .　下位側のレジスタを設定した後で、上位側のレジスタを設定してください。上位側のレジス
タを先に設定すると期待通りの出力にならない場合があります。
なお、PWM出力中にPWMREGの値を書き換える場合、タイミングによっては上位側のレジ

スタ値の書き換えが間に合わず、意図しないデューティ比のパルスが出力される可能性があ
ります。また、下位側レジスタの書き込みと上位側レジスタの書き込みの間に割り込み処理
が入らないようにしてください。

00000000

PWMREG

01234567

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット：

初期値：
R/W：
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(4) 8 ビットパルス分割モード

PWM 出力する基本パルスのデューティ比及び付加パルスの個数を指定します。PWMREG に設定する

値のうち、上位4 ビットは基本パルスのデューティ比を0/16～15/16 まで1/16 の分解能で指定し、下位4
ビットは基本パルスで構成される変換周期内に付加パルスをいくつ付加するかを指定します。

45.4 動作説明

PWMU は、8 ビット単パルスモード、12 ビット単パルスモード、16 ビット単パルスモード、及び 8
ビットパルス分割モードで動作します。

45.4.1 単パルスモード（8 ビット、12 ビット、16 ビット）

8 ビット単パルスモードのブロック図を図 45.2 に、12 ビット単パルスモード、及び 16 ビット単パル

スモードのブロック図を図45.3 に示します。

図 45.2     8 ビット単パルスモードのブロック図

図 45.3     12 ビット、16 ビット単パルスモードのブロック図

クロック
生成部

PRELAT0 CNT0

REGLAT0

PWMU0

PRELAT1 CNT1

REGLAT1

PWMU1

比較器0

比較器1

PRELAT0 CNT0

REGLAT0

PWMU0

PRELAT1 CNT1

REGLAT1

PWMU1

クロック
生成部

比較器0
（出力禁止）

比較器1
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PWMOUTCR レジスタのPWMnE ビット（n＝0～5）を1 にセットすると、PWMU はH から始まるパ

ルスを出力します。REGLAT にはPWMREG の更新値が、PRELAT にはPWMPRE の更新値が書き込まれ

ます。
REGLAT の値がデューティカウンタの値より小さい時、PWMU はH を出力します（直接出力選択時）。

デューティカウンタはPWM クロックによりカウントアップします。PWM クロックは、PRELAT の値を

ダウンカウントして生成します。クロック生成用カウンタがH'00 のとき、PWM クロックが生成されま

す。
デューティカウンタとクロック生成用カウンタの動作例を図45.4 に示します。

 

図 45.4     デューティカウンタとクロック生成用カウンタの動作例
（カウントクロックソースにPck/4 を選択、PWMPRE＝H'01、PWMREG＝H'80 に設定した場合）

デューティカウンタの値とPWMU 出力のタイミングを以下に示します。

図 45.5     デューティカウンタの値とPWMU 出力のタイミング

H'78

Pck

Pck/4

デューティ 
カウンタ

クロック生成用 
カウンタ

PRELAT

REGLAT

H'79 H'80

H'80

H'81

H'01 H'01

H'01

H'01 H'01H'00 H'00 H'00 H'00

PWMUi出力波形
（i ＝0～5）

H'FF

REGLAT

H'00

PWMUi出力波形
（i ＝0～5）

デューティカウンタ
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PWM 出力中にPWMREG を変更した場合、デューティカウンタがオーバフローした時（次のPWM 周
期の開始時）にPWMREG の値をREGLAT にロードします。PWMREG を変更した場合のPWMU 出力波

形を以下に示します。

注 .PWM出力中にPWMREGの値を書き換える場合、タイミングによっては上位側のレジスタ値の

書き換えが間に合わず、意図しないデューティ比のパルスが出力される可能性があります。
また、下位側レジスタの書き込みと上位側レジスタの書き込みの間に割り込み処理が入らな
いようにしてください。

 

図 45.6     PWMREG を変更した場合のPWMU 出力波形

PWM 出力中に PWMPRE を変更した場合、次の PWM 周期から、PWM 周期が変化します。クロック

生成カウンタがアンダフローした時に、PWMPRE の値をPRELAT にロードします。PWMPRE を変更し

た場合のPRELAT 更新タイミングを以下に示します。

図 45.7     PWMPRE を変更した場合のPRELAT 更新タイミング

H'FF

REGLAT

REGLAT'

H'00

デューティカウンタ

（ライト後の値）

PWMREG
（ライト信号）

PWMUi出力波形
（i ＝0～5）

PRELAT'

PRELAT

PRELAT''

H'00

PWMPRE'PWMPRE''

クロック生成カウンタ

PWMPRE

（ライト信号）
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45.4.2 Pulse Division Mode

パルス分割モードでは、PWMREG の上位4 ビットによって、基本パルスのデューティ比を0/16～15/16
まで1/16の分解能で指定します。この基本パルス16パルス分を1変換周期と呼びます。以下に基本パル

スのデューティ比を示します。

表45.10 基本パルスのデューティ比

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
B'0000

B'0001

B'0010

B'0011

B'0100

B'0101

B'0110

B'0111

B'1000

B'1001

B'1010

B'1011

B'1100

B'1101

B'1110

B'1111

PWMREGの
上位４ビット

基本パルス波形（内部）

分解能
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PWMREG の下位 4 ビットは、1 変換周期中の 16 基本パルスに対する付加パルスの付加位置を指定し

ます。付加パルスは、基本パルスの立ち上がりエッジの前に分解能分の幅のH 期間（PHnS＝0 の場合）

を付加します。PWMREG の上位 4 ビットが B'0000 の場合は基本パルスの立ち上がりエッジは存在しま

せんが、付加パルスの付加タイミングは同様です。以下に基本パルスに対応する付加パルスの位置を、
図45.8 に付加パルスタイミング例を、図45.9にパルス分割モード時のPWMU出力波形例を示します。

表45.11 基本パルスに対する付加パルスの位置

図 45.8     付加パルスタイミング例（PWMREG 上位4 ビットがB'1000）

PWMREGの

下位 4 ビット

基本パルス No.

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

B'0000

B'0001 O

B'0010 O O

B'0011 O O O

B'0100 O O O O

B'0101 O O O O O

B'0110 O O O O O O

B'0111 O O O O O O O

B'1000 O O O O O O O O

B'1001 O O O O O O O O O

B'1010 O O O O O O O O O O

B'1011 O O O O O O O O O O O

B'1100 O O O O O O O O O O O O

B'1101 O O O O O O O O O O O O O

B'1110 O O O O O O O O O O O O O O

B'1111 O O O O O O O O O O O O O O O

付加パルスなし

付加パルスあり

分解能分の幅

付加パルス
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図 45.9     パルス分割モード時のPWMU出力波形例

45.4.3 D/A として使用する場合の回路例

PWMU 出力パルスを D/A として使用する場合の回路例を示します。ローパスフィルタを接続するこ

とにより、リップルの少ないアナログ出力を生成することが可能です。パルス分割モードを使用するこ
とで､よりリップルの少ないD/A 出力を行うことができます｡

図 45.10     D/A として使用する場合の回路例

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

127/256

128/256

129/256

130/256

H'7F

H'80

H'81

H'82

112

128

128

128

15

0

1

2

PWMREG
設定例

：付加パルス位置

基本パルスと付加パルスの組み合わせで0/256～255/256のデューティ比を低リップル波形として出力します。

１変換周期

デューティ比基本パルス

パルス

パルス

パルス

パルス

パルス

パルス

パルス

パルス

付加パルス

120 Ω

0.1 μF

本LSI

抵抗：

コンデンサ：

ローパスフィルタ

注. 値は参考値です。
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46. 電気的特性

46.1 絶対最大定格

表46.1 絶対最大定格

注 . 絶対最大定格を超えてLSI を使用した場合、LSI の永久破壊となることがあります。

それぞれの電源端子への印加電圧です。

項目 記号 定格値 単位 測定条件

電源電圧（注） VCCQ -0.3 ～ +4.6 V

VCCQ-USB -0.3 ～ +4.6

AVCCQADC -0.3 ～ +4.6

VCCQ-GET -0.3 ～ +2.0

VCCQ-DDR -0.3 ～ +2.0

VDD -0.3 ～ +1.8

VDD-PLL1 -0.3 ～ +1.8

VDD-PLL2 -0.3 ～ +1.8

VDD-PLL3 -0.3 ～ +1.8

VDD-PLL4 -0.3 ～ +1.8

VDD-USB -0.3 ～ +1.8

入力電圧 (VCCQ_デジタルブロック ) Vin -0.3 ～ VCCQ+0.3

入力電圧 (AVCCQADC ブロック ) Vin -0.3 ～ AVCCQADC+0.3

入力電圧 (VCCQ-GET) Vin 0.3 ～ VCCQ-GET+0.3

入力電圧 (VCCQ-USBブロック ) Vin -0.3 ～ VCCQ-USB+0.3

入力電圧 (VCCQ-DDR ブロック ) Vin -0.3 ～ VCCQ-DDR+0.3

消費電力 Pd Max. 5 W TOPR  25 C

動作温度 Topr 0 ～ +70 C

保存温度 Tstg -20 ～ +125
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46.2 電源投入・切断シーケンス

46.2.1 電源投入・切断シーケンス

図 46.1     電源投入・切断シーケンス

表46.2 電源投入・切断時間

注1. 3.3V 電源を1.5V 電源よりも先に投入してください。1.5V 電源を1.25V 電源よりも先に投入してください。ま

た、1.5V 電源を1.25V 電源よりも後に切断してください。3.3V 電源を1.5V 電源よりも後に切断してください。

2. 推奨値であり、厳密な設定を要求するものではありません。1.25V 電源がMin.電圧以上に到達するまで、及び

Min.電圧以下になってからが状態不定期間となり、その期間は端子状態及び内部状態が不定となります。その状

態によってシステム全体が誤動作を引き起こさないようシステム設計を行ってください。

項 目 記号 Min. Max. 単位

3.3V-1.5V 電源投入時間差（注1） tPWU33 0 — msec

1.5V-1.25V 電源投入時間差（注1） tPWU15 0 — msec

状態不定時間（注2） tUNC — 100 msec

端子状態不定

GND

端子状態不定通常動作

tPWU33

tunc tunc

tPWU15

3.3 V 

1.5 V 

1.25 V 

VCCQ

VCCQ-USB

AVCCQADC

VDD

VDD-PLL1

VDD-PLL2

VDD-PLL3

VDD-PLL4

VDD-USB

VCCQ-GET

VCCQ-DDR

tPWU33

tPWU15

3.3 V (Min. voltage = 3.00 V)

1.25 V (Min. voltage = 1.200 V)

1.5 V (Min. voltage = 1.425 V)
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46.3 DC 特性

46.3.1 DC特性 (1)
表46.3 DC 特性 (1)

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

電源電圧 VCCQ 3.00 3.30 3.60 V

VDD 1.20 1.25 1.30 V

VDD-PLL1 ～ 
VDD-PLL4

1.20 1.25 1.30 V

A/D 電源電圧 AVCCQADC 3.00 3.30 3.60 V

DBSC3 電源電圧 VCCQ-DDR 1.425 1.50 1.575 V

DBSC3 基準電圧入力 M_VREF_DQ VCCQ-
DDR x 
0.49

VCCQ-
DDR x 
0.50

VCCQ-
DDR x 
0.51

V

USB 電源電圧 VCCQ-USB 3.00 3.30 3.60 V

VDD-USB 1.20 1.25 1.30 V

RGMII 電源電圧 VCCQ-GET 1.425 1.50 1.575 V

RGMII入力基準電圧 VREF-GET 0.68 0.75 0.80 V

電源電流 通常動作 ICCQ — — 300 mA VCCQ + 
AVCCQADC + 
VCCQ-USB  

IDD — — 939 mA VDD + VDD-PLL1 
～ VDD-PLL4 + 
VDD-USB  

IDD15 — — 378 mA VCCQ-DDR + 
VCCQ-GET

スリープ／
モジュール
ストップモード

ICCQ
— 13 18 mA VCCQ +  

AVCCQADC + 
VCCQ-USB 

IDD
— 342 479 mA VDD + VDD-PLL1 

～ VDD-PLL4 + 
VDD-USB  

IDD15
— 170 181 mA VCCQ-DDR +  

VCCQ-GET

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 46.  電気的特性

 Page 46-4

46.3.2 DC 特性 (2)
表46.4 DC 特性 (2)

注 . RGMII 端子：

ET0-RX_CTL、 ET1-RX_CTL、 ET0-RXC、 ET1-RXC、 ET0-RD1、 ET0-RD0、 ET1-RD1、 ET1-RD0、 ET0-RD2、 ET0-
RD3、 ET1-RD2、 ET1-RD3、 RGMII-MAC-CLK
その他の端子：
MMCDAT7 ～ MMCDAT0、 SP0-MOSI、 SP0-MISO、 SP0-SCK、 SP0-SCK_FB、 SP0-SS0 ～ 
SP0-SS3、 SP1-MOSI、 SP1-MISO、 SP1-SCK、 SP1-SCK_FB、 SP1-SS0、 SP1-SS1、 WP、  BOOTFMS、 
BOOTWP、 ET0-MDC、 ET0-MDIO、 ET1-MDC、 ET1-MDIO、 RMII0-CRS_DV、 
RMII0-RXD0、 RMII0-RXD1、 RMII0-TXD0、 RMII0-TXD1、 RMII0-RX_ER、 RMII0-TXEN 、
RMII0-REFCLK、 RMII1-REFCLK、 RMII1-CRS_DV、 RMII1-RX_ER、 RMII1-RXD0、 RMII1-RXD1、 RMII1-TXEN、 
RMII1-TXD0、 RMII1-TXD1、  A24 ～ A18、 A9 ～ A0、 D13 ～ D0、 WE1、 RDY、 BS、 RDWR、 CS4、 RD、 WE0、 
CS0、 PWMX7 ～ PWMX0、 SGPIO0-CLK、 SGPIO0-LOAD、 
SGPIO0-DI、 SGPIO0-DO、 SGPIO2-CLK、 SGPIO2-LOAD、 SGPIO2-DI、 SGPIO2-DO、 
COM2-TXD、 COM2-RXD、 COM2-RTS、 COM2-CTS、 COM2-DTR、 COM2-DSR、 COM2-DCD、 RTS3、 CTS3、 
TXD3、 RXD3、 RTS4、 RXD4、 TXD4、 RAC-TXD、 RAC-RXD、 RAC-RTS、 
RAC-CTS、 RAC-DTR、 RAC-DSR、 RAC-DCD、 WDTOVF、 TMS、 TRST 、TDI、 TDO、 MPMD、 CLKOUT、 
ASEBRK

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力リーク電流 Ilk — — 5 µA VCCQ システム

Ilk_USB — — 5 µA

Ilk_ADC — — 1 µA AN0 ～ AN7

— — 5 µA その他の端子

Ilk_DDR — — 16 µA

プルアップ抵抗 RGMII 端子（注） Rpull-RGMII 30 65 140 k

Other 端子（注） Rpull 25 50 110 k

端子容量 CL — — 5 pF DBSC3 システム

— — 10 pF VCCQ システム

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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46.3.3 DC 特性 (USB トランシーバ、 RIIC 関連端子を除く )
表46.5 DC 特性 (USB トランシーバ、 RIIC 関連端子を除く )

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力Hレベル電圧 Xtal 端子 VIH VCCQ  0.80 — VCCQ+0.3 V

DBSC3 端子 (DC) M_VREF_DQ 
+ 0.1

— — V

(AC) M_VREF_DQ 
+ 0.175

— — V RIIC

RGMII 端子（注1）(DC) VREF-GET + 
0.1

— VCCQ-GET + 
0.3

V

(AC) VREF-GET+

0.2

— — V

上記以外の入出力端子 2.00 — VCCQ+0.30 V

入力Lレベル電圧 Xtal 端子 VIL VSS - 0.30 — VCCQ0.20 V

DBSC3 端子 (DC) — — M_VREF_DQ 
- 0.1

V

(AC) — — M_VREF_DQ 
- 0.175

V

RGMII 端子（注1）(DC) -0.3 — VREF-GET - 
0.1

V

(AC) — — VREF-GET-
0.2

V

上記以外の入出力端子 VSS - 0.30 — 0.80 V

DBSC3 DC 
差動入力レベル電

圧

VIHD 0.2 — — V MDQS=H、 
VIN=VCCQ-DDR/2、 
VDD=1.25V、 VCCQ-
DDR=1.425～ 1.575V

VILD — — -0.2 V MDQS=L、 
VIN=VCCQ-DDR/2、 
VDD=1.25V、 VCCQ-
DDR=1.425 ～ 1.575V

VIN 0.5 x 
VCCQ-DDR - 

0.25

— 0.5 x 
VCCQ-DDR + 

0.25

V VIHD=200mV or 
VILD=-200mV、 
VDD=1.25V、 VCCQ-
DDR=1.425 ～ 1.575V

DBSC3 AC
差動入力クロスポ

イント電圧

VIX (AC) VCCQ-DDR - 
0.15

— VCCQ-DDR + 
0.15

V

シュミットトリガ

入力電圧

L逆 スレショルド電圧 VT- VCCQ  0.20 — — V

H逆スレショルド電圧 VT+ — — VCCQ0.7 V

(VT+) - (VT-) VCCQ  0.02 — — V

Hレベル出力電圧

（注3）
RGMII 端子（注1）(DC) VOH VCCQ-GET 

- 0.4
— — V

　(AC) VCCQ-GET 
- 0.5

— — V

上記以外の入出力端子
（注2）

2.40 — — V
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注1. RGMII 端子は高速トランシーバーロジック (HSTL)に準拠しています。

2. ADC、 DBSC3端子を除く。

3. 出力許容電流値については、表46.9を参照してください。

46.3.4 DC 特性 (RIIC)
表46.6 DC 特性 (RIIC)

46.3.5 DC 特性 （USB（ハイスピードトランシーバ））

表46.7 DC 特性 （USB （ハイスピードトランシーバ））

Lレベル出力電圧 RGMII 端子（注1）(DC) VOL — — 0.4 V

　(AC) — — 0.5 V

上記以外の入出力端子
（注2）

— — 0.60 V

DBSC3 AC 
差動出力クロスポ

イント電圧

VOX (AC) M_VREF_DQ 
- 0.125

— M_VREF_DQ 
+ 0.125

V

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

プルアップ電源電圧 (1) VPU 2.7 3.3 3.6 V

プルアップ電源電圧 (2) 4.5 5 5.5 V

シュミットトリガ入力電圧 VT- VCCQ  0.3 — — V

VT+ — — VCCQ  0.7 V

VT+  VT- (VCCQ  0.05) — — V

入力Hレベル電圧 VIH VCCQ  0.7 — VCCQ + 0.3 V

入力Lレベル電圧 VIL -0.3 — VCCQ  0.3 V

出力Lレベル電圧 VOL — — 0.4 V IOL = 3 mA

IOL Std、 Fm IOL1 — — 3 mA VOL = 0.4 V

IOL Fm IOL2 — — 6 mA VOL = 0.6 V

(IOL Fm+) IOL3 — — 20 mA VOL = 0.4 V

3ステートリーク電流 （オフ状態） IL — — 15 A VIN = 0.1 ～ 0.9  
VCCQ

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力 コモンモード入力電圧範囲 VHSCM -50 — 500 mV

差動入力電位 Vdiff 150 400 575 mV

スケルチ検出スレッショルド電圧

(差動電圧 )
VHSSQ 100 — 150 mV

ディスコネクト検出電圧 VHSDSQ 525 — 625 mV

出力 出力電流 IOUT — 17.5 — mA

アイドル状態 VHSOI -20 — 20 mV

"H"出力電圧 VHSOH 360 — 440 mV

"L"出力電圧 VHSOL -20 — 20 mV

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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46.3.6 DC 特性 （USB（フルスピード／ロースピードトランシーバ））

表46.8 DC 特性 （USB（フルスピード／ロースピードトランシーバ））

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

入力 "H"入力電圧 VIH 2.0 — — V

"L" 入力電圧 VIL — — 0.8 V

シュミットトリガ入力特性 V — 0.2 — V

差動入力感度 VDI 0.2 — — V D+  D-

差動コモンモード範囲 VCM 0.8 — 2.5 V

出力 "H"出力電圧 VOH 2.7 — VCCQ V 14.25 k ～ GND

"L" 出力電圧 VOL — — 0.4 V 1.425 k ～ VCCQ

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
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46.3.7 DC 特性　（出力許容電流値）

表46.9 出力許容電流値

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件

出力電流 PTA0、PTA2、 PTA4 ～ PTA7、 
PTB0、 PTB3 ～ PTB5、 PTC0 ～ 
PTC7、 PTD0 ～ PTD2、 PTD4、 
PTD6、 PTE0 ～ PTE3、 PTE7、 
PTF0 ～ PTF3、 PTF7、 PTG2、 
PTG7、 PTH0、 PTH2、 PTH4、 
PTH6、 PTI6、 PTI7、 PTJ0 ～ 
PTJ6、 PTK1 ～ PTK7、 PTL0、 
PTL3 ～ PTL6、 PTM4 ～ PTM7、 
PTN0 ～ PTN3、 PTN6、 PTO0 ～ 
PTO2、 PTO4 ～ PTO6、 PTV0 ～ 
PTV3、 PTV7、 PTW0 ～ PTW7、 
PTX0 ～ PTX4、 PTX6、 PTX7、 
PTY0 ～ PTY7、 SP0-SS0、 
SP1-SS0、 ASEBRK/BRKACK

IOL — — 4 mA

IOH — — -4 mA

PTA1、 PTA3、 PTB1、 PTB2、 
PTB6、 PTB7、 PTE4 ～ PTE6、 
PTF4 ～ PTF6、 PTG4、 PTG5、 
PTI0 ～ PTI4、 PTK0、 PTN4、 
PTN5、 PTO3、 PTO7、 PTU4 ～ 
PTU7、 PTV4 ～ PTV6、 PTX5、 
PTZ0 ～ PTZ7、 SP0-MOSI、 
SP0-SCK、 SP1-MOSI/TEND1、 
SP1-SCK/DACK1、 TDO

IOL — — 8 mA

IOH — — -8 mA

PTG0、 PTG1、 PTG3、 PTI5、 
PTL1、 PTL2、 PTQ0 ～ PTQ6、 
PTT0 ～ PTT7、 PTU0 ～ PTU3

IOL — — 12 mA

IOH — — -12 mA

ET0-TD0 ～ ET0-TD3、 ET1-TD0 
～ ET1-TD3、 ET0-TX_CTL、 
ET1-TX_CTL、 ET0-TXC、 

ET1-TXC

IOL — — 16 mA

IOH — — -16 mA

PTM0 ～ PTM1、 PTR0 ～ PTR7、 
PTS0 ～ PTS1、 PTS4 ～ PTS7

IOL — — 6 mA これらの端子を
RIIC関連端子と

して使用する場
合は、表46.6を
参照してくださ
い。

PTM2 ～ PTM3、 PTS2 ～ PTS3 IOL — — 20 mA これらの端子を
RIIC関連端子と

して使用する場
合は、表46.6を
参照してくださ
い。
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46.3.8 DC 特性（シュミットトリガ入力）

表46.10 シュミットトリガ入出力一覧

注 . 端子がシュミットトリガ入力になるのはRIICバスが選択されたとき（ICMR3.SMBSビット＝0）に限られます。 

端子名 端子名 端子名 端子名

MPMD PTG3 PTQ2 PTT0/PWMX0

NMI PTG5/A25/MMCCLK PTQ3 PTT1/PWMX1

PRESET PTI5/D13/SDCLK PTQ4 PTT2/PWMX2/STATUS0

PTB0/IRQ8/TCLK PTI6/D14/SDCD PTQ5 PTT3/PWMX3/STATUS1

PTB1/IRQ9 PTI7/D15/SDWP PTQ6 PTT4/PWMX4/AUDATA0

PTB2/IRQ10 PTL1/RAC-DCD/DCD0/AUDCK PTR0/SCL0（注） PTT5/PWMX5/AUDATA1

PTB3/IRQ11 PTL2/RAC-DSR/DSR0/
AUDSYNC

PTR1/SDA0（注） PTT6/PWMX6/AUDATA2

PTB4/IRQ12 PTM0/SCL7（注） PTR2/SCL1（注） PTT7/PWMX7/AUDATA3/MD2

PTB5/IRQ13 PTM1/SDA7（注） PTR3/SDA1（注） PTU0

PTB6/IRQ14 PTM2/SCL6（注） PTR4/SCL2（注） PTU1

PTB7/IRQ15 PTM3/SDA6（注） PTR5/SDA2（注） PTU2

PTC0/IRQ0/IRL0 PTP0/EVENT8/AN8 PTR6/SCL8（注） PTU3

PTC1/IRQ1/IRL1 PTP1/EVENT9/AN9 PTR7/SDA8（注） PTV0/A16/EVENT6

PTC2/IRQ2/IRL2/PWMU5 PTP2/EVENT10/AN10 PTS0/SCL3（注） PTV1/A17/EVENT7

PTC3/IRQ3/IRL3/PWMU4 PTP3/EVENT11/AN11 PTS1/SDA3（注） PTW2/A10/EVENT0

PTC4/IRQ4/IRL4/PWMU3 PTP4/EVENT12/AN12 PTS2/SCL4（注） PTW3/A11/EVENT1

PTC5/IRQ5/IRL5/PWMU2 PTP5/EVENT13/AN13 PTS3/SDA4（注） PTW4/A12/EVENT2

PTC6/IRQ6/IRL6/PWMU1 PTP6/EVENT14/AN14 PTS4/SCL5（注） PTW5/A13/EVENT3

PTC7/IRQ7/IRL7/PWMU0 PTP7/EVENT15/AN15 PTS5/SDA5（注） PTW6/A14/EVENT4

PTG0 PTQ0　　 PTS6/SCL9（注） PTW7/A15/EVENT5

PTG1 PTQ1 PTS7/SDA9（注）
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46.4 AC特性

46.4.1 クロック・制御信号タイミング
表46.11 クロック・制御信号タイミング

注1. 水晶発振子がEXTAL とXTAL に接続されているとき、周波数は48MHz になります。また、3 次オーバトーン水

晶発振子は使用しないでください。
2. CLKOUT 端子への接続負荷容量は最大20pF としてください。

3. tcyc はCLKOUT クロックの1 サイクル時間を示します。

4. EXTAL の周波数温度特性は ±100 ppmです。

5. ストラップピン：
MD0 ～ MD3、MD5、 MD6、MD8 ～ MD10、 FLSHSZ0 、FLSHSZ1、 WPSZ0 、 WPSZ1、  BOOTSZ0 、 BOOTSZ1、 
SPI0VER、 BOOTWPSZ0 、 BOOTWPSZ1、 WDTFOT0、 WDTFOT1、 BOOTFMS

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

EXTAL クロック入力周波数（注1、4） fEX — 48 — MHz

EXTAL クロック入力サイクル時間（注4） tEXcyc — 20.8 — ns 46.2

EXTAL クロック入力Lレベルパルス幅（注4） tEXL 3.5 — — ns 46.2

EXTAL クロック入力Hレベルパルス幅（注4） tEXH 3.5 — — ns 46.2

EXTAL クロック入力立ち上がり時間（注4） tEXr — — 4 ns 46.2

EXTAL クロック入力立ち下がり時間（注4） tEXf — — 4 ns 46.2

CLKOUT クロック出力（注1、2） tOP — 48 — MHz

CLKOUT クロック出力サイクル時間 tCLKOUTcyc — 20.8 — ns 46.3

パワーオンEXTAL入力安定時間 tOSC1 30 — — ms 46.4

ストラップピン（スタティック） （注5）セットアップ時間 tSTRPS 3 — — tcyc
（注3） 46.5

ストラップピン（スタティック）（注5）ホールド時間 tSTRPH 0 — — ns 46.5

PRESET アサート時間 tRESW 20 — — tcyc
（注3） 46.4

PLL 発振安定時間 tPLL — — 200 µs 46.6

TRSTリセットホールド時間 tTRSTRH 0 — — ns 46.4

PRESET入力立ち上がり時間 (20～80) tPRr — — 100 ns 46.4
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図 46.2     EXTAL クロック入力タイミング

図 46.3     CLKOUT クロック出力タイミング

注.　EXTAL端子からクロック入力する場合

tEXcyc

tEXH tEXL

tEXrtEXf

1/2VCCQ

VIH VIH

VIL VIL

EXTAL
入力

VIH

1/2VCCQ

tCLKOUTcyc

CLKOUT
1/2VCCQ 1/2VCCQ
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図 46.4     パワーオン時EXTAL入力発振安定時間

図 46.5     ストラップピンセットアップ／ホールドタイミング

図 46.6     PLL 発振安定時間
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46.4.2 バスタイミング
表46.12 バスタイミング

図 46.7     SRAM バスサイクル： 基本バスサイクル（ノーウェイト）

項 目 記号 Min. Max. 単位 備考

アドレス遅延時間 tAD 1 9 ns

BS 遅延時間 tBSD 1 9 ns

CSn 遅延時間 tCSD 1 9 ns

RDWR 遅延時間 tRWD 1 9 ns

RD 遅延時間 tRSD 1 9 ns

読み出しデータセットアップ時間 tRDS 6 — ns

読み出しデータホールド時間 tRDH 2 — ns

WEn 遅延時間（立ち下がりエッジ時） tWEDF 1 9 ns CLKOUT の立ち下がりエッジに対して

WEn 遅延時間 tWED1 1 9 ns

書き込みデータ遅延時間 tWDD 1 9 ns

RDY セットアップ時間 tRDYS 6 — ns

RDY ホールド時間 tRDYH 2 — ns

T1

tAD tAD

T2

CLKOUT

A25-A0

CSn

RDWR

RD

D15-D0

(read)

D15-D0

(write)

BS

tWDDtWDD tWDD

tRDHtRDS

tCSD tCSD

tRWD tRWD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tBSD tBSD

RDY

WE
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図 46.8     SRAM バスサイクル： 基本バスサイクル（ソフトウェアウェイトのみ）
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図 46.9     SRAM バスサイクル： 基本バスサイクル

（ソフトウェアウェイト+RDY によるウェイト、RDY は同期入力）
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図 46.10     SRAM バスサイクル：基本バスサイクル

（ノーウェイト、アドレスセットアップ／ホールド挿入なし、RDS＝1、RDH＝0、WTS＝1、WTH＝1）
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図 46.11     バーストROM バスサイクル（ノーウェイト）
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図 46.12     バーストROM バスサイクル

（1 番目のデータ：ソフトウェアウェイト+RDY によるウェイト

2、3、4 番目のデータ：ソフトウェアウェイトのみ）
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図 46.13     バーストROM バスサイクル

（ノーウェイト、アドレスセットアップ／ホールド挿入無し、RDS＝1、RDH＝0）
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図 46.14     バーストROM バスサイクル

（ソフトウェアウェイト+ RDY によるウェイト）
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46.4.3 DBSC3 モジュール信号タイミング

(1) 入力オーバシュート／アンダシュート特性

表46.13 入力オーバシュート／アンダシュート規定

図 46.15      DBSC3 信号のオーバシュート／アンダシュート

図 46.16     AC 特性測定条件

項 目 定格値 単位 参照図

オーバーシュートエリアで許容されている最大ピーク振幅 0.3 V 46.15

アンダーシュートエリアで許容されている最大ピーク振幅 0.3 V 46.15

VCCQ-DDRを上回る最大オーバーシュートエリア 0.19 V-ns 46.15

VSSを下回る最大アンダーシュートエリア 0.19 V-ns 46.15

アンダーシュートエリア

オーバーシュートエリア

時間 (ns)

最大振幅

最大振幅

VSS

VCCQ-DDR
Volts (V)

VTT = VCCQ-DDR/2

基準点

25 Ω  

出力端子
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(2) AC特性

表46.14 DBSC3 モジュール信号タイミング

図 46.17     クロックタイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図

MCKクロック出力サイクル tCK 1875 — ps 46.17

MCK クロック出力Hレベルパルス幅 tCH 0.43 0.57 tCK

MCK クロック出力Lレベルパルス幅 tCL 0.43 0.57 tCK

アドレス／制御信号セットアップ時間 tIS (1T) 523 — ps 46.18

（MCK 立ち上がりエッジに対する） tIS (2T) 1513 — ps

アドレス／制御信号ホールド時間 tIH (1T) 523 — ps

（MCK 立ち上がりエッジに対する） tIH (2T) 978 — ps

MDQS、MDQS 立ち上がり時間

（MCK 立ち上がりエッジに対する）

tDQSS -0.183 0.183 tCK 46.19

MDQS、MDQS 立ち下がりセットアップ時間

（MCK 立ち上がりエッジに対する）

tDSS 0.267 — tCK

MDQS、MDQS 立ち下がりホールド時間

（MCK 立ち上がりエッジに対する）

tDSH 0.267 — tCK

MDQS、MDQS 差動出力Hレベルパルス幅 tDQSH 0.45 0.55 tCK 46.20

MDQS、MDQS 差動出力Lレベルパルス幅 tDQSL 0.45 0.55 tCK

MDQS、MDQS ライトプレアンブル時間 tWPRE 0.9 — tCK

MDQS、MDQS ライトポストアンブル時間 tWPST 0.3 — tCK

MDQ/MDQM セットアップ時間

（DQS、DQS のVIH(AC)/VIL(AC)に対する）

tDS 284 — ps 46.21

MDQ/MDQM ホールド時間

（DQS、DQS のVIH(AC)/VIL(AC)に対する）

tDH 284 — ps

MDQS、MDQS・MCK、MCK 間スキュー tDQSCK -300 1300 ps 46.22

MDQ ホールド時間

（MDQS、MDQS に対する）

tQH 0.319 — tCK 46.24

MDQS、MDQS・MDQ 間スキュー tDQSQ — 225 ps

MDQS、MDQS Hレベルパルス幅 tQSH 0.38 — tCK 46.23

MDQS、MDQS Lレベルパルス幅 tQSL 0.38 — tCK

MDQS、MDQS リードプレアンブル時間 tRPRE 0.9 — tCK

MDQS、MDQS リードポストアンブル時間 tRPST 0.3 — tCK

M_CLK

M_CLK

tCK

tCH tCL
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図 46.18     アドレスとコントロールタイミング

図 46.19     クロックとDQSタイミング（ライト時）

図 46.20     DQS タイミング（ライト時）

図 46.21     DQ/DM とDQSタイミング（ライト時）
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図 46.22     クロックに対するDQS出力波形の関係（リード時）

図 46.23     DQS タイミング（リード時）

図 46.24     DQ とDQSタイミング（リード時）
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46.4.4 INTC モジュール信号タイミング

表46.15 INTC モジュール信号タイミング

注 . tcyc はCLKOUT クロックの1 サイクル時間を示します。

図 46.25     NMI 入力タイミング

図 46.26     IRQ/IRL 入力タイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考

NMI Hパルス幅 tNMIH 5 — tcyc 46.25 通常動作時
スリープモード
時

NMI Lパルス幅 tNMIL 5 — tcyc 46.25 通常動作時
スリープモード
時

IRQ15 ～ IRQ8、 IRQ7/IRL7～ IRQ0/IRL0 
セットアップ時間

tIRQS 18 — ns 46.26 IRQ 入力

IRQ15 ～ IRQ8、 IRQ7/IRL7 ～ IRQ0/IRL0 
ホールド時間

tIRQH 1.5 — ns 46.26 IRQ入力

IRQ7/IRL7 ～ IRQ0/IRL0 セットアップ時間 tIRLS 18 — ns 46.26 IRL 入力

IRQ7/IRL7～ IRQ0/IRL0 ホールド時間 tIRLH 1.5 — ns 46.26 IRL 入力

NMI

tNMILtNMIH

CLKOUT

IRQn

IRLn

tIRQS

tIRLS

tIRQH

tIRLH

4サイクル
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46.4.5 DMAC モジュール信号タイミング

表46.16 DMAC モジュール信号タイミング

図 46.27     DREQ/TEND/DACK タイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考

DREQn セットアップ時間 tDRQS 6 — ns 46.27

DREQn ホールド時間 tDRQH 4 — ns 46.27

TENDn 遅延時間 tTENDD — 9 ns 46.27

DACKn 遅延時間 tDACKD — 9 ns 46.27

tTENDDtDACKD

tDRQHtDRQH

tDRQS tDRQS

CLKOUT

DREQ

TEND、DACK
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46.4.6 SPI0 モジュール信号タイミング

表46.17 SPI0 モジュール信号タイミング

図 46.28     SPI0 出力信号タイミング

図 46.29     SPI0 入力信号タイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図

SP0-SCK クロック出力周波数 fSP0C — 48 MHz

SP0-SCK クロック出力周期 tSP0C 20.8 — ns 46.28

SP0-SCK クロック出力Lレベルパルス幅 tSP0CL 8 — ns 46.28

SP0-SCK クロック出力Hレベルパルス幅 tSP0CH 8 — ns 46.28

SP0-SCK_FB クロック入力立ち上がり時間

（VCCQの20%～80%）

tSP0FBCR — 6 ns 46.29

SP0-SCK_FB クロック入力立ち下がり時間

（VCCQの20%～80% ）

tSP0FBCF — 6 ns 46.29

SP0-MISO/SP0-MOSI入力セットアップ時間 
（SP0-SCK_FB 立ち上がり前）

tSP0DVCH 2 — ns 46.29

SP0-MISO/SP0-MOSI入力ホールド時間 
（SP0-SCK_FB立ち上がり後 )

tSP0CHDX 10 — ns 46.29

SP0-MOSI 出力有効時間（SP0-SCK 立ち上がり前） tSP0QVCH tSP0C/2-6 — ns 46.28

SP0-MOSI 出力有効時間（SP0-SCK 立ち上がり後） tSP0CHQX tSP0C/2-6 — ns 46.28

SP0-SS0 ～ SP0-SS3 出力有効時間 
（SP0-SCK 立ち上がり前）

tSP0SLCH tSP0C/2-5 — ns 46.28

SP0-SS0 ～ SP0-SS3 出力有効時間 
（SP0-SCK 立ち上がり後）

tSP0CHSH tSP0C-15 — ns 46.28

SP0-SS0 

SP0-SS1 

SP0-SS2 

SP0-SS3

SP0-MOSI

SP0-SCK

tSP0SLCH

tSP0CL

tSP0CH

tSP0CHSH

tSP0C

tSP0CHQXtSP0QVCH

SP0-MISO/SP0-MOSI

SP0-SCK_FB

tSP0CHDXtSP0DVCHtSP0FBCR tSP0FBCF
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46.4.7 WDTモジュール信号タイミング

表46.18 WDT モジュール信号タイミング

図 46.30     SUB-CLKIN クロック入力タイミング

図 46.31     WDT 出力タイミング

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

SUB-CLKIN クロック入力周波数 tCLK — 32.768 — kHz 46.30

SUB-CLKIN クロック入力サイクル時間 tCLKcyc — 15.26 — s 46.30

SUB-CLKIN クロック入力Lレベルパルス幅 tCLKL 7 — — s 46.30

SUB-CLKIN クロック入力Hレベルパルス幅 tCLKH 7 — — s 46.30

SUB-CLKIN クロック入力立ち上がり時間 tCLKr — — 4 ns 46.30

SUB-CLKIN クロック入力立ち下がり時間 tCLKf — — 4 ns 46.30

オーバフロー出力遅延時間 tWOVD — — 40 ns 46.31

注. SUB-CLKIN 端子からクロック入力する場合

tCLKcyc

tCLKH tCLKL

tCLKrtCLKf

1/2VCCQ

VIH VIH

VIL VIL

SUB-CLKIN 
入力

VIH

1/2VCCQ

CLKOUT

WDTOVF

tWOVD tWOVD
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46.4.8 PWMX モジュール信号タイミング

表46.19 PWMX モジュール信号タイミング

図 46.32     PWMX 出力タイミング

46.4.9 PWMU モジュール信号タイミング

表46.20 PWMU モジュール信号タイミング

図 46.33     PWMU 出力タイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図

パルス出力遅延時間 tPWOD — 30 ns 46.32

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図

パルス出力遅延時間 tPWOD — 30 ns 46.33

CLKOUT

PWMX7 ～ PWMX0

tPWOD

CLKOUT

PWMU5 ～ PWMU0

tPWOD
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46.4.10 TMU モジュール信号タイミング

表46.21 TMU モジュール信号タイミング

注 . tPcyc は周辺クロック（Pck）の1 サイクル時間を示します。

図 46.34     TCLK 入力タイミング

項 目 記号 Min. Max. 単位 参照図

タイマクロックHパルス幅 tTCLKWH 4 — tpcyc 46.34

タイマクロックLパルス幅 tTCLKWL 4 — tpcyc 46.34

タイマクロック立ち上がり時間 tTCLKr — 0.8 tpcyc 46.34

タイマクロック立ち下がり時間 tTCLKf — 0.8 tpcyc 46.34

tTCLKWH

TCLK

tTCLKWL tTCLKf tTCLKr
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46.4.11 ETHER モジュール信号タイミング

表46.22 ETHER モジュール信号タイミング（RMII）

注 . 本規定を満足するように、プログラムで設定してください。

図 46.35     RMIIn-REFCLK クロック入力タイミング

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

RMIIn-REFCLK サイクル時間 tRTcyc 20 — — ns 46.35

RMIIn-REFCLK デューティサイクル tRTD 35 — 65 %

RMIIn-REFCLK Hパルス幅 tRTH 5 — — ns

RMIIn-REFCLK Lパルス幅 tRTL 5 — — ns

RMIIn-REFCLK 立ち上がり時間 tRTr — — 4 ns

RMIIn-REFCLK 立ち下がり時間 tRTf — — 4 ns

出力遅延時間 RMII0-TXEN、 
RMII1-TXEN

tRTEND 2.5 — 12.5 ns 46.36

RMII0-TXD1、 
RMII0-TXD0、 
RMII1-TXD1、 
RMII1-TXD0

tRETDDo 2.5 — 12.5

セットアップ時間 RMII0-CRS_DV、 RMII1-
CRS_DV

tRRDVS 3 — — 46.37

ホールド時間 tRRDVH 1 — —

セットアップ時間 RMII0-RXD1、 
RMII0-RXD0、 
RMII1-RXD1、 
RMII1-RXD0

tRERDS 3 — —

ホールド時間 tRERDH 1 — —

セットアップ時間 RMII0-RX_ER、

RMII1-RX_ER
tRRERS 3 — — 46.38

ホールド時間 tRRERH 1 — —

ET0_MDIO 、 ET1_MDIO 出力データホールド時間（注） tRMDIODH 5 — 18  46.39

tRTcyc

tRTH

RMIIn-REFCLK

tRTL

tRTr tRTf
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図 46.36     RMII 送信タイミング

図 46.37     RMII 送信タイミング（正常動作時）

図 46.38     RMII受信タイミング（エラー発生ケース）

図 46.39     MDIO 出力タイミング

tRTEND

tRTcyc

SFD DATA CRC

RMIIn-REFCLK

RMIIn-TXEN

RMIIn-TXD1、RMIIn-TXD0 Preamble

tRETDDo

SFD

DATA CRC

tRERDS

tRERDH

tRRDVH
tRRDVS

Preamble

RMIIn-RELCLK

RMIIn-CRS_DV

RMIIn-RXD1、RMIIn-RXD0

RMIIn-RX_ER
L

SFD DATA XXXX

tRRERS
tRRERH

Preamble

RMIIn-REFCLK

RMIIn-CRS_DV

RMIIn-RXD1、RMIIn-RXD0

RMIIn-RX_ER

tRMDIOdh

ETn_MDC

ETn_MDIO
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46.4.12 RGMII モジュール信号タイミング

表46.23 RGMII モジュール信号タイミング

図 46.40     RGMII-MAC-CLK クロック入力タイミング

項 目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

RGMII-MAC-CLK 入力クロック周期 tMACCLKcyc 7.8 8.0 8.2 ns 46.40

RGMII-MAC-CLKデューティー比 tMACCLKcyc 45.0 50.0 55.0 % 46.40

RGMII-MAC-CLK 入力立ち上がり時間 (20%～80%) tMACCLKr — — 2.0 ns 46.40

RGMII-MAC-CLK 入力立ち下がり時間 (20%～80%) tMACCLKf — — 2.0 ns 46.40

クロック出力データスキュー（受信時） TskewT -500 0 500 ps 46.41

クロック入力データスキュー（受信時） TskewR 1 1.8 2.6 ns 46.41

データ出力セットアップ時間 （送信遅延時） TsetupT 1.2 2.0 — ns 46.42

データ出力ホールド時間 （送信遅延時） TholdT 1.2 2.0 — ns 46.42

データ入力セットアップ時間（受信遅延時） TsetupR 1.0 2.0 — ns 46.42

データ入力ホールド時間（受信遅延時） TholdR 1.0 2.0 — ns 46.42

クロック周期 Tcyc 7.2 8 8.8 ns 46.41

デューティー比（ギガビット） Duty_G 45 50 55 % 46.41

デューティー比（10/100T） Duty_T 40 50 60 % 46.41

立ち上がり／立ち下がり時間 Tr/Tf — — 0.75 ns 46.41

RGMII-MAC-CLK

tMACCLKcyc

tMACCLKr tMACCLKf
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図 46.41     RGMII 補正 ACタイミング

ET0-TXC 

ET1-TXC 

（送信時） 

（送信時）

TskewT

TskewR

ET0-TD0 ～ 3 

ET1-TD0 ～ 3 

ET0-TX_CTL 

ET1-TX_CTL 

ET0-TXC 

ET1-TXC 

（受信時）

（受信時）

ET0-RXC 

ET1-RXC 

TskewT

TskewR

Tcyc

ET0-RD0 ～ 3

ET1-RD0 ～ 3

ET0-RX_CTL

ET1-RX_CTL

ET0-RXC 

ET1-RXC 

Tr Tf 注 1．VOLmax(AC)＋(VOHmin(AC)－VOLmax(AC))×0.2

　 2．VOLmax(AC)＋(VOHmin(AC)－VOLmax(AC))×0.8

（注1） （注1）

（注2）（注2）
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図 46.42     RGMII 補正ACタイミング

ET0-TXC

ET1-TXC

（送信時）

（送信時）

TsetupT

TsetupT

TsetupR

ET0-TD0 ～ 3

ET1-TD0 ～ 3

ET0-TX_CTL

ET1-TX_CTL

ET0-TXC

ET1-TXC

（受信時）

（受信時）

TholdT

TholdR

ET0-RXC

ET1-RXC

ET0-RD0 ～ 3

ET1-RD0 ～ 3

ET0-RX_CTL

ET1-RX_CTL

ET0-RXC

ET1-RXC

TholdT

TholdR

Tsetup R
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46.4.13 RIIC モジュール信号タイミング

表46.24 RIIC モジュール信号タイミング

項目 記号 Min. （注1）（注2）（注3） Max. 単位 参照図

RIIC
（標準モード）
ICFER.FMPE = 0

SCL入力サイクル時間 tSCL 4(12) × IIC + 1300 — ns 46.43

SCL入力Hレベルパルス幅 tSCLH 2(6) × IIC — ns

SCL入力Lレベルパルス幅 tSCLL 2(6) × IIC — ns

SCL、 SDA入力立ち上がり時間 tSr — 1000 ns

SCL、 SDA入力立ち下がり時間 tSf — 300 ns

SCL、 SDA 入力スパイクパルス除去

時間

tSP 0 IIC ns

SDA入力バスフリー時間 tBUF 2(6) × IIC
+ internal_delay（注4）

— ns

開始条件ホールド時間 tSTAH IIC
+ internal_delay（注4）

— ns

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 0 — ns

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 0 — ns

データ入力セットアップ時間 tSDAS IIC — ns

データ入力ホールド時間 tSDAH – internal_delay（注4） — ns

SCL、 SDA容量性負荷 Cb — 400 pF

RIIC
（高速モード）
ICFER.FMPE = 0

SCL入力サイクル時間 tSCL 4(12) × IIC+ 600 — ns 46.43

SCL入力Hレベルパルス幅 tSCLH 2(6) × IIC — ns

SCL入力Lレベルパルス幅 tSCLL 2(6) × IIC — ns

SCL、 SDA入力立ち上がり時間 tSr 20 + 0.1Cb 300 ns

SCL、 SDA入力立ち下がり時間 tSf 20 + 0.1Cb 300 ns

SCL、 SDA 入力スパイクパルス除去

時間

tSP 0 IIC ns

SDA入力 バスフリー時間 tBUF 2(6) × IIC
+ internal_delay（注4）

— ns

開始条件入力ホールド時間 tSTAH IIC
+ internal_delay（注4）

— ns

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 0 — ns

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 0 — ns

データ入力セットアップ時間 tSDAS IIC — ns

データ入力ホールド時間 tSDAH – internal_delay（注4） — ns

SCL、 SDA容量性負荷 Cb — 400 pF
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注1. デジタルフィルタ有効（ICFER.NFE = 1）で、ICMR3.NF[1:0]＝11の場合は、（　）内の数値を使用してくださ

い。
2. Cb はバスラインの総容量を示します。

3. IICΦは、CKS[2:0]ビットにより、Pckのn分周（n＝1、2、4、8、16、32、64、128）に設定できます。

4. internal_delay の設定により、以下のようになります。
SDID[1:0] = 00   --> internal_delay = 1IIC
SDID[1:0] = 01   --> internal_delay = 2IIC
SDID[1:0] = 10   --> internal_delay = 4IIC
SDID[1:0] = 11   --> internal_delay = 0（遅延なし）

図 46.43     RIIC バスインターフェース入出力タイミング

RIIC 
（高速モード）
ICFER.FMPE= 1

SCL入力サイクル時間 tSCL 4(12) × IIC+ 240 — ns 46.43

SCL入力Hレベルパルス幅 tSCLH 2(6) × IIC — ns

SCL入力Lレベルパルス幅 tSCLL 2(6) × IIC — ns

SCL、 SDA入力立ち上がり時間 tSr — 120 ns

SCL、 SDA入力立ち下がり時間 tSf — 120 ns

SCL、 SDA入力スパイクパルス除去

時間

tSP 0 IIC ns

SDA入力バスフリー時間 tBUF 2(6) × IIC — ns

開始条件入力ホールド時間 tSTAH IIC — ns

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 0 — ns

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 0 — ns

データ入力セットアップ時間 tSDAS IIC — ns

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 — ns

SCL、 SDA容量性負荷 Cb — 550 pF

項目 記号 Min. （注1）（注2）（注3） Max. 単位 参照図

SDA0 ～ SDA9

SCL0 ～ SCL9

VIH

VIL

tSTAH

tSCLH

tSCLL

P（注） S（注）

tSf tSr

tSCL
tSDAH

tSDAS

tSTAS tSP tSTOS

P（注）

tBUF

測定条件

VIH = VCCQ x 0.7、 VIL = VCCQ x 0.3
VOL = 0.6V、 IOL = 6mA(ICFER.FMPE = 0)
VOL = 0.4V、 IOL = 20mA(ICFER.FMPE = 1)

Sr（注）

注. S、 P、 Srは 以下を表します。
S: 開始条件
P: 停止条件
Sr: 再送開始条件
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46.4.14 SPI1 モジュール信号タイミング

表46.25 SPI1 モジュール信号タイミング

図 46.44     SPI1 出力信号タイミング

図 46.45     SPI入力信号タイミング

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

SP1-SCK クロック出力周波数 fSP1C — 48 MHz

SP1-SCK クロック出力周期 tSP1C 20.8 — ns 46.44

SP1-SCK クロック出力Lレベルパルス幅 tSP1CL 8 — ns 46.44

SP1-SCK クロック出力Hレベルパルス幅 tSP1CH 8 — ns 46.44

SP1-SCK_FB クロック立ち上がり時間

（VCCQの20%-80% ）

tSP1FBCR — 6 ns 46.45

SP1-SCK_FB クロック立ち下がり時間

（VCCQの20%-80% ）

tSP1FBCF — 6 ns 46.45

SP1-MISO入力セットアップ時間 (SP1-SCK_FB 立
ち上がり )

tSP1DVCH 2 — ns 46.45

SP1-MISO入力ホールド時間 (SP1-SCK_FB 立ち上

がり)

tSP1CHDX 10 — ns 46.45

SP1-MOSI 出力有効時間 (SP1-SCK立ち上がり前) tSP1QVCH tSP1C/2-6 — ns 46.44

SP1-MOSI 出力有効時間 (SP1-SCK 立ち上がり後) tSP1CHQX tSP1C/2-6 — ns 46.44

SP1-SS0、 SP1-SS1 出力有効時間 (SP1-SCK 立ち

上がり前 )

tSP1SLCH tSP1C/2-5 — ns 46.44

SP1-SS0、 SP1-SS1 出力有効時間(SP1-SCK立ち

上がり後 )

tSP1CHSH tSP1C-15 — ns 46.44

SP1-SS0 

SP1-SS1

SP1-MOSI

SP1-SCK

tSP1SLCH

tSP1CL

tSP1CH

tSP1CHSH

tSP1C

tSP1CHQXtSP1QVCH

SP1-MISO

SP1-SCK_FB

tSP1CHDXtSP1DVCHtSP1FBCFtSP1FBCR
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46.4.15 SCIF2～4 モジュール信号タイミング

表46.26 SCIF2～4 モジュール信号タイミング

注 . tPcyc は周辺クロック（Pck）の1 サイクル時間を示します。

図 46.46     SCKn入力クロックタイミング（n＝2～4）

図 46.47     SCIFn クロック同期モード I/Oタイミング（n＝2～4）

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考

入力クロックサイクル（調歩同期） tScyc 4 — tPcyc 46.46

入力クロックサイクル（クロック同期） 12 — tPcyc 46.46

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc 46.46

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr — 0.8 tPcyc 46.46

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf — 0.8 tPcyc 46.46

転送データ遅延時間 tTXD — 4  tPcyc + 15 ns 46.47

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 16 — ns 46.47

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH tPcyc + 5 — ns 46.47

tSCKW

SCKn

tScyc tSCKf tSCKr

TXDn

SCKn

RXDn

tScyc

tRXS tRXH

tTXD tTXD
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46.4.16 USB0/USB1 モジュール信号タイミング

図 46.48     USDP0/USDP1、USDM0/USDM1出力タイミング（フルスピード時）

図 46.49     測定回路（フルスピード時）

図 46.50     USDP0/USDP1、USDM0/USDM1 出力タイミング（ハイスピード時）

表46.27 USB0/USB1トランシーバタイミング（フルスピード時）

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

立ち上がり時間 tFR 4 — 20 ns 46.48

立ち下がり時間 tFF 4 — 20 ns

立ち上がり／立ち下がり時間比 tFR/tFF 90 — 111.11 %

表46.28 USB0/USB1 トランシーバタイミング（ハイスピード時）

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

立ち上がり時間 tHSR 400 — — ps 46.50

立ち下がり時間 tHSF 400 — — ps

出力ドライバ抵抗 ZHSDRV 40.5 — 49.5 

　　　　USDP0/USDP1、
　　　　USDM0/USDM1

tFR tFF

10 % 10 %

90 % 90 %

被測定回路

VCCQ-USB

USDP0/

USDP1

USDM0/

USDM1

VSSQ_USB

CL = 50 pF

CL = 50 pF 静電容量CLは、結線の浮遊容量および
プローブの入力容量を含みます。

USDP0/USDP1、
USDM0/USDM1

tHSR tHSF

10 % 10 %

90 % 90 %
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図 46.51     測定回路（ハイスピード時）

46.4.17 A/D モジュール信号タイミング

表46.29 A/D モジュール信号タイミング

注 . tPcyc は周辺クロック（Pck）の1 サイクル時間を示します。

図 46.52     A/D 変換器外部トリガ 入力パルス幅

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

ADTRG0、 ADTRG1 入力パルス幅 tTRGW 2 — tPcyc 46.52

被測定回路

RL = 45 Ω

RL = 45 Ω

VCCQ-USB

USDP0/

USDP1

USDM0/

USDM1

VSSQ_USB

ADTRG0 、ADTRG1

tTRGW

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 46.  電気的特性

 Page 46-42

46.4.18 GPIO モジュール信号タイミング

表46.30 GPIO モジュール信号タイミング

図 46.53     GPIO タイミング

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

GPIO 出力遅延時間 PTM0 ～ PTM3、

PTR0 ～PTR7、

PTS0 ～ PTS7

tIOPD 0 400 ns 46.53

その他 0 12 ns

GPIO入力セットアップ時間 tIOPS 9 — ns 46.53

GPIO入力ホールド時間 tIOPH 1.5 — ns 46.53

CLKOUT

GPIO

出力

GPIO

入力

tIOPD

tIOPS tIOPH
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46.4.19 H-UDI モジュール信号タイミング

表46.31 H-UDI モジュール信号タイミング

注1.   tcyc はCLKOUT クロックの1 サイクル時間を示します。

2.   tPcyc は周辺クロック（Pck）の1 サイクル時間を示します。

図 46.54     TCK 入力タイミング

図 46.55     ASEBRKセットアップ／ホールドタイミング

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考

入力クロックサイクル tTCKcyc 50 — ns 46.54、 46.56

入力クロックHパルス幅 tTCKH 15 — ns 46.54

入力クロックLパルス幅 tTCKL 15 — ns 46.54

入力クロック立ち上がり時間 tTCKr — 10 ns 46.54

入力クロック立ち下がり時間 tTCKf — 10 ns 46.54

ASEBRK セットアップ時間 tASEBRKS 10 — tcyc 46.55

ASEBRK ホールド時間 tASEBRKH 10 — tcyc 46.55

TDI/TMS セットアップ時間 tTDIS 15 — ns 46.56

TDI/TMS ホールド時間 tTDIH 15 — ns 46.56

TDO データ遅延時間 tTDO — 12 ns 46.56

ASEBRK 端子パルス幅 tPINBRK 2 — tPcyc 46.57

tTCKH

tTCKf tTCKr

tTCKL

tTCKcyc

VIH VIH
VIH

1/2VCCQTCK 1/2VCCQ
VIL VIL

注.　TCK端子からクロックを入力する場合

ASEBRK

PRESET

tASEBRKHtASEBRKS
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図 46.56     H-UDI データ転送タイミング

図 46.57     ASEBRK 端子パルス幅

TDI
TMS

TCK

TDO

tTCKcyc

tTDO

tTDIHtTDIS

ASEBRK

tPINBRK

R01UH0374JJ0100 Rev.1.00 
2012.07.13



SH7752グループ 46.  電気的特性

 Page 46-45

46.4.20 RSPI モジュール信号タイミング

条件： tPcyc = 20.8ns

表46.32 RSPI タイミング

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図

RSPCK クロックサイクル マスタ tSPcyc 2 — — tPcyc 46.58

スレーブ 4 — —

RSPCK クロックHレベル

パルス幅

マスタ tSPCKWH (tSPcyc – tSPCKR –
tSPCKF) /2 – 3

— — ns

スレーブ (tSPcyc – tSPCKR –
tSPCKF) /2

— —

RSPCK クロックLレベル

パルス幅

マスタ tSPCKWL (tSPcyc – tSPCKR –
tSPCKF) /2 – 3

— — ns

スレーブ (tSPcyc – tSPCKR –
tSPCKF) /2

— —

RSPCK クロック立ち上がり /
立ち下がり時間

出力 tSPCKR、 tSPCKF — 3 5 ns

入力 — — 1 s

データ入力セットアップ時間 マスタ tSU 25 — — ns 46.59 
46.60
46.61 
46.62

スレーブ 20 -tPcyc — —

データ入力ホールド時間 マスタ tH 10 — — ns

スレーブ 20 — —

SSL セットアップ時間 マスタ tLEAD 1 — 8 tSPcyc

スレーブ 5 — — tPcyc

SSL ホールド時間 マスタ tLAG 1 — 8 tSPcyc

スレーブ 2 — — tPcyc

データ出力遅延時間 マスタ tOD — — 25 ns

スレーブ — — 1.5  tPcyc + 
40

ns

データ出力ホールド時間 マスタ tOH 5 — — ns

スレーブ 5 — —

連続送信遅延時間 マスタ tTD tSPcyc + tPcyc — 8  tSPcyc + 
tPcyc

ns

スレーブ 2  tPcyc — —

MOSI 、 MISO立ち上がり /
立ち下がり時間

出力 tDR、 

tDF

— — 5 ns

入力 — — 1 s

SSL 立ち上がり /
立ち下がり時間

出力 tSSLR、

tSSLF

— — 5 ns

入力 — — 1 s

スレーブアクセス時間 tSA — — 2 tPcyc 46.61  
46.62

スレーブアウト開放時間 tREL — — 1.5 tPcyc
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図 46.58     RSPI クロックタイミング

図 46.59     RSPI タイミング（マスタ、 CPHA = 0）

RSPCK 
マスタ選択出力

RSPCK  
スレーブ選択入力

tSPCKWH

VOLVOLVOL

VOHVOHVOHVOH

tSPCKR tSPCKF

tSPCKWL

tSPcyc

tSPCKWH

VILVILVIL

VIHVIHVIHVIH

tSPCKR tSPCKF

tSPCKWL

tSPcyc

SSL0,SSL1

出力

RSPCK

CPOL = 0

出力

RSPCK

CPOL = 1

出力

MISO

入力

MOSI

出力

tLEAD

tTD

tLAG

tSSLR, tSSLF

tDR, tDF

tSU tH

tOH tOD

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT
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図 46.60     RSPI タイミング　（マスタ、 CPHA = 1）

図 46.61     RSPI タイミング（スレーブ、 CPHA = 0）

SSL0, SSL1

出力

RSPCK

CPOL = 0

出力

RSPCK

CPOL = 1

出力

MISO

入力

MOSI

出力

tLEAD

tTD

tLAG

tSSLR tSSLF

tDR, tDF
tOD

tSU tH

tOH

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

SSL0 

入力

RSPCK 

CPOL = 0

入力

RSPCK 

CPOL = 1

入力

MISO 

出力

MOSI

入力

tLEAD

tSA

tTD

tLAG

tSU tH

tRELtODtOH

MSB OUT DATA MSB INLSB OUT MSB OUT

MSB INMSB IN LSB INDATA

tDR, tDF
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図 46.62     RSPI タイミング（スレーブ、 CPHA = 1）

SSL0 

入力

RSPCK

CPOL = 0

入力

RSPCK

CPOL = 1

入力 

MISO 

出力

MOSI

入力

tLEAD

tSA

tTD

tLAG

tSU tH

tRELtODtOH

LSB OUT

(最終データ） LSB OUTDATA MSB OUT

MSB INMSB IN LSB INDATA
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46.4.21 eMMC モジュール信号タイミング

表46.33 eMMC モジュール信号タイミング

注 . tPCYC は周辺クロック（Pck）の1 サイクル時間を示します (Pck = 48 MHz)。

図 46.63     MMC クロックタイミング

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図

CLK クロックサイクル tMMCCYC tPCYC
（注） — ns 46.63

CLK クロックLレベル幅 tMMCCWL 6.5 — ns 46.63

CLK クロックHレベル幅 tMMCCWH 6.5 — ns 46.63

CLK クロック立ち上がり時間

(VCCQの20％～80%)

tMMCCLH — 3 ns 46.63

CLKクロック立ち下がり時間

(VCCQの20％～80%)

tMMCCHL — 3 ns 46.63

CMD出力データ遅延 tMMCCMD 6.6 6.6 ns 46.63

DAT 出力データ遅延 tMMCDAD 6.6 6.6 ns 46.63

CMD入力データセットアップ tMMCCMS 4.0 — ns 46.63

CMD入力データホールド tMMCCMH 2.5 — ns 46.63

DAT 入力データセットアップ tMMCDAS 4.0 — ns 46.63

DAT 入力データホールド tMMCDAH 2.5 — ns 46.63

tMMCCYC

tMMCCWH

tMMCCMD(Max) tMMCCMD(Min)

tMMCDAD(Min)
tMMCDAD(Max)

tMMCCMS

tMMCDAS

tMMCCWL tMMCCHL tMMCCLH

tMMCCMH

tMMCDAH

CLK

CMD（出力）

DAT（出力）

CMD（入力）

（入力）DAT
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46.4.22 SGPIO モジュール信号タイミング

図 46.64     SGPIO クロックタイミング

表46.34 SGPIO モジュール信号タイミング

項目 記号 Min. Max. 単位

SClock 周波数 fCYC — 48 MHz

SLoad ～ SClock 時間 tLC 16.0 — ns

SClcok ～ SLoad 時間 tCL 20.0 — ns

SDataOut 遅延時間 tOD -2.0 6.0 ns

SDataIn セットアップ時間 tISU 2.0 — ns

SDataIn ホールド時間 tIh 8.0 — ns

SClock0～2

SLoad0～2

SDataOut0～2

SDataIn0～2

tISU

tIh

tOD tCLtLC

fCYC
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46.4.23 EVC モジュール信号タイミング

表46.35 EVC モジュール信号タイミング

図 46.65     EVENT 入力信号タイミング

46.5 A/D 変換器特性

表46.36 A/D 変換器特性 （VDD = 1.20 ～1.30V、 VCCQ = 3.0 ～3.6V、 AVref = 3.0V ～ AVCC、 AVCC= 3.0 ～3.6V）

注 . 参考値

項目 記号 Min. Max. 単位

イベント入力Hパルス幅 tEVWH 2 — tpcyc

イベント入力Lパルス幅 tEVWL 2 — tpcyc

項目 記号 Min. Max. 単位

分解能 10 10 10 ビット

変換時間 5.5 — — s

アナログ入力容量 — — 20 pF

許容信号源インピーダンス — — 5 k

非直線性誤差 — — 3.0(注） LSB

オフセット誤差 — — 2.0(注） LSB

フルスケール誤差 — — 2.0(注） LSB

量子化誤差 — — 0.5(注） LSB

絶対精度 — — 4.0 LSB

tEVWH

tEVWL

EVENTn

EVENTn

CLKOUT
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付録

A. CPU 動作モードレジスタ（CPUOPM）

CPUOPM は、CPU の動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタはH'FF2F 0000番地から32

ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む際には、必ずリザーブビットに初

期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き込んだ場合の動作は保証さ

れません。

CPUOPM の更新は、CPU 以外のSuperHyway バスマスタからのアクセスでなく、SH-4A のストア命令で

行ってください。また、CPUOPM 更新後、一度CPUOPM を読み出した後で、以下の1.又は2.のどちらかを

実行してください。

1. RTE命令による分岐を実行してください。

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。

1.又は2.の実行後、SH-4A は更新後のCPUOPM の値を用いて動作することが保証されます。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 4 — H'0000 032 — リザーブビット（書き込む値はH'0000 032にしてください）

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット

0：割り込みを受け付けてもSRレジスタの IMASK ビットの値

は変化しません。

1：割り込みを受け付けた場合、受け付けたレベルをSRレジス

タの IMASK ビットの値に自動的に設定します。

2 ～ 0 — 0 — リザーブビット（書き込む値は “0”にしてください）

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 1 0 0 0 0 00 0

INTMU

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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B. 命令プリフェッチとその副作用について

SH-4A は、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行っ

ています。
したがって、各メモリ空間の最終64 バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプ

ログラムを配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合が
あります。
以下にこれが問題となるケースを示します。

図 B.1     命令のプリフェッチ

図 B.1 では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002 番地の命令フェッ

チが同時に行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続のJMP 命令、ディレイスロッ

ト命令の実行後、エリア1 以外の領域に分岐するものと仮定します。

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1 へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）

が発生する可能性があります。

(1) 命令のプリフェッチの副作用
1. 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続された FIFO などの外部

デバイスが誤動作する場合が考えられます。

2. 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップ

の原因になります。

(2) 回避方法
1. MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。

2. 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。

アドレス
     :

H'03FF FFF8

H'03FF FFFA

H'03FF FFFC

H'03FF FFFE

H'0400 0000

H'0400 0002

     :

命令
     :

ADD R1,R4

JMP @R2

NOP

NOPエリア 0

エリア 1

PC （プログラムカウンタ）

命令のプリフェッチアドレス
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C. バージョンレジスタ（PVR、 PRR）

SH-4A は、プロセッサコアのバージョンと製品のバージョンを示す読み出し専用のレジスタを内蔵し

ています。これらのレジスタの値を用いることにより、ソフトウェアからプロセッサのバージョン及び
製品を区別することができ、拡張性の高いシステムを構築することが可能となります。

注 . PVR レジスタのビット7～0 と、PRR レジスタのビット3～0 の値は必ずマスクをし、ソフトウェア

に影響を与えないようにしてください。

表C.1 レジスタ構成

• PVR

レジスタ名 略称 R/W アドレス
アクセス
サイズ

レジスタの状態

パワーオン
リセット

マニュアル
リセット

プロセッサバージョン
レジスタ

PVR R H'FF00 0030 32 H'1030 0BXX 保持

プロダクトレジスタ PRR R H'FF00 0044 32 H'0000 3114 保持

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～24 CHIP H'10 R プロセッサファミリの種別を示します。

SH-4A シリーズでは、必ず、H'10 が読み出されます。

23 ～ 16 VER H'30 R バージョンを示します。

SH-4Aシリーズに大幅な機能拡張を行う場合に変更します。

本マニュアルでは、VER がH'30 以上の場合を対象としています。

15 ～ 8 CUT H'0B R バージョンを示します。

SH-4Aシリーズに小規模な修正を行う場合に変更します。

7 ～ 0 — 不定 — 不定値が読み出されます。

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してくだ
さい。

R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 1 0 1 1 ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯
⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯⎯

R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

R R R R R

⎯ ⎯ ⎯⎯ ⎯

CHIP VER

CUT

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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• PRR

ビット ビット名 初期値 R/W 説 明

31 ～ 16 — 0 — リザーブビット

15～ 8 Product H'31 R バージョンを示します。

製品に大幅な機能拡張を行う場合に変更します。

7 ～ 0 CUT H'14 R バージョンを示します。

製品に小規模な修正を行う場合に変更します。

R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0

CUT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R

Product

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯

ビット：

初期値：
R/W:

ビット：

初期値：
R/W:
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D. 外形寸法図

図 D.1     外形寸法図
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E. ストラップピン一覧表
表E.1 ストラップピン一覧表

端子名 機能 説明 ストラップ

ピン（注1）

MPMD チップモード指定 L：エミュレーションモード

H：ノーマルモード（チップモード）

Static

MD2、MD1、 MD0 クロック動作モード設定 LLL：クロック動作モード0（注2）

LLH：クロック動作モード1（注3）

注 . 上記以外は設定禁止。

Static

MD3 バスモード設定 LBSCエリア0のバス幅を設定

L：16ビット

H：8ビット

Static

MD5 エンディアン設定 LBSC、DBSC3バス及びSHwyバス用にSH-4Aのエ

ンディアンを設定

L：ビッグエンディアン

H：リトルエンディアン

Static

MD6、 MD9 ブートモード設定 LL：LBSCブート

HL：2KB SPIブート

注 . 上記以外は設定禁止。

Static

MD8 クロック端子機能設定 L：外部クロック入力（EXTAL端子に外部クロック

信号を入力）

H：水晶発振子接続（EXTAL/XTAL端子間に水晶発

振子を接続）

Static

MD10 CPUブートモード設定 L：32ビットブートモード

H：29ビットブートモード

Static

FLSHSZ1、 
FLSHSZ0

SPI1フラッシュメモリサイズ

設定

SPI1フラッシュメモリサイズを設定

LL ：2 MB

LH ：4 MB

HL ：8 MB

HH ：16 MB

Static

WPSZ1、WPSZ0 SPI1フラッシュライトプロテ

クトエリアサイズ設定

SPI1フラッシュのライトプロテクトエリアサイズ

を設定

LL ：256 KB

LH ：512 KB

HL ：1 MB

HH ：設定禁止

Static

WP SPI1フラッシュライトプロテ

クト設定

L ：SPI1ライトプロテクト有効

H ：SPI1ライトプロテクト無効

Dynamic

BOOTSZ1、 
BOOTSZ0

SPI0ブートフラッシュメモリ

サイズ設定

SPI0フラッシュメモリサイズ（ABR用）を設定

LL ：1 MB

LH ：2 MB

HL ：4 MB

HH ：8 MB

Static

SPI0VER SPI0モジュール設定 Lを入力してください Static
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注1. Static　　 ： パワーオンリセットの間、入力レベルがラッチされます。

　 　パワーオンリセット後、これらの端子は他の機能に使用できます。

 　 Dynamic　：パワーオンリセットに関係なく入力レベルは有効です。

　2. SH-4A クロック = 384 MHz、 SHwyクロック = 192 MHz、ローカルバスクロック = 48 MHz、周辺ク

ロック = 48 MHz
　3. SH-4A clock = 576 MHz、 SHwy clock = 192 MHz、 ローカルバスクロック = 48 MHz、周辺クロック 

= 48 MHz

BOOTWPSZ1、 
BOOTWPSZ0

SPIブートフラッシュライト

プロテクトエリアサイズ設定

SPI0フラッシュのライトプロテクトエリアサイズ

を設定

LL ：64 KB

LH ：128 KB

HL ：256 KB

HH ：設定禁止

Static

BOOTFMS SPIブートフラッシュメモリ

領域選択

（ABR開始アドレス )

SPI0のABR動作の初期ロード領域を設定

L ：SPIフラッシュメモリエリアの下位半分から

ロード

H ：SPIフラッシュメモリエリアの上位半分から

ロード

Static

BOOTWP SPI0ブートフラッシュライト

プロテクト設定

L ：SPI0ライトプロテクト有効

H ：SPI0ライトプロテクト無効

Dynamic

WDTFOT1、 
WDTFOT0

ウォッチドッグタイマのABR
遅延時間設定

SPI0のABR遅延時間を設定

LL ：ABR機能無効

LH ：22 秒

HL ：44 秒

HH ：88 秒

Static

端子名 機能 説明 ストラップ

ピン（注1）
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